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目 改 麻 セレ モニ ー で テロ 事件 発生 


(0 0 01 
ラプ ラス の 悲劇 


地球 か ら 離れ 、 新 た な 環境 へ と 移住 する 。 地球 連邦 政 
府 が 打ち 立て た 全 地 球 規模 の 移民 政策 は 、 新た な 人 類 
の 1 ペー ジ を 記す 記念 事業 と な る は ず だ っ た 。 し か し そ 
の 裏 で 画策 され た ある 陰謀 が 、 の ち ぢ に 新た な 戦乱 の 火 
種 に な ろう と は 、 その 時 の 誰 に も 予想 で き な か っ た 。 


全 人 類 の 意思 決定 機関 と し て 地球 連邦 政府 が 誕生 し 
た 時 、 人 舌 の 総 人 口 は 地球 の 許容 限界 を 比 え よう と し て 
いた 。 その た め 連 邦 政府 は 宇宙 移民 政策 を 計画 。 それ か 
らち お よそ 半 世 紀 後 、 大 聖 ス ペー ス ・ コ ロニ ー を 基準 と し た 
人 工 の 大 地 が 完成 し 、 連 邦 政府 は 宇宙 移民 政策 を 実地 


き セ レモ ニー を 同 近 で 目 


手 軍 世紀 初 の 地球 連 
印章 想 り カル ド ・ マ ー セ ナ 
ス が 所 信 表 明 を 開 銘 。 弥 
いて 宇宙 秋 紀 守 草 の 発 表 
に 紗 る は イ だ っ た が 


その 記念 と し て 年 号 を 西暦 (AD.) か ら 宇宙 世紀 (U.CJ) へ 
と 改め た 。 そし て U.C.0001、 地 球 衛 星 替 道 上 に 浮か ぶ 
地球 連邦 首相 宮邸 (ラプ ラス ) に お いて 改 暦 セレ モニ ー 


が 実施 され る こと と な っ セレ モニ ー は テロ の 標的 と 
な り 、 宇宙 世紀 は 最悪 の 形 で 幕 を 開け た の だ っ た . 
ネ の 頃 、( ラ プラ ス ) に 
る 光 を 伝 層 する 集 光 


テロ リス ト が 機 近 
角 話 を 計 
1 


目 サイ アァ ム 、「 ラ ブラス の 箱 」 を 回 収 


中 近東 で 苔 な が ら の 放牧 業 を 営ん で いた 青年 、 サ イア 
ム " ビ スト は 、 連 邦 政 府 の 事業 の た め に 先祖 伝来 の 土地 を 
追わ れ 、 き ら に 父 が ゲリラ 活動 に 参加 し て いた と いう 経歴 か 
ら 転 職 先 を 解 層 され て し まう 。 喰い 詰め た サイ アム は 、 ある 
組織 に 読 われ る まま に テロ 活動 に 身 を 染め 、( ラ ブラス) の 


a e 


何者 か の 線 詳 に よっ て 脱出 用 計画 態 は 竹 健 。 考 信 て 一 発 を 取り 食 め た サ 
イア ム だ が . 宇 密 制 か ら 放り 出さ れ で 宇 軍 を 漂流 する こと に な っ て し まう 


爆破 に も 参加 し て し まう 。 だ が 任務 か ら の 帰還 途中 、 サ イ 
アム の 乗っ て いた シャ トル は 口 封じ の た め に 爆破 され 、 彼 
は 宇宙 空間 に 放り 出さ れ て し まう 。 その 時 、 絶望 の 洞 に 立 
た され た サイ アム の 目 に ある 物体 が 映り 、 彼 は まる で 引き 
寄せ られ る よう に その 物 一 一 「 ラ プラ ス の 箱 ] を 回 収 し た 。 
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きた 秩 体 。 そ 
「 ラ プラ ス の 舞 | で あり )、 
この 「 編 」 と の 出会い 
が サイ アム の 軍人 を 大 
きく 補え る こと と な っ た 


目 サイ アム 、 冷凍 睡眠 か ら 目 覚め る 


何 跡 的 に 生 選 し た サイ アム は 、 そ の 後 、 実 業 家 と し て 頭 
角 を 現し 、 宇 宙 世 紀 最 大 の コン グロ マリ ッ ト 企 業 と 主 わ れ 
る アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) を も 傘下 に 収め る 
ビスト 財 団 の 当主 と な っ て いた 。 だ が 、 そ ん な 彼 の 成功 を 
支え て いた の が 、 あの 『 ラ ブラ ス の 籍 」 で ある こと を 知る 者 


当所 技 術 を 細 使 し て 100 本 年 を 生き 長らえ た 
全 較 と その 暑 て の 現状 を 愛 い 「 ラ プラ ス の 竣 」 の 開 錠 を 決 重 し た と され る 。 


は 撮り し か いな か っ た 。「 ラ プラ ス の 箱 」 は 連邦 政府 か 
ら 無 眼 の 裏 歩 を 引き 出し 、 財 団 の 利権 を 保証 する に 値 す 
る は ほど 貴重 な も の だ っ た の で ある 。 と ころ が U.C.0096、 サ 
イア ム は 財団 二 代 目 当 主 で 孫 で も ある カー ディ アス ・ ビ ピス 
ト と 共に 「 ラ プラ ス の 箱 」 を 世に 開放 する こと を 決意 し た 。 


畑 」 の 処 記 を 放さ きれ 
な カーデ ィ アス は 、 自ら 
の 生 倫 が ひと つの 時 
代 の 経 前 を 宜 く か も し 


よう と ば し な か っ た 


地球 連邦 政府 、 人 類 の 宇宙 移民 事 
業 を 実施 。 


連邦 政府 大 統領 り カ ルド ・ マ ー セ ナ 
ス 、 改 暦 セレモ ニー に 参加 。 


改 礎 セレ モニ ー、 テ ロ 事 件 の 標的 と 
な る (ラプ ラス 事件 ) 。 


サイ アム 、「 ラ ブラ ス の 親 」 を 回 収 。 


サイ アム 、 ビス ト 財 団 の 当主 と な る , 


サイ アム 、 カー ディ アス ・ ビ スト と 協力 
し て 、「 ラ プラ ス の 箱 」 の 開放 を 決意 
する 。 


ビス ト 財 団 


目 ガラン シェ ー ル 、 (イン ダス トリ アル 7 


に 向かう 


U.C.0096 と いう 時 代 は 表向き こそ 平穏 な 時 代 だ が 、 
裏 を 返せ ば 俸 深 の 時 代 で も あっ た 。 U.C.0093 に 発生 し 
た 『 シ ャ ア の 反乱 』( ジ オン ・ ズ ム ・ ダ イク ン の 息子 で ある 
シャ ア ・ ア スズ ナブ ル が ネオ ・ ジ オン を 名 乗り 、 連 邦 政府 に 
対し て 行っ た 大 規模 テロ ) の 鎮圧 後 、 連邦 政府 へ の 反抗 
勢力 は 一 様 に 鳴り を 潜め 、 そ れ に 安心 し た 連邦 政府 は 情 
性 的 な 政策 を 実施 する ば か り だ っ た か ら だ 。 そん な 折 、 ビ ス 
ト 財 団 の 新た な 当主 カー ディ アス は 、 財団 が 秘 層 し て いた 


ゴ A 
末 価 域 に 天 連 する 直前 近所 司 クラ ッ プ 確 の 本 を 呈 け た ガラ ン 
だ が 、 ニュ ー タ イブ 専用 4S ク シャ トリ ヤ に よっ て これ を 退け た 。 


「 ラ プラ ス の 箱 」 を 、 ネ オ ・ ジ オン 残党 軍 「 抽 付き ] 
渡す る 計画 を 立て る 。 開放 され れ ば 連邦 政府 が 転 穫 する 
と 言わ れる 「 箱 ] の 存在 は 「 補 付き] も 耳 に し て お り 、 眼 渡 
計画 は 実行 に 移さ れる こと と な っ た そし て 『 拉 付 吉 の 偽 
装 貸 物 船 ガラ ン シ ェ ー ル が 、 工業 コ | 
ダス トリ アル 7) に 派遣 され る 。 この コロ ニー 内 に お いて 「 ラ 
プラ ス の 箱 j を 斉 渡 する と いう の だ 。 だ が その 陰 で カー ディ 
アス が 何 を 画策 し て いる か まで は 誰 に も わか ら な か 


| ten einneune 
拓 引 いで 見 つゆ る 
ひと り の 少 友 の 存在 
| カラン シェ ー ル の 提 
糧 員 は 門 ひ と り と し て 
| rue かっ た 


目 バナ ー ジ 、 白い MS を 目撃 する 


(イン ダス トリ アル 7) へ と 急ぐ ガラ 
員 が 緊張 に 身 を 固く し て いた 。 その た め 謙 も 艦内 に 密航 者 
か つて 連邦 政府 に 独立 戦 
する 彼女 は 、 ある 目的 の た め 
に 『「 ラ ブラス の 箱 } に 関わ る 取引 き を 阻止 し よう と し て いた 。 
一 方 その 頃 、 (イン ダス トリ アル 7) の アナ ハイ ム ・ エ レク 
トロ ニク ス 工業 専門 学校 に 通う 民間 人 パナ ー ジ ・ リ ンク ス 
は 、 コロニー の 外 に 広がる 宇宙 空間 を 脳 ける 純白 の MS の 
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友人 の 誠 を 半ば 上 の 空 で 聞い て いた パナ ー ジ だ が 。 座 空 に 向け て いた 目 
を 見 較 い た 。 達 が 所 くに MS が 発する 叶 射 の 災 き を 施 め た の だ 。 


究 を 目撃 し た 。 工 専 関係 者 な ら MS な ど 珍 し く は な く 、 彼 自 
身 、 プチ ・ モ ビル スー ツ の 操縦 免許 は 取得 し て いる 。 と ころ 
が この 時 、 目 に し た MS は パナ ー ジ の 脳裏 に 鮮烈 な 印象 を 
残し た 。 頭 部 か ら 1 本 の 角 を 生やし た あの 白い MS は いっ た 
い 何 な の か 一 一 いく ら 考え て も 答え が 出る は ず も な く 、 つい 
に 考え る こと を 止め た パナ ー ジ は 先 を 急い だ が 、 そ れ で も 徳 
の 心 に は 先ほど 目 に し た MS が 焼き 付い て 離れ な か っ た の 
だ っ 


目 を 圧 ら し た パナ ー ジ 


は 、MS が 耕 伯 で 豆 部 
ーー 


を る の み だ っ た 


| バナ ー 


、 見 知ら ぬ 少 女 (オー ドリ ー) を 救助 する 


そん な 時 、 パ ナー ジ は 不可 思 議 な 感覚 に 補 ら われ て 周 
囲 を 見 回 し た 。 だ が 周囲 に いる の は 友人 や 知人 ば か り で 
と, お か し な こと は な い 。 それ で も 不可 思 講 な 感覚 は 
彼 を 又 り 立て 、 ふ と 窓 の 外 を 屋 い た パナ ー ジ は 驚き に 目 を 
丸く し た 。 無策 カ エリ ア 内 に 見 知ら ぬ 人 影 を 認め た の 
し か も 相手 は ノー マル スー ツ す ら 着 用 し て いな い 普 破 
よう で 、 自 由 に 動く こと も まま な ら な いよ うだ 。 どう や ら 舞 時 
カエ リア に 不慣れ な 者 が 迷い 込ん で 、 その まま 漂流 し て い 


ガラ ン シ ェ ー ル を 彼 け 出し た 
少女 は 、 不 情 れ な (イン ダス 
トリ アル 7) の 中 を ひと り で 
RT 


コロ ニー 内 の 工事 区 慈 に 
科 の 込ん だ 末 に 、 ハ ング z 


少女 は 係る が どう 
う も な か っ た 


る らし い 。 する と 突然 の 突風 に 名 られ て 人 影 が 移動 を 始 
め た 。 この まま で は どこ か に 流さ れ て 可 落 死す る ……。 や 
む な く パナ ー ジ は プチ ・ モ ビル スー ツ を 操作 し て 人 影 に 近 
づく と 、 キャ ノビ ピー を 開放 し て 相手 を コッ ク ピ ッ ト 内 に 収容 し 
た 。 そし て その 時 初め て 、 自 分 が 教 助 し た 相手 が 女性 で あ 
り 、 それ も 自分 と 同年 代 の 少女 で ある と 気付 いた 。 だ が 少 
女 は どこ か 気 も そぞろ で 、 パ ナー ジ へ の 礼 も そこ そこ に 済ま 
す 有 も 


カー ディ アス ・ ビ スト 、『 補 付き 」 と 接 
触 。「 ラ プラ ス の 箱 』 の 譲渡 を 持ち か 
ける . 


『 補 付き]、 カ ー デ ィ アス と の : 
承認 。 接触 場所 を 工業 コロ ニ 
ンダ スト リア ル 7) に 定め る 。 


「 袖 付き 」 の 偽装 貨 物 船 ガラ ン シ ェ ー 
ル 、 (イン ダス トリ アル 7) に 到着 。 


『 袖 付き j』 の 要 人 の 少女 、 ガ ラン シェ ー 
ル に 密航 。 


パナ ー ジ ・ リ ンク ス 、 白い MS を 目撃 。 


パナ ー ジ 、( イ ンダ スト リア ル 7) の 無 
重 カ エリ ア で 見 知ら ぬ 少 女 (オー ド 
ー) を 救助 。 
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C.E.-16~C.E.69 

C.E.-16 4 月 1 日 … 人 閣 初 の コー ディ ネイ ター、 ジョ ー ジ ・ グ レン が 誕生 

C.E.9 男 連 主導 の 下 、 C.E. (コズミック ・ イ ラ ) が 制定 され る 

C.E.15 ジョ ー ジ ・ グ レン 、 自身 が コー ディ ネイ ター で ある こと を 告白 。 自 
閑 保 護 団体 「 ブ ルー コス モス 」 が コー ディ ネイ ター 持 術 に 反対 

C.E.16 「 国 際 違 伝 子 資 源 開発 会 庶 」 が 開催 。 人 間 の 遺伝 子 操作 が 
准 止 され る 

C.E.30 第 一 次 コー ディ ネイ ター ブー ム が 起こ る 

C.E.38 新型 コロ ニー「 プ ラン ト 」 の 建造 が 始ま る 

C.E.41 第 二 世 代 コ ー デ ィ ネ イタ ー が 誕生 


順 の パレ ンタ イン 」 事件 以降 の 混乱 


ne D4 sm 


「 血 の バレ ンタ イン ] 事 件 と 
へ リオ ポリ ス 油 撃 


コー ディ ネイ ター と 、 ナ チュ ラル と いう ふた つの 勢力 間 
で 軸 来 が 生じ た コズミック ・ イ ラ (C.E.)。 C.E.71、 そ 
の 軌 較 は 世界 を 二分 する 壮絶 な 戦い へ と 発展 する 


C.E.45 … コー ディ ネイ ター の 人 口 が 1.000 万 人 を 突破 ( 失 定 ) 

C.E.50 - シー ゲル ・ ク ライ ン と パト リッ ク ・ ザ ラ 、 プ ラン ト 内 の 自治 権 と 質 遇 自主 権 
の 獲得 を 訴え 、 ザフト の 前 身 で ある 政治 結社 「 黄 道 同 望 」 を 結成 する 。 

C.E.53 … ジョ ー ジ ・ グ レン 、 暗 条 され る 

C.E.55 … 地球 上 で の 遺伝 子 改変 が 禁止 さ れる 。 この 頃 、 ナ チュ ラル の 反 コ ー デ ィ ネ 
イタ ー 感 情 は 最悪 に 。 キラ ー ヤ マト 、 ラク ス ・ ク ライ ン 、 アス ラン ・ ザ ラ 誕 生 

C.E.65 -「 黄 首 同 盟 」、 名 称 を ザフト (自由 条約 黄道 同盟 ) に 変更 

C.E.69 … プラ ント と 地球 理事 国 と の 交渉 は 不調 に 終わ る 


「 血 の パレ ンタ イン 」 事件 、 勃発 


宇宙 ・ ブ プラ ント 群 を 拠点 と する コー ディ ネイ ター 勢力 と 、 『 
地球 を 換 点 と する ナチ ュ ラル 勢力 の E 的 に し た 
の は 、C.E.70 の パレ ンタ イン 地球 連合 車 
に よる プラ ント へ の 検 攻撃 で ある 。「 血 の パレ ンタ イン ] と 
呼ば れる この 事件 に より 、 農 業 プラ ント ・ 
が 上 壊し 、 約 24 万 人 の コー ディ ネイ ター が 死亡 
に 港 門 し た プラ ント 最高 評 講 会 は 、 検 の 使用 を 不可 能 と 
する ニュ ー ト ロ マー を 対抗 措置 と し て 地球 全土 に 投 
下 。 地球 は 、 李 度 の エネ ルギー 不足 に 陥る 。 さら に プラ ン 
ト の 宣 組 織 ザフト は 、 大 量 の MS を 地球 に 送り 込み 、 地球 
東側 を 圧倒 。 アフ リカ を 中 心 に その 勢力 を 拡大 させ た 


目 ザフト の クル ー ゼ 隊 、 ヘリ オ ボ ポリ ス を 製 繋 する 


ント 健夫 天仙 の 人 負け 條 本 で 


ザフト 、 赤道 封鎖 作戦 「 オ ペ ベレー ショ 
ン ・ ウ ロボ ロス 」 を 可決 


ザフト 、 地 球 全域 に ニュ ー ト ロン ジャ 
マー を 投下 


MORE INFO! 
ュー トロ 


CE71 に 入る と 、 ラ ウ ・ ル ・ ク ルー ゼ 素 いる ザフト の 
クル ー ゼ 隊 が 、 地 球 軍 が MS を 開発 し て いる と の 人 情報 を 
キャ ッ チ 。 機体 が 開発 され て いる と いう 中 立国 オー プ の 資 
必 衛 屋 ・ ヘ リオ ボリ ス を 怠 騰 する 。 壮 撃 の 結果 
が 開発 し た 5 機 の 試作 機 を 発見 、 そ の うち 4 機 を 容 取 する 
が 、 ス トラ イク ガン ダム の 審 取 に 失 致 する 。 クル ー ゼ 隊 の メ 


リオ ボリ スズ 在住 の 
地球 軍 。。 ニ イク 本 体 の 


クル ー ヤ 隊 は 。 ザフト の 中 で も 健 ペー デー 
が 雪 う エ リー ト 后 時 で 、 | 

学校 を 條 秀成 

華 し た 者 が 参加 

括 華 は ヴェ リリ ウス 


の パイ ロッ ト で ある ミゲル ・ ア イマ ン は 、 スト ラ 
り 容 取 を 目指 し て 再び ヘリ オ ポ リ ス に 潜入 。 だ が 

キラ ・ ヤ マト の 操 終 技術 と 、 スト ラ 
ク に より 撃破 され る 。 さら 
ダム と 共に 開発 し て いた 新造 能 
を 許し た た め 、 クル ー セ 隊 は その 後 を 追 


ザフト の クル ー ゼ 隊 、 ヘ リオ ポリ ス を 
興 撃 する 


キラ 、 スト ライ ク ガ ンダ ム に 搭乗 


アー クエ ンジ ェ ル 、 へ リオ ポリ ス を 離脱 . 


EE TIMELINE 


血 の バ レン タイ ン 」 事件 と 


目 アル テ ミ ス 要 寒 、 ク ルー ゼ 隊 の 人 奇 製 を 受け て 壊滅 


へ リオ ポリ ス を ル は 用 


ミス 上 暦 部 に よっ て スト ライ ク が 審 わ れ 、 クル ー た ち も 拘 東 


され て し まう 。 し か し 、 ク ルー ゼ 隊 の 急 調 に よっ て 生じ た 混 
乱 を 利用 し て キラ は スト ライ ク を 故 選 。 アー クエ ル と 
共に な ん と か アル テ ミ ス を 脱出 する , 


rf a 


内 と 
ア の 
| ュ ノ ミ Nd st 
アー クエ ンジ ェ ル 、 アー クエ ンジ ェ ル 、 
ユニ ウス セ プ ン へ 第 8 艦隊 先 道 隊 と 接触 
アル ル 無援 で 航行 を 続け て いた アー クエ ンジ ェ ル だ っ た 
は 、 醒 給 の た め 、「 箇 の パ が 、 地 球 軍 閣 8 艦隊 の 先 貴 隊 が 教 援 に 弁 け 付け た 。 合流 
レン タイ ン ] 事件 で 破壊 の 攻 寺 の 中 艦 だ が 、 後 を 追っ て きた クル ー ゼ 隊 の 急 要 
か ら 物 資 を 調 培 する 。 だ が ス セ ブン の 追 に より 、 旗 艦 モ ント ゴメ リ は 撃破 され て し まう 。 さら に アー ク 
恒 式 典 を 行う 目的 で 現地 に 派遣 し て いた 偵察 用 MS と ル も 危機 を 迎え る が 、 ラ クス を 人 
通 。 キラ の スト ライ ク は や む な 機体 を 撃破 する ウス に 撤退 を 促し 、 苑 を 丈 れ た 


漂う 脱出 用 ポッ ド を 発見 

ド か ら 現れ た の は 、 プ 
ウス セブ ン を 訪れ て い 
・ ク ライ ン で あっ た 。 プラ ント 最高 評議 会 議 
プラ ント で 絶大 な 人 気 を 謗 る 歌姫 で あっ た ラク ス 
クエ ンジ ェ ル は 保護 する こと と な 


邊 後 、 スト ライ ク は 宇宙 空間 を 
アー クエ ンジ ェ ル へ と 


恒 


2 月 8 日 に 
目 キラ 、 ラク ス を 脱出 させ る 


民間 人 で ある ラク ス を 人 賀 と し た こ 
アー クエ ンジ ェ ル 内 で も 災 問 の 声 


以上 ラク ス を 態 に 置い て お く の は 型 びな いと 、 ザ フト へ の 
返還 を 決 重 。 キラ の か つて の 幼 捉 貧 で ある アス ラン に そ 
の 身柄 を 託し た ょ ザフト へ の 入隊 を 


勧め られ る が 、 キラ は 仲間 た ち を 守る た め 、 拒絶 し た 


クル ー ゼ 隊 、 


クル ー ゼ 隊 は 、 第 8 幡 隊 
する 前 に 義 の 撃破 を 狂 いた 。 アス ラン や イザ ー ク ら 4 
名 は 、 連携 攻撃 に よっ て アー クエ ンジ ェ ル を 包囲 、 撃 硫 二 
前 まで 追い 込む も 、 [SEED」 を 発現 し 、 覚 酢 状態 と な っ た 
キラ の スト ライ ク に 阻ま れ 、 描 退 を 余 備 な くさ れ た 


| アー クエ ンジ ェ ル 、 
| CAD 


第 8 艦隊 と の 合流 に 成功 し た ア 


クエ ンジ ェ ル 。 キラ た 


に 残る 。 散 は 地球 軍 本 部 の ある アラ スカ に 計 路 を 揉 る が 


に も クル ー ゼ 隊 の 攻撃 に 道 う 。 第 8 杉 隊 は この 攻撃 
で 全 減 する が 、 アー クエ ンジ ェ ル は 大 気 圏内 に 突入 する 


j オ ポリ ス 前 撃 


SHO me04 sg 


上 だ 入 全 壮 アー クエ ンジ ェ ル 


| 入港 


アル テ ミ ス 要 塞 : 


クル ー ゼ 隊 の 奇 工 に より 、 アル テ ミ ス 


要 府 壊 滅 


ORE INFO! 


放 ミ 関 ユー ウス セブ ン の 追 便 団 圭 団 、 地 球 


軍 と の 交 幸 後に 遭難 


アー クエ ンジ ェ ル 、 ユ ニウス セブ ン 宙 
域 に 到達 。 ラク ス の 乗る 救命 ポッ ド を 
| 発見 、 回 収 


アー クエ ンジ ェ ル 、 第 8 艦隊 先 遺 隊 と 
接触 


| 季 8 算 隊 先 遺 隊 、 ク ルー セ 隊 の 攻撃 
| で 全 洲 


キラ 、 クル ー ゼ 隊 の アス ラン に 接触 
ラク ス を 引き 渡す 


MORE INFO! 
「SEED」 の 発現 


無援 


アー クエ ンジ ェ ル 、 地球 軍 第 8 艦隊 と 


合流 


キラ と その 学生 仲間 5 名 、 地 球 軍 に 
正式 入隊 


アー クエ ンジ ェ ル 、 地球 降下 


機動 戦士 ガン ダム 


(0 rl 
サイ ドア 7、 襲撃 


増え 過ぎ た 人 口 を 養う た め 、 人 類 が 生活 の 場 を 宇宙 へ 
移し た 時 代 一 一 宇宙 世紀 。 だ が 環境 が 変わ っ た と は い 
え 、 考え 方 まで が 簡単 に 変わ る わけ で な く 、 地球 で の 生 
活 を 引き ずっ た 人 類 は 、 宇 宙 に 戦い の 火種 を 持ち 込ん で 

し まう 。 そし て 火種 は 戦火 と な っ て 花開い た の だ っ た 。 


U.C.0001 <U.C.0079 

U.C.0001…… 宇宙 移民 の 開始 を も っ て 宇宙 世紀 (U.C.) に 移行 。 U.C.0069…… ミノ フス キー 粒子 の 存在 が 証明 され る 。 
U.C.0040 …… 地球 を 聖地 と 見 な す 「 エ レズ ム ] 思想 の 発生 。 ジオ ン 公 国 宣言 。 

U.C.0046 …… ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン 、「 コ ント リズ ム 」 を 提 咽 。 サイ ド 3 が ジオ ン 公 国 と し て 自治 権 を 主張 。 
U.C.0046 …… ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン 、 サイ ド 3 に 移住 。 U.C.0071 …… ジオ ン 公 国 、 新 事 兵 問 (MS) の 開発 に 着手 。 


以後 、 コン トリ ズム を 実践 する 。 
U.C.0058 … サイ ド 3、 狼 立 宣言 。 
U.C.0068 …… ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン 、 死亡 。 


ギレ ン ・ ザ ビ 、 「 條 性 人 類 生 存 説 」 を 発表 。 
U.C.0079 …… ジオ ォ ン 公園 、 地球 連邦 政府 に 対し て 宣戦 布告 。 
一 通 間 圭 争 、 勃発 。 


サイ ド 3 の 次 期 普 相 に デ ギ ン ・ ソ ド ・ ザ ビ が 就任 。 スペ ー ス ・ コ ロニ ー が 地球 に 落下 。 大 規模 な 気象 変動 が 発生 。 


9 月 18 日 / 


ホワ イト ペー ス 、 サイ ド 7 に 入港 。 


『】 目 公国 軍 デ ニム 小隊 、 サイ ド 7 に 潜入 


U.C.0079、 ス ペー ス ・ コ ロニ ー 群 の ひと つ で ある サイ ド 3 
が ジオ ン 公国 を 名 乗り 、 地 球 連邦 に 対し て 宣戦 布告 。 の ち 
に 「 一 年 戦争 」 と 呼ば れる 戦乱 が 勃発 し た 。 MS と 呼ば れ 
る 人 型 機動 兵 問 を 投入 し た 公国 軍 は 初戦 を 圧倒 。 一 方 、 
物量 に 勝る 連邦 軍 も 次 第 に 態勢 を 立て 直し て いく 。 そし て 
開戦 か ら 9 ヶ 月 後 、 両 勢力 は 肛 着 状態 に 陥っ て いた 。 そこ 
で 現状 を 打破 すべ く 、 連 邦 軍 は 独自 の MS と その 運用 還 門 
の 開発 を 主眼 と する 極秘 プロ ジェ クト 「V 作 戦 」 を 実施 。 新 
造 戦艦 ホワ イト ペー ス が 、MS を 受領 すべ く サ イド 7 に 向かう 
こと と な っ た 。 だ が この 情報 は 公国 軍 に 察知 され て お り 、 公 
国軍 特 季 部 隊 (指揮 官 は シャ ア ・ ア ズ ナブ ル ) が サイ ド 7 へ 
の 潜入 を 決行 。 V 作 戦 の 実 能 を 探る こと と な っ た 。 


目 サイ ド 7 内 で 、 人類 初 の MIS 戦 が 発生 


シャ ア 、 フ ァ ル メル を 率い て サイ ド 7 に 
接近 。 


で 軍用 計 験 び 実 施さ れ て いる どい 
ーー シャ ア 、 連 邦 軍 MS の 調査 を 開始 。 3 


機 の ザク I を 出撃 させ る 。 


ジー ン 、 デ ニム の 制止 を 無視 し て 攻 
撃 を 開始 。 


アム ロ 、 ガン ダム を 起動 。 
ジー ン の ザク II を 撃破 する 


アム ロ 、 デニ ム の ザク IT を 撃破 


デニ ム 小 隊 の 任務 は あく まで 偵察 だ っ た が 、 シ ャ ア の 
部 下 の ひ と り で ある ジー ン が 功 を 焦 っ て 発 克 し て し まう 。 す 
る と パー ツ だ け だ と 思っ て いた 連邦 の MS が 起動 し 、 ゆ っ く 
り と 立ち 上 が っ た 。 実は この 機体 に は 民間 人 の 少年 アム 
ロレ イ が 乗り 込ん で いた の だ 。 機械 好き と し て 知ら れる ア 
ムロ は 、 公 国軍 の 敵 撃 か ら 避 難 す る 最 中 に 偶然 、 連 邦 軍 


ガン ダム の コク ビッ ト に 夏 ま っ た 
アム ロ は 、 マ ニュ アル に 目 を 通し 
な が ら 起 動作 業 を 間 結 。 基本 性 
| の 高き に 切 き を 短 せ な か っ た 


は 大 地 に 立ち 、 さ ら に 攻撃 を 


人 
削り て きた ジー ン の ザク 1 に 横 春 
を 生え る こと に 巧 功 し た 


ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン の 台頭 


MS の 操縦 マニ ュ アル を 入手 。 それ を 手 に 鑑 出 作業 中 の 
機体 に 潜り 込ん だ の で ある 。 アム ロ の 手 に よっ て 動き 出し 
機体 (RX.78-2 ガ ンダ ム ) は その 性 能 を 遂 憶 な く 発揮 。 
ジー ン の MS (MS-06II ザク H) の 攻撃 を 物 と もせ ず 、 ビー 
ム ・ サ ー ベ ル で 機体 を 両断 。 きら に ジー ン の 上 官 で ある デ 
ニム の 機体 も 撃破 し た の 


| 寺 亡 を 図る ジー ン の サク I を ピー 
ム ・ サ ー ベ ル で 商 断 する ガン ダ 
ム 。 だ が ザク の 本 合 炉 を 相 
発 に より サイ ド 7 

が 聞い て し まう 。 


サイ ドア へ の 簡 害 を 聞え る べく 
の ザク に 対し て は コク 


ピッ ト を 買い た 。 こう し て 人 康史 
上 初 の MS 電 は 部 車 の ガン ダ 
ム ゲ が 制 し た の で ある 。 


可 和 笠 キ ガン ダム 


9 月 18 晶 = 
目 シャ ア 、 連邦 軍 MS の 残骸 を 調査 する 


戦闘 終了 後 、 ホ ワイ トペ ー ス に 合流 し た アム ロ は MS の 。 査 する 。 だ が 民間 人 の 女性 (セイ ラ ・ マ ス ) に 発見 され た た 
| 収 に 協力 する こと と な っ た 。 一 方 、 一 時 撤退 し て め 、 彼 は 後退 せ ざ る を 得 な く な っ た 。 ちな み に そ の 相手 の 面 
いた シャ ア は 再び サイ ド 7 に 潜入 。 連邦 軍 MS の 残 寺 を 調 立ち に 、 シャ ア は 実妹 の 面影 を 見 出し た と され る 。 


シャ ア 、 コロ 


シャ ア 、 入 し 連邦 軍 MS | 
の 残 魚 を 調査 する 。 


シャ ア 、 セイ ラ と 遭遇 し 撤退 する 。 


ホワ イト ペー ス 、 サイ ド 7 を 出航 。 


(は 宛 な の で は な いか 
ラ セ イラ は 死 に 違い 


= に 
すがる が 、 シ ャ ア は ネ 


シャ ア 、MS 部 隊 を 率い て ホワ イト 


セイ ラ か ら 言 われ る まま に へ ル メ ント と マス ク を 取っ た シャ ア 。 その 下 か ら 小 " の ペー ス を 閉 団 

人 た 素 衣 に 、 セイ ラ は 圭 か き れる こと と な っ た 。 本 < に っ た 上 
アム ロ 、 ガン ダム で 出撃 。 シャ ア と 交 
戦 する 。 


目 ホワ イト ペース 、 サイ ド 7 を 出航 


シャ ア 洪 入 の 報告 を 受け た ホワ イト ペー ス は サイ ド 7 離 アア 率い る MS 部 隊 が ホワ イト ペー ス を 急 騰 す る 。 シャ ア の 
脱 を 決定 。 アム ロ が 操 継 する ガン ダム を 前 衛 に 、 連 邦 軍 圧倒 的 な 技量 に 恐れ を 抱く アム ロ 。 それ で も ガン ダム の 性 
基地 ルナ ツー に 向かう こと と な っ た 。 だ が 出航 直前 、 シ ャ 能 に 助け られ て 、 辛うじて ホワ イト ペー ス を 守り 抜い た 。 


っ: 


初め て 変電 を 体 給 し た アム ロ は 天象 以上 の 畠 千 感 と 衝 作 に 因 わ れ 、 き ら 
に シャ ア か ら 事 攻 に 炭 さ れ た こと で , 半ば 衝 憶 を 来たし て し まう 。 


9 月 20 日 
目 ホワ イト ベー ス 、 ルナ ツー に 到着 


ルナ ツー に 到着 し た こと で 層 放 民 は 保護 され る だ ろう と 軍 本 部 ジャ プロ ー に 向かう よう 命令 を 下 し た の で ある 。 あま 
雄 も が 安 地 す る 。 だ が ルナ ツー 司令 ワッ ケイ ン の 指示 は 。 り の 決定 に 呆然 と する 一 同 。 だ が ワッ ケイ ン は 、 シ ャ ア を 
ホワ イト ペー ス は 現状 の まま 、 連 邦 撤退 させ た ホワ イト ベー ス な ら で き る は ず と 断言 し た 。 


ホワ イト ペー ス 、 ルナ ツー に 到着 。 


ワッ ケイ ン 、 ホ ワイ トペ ー ス に ジャ ブ 
ロー へ の 移動 を 指示 。 


ホワ イト ペー ス 、 ルナ ツー を 出航 。 


幸 凶 軍 MS な ど 簡 単に 撃 
確 で きる と 意 を 括っ て いた 
シャ ア だ が 、 才 上 
ザク 『 を 上 回 る その 性 能 
に 起き を 作 わ に し た 。 


ホワ イト ペー ス 、 地 球 上 空 に 到達 。 
大 気 園 突入 準備 を 開始 。 


シャ ア 、 ホ ワイ トペ ー ス に 奇 凍 を 逆行 。 


アム ロ 、 ガ ンダ ム で 出撃 。 帰 穫 の タイ ミ 
ング を 失い 、 大 気 園 に 突入 し て し まう 。 


せ の て と も の 二 欄 と ば か り 
に 、 ワッ ケイ ン は 1 宴 の サ 
ラミ ス 硫 連 洋 医 を 護 導 に 
泊 違 。 やむなく ネ ワ イト 

尼 人 が 押 衣 で ある こと を 痢 中 で は 理解 し て いた らし い 。 だ ペー ス は ジャ ブロ ー に 向 か 
が 軍人 で ある 限り 、 命 久 は 総 対 で 、 徐 に は どう する こと も で き な か っ た = J 32Litk 


9 月 23 日 


目 ホワ イト ベー ス 、 大 気 周 突入 を 肖 行 


や む な く ルナ ツー を 出 立 し た ホワ イト ペー ス は 、 ジ ャ ブ で 出撃 し 、 突入 まで の 限界 時 間 が 迫る 中 、 ホワ イト ペー ス 
ロー に 向け て 大 気 園 突入 準備 に 入る 。 だ が 突入 直前 の を 守 ろ うと する 。 だ が シャ ア の 巧妙 な 計 路 に よっ て 帰 艦 の 
タイ ミン グ を 突い て シャ ア が 礎 半 を 政行 。 アム ロ も ガン ダム タイ ミン グ を 失い 、 MS 単体 で 大 気 園 に 突入 し て し まっ た 。 

ガン ダム を 敵 弄 する シャ ア 。 枝 
の 狂い は 載 垂 を で きる だ け 引 き く 、 天気 と の 空力 加熱 に よっ て 


三 ば し 、 ガ ンダ ム を 大 気 較 突入 細 体 は 誕 。 シャ ア の 見 守る 前 
で いく ら 導 性 で 代え 尽き て し まっ た 。 


一 方 、 ア ムロ は マニ ュ ア ル か ら 
大 気 男 突入 手 彼 を 発見 。 機体 
の 財 因 に 冷却 フィ ー ル ド を 展開 
させ 、 震 の 上 時 を 拉 制 。 な ん と 
か 大 所 大 入 に 成功 し た 


sw Y ラ ィ ェ 4-30 


戦士 ガン ダム UC 


当主 と の 面会 


当主 と の 面会 


オー ドリ ー と 名 乗る 謎 の 少女 を 救出 し た バナ ー ジ 。 オー 
: ドリ ー の 話 に よれ ば 、 戦 乱 を 引き 起こ ざ せ な いた め に 、 
。 彼女 は ビス ト 財団 当主 に 面会 し な けれ ば な ら な いと い 
ーー う 。 突拍子 も な い 話 に 驚き な が ら も 、 バ バナ ー ジ は 自分 が 


四 バナー ジ 、 見 知ら ぬ 少 女 を 教 肌 する 


コロ ニー の 無重力 ブロ ッ ク に 見 知ら ぬ 少 女 が 投げ 出さ れ 
る 様子 を 目 に し た パナ ー ジ ・ リ ンク ス は 、 プチ MS・ ト ロ ハ チ 
に よる 回 収 に 成功 。 と は いえ 落下 自体 を 止め る こと は で き 


館員 を 提 け つつ 、 隊 部 と 抽 部 を 地面 に 喰い 込ま せる こと で 、 プチ モビ は 
攻 下 スピ ー ド と 箇 買 を 軽減 。 これ は パナ ー ジ の 捧 継 セン ス の 誕 物 で ある 、 


ず 、 ト ロ ハ チ は 地表 に 向かっ て 落ち て いく 。 だ が 処 地 に 至っ 
て も パナ ー ジ は 冷静 さ を 失 わ ず 、 機 体 に 残さ れ . 
推進 剤 を 使っ て 、 無事 に 着地 を 成功 させ た の だ 


地面 に 問 大 な 湯 を 
ちな が ら ト ロ ハ チ は 苗 
成功 。 機体 は 半 
則 a し た も の の 、 バ ナー 
ジ た ち は 侍 独 ら し い 尾 
尊 ち せ ず に 済ん だ 。 


四 バナ ー ジ 、 オー ドリ ー と コロ ニー ビル ダー に 向かう 


助け られ た 少女 は オー ドリ ー・ バ パー ン と 名 乗り 、 ビ スト 財 
団 に 出向 く 必要 が ある と 説明 し た 。 来 た る べき 戦乱 を 回 避 
させ る た め 、 財団 の 当主 カー ディ アス ・ ビ スト に 会 わな けれ 


翌 争 の 回 村 を 所 え る オー ドリ ー。 その 交 に 真実 の 一 鐘 を 
に 命じ た パナ ー ジ は 、 徳 女 の 室内 役 を 買っ て 出る こと に し た 


ば な ら な いと 言う の だ 。 思わ ぬ 話 に 目 を 丸く する バナー ジ 
が 、 オ ー ド リー を コロ ニー 建造 施設 (コロ ニー ビル ダー) の 
奥 に 設け られ た 財団 の 屋敷 に 案内 する こと と な っ た 。 


ト | 


る 


人 月 を 選 け て 相 動 する 
バナ ー ジ と オー ドリ ー は 


目 バナ ー ジ 、 正体 不明 の 一 団 を 撃退 する 


コロ ニー ビル ダー の 作業 用 足場 や 昇降 機 を 使っ て 先 を 
急ぐ バナ ー ジ た ちの 前 に 、 見 知ら ぬ 一 団 が 立ち は だ 
た 。 リー ダー 格 の 女性 が オー ド て 来る よう に 告げ 
る が 、 オ ー ド リー は 頑 な に 拒否 。 や む な く 女 性 は 部 下 の 男 


ー 方 、 オ ー ド リー か ら マ リー 
ダ と 呼ば れ た 性 は オー ド 
リー の 言 華 に 了 を 度 さ ず 
彼女 を 較 れ 戻 そう と する 。 


ーー 前 始 終 を 目 に し た バナ ー 
ジ は 無関係 を 結い な が ら 
ハロ を 使っ た 層 出 計画 を 
華々 と 進行 させ て いっ た 


た ち に 命じ 、 力 ずく で オー ドリ ー を 従わ せよ うと する 。 一 方 
素 知ら ぬ 顔 を 決め 込ん で いた バナ ー ジ は 一 及 の 隙 を 突い 
て 反撃 を 開始 。 男 た ち を し た 痛め 付け 、 続い て 尊い 
掛か っ て きた 女性 も 撃退 する こと に 成功 し た 


| = 


ハロ に 注意 を 向け させ た 嫌 に エレ ベー ター を 紀 動 させ た パナ ー ジ は 、 師 い 


すがる 男 た ち を 撃 選 。 さら に マリ ー ダ に 敵 を 払っ て バラ ンス を 放さ 


せ . コー ト を 橋 ん で エレ ベー ター か ら 千 い 落と 


オー ドリ ー の 言葉 を 信じ て いる こと に 気付 く の だ っ た 。 


[W] 04 mg02 


パナ ー ジ 、 ト ロ ハ チ を 使っ て 見 知ら ぬ 
少女 を 救出 。 


見 知ら ぬ 少 女 、 自 ら を 「 オ ー ド リー・ 
パーン]」 と 名 乗り 、 ビ スト 財団 当主 
(カー ディ アス ・ ビ スト ) と の 面会 に 来 
た と 説明 する 。 


パナ ー ジ 、 オ ー ド リー を 案内 し て コロ 
ニー ビル ダー に 向かう 


正体 不明 の 一 団 が パナ ー ジ た ち を 
肌 撃 。 オー ドリ ー を 連れ 戻 そう と する 。 


ー 団 の 撃退 に 成功 。 


は ガン ダム UC 


UE.TIMELINE 


i 


四 バナ ー ジ 、 


ビス ト 財 団 の 屋敷 に 到着 


苦労 の 未 に ビス ト 財 団 の 屋敷 に 到着 し た バナ 
ち 。 し か し 呼び 掛け に 応え る 者 は な く 、 無駄 足 と 感じ 
た オー ドリ ー は 落胆 し て し まう 。 そん な オー ドリ ー を 万 目 に . 
ひと り パ ナー ジ は 屋敷 に 足 を 踏み 入れ て いっ た 。 どう し た 


' ら 呼び 光り て も 序 も 出 て こない 
ん な 彼女 を 無 槍 し て 、 パナ ー ジ は | 


わけ か パナ ー ジ の 目 に は 、 大 杜 な 屋敷 も ホー ル の 壁 に 飾 
られ た タ ベ スト リー も どこ か 僧 か し いも の に 映っ た の だ 。 自 
分 は か つて この 屋敷 に いた こと が ある 一 一 そん な 強烈 な 
既 視 感 に パナ ー ジ は 囚われ て いた の だ っ た 。 


ー ン の タ ベ スト 

ーー を 目 に し た パナ ー 
ジ は 、 姓 ね ず 立 ち 止 
ま 


四 オー ドリ ー、 当主 の カー ディ アス と 対面 


背後 か ら の 声 に パナ ー ジ た ち が 振 り 向く と 、 そ こ に は い 
つの 間 に か 見 知ら ぬ 男 が 立っ て いた 。 破 こ そ が 財団 の 当 
主 カ ー デ ィ ア ス ・ ビ スト で ある 。 相手 の 素性 に 気付 いた オー 
ドリ ー は まず 無断 で 屋敷 に 上 が り 込 ん だ 無礼 を 詫び 、 続 


カー ディ アス を 前 に 抽 括 と し た 介 度 を 示す オー ドリ 
大 人 び た 雷 度 の 著 業 性 い を する 徐 女 に . パナ ー ジ は 難 ま を 大 し 切れ : 


け て 来 意 を 説明 し た 。 「 ラ ブラ ス の 箱 』 を 私 た ち に 託す と い 
う 話 を 考え 直し て は も ら え な いか ーー オー ドリ ー の 言葉 に 
カー ディ アス は 軽く 眉 を し か め る 。 一 方 、 ふ た り の 会 話 に 取 
りり 一 され た パナ ー ジ は 果 然 と 立ち 尽く すし か な か っ た 。 


さら に 堅く べき こと に 
カー ディ アス も オー ド 
リー に 対し て 美しい 暗 


度 を 示し 、 パ ナー ジ の 
ーー | 昌 を くさ せ た 。 


目 バナ ー ジ 、 オー ドリ ー に 拒絶 され る 


な お も 食い 下がる オー| を 制 し 、 カ ー デ ィ ア ス が バ 
去 を 求め た 。 無間 係 な 者 は 立ち 去っ た 方 が 身 
の 言う の だ 。 だ が パナ ー ジ は 、 自 分 で も 敬 く ほど 
の 激しい 勢い で 拒絶 し た 。 短い 間 で は あっ た も の の オー ド 


人 、 


F 必要 だ 
et gr 


リー と の 一 件 は バナ ー ジ の 心 に 強い 印象 を 与え 、 戦争 を 
止め る と いう 彼女 の 役に立ち た いと 考え る まで に な っ て い 
た の で ある 。 し か し オー ドリ ー の 答え は 冷た いま で の 拒絶 で 
あり 、 打ち の め さ れ た パナ ー ジ は ひと り で その 場 を 去っ た 。 


槍 事 に 縮 を 取ら れ て 

性 町 か ら 轄 れ 出さ れ た 

パナ ー ジ だ が 、 そ の 目 

は 素 だ に オー ドリ ー に 
ュ 向け られ で いた 。 


| ロン ド ・ ベ ル 隊 、 イン ダス トリ アル 7 に 接近 


オー ドリ ー を 別室 に 下がら せ た カ ー デ ィ ア ス が スペ ロア ・ 
ジン ネ マン と の 面会 に 臨ん で いた 頃 、 コ ロニ ー 周 辺 宙 域 
で 警戒 活動 を 行っ て いた ガラ ン シ ェ ー ル 隊 の MS が 不審 な 
竹 慌 に 気付 し 通信 が 乱れ た か と 思う と ミノ フス キー 料 


に 


子 の 濃度 が 上 昇 し た の で ある 。 それ は 明らか に 病 対 
の 接近 を 告げ る も の で 、 パ イロ ッ ト の サポ ボア は 繋 張 感 に 身 
を 固く する 。 その 予想 は 正しく 、( イ ンダ スト リア ル 7) に は 地 
球 連邦 宣 ロン ド ・ ペ ベル 隊 の MS が 接近 し つつ あっ た …… 


放 必 と 偽り に 細 ら れ た ガラ ン シ ェ ー ル 議 の サポ ア は 投 箇 で 放 軸 を 間 始 。 不 
3 


電 の リゼ ル を 再 奈 し て みせ た 。 だ が これ が きっ か け と な り . 
反撃 が 始ま っ て し まう 


パナ ー ジ 、 ビ スト 財団 の 屋敷 に 到着 。 


パナ ー ジ 、 無断 で 屋敷 に 侵入 。 激 し 
い 既 視 感 に 囚われ る 。 


オー ドリ ー、 当主 の カー ディ アス ・ ビ ス 
ト と 対面 。 来 意 を 告げ る と 共に 、 考え 
を 改め る よう に 求め る 。 


カー ディ アス 、 パナ ー ジ に 屋敷 か ら の 
退去 を 求め る 。 


バナ ー ジ 、 オ ー ド リー へ の 協力 を 申し 
出る が 拒絶 され る 。 


パナ ー ジ 、 屋敷 を 退去 。 F 


ロン ド ・ ベ ル 隊 、 (イン ダス トリ アル 7) 
に 接近 。 コロ ニー 周辺 で MS 戦 が 開 
始 さ れる 。 
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AD TIMELINE 


[|  ・-Ap28 ] 


AD2090<AD2301 


AD2090 … 
AD2100 頃 … 
AD2200 後 半 
AD2292 


・ イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ 、 軌道 エレ ベー ター の 基礎 理論 を 発表 。 
イオ リア 、 私 設 武装 組織 ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) を 設立 。 
太陽 光 紛 争 が 勃発 。 

… 0 ガン ダム の デー タ を 基 に 、 第 二 世代 ガン ダム の 開発 開始 。 
AEU、 ユニ オン の リア ルド に 対抗 し て ベリ オン を ロー ルアウ ト 。 
ユニ オン の 「 タ ワー」 の 稼働 に 続き 、 人 炒 革 新 連盟 (人 草 連 ) 
の 電 道 エレ ペー ター「 天 柱 」 稼動 開始 。 


AD2297 … 


ce, ーーー と に 


ガン ダム に よる 武力 介入 の 開始 


ne D4 mM 


ガン ダム に よる 
武力 介入 の 開始 


西暦 6307 年 、 私 設 武装 組織 ソレ スタ ルビ ー イ ング が 、 
全 世 界 に 突如 と し て その 姿 を 現し た 。 彼ら は 「 全 戦争 行 
為 の 根絶 」 を 掲げ 、 武 力 に よる 介入 を 開始 し た の で ある 。 


AD2301 …… 


・ リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク が 操縦 する 0 ガン ダム 、 中 東 の クル ジス 
共和 国 に 試験 介入 。 痢 那 ・F・ セ イエ イ を 助け る 。 
アザ ディ スタ ン 共 和 国 、 ク ル ジ ス 共和 国 を 吸収 合併 。 


過激 組 繕 KPSA の 少年 兵 と し 
て 約 争 に 参加 し て いた 記 那 は 、 
リボ ンズ の 配慮 も あり CB の ガ 
ンダ ム マ イス ター と な っ た 。 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ (CB) 、 ガ ンダ ム 
に よる 武力 介入 を 開始 。 


南ア フリ カ の 軌道 エレ ベー ター 周辺 


ユニ オン “人 革 連 "AEU に よる 主導 権 争 い が 続い て 
いた 、 西暦 2307 年 。 AEU の 軌道 エレ ベー ター 「 ラ トゥ ー 
ル ] に 、 突如 と し て 謎 の MS が 現れ 、 当地 で デモ ンス トレ ー 
ショ ン を 行っ て いた AEU イ ナク ト を 撃破 する 。 同じ 頃 、 宇 宙 
で は 人 革 連 の 軌道 エレ ベー ター「 天 柱 」 を 狙っ た テロ が 勅 
発する が 、 こ こ に も 謎 の MS が 現れ 、 テ チロ を 未然 に 防ぐ 。 こ 
うし た 行動 を 起こ と し た の は 、 イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ 率い 
る 私 設 武装 組織 CB で あっ た 。 


ム デ ュ ナメ ス は 、AEU イ ナ ケ 
ト 、AEU へ リオ ン を 瞬時 に 


CB が 行っ た 軍事 行動 は . 三 
大 勢力 政府 や 各 軍事 組織 、 
そし て 民間 人 の 間 に も 伝 わ 
り 、 面 撃 と 動 揚 を も た らし た 。 


AEU イ ナク ト の デモ ンス ト 
レー ショ ン を 見 学 に 来 た ユ ニ 
カタ ギリ と グラ 


「 天 柱 」 を 狙っ た テロ 攻撃 を 
| 事前 に 褒 知 し て いた ガン ダ 


ガン ダム 4 機 を 運用 し て い に CB が 武力 介入 。 


た の は 、 実 働 部 隊 プ トレ マ 
イオ ス で あっ た 。 彼ら は 量子 
コン ピュ ー タ ー「 ヴ : 
の 予測 を 基 に 行動 し た 。 


人 革 連 の 軌道 エレ ベー ター を 狙っ た 
テロ 攻撃 を 阻止 。 


軌道 エレ ベー ター 


ムキ ュ リオ ス 、 ガ ンダ ム ヴァ ー 


た テロ 部 隊 を 一 掃 し た 。 カ 介 入 を 世界 中 に 室 言 し た 。 


目 c、 OI OR を A 


ーー 
イオ リア ・ シ ュ ヘ ン ペ ル グ を 名 乗る 人 物 が 、 私 設 忠 杯 組織 ソレ スタ ルビ ー 
チェ は 、 へ リオ ン で 構成 され イング (CB) の 決起 を 宣言 。 MS・ ガ ンダ ム を 用 いた 全 戦 争 行 為 へ の 起 


イオ リア 、 ガ ンダ ム に よる 全 戦 争 行 為 
へ の 介入 を 宣言 。 


イオ リア に よる 武力 介入 宣言 を 友 切 り に 、 プ トレ マイ オ 
ス は ガン ダム に よる 武力 介入 を 本 格 化 。 紛争 の 続く セイ 
や 南ア フリ カ な ど に その 姿 を 現す 。 GN ド ライ ヴ を 積 
ん だ ガン ダム は 、 攻 勢力 や テロ 組織 の MS を 寄せ 付け ず 、 
次 々 と 撃破 し て いく 。 その 結果 、 リ アル IRA な ど 、 長年 テロ 
活動 を 続け て きた 組織 が 活動 を 停止 する な ど 、 CB の 活動 
は 世界 に 少な か ら ぬ 影響 を 与え て いく <。 


ガン ダム は 、 地 


セイ ロン 島 、 南ア フリ カ な ど で CB に よ 
る 武力 介入 が 行わ れる 。 


テロ 組織 の リア ル IRA、CB の 介入 行 
動 に より 活動 を 停止 。 


宇宙 を 間 わ ず 基 介入 を 継続 。 その 中 
ラッ グ を 操る グラ ハム な ど 、 各国 の エー スパ イロ ッ ト と も 対 里 する 。 
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ガン ダム に よる 武力 か の 開始 [| me04 ml 


四 タリ ビア 、 ユ ニオ ン 脱 退 を 撤回 


目 アレ ル ヤ 、 個 人 的 感情 で 出撃 


南米 の タリ ビア 共和 国 は 、 か ね て か ら ア メリ カ 偏重 の ユ 
ニオ ン の 政策 に 不満 を 覚え 、 組 織 か ら の 独立 を 宣言 する 。 
だ が 、CB の プトレマイオス が タリ ピア 軍 を 攻撃 し た こと で 
立た され た タリ ビア は 、 ユニ オン に 協力 を 要請 。 結 

リビア は 独立 を 撤回 し 、 ユニ オン の 属国 に 戻る 。 


タリ ビア は 、 ア メリ カ に 
反発 する 市 民 た ち が 
多数 を 占め て いた が 、 
CB と の 一 件 に より 、 ユ 
ニオ ン へ の 参加 を 納得 
ゃ ざる を 手 な く な っ た 。 


目 モラ リア 、 CB と 武力 和 突 


CB の プトレマイオス 所 属 の ガン ダム マイ スタ ー、 ア レル 
ヤ ・ ハ プティ ズム は 、 人 革 連 の 軌道 エレン ベー ター 低 軌 首部 
か ら 、 重 カブ ロッ ク が 落下 する 事態 に 道 遇 。 アレ ル ヤ は ロッ 
クオ ン ・ ス トラ トス 、 スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ な どの 協力 を 得 て 、 
多数 の 民間 人 が 取り 残さ れ た 重力 ブロ ッ ク を 救出 する 。 


民間 軍事 会 社 PMC ト ラス ト を 所 有する モラ リア は 、OCB 
の 行動 に よっ て 紛争 が 激減 し 、 危 機 を 迎え て いた 。 軍事 
開発 の た め モラ リア の 力 を 欲す る AEU は 、 合 同 で 軍事 演 
習 を 行い 、 そ の 力 を 誇示 する 。 この 演習 を 知っ た プ ト レ マ イ 
オス は 武力 介入 を 行う が 、 ガン ダム マイ スタ ー の 講 那 ・F・ 
セイ エイ が 、 敵 に 疲 を 晶 し て し まう 失態 を 犯す 。 


“Et 


ヘル メッ ト は 脱が な か っ 
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直 紙 の 全 千 す う 明 し 
て いな い CB の 規則 に 
首 反 する も の だ っ た 。 


衝 著 は 交戦 し た PMC ト ラス ト の 備 兵 の 
中 に 、 か つて 所 属し た KPSA 時 代 の 上 
官 だ っ た サー シェ ス を 見 。 彼 の 存在 
を 確か め る た め 、 次 を 曲 し た 。 


アリ ー- ア ル ・ サ ー シ ェ ス 


専用 の AEU イ ナク ト を 操る 人 
兵 か つて 装 聞 が 所 属し て い 
た 組織 の 幹部 で 、 痢 郭 に 
い の 基 礎 を 教え 込ん た 


還 ラ ・ イ デン ラ の 無 差別 テロ 発生 


モラ リア で の 戦い が 終結 し た 直後 、 国際 テロ ・ ネ ッ ト ワ ー 
ク 「 ラ ・ イ デン ラ 」 が 、 経 済 特区 ・ 東 京 を は じ め 、 複 数 箇 
所 で テロ 行為 を 行う 。 テロ で 家族 を 失っ た 経験 を 持つ ロッ 
クオ ン を は じ め 、 こ れ を CB へ の 挑戦 状 と 受け 止め た プ ト レ 
マイ オス クタ ルー は 「 ラ ・ イ デン ラ ] へ の 攻撃 を 開始 。 CB の 
エー ジェ ント ・ 王 留美 (ワン ・ リ ュー ミン ) か ら も 情報 を 得 て 、 
各地 の 拠点 を 壊滅 に 導く の で あっ た 。 


同人 昔 連 、 ガン ダム 南 獲 作戦 を 開始 


や スコ ッ ト ラン ド の 失点 を 撃 硫 し て いる 。 


アレ ル ヤ 、 


勢力 の 中 で 、 い ち 早く ガン ダム の 画 獲 
に 乗り 出し た の が 人 革 連 で ある 。 彼ら は セル 
ゲイ ・ ス ミル ノ フ を リー ダー と し た MS 部 隊 「 頂 
武 を 結成 、 プ トレ マイ オス に 急 癌 を 仕掛 け 
る 。 セル ゲイ の 作戦 が 功 を 奏し 、 一 時 は ガン 
ダム キュ リオ ス の 直 獲 に 成功 する も 、 ア レル 
ヤ か ら ハ レル ヤ へ の 人 格 変 橋 、 さ ら に ガン ダ 
ム ナ ドレ の 登場 な ど で 撤退 を 余儀 な くさ れる 。 


アレ ル ヤ は 人 苗 連 の 超 菜 ソー マ ・ ピ ビー リス と の 共振 に よ 
り 、 別 人 格 ハ レル ヤ が 出現 。 捕え られ で いた 人 昔 連 の 


戦 航 「 ラ オ ホ ウ ] 内 か 5 秀 脱 す る 。 を 現し た 。 


GN-004 

ガン ダム ナド レ 

ガン ダム ヴァ ー チ ェ の 装甲 内 
に 隊 さ れ て いた MS。 人生 
の 拘束 を れる た め 、 そ の 姿 


超人 機関 を 破壊 


アレ ル ヤ は 、 ふ た つの 人 格 を 持つ 自分 の よ 
うな 存在 を 二度と 生み 出さ せな いよ う 、 人 草 
連 が 活動 を 再開 させ て いた 超人 機関 の 破壊 
を 決意 。 ガン ダム キュ リオ ス で 出撃 し た アレ ル 
ヤ は 、 大 量 の ミサ イル で 施設 を 完全 に 破壊 し 
た 。 内 部 に は 被験 体 の 子供 た ち も お り 、 アレ 
ル ヤ に と っ て も 苦渋 の 決断 で あっ た 。 


イル を 撃ち 込む アレ ル ヤ 。 
同胞 の 語 を 奉 う こと に 、 若 し み を 抱え な が ら の 行動 だ っ 


RI 人 紅 プトレマイオス チー ム 、 タ リビア と セイ 


ロン 島 に 武力 介入 。 


タリ ビア 、 ユニ オン 脱退 を 撤回 。 


タリ ビア 共 


共和 


人 革 連 の 軌道 エレ ペー ター 「 天 柱 」 
の 低 軌道 ステ ーション 、MS テ スト 中 
の 事故 で 崩壊 。 


CB 所 属 の アレ ル ヤ 、 独 断 で 低 軌 道 
ステ ーション か ら 落 下 し た 重力 ブロ ッ 
ク を 救出 。 


モラ リア 共和 国 と CB の 武力 衝突 が 


ラ ・ イ デン ラ の 無 差 別 テロ 勃発 。 


マリ ナ ・ イ スマ イー ル 、 スコ ッ ト ラ ンド で 
市 那 と 遺 遇 。 


CB、 ラ ・ イ デン ラ の 拠点 を 破壊 する 。 
人 革 連 、 ガン ダム 画 獲 作戦 を 開始 。 


ガン ダム ヴァ ー チ ェ 、 装 甲 を パー ジレ 
て ガン ダム ナド レ に 。 


アレ ル ヤ 、 超人 機関 を 破壊 。 


CB の 秘匿 義務 


し い 秘 匿 義 


で 電通 ・ サ ン ライ ズ ・ 箇 日 送 
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IETMEMME ュ ニ コー ガンダム 、 生生 
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人 ご 「 そ れ が 開か れる と 、 地球 連邦 政府 に よる 支配 体制 を 転 
» 柳 さ せる 」 と 主 わ れる 「 ラ ブラ ス の 箱 」 を 巡り 、 人 々 の 思 


惑 が 交錯 する 工業 コロ ニー〈 イ ンダ スト リア ルフ ) 。 そこ 


ーー へ 情報 を 察知 し た 地球 連邦 軍 が 軍事 介入 を 強行 し 、 コ 
、 ] ロニ ー 内 は 銃火 が 飛び 交 う 戦場 と 化し て し まっ た 。 


半 カー ディ アス 、 ジン ネ マ ン と の 会 談 に 臨む 


「 ラ ブラ ス の 箱 ] の 詩 流 を 止め させ よう と する オー ドリ ー・ こそ が 、「 ラ ブラス の 箱 の 腺 渡 相手 な の だ 。 と ころ が カー 
パー ン ミネ パ ) と の 話し 合い を 切り 上 げた カー ディ アス ・ ビ  。 ディ アス は 当初 の 条件 を 格 し 、 こ の 場 で 渡す の は 「 箱 」 そ 
スト は 、 別室 で 控え る スペ ロア ・ ジ ン ネ マン と の 会 談 に の も の で は な く 、 鐘 だ け だ と 宣言 。 これ に は ジン ネ マ ン も 色 
た 。 ジン ネ マン の 所 属す る ネオ ・ ジ オン 残党 軍 「 補 付 を な す が 、 カー ディ アス に は 一 歩も 計る 気 は な か っ た 。 
ジン ネ マ ン と 装 剛 し た カー 
ディ アス は 、「 裕 件! Ll 
きす る の は 「 箱 」 その も の 


で は @ く 、「 少 | を 開放 する 
た め の 仁 だ け だ と 告げ る 


と いう より わか り ませ ん 人 」 と 較 
ロ に する ジン ネ キマ ン 。 秩 と し 
で は 一 条 も 早く 「 弥 」 を 持ち 
ー。。 租 り た か っ た の だ が 1 


実は . カー ディ アス に は ひと 

つの 悪 信 が あっ た 。「 拉 付 

雄 | を ジオ ン 再 護 の ふた り の 話し 合い は 平生 線 を 巡り 、 カー ディ アス は どう あっ て も 「 蘭 ] その も 
| ) の で は な いか と の を 壮 す つも り は な いよ うだ に は きしも の ジン ネ マン も どう する こと 
あれ て いた の で ある , も で きず 、「 導 だ け を 受け 取る こと で 了承 する と 思わ れ た 


目 カー ディ アス と ジン ネ マン の 会 談 、 決別 する 


な お も 食い 下がる ジン ネ マ ン だ が 、 実 氏 の 衝撃 が 彼 の 。 交 圭 を 開始 し た 。 思 だ っ た の か と 考え 
言葉 を 違っ た 。「 ラ ブラ ス の 籍 」 良 渡 の 情報 を 得 た ロン ド ・ ディ アス に 銃 を 向け る が 、 そ の 間 に も 衝撃 は 強まり 、 や む な 
ペル 隊 が (イン ダス トリ アル 7) を 急 調 。「 補 付き 」 の MS と くそ の 場 を 立ち 去る し か な か っ た 。 


0 0 】 | 4 [Ar ensni 
し の ぎ メン angees 


る ジン ネ マン 。 だ が 攻 
概 が きら に 着く な り 
決 投 の まま 半 退 を 人 
備 な くさ れ て いる 


は カー ディ アス の 仕組 ん だ こと で は な いか と 考え た ジ 
ン キネ マン は 、 債 か ら 名 を 取り 出し 維 口 カー ディ アス へ と 向け た 。 


目 コロ ニー 内 で MS 戦 が 発生 


ロン ド ・ ベ ル 隊 と 「 机 付き 』 の MS 戦は コロ ニー 内 に も 科 で も ロン ド ・ ペ ベル 隊 は 攻撃 を 止め よう と せ ず 、 ビス ト 財 団 の 
び 火 し 、 市街地 や 浴 滴 部 に も 被害 が 拡大 。 一 般 市 民 や 。 屋敷 の ある コロ ニー 建造 施設 (メガ ラニ カ ) に 接近 。 さ ら に 
部 パナ ー ジ ・ リ ンク ス の 級友 に も 多数 の 栗 特 者 が 出 た 。 それ 埋 火 が 広がる こと 


な っ て し まっ た . 


直幸 む た MS の 村人 


2 呈 | が 寺地 に 落し 
2 OR 

| し 六 し て いく 。 し み も 尊 
タン ャ ト り ヤ を 追っ て コロ ニー 内 に 克 入 し た ロン ド ・ ペ ル 隊 の MS。 両者 の g 。 | き 大 の 一 を 
同 で 時 が 間 み れ 、 コロ ニー に も 大き 人 析 守 が 出 た 世 る ほか り だ っ た 
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ディ アス 、 ジ ン ネ マン と の 会 謎 に 


ジン ネ マ ン 、「 ラ ブラス の 箱 ] の 斉 渡 
を 望む が 、 カ ー デ ィ ア ス は 鐘 だ け を 渡 
す と 主張 。 


ロン ド ・ ペ ル 隊 、( イ ンダ スト リア ル 7) 
を 急 講 。「 補 付き 」 と 交戦 する 。 


カー ディ アス と ジン ネ マ ン の 会 談 、 決 
裂 する 。 


ロン ド ・ ベ ル 隊 、 コロ ニ . 
『 補 付き 」 の MS と コ | ド 
一 般 市 民 に 多数 の 釈 牧 者 が 出る 。 


要旨 寺 ガン ダム UC 


| バナ ー ジ . 


、 オ ー ド リー 救出 に 向かう 


ロン ド ・ ベ ル 隊 と 『 袖 付き | に 
スト 財団 の 屋敷 を 離れ た バナ 
て いた 。 し か し 戦火 を 目 に し 
な っ て . 屋 へ と 引き 返 そう と する 屋敷 に : 狭 る オー ドリ ー 


PIN 


何事 か 抽 < 紅 た ち を 汽 昌 に バナ ー ジ は その 場 を 志 け 出し た 。 どん な 
格 総 され よう と 、 徐 は 屋 王 に 残し た オー ドリ ー を 見 牧 し に で き な か っ た の た 


を 助け よう と し た の だ 。 彼女 か ら 5 「 あ な た は 必要 な い ] と 拒 
絶 さ れ た と は いえ 、 オー ドリ ー を 見 捨て る こと は で き な か 
の だ 。 だ が 屋敷 へ の 道 は 瓦 雑 で 奏 が ね て お り 、 や む な く バ 
ナー ジ は 着 回 路 を 使っ て 侵入 を 図っ た . 


その 頃 . オー ドリ ー は ロ 
ドル 録 の リ デ ィ 


目 カー ディ アス 、 ア ルベル ト か ら 銃 繋 され る 


ロン ド ・ ペ ベル の 狙い が 「 ラ プラ ス の 箱 」 に ある こと を 知る 

カー ディ アス は MS 格納 庫 に 急い だ 。 そこ に 眠る 畠 を 奉 取 
され な いよ うに 工作 し よう と し た の だ i 
カー ディ アス の 息子 の ひと り 


N" 錠 1 


re 
に 上 を 宮 た カ ー デ ィ a 隊 を 見 て 反撃 を 間 結 。 兵士 を 
ち 倒す の に は 成功 し た が 、 アル ペル ト の 衣 っ た 更 で 時 休ま 負っ て し まう 。 


アル ベル ト ・ ビ スト で ある 。 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 
の 重役 を 務め る アル ベル ト は 、「 補 付き ま 』 へ の 「 箱 ] の 斉 渡 
に 反対 し で て いた の だ 。 アル ベル ト の 目論み を 見 挟 い た カー 
ディ アス は 、 際 を 突い て 脱出 を 試み た の だ が 

し て いた が 、 軍 | 


用 され て いる と は 気付 


アル ベル ト は 「『 締 を 自 
ら の 手中 に 収め よう と 
れ 


還 バナ ー ジ 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム と 適時 


工事 用 ダク ト や 配管 スペ ー ス を 潜り 抜け た パナ ー ジ が 
目 の W 


MS が 駐 機 され て いた の だ が 、 そ の 座 に パナ ー 


| ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 起動 


に し て いた の で ある 。 ま る で 吸い 寄せ られ る か の よう に コッ ク 
ビッ 小 に 足 を 踏み 入れ た パナ ー ジ は 、 そ こ に 人 人影 を 見 つけ て 
カー ディ アス が 


カー ディ アス が 逃亡 を 図っ て いる と 誤解 し た パナ ー ジ は 
激しく 詰め 寄る が 、 彼 に は そん な つも り は な か っ た 。 それ よ 
り も カー ディ アス は 、 危 険 を 願 み ず に ここ まで 到達 し た バ 
ナー ジ に 、 あ る 可能 性 を 感じ 取っ て いた 。「 人 間 だ けが 神 


の 名 7 7 
ス は 業火 に 知 み 込ま れ 
て し まっ た ま 


の 中 の 季 知 る 可能 性 を 信じ た パナ ー ジ は 、 カ ー デ ィ ア ス か 
衣 っ 白い MS 


を 持つ 。 可能 性 と いう 内 な る 神 を 」。 そう 斑 いた カー 
ディ アス は パナ ー ジ を パイ ロッ トシ ー ト に 誘い 、 彼 を パイ ロ 
ト と し て 登録 し た 。 こう し て パナ ー ジ は 純白 の MS ユニ 
コー ン ガ ンダ ム の パイ ロッ ト と な っ た の で ある 。 


IE 


アス 、 


ユニ コー シ ガ ン ダム を 記 動 させ る 。 と は いえ パナ ー ジ は 
リー ン ガ ンダ ム に 講 き れ た 栓 春 も その 双 力 も 30 ら な いま ま 


U.C.0096 


コロ ニー 内 の MS 戦 、 激化 
パナ ー ジ 、 オー ドリ ー 教 出 に 向かう 。 | 


オー ドリ ー、 ロ ンド ・ ペ ベル 隊 の リ デ ィ ・ 
マー セナ ス に 保護 され る 。 


カー ディ アス 、 MS 格納 庫 に 向かう 途 
中 、 アル ベル ト ・ ビ スト と 遭遇 。 


カー ディ アス 、 ア ルベル ト か ら 銃撃 さ 
れる 。 


パナ ー ジ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム と 遺 遇 


パナ ー ジ 、 カ ー デ ィ ア ス か ら ユ ニコ ー 
ン ガ ンダ ム を 託さ れる , 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 起動 。 


MORE INFO! 


MS と 歩兵 の 戦闘 
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0A ・ サ ン ライ ズ 
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C.ETIMELINE 


「 砂 : 


m04 se 02 


臭 の 虎 ] と の 適 遇 


クル ー ゼ 隊 の 追撃 か ら 逃 れ 、 地 球 降下 を 試み る アー ク 
エン ジェ ル 。 だ が 大 気 圏 突 入 直前 の 戦闘 で コー ス が 大 
きく 外れ 、 ザ フト の 勢力 圏 で やる アフ リカ 北部 に 降下 し 


て し まっ た 。 そん な アー クエ ンジ ェ ル を 狙い 、 


ザフト の 


括 将 アン ドリ ュー・ バ ルト フェ ルド が 行動 を 開始 する 。 


上 キラ 、 バル ト フ ェ ル ド 隊 と 交戦 


アフ リカ 北部 の 夏 測地 帯 に 不時着 し た アー クエ ンジ ェ ル 
を バル ト フ ェ ルド 隊 が 強 普 。 キラ ・ ヤ マト が スト ライ ク ガ ンダ 
ム で 迎撃 を 試み る が 、 初 め て の 重力 下 戦 闘 と 不 尼 れ な 夏 


Ce 


全 測 の よう な 不 机 夫 で の 表 締 に 特 化 し た バク うに お 
ん だ スト ライ ク ガ ンダ ム は 機動 性 が 封じ られ 、 了 | 


お に 足 が 沈 み 込 


ライ ク ガ ンダ ム の 0S の 書き 換え 

を 完了 。 夏 湊 で の 接地 圧 を 才 

へ | ます る こと で 、 機動 性 を 取り 話 
に 成 か した 


浪 に 翻弄 され て し まう 。 する と そこ に 「 明 け の 夏 漠 ] を 名 乗 
る レジ スタ ンス が 出現 。 機動 力 を 活か し た 巧み な 連携 で ス 
トラ イク ガン ダム を 提議 し 、 バル ト フ ェ ルド 隊 を 後退 させ た 


入 し て きた 明け の 太 
アー クエ ンジ ェ ル を 


2 月 16 日 


目 バル ト フ ェ ルド 隊 、 タッ シル を 強 製 


アー クエ ンジ ェ ル が 「 明 け の 夏 涯 」 と 合流 し た こと を 受 
け 、 バ ルト フェ ルド は レジ スタ ンス の 戦力 の 切り 崩し を 画 
策 。 手始め に 「 明 け の 砂漠 が 失点 と する タッ シル の 街 を 


げ タ ッ シ ル の 物 は 肛 境 。 レジ スタ ンス 活動 
細 束 や 食糧 な どの 消 品 も 同時 に 失わ れ た 


攻撃 し た 。「 明 け の 友 漠 」 の 留守 を 狙っ て 襲撃 は 実施 さ 
れ 、 街 は 炎 に 包ま れ て し まう 。 異変 に 気付 いた 「 明 け の 夏 
漢 」 が 戻っ た 時 。 すでに 街 は 瓦 巡 と 化し て いた 


いな こと に 住民 へ の 従 
害 は ば と ん ど な か っ た 。 不 
必要 を 稚 殺 を 絆 う バル ト 
ェ ルド が 事前 に 通告 し 
民 出 を 促し た た めで ある 


目 「 明 け の 砂漠 ]、 バル ト フ ェ ル ド 隊 と 交戦 


拠点 を 破壊 され た こと に 韻 立 つ 一 部 の レジ スタ ンス が 
報 衝 を リー ダー の サイ ー ブ ・ ア シュ マン に も 彼ら の 綴 
り は 抑え られ ず 、 バ ルト フェ ルド 隊 へ の 攻撃 が 実施 され た 


バズ ー カ ゃ 対 で バク 2 に 失 6「 け の 炒 江 ] の 香寺 
の 火力 で は MS に ダメ ー ジ を 生え られ ず . 竹 特 者 が 増す ば か 


だ が 戦力 に 勝る 相手 に 正攻法 で 載っ て 勝て る は ず も な く 
「 明 け の 砂漠 」 は 大 敗 。 スト ライ ク ガ ンダ ム の 援護 で 撤退 
に は 成功 し た が 、 大 損害 を 被っ て し まっ た 。 


カカ がり に 好 生 を 寄せ で いた 
アフ メド ・ エ ル ・ ホ で も こ 


レキ タゲ 思 け 付け な 
re Te 
8 EL てい Lt 


スト ライ ク ガ ンダ ム と アー クエ ンジ ェ 
ル 、 アフ リカ 北部 に 降下 


パ バルト フェ ルド 隊 。、 アー クエ ンジ ェ ル を 


届 撃 
「 明 け の 砂 沖 }、 ア ー ク エン ジェ ル を 
| 援護 。 
| 
| アー クエ ンジ ェ ル 、「 明 け の 砂漠 ] と 
合流 


パル ト フ ェ ルド 隊 、 タッ シル を 強敵 , 


「 明 け の 砂漠 ]、 バ ルト フェ ルド 隊 と 交 
戦 。 大 敗 を 喫する 。 


スト ライ ク ガ ンダ ム 、「 明 け の 砂漠 を 
援 謀 。 


E INFO! 
レジ スタ ンス 「 明 け の 砂 (時 


た 人 を 角 放 する た 9 
その た め 正 規 電 ( 


| 
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C.E.71 2 月 20 日 
上 目 キラ と カガリ 、 バル ト フェ ルド と 遺 過 


補給 の た め に パナ ディ ー ヤ の 街 を 訪れ た キラ と カガリ は ト フ ェ ル ド は 灸 を 突き 付け 
反 コ ー デ ィ ネ イタ ー 団 体 「 ブ ルー コス モス ] の 柚 撃 を 受け 。 う 。 それ は 、 こ れ ま で 生き 延 
る が バル ト に 助け りら れる 。 キラ に 興味 を 持っ た パル と け な い 問い 掛け だ っ た 


キラ と カガリ 、 補 給 の た め に 向かっ た 
パナ ディ ー ヤ の 街 で 、 ブ ルー コス モス 
の 問 撃 を 受け る 


担 する 意味 を 問 
死 だ っ た キラ ト 


バル ト フ ェ ル ド 、 キ ラ と カガリ を 救出 , 
ふた り を 屋敷 に 招く 


キラ 、 バ ルト フェ ルド か ら 戦 争 に 加担 
する 意味 を 問わ れる 


プラ ント 内 で 、 幸 争 推進 派 と 穏健 派 


| 旧 プラ ント 議会 で の 意見 対立 が 表面 化 の 意見 対立 が 表面 化 


地球 連合 と の 間 に 戦 端 が 開か れ た こと で 、 プ ラン ト 内 部 。 お よび ナチ を 痛烈 に 批判 。 きら に 穏健 派 の リー ダ 
で は 戦争 推進 派 と 和 健 派 の 対立 が 表面 化 。 中 で も 推進 。 で プラ ント 最高 評議 会 議 ー ゲ ル ・ ク ライ ン の 政治 手 
派 の 先 多 で ある 国防 委員 長 パト リッ ク ・ ザ ラ は 、 地球 連合 。 腕 を も 批判 し 、 プ ラン ト 内 の 戦争 ムー ド を 助長 させ た 


イザ ー ク と ディ アッ カ 、 地 球 に 降下 
バル ト フ ェ ル ド 隊 と 共に アー クエ ン 
ジェ ル 攻 撃 に 参加 する 


な 特 丈 任 季 を 指 


パル ト フ ェ ル ド 隊 、 撤退 を 開始 


バル ト フ ェ ル ド 、 キ ラ と の 一 
敢行 、 敗北 する 


上 l 目 イザ ー ク と ディ アッ カ 、 パル ト フ ェ ル ド 隊 と 合流 


ルー ゼ 隊 か ら イ ザー ク ・ ジ ュー ル と ディ アッ カ ・ エ . 
2 名 が 地球 に 降下 。 バル ト 
ンジ ェ ル 攻撃 に 参加 する こ 


pe 


て 、 自 戦場 に 向かう 。 エ 
て いた と は いえ 、 ふ た り に 重 


アー クエ 


MORE INFO! 
fens アフ リカ 地区 の 動向 


C.E.71 2 月 28 日 


バル ト フ ェ ル ド の 巧妙 な 戦術 で アー クエ ンジ ェ ル は 足 止 を 駆る バル トブ フェ ルド は 埋 
め さ れ る が 、 カガリ が スカ イグ ラス パー で 出撃 する と 形勢 が 。 アー クエ ンジ ェ ル を 守る キ 
逆転 。 や む な く パ ルト フェ ルド 隊 は 洛 退 を 始め る が 、 ラ ゴ ち を 仕掛 けた 


[= サンテ 8-32 
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AD TIMELINE 


mM mm02 


トリ ニテ ィ 、 降臨 


戦争 根絶 を 目指 す ソ レス タル ビー イン グ を 深刻 な 田 威 
と 見 な し た 三 大 勢力 (ユニ オン AEU - 人 革 連 ) は 利 
害 を 超え て 連携 。 ガン ダム 画 獲 を 目的 と し た 大 規模 軍 
事 演習 を 挙行 し た 。 圧倒 的 な 物量 を 前 に 、 ガ ンダ ム マ イ 
スタ ー た ち も 追 い 込ま れ て し まう が ……。 


. 科 


上 利 履 、 ア ザ デ ィ ス タン 王国 に 潜入 


マリ ナ ・ イ スマ イー ル の 故郷 で ある 中 東 の 小国 、 ア ザ ディ 
スタ ン 王 国 で 内 乱 の 危機 が 生じ た 。 古い 慣習 を 守 ろ うと す 
る 保守 派 と 他国 の 援助 を 得 て 現状 の 改善 を 図 ろ うと する 


マス ー ド の 拉致 を 契 村 に 国内 で は | 
起こ っ て も 不 思 剛 で は な い 状 埋 に 


改革 派 の 対立 に 乗じ 、 保 守 派 の リー ダー で ある マス ー ド ・ ラ 
フ マ デ ィ が 拉致 され た の だ 。 紛争 動 発 を 想定 し た ソレ スタ 
ルピー イン グ は 麗 那 ・F・ セ イエ イ を 調査 に 向かわ せ た 。 


市 番地 を 調 覆 する 千 
| 


ーー 、 生 ミ ュ ーー ニー ミ で 丘 と 2 


目 利 碑 、 マ スー ド の 救出 に 成功 


太陽 光 発 電 用 アン テ ナ を 破壊 し た 者 を 調査 し た 結果 、 ア 
ザ デ ィ スタ ン 王 国 の 内 乱 の 陰 に は 第 三 勢力 が 暗 曜 し て い 
る 可能 性 が 浮上 。 さら に 調査 を 続け る 利 閉 は 、 そ の 才 上 
偶然 出会っ た グラ ハム ・ エ ー カ ー か ら 疑 わし い 人 物 の 情報 


マス ー ド が 七 覇 され て いる 
小村 を 見 つけ た 生 攻 は 著 


だ が その 前 に 


昔 い と 肖 乱 を 楽し むか の よ 
うな サー シェ ス に 級 り を 埋 発 
させ た 羊 寺 。 そん な 半 孝 を ン 


電 う よう に 、 サ ーシュ ス は | 
いで レー 
a | 
| Ep 
Er 
て の 巡 を 突い て イナ クト 
2 の マニ ピュ レー ター を 切断 し 
を a . た 剃 郭 。 する と サー シェ ス 
I ご は 高笑い と 共に 表 り 。 戦い 
ほ ー 1 放 < は 一応 の 衝 を 見 た 


を 入手 し た 。 民間 軍事 会 社 PMC の 備 兵 アリ ー・ ア ル ・ サ ー 
シェ ス が マス ー ド を 誘拐 、 保 守 派 と 改革 派 の 対立 を 促し て い 
る と いう の だ 。 サー シェ ス を 追い 詰め た 記 那 は 無事 マス ー ド 
を 教 出 。 身柄 を 王宮 に 送り 届け 、 内 乱 を 未 疾 に 防い だ 


本 


rd | 


“4 


スー ド を 牧山 し た 生 用 は 、 テ レビ 中 開 に よっ て 人 人 世 界 が 見 守る 中 、 ア ザ 
ディ スタ ン の 王宮 に 提 近 。 押 事 、 マ スー ド を 送り 届け た 。 この 一 件 か ら 人 々 
は ガン ダム が 内 介入 だ け を 行う の で は な いと 気付 いた の だ が 


に 


目 三 大 勢力 に よる 合同 軍事 演習 が 決定 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ の 宣 事 介入 に 対し て 利害 が 一 至 
し た 三 大 勢力 は 互い に 接近 。 結果 、 合 同 軍事 演習 の 開 
催 が 決定 し た 。 だ が 演習 は 名 目 で 、 真 の 目的 が ガン ダム の 


っ ある よう に 見 えた 。 し か 
で は な (. 笠 ら は ガン ダム 商 佐 を 計画 する 


趣 獲 に ある こと は 明らか で あっ た 。 ソレ スタ ルビ ー イ ング も 
この 情報 を キャ ッ チ 。 罠 と 知り つつ も 東 事 介入 に 踏み 切ら 
ざる を 得 ず 、 演習 地 で ある タク ラマ カン 砂漠 へ と 向かっ た 


ソレスタル ビー イン グ も 
王 天 勢力 の 目論み は 


アザ ディ スタ ン で 保守 派 と 改革 
派 の 対立 が 激化 、 内 乱 の 危機 が 高 
まる 。 


半 那 、 アザ ディ スタ ン 王 国 に 潜入 


太陽 光 発 電 用 アン テ ナ が 破壊 され 
る 事件 が 発生 。 


羊 那 、 グ ラ ハ ム か ら サ ー シ ェ ス の 暗躍 
を 知ら され る 


羊 郡 、 サー シェ ス と 交戦 


半 郡 、 マス ー ド の 救出 に 成功 


三 大 勢力 に よる 、 合 同 軍事 演習 が 
決定 


| フレ スタ ルピー イン グ 、 軍事 介入 を 決 
定 、 タク ラマ カン 砂漠 に 移動 


MORE INFO! 


要 生 香寺 ガン ダム 0O 


AD TIMELINE 


還 ガン ダム 、 画 獲 さ れる 


ユニ オン /AEU 人 送達 の 三 大 勢力 は 絶 数 832 機 
に 及ぶ MS を タク ラマ カン 夏 漠 に 展開 。 「 演 習 」 の 名 を 借り 
た ガン ダム 走 獲 作戦 が 開始 され た 。 対す る ソレ スタ ルビ ピー 
イン グ は 4 機 の ガン ダム で 介入 行動 を 開始 する 。 し か し 圧 


圧倒 的 な 火力 を 講 る ヴァ 
チェ だ が 、 1 ち み な 連携 に 


機動 性 を 捕る キュ リオ ス だ 
が 、 テ ィ エレ ンタ オツ ー と の 
持 近 戦 に 持ち 込ま れ 、 衝 
人 止 に 週 い 込 まれ た 


| 者 生 を 緒 け て いた デュ ナメ 


ス も ち を 舌 さ な し 
グラ ハム の 体 当たり に よ 
て 直 挿 きれ で し まっ た 


倒 的 な 物量 と 長期 化す る 戦闘 に よっ て マイ スタ ー た ち は 
症 軸 し 、1 機 また 1 機 と 南 攻 さ れ て し まう 。 最後 まで 奮 鞭 し て 
いた 刺 閉 も サー シェ ス が 駆る アグ リッ サ の 前 に 為す 術 が な 
く 、 この まま 身柄 を 拘束 され て し まう か と 思わ れ た が 


クシ ア の 前 に アグ リ 


目 トリ ニテ ィ 、 ガン ダム を 救出 


鶴 地 に 立た され た 氷 那 の 前 に 見 慣れ な い MS が 接近 
圧倒 的 な カ を 発揮 し て サー シェ ス を 撃退 する 。 他 の マイ ス 
ター た ち も 同 様 に 救出 され た が 、 彼ら も 困 感 の 色 を 隠せ な 
か っ た 。 詩 邪 た ち を 助け た 機体 は 赤い 細 似 GN 科 子 を 放 


ネ の うち 
ドラ イ だ っ た 


の 過信 回 線 を 
人 いた 天 族 。 し か し 相手 が 
何 を 言っ て いる の か 理 類 で 
き な か っ た 


作戦 を 序 続 。 他 の ガン ダム 
も 者 中 だ と 告げ た 


ち 、 そ れ は ガン ダム の 特徴 だ っ た の だ が 、 剰 那 た ち は この 
よう な 機体 の 存在 すら 知ら きれ て お ら ず 、 どう 判断 し て いい 
か わか ら な か っ た の だ 。 し か も 彼ら は 自ら も ガン ダム マイ ス 
ター だ と 名 乗り 、 それ が 混乱 を 加速 させ る こと と な っ た 


目 トリ ニテ ィ 、 軍事 介入 を 開始 


第 2 の ガン ダム マイ スタ ー トリニティ ] と 接触 し た ス メ ラ 
ギ ・ 地 ・ ノ リエ ガ は に ショ ンプ ラン 
に よっ て 活動 し て いる こと を 知ら され る 。 そこ で スメラギ は 
共闘 を 持ち か ける が 、 ト リ ニ ティ 側 は すげ な くそ れ を 拒否 


イ の 各区 と する スメラギ た ち 
冷笑 に 軍事 介入 を 行う と 宣言 し た 


独自 の 判断 で 介入 行動 を 行う と 室 言 する や 、 そ の 言葉 ど 
お り に 世界 各地 で 活動 を 開始 する 。 だ が 軍事 行動 を 起こ 
し て いな い 基 地 ま で も 攻撃 対象 と する トリ ニテ ィ の や り 方 
に 、 閉 那 た ち は どう し て も 共感 する こと が で き な か っ た 


際 [| mM sm02 


合同 軍事 演習 、 開始 。 


ソレ スタ ルピー イン グ 、 軍事 介入 を 開 
始 。 圧倒 的 な 物量 差 に よっ て ガン ダ 
ム が 画 獲 さ れる 


| 首 那 、 サ ー シ ェ ス と 交戦 。 アグ リッ サ 
の 前 に 行動 不能 に 陥る 。 


トリ ニテ ィ 、 出 現 。 午 那 を 含む ガン ダ 
ム マ イス ター を 救出 する 。 


トリ ニテ ィ 、 プ トレ マイ オス クル ー と 接 
触 


トリ ニテ ィ 、 プ トレ マイ オス クル ー と の 
共闘 を 拒否 


罰 トリ ニテ ィ 、 プ トレ マイ オス クル ー と 別 [J 
れ 、 独自 に 軍事 介入 行動 を 開始 . 


ORE INFO! 
トリ ニテ ィ の 行動 理念 


MR 9x MES 9.30 


機動 戦士 ガン ダム O00 


ーーー ン 


ne D4 sr D3 


国連 軍 、 発足 


1 徹底 的 な 武力 介入 を 行う トリ ニ 
劇 が 満ち 溢れ 、 つ い に 刺 那 ・F・ セ イエ イ は 彼ら を 排除 

k | すべ き 「 敵 ] だ と 認識 する 。 一 方 、 ト リ ニ 
ー 界 の 変革 を 促し 、 ソ レス タル ビー イン グ へ の 対抗 手段 
| を 模索 する 3 つの 超大 国 は 軍事 同盟 締結 を 決定 し た 。 


ティ に よっ て 世界 に は 悲 


ティ の 行動 は 世 


目 チー ム ト リ ニ ティ 、 無 差別 な 武力 事 介入 を 続行 


プトレマイオス クル と は 別 行動 を 取る こと を 表明 し た ト の な い 民間 人 へ も 被害 が 及 ん で し まう 。 その 結果 、 確か に 
リ ニ テ ィ は 、 en 世界 か ら 戦 争 は 激減 し た が 、 人 々 の 間 に は ソレ スタ ルビ ピー 
イン グ に 対す る 恐怖 と 憎悪 が 急 溢 に 増大 し た の だ っ た 


目 利 式 、 チー ム ト リ ニテ ィ と の 測 対 を 表明 


戦争 根絶 を 望む 千 那 で は ある が 、 ガ ンダ ム に よる 無 差 。 る 。 当初 、 利 那 は 単身 で トリ ニテ ィ に 挑ん 
別 な 破壊 行為 は 彼 の 意 に 沿う も の で は な く 、 忌 むべ き 行 い に 無 替 で あり 、 若 境 に 立た され て し まう 。 し : 
で し か な か っ : ら こそ 剰 那 は トリ ニテ ィ を 戦争 封 助 対 。 クオ ン ・ ス トラ トス と ティ エリ ア ・ ア ー デ が 駆け 付け 、 絶 炒 
集 と 認定 し 、 ト リ ニ テ ィ に 対す る 武力 介入 を 決意 し た の で あ な 連携 で トリ ニテ ィ を 圧倒 し た の 


た な 目 恒 に 向け て 移動 中 の 
PT 


特に 先行 し て 難 と 合流 し た 
ン を 使う 日 が 来 よう と は 」 と 著 笑 
装 骨 し て いる , 


が な えら れず 、 逆 に 若 提 に 
| 立た され て し まう 


目 トリ ニテ ィ 、 一 時 撤退 
刺 著 と ロッ クオ ン の 連携 の 前 に さしも の トリ ニテ ィ も 追い 


詰め られ 、 さ ら に ティ エリ ア が 発動 き ライ アル シス テム 
に よっ て 勝敗 は 決し た か と 思わ れ た リボ ンズ ・ ア ル 


が に 


の 40P PTYTTT 0 


マー ク が 「 ヴ ェ ー ダ 」 に 強制 介入 し 、 ト ライ アル シス テム は 
解除 され て し まう 。 果 状 と する ティ エリ ア た ち を 残し て 、 ト リ 
ニテ ィ は その 場 か ら 後退 し て いっ た 。 


昼 信 し た トリ ニテ ィ と 久 


入っ た スロ ー ネ キ は 生生 不可 に 籍 り 、 チ ィ エリ ア は 基 
ろ が 攻 刺 の 直前 、 フィ ー ル ド は 強制 解除 され た 


トラ イア ルフ ィ ー 


攻 を 下 そ うと する 。 と 


10:29 
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チー ム ト リ ニテ ィ 、 独 自 に 武力 介入 を 
続行 。 軍 関 係 の みな ら ず 民 間 人 に も 
多大 な 被害 が 生じ る 。 


ソレ スタ ルビ ー イ ング に 対す る 憎悪 が 
世界 中 で 高まる 


甘 那 、 ト リ ニ テ ィ を 戦争 幸助 対象 に 
認定 。 


嗣 那 、 トリ ニテ ィ に 対す る 武力 介入 を 
実施 。 さら に ロッ クオ ン と ティ エリ ア も 
協力 を 表明 する 。 


ティ エリ ア 、 ト ライ アル シス テム を 発動 
させ る 


リボ ンズ 、 ヴ ェ ー ダ に 強制 介入 し 、 ト ラ 
イア ル シ ス テム を 解除 。 


チー ム ト リ ニテ ィ 、 一 時 撤退 。 


MORE INFO! 
トラ イア ル シ ス テム 


本 動 戦士 ガン ダム OO 


目 利 政 、 ロ ッ ク オン と 対 時 


搬 退 間際 の ヨハ ン ・ ト リ ニ テ ィ の 言葉 に 動揺 し た ロッ ク 
オン は 和 閣 に 銃 を 突き 付け 、 ガン ダム マイ スタ ー の 間 | 
裂 が 生じ そう に な る 。 だ が その 湿 裂 を 宰 ぎ 、 マ イス タ - 
絆 を 調 ぎ 止め た の は 、 ほか な ら ぬ 箸 著 の 強い 信 砲 だ っ た 


還 記 *6 玩 に 違い や っ た テロ MN 
細 細 KPSA に 少年 時 代 の 
帳 と 知 


世界 の 重み を 修正 する た め な ら ば 、 自 分 は 死ん で も 構わ な 
い 一 一 思わ ぬ 形 で 頑 な な 信念 を 感じ 取っ た ロッ クオ ン は . 
半ば 呆れ 作 を 浮か べ な が ら も 改め て 償 那 を 受け 入れ 、 ガ ン 
ダム マイ スタ ー と し て 共闘 する こと を 奪い 合っ た 


こま で 言い 人 の る 痢 閣 に すっ か り 半 気 を 抜か れ て し まっ た ロッ クオ 
洋 い 応 を 上 げ . これ まで どおり に 制 講 を 仲間 と 計 め た 


給 
にゃ 


目 三 大 努力 の 軍事 同盟 に より 、 国連 軍 が 発足 


軍事 演習 に 見 立て た ガン ダム 直 獲 作戦 に 失敗 し 、 ト リ 
ニテ ィ に よる 重 事 介入 の 被害 も 後 を 絶た な い 今 
カカ は ソレ スタ ルビ ピー イン グ へ の 対抗 手段 を 失う 
し まっ た 。 各国 普及 は 国家 の 垣根 を 超え て 対策 を 協議 す 


る が 打開 策 は 生ま れ な い 。 だ が そこ に 思わ ぬ 情 報 が 舞い 
込ん だ 。 ソレ スタ ルビ ー イ ング の 関係 者 を 名 乗る 者 が 接 租 
し て きた の だ 。 そし て それ を 証明 する よう 大 勢力 に 
30 基 も の 疑似 GN ド ライ ヴ が 提供 され た の で ある , 


大 勢力 の トッ プ が 一 芝 6 
男 連 管理 下 に 
達 軍 の 人 足 が 決定 
世界 は 急 救 な 変 間 を 旭 え 


だ が 参 海 過ぎ る 変 
た な 研 み を 生じ させ る 。 
なる 。 それ を 危 償 し た ス メ ラ 
ギ ・ 笠 ・ ノ リエ ガ は 危機 
を 芋 ら せ て いく 。 


Mu 、 


目 王 劉 美 、 ト リ ニ テ ィ と 接触 


新た な 武力 介入 計画 を 立て る トリ ニテ ィ の 元 を 
タル ビー イン グ の エー ジェ ント で ある 王 留美 が 訪れ た 。 今 
の 世界 を 変 苗 し た いと の 執念 に 取り 人 肖 か れ た 劉 美 は 独自 
に トリ ニテ ィ へ の 援助 を 申し 出る 。 これ に は トリ ニテ ィ も 疑 


い を 抱き 、 当初 は 留美 の 真 章 を 放し む 。 と は いえ 刺 閉 た ち 
と 敵対 し な が ら 武 力 介入 を 続行 する た め に は パッ クア ッ プ 
は 必要 不可 欠 で ある 。 その た め 半 信 半 疑 な が ら も 留美 の 
援助 を 受け 入れ 、 さら な る 戦い の 準備 を 急ぐ の 


て TY 


自分 は イオ リア の 理生 
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午 那 、 トリ ニテ ィ の 追跡 を 一 時 断念 。 


ロッ クオ ン 、 か つて の 刺 那 が 自分 の 
家族 を 殺害 し た テロ 組織 (KPSA: 
所 属し て いた と ヨハ ン か ら 聞 か され 、 
刺 那 に 銃 を 突き 付け る 。 


系 那 自ら の 信念 を 示し 、 ロ ッ ク オ ン 
に 処断 を 委ね る 。 


ロッ クオ ン 、 第 那 の 覚悟 を 認め 、 改 め 
て 仲間 と し て の 共闘 を 獄 う 。 


三 大 勢力 の 元 に 、 ソ レス タル ビー イ 
ング の 関係 者 を 名 乗る 者 か ら 連絡 が 
入る 。 


三 大 勢力 に 30 基 の 疑似 GN ド ライ ヴ 
が 提供 され る 。 


三 大 勢力 、 ソレ スタ ルビ ー イ ング 壊滅 
の た め 、 国 連 管 理 の 下 に 軍事 同盟 
を 締結 。 疑似 GN ド ライ ヴ を 搭載 し た 
新型 MS (ジン クス ) を 主幹 と する 国 
連 軍 が 発足 する 。 


王 留美 、 ト リ ニ ティ と 接触 。 独自 に トリ 
ニテ ィ へ の 援助 を 申し 出る 。 


MORE INFO! 
疑似 GN ドラ イヴ 


0 


Ms 


10-30 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


U.E.TIMELINE 


ガン ダム Mk-LI、 強 礁 


[mM4 mm 上 
ガン ダム Mk-I、 強奪 


一 年 戦争 終結 か ら 7 年 が 経過 し た U.C.0087、 地 球 較 
で は 新た な 戦乱 の 火種 が 育っ て いた 。 スペ ー ス ノイ ド 
へ の 弾圧 を 強め る 地球 連邦 軍 エ リー ト 部 隊 テ ィ タ ー ン 
ズ と 、 そ れ に 対抗 する 反 連 邦 組織 AE.U.G.( エ ゥ ー ゴ )。 
両者 の 間 で 緊張 感 が 高まり つつ あっ た の だ 。 


U.C.0084~U.C.0087 


U.C.0084 6 月 上 旬 
U.C.0084 6 月 17 日 


EE ティ ター ンズ に よる 旧 公 国軍 残党 狩り が 活発 化 。 

地球 連邦 、 地球 園 の 現状 継 持 政策 を 発表 。 

事実 上 の ティ ター ンズ 容認 政策 と な る 。 

シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 、 クワ トロ ・ パ ジー ナ を 名 乗り 、 地球 
園 に 帰 司 。 

非 合 法 に 地球 連邦 軍 の 軍 籍 を 取得 する 。 

30 バ ンチ 事件 、 発生 。 

サイ ド 1・30 パ ンチ に ティ ター ンズ が G3 ガス を 注入 。 


U.C.0084 9 月 21 日 …… 


U.C.0085 7 月 31 日 


反 地 球 連邦 を 掲げ る 市 民 グ ルー プ も ろ と も 一 般 市 民 を 
虐殺 。 数 百 万 人 が 犠牲 者 と な る 。 

反 地球 連邦 組織 エッ ー ゴ が 編制 され る 。 

サイ ド 7 が グリ ー ン ・ オ アシ ス に 改名 する 。 

ティ ター ンズ の 軍事 施設 と し て 再編 制 が 進む 。 

アク シズ 、 地球 園 に 向け て 移動 を 開始 。 

ティ ター ンズ 、 RX-178 ガン ダム Mk-IL を ロー ルアウ ト 。 
エゥーゴ 、 RMS-099 リッ ク ・ デ ィ ア ス を ロー ルアウ ト 。 


U.C.0085 9 月 8 日 … 
U.C.0086 2 月 6 日 …… 
U.C.0087 1 月 20 日 … 

2 月 30 晶 


A 


クワ トロ 、 アボ リー と ロベルト と 共に グ 
リー ン ・ オ アシ ス に 潜入 。 


『) 目 クワ トロ 、 グリ ー ン ・ オ アシ ス に 潜入 


新興 コロ ニー 群 「 グ リー ン ・ オ アシ ス ] で 、 テ ィ タ ー ン ズ ' 
が MS の 開発 を 実施 し て いる と の 情報 を 入手 し た エゥーゴ 
は 、 クワトロ ・ バ ジー ナ を 中 心 と する 潜入 部 隊 を 組織 。 情 


培 の 真 偽 と ティ ター ンズ の 動向 を 探る こと に | 
ワ ト ロ は 部 隊 を 二手 に 分 け 、 部 下 を グリ ー ン ・ ノ ア 1 に 向 か 
わせ る 一 方 、 自分 は グリ ー ン ・ ノ ア 2 に 単独 潜入 し た 。 | 


305 クワ トロ 、 単 独 で グリ ー ン ・ ノ ア 2 の 調 


査 を 開始 。 


証人 | 
に 潜入 し た クワ トロ は 、 コロ ニー 内 の ドッ ク で 艦艇 が 建造 
この 地 が すでに 軍事 施設 化し て いる こと を 確 話す る 。 


ア 3 月 2 日 


| ミー ユ 、 ティターンズ 士官 (ジェ リド ) 
と 衝突 。 MP に 身柄 を 拘束 され る 。 


| ジェ リド 、 ガ ンダ ム Mk-T3 号 機 の 飛 
行 テ スト を 実施 。 管制 礼 の 指示 を 無 
視 し て 大 事故 を 起こ す 。 


さら に クワ トロ は 飛行 訓練 
を 全う ガン ダム MK 1 二 
機 を 目撃 。 攻撃 に 晒さ れ 
な が ら も 無事 に 脱出 し 、 
ティターンズ の 動 和 を 大 3 
rr ミー ユ 、 混 乱 に 乗じ て 軍 林 部 か ら 


脱出 する 。 


目 7 ミー ユ 、 ティ ター ンズ 士官 と 衝突 


クワ トロ が コロ ニー 潜入 を 実施 し て いる 頃 、 グ リー ン ・ ノ 
ア 1 の 少年 カミ ー ユ ・ ビ ダン は 宇宙 港 に 乱 い で いた 。 港 に 
停泊 する テン プ テ ーション の 艇 長 ブラ イト ・ ノ ア と 面会 し よ 
うと 考え て いた の だ 。 し か し その 場 に 居合 わせ た ティ ター ン 
ズ 士 官 (ジェ リド ・ メ サ ) が カミ ー ユ の 名 前 を 「 女 の 名 前 ] と 
鬼 提 し た こと か ら 激 呈 。 起り の まま に ジェ リド を 蔽 り 倒し て し 
まい 、 MP に 身柄 を 拘束 され た 。 


3 月 2E 陳 


上 グリ ー ン ・ ノ ァ 1 で ガン ダム Mk-H の 飛行 テス ト 、 実施 


軍 本 部 に 戻っ た ジェ リド は 、 休 む 問 も な く ガ ンダ ム Mk-T 
3 号機 の テス ト 飛 行 を 実施 する こと に な っ た 。 だ が プラ イド 
の 高い ジェ リド は 管制 官 の 指示 を 聞こ うと せ ず に 無茶 な 低 
空 飛 行 を 行い 、 挙 名 の 果て に 機体 の バラ ンス を 崩し て 軍 
本 部 ビル に 突っ 込ん で し まっ た の で ある 。 思い も 寄ら な い 
事態 に 本 部 は 大 混乱 に 陥り 、 同 じ 施 設 内 で 尋問 を 受け て 
いた カミ ー ユ は 混乱 に 乗じ て 脱出 する こと に 成功 し た 。 
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入行 中 に バラ ンス を 期し た 挙句 、 


本 部 ビル の 外壁 を 突き 硫 


号機 。 エリ ー ト の ジェ リド だ 
まで 地球 で 生活 し で い 
宇宙 で の 活動 経験 が 足り ず 、 そ 
が 還 人 故 の 要因 に な っ た よう だ 。 


| 相生 戦 Z ガ ンダ タム 。 


ガン ダム Mk-H、 強奪 


[mW4 mw 


3 月 2 日 


回 グリ ー ン ・ ノ ァ 1 内 で 戦闘 が 発生 


グリ ー ン ・ ノ ア 2 の 偵察 を 終え た クワ トロ は グリ ー ン ・ ノ ア 
偵察 続行 を 試み る 。 し か し その 様 


子 が 警戒 シス テム に 捉え られ た こと か ら 、 ジ ム T 部 隊 か ら の 


ジム 部 層 の 接近 を 感知 し た クワ トロ は 憶 て る こと な く 錠 没入 久 を 指示 。 自 
2 率先 し て 埋 い に 身 を 投じ 、 た ち ま る 部 機 を 落と し て みせ で いろ 。 


攻撃 に 晒さ れ て し まっ た 。 と は いえ クワ トロ の 卓越 し た 】 
技術 は ジム T 部 隊 を 圧倒 。 瞬く 間 0222 
に 変え 、 実力 の 差 を 見 せ 付 けた の だ っ た 。 


| 、 


クワ トロ の 操る 赤い リッ ク ・ 
人 ディ アス の 記さ に 孝 朱 

は 醒 落 と し 、 か つて 「 赤 い 
甘 星 と 呼び 慣 ら ゎ され た 
公園 箇 パ イロ ッ ト を 思い 起 
こし た と 言わ れる 。 


目 ミー ユ 、 ガン ダム MEk-II 3 号機 に 搭 系 


一 度 は 軍 本 部 を 離れ た も の の 引き 返し た カミ ー ユ は 、 撤 
去 作業 中 の ガン ダム Mk-I3 号 機 を 発見 。 関係 者 が 上 空 
の 戦闘 に 気 を 取ら れ て いる 隙 を 突い て コク ピッ ト に 潜り 込 


ン が 3 号機 で 出撃 する は ず だ っ だ 


ティ ター ンズ の 士官 エマ 温 乱 
公 和 。 制止 を 振り 切り 機体 を 起動 させ た 。 


に 乗じ た カミ ー ユ が コク ビッ i 


園 7 ミー ュ 、 ク ワ ト ロ と 合流 


むと 、 機体 を 起動 し た の だ っ た 。 操 継 訓練 を 受け て いな い 
民間 人 の 少年 が MS を 操縦 する 様子 を 間近 で 目撃 し た ブ 
ライ ト は 、 「 ア ムロ ・ レ イ の 再来 の よう だ ] と 忠 いて いる 。 


し い 力 を 手 に 入れ た カ 


本 | うと する 相手 に 過剰 な まで 


3 号機 の 異変 に 気付 いた クワ トロ は 通信 を 送り 、 9 た 
ちと 共に 付い て くる よ : 示し た 。 突然 の 通 1 
ユ は 敬 く が 、 この まま グリ ー ン ・ ノ ア 1 (38 


カク リコ ン の 乗る 2 号機 を 抑え 込ん だ カミ ー ユ は 、 合 が 惜しい な ら は ば 機体 か 
ら 出 る よう に 指示 。 こう し て 2 号機 を 無傷 で 手 に 入れ る こと に 成功 し た 。 


四 7 ミー ュ 、 ア ー ガ マ に 乗艦 


と 判断 。 制止 に 入っ た カク リコ ン ・ カ クー ラー の 2 号機 に 
皿 い 掛か っ て その 機体 を 強奪 する と 、 それ を 手 土産 と ば か 
り に クワ トロ た ち に 続い て コロ ニー か ら 脱出 し た の だ っ た 。 


クワ トロ に 導 か れる まま に エゥーゴ の 強 舞 用 機動 公洋 
艦 ア ー ガ マ に 乗艦 し た カミ ー ユ は 、 艦 長 の ヘン ケン ・ ペ ッ 
ケ ナ ー や エゥーゴ の 指導 者 で ある ブレ ックス ・ フ ォ ー ラ と 面 
エッ ー ゴ の 画 針 を 前 に し て も 放す 
る こと な < 意見 お ま べ る カミ ー ユ 
の 態度 に ヘン ケン た ち は 感 必 
し 、 い た く 興 味 を 示し た 。 


て いた が 、 テ ィ タ ー ン ズ と は 明 ら さ 
な ? 朋 的 な 和田 気 に 男 | 
肩 の 力 を 抜い て いる 。 


談 。 その 席 で 、 改 め て エ ウ ー ゴ に 参加 する 意思 の ある こと 
を 示し た 。 クワ トロ も ブレ ックス も カミ ー ユ の 資質 を 高く 評 
価 し て お り 、 彼 の 参加 を 心から 歓迎 し た の だ っ た 。 


クワ トロ 、 グリ ー ン ・ ノ ア 1 に 移動 。 ア 
ポリ ー た ちと 合流 する 。 


グリ ー ン ・ ノ ア 1 内 で 戦闘 が 発生 。 


ミー ユ 、 軍 本 部 に 戻る と 、 ガン ダム 
Mk-II 3 号機 に 搭乗 。 


クワ トロ 、 カ ミー ユ に 通信 を 送り 、 同 行 
を 誘い か ける 。 


カミ ー ユ 、 カ クリ コン の ガン ダム Mk-L 
2 号機 を 襲撃 。 機体 を 強奪 する と 、 ク 
ワ ト ロ と の 同行 に 同意 する 。 


カミ ー ユ 、 グリ ー ン ・ ノ ア 1 を 脱出 。 


カミ ー ユ 、 アー ガマ に 乗艦 。 ヘン ケン 
や ブレ ックス と 面談 し 、 エ ウゥ ー ゴ 参加 
の 意思 を 示す 。 


RR サン イズ 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 


E.TIMELINE 


シャ ング リラ の 少年 


(a) nD4 sml1 
シャ ング リラ の 少年 


ティ ター ンズ エゥーゴ アク シズ に よる 三つ巴 の 戦乱 
「 グ リプ ス 戦 役 ] は 、 地 球 圏 に 荒廃 を も た らし た 。 し か し 
そん な 寒い 時 代 に あっ て も 子供 た ち は バ イタ リティ ー を 


失わ ず 、 日 々 の 生活 を 懸命 に 送っ て いた 。 そし て その カカ 
が 、 新 た な 時 代 の 幕開け を 促す こと に な っ た の で ある 。 


目 アク シズ 、 各 サ イド に コロ ニー 制圧 艦隊 を 派遣 


グリ プス 戦役 、 終結 。 


地球 圏 全域 を 巻き 込ん だ グリ プス 戦役 の 終結 後 、 テ ィ 
ター ンズ は 壊滅 し 、 エ ウー ゴ も その 戦力 の 大 半 を 失っ た 。 
一 方 、 ハ マー ン ・ カ ー ン 率い る アク シズ は 力 を 温存 し て い 


た た め 、 地 球 圏 で 最大 の 戦力 を 保有 する 勢力 と な っ た の 
で ある 。 そこ で ハマ ー ン は 各 サイ ド に 制圧 艦隊 を 派遣 。 地 
球 園 で の 足場 確立 と 勢力 拡大 に 乗り 出し た 。 


WM// | 


Rh 1 
半井 過 a | 
わずか 22 歳 で アク シズ の 摂政 に 登り 詰め た ハマ ー ン は 、 圧倒 的 み カ リス 
マ 性 と サビ 家内 の 放 印 を か ぎし て 地 更に 生出 し た 。 ! 


記章 アク シズ 、 告 サイ ド に コロ ニー 制 
隊 を 泊 中 
に 間 ジュ ドー、 イ ジェ クシ ョ ン - ボ ッ ド を 回 収 。 


ハマ ー ン の 掲げ る 理想 に | 


ジュ ドー、 ヤ ザ ン と 遭遇 。 


| 


アー ガマ 、 シャ ング リラ に 入港 。 


目 ジェ ドー、 ヤ ャ ザン と 道 過 


ヤ ザ ン 、 アー ガマ 潜入 を 計画 


サイ ド 1 の シャ ング リラ ・ コ ロニ ー で ジャ ンク 屋 と し て : 
を 立て る 少年 、 ジ ュ ド ー・ ア ー シ タ は 、 ある 時 、 宇宙 を : 


する イジ ェクション ・ ポ ッ ド を 回 収 し た 。 久し振り の 大 物 に 


喜ぶ ジュ ドー。 と ころ が ボッ ド は 空 で は な く 、 見 知ら 5 ぬ 男 が 
乗っ て いた 。 それ は 英 だ け で な く 仲間 か ら も 「 和 狂犬] と 恐れ 
られ る ティ ター ンズ の パイ ロッ ト 、 ヤ ザ ン ・ ゲ ー ブ ル だ っ た 。 


ジュ ドー、 ア ー ガ マ に 潜入 。 艦内 で 発 


| 見 し た Z ガ ンダ ム に 搭乗 。 


ジュ ドー、 ヤ ザ ン と 交戦 。 


MORE INFO! 


3 月 1 日 


シャ ング リラ で の 生 


目 ジェ ドー、 Z ガ ンダ ム に 搭乗 


サイ ド 1 は 宇宙 移 


ジュ ドー が 図ら ず も ヤ ザン を 救出 し た と 同じ 頃 、 シ ャ ング 
リラ に エゥーゴ の 強 腸 揚陸 艇 アー ガマ が 入港 し た 。 グリ プ 
ス 戦 役 で 受け た 損傷 の 修理 と 戦力 の 立て 直し の た めで あ 


| に bk 
| また 9 使 は 


| 計っ 
も り で いた の だ 


に 潜入 。 一 方 、 ジ ュ | 


る 。 そ れ を 知っ た ヤ ザ ン は ジュ ドー: 
も アー ガマ に 搭載 され た MS の 強 


堆 を 画策 。 発見 し た Z ガ ンタ ダム の コク ピッ ト に 潜り 込ん だ 。 


を そそ の か し て アー ガマ 


は 、 和 の 精神 に 
する と いう 不可 解 な 現 
提 に 見 疾 わ | 
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禁 動 湯 士 ガン ダム ZZ 


O08 3 月 3 日 
目 エン ドラ 、 シャ ング リラ に 入港 
の 騎士 を 自称 する マシ ュ マ ー・ セ ロ の 巡洋艦 エ 


ドラ が シャ ング リラ に 接近 し た 。 港 に は アー ガマ が いた の 
だ が 、 マ シュ マー が 提示 し た 金塊 に 目 が 凡 ん だ 港 滴 管 理 


者 が 入港 を 許可 し て し まう 。 それ で も エゥーゴ に 協力 的 な 
職員 の 働き で 、 アー ガマ は コロ ニー 内 に 進入 。 クズ 鉄 が う 
ず 高 く 積 み 上 げ ら れ た 地域 (ジャ ンク 山 ) に 身 を 隠し た 。 


所 長 に 異 を 別 え た 職員 の 
ひと り (チャ ッ ター) が アー 


外 に 上 が 時 ん だ 湖東 務 所 の 所 只 が エン ドラ 和光 許可 
に 入港 し て いた アー ガマ と の 間 で いざ こざ が 


| ジュ ドー、 マシ ュ マ ー と 交戦 


Z ガ ンダ ム を 誇 め 切 れ な し ジュ ョ ドー| i ガマ に 洪 


ドー は マシ ュ マ ー と 対 財 。 慣れ な い 実 戦 に 苦戦 を 強い られ 
た も の の 、 最 後に は 持ち 前 の セン ス を 発揮 し て 、 な ん と か 
マシ ュ マー を 撃退 する こと に 成功 し た の だ っ た 。 


ジュ ドー が メチ ャ クチ ャ に 


プン 
まとも に ピー ム ・ サ ー ベ ル も 使え な い ジュ ドー。 する と それ を 見 た マシ ュ マ ー 
が 「 武 句 は 使わ な い 」 印 だ と 者 造 いし 、 そこ に 付け 入る 際 が 生じ た 。 


OO >e 

則 目 ゲ モ ン 、 マシ ュ マ ー に 協力 
“ある 「 ゼ ダン の 門 ] を 破壊 し た アク 
いう シャ ング リラ の ジャ ンク 屋 の 元 
ジャ ッ ク が マシ ュ マ ー に 協力 を 申し 出 た 。 そ 


マー 機 (ガル ス J) の 豆 部 
を 買 き 、 戦い は 決し た 。 


し て 半ば 強引 に 仲間 に な る と ハン ド メ イ ド MS で 出 
ガン ダム に 挑戦 状 を 叩き 付け た 。 と は いえ ジュ 
技術 に は 及ば ず 、 最後 に は 降参 する し か な か っ : 


し か し パイ ロッ ト 3 
に 代わ る と 形勢 逆転 。 ビー 
ム ・ サ ー ベ ル で マニ ビュ 
レー ター を 切り 落と され 、 

に 


RB ケ に (た 落書 き (ZG) を Z ガ ンダ タム か ら の 的 と 導い 
し た ゲ モ ン は 、 ファ ・ ユ イリ イィ の 乗る Z ガ ンダ ム を 圧倒 し て みせ る 。 


C0088 3 月 上 旬 
朋 目 ジュ ドー、 アー ガマ 乗艦 を 誘わ れる 


数 度 の 戦闘 を 切り 抜け た ジュ ドー の 力量 を 見 て 取っ た 
アー ガ で 艦長 の ブラ イト ノア は 、 ジュ ドー と 仲間 た ち を パイ 
ロッ ト 候補 生 と し て アー ガマ に 引き 入れ よう と する 。 だ が ど 


ん な に 説得 され て も ジュ ドー だ け は 首 を 総 に 振ら な か っ た 。 
て 戦闘 は 対岸 の 火事 の 出来 事 で 、 賃 し く と も 気 
ヤ ャ ンク 屋 稼業 を 捨て る つも り は な か っ た 
その 態度 に 事態 を 静 失 し て いた 
乗組 員 は 色 を な し 、 メ : 
アス トナ ー ジ ・ メ ドッ ソ な ど は 綴り 
の まま に 時 声 を 浴び せ て いる 


] ジュ ドー の 能力 高く 買っ 
ゴ フラ イト は 、 共 な 食事 で 子 
| を を アー ガマ に 招く と 、 パイ ロッ ト 
島 袖 生 と し て を 貸し で くれ る よ 
| 2 た 要請 し た 


さ 
き 


が 子供 た ちの 頭 に は 食事 
ん な 食事 が で 

ら カ に な っ て も いい 」 と 、 
人 気分 が 抜け な いよ 


グリ ラ に 入港 。 


エン ドラ 、 シャ ン : 


アー ガマ 、 シ ャ ング リラ 内 の ジャ ンク 山 


に 退避 。 
ジュ ドー、 マ シュ マー と 交戦 。 マシ ュ 
マー を 撃退 する 。 


ゲ モ ン 、 マシ ュ マー に 協力 。 


ゲ モ ン 、Z ガ ンダ ム と 交戦 。 ジュ ドー の 
操縦 に 圧倒 され 、 降参 する 。 


アー ガヤ 乗 艇 を 誘わ れる 。 


ジュ ドー。 


、 説得 に 応じ よう と し な い 。 


MORE INFO! 
ハン ド メ イ ド MS の 出現 
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CMR Yo イズ 


機動 戦士 アガ ンダ ム 
C1 04 親 02 


UJ.E.TIMELINE 
宇宙 に 散る 父 と 母 


ティ ター ンズ へ の 反発 か ら ガ ンダ ム Mk-I を 強 故 し 、 
» ) エゥーゴ へ と 身 を 投じ た カミ ー ユ ・ ビ ダン 。 一 方 、 面 子 を 
5 潰さ れ た ティ ダー ンズ が 黙っ て いる は ず も な く 、 両 勢力 
の 対立 に カミ ー ユ も 否応 も な く 巻 き 込ま れる こと と な っ 
た 。 その 先 に 悲劇 が 待っ て いる と も 気付 か ず に ……。 


宇宙 に 散る 父 と 母 


諾 隊 U.C.0087 


アー ガマ 、 グリ ー ン ・ オ アシ ス を 離脱 


エゥーゴ で の 生活 に 順応 し よう と : 
て いる 頃 、 地 球 連 邦 軍 巡 洋 艦 ボ 


ボス ニア 、 ア ー ガ マ に 接近 。 不審 艦 と 
レッ クス ・ フ ォ ー ラ は 要求 を 拒否 。 ライ ラ ・ ミ ラ ・ ラ イラ 率い し て 臨検 し よう と する 。 
る 連邦 軍 MS 部 隊 と の 間 に 戦端 が 開か れる こと と な っ た 。 


ブレ ックス 、 臨検 を 拒否 。 


pa » 
ライ ラ 、 MS 部 隊 と 共に アー ガマ に 接 
近 。 クワ トロ の MS 部 隊 と 交戦 する 。 


ア 、 後退 。 


用 ¢ 3 J Ss と ラ 

] / NM が で ボス ニ 
用 1 肖 る クワ トロ 要 に 委 示さ れ て 

= 替 し まう 。 没 機 の あま り の 機 


動 性 に 、 ラ イラ は [赤い 青 
星 ] を 思い 出し た と いう 。 


アレ キサ ンド リア 、 アー ガマ に 接近 。 
エゥーゴ と の 会 見 を 申し 出る 。 


ライ ラ は ティ ター ンズ に いい 感情 を 抱い て お ら ず 、 テ ィ タ ー ン ズ の 目前 で 戦 
果 を 見 せつ け て や る べく 、 アー ガマ へ の 臣 検 を 強行 させ た の だ っ た 。 


エマ 、 パ スク の 親 書 と 共に アー ガマ 
に 乗艦 。 


由 エマ 、 アー ガマ に バス ク の 親 書 を 届け る ブレ ックス 、 親 書 の 書面 に 対し て 起り 


を 爆発 させ る 。 

クワ トロ ・ バ ジー ナ の 目覚 まし い 働き に よっ て ポス ニア は 。 い の 場 を 持ち た いと 持ち 掛け て きた 。 そし て パス ク の 特使 i に 

一 時 撤退 し た が 、 入 れ 替 わり に アレ キサ ンド リア が アー ガマ を 名 乗る ティ ター ンズ 兵 (エマ ) が 親 書 と 共に アー ヒル ダ の 入れ られ た カプ セル が 発見 
に 接近 。 ティ ター ンズ 高官 の パス ク ・ オ ム が 直々 に 話し 合 。 ガマ に 乗 艇 。 それ を ブレ ックス に 手渡 し た の だ が され る 。 


ヒル ダ 、 戦闘 に 巻き 込ま れ て 死亡 。 


RE INFO! 
邦 軍 と ティ ター ンズ の 関係 


に Pao 
顔色 を 失う エマ 。 上 
の に 
を 記せ な 


"| 
バス ク か ら の 政 書 に 目 を 通し た ブレ ックス は 「 な ん と 彼 誠 了 な |」 と 息 り を 吉 
わ に する 。 そし て 怪 財 そう な 顔 を し て いる エマ に 親 書 を 手渡 し た 。 


目 ヒル ダ 、 人質 と し て 利用 され る 


あま り に 非 人 道 的 な ティ ター ンズ の や り 方 に 激 串 する ブ 
レッ クス の 元 に 、 正 体 不明 の カプ セル が 発見 され た と の 報 
が 届け られ た 。 し か も カプ セル の 中 に は カミ ー ユ の 母親 ( ヒ 


ル ダ ・ ビ ダン ) の 姿 が 認め られ た の で ある 。 エマ は 、 あれ は 
パ バスク の 本 意 で は な いと 訴え る が 、 それ は あぁ まり に も 説得 
カカ に 欠け 、 その 声 も どこ か 路 々 し く な っ た 。 


アレ キサ ンド リア の 前 
方 軍 域 に 不審 な カブ 
セル を 探知 し た ブレ ッ / 


事情 を 聞か され た 

ユ は ガン ダム Mk-II で 発 

進 。 戦闘 が 先生 する 前 

3 に ヒル ダ を 救出 し よう と 
する が 


その 様子 を 静 舞 
リド メサ が ガン ダム Mk | 
に 発砲 を 間 始 。 流 れ 理 
が カブ セル を 擦 め 、 ヒ ル 
a | 
し まっ た 。 
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栓 動 戦士 Z ガ ンダ ム ーー まこ つこ: 


UETMEIME mc る と ほ [7] mM mn02 


クワ トロ 、 バ スク の 要求 を 受け 入れ る 
よう 提言 。 


四 バー っ 、 アレ キサ ンド リア に 投降 する 


目 の 前 で 母親 が 殺さ れ た こと で 半 狂 乱 と な っ た カミ ー ユ 陥っ て し まう 。 そこ で クワ トロ は 戦力 の 浪費 を 抑え る た め に 
は 、 ク ワ ト ロ の 制止 も 聞か ず に ティ ター ンズ 部 隊 と 交戦 。 バスク の 要求 を 大 む べき だ と 提言 。 カミ ー ユ と 共に ガン ダ 
さら に その 場 に ライ ラ 隊 も 駆け 付け 、 戦 場 は 混戦 状態 に 。 ム Mk-T を アレ キサ ンド リ 


カミ ー ユ 、 ガ ンダ ム Mk-TL と 共に アレ キ 
サン ドリ ア に 投降 する 。 


ミー ユ 、 父 親 ( フ ラン クリ ン ) と 再会 。 


ミー ユ 、 独房 に 入れ られ る 。 


に 引き 拓 す と いう 寺 束 に 如 ヒポ 
ジレ ックス 。 だ ザク ワ ト ロ に は ある えがお あり 、 も h に 財 り た の 


エマ 、 バス ク の や り 方 に 反発 。 カミ ー 
ユ と フラ ンク リン の 脱走 を 手引 き し 、 
アレ キサ ンド リア か ら 逃 走 する 。 


ア 3 月 上 色 
目 エマ 、 カミ ー ユ の 脱走 の 手引 き を する 


アレ キサ ンド リア で 父親 (フラ ンク リン ) と 出会っ た カミ ー り 方 に 我慢 な ら な く な っ た エマ が 裏 か ら 手 を 回 し 、 カ ミー ユ ュ 
ユ は 、 再 会 を 喜ぶ 間もなく 独房 に 入れ られ て し まう 。 と は い と フラ ンク リン の 脱走 を 手引 き し た の だ 。 彼女 の 計画 は 功 
え 孤 独 に 荷 ま れる の は 短い 間 だ っ た 。 パス ク の 卑劣 な や を 奏し 、3 人 は 一 路 、 ア ー ガ マ へ と 急い だ 。 


a 


独 記 に 次 を 現し た エマ に 久 く カミ ー ユ 。 だ が それ 以上 の 区 まき は 、 エ マゲ カ 
ミー ユ と フラ ンク リン に 脱走 を 促し 、 それ を 手助け し た こと だ っ た 。 


カミ ー ユ 、 アー ガマ に 帰 艦 。 


エマ 、 エ ウ ー ゴ へ の 転向 を 表明 。 


| eaWcaWWa ぁ 
ミー ユ た ち は ガ ンダ ム ! 
で 説 出 し た 。 ちな み に 
連 の 事態 の 発生 を クワ ト 
ロ は 予想 し て いた らしく だ 
か ら こ そ 無茶 な 計画 を 提 
計 し た の で ぁ る 。 


フラ ンク リン 、 MS を 奪っ て アー ガマ か 
ら 脱走 。 アレキサンドリア に 向かう 。 


アー ガマ 、 フラ ンク リン を 追跡 。 


フラ ンク リン 、 ア レキ サン ドリ ア の 艦 克 | 
を 受け て 死亡 。 


目 エマ 、 エッ ー ゴ へ の 埋 内 を 表明 


途中 、 ライ ラ 隊 か ら 追撃 され た も の の 、 事態 を 予測 し C 。 エマ は エゥーゴ へ の 転向 を 表明 。 これ に は ブレ ックス も 顔 
いた クワ トロ の 授 護 も あっ て 、 カ ミー ユ た ち は 無 事 に アー ガ を 綻 ば せ た が 、 周 囲 へ の 影響 を 考え て し ば らく は 保護 観 
マ に 帰 能 する こと が で きた 。 その 後 、 ブ レッ クス と 画 会 し た 。 寮 処 分 と し て クワ トロ の 下 に 就く よう に 命じ た 。 


。 | 合 外 A ガン ダム Mk-II か ら 得 た 技術 
Ss NN の ラン クリ ン は エゥーゴ の MS SPDT ; 


に 関心 を 寄せ る ば か り で 
状況 判断 を し よう と も し な 
ジー コ へ の 直下 か 1 と か く 3 彼女 に は 彼女 い 。 これ に は カミ ー ユ も 呆 
な り の 軍人 と し て の 符 持 が あり 、 パス ク の や り 方 に は 紅 同 で さき な か っ た の だ 。 れる し か な か 


半 フラ ンタ リン 、 アー ガマ か ら 脱走 を 図る 


状況 に 流さ れる まま に アー ガマ に 入っ た フラ ンク リン だ に カミ ー ユ も 追跡 部 隊 に 参加 、 な ん と か フラ ンク リン を 説得 
が 、 この まま で は 自分 の 立場 が 悪く な る と 焦り を 募ら せ 、 つ し よう と する 。 し か し カミ ー ユ の 言葉 を 聞き 人 れ よ うと し な い 
い に MS を 強奪 する と アー ガマ か ら 脱 走 し た 。 クワ トロ と 共 フラ ンク リン は 息子 に 銃口 を 向け る 始末 だ っ た 。 


トー チ ガ ン で メカ ニッ クマ ン を 黄 し 解体 作業 中 の ガン ダム Mk-I に 
リン は MS 格納 庫 に 向 『 乗り 込ん ユ は 周 園 の 創 
か い 、 そ こ に 騙 機 し て あっ た リッ 止 を 振り 切っ て 出撃 。 親 の 不 冶 
ク - デ ィ ア ス を 強 窪 。 その まま アー は 自分 で つけ る と ば か り に フラ 
ガマ を 飛び 出し て し まっ た 。 ンク リン の 後 を 追っ た 。 


父 の 後 お 旧 お うと する カミ ー ユ を 
クワ トロ が 引き 止め 、 カ ラー リン グ 
を 変更 し た ガン ダム MKrT で 出 
撃 。 と は いえ それ で カミ ー ユ の 気 
が 収まる は ず も な ぐ 


て 続け に 両親 を 目 の 前 で 亡くす 
こと と な っ た の で ある 。 


@ 貞 牛 ・ サ ン ライ ズ 13-30 


機動 戦士 ガン ダム 


U.E.TIMELINE 


北米 大 陸 、 突破 


E04 am02 


北米 大 陸 、 突破 


地球 連邦 軍 本 部 ジャ ブロ ー を 目指 す ホ ワイ トペ ベー ス は 、 
シャ ア ・ ア ズ ナ ブル の 執 簡 な 追 設 を 振り 切っ て 地球 に 隆 
下す る 。 し か じ そ こ は ジ オン 公国 軍 の 勢力 下 に ある 北 


米 大 陸 で 、 友 軍 の 支援 も ちな いま ま 、 ホ ワイ ト ベ ー ス は 単 


= 身 で この 地 を 脱出 し な けれ ば な ら な く な つた 。 
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9 月 23 晶 


目 ホワ イト ベー ス 、 北米 大 陸 に 降下 


大 気 憶 突 入 直前 と いう 前 代 未 聞 の タイ ミン グ を 狙っ た 
シャ ア の 強要 を 突破 し て 、 ホ ワイ トペ ー ス は 辛うじて 地球 降 
下 に 成功 し た 。 だ が それ で 危機 が 去っ た わけ で は な か っ た 。 


ワイ トペ ー ス を 昌 破 すれ 


シャ ア と 接 角 し た ガル マ ・ ザ ビ ! 
勲章 も の だ と 判断 し 、 ただちに 航空 機 お よび MS 部 隊 に 攻撃 を 命 


攻撃 で 突入 コー ス を 逸 ら さ れ た ホワ イト ペー ス は 公国 軍 の 
勢力 下 に ぁ る 北米 大 陸 に 降下 し て し まっ た 常に 相 
手 の 先 を 読ん で 動く ーー これ こそ が シャ ア の 計略 だ っ た 。 


ガン ダム を 駆る アム ロ ・ レ 
イ の 活躍 も あり 、 な ん と か ガ 


れ が 前 
哨 戦 に 過ぎ な いこ と は 乗組 
員 の 槍 も が 気付 いて いた 。 


目 アム ロ 、 弾道 軌道 に よる 脱出 を 提案 


孤立 無援 と な っ た ホワ イト ペー ス の 現状 を 打開 し よう と 
アム ロ が ある 作戦 を 提案 し た 。 連邦 軍 本 部 ジャ ブロー へ 
の 連絡 役 と し て コア ・ フ ァ イ タ ー を 絢 首 軌道 で 射出 し た ら ど 


うか と いう の だ 。 ホワ イト ベー ス の 艦長 役 を 託さ れ た ブラ イ 
ト ・ ノ ア は この 妙 案 を 承諾 。 た だ ち に 準備 が 開始 され 、 ア 
ムロ が 搭乗 する コア ・ フ ァ イ ター が 発進 し た の だ が …… 


ホワ イト ペー ス の メイ ン エン ジン の 出力 を 利用 し て 交 道 っ 
ファ イタ ー。 だ が アム ロ の 目論み は シャ ア に 見 授 か まれ て いた 。 


10 月 1 日 
目 ホワ イト ベー ス 、 ガル マ と 交戦 


コム サイ で 出撃 し た シャ ア が 
コア ・ フ ァ イ タ ー を 捉え 、 高 
証 度 で の 空中 戦 を 開始 。 
これ に は アム ロロ も 堪ら ず ホ 
ワイ トペ ー ス に 帰 艦 し 、 ジ ャ 
ブロ ー へ 向かう と いう 計画 


北米 大 陸 の 横断 を 続け る ホワ イト ベー ス に 対し 、 公 国 
地球 方 面 軍司 令 官 ガル マ 自 身 が 攻撃 を 仕掛 け て きた 。 
攻撃 機 ド ッ プ を 中 核 と する 圧倒 的 な 物量 を 投入 し 、 四 方 か 


度量 な る 激戦 の スト レ 
ス か ら 、 つ い に 出 撃 を 
拒否 する アム ロ 。 し か 
し プラ イト の 唱 と フラ 
ウ ・ ポ ゥ の 激 乳 で 気 カ 
を 取り 戻し 、 ガ ンダ ム 
で 出撃 し て いる 。 


上 空 の 5 尊い 来る ドッ プ 
部隊 に 対し て 空中 内 を 
敢行 する ガン ダム 。 こ れ 
(だ け で な く 味 方 
され た が 、 ア ムロ 
は 着 々 と 撃 洋 数 を 増し 
て いう た 。 


ら 波状 攻撃 を 繰り 返す ガル マ を 前 に 、 たちまち ホワ イト ペー 
ス は 危機 に 陥っ て し まう 。 だ が その 時 、 ア ムロ が ガン ダム で 
空中 戦 を 敢行 し 、 ガル マ を 撤退 に 追い や っ た の だ っ た 。 


こと が で きた 。 一 方 、 
ガル マ は 連邦 軍 の 実 
に 事 り と 屈辱 を 禁じ 
得 な か っ た と いう 。 


戦 後 、 ホ ワイ トペ 
ス は マチ ル ダ ・ 

ン 率い る 連 孝 軍 補給 
部 隙 と 接 受 。 わずか な 
が ら も 補給 を 受け 、 自 
分 た ち が 寿 立 し て いる | 
わけ で は な いと 知っ た 


ワイ トペ ー ス 、 大 気 國 突 入 。 シャ ア 
の 攻撃 で 突入 コー ス が ずれ 、 北米 大 
陸 に 降下 する 。 


ガル マ 、 ホワ イト ペー ス を 攻撃 。 


アム ロロ 、 弾 道 軌 道 を 利用 し た ジャ ブ 
ロー へ の 移動 を 提案 。 


シャ ア 、 コア ・ フ ァ イ タ ー を 捕捉 。 アム 
口 の 計画 、 失敗 に 終わ る 。 


ガル マ 率 いる 攻撃 部 隊 、 ホ ワイ トペ ー 
ス を 強襲 。 


ホワ イト ペー ス 、 危機 に 陥る 。 
アム ロ 、 ガン ダム で 空中 戦 を 敢行 。 


ガル マ 、 撤退 を 余儀 な くさ れる 。 


JF( 


か ら み る 北米 で の 戦歴 


LR | mM sa 02 


半 ホワ イト ベー ス 、 ガル マ を 撃破 


西海 岸 に 近づき つつ ある ホワ イト ペー ス だ が 、 ガル マ 率 
いる ガウ 部 隊 も 追撃 に 乗り 出し た 。 や お な く ブラ イト は 艦 を 
ドー ム 球 場内 に 避難 させ 、 追 手 を や り 過 ご そう と する 。 す 
る と どう し た こと か ガウ 部 隊 は ホワ イト ペー ス の 頭上 を 通過 
ーーーーーーーーー 和孝 隊 に 先立っ て 貸 計 に 向 
| か っ た シャ ア は ガン ダム と 交戦 。 
| だ が ガン ダム の 動き に 不審 な も 

に の を 感じ 取り 、 つ い に ホ ワイ ト 
ペース の 位置 を 突き 上 


シャ ア か ら 偽 の 情報 を 知ら され た 
ガル マ は 。 今度 こそ ホワ イト ペ 
ス を 撃破 する と 発 客 。 部 隊 を 移 
動き せる が 、 そ の 結果 、 ホ ワイ ト 
ペース に 無防備 な 背後 見 せる 
こと に な っ で し まっ た 。 


目 イモ リナ 、 ホ ワイ ト ベ ー ス を 強襲 


し 、 無 防備 な 背後 を 晒す 珍 と な っ た 。 そ と で ブラ イト は 反撃 
を 決定 。 艦 砲 と ガン キャ ノン 、 ガン タン ク で ガウ 部 隊 を 砲撃 
し 、 これ を 撃破 する こと に 成功 し た 。 し か し この 勝利 は 、 ガ 
ル マ を 陥れ よう と する シャ ア の 陰謀 に よる も の だ っ た 。 


シャ ア に 騰 ら れ た と 悟っ た ガル マ は 残る 力 で ホワ イト 
と 客 音 し た 。 だ が 望み は 叶わ ず 、 得 発する 機体 と 共に 消え て いる 。 


恋人 ガル マ の 伯 を 討つ た め 、 ニ ュー ヤー ク 市 長 の 娘 イ セ 
リナ ・ エ ッ シ ェ ン パ バッ ハ が 公国 軍 と 接触 。 ガル マ の 部 下 ダ 
ロタ の 協力 の も と 、 残 され た ガウ 部 隊 と 共に ホワ イト ペー ス 


ガル マ の 忠実 を 部 下 だ っ た ダ ロ 
タ も 上 綿 の 似 計 ち を 押 望 し て お 


行 。 さら に ガウ の | 

で び 生 っ て 枝 近 電 を 仁 痢 けた た 

め 。 攻撃 の で き な い イセ リナ は ダ 
重ね て いっ て し まう 。 


に 対す る 追撃 戦 を 決行 し た 。 と は いえ 戦闘 経験 の な い 女 
性 に ホワ イト ペー ス が 討 て る は ず も な く 、 ガウ 部 隊 は 全滅 。 
イセ リナ も 命 を 落と すこ と と な っ た 。 


後 の カ を 
略記 ムロ を 自ら の 手 で 包 撃 し よう と す 
し か し 命 を 黙 し た 彼女 の 撤 


本 技 は そこ まで だ っ た 


イセ リナ の 亡 鞭 を 草 る アム ロ は 、 
相知 5 ず の 女性 から 信 上 時 ば 

衝撃 を 連 け る 。 そし て 
が の ek 
う 事 室 に 改め て 直面 し 、 諸 知ら 
ず 季 怖 す る の だ っ た 。 


半 サイ ド 3 で ガル マ の 国葬 が 挙行 され る 


ガル マ 戦 死 の 報せ は 公国 本 国 (サイ ド 3) に 送ら れ 、 国 
を 挙げ て の 盛大 な 葬儀 が 行わ れ た 。 さら に 公国 軍 宇 宙 攻 
撃 宣 司令 ドズル ・ ザ ビ は 実弟 の 仙 討 ち 部 隊 の 派遣 を 決 


ガル マ の 国葬 に 。 
の 中 桜 で ある ズム ・ シ ティ の 正 
画 広 場 に 巨大 を ステ ー ジ が 丹 意 
され 、 多 く の 軍 人 と 一 般 人 が 会 
場 に 押し 寄せ た 。 


て は 公国 


モデ 
rm dl | 
た と 言わ れる 。 


定 。 ラン バ ・ ラ ル を リー ダー と する ゲリラ 部 隊 が 地球 に 送 
られ る こと と な っ た 。 一 方 、 ホワ イト ベー ス は 北米 大 陸 を 苑 
脱 。 太平 洋 を 渡り 、 ユー ラ シ ア 大 陸 に 近づき つつ あっ た 。 


一 方 ドズル か ら 向 を 受け 取っ 
た ラン パ ・ ラ ル は 、 ザ ンジ バル 
棚 條 動 錠 洋 能 で 地球 に 降下 。 
太平 洋 を 渡る ホワ イト ペー ス 追 
に 


部 隊 を 率い る ラン バ ・ ラ ル は ゲ リ 
ラ 昔 の エキ スパ ー ト で あり 、 本 人 
を は じ め 、 誰 も が 似 討 ちの 成功 | 。 
を 確信 し て いた よう だ っ た 。 


ガル マ 、 ガ ウ 部 隊 を 率い て ホワ イト 
ベー ス を 追撃 。 


ブラ イト 、 ホ ワイ トペ ー ス を ドー ム 球 場 
内 に 隠す 。 


シャ ア 、 先 行 偵察 を 開始 。 ホワ イト 
ペー ス の 位置 を 確認 する が 、 ガ ル マ 
に 偽 の 情報 を 伝え る 。 


ガル マ 、 ホワ イト ペー ス を 通り 過ぎ る 。 


ホワ イト ペース 、 ガウ 部 隊 へ の 攻撃 を 
開始 。 


ガウ 部 隊 全 減 。 ガル マ 、 戦死 。 


イセ リナ 、 ダ ロタ の 協力 を 得 て ホ ワイ ト 
ペー ス を 追撃 。 


ホワ イト ペー ス 、 追撃 部 隊 を 撃破 。 


イセ リナ 、 命 を 落と す 。 


サイ ド 3 の ズム ・ シ ティ で ガル マ の 国 
葬 が 挙行 され る 。 


機動 戦士 ガン ダム 逆 朴 の シャ ア 


UL.E.TIMELINE RS (CN mr04 wer D1 
ネオ ・ ジ オン の 影 


性 U.C.0088、 の ち に 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 ] と 呼ば 
» れる 戦乱 は ハマ ー ン ・ カ ー ン が 倒れ た こと で 終結 し 、 地 

球 圏 は 平穏 を 取り 戻し た か に 見 えた 。 と は いえ 地球 連 
= 5 邦 政 府 と スペ ー ス ノイ ド と の 間 に 生 じ た 不 信 感 は 潰 て 
| hk hs - お ら ず 、 それ が 新た な 戦い の 呼び 水 と な っ て し まう 。 


1 地球 連邦 政府 に 対す る 反抗 活動 が 続発 する 連邦 政府 、 大 質量 アス テロ イド の 管 


理 体制 を 再編 制 。 
グリ プス 戦役 と 第 一 次 ネオ ジオ ン 戦 争 と いう 戦乱 を 立て 圧政 策 の 続行 を 決定 し た 。 その た め ス ペー スコ ロニ ー の 政 
続け に 経験 し た 地球 連邦 政府 だ が 、 度 重なる 戦乱 か ら 何 情 は 一 向 に 安定 せ ず 、 ス ペー ス ノ イ ド の 間 に | は 寺野 に 


械 3 ミミ 敵 連邦 政府 、 ス ペー ス ノ イ ド 寄 り の コロ 


も 学ん で お ら ず 、 戦乱 の 要 困 と な っ た スペ ー ス ノイ ド へ の 抑 対す る 反感 が 拡大 、 テロ 活動 が 頻発 する こ 。 ニー へ の 経済 制裁 を 発動 
が - | 押圧 政 筑 の 氏 緒 と し て = 軍 

邦 政府 は アク シズ を は じ め 

| と する 大 質量 アス トロ イド を 反 連 邦 活動 が 活発 化 。 


〆 | 管理 下 に 置き 、 地 球 へ の 
| 直接 攻撃 の 手段 を 寺 じ た 。 


ロン ド ・ ベ ル 、 設立 。 


連邦 軍 本 部 施設 、 チ ベッ ト の ラサ に 
移転 。 


シャ ア 、 ネオ ・ ジ オン を 組織 。 連邦 政 
府 に 対す る 攻撃 を 示唆 。 


その 結果 、 ス ペー ス ノ イド の 
間 で 連邦 政府 へ の 不満 が 
高まり 、 反 較 邦 活動 や 直 連邦 政府 の 許 敗 を 前 に し た シャ ア は ネオ ・ ジ オン 

装 テ ロ 行為 が 代 す る 事 する 攻撃 を 示唆 。 し か し 連邦 政府 側 は この 表明 を 真 
惑 を 招い て し まっ て いる 。 レイ や ノア が 外郭 四 織 (ロン ド ・ ベ ル ) を 編制 す 


ネオ ・ ジ オン 、 (スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) 
を 占拠 。 


SS |12B25 昌 ロン ド ・ ベ ル 、 戦力 拡充 を 図る 。 
四 ネオ ・ ジ ォ オン 、〈 ス ウィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) を 占拠 | 
グリ ブス 戦役 終盤 に 行方 不明 と な っ た クワ トロ ・ パ ジー ナ 府 を 前 に し て 、 つ い に 復帰 決意 。 自身 に 紅 同 する 人 々 と 


(シャ ア ・ ア ズ ナブ ル ) は 、 表 舞台 か ら 身 を 退き 、 地 球 園 共に 「 ネ オ ・ ジ オン ] を 組織 する と 、 決起 の 第 一 段階 と し て 
の 動向 を 見 守っ て いた 。 だ が 愚直 な 政策 を 続け る 連邦 政 難民 用 コロ ニー (スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) を 占拠 し た 。 


1 
yg 


連 抑 政府 へ の 敵対 を 

表明 し た シャ ア を 住民 

た ち は 快 く 愛 け 入れ 、 
ト 


(スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) は 戦 多 難民 の 収容 目的 に 急造 され た コ ! 
あり 、 住民 は 連邦 政府 の 無関心 振り か ら 苦 し い 生活 を 鏡 い られ で 


目 ロ ンド ・ ベ ル 、 濾 力 訴 充 を 図る 


ネオ ・ ジ オン の 台頭 を 知っ た 連邦 政府 だ が 相手 を 過小 邦 軍 外郭 組織 「 ロ ンド ベル ] は シャ ア の 危険 性 を いち 早く 
評価 し 、 具体 的 な 対抗 策 を 講じ よう と し な か っ た 。 だ が ブラ 看破 。 独自 に 戦力 拡大 を 開始 し 、 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニ 
筐 イト ・ ノ ア と アム ロ ・ レ イ が 中 心 と な っ て 編制 され た 地球 連 クス 社 (AE) の 協力 の も と 、 新型 MS の 開発 に 着手 し た 。 


トマ 


・ ジ オン に 対抗 すべ く 、 ロ ンド ・ ペ ル は AE に 協力 を 要請 。 
ラン 技師 が 中 心 と な り 、 新 型 機 の 開発 が 進め ら i 
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| 機動 戦士 ガン ダム 逆 有 の シャ ア 


ネオ ・: 


EO rd sm1 


目 ネオ ・ ジ オン 、 5th ル ナ を 強 准 する 


U.C.0093.02.27、 軍 備 と 編制 を 整え 


シャ ア は 公共 


放映 を 介し て 連邦 政府 へ の 宣戦 布告 を 表明 。3 月 3 日 に は 
(スウ ィ ー ト ・ ワ ウォ ー タ ー) を 発進 し た 艦隊 が 、 連 邦 政府 が 
管轄 する 小惑星 「5ih ル ナ 」 を 強襲 し た 。 し か し この 事態 に 


| 目 に ネオ ・ ジ オン 艇 隊 は 5th 
| ルナ を 占 質 。 お 
バルス ・ エ ンジ ン を 点 り 

べく 行動 を 開始 し た . 


ンコ 


ロン ド ・ ベ ル も 本 命 に 好 撃 
を 行う が 、 シャ ア 自 ら が 戦場 
で 部 隊 指 揮 を 執っ て いた こ 
と の ら 、 劣 勢 を 揚 す こと は で ロ 
き な か っ た 。 


つい に 核 バ ルス ・ エ ン 
が 火 を 噴き 、5h ル ナ は 地 

球 に 向かっ て 移動 を 開始 。 
こう し て ネオ ・ ジ オン の 計画 
は 成功 し た の で ある 。 


際 し て も ネオ ・ ジ オン を 過小 評価 する 連邦 政府 は 軍 本 体 を 
動か さ ず 、 ロ ンド ・ ベ ル の み を 主 備 部 隊 と し て 派遣 。 その た 
め ネ オ ・ ジ オン の 侵攻 を 食い 止め られ ず 、 核 パル ス ・ エ ン 
ジン を 点火 し た 5th ル ナ は 地球 へ の 落下 軌道 に 入っ た 。 


シャ ア の 機体 (サザ ビー) を 発見 し た アム 今 の 本 村 ( り ・ ガ ズ ィ ) で 
は 後退 を 余 備 な くさ れ て いる 。 シャ ア は ファ ン ネル を 使わ ず 手 
それ で も リ ・ ガ ズ イ で は 対抗 で きせ なか っ た の だ 。 


目 ク ェ ス 、 警官 隊 に 身柄 を 拘束 され る 


ネオ ・ ジ オン と ロン ド ・ ペ ベル の 戦闘 が 行わ れ て いた 項 、 地 
上 で は 連邦 政府 高官 アデ ナウ アー・ パ ラ ヤ の 一 人 如 ( ク ェ 
ス ・ パ ラ ヤ ) が 千家 隊 に 拘束 され る と いう 事件 が 発生 し た 。 
家庭 内 の 不 和 を 嫌 - ェ ス は 、 人 々 が 誤解 な く 理解 し 合 
| 者 隊 が 反 っ て くる ご と に 

ェ ス は 、 仲 間 と 


pt 図る が 


場 串 れ し た 的 官 隊 は ク ェ ス 
の 重き を 読ん で お り 、 先 回 り 
し て 選 了 を 断っ て いた 。 


上 ヒビ ー 風 の 者 者 た ち を 叩 
きのした 一 方 、 ク ェ ス に は 


うに は ー タ イプ 能力 が 必要 と 考え 、 ラ サ で ヒッ ピー 風 
の 友人 た ちと 過ごし な が ら ニ ュー タイ プ へ の 道 を 模索 し て 
いた の で ある 。 だ が そん な 暮らし が 許さ れる は ず も な く 、 必 
死 の 抵抗 も 慮 し く 、 ク ェ ス は 父親 の 元 に 戻さ れ て し まっ た 。 


られ た ク ェ ス だ が 反抗 的 な 夫 度 を 改め よう と せ ず 、 半ば 力ずく 
で 車 に 乗せ られ 、 そ の まま 空港 へ と 送ら れる こと と な っ た 。 その 様子 を 警察 
高 官 呆れ 顔 で 遇 め 、 連 政府 高 家 一 家 の 本 態 を 幕 で 笑っ た と され る 。 


1 ハサウェイ 、 ク ェ ス と 出会う 


ブラ イト ノア の 妻 で ある ミラ イノ ア は 、 ふ た り の 子供 ( ハ 
サウ ェ イ と チェ ー ミ ン ) と 共に コロ ニー に 向かう た め 、 宇 宙 洪 
で シャ トル の チケ ッ ト を 入手 し よう と し て いた 
れ た アデ ナウ アー が 政治 特権 を 使っ て チ 


政府 高富 と いう 立場 を 利用 し て チケ ッ ト を 横取り し た 立 の 所 華 を すま な く 
思っ た の か 、 ク ェ ス は 終始 、 ハナ ウェ イ に 捉 線 を 投げ か け て いた 。 


て し まう 。 その 様子 を 目 に し た ハサウェイ は アデ ナウ アー の 
横柄 な 態度 に 嫌悪 感 を 抱く が 、 それ より も 彼 が 引き 連れ て 
いた ク ェ ス に 目 を 奪わ れ て し まう 。 し か し な せ 自 分 が 見 知ら 
ぬ 少 女 に 編 か れる の か は わか ら な か っ た 。 


上 そん な ク ェ ス の 視線 に 
気付 いた ハサウェイ も 
相手 が 見 えな く な る ま 
で 目 を 向け 、 チェ ー ミ ン 
か 5 不審 そう な 顔 で 見 
られ て いる 。 


シャ ア 、 公 共 放 送 を 介し て 連邦 政府 
へ の 宣戦 布告 を 表明 。 郷 | 


ネオ ・ ジ オン 艦隊 、 (スウィート ・ ウ ォ ー 
ター) を 発進 。 


ネオ ・ ジ オン 艦隊 、 5th ル ナ を 強 貴 。 


ロン ド ・ ベ ル 、 ネオ ・ ジ オン 第 隊 に 対 
し て 応戦 。 


アム ロ と シャ ア 、 交戦 。 
ク ェ ス 、 警官 隊 に 身柄 を 拘束 され る 。 


ク ェ ス 、 父 アデ ナウ アー の 元 に 送 
本 。 ネオ ・ ジ オン の 攻撃 を 避け る べく 
ニュ ー ホ ンコ ン へ 向かう 。 


ハサウェイ 、 ニ . 
で ク ェ ス と 出会う 。 
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C.E.TIMELINE 


上 アー クエ ンジ ェ ル 、 紅海 に 移動 


孤島 で の 一 夜 


mA sm 上 08 


孤島 で の 一 夜 


カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ を 仲間 に 加え た アー クエ ンジ ェ ル 
は アラ スカ 力 基地 へ と 急ぐ 。 一 方 、「 オ ペレ ーション - ス ピッ 
トブ レイ ク 」 の 発動 を 狙う ザフト は アス ラン - ザ ラ と ニコ ユ 
] ル ・ ア マル フィ を 地球 に 降下 。 と ころ が 赴任 地 へ 向かう 
途中 、 フ 


「 秒 漠 の 虎 ] アン ドリ ュー・ パ ルト フェ ルド を 撃退 し た アー 
クエ ンジ ェ ル は 紅 % 動 。 一 面 の 砂漠 に 瞳 易 し て いた 
乗組 員 は 、 青 くき ら め く 海 と 爽やか な 潮風 に 久し振り に 羽 


海面 に 浮上 し て は 海中 に 隠れ る と いう ザフト の 水中 用 MS・ グ ー ラテ 
ヤマ ト は 艇 上 か ら の 迎撃 を 試み る が 、 効 果 的 な ダメ ー ジ を 与え られ な い 。 


見 た ゲー a と Ee と 
近 埋 挑ん で くる が 


目 アス ラン と ニコ ル 、 地球 に 降下 


を 伸ばし て いた 。 し か し ザフト 側 は アー クエ ンジ ェ ル の 追撃 
を 諦め て で おら ず 、 マ ルコ ・ モ ラ シ ム 率い る 水中 MS 部 隊 が 
接近 。 海中 か ら の 強敵 戦 を 仕掛 け て きた の だ っ た 。 


接近 する 1 機 の グー 
ン モ 揚 え た スト ライ ク 
が アサ ルト ナイ フ の 
一 切 で これ を 学 柱 。 


も 勝利 する こと が で 
きた の だ っ た 。 


アー クエ ンジ ェ ル が 激戦 に 明け 暮れ て いる 頃 、 ザ フト 本 
国 で は 新た な 作戦 の 発動 が 決定 し た 。 アラ スカ の 地球 軍 
本 部 JOSH-A に 対す る 大 規模 降下 作戦 「 オ ペレ ーション ・ 


a 


人 内 宇 に 入っ た アス ラン と ニコ ル は 、 ア ー ク エン シェ ル 過 に 拉 久 多 や 
す イ ザー ク が 上 官 ラウ ・ ル ・ ク ルー セ に 貴 み 付い て いる 場 


スピ ッ ト ブ レイ ク 」] で ある 。 アス ラン 
が 下さ れ 、 


コル に も 出撃 命令 
: ち に ふた り は 地球 に 降下 。 先行 する イザ ー 


だ が 、 
の を 
アス ラン を 隊長 と する ザラ 
隊 を 坊 制 し 、 ア ー ク エン ジェ 
ル へ の 追撃 を 許可 し た 。 


目 カガリ 、 戦闘 中 に 消息 不 上 に な る 


再度 、 モ ラ シ ム 隊 が アー クエ ンジ ェ ル を 癌 撃 。 水中 戦 で 
圧倒 的 な パワ ー を 発揮 する MS ゾ ノ の 出現 に さしも の キラ 
も 圧倒 され る が 、 パ レル ロー ル を 利用 し た マリ ュー・ ラ ミア 


ス の 奇策 で 難 を 人 れ た 。 一 方 、 モ ラ シ ム 隊 の 母艦 を 叩く た 
め 、 ム ウ ・ ラ ・ フ ラガ と カガリ は スカ イグ ラス パー で 発進 。 そ 
の 途中 、 ザフト の 輸送 機 を 発見 し た の だ っ た 。 


アー クエ ンジ ェ ル の 艦載 機 と 遭遇 し て し まっ た 。 


アス ラン と ニコ ル 、 ザ フト 本 国 を 出 
立 。 地球 へ 向かう 。 


アー クエ ンジ ェ ル 、 紅 海 に 移動 。 アデ 
ン 湾 で モラ シム 隊 と 交戦 する 。 


アス ラン と ニコ ル 、 地球 降下 後 、 ジ ブ 
ラル タル 基地 に 到着 。 イザ ー ク ら と 
合流 後 、 ザ ラ 隊 を 結成 。 カー ペン タリ 
ア へ 移動 を 開始 する 。 


アー クエ ンジ ェ ル 、 モ ラ シ ム 隊 と 再戦 。 


カガリ 、 敵 潜水 母艦 の 索敵 に 出動 。 
標的 の 撃沈 に 成功 する が 、 被 弾 に 
よっ て 作戦 宙 域 か ら 離脱 。 


カガリ 、 アス ラン の 搭乗 する 輸送 機 を 
発見 。 交戦 後 、 両者 と も に 墜落 。 


カガリ と アス ラン 、 イ ンド 洋上 の 孤島 
に 漂着 する 。 


MORE INFO! 
MS に よる 海中 戦 
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E.ETIMELINE 


較 カカ リ 、 アス ラン と 一 夜 を 過ごす 


無人 島 に 流れ 着い た カガリ は アス ラン を 発見 。 相手 を 
倒 そう と する が 逆 に 組み 伏せ られ で し まう 。 一 方 、 カガリ が 
女性 だ と 気付 いた アス ラン に 警戒 し つつ 東 締 を 解放 。 お 


互い に 救助 が 現れ る まで と いう 条件 で 助け 合う こと に な っ 
た 。 こう し て 一 夜 を 過ごす こと に な っ た ふた り は 、 図 らち ず も 
地球 と プラ ント の 立場 か ら 意見 を 戦わ せる ご 


女性 に 乱暴 を 働く つ 


も 還 託 の な い カ ガリ 


の 言動 に 、 逆 に 振り 


その 夜 、 や る こと の な い 
し て 油 味 方 で 憎み 合っ 


た り は 互い の 立場 か ら 今回 の 載 乱 を 願 みる 。 そ 
いる 者 が 、 同じ 人 間 同 士 で ちる こと に 思い 至る 。 


較 アー クエ ン ジェ ル 、 a 


カガリ を 保護 し 、 再 び ア ラス カ を 目指 す ア ー ク エン ジェ ル 
に アス ラー の 指揮 の 下 、 
エル 、 ブ リッ ツ 、 バ パス ター 


ラン が アー - ク エン ジェ ル を 攻撃 。 さら に イザ ー ク の 前 
ル に 確実 に 損害 を 与え て い 


ー ク エン ジェ ル は 次 第 に 追い 詰め られ て いく 。 アス ラ 
に クエ ンジ ェ ル に カガリ が 乗っ で いる と は 思っ て お ら 
ず 、 た だ 任務 を 果たし て いる つも り だ っ た の だ 。 


ザラ 隊 に 追わ れる アー クエ ンジ ェ ル の 進路 上 に 、 オ ー ブ 
連合 首長 国 の 大 艦隊 が 姿 を 現し た 。 いつ の 間 に か アー ク 
エン ジェ ル は オー ブ の 祝 海 まで あと 20km の 地点 に まで 接 


近 し て いた の だ 。 オー プ 艦隊 か ら の 通告 に よれ ば 、 こ れ 以上 
接近 すれ ば 自衛 権 の 発動 に よっ て 攻撃 を 開始 する と いう 。 
と は いえ 今 の アー クエ ンジ ェ ル に 転進 する 奈 裕 は な か っ た 。 


アー クエ ンジ ェ ル と ザラ 隊 の 電 を 先見 し た オー フ 衝 除 が 上 自国 
へ 累 を 及ぼ す 可能 性 が ある 存在 は 武力 を も っ て し て 排除 する と ば か り ( 
アー クエ ンジ ェ ル に 進路 変更 を 要求 し で : 


en 


ee 
首長 男 代 表 の 実 の 娘 で ある と 富 言 し 、 ア ー 


ガリ は オー プ ブ 艦隊 司令 官 と 交信 。 自分 は オー ブ 連 合 
ジェ ル の 入港 を 要請 し た 。 


カガリ 、 アス ラン と 遭遇 。 相手 を 無力 
化し よう と する が 、 逆 に 拘束 され る 。 


アス ラン 、 カガリ が 女性 で ある と 知り 、 
拘束 を 解く 。 


カガリ と アス ラン 、 無 人 島 で 一 
ご す 。 


夜 を 過 


無人 島 に 救助 隊 が 接近 。 カガリ と ア 
スラ ン 、 それ ぞ れ の 陣営 に 戻る 。 


巧 訟 較 アー クエ ンジ ェ ル 、 ザ ラ 隊 か ら の 興 撃 
ー 議 5k 

アー クエ ンジ ェ ル 、 オ ー ブ 領 海 に 接 
和 近 。 オー プ 艦 隊 か ら 警 告 を 受け る 。 


カガリ 、 自 ら の 出自 を 明か し 、 オ ー ブ へ 
の 受け 入れ を 要請 する 。 


16-30 


人 通 ・ サ ン ライ ズ 


[青い 下 星 」 と の 洪 戦 


ne jm08 
青い 巨星 」 と の 激戦 


地球 連邦 軍 本 部 ジャ ブロ ー へ と 急ぐ ホワ イト ベー ス は 、 
その 途中 、 ジ オン 公国 軍 地 球 方 面 軍司 令 で あり 、 ザ ビ 家 
の 末弟 で も ある ガル マ を 打ち 破っ た 。 し か し 、 この 勝利 
が 新た な 困難 を 招く こと と な る 。 ガル マ の 似 を 討つ べ 


く 、 歴戦 の 戦争 屋 ラ ン バ ・ ラ ル が 差し 向け られ た の だ 。 


ラン バ ・ ラ ル 隊 、 地球 に 降下 する 。 


ガル マ を 打ち 破り 、 北 米 大 陸 脱 出 を 急ぐ ホワ イト ペー ス 
を 、 ゲリラ 戦 で 名 を 馳せ た 公国 軍 の ラン バ ・ ラ ル が 追撃 し 
て いた 。 彼 は ドズル ・ ザ ビ か ら ガ ル マ の 信 討 ちと いう 勅命 を 


と は 明らか に 異な る 相 
手 に 、 アム ロ は 替 標 を 
葉 じ 得 な か っ た 。 


10 月 7 日 と 


四 アム ロ 、 母親 と の 再会 を 果たす 


ホワ イト ベー ス 、 ラ ン バ ・ ラ ル 隊 の 追 
撃 を 受け る 。 


し た ラル は に 攻撃 を 開始 。 撃破 に は 至ら な : 
の の 、 圧倒 的 な 実力 差 で ま ワ イト ペー ス を 翻弄 し : 


ワイ トペ ー ス や 儀 機 の 


アム ロ 、 ラ ル の YMS-07B グフ と 初 
め て 交戦 。 相手 の 卓越 し た 技量 に 
脅威 を 感じ る 。 


れ は 、 ラル に 見 逃し て も 
らち っ た 感 が 強い 。 a 2 | 
3 ラン バ ・ ラ ル 隊 、 一 時 後退 


ホワ イト ペー ス 、 極 東 地区 で 半 般 休 
息 を 実施 。 


アム ロロ 、 母 親 (カマ リア ) と 再会 する 。 


帰 態 し た アム ロ を 待っ 
て いた の は ガル マ の 回 
更 を 電 じ る 公国 の 戦 な 
半 掲 放送 で あり 執 朱 

に 戦争 を 煽る 内 容 に 、 
アム ロ は 改め て 戦争 の 
を る し きき 感じ て いた 。 


ホワ イト ペー ス 、 ユー ラ シ ア 大 陸 に 移 
動 する 。 


ホワ イト ベー ス 、 マ チル ダ 率 いる ミ デ 


ア 輸 送 部 隊 と 接触 。 物資 の 補給 と 
避難 民 の 引き 濾し を 行う 。 


IUKE INI 


太平 洋 を 横断 し 、 極 東 地区 に 入っ た ホワ イト ベース は 久 
し 振り に 半 航 休 候 を 実施 。 その 最 中 、 ア ムロ ・ レ イ は か つ 
て の 故郷 に 出向 き 、 母親 の カマ リア ・ レ イ と の 再会 を 果 た 


公国 軍 債 案 兵 の 介 視 か ら ア ムロ を 莉 お うと する カマ リア 。 
し そう に な り 、 やむ な く ア ムロ は 母親 の 目 の 前 で 玩 奏し て し まう 。 


目 ホワ イト ベー ス 、 マチ ル ダ 隊 と 接触 


し た 。 だ が 軍人 と な っ て 戦い に 身 を 投じ た 息子 の 姿 に カマ ガル マ の 戦死 と シャ ア の 処遇 
リア は 衝撃 を 受け 、 アム ロ を 拒 統 し て し まう 。 結果 、 久 し 振 


り の 再会 は 、 ふた り に 苦い 想い を 残し た だ け で 終わ っ た 。 


馬 動 が 収まり 、 ホ ワイ トペ ー 
ス で 旅立つ アム ロ を 見 送 ろ 

ググ っ と する カマ リア 。 し か し そ 
ん な 還 線 に アム ロ は 軍人 と 
し て の 冷淡 まで 応え 、 別れ 
を 告げ て いる 。 


ユー ラ シ ア 大 陸 に 入っ た ホワ イト ペー ス は マチ ル ダ ・ ア 
ジャ ン 率 いる : 輸送 部 隊 と 接触 。 消耗 品 の 補給 を 受 
ける と 同時 に 施 難 民 を 引き 取っ て も ら っ た 。 一 方 、 乗 組員 


の 処遇 は これ まで と 変わ ら ず 、 一 同 は 上 層 部 の 思惑 を 放し 
む 。 する と マチ ル ダ は 、 半 多 の 滋 戦 を 突破 し た ホワ イト ペー 
ス は 「 ニ ュー タイ プ ブ 部 隊 ] と 見 な され て いる と 語る の だ っ た 。 


の 


自分 た ち が ニ ュー タイ ブ 部 隊 と 見 な され て いる こと に ブラ イト は 困惑 する が 、 
マチ ル ダ は 余計 な 情報 を 与え ず 、 た だ 生き 延び る よう に と 告げ て いる 。 


17-27 


マチ アダ の 来訪 を 知っ た ア 
ムロ は 和裕 時 間 に も か か わ 
97 李 い 


は マル ダ に 泊 い を 
抱い て お り 、 叱責 も 気 に な 
5 な いよ うだ っ た 。 


ETEEZ77 


「 青 い 巨 性 」 と の 激 商 


[RB| mr04 se O08 


10 月 10 晶 


ホワ イト ベー ス 、 レビ ル の 伝令 と 接触 


中 央 アジ ア の 砂漠 地帯 を 横断 する ホワ イト ペー ス は 、 ロ 
ブ 湖 畔 に お いて 連邦 軍 大 将 レ ビル の 伝令 と 接触 。 オデ ッ 
サ 地 区 に ある 公国 軍 鉱 山 基地 に 対す る 一 大 反攻 作戦 ( オ 

ロ プ で 手柄 給 し よう と し て いた 


ホワ イト ペー ス は 、 付 近 を 走行 す 
る 不審 な ラン ドロ ー バ ー を 発見 。 


それ が 連 施 軍 か ら の 伝令 役 と 見 
て 取り 、 授 明 を 


を 負っ て いた が 、 プ ライ ト が 尋ね る 
椅 号 に 応え る だ け の 気力 は 持ち 
合わ せ て いた 。 


デ ッ サ 作戦 ) が 計画 中 で ある と の 情報 を 得 た 。 そし て この 情 
報 伝達 を も っ て ホワ イト ペー ス も 連邦 軍 の 正規 部 隊 と し て 
認め られ 、 5 日 以内 に カス ピ 海 を 渡れ と の 命令 が 下さ れ た 。 


ホワ イト ペー ス に 収容 
し) ル 75 の 人 を 押 に 


ブラ イ 條 た ちの 眼前 で て 邊 を 3 ば 取っ 


ーー 


セイ ラ 、 独断 で ガン ダム に 乗り 込み 、 出撃 する 


中 央 アジ ア の タリ ム 食 地 付近 を 航行 中 の ホワ イト ペー 
ス を ラン バ ・ ラ ル 隊 が 女 隈 。 その 際 、 ブラ イト ・ ノ ア は アム 
口 を RX-78-2 ガ ンダ ム で 出撃 させ 、 ラ ル と 対 時 させ よう と 
考え た 。 と ころ が ご の 命令 を 無視 し た セイ ラ ・ マ ス が ガン ダ 


1 し あし 思う よう に で 
自分 が 早まっ た こと を し た の で は な 
| いと 思い 給 め る 


5 に グフ と ザク の 連携 麗 軸 に 
弄 き れ 、 せ っ か く の ガ ンダ ム 
能 を 発揮 で き な い セイ ラ 。 そし て 、 
つい に は 脚 吉 を 破壊 され て 動け な 
く な っ て し まう 


3 ガン ダム の 動き が 止ま っ : 
気付 いた 1 機 の ザク (/ パ 
コ ズ ン ) が 接近 。 ガン ダム の メイ ン 
カメ ラ を 破 境 し 、 無 抵抗 の 機体 を 
半 直 狂 し よう と 試み た 。 


ム で 出撃 し 、 ラル と の 接触 を 試み た 。 彼女 は 実 の 兄 で ある 
シャ ア の 情報 を 得 よう と し て いた の で ある 。 と は いえ そん な 
事情 を 知ら な い ラ ル は ガン ダム の 直 獲 を 意図 し 、 巧 みな 連 
携行 動 で セイ ラ を 有 著 地 に 追い 込ん で いく ぐ ……。 


ガン キャ ノン で 出撃 し た アム ロ の 活躍 で セイ ラ は 記 地 を 秒 わ れ 、 コ ズ ン は 
護 と な っ た 。 その 後 、 独断 専 行 の 捉 と し て セイ ラ の 独 戻 入り が 決定 し た 。 


半 ユズ ン 、 ホワ イト ベー ス か ら 脱 走 を 図る 


ラン バ ・ ラ ル 隊 を 退け た ホワ イト ペー ス は 、 ラ ル の 部 下 
で ある コ ズ ン を 捕虜 に する こと に 成功 
捕虜 と し て の 立場 を 利用 し て ホワ イト ベー ス の 内 情 を 入手 


人 が 不足 し て いる こと を す る 。 


に 人 直し た 。 


し て し まう 。 さら に 密か に 脱走 を 図り 、 ラ ン パ ・ ラ ル 隊 と の 
合流 を 図っ た 。 し か し セイ ラ に 情 を 示し た こと か ら 脱走 が 起 
見 。 コ ズ ン の 目論み は 失敗 に 終わ っ た の だ っ た 。 


| 丘 信 を 終え 、 艇 外 へ の 脱出 路 を 
探す 途中 、 疲 房 に 入れ られ た セ 
イラ を 見 つけ た コ ズ ン は 、 共 に 脱 
出し な いか と 促す 。 だ が この 提案 
が 埋 目 に 出 て 、 セイ ラ に 警 工 兵 を 
半 FFh て し まう 


ハン ディ ジェ ッ ト で ボワ イ トペ ー ス か 
ら の 脱走 を 目論む コメ ン 。 し か し 
ハッ チ 開 けた 遇 間 、 背後 か ら の 
一 撃 を 受け て 、 糧 発 に 巻き 込ま 
れ て し まっ た 。 


U.C.0079 


10 有 10 日 


ホワ イト ペー ス 、 中 央 アジ ア の 砂漠 
地帯 を 横断 。 ロブ 湖畔 で レビ ル の 伝 
令 と 接触 する 。 


ホワ イト ペー ス に オデ ッ サ 作戦 へ の 参 | 
加 要 請 が 下る 。 その 一 環 と し て 、5 日 

以内 に カス ビ 海 を 渡れ と の 命令 が 与 

えら れる 。 


ホワ イト ペー ス 、 タ リム 盆地 を 航行 中 、 
ラン バ ・ ラ ル 隊 か ら 急 襲 を 受け る 。 


セイ ラ 、 ブ ライ ト の 指示 を 無視 し て 
RX-78-2 ガ ンダ ム で 出撃 。 


セイ ラ 、 ラン パ ・ ラ ル 隊 の 捕虜 に な り 
か ける 。 


アム ロ 、RX-77-2 ガ ン キ ャ ノン で 出撃 
し 、 セ イラ の 窮地 を 救う 。 さら に ラン 
バ ・ ラ ル 隊 の MS パイ ロッ ト 、 コ ズ ン を 
捕虜 と する 。 


コ ズ ン 、 捕虜 と し て の 立場 を 利用 し て 
ホワ イト ベー ス の 内 情 を 入手 。 


コ ズ ン 、 ホ ワイ トペ ー ス か ら の 脱出 を 
図る 。 


セイ ラ に よっ て コ ズ ン の 脱走 は 失敗 | 】 
に 終わ る 。 
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C.ETIMELINE RE mM4 mml4 
ガン ダム SEE 親友 と の 死闘 


【 】 地球 連合 と プラ ント と の 戦乱 に 対し て 中 立 を 宣言 し た 
» オー プ 連 合 首長 国 に 身 を 寄せ た アー クエ ンジ ェ ル 。 だ 


が 追撃 を 託さ れ た アス ラン ・ ザ ラ は 諦め ず 、 オー ブ を 出 
- - | 航 し た アー クエ ンジ ェ ル な 急襲 し た 。 仲間 を 守る た め 、 
| キラ ・ ヤ マト は アス ラン と の 対決 を 覚悟 する が ……。 


SE 記 アー クエ ンジ ェ ル 、 ザ ラ 隊 の 強襲 に 
間 アー クエ ンジ ェ ル 、 墜落 を 装っ て オー プ 傾 肖 に 侵入 よっ て オー ブ 観 海 接 近 。 

アス ラン 率い る 追撃 部 隊 (ザラ 隊 ) の 括 攻 に 晒さ れ た う 。 た が 背後 に は ザラ 隊 が 待ち 構え て お り 、 今 さら 転進 する 
アー クエ ンジ ェ ル は オー ブ 領 海 に 接近 し 、 こ れ 以上 接近 す こと も で き な い 。 そし て つい に オー プ 艦 隊 の 砲 が 火 を 噴き 、 
れ は ば 祝 海 避 狼 に 対す る 自衛 権 を 発動 する と 品 告 され て し ま 無数 の 奏 天 が アー クエ ンジ ェ ル に 浴び せ 掛 けら れ た 。 


オー ブ 、 アー クエ ンジ ェ ル に 自衛 権 発 
動 の 警告 を 出す 。 


ウズ ミ 、 アー クエ ンジ ェ ル の 領海 進入 
を 許可 。 


アー クエ ンジ ェ ル 、 墜 落 を 装っ て オー ブ 
領海 に 侵入 。 オノ ゴロ 島 に 停泊 する 。 


祝 海 へ の 接近 を 止め な い ア 
自 和 必 の 発動 宣言 。 全 艇 に 


ウス ミ 、 救援 の 見 返り と し て M1 ア スト 
レイ の 開発 協力 を 要請 。 


キラ 、M1 ア スト レイ の OS 開発 に 協力 
する 。 


アス ラン 、 オ ー ブ 領 海 に 侵入 。 


キラ 、 アス ラン と 再会 する 。 


オー プ は 独自 に MS(MBF-11 M1 ア スト レイ ) を 開発 し て お 
の マリ ュー・ ラ ミア ス は 礼 を 述べ る 。 だ が ウズ ミ は 人 道 的 り 、GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ ム の 戦闘 デー タ の 提供 と 
見 地 か ら ア ー ク エン ジェ ル を 助け た わけ で は な か っ た 。 実は 。 パイ ロッ ト で ある キラ の 技術 協力 を 欲し て いた の だ 。 


本 者 の 会 計 の 結果 ラ M1 アス トレ イ の 開発 


が M1 アス トレ イ の OS 開発 ン イ の 開発 を 担当 する モ 
に 協力 する こと が 決定 。 標 E 

体 開発 を 担当 する モル ゲ 」 

ン レ ー テ 社 の ドッ ク で 、 答 
働 紅 験 中 の 3 欄 の M1 ア ス 
トレ イ と 対面 し て いる 。 


アー クエ ンジ ェ ル の 動向 を 探る べく 、 アス ラン は オー ブ 領 =。 が 部 下 の 手前 、 ア スラ ン は 親 し げ に 接する こと は で きず 、 顔 
内 へ の 侵入 作戦 を 決行 。 港湾 作業 員 の 振り を し て 調査 を を し か め る 。 そん な アス ラン の 心境 を 察し た の か 、 キ ラ も 言 
開始 し た 。 する と その 最 中 、 キ ラ と 遭遇 する こと と な っ た 。 だ 葉 少な に 答え る だ け で 、 静か に 青 を 向け た の だ っ た 。 


フェ ジヌ 直し に 


会 し た キ 
と アス ラン 。 に 


し 互い に 


どこ か ら と も な く 飛 ん で きた ロボ ッ 鳥 (トリ ィ ) を 見 か けた アス ラン が ふと 顔 を 
上 げ と 、 神 線 の 先 に が つて の 親友 で ある キラ の 次 を 認め た 。 


きず 、 そ の 場 を 後に する し 
か な か っ た 。 
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4 月 15 日 


目 キラ 、 ニコ ル を 没 破 する 


プラ ント 評議 会 、 議 長 選 挙 を 実施 。 パ 
トリ ッ ク ・ ザ ラ が 議長 に 就任 する 。 


修理 を 終え た アー クエ ンジ ェ ル は 、 オ ー プ 艦隊 に カモ フ 
ラー ジュ され で て オー ブ 領 海 か ら の 出航 を 図る 。 だ が 意図 を 
見 破っ た アス ラン が ザラ 隊 を 率い 攻撃 を 開始 。 キ ラ も スト ラ 


イク ガン ダム で 出撃 し 、 乱戦 の 中 、 アス ラン の GAT-X303 
イー ジス ガン ダム と 対 時 し 相手 を 圧倒 し た RC も 
ジス ガン ダム に ソー ド を 振り 上 げた パト リッ ク 、 プ ラン ト 評 議会 に 地球 降 


下 作戦 「 オ ペレ ーション ・ ス ピッ トブ レ 


イク 」 の 実施 要項 を 提出 。 即日 可決 
され る 。 


アー クエ ンジ ェ ル 、 オー ブ を 出航 。 


上 上空 か ら 接近 する ザラ 隊 に 対し て 、 キ ラ は スト ライ ク ガ ンダ ム に ラン チャ ー 
パッ ク を 装着 させ 、 能 上 か ら の 窒 撃 戦 を 展開 。 で きる だ け ザ ラ 隊 を アー クエ 
ンジ ェ ル に 倒 近 させ な いよ う 矢 交 ぎ 早 に 克 光 を 浴び せ 掛け た 。 


続い て スト ライ カー 
パッ ク に 抽 装 し た ス 
トラ イク ガン ダム が 
ニコ ル ・ ア マル フィ 


4 月 17 日 


目 アス ラン 、 トー ル を 没 破 する 


アス ラン 、 アー クエ 


ル を 襲撃 。 


ニコ ル 、 アス ラン を 底 っ て 戦死 。 


アス ラン 、 ザ ラ 隊 を 率い て アー クエ ン 
ジェ ル を 再度 襲撃 する 。 


トー ル 、 キラ を 援護 し よう と し て 戦死 。 


キラ と アス ラン 、 一騎 討ち を 敢行 。 


アス ラン 、 スト ライ ク ガ ンダ ム を 拘束 し 
た まま イー ジス ガン ダム を 自爆 させ る 。 


ニコ ル の 復讐 を 響 う アス ラン は 再度 アー クエ ンジ ェ ル を 
攻撃 。 ビー ム の 直撃 を 受け た アー クエ ンジ ェ ル を 不 時 六 
させ る まで 追い 込ん だ 。 さら に 迎撃 に 現れ た キラ を 凄まじ 


, の 侯 を 討 う と する アス ラン の 前 に キラ は 防戦 一 方 と な る 。 そん な キ 
助け よう と し て 、 トー ル の 乗る スカ イグ ラス パー が 接近 し て 来 た 。 


4 月 17 日 


目 キラ と アス ラン 、 一 騎 討ち を 演じ る 


い 気 迫 で 追い 込ん で みせ る 。 その 様子 を 目 に し た トー ル ・ 
ケー ニ ヒ は スカ イグ ラス パー で 援護 に 向かう が 、 趣 り と 憎 
悪 に 駆 られ た アス ラン に よっ て 返り 討ち に 遭っ て し まっ た 。 


スト ライ ク ガ ンダ ム 、 大 破 。 キラ 、 行 方 
不明 に な る 。 


ド を けつ け &。 する と それ 
が コク ピッ ト を 直撃 し 、 キ ラ 
の 目前 で トー ル は 野 場 に 
に 7 5 


MORE INFO! 
キラ 生還 の 秘密 


ニコ ル を 失っ た アス ラン と トー ル を 失っ た キラ 。 互い に 
大 切な 友人 を 殺さ れ た こと で ふた り の 対立 は 決定 的 と な 
り 、 つ い に 親 友 同 士 で あり な が ら も 一 騎 討 ち を 演じ る こと 


と な っ た 。 死闘 の 果て 、 つ い に ス トラ イク ガン ダム を 捉え る 
イー ジス ガン ダム 。 する と アス ラン は 自爆 スイ ッ チ を 入れ 、 ス 
トラ イク ガン ダム は 大 爆発 の 中 に 消え た の だ 


大 切な 人 を 殺さ れ た こと か ら 革 を 忘れ 、 戦 い に 身 を 投じ る キラ と アス ラン 。 
畔 っ て いる 相手 が 親友 で ある と いう 事実 も 令 ら の 組 り を 止め る こと は で き 
ず 、 戦い は いつ 果て る と も な く 続い 


SN 


に て 上 


| 元 開 が 続く うち に 
イー ジス ガン ダム は 
上 腕 と 頭 部 を 失う 
ほど の 損害 を 受け 
た が 、 一 方 の トラ 
イク ガン ダム も コク 
ピッ ト ・ ハ ッ チ を 斬 
当り か れ て し まう 。 


ガン ダム だ が 電力 低下 か ら 攻 撃 が で 
する と アス ラン は 中 路 うこ と な く 自爆 を 決行 し た の だ っ た 。 


スト ライ ク ガ ンダ ム を 捕 提 し 


き な い 。 
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目 CB、 現状 を 再 認識 する 


変革 する 世界 


re04 mm 


変革 する 世界 


連 軍 の 発足 と ジン クス の 配備 は 、 世 界 を さら な る 変革 


へ と 導く こと と な っ た 。 も は や ガン ダム は 恐れ る 存在 で 
は な く 、 人 々 ば ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) へ の 怒り を 


トリ ニテ ィ と ジン クス の 交戦 は プトレマイオス クル ー で も 
確認 され 、 分 析 の 結果 、 ジ ンク ス の 性 能 が ガン ダム に 匹敵 
する こと が 判明 。 痢 那 ・F・ セ イエ イ を は じ め と する ガン ダ 
ム マ イス ター は この 報告 に 複雑 な 想い を 抱く の だ っ た 。 な 
ぜ な ら 武 に よる 紛争 根 聞 を 標 格 す る CB は その 目的 を 達 
し た 後に は 断罪 され る べき で あり 、 三 大 勢力 の 意思 統一 

PE 請 良 リー ティ と 交 畔 する ジン ク 
MR ス の 亡 を 目 に し た プ ト レ マ イ 
オス クル ー の 面々 は 、 今 後 


| の 理 招 が 一 大 成 し く な る こ 
半 に で 時 い 知ら され た 。 


ティ エリ ア と 同じ 疑問 を ス メ 
ラ ギ ・ 地 ・ ノ リエ ガ も 抱い て 

り 、 彼 女 は 内 密 で バッ ク 
アッ プシ ステ ム の 構築 を 急 
が せ て いる 。 


と 国連 軍 の 発足 は その 第 一 歩 と 思わ れ た か ら だ 。 と は い 
え 実際 に は 、 世 界 の 現状 は CB が 思い 描い た 理想 に は 程 
遠く 、 マイ スタ ー た ち は 自 ら の 為 し て きた こと と これ か ら 進 む 
べき 道 に 疑問 を 感じ て いた の で ある 。 し か し 世界 か ら 紛争 
を 根絶 する と いう 彼ら の 意思 は 固く 、 最 後に は それ ぞ れ が 
CB の 一 員 と し て 、 再 び 戦 場 に 赴く 決意 の だ っ た 。 


ー 方 、 装 穫 は マリ ナ ・ イ スマ イー ル の こと を 思っ て いた 。 夢 の 中 の マリ ナ は 
[も う 戦 う 必要 は な い 」 と 笑 腺 で 答え る 。 し か し 和孝 は ガン ダム マイ スタ ー と 
し て 、 争 根 給 の た め に 戦う 道 を 選択 する の だ っ た 。 


目 ジェ ー ダ 、 外 部 か ら ハ ッ キ ング され る 


衛星 軌道 上 に 待機 し て いた プトレマイオス に ジン クス 部 
隊 が 接近 。 迎撃 の た め ガ ンダ ム が 出撃 する こと に な っ た 。 
ガン ダム に 比肩 する 火力 と 機動 性 、 さ ら に 物量 を も っ て 果 
敢 に 攻め 寄せ る ジン クス 。 対す る ガン ダム は 絶妙 な 連携 を 
発揮 し 、 劣勢 を 挽回 し よう と する 。 こう し て 戦い は 互角 の ま 
ま 長 期 戦 に も つれ 込む か と 思わ れ た 。 だ が 誰 も が 予想 し な 
ジン クス の 実力 は プ ト レ マ イ 
オス クル ー の 予想 以上 で あ 
り 、 鞭 茂 フィ ー ル ド を 易 々 と 


突破 し た 部 隊 が プ ト レ マ イ 
オス に 接近 し よう と し た 。 


あま り の 出来 事 に アレ ル ヤ ・ 
ハ プ ティ ズム は 第 司 し 、 俣 
ら の 蔵 び は 計画 に 入っ て い 
る と いう の か I?」 と の 咳 を を 
洩らし て いる 。 


け て いた の だ が ……。 


か っ た 事態 が 発生 する 。 激戦 の 最 中 、 突 希 、 ガ ンダ ム が 動 
き を 止め た の だ 。 CB の 指揮 系 統 の 中 核 で ある ヴェ ー ダ へ 
の リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク の 介入 に より 、 ガ ンダ ム が 機能 停 
止 に 陥っ て し まっ た の で ある 。 マイ スタ ー が いく ら 試 し て も ガ 
ンダ ム は 反応 せ ず 、 こ れ を 好機 と 見 た ジン クス 隊 は 時 み か 
ける よう に 攻撃 の 手 を 強め て いく … 


ダ か ら の 支援 が 中 断 さ れ 、 ガ ンダ ム は 機能 停止 状 態 に 追い 
利 区 は が も し ゃ ら に 計 加 を 操作 する が エク シア は まっ た く 
クス の 攻撃 ね 避け る こと すら で き な か っ た 。 


国連 軍 


ぶつ けら れる よう に な っ た か ら だ 。 ぞ れ で も ガン ダム マ 
イス ター は 互い の 信念 を 胸 に 戦場 へ と 向かう が ……。 


国連 軍 に ジン クス が 配備 され る 。 


CB、 国 連 軍 の 動向 と ジン クス の 人 性能 
を 分 析 。 自ら の 優位 性 が 失わ れ た こ 
と を 確認 する 。 


プトレマイオス 、 ジ ンク ス 部 隊 に 強襲 
され る 。 


ガン ダム 、 迎撃 を 開始 。 ジン クス 部 隊 
は ガン ダム と 互角 の 戦闘 を 展開 する 。 


アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー、 ヴ ェ ー ダ を 
ハッ キン グ す る 。 


ガン ダム 、 ヴ ェ ー ダ へ の ハッ キン グ の 
影響 で 機能 不全 に 陥る 。 


MORE INFC 


世界 の 変革 と CB 
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半 ロッ クオ ン 、 ティ エリ ア を 旗 い 負傷 


ヴェ ー ダ へ の 千 渉 を 予測 し て いた スメラギ ・ 地 ・ ノ リエ ガ 
は バッ クア ッ プ シス テム を 発動 。 辛うじて 再起 動 を 果たし た 
ガン ダム は 次 々 に 戦闘 に 復帰 する が 、 ヴ ァ ー チ ェ に シス テ 
ム エ ラ ー が 発生 し て し まう 。 こ れ を 目 に し た パト リッ ク ・ コ ー 


動 せ ず 、 
的 に な っ て し まっ た 。 


どう し た わけ か ヴァ ー チ ェ だ 


ラサ ワー は 積 年 の 恨み と ば か り に 肉薄 。 ヴァ ー チ ェ に 至 
近 距 離 か ら の 一 撃 を 見 舞 お うと する 。 だ が 相手 の 目論み 
に いち 早く 気付 いた ロッ クオ ン ・ ス トラ トス が 我が身 を も っ て 
ヴァ ー チ ェ と ティ エリ ア を 守っ た の だ っ た 。 


アー 


け は シス テム エラ ー で 再起 
ンク ス の 攻撃 の 


ティ エリ ア の 危機 を 案 し た ロッ クオ ン が 提 護 に ンク ス の 一 撃 を その 
身 に 受け た 。 その 直後 、GN ア ー ム ズ の 到着 で ジン クス 部 隊 は 搬 退 し た も 
クォン は スナ イ パ ー の 命 と 言 タ 価 を 負っ て し まっ た 。 


上 サー シェ ス 、 ト リ ニ ティ と 接触 


ジン クス 部 隊 の 誤 撃 を 受け た トリ ニテ ィ は 活動 拠点 を 失 


い 、 新 た な 活路 を 見 出 そ う と する 。 する と 彼ら の 目前 に ア 
リー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス が 出現 。 言葉 巧み に 援助 を 申し 出 


上 利 政 、 サ ー シ ェ ス と 交戦 


は サー シェ ス は アレ ハン ドロ と 秘か に 繋が っ て お り 、 も は や 
不要 に な っ た トリ ニテ ィ を 始末 する た め に 遣わ され た の だ 。 
さら に サー シェ ス は ミハエル の 機体 で ある スロ ー ネ ツ ヴァ イ 
を 強奪 し 、 残る ふた り に も 中 を 剥 こう と し た 。 


命 を 削ら す 直 前 まで ヨ 
ハン は トリ ニテ ィ と し て 


最後 に 残っ た ネー ナ ・ ト ! ィ イィ に と ど め を 刺 そ うと する 
サー シェ ス を 、 上 空 か ら 牙 来 し た 剰 郡 の エク シア が 制止 し 
た 。 ガン ダム マイ スタ ー と し て 戦う 意思 を 再 確認 する た め に 
トリ ニテ ィ と の 決戦 に 向かっ て いた 利 那 が 、 サ ー シ ェ ス の 


悪 婦 の 元 包 と 言う くき サー 
シェ ス が ガン ダム に 本 っ て い 
る と 知っ た 球 郡 は 激 史 し 、 
戦い を 挑 も が 


新た な 機体 を 得 た サ - 
ス は 逢 那 を 拓 。 次 


存在 に 気付 いた の だ 。 高 性 能 の スロ ー ネ を 駆る サー シェ 
ス の 猛攻 は 凄まじ く .、 次 第 に 肝 那 は 劣勢 に 追い 込ま れ て し 
まう 。 そし て つい に サー シェ ス が 勝負 を 制す る か と 思わ れ た 


し か し スロ ー ネ ツ ヴァ イ の と ど め の 一 撃 は あっ さり と 避け られ て し まう 。 何事 
か と 門 く サ - 
の 太陽 炉 に 組み 込ま れ た ド 


クシ ア を 追い 詰め て いっ た 。 


エス の 目前 に 


赤く 炊く エク シア の 次 が あ 
ザム シス テム が 発動 し た 


オリジナル 


スメラギ 、 パ バックアップ シス テム を 作 
動 。 ガン ダム の 再起 動 を 図る 。 


ヴァ ー チ ェ に シス テム エラ ー が 発生 。 


ロッ クオ ン 、 ヴァ ー チ ェ を 底 っ て 負傷 。 
デュ ナメ ス も 大 破 。 


サー シェ ス 、 ト リ ニ テ ィ と 接触 。 隙 を 突 
いて ミハエル を 倒し 、 ス ロー ネツ ヴァ イ 
を 強奪 。 さら に MS 戦 で ヨハ ン も 撃破 
する 。 


球 那 、 サ ー シ ェ ス の 存在 を 確認 。 戦 
闘 に 介入 する 。 


旗 那 、 次 第 に 劣勢 に 追い や られ る 。 


エク シア 、 ト ラン ザム シス テム を 起動 。 


る 食通 ・ サ ン ラ イズ ・NBS 19-30 


機動 戦士 ガン ダム 


機動 戦士 ガン ダム * 


*TIMELIME 


瑞 E04 ml4 
アム ロロ 、 脱走 


人 並外れ た 戦果 を 挙げ 、「 ニ ュー タイ プ ]」 と 褒め そ や さ 
れ た アム ロ ・ レ イ は 、 本 人 も 気づか な いう ち に 次 第 に 増 
長 し 始め て い だ 。 慢心 は 独善 を 生む こと と な り 、 つい に 
アム ロ は 命令 に 反発 。 ガン ダム を 勝手 に 動か す と 、 そ の 


U.C.0079: 


まま ホワ イト ベー ス か ら 飛 び 出し て し まっ た … 


10 月 下 


目 ホワ イト ベー ス 、 公国 軍 然 山 基 地 を 出没 


ホワ イト ベー ス 、 公 国軍 鉱山 基地 を 


発見 。 


オデ ッ サ 作戦 に 参加 すべ く 中 央 アジ ア を 横断 する ホワ イ 
ス の 進路 上 に 、 ジ オン 公国 軍 鉱 山 基地 が 発見 され 
た 。 ブラ イト ・ ノ ア は ガン ダム で 発進 する よう 、 ア ムロ に 指 


a ) 


砲手 担当 の ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ は ブラ イト の 命令 を 無視 する こと を 心配 する 
が 、 アム ロ は 忠告 を 聞こ うと も せ ず 、 ガ ンタ ンク で 出撃 し た 


10 月 下旬 


目 アム ロ 、 ホワ イト ベー ス か ら 脱 走 


示 を 下す 。 人 ンダ ム は 必要 な い 
と 考え た アム ロ は 、 命 令 を 無視 し て ガン タン ク で 出撃 。 自 
分 の 考え が 正しい こと を 実 攻 で 証明 し て みせ よう と し た っ 


ブラ イト 、 ア ムロ に ガン ダム で 発進 す 
る よう 命じ る が 、 ア ムロ は 命令 を 無 
視 。 ガン タン ク で 出撃 する 。 


ブラ イト 、 アム ロ を ガン ダム の パイ ロッ 
ト か ら 降 ろ す こと を 考え 、 ミ ライ に 相 
談 す る 。 


区 地 か ら の 教 接 信 号 を 受信 


き 
| の 天 が 正 し 
ブラ イト も 認め を いわ け に は 


= ーー いか な か っ た 。 


アム ロロ 、 ブ ライ ト と ミラ イ の 会 話 を 耳 に 
する 。 


アム ロロ 、 ホワ イト ペー ス か ら の 離 艦 。 


アム ロ 、 公国 軍 基 地 を 発見 。 攻撃 を 


アム ロ の 命令 無視 に 増長 の 気配 を 感じ た ブラ イト は ミラ 
イー ヤシ マ に 相談 を 持ち か け 、 ア ムロ を ガン ダム の パイ ロッ ト 
か ら 外 そう と 考え て いる こと を 打ち 明け る 。 と ころ が この 会 


に も 、 ガ ンダ ム の バイ 
ロッ トカ ら 陸 る すこ と を 
黄 成 し て 學 し いと 持ち 
| 9 た 


話 を 偶然 に も 耳 に し て し まっ た こと か ら 激 昭 し た アム ロ は 、 試み る 。 
ホワ イト ペー ス か ら の 苑 艦 を 決意 。 独断 で ガン ダム に 乗り 


込む と 、 その まま 艦 を 後に し て し まっ た 。 


プラ イト に 、 自 分 は 不 必 


MORE INFO! 
MA と その 系 諸 


クビ ピッ ト に 入っ た アム ロ 
は 、 そ の まま 機体 を 起 
動き せる と ホワ イト ペー 
ス か ら 層 走 。 さしも の 
プラ イト も 止め る 間 も な 
か っ た 。 


10 月 下旬 


目 アム ロ 、 アッ ザム と 交戦 


砂漠 を 和裕 う ア ムロ は 公国 軍 前 線 基 地 を 発見 、 攻 撃 を 
試み た 。 だ が この 基地 で は 公国 軍 の 新兵 器 開発 が 実施 
され て お り 、 ア ムロ は 思わ ぬ 反 撃 を 受け る こと と な る 。 MA 


機体 表面 温度 を 4.000 族 に まで 然 す る リー ダー に 縛ら えら れ . 
は 、 冷却 用 に エネ ルギー を 回 され 、 身動き が 取れ な く な っ て し まう 。 


の 前 身 と な る 機動 兵器 「 ア ッ ザ ム 」 が ガン ダム に 政 を 剥い 
た の だ 。 特 に 電磁 波 の 作用 で 電子 回 路 に ダメ ー ジ を 与え 
る 「 リ ー ダ ー」 に 、 アム ロ は 苦戦 を 強い られ た 。 


し か し リー ダー が エネ ルギー 
の 億 2 国 け れ を こす と 形 田 が 途 
時 es。 機動 性 の 低い アッ ザム 

防 吉 < 間 | 2 時 E 突 いて 拉 近 埋 に 
持ち 込み 、 な ん と か 相手 を 

抑 退 させ る こと に 成功 し た 。 


| 森 動 戦 二 ガン ダム 


UETNENE 


アム 口 、 脱走 


10 月 下 


目 TAU ラン パ ・ ラル と 間 届 する 


な お も 砂漠 を 放浪 する アム ロ は 、 立 ち 寄っ た ソ ド ン の 町 
で 公国 軍部 隊 の 一 団 と 出会う 。 それ は ホワ イト ペー ス を 付 
けり 狙 う ラ ン パ ・ ラ ル 率 いる 特務 部 隊 (ラン パ ・ ラ ル 隊 ) だ っ 
た 。 公国 軍人 を 前 に 怖 気 づく こと も な く 、 自 分 の 考え を は っ 


で 間 を っ て 


ン バ ・ ラ ル 補い る 兵 圭 た ち が 廊 
堂 へ と な だ れ 込 ん で 来 た 。 


ラン バラ ル の 情報 で ある クラ ウレ 
ハモ ン は アム ロ の 姿 に 気付 く と 
気まぐれ に 食事 を 格 ろ うと する 。 だ 
が アム ロ は その 申し 出 を 断っ た 。 


見 ず 衝 5 げ の 人 か 5 も の を 症 ん で 
も 52 訳 に は は いか な い - 
相手 に 


やら も 騙 ら せ て 欠 し い 


きり と 口 に で きる アム ロ に 、 ラ ン バ パ ・ ラ ル は 興味 を 抱く 。 す 
る と そこ に 、 ア ムロ を 捜索 し て いた フラ ウ が 連行 され て くる 。 
これ に は アム ロロ も 顔色 を 変え た の だ が 、 そ れ を 知っ て か 知 


ら ず か 、 ラン パ ・ ラ ル は フラ ウ を 解放 し て いる 。 


アム ロ の 度 用 の 良き に 夏 じ 入っ て フラ ツウ 解放 し た よう な ラン 
実は フラ ウ を ホワ イト ペー ス の 一 員 と 察し 敢えて 自由 に し た の だ っ た 。 


目 アム ロ 、 ラン バ ・ ラ ル の 襲撃 か ら ホ ワイ トペ ー ス を 防衛 する 


圧 候 か ら 連 絡 を 受け た ラン パ ・ ラ ル は た だ ち に ホワ イト 
ペース を 襲撃 。 カイ ・ シ デン の ガン キャ ノン や ハヤ ト の ガン 
タン ク が 応戦 し た も の の 、 ガン ダム の いな い ホ ワイ トペ ー ス 


ホワ イト ペー ス の 停泊 地 を 発見 
ン バ ・ ラ ル は MS 部 譜 を 3 引 
き 轄 れ て 急 柚 。 突 状 の 攻撃 に 
対応 の 遅れ た ホワ イト ベース は 
防戦 一 方 に な っ て し まう 。 


じ て ホ ワイ トペ ー ス は 生地 を 免れ 
る こと が で きた 。 


は 第 地 に 立た され て し まう 。 する と その 場 に アム ロ が 駆け 
付け 、 ホ ワイ トペ ー ス の 援護 に 回 っ た 。 そし て 一 騎 討 ちの 
末 に ラン バ ・ ラ ル を 後退 させ る こと に 成功 し た 。 


ラン バ ・ ラ ル の グフ と 対 租 し た ア 


押し た 二 直 に 絶っ て いる に 
相手 が ラン バ ・ ラ ル だ と 確認 し | 
た アム ロロ は 性 然 と する 。 だ が そ 


能 の お か げ だ と いう 言葉 に 直り |。 
を 事 ら せる こと と な っ た 。 


目 ア ムロ 、 ホワ イト ベー ス に 戻る 


戦闘 終了 後 、 ホ ワイ トペ ベー ス に 戻っ た アム ロ を 待っ て い 
た の は 独房 入り と いう 厳し い 裁断 だ っ た 。 仲間 た ちの 危 
機 を 救っ た の は 事実 だ が 、 ガン ダム を 無断 で 持ち 出し 、 軍 
ラン バ ・ ラ ル か 5 ホワ イト ベース 


を 守っ た アム ロ だ が 、 帰 能 後 、 
有無 を 言わ さ ず 独 房 に 入れ られ 


は 暴 例 の 処 測 な の だ が 、 ア ムロ 
は 笑 然 と 抗議 を 線 り 返し た 。 


主張 する アム ロ 。 だ が ブラ イト を 
は じ め 、 仲 間 の 評 も が アム ロ の 
言 和 を 聞こ うと し な か っ た 。 


艦 か ら 脱走 し た の は 重罪 な の だ 。 一 方 的 な 判断 に アム ロ 
は 超 り 、 自分 が ガン ダム を 一 番 う まく 操れる と 主張 し た の だ 
が 、 ブ ライ ト も 仲間 た ち も 耳 を 貸 そ うと は し な か っ た 。 


アム ロ 以 外 で も ガン ダム を 扱う こ 
と は で きる 一 リュウ の 言葉 が ア 
ムロ の 訂 を 挟 る が 、 そ れ で も 自分 
が 一 番 う まく ガン ダム を 使え る と 

える に は 至ら な か っ 


それ は アム ロ が ひと り の 
戦士 と し て 成長 し た 証 だ っ た の か 
も し れ か い 。 


アム ロ 、 ソ ドン の 町 に 到着 。 ラン バ ・ 
ラル 隊 と 遭遇 する 。 


ラン バ ・ ラ ル 、 アム ロ に 興味 を 持つ 。 


フラ ウ ・ ボ ウゥ 、 ラン パ ・ ラ ル の 部 下 に 
身柄 を 拘束 され 、 連行 され る 。 


ラン バ ・ ラ ル 、 フラ ウ を 解放 。 アム ロ 、 
フラ ウ と 共に ソ ド ン の 町 を 離れ る 。 


ラン パ ・ ラ ル 、 殿 候 に フラ ウ の 後 を 師 
跡 させ 、 ホワ イト ペー ス の 位置 を 特定 
する 。 | 


ラン バ ・ ラ ル 、 ホワ イト ベー ス を 襲撃 。 


アム ロ 、 ホ ワイ トペ ー ス の 援護 に 駆け 
付け る 。 


アム ロ 、 ラン バ ・ ラ ル と の 一 騎 討 ち を 
行い 、 退却 させ る 。 


アム ロロ 、 ホワ イト ペー ス に 戻る 。 


ブラ イト 、 アム ロロ に 独房 入り を 命じ る 。 


5 食通 サン ラズ 20-28 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


本 5 7] 04 sm03 
30 バ ンチ の 悲劇 


欠 新た に エゥーゴ へ の 参加 を 決意 し た カミ ー ユ ・ ビ ダン と 
» ロ エマ ・ シ ー ン を 、 クワ トロ ・ バ ジー ナ は サイ ド 1 の 30 バ 


ンチ ・ コ ロニ ー に 向かわ せ た 。 その 地 に は ティ ター ンズ 
ー] に よる スペ ー ス ノイ ド 弾 圧 の 証拠 が 残さ れ て お り 、 クワ 
に 本 トロ は ふた り に 真実 を 4 見せ て お きた か っ た の だ 。 


アー ガマ 、 グ リー ン ・ オ アシ ス 宙 域 か 
ら 苑 脱 。 エゥーゴ コ 秀 隊 と 合流 後 、 地 
目 ジェ リド 、 ライ ラ に 教え を 請う 球 方 面 に 向かう 。 | 

連 洋 艦 ア レキ サン ドリ ア で 開か れ た ブリ ー フ ィング で 、 に 反発 する 。 だ が カミ ー ユ に 
アー ガマ 追撃 作戦 の 隊長 に ジェ リド ・ メ サ が 任命 され た 。 捨て て 教え を 請 お うと する : 
その 決定 が 面白 く な い ラ イラ 


アレ キサ ンド リア で ブ プリー フィ ング が 
実施 され 、 ジ ェ リ ド が アー ガマ 追撃 作 | 
戦 の 隊長 に 任命 され る 。 


リ 味 を 抱き 、 つ い に は 
ラ ・ ラ イラ は わざ と ジェ リド 宇宙 戦 の 極意 を 伝授 する こと を 約束 し た の だ っ た 。 


ライ ラ 、 ジェ リド に 反発 。 


ジェ リド 、 MS に よる 宇宙 戦 の 教え を ラ 
イラ に 請う 。 


| ジェ リド の 真理 を 肖 ん だ ライ 
民 「 宇 個 で は 全 半 | 
気 を 師 h。 MS の 謎 越し 
| に 牧 気 を 感じ ち 」 と の アド 
バイ ス を 与え で いる 。 


ティ ター ンズ だ と い 
て 人 0 で TP ロット と レ て の 麗し て いた よう た 。 


レコ ア の ジャ ブロ ー 潜 入 が 決定 する 。 


3 月 16 日 ミー ユ 、 レコ ア の 身 を 案じ る 。 


e 目 エッ ー プ 艦 隊 、 地球 周回 軌道 に 接近 


グリ ー ン ・ オ アシ ス か ら 苑 れ た アー ガマ は エゥーゴ 秀 隊 と ロン ド ) を ジャ プロ ー に 降下 させ る と いう 両面 作戦 で ある 。 
合流 後 、 新 た な 作戦 行動 を 開始 し た 。 地球 周回 軌道 上 その 計画 を 聞か され た カミ ー ユ は 顔色 を 変え た 。 単独 で 地 
の 発電 衛星 を 破壊 する と 同時 に 、 仲 間 の ひと り (レコ ア ・ 球 降下 を 図 ろう と する レコ ア の 身 を 案じ た の だ 。 


エゥーゴ 第 隊 、 地球 に 接近 。 


エゥーゴ 艦隊 、 防衛 衛星 と 発電 衛星 
へ 攻撃 開始 。 衛星 の 破壊 に 成功 。 


ミー ユ 、 ジ ェ リ ド と 交戦 、 撃 退 に 成功 。 | 


レコ ア 、 突入 力 プ セル で 地球 降下 。 


ORE INFO | 
上 か ら 見 た 戦乱 の 気配 
3 月 16 日 = 3 TP 
還 エッ ー プ 艦隊 、 ティ ター ンズ MS 部 隊 と 交戦 


地球 道 に 接近 し た エッ ー ゴ 艦隊 は た だ ち に 作戦 MS 部 隊 が 迎撃 に 乗り 出し た が 、 カ ミー ユ の 活躍 も あり 、 思 
を 開始 。 まず は アー ガマ か ら 発進 し た クワ トロ 隊 が 防衛 衛 。 う よ う に 攻撃 を 加え られ な い 。 その 逐 を 突い て 、 レ コア が 搭 
性 を 撃破 し 、 続 いて 発電 衛星 を も 硫 壊 し た 。 ライ ラ 率 いる 乗 し た 突入 カブ セル が 地球 に 降下 し た の だ っ た 。 


臣 叶 に 先行 する クワ ト 


カタ バルト に 向かっ た カミ ー ユ を 、「 作 幸 
理 生 中 に 私 情 を 唱 わ に する カミ ー ユ へ の 空 


よ 」 と すげ な < 探 2 レコ ア 。 
だ っ た よう だ 。 


ら の 体 中 の ガン ダム Mk 
発条 半 は 學 し 、 作 で 出撃 。 見事 に ジェ リ 
埋 は 予定 通り に 進む も を 撃退 し て みせ た 。 | 


六方 あら 和 拉 近 を 仕 | 
掛け る ライ ラ と ジェ リド 


カミ ー ユ の 挫 庄 も あっ て 
レコ ア を 乗せ た 突入 か 
プ セ ル は 無事 に 地球 へ 
星 下 。 手 偽 い 損害 は 

は いえ 、 エ ウー 


の 作戦 は 護 天 に 終 
わっ た の で ある 。 


| 動 圭 ガン ダム 


UG.TIMELINE 


カミ ー ユ と エマ 、 サイ ド 1 の 30 パ ンチ ・ コ ロニ ー に 向かう 


30O バ ンチ の 悲劇 


り 、 こ れ か ら エ ゥ ー ゴ の 戦力 と な る ふた り に ティ ター ンズ の 
実態 を 示 そ うと 考え た の だ 。 クワ トロ の 思惑 は 功 を 奏し 、 目 
前 に 広がる 凄惨 な 光景 に ふた り は 言葉 も な か っ た 。 


ee な 【 


隊 4 


7 ミー ュ も エマ | 
いえ 、 事 件 の 真由 まで は 知ら な か っ た 。 だ 
30 パ ンチ ・ コ ロニ ー の 次 に 低 を 館 し 切れ を か っ た の だ っ た 


公園 の ペン チ に 人 
時 を 見 つけ た 


半 ライ ィ ラ 、 カミ ー ユ を 人 質 に する 


アー > 


に j 
| . 笑 が 


い 6 


予想 も し て いな か っ た 光 業 を 四 に し た エマ は クワ トロ に 度 明 を 求め る 。 以前 
は ティ ター ンズ に 六 属 し て いた 徹 女 も 、 事件 の 真相 は 知ら な か っ た の だ 。 


公洋 艦 ボ スニ ア と 共に アー ガマ の 動向 を 観察 する ライ 
ラ は 30 バ ンチ に 潜入 。 市 街 地 を 探索 する カミ ー ユ に 銃 を 
突き 付け る と 物陰 に 引き 込ん だ 。 し か し 続い て 現れ た クワ ト 


と は いえ 、 ラ イラ も 動 提 を 司 し 切れ な か っ た 。 計 軍 
土 官 に も 30 バ ンチ 事件 の 真相 は 伏せ られ て いた の で ある 、 


3 月 中 旬 
目 カミ ー ユ 、 ライ ラ と 交戦 する 


口 が エマ に 語る 言葉 に 把 り を 覚え 、 そ の 場 か ら 飛 び 出し て 
し まっ た 。 連邦 軍 軍 人 と し て の 符 持 を 抱く ライ ラ に は 、 ク ワ ト 
口 の 連邦 政府 批判 は 聞く に 堪え られ な いも の だ っ た の : 


夢 邦 軍 へ の 優 人 と 周 画 の 
状況 、 そ し て クワ トロ の 言 


= A 甘 の どれ を 信じ て いい か わ 
4 レ みか ら ず 、 ラ イラ は 経 い パー 
1 へ ク に 細っ て し まっ た 。 


一 旦 は カミ ー ユ を 解放 し た ライ ラ だ が 、 ガ ル バ ル ディ 8 に 
搭乗 する や 再戦 を 挑ん だ 。 し か し 攻撃 を すべ て 回 選 す る カ 
ミー ユ を 前 に 、 次 第 に 無 り を 暮らせ て いっ た 。 も し や これ が 


ニュ ー タ イブ と いう も の な の か ーー そん な 考え が 脳 理 を 記 
ぎる 。 と は いえ 正規 軍人 が 子供 に 負け る わけ に は いか ず 、 
ライ ラ は 焦り を 振り 払う よう に 攻撃 を 続け た の だ が ……。 


< | 


攻 笠 を うみ に 過 け る だ け で な く 、 確 実 な 買 貢 を 団 措 け て くる ガン ダ 
HI に 、 次 第 に 圧倒 きれ る ガル バル ディ 8。「 催 ける も の か 、 あ ん な 地 
供 に り と の ライ ラ の 気合 いも 、 状況 を 覆す に は 至ら ちな か っ た 


| 巴 直 外 の 事 電 に う イ 
N | ラ は 焦り を 覚え る が 、 
その 偏り こそ が オー ル 


つい に ガン ダム Mkr』 の 
た 。 死 の 直 重 、 徒 女 は オー ルド タイ ブ の 限界 を 本 的 に 積 っ た と きれ る 


が ガル バル ディ 6 を 控え. ライ ラ は 宇宙 に 般 


クワ トロ 、 カ ミー ユ と エマ を サイ ド 1 の 
30 パ ンチ ・ コ ロニ ー に 向かわ せる 。 


ミー ユ と エマ 、 ク ワ ト ロ の 案内 で 30 


パン チ ・ コ | に 侵入 。 内 部 の 凄 
惨 な 光景 に 言葉 を 失う 。 


ライ ラ 、 ア ー ガ マ を 追跡 し 、30 バ ンチ ・ 
コロ ニー に 侵入 。 


ライ ラ 、 カミ ー ユ を 人 


に する 。 


ライ ラ 、 クワ トロ の 言葉 に 激 兄 す る 。 


ライ ラ 、 カミ ー ユ を 解放 する 。 


ライ ラ 、 カ ミー ユ と MS 戦 を 敢行 。 
第 に 圧倒 され る 。 


カミ ー ユ 、 ラ イラ の ガル バル ディ 8 を 撃 
破 する 。 


rr 


21-30 


機動 戦士 ガン ダム 


UE.TIMELINE ] 。 (7 0 0 
9 ンタ が 月 面 で の 攻防 戦 


才 ティ ター ンズ と の 対決 姿勢 を 明らか に し た エゥーゴ 。 そ 
* 1 の 中 核 と な る アー ガマ は 組織 の 活動 拠点 の ひと つ で あ 

る 月 面 都市 アラ マン へ 向かっ た 。 補給 と 戦力 再編 を 行 
ーーー ュ うた めで ある 。 だ が カミ ー ユ へ の 復讐 に 燃え る ジェ リド ・ 
メサ が 、 それ を 黙っ て 見 て いる は ず も な か っ た 。 


半 カミ ー ユ 、 正式 に エゥーゴ の 一 員 と な る 


地球 連邦 軍 の 正規 MS パイ ロッ ト (ライ ラ ・ ミ ラ ・ ラ イラ ) 。 ラ は 「 ア ムロ ・ レ イ の 再来 」 と 称名 す る 。 だ が 当 の カミ ー 
を 撃 謙 し た カミ ー ユ ・ ビ ダン に 対し て 、 アー ガマ の 乗員 た ち ユ は 困惑 気味 だ っ た 。 自分 か ら エ ウ ー ゴ に 参加 し た と は い 
は 新た な 戦士 の 誕生 を 歓迎 し た 。 中 で も ブレ ックス ・ フ ォ ー え 、 軍 人 に な る こと に 抵抗 を 感じ 始め た の で ある 。 


ミー ユ 、 ア ー ガ マ 乗 員 か ら 一 人 前 の 
パイ ロッ ト と し て 認め られ る 。 


エマ ・ シ ー ン 、 監察 期間 が 終了 。 


エマ 、 エ ゥ ー ゴ へ の 参加 が 認め られ る 。 


カミ ー ユ と は ば 同じ 暫 期 に 
エゥーゴ へ の 参加 を 包め ら 
れ た エマ は 、 気 持ち を 切り 
替え て アー 方 マ の 空気 を 受 
エッ ー ゴ の 面々 に 遂 め られ な が ら 宣 人 に な る と 決心 し 切れ け 入 れろ と 論 す が 、 カ ミー 
ん な 徳 の 内 面 の 勲 を 正確 に 授 え て いた の は エマ ・ シ ー ン だ け だ っ た ユ の や は 晴れ な か っ た 。 


3 月 下旬 


『 | ジェ リド 、 独断 で カミ ー ユ と 交戦 する 


イラ の 八 を 討つ 機会 を 心待ち に し て いた ジェ リド に 上 度 。 て アレ キサ ンド リア を 発進 。 まず は 月 に 降下 し た アー ガマ 
届い た 。 月 近傍 宙 域 で アー ガマ らし き 艇 影 を 発見 し た の 周囲 を 幸 投 に 飛び 固 る こと で カミ ー ユ の ガン ダム Mk-IE 
と いう の だ 。 そこ で ジェ リド は ガル バル ディ B の テス ト と 称し を 誘き 出し 、 続 いて 1 対 1 の 決戦 を 挑ん だ の : 


アー ガマ 、 月 の 裏側 に 移動 。 


アレ キサ ンド リア 、 アー ガマ を 発見 。 


ジェ リド 、 カミ ー ユ と 交戦 する 。 


クワ トロ 、 カ ミー ユ に 加勢 。 ジェ リド 、 
搬 刀 する 。 


アー ガマ 、 月 面 都市 アン マン の 秘密 
ドッ ク に 入港 。 


クワ トロ 、 エ ゥ ー ゴ 出資 者 に よる 極秘 。 | 
会 談 に 参加 。 「 ジ ャ ブロ ー 降 下 作戦 」 
が 決定 する 。 


ユ を アー ガマ か 5 た ジェ リド 。 対す る カミ ー ユ は 
月 の 重力 に 慣れ て いな いこ と か 5| Tt rr 


目 ァ ー ケ マ 、 月 面 都市 アン マン に 人 入港 する 


アレ キサ ンド リア の MS 部 隊 を 撃退 し た アー ガマ は 月 面 。 "エゥーゴ の 出資 者 に 召集 され 、 極 秘 会 読 に 参加 。 その 席 
都市 アン マン に 接近 。 郊外 に 位置 する 秘密 ドッ ク に 入港 。 。 上 で ティ ター ンズ の 麗 体 化 を 主眼 と する [ジャブロー 侵攻 
し た 。 補給 を 行う た めで ある 。 さら に クワ トロ ・ バ ジー ナ は 作戦 」 が 決定 し 、 アー ガマ に は 地球 行き が 命じ られ た 。 


アン マン の ハン バー ガー 
ショ ッ プ マク ダニ エル 」 
に 入っ た クワ トロ 。 実は 
この 店 が エゥーゴ の 帳 
窒 会 議 が 行わ れる 場所 
だ っ た の だ 


で 戦乱 の 拓 革 決着 を 
目 潤し た の だ 。 


対す る クワ hpd、 より | 


戦時 的 恒 礎 の 高い グ 
リプ ス 放 略 を 座 室 し た 
が すでに 血 合 し て おり 」 が 、 ス ポン サー の 立場 
クワ トロ の 登場 を 待ち 
構え で いた 


22-29 


月 面 で の 攻 罰 加 


目 レコ ア 、 カ イ に 処 地 を 栽 わ れる 


地球 降下 に 成功 し た レコ ア ・ ロ ンド は 、 南米 アマ ゾン の 
ジャ ング ル で ジャ プロー 基地 の 情報 収集 を 進め で いた 。 だ 
が 輸送 機 に 気 を 取ら れ て いた 究 を 見 得 め られ 、 警 備 兵 に 


気 の 緩み か ら 愛 備 兵 に 
た カイ が 警 儲 兵 の ひと り を 人 質 に 


拘束 きれ て し まう 。 する と そこ に スー ツ 妄 の 男性 が 現れ 、 警 
備 兵 を 討ち 倒し た 。 思わ ぬ 展 開 に 目 を 丸く する レコ ア に 、 
男性 は カイ ・ シ デン と 名 乗り 、 協力 を 申し 出 た の だ っ た 。 


は じ め は カイ の 挟 性 を 打っ 
て いた レコ ア だ が 、 相手 が 
ジャ ー ナ リス ト と 開く と 膨大 
心 を 鏡 い た 。 そし て 互い に 
憶 カ し 、 ジャ プロ ー の 情報 
収集 を 進め る こと に し た 。 


目 クワ トロ 、 月 画 都 市 グラ ナダ を 製 撃 する 


「 ジ ャ プロ ー 侵 攻 作 載 」 の 手始め と し て 、 ク ワ ト ロ は 月 面 
都市 グラ ナダ を 急騰 する と いう 計画 を 立案 し た 。 グラ ナダ 
の 宇宙 港 に 停泊 し て いる ティ ター ンズ 連 洋 艦 「 サ チワ ヌ ] 


を 強 奏し 、 エ ウゥ ー ゴ 艦隊 の 戦力 拡大 を 考え た の だ 。 カミ ー 
ユ も 作戦 に 参加 し 、 ク ワ ト ロ に 率い られ た MS 部 隊 は グラ ナ 
ダ に 突入 。 任務 遂行 に 必要 な 物資 と 算 艇 を 手 に 入れ た 。 


作 炎 決 行 に 先立っ て アー カマ に は MS が 配信 きれ て いる 。 中 で も 全 色 の 
特攻 準 病 が 施さ れ た 新型 「 百 式 」 は ケ ワ トロ に 生え られ 、 実 朝 に お ける 
試 際 押 用 も この 作 明 の 衝 本 な 区 目 の ひと つと な っ た 。 


る a アン マン を 発 差す る 
ーー アー ガマ の MS 部 

で や * | しみ し + の 愉 チ は ティ 
a ター ンズ 表 (カク リコ 

< は ンカ クー っ 
ーー て 目 没 さ れ て いた の 


だ っ た 


そう と は 知ら ず に グラ ナダ に 保 入 し た クワ トロ た ち は 見 姜 に 人 を 成功 させ 
館 洋 能 サ チワ ヌ を 初め と する 交 龍 や 軍事 物資 を 強 電 し て いる 。 


四 7 ミー ュ 、 エマ の 危機 を 察知 する 


グラ ナダ で の 任務 導 行 中 、 カ ミー ユ は 妙 な 胸騒ぎ を 感 
じ て い た 。 さら に 心 の 中 で エマ が 悲 噂 を 上 げ る 姿 が 浮か ん 
で は 消え で いく 。 あま り に 鮮烈 な イメ ー ジ に 不安 を 覚え た カ 


アー ガマ の MS 難 が 手洗 に な っ た 機会 を 舞っ て カク リコ ン が アン マン を 抽 
撃 。 エマ は 単 欄 で アー ガマ を 発進 し て 防 条 寺 と 丘 む が 、 頻 閑 パ イロ ッ ト で 
ある カク リコ ン の 戦術 を 前 に 手玉 に 取ら れ て し まう 


グラ ナダ で カミ ー ュ が 
語 じ た 胸 又 き 一 そ 
れ は 本 けり を 求め る エマ 
| が 無音 剛 に 発し た 昌 
| た も の 
だ っ た よう 


ミー ユ は アン マン へ の 帰還 を 希望 。 クワ トロ も カミ ー ユ の 
勤 を 信じ て 帰還 を 許可 し た が 、 同じ 頃 、 アン マン が ティ ター 
ンズ に 前 撃 され て いた こと まで は 知る 由 も な か っ た 。 


クワ トロ の 用 可 を 得 て アン マン に 急行 し た 


ユ は エマ の 教 出 に 度 落 。 


手相 も し て いな か っ た 多大 力 の 出現 に 、 エマ は 驚き を 骨 せ な か っ た 
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レコ ア 、 ジ ャ ブロ ー 調 査 中 に 連邦 警 
備 兵 に 発見 され る 。 


カイ 、 レコ ア の 窟 地 を 救う 。 以後 、 協 
力 し て ジャ ブロ ー 潜 入 を 試み る 。 


カク リコ ン 、 アー ガマ 監視 の た め 、 ア 
ンマ ン 付近 で 偵察 任務 に 就く 。 


クワ トロ 、MS 隊 を 率い て 月 面 都市 グ 
ラナ ダ に 移動 。 カミ ー ユ も 同行 する 。 


クワ トロ 、 宇宙 港 に 停泊 し て いた サチ 
ワ ヌ を 強奪 する 。 


カク リコ ン 、 アー ガマ を 急 論 。 
エマ 、 迎撃 に 向かう が 究 地 に 陥る 。 


ミー ユ 、 エマ の 危機 を 察知 し て アン 
マン に 帰還 。 


ミー ユ 、 エマ を 教 出す る 。 


SWW- サ ン ラ ィ ズ 


22-30 


機動 戦士 ガン ダム 


UE.TIMELINE (0d 
> ' オデ ッ サ 作戦 、 開始 


島 それ まで 劣 鈴 に 立た され て いた 地球 連邦 軍 だ が 、 つ い 
< 給 を 担う 鉱山 基地 の 攻略 一 一 オデ ッ サ 作 戦 で ある 。 中 


本 っ セー 央 アジ ア を 横断 する ホワ イト ペー ス も 作戦 へ の 参加 を 


, ; に 反攻 作戦 が 開始 され た 。 ジオ ン 公園 軍 地上 部 隊 の 補 
| 打診 され 、 激戦 に 巻き 込ま れる こと と な っ た 。 


目 ホワ イト ペー ス 、 レビ ル か ら の 指令 を 受理 する か ワイ トペ ー ス し ビル の ら の 指 和 を 
ラン バ ・ ラ ル を 選 け た ホワ イト ペー ス に 連邦 軍 大 将 レビ は 、「 ホ ワイ トペ ベー ス は ニュ ー タ イプ 部 隊 だ ] と の 噂 を 利用 し 
ル か ら 新た な 指令 が 伝え られ た 。 オデ ッ サ 作戦 開始 て 公国 軍 を 素 制 する 章 図 が あっ た 。 そし て レビ ル は 、 連邦 


に っ て 3 日 以内 に カス ピ 海 を 渡れ と の 内 容 で ある 。 これ に 車 右翼 後方 の 支援 を ホワ イト ペー ス に 託し た の : 
ー ーー 


ホワ イト ペー ス 、 カ スピ 海 沿 岸 に 到着 。 


ューー リ ロゴ 
ラン バ ・ ラ ル 、 ホ ワイ トペ ー ス に 白 兵 
戦 を 敢行 。 

その 一 方 、 レビ ル は ホワ イト 
ペー ス の 電力 独 化 用 の 和 
ラン バ ・ ラ ル 、 ホ ワイ トペ ー ス 内 に 潜 
入 。 艦 の 占拠 を 図る 。 


ホワ イト ペー ス を 信用 し 過ぎ る レビ ル を 一 人 の 和 間 は 注 判 し た が 、 レビ ル 自 
は 「 そ れ で な く て は ニュ ー タ イブ 名 隠 と は 呼べ ん よ 」 と 


われ て いる が 、 G パ ー ツ だ 
た た 見 る 向き も ある 


3 目 ラン バ ・ ラ ル 、 ホワ イト ベー ス に 白兵戦 を 敢行 


数 度 の 交 革 で 洪 力 を 消耗 し た ラン パ ・ ラ ル は 、 ガ ル マ ・ の 隙 に 特務 部 隊 が 白兵戦 を 仕掛 ける と いう 作戦 で ある 。 
ザビ の 人 討ち を 果たす た め に 最後 の 決戦 に 出 た 。 残さ れ 想定 外 の 戦闘 に ホワ イト ペー ス 側 は 対応 が 遅れ 、 一 方 、 ラ 
た ザク Il と ギャ ロッ プ で ホワ イト ペー ス の 注意 を 引き 付け 、 そ ル 隊 の 精鋭 は 次 々 と ホワ イト ペー ス に 保 入 を 果たし た 。 


地 兵 が 乗り 込ん で くる 


ラン バ ・ ラ ル 、 セ イラ と 唱 遇 。 第 2 ブ 
リッ ジ に 立て こも る 。 


アム ロロ 、 ガ ンダ ム で 第 2 ブリ ッ ジ を 破壊 。 


ラン バ ・ ラ ル 、 自決 。 
オデ ッ サ 作戦 、 開 始 。 連邦 軍 、 作 戦 を | 
優勢 に 進め る 。 


た こと で 、 作 埋 の 失敗 は 明 
ちか と な っ た 


言い 柏 し 、 その 身 を 艇 ら 
の だ 


11 月 7 日 


四 オデ ッ サ 作戦 、 開始 


つい に オデ ッ サ 作戦 が 開始 され 、 戦闘 車輌 を 中 心 と し た 国軍 も 応戦 を 始め る が 、 圧 倒 的 な 物量 戦 を 展開 する 連邦 
連邦 軍 陸 戦 部 隊 が 侵攻 を 開始 し た 。 目標 は 黒海 沿岸 に 軍 の 猛攻 の 前 に 後退 を 余 備 な くさ れ て し まう 。 一 方 、 ホ ワイ 
位置 する 公国 軍 鉱 山 基地 (司令 官 は マ ・ ク ベ ) で ある 。 公 トペ ー ス も 所 定 の 位置 に 款 き 、 前 線 支援 任務 を 開始 し た 。 


i ts RL て +7 
トペ ー ス は ミ デ ア 隊 と 接 衣 。 
マチ ル ダ か 5 コア ・ ブ ー ス 
(の た め に 到 分 な 期間 と 戦力 の 再 六 を 実 放し た 孝 車 は 生 海 内 ター と 技士 世 を 引き 送 き 
辺 み 鉱山 基 地 に 推 近 。 公男 定 と の 蘭 に 戦 編 が 開か れる こと と な っ た 。 | れ 、 四 有 準 備 を 開始 し た 


オデ ッ サ 作戦 、 開始 


11 月 7 日 <9 日 


目 ホワ イト ベース 、 「 黒い 三連星 」 と 交戦 


マチ ル ダ ・ ア ジャ ン 率 いる ミ デ ア 部 隊 と 接 塚 し た ホワ イト 
ペー ス を 、 公 国軍 特務 部 隊 ( 連 星 ) が 杉 撃 。 ガン 
ダム を は じ め と する MS 部 隊 が 応戦 に 向かう も の の 、 新 型 
MS ドム の 機動 性 と 相手 の 巧み な 連携 攻撃 の 前 に 翻弄 さ 
間 まれ た 林 和 作 を 活か し た 
人 還 (ジェ ッ ト ・ ス トリ ー ム ー ア 
タッ ク ) を 織り 出す ドム の 前 


ュ 
し も の ガン ダム も 苦戦 を 休 備 な く 
きれ で しまう. 


ア の 攻撃 に 気 を 取ら れ て い 
る 間 に ジェ ッ ト ・ ス トリ ー ム ・ ア タ 
2 っ た ガン ダム 6 ドム の 1 和 


れ て し まう 。 する と マチ ル ダ を 乗せ た ミ デ ア が 控 護 に 駆け 
付け 、 ガン ダム に 攻撃 の 機会 を 与え る こと に 成功 する 。 こ 
れ に よっ て ガン ダム は ドム の 猛攻 を 退け た の だ が 、 そ の 代 
信 と し て マチ ル ダ の 命 を 支払 うこ と に な っ て し まっ た 。 


ンス を 衝 較 さ れ た ば か りか 仲間 を 机 感 され た こと に 設 る 公 
イロ 小 が ミ デ ア の コク ピッ ト を 要り 付け 、 マチ ル ダ を 亡き 者 と し た 。 


11 月 7 日 こ 9 日 


目 ホワ イト ベー ス 、 ハモ ン 隊 と 交戦 


オデ ッ サ 作戦 も 終盤 に 近づい た 頃 、 クラ ウレ ・ ハ モン 率 
いる ラン バ ・ ラ ル 隊 の 残党 が ホワ イト ペー ス を 急 肛 。 爆 秒 
を 満載 し た カー ゴ を 体 当 た りさ せる と いう 作戦 が 強行 され 


た 。 結果 的 に この 作戦 は 失敗 に 終わ り 、 ハ モン も 命 を 散 
ら せ た 。 だ が ホワ イト ペー ス も 無傷 と は 言え ず 、 ガ ンダ ム を 
序 っ て 体 当たり を 仕掛 けた リュ ウ ・ ホ セイ が 戦死 し て いる 。 
身動き の 取れ な い ガ ンダ ム を 投 
し ょ うと する ハモ ン 。 する と そこ に 


リュ ウ が 拘 圭 する コア ・ フ ァ イ ター 
が 天 接 近 し て きた 。 


コア ・ フ ァ イ ター は 洪 速 する こと 
@ く ハモ ン 機 と 示 突 。 リュ ウ は 自ら 
を 指 持 に し て 、 ガン ダム と ホワ イト 
ペー ス を 者 


11 月 9 日 
目 オデ ッ サ 作戦 、 終 了 


連邦 軍 の 圧倒 的 な 物量 作戦 の 前 に 公国 軍 鉱 山 基地 
の 防衛 線 は 寸断 され 、3 日 間 に 責 る 戦 姜 は 連邦 軍 の 勝利 
で 幕 を 閉じ た (た だ し マ ・ ク ペ ベ は 茎 地 陥落 直前 に 地球 外 に 


作 埋 は 連邦 の 礎 利 に 謎 わり 
令 山 基 夫 は 公国 軍 の 手 か ら 専 
され た 。 と は いえ 基地 回 令 の マ ・ 
クベ は 機 所 洋 艦 ザン ジ パ バル で 
ER て いる 


地上 の 様子 を 邊 に し た マ ・ ク ベ は 
敗 電 に 欠 じ る こと な く 、「 こ れ ま で 
に 村々 が 送っ た 引 特 次 澤 で 、 ジ 
オン は あと 10 年 は 戦え る 」 と うそ 
ET 


脱出 し て いる )。 戦闘 終了 後 、 ホ ワイ ト ベ ー ス は 連邦 軍 本 部 
ジャ プロ ー に 向かう こと に な っ た が 、 ま ず は 補給 と 修理 の た め 
に アイ ル ラ ンド の ペル ファ スト 基地 に 寄港 する こと に な っ た 。 


ひと つの 去 い ず 終 わり 、 江 電 を 区 


= 


D 
作 穫 中 に 全 誠 と し た 兵 に 了 記 ま 
し て 二 礼 する ホワ イト ペー ス 生 組 

尊し い 人 た ち が 次 々 と 死 
ん で いく 埋 和 と いう 理 実に 、 ア ム 
は 計 著 も な か っ た 


公国 軍 特 務 部 隊 「 黒 い 三連星 
球 に 降下 。 マ ・ ク ベ の 指揮 下 に : 
され る 。 


ホワ イト ペー ス 、 ミ デア 隊 と 接触 。 補 
給 物資 と 新型 機 (コア ・ ブ ー ス ター) 
を 受領 する 。 


ホワ イト ペー ス 、 公 国軍 特務 部 隊 「 黒 
い 三連星 ] と 交戦 。 


マチ ル ダ 、 ミ デ ア で ガン ダム を 支援 。 


ガン ダム 、「 黒 い 三連星 ] の 撃破 に 
成功 。 マチ ル ダ 、 戦死 。 


ホワ イト ペー ス 、 ハモ ン 隊 と 交戦 。 | 


リュ ウ 、 ハ モン 機 へ の 体 当たり を 敢行 。 


オデ ッ サ 作戦 、 終 了 。 連邦 軍 が 勝利 
する 。 


ホワ イト ペー ス 、 ア イル ラン ド の ベル 
ファ スト 基地 に 向け て 移動 開始 。 


sma ライ 23.30 ] 


__ 作品 主 ( 
マリ ー メ イア の 反乱 


【 ) A.C.195、 地 球 較 統 一 連合 と コロ ニー の 間 で 勃発 し 
* s た 武力 衝突 は 終結 し 、 戦 い の 悲惨 さ を 見 せつ けら れ た 
人 々 は あら ゆる 兵器 の 放棄 を 決定 。 地球 圏 は 完全 平和 

ーー ー 主義 の 名 の 下 に 統一 され た と 思わ れ た 。 だ が 平穏 な 日 
還 ーー 、 Ec . 常 の 陰 で 、 新 た な 戦乱 の 火種 が 料 っ て いた … 


1 
了 天 還 介 6 半 田 流 一 国家 が 発足 。 リリ ー ナ ・ 
ピー スク ラフ ト 、 外務 次 官 に 就任 。 


目 トル 、 「G」 の 放 径 を 決意 する 


AC.195 の 戦乱 終結 後に 設立 され た 地球 国 統 一 国家 と する 兵器 が 表 基 馬 から 姿 を 消し た 。 さら に 圭 乱 終結 に 尽 
は 復興 事業 に 力 を 注ぐ と 同時 に 兵 問 の 全廃 を 提唱 。 先 の 力 し た 「G」 チ ー ム の 一 員 、 カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー が 「G] 
戦乱 か ら 教 講 を 得 た 人 々 は この 提案 に 同調 し 、MS を は じ め の 放 径 を 決意 。 4 機 の 「G」 が 廃棄 され る こと と な っ た 。 


大 統領 の 特命 に より 、 地 球 囲 統一 
国家 に 課 報 組織 「 プ リ ベ ン ター] が 
設立 。 


 AW196 カト ル 、「G」 の 放 径 を 決意 。 ヒイロ 、 


$s es デュ オ 、 トロ ワ が 同意 し 、4 模 の 「G」 
で ( が 太陽 に 向け て 放 た れる 。 
評 カセ ル に 人 め られ た 「G」 と の 列 れ を し じ か いん と デュ オ 。 と は いえ feo と 
恒久 平 引 の た め な ら ば 「G」 の 地 分 を 原 う こと は な か っ た L ょ 送 す る ご と に な っ て いた 。 サリ ィ ・ ポ オォ 、 資源 衛星 MO- 四 で 金属 


(ネオ ・ チ タニ ュ ウ ム ) 反応 を 探知 。 


W 上 上 リリ ー ナ 、 マ リー メイ ア 軍 に 拉致 され る 


完全 平和 主義 を 提 順 する 「 サ ンク キン グ ダ ム ] の 盟主 り た 。 不穏 な 噂 の 絶え な い X18999 コ ロニ ー を 訪問 し た の も 
リー ナビ ピース クラ フト は 、 戦後 、 地 球 國 統 一 国家 の 外務 次 住民 の 真意 を 問う た め だ だ が X18999 コ ロニ ー は す 
官 に 着任 。 地球 と コロ ニー の 菜 け 橋 と な る べく 居 力 し て い で に 反乱 勢力 の 手 ! り 、 リリ ー ナ は 拉致 され て し まう 。 


地球 一 還 衣 を 代表 で や なく 一 邊 入れ よう と 
し て X18999 コ ロニ ー を し 肝 生 され た 軒 柔 に 口 を 


リリ ー ナ 、X18999 コ ロニ ー を 訪問 。 
会 談 の 途中 、 マ リー メイ ア 軍 に 拉致 
され る 。 


トロ ワ 、 バ パー トン 財団 に 潜入 。 財団 の 
動向 を 探る 途中 、 五 飛 に 発見 され る 。 


訪れ た リリ ー ナ は 、 政府 つけ る リリ ー ナ 。 だ が そ 


代 奏 か ら コ ロニ ー の 現 の 紅茶 に は 琶 効 性 の | 
状 を 関 き 、 平 和 の た め | 避 薬 が 選 入 され て い | 
の 打 凍 箕 を 見 出 そ う と し た の で ある 。 


て いた 


リリ ー ナ が 宣 識 を 失っ た 
こと を 確認 し た 政府 代 
可 が 合 団 を 送る と 、 室 
外 に 稼 え て いた 兵士 の 
一 団 が 乱入 。 リリ ー ナ 
拉致 する と 、 その 場 を 


だ が 政府 代 電 は リリ ー 
ナ の 質問 を の ら り くら り 


後に し て いる 。 


目 トロ ワ 、 バー トン 財団 に 潜入 する 


コロ ニー 間 を 巡る サー カス に 身 を 置く トロ ワ ・ バ パー トン は . バー トン 財団 が 独自 に 軍備 拡大 を 図っ て いる 事実 に 気付 
巡業 で 訪れ た X18999 コ ロニ ー の 雰囲気 に 不穏 な も の を く 。 そこ で 財団 を 牛耳る デキ ム ・ バ ー ト ン を 暗殺 する た め 財 
感じ 取り 、 独 自 に 調査 を 開始 。 その 地 を 活動 拠点 と する 団 に 潜入 する が 、 意外 な 人 物 に 阻止 され て し まっ た 。 


BEA TT 


| 中 放 を 縮 か れ た トロ ワ は 、 
| 作法 する こと も で きず に 代 
ーー 情 導 東 され て し まっ た 。 


財団 に 汗 入 し た トロ ワウ だ が 、 デキ ム に 正体 
給 め る トロ ワ で は な か っ た 。 


少年 大 の 一 加 に 組 
を 所 付か れ て し まう 。 だ 


24-29 


新 才 論理 記 ガ ンダ ム W Endiess Waltz 


AC.TIMELINE 


マリ ー メ イア の 反乱 


目 マリ ー ォ イケ 、 地球 国家 に 宜 戦 布告 する 


意識 を 取り 戻し た リリ ー ナ は 、 デ キム が 引き 連れ た 少女 
マリ ー メ イア ・ ク シュ リナ ー ダ と 対面 する 。 彼女 は OZ 総帥 ト 
レー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ の 忘れ 形見 で あり 、 父 の 遺志 を 継 


リリ ー ナ は 、 自分 を 負数 し た 組 細 
の 首 右 者 が 年 尋 も 行か な い 少 
女 だ と 知っ て 騒然 と な る 。 し か も 
その 少女 (マリ ー メ イア ) が トレ ー 
ズ の 検 で ある と いう 事実 に 言 業 
を 失っ て し まっ た 。 


メイ ア の 言動 に デキ ム の | 
加 じ 取っ た リリ ー ナ は な ん 
旨 を 試み る 。 だ が デキ ム か 
っ た 凌 王 学 と 時 想 を 村 え 付 
けら れ だ マ リー メイ ア は 青 を 鍼 そう 
と も し な か っ た 


ぐ べ く 立ち 上 が っ た と いう の で ある 。 それ が デキ ム の 策謀 
だ と 看破 し た リリ ー ナ は 説得 する も の の 、 聞 く 耳 を 持た な い 
マリ ー メ イア は 地球 園 統一 国家 に 宣戦 布告 し た 。 


その 後 、 正 義 に 身 を 包ん だ マリ ー 
メイ ア は 地球 一 国 案 に 対し 
て 下 較 を 市 告 。 さら に 自ら の 出自 
を 明らか に し て 、 こ の 戦争 の 正 
当 性 を 断 えた 


マリ ー メ イア の 演説 は 軍 屋 護送 
を 介し て 谷 球 園 全域 に 放送 され | 
た 。 それ まで 平和 を 事 愛し て いた 
市 民 は 、 突 帳 の 経 乱 の 所 和 に 
不安 を 茸 し 切れ な いよ うだ っ た 。 14 


目 ヒイロ 、 X18999 コ ロニ ー を 張 柚 する 


マリ ー メ イア 軍 の 妖 記 と リリ ー ナ の 拉致 を 知ら され た プリ 
ペン ター の サリ ィ ・ ポ ォ (コー ド ネー ム : ウォ ー タ ー) は シャ ト 
ル で X18999 コ ロ 向かっ た 。 だ が 激しい 対空 砲火 

トロ ワ と 同様 、 ヒイロ も パー トン 里 


圧 の 不審 な 動き は 察知 し て いた 
が 、 無 方 な 争い を し な いた 


| リー ナ が 技 政 され た こと で 行動 を 
| 決意 し た の で ある 。 


a ) ペ 
07 = 


に 晒さ れ 、 潜 入 の 系 口 が 見 つけ られ な い 。 する と 戦闘 宙 
域 に ヒイロ ・ ユ イ と デュ オ ・ マ ックス ウェ ル の 乗る シャ トル が 


接近 。 巧み な 操船 で コロ ニー に 強行 着 購 を 改行 し た 。 
だ が サリ ィ の 失語 も あ - て ヒイロ 
レ 』 を 和 


カー コ ゴ 秀 分 は 村 理 し た も の の シャ 
mt 
軍港 に 突入 。 ト 


目 ヒ イロ 、 コロ ニー 内 で NIS 戦 を 敢行 


コロ ニー 内 に 突入 し た ヒイロ と デュ オ に 対し て マリ ー メ イ 
ア 軍 は 新型 MS サー ベン ト を 投入 。 対す る ヒイロ た ち は MS 
リー オー を 強奪 し 、 コ | 内 で 溢 し い MS 戦 が 開始 され 
た 。 し か し 予想 外 の 薩 が ふた り の 前 に 立ち は だ か る 。 か つ 


- ] リー オー を 時 定 し た ヒイロ と デュ オ 
N に 分 か れ て 行動 を 開 結 。 
デュ オ は 吉林 (リー オー) を 計 寄 
せる た め に 、 清 手 な 攻撃 で 注 間 を 
38 付 け よ うと する 。 


する と リー オー に 代わ っ て 出現 し 
た サー ペン ト が デュ オ を 攻撃 。 相 
手 の 共 買 パ ター ン か ら ト ロワ の 
気配 を 読み 取っ た デュ オ は 血 
に 邊 を 丸く し た 


な ん と か 抵 捧 を 試み る デ 
が 、 リー オー と サー ベン ト 
能 差 が あり 過ぎ . つい 
囚われ の 身 と な っ て し まっ た . 


て の 「G」 チー ム の 一 員 、 トロ ワ と 張 五 飛 が マリ ー メ イア 軍 
の 笑 兵 と し て 戦い を 岳 ん で 来 た の だ 。 訳 が わか ら ぬ まま に 
応戦 する ヒイロ た ち だ っ た が 、 機 体 の 性 能 差 と 物量 差 を 竹 
す に は 至ら ず 、 最後 に は 身柄 を 拘束 され て し まっ た 。 


4 pC 


i 
ァ ー 
チ 


ーー 方 、 ヒイロ の 章 に は 去 乾 の ガン ダム ナタ ク が 立ち は だ か る 。「 お まえ た も 
は 正しい の か 7] と の 到 飛 の 問い か け に ヒイロ は 答え る こと が で き な か っ 


リリ ー ナ 、 マリ ー メ イア ・ ク シュ リナ ー ダ 
と 装 時 。 筐 


リリ ー ナ 、 デキ ム の 野望 に 気付 き 、 マ 
リー メイ ア の 説得 を 試み る が 失敗 。 


マリ ー メ イア 、 地 球 園 統一 国家 に 対 
し て 宣戦 布告 。 


サリ ィ 、 リ リー ナ 救 出 の た め X18999 
コロ ニー に 接近 。 


ヒイロ と デュ オ 、X18999 コ ロニ 
接近 。 強行 着陸 を 決行 する 。 


ヒイロ と デュ オ 、X18999 コ ロニ 
潜入 。 リー オー を 強 玲 し 、 コロ 
部 で MS 戦 を 行う 。 


トロ ワ と 五 飛 、 戦 闘 に 参加 。 ヒイロ と 
デュ オ を 阻止 し 、 身柄 を 拘束 する 。 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


C.ETIMELINE 


C.E.71~C.E.73 


C.E.71 …… 地 球 連合 軍 、 オ ー プ 較 合 首長 国 を 衣 撃 。 


シン ・ ア スカ 、 戦闘 で 両親 と 妹 を 失う 。 


ブラ ント と 地 


中 上 sm 


アー モリ ー ワ ン 、 強襲 


球 連合 と の 間 で 和平 条約 が 結ば れ て か ら 


お よそ 1 年 半 が 経過 し た C.E.73。 世界 は 平穏 を 取り 戻 


し た か に 見 え 
ター と ナチ ュ 


だ 。 だ が 戦乱 の 要因 と な っ た コー ディ ネイ 
ラル の 間 に 広がる 溝 は 埋まっ て お ら ず 、 互 


い の 憎 し み が 新 た な 戦火 を 生み 出す こと に な る 。 


シン 、 オー プ 兵 士 の 計ら いで プラ ント に 移住 。 ザフト に 入隊 する 。 


C.E.72 - 


外 宇 宙 探 査 計画 始動 。 


C.E.72 3 月 10 日 … 


プラ ント 、 L4 コ ロニ ー 群 で アー モリ ー ワ ン の 建造 を 開始 。 


地球 各国 の 出資 を 受け 、 D.S.S.D. ( 深 宇宙 探査 開発 機構 ) が 設立 。 
外 宇 宙 探 査 用 自律 式 MS の 開発 (STARGAZER 計 画 ) が 始動 。 


キラ ・ ヤ マト を は じ め と する アー クエ ンジ ェ ル 関係 者 . オー ブ に 移住 。 


アス ラン ・ ザ ラ 、 アレ ックス ・ デ ィ ノ を 名 乗る 。 
カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ の 謀 術 と し て オー プ に 移住 


地球 連合 と ブラ ント が 停戦 条約 「 ユ ニウス 条約 を 締結 
オー ブ 、 自 治 権 を 回 復 。 

プラ ント 最高 評議 会 議長 アイ リー ン * カ ナー バ お よび 評議 会 
議員 、 総 矢 職 。 


ザフト 、 新 規 MS (セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ 、 ニ ュー ミレ ニア ム 
シリ ー ズ ) の 開発 に 善 手 。 
ギル パー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 、 プラ - ト 最高 評 請 会 議長 に 就任 。 


半 カ が リ 、 デュ ラン ダル と の 会 見 に 参加 


和平 条約 紀 結 後 、 カ ガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ は オー ブ 連 合 
首長 国 の 代表 主張 と し て 多忙 な 日 々 を 送っ て いた 。 プラ ン 
ト と 地球 連合 と の 起 則 を 解消 し 、 二 度 と 戦乱 を 起こ さ な い 
よう に 勢力 し て いた の で ある 。 だ が カガリ の 世 い 
ら ず 両 勢力 は 軍 の 再 纏 制 を 止め よう と し な か っ 


ゆい がく な ら ぬ か ら 、 力 が 必要 な の で す ] と 主 
(の 会 基 は 平行 線 を 巡っ た まま だ っ た 


カガリ は プラ ント 最高 評議 会 議長 ギル バー ト ・ デ ュ ラ > 
ル と 接触 新造 コロ ニー・ ア ー モ リー ワン で の 会 謎 に 菅 ん 
だ 。 強 過ぎ る 力 は また 争い を 呼ぶ こと に な る 一 一 その 想い 
を な ん と か 伝え よう と 言葉 を 重ね る カガリ 。 し か し デュ ラン 
ダル は 彼女 の 訴え を 聞き 入れ る 径 振り を 見 せな か っ た 。 


ふた り の 会 談 が 進む 
アー モリ ー ワ ン に 地球 
合 軍 の 非 正規 部隊 の エ 
クス テン デッド (強化 人 開 ) 
が 入り 込ん で いる こと に は 
柱 も 気付 か な か っ た 


半 ファ ント ムペ イン 、 アー モリ ー ワ ン を 強 製 


ギル バー ト と の 会 続 は 思う よう に 進ま ず 、 カ ガリ は 依り を 
募ら せる 。 する と 彼女 の 心配 を 具現 化し た よう な 事態 が 発 
生 し た 。 アー モリ ー: ワ ン に 潜入 し て いた 正体 不明 部 際 ( の 
ち に 地球 連合 軍 の 非 正規 部 隊 フ ァ ン トム ペイ ン と 判明 ) が 
コロ ニー 内 で の 破壊 活動 を 実施 。 さら に MS 開発 工 訴 を 


の 、 圧 側 的 な 性能 の 前 に 獲 の 山 を 共 く ば か り だ っ た 


25-27 


ト 間 “で 


欄 撃 する と ザフト の 試作 MS( ガ イア ガン ダム 、 ア ビス ガン ダ 
ム 、 カ オス ガン ダム ) を 強 玲 し た の で ある 。 埋 闘 に 巻き 込ま 
れ た カガリ を 教 うた め 、 アス ラン (ディノ) は ザク ウォ ー リ ア で 
対抗 する が 、 禄 地 に 追い 込ま れ て し まう 。 する と その 場 に 新 
た な 機体 が 現れ 、 ガイ アガ ンダ ム に 反撃 の 一 撃 を 加え た 


寺 場 に 陳 け 付け た ソー ドイ 
ン パ ルス ガン ダム が エク ス 


アガ ンダ ム も 守り を 国 め る 
し か な か っ た 


カガリ 、 ア ー モ リー ワン を 訪問 。 デュ ラ 
ンダ ル と の 会 談 に 臣 む 。 


アス ラン (アレ ックス ・ デ ィ ノ ) 、 カガリ 
の 護衛 と し て 会 談 に 同席 。 


シン 、 ステ ラ と 遭遇 。 


ファ ント ムペ イン 、 ア ー モ リー ワン を 強 
杏 。 3 機 の 試作 ガン ダム を 強 礁 する 。 


シン 、 イン パル スガ ンダ ム で 交戦 . 


可動 四 填 ガン ダム SEED DESTINY 


C.E.73 10 月 2 日 


ミネ ル バ の た め に 出航 ガー ティ ・ ル ー、 ア ー モ リー ワン 付近 
ミネ ル パ 、「G」 奪回 の た め に 出航 の 軍 域 に 出現 。 護衛 艦隊 を 撃破 し 
シン が ガン ダム と 交戦 を 開始 し た 頃 、 アー モ リ ー ワ ン 付 凍 宙 域 か ら 雌 脱 。 ザフト は 試作 MS を 礁 われ る と いう 失態 つつ 、 アー モリ ー ワ ン に 接近 する , 


近 に ファ ント ムペ イン の 戦艦 ガー ティ ・ ル ー が 出現 。 護衛 を 晒す こと と な 
艦隊 を 次 々 と 撃沈 し 、 その 隙 を 突い 


この 事態 に 対し て ザフト は 新型 戦 穫 
ィ ・ ル ー の 追撃 が 決定 し た 


強奪 され た 3 機 の ガン ダム 、 ア ー モ リー 
ワン 外 に 移動 ティ ・ ル ー に 収容 
され 、 戦闘 宙 域 か ら 離脱 する , 


イン パル スガ ンダ ム 、 追撃 を 開始 する 


《 | 
2 が 、 ネ オ ・ ロ アノ ー ク の 操る MA エグ 
hy| ザ ス に 阻止 され る , 
) 
ミネ ル パ も 道 撃 に 加わ っ た が ガー 
晴 勢 不 刊 と 見 た 3 旨 の ガン ダム ティ ・ ル 過 を 対し て に 8 
は 人 を 和 。 カ オメ カンタ ロガー ティ ん - ミネ ル バ 、 ア ー モ リー ワン を 出航 
外壁 に 穴 を 宰 ち 光 任 季 に き 、 上 と 取る こ 店 ガー ティ ・ ル ー 追 撃 任務 に 就く 
E 間 ミネルバ 、 小 に 潜む ガー ティ ・ 
CE73 10 月 中 旬 10 月 中 旬 ネリ 小惑星 帯 に 潜む お ガー ティ 


ルー を 発見 。 小惑星 帯 に 進入 する 
s ミ テー e が 、 ネオ の 鹿 に よっ て 窮地 に 陥る 

有 1 旧 ミネ ル バ 、 小 惑星 淀 で ガー ティ ・ ル ー と 交戦 
行き 描か り 上 、 ミネ ル バ に 乗 能 する こと に な っ た カガリ と 付け られ た も 同然 だ っ た か ら だ 。 思わ ず 静 り の 声 を 発する 
アス ラン は 、 ザフト の 戦力 の 充実 振り に 目 を 丸く し た 。 今 ま 。 カガリ 。 だ が その 叫び も 、 小 惑星 帯 に 溢 む ガー ティ ・ ル ー 
で 汚 乱 限 止 に 注い で いた 努力 が 無駄 だ と いう こと を 見 せ 。 を 発見 し た と の 報 に か き 消さ れる こと と な っ 


ミネ ル バ 、 アス ラン の 機転 に よっ て 還 
地 を 脱 す る 、 


ユニ ウス セブ ン の 残骸 が 地球 落下 
コー ス に 入っ た こと が 判明 する 


プラ ント 、 残 骨 破 壊 作戦 を 実施 。 イ 
ュー ル 率 いる 工作 部 隊 が 


MORE INFO! 
ブル ー コ スモ ス の 台頭 


。 目 ユニ ウス セブ プン 、 地球 へ の 落下 を 開始 


ァ ン トム ペイ ン の 指揮 官 ネオ ロア ノー ク の 意 計 で 危機 事件 ) で 生じ た デブ リ 帯 に 漂う ユニ ウス セブ ン の 残骸 が 、 安 

ミ ラン の 機転 で 話 地 を 脱 す る こと 定 婁 道 を 外れ て 地球 落下 コー ス に 入っ た こと が 確認 され 
F だ が 同じ 頃 大 き な 危機 が 地球 に 迫り つ "た の だ 。 こ の 未 血 有 の 危機 に 際 し て ト は 工作 部 隊 
つ あ る こと が 判明 し た 。 か つて の 載 乱 (「 血 の バレ ンタ イン 」 を 編制 、 た だ ち に 残 骨 を 破壊 する 作戦 


[た 8 っ 


半 計 も 取り 付け る と 安 に 
後 選 し た 


され 、 贅 寺 は 訂 か 
安定 寺 道 を 区 林地 球 の 
入 響 を 受け 、 落下 牧 導 


m04 am08 
女 ス バイ 、 潜入 


オデ ッ サ 作戦 に 参加 し た ホワ イト ベー ス は 、 修 理 の た め 
地球 連邦 軍 べ ベル ファ スト 基地 に 寄港 する 。 だ が 極北 の 地 
に お いて も ジオ ン 公 国軍 は 目 を 光ら せ て いた 。 幼い 弟 


女 ス パイ 、 潜入 


っ ] 妹 を 養う た め に スパ バイ に 身 を や つ し た 少女 、 ミハル ・ ラ ト 
| キ エ が ホワ イト ペー ス へ の 潜入 を 図っ た の だ 。 


目 ホワ イト ベー ス 、 ベル ファ スト 基地 に 入港 


マッ ド ・ ア ング ラー 隊 、 ホワ イト ペー ス 
らし き 艦 影 を 捕捉 。 


ペル ファ スト に 暮らす 少女 ミハル は 生活 の た め に 公国 
軍 の スパ イ と な り 、 基 地 を 監視 し て は わずか な 報酬 を 得 て 
いた 。 ある 時 、 いつ も の よう に 基地 を 眺め て いる と 、 見 た こ 


ジャ ブロ ー へ と 急ぐ ホ 


福 害 を 補修 する た め 
ペル ファ スト 基地 に 立 


ち 寄 る こと と な っ た 


5 め 難 筑 の 出現 に 区 
を 、 そ の 委 を 写真 に 収 
ぬる こと に し た 。 


11 月 21 日 4 


目 カ イ 、 ミハル と 出会う 


と も な い 潜 艦 が ドッ ク に 入港 する 様子 を 目撃 する 。 それ は 

オデ ッ サ 地区 か ら 移 動 し て きた ホワ イト ペー ス で あり 、 さ っ そ 
く ミ ハル は その 情報 を 公国 軍 に 報告 し た 。 

ワイト ペー ス の 情報 

を 公 国軍 に 伝 半 す る ミ 


ハル 。 通常 なら 鼻 女 の 
れ で 終了 と を 


ホワ イト ペー ス 、 ベ ルフ ァ ス ト 基 地 に 
入港 。 ミハル 、 情 報 を マッ ド ・ ア ング 
ラー 隊 に 伝達 する 


ホワ イト ペー ス 乗組 員 、 レビ ル と 面会 


カイ 、 ホワ イト ペー ス を 下船 、 ミ ハル の 
家 に 身 を 寄せ る 。 


ミハル 、 マ ッ ド ・ ア ング ラー 隊員 と 接 
触 。 ホワ イト ペー ス へ の 潜入 任務 を 
与え られ る 。 


マ ボ ・ ア ング ラー 隊 、 ペ ルフ ァ ス ト 基 地 


報告 も 受け た シャ 
に に を 攻撃 。 カイ 、 ホワ イト ペー ス に 帰 艦 。 


情報 を も と に 全 褒 を 開 
千 。 結果 、 ベ ルフ ァ スト 
基地 に ホワ イト ペー スズ 
が 審 準 し て いる こと が 
明らか と な っ た 


ミハル 、 連 邦 軍兵 に 変装 し 、 ホワ イト 
ペー ス に 潜入 。 


ホワ イト ペー ス 、 戦闘 後に ベル ファ ス 
ト 基地 を 出航 。 


ペル ファ スト 基地 に 入っ た ホワ イト ペー ス 乗 組員 は 連邦 
軍 大 将 レ ビル と 面会 する 機会 を 得 た 。 ニュ ー タ イブ 部 隊 と 
し て 多大 を 戦果 を 挙げ た ホワ イト ペー ス 隊 を 高く 評価 する 


レビ ル 。 だ が カイ ・ シ デン は 話 の 途中 に も か か わら ず 退 席 
し て し まっ た 。 自分 た ち を 当然 の よう に 軍人 扱い し 、 戦い を ゴー 


市 術 地 で ミハル と 悦 過 。 ミハル の 者 めか ら 彼 女 の 家 で 体 むこ と に し た 。 


11 月 21 日 


半 ミハル 、 ホワ イト ベー ス に 潜入 する 


引き 直 め よう と する アム ロ ・ レ イ を 振り 切っ て ホワ イト ペー ス を 降り た カイ は 


酸 聞 す る レビ ル の 態度 が どう に も 我慢 で き な か っ た の だ 。 陸 両 用 MS の 性 能 


ミハル の 報告 を 受け た シャ ア は マッ ド ・ ア ング ラー 隊 に 
よる ペル ファ スト 基地 攻撃 を 指示 。 さらに ホワ イト ペー ス の 
動向 を 探る べく 、 ミ ハル に 破格 の 報酬 と 引き 換え に 特別 


NO 
Wd 「 


マ ボ ・ ア ング ラー 可 の 食 長 か ら 朝 剛 と 連 朱 還 の 妥 受け取 
は 、 その 後 、 戦 問 の どさくさ に 夫 れ て キワ イト ペー ス に 漠 入 し た 。 


任務 を 命じ た 。 ホワ イト ベー ス に 密航 し 、 目 的 地 を 探れ と い 
う の だ 。 予想 外 の 展開 に ミハル も 二の足 を 踏む が 、 弟 妹 
を 食べ きせ る た め に や む な く 任務 を 引き 受け た の だ っ た 。 


ちな み に 一 度 は ホワ イト ペー 
ス を 震 り た カイ だ が . 公国 東 
の 世 二 に 馬 さ れる 体 間 た ち 
の 様子 を 剖 急 し て いる の は 
刀 げ な か っ た よう で 、 最後 に 


可動 理 キ ガン ダム 


11 月 22 日 


目 ミハル 、 ホワ イト ベー ス の 動向 を 探る 


ホワ イト ペー ス に 再 航 し た ミハル は 艦長 の ブラ イト ・ ノ ア 
の 私 室 に 忍び 込む が 、 そ の 次 を カイ に 見 谷 め られ て し まう 。 
し か し ミハル の 事情 を 察し た カイ は 敢えて 報告 せ ず 、 あ ま 


の Wo 人 


な ん と か や り 過 ご せる と 思っ た ミ ハ 
ル だ が 、 サイ ズ の 含 わな い 制 服 が 


ハル を 本 航 者 と し て 幸 舎 し よう とし 
で か っ た 。 


り 派 手 な 動き は する な 、 と だ け 思 告 し て 解放 し た の だ っ た 。 
これ に は ミハル も 驚い た が 、 任 務 を 放棄 する わけ に も いか 
ず 、 つい に ホワ イト ペー ス の 行く 先 を 突き 止め て いる 。 


ミハル を 自室 に 遼 う カイ だ が 、 そ 
の 様子 を アム ロ に 見 ち れ て し まう 
午 生 の ロ 人 丁 で その 場 を 取 
アム ロ の 遂 及 を 回 直す る 
09 し た 


や 
カイ の 自室 か ら 様子 を 原 う ミハル 
は 、 ふ た り の 会 話 か ら ホ ワイ トペ ー 


ス の 向かう 先 が ジ ャ プロ ー の 宇 
画 船 ドック で ある こと に 気付 いた 
の だ っ た 


還 プー ン 、 ホワ イト ペー ス に 乗艦 し 、 情報 を 入手 


ミハル と 接触 する た め 、 マッ ド ・ ア ング ラー 隊 の フラ ナガ 
ン ・ ブ ー ン は 民間 漁業 関係 者 に 変装 。 トラ ブル を 装っ て ホ 
ワイ トペ ー ス に 着 艦 する と 、 監 視 の 目 を 変 ん で ミハル と 通 
ホワ イト ベース に 区 租 し た ブー ン 

は 、 浴 開 中 に 出くわし た 公国 軍 

全 計 織 か ら 大 白 半 分 に 統 黄 され 

た と 説明 。 それ を 信じ た プラ イト 


は 、 條 理 が 完了 する まで 華 に 劉 
まる こと を 許可 し て いる 。 


目 ホワ イト ベー ス 、 プー ン と 交戦 


信 を 交わ し 、 ホ ワイ トペ ー ス の 行き 先 を 聞き 出し た 
の 挙動 か ら ブ ー ン の 正体 が 公国 軍人 だ と 気付 い 
が 、 す で に 相手 は 離 艦 し た 後 


が 、 
その子 を 見 送 き ず 、 硫 雪 が 
外部 と 連絡 を 取っ て いた こと に 
気付 いた 


北大 西洋 を 移動 する ホワ イト ペー ス を マッ ド ・ ア ング ラー 
隊 が 強 准 し た 。 ベル ファ スト で の 圭 圭 戦 に 燃え る ブー ン が 
MA グラ ブロ で 攻撃 を 開始 し た の だ 。 海中 を 高速 で 移動 し 
な が ら 攻撃 を 仕掛 ける グラ ブロ に 対し て 、 束 備 作業 中 の ガ 


] プラ ブロ の 攻撃 に 古き れる ホワ イ 


トペ ー ズ に 自分 の 半 線 と 同年代 
の 


が 全 骨 し て いる こと を 
(は 、 自 分 の 行い を 華 


ンダ ム は 出撃 で き な い 。 やむなく カイ は ガン ペリ ー に 大 型 ミ 
サイ ル を 挫 載 し て 出撃 し よう と する 。 する と 突然 ミハル が 現 
れ 、 自 分 も 一 緒 に 畔 うと 申し 出 た 。 そし て カイ が 制止 する 間 
も な く 、 コク ピッ ト に 収まっ て し まっ た 。 


甲板 に 隆 り が 手 抽 で 手 る ミサ イル を 発射 。 ご | 
撃 感 きれ た が 、 発射 の 画 届 に 状 き 込ま れ た ミハル も 命 を 藻 


ミハル 、 ホ ワイ トペ ー ス の 動向 を 探る 。 


カイ 、 ミハル の 姿 を 見 替 め る が 、 あ え 
て 報告 せ ず に 解放 する 。 


ミハル 、 ホワ イト ペー ス の 目的 地 が 連 
邦 軍 本 部 ジャ ブロ ー の 宇宙 船 ドッ ク 
で ある こと を 知る 。 


ブー ン 、 民 間 漁業 関係 者 に 変装 
乗っ て いた 小型 機 の トラ ブル を 装い 、 
ホワ イト ペー ス に 着 艦 する 。 


ブー ン 、 ミ ハル と 接触 。 ホワ イト ペー ス 
の 行き 先 に 関す る 情報 を 入手 する 。 


ブー ン 、 ホワ イト ペー ス か ら 苑 脱 。 


ホワ イト ペー ス 、 ブー ン の MA グラ ブロ 


と 交戦 。 


カイ 、 ミ ハル と 共に ガン ペリ ー で 出撃 。 


カイ 、 グラ ブロ の 撃破 に 成功 。 


ミハル 、 ミ サイ ル 発 射 の 衝撃 に 差 き 
込ま れ 、 ガ ン ペ リー か ら 落 下 。 北大 西 
洋上 で 姿 を 消す 。 


emia- サ ララ 26-30 | 


機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


UETMEHME ニー _ _ 作 本 太り wml02 
暗躍 する シャ ア 


] シャ ア ・ ア ズ ナ ブル が 率い る ネオ ・ ジ オン の 陽 撃 に よっ 
: て 資源 小惑星 5th ル ナ は 地上 に 落下 し 、 地球 連邦 関係 
0 者 は 対策 に 追わ れる こと に な る 。 し か し シャ ア の 真 の 狙 


に a : い は この 程度 の 攻撃 で は な か っ た 。 右往左往 する 連邦 
99 | 高官 を 万 目 に 、 彼 は 次 な る 行動 を 開始 し た の で ある 。 


四 ハサウェイ 、 シャ トル に 指 乗 する 


母 ( ミ ライ ノア ) の 勧め に より 、 ハサウェイ ・ ノ ア は ネオ ・ デ ナ ウ アー・ パ ラ ヤ に 横取り され て し まう 。 それ で も どう 
ジオ ン の 攻撃 に 晒さ れる 地上 を 逃れ て 宇宙 に 上 が ろう と し 1 枚 だ け 入 手 で き 、 母 と 妹 (チェ 
て いた 。 し か し シャ トル の チケ ッ ト は 政治 特権 を 利用 し た ア = ハサウェイ は 、 単 身 シ ャ トル に 搭乗 


ハサウェイ 、 ニュ ー ホ ンコ ン の 宇宙 港 
に 到着 。 シャ トル の チケ ッ ト を 手 に 入 
れ よ うと する 。 


ハサウェイ 、 ク ェ ス と 遺 遇 。 


アデ ナウ アー、 政 治 特権 を 駆使 し て 
チケ ッ ト を 横取り する 。 


ハサウェイ 、 チ ケッ ト を 1 枚 だ け 入 手 。 
ミラ イ と チェ ー ミ ン を 地上 に 残し 、 シ ャ 
トル に 搭乗 する 。 


ミラ イ が 軍部 政夫 高官 (ジョ ン ・ パ バウ アー) の 失 
アデ ナウ アー は 、 チケ ッ ト を 1 枚 だ け 手配 する よう 


目 シャ トル 、 落 下す る 5th ル ナ と ニア ミス 


向 シャ トル で の ハサウェイ の 座席 は 、 宇宙 港 で 出会っ た 少 。 立ち は だ か る 。 それ こそ は 地球 へ の 落下 執 道 に 入 
女 ( ク ェ ス ・ パ ラ ヤ ) の 隣 だ っ た 。 だ が 幸運 を 喜ん で いる 由 涯 衛星 5m ル ナ で ある 。 辛うじて 回 避 で きた と は いえ 、 艇 

は な く 、 大 気 園 脱出 を 図る シャ トル の 軌道 上 に 巨大 な 影 が 。 に 移る 岩 者 の 内 に 関 え を 猿 じ 得 な い ハ サウ ェ イ だ 

| 74 ロッ ト も 5 か ルナ の 

| 仁 近 は 府 知 し て お り 」 
シャ トル は 落下 する 涯 
| 邊 と ニア ミス し な が 5 も 
騙 師 に 成功 。 目 指す ロ 


ン デ ニオ ン ・ コ ロニ ー 
へ の 替 道 に 入っ た 


5 ルナ 、 大 気 園 に 突入 。 


ハサウェイ を 乗せ た シャ トル 、 5th ル ナ 
と ニア ミス する 。 


5th ル ナ 、 ラ サ に 落着 。 連邦 軍 本 部 
を 含む ラサ 地区 お よび 周辺 地区 、 基 
大 な 被害 が 発生 。 


3 月 4 日 
目 5th ル ナ 、 ラサ に 落着 


大 気 と の 断熱 加熱 で 真赤 に 燃え 上 が っ た 5Ih ル ナ が チ られ た 地球 連邦 軍 本 部 を 標的 に し た の で ある 。 も は や 沙 
ペッ ト の ラサ 上 空 に 出現 し た 。 連邦 政府 の 無能 さ を 示 す 下 を 食い 止め る 術 は な く 、 つ い に 落 着 し た 5Ih ル ナ は ラサ 
と 同時 に ネオ ・ ジ オン の 力 を 示す た め 、 シャ ア は ラサ に 設け だ け で な く 、 周囲 の 地形 を 一 通 で 消し 去っ た 


Si ルナ の 接近 に よっ て ラサ 
叶 辺 は 気 業 状況 が 省 容 - 選 
地 的 に 莉 し い 量 属 が 発生 し 
選 杏 の 遅れ た 人 々 を 吹き 往 
ば ほど だ っ た 。 


大 小 の 随 石 の 落下 に 続い 
で つい に 5W ル ナ 本 体 が 
す 上 空 に 出 更 。 連邦 還 本 
命 へ と 衝 下 を 始め た 。  [ 


茎 下 の 面 軟 で ラサ 地区 は 地上 か ら 消え 去り 、 そ の 竹 子 を モ 
アム は 自ら の 不 車 非 なさ に 生 り を 合え る 。 連邦 関係 者 は 事 
完了 し て いた と は いえ 、 シャ ア に し て や られ た こと に は 違い な か っ : 


本 笠寺 ガン ダム 逆 本 の シャ ア 


UE TINELNE emem 


3 月 上 名 。 _ 4 
風 アム ロ 、 フォ ン ・ プ ラウ ン 市 に 移動 


現有 戦力 で ネオ ・ ジ オン に 対抗 する の は 難し いこ と を 思 設計 を 担当 し た 新型 MSーーV ガ ンダ ム が 建造 中 だ っ た 
い 知 ら さ れ た アム ロ ・ レ イ は 、 ロン ド ・ ベ ル を 見 れ 、 月 面 都市 の だ 。 到着 し た 時 に は 機体 の 組み 立て は 終わ っ て お ら ず 、 
フォ ン : プ ラウ ン 市 に 向かっ た 。 この 地 に 設け られ た AE( ア 実戦 投入 に は 今 し ば らく の 時 間 が 必要 な 状態 だ っ た 。 し か 
ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 ) MS 工場 で 、 ア ムロ が 基本 し 今 の アム ロ に は その 時 間 さえ 惜しかっ た の で ある 。 


アキ が 派遣 ま れ て お り 、 アム 
ロ に 代わ っ て 析 休 の 細 人 
糞 を あい で いた 


の] 
だ が 、 内 心 は 竹 そ や か で は な 
か っ た 。 最終 華 軸 と 実線 


脱 介 主 任 の オク トバ ー・ サ ラン か ら 、 リガ ンダ ム | 
フレ ー ム の 解 れ て 内 むす る アム ロ 。 だ が サイ コ ・ フ レー ム の 出自 
その 能力 は いま だ 未知 粗 だ っ た 


目 シャ ア 、 サイ ド 1 の ロン デニ オン ・ コ ロニ ー に 向かう 


5th ル ナ の 地球 落下 に 成功 し た ネオ ・ ジ オン 艦隊 は 本 会 該 の た めで ある 。 これ まで 較 邦 軍 は ネオ ・ ジ オン の 戦力 
(スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) へ の 帰還 の を 過小 評価 し て いた の だ が 、5 ル ナ 落 下 の 件 を 受け て 
が シャ ア は 本 隊 を 離れ る と 、 小 部 隊 を 率い 湯 度 を 一 変 。 これ 以上 の 被害 拡大 を 事前 に 防 ご うと 、 極 
て サイ ド 1 の (ロン デニ オン 〉 へ 向かっ た 。 連邦 軍 高 官 と の 。 秘 裏 に シャ ア と の 会 謎 を 申し 込ん で きた の で ある , 


ネオ ・ ジ オン 却 槍 と し て 、 圭 
“ 


四 に 0 し た 衝 避 の 夫 を ね 
ED に も 性 
これ で は 道 化 だ 
| ig て いる 


"pp 


用 


の 直後 、 メー ツ に 類 傘 えた 
シャ ア は 、 本 杯 と は 玉生 を 

ン デ ニオ ン ) に 出 
半 邦 還 高 記 と の 宙 
wm 回 較 " ・- | 


ロン ド ・ ベ ル の 目 を シャ ア か ら 途 ら す た め 、 ま ず ナ ナイ は MGS 部 隊 を 発進 
せ て ロン ド ・ ベ ル 基 隊 に 向 わ わせ た 。 その 隊 を 突い て シャ ア の 昌 る 状 シャ 
トル が 爺 居 。( ロ ン デニ オン ) へ と 向かっ て いっ た 


目 アム ロ に 帰 艦 命令 が 下さ れる 


(スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) に 向かっ て いた ネオ ・ ジ オン 能 
隊 が MS 部 隊 を 展開 し た こと で 、 監 視 に 当たっ て いた ロン 
ド ・ ペ ベル の 間 に 難 娠 が 走っ た 。 報告 を 受け た ブラ イト ・ ノ 
ア は た だ ち に 迎撃 部 隊 を 編制 し 、 そ の 対応 に 当たら せる 。 


の 


放 合 信 モ け た アム ロ は 軸 全 作業 を 中 断 。 オク トバ ー の 拓 止 を 本 
1 の っ て 最低 病 の 技 備 を V ガ ンダ ム に 施す と 、 発進 備 を 急い だ 


隊 


さら に フォ ン ・ ブ プラ ウン 市 に 出向 し て いた アム ロ に も 帰 能 命 
令 が 下さ れ た 。 や む な く ア ムロ は ガン ダム の 最終 調整 を 
切り 上 げ 、 最 低 限 の 装備 を 施し た だ け で 発進 する 。 それ で 
も 戦闘 開始 に 間に合う か どう か は 微妙 な と ころ だ っ た 。 


マス ドラ イ バ ー と プー 


アム ロ チ ェ ー ン 。 だ が 


その 頃 、 す で に ネオ ・ ジ 
に オン MS 部 計 は ロン ド 


ベル 邊 隊 を 殺生 し よう と 


E04 sr 02 


アム ロ 、 月 面 都市 フォ ン ・ ブ ラウ ン 市 
の AE の MS 工場 に 向かう 。 


アム ロロ 、 リガ ンダ ム の 設計 主任 (オク 
ト パ ー・ サ ラン ) か ら サ イコ ・ フ レー ム 
に 関す る 解説 を 受け る 。 


ネオ ・ ジ オン 艦隊 、( ス ウィ ー ト ・ ウ ォ ー 
ター) に 向け て 移動 開始 。 


シャ ア 、 戦闘 に 参加 し た ネオ ・ ジ オン 
将兵 を 滋 励 する 。 


シャ ア 、 サ イド 1 の (ロン デニ オン ) に 
向かう 。 


ナナ イミ ゲル 、MS 部 隊 を 発進 させ 、 品 
ンド ・ ベ ル に 対す る 陽動 を 仕掛 ける 。 


ロン ド ・ ペ ル 、 ネオ ・ ジ オン 艦隊 の 異 
変 を 察知 。 


ブラ イト 、 迎 撃 部 隊 を 編制 させ る と 共 
に 、 アム ロ に 帰 艦 命令 を 伝達 する 。 


アム ロ 、V ガ ンダ ム の 最終 調整 作業 
を 繰り 上 げ 、 最低 限 の 装備 で フォ ン ・ 
ブラ ウン 市 か ら 出 立 す る 。 


NFO! 


新 素材 サイ コ ・ フ レー ム 


MR. x 


機動 戦士 ガン ダム 00 


AD TIMELINE 


CB 工 滅 作戦 、 発 動 


E04 scr D5 
CB 和紙 滅 作戦 、 発動 


世界 の 歪み を 正 し 、 人 々 の 間 か ら 紛 争 を 根絶 する た め な 
ら ば 、 自 ら が 谷 を 負う こと を 躍 踏 し な か っ た CB。 一 方 、 
彼ら を 非道 な アデ ロリス ト 集 団 と 断罪 し た 国連 軍 は つい に 
CB 牙 滅 作戦 を 実行 に 移す 。 多く の 命 を 呑み 込ん だ 最 
戦 の 果て に 、 世界 に 変革 は 訪れ た の だ ろう か ……。 
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中 エク シア の トラ ン ザ ムシ ステ ム が 発生 


時 利 邪 、 サ ー シ ェ ス と 対 岩 。 スロ ー ネ ツ 
ヴァ イ の 前 に 苦戦 を 強い られ る 。 


ミハエル ・ ト リ ニ テ ィ の ガン ダム スロ ー ネ ツ ヴァ イ を 強奪 し 
た アリ ー・ ア ル ・ BF セ 
予期 せ ぬ 
引い て いる 人 物 が い 
し て お り 、 そ の 人 物 こ そ が 真 に 倒す べき 世界 の 
歪み で ある こと に 気付 いた と は いえ 戦闘 中 の 思案 


ー ] 「TRANS-AM] と いう 文字 
| が メイ ン パ ネル に 壮 示 され 


2 
者 
に: 


クシ ア は 凄まじ い 機 則 
発揮 し 始め た 


は 合戦 の 鈍り に つなが り 、 武 器 を 弾き 飛ば され た エク シア 
は ほ ス ロー ネツ ヴァ イ の 前 に 反撃 の 手段 を 失 = 
が その 時 、 計 那 すら 予想 し な か っ た 事態 が 生じ た 。 オリ ジ 
ナル の GN ドラ イヴ に 秘め られ た 機能 、 ト ラン ザム が 突如 
発動 。 圧倒 的 な 反応 達 度 に よっ て サ - 


那 は 、 辛うじて 窮地 を 脱 す る こと が で きた ! 


アレ ハン ドロ ・ コ ー 
握 の た め CB 月 面 


、 ヴ ェ ー ダ タダ 堂 
潜入 。 コー 


し まう 。 だ ルド スリ ー プ 中 の イオ リア ・ シ ュ ヘ ン ベ 
ル グ を 射殺 する 。 
を 2 イオ リア の 生命 活動 停止 を 引き 鉄 と 


し て 、 ト ラン ザム シス テム が 発動 。 


トラ ン ザム を 発動 し た エク シア 、 スロ ー 
ツヴァイ を 圧倒 。 


て 台 語 を 残し て 、 鬼 退 する 
し か な か っ た 


勝っ た と は いえ 事情 が わか 
ら ず 条 状 と する 莉那 。 す る と 


国連 軍 、「FALLEN ANGELS」 発 
動 。 ラグ ラン ジュ 1 に 位置 する プ ト レ 
マイ オス を 強襲 する 。 


ガン ダム マイ スタ ー、 応戦 を 開始 。 
ロッ クオ ン 、 サー シ ェ ス を 発見 。 乗 機 


を 大 破 さ せら れ な が ら も 、 最 後 の 一 緊 
で サー シェ ス を 撤退 に 追い や る 。 


TET ORL IT ODT 
が 守 示 され 、 その 証 を 明か し 。 ト ラン ザム が 発動 可 
ONS 子 不足 か 5 上 人 が 


弄 全 きれ 、 他 の 3 機 の ガン ダム も 


ロッ クオ ン 、 戦死 。 


画 awt 時 9 = MORE INFO! 
四国 連 和 軍 、CB 贅 滅 作 戦 「FALLEN ANGELS] 発動 
トリ ニテ ィ の 王 減 に 成功 し た 国連 軍 は 、 続 いで CB を ーー デュナメス で 出撃 。 一 時 的 に ジン クス 部 隊 を 後退 させ る こ トラ ン ザ ムシ ステ ム の 封印 
授 さ せる 軍事 作戦 「FALLEN ANGELS」 を 発動 。 セル ゲ と に 成功 する 。 し カ し ロッ クオ ン の 目 は 目前 の ジン クス 部 隊 > 
イ ・ ス ミル ノ フ や パト リッ ク ・ コ ー ラ サワ ー な どの 精鋭 を 中 心 を 追っ て いな か っ た 。 愛す る 家族 を 失う 原因 を 作っ た サー 
と し た ジン クス 部 隊 が 、 ラ グラ ンジ ュ 1 に 停泊 し て いた プ ト レ シェ ス が 搭乗 する スロ ー ネ ツ ヴァ イ の 姿 を 捉え た の で ある 。 


マイ オス を 急 謀 し た 。 苦 埋 する キュ リオ ス と ヴァ ー チ ェ を 支 
援 す べく 、 ロ ッ ク オ ン ・ ス トラ トス は GN アー マー を 装着 し た て サ 


を 品 め た ロッ クオ [7 | 
追 選 を 開始 。 太 | 

| する 両親 と 妹 の 仙 と ば か り 
に 接近 戦 を 開 


シェ ス に 狙い を 定め た 。 


仏 敵 と の 決着 を つけ る た め 、 ロ ッ ク オ ン は 傷 の 痛み を 押し 


デュ ナメ スカ ら 部 れ た ロッ クオ ン は 、GN 
調 き せる と 、 
しい 電球 を 目 に 講 き 付け な が ら 、 虚空 


徐 の カ € 失 引っ て スロ ー キ ッ の 7 


[大 重則 ガンダム CO 


AD TINELINE 


CB 紗 滅 作戦 、 発動 


| 


| CB の OR に 放 大 な 損 和 が 発 】 


ロッ クオ ン を 失い 、 衣 
立て 直し た 国連 軍 が 再度 攻撃 を 加え る 。 激戦 の 中 、 ア レ 
ハン ドロ が 駆る MA アル ヴァ トー レ の 砲撃 で プトレマイオス 
が 大 破 。 人 革 連 持 務 部 隊 と 交戦 し た キュ リオ ス 、 ジン クス 


] 90 ドラ イ 9 [67 
し た 


。 それ 
2 
| を 試み る が 


埋 を 突 答 し た 1 基 
ウス が 接近 を 図り 、 至 


衣 師 部 か ら ブリ ッ 


座間 の 計 ナド レ も 戦闘 不能 に 陥っ て し 5。 し 
ンク ス 部 隊 が ほぼ 壊滅 し て お り 、 両 者 の 
幸い は 湯 の 護 合い を 介し て いく 。 それ で も 
い を 続行 し 、 世界 の 歪み を 断 と うと し て し 


2 が 3#・ ま ノリ エガ を は L め と ずる 役名 の クル は 用 
ト 人 まで プリッツ で 名 を 当て い 


痢 那 、 ア レ ハ ンド ロ と 交戦 


アレ ハン ドロ こそ が 世界 の 歪み の 元凶 と 確信 し た 閉 
は 、 GN ア ー マ ー を 装備 し た エク シア で 果 逆 に 戦い を 挑む 。 
強大 な パワ ー の アル ヴァ トー レ と その 中 核 の MS アル ヴァ 
アロ ン の 攻勢 は 湊 ま じ く 、 た ち ま ち エク シア は 中 破 に 追い 


GN アー マー を 失い な が ら も 


込ま れ て し まう 。 それ で も ガン ダム マイ スタ ー と し て の 信念 
を 貫く 氷 那 は 死 力 を くし て アル ヴァ アロ ン を 撃破 。 これ 


で 元凶 は 排除 し た は ず だ っ た 。 し か し そん な 痢 那 の 前 に フ 


43 
行動 下 能 と な っ た ふた り の 機体 は 深 早 に 消え 


いつ 果て る と も 知れ な い 激戦 に も つい に 終止 符 が 打 た 
れ 、「FALLEN ANGELS」 は CB トレ ミー チー ム の 壊 減 と 
いう 形 で 幕 を 閉じ た 。 だ が CB の 軍事 介入 に よっ 
カカ に よる 支配 体制 は 終わ り 、 地 球 連邦 の 名 の 下 に 世界 


了 抑 の 誕生 と 連 反 平 和 和 折 
3 は 大 由 に 変 間 し た 捧 と な り 、 新 た 


歩 を 境 み 出し た か に 見 えた 。 


の 西暦 2312 年 に も た され る こと と な る 


国連 軍 、 プ トレ マイ オス へ の 攻撃 を 再 
開 する 。 


ジン クス 部 隊 を 率い た アル ヴァ トー レ 間 


が プトレマイオス を 攻撃 。 


プトレマイオス 大 破 。 クリ ステ ィ ー ナ ・ 
シェ ラ と リヒ テン ダー ル ・ ツ エー リ の 両 
名 、 戦死 。 


アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム 、 人 革 連 特 
務 部 隊 と 交 澤 。 セルゲイ と ソー マ ・ 
ピー リス を 圧倒 する が 、 戦 闘 不能 に 
陥る 。 


ティ エリ ア ・ ア ー デ 、 ジ ンク ス 部 隊 と 
交戦 。 コー ラサ ワー を 撃退 する が 、 戦 
闘 不能 に 陥る 。 


幣 邪 、 ア レ ハ ン ドロ と 対 財 。 苦戦 の 
未 に アル ヴァ アロ ン を 撃破 する 。 


剃 那 、 半 壊し た エク シア と 共に 消息 
を 絶つ 。 


「FALLEN ANGELS] 終了 。 戦闘 
に よっ て CB トレ ミー チー ム 、 壊 減 。 


以後 、 地 球 連邦 の 名 の 下 に 世界 の 
再編 が 進む 。 


MORE INFO! 
変革 し て いく 世界 


[FALLEN ANGELS] 終了 後 、 世 界 は 


CB と の 戦闘 に 勝利 
、 戦 後 4 年 を 経 
軍 


球 連邦 に は 328 も の 


導 に リボン) 


GM FX MBS 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 
上 sm 


GC.TIMELINE ガン ダム 試作 号機 、 強 商 
ガン ダム 試作 ら 号機 、 強 礁 


糞 」 。 一 年 戦 終 結 か ら 数 年 、 地 球 較 は 未だ 平穏 と は 程 吉 い 
な 状態 に めった 。 ジオ ン 公 国 の 敗北 を 受け 入れ な い 残 党 


部 隊 が 各所 に 潜伏 し 、* ゲ リラ 活動 を 展開 し て いた の だ 。 
- ] そし て U.C.0083、 反 地球 連邦 を 標 棒 す る ゲリラ の 中 
pa ] で 最大 勢力 を 誇る デラ ー ズ ・ フ リー ト が 活動 を 始め た 。 


U.C.0079~ こ U.C.0083 


U.C.0079 12 月 31 日 ……- エギ ー ユ ・ デ ラー ズ 、 配下 の 艦隊 と 共に 戦線 | 


。 U.C.0081 10 月 20 日 ……… 較 邦 軍 再 建 計画 の 一 環 と し て 、 ガ ンダ ム 開 発 計画 


パ ・ ラ オ ・ ザ ビ を 拓 立 する グル ー プ 、 が スタ ー ト 。 

ジオ ン 公 国 還 残党 と 共に 小惑星 帯 に 移動 。 U.C.0082…………………… 第 1 次 コロ ニー 再生 計画 、 実施 。 
U.C.0080………… "一 年 戦争 、 終結 。 U.C.0083……… …" デ ラー ズ ・ フ リー ト 、 ガン ダム 開発 計画 を 察知 。 AE( ア 
U.C.0080 1 月 一 …ーー……ー デ ラー ズ ・ フ リー ト が 結成 。 ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 ) に 工作 貞 を 浴 入 させ る 。 
U.C.0081 3 月 28 日 … 小 惑星 各 に 向かっ た 公国 軍 残 党 、 U.C.0083 7 月 30 日 ー デ ラー ズ 、「 星 の 扇 」 作戦 を 立案 。 

小惑星 基地 アク シズ に 到着 。 U.C.0083 8 月 11 日 ………… ハマ ー ン ・ カ ー ン 、 ミネ バ の 摂政 に 就任 。 
U.C.0081 8 月 25 日 - ズ ・ フ リー ト 、 ゲリラ U.C.0083 9 月 18 日 ガン ダム 試作 1 号機 、 ロ ー ル アウ ト 
U.C.0081 9 月 17 日 ………- アナ ベル ・ ガ トー、 デラ ー ズ ・ フ リー ト に 合流 。 U.C.0083 9 月 29 日 ………… ガン ダム 試作 2 号機 、 ロー ルアウ ト 。 
U.C.0081 10 月 13 日 …… 連邦 軍 再 建 計画 が 地球 軍 邦 語 会 で 可決 U.C.0083 10 月 7 日 ………… アル ピオ ン 、 ガン ダム 試作 1 号機 ./2 号 橋 を 琶 額 。 


F 10 月 13 日 
目 ベガ サス 級 7 番 艦 アル ビオ ン 、 ト リン トン 基地 に 到着 


ガン ダム 試作 1 号機 2 号機 を 搭載 し た 連邦 軍艦 態 ア 。 た めで ある 。 一 方 、 こ の 情報 を 入手 し た デラ ー ズ ・ フ リー ト 
ルビ オン が オー スト ラリ ア に 到着 し た 。 MS の 戦闘 技術 試 。 ” は 、 か つて 「 ソ ロモ ン の 癌 夢 ] と ど 呼ば れ た エー スパ イロ ッ ト 
肉 施 設 を 有する トリ ント ン 基 地 に お いて 重力 下 試験 を 行う の アナ ベル ・ ガ トー を トリ ント ン 基 地 に 潜入 させ た 。 


試作 1 号 模 と 試作 2 号 林 を 搭 | 本 同じ 貫 、 トリ ント ン 台地 か ら や や 
た 場所 か ら アル ピオ ン の 


堪 し た アル ピオ ン は 、 潜り な くす た ら ン 
バン 基地 に 時 新 尋 み 入 人 梓 す る 者 た ちび いた 
の 出現 に 、 基地 関 休 者 は みな デラ ー ズ ・ プ リー ト が 発動 させ た 
殆 き に 目 を 丸く し た . pe 「 性 の 慰 」 作 戦 に 参加 する 公国 


還 千 兵 た らち で ある , 


一 、 「 星 の 居 」 作戦 に 参加 。 アフ 
リカ 大 陸 に 降下 する 。 


アル ピオ ン 、 ト リン トン 基地 に 到着 。 


ガン ダム 試作 1 号機 お よび 2 号機 、 
重力 下 試 験 の 準備 を 開始 。 


トー、 AE の スパ イ の 協力 を 得 て ト リ 
ント ン 基 地 に 潜入 。 


試作 2 号機 に 核 弾頭 (戦術 級 核 弾 
頭 Mk-82) が 搭載 され る , 


中 で も テス ト パ イ ロト の コウ 
ウラ キ は 、 初め て 本 物 の ガン ダ 「 定 井 千 
ム を 目 に する チャ ンス と ば か り 3 夏目 な 押 
に 、 琴 符 に 導 を 言 ら ま せ た を 口 に し た の だ っ 


目 カン ダム 試作 2 号機 に 戦術 級 核 弾頭 が 搭載 され る 


の ガン ダム を 受領 し た トリ ント ン 基 地 司令 ホー キン ズ ・ 杜 の 保有 は 南極 条約 に 抵触 する 店 反 行為 で ある 。 し か し 
リ は 腹心 の 部 下 数 名 を 連れ て 枝 貯 蔵 庫 に 向かっ 軍備 拡充 を 図る 連邦 軍 は 条約 を 無視 し 、 核 の 運用 を 前 提 
た 。 そし て 試作 2 号機 に Mk-82 遷 弾頭 の 搭載 を 許可 し た 。 と し た MS と し て 試作 2 号機 を 開発 し て いた の だ っ た 。 

戦術 引 の 算 壊 力 を 有する 


杜 落 償 が 試作 2 号機 に 衝 
ジャ プ ブロー から の 挫 示 書 を 保 け 取っ た 米 地 司令 マー ネリ は 背 地 の 一 角 に 設け | され 上 以 姓 の 押 用 試 
られ た 模 凍 に 生 多 な 持 印 を 解く と 株 絢 頼 の 描 代 を 始め た ミニ ーー ニー ジー ーー 共に 備え 6 こと と な っ た 。 


Dkr es 


10 月 13 日 


且 カト ー、 ガン ダム 試作 2 号機 の 奪取 に 成功 


試作 2 号機 へ の 枝 弾 王 の 搭載 を 確認 し た ガト ー は 、 連 


邦 軍 士官 の 妄 を 装っ 
と し た 台 度 で 連邦 兵 を 尼 き 


ト ・ ハ ッ チ に 手 


て アル ビオ ン 格 納 庫 に 潜入 。 堂々 


つい に 試作 2 号機 の コク ピ 


を 掛け る 。 不審 を 覚え た AE の 技術 者 ニナ ・ 


あら か じ め AE に 潜入 し て いた ス 


NN 
0 
ta | 義 


U.C.0083 


10 月 13 日 


パー プル トン が 誰 何 し た も の の 時 す で 


に 遅く 、 コ クビ ッ ト 内 


に 収まっ た ガト ー は ハッ チ を 閉鎖 。 よう や く 傘 変 を 感じ て 亜 


ぎ 出 し た 連邦 兵 を 尻目 に 機体 を 始動 させ る と . 


柱 弾 芋 を 


持っ た まま アル ピオ ン の 外 に 飛び 出し た の だ っ た 


LE 


何者 か が 試作 2 号機 を 強 長 し た と の 報 に 色 め き 立 つ ト リ 


ント ン 基 地 司 令 部 に 


さら に 混乱 を 増す 事態 が 発生 し た 


外部 か ら 放 た れ た 多 弾 頭 ミ サイ ル が 基地 施設 に 雨 あら れ 


試作 2 号 風 の 足止め に 店 


する の た が 


と 降り 


まい だ の で ある 。 続い て デラ ー ズ ・ フ リー ト の MS 部 


隊 が 基地 内 に 潜入 。 追撃 を 行 お うと する 連邦 定 MS の 前 
に 立ち は だ か り 、 試作 2 号機 の 脱出 を 支援 し た の だ っ た 


2 | | 
。 1 
A “| 
Cy : 。 
| 
ピ ピ 較 元 軍 MS は 赤子 の 手 を 技 る よ 
a 


目 の 前 を 横切っ た ガト ー を 連邦 軍 士 官 と 思い 込み 、 試 止 を 無視 し て 機体 を 動か す と . 
作 2 号機 の 強 奏 劇 を 未然 に 防げ な か っ た こと を 悔やん だ の 前 に 躍り 出 た 。 パイ ロッ ト と し て の 己 の 技量 と ガン 
コウ は 、 遇 中 に 試作 1 号機 に 飛び 乗 て ニナ の 制 。 の 性 能 を 信じ 、 試 作 2 号機 を 止め よう と し た 
2 号 帳 を 強 填 され る | T 


て 誠人 


Vth 失っ Pr 


な いと 感じ た コウ は 、 


3 電 


K、 カ ず 


脱出 路 を 探す 試作 2 号機 


ダム 


で ある 


と は いえ ガト ー が 投稿 する は ず も 


よる 突破 を 各行 。 こ 
士 に よる 埋 押 が 


10 月 13 日 


トー、 連 邦 軍 士官 を 装っ て アル ビオ 
ン の MS 格納 庫 に 潜入 
ガト ー、 試 作 2 号機 を 確認 。 ニナ ・ 


パー ブル トン の 誰 何 を 無視 し て コク 
ビッ ト に 入り 、 機体 を 起動 させ る 


ガト ー、 試作 2 号機 を 強奪 。 アル ビオ 
ン か ら の 脱出 を 図る 


ユー コン 級 潜水 艦 U-801、 トリ ント ン 
基地 に 対す る 多 弾 頭 ミサ イル 攻撃 を 
開始 


デラ ー ズ ・ フ リー ト MS 部 隊 、 トリ ント ン 
基地 を 強 栓 。 連邦 軍 MS 部 隊 と 交戦 
し 、 試 作 2 号機 の 脱出 経路 を 作ろ う 
と する 


トリ ント ン 基 地 司 令 マー ネリ 、 デ ラー 
ズ ・ フ リー ト MS 部 隊 の 砲撃 を 受け て 
死亡 


アル ピオ ン 艦 長 エ イ パ ー・ 
独自 に 迎撃 命令 を 発令 


シナ プス 、 


コウ 、 独断 で 試作 1 号機 に 搭乗 
コウ 、 試 作 2 号機 強 礁 の 阻止 を 図る 


MORE INFO! 
ガン ダム 開発 計画 の 光 と 影 


29-30 


機動 戦士 ガン ダム 


U.E.TIMELINE 


ジャ ブロ ー の 攻防 


m04 se 07 


ソウ ャ ブロ ー の 攻防 


オデ ッ サ 鉱山 基地 の 陥落 か ら 地上 に お ける 補給 線 を 


失っ た ジオ ン 公 国軍 が 、 


劣勢 を 挽回 すべ く 大 規模 軍事 


作戦 を 敢行 し た 。 地球 連邦 軍 本 部 ジャ ブロ ー へ の 直接 
攻撃 で ある 。 連邦 軍 駐 禄 部 隊 も 迎撃 を 始め 、 両 軍 の 間 
に 激しい 戦火 が 交わ され る こと と な っ た 。 


30-27 


上 ホワ イト ペー ス 、 吉本 部 ジャ ブロ ー に 測 着 


U.C.0079.09.18 に サイ ド 7 を 出航 し た ホワ イト 
海 の 果て に 連邦 軍 本 部 ジャ ブロ - 
着 。 休む 間もなく 補修 作業 が 行わ れる こと と な っ た 。 いく つ 


も の 激戦 を 揺 い 潜 っ た ホワ イト ペー ス は 英 味 方 か ち 「 ニ 
タイ プ 部 隊 ] と 思わ れ て お り 、 連邦 軍 上 層 部 は 宇宙 に お け 
る 反攻 作戦 に ホワ イト ペー ス を 参戦 させ よう と 考え て いた 。 


も の 下 み ら 字 家 に > ク 
が 究 を 現し た 。 


| 区 し た リュ ウ ・ ホ セイ に 


研 を 受け て し 


ジャ ブロー に 到着 し た ホ 
っ 上 還 


四 マッ ド ・ ア ング ラー 隊 、 ジャ プロ ー の 入口 を 特定 


ホワ イト ペー ス 乗 員 は 誰 も 気付 いて いな か っ た が 、 ペ ベル 
ファ スト 基地 で の 交戦 以来 、 シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブル 率い る マッ 
ド ・ ア ング ラー 隊 が その 動向 を 攻 視 し て いた 。 そし て ホワ イ 


トペ ー ス の 姿 が 消え た 付近 の 地形 を 精査 する こと で 、 宇 
軍船 ドッ ク の ハッ チ を 発見 する 。 そ れこ そ が 長年 に 豆 っ て 
位置 特定 を 免れ て いた ジャ ブロ ー へ の 入口 だ っ た 。 


ホワ イト ペー ス を 見 失っ た シャ ア は 周辺 に ジャ ブロ ー の 入口 が ある も の と 確 
信 。 MS 部 隊 を 派遣 し て 、 ジャ ブロ ー の 位置 特定 を 命じ た 。 


破 栓 に 乗り 出し た ボラ スキ ニ 
フ は 徴 杉 な 人 金屋 反応 を 辿り 
周辺 の 地形 を 寅 査 。 つい に 
っ 宇宙 解 ドッ ク の ハッ チ と 思わ 
れる 人 工 物 を 発見 し た 。 


半 公 回 軍 、 ジャ プ ブロー 降下 作戦 を 開始 


シャ ア か ら の 報告 を 受け た 公国 軍 キ ャ リフ ォ ル ニア ・ ペ ー 
ス は 、 短 時 間 の 協議 の 未 に ジャ ブロ ー 降 下 作戦 を 決定 。 
MS を 満載 し た ガウ 攻撃 空母 部 隊 が ジャ ブロ ー に 向かっ て 


バア が 6 の 辻 を 受け た キャ リフ ォ ル 
を 編制 。 ガウ 攻撃 空母 放 衛 機 の 大 提 隊 が ジャ プロ 


・ ペ ー ス で は 3 


移動 を 開始 し た 。 一 方 、 シ ャ ア は 独自 に 潜入 作戦 を 決行 。 
水中 用 MS に よる 小 部 隊 を 編制 する と 、 網 の 目 の よ 
組ん だ 地下 水脈 を 利用 し て ジャ ブロー へ の 潜入 を 図っ た 。 


ア は 別 ルー ト か ら の 侵入 を 
画策 。 曜 宏 性 に 優れ る 水 
中 用 MS で 小 部 隊 を 編制 
する と 、 攻撃 部 隊 の 動き と 
連動 し て 作戦 を 開始 し た 。 


| ホワ イト ペース 
| ロー に 到着 。 


連邦 軍 本 部 ジャ ブ 


ホワ イト ベー ス 、 宇 宙 船 ドッ ク に 係留 。 
| ウッ ディ ・ マ ルデン の 指揮 の 下 、 修理 
| と 補給 作業 が 開始 され る 。 


・ ア ング ラー 隊 、 ホ ワイ ト ベ ー 
ス の 追尾 の 果て に ジャ ブロ ー 宇 宙 船 
ドッ ク の 位置 を 特定 。 


シャ ア 、 公 国軍 キャ リフ ォ ル ニア ・ ペ ベー 
ス に 協力 を 要請 。 


キャ リフ ォ ル ニア ・ ベ ー ス 、 ジ ャ ブロ ー 降 
下 作 戦 を 決定 。 ガウ 攻撃 空母 と MS 
降下 部 隊 、 ジャ ブロ ー に 向け て 発進 。 


シャ ア 、 独 自 に ジャ ブロ ー 潜 入 を 開 
| 始 。 アカ ハナ を は じ め と する 工作 部 隊 
を 率い 、 地 下水 脈 か ら の 潜入 を 図る 。 


連邦 宮本 部 ジャ プロー の 全容 


期 に か け て 連邦 軍 本 


機動 戦士 ガン ダム 


UG.TIMELINE 


ジャ ブロ ー の 攻防 


UE mg04 sm07 


11 月 30 日 


目 シャ アァ 、 ジャ プ ブロー の 連邦 軍 MS 工 厳 に 潜入 


アマ ソン 川 流域 に 接近 し た ガウ 攻撃 空母 に よる ミサ イ 
ル 攻 撃 を 契機 に ジャ ブロ ー 降 下 作戦 が 開始 。 激しい 対空 
砲火 を 舞い 潜っ た 28 機 も の MS が 地上 に 降り 立ち 、 連 邦 
軍 迎 撃 部 隊 と の 間 に 戦 端 が 開か れ た 。 一 方 、 先 行 し て 
ジャ プ ブロー 潜入 に 成功 し て いた シャ ア は 、 戦闘 の 混乱 に 乗 
じ て 連 邦 軍 MS 工 原 に 時 限 爆 弾 を 設置 し た 。 MS 工大 を 

首尾 よく ジャ ブロ ー に 潜入 し た シャ 
ちの MS 


生産 拠点 ) を 発見 。 
CH 施設 と 機 


破壊 する こと で 連邦 軍 の 進撃 速度 を 鈍ら せ 、 地 上 に お け 
る 公国 軍 再 編制 の 時 間 を 稼ご うと し た の で ある 。 し か し シャ 
ア の 目論み は 思い も 掛け な い 伏兵 の 活躍 に よっ て 未然 に 
防 が れ て いる 。 ホワ イト ペー ス で 保護 され て いた カツ 、 レ ツ 、 
キッ カ の 3 人 が 偶然 に も シャ ア の 様子 を 目撃 し て お り 、 危 険 
を 願 みず に 時 限 爆弾 の 排除 に 尽力 し た の で ある 。 


児 セン ター を 抜け 出し た 

、 キッ カ の 3 人 が 出現 
ON RS 
工 座 内 を ウロ ウロ し 始め た 。 


や も な く 工作 部 降 は 9 人 を 拘 来 
時 限 爆弾 を 仕掛 けた 工 褒 に 子供 
た ち を 残し 、 施設 や MS も ろ と も 消 
し 去 ろ うと 企ん だ 。 


72u, シャ アァ と 軸 由 


だ が 葉 め を 解い た 3 は 時 要 提 天 を 回 収 。 それ を 捨て に 行く 途中 で アム ロ 
た あと 潮 遇 し 、 シャ ア の 企み を 未然 に 防ぐ こと に 成功 し て いる 。 


宇宙 船 ド ッ ク か ら 保 入 を 図る 公国 軍 MS 部 隊 だ が 、 ホワ 
イト ペー ス の MS 部 隊 を 中 心 と する 連邦 軍 の 必死 の 抵抗 
を 前 に 戦力 を 損耗 。 攻略 の 見 通し が 立た な いま ま に 半 数 
の 機体 が 失わ れ 、 描 退 を 余 位 な くさ れる こと と な っ た 。 MS 
工 席 爆破 に 失敗 し た シャ ア も 撤退 を 図る が 、 そ の 後 か ら 師 
いす が る 機体 が あっ た 。 残存 部 隊 の 掃討 に 当たっ て いた 


ガン ダム の 応 電 に 向かっ た ジム を 一 撃 で 全 し た ズゴック の 動き は 紛れ も な く 
シャ ア の も の で あり 、 アム ロ は 戦 標 を 禁じ 得 な か っ た 。 


目 ホワ イト ベース 、 ジ 


アム ロ ・ レ イ が 駆る ガン ダム で ある 。 アム ロ も シャ ア の 機体 
を 認め 、 両者 は シア トル で の 交戦 以来 、 再び 刃 を 交え る こ 
と と な る 。 この 戦闘 は シャ ア の 撤退 に よっ て 幕 を 閉じ 、 ア ム 
口 は シャ ア の 巧妙 さ に 改め て 舌 を 巻い た 。 一 方 の シャ ア も 
短期 間 で 目覚 まし く 成長 し た ガン ダム の パイ ロッ ト に プレ ッ 
シャ ー を 感じ 、 いずれ 再戦 が ある こと を 予期 し た と され る 。 


| し い 攻防 の 赤 に ガン ダム 
| は ズゴック の 片腕 を 切り 落 
し 、 や 6 な < シ ャ ア は 骨 退 
た り の 対決 は 決着 を 持 
ち 越し て 終わ っ で いる 。 


ゲ ャ プロ ー を 発進 


ジャ ブロ ー 降 下 作戦 は 連邦 軍 の 勝利 で 終わ り 、 以 後 、 公 
国軍 は 戦力 の 立て 直し と 守勢 に 回 ら ざ る を 得 な く な っ た 。 一 
方 、 勢い に 乗る 連邦 軍 は 戦闘 終了 後に 参謀 会 議 を 招集 。 
「 ビ ン ソ ン 計 画 ( 運 邦 軍 宇 軍艦 隊 再 建 計画 )」 で 建造 され 
た 北 隊 戦 力 を ソロ モン 攻略 に 向かわ せる こと が 決定 し た 。 
と は いえ 地球 周辺 の 宇宙 空間 は 未だ 公国 軍 の 支配 宙 域 


に よっ て ボワ イト バー ス は 主人 に な る こと が 年 。 こ れ に は プラ イ 
"も 反感 を 覚え た が 、 軍人 で ある 彼 に は 命令 を 受け 入れ る し か な か っ た 。 


で あり 、 無 計画 に 艦隊 を 派遣 し て も 返り 討ち に 道 う 公算 が 
高い 。 そこ で 参謀 た ち は ホ ワイ トペ ベー ス 艦 長 、 ブ ライ ト ・ ノ ア 
を 召喚 。 ホワ イト ペー ス を 達 邦 軍 第 2 連合 艦隊 (ティ アン ム 
艦隊 ) 所 属 、 第 13 独 立 部 隊 に 任命 し 、 ジャ ブロ ー か ら の 発 
進 を 命 ホワ イト ペー ス に 公国 軍 の 目 を 引き 付け 、 そ の 
間 に 主 力 艦隊 を ルナ ツー に 集結 させ よう と 考え た の で ある 。 


リ 移動 宇 
| 四 で 待ち 構え る 公国 軍 の 目 


を 引き 付け る 
時 け る こと と な : 


を 引き 


公国 軍 、 ジ ャ ブロ ー 降 下 作戦 を 開始 。 
ガウ 攻撃 空母 か ら 発進 し た MS 部 隊 
が 地上 に 降下 。 宇宙 船 ド ッ ク で 攻防 
戦 が 展開 され る 。 

シャ ア の 工作 部 隊 、 連 導 軍 MS 工 度 
に 時 限 爆弾 を 設置 。 現場 を 目撃 し た 
カツ 、 レツ 、 キッ カ を 拘束 する 。 


カツ た ち 、 拘 束 か ら 脱 出 。 時 限 爆弾 を 
回 収 する 。 


アム 口 、 カ ツ た ちか ら 時 限 爆弾 を 引き 
取り 、 投 識 する 。 
ホワ イト ペー ス MS 隊 、 迎 撃 戦 に 参加 。 


公国 軍 、 降下 に 成功 し た MS の 半数 
を 失い 、 撤退 を 開始 。 


アム ロロ 、 撤 退 す る シャ ア の ズゴック を 
発見 、 交戦 する 。 


シャ ア 、 ガ ンダ ム を 振り 切り 、 ジ ャ ブ 
ロー か ら 撤退 。 


ジャ ブロ ー 降 下 作戦 、 失 敗 に 終わ る 。 
連邦 軍 参 謀 、 ホ ワイ ト ベ ー ス を 第 13 
独立 部 隊 に 任命 。 

ホワ イト ベー ス 、 ジャ ブロ ー を 発進 。 


連邦 軍 テ ィ ア ン ム 艦隊 、 ジ ャ ブロ ー を 
発進 


e 創 通 ・ サ ン ラ ィ ズ 30-28 


機動 戦士 ガン ダム UC 


UC.TIMELINE 04 ur 04 
AU 赤い 彗星 の 再来 


仁 [ラブ ラス の 箱 」 を 巡る 戦闘 に 巻き 込ま れ た バナ ー ジ ・ リ 
N ンク ス は 、 地球 連邦 宇宙 軍 独 立 機動 艦隊 ロン ド ・ ベ ル に 
| 保護 され る 。 ど は いえ それ で 路 地 を 脱し た わけ で は な 

— ーー - - か っ た 。 「 ラ ブラ ス の 箱 」 と その 鍵 を 狙う ネオ ・ ジ オン の 首 

| 捉 フ ル ・ フ ロン タル が 、 自ら 戦場 に 姿 を 現し た の で ある 。 


パナ ー ジ 、 カ ー デ ィ ア ス か ら ユ ニコ ー 


ン ガ ンダ ム を 託さ れる , 
四 バナ ー ジ 、 ク シャ トリ ヤ と 交戦 
カー ディ アス ・ ビ スト か ら ユ ニコ ー ン ガン ダム を 託さ れ た ら ず 、 体勢 を 着 し た ユニ コー ン ガ ンダ ム を ファ ン ネ ル で 撃破 パナ ー ジ 、 ク シャ トリ ヤ と 交戦 。 クシ ャ ト 


バナ ー ジ は 、 コ ロニ ー 内 で 堪 闘 を 続け る クシ ャ トリ ヤ と 交 し よう と し た 。 多 方 向 か ら の 同時 攻撃 は 選 け られ る は ず も リヤ を コロ ニー 人 外 に 排除 する 。 


戦 。 半ば カ づ く で 相手 を コロ ニー か ら 追 い 出す こと に 成功 な く 、 マ リー ダ は 勝利 を 確信 する 。 と ころ が 攻撃 が 命中 す 
する 。 だ が クシ ャ トリ ヤ を 操る マリ ー ダ ・ ク ルス も 負け て は お る 直前 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム に 異変 が 生じ た の で ある 


ンマ レダ ム が 人 
= 人 J いる の を 好機 と 見 た マリ ー ダ 
6 は 、 フ ァ ン ネル に よる 一 青 放 
ト CT 
A 
| A 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 、NT-D を 発動 。 
クシ ャ トリ ヤ を 圧倒 する 。 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダ 
ム を 回 収 


と ころ が 運 身 の 一 彼 は ユニ 
コー ン ガ ンダ ム に 命中 し な 
か っ た 。 それ どこ ろか 析 価 の し 
下 側 で すべ て 印 き 返さ れ て 
し まっ た の で ある 


ダグ ザ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム の コッ ク 
ビ ピット ・ ハ ッ チ の 強制 開 除 を 試み る , 


た パナ ー ジ 、 医務 室 に 移送 され る 。 
| ン ガ ンダ ム が 出現 。 よう や < 気 

を 取り 直し た マリ ー ダ が 過 撃 シャ トリ ヤ に 傷 を 受 

を 試み る が な けれ ば 、 牧 を 写 れ た マリ ー ダ は その まま 舞 酸 され て いた か も し れ な い = 
ダグ ザ 、 パナ ー ジ へ の 尋問 を 試み る 。 


半 ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム を 回 収 


クシ ャ トリ ヤ と の 戦闘 後 、 活 動 を 停止 し た ユニ コー ン ガ ン マッ クー ル は 、 に パイ ロッ ト と の 面会 を 試み よう と し た 。 
ダム は ロン ド ・ ペ ル 隊 所 属 の 宇 軍艦 態 ネェ エル ん ・ ア ー ガ マ に し か し ユニ コー ン ガ ンダ ム の コッ ク ピ ッ ト ・ ハ ッ チ は 固く 閉 ざ 
され た 。 特殊 部 隊 エ コー ズ の 920 部 隊 の 司令 ダグ ザ ・ され た まま で あり 、 ダグ ザ は や む な く 強制 開 除 に 乗り 出す 。 


| コッ ピット に いる 少年 の 
楼 に 工 き を せな い ダ グ 


皿 時 桂林 気力 を 使い 生 た 


ビー 


還 ダグ ザ 、 パナ ー ジ へ の 尋問 を 試み る 


医務 室 に 搬入 され た パナ ー ジ に 対し て 、 ダ グ ザ は 尋問 を に 貢 が る 重要 な 機体 で あり 、 そ 
強行 し た 。 カー ディ アス が 保有 する 「 ラ ブラ ス の 箱 」 の 回 収 


りり 込ん で いた パ バナー 
。 と は いえ 当 の 


医 生 宏 の 外 で 衝 織 し て い 


PT 
を 要求 医 佑 ハサン の 制止 も 聞か ず 、 一 還 を 部 屋 か ら 閉め 出し 


上 フル ・ フ ロン タル 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 張 組 


ユニ コー ン ガ ンダ ム を 回 収 し 、 月 へ の 軌道 に 乗り つつ の オッ トー・ ミ タス が 次 々 と 指示 を 飛ば す 。 だ が ネオ ・ ジ オ 
あっ た ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 突然 の 衝撃 が 主 っ た 。 それ まで ン の 本 隊 は 別 の 先 の 戦 較 で 
相手 の 動向 を 静観 し て いた ネオ ・ ジ オン が 行動 を 開始 し た 発生 し た デブ リ を 誠に し て 、「 赤 い 圭 星 の 再来 」 と し て 至れ 
の だ 。 レ ウ ル ー ラ か ら 放 た れ イル を 回 避 し よう と 第 長 られ る フル ・ フ ロン タル が 自ら 行動 を 開始 し た の で ある 


L4 
本 
ノナン ジュ の 電動 性 は 
6 本 の 剛昌 プロ 
ーー SLK 


則 上 オー ドリ ー、 ダグ ザ に 拘束 され る 


異変 に 気付 いて 医務 室 を 出 よ うと し て いた バナー ジ の 
元 に 、 オ ー ド リー・ バ パー ン が 姿 を 現し た 。 戦い の 原因 が ユ 
ー ン ガン ダム に ある こと を 知っ て いた オー ドリ ー は 、 パ 
ナー ジ と 共に ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 脱出 し 、 密か に ユニ コー ン 


ガン ダム を 処分 し て し まお うと 考え た の だ 。 だ が オー ドリ ー 
の 目論み は 未遂 に 終わ る こと と な る 。 オー ドリ ー の 正体 が 
ザビ 家 の 尋 子 (ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ ) だ と 気付 いた ダグ ザ が 
彼女 の 身柄 を 拘束 し て し まっ た の で ある 。 


オー ドリ ー の 登 概 に 記憶 を 大 午 され た ダグ ザ は 、 人 
ネバ で ある と 確信 。 医務 室 で パナ ー ジ と 話し て いた オ 


旧 目 ダグ ザ 、 フ ロン タル に 交渉 を 持ち 掛け る 


神速 の 攻撃 で 対空 克 座 を 破壊 し た フロ ンタ ル に 、 ネ ェ 


アー ガマ は ミネ バ を 捕虜 に し て いる 。 攻撃 を 中 止 し な けれ 
ば 、 彼 女 の 身 の 安 全 は 保証 で き な い - そう 言っ 
パ バ の こめ か み に 統 口 を 押し 付け る ダグ ザ 。 一 方 
冷静 な 裕 勢 を 虎 さ ず 、 成り 行き を 有 静 製 する 構え を 示 


する と フロ ょ 
る ミネ バ が 本 人 だ と する 李 
EE が GEE Sc 


正 を 8 付 ) て きた 


還 バナ ー ジ 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム で 出撃 する 


周囲 の 大 人 た ち を 非難 し た 。 子供 を 人 質 に 取る ほど ラブ 
ラス の 箱 が 大 切な の か 。 それ な ら 自分 が シナ ンジ ュ を 排除 
せる 。 そう 言い 残し て 艦橋 を 飛び 出し た バナ ー ジ は 、 
ー ン ガン ダム の コッ クビ ピット に 乗り 込ん だ 


交渉 は 失敗 に 終わ り 、 逆 に フロ ンタ ル は ユニ コー ン ガ ン 
けれ ば ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 撃沈 する と 司 喝 す 
く な っ た ダグ ザ の 指 に 力 が 入り 、 見 守る 一 同 
も 緊張 を 高め る 。 する と その 場 に 現れ た バナ ー ジ が ダグ ザ と 


子供 を 人 質 に 取る な ん 
大 人 の で すか 
バナ 
笛 は 


に 欄 を 供 せ る し か な か っ た 。 に 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、 航 路上 の 障害 物 
を 排除 する た め に 主砲 を 用 い 、 自 北 
の 位置 を 寺 呈 し て し まう , 


フロ ンタ ル 、 シ ナン 撃 。 レ ウ 
ルー ラ の ミサ イル 攻撃 と デ プ リ に 紛れ 
て ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 急 接近 し 、 強襲 
を 仕掛 ける 


オー ドリ ー、 医 務 室 の パナ ー ジ を 訪 
れ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム で ネェ ル ・ ア ー 
ガマ か ら 脱 出す る よう に 諭す 


ダグ ザ 、 オー ドリ ー の 正体 に 気付 く 


ダグ ザ 、 医 務 室 に 保 入 。 オー ドリ ー の 
身柄 を 拘束 する 


ダグ ザ 、 オー ドリ ー を 人 質 に し て 、 フロ 
ンタ ル に 停戦 交渉 を 持ち 掛け る 


フロ ンタ ル 、 オ ー ド リー を 偽者 で は な い 
か と 指摘 。 逆 に 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム 
を 譲渡 し な けれ ば 艦 を 撃沈 する と 司 


喝 す る 3 


両者 の 交渉 、 決 裂 。 フロ ンタ ル 、 ネ ェ 
ル ・ ア ー ガ マ へ の 攻撃 を 再開 


パナ ー ジ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム で 出撃. 


MORE INFO! 
リ デ ィ の お 守り に な っ た 模型 


(CW) mM4 mg 
新 機動 戦記 ガン ダム W オペ レー ショ ン ・ メ テオ 、 発動 


宇宙 開発 を 開始 し た 人 類 は 年 号 を A.C.( ア フタ ー・ コ ロ 
ニー) と 改め 、 新 た な 一 歩 を 踏み 出す は ず だ っ た 。 し か 
し 宇宙 開発 を 巡る 利権 争い に 端 を 発する 紛争 が 頻発 。 


地球 圏 は 地球 較 統 一 連合 と コロ ニー 勢力 に 分 裂 し 、 連 


A.C 9 < 合 が コロ ニー 勢力 を 弾圧 する 支配 構造 が 確立 し た 。 
スペ ー ス ・ コ ロニ ー の 建設 が 開始 され る 。 A.C.175-- 指導 者 ヒイロ 、 暗殺 され る 。 
地上 の 紛争 が 宇 画 に も 流 及 。 武力 行使 、 妨 害 工作 が 病 発 。 コロ ニー の 独立 運動 、 急速 に 後退 。 
1 コロ ニー 完成 。 大 量 の 移民 が 宇宙 に 移住 する 。 ロー ム フ ェ ラ 財 団 を 母体 と する 軍事 結社 0Z、 5 人 の 科学 者 に 戦 較 用 
A.C.139…-… 地球 国 統 一 連合 に よる コロ ニー へ の 王 渉 阻止 を 目的 と し た 「 コ ロニ ー MS トー ル ギ ス を 開発 させ る 。 
自治 機構 が 発足 。 A.C.176…… コロ ニー の 角 立 連動 が 机 多 。 
ALC.165.…… コロ ニー 側 に 、 非 時 力 の 外交 容 勢 を 見 せる 指導 者 ヒイロ ・ ユ イ が 連合 、 コロ ニー に 派兵 。 独立 勢力 を 列 圧 する 。 
台頭 する 。 A.C.180・…… 連合 、 MS リー オー を ロー ルアウ ト 、 
指導 者 ヒイロ 、 非武装 ・ 非 暴力 の 考え を まとめ た 「 コ ロニ ー 非 臣 装 宣 連合 、 完全 平和 主義 を 唱え る 欧州 の 小国 サン ケ キン グ ダ ム に 侵攻 。 


言 ] を 立案 する 。 
指導 者 ヒイロ 、 コロ ニー 側 の 連合 か ら の 独立 を 要求 する 。 


0Z 総 帥 に トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ が 就任 。 


A.C.195 4 月 7 日 
] 目 コロ ニー 勢力 、「 オ ペレ ーション ・ メ テオ 」 を 発動 


ん C.195、 連合 の 圧政 に 耐え か ね た コロ ニー 勢力 の 一 。 軍 と 秘密 結社 0Z( オ ズ ) に 対す る 破壊 工作 を 実施 する こと 
部 が 「 オ ペレ ーション メテオ ]」 を 敢行 。 限 石 に 偽装 し た 5 機 と な っ た 。 一 方 、 目 議 み を 見 破っ た OZ 特 佐 ゼ クス ・ マ ー キ 
の MS (ガン ダム ) と パイ ロッ ト が 密か に 地球 に 降下 し 、 連 合 。 ス は 、 大 気 囲 突入 中 の ウイ ング ガン ダム の 撃墜 を 試み る 。 


P ッッ て た ロマ ー 不 覆 物 人 の 正体 が コロ ニ - 

/ FT カ の MS (ウイ レグ ガン ダム ) で 
ある こと を 二 し た ゼクス は そ 
ンダ ム の 地下 は | の 回 必 を 湊 生 。 ま イ は リー 
| を 本 近 さ せ 、 相手 の 動き もじ 


オペ レー ショ ン ・ メ テオ 、 発動 。 5 機 の 
ガン ダム 、 地球 に 降下 する , 


ゼクス 、 地 上 に 向け て 降下 中 の ウイ 
ング ガン ダム と 交戦 


ウイ ング ガン ダム 、 海中 に 水没 。 パイ 
ロッ ト の ヒイロ 、 近く の 海岸 に 漂着 。 


{ 


リリ ー ナ 、 ヒイロ を 発見 


ヒイロ 、 リ リー ナ の 前 か ら 逃 走 。 の ち 
に 身分 を 偽っ て 、 リリ ー ナ の 通う 学園 
に 編入 する 。 


こつ | 


人 Re を 間 きえ まれ て 洒 下 も = 


た また ま 地 琲 星井 を シャ トド 道 変更 も まま な ら な い ウ イン グ ガ ORE IN | 
| W| 欠 ンダ ム 。 一 方 、 セ クス は リー オー ORE INFO! 
も の を わら 上 出 。 答 の 見 守る 崩 で 2 旨 


の MS は 藻 面 に 論 穴 し 、 注 間 に 
し で いっ た 


真 の オペ レー ショ ン ・: 


A.C.195 4 月 7 日 
) 目 ヒイロ 、 リ リー ナ と 遭遇 する 


ゼクス の 攻撃 で ウイ ング ガン ダム は 海中 に 没 し 、 パ イロ ッ よう と する 。 だ が 任務 を 最 優先 する ヒイロ は リリ ー ナ の 助け 
ト の ヒイロ ・ ユ イ は 近く の 海岸 に 流れ 着い た 。 波打ち 際 に を 拒絶 。 それ どこ ろか リリ ー ナ に 顔 を 見 られ た こと に 焦り 
横たわる ヒイロ を 見 つけ た リリ ー ナ ー ド ー リ アン は 彼 を 助け 彼女 を 抹殺 すべ く 、 行 動 を 開始 し た の だ っ た 


准 康 晶 和 、 編入 生 と し て 赤 を 
現し た ヒイロ に リリ ー ナ は 無 
1 き 、 貞 味 E 析 く 。 だ が ヒイロ 

= 』 EN 


衝 還 の た め に ヘル メッ ト を 外し た リリ ー ナ だ ゲ 、 業 靖 を 
時 。 リリ ー ナ に 挟 い 一 引 を 投げ つけ る と . 無 若 で その 場 か ら 立ち 去っ た 


32-29 


新 了 動 昌 ガン ダム W 


ALE.TIMELINE 


四 ヒイロ 、 デュ オ と 遭遇 


連合 軍 が ウイ ング ガン ダム の 回 収 を 進め る 陰 で 、 ゼ クス 
も 独自 に 回 収 作戦 を 開始 する 。 だ が 作業 の 途中 で デュ 
オ ・ マ ックス ウェ ル が 操る ガン ダム デス サイ ズ が 出現 。 ウイ 


イロ は 機密 保持 の た め に 機体 の 破壊 を 試み る が 、 彼 に 思 
味 を 抱く リリ ー ナ に 邪魔 され 、 目的 を 果たせ ず に 終 


代筆 で ウイ ング ガン ダム を 攻 
撃 し た ヒイロ だ が 、 デ ュ オ の 
統 困 が も と で 失神 し て し まう 
その 後 、 ヒイロ は 較 全 策 
読 に 通 至 され た が . デュ オ の 
手 競っ て 説 出 。 再び ウ 
イン グ ガ ンダ ム に 業 る こと と 


目 ガン ダム 、 各地 で 破壊 工作 を 


コル シカ 島 の 連合 軍 基 地 に 向かっ た ゼクス は 、 ガ ンダ ム 
に 匹敵 する 能力 を 有する MS トー ル ギ ス を 受け 取る 。 と ころ 
が ガン ダム へ ビー アー ムズ と ガン ダム サン ドロ ッ ク が 基地 を 


= 


ズ と サン ドロ ッ ク の 下 攻 に よっ て コル シカ 基地 は 江 。 た た 


ギ ス の 受入 に 成功 し て いる , 


ン ガ ンダ ム が 出現 。 これ を 度 切り に 世界 各地 の 連合 宣 施 
設 が ガン ダム に よっ て 次 々 と 前 撃 を 受け る こと に な っ た . 


レイ クー ビク トリ ア 基 地 に は 
MS パイ ロト 甘 成 放 設 が 
| の ニン ロン ガン ダム に 
折線 兵 が 捧 ん だ 。 だ が シェ 
ン ロ ン の パイロ で ある 大 
石飛 の 無情 な 攻撃 を 受け 
て 全 蒲 し て いる 


ii 


目 ドー リア ン 外 務 次 官 購 殺 事件 が 発生 


ガン ダム に よる 攻撃 は コロ ニー 勢力 の 附 謀 と 見 な し 、 連 
合 上 層 に 臣 義 強化 論 が 提出 され る 。 だ が 外務 次 宮 の ドー 
リア ン は 全面 的 な 軍事 衝突 を 恐れ 、 娘 リリ ー ナ を 連れ 立っ て 


コロ ニー 指導 者 と の 会 談 に 玩 ん だ 。 交渉 は 成立 し 、 両 勢 カ 
の 軍事 衝突 は 回 選 さ れ た か と 思わ れ た 。 し か し トレ ー ズ の 秘 
規 官 で ある レデ ィ ・ ア ン が 密か に 策略 を 張り 進 ら せ て いた . 


ME 
アン が 仕 格 け た 坦 発 物 が 起 坦 し 、 多数 の 元 供 理 が 生じ て し まっ た 


ニー 容 半 者 と の 会 談 に 外 ん だ ドー リア ン 。 し か レレ ディ ・ 


ドー リア ン 自 も 次 死 の 重 


ン は リリ ー ナ を 呼び 寄せ 
待 交 が 通 合 軍 に よっ て 減 
ピ 


げた の だ っ た 


っ 
アデ 


半 ヒイロ 、 連合 の 稔 健 派 将校 を 手 に 掛け る 


0Z 総 帥 の トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ は 、 ガ ンダ ム の 磁 壊 
活動 を 利用 し て 、 あ る 計 路 を 実行 に 移す こと に し た 。 ニュ ー 
エド ワー ズ 基 地 で 開催 され る 連合 国家 会 議 に OZ 上 誠 部 


が 集結 する と いう 情報 を わざ と 流し た の だ 。 情報 を 入手 し 
た ヒイロ を は じ め と する ガン ダム パイ ロッ ト は ニュ ー エ ド ワ ー 
ズ 基 地 に 集結 。 連合 国家 会 議 を 奇襲 し た の だ が 

トレ ー ズ の 情報 を 剛 き つけ た ガン 
ダム パイ ロッ ト が ニュ ー エ ド ワ ー ズ 


8 を 畠 本 。 下 信 注 は シャ トル で 
脱出 を 計 み る が 


連合 軍 お よび ゼクス 、 ウイ ング ガン ダ 
ム の 回 収 作戦 を 開始 


デュ オ 、 回 収 部 隊 を 前 撃 。 ウイ ング ガ @ 
ンダ ム を 強奪 する . 


ヒイロ 、 ウ イン グ ガ ンダ ム の 破壊 を 決 
意 。 リリ ー ナ に 阻ま れ て 計画 は 失敗 
し 、 連合 軍 病 院 に 軟禁 され る 。 


ヒイロ 、 ディ オ の 手助け に よっ て 軍 岳 
院 か ら 脱 出 


ガン ダム へ ヘビー アー ムズ と ガン ダム サ 
ンド ロッ ク 、 コル シカ 基地 を 騰 撃 。 


シェ ン ロ ン ガン ダム 、 レイ ク ・ ビ クト リア 
基地 を 負 撃 。 


連合 外務 次 官 ドー リア ン 、 コ ロニ ー 
指導 者 と の 会 談 に 臨む 


レデ ィ ・ ア ン 、 破 壊 活動 を 実施 。 3 
乱 に 乗じ て ドー リア ン を 暗殺 する 。 


トレ ー ズ 、 連 合 国家 会 議 に 関す る 情 
報 を リー ク す る 。 


5 機 の ガン ダム 、 国 家 会 議 が 開催 さ 
れる ニュ ー エ ド ワ ー ズ 基地 に 出現 に 
破壊 活動 を 実施 する 。 
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機動 戦士 ガン ダム 0080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


新型 ガン ダム を 如 る 戦い 


0 mM4 mml1 
新型 ガン ダム を 巡る 戦い 


一 年 戦争 末期 、 戦乱 の 超 勢 が 決ま りつ つ あ る 中 で 、 ひ と 
つの 戦い が 勃発 し た 。 地 球 連 邦 軍 が ニュ ー タ イプ 用 新型 
ガン ダム を 開発 中 と の 情報 を 入手 し た ジオ ン 公 国軍 が 
機体 強奪 作戦 を 実行 し た と の で ある 。 だ が 作戦 は 失敗 に 
終わ り 、 事態 は 思わ め ぬ 方 向 に 進ん で いく の だ っ た 。 


U.C.0079 7 月 … RX-78-1 プロ ト タ イ プ ・ ガ ンダ ム 、 ロー ルアウ ト 。 
1 月 3 日 一 年 戦争 動 発 。 8 月 … 連邦 軍 、 RX-78NT-1 アレ ックス の 開発 を 開始 。 
1 月 10 日 スペ ー ス ・ コ ロニ ー 「 ア イラ ンド ・ イ フィ ッシュ 」、 オー スト ラリ ア 東 海岸 1 1 月 7 日 …… 連邦 事 、「 オ デ ッ サ 作 戦 」 を 開始 

に 落下 。 11 月 30 日 …… 公国 軍 、「 ジ ャ ブロ ー 降 下 作戦 」 を 開始 。 
1 月 11 日 サイ ド 6、 中 立 宣言 。 12 月 アレ ックス 、 連邦 東南 極 基地 に 移送 。 
1 月 31 日 …… 地球 連邦 と 公国 、 南極 条約 を 総 結 。 12 月 6 日 公国 軍 サ イク ロ プ ス 隊 、 地球 に 降下 
4 月 1 日 連邦 軍 、「V 作 載 ] と 「 ビ ン ソン 計画 ] を 発動 。 12 月 8 日 


サイ クロ プス 隊 、 ユー コン 型 潜水 艦 で 南極 基地 へ 向け て 移動 開始 。 


目 サイ クロ プス 隊 、 連邦 軍 北 極 基地 を 製 撃 


キリ ング 中 佐 、 ア レッ クス の 強奪 作戦 
を 発案 。 


連邦 軍 オ ー ガ スタ 基地 で 開発 され た ニュ ー タ イブ 用 ガ 
ンダ ム (アレ ックス ) が 北極 基地 か ら 宇 宙 へ 移送 され る と 
の 情報 を 入手 し た 公国 軍 参 謀 の キリ ング は 機体 礁 取 を 計 


ズゴック E と ハイ ゴッグ に 
分 業 し た サイ クロ プス 用 
は 海中 か ら 北 相 革 地 に 
| 秩 近 。 移 送 作業 中 の ア 
OAPI 


て に 便 入 し た ハイ ゴン グ 2 機 が 
人 する ー ガ タン ュ クイ サー は 地 の 仙 へ に もの た 


目 アレ ックス 、 サイ ド 6 の リボ ー・ コ ロニ ー に 到着 


画 。 ハー ディ ・ シ ュ タイ ナー 率い る 特務 部 隊 (サイ クロ プス 
隊 ) を 派遣 し た 。 作戦 に 当たっ て シュ タイ ナー は 海中 か ら 強 
民 を 仕掛 け 、 機体 を 搭載 し た シャ トル に 肉薄 し た が 


サイ クロ プス 隊 、 地球 に 派遣 され る 。 


サイ クロ プス 隊 、 連 邦 軍 北極 基地 を 
強襲 。 著 戦 し た も の の アレ ックス 強 
奉 に 失敗 。 


アレ ックス 、 サイ ド 6 の リボ ー・ コ ロニ ー 


に 到着 。 
入 作業 中 の シャ トル を 発見 し た アン ディ ・ ス トロ ー ス が 共 畔 を 20 え アル 、 宇 宙 港 に 侵入 。 搬送 作業 中 の 
次 を 落と し て し まっ た アレ ックス の コン テ ナ を 撮影 する 、 


サイ クロ プス 慰 の 閉 戦 箇 し <. 
アレ ックス を 格 載 し た シャ トル 
は 北村 基地 を 発 六 。 作 明 は 
失 牙 に 終わ っ た と 葛 わ れ た の 
だ が 


中 立 コ ロニ ー、 サ イ ea 


北極 基地 を 発進 し た シャ トル は サイ ド 6 の リボ ー・ 
に 到着 、 そ の 日 の うち に 連邦 軍 U.N. メ ディ カル ・ セ ンタ 
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情報 が 異 星 す る 心配 は な い は ず と ころ が 好奇 必 
計 盛 な 民間 人 の 少年 (アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハニ アル ) が 、 
移送 中 の コン テ ナ の 様子 を 録画 し て いた の で ある 。 


目当て の シャ トル から 中 る さ 
れ た の が 価 の 変 拓 の な い ユ 
ンチ テ ナ だ に わか り 、 が っ か り 
する アル 。 まさか アレ ックス 
が その コン テ ナ に 硬 さ れ て 
いる と は 思い も 寄ら な か っ た 
= Eo 


目 公国 軍 、 リ ボー・ コ ロニ ー に 対す る 成 力 偵察 を 実施 


新型 ガン ダム を 守る 戦い 


アレ ックス の 移送 作業 と 前 後 し て 、 公 国軍 MS 部 隊 が リ 
ポー・ コ ロニ ー へ の 威力 偵察 を 実施 し た 。 メデ ィ カ ル ・ セ 
ンタ ー を 隠れ 姜 に し て 中 立地 帯 で 行動 する 連邦 事 の 実態 


を 調査 し よう と し た の だ 。 し か し 任務 は 失敗 。 さら に 新人 パ 
イロ ッ ト の バー ナー ド ・ ワ イズ マン (バーニィ ) は 機体 に 損傷 
を 受け 、 郊外 に 不 時 藩 せ ざ る を 得 な く な っ て し まっ た 。 


7 
だ アル だ 上 
っ た 


1 


内 で 容 多 まっ た 電 和 に 、 一 和 は 弘 
被弾 し た 公園 宣 MS の 従 を 追い か み け て い - 


12 月 14 日 


目 公国 軍 参 謀 キ リン グ 中 佐 、 「 ル ビ コ ン 作 戦 」 を 発動 


公国 重 MS パ パイ ロッ ト (パー 

<) と 出会っ た アル は 、 
と 引き 換え に 宇 軍港 
を 注 し て し 
竹 に 団 く 


を 
斉 


バー ニ ィ が 持ち 帰っ た 映像 か ら ア レッ クス の 所 在 を 確認 し 
た キリ ング 中 佐 は 、 こ の 機体 の 再審 取 作 戦 「 ル ビ コ ン 作戦 」 
を 発動 。 北極 基地 で の 任務 に 失敗 し た サイ クロ プス 隊 に 


キリ ング 中 仁 に 呼び 出さ れ た サイ クロ プス 離 の 硬 々 は 、 北 林地 で の 失 
加 を 取り 戻せ と の 指示 を 受け て 、「 ル ピコ ン 作 骨 に 参加 する こと に な っ た 


目 公国 軍 、 リボ ー・ コ ロニ ー に 陽動 作戦 を 仕掛 ける 


出動 命令 が 下っ た 。 中 立地 帯 で の 積極 的 な 戦闘 行 為 に 
シュ タイ ナー は 難色 を 示す 。 と は いえ 上 官 の 命令 は 絶対 で 
あり 、 や む な く サイ クロ プス 騰 は サイ ド 6 に 向かっ た の だ っ た 。 


| RE し た アン ディ の 代わ に 
で サイ クロ プス 醒 へ の 配属 が 
決定 し た / と は いえ 


人 
は 6 で パー の 
配置 は ネリ ング 中 体 の あか ら 
一 さま な 者 が ら せ と 思わ れ た . 


サイ クロ プス 譜 の リボ ー・ コ ロニ ー 潜 入 に 先 皿 け て 、 公 
国軍 が 陽動 作戦 を 開始 し た 。 民間 賀 物 船 に 擬 桂 し た 特 
季 艇 を MS 部 隊 で 凍 撃 する 素振り を 演じ 、 連 邦 軍 駐 留 郎 

に 


rar 


パー ニ ィ か ら の 叙 手 信号 を 受け た | 
施 暫 鍵 中 王 に 還 け 
付け 、 本 来 は 中 立地 帯 で ある リ 
ギー・ コ ロニ ー 宙 域 で 両 軍 に よる 
若い い 香 較 が 始ま っ た 


目 アル 、 サイ クロ プス 隊 の 潜伏 先 を 発見 


隊 を 引き 付け よう と し た の で ある 。 計 踏 は 成功 し 、 連 邦 軍 
の 視線 は 公国 軍 MS 部 隊 に 釘付け と な り 、 そ の 間 に 特 季 
態 は リボ ー・ コ ロニ ー に 入港 し た の だ っ た 。 
い の 合間 を ‘aa 
近 し た 特務 細 は 、 計 に 
も 人 怪し まれ ず に 宇宙 港 に 入港 す 
る こと が で きた 


バー ニ ィ は 、 物 と に コロ ニ : 
半生 た 


首尾 よく コロ ニー 内 に 潜入 し た サイ クロ プス 隊 は 、 潜 伏 
先 で 攻撃 準備 を 進め る と 共に 、 ける 情報 
収集 を 開始 する 。 だ が ほど な くし て 予想 外 の 事態 が 発生 し 


トレ ー ラ ー の 運転 
び 業 っ て し まう 。 そし て 大 ちず も | 


を 包め た アル は 思わ ず 磯 疾 デ ッ キ に 飛 
江 付 先 ま で 吾 條 し て し まっ た 。 


た 。 パー ニ ィ の 次 に 気付 いた アル が 潜伏 先 まで や っ て き て 
し まっ た の で ある 。 や む な く シュ タイ ナー は バー ニ ィ に アル 
の 見 張り を 言い 付け 、 相手 の 懐柔 を 試み た 。 


林 宙 が 漏れ る こと を 恐れ た 
アル を 仲間 


シュ タイ ナ 
に 引き 込む 手 に 出る 。 サイ 
2 の 人 3 
LC 


込ま れ 1 
SH し て いる 。 


[前 | mM4 serO1 


公国 軍 、 リボ ポー・ コ ロニ ー に 対す る 威 
力 債 察 を 実施 。 
パー ニ ィ 、 ア ル と 遭遇 。 アル が 撮影 し 


た 映像 を 入手 する 。 


パー ニ ィ 、 リポ ー・ コ ロニ ー か ら 脱 出 。 
月 面 基地 (グラ ナダ ) に 帰還 。 


キリ ング 、「 ル ビ コ ン 作戦 」 を 発動 。 サ 
イク ロ プ ス 隊 に 出動 命令 が 下る 。 


パー ニ ィ 、 補 充 要員 と し て サイ クロ プ ブ 
ス 隊 に 編入 され る 。 


「 ル ピコ ン 作 戦 」、 開始 。 


公国 一 、 サ イド 6 宙 域 で 陽動 作戦 を 
開始 。 連邦 軍 駐 留 部 隊 の 注意 を 引 
き 付 ける 。 


サイ クロ プス 隊 、 民 間 貨 物 船 に 擬装 
し て リボ ー・ コ ロニ ー に 潜入 。 


サイ クロ プス 隊 、 
先 に 到着 。 


コロ ニー 内 の 潜伏 


アル 、 バ パー ニ ィ の 後 を 追っ て 潜伏 先 
に 姿 を 現す 。 


シュ タイ ナー、 バ パー ニ ィ に アル の 見 張 
り を 言い 付け る 。 


eta・ ッ サン ライ テ 
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機動 戦士 ガン ダム F91 


UC.TIMELINE mM 
旨 動 戦 十 ガ ンダ ム F8 フロ ンティア 、 急襲 


綴 U.C.0100、 ジオ ン 共 和 園 の 自治 権 放棄 が 宣言 され た 
» こと で 、 地 球 圏 に は 恒久 的 な 平穏 が も た ら さ れ た か に 
見 えた 。 と ころ が 安 増す る 間もなく 、 新 た な 戦火 が 発生 
っ する 。 新興 サイ ド の フロ ンティア IV が 「 ク ロス ボー ン ・ バ 

し 9 ン ガ ー ド 」 を 名 乗る 武装 勢力 に 急襲 され た の で ある 。 


U.C.0093~U.C.0116 
U.C.0093.09… 地球 連邦 軍 内 の 話 問 機関 で ある 戦 路 戦術 研究 所 が 、 海 軍 戦 | U.C.0106-………… ブッ ホ ・ コ ン ツ ェ ルン 、 橿 秘 裏 に クロ スポ ー ン ・ バ ン ガ ー ド (CV) 
四 研 究 所 サナ リィ (S.N.R.L) と し て 再編 され る 。 を 設立 。 
U.C.0100 ジオ ン 共 和 国 、 自 治 権 の 放 節 声明 を 発表 。 U.C.0111.10…… 連邦 軍 、 次 期 主力 MS 採用 コン ペ を 決定 。 サナ リィ の F90 シ リー 
連邦 政府 、 地球 園 か ら の 戦争 根絶 を 宣言 。 ズ が 、 AE の MSA-120 シ リー ズ を 下 し て 制式 採用 され る 。 
U.C.0102 サナ リィ 、 小型 高 性 能 MS の 開発 を 提唱 。 U.C.0113……-…・ ハウ ゼリー・ ロ ナ 、 [地球 保全 法案 」 「 過 当 医 療 廃止 法案 ] を 
U.C.0105.05…… AE (アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 ) 、 独自 に 小型 MS の 開発 連邦 議会 に 提出 。 
に 療 手 。 ハウ ゼリー・ ロ ナ 、 暗 和 殺さ れる 。 
U.C.0106………… 連邦 政府 、 新規 コロ ニー の 開発 事業 を 再開 。 U.C.0116.07. サナ リィ 、 F91 を ロー ルアウ ト 。 
3 月 16 日 本 。 


CV、 フ ロン ティ ア ・ サ イド に 対す る 


老 目 クロ スポ ボー ン ・ パ バン ガー ド 、 フロ ンティア IV に 潜入 潜入 工作 を 実施 。 MS 部 隊 が フロ ン 


平穏 な 世情 に 博 省 を か き 、 人 退廃 の 一 途 を 続け る 地球 連 。 導 の 新 国家 (コス モッ バビ ピロ ニア ) を 打ち 立て る た めで ある プイ 7 に 汰 入 する 
孝 下 府 に 見 切り を つけ た ブッ ホコ ン ツ ェ ルン 当 主 の マイ ッ マイ ッ ツァ ー か 5 の 特命 を 受け た CV 司令 官 の 鉄 仮面 ( カ フロ ンティア WV の フロ ンティア テ 維 合 演 
ツァ ー・ ロ ナ は 、 任 族 に よる 新た な 編 治 機構 の 設立 を 目指 ロッ プ ・ ロ ナ ) は 先 民 部 隊 の 浜中 を 決定 。 コス モ ・ パ ビ ロ 還 で 押 が 開 作れ る 3 
し て 行動 を 開始 。 私 設 軍隊 クロ スポ ー ン ・ バ ン ガ ー ド (CV) ニア の 首都 と な る べき コロ ニー (フロ ンティア MV) に 、CV が WN 
CV、 フ ロン ティ ア M 内 部 に 潜入 成功 。 


に よる フロ ンティア ・ サ イド 侵攻 を 命じ た 。 この 地 に 貴族 主 誇る MS 部 藤 が 記 々 と 潜入 し て いっ た 。 


迎撃 任務 に 向かっ た 連邦 軍 MS 部 隊 
と の 間 で 戦闘 が 発生 する 。 


CV、 連邦 軍 MS 部 隊 を 圧倒 する 。 


Y \ 
0 EN 2 だ 
hk20 は 遂 去 の 間 特 で ある に 
、 ・ I ーー 一 人 2 加東 人 に し て み 
ーー ュー > ー = 凌い は CV の 出現 は 信じ 尊い 
間 の 生 和 結い 間 っ た CV の 先 避 部 が 江 入 を 開 和 。 双 補 が 手 a EW Ch mR 
< 


思 に な っ て いる 字 宣 浴 の ハッ チ を 裕 し て 、 各 な く コ ロニ ー 内 に 入り 込ん だ 。 還 i iiiro 


目 フロ ンティア 内 部 で MS 戦 が 発生 


その 頃 、 フロ ンティア M の 総合 学園 は 学園 祭 の 真 最 中 上 空 に CV の MS が 出現 し た の だ 。 さら に 現場 に 急行 し た 
で 、 今 年 の キャ ン パ スク イー ン を 決定 する ミス コン が 開催 さ 。 連邦 軍 MS が 迎撃 を 開始 。 コ ! 内 で MS 戦 が 始ま っ て 
れ て いた 。 学園 外 か ら も 見 物 客 が 大 挙 し て 押し 寄せ 、 人 込 、 し まう 。 突然 の 出来 事 に 果 然 と し て いた 人 々 は 、 繋 謙 さ れ 
み で ご っ た 返す 会 場 の あちこち か ら は 楽し げ な 笑い 声 が 上 た MS の 破片 が 学 | 下 し 、 死 作者 が 出る に 至っ て 、 よ 
が る 。 し か し 次 の 衣 間 、 笑 い 声 は 悲鳴 に 変わ っ た 。 学園 の う や く 錦 妹 の 子 を 前 ら す よう に 人 逃げ 出し た 。 

CV は 潜入 に 期し て 一般 
市 民 に は 手 を 出さ な いと 


宣言 。 市 民 や 市 条 地 へ 
の 守 守 を 析 力 回 選 し よう 


て いた 。 


CV の 小 処 MS を 前 に し て ーー 方 砂 音 を 午 い られ る 運 
邦 東 の 時機 は は と ん 多重 は 同軸 へ の 攻 を 考 
ど 引 が 立た ず 、 抵抗 5 しま 護 せ ず 、 い た ずら に 戦線 を 
質 も で きず に 守 全 され 衣 放 8 状 大 。 市 民 か ら 衝 竹 者 が 
て し まう 、 ~ 村 出 する 結 挟 と な っ で て し まう 
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可 和 編 寺 ガン ダム FB1 


U.E.TIMELINE nc 


3 月 16 gz 
"3 = 
目 シー ブッ ク 、 友人 た ちと 脱出 を 図る 
戦闘 に 巻き 込ま れ た 工科 生 シ ー ブ ッ ク ・ ア ノー は 妹 の 一 達 を 辿っ て いく 。 し か も シー ブッ ク の よう な 素人 が 見 て も 
リィ ズ や ミス コン 候補 の セシリー・ フ ェ ア チ ャ イル ド と 共に あり 、 彼 ら に 助け を 求め る わけ に も 
安全 な 場所 を 求め て | に 。 と は いえ どこ に 行け ば 置 され た エレ 


いい の か わか ら ず . て いる 間 に も 戦闘 は 拡大 の カ に 飛び 乗る と 、 と りあ え ず 戦場 か ら 難 れ よ うと し た 


6 NM ン UOCR kt 

リー は 不可 能 な 耳 夫 り に 悩 

に J まさ れ て いた 。 実は 母 靖 の 

r ミ | ー te_ 形見 の ピア ス が 嘩 っ て いた 

下 炎 を 授 れ で 必死 に エレ カ を 葬る シー ブッ ク 。 と は い ぃ 購 の だ が 、 今 の セシリー が 気 
の みわ か る は ず も な く 、 靖 節 に 移動 し 続け る し か な か っ た | 明生 < は で も な か っ た 


目 シー ブッ ク 、 ロイ 戦争 了 物 館 に 向かう 


エレ カ で の 移動 途中 、 同 じ 学 園 に 通う ドワイト ・ カ ムリ 戦争 情 物 館 に も 退避 シェ ルター が 用 意 さ れ て いる と いう の 


と 合 渡し た シー ブッ ク は 、 彼 か ら 有 益 な 情報 を 入手 し た だ 。 その 言葉 に 従っ て 博物 館 に 向かっ た シー ブッ ク た ち 

連邦 軍 駐 留 部 肛 副 司令 の 息子 で ある ドワイト は コロ ニー と ころ が いく ら 大 声 を 上 げた り 麟 を 叩い た り し て も 博物 館 
内 の 部 隊 配 置 や 各種 施設 に 通じ て お り 、 近 くに ある ロイ か ら の 応答 は な く 、 シー ブッ ク た ち は 途 方 に 暮れ て し まう 

し 3 | 回 方 に あれ る シー プ ナック 

| た ちの 貢 に 地 考 き が 馬 

4 ai く もし て 番 音 と 共に | 


到 工 し た シー ブッ ク た ち 。 し 
は 固く 閉ざさ れ て お り 、 どう や っ て も 中 に 入れ な い 状 重 だ っ た 


= 


3A16 
| シー ブッ ク 、 新た な 脱出 経路 へ と 向かう 


ガン タン ク R-44 で CV を 撃破 し よう と 怪 気 火 を 上 げ る ロロ と コロ ニー 外壁 を 結ぶ 退 選 口 を 漬 し 、 備え 付け の ノー マル 
イ を 万 目 に 博物 館内 に 歩 を 踏み 入れ た シー ブッ ク は 、 退 避 。 スー ツ ま で 勝手 に 使っ て いた の だ 。 これ で は 逃げ よう が な 
シェ ルター の ハッ チ を こじ 開け た 想定 外 の 事態 に カ いと 頭 を 換え る シー ブッ ク 。 それ で も 仲間 の ドロ シー・ ム ー 
が 抜け て し まう 。 博物 館 の 拡張 を 進め る ロイ は シェ ルター ア が 聞き つけ た 情報 が 新た な 攻 望 を も た らし て くれ た 


7 4 形 al 
PO 
TT 


| た 6 きれ た 。 24 栓 棋 で 較 
看 衝 氏 選 和民 を 
て いる と 言う の だ 


目 ロイ 、 独断 で 応戦 を 決意 する 

シー ブッ ク が 24 機 橋 に 向かう 準備 を 進め て いる 最 中 、 サ 
ム ・ エ ル グ や ジョ ー ジ ・ ア ズ マ を は じ め と する 数 名 が ロイ へ の 面 と な り 、 大 声 で 様 を 飛ば す 。 その 一 方 、 シ ー ブ ッ ク は 友人 
協力 を 申し 出 た 。 これ 以上 あや ふ や な 情報 に 振 た ちの 行動 に 異 を を 唱え る 。 載 い を 遊び 感覚 で 捉え て いる 
くら いな ら 、 自分 た ちの 手 で CV を 撃退 し よう と いう の だ 。 率 サム た ち に 危険 な も の を 感じ 取っ て いた 
自分 た ちの 手 で 凍 地 か ら 
朗 し よ と する サム た ち 。 平 
時 な ら ば 楼 め られ る べき 才 


え だ が 、 実際 に は 無 以 
外 の 何 物 で も 4 か っ た 


Wa で 年 
た ち を 業 せ た まま ロイ は 条 ん で 
| 発進 接近 する CV の MS に 対 

BS bri rt 


し 


館 の 運用 資金 を 連邦 事 


| 3 トン 
音 | ves. ts 『 


Va [Dd sm 


| 
j=al ミ 較 コロ ニー 内 で の 戦闘 、 拡 大 の 一 途 を 
辿る 


シー ブッ ク 、 セ シリ ー ら 仲間 と 共に 学 
園 を 離れ よう と する 。 


シー ブッ ク 、 放 棄 さ れ て いた エレ カ に 
乗り 、 戦場 か ら の 脱出 を 図る 。 


シー ブッ ク 、 ド ワイ ト ら と 合流 。 ロイ 戦 
争 博物 館 に 退避 シェ ルター が 設置 さ 
れ て いる と の 情報 を 得る 。 


シー ブッ ク 、 戦 争 博物 館 に 到着 。 施 
設 内 に 入る 。 


ロイ 、 展 示 品 の ガン タン ク R-44 を 起 
動 。 CV を 撃退 し よう と する , 


シー ブッ ク 、 退避 シェ ルター が 使い 物 
に な ら な いこ と に 気付 く 。 


ドロ シー、 連 邦 軍艦 艇 が 24 機 橋 で 選 
難民 を 待っ て いる と の 情報 を 得る 


シー ブッ ク 、24 機 橋 に 向かう 準備 を 
進め る 


サム 、 ロ イ に 協力 し て ガン タン ク R-44 
の 戦闘 準備 を 手伝う 


シー ブッ ク 、 サ ム た ちの 説得 を 試み る 
が 失敗 


IORE INF 
ロイ 戦争 博物 館 の 実態 
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UE.TIMELINE CT mM04 sD5 


に ジャ ブロ ー 侵 攻 作 戦 


出資 者 た ち に 半ば 強要 され 、 エ ゥ ー ゴ は ジャ ブロ ー 侵 
» 攻 作 戦 の 準備 に 入っ た 。 地球 連邦 軍司 令 部 の 置か れ た 

ジャ ブロ ー を 制圧 すれ ば 、 テ ィ タ ー ン ズ を 制圧 で きる と 
踏ん だ の だ 。 だ が 計画 は 察知 され 、 大 気 圏 上 層 部 に お 
いて 攻防 戦 が 繰り 広げ られ る こと に な っ た 。 


7 ャ ブロ ー 慢 攻 作戦 


アー ガマ 、 ア ンマ ン で 補給 物資 を 受領 。 


目 アン マン を 巡る 戦闘 が 発生 


ジャ マイ カン ・ ダ ニン ガン 、 アン マン へ 


ティ ター ンズ の カク リコ ン 隊 を 撃退 し た アー ガマ ト 
ブ プロー 侵攻 作戦 に 備え て の 新装 備 (メガ ・ パ ズー カ ・ ラ ン 
チャ ー や フラ イン グ ア ー マ ー) が 続々 と 狼 入 され る 。 一 方 、 


人 順 名 入 を 析 え て 出 虎 し よう と する アー ガマ 
ミサ イル が 詳 い 描か り . アー ガマ は 宇宙 港 に 釘付け に 


ティ ター ンズ も それ を 静観 し て いる つも り は な く 、 月 面 都市 
アン マン を 出航 し よう と し て いた アー ガマ を 急 講 。 アン マン 
の 宇宙 港 も ろ と も アー ガマ を 破壊 し よう と 試み た 。 


四 アー ガマ 、 民 間 シ ャ トル の 教 難 信号 を 受信 


月 軌道 を 離脱 し た アー ガマ は 集結 ポイ ント に 向け て 移動 
を 開始 する 。 だ が その 途中 、 民間 シャ トル (ブラ イト ノア が 
船長 を 季 め る テン プ テ ー シ ョ ン ) が 発する 教 難 信 号 を 受信 


テン プ テ ーション を 尊 撃 する MA (パプ テマ ス ・ シ ロッ コ の 康 る メッ サー ラ ) 
を 人 見 し た クワ トロ は 、 メガ ・ パ ズー カ ・ ラ ンチ ャ ー に よる 撃 人 を 読み た 


し た 。 さす が に 民間 人 の 危機 を 見 過ごす わけ に も いか ず . 
ヘン ケン ・ ベ ッ ケ ナー は カミ ー ユ ・ ピ ダン と クワ トロ ・ パ ジー 
ナ に 発進 を 指示 し 、 テン プ テ の 保護 を 命じ た 。 


必 雪 の 一 撃 を 回 選 さ れ た クワ 
トロ だ が 、 それ より も メッ サー ラ 
か ら 発 せ さ れる た だ な ら ぬ プ 
シャ ー に 、 玲 れ と も 箇 感 
| もつ か ない 感 邊 を 覧 えて いた 


ミン 


半 アー が マ 、 テン プ テ ーション を 保護 


メッ サー ラ の 攻撃 で 破 握 し た テン プ テ ー シ ョ ン と 合流 し 
た カミ ー ユ は 、 船 を アー ガマ に 家 装 。 憧れ の ブラ イト と 言葉 
を 交わ そう と し て いた 。 する と 乗客 の ひと り が 突然 、 身 を 翻 


し 、 驚く カミ ー ユ に 抱き 付い て くる 。 それ は 、 グリ ー ン ・ ノ ア 
I れ ば な れ に な っ た ファ ・ ユ イリ ィ だ っ た 。 彼女 は 偶 拓 
に も テン プ テ ーション で コロ ニー か ら 脱 出し て いた の だ 。 


[ カミ ー ュ と クワ トロ の 活 株 を 終え た クワ トロ は 
| 族 に よっ て 、 テ ンプ テー 続い て . カ ミー ユ を 細 介 
| ショ の 業 守 は 一 時 的 し ょ うと する 。 と ころ が 
に に アー ガマ で 保護 され 横 か ら 飛 び 出 し て きた 

た る こと と な っ た 少女 に よっ て 妨げ 5 られ 


て し まっ た 。 


クト ロ と 初め て 未 を 合 
わせ た ブラ イト は 、 孝和 
に 対す る 心から の 礼 を 
相手 の 正 な っ て いた ファ だ と 気付 
と ころ が て と 前 情 放し 、 潤 きじ ゃ 
あっ た よう で 、 達 中 で 言 くる 相手 を 健 し 拘 き 締 
を 通し て いる め て や っ た の だ っ た 。 
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「 木 星 帰 り ] の 能力 に つい て 


の 攻撃 を 指示 。 ア ンマ ン の 宇宙 港 ご 
と アー ガマ の 破壊 を 目論む 


エゥーゴ お よび 出資 者 の 一 部 、 反 撃 
を 開始 。 


アー ガマ 、 アン マン を 出航 。 


アー ガマ 、 集結 ポイ ント に 向かう 途中 、 
テン プ テ ー シ ョ ン の 救難 信号 を 受信 。 
カミ ー ユ と クワ トロ が 向かう 。 

カミ ー ユ 、 シ ロッ コ の メッ サー ラ と 交戦 。 


メッ サー ラ 、 後 退 。 カミ ー ユ 、 テ ンプ テー 
ショ ン を アー ガマ に 曳航 する 。 


テン プ テ ー シ ョ ン の 乗組 員 と 乗客 、 
アー ガマ に 移乗 


ブラ イト 、 ク ワ ト ロ と 坦 遇 。 エゥーゴ 参加 
を 表明 し 、 アー ガマ 艦長 に 就任 。 


ミー ユ 、 ファ と 再会 。 


E INFC 


を 8 


可動 野 二 Z ガ ンタ ダム E 


目 エッ ー ゴ 、 ジャ プ ブロー 侵 攻 作戦 を 開始 


ポイ ント に 到 落 し た アー ガマ は エゥーゴ 散 隊 と 合流 . 
新 ー ガ マ 艇 長 に 凛 任 し た ブラ イト の 指揮 の 下 、 つ い 
に ジャ ブロ ー 侵 攻 作戦 が 開始 され た 。 9 隻 の 散 隊 か ら 80 


た に と コ 
。 一 ミー 4 


アー ガマ と ラー ディ ッシュ 、 サ ラミ ス 改 紡 に よる 大 店 隊 が 地球 近傍 容 載 に 
集結 。 これ まで の エゥーゴ の 前 い の 中 で も 多大 規模 の 作戦 が 開始 され た 


に 


機 も の MS 部 隊 が 発進 。 クワ トロ の 皿 る 百 式 を 中 心 に 突入 
隊形 を 組む と 、 続 いて 大 気 園 突 入 準備 に 入っ た 。 上 空 か ら 
ジャ ブロ ー に 侵入 し 、 基地 制圧 を 行 お うと いう の で ある , 


ww 


目 シロ ッ コ 、 エゥーゴ MS 部 隊 と 交戦 


着 々 と 準備 を 進め る エゥーゴ MS 部 隊 に 対し て 、 後方 か ら 
一 条 の 光線 が 放 た れ た 。 シロ ッ コ が メッ サー ラ で 森村 を 仕 
掛け て きた の だ 。 MS 部 隊 を 守 ろ うと エゥーゴ 散 隊 が 対空 防 
エゥーゴ の 警 奈 納 を 巧み に 突 二 し 
た メッサー ラ の 一 撃 で 災 に 包ま れ た 
リア 。 きら に メッ サー ラ は 他 の 臣 
に 攻 い を る . 


する と 姓 下 部 鐘 に 参加 する エマ ・ 
シー ン の リッ ク ・ デ ィ ア ス が 隊列 か ト 
ら 肌 。 プラ イト た ちの 制止 を 舞 複 
し て 、 ウ サー ラ の 補 箇 に 向かっ た 。 し 


これ まで の デー タ か ら MA と ば か り 
思っ て いた メッ サー ラ が MS に 変形 
(る エマ は 、 一 笛 の 硬 を 
容れ て 機体 に 本 働 を 生け 、 大 所 
突入 が で き な く な っ て し まっ た 。 


御 を 開始 する も の の メッ サー ラ の 圧倒 的 な 加速 性 能 の 前 
に 手 も 足 も 出 ず 、 逆 に 僚 散 の サラ ミス 改 級 館 洋 艦 シチリア 
が 撃沈 。 さら に MS 部 隊 の 隊列 に も 乱れ が 生じ て し まっ た 。 


3 


な ん と か シロ ンコ を 論 遂 さ ユ は 、 凍 機 が 放つ プレ ッ シ ャ ー ら 、 相 
手 が テ ンプ テー ショ ン を 攻撃 し た 機体 で ある こと を 麻 知 し た 


目 7 ミー ユ 、 大 気 岡上 層 部 で カク リコ ン と 交 旨 


メッ サー ラ の 撤退 を 確認 し た クワ トロ は 大 気 國 突 入 を 決 
行 。 エッ ー ゴ MS 部 隊 が 次 々 と 降下 を 開始 し た 。 する と な 
お も 追い すがる か の よう に ジェ リド ・ メ サ と カク リコ ン の マラ 


ーー は 大 気 上 屋 へ と 移り 
| エッ ー ゴ の MS 印 貞 は 次 々 と バ 
| - ト を 病 。 上 よ り も 天 入 
5 時 に 発生 する 高角 の 対 釣 に 
追わ れ 給 め る 


だ が 以前 の 寺 に 錯 え る カク リコ 
ン は 軸 接 に ガン ダム Mk を 閣議 
撃 。 ジョ ボボ が 答 退 し て か ら も 一 向 

に 3 に うと し な か っ た 。 ーー 


と ころ が カク リコ ン の 全量 
て 、 実 類 、/ リ ュー ト が 応 癌 し 
う 。 危 内 回 斬 の た め の 自 動 終 置 が 
働い た の で ある , 


サイ が 出現 。 大 気 と の 断熱 圧 繕 で 機体 が 過熱 ・ 分 解す る 
危険 を 許 み ず に 攻撃 を 開始 し た 。 や む な く カミ ー ユ も 反撃 
を 敢行 。 大 気 園 上 礎 部 で の 危険 な 攻防 戦 が 始ま っ 


| 
= 


= 
カク リコ ン 慣 の 恒 を ガン ダム Mk-』 が 通過 し た 審 掌 で パリ ュー ト が 届 。 高 
特に 午 え 切れ な い 機体 は 大 需 し 、 カク リコ ン は 命 を 落と し て いる 


U.C.0087 


5 月 11 日 


アー ガマ 、 集結 ポイ ント に 到着 。 
エゥーゴ 艦隊 と 合流 する 。 


エゥーゴ 、 ジ ャ ブロ ー 優 攻 作 戦 を 開始 。 
エゥーゴ 艦隊 か ら パ リュ ー ト ・ シ ステ ム 


を 装着 し た MS 部 隊 が 発進 。 クワ トロ 
の 百 式 を 中 心 に 突入 隊形 を 組む 。 


シロ ッ コ 、 エゥーゴ MS 部 隊 に 奇 前 を 
敢行 。 
エゥーゴ 態 隊 、 対 空 防御 を 実施 する 
が 失敗 


エマ 、 独断 で 隊列 を 離脱 し 、 シロ ッ コ 
迎撃 に 向かう 。 


エマ 機 、 中 破 。 


カミ ー ユ 、 エ マ の 援護 に 向かい 、 シ 
ロッ コ を 撤退 させ る 。 


エゥーゴ MS 部 隊 、 大 気 園 へ の 突入 
を 開始 。 


ジェ リド と カク リコ ン 、 大 気 園 上 麻 部 
で エゥーゴ MS 部 隊 を 急襲 。 


カミ ー ユ 、 カク リコ ン と 交戦 。 


カク リコ ン 機 、 パ リュ ー ト を 切り 裂 か 
れ 、 機体 が 焼失 。 


MORE INFO! 


入 の 手段 


ャ シラ ィ テ 


35-28 
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機動 戦士 ガン ダム 逆 柚 の シャ ア 


U.E.TIMELINE 


較 邦 政府 と の 宰 約 


(CN mM mm 上 8 
導 連邦 政府 と の 密約 


ロン ド ・ ベ ル に 陽動 を 仕掛 ける ネオ ・ ジ オン 。 だ が シャ ア ・ 
アズ ナブ ル の 狙い は 別に あっ た 。 地球 連邦 政府 高官 が 
極秘 会 談 を 持ち 掛け て きた の だ 。 過小 評価 し て いた ネ 
オ ・ ジ オン の 実力 に 連邦 政府 高宮 は 恐れ を 抱き 、 ど うに 
か 懐 茎 で を き な いも の か と 策 を 弄 し た の で ある 。 


半 ラー・ カ イラ ム 、 レズ ン 隊 と 


ネオ ・ ジ オン 、 陽動 作戦 の 一 環 と し て 


に 向かう シャ ア か ら 注意 を 介 ら す た め 、 ネ 
・ ペ ベル に 対す る 陽動 作戦 を 開始 。 レズ 


ン ・ シ ュ ナ イダ ー 率 いる MS 部 隊 が ラー・ カ イラ ム を 強 龍 し 


有線 を 諾 開 す る ジェ ガ 
角 計 を 突 夫 し た レズ ン 4 は. 


接近 する レズ ン に 装 空 専 火 
で 応戦 する ラー・ カ イラ ム だ 
ダ 、 至近 中 離 か ら の 電撃 
回し の れず - 攻 韻 が 大 | 
し て し まっ た 5 


RE 
i: 


| レズ ン に 想い を 線 ん 
Aa. eta Ts> 


9 本 


目 プラ イト 、 ハサウェイ と 再会 


アム ロ 不 在 の 信 を 埋め よう と 


【 ラ 。 し か し 相手 と の 力量 差 に 


ロン ド ・ ペ ル 攻 撃 を 開始 


た 。 アム ロ ・ レ イ の 留守 を 預かる ケー ラ ・ ス ゥ ウ が 応戦 に 向 
か っ た が 、 レ ズン の 技量 の 前 に 防戦 一 方 に 立た され 、 つ い 
カイ ラム に も 損害 が 生じ て し まっ た 


レズ ン 率 いる MS 部 隊 、 ラ ー・ カ イラ 
ム を 強壮 。 


ケー ラ 、 レ ズン と 交戦 。 相手 の 力量 
の 前 に 苦戦 を 強い られ る 。 


アム ロ 、 戦 場 に 接近 。 レズ ン 、 搬 退 。 


ラー・ カ イラ ム 、 漂 流 中 の 民間 シャ ト 
ル を 発見 。 乗客 を 保護 する 


ブラ イト 、 ハサウェイ と 再会 する 。 


アム ロ 、 シ ャ ア の 真意 に 想い を 巡ら す 。 


ダム が 乱入 。 する と レズ ン は い を 継 行 する こと な 
下 し た 。 その 鮮やか な 手並み は アム も 若 を 閉 く は ほど だ 


INI 


戦闘 終了 後 、 近 傍 宙 域 を 漂流 し て いた 民間 シャ トル ( 天 
鹿 ) を 発見 し た ブラ イト ・ ノ ア は 保護 を 指示 。 ラー・ カ イラ ム 
に 収容 し た 乗客 の 身元 確認 が 行わ れる こと に な っ た 。 ブラ 


イト も 作業 に 立ち 会 う が 、 偶 然 に も 行列 の 中 に 見 知っ た 閣 
を 見 出し 、 言 葉 を 失っ て し まう 。 地球 で 暮らし て いる は ず の 


理想 の 父親 像 を 求め る ク ェ ス 
息子 ハサウェイ ・ ノ ア が 乗客 の 中 に いた の で ある 。 + カ 


軍人 の 中 に 徹 の 妥 を 
プラ イト も 突 類 の 出来 


き な が ら も 、 久 し 無 り の 再会 を 芋 ん だ 


還 ラー・ カ イラ ム 、 ロン デニ オン ! 


ハサウェイ は 思わ ず 列 か ら 落 び 出し て し まう 。 


だ が 音 び に 洪 っ て いら れ 
る 時 間 は 少な く 、 シャ トル 
に 生 り 合わ せ て いた 連 施 
政府 導 宜 アデ ナウ アー 
の 委 呈 に より 、 ラ ー・ カ 
イラ ム は 転進 を 全備 な く 
させ られ る こと と な っ た 


に 到着 


アデ ナウ アー を 送り 届け る た め 、 ラー・ カ イラ ム は ロン デ 
ニオ ン に 向かう こと と な っ た 。 その 途上 、 ア ムロ は ブラ イト に 
胸中 の 不安 を 漏らし て いる 。 人 類 講 清 を 宮 言 し た シャ ア の 


3 
he 


ぉ そら 5 く シ ャ ア は 
ライ ト も 同意 する ゲ 、 相手 が 何 を 狂っ て いる か まで は 思い 至ら な か っ た 


作戦 が 5Ih ル ナ 落 と し 程度 で 済む は ず は な い 。 と は いえ 次 
に 何 を 企ん で いる か 予測 で き な い 一 一 そん な アム ロ の 心 
配 を よそ に 、 艦 は 無事 、 コロ ー 落し た の だ っ た 


| ちな み に ラ ー・ カ イラ ム が か 


は 無事 目的 地 に 革 基 し 
た の で ある 


要 動 四 キ ガン ダム 之 毅 の シャ ア 


四 アム ロ 、 ロン デニ オン 内 に 向かう 


補修 作業 の 間 、 一 時 的 に 秀 隊 動 務 か ら 解 放さ れ た アム 
口 は 、 チェ ー ン ・ ア ギ と ハサウェイ を 伴っ て コロ ニー 内 | 
た 。 初め て 目 に する コロ ニー 内 の 光量 に 興奮 を 抑え 切れ な 
い ハ サウ ェ イ 。 そん な 無 外 気 な 数 に 顔 を 綻 ば せな が ら も ア 


『 ー 
人 工 の 天体 の 中 に 500 万 人 も の 人 々 が 生活 し て いる と 全 か され 、 無き を 
臣 わ に する ハサウェイ 。 初め て の コロ ニー 内 の 風景 は 圧 午 だ っ た よう だ 


目 シャ ア 、 連作 政府 高官 と の 審 謎 


ム 口 の 胸中 は 晴れ な か っ た 。 シャ ア の 動向 に 加え 、 プラ イト 
か ら 聞 か され た アデ ナウ アー の 一 言 が 心 に 引っ か か っ て い 
た の だ 。 ある 交渉 の た め に 宇宙 に 上 が っ : 
アー の 物言い が 、 アム ロ 


を 株 く ア ムロ だ っ 
| アデ ナウ アー の 英 屋 
| Suet BT 
| に つり 、 が 叶っ て し ま 
] 3 の だ っ た 


に 隊 む 


アム ロ た ち が コ ロニ ー 内 を 英 策 し て いる 頃 、 シ ャ ア は 連 
邦 政 府 高 宮 と の 極秘 会 談 の 席 に 着い て いた 。 ネオ ・ ジ オ 
ン の 活発 な 軍事 活動 を 危 恨 す る 政府 高官 は シャ ア の 提 
案 を 詳細 に 検討 する こと な く 、 ネ オ ・ ジ オン が 保有 戦力 の 

で て いた 。 吉 放 診 次 


| | と し て ネオ ・ ジ オォ ン と の 折 導 
LT EE 


再 狼 に は 連邦 政 麻 高宮 の 
は か 、 アデ ナウ アー も 参加 し 


シャ ア の 登場 以 和博 は ス 
ムー ズ に 進行 。 ネオ ・ ジ オン 


と | Rg の tt に 
ae | アク ンズ W 購 入 する こと で 、 商 
に | 者 の 合意 が 持 ら れ た 


目 アム ロ 、 シャ アァ と 道 過 


放 本 を 承諾 すれ ば 、 代 わり に 小三 星 基地 アク シズ を 謀 渡 
する こと を 了承 。 シャ ア も この 条件 に 同意 し 、 両 者 の 間 で 
調印 文書 が 交 さ れ で いる 。 目前 の 危機 回 避 に 急ぐ あま り 、 
政府 高官 た ち は シャ ア の 策謀 に は 思い 至ら な か - 


務 印 ゲ 消 りな く 終 わ 
は 自分 た ちの 艦隊 で 行い た いと いう ネオ ・ ジオ ン 側 の 要望 を 人 詳し た 。 それ 
こそ が ネオ ・ ジ オン の 所 いで ある と は 知ら ず に 


所 を 良く し た アデ ナウ アー は . アク シズ の 移動 


ハサウェイ や ク ェ ス と 連れ 立っ て 丘陵 地帯 に や っ て 来 た 
アム ロ は 、 し ば し の 間 、 ネオ ・ ジ オン や シャ ア の 動向 を 忘れ 
て 美しい 自然 を 楽し ん だ 。 と ころ が 白 欄 林 が 途切れ た と こ 
ろ で 思わ ぬ 人 物 と 鉢合わせ し て し まう 。 会 談 を 終え た シャ 

正攻法 で は な く 奇 業 
ベル を 姓 に 巻い た こ 
する シャ ア は 、 人 | 


ひど で 早 台 け に 向かう こと 
EPS 


ムロ is、 ハ サウ ェ イ や ク ェ ス と 手 形相 
連れ 立っ て ドラ イブ に 農 じ る ーー 


する と 白 憶 林 の 切れ 目 か 51 
「 | 表 の 座 馬 が 理 れ る 。 馬 に 味 
る 人 物 は 、 ア ムロ の 宿 赦 で あ 
る シャ ア そ の 人 だ っ た 


ア が 早 駆け に 出 て お り 、 そ の 亡 を アム ロ に 見 られ て し まっ 
た の だ 。 これ に 逆 上 し た アム ロ は エレ カ で 馬 の 後 か ら 追い 
すがる と 、 シ ャ ア に 雇 り 掛か っ た 。 そし て その まま 地面 に 引 
き 倒 す と 、 取っ 組み 合い の 格闘 を 挑ん だ の だ っ た 。 


泊 情 の まま 、 馬 に エレ カ を 寄せ た アム ロ は 、 守 転 を ハ サ ウ : 
と 自分 は シャ ア に 州 び 描か っ た 。 グリ プス 戦 笛 で は 朋友 と し て 
た り だ が 、 今 は 半 方 し て 相容れない 間柄 な の で ある 


ニー オ ン で ラー・ カ イラ ム の 補修 
作業 が 開始 。 


アム ロロ 、 一 時 的 に 艦隊 任務 を 離れ 、 
チェ ー ン や ハサウェイ と 共に コロ ニー 
内 に 向かう 。 


アム ロ 、 ア デ ナ ウ アー の 動向 を 気 に 
掛け る 。 


アデ ナウ アー。 
寅 館 に 到着 。 


連邦 政府 高官 と ネオ ・ ジ オン に よる 
密談 が 開始 され る 。 


ロン デニ オン 政庁 迎 


シャ ア 、 会 談 場 所 に 姿 を 現す 。 


密談 終了 。 ネオ ・ ジ オン が 保有 電力 
を 放 乗 する 代わ り に 、 小 惑星 基地 ア 
クシ ズ を 譲渡 され る と の 密約 が 交わ 
され る 。 


アム ロロ 、 ハ サウ ェ イ や ク ェ ス と 共に 丘 
陵 地帯 に 向かう 。 
アム ロロ 、 シャ ア と 鉢合わせ する 。 


アム ロ 、 シ ャ ア を 追跡 。 相手 に 追い 付 
いた 末 、 取 っ 組み 合い の 格闘 を 挑む 。 


連邦 政府 の 思 


ca・ ャ サン ライ ズ 


36-30 


機動 戦士 ガン ダム 


UE.TIMELINE (04 sr 08 
6 運命 の 出会い 


幼 地球 上 で の 活動 拠点 を 失っ た ジオ ン 公国 軍 は 宇宙 に 後 
・ 退 。 攻勢 に 出 た 地球 連邦 車 は 艦隊 を 打ち 上 げ 、 公 国 本 


| へ の 侵攻 作戦 の 準備 に 入る 。 だ が 四 任 務 に 抜 揚 さ れ 
ー ーー ー た ホワ イト ペー ス は 艦隊 主力 と は 別 行 動 を 余儀 な くさ 
4 ] れ 、 中 立 コ ロニ ー の サイ ド 6 に 向かう の だ っ た 。 


12 月 3 日 
上 ホワ イト ペー ス 、 キャ メル ・ バ トロ ー ル 艦隊 と 交戦 


第 13 独 立 部 隊 に 配属 と な っ た ホワ イト ペー ス は 、 ル ナ 動 を 開始 し た 。 する と ホワ イト ペー ス の 動き を 察知 し た 公 
集結 する 連邦 軍艦 隊 か ら 公国 軍 の 目 を 人 逸 ら せ る た 国軍 キャ メル ・ パ トロ ー ル 双 隊 が 攻撃 を 開始 。 ムサイ か ら 
め に 単独 行動 を 実施 。 ジャ プロ ー か ら 月 方 面 へ 向け て 移 発進 し た リッ ク ・ ド ム 部 隊 が ホワ イト ペー ス を 強 栖 し た 。 


まず は コア ・ ブ ー ス ター 
プン キャ ノン が それ ぞ 
れ ホ ワイ トペ ー ス を 発 
差 。 接近 する リッ ク ・ ド 
ム 舞 計 に 9 し て 8 面 東 
を 展開 し た 。 


ホワ イト ペー ス 、 月 方 面 に 向け て 移動 。 


キャ メル ・ パ トロ ー ル 艦隊 、 ホ ワイ ト 
ペー ス を 捕捉 。 


ホワ イト ペー ス 、MS 部 隊 を 展開 。 キャ 
メル ・ パ トロ ー ル 艦隊 を 撃破 する 。 


四 上 か ら の ガン ダム の 
攻 軸 を 受け た 優 工 の ム 
rte 
EOF レ td」 
ES じ た 


ホワ イト ペー ス 、 サイ ド 6 に 入港 。 


ホワ イト ペー ス お よび MS の 武装 に 
封印 が 施さ れる 。 


ホワ イト ペー ス 乗 組員 に 半 艇 休息 命 
令 が 下さ れる 。 


その 間 、 ア ムロ ・ レ イ の アム ロロ 、 サ イド 6 の 市 街 地 で 父 テム ・ 


ガン ダム は 区 行動 を 実 3 
ER et レイ の 状 を 見 か ける 。 
竿 ユース を 取り 公国 FTTTFTTAN 
重 箇 隊 そ の も の に 竹 い は どの 短 時 間 で 草 を テム 、 アム ロ に 旧式 の 記憶 回 路 を 手 
EE. L 開 じ ほこ と に な っ た 。 PS 


アム ロ 、 テム が 酸素 欠 之 症 に 稚 っ て 
いる こと に 気付 く 。 


12 月 上 旬 本 ジジ 
目 ホワ イト ペー ス 、 サイ ド 6 に 入港 


キャ メル ・/ ト ロー ル 着 隊 を 撃破 し た ホワ イト ペー ス は サ て も 戦闘 行 為 は 乱 禁 と され て いる 。 そこ で 久し振り に 半 般 
イド 6 に 到着 し の 地 は 一 年 戦争 開始 直後 か ら 中 立 休息 命令 が 出さ れ 、 ア ムロ ・ レ イ を は じ め と する 非 番 の 乗 
を 宣言 し て お り 、 た と え 港内 で ご 味 方 の 艦 が 陸 り 合っ て い 組員 は コロ ニー 内 に 織り 出し た 。 


| に よる と hi 
| で の 性 や 修理 明久 
と な る た め 行 えな いら し 


サイド G 画 境 に 入っ た ホワ イト ベース に は 、 検 杏 官 に よっ て 武吉 の 針 還 が 
次 きれ た 。 に 破る と 国 且 法 四 反 と な り . 各 誰 全 が 必要 と な る 。 


| アム ロ 、 行先 不明 に な っ て いた 父 と 遭 員 


角間 が 訪れ た 市 街 地 で 食糧 の 買い 出し を 手伝っ て い テム ・ レ イ だ っ た 。 その 後 を 追い すがる アム ロロ は 、 奇 跡 的 
た アム ロ は 、 雑踏 の 中 に ある 人 物 を 見 つけ て 目 を 丸く す な 再会 を 心から 喜ぶ 。 と ころ が テム の 様子 は どこ か 不 自然 
る 。 それ は 、 サ イド 7 の 戦闘 で 行方 不明 に な っ た は ず の 父 で 、 再会 を 者 ん で いる よう に は 見 えな か っ た 。 


郊 の 様変わり は 酸素 
古 に よる も の だ 一 それ に 
気付 いた アム ロ は 下 価 を 鐘 
び 出 し て し まう 。 も うか つて 
の 父 に は 会 えな いこ と が 
彼 を 打ち の めし て いた の だ 。 


テム の 下 (ジャ ンク 時 の 一 角 ) を 妨 ね た アム ロ に 、 テ ム は MS の 旧式 部 
品 を 執 挫 に 勧め る 。 その 妻 に 、 か つて の 優秀 な 持 術 者 の 面 果 は な か っ た - 
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目 アム ロ 、 ララ ァ と の 遺 遇 


翌日 、 当 て も な く 郊 外 を 初 簡 う ア ム 品 は 、 十 宿り の た め に 
ロッ ジ の 軒先 に 飛び 込む 。 する と 、 そ 
見 知ら ぬ 少 女 (ララ ァ ・ ス ン ) が デッキ 


か れ た 椅子 に 座 


実話 の 靖 を 避け よう と ロッ ジ を 肪 
れ た アム ロ は 、 デッキ に 座る 少女 
ララ ァ を 目 に する 。 一 方 、 ラ ラ ァ は 
アム ロ を 草 に 介さ ず . の 
ほう を 中 め で いた 


™ し 


は 
よう と する 年 夫 
えた 。 ララ ァ は 老 島 の 
い を 給 せ で いた よう な 


そん な アム ロ の 戸惑い が 面白 か っ 上 
た の か 、 ク スリ た 電導 ん だ ララ ァ は < 


人 言い 革 し. その 坦 


り 、 湖 を 眺め て いた 初め て 出会っ た に も か か わら ず 、 
ララ ァ に 強く 惹か れる こと に 戸惑う アム ロ 。 二 言 三 言 、 言 
葉 を 交わ し た だ け で 、 相手 の 名 前 すら 聞け な か っ た 。 


思わ ず あの 島 が 好き だ っ た の か に 
尋ね た アム ロ に 、「 美 し いも の が 
欄 い な 人 が いる の か し ら 」 と 問い 
返す ララ ァ 。 これ に は アム ロ も 井 
業 を 失っ て し まっ た 


きれ いな 目 を し て いる の ね 」 と 


し た 。 講和 


目 ア ムロ 、 シャ アァ と 適 過 


雨 が 上 が る の を 見 計ら っ て 父親 を 再訪 し た アム ロ は 、 帰 
り 道 、 ぬ か る み に エ レ カ の 足 を 取ら れ て し まう 。 や む な く 通 り 
すがり の 車輌 に 助け を 求め る が 、 運 転 席 か ら 変 を 現し た 青 


車 帆 か ら 職 り て きた の が シャ ア 


目 ホワ イト ベー ス 、 サイ ド 6 を 出航 


年 の 妄 に 、 身 を 固く する こと に な る 。 赤い 制服 と 仮面 に 身 
を 包ん だ 公国 軍 桂 校 一 一 初対面 で は あっ た が 、 アム ロ は 
相手 が 「 赤 い 彗 星 の シ ャ ア 」 で ある と 直感 し た の だ 。 


シャ ア と の 思わ ぬ 出会い や 
ララ ァ と の 再会 に すっ か り 


ホワ イト ペー ス に 出撃 命令 が 下り 、 サ イド 6 宙 域 か ら 出航 
する こと と な っ た 。 と ころ が それ に 気付 いた 公国 軍 士 官 コン 
配下 の 和 隊 (コン スコ ン 機 動 艇 隊 ) を サイ ド 6 宙 


スコ ン が 


い 。 する と 検 吉 坪 の カム ラン が 、 領空 ギリ ギリ まで の 先天 役 を 申し 出 た 


城 の 外側 に 展開 。 中 立 宙 域 か ら 抜け 出し た ホワ イト ペー ス 
を 前 撃 し よう と 画策 し て いた 。 だ が 軍 上 暦 部 か ら の 命令 は 
絶対 で あり 、 や む な く ホワ イト ペー ス は 出航 を 始め る 。 


サイ ド 6 軍 培 で は 二 員 は 人 
禁 で ある 。 する と それ を 導 
に 取っ た リッ ク ・ ド ム 操 隊 
が ネ ワ イト ペー ス に 楼 近 . 
四 夫 を 失 発 と 自ら の 務 カ 
の 請 示 を 織り 返し た 


目 ホワ イト ベー ス 、 コン スコ ン 機 動 艦 隊 と 交戦 


12 機 も の リッ ク ・ ド ム を 繰り 出し て 必勝 の 態勢 で 臨む コ 
ンス コン 陣営 で は 、 護 も が その 勝利 を 確信 し て いた 。 と ころ 
が 洗 闘 は 思い も 寄ら な い 展開 を 見 せ て いく 。 戦場 の 真 只 


この 香 抽 で アム ロ の 在 中 は 次 えり 
本 。 像 風の音 果 と 合わ せる と 、 3 分 で 12 楓 の 部 林 を 全 送 させ て いる 


ガン ダム 1 機 で リッ ク ・ ド ム 9 機 を 撃 


中 に 躍り 出 た アム 口 の ガン ダム が 、 和 驚く べき 動き と 勘 の 良さ 
を 発 撫 し て リッ ク ・ ド ム を 次 々 と 撃破 。 その 戦い 振り は 、 あ 
た か も 英機 の 動き を あら か じ め 予 測 し て いる よう だ っ た 


| で 要 曹 淫 導 に 内 議 。 エ ンジ 
ン ・ ブ ロッ ク に ビー ム ・ サ ー ベ 
ル を 突き 立て る と 、 一 学 で 括っ 
て みせ た の だ っ た 


U.C.0079 


12 月 上 旬 


アム ロ 、 雨 宿り を し よう と し た ロッ ジ で ラ 
ラ ァ と 遺 遇 。 初対面 に ちか か わら ず 、 
相手 に 不可 思 議 な 共感 を 覚え る 。 


アム ロ 、 テ ム を 再訪 し た 帰り に 、 エ レ カ 


の 車輪 を ぬか る み に 取ら れる 。 


アム 口 、 通 り 掛か っ た エレ カ に 助け を 
求め る 。 


アム ロ 、 シャ ア と 遺 遇 。 


ホワ イト ペー ス に 出撃 命令 が 下る 。 


コン スコ ン 、 サ イド 6 撤 空 外 に 艇 隊 を 
展開 する 


ホワ イト ペー ス 、 サイ ド 6 か ら 出 港 。 


ホワ イト ペー ス 、 サ イド 6 宙 域 外 に 移 
動 。 敵艦 隊 に 先駆 け て 攻撃 開始 。 


アム ロ 、 ガン ダム 単機 で リッ ク ・ ド ム 9 
機 を 撃破 


アム ロ 、 コン スコ ン 機 動 艦 隊 放 能 ( チ 
べ 級 重 巡 洋 艦 ) を 撃破 。 


MORE INFO! 


cw サンライズ 37-30 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


UE.TIMELINE 


EE (| A nl02 
マシ ュ マ ー の 猛攻 


八 マ ー ン ・ カ ー ン の 忠実 な る 僕 と し て シャ ング リラ ・ コ ロ 
ニー の 偵察 を 行う マシ ュ マ ー・ セ ロ 。 と ころ が 彼 の 熱意 
と は 裏腹 に 任務 は 遅 々 と し て 進ま な か っ た 。 シャ ング リ 


目 マシ ュ マ ー、 アー ガマ を 再度 攻撃 


] ラ に 暮らす ジュ ドー・ ア ー シ タ を は じ め と する 少年 少女 
が 、 マシ ュ マー の 行動 を こと ご と く 邪 魔 し た の で ある 。 


エン ドラ に 新型 MS ズ サ が 手 入 され る 、 


コロ ニー 内 部 に 退避 し た アー ガマ 攻略 を 目指 す マシ ュ 
マー の エン ドラ 隊 に 、 新型 MS ズ サ が 提供 され た 。 これ さ 
え あ れ ば ジュ ドー に 対抗 で きる だ ろう 。 何より ハマ ー ン の 期 


2 


ミサ イル ・ ポ ッ ド や 変 吾 ユ ニッ ト の 換 結 が 可能 な ズ サ は パー ツ 状 電 で 送ら 
れ て きた た め 、 エン ドラ 稀 内 で 組み 立て が 念 が れ た 。 


3 月 上 旬 
四 ファ 、 ジュ ドー の 説得 を 試み る 


マシ ュ マ ー、 ズ サ で 出撃 。 


待 に 応え られ る 一 一 そう 考え た マシ ュ マ ー は 、 組み 立て が 
完成 し た 機体 に 飛び 乗る と 勇 ん で 発進 し た . 


騎士 と し て 、 面目 曜 各 と な る 活躍 を 示 そ うと し た の で ある 。 PRE TT hE. Rr 
タス で 迎撃 。 マシ ュ マ ー の 猛攻 の 前 


に 撤退 を 余儀 な くさ れる 


ーー ファ 、 ジ ュ ドー を 発見 。 パイ ロッ ト に な 
ゆ 立 て が 完了 し う 

rg で る よう 説得 する 
する マシ 
守 力 《 生 示す る た め に 、 自 
ちの 手 で 2 ガン ダム を 可 


ジュ ドー、 ファ の 悪 願 を 拒絶 


する つも り だ っ た よう だ 


ジュ ドー、 リィ イナ の 説得 に 折れ る 。 


ジュ ドー、 13 番 地区 で マシ ュ マ ー と 交 
戦 。 地の利 を 活か し て 撃退 する 。 


ズ サ の 接近 を 感知 し た ファ ・ ユ イリ ィ と アス トナ ー ジ ・ メ 
ドッ ソ が MS 江 を 挑む な が 、 マ シュ マー の 技量 の 前 に 一 時 獲 
退 を 余儀 な くさ れる 。 する と ファ の 視界 の 片隅 に 、 戦い を 


また 『 多 
1 


アー カマ に 自分 の カゲ が 必要 な の は ジュ ドー も わか っ で いた 。 だ が 以前 、 ア ー 
ガマ の 大 人 か ら 矢 に 援 われ た こと を 根 に 持ち 、 入力 を 拓 ん で し まう 


3 月 上 旬 


上 ジュド ー、 アーガマ 隊 へ の 参加 を 決意 


ジュ ドー、 アー ガマ に 帰 艦 


傍観 する ジュ ドー の 妄 が 入っ た 。 これ まで の 経 締 か ら 彼 の 
実力 を 認め て いる ファ は 、 パ イロ ッ ト に な る よう に 説得 する , 
だ が 意固地 に な っ た ジュ ドー は 耳 を 貸 そ うと し な か っ た 


の に Mr と あい 


際 


ジュ ドー、 仲 間 と 共に アー ガマ の パイ 
ロッ ト 候 補 生 に な る こと を 決意 


する と 「 お 人 金 借り だ け に 一 
竹村 の お 兄ちゃん な ん 
て 内 いた 」 と リィ ナ に 言わ れ 
で し まう . た っ た 一 人 の 粒 か 
/| ちの 思わ 言葉 ザジ ュ ド ー 
] に 決心 を 促し た の だ っ た 


Z ガ ンダ ム に 乗り 込ん だ ジュ ドー は 地の利 を 活か し て マ 
シュ マー を 笑 弄 し 、 アー ガマ を 騰 地 か ら 救う こと に 成功 。 だ 
が そん な こと より 彼 が 績 し か っ た の は 、 フ ァ や 仲間 の 称 費 


# 


ジャ ンク が 山 と 横 ま れ た 


ーー の 
た ち を 災い 込ん だ ジュ 
ルル 生生 
6 A て 接近 。 1 幾つ 確 天 
a に 仕 衝 めで いっ た 


思わ ぬ 展 開 に 焦る マシ ュ 
マー だ ぎ 諸 宏 が 肖 か お は | 
ず も を な を い 。 さら に メタ ス に 
入っ た ファ も 還 け 付け 5 に 妥 
及ぶ と 捨て 台 計 旬 穫 て 

基 療 する し な か っ た 。 | 
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の 声 だ これ な ら ア ー ガ マ で の 暮らし も 悪く な いか も し 
れ な い 一 一 こう し て つい に 決意 を 固め た ジュ ドー は 、 仲 間 
と 共に アー ガマ の パイ ロッ ト 候補 生 に な っ た の だ っ た 。 


帰し た ジュ ドー を 生 っ 
て いた の は 伸 間 の 美 呈 
と リマ ナ が 用 重 し た 契 
事 だ っ た 。 破 に と っ て 、 こ 
れ は 何より の 幸便 だ っ た 
よう で ある 


リ イ ナ を 古 し ませ な いた め 
アー ガマ 召 へ の 参加 を 決 


音 し た ジュ ドー 仲間 た ち に 
か ら か われ て も 、 も 2 決心 が 
手 ら ぐ こ と は な か っ た 。 


可動 則 ガン ダム ZZ 


目 「 か ザ の 風 ] 隊 、Z ガ ンダ ム 討 伐 に 向かう 
載 乗 の 挙 が ら な い 現 状 に 業 を 大 や し た マシ ュ マ ー は 、 エ の 絆 を 重んじ る パン パ は 、 友 軍 の 似 で ある Z カ ガン ダム を 自分 


ンド ラ の 主砲 に よる 直接 攻撃 を 提案 。 だ が それ は MS 小隊 討ち た いと 主張 し た の で ある 。 これ シュ マー も 
「 ガ ザ の 制 ] 隊長 パン パ ・ リ ダ に よっ て 止め られ た 。 仲間 と 


U.C.6088 


Kj:= パン パ 、 マ シュ マー に Z ガ ンダ ム 討 伐 


を 願い 出る 細 


「 ガ ザ の 嵐 ] 隊 、 エン ドラ を 発進 


ジュ ドー、 コ ロニ ー の 工業 用 ハッ チ を 調 
査 す る た め に アー ガマ を 離れ 、 ジ ャ ング 
屋 組合 に 向かう 。 


エン ドラ を 発 六 し た 「 ガ ザ の 
上 補 に 巨大 な 攻 


「 ガ ザ の 商 」 隊 、 ア ー ガ マ を 襲撃 。 ファ 
と トー レス 、 迎撃 に 向かう 


ジュ ドー、 ゲ モ ン に 捕らわれ る 。 


ルー、 シ ャ ング リラ に 潜入 。 アー ガマ 
に 向かう 途中 、 偶然 見 か けた ジュ ドー 
を 助け る , 


還 ジュド ー、 ゲ モ ン に 捕らわれ る 


エン ドラ に 気付 か れず に アー ガマ を シャ ング リラ か ら 脱出 る ジャ ンク 屋 組合 を 訪問 し た 。 と ころ が 組合 を 牛耳る ゲ モ 
させ る に は コロ ニー 側面 に 位置 する 工業 用 ハッ チ を 使う し ン ・ パ ジャ ッ ク に 身柄 を 拘束 され て し まう 。 Z ガ ンダ ム に 自分 
か な い 一 一 名 実 を 思い 付い た ジュ ドー は 、 ハッ チ を 管理 す 。 の MS を 壊さ れ た ゲ モ ン は ジュ ドー を 逆恨み し て いた の だ 


ジュ ドー、 戦 闘 を 目撃 。 ファ に 代わ っ て 
「 ガ ザ の 族 」 隊 と 交戦 する 。 


パン パ 、「 ガ ザ ・ ス トー ム ・ フ ォ ー メ ー 
ショ ン ] を 発動 。 戦闘 エリ ア に 目 く ら ま 
し 用 の 煙幕 を 属 開 する , 


ルー、 コ ロニ ー 外 壁 に 穴 を 開け 、 煙 幕 
を 排出 する 。 


ーー ーー | 
原 を 幸 め る ゲ モ ン 。 あ まり に 商 | 
全く 気付 か な か っ た I し 


3 月 9 日 
目 ジェ ドー、 「 ガ ザ の 風 」 隊 と 交戦 
ルー の お が かげ で 著 地 を 脱し た ジュ ドー は 、 ア ー ガ マ に 戻 打っ て 変わ っ た 動き を 見 せる Z ガ ンダ ム に 驚い た パン パ は 


る 途中 、 「 ガ ザ の 嵐 ] 隊 と 交戦 する Z ガ ンダ ム を 発見 。 ファ ” 「 ガ ザ ・ ス トー ム ・ フ ォ ー メ ーション ] を 発動 。 大 量 の 煙幕 
に 代わ っ て コク ビッ ト に 潜り 込む と 応戦 を 始め た 。 一 方 で 視界 を 遮り 、 Z ガ ンダ ム を 討ち 取 ろ うと する が 


ジュ ドー、 「 ガ ザ の 嵐 」 隊 を 撃退 する , 


ルー、 ア ー ガ マ 隊 と 合流 。 ラビ アン ロー 
ズ か ら の メッ セー ジ を プラ イト に 渡す 。 


~~ 


た れ た 大 
再び 視界 


MORE INFO! 


視界 きえ 正常 に な ねば 「 ガ ザ の 
放 」 乱 な ビジ ュ ドー の 者 で は な 2 
ガン ダム 1 織 の 前 に 簡単 に 琉 さ 
れ て し まっ た 


3 月 9 日 
目 ルー、 アーガマ 隊 と 合 : 


戦闘 終了 後 、 ア ー ガ マ 隊 と 合流 し た ルー は 、 ラ ビア ン し い 。 これ まで コロ ニー 内 で の 戦闘 の 続発 を 愛 慮 し て いた 
ロー ズ か ら の メッ セー ジ を ブラ イト ・ ノ ア に 伝え た 。 ラビ アン プラ イト は アー ガマ の 発進 準備 を 急 が せ た 。 これ 以上 の 
ロー ズ は アー ガマ の 受け 入れ 態勢 を 整え て 待機 し て いる ら 戦闘 は コロ ニー を 破壊 し か ね な いと 恐れ て いた の で ある , 


cWm・ ツ シラ ィ ィ 38-28 


機動 戦士 ガン ダム 


UC.TIMELINE EE (1 0 sr 08 
と カラ バ と の 合流 


鈴 ジャ ブロ ー 侵 攻 作 戦は 事前 に 察知 され て お り 、 ティ ター 
; ンズ の 局 に よっ て エゥーゴ 降下 部 隊 は 全 注 の 危機 に 晒 
され て し まう 。 辛うじて 脱出 し た も の の 宇宙 に 戻る 手段 

ーー テー は な く 、 信 方 に 暮れ る カミ ー ユ ・ ビ ダン た ち 。 する と カ 

| _ ue | ラバ と 名馬 る 組織 が 、 彼 ら に 協力 を 申し 出 た の だ っ た 。 


エッ ー ゴ 降下 部 隊 、 ジ ャ ブロ ー 上 空 に 
到達 。 対空 砲火 と 迎撃 機 を 突破 し て 
ジャ ブロ ー 基 地 に 降下 する 。 


上 エッ ー ゴ 降下 部 隊 、 ジャ プロ ー に 降下 


大 気 園 上 暦 部 で の 戦い を 切り 抜け 、 エ ッ ゥ ー ゴ 降下 部 隊 は 。 が カミ ー ユ や クワ トロ ・ バ ジー ナ な どの 主力 部 藤 は 巧み に 火 
ジャ ブロ ー 上 空 に 到達 し た 。 一 方 、 地 上 か ら は 激しい 対空 。 線 を 突破 し て 基隆 に 成功 。 息 つ く 間もなく 、 ジャ ング ル の 地 
砲火 が 放 た れ 、 た ち ま ち 数 機 の MS が 撃 樽 され て し まう 。 だ 下 に 設け られ た ジャ ブロ ー 基 地 に 向け て 進撃 を 開始 し た 。 


エゥーゴ 降下 部 隊 、 ジ ャ プロー 基地 へ 
の 侵入 を 開始 


ミー ユ 、 地 上 に 降下 。 ジェ リド の 追 
撃 を 振り 切っ て 、 ジャブロー 基地 内 に 
侵入 する 


か つて な い ほ どの 大 規 枯 
で な 収 較 を 目 に し た -: 


カミ ー ユ と クワ トロ 、 ジャ プロ ー の 状況 


福 火 を 実 彼 し て 地上 上 に 降り 立っ た カミ ー ユ の ガン ダム Mk.HG、 立ち が ン 
中 を で に 不審 を 覚え る 。 


は だ か る 動 織 を 理枝 し な が ら ジ ャ プロー へ の 入口 へ 


11 1 カミ ー ユ 、 ジ ャ ブロ ー 基 地内 部 の 探索 
5 月 11 日 を 開始 。 

【】 目 カミ ー ユ 、 ジャ プ ブロー 基地 に 突入 ミー ユ 、 独房 に 捕らわれ て いた レコ 

執 協 に 付き まま と う ジ ェ リド ・ メ サ 機 を 振り 切り 、 ジャ ブロー て お り 、 抵 抗 し て くる の は 旧式 MS ば か ! さ ア と カイ を 教 出 。 
基地 内 部 に 保 入 し た カミ ー ユ だ が 、 拍子 抜け し て し まっ に は クワ トロ も 驚い た が 、 そ の 裏 に ティ ター ンズ の 陰謀 の = 

し た ec 3 9 クワ トロ 、 捕 虜 の 尋問 を 指示 。 基地 

た 。 基地 の 防 箱 ラ イン で ある エリ ア 1 は も ぬけ の 越 に な っ 匂い を 嘆き ぎ 付け 、 時 惑 に 層 を ひそ め る の だ っ た . に 仕掛 けら れ た 村 尋 弾 の 存在 を 知ら 
され る 。 


下 定 外 の 事 駒 に 戻 の 気配 


ト Fo ティ ター ンズ の 計 


FT な EZ 


5 月 1 
目 7 ミー ユ 、 レ コア の 救出 に 成功 


基地 を 探索 する カミ ー ユ は エリ ア 2 で 懐 か し い 気配 を 感 独房 に 監禁 され て いた レコ ア と カイ ・ シ デン を 発見 し た の 
じ 取 っ た 。 それ は 先行 し て ジャ ブロ ー に 潜入 し た レコ ア ・ 口 。 だ っ た 。 同じ 頃 、 捕虜 の 尋問 を 行う クワ トロ は ジャ プロ ー に 
ンド の 気配 で ある 。 直感 を 信じ て 先 へ と 進む カミーユ は 、 仕掛 けら れ た 罠 の 正体 を 知り 、 起り に 肩 を 雇 わ せる 。 


環 堆 行 の 途中 、 カー ユ 


アポ リー か ら 虹 間 を 受 

けた 連邦 士官 の シド 

し は 、 自ら の 保身 と 3| き 

PT 
し た 


の に 送る ま を 
で 


止 され 、 地 東電 を 活 


WW 染 す る 要因 と な る 村井 
は つい に 所 6 和 発 の 使用 を 随 路 わな 

見 。 独 記 に 頂 ら われ て いい ティターンズ の や り 方 
いた し コア と カイ 自由 に 、 ク ワ ト ロ の 直り が 旨 

に し た の だ っ た 


39-29 


要 動 理 士 Z ガ ンダ ム 


ジャ プロ ー 基 地 、 核 爆発 に より 消失 


検 爆 弾 の 爆破 時 刻ま で 獲 予 は な く 、 クワ トロ は 全部 隊 に 詩 抗 戦 を 唱え る 者 と に 分 裂 。 戦 増 は 英 味 方 も な い 乱戦 に 
を 指示 。 さら に その 情報 は 連邦 軍 も 知る と ころ と 陥っ て し まう 。 そん な 混乱 の 最 中 、 エ ゥ ー ゴ は ガル ダ 型 超大 
な り 、 防 箱 部 隊 は 撤退 準備 を 進め る 者 と 話 を 信じ ず に 徹 型 輸送 機 アウ ドム ラ を 接収 。 間 一 髪 の と ころ で 脱出 で きた 


EM トイ ザッ ク 小 衣 を 加 
Mk 
8 デッキ 


を が を まん で いる その 9、 潮 4 s ーー 
示 の 作 に ガン ダム Me』 と 百 式 1 
| _ a 


が 理 を 現し た 


用 目 カミ ー ユ 、 ケネディ 基 地 に 到着 


楼 の 脅威 か ら 和 逃れ た も の の 作戦 は 当初 の 予定 か ら 雪 機 の 正体 不明 機 が アウ ドム ラ へ の 接近 を 図る 。 さ ら に パイ 
道 変更 を 作 備 な くさ れ 、 宇 宙 に 帰 馬 する 術 を 失っ た エッ ー ロッ ト の ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ が エゥーゴ へ の 協力 を 申し 出 、 ア 
ゴ の 面々 は 今後 の 指針 に 不 そん な 折 、1 ウド ムラ は 正体 不明 機 に 従っ て ケネディ 基地 に 向 か 


why か ウィト 


出 受 胡 


率い る 連邦 軍部 隊 が ケネディ 基地 に 接近 し つつ ある こと 
が 判明 。 シャ トル を 防衛 する た め 、 ク ワ ト ロ の 痢 心 の 部 下 で 
ある ロベルト が 迎撃 を 試み る が 


を 推進 。 ケネディ 基地 に 駐 機 し て いる シャ トル で エ 
面々 を 宇宙 に 送り 返 そ うと し た 。 と ころ が ブラ 


ロベルト の 命 と 引き 換え に 、 1 
地 を 発進 。 ブラ ン が 追撃 を 開始 する 
の 連携 攻撃 の 前 に 敗れ 去っ た 


『 ケ ネ デ ィ 基 隊 の 大 半 は 宇宙 に 戻る こと が で きた 。 し か し 最後 まで 迎撃 
ユ と クワ トロ 任務 に 当 た ー ュ と クワ トロ は 地球 に 取り 残さ 
ー ゴ 降下 部 。 れ 、 以 後 、 カ ラバ と 行動 を 共に する こと に な っ た の だ っ た 


ル を 適 いす が る アッ シャ ー に 寺 し 、 ク ワ ト ロ は 
レダ ム Mk.』 を 捧 し 上 げ る と いう 音信 に 本 


ダメ ー ジ を 受け た 
所 する し か な か っ た 


ゴ 、 アウ ドム ラ を 接収 
エゥーゴ 、 ジャ プロー 基地 か ら 脱出 
ジャ ブロ ー 基 地 、 核 爆発 に より 消失 
アウ ドム ラ に 、 カ ラバ の ハヤ ト が 接 
触 。 エッ ー ゴ へ の 協力 を 申し 出る 。 
アウ ドム ラ 、 北 米 地区 ケネディ 基地 


に 到着 


ハヤ ト 、 基 地 に 駐 機 し て いる シャ トル 
を 用 い 、 エゥーゴ を 宇宙 に 帰還 させ る 
計画 を 推進 


ブラ ン 、 ケネディ 基地 を 急 前 


ロベルト 、 シャ トル を 防衛 する : 
ラン の 迎撃 を 試み る が 
れる 


シャ トル 、 ケネディ 基地 か ら 発 進 


ブラ ン 、 シ ャ トル 追撃 を 試み る が 、 カ 
ミー ユ と クワ トロ の 連携 攻撃 に 
撤退 


シャ トル 、 打ち 上 げ 成 功 


カミ ー ユ と クワ トロ 、 カ ラバ と 行動 を 共 
に する こと に な る 


MORE INFO! 
カミ ー ユ と クワ トロ の 衝 


プラ ン と の 交戦 電 
扶 カ 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


UE.TIMELINE EE 0 0d sO2 
人 故 還 作戦 、 開始 


結 か つて 「 ソ ロモ ン の 悪夢 」 と 恐れ られ た アナ ベル ガト ー に 
・ 強奪 され た ガン ダム 試作 2 号機 の 鶴 財 命令 が 下さ れ た 。 


テス ト ・ バ イロ ッ ト で ある コウ ・ ウ ラキ も 、 ガン ダム 試作 1 
ーー | 号機 で 追撃 部 隊 に 参加 する こと に な うっ た 。 だ が ガト ー の 
= 知略 と 技量 の 前 に 、 作 戦は 困難 を 極め る こと と な る 。 


が トー、 試作 2 号機 を 起動 。 トリ ント ン 
基地 か ら の 脱出 を 図る 。 


目 コウ 、 試作 2 号機 の 脱出 胃 止 に 失敗 


制止 する ニナ ・ パ ー プ ルト ン を 無視 し て 試作 1 号機 を 起 ” れ た ガト ー と の 力量 差 は 歴然 で あり 、 何 より 初め て 体験 
動 さ せ た コ ウ は 、 ト リン トン 基地 か ら の 脱出 を 図る 試作 2 号 。 た 実戦 の 恐怖 が コウ を 委 縮 させ て し まう 。 戦い に 恐れ を 覚 
機 の 前 に 立ち は だ か っ た 。 し か し 「 ソ ロモ ン の 悪夢 ] と 呼ば えた コウ に 、 ガ トー を 止め られ る は ず も な か っ た 。 


コウ 、 試作 1 号機 を 起動 。 ガト ー の 制 
止 を 試み る 


男 ん で 電電 に 鐘 び 出し た 自分 を っ て きた パイ ロバ トー x ント > , 
コク cb4 っ た が 、 ガ に の | に ガト ー、 コ ウ を 一 忠 。 トリ ント ン 基 地 か 
愉 前 は 錦 の 予想 を 遅 か に | だ た 見 切っ た ガト ー は 私 ら の 脱出 に 成功 。 


| を 
末 計 と 革 残し その 坦 
を 価 に し て いる 。 


| 上 回 っ て おり 逆 に 苦難 を | 
議 い られ て し まう 。 


試作 2 号機 奉還 命令 が 発令 。 コウ も 
追撃 部 隊 に 参加 する 。 


ガト ー、 友 軍 と の 合流 ポイ ント に 到 
着 。 コム サイ で の 機体 少 送 を 急ぐ 。 


人 部隊 、 コ ムサイ を 発見 
TT 
She こ 
の 攻撃 で トリ ント ン コウ 、 コ ムサイ を 停止 させ よう と する が 


失敗 。 機体 に 攻撃 を 加え る 。 


を 生え あ に は 充分 だ っ た 


コム サイ 、 爆散 。 た だ し 試作 2 号機 は 
巻き 添え を 免れ 、 逃走 を 図る 。 


目 カト ー、 回収 部 際 と 合 


トリ ント ン 基地 脱出 に 成功 し た ガト ー は 、 育 間 に 紛れ て 。 この シャ トル を 使っ て 、 宇宙 で 待つ デラ ー ズ ・ フ リー ト 本 隊 E INFO! 
友軍 と の 合流 地点 に 向かう 。 そこ に は 大 型 ブー スタ ー を 。 に 機体 を 送り 届け よう と いう の だ 。 し か し 2 号機 の 斉 後 か ら NTU! 
装着 し た コム サイ が 試作 2 号機 の 到着 を 待ち 仁 び て いた 。 、 艇 勢 を 立て 直し た 連邦 軍部 隊 が 迫り つつ あっ た 


に OS | 


| 間 
7 | を | 作業 中 の コム サイ 発見 し 

1 7 | 4 パー ング 摩 の アレ ン が 攻 

| ‘ 机 仕 9 よ 2 た する 。 だ ゲ 

| その 女 は 公園 軍 MS に 見 

コム サイ た と 合流 し た かー は 、 た だ ち に 諾 作 2 号 織 の 横 み 込み を 癌 始 。 だ つか っ て おり 逆 に 先導 
が 完了 まで に は 多少 の 時 間 が 少 要 で 、 そ の 間 は 夫 か に 桂 つ し か な か っ た 。 = ) 加 の 餌食 と な っ て し まっ た 。 


目 コウ 、 回 収用 コム サイ の 破壊 に 成功 


試作 2 号機 を 搭載 し 、 苑 陵 態勢 に 入っ た コム サイ の 前 スタ ー に 点火 、 機体 が 加速 を 始め る 。 や む な く コウ は 攻 ! 
に コウ の 試作 1 号機 が 立ち は だ か り 、 停 止 を 呼び 掛け る 。 を 開始 。 コク ピッ ト 周 辺 に 着 弾 し た コム サイ は 離陸 直 
と は いえ 命令 が 聞き 入れ られ る は ず も な く 、 コ ムサイ は ブー 煙 発 四散 し 、 試作 2 号機 も 失わ れ た と 思わ れ た が ・ 


2 ダル 
モッ 
っ 
シン コム サイ の 筆 発 に 半 き 込ま 
れ て 試作 2 候 帆 も 失わ れ た 
か と 思わ れ た 。 し か し それ は 
ーー ーー し ーー 計 り で 、 黒 煙 の 中 か ら 現れ 
制止 を 振り 切っ て 放 達 する コム サイ に 向かっ て コウ は 発想 に - a た 誠 作 2 号 織 の 妻 に つう は 
た も の の 、 閉 撃 丈 を 受け た 機体 は 上 空 で 糧 発 し 、 地 馬 に 落 突 し た 。 ー 果 抄 と する し か な か っ た 。 
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トリ ント ン 基 地 に 加え られ た ミサ イル の 弾道 計算 か ら 、 公 
国軍 艦 衣 が スレ ー プ 海 内 周辺 に 俸 泊 し て いる 可能 性 が 淫 
上 。 ホー が この 艇 和 能 と 合流 する と 予想 し た アル ビオ ン 艇 長 
エイ パー・ シ ナ プ ス は 追撃 部 隊 を 急行 させ る 。 その 予想 は 


状 し い 着信 計り 返す 2 絆 の ガン ダ 
ム 。 と いえ 所 
り 拓 きえ る 


- ーー 臣 の 陸 を 区 
| つの も 区 情 を 決め か ける が を 寺 載 さ れ た 試作 


U.C.0083 10 月 中 旬 
| アル ビオ ン に 試作 2 号機 奉 同 命令 が 下る 


道 撃 部 隊 の 活躍 で 試作 2 号機 の 地球 園 苑 脱 は 阻止 で ルビ オン に その 任 が 下さ れ た 。 試作 2 号機 に は 戦術 枝 弾 
の の 、 機 体 の 審 選 に は 失敗 し て し まう 頭 が 搭載 され て お り 、 ジ ャ ブ プロー へ の 本 攻 撃 は な ん と し て 
見 た 連邦 軍 上 層 部 は 試作 2 号機 の 玲司 命令 を 正式 に 発 も 固 避 し な けれ ば な ら な い 予想 され る 任務 を 
動 。「 カ ンダ ム 開 発 計画 ] の 責任 者 コー ウェ ン を 通し て ア シナ プス は 顔 を 至 め る の だ 


| アル ピオ ン の 任 季 は 試作 1 呈 標 
人 | よび 2 号 内 の 重力 下 寿 用 試験 で 
る 。 だ が 火 銀 の 事 条 を 章 に 、 シナ ブ 

ス は 新た な 任務 を 受話 し て いる 


上 OS 10 月 中 名 
』 目 アル ピオ ォ ン 、 アフ リカ 方 面 へ 向かう 


必死 の 捜索 に よっ て 試作 2 号機 は アフ リカ 地区 ある 。 し か も 捜索 行 の 間 に も 連邦 宮上 暦 部 か ら は 矢 の 催 
と が 判明 。 アル ビオ ン も 一 路 、 ア フリ カ へ 向 か 促 が 入り 、 ア ルビ ピオ ン 乗 組 内 の 間 に は 妖 屈 し た 空気 が 生じ 
と は いえ 3.000 万 km* も の 広大 な 大 陸 の 中 か ら 試 て し まう 。 特に MS パイ ロッ ト の スト レス は 最高 滞 に 達し 、 促 
作 2 号機 の 潜伏 電 所 を 特定 する の は 困難 を 極め る 任務 で 内 で 喧嘩 や 小 醒 り 合い が 多発 する 有 様 だ っ た 


は 昌 相 員 も 同様 で 
多発 。 シナ ブ 


円 
中 


MIUEMEI= 較 試作 2 号機 の 移動 先 が ス レー ブ 海 


岸 に 特定 され る , 


追撃 部 隊 、 スレ ー ブ 海 岸 に 移動 。 回 
収 艇 を 待つ 試作 2 号機 を 発見 する , 


追撃 部 隊 、 戦闘 開始 
コウ 、 試 作 2 号機 と 対等 する が 、 逃 走 
を 許し て し まう 


連邦 軍 上 層 部 、 試 作 2 号機 奉還 命 
令 を 発令 。 アル ビオ ン に 任務 が 下さ 
れる 


コウ 、 ベル ナル ド ・ モ ン シ ア の 挑発 に 
乗り 、 独断 で 模擬 戦 を 開始 


コウ 、 正式 に 試作 1 号機 の パイ ロッ ト 


試作 2 号機 の 移動 先 が ア フリ カ 地 区 
で ある こと が 特定 され る 


アル ビオ ン 、 アフリカ 方 面 に 向け て ト 
リン トン 基地 を 発進 


アル ビオ ン 、 ア フリ カ 大 陸 に 到着 。 試 
作 2 号機 の 潜伏 先 の 捜索 を 行う 。 


困難 な 任務 に 際 し た アル ビオ ン 乗 組 
員 の 間 に ス トレ ス が 高まる 。 


MORE INFO! 
アル ビオ ン の 補充 要員 


機 革命 人 を 避 
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UC.TIMELINE 1 0 7 
ガン ダム アム ロロ 、 復活 


時 一 年 戦争 の 功労 者 で あり 、 優 れ た ニュ ー タ イブ と し て 英 | 
, 雄 扱 いさ れ た アム ロ ・ レ イ 。 だ が 強 財 ぎる 力 を 危険 視 さ 
れ 、 長 期間 の 軟禁 状態 に 置か れ た アム ロ か ら は 、 か つて 

i i: の 吾 気 は 失わ れ て いた 。 それ で も 仲間 と の 再会 を 通し 

| .C.09 て 、 彼 は 再び 英雄 へ の 道 を 登り 始め る こと に な る ……。 


アム ロ 、 ニ ホ > かう フラ ウ た ち を 
見 送る た め に 空港 に 移動 。 


アム ロ 、 カ ツ と 共に 監視 員 の 目 を 盗ん 
で 逃走 


アム ロ 、 輸 送 機 を 強 秦 。 カラ バ と の 
合流 を 図る 。 


目 アム ロ 、 監視 員 の 目 を 盗ん で 脱 


シャ イア ン を 訪れ た フラ ウ ・ ボ ゥ た ち が 目 に し た アム ロ は . に 彼 は 戦場 に 戻る こと を 決意 。 ニホン へ 避難 する と いう フ 
一 年 載 争 の 頃 の 郊 き を 失っ て いた 。 し か し カツ ・ コ バ ヤ シ ラウ た ち を 見 送る と いう 名 目 で 空港 まで や っ て 来る と 、 監 
の 叱 呼 と フラ ウ の 思い 遣り が アム ロ の 心 を 握る さぶ り 、 つ い 視 員 の 目 を 次 ん で 輸送 機 を 強 准 、 空港 か ら 飛 び 出し た 


| フラ ウ た ち を 見 送る た め 御家 員 の 目 を ん で 責 
に 空 準 を 訪れ た アム ロ . ロタ ら 松 け 出し た アム ロ 
だ が 巡 の 夫 向 は 達二 2 は 、 江 直 外 に 
し て いた 内 送 灯 に 拉 近 ] 
その まま コク ビッ ト へ と な 

自身 も 気づい て いた だ れ ぬ ん だ 


ロ ザ ミ ア 、 ニ ュー タイ プ 研 究 所 を 発 
進 。 ブラ ン と 合流 する 途中 、 アウ ドム 
ラ を 発見 し 、 攻撃 を 仕掛 ける 。 


クワ トロ 、 アウ ドム ラ を 発進 


カミ ー ユ 、 ク ワ ト ロ の 命令 を 無視 し て 
アウ ドム ラ を 発進 


ミー ユ 、 ロ ザ ミ ア と 交戦 。 苦戦 を 強 
いら れる 


二胡 も 追 
し た アム ロ は 


み 給 め た の で ある クワ トロ 、 カ ミー ユ を 提議 。 ロ ザ ミ ア 、 


撤退 する 


目 ロ ザ ミ ア 、 アウ ドム ラ を 強 貞 する 


ティ ター ンズ へ の 協力 を 約束 し た 北米 の ニュ ー タ イブ 研 ず 友 軍 の ブラ ン ・ ブ ルター ク と の 合流 を 図る 。 だ が コー ス ー - 
究 所 (ニタ 研 ) が 、 ア ウド ムラ 追撃 の た め に 強化 人 間 ( ロ ザ 。 上 に アウ ドム ラ の 機 影 を 発見 する と 予定 を 変更 。 自身 の ー ュ ーー プ 研 究 所 の 台 
ミア ・ バ ダム ) を 派遣 し た 。 研究 所 を 発 ミア は 、 ま 手 で アウ ドム ラ を 撃 層 すべ く 、 攻撃 を 開始 し た ニュ ー タ イプ 研究 所 の 台頭 


SE / 


に 思い 及ぶ 
は ず も な く 、 間 立 ち を 事 ら せ 
て いた 


TT TT Ts の 失 近 に 。 ク ウト は SFS を 使っ て 
の 空中 四 を な 。 と ころ が か 入内 か ら の 謗 が 命じ ら か た 


四 カミ ー ユ 、 独断 で ロ ザ ミ ア と 交戦 する 


アウ ドム ラ か ら の 迎撃 を クワ トロ ・ パ ジー ナ に 命じ ら 発 を 覚え た の で ある 。 つい に 独断 で アウ ドム ラ を 飛び 出し 
ミー ユ ・ ビ ダン だ っ た が 、 次 第 に 葵 立ち を 暮らせ て い た カミ ー ユ だ が 、 爆発 釣 な 加速 性 能 を 発揮 する ロ ザ ミ ア の 
た 。 自分 ひと り だ け で 載っ て いる よう な クワ トロ の 言動 に 反 機体 (ギャ プラ ン ) に 丘 弄 され て し まう . 


| を ん と か ガン ダム Mk を 要り 
レン EELS EGO 
撃 を 購 け よう と する が 。 そこ に 


アン 


剖 無 民 に 飛び 回 る キャ プラ ン に 簡素 され る カミ ー ユ だ が ゲ 、 一 計 を 案じ て 
SFS か 飛び 出す と 、 工 く ロ ザ ミ ア 選 目 に キャ プラン の 調 に 舞 び 移っ た 


| 計 す る し か 6 みっ た よう だ 


理 昌 ガン タム 


UE.TIMELINE 


目 プラ ン 、 アウ ッ ド ムラ を 油 喜 する 


ロ ザ ミ ア と 合流 し た ブラ ン だ が 、 ギ ャ プラ ン の 修理 を 待た 
ず し て 発進 し た 。 強化 人 間 に 自 分 た ちの よう な 普通 の バイ 
ロッ ト の 座 を 奏 わ れる こと を 危 尼 し て いた の で ある 。 さら に 
叩き 上 げ の 戦士 で も る ブラ ン に は 相応 の プラ イド が あり 


ーー ET 人 委 、 アウ ドム 凍 
た プラン だ ロミ ア へ の 対 枯 や が 浴 を 先 症 ら せ る こと に な っ た 


辛 本 を 算 め させ られ た 相手 に は 、 是 が 非 で も 自分 の 手 で 
引導 を 渡し た か っ た の だ 。 ブラ ン の アッ シマ ー の 接近 を 感 
知 し た アウ ドム ラ は た だ ち に 巡 撃 長 勢 を 取る も の の 、 ロ ザ ミ 
ア と の 戦闘 で 受け た 施 手 か ら 苦戦 を 強い られ て し まう 


ハイ ザッ ク 導 野人 e え た ブ 
ラン の アッ シマ ー は アウ ドム 
う 導 生 を 同 始 。 目 昼 を レー 


li 
ーー 


半 アム ロ 、 輸送 機 で プラン を 束 刀 する 


カラ バ と 含 流す べく 輸送 機 を 飛ば す ア ムロ の 視界 に 戦 
図 の 光世 が 入っ た 。 アウ ドム ラ と プラ ン の 戦闘 で ある 。 す 
る と アム ロ の 目前 で アッ シマ ー が 急 加 速 を 仕掛け 、 防 衛 線 
の 突破 に 成功 。 この まま で は アウ ドム ラ に 技 害 が 及 ん で し 


まう 一 一 アム ロロ は 遇 躍 に スロ ッ ト ル を 上 げ 、 ア ッ シ マ ー に 追 
いす が っ た 。 そし て アッ シマ ー の 背後 か ら 体 当たり を 牧 行 し 
た の で ある 。 ブラ ン が 気づい た 時 
失敗 し た アッ シマ ー は も つれ 合う よう に 落下 し て いっ た 。 


容 す る 内 送 細 に 足下 


いる が 、 ア ウド ムラ 香寺 
は 突 牙 し て いる 


アッ シマ ー の 搬 退 を 確認 し た クワ トロ は 、 カ ミー ユ が 教 
助 し た 輸送 機 の 華 組 員 に カメ ラ の 焦点 を 合わ せ 、 思わ ず 


敬 き の 声 を 上 げた 。 ガン ダム Mk-II の 掌 で こち ら を 見 て い 
る 人 物 は 、 7 年 の 歳 月 を 経た と は いえ 、 ア ムロ に 間違い な 


| 
カミ モー ユ に 続い て クワ トロ も 挫 本 
Oy ) 民 力 者 の 導 を 確 
倒し よう と する ゲ 


接近 する 吾 式 か ら 不可 時 講 な 感 
條 を 恒 た アム ロ G は 、 思わ ず 身 を 業 
り 出 し た 。 その 隊 世 は 、 か つて 琴 
ーー 4 じ た も の の よう に 時 ぇ た の だ 


か っ た か ら だ 。 一 方 、 ア ムロ 自身 も 、 百 式 の コク ピッ ト か ら 
要 を 現し た 人 物 を シャ ア ・ ア ズ ナブ ル と 級 め 、 息 を 香 む 。 ど 
の よう な 偶然 の 一 致 か ら か 、 一 年 戦争 で の 宿 身 は こう し て 
劇 的 な 再会 果たす こと に な っ た の だ っ た 


コク ピッ ト の ら を 現し た クワ トロ と 、 ネ の 入線 を 見 林 和 る アム ロ 。 7 年 の 時 
が 経過 し た と は いえ 、 か つて の 秦 二 は 互い の 者 を 后 論 し た の だ っ た 


1] aD sr 07 
ロ ザ ミ ア 、 ブラ ン と 合流 
ブラ ン 、 ギャ プラ ン の 整備 を 待た ず に 、 


アウ ドム ラ 追 撃 の た め に 発進 する 。 


ブラ ン 、 ア ウド ムラ を 発見 。 先制 
を 仕掛 ける 。 


クワ トロ と カミ ー ユ 、 迎撃 を 開始 。 


ブラ ン 、 防 衛 線 を 突破 し て アウ ドム ラ 
アウ ドム ラ の コク ビ ピット に 狐 


い を 定め る . 


アム ロ の 輸送 機 、 戦闘 空域 に 接近 。 


アム ロ 、 輸 送 機 で アッ シマ ー に 体 当 
た り を 敢行 。 


ブラ ン 、 戦闘 空域 か ら 撤退 。 


アム ロ 、 落下 する 輸送 機 か ら 脱出 。 


カミ ー ユ 、 アム ロ を 回 収 する 。 


アム ロ と シャ ア (クワ トロ ) 、7 年 振り に 
再会 する 。 


Wa ーッ ン ラ イエ 
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EE C0 4 se 08 
CB、 再 降臨 


国連 軍 と の 壮絶 な 戦い に よっ て 姿 を 消し た CB (ソレ ス 
タル ビー イン グ ) 。 と は いえ 紛争 根絶 を 願う 彼ら が 滅び 
去っ た わけ で ば な か っ た 。 最終 決戦 か ら 4 年 の 歳 月 が 過 
ぎ 去 っ た 西暦 2312 年 。 世界 に 再び 混乱 の 予兆 が 現れ 
た 時 、 生ま れ 変 わっ た CB が 降臨 を 果たす こと に な る 。 


目 沙 紫 、 アロ ウッ ズ に 拘束 され る 


カタ ロン 、 コロ ニー・ プ ラウ ド に 拘束 さ 
れ た 仲間 の 救出 作戦 を 実施 


アロ ウズ 、 カ タロ ン の 作戦 を 察知 。 対 


CB と の 決戦 積 、 世 界 は 地球 連邦 政府 に 続 合 され 、 平 穏 
東 さ れ た か に 思わ れ た 。 だ が 統合 政 築 を 推進 する た め 
に 連邦 政府 は 独立 治安 雑 持 部 衣 「 ア ロウ ズ 」 を 組織 。 これ 


ぶ 


皇 画 失 師 と な っ た 沙 基 ・ ク ロス ロー ド は コロ ニー・ プ ラウ ド の 建 業 務 に 
携わっ て いた 。 だ が ある 日 、 アロ ウズ に 身 情 を 拘束 され て し まう 。 


目 カン ダム エク シア リ ベ ア 、 戦闘 に 介入 


抗 策 と し て MS 部 隊 を コロ ニー・ プ ラウ 
ド に 派遣 


に 反発 する 反 連 邦 グ ルー プ 「 カ タロ ン 」 と の 間 に 衝突 が 絶 
えな か っ た 。 そん な 折 、 カ タロ ン の 支部 長 ウラ ウス ・ グ ラー ド 


は 、 拘束 され た 仲間 を 救う た め に 、 ある 作戦 を 実行 に 移す 。 
の 沙 越 、 ア ロウ ズ に 拘束 。 高 重力 工業 
区 画 に 送ら れる 


アラ ツボ の 融 

画 に は 内 
カタ ロン 構成 員 
が 物 東 まれ て お り 、 カタ 
ロン と は 無 半 価 の 沙 穫 
も 強制 労働 を 強い られ 
る こと に な っ た 


カタ ロン 、 アロ ウス 部 隊 と 交戦 。 


アロ ウズ 、 コロ ニ 
トマ トン を 投入 


プラ ウド 内 に オー 
沙 整 、 オ ー ト マト ン に 前 われ る が 、 末 
那 に 救出 され る 。 


剰 那 、 ガン ダム エク シア リペア で アロ 
ウズ 孝 隊 と 交戦 。 


カタ ロン の 計画 は アロ ウズ に 漏 液 し て お り . 
みた アロ ウズ 准将 アー サ - 
隊 を 派遣 。 さ ぁ ら に コロ ニ . 


事態 を 重く 
・ グ ッ ド マン は 人 巡洋艦 と MS 部 
プラ ウド 内 に 自動 殺 較 兵器 オー 


本 柚 還 | 休 困 人 放 わ う と する カタ ロン 
に 判 し 、 アロ ウズ は オー トマ 
トン の 投入 を 決定 。 拘 雪 
1 を 含む カタ ロン 全 骨 の 口 圭 


し を 回 ろう と する 


沙 四 も オー トマ トン に 追わ 
れ 。 久 うく 合 を 邊 と し そう に | 
な る 。 する と その 場 に 庄 の 
人 物 が 現れ 、 対 る 沙 重 の | 
生地 を 秋 っ た の だ っ た 


er 


沙 直 を 菩 っ た 応 の 人 物 は 、 ア 
ロウ ズ の 請 査 を し て いた 革 
F・ セ イエ イ だ っ た 。 さら に ガン 
ダム エク シア リ ベ ア を 刀 動 させ 
た 笛 施 は 。 アロ ウズ の MS ( ア 
へ オ ) と 交 載 する が 


l 、、 
| を こす 8 ! 


目 沙 慈 、 利 政 に 銃 を 向け る 


トマ トン を 投入 し 、 無 差別 掃討 作戦 を 実施 する 。 無実 の 
境 で 囚われ て いた 沙 閑 も 秩 特 に な りか ける 。 し か し 翔 玩 ・ 
F・ セ イエ イ の 介入 に よっ て 究 地 を 才 わ れ た の だ っ た 


A 更 。4 


ティ エリ ア 半 革 の 援護 に 駆け 付け る 


剰 那 、 プトレマイオス 2 と 合流 


沙 慈 、 刺 那 に 銃 を 向け る が 、 引 き 鉄 を 
引け ず に 終わ る , 


E INTU! 


| 西暦 312 年 の 世界 
『 ほか ら 4 年 が 経過 し た 西 


9 
3 に \ 
最新 外相 の アヘ ッ ド を 相手 に 半 玉 杖 能 の ガン ダム エク シア リペア で は 
EF そこ に ティ エリ ア ・ ア ー デ の セ 


は ず も な く 、 箱 孝 は 劣勢 に 立た され る 。 だ 
ラヴ ィ ー ガ ンダ ム が 現れ 、 圧 信 釣 な 火力 で アヘ ッ ド を 族 刀 に 追い や っ た 


アロ ウズ を 上 繋 退 し た ティ エリ ア と 刺 那 は 4 年 振り の 再会 
を 喜び 合う 。 だ が CB の 振る 舞い に よっ て 大 切な も の を 鶴 
われ た 沙 趣 が 穏やか で いら れる は ず も な く 、 つ い に 起 り を 


逢 其 6 計 を 革 っ た 落 問 は 、 潜 情 の まま に 終 口 を 革 馬 に 向け る 。 だ が 「 人 
を 裕 て ば CB と 同じ に な る ] と いう 考え か ら 、 引き 低 を | け な か っ た 


爆発 させ る と 刺 那 に 銃口 を 向け た 。 それ で も 引き 鉄 を 引く 
こと は で きず 、 プ トレ マイ オス 2 に 収容 され た 沙 閑 は 自ら の 
不 甲 斐 な さ と 運命 の いた ずら に 案 ぎ 込ん で し まう … 


「 座 


CB へ の 次 帰 を 果たす 
- 方 行き 場 を 失っ た 
沙 直 は プトレマイオス 2 
の 竹 訂 に 入れ られ る こと 
に な っ た 


本 幸二 ガ ンダ ム 00 


AD TIMELINE 


目 利用 、CB メ ン バ ー を 訪れ る 


新た な 作戦 行動 を 急ぐ CB だ が 、 新型 MS ダブ ルオ ー ガ 
ンダ ム の 始動 テス ト に 手間 取っ て いた 。 2 基 の GN ドラ イヴ 
を 同調 させ る 「 ツ イン ドラ イヴ シス テム ] が 不安 定 で 、 起動 
に 至ら な : こ 。 一 方 、 ひと り 別 行 動 を 取る 計 那 は 地 


テー 


大 改 か ら 事情 を 聞か され た 
ライ ル は きま 兄 の 敵 志 を 災 
で こと を 決意 。 新た に 「 ロ ンク 
オン ・ ス トラ トス 」 と し て CB 
| 参加 を 表明 し た 


最終 決 胃 の 硬 要 か ら 速 れる 
た め に 自 吉 身 栗 な 生活 を 送っ 
た スメラギ も 、 害 施 に 昔 
る 形 で プ ト レ マ イ 
滞る, 


目 アロ ッ ズ 、 戦力 拡大 を 図る 


球 各地 を 訪問 。 まず は 4 年 前 の 決戦 で 命 を 落と し た ロッ ク 
オン ・ ス トラ トス の 双子 の 弟 (ライ ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ ) を 、 さら 
に CB か ら 身 を 引い た 戦術 予報 士 ス メラ ギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ を 
ふた り に CB へ の 参加 を 促し た の だ 
還 じ 、 首 施 の いな い プ トレ 
マイ オス 2 で は 、 ラッ セ ・ ア イ 
オン た ち が 沙 の 識 旨 に 当 


た っ て いた 。 最初 拒絶 し 
て いな 沙 引 だ 


レイ ナ ・ ヴ ァ ステ ィ の 残し 
た 情報 虹 末 (ハロ ) か ら 4 年 
前 の 事件 の 真相 を 引き 出 
し 、 次 弟 に 考え を 改め て いく 
よう に な る 


CB 復活 の 予 信 を 感じ 取 - 
カタ ギリ は 、 新た な 戦い 
人 革 連 が 生み 出し た 超 兵 で ある ソー マ ・ ピ ー リ ス や 、 AEU 
出身 の 戦術 予報 士 カ ティ ・ マ ネ キ ン を 招集 する と 共に 、 リ 


アロ ウズ の 贅 硬 な 細 圧 政和 
を 時 問 神 する カテ ィ だ が 組 
織 の 内 部 か らち 真相 を 探る た 
め に 、 取 え て アロ ウズ へ の 入 
時 を 承 鍵 し て いる 


EJ 
下 カ が 堪 弄 され た アロ ウズ に i 
は 標本 な 
た が 、 その 中 
ド 


の 宏 も あぁ っ た 


ポン ズ ・ ア ル マ ー ク か ら 得 た 情報 を 基 に プトレマイオス 2 の 
位置 を 特定 し 、 CB 討伐 に 乗り 出し た 。 対す る プ ト レ マ イ オ 
ス 2 に は ティ エリ ア の ヴァ ー チ ェ し か 待機 し て お ら ず 、 こ の ま 
まで は 4 年 前 の 惨劇 が 繰り 返さ れる と 思わ れ た が 


還 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム 、 ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム の 始動 成功 


プトレマイオス 2 に 帰 艦 し た 膨 凶 は ダブ ルオ ー ガ ンダ ム 
で の 出撃 を 試み る 。 し か し ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム の 始動 
は 依然 難航 し て お り 、 この まま で は 満足 に 動く こと も で き な 
い 。 する と 章 痢 は 「 ト ラン ザム ] の 発動 を 決意 し た 。 機体 
一 足早 く プ トレ マイ オス 2 に 
差し た 第 の 前 に 、 新 た 
体 が 疲 を 現し た 。 そ | 


午 肛 の 新た な 機体 、 ダ ブル 
オー ガン ダム だ っ た 


た だ ち に 機体 を 発 邊 させ よう と 
する 刺 層 を イア ン ・ ヴ ァ ス ティ 
が 抽 止 し た 。 ダブ ルオ ー ガ ンダ 


、 ヶ グ /| ゃ Gz< 間 WW トラ ン ザム を 発 

を 動き せ 、 ツ イボ ライ ヴ シ ステ ム 

1 ' の 結 和 を 公 し た 。 た ち ま ち 赤く 

と 3 A $ams それ で も シス テ 
1 LMF 


出力 を 一 時 的 に 増大 させ る トラ ン ザ ム に よっ て 、 ツ イン ドラ 
イヴ シス テム を 強制 的 に 給 動 させ よう と いう の だ 。 これ は 、 


失敗 すれ ば 機体 が 爆発 し か ね な いと いう 危険 な 里 け だ っ 


アロ ウズ 叙位 の 攻撃 が プトレマイオス 2 に 謝 た れる 導 前 、 つ い に ツ イン ドラ 
イヴ シス テム が 結 答 。 その 直 欄 、 医 か ら 人 進 し た ダブ ルオ ー ガ ンダ ム は . 
圧 仙 的 な 機動 カ を 鍵 し て アロ ウズ 作 を 一 持 し て いる 


CB、 再 降 上 


.W | acd serOB 


イア ン 、 ダ ブル オー ガン ダム の ツイ ンド 
ライ ヴ シ ステ ム 始 動 を 急 が せる 。 


を 訪ね 、 CB へ の 参加 を 促す 。 


ライ ル と スメラギ 、 刺 那 と 共に プ ト レ マ 
イオ ス 2 に 向かう 。 


アロ ウズ 、CB の 復活 に 対抗 する た 
め 、 戦力 拡大 を 図る 


イノ ベイ ド の リポ ンズ ・ ア ル マ ー ク か ら 
プトレマイオス 2 の 現在 位置 が も た ら 
され る 。 


アロ ウズ 部 隊 、 プ トレ マイ オス 2 攻撃 
の た め に 発進 。 


スメラギ 、 プ トレ マイ オス 2 に アロ ウズ 
へ の 対抗 策 を 伝達 。 
半 那 、 プ トレ マイ オス 2 に 帰 艦 。 ダブ 


ルオ ー ガ ンダ ム に 搭乗 する 。 


第 那 、 ト ラン ザム を 発動 。 ツイ ンド ライ 
ブシ ステ ム が 始動 する , 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム 、 始動 。 アロ ウズ 
部 隊 を 撤退 に 追い や る 。 


INFO! 


独立 治安 維持 部 隊 ア ロウ ズ 


MR YSZ MBS 


到 那 、 地 球 に 移動 。 ライ ル と スメラギ に ) 


42-30 


機動 戦士 ガン ダム UC 


U.E.TIMELINE 


[W] mM ser O05 
フル ・ フ ロン タル と の 接見 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ と 「 袖 付き 」 の 間 で 翻弄 され る オー ド 
リー・ バ ー ン (ミネ バ ・ ザ ビ ) を 守る た め 、 フル ・ フ ロン タ 
ル と の 対決 に 挑む お バナー ジリ ンク ス 。 し か し 「 赤 い 彗 星 
の 再来 」 の 実力 は バナ ー ジ の 想像 以上 で あり 、 ユ ニコ ー 
ン ガ ンダ ム を も っ て し て も 苦戦 は 避け られ な か っ た 


オー ドリ ー を 人 質 に 『 科 付き 』 の 人 コー シ ガ ン ダム が 


ダグ ザー マッ クー ル の 思惑 = 出 て し まい 倒 的 な 戦闘 能力 
ね つけ た フル ・ フ ロン タル は ネェ ル ・ ア ー ガ マ へ の 攻 れる か も し れ な い 


言 する 。 : まで | ー を 守る こと が で き な い ーー は 安全 な 宙 域 に 退避 で きる 
つこ と を 良し と し な い バ ナー ジ ・ リ 。 で あっ た か も し れ な い 


し た 。 以前 の 戦闘 で ユニ 性 を 


フル ・ フ ロン タル を 足止め させ らち 
・ アー ガマ と オー ドリ ー 


スト ロイ モー ド で の 圧 パナ ー ジ 、「 袖 付き MS 部 隊 と 交 音 
ギラ ・ ズ ー ル を 撃破 する 


それ は 像 い 希 望 
ジ は 一 握り の 可能 バナ ー ジ 、 シナ ンジ ュ と 交戦 


パナ ー ジ 、 フル ・ フ ロン タル の 技量 に 
苦戦 を 強い られ る . 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 デ スト ロイ モー ド 
に 移行 。 シナ ンジ ュ と の 戦闘 を 継続 。 


リ デ ィ 、 バナ ー ジ の 


シナ ンジ ュ の 追撃 を 試み る ユニ コー ン 
ガン ダム の 前 に クシ ャ トリ ヤ が 出現 。 


バナ ー ジ 、「 袖 付き ] の 捕虜 と な る . 


MORE INFO! 


目 バナ ー ジ 、 「 補 付き | の 捕虜 と な る 


デズ トロ イモ = ド の 員 共 


シナ ンジ ュ に 迫る 勢い で ユニ コー ン ガ ンダ ム を 駆る パ を 加え た 。 さら に 連邦 軍 バ パイ ロット の リ デ ィ ・ マ ー セ ナス が 


や は り フ ル ・ フ ロン タル の 技量 は 尋常 
い 込 まれ て し まう 。 だ が パナ ー ジ は 謗 
の よう と せ ず 応え る か の よう に NT-D シ ステ ム が 起 
動 。 デス トロ イモ ー ド に 
前 と は 打っ て 変わ っ た 機動 性 を 発揮 し て シナ ンジ ュ に 攻撃 


音 撃 戦は 不利 と 


前 と 見 た フル ・ フ ロン タル は 撤退 
これ は 妊 


才 体 的 精神 的 人 


本 琶 エガ ンダ ム UC 


ETINELUINE no (WE) nd wn 


ネェ ルアー ガマ 、 戦 闘 宙 域 か ら 離脱 


リ デ ィ 、 独房 の オー ドリ ー と 会 見 。 一 
方 、 の 5 の うと る 2 ー に 文句 の ひと つ で も 1 連 の 事件 の 裏 に 、 連 孝 と ネオ ・ ジ オ 
けた か っ た の だ 。 し か し kK ン に よる 高度 な 政治 取引 が 関与 し て 
そん な 折 、 独 房 に 収監 か 事件 の 裏 に は 高度 な 政治 取引 が 絡ん いる こと を 聞か され る , 
リ デ ィ が 接触 。 散 を 守っ た パナ ー ジ が 瑞 の 手 に 落ち た 一 。 と を 聞か され 、 彼 は 言葉 を 失っ う の 7 


パナ ー ジ 、 資 源 衛星 バ パラオ に 連行 さ 
れる 


パナ ー ジ 、 フル ・ フ ロン タル と の 接見 
に 臨む 


パナ ー ジ 、 フル ・ フ ロン タル の 論 に 反 


二 欲す る の は 、 
な く フル フロ ンタ ル と ( B の 自 誰 柏 を 杖立 する た め えど ん な 理 
まで 死 関 を 演じ て いた 相 る 行 を パナ ー ジ は 谷 
も 、 冷静 な 融 度 を 骨 さ な い フ ル ・ フ ロン タル は 、 自分 た きず 、 ふ 3 行 線 を 辿っ た まま だ っ た 


バナ ー ジ 、 ギ ルポ ボア 預かり の 身 と な る 。 


パナ ー ジ .、 ギ ル ボ ア の 家族 と 夕食 を 共 
に する 。 


a ダ 、 パ ナー ジ を 礼拝 堂 に 連れ 出 
、 自ら の 戦う 理由 を 語る 。 


軍 上 層 部 、 ネ エル ・ ア ー ガ マ に 
パラ オ 攻 略 を 命じ る 


MORE INFO! 
ob 


四 バナ ー ジ 、 ギル ポア に 呈 且 を 括 けら れる 


ー ジ の 身柄 は ギル ボア 預かり 
疾 2 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


ED se D2 


0Z の 台頭 と 新た な 戦乱 


地球 圏 統一 連合 の 特務 機関 で あり 、 軍事 用 MS の 開発 ・ 


供給 元 と し て 連 


合 に 貢献 し て きた 0Z。 し か し 連合 の 繁 


栄 の 陰 で 力 を 蓄え て いた 0Z が 、 現 状 の 地位 に 満足 し て 
いる は ず も な か っ た 。 そし て ガン ダム の 出現 を 契機 に 、 
つい に OZ は 本 性 を 剥き 出し に し た の で ある 。 


S 帥 の トレ 
一 側が か 


イプ レイ ク ] を 発 金 を 受 
は 0Z の MS 部 隊 「 ス ペ シ ャ ル ズ | か が 


ー を 起こ し 、 連合 軍 を OZ の 支配 下 に 置 


に Ko 


基地 か ら 脱 出し た 張 五 飛 は トレ ー ズ 暗 
レー ズ 紫 隊 を 追跡 する と 、 護 衛 MS を 
開 内 に 洪 入 し た 。 そし て トレ ー ズ を 発 


見 する や 青 竜 刀 を 振り 上 げ 、 一 息 に 斬り 捨て よう と する 。 だ 
か が 五 飛ば トレーズ の 力 を 軽視 し て いた 。 サー ベル を 構え た ト 
レー ズ は て みせ た の だ 


OZ の クー デ タ ー が 続く < 中 、 ゼ クス ・ マ ー キ ス は 連合 軍 本 
ルク セン ブル ク 基 地 の 制 圧 作戦 に 大 加 す る 。 だ が 彼 に 
すべ き 目 的 が あっ た 。 実は セク ス は 、 今 か ら 


達 合 に よっ て 減 ば され た 王国 『 サ ンク キン ゲ ダ ム 1 
で 国 侵略 の 指揮 を 執っ た 連合 軍 士 官 (ルク 
セン ブル ク 基 地 司 : し て いた の で ある , 


像 画 に 向かっ て 心 の うち を 
」 独 折 し て いる 


トレ ー ズ 、 「 オ ペレ ーション ・ デ イブ レイ 
ク 」 を 発動 


スペ シャ ルズ に よる 同時 クー デ タ ー が 
世界 各地 で 発生 


連合 基地 お よび 連合 政府 施設 、 ス 
ベ シ ャ ルズ に 掌握 され る 


連合 に よる 支配 体制 鹿 填 。 OZ お よ 


び ロ ー ム フェ ラ 財 団 が 台頭 する 


五 飛 、 ト レー ズ 暗 殺 を 試み る が 失 


ゼクス 、 ダイ コ を 粛清 する 


ゼクス 、 サ ンク キン グ ダ ム 跡地 を 訪問 


MORE INFO! 


机 動 Wi 記 ガン ダム W 


MELME 


上 カン ダム 4 機 、 0Z の 陽動 部 隊 と 交戦 


地球 み ら は 連合 電 首 脳 暗殺 の テロ リス ト と し て 、 コ ロニ ー 
側 か ら は 連合 の 武力 侵攻 を 促進 させ た 者 と し て 、 非難 の 対 
象 と な っ た ガン ダム と その パイ ロッ ト た ち 。 だ が 彼ら は 当初 


0Z が 陵 路 と 空路 | 


の 任務 に 従い 、 世 界 各地 で 破壊 活動 を 続け て いた 。 そん 

な 折 、 大 規模 な MS 輸送 計画 の 情報 が も た ら され 、 五 飛 を 
除く 4 人 の パイ ロッ ト は た だ ち に シベ リア 地区 へ 向 か 

一 方 、 ヒイロ ホロ ワ は 輸送 機 部 

職 を 9 受 し よう と | 前 

ウス の トー ル ギ ス が 立ち は だ 

画 ば 


目 ヒイロ 、 投降 を 拒み 、 自 爆 を 決行 する 


画 は ガン ダム 入手 を 目 論 お 0Z 特 佐 レデ ィ ・ ア 
ンダ ム パ イロ ッ ト た ち は 居 お こと な く 戦 闘 


ガン ダム に 向け て 通信 : 
本 を 僚 止 し 婦 時 格 伏 し な けれ 
ば HL し て 攻撃 を 加え る 


ン の 予想 
降伏 は する も の 


で な いと 


する と ドク ターJ の 指 
ウイ ング カン ダム が 幸 還 を 條 上 
から ビ イロ が 姿 更 し た 


者 や し た レデ ィ は . 降 佑 し な けれ ば コロ ニー を 攻撃 する と 番 


NX の 
た の だ 


目 リリ ー ナ 、 レデ ィ ・ ア ン の 吐 殺 を 試み る 


連合 を 壊滅 さ で せ た ト レー ズ は 巴 先 を コロ ニー へ 向け 、 レ 
宙 に 上 が る よう 指示 し た 。 その 情報 を 耳 に し た 


: 女 の 父 ドー リア シン 外 生 次 官 
殺さ れ て お り 、 そ の 似 を 自ら 
て いた の で ある 。 


| ディ の 姿 を 目 に し た り リー ナ は 
| 何で 穫 づく と 頃合 い を 
IT 
5 逮 は レデ ィ を 控 め 】 
| EE どう 、 


そん な り リー ナ 
は 、 セ クス の 腹 


レデ ィ 、 ガン ダム 捕獲 の た め の 作 戦 を 
計画 。 


ヒイロ 、O0Z の MS 輸送 計画 に 気付 く 。 


ガン ダム パイ ロッ ト 、0Z の 作戦 を 阻止 
する た め シ ベリ ア に 向かう 。 


カン ダム パイ ロッ ト 、 軸 送 部 隊 を 急 


想 。 し か し 輸送 作戦 は 思 で あり 、 逆 に 
蜜 地 に 立た され て し まう . 


レデ ィ 。 コロ ニー へ の 攻 繋 を 示唆 し て 
投降 を 要求 する 。 


ンダ ム 引 き 渡し は 提 否 する 。 
ヒイロ 、 ウ ィ イング ガ ンダ ム の 自爆 を 決行 。 


ガン ダム パイ ロッ ト 、 戦闘 エリ ア か ら 
脱出 


ゼクス 、 自 爆 し た ウイ ング カン ダム の 
残骸 を 回 収 。 


リリ ー ナ 、 レ ディ 暗殺 の た め モ スク ワ 
に 。 
リリ ー ナ 、 パ ー テ ィ ー 会 場 で レデ ィ 量 
殺 を 試み る が 失敗 。 


ノイ ン 、 リリ ー ナ の 脱走 に 手 を 貸す 。 


MORE INFO! 
一 命 を 取り 留め た ヒイロ 


ウイ ング ガン ダム の 自爆 現場 に 立ち 会 

は 、 パ イロ ッ ト の ヒイロ も 提 体 と 運命 を 
し か し ヒイロ は 生き 長らえ て 
に 放り 出さ れ 、 語 死 の 重 属 を 仙 - 


の 間 に 世 界 情勢 は 大 : 
ゃ を 掌握 し た ドロ ー ム フェ ラ 時 | 
は 、 圧 倒 的 な 軍事 力 を 背景 に コロ : < 


UEWWHNE rm 
キン バラ イド 基地 攻略 戦 


強 礁 され た ガン ダム 試作 2 号機 を 追っ て アフ リカ 大 陸 に 
2 到達 し た アル ビオ ン 隊 は 、 そ の 地 で 思わ ぬ 伏 兵 に 適時 
< する こと と な っ た 。 一 年 戦争 敗戦 の 屈辱 に 耐え 、 再 起 の 

時 を 待ち 続け て いた ジオ ン 公 国軍 残党 部 隊 が 、 デ ラー 
ズ ・ フ リー ト の 決起 に 呼応 し て 立ち 上 が っ た の で ある 。 


キン パラ イド 基地 攻略 戦 


45-29 


四 ノイ エン ・ ビ ピッ ター、 HLY の 準備 を 急 が せる 


アナ ベル ・ ガ トー を 迎え 入れ た キン バラ イド 基地 司令 ノイ 
エン ピッ ター は 、 試 作 2 号機 を 宇宙 に 送る た め の 協力 を 
申し 出 た 。 基地 に は 地球 衛星 雪 道 へ の 往還 用 HLV が 秘 


匿 さ れ て お り 、 これ を 使っ て 試作 2 号機 を デラ ー ズ フリ ー ト 
本 隊 に 送り 届け よう と いう の だ 。 彼ら に と っ て HLV は 虎 の 
子 で あっ た が 、 ビッ ター は 譲渡 を た め ら わな か っ た 。 


四 ー へ の 協力 を 申し 出る ピッ ター。 ガトー の 脱出 に 手 を | 
條 に 下る うた ちの 沸 人 生活 が 押 に 放さ T に 誠 C こ と を 寺 ん だ の で あ る 


2 ! | ビッ ター の 命令 を 受け て 、H 

LV の 発射 備 が 着 め られ 
| た 。 作業 は 着 々 と 進み 、 評 
作 2 号機 の 預 み 込み も 完 
イ 了 。 $ は 発音 を 待つ の み と 
いう 状態 に まで 漬 ぎ 苗 けた . 


目 アル ビオ ォ ン に 潜入 し た スパ イ の 正体 が 忠 見 する 


試作 号機 の 足取り が 掴め ず に 共立 ちば か り を 募ら せ 
る アル ビオ ン 乗 組員 だ っ た が 、 思 わ ぬ と ころ か ら 容 破 口 が 
開か れ た 。 AE (アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 ) の ニッ ク ・ 


艇 内 を 移動 し て いた オー ビル は 、 チ ャ ッ ク ・ キー ス と 軍 突 し て 書 類 を 
いて し まう 。 その 際 、 スパ イ 全 放 の 証 舞 と な る 胡 類 を 紛失 し て し まっ た 


オー ビル が スパ イ で ある こと が 発覚 し た の だ 。 慌て て 艦 か 
ら 脱 出し た オー ビル に 対し て 、 艦 長 の エイ パー・ シ ナ プ ス 
は な ぜ か 追撃 を 命じ な か っ 


人 


する の で は な く 、 わ ざと 注 が 
せる こと で 敵 革 地 の 所 奏 地 
上 を 発見 し よう と 考え た 。 


ーー 


半 オー ビル 、 アル ビオ ン か ら 脱 出 を 図る 


コア ・ フ ァ イ タ ーTL を 強奪 し た オー ビル は 、 一 路 、 キ ン バ パラ 
イド 基地 へ と 向かっ た 。 正体 が 発覚 し た 以上 、 友 軍 基 地 に 
身 を 寄せ て 安全 を 図る うう と し た の で ある 。 だ が 彼 の 思惑 は 


の ある 。 


裏目 に 出 て し まう 。 HLV 打 ち 上 げ 刻 限 が 迫る 今 、 基 地 の 位 
置 が 発覚 する 危険 は 避け る べき で あり 、 オー ビル の 接触 は 
作戦 を 遂行 する うえ で 邪魔 以外 の 何 物 で も な か っ た の だ 。 


基地 に 深 近 し た オー ビ 


地 
よそ の 位置 は アル ビオ ン 
に 価 


ノイ エン 一 、 ガ トー と 試作 2 号 
機 を キン バラ イド 基地 に 受け 入れ る 。 


ピッ ター、HLV の 発進 準備 を 急 が せる 。 


アル ピオ ン に 乗艦 し て いた AE 社員 オー 
ビル が スパ イ で ある こと が 発覚 する 。 
オー ピル 、 アル ビオ ンカ ら 5 脱出 。 
シナ プス 、 オー ビル の 動向 を 静観 。 


オー ビル 、 キ ン パ ライ ド 基 地 と の 接触 
を 図る 。 


ビッ ター、 基 地 の 位置 が 氏 呈 する の 
を 防ぐ た め 、 オー ビル の 撃墜 を 指示 。 


オー ビル 、 友 軍 MS に よっ て 撃墜 され る 。 


アル ビオ ン 、 キン バラ イド 基地 の お お 
よそ の 位置 を 特定 。 


MORE INFO! 
キン バラ イド 基地 の 状況 


| 機動 6 土 ガ ンダ ム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


UTMMEMNME 


10 月 23 日 4 
間 アル ビオ ン 、 キン バラ イド 基地 MS 部 隊 と 交戦 
オー ピル の 通信 か ら 基 地 の 位 置 を 推測 し た シナ プス は で 戦端 が 開か れ た 。 猛者 揃い の キン バラ イド 基地 パイ ロ : 


MS 部 隊 の 発進 を 指示 。 コア ・ フ ァ イ タ ーL の 予想 進路 上 
を 探索 する よう に 分 けた 部 隊 を 向かわ せ た 。 一 方 、 
キン パラ イド 基地 か ら も 迎撃 の MS 部 隊 が 出現 。 両者 の 間 


U コウ ・ ウ ラキ た ちの MS 部 除け キ 
glenyococ 
ed 9 前 進 。 防 新 戦 を 展開 する 届 MS 


画 隊 と の 聞 に 吉里 が 開 が : 


ち を 無視 し て 、 アル ビオ ン に 対す る 
直接 地 加 を 和 行 し 


ト に 行く 手 れ て 、 思 う よ う に 進撃 で き な い アル ビオ ン 
MS 部 隊 。 だ が コウ ・ ウ ラキ が 巧み な 空中 戦 で 防御 線 の 一 
角 を 突破 する こと に 成功 し 、 アル ピオ ン に 突撃 を 促し た 。 

ビッ ター の 巧み な 細 
る アル ビオ ン 様 。 する と 突 誠 、 コ ウ 


が 試作 1 号機 ジャ ンプ させ 、 上 空 
か ら の 組 撃 を 試み た 。 


め ぎ る を 福 な か っ た 


TEE の 


目 キン バラ イド 基地 か ら HLV が 打ち 上 げ ら れる 


進撃 す る アル ビオ ン の 前 方 に は カル デラ 状 の 地形 が 位 
置 し て 突然 、 そ こ か ら 大 量 の 噴煙 が 立ち 上 が っ 
た 。 そこ こそ が キン バラ イド 基地 で あり 、 噴 煙 は 発進 準備 に 
入っ た HLV が 噴き 上 げた も の だ っ た の で ある 。 敵 の 意図 を 


に 、 叶い 称 く 物体 が 上 空 に 向かい 
つつ ある 凌 が 入っ 


それ は 、 キン バラ イト 基地 か 5 射出 関 
きれ た HLV の 赤 だ っ た 。 HLV は 急 

度 を 上 げ つ つ 、 戦 開 空 域 
か ら の 肖 騰 を 回 ろう と する , 


HLV に 上 作 2 号機 が 護 載 され て い 

る と 判断 し た シナ プス は 、 前 の 硬 

上 訓 が 理 う の を 待た ず し て 主 友 (メガ 
和 子 補 ) の 発 笛 を 命じ て いる 。 


月 23 日 


読み 取っ た シナ プス は 主砲 に よる 撃隊 を 指示 。 今 ま き に 衛 
星 軌 道 に 向かお うと し て いる HLV に メガ 粒子 泡 の 照準 が 
合わ せら れ た 。 一 方 、 迎 撃 阻止 を 狙う キン バラ イド 基地 MS 
部 隊 は 攻撃 の 手 を 厚く し 、 是 が 非 で も HLV を 守 ろ うと し た 。 


由 キン バラ イド 基地 、 降伏 を 表明 


次 第 に 速 ざ か る HLV を 陸 し げに 見 上 げ で て いた ビッ ター は 
部 隊 に 停戦 を 指示 する と 共に 、 自 ら は 腹心 の ハイ ン ツ と ア 
ルビ ピオ ン へ の 突撃 を 仕掛 けた 。 HLV は 無事 に 脱出 させ た 
と は いえ 、 キン パラ イド 基地 の 敗北 は 明白 で ある 。 な ら ば 基 


| HLV の 隊 H 補 認 し た ビッ ター は 全 
機 の ロケ ッ ト ・ モ ー oP 
ルビ オン に 一 先 報 いる べく 、 最後 
の 突進 を 繊 み た 。 


アル ビオ ン の 秀 橋 に 正 対 し た ビ 
ター は 作戦 の 成功 を 確信 し 、「 脱 っ 
た で と 員 び を 挙げ で いる 。 


礁 中 び が 消え る 前 に 、 コウ 
ー ム が ビ ピッ ター 機 を 撃 


キン バラ イド 革 地 玉 紅 | | mr mM9 


アル ビオ ン か ら MS 部 隊 が 発進 。 キン 
バラ イド 基地 MS 部 隊 と 交戦 を 開始 。 


| コウ 、 ガン ダム 試作 1 号機 で 突進 を 政 
| 行 。 防 衛 線 の 一 角 を 崩す こと に 成功 。 


アル ピオ ン 、 キ ン バ ラ イド 基地 に 接近 。 
基地 を 主砲 の 攻撃 範囲 に 捉え る 。 


キン バラ イド 基地 か ら HLV が 打ち 上 
げ ら れる 。 


アル ピオ ン 、 主 砲 に よる HLV 撃 墜 を 
試み る 。 


HLV へ の 砲撃 失敗 。 


HLV、 地球 大 気 園 外 に 脱出 。 


| ビッ ター、 部 下 に 停戦 指示 を 下す と 
共に 、 自ら は アル ビオ ン に 突撃 。 


コウ 、 ピッ ター 機 を 撃破 。 


キン パラ イド 基地 、 アル ビオ ン に 降伏 
を 表明 する 。 


) 


MORE INFO! 
宇宙 へ 上 が っ た ガト ー 


cm サン ライ テ 45-3 


機動 戦士 ガン ダム 


UTMEIME ニー [7 ] mM4 mw08 
i 北米 大 陸 で の 戦い 


【】 | 北米 大 陸 を 逃亡 する アウ ドム ラ と 、 そ れ を 追撃 する ティ 
= ター ンズ に 与 する 地球 連邦 軍 。 両者 の 戦い は 果て し な 
く 続 く か に 思わ ジ れ た が 、 同 時 に 朗報 が も た ら さ れ た 。 7 
ーー ーー = TT ea ] 年 間 も の 軟禁 生活 を 強い られ て いた アム ロ ・ レ イ が 、 つ 

L ーー 一 | い に 戦 士 と し て 覚醒 の 兆し を 見 せ 始 め た の で ある 。 


5 月 ~6 月 
目 ベル トー チカ 、 アウ ドム スラ に 合流 する 
ニュ ー タ イブ 研究 所 の 協力 を 得 た ブラ ン ・ ブ ルター ク の か し 機 影 は 敵 で は な か っ た 。 見 事 な 操縦 テク ニッ ク を 双 使 


追撃 か ら 逃 れる アウ ドム ラ に 接近 する 機 叉 が あっ た 。 哨戒 し て アウ ドム ラ に 基 艇 し た の は 、 カラ バ の 連絡 員 で ある うら 
任務 に 款 い て いた カツ ・ コ バ ヤ シ は 緊張 に 身 を 固く する 。 し 若き 女性 一 一 ベル トー チカ ・ イ ル マ だ っ た の だ 


アウ ドム ラ に カラ バ の 複葉 機 が 接近 。 
ペル トー チカ 、 アウ ドム ラ に 合流 。 


ベル トー チカ 、 ア ムロ と 対面 。 初対面 
の アム ロ に 興味 を 抱く 


記 ムラ に 控 近 し て き 
た の は 旧 供 紀 の 軽 折 
行 機 (コル ホ 17 の レプ 


アム ロ と 対面 し た ベル 
トー チカ は 、 か つて 英 寺 


と 呼ば れ た 青年 に 柄 
條 的 な 琴 味 を 示し 、 そ 
ムロ は 正人 


ロ ザ ミ ア 、 ギャ プラ ン で スー ドリ を 出 
撃 。 アウ ドム ラ に 攻撃 を 仕掛 ける 、 


カツ 、 独 断 で ガン ダム Mk-II に 上 乗り 込 
み 、 出撃 する 


カツ 、 ロ ザ ミ ア と 交戦 。 相手 の 技量 に 
翻弄 され る 。 


ベル トー チカ の 出現 
が 、 向 屋 し て いた アム 


ミー ユ と クワ トロ 、 カツ を 援護 する 。 


見 事 な 療 基 の 錠前 を 撤 


叶 し 。 見 守る 人 々 の 竹 
黄 を 溢 び た ベル トー チ 
か の な B は アウ ド 
コリ ー に 講 間 


カミ ー ユ 、 ギャ プラ ン を 撃破 


を も しれ な い 一 一 ふた り 


カツ 、 ハヤ ト か ら 修正 され る , 


目 カツ 、 独断 で 出撃 する 


アウ ドム ラ に 接近 する 英 MS 部 隊 が 発見 され 、 迎 撃 能 る 。 実戦 の 雰囲気 に 香 ま れる うち に 、 自 分 も 戦え る と 思い 
勢 に 移行 し た 艦内 は た ち ま ち 層 た だ し く な っ た 。 その 中 で 込ん で し まっ た の だ 。 そし て 血気 に 逸 る カツ は ガン ダム Mk- 
ひと り 手持 ち 無 沙 汰 な カツ は 、 こっ そり MS デッキ に 移動 す I に 乗り 込む と 、 周囲 の 制止 を 無視 し て 出撃 し て し まっ た 


アス ノ 
| NJ FY 
1 さる し 
と は いえ 実戦 は カツ が 考え 
ttre 
© | パ バダ ム が 的 る ギャ プラ ン の 
be 前 に を 全備 8 を 


リ - い に 機体 の コン ト 
実相 で 命 の や り 取 り を する こと の 区 怖 を 知ら な い カ ケッ は 。 いき り 立つ わ の ま 
ま に ガ ンダ ム Mk-『 に 格 業 。 単 凌 で アウ ドム ラ を 後に し て し まう 


5 月 ~6 月 
半 7 ミー ユ 、 カ ツ を 援護 する 


勇 ん で 出撃 し た も の の 気合 い だ け で MS 戦 を 制す る こと ワ ト ロ ・ パ ジー ナ が 肖 る 百 式 が 骸 け 付け 、 ギ ャ プラ ン の 注 


が で きる は ず も な く 、 カ ツ は 恐怖 で 体 が 動か な を く な っ て し ま 意 を 引き 付け た 。 さら に 勇気 を 取り 戻し ーー 
う 。 そこ に リッ ク ・ デ ィ ア ス で 出撃 し た ユ ・ ビ ダン と ク 加 し 、 な ん と か ギャ プラ ン を 搬 退 させ た 


| 
と 


リン | 、 ork2EARkt? 

ee 

| リグ yr | 2 の 修正 を 受け 、 [ひら ) 

- 人 | ~ の 身重 手 さ が 、 時 に は 導 隊 

カッ た ちの 攻撃 で パラ ンス を 誠 を 全 減 させ る こと も ある 」 と 
BHA も の の ギャ プラ ン の 人 | gmah た の だ っ た 


北米 大 陸 で の 戦 し 7 


月 


目 アウ ドム ラ 、 ヒッ コリ ー 基 地 に 到着 


北米 大 陸 西 端 に 到達 し た アウ ドム ラ で は 、 ク ワ ト ロ が 重 
大 な 決断 を 迫 ら れ て いた 。 以後 の 行動 指針 に つい て で あ 
る 。 エゥーゴ の 一 員 で ある クワ トロ と カミ ー ユ は 一 砂 も 早く 
宇宙 に 戻る 必要 が あっ た が 、 師 撃 を 受け で いる こと も あり 、 

4 宇 面 に お ける ティ ター ンズ の 動向 を 
気 に 失 ける クワ トロ は 、HLV で アー 


ガマ に 煙 馬 する こと を 決 草 。 た だ ち 
に MS の 発進 信 が 選 め られ た 


アウ ドム ラ か ら の 連絡 が 入っ た に 
コリ ー 基 圭 は HLV の 発 池 備 に 
甘 手 。 ア ウド ムラ の 推 近 を 
作業 は 区 る と 拉 め られ て いっ た 


越え て 宇宙 港 の ある ニュ ー ホ ンコ ン 
の 選択 の 末 、 クワ トロ は ヒッ コリ ー へ と 進路 を 取っ た 


体 む 間もなく MS の 積み 込み 作業 | 
が 開始 され 、 ま ず は 百 式 が HLV に 

固定 され る 。 ガン ダム Mk の 則 定 
作業 は 身 の 報 に 避 られ て し まう 。| 


近 間 な 行動 は 避け る ぺき だ 。 西海 岸 沿岸 に 位置 する ヒッ 
コリ ー か ら HLV で 宇宙 に 上 が る べき か 、 そ れ と も 太平 洋 を 
に 向かう べき か 。 苦 濾 


ヒッ コリ ー に 重 接 近 し た アウ ドム ラ 
か ら ガ ンダ ム Mk- と 殖 式 を 載せ た 
SFS ゲ 発送 己 覆 が 潮 坪 銘 を 性 
う 中 . 無事 に 基地 に 拓 多 し た 


目 プラ ン 、 ヒッ コリ ー 基 地 を 製 届 


ミー ユ と クワ トロ が SFS で ヒッ コリ ー 基 地 に 向かい 、 手 
薄 に な っ た アウ ドム ラ を 、 ブ ラン 率い る MS 部 隊 が 急 関し 
た 。 数 度 に 互 る 攻撃 が すべ て 失敗 し た プラ ン は 稼働 可能 
な 全 機体 を 接 き 集め 、 決 死 の 覚悟 で 攻撃 を 開始 。 鬼神 の 

ハイ ザッ ク 散 了 味 を 従え た ブラ ン の 
アッ シャ ー が ヒッ コリ ー 基 季 に 接 


近 。 周辺 を 欠 行 し て いた アウ ドム ラテ 
に 前 洗 を 合わ せ 、 攻 畔 を 仕 措 け た 


アボ ムラ 和 も 飛 再 を 護 み る が 、 カ 
ミー ユ セ クワ トロ を 欠 いた 状 能 で の 
最低 下 は 明らか で あり 


5 
7 の ラン ESR 

ロロ の 補筆 の 前 に に ハイ ザン ク 部 隊 は 上 
た ち ま ち 壊 江 。 5 に アム ロ は ブラ ン | 
(に し て も 戦い を 本 ! 


ご と き 気 迫 と アッ シマ ー の 機動 性 に 翻弄 され 、 ア ウド ムラ 
は 午 地 に 陥っ て し まう 。 する と アウ ドム ラ を 守る た め 、1 機 の 
リッ ク ・ デ ィ アス が 現れ た 。 ペル トー チカ に 背中 を 押さ れ た 
アム ロロ が 、 つい に 戦士 と し て 復活 を 果たし た の で ある 。 

する と リッ ク ・ デ ィ ア ス に 困り 込ん だ 
アム ロ が 防 条 埋 に 基 加 。 以前 まで 


見 せ て いた 気 敵 な 科 度 は 清 え 失 
せ 、 横 眉 的 な 圭 い を 鉛 め た 


目 アム ロ 、 プラ ン と 交戦 


リッ ク ・ デ ィ ア ス を 加 る アム ロ は 水 を 得 た 魚の よう に 戦場 
を 駆け 回 り 、 次 々 と 敵 MS を 撃墜 し て いく 。 さら に 
け 付け た カミ ー ユ の 死角 か ら 追 る 英機 の 位置 を 示 
すれ 違い ざま に 敵 MS の バッ ク バ ッ ク だ け を 斬り 箱 い て 載 


ーー 1 次 項 に 適合 め られ た ブラン は が 

ンダ ム MI を 首 速 れ に し よう と 決 

者 生生 仁 の ら 関 い た 
と 


全能 力 を 奪っ た りす る 姿 は 、 か つて の 一 年 鞭 争 の 英雄 の 
復活 を 高らか に 示す も の だ 旗 色 が 悪く な っ た ブラ ン 
は 最後 の カ で ガン ダム Mk-II に 肉薄 。 自ら の 命 と 引き 換え 
に 関 い 掛 か る が 、 ア ムロ が それ を 許す は ず も な か っ た 。 


リッ ク ・ デ ィ アス は 。 まず ア ッ シ ャ ー の 右 碑 を の 
ル を 突き 立て 、 カミ ー ユ の 久地 を 放っ て いる 、 


アウ ドム ラ 、 北米 大 陸 西 端 に 到着 。 


クワ トロ 、 ヒ ッ コ リー 基地 か ら 宇 宙 に 
上 が る こと を 決定 。 


カミ ー ユ と クワ トロ 、 ア ウド ムラ を 離れ 、 
SFS で ヒッ コリ ー 基 地 に 向かう 。 


プラ ン 、 アウ ドム ラ を 普 ! 


アム ロ 、 リッ ク ・ デ ィ ア ス で 出撃 。 アウ 
ドム ラ 防 戦 を 試み る 。 


クワ トロ 、 HLV の 発進 を 急 が せる 。 


ミー ユ 、 ア ムロ と 合流 。 アウ ドム ラ を 
援護 する 。 


アム ロ 、 か つて の 勘 を 取り 戻し 、 着実 
に 戦果 を 挙げ る 。 


ブラ ン 、 決 死 の 覚悟 で カミ ー ユ に 肉 
薄 す る が 、 アム ロ に 阻止 され る 。 


HLV、 発進 。 クワ トロ と カツ 、 宇宙 へ 
向かう 。 


こ 帰 艦 。 


カミ ー ユ と アム ロ 、 ア ウド ム : 


INFO! 
ティ ター ンズ の 軍備 拡張 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム a 


機動 直伝 は ガン ダム 第 13 回 ガン ダム ファ イト 開幕 


【 未来 世紀 (F.C.) を 迎え た 人 類 は 生活 の 場 を コロ ニー に 
» 移し 、 地球 の 支配 権 を 駆け た 戦い を 繰り 広げ て いた 。 ガ 
ンダ ム と 呼ば れる 機動 兵器 (MF= モ ビル ファ イタ ー) を 


] 用 いた バト ルロイ ヤル 「 ガ ンダ ム フ ァ イト 」。 その 戦い に 


F.C.60 | 勝ち 抜い た 国家 が 地球 の 頼 権 を 握る こと が で きる の だ 。 
| F.C.01 未来 世紀 、 開始 。 各 コ ロニ ー で 軍事 用 MS の 開発 が 進む 。 F.C.24………… 第 5 回 GF。 ネオ フラ ンス の パロ ン ガ ンダ ム (フェ ルナ ンド ・ ロ ワー 
| F.C.02-………・ 地球 カオ ス 戦 争 、 乏 発 。 ル ) 優勝 。 
| F.C.06………… コロ ニー 軍事 同 事 顧問 E.C. デ ュー サー、 ガ ンダ ム フ ァ イト (GF) | F.C.28. 第 6 回 GF。 ネオ イタ リア の ガン ダム トー ネー ド (ビッ トリ オ ・ ア ル ジ ェ 
の 開催 を 提 昌 。 ント ) 優勝 。 
シャ ッ フル 同 題 の 介入 も あり 、 GF の 採用 が 決定 する 。 F.C.32 弟 7 回 GF。 ネオ ドイ ツ の カイ ザー ガン ダム (ウオ ルフ ・ ハ イン リッ ヒ ) 
F.C.08…… 第 1 回 GF。 ネオ ギリ シャ の バル カン ガン ダム ( ヘ ロ ー ダ ・ デ ィ オ ニ ソ 優勝 
ス ) 優勝 。 F.C.36……… 第 8 回 GF。 ネオ ロシア の コサック ガン ダム (スキ レイ ・ ジ リノ フス ) | 
A Ben FF。 ネオ アメ リカ の ガン ダム フリ ー ダ ム (フィ アー・ フ ィ ラ デ 優勝 。 
F.C.40~48…… 第 9ー11 回 GF。 ネオ イン グラ ンド の プリ テン ガン ダム (ジェ ント ル ・ | 
F.C.16 チャ ッ プ マン ) が 3 連続 優勝 。 
マン ド ) 優勝 。 F.C.56- 第 12 回 GF。 ネオ ホン コン の クー ロン ガン ダム (マス ター・ ア ジア ) 
F.C.20………・ 第 4 回 GF。 ネオ チャ イナ の フェ イロ ン ガ ンダ ム (サイ ・ フ ェ イロ ン ) 優勝 。 


優勝 。 F.C.59… … ドモ ン 、 コロ ニー 格 垂 技 チャ ン ピ オ ン と な る 。 


~ F.C.56~59 
目 アル ティ メッ ト ガ ンダ ム 強 礁 事件 が 発生 


第 13 回 ガン ダム ファ イト 開催 前 の ネオ ジャ パン ・ コ ロ ジ ・ カ ッシュ に よ 


つっ て 強奪 され た の で ある 。 事態 の 発覚 を 恐 


ニー で 、 あ る 事件 が 発生 し た 。 汚染 され た 地球 環境 の 再 れ た ネオ ジャ パン 関係 者 は 追撃 部 隊 を 派遣 。 さら に 開発 
生 を 目指 し て 建造 され た アル ティ メッ ト ガ ンダ ム が 、 キ ョ ウ 担当 者 で ある ライ ゾウ ・ カ ッシュ 博士 を 冷凍 刑 に 処し た 。 


ーーー 1 Ss: 


の ち に ウル べ は 自ら アル 
ティ メト ガン ダム 田邊 に 乗 
り 出 し た が 、 これ に 和 失 贅 
や Cr ドモン を 奈 り 上 げ 
父親 と 引き 換え に 機体 の 
回 邊 を 命じ た の で ある 


ト ガ ンダ ム の 力 に 蛋 れ 込ん だ ウル ペイ シカ ワ 
、 カッ シュ ー 夫 に 罪 を 接 せ よう と し た と いう も の だ っ た 。 


| 第 13 回 が ガン ダム ファ イト 、 サパ バイ パル イレ プン 開始 


F.C.60 は 新た な 世界 の 再 者 を 決定 する 第 13 回 ガン ダ に 続々 と 降下 し て いっ た 。 そし て 優勝 候補 の 一 角 と 見 な さ 
ム フ ァ イト の 開催 年 で あり 各国 コロ ニー が 開発 し た MF と バ れる ネオ ジャ パン GF ド モン ・ カ ッシュ の 戦闘 開始 を 合図 に 、 
イロ ッ ト (GF ニ ガン ダム ファ イタ ー) が 、 軟 い の 場 と な る 地球 11 ヶ 月 に 遮る 前 哨 載 (サバイバル イレ ブン ) が 開始 され た 

ネオ イタ リア に 障 下 し た ドモ ン だ 7 ドモ ン が シャ イニ ング ガン ダ 
ンダ ム フ ァ イ ト を 林 = p | | 時 び 出し た こと で 、 ガ ンダ 
» っ 


(に 目付 けち れ 、 あ ム フ ァ イ ト ゲ 記 人 千 ま れ た 。 当初 
& は 人 質 を 族 い 、 不 利 な 闘い を 


る | 妹 い られ た ドモ ン だ が 


aa Ek | 
# < 

Nt | へ | 

carmtantre on ん 突い て 、 ドモ と ン の 必 末 シャ = a | 

FE まい PT TT ve | 
女の子 を 人 質 に 取る と 、 ド モン i Im | し ドン は 初 を 隊 利 で 知る ーー 

bp 呈 | 

に 反 合 衣 を 命じ る - = | | こじ に 記し た の だ っ た A | 


E04 se 01 


ライ ゾウ と キョ ウジ 、 アル ティ メッ ト ガ ン 
ダム の 開発 に 着手 . 


キョ ウジ 、 アルティ メッ ト ガ ンダ ム を 強 
奏し 、 地球 に 逃亡 。 


アル ティ メッ ト ガ ンダ ム 、 大 気 園 突入 
の 衝撃 で デビ ル ガ ン ダム に 変容 する 。 


ライ ゾウ 、 冷凍 刑 に 処せ られ る 。 


ドモ ン 、 ネオ ジャ パン GF に 就任 。 
第 13 回 ガン ダム ファ イト 、 開催 


ドモ ン 、 ネオ イタ リア GF ミケ ロ ・ チ ャ リ 
オッ ト と 対戦 。 


新た な 


概算 敵 舗 G ガ ンダ ム 


FE.TIMELINE 


第 13 回 ガン ダム ファ イト 開 臣 


目 ドモ ン 、 ネオ アメ リカ 代表 チ ボ デ ー・ ク ロケ ッ ト と 交戦 


ネオ アメ リカ に 渡っ た ドモ ン は . の GF 
クロ ケッ ト の 話 を 耳 に 。 か つて 夢 を 掴む た め 
に 上 が っ た チ ボ ポ ボデー が 、 ネ オア メリ カ 代 表 と し て 故 


に a 


陸地 に 大 っ た ドモ ン を 助 り た の は チ ポ デー だ っ た 。 これ まで 自ら の 手 で 栄 


を 環 人 で きた チ ボ テ デー 


け に 、 誠信 へ の 横 愉 は 投 慢 な ら な か っ た の だ 。 


ン 。 だ が その 様子 を 国防 総省 関係 者 が 監視 し て いた 。 成 
り 上 が り 者 の チ ポ デー を 人 快く 思わ な い 彼ら は 、 自 分 た ち だ 
け で 手柄 を 立て よう と 画策 。 チ ポ デー に は 内 密 で ドモ ン を 
呼び 出す と 、 モビ ルス ー ツ 隊 で 攻撃 を 仕掛 けた の で ある 。 


チ ポ デー と の 蘭 い に 功 ん だ 
ドモ ン は 相手 の 右上 を 蛋 


じ 入 っ た こと か ら 5 そ れ 
以上 の 攻撃 は せ ず 、 再戦 
を 約束 し て 去っ て いっ た 。 


目 ドモ ン 、 ネオ チャ イナ 代表 サイ ・ サ イシ ー と 交戦 


ネオ チャ イナ の MF ド ラゴン ガン ダム と 次 中 黒龍 団 ] が 
近隣 の 村 を 前 撃 す る 事件 が 統 発 。 事件 を 調査 する ドモ ン 
は 竹林 と 名 乗る 少年 と 出会い 、 彼 の 手引 き で 黒龍 団 の ア 
ジ ト に 乗り 込む こと に な っ た 。 し か し 竹林 が ドモ ン の 潜入 を 


が 


すべ で を 明らか に し た サイ シー は ドモ ン に 陳 誠 する と 共に ガン ダム ファ イト を 
し 込 も 。 一 方 ドモ ン も 相手 を 一 送 の 凍 十 と 放 め 、 吉 が 始ま っ た 。 


密告 し た た め に 計画 は 失敗 、 アジ ト は 騒然 と し て し まう 。 す 
る と その 陳 を 突い た 竹林 が 格納 鹿 に ある ドラ ゴン ガン ダム 
に 乗り 込ん だ 。 竹林 の 正体 は ネオ チャ イナ の GF サ イ ・ サ 
イシ ー で あり 、 奉 わ れ た 機体 を 取り 戻 そう と し て いた の だ 。 


計 em の ネ . ドラ コン カン ダ 
ム の 芋 部 を 所 えた ドモ ン だ 


| ti まめ て 、 史 の 坦 


る 1 MNT 
所 へ と 向かっ て いる 。 


目 ドモ ン 、 ネオ フラ ンス 代表 ジョ ル ジ ュ ・ ド ・ サ ンド と 交戦 


ネオ フラ ンス GF ジ ョ ル ジ ュ - ド ・ サ ンド と 他国 GF の ファ イ 


ト を 目 に し た ドモ ン は 一 方 的 に 割り 込み 、 ジョ ル > 
を 挑む 。 し か し 礼 位 を 無視 し た その 態度 は ジョ ル ジ ュ の 部 
り を 買う こと に な り 、 対決 の 機会 は 失わ れ た か と 思わ れ た 。 


多 合 の 最 中 、 半 列 し た エッ フェ ル 衝 が マリ アル イ ゼ に 向かっ て 便 縮 する 事 
赦 が 発生 。 する と ジョ ル ジ ュ が 身 を 所 し て 姫 を 守り 、 ドモ ン を 絶 銘 させ た 


する と 意外 な 人 物 が ドモ ン に 協力 を 申し 出る 。 ジョ ル ジ ュ 
に 起 い を 寄せ る ネオ フラ ンス の 姫 君 マリ アル イ ゼ で ある 。 
ジョ ル ジ ュ の 気 を 惹き た い 一 心 で 偽装 誘拐 を 思い 付い た 
彼女 に 、 ドモ ン も や む な く 協 力 を 申し 出る が … 


ふた り は 同じ GF と し て 互い 
を 所 め 合う よう に な っ た 。 


半 ドモ ン 、 ネオ ロシア 代表 アル ゴ ・ 


ガル スキ ー と 交戦 


ネオ ロシア を 訪れ た ドモ ン は 警備 隊 に 身柄 を 拘束 され 、 
強制 収容 所 に 収監 され て し まっ た 。 各国 の GF を 監禁 する 
こと で 、 ネ オロ シア 政府 は 自国 の GF を 勝ち 抜か せよ うと 目 
論 ん で いた の で ある 。 障 を 見 て 脱出 を 試み る ドモ ン だ が 、 


本 
元 宣 海 載 の アル ゴ だ け に ネオ ロシア の 便 信 の よう な 行い は 不 本 講 だ っ 
た に 違い な い 。 だ が 仲間 を 駅 放さ せる た め 、 ド モン の 前 に 立ち は だ か っ た 


巨漢 の 囚人 アル ゴ ・ ガ ルス キー に 行く 手 を 阻ま れ て し まう 。 
だ が 一 度 の 失敗 程度 で 闘志 が 揺らぐ は ず も な く 、 つい に ド 
モン は 脱走 に 成功 する 。 と は いえ 秘密 の 漏洩 を 恐れ た ネ 
オロ シア が 、 ド モン を その まま に し て お く は ず も な か っ た 


と は いえ ドモ ン に も 催 け られ 
| 理由 が あり 、 基 三 の 未 
KM ト ガ ンダ ム を 便 す こと 
成功 。 だ が 体力 の 消 地 
が 若く 、 止 め を 音 す に は 
至ら な か っ た 


| 


ドモ ン 、 ネ オア メリ カ に 移動 。 チ ボ 
デー に 挑戦 状 を 叩き つけ る 。 


ネオ アメ リカ 国防 総省 、 ド モン に 罠 
仕掛 ける 。 


チ ボ デ ー、 ドモ ン の 究 地 を 救う 。 

ドモ ン 、 チ ボ デ ー と ガン ダム ファ イト 。 
ドモ ン 、 ネ オチ ャ イナ に 移動 。 竹林 ( サ 
イシ ー) と 遭遇 する 。 


ドモ ン 、 黒龍 団 の アジ ト 潜 入 を 試み る 
が 、 サ イシ ー の 密告 に よっ て 捕え られ る 。 


サイ シー、 ドラ ゴン ガン ダム を 奪還 。 
ドモ ン 、 サイ シー と ガン ダム ファ イト 。 
ドモ ン 、 ネ オフ ラン ス に 移動 。 ジョ ル 
ジュ の ファ イト に 割っ て 入る 。 


マリ アル イ ゼ 、 ド モン に 偽装 誘拐 を 持 
ち 掛け る 。 


ドモ ン 、 本 当 に 誘拐 され か けた マリ ア 
ルイ ゼ を 救出 。 


ドモ ン 、 ジョ ル ジ ュ と ガン ダム ファ イト 。 
ドモ ン 、 ネ オロ シア に 移動 。 強制 収容 
所 に 収監 され る 。 

ドモ ン 、 脱走 を アル ゴ に 妨害 され る 。 
ドモ ン 、 再 度 脱走 を 決行 、 成功 する 。 


ドモ ン 、 アル ゴ と ガン ダム ファ イト 。 


etW・ ャ ンタ ィ イズ 
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UE. TINELINE TT 
I 東南 アジ ア 戦 線 へ の 配属 


【 」 地球 連邦 軍 と ジオ ン 公国 軍 の 戦乱 が 放 着 状態 に 陥り つ 
p つ あ る 最 中 、 十 官学 校 を 卒業 し た ば か り の 新任 少尉 、 シ 
上 1 1 ロー・ ア マダ は 地上 戦線 へ の 配属 を 命じ られ た 。 し か し 
= 地球 降下 の 直前 に 発生 し た 戦闘 で 、 そ の 後 の 彼 の 運命 

= U.C.00 を 大 きく 変え る 出来 事 が 待ち 構え て いた の だ っ た 。 


10 月 6 日 
目 シロ ー、 友軍 MS の 戦闘 現場 を 目撃 する 


連邦 軍 極 東方 面 軍 所 属 機械 化 混成 大 隊 (コジ マ 大 が 放つ 多 き と は 別 の 光 芯 が 彼 の 目 を 引く こと に な る 。 何 も な 
隊 ) へ の 配属 が 決定 し た シロ ー は 、 輸 送 便 に 乗船 する と 、 次 い 空 間 か ら 発せ られ た 数 条 の 光 。 星 の 灯 き より も 強い その 
第 に 大 きく な る 地球 の 変 に 目 を 礁 わ れ て いた 。 し か し 地球 郊 き は 、 友軍 部 隊 が 交戦 中 で ある こと を 示す 光 だ っ た . 


= | 
実 燃 、 岐 窓 か ら 光 が 庶 れ 出 
z し 、 何事 か と 外 に 目 を や っ た 


シロ ー、 地球 へ の 配属 が 決定 する 。 


シロ ー、 地球 へ 向かう 途中 、 友 軍 MS 
の 戦闘 を 目撃 。 


シロ ー、 ポ ボー ル K 型 で 出撃 。 高 機動 
型 ザ ク と 交戦 し 、 相討ち と な る 。 


シロ ー は 思わ ず 息 を 知人 だ 
そ (は 経 か ゲ 埋 上 中 で ある 

コロ ニー 生ま れ の シロ ー は 夫 球 へ の 配 履 に 有 を 高 愉 ら せ る 。 その 欄 子 は | こと e 示 す 電 発 光 に 違い な 

同業 し た ミケ ル ・ ニ ノリ ッ チ ( 右 ) が 乗れ る ほど だ っ た か っ た か ら だ 


シロ ー、 周辺 に 浮か ぶ 残 骸 に 施 難 。 


10 月 6 日 
に 】 上 シロ ー、 ボー ル K 型 で 救出 に 向かう 


ロー の 目前 で 正体 不明 機 と 交 載 し て いた の は 、 テ た 初期 型 ジム は 逃げ る の が 還 一 杯 と いう 有 様 で ある 。 こ 


リー・ サ ンダ ー ス Jr. の ジム だ っ た 。 だ が 正体 不明 機 は 機動 れ に 我慢 で き な く な っ た シロ ー は 、 周 囲 の 制止 を 振り 切 
性 を 活か し て サン ダー ス を 主 弄 。 被弾 し 、 残 弾 も 撃ち 尽く し 。 て 、 ポー ル K 型 で 発進 し て し まっ た 


。 田 | 
式 の 2 
こい) 】 目論み は 大 めす る か と 昌 わ 
ヽ つ も た が 、 標 は カビ く で 税 
ww 出し よう と する 。 や で なく シ 
3 ロー 至近 下層 か ら の 欠 
EE 平行 目 尼 に 潤 天 が 


シロ ー、 ア イナ と 遭遇 。 アイ ナ の ノー 
マル スー ツ を 修繕 する 


シロ ー、 戦後 の 再会 を 級 っ て アイ ナ と 
別れ る 。 


コロ ニー の 失 夫 を 革 に し て 正和 不明 機 に 接近 し た シロ ー は 、 晴 を 見 て アン 
カー@ 発 笛 。 凍 村 に ワイ ヤー を 稚 き 付け て 動き を 魚 じ よう と し た 。 


及ぶ の も 憐 わ ず 、 続 で 
攻撃 を 40 え た の だ っ た 


10 月 6 日 
目 シロ ー、 ア イナ と 貴 遇 する 


捨て 身 の 接 近 戦 で 正体 不明 機 ( 高 機動 型 ザク ) を 同 。 た 。 ザク の パイ ロッ ト も 彼 と 同じ こと を 考え て いた の で ある 。 
士 討 ち で 仕留め た シロ ー は 、 友 軍 の 救援 を 待つ 間 、 近 く の 思わ ず 続 を 構え る シロ ー。 し か し 相手 が 女性 だ と わか る と 
残骸 に 身 を 寄せ よう と する 。 する と そこ に 別 の 人 影 が 現れ 銃 を 握る 手 か ら カ が 抜け て し まう の : 


関 答 舞 用 で 倒 を 撃っ [ーー 前 と は いえ 見 過ごす こと 
公国 軍兵 に 起り を 革 ら も で きず 、 シロ ー は 抵抗 
せ た シ ロー は 自分 も 応 する アイ ナ を 柏 き え 付 け 
戦 し よう と する が 。 ふと て 、 相 手 の ノ ー マ ル スー 
相手 の 動き が お か し い ツ に 応急 負 潮 を 許し た 
こと に 気が付い た の だ っ た 


巧み に 接近 し た シロ ー 
シロ ー の 優し き に アイ ナ 
も 抵抗 を や め る 。 こう し 
て 教授 が 来る まで の 間 
ょ た り は 時 間 を 共有 し 
条 紗 な 絆 を 南 て で い < こ 
と に な る の だ っ た 。 


| 本 ガン ダム Oo8MS4 


10 月 8 日 
目 シロ ー、 コジ マ 大 隊 に 配属 


コジ マ 大 隊 に 配属 され た シロ ー は 休む 間もなく 「 第 0BMS 確立 を 急い で お り 、 コ ジマ 大 隊 に は 実戦 を 林 ね た 試験 運用 


小隊 」 小隊 長 に 任命 され た 。 公国 軍 へ の 反攻 作戦 を 前 に が 託さ れ て いた の で ある 。 ガン ダム ・ タ イプ に 搭乗 で きる こと 
戦力 の 再編 制 を 図る 連邦 軍 は 独自 開発 し た MS の 戦術 の 。 に 用 を 堅 ら せ る シロ ー だ が 、 事 は そう 蘭 単 に は 運ば な か っ た 。 


9 | 


プイ それ で も MS (陸戦 吾 ガ ン 


ダム ) を 目 に する や 、 シロ ー 
の 肌 中 に 詳 志 が 満 き 上 が 
る 。 そし て 所 持ち を きめ て 

ル や サン ダー ス と 共に 大 名 長 の コジ ャ の 下 を 訪れ た シロ ー。 だ が コジ A | 小 昧 甘 と し て の 任務 を 傍 

は 琶 行 召 の よう な 人 物 で 、 せっ か く の 硬 所 が 消沈 し て し まっ た に ーー 時 | 4 お し ょ うと 全う の だ っ た 。 


10 月 8 日 
目 シロ ー、 MIS で 偵察 任務 に 就く 


先任 の カレ ン ・ ジ ョ シュ ワ 、 エレ ドア ・ マ シス と 合流 し た シ だ 。 隊長 と し て の 初め て の 任 季 に 息 差 く シ ロー。 一 方 、 カ 
ロー に 、 夜間 出撃 命令 が 下る 。 基地 の 周辺 に 広がる ジャ レン と エレ ドア は シロ ー の 能力 を 疑問 視 し て お り 、 隊 の 結 
ング ル に 潜入 し 、 そ の 地 に 潜む 公国 軍 MS を 排除 する の 東 は パラ バラ の まま 、 任務 に 就く こと と な っ た 。 


M 


2 7 | チー ム ワ ー ク の 乱れ は 連携 
| 
| Ws (Y71.C) tk 
計 。・ | し た も の の 取り 涼 が し て し ま 
| < する に 抹 を 提 や し た シロ ー 
= | は ルン の 制止 を 無 り の . 
| て で 貢 細 の 仙 に 向 

ー | か っ て まっ た 。 


A a \ 


出撃 前 に 名 員 を 集め た シロ ー は 「 総 対 に 死ぬ な りり と の 記 示 を 挟 れ る 。 だ が . 
その 理生 義 的 を 言 革 に 先任 の カレ ン や エレ ドア は 生 れ 逝っ て し まっ た 。 


10 月 9 日 
由 シロ ー、 ザク JC 型 と 交戦 


黄 機 の 撃破 に 拘る あま り に 仲間 と は ぐれ て し まっ た シー いら し く 、 な ん と か 朝 を 迎え た シロ ー は 与え ち れ た 任務 を 続 
ロー は 、 密 林 の 過 褒 な 環境 に 恐怖 と 狂 り を 感じ つつ 、 己 の 行 。 ジャ ング ル に 見 え 隠 れ す る よう に 移動 する ザク LJC 型 
未 鷲 き を 後悔 する 。 と は いえ 彼 の 命運 が 尽き た わけ で は な を 発見 する や 、 果敢 に 戦い を 仕掛 ける の だ っ た 。 


丘 ーー | 一 を まじ た シロ ー は 追 中 を 中 中 臣 し な が ら も 罰 全 を 失わ な い 
< | WW し 、 和 mt を | 舞 ザク Lu 製 は な お 
| 胡 に 所 いか け 回 な て と する 。 対す る 


各 機 が 接近 する の を 笠 ち 伏せ し 


wm よう いう の で 8。 


| (4 
| 凍 
| 1 


る こと に 失敗 し て し まっ た | 


10 月 9 日 
目 シロ ー、 コジ マ 基 地 に 帰還 
密 4 ロー を 残し た まま 委 馬 し た カレ ン た ち は 、 後ろ め 新任 士官 で あり 、 生 馬 で きる か どう か わか っ た も の で は な 


た い 気持 ち を 抱え な が ら 、 シロ ー の 帰り を 待っ て いた 。 し か い 。 つ い に 日 が 暮れ 始め 、 さ す が の カレ ン も 謗 めか ける 。 す 
し 相手 は 地球 に 降り て きた ば か り で 、 実 寺 経 験 も 足り な い る と そん な 彼女 の 耳 に MS の 足音 が 届い た の だ っ た 。 


を 仕 昼 め る こと が で きた 。 


電通 性 、 機体 の 時 
華 に 身 が 入ら ず 、 知ら 


シロ ー、 コ ジマ 大 隊 に 配属 。 第 08MS 
小隊 の 小隊 長 に 任命 され る 。 


シロ ー、 部 下 と 共に 大 隊長 の コジ マ 
と 面会 。 


第 08MS 小 隊 に 対し て 夜間 出撃 命 
令 が 下る 。 


第 0BMS 小 隊 、 出 撃 。 ジャ ング ル で ザ 
ク IJC 型 と 遺 遇 する が 取り 逃がす 。 


シロ ー、 ザク IIJC 型 を 追撃 し て 隊 か ら 
は ぐれ る 。 


シロ ー、 ジャ ング ル で 一 夜 を 過ごす 。 


シロ ー、 待ち 伏せ を 実施 し 、 ザク IIJC 
型 の 撃破 に 成功 する 。 


シロ ー、 コジ マ 大 隊 に 帰還 する 。 
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C.ETIMELINE 


半 アー クエ ンジ ェ ル 、 JOSH-A に 到 


5 月 2 日 ea 


拡大 する 戦乱 


拡大 する 戦乱 


ザフト の 大 規模 な 地球 降下 作戦 が 開始 され た 。 標的 は 
地球 連合 軍 の アラ スカ 本 部 (JOSH-A) で あり 、 防 衛 線 
を 構築 し た 連合 軍 と の 間 で 戦い の 火蓋 が 切っ て 落と さ 
れ た 。 一 方 、 激 戦 の 最 中 、 連 合 軍 上 層 部 の 企み に 気付 
いた アー クエ ンジ ェ ル は 戦線 離脱 を 図る が ……。 


ne D4 sm05 


アー クエ ンジ ェ ル 、 JOSH-A に 到着 


着 


資 湊 衛 星 コ ロニ ー・ へ リオ ポリ ス を 脱出 後 、 多く の 租 牧 
を 払っ て JOSH-A に 到着 し た アー クエ ンジ ェ ル 。 乗組 員 た 
ち は こ れ で 肩 の 荷 を 下ろ せる と ば か り に 安 幸 す る が 、 較 合 


エン ジェ ル が JOSH-A に 医 
ス を H じ め と する 主要 本 細 | 


る 悪 も な く 、 艦長 マリ ュー・ 
は 者 間 会 に 挫け ち れ る こと と な っ た 。 


目 ザフト 、「 オ ペレ ーション ・ ス ピッ トブ プレ イク 」 を 最終 段階 に 移行 


軍 上 暦 部 の 対応 は 彼ら の 予想 と は 大 き ' 
ディ ネイ ター の キラ ・ ヤ マト を 機密 兵器 ( 
問題 視 さ れ 、 査問 会 が 招集 され る こと 


アー クエ ンジ ェ ル 乗 組員 、 査 問 会 に 
掛け られ る 。 


ムウ 、 ナタ ル 、 フレ イ の 3 名 に 転属 命 
令 が 下る 。 


キラ を スト ライ ク ガ ンダ ム に 
描 業 ませ た の は 生き 残る 


は 受け 入れ られ ず 、 アーク 
エン ジェ ル 岩 の 青 六 制 が 


ザフト 、「 オ ペレ ーション ・ ス ピッ トブ レ 
イク ] を 最終 段階 に 移行 


パト リッ ク 、 部 隊 降 下地 点 を パナ マ 基 
地 か ら JOSH-A に 変更 。 


連合 軍 と の 潜 乱 に 終止 符 を 打つ べく プラ ント 最高 評議 
会 が 企図 し た 地上 降下 作戦 「 オ ペレ ーション スピ ッ ト ブ レイ 
ク ] が 最終 段階 に 移行 。 連合 軍 が 保有 する 最後 の 宇宙 


作 明 が 最終 和 藻 に 双 行 し た こと で 、 地球 新 三 替 道上 に は これ まで で 最大 
夫 林 の 隊 下 部 鐘 が 穫 締 。 ザフト は この 潜 い で 決着 を つけ る つも りな の だ 。 


目 ザフト 、 アラ スカ 地区 へ の 降下 開始 


ザフト MS 部 隊 、 アラ スカ 地区 へ の 降 
下 開始 。 連合 軍 と の 間 に 激戦 が 線 
り 広 げ ら れる 


港 ( パ ナマ 基地 ) が 標的 と な っ た 。 と ころ が 作戦 決行 当日 
最高 評議 会 議長 パト リッ ク - ザ ラ の 命令 に よっ て 降下 地点 
が 変更 。 新た な 攻略 対象 は JOSHA と 定め られ た 

ーー ザフト MS 部 隊 、JOSH-A 地 下 施 設 
に 潜入 。 


/ ペ リック が 作 赤間 前 に お 

いて 降下 地点 を 変更 し た 

こと に 妊 問 を 表明 し た 者 

ィ は は と ん どい な か っ た 。 さら 

5 に パト リッ ク の 斉 で クル ー 

せ が 系 を 引い て いる こと を 
知る 者 は 秋 舞 だ っ た 


MORE INFO! 
フリ ー ダ ム ガ ン ダム の 譲渡 


1 


つい に 地上 降下 作戦 が 開始 され 、 地 球 衛星 軌道 上 か ら 
大 量 の ザフト MS 部 隊 が アラ スカ 地区 に 舞い 降り た 。 連合 


軍 も 防衛 線 を 構築 し て 迎撃 を 開始 する が 、 つ い に 地 下 施 


5 が 了 は 

N | を 本 婦 し た の を 庶 切 
| リ に 、 ザ フト 地上 部 隊 
も 一 斉 に 攻撃 を 開始 
ザフト が 大 名 を 投入 
し た 連合 軍 点 攻撃 
が 飲ま っ た 


層 合 軍 も 所 撃 を 行う 
が 、 どう いう わけ か 戦 カ 
が ザフト の 夫 定 以 で 
あり 、 星々 と 肪 条 妹 を 
相 三 する こと が で きた 。|__ 


設 へ の 侵入 を 許し て し まう 。 戦況 は ザフト 側 に 有利 に 展開 し 
て いる 。 両 軍 の 多く の 者 が そう 考え た だ ろう 。 だ が 連合 軍 高 
官 ウィ リア ム ・ サ ザー ラン ド は 余裕 の 表情 を 浮か べ て いた 。 


次 々 と 人 放す る ザフト 
部 衣 は JOSHLA の 位置 


つい に 一 部 の ザフト 部 | 
避 が JOSHHA 内 分 へ [ 
の 便 入 に 成功 。 し か し 
基地 内 の 兵 カ は ま ば 
ら で あり 、 あ か ら さ ま に 
様子 が お か し か っ た . 


可動 下 ガン ダム SEED 


上 目 連合 軍 上 層 部 、 サイ クロ プス シス テム を 発動 


殻 と な っ た JOSH-A を 利用 し て 、 ザ フト 部 隊 の 一 掃 を 企む 
強力 な マイ クロ 渡 発生 凌 置 (サイ クロ プス シス テム ) を 用 い 
基地 も ろ と も ザフト 部 隊 を 壊 減 さ せよ うと いう の で ある , 


サザ ー ラ ンド の 余裕 に は 理由 が あっ た 
歴 部 に は ザフト の 動向 が 事前 


実は 連合 重 上 
' ら され て お り 、 す で 
ザー ラン ド は も ぬけ の て 


ーー マー 


C.E.71 5 月 8 日 
| 間 キラ 、 フ リー ダム ガン ダム で 戦闘 に 介入 

ムウ か ら サ イク ロ プ スシ ステ ム の 存在 を 知ら され た マ 読 の 困難 に 乗じ に た ザフト MS が 艦橋 に 取り 付き 、 絶 体 絶命 
リュ ー は 連合 軍 か ら の 苑 反 を 決意 。 アー クエ ンジ ェ ル を 回 の 紛 て し まう 。 する と 上 空 か ら の 一 条 の ビー ム が ザ 
頭 させ る と 、 ア ラス カ 地 区 か ら の 脱出 を 試み た 。 だ が 命令 フト MS を 撃隊 。 続い て フリ ー ダ ム ガ ン ダム が 姿 を 現し た 


a 


ダム ・ タ イプ で ある ャ 


ウエ ンジ ェ 
その 季 村 に 嬉 を 


9 の た の だ っ た 


MS を 行動 不能 に し 
ジェル の 脱出 郊 を 作っ た 


上 目 フレ イ 、 ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ に 拉致 され る 


アー クエ ンジ ェ ル か ら サ イク ロ プ スシ ステ ム の 存在 を 知ら 
され た 一 部 の 連合 軍 将 兵 は 、 戦 闘 続行 を 放 評 し て アラ ス 
カ 地 区 脱出 を 図る 。 JOSH-A に 留まっ て いた フレ イ 


も 自 カ で 脱出 し 、 ア ー ク エン ジェ ル と 合流 し よう と する 。 し 
か し 事 は 簡単 に は 進ま な か っ た 。 地下 施設 に 潜入 し た ク 
ルー ゼ が フレ イ を 拘束 し 、 本 隊 に 連れ 帰っ て し まっ た の だ 


| 還 アー クエ ンジ ェ ル 、 オー プ に 到着 


キラ の 援護 を 受け て アラ スカ 地区 を 脱出 し た アー クエ ン 
ジェ ル だ が 、 軍 を 離反 し た 彼ら は 向かう べき 場所 を 失っ て し 
まう 。 連合 の 意向 を 受け た 各国 が アー クエ ンジ ェ ル を 連 け 


入れ る は ず は な く 、 原 隊 に 戻っ て も 待っ て いる の は 銃殺 弄 
だ け だ 。 や む な く マリ ュー は オー プ 連 合 首長 国 に 向かい 
ウズ スミ ・ ナ ラ ・ ア スハ の 好意 に 購 け て みる こと に し た . 


マリ ュー、 サ イク ロ プ スシ ステ ム の 存 
在 を 知ら され る 
マリ ュー、 連 合 軍 か ら の 離反 を 決意 


仲間 と 共に アラ スカ 地区 脱出 を 図る 


連合 軍 、 サ イク ロ プ スシ ステ ム を 発 
動 。 ザフト MS 部 隊 に 多大 な 被害 が 
生じ る 


アー クエ ンジ ェ ル 、 ザ フト MS に 脱出 を 
阻ま れる , 


キラ 、 フリ ー ダ ム ガ ン ダム で 戦場 に 降 
下 。 アー クエ ンジ ェ ル を 支援 する と 同 
時 に 、 抵 抗 する ザフト MS 部 隊 を 無力 
化す る 


アー クエ ンジ ェ ル . 
の 脱出 に 成功 


アラ スカ 地区 か ら 


キラ 、 アー クエ ンジ ェ ル と 合流 する , 


フレ イ 、 JOSH-A か ら の 脱出 を 図る 
クル ー ゼ 、 フ レイ の 身柄 を 拘 東 
JOSH-A を 脱出 し 、 原 隊 に 帰還 する 
マリ ュー、 オ ー ブ 連 合 首長 国 に 向かう 
こと を 決意 


アー クエ ンジ ェ ル 、 オ ー プ 連合 首長 国 
に 到着 。 オー ブ に 受け 入れ られ る 


MORE INFO! 
プラ ント 内 部 で の 人 造反 事件 


機動 戦士 ガン ダム 


UTMEUME _ _ 作 本 断り 町] 
ダム マシ ン と の 遭遇 


参 CV (クロ スポ ボー ン ・ バ ン ガ ー ド ) に よる 戦乱 か ら 数 十 年 
» を 経て も な お 、 争 い は 払拭 され な か っ た 。 地球 連邦 の 
2 弱体 化 が コロ ニー 独立 の 機運 を 高め 、 世 は 「 コ ロニ ー 戦 
時 代 」 に 突入 し た の だ 。 中 で も サイ ド ら の ザン スカ ー 
= ル 帝 園 は 地球 侵攻 を 念頭 に 置く ほど 力 を 付け て いた 。 


U.C.0140~0153 
U.C.0140 … コロ ニー 主義 が 台頭 。 各 コ ロニ ー が 自治 権 を 巡っ て 対立 する 。 U.C.0148 リガ ・ ミ リティ ア が 再 結成 され る 。 
U.C.0141 … マリ ア ・ ピ ァ ・ ア ー モ ニア 、 アル バニ アン ・ コ ロニ ー で 相談 所 を 開 U.C.0149- サイ ド 2、 新た に ザン スカ ー ル 帝国 と し て 建国 を 宣言 
設 する 。 リガ ・ ミ リティ ア 、 「V (ヴィ クト リー) 計画 」 を 発動 。 
U.C.0144……… マリ ア 信 替 者 に よる グル ー プ が 発足 。 マリ ア 主 義 が 提 晶 され る 。 U.C.0152. ザン スカ ー ル 帝国 軍 (ベス パ )、 地球 侵攻 を 開始 。 
U.C.0145. フォ ン セ ・ カ ガチ 、 マリ ア に 接 塚 。 ベス パ 地 上 侵攻 先発 部 隊 (イエ ロー ジャ ケッ ト )、 欧 州 の ラ ゲ ー ン 
U.C.0146: … カ ガ チ 、 マリ ア 主 義 者 を 背景 に ガチ 党 を 結成 。 に 進攻 。 連邦 車 ラ ゲ ー ン 基地 お よび マス ・ ド ライ バー を 制圧 する 。 
ガチ 党 、 アメ リア ・ コ ロニ ー 牙 庁 講 会 の 第 三 勢 力 に 台頭 する 。 U.C.0153……… クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー、 ベス パ の 一 員 と し て ラ ゲ ー ン 基地 に 着任 
U.C.0147……… カ ガ チ 、 贈 収 幅 罪 音 巡 グル ー プ を ギロチン で 処刑 する 。 クロ ノ ク ル 、 試作 MS シャ ッ コー の 運用 試験 に 参加 する , 
ガチ 党 、 アメ リア ・ コ ロニ ー の 政権 与党 に 収まる 。 クロ ノ ク ル 、 ポイ ント ・ カ サレ リア に 向かう 。 


人 四 ウッ ツ 、 戦闘 を 日 繋 す る 


東欧 の 辺境 地区 (カサ レ リ ア ) に 暮らす 13 歳 の 少年 見 た 
ウッ ソ ・ エ ヴィ ン は 、 いつ も の よ 
で 


リガ ・ ミ リティ ア カミ オン 隊 、 シャ ッ コ ー 
と 遺 遇 。 


: こ と も な い 小型 戦闘 機 が 通過 し て いく 。 さら に その 機 
ラグ ライ ダー を 楽し ん 体 を 追う よう に 出現 し た べ ベスパ の MS (シャ ッ コー) が 銃撃 
と ころ が 突然 、 爆音 が 響い た か と 思う と 、 すぐ 横 を を 始め 、 ウッ ソ の 周辺 で 戦闘 が 始ま っ て し まっ た 。 


マー ベッ ト 、 コア ・ フ ァ イ タ ー で 応戦 。 
戦闘 中 に 被弾 、 負傷 する 。 


シャ ッ コー の パイ ロフ を 担 導 する 
クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー は 機体 の 
重用 試験 中 だ っ た が 埋 果 を 
げ よ うと 攻撃 を 開始 する 。 


ウッ ソン 、 戦闘 空域 に 迷い 込む 


ウッ ソ 、 ベ スパ の MS シャ ッ コー と 接 
触 。 パイ ロッ ト の クロ ノ ク ル と 格闘 の 
末 、 シャ ッ コー を 強奪 する , 

を 人 っ て ザン スカ ー ル 意 
圧 還 (ベスパ ) の シャ ッ コ ー が 出 


現 。 訳 が わか ら ie まま ウッ ン は | 
い に 基 る 込ま れ て い 


だ が 思わ め 聞 入 者 に よっ て 攻撃 
は 中 断 さ せら れ て し まっ た 。 ウッ ソ 
の パラ グラ イダ ー が シャ ッ コー に 
結 み 付い て し まっ た の だ 


ンス カー ル 帝 国 の 台頭 
目 ウッ ソ 、 ベス パ の MIS を 強奪 する ニン メカ ー ル は 、 サ イド 2 の アメ リア 


銃撃 を 逃れ よう と 戦闘 空域 か ら の 脱出 を 試み る ウッ ソ だ つい に 機体 に 絡ま っ て し ま だ 。 や む な く ケー ブル を 外 
が 、 実 然 、 体 が あら 方 向 に 引っ 張ら れ た 。 脱出 に 四 苦 八 、 し た ウッ ソ は シャ ッ コ ー に し が み 付 き 、 目 前 に 口 を 開け た コ 
苦し て いる 間 に パ ラグ ライ ダー が シャ ッ コ ー に 近付き 過ぎ 、 クビ ピッ ト ・ ハ ッ チ か ら 中 に 潜り 込 も うと し た . 


シャ ッ コー に し が み 付い た ウッ ソ の 
揚 が 偶 角 、 コ ッ ピ ッ ト ・ ハ ッ チ の 開 
回 スイ ッ チ に 衣 れ 、 ウッ ソ は 必死 で 


その 後 。 ウ ッ ノ は 小 下 戦闘 機 の 
バイ ロホ (マー ベッ ト ・ フ ィ ン ガー 
ハオ ) と 間 過 一生 も 畔 く カサ レ 

リア か ら 出 て いく よう に 告げ | 
る ウッ ソ で は な か っ た 場 を 後に し て いる 、 


動 翌 二 V ガ ンダ ム 


目 ウッ ツ 宅 に 不審 者 が 侵入 する 
その 夜 、 自宅 に 戻っ た ウッ ソ は ペン フレ ンド の カテ ジ ナ ・ 
ルー ス に メー ル を 出 そ う と し て いた 。 する と 台所 か ら 不 審 な 
音 が 聞こ えて きた の に 気付 いた 。 いつ の 則 に か 家 に 侵 


a 


入 し た 少年 少女 が 、 勝 手 に 食糧 を 物色 し て いた の だ 。 貴 
重 な 食 べ 物 を 荒らし 回 る 相手 に 起り を 名 わ に する ウッ ソ 。 だ 
が 空腹 の 少年 た ち は 気 に 描け る 素振り も 見 せな か っ た 


ei 一 
| e 扇 と は いえ そん な こと は 民間 
【 人 の ウッ ソ に は 合作 6 
怪し い 物音 に 気付 いた ウッ ソ ダ ドア の 合間 か ら そっ と 棚 く と 訪 り の まま に 康 か ら 局 い 出 


Rimo 
| 


年 少 を が 大 切な 食料 を 漠 っ て いる 次 が 日 に 隊 び 込ん で きた や と る 


目 ウッ ツ 、 ウー イッ グ に 向かう ゾロ 部 隊 を 目撃 する 


オデ ロ た ち を 追い 出 そ う と する ウッ ソ の 耳 に 別 の 異 音 が こん な 夜半 に どこ に 行く つも りな の か と 不審 に 思う オデ ロ 
直さ 渡る 。 夜空 を 背景 に 移動 する 無数 の 影 が 発する ロー た ち 。 一 方 、 ワ ッ ソ は 焦り を 覚え 始め る 。 ゾロ 部 隊 の 向かう 
ター 音 で ある 。 それ は ベス パ の MS ゾロ の 大 部 隊 だ っ た 先 に は カテ ジ ナ の 暮らす ウー イッ グ の 街 が あっ た か ら 


/ 人 坦 各 に を 潮 め る リ 
ン 隊 


正 休 は 低空 で 飛行 する ソロ の 大 郭 誠 だ っ た 
気付 いた よう だ が 、 そ れ を 無 科 し て 


還 ウッ ソ 、 シャ ッ コ ー で 出撃 する 


ソロ 部 隊 が 飛び 去っ て か らし ば らく 経つ と 、 山 の 村 線 が 。 が ある の だ 。 た ま ら ず ウ ッ ソ は その 場 か ら 駆 け 出す と 、 陣 し 
赤く 殖 き 出し た 。 それ は 山 の 向こう で 戦闘 が 発生 し た こと て お いた シャ ッ コー に 搭乗 。 後 の こ と な ど 考え る 余裕 すら な 


の 明白 な 証拠 で ある 。 し か も その 方 向 に は ウー イッ グ の 街 くし た まま 、 ウー イッ グ に 向かっ て 飛び 出し た 。 


ギリ ギリ の と こ 
まっ た 


ウー イッ グ に 欠 ぐ ウッ ソ だ っ た が 


ー 方 。 消 和 を 絶っ た クロ ノ ク ル を 
E 


替 し て いた ガリ ー・2: ガリ ー の 追加 は 鐘 炊 で ある 。 や G | > 
コー の 次 を 話 め て 腕 を 折 な < ウ ァ ソ も り 転じ 、 初 め て A 
の 室 杏 と は 思え な い 還 や か な 失 ト 
, 洗 で ノロ の 急所 に サー ベル を 容 h 人 
ニン デラ を 立て た a" 


目 ウッ ソン 、 ウー イ ッ グ に 向かう 


辛うじて ガリ ー の ゾロ を 撃破 し た も の の 、 初 め て の 実戦 


を 倍加 させ る 。 し か し カテ ジ ナ を 助け た いと いう 起 い が 基 え 
を 体験 し た ウッ ソ は 体 の 岩 え を 禁じ 得 な か っ た 。 し か も 目 の る こと は な く 、 気 持ち を 切り 替え た ウッ ソ は シャ ッ コ ー を ウー 
前 に は ガリ ー が 倒れ 伏し て お り 、 そ の 姿 が ウッ ソ の 恐怖 心 。 イッ グ の 方 角 へ と 振り 向け 、 先 を 急ぐ の た 


<Z 還 | | ダリ 
es に | 


気 を 取り 直し て ウー イッ グ 


* | ce た 。 ソロ 舞 陸 の 空 場 で ウー 
£ | イッ グ の 番 は 火 の 寺 と 化 
不可 拡 力 と は いえ 人 を 攻め て し まっ た か も し れ な いと の 妊 作 感 が ウッ ソ の 前 | て ちり. 住民 に も 多数 の 


人 


昔 い の 成 し き を 団 ら ず も 


衝 柏 者 が 出 て いえ 


U.C.0153 


4 月 5 日 


MORE INFO! 
神聖 軍事 


ウッ ソ 、 シ ャ ッ コ ー を 隠し て 帰宅 。 ペン 
フレ ンド の カテ ジ ナ に メー ル を 書く 0 
オデ ロ を リー ダー と する 少年 少女 た 

ち 、 ウ ッ ン 宅 に 潜入 。 勝手 に 食料 を 

物色 する , 


ウッ ソ ツ 、 オ デ ロ た ち を 追い 出し に か か る 。 
ウッ ソ 、 上 空 を 移動 する ゾロ 部 隊 を 目 
に する 

ウッ ソ 、 ゾロ 部 隊 の 移動 先 に ウー イッ 
グ の 街 が ある こと に 気付 く 。 

ウッ ソ 、 シ ャ ッ コ ー で ウー イッ グ に 向 か 
お うと する 。 

クロ ノ ク ル を 捜索 中 の ガリ ー、 


コー を 発見 。 攻撃 体勢 を 取る シャ ッ 
コー に 応戦 を 試み る 。 


ウッ ソ 、 ガリ ー の ゾロ と 交戦 、 
成功 


撃破 に 


ガリ ー、 機 体 か ら 脱出 。 重傷 を 負っ た 
も の の 一 命 を 取り 留め る 。 


ウッ ソ 、 改 め て ウー イッ グ の 街 に 向かう 。 
ウッ ソ 、 街 の 惨状 を 目撃 する 。 
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ガン ダム マイ スタ ー、 集 結 


ツイ ンド ライ ヴ ・ シ ステ ム の 起動 に 成功 し 、 活動 再開 に 向 
け で 準備 を 進め る 新生 CB( ソ レス タル ビー イン グ )。 し か 
し 本 格 始動 する 前 に 、 や ら な けれ ば な ら な いこ と が あっ 
た 。 4 年 前 の 戦闘 以来 、 連邦 軍 に 監禁 され て いる ガン ダ 
ム マ イス ター、 アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム の 奪還 で ある 。 


目 アレ ル ヤ の 監 類 場所 が 判明 する 


章 那 ・F・ セ イエ イ と ロッ クオ ン ・ ス トラ トス (ライ ル 
イ ) を 加え た CB に 、 エ ー ジ ェ ント の 王 留美 か ら 区 


ラテ 


情報 が も た ら さ れ た 。 4 年 前 の 国連 軍 の 決戦 以来 


四 アレ ル ヤ 全 選 作戦 、 開 


を 絶っ て いた アレ ル ヤ が 、 連 邦 軍 禁 され て いる と 
いう の だ 。 し か も 同じ 施設 に は 、CB へ の 関与 を 疑わ れ た マ 
リナ ・ イ スマ イー ル も 幽閉 され て いる らし い の で ある 。 

| 0e 


に | 


王 舞 美 か ら 5 アレルヤ に 関 


アレ ル ヤ と マリ ナ の いる 収容 施設 の 防衛 能勢 は 想像 以 
上 に 厳し く 、 作戦 指揮 を 担当 する スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ は 難 
= が 半 那 の 熱心 な 説得 に 折れ 、 つい に 春 四 作 


つい に 等 骨 作 昌 が 同 始 。 そ 
の 第 一 区 階 と し て GN フィ ー 

| ルド を 履 開 し た プ ト レ マ イ オ 

| ス 2 が 地球 衛星 軌道 上 か ら 
人 降下 を 開 公 し た 


2 は 、 その まま 海中 に 突入 
条 朗 で 巨大 な 水 福 が 生じ 6 


戦 が 開始 され た 。 作戦 は 短期 決戦 。 太 衛 部 隊 に 反撃 の 隙 


を 与え な いた め に 地球 衛星 軌道 上 か ら 一 気 に 降 下 、 そ の 
後 、 規 定時 間 内 に ふた り を 救出 する と いう 弄 硬 築 で ある 。 
ネー ルー ーー 
4 x 

| | 


四 アレ ル ヤ 、 CB に 復帰 


スメラギ の 庁 策 と 九 那 た ちの 活躍 も あっ て 作戦 は 無事 
成功 。 アレ ル ヤ は CB に 復帰 し 、4 人 の ガン ダム マイ スタ ー 
が 再 集結 する こと に な っ た 。 し か し 同時 に 救出 され た マリ 


アレ ル ヤ は 、 初 め て の 
流し た 


ナ は 自由 の 身 に な 
られ な か っ た よう だ 
戦乱 に 包ま れる だ 


た 喜び より も 、 胸 騒 き を 覚え ず に は い 
CB の 復活 一 一 それ は 、 世 界 が 再び 
と を 意味 し て いた か ら だ 。 


や っ と 自由 の 身 と な っ た ア 
レル ヤ を 仲間 た ち が ロ タ 


き 去 っ だ 
| 終 は 仔 在 


王 留美 、 ア レル ヤ と マリ ナ に 関す る 
情報 を CB に も た ら す 。 


アレ ル ヤ の 監禁 場所 が 判明 。 身柄 
の 確保 が 計画 され る 。 


スメラギ 、 礁 還 作 戦 に 難色 を 示す が 、 
利 那 の 説得 を 受け 入れ る 。 
アレ ル ヤ 敬 還 作戦 、 開始 。 


プトレマイオス 2、 地 球 衛星 軌道 か ら 
収容 施設 近く の 海洋 に 降下 。 


高波 が 発生 し 、 施 設 防衛 部 隊 
乱 が 生じ る 。 


アレ ル ヤ と マリ ナ 、 諸 那 の 手引 き に 
よっ て 収容 施設 か ら 脱 出 。 


アレ ル ヤ と マリ ナ 、 プ トレ マイ オス 2 に 
人 


アレ ル ヤ 、 CB に 復帰 。 


マリ ナ 、 CB の 保護 下 に 入る 。 


MORE INFO! 
アレ ル ヤ と ソー マ 


る が 、 そ の 他 の 理由 
最 中 、 ア レル ヤ は 国 
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目 スメラギ 、 CB 復帰 を た め ら う 


ガン ダム マイ スタ ー 和 集結 を 受け て 士気 
イオ ス 2 に あっ て スメラギ : は 沈み が ち だ っ : 

と の 決戦 で クリ ステ ィ ナ ・ シ エラ や リヒ テン ダー ル ・ 
ー リ と いっ た 仲間 を 失い 、CB の 活動 を 後退 させ て し 


Di 


まっ た 自責 の 念 か ら 抜け 出せ ず に いた の で ある 。 と は いえ 
プトレマイオス 2 の 活動 に は 優秀 な 戦術 予報 士 で ある ス メ 
ラキ の 能力 が 不可 欠 で 、 仲 間 た ち は 彼女 を 奮い立た 
と する 。 し か し その 声 は スメラギ の 耳 に 届か な か っ た 。 


大 好き な 酒 の を 借り て も 
要 圭 な 気持 ち を 払拭 する ご 


目 アロ ウズ 、 プトレマイオス 2 に 禁 負 を 仕掛 ける 


収容 施設 抽 撃 に 起り を 募ら せる アロ ウズ の リン ト - リー 
パ に 、 ある 情報 が 寄せ られ た 。 未確認 物体 が 海中 を 航行 
し て いる と いう の だ 。 それ は アロ ウズ の 監視 か ら 身 を 隠す プ 


水中 用 MA トリ ロバ イト と 空 尽 に よる 両面 作戦 を 立案 し た 
プトレマイオス 2 の 戦力 は ガン ダム に 依存 し て いる は 
な ら ば ガン ダム を 発進 させ な い 方 策 を 練 れ ば いい 


トレ マイ オス 2 だ に リン ト は 攻撃 部 隊 を 編制 。 ” ト の 作戦 は 効 を 奏し た か に 思わ れ た が = 
還 還 mm | の ント の eggkU ロ パ 
イト が プトレマイオス 2 に 接 
gg で 近 。 水中 で の 機動 性 を 活か 
し た 電撃 戦 を 仕掛 け で きた 。 


ト U ロ パイ ト が 放っ た 特 珠 魚 
雷 は 、 プ トレ マイ オス 2 が 展 
間 す る GN フィ ー ル ド を 易 々 


揚 作 個所 か ら 衣 内 に 海水 
が 流入 。 接 害 は ガン ダム の 
格納 庫 に も 及び 、 機 体 が 水 
流し か ね な い 人 危険 な 状態 
追い 込ま れ て し まう 。 


2 の に の に 
て 格納 庫 ハ 開か な く な り 、 ガン ダム の 出撃 が で き な く な っ て し まっ た 。 


カン ダム 、 水中 戦 を 敢行 


水中 戦 を 得意 と する トリ ロバ イト に 翻弄 され 、 プ トレ マイ 
オス 2 は 損害 を 重ね て いく 。 この まま で は 圧潰 し か ね な い 。 
する と 仲間 の 危機 を 前 に し た スメラギ が 、 リー ダー と し て 戦 
うこ と を つい に 決意 。 巧み な 戦術 を 立て て ガン ダム を 発進 


仲間 た ちの 危機 を 前 に し 


させ る と 反撃 に 転じ た 。 不 慣れ な 水中 戦 を 見 事 な 連携 で 
カバ ー し た 4 機 の ガン ダム の 活躍 に よっ て 形勢 は 逆転 。 ト 
リロ バイ ト を 撃 候 し て アロ ウズ 空母 に 肉薄 する な ど 、 ガン ダ 
ム マ イス ター と し て の 能力 を 見 せ 付 けた の だ っ た 。 


ダブ ルオ ー ガ 


リロ バイ ト を 没 彼 。 プ ト レ マ イ 
オス 2 の 危 禁 を 数 っ で いる 。 


且 放 時 証 トレ マイ オス 2、 収容 施設 か ら 離脱 


し 、 その まま 海中 を 航行 。 

スメラギ 、 CB 復帰 を た め ら う 。 

アロ ウズ 、 海 中 を 航行 する プ ト レ マ イ 
オス 2 を 発見 。 

リン ト 、 プ トレ マイ オス 2 攻撃 を 指示 。 
水中 用 MA トリ ロバ イト を 中 核 と する 
攻撃 部 隊 を 編制 する 。 

攻撃 部 隊 、 プトレマイオス 2 を 醐 撃 。 


| トリ ロバ イト 、 機動 性 を 発揮 し て プ ト レ 
マイ オス 2 を 攻撃 。 


空母 か ら の 攻撃 に より 、 
発進 が 妨げ られ る 。 


ガン ダム の 


スメラギ 、 プ トレ マイ オス 2 の リー ダー と | 
し て 戦う こと を 決意 。 


ガン ダム 、 トリ ロバ イト を 撃破 。 アロ ウ 
ズ 空 母 に 肉 夢 する 。 


ミス タ シド ー と ソー マ 、 攻撃 部 隊 
に 参加 。 戦い は 混戦 状態 に 陥る 。 


オレ マイ オス 2、 戦 闘 海 域 か ら 離 脱 。 
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ニュ ー ホ ンコ ン で の 戦い 


北米 大 陸 を 脱し た アウ ドム ラ は 太平 洋 を 越え て ニュ ー 
ホン コン に 入っ た 。 作戦 行動 の 傍ら 、 この 地 に 拠点 を 置 
く 「 ル オ 商 会 」 の 力 を 借り て 、 カミ ー ユ ・ ビ ダン を 宇宙 に 
戻 そう と 考え た の だ 。 一 方 、 ア ウド ムラ 撃破 を 狙う スー 


目 ウッ ダー、 ムラ サメ 研究 所 に 協力 を 要請 


ドリ は 、 新た な 戦力 を 投入 し よう と し て いた 。 


アウ ドム ラ 、 ア ジア 地区 に 向かっ て 移 
動 を 開始 


戦死 し た ブラ ン ・ ブ ルター ク に 代わ っ て スー ドリ り 艦長 代理 
の 座 に 就 い た ペン ・ ウ ッ ダ ー は アウ ドム ラ 道 撃 に 固執 。 太 
平 洋 を 横断 する アウ ドム ラ を 追い 、 ア ジア 方 面 に 移動 を 開 


始 し た 。 さら に ウッ ダー は ニホン の ニュ ー タ イプ 研究 所 ( ム 
ラサ メ 研 究 所 ) に 協力 を 要請 。 ティ ター ンズ の 権勢 
名 わせ る こと で 新 融 機 と 補給 物資 を 提供 させ た の だ 


ウッ ダー、 ス ー ド リ の 艦長 代理 に 
任 。 アウ ドム ラ 追 撃 を 命じ る と 共 
ムラ サメ 研究 所 に 協力 を 要請 。 


就 


« 


ティ ター ンズ に 逆らえ な い ムラ サメ 研究 所 は ウッ ダー へ の 條 
コ ・ ガ ンダ ム と その パイ ロッ (フォ ウ ・ ム ラサ メ ) を スー ドリ に 送っ た 


ニュ ー ホ ンコ ン に 向け て 転進 


アウ ドム ラ 、 カ イ か ら の 連絡 を 受信 
補給 の た め 、 ニ ュー ホン コン に 向かっ 
て 転進 する 。 


スー ドリ に 補給 物資 (サイ コ ・ ガ ンダ 
ム や シャ トル 用 ブー スタ ー) と パイ ロッ 
ト が 届け られ る 。 

アウ ドム ラ 、 ニュ ー ホ ンコ ン に 到着 。 
アム 口 、 ルオ 商会 と の 接触 を 図る 。 


@ 7 ドラ 、 
飛行 を 続け る アウ ドム ラ に カイ ・ シ デン か ら 情 報 が 寄せ ら 

れ た 。 どう や ら テ ィ タ ー ン ズ の 軍事 基地 が ニュ ー ギ ニア に 

ある こと が 判明 し た らし い の だ 。 これ を 壊 減 させ れ ば 反 テ ィ 


基地 赤 撃 を 前 に アム ロ ・ レ イ が ニュ ー ホ ンコ ン へ の 容 浴 を 提 誠 し た 。 その 
地 で シャ トル の チケ ッ ト を 入手 し 。 カミ ー ユ を 宇宙 に 戻 そう と 考え た の だ, 


6 月 中 旬 


還 アム ロ 、 ルオ 商会 と の 接触 を 図る 


ター ンズ 勢力 へ の 格好 の アピ ー ル に な る に 違い な い 。 アウ 
ドム ラ を 預かる ハヤ ト ・ コ パ ヤ シ は 攻撃 を 決定 。 補給 物資 
を 得る た め 、 ニュ ー ホ ンコ ン に 立ち 寄る こと に し た 


アム 口 、 不 用 意 な 言動 か ら 疑 い を 掛 
けら れ 、 軟禁 され る 。 


補給 物資 の 搬入 が 進む と アウ ドム ラ を 離れ た アム ロ ・ レ イ 
は 、 ベル トー チカ ・ イ ル マ と 連れ 立っ て ルオ 商会 の オフ ィ ス 
シャ トル の 間 チ ケッ ト か ら 兵 器 の 密売 まで を こ な 


アム ロ の 言 業 に 受付 
細 は 栓 情 を 稼 く し 、 奥 

いる 女性 に 目 配 サ を 
送る 。 その 女性 こそ ル 
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商会 の 窓口 に は 長 錠 


rt 
し まっ た の だ っ た 


す 商会 の 協力 を 得 よ うと 考え た の だ 。 し か も 商会 の ポス で 
ある ルオ ・ ウ ー ミ ン は 親 エ ゥ ー ゴ 派 で 通っ て お り 、 何 事 も な け 
れ ば 前 単に 協力 を 取り 付け られ る は ず だ っ た の だ が - 


St AFS アム 


08 6 月 中 名 
用 目 サイ コ ・ ガ ンダ ム 、 ニュ ー ホ ンコ ン 市 街 地 に 出現 


アム ロ の 手引 き で オフ ィ ス か た - 
ライ 母子 だ が 、 新 た な 員 威 が 迫り つつ あぁ 
コン 市 街 地 に 正体 不明 の 機体 が 出現 し 
は 、 ム ラサ メ 研 究 所 か ら ス ー ド リ に 提供 され 


IMA サイ コ ・ ガ ンダ ム (パイ ロッ ト は フォ ウ ・ ム ラ 
ホン コン に 入っ た アウ ドム ラ を 爆 り 出 そ 


アム ロ を 正岡 する た め に 独 
ht 


いい |F | 
ー | | 
は | 
| | 
| \ 
#20 SM た た W- ター の と す し 
白 の 供 邊 が 買い 夷 か る P タ の 
ここ ーーー 
mf A rw NN = 
証明 6 月 中 旬 
且 ミー ユ 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム と 交戦 
アウ ドム ラ か ら も サイ コ ダム の 妻 が 確認 され 、 ハヤ た カミ ー ユ は 、 威 江 と し て ビーム ・ ラ イフ ブル を 斉 射す る 。 だ 


ガン ダム Mk-T で の 発進 を 命じ た 。 市 街 地 が ガン ダム Mk-I が 放っ た ピー ム は パリ ヤー で 弾き 返さ れ て 
で の 圭 生 は 選 け た い が 、 無 関係 市民 に 被害 が 拡大 す し まう お 返し と ば か り に サイ コ ・ ガ ンダ ム の 拡 英 メ ガ 
る 状態 を 看過 で き な か っ た の に 向かっ 粒子 砲火 を 市 街 の 各所 か ら 爆 炎 が 上 が っ た 


と か サイ コ - ガ ンダ ム を 撃退 し 、 ア ウド ム 

だ が 、 そ の 用 中 に は わだかまり が 残 
ず も 敵 パ イロ ッ ト と 交感 状態 に 入っ て し ま 
い を 覚え 、 どう し た らい いか 判断 


年 電 争 最強 の ニュ ー タ イブ と 腹 わ れ た アム ロ な ら 、 ア ド バ 
イス を も ら え る か も し れ な い そう 考え ユ は アム 
ロロ に 相 庶 を 持ち 掛け る 。 する と アム ロロ は 質問 を 
早く 宇宙 | 


ペル トー チカ と ミラ イ 母 子 、 ア ムロ の 
手引 き で ルオ 商会 オフ ィ ス か ら 脱出 


サイ コ ・ ガ ンダ ム 、 ニュ ー ホ ンコ ン に 出 
現 。 市 街 地上 空 に 移動 し 、 周 囲 を 成 
圧する 


ルオ と 接見 


アム 口 、 ステ ファ ニー と 共に 、 接近 す 
る サイ コ ・ ガ ンダ ム か ら 避 難 す る 。 


アウ ドム ラ 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム を 確認 


ハヤ ト 、 ガン ダム Mk-I で カミ ー ユ を 発 
進 させ る 


カミ ー ユ 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム と 交戦 


サイ コ ・ ガ ンダ ム 、 MA 形態 か ら MS 形 
態 に 変形 


カミ ー ユ 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム の パイ ロッ 
ト と 精神 的 な 交感 状態 に 入る 


サイ コ ・ ガ ンダ ム 、 ニュ ー ホ ンコ ン か ら 
後退 


ミー ユ 、 アウ ドム ラ に 帰 艦 


談 を 持ち 掛け る 


MORE INFO! 


ミー ユ の 覚え 


違和感 


a + 
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EE (A am09 
テキ サス の 攻防 | 


馬 地球 連邦 軍 に よる 公国 本 土 侵攻 作戦 ( 星 一 号 作戦 ) の 準 

・ 備 が 進む 中 、 ホワ イト ペー ス は サイ ド 5 に 向かっ て いた 。 
1 この 下 域 で 友軍 艦隊 と 合流 する 手 竹 に な っ て いた の だ 。 
rr アー" - ーー 一 方 、 ララ ァ ・ ス ゾ の ニュ ー タ イプ 能力 を 確か め る べく 、 
に と = ニー ーー | シャ ア ・ ア ズ ナ ブル も サイ ド 5 に 足 を 踏み 入れ て いた 。 


還 ホワ イト ベー ス 、 サイ ド 5 宙 域 に 移動 


宇宙 反攻 作 半 の 第 一 下 階 で ある 宇宙 要 寒 ソロ モン 攻 めで ある 。 そ の 後 、 先 に 目的 地 に 到着 し た ホワ イト ペー ス は 
略 載 に 参加 する た め 、 ホ ワイ トペ ー ス は サイ ド 5 へ と 進路 を 周辺 冗 域 の 債 察 を 実施 。 手近 に ある スペ ー ス ・ コ ロニ ー( テ 
変更 し た 。 ルナ ツー を 発っ た 連邦 軍 第 3 艦隊 と 合流 する た キサ ス ) に 債 察 部 隊 を : 


MEMSi 較 連邦 車 、 宇 宙 反 攻 作戦 の 準備 を 開 
始 。 作戦 の 第 一 段階 と し て 、 宇 宙 要 
塞 ソロ モン 攻略 の 準備 を 進め る 。 


ホワ イト ペー ス 、 サ イド 5 に 向け て 移動 。 


ホワ イト ペー ス 、 サ イド 5 周辺 の 偵察 
を 開始 。 


テキ サス ・ コ ロニ ー は 一 年 
四 争 初 惹 の 埋 乱 で 族 業 さ 
れ た で 、 自転 
1 = い に 支 蘭 を 楽 た 培 果 内閣 

本 境 は 人 洪 な 電 培 に よる 
徐 油 化 に 見 甘 わ れ て いた 


人 絡 還 シャ アァ 、 フラ ナガ ン 機 関 と 接触 


ホワ イト ペー ス が テキ サス ・ コ ロニ ー の 訓 査 を 始め た の と 
同じ 頃 、 シャ ア ・ ア ズ ナ ブル も この 地 を 訪れ て いた 。 実は テ 
キサ ス は 公国 軍 の MS 運用 試験 場 で あり 、 さ ら に ニュ ー タ 


シャ ア 、 サ イド 5 の テキ サス ・ コ ロニ ー | 
に 入る 。 | 


シャ ア 、 フ ラナ ガン 機関 と 接触 。 ラ 
ラ ァ の ニュ ー タ イプ 能力 を 試験 する 。 


アム ロロ 、 テキ サス ・ コ ロニ ー 内 部 に 潜 
入 。 


テキ サス ・ コ ロニ ー 宇 宙 港 で 爆発 が 
発生 。 


ガン ダム の 前 に シャ ア の 先行 量産 型 
ゲル ググ が 出現 。 


アム ロ 、 シャ ア と 交戦 。 


テス ト の 趣 果 は 上 る で 、 ラ 
ラ ァ は ター ゲッ ト の 70% に 
ヒト きせ る と いう 雷 胃 的 な 
スコ ア を 叩き 出し た 。 その 
寺 還 、 す ぐに で も 実 投 
に 耐え られ る と いう 間断 
が 下さ れ た の で ある 


テス ト を 林 え 主人 で 宙 光 に 諾 
に 見 記 われ る が . それ は アム の 性 に よる も の だ っ た 


12 月 下旬 


目 アム ロ 、 シャ ア と 交戦 


コ の 周辺 調査 が 始ま り 、 ア ムロ の ガン ダム が 先行 を 透 れ た アム 口 は さら に 内 部 調査 を 進め る が 、 今 度 は 見 
し て 内 部 に 足 を 踏み 入れ る 。 する と 突然 、 無 人 の は ず の 慣れ な い MS が 接近 し て きた 。 ララ ァ が 研究 所 か ら 吉 難 す 
ゲー ト が 大 爆発 し た 。 健 入 者 を 排除 する トラ ッ プ で ある 。 難 る 時 間 を 酔 ぐ た め 、 シャ ア が 強 柚 を 掛け て きた の だ 。 

ガン タム の 提 近 を 友和 し 


た シャ ア は 出撃 作業 
中 の 先生 量産 南 ゲ ル グ 


シャ ア と の 戦い の 財 , 
アム ロ は どこ か ちか 自 
| |atnosetmts 
| じ 取 っ て いた 。 それ は ラ 

ラ ァ の 複線 だ っ た の だ 
が 、 今 の アム ロ に わか 
る は ず も な か っ た 。 


= NT 
に 埋 い を 槻 ん だ 


也 補 を 利用 し て みな 
接近 戦 を 仕掛 ける シャ 
ア だ が 、 そ れ を アム ロ 
は 軽々 と 避け て みせ 


まっ た アム ロ は 、 人 芝 を 


人 つっ 8 っ た 詩 め る し か な か っ た 


本 了 穫 十 ガ ンダ ム 


UE.TIMELINE 


目 モイ ラ 、 シャ アァ と 道 財 


テキ サス の 攻防 


テキ サス ・ コ ロニ ー 内 部 で 発生 し た MS 戦は ホワ イト ペー 
ス で も 確認 され 、 ブラ イト ・ ノ ア は 増援 の 出撃 を 決定 。 ガン 
キャ ノン 2 機 が 発進 する と 共に 、 数 台 の パ バギー が コロ ニー 
内 部 に 派遣 され た 。 その 中 に は セイ ラ ・ マ ス の 妻 も あり 、 ま 
ず セ イラ は 廃寺 と な っ た 建物 周辺 の 調査 を 開始 する 。 する 
と 彼女 の 目の敵 に 、 白 馬 に 乗っ た 公国 軍 士 官 が 映っ た 
コロ ニー 内 に 戯 が 存在 する 可能 


性 が 高い と きえ た ブラ イト は 、 ホ 
ワイ ト ベ ー ス を テキ サス 内 部 に 条 


の 天 で あめ ) ふ だ が ジャ ブロ ー 以 
六 、 3 度目 の 大 会 を 昌 た し た 


る と は 気付 か な か っ た よう だ 。 一 

方 の プラ ィ イト は 会 話 の 内 容 に 古 
を 引っ た が 、 言葉 を 業 し 挟む よう 

i Ra 


その 姿 に 心 を 動か され た セイ ラ は 、 そ の 後 を 追っ て 渓谷 地 
帯 に 移動 する 。 巧み に 岩肌 を 移動 する 騎馬 を 追い か ける 
セイ ラ 。 だ が 次 第 に 強まる 砕 吊 に よっ て 視界 が 僅 ら れ 、 つ 
い に 見 失っ て し まう 。 それ で も 諦め 切れ ず に 周囲 を 探す セ 
庄 、 声 が 掛け られ る 。 声 の し た 方 に 目 を 向け た 彼 
女 は 、 そこ に 実 の 兄 で ある シャ ア の 姿 を 認め た の だ : 


「 ニ ュー タイ プ に よる 人 殿 作 り を 示し た い 』 と セイ ラ に 告白 する シャ ア 。 し か し 
その 担い は 、 セイ ラ に は 挫 著 的 な 考え と し か 受け 取れ な か っ た 。 


半 ホワ イト ベー ス 、 サイ ド 5 宙 域 か ら 離脱 


アム ロ ヤ セイ ラ を 回 収 し た ホワ イト ペー ス は テキ サス ・ コ 
ロニ ー か ら 苑 脱 。 連邦 軍 第 3 散 議 と の 合流 地点 に | 
うと する 。 する と その 最 中 、 宇 宙 空 間 を 漂う 不審 を トラ ン 
ク が 発見 され た 。 中 に は 全 携 と セイ ラ 宛 で の メッ セー ジ : 
3 いた 。 それ は シャ ア が セイ ラ に 究 て て 狭し た も の だ っ 
だ 。 テキ サス で の セイ ラ と シャ ア の 会 話 を 傍受 し て い 


ーーーーーー は 人 情 交 と な る が 、 だ か ら と いっ て 
作 先 する つも り は な く 、 艇 は 自分 の 詞 に 個 め る こと に し た よう だ 


2 月 2 


た プラ イト は 、 宏 か に セイ ラ を 呼び 出す と 事情 を 聞き 出す 。 
だ が 彼女 の 口 か ら 出 て きた 言葉 は ブラ イト の 予想 を 遥か 
に 上 回 る も の だ っ た 。 セイ ラ は シャ ア の 実権 で あり 、 ジ オ 
ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン の 嫌 だ と 言う の だ 。 あま り の 告白 に プラ 
イト は 言葉 を 失っ て し まい 、 すべ で を 自分 の 胸 に 留め て お く 
こと に し た 。 そし て また 、 セイ ラ を 不問 に 付 し た の だ っ た 。 


アア 


自 富 に 戻っ た セイ ラ は . ひ と 

| り 愉 を 思 ら すし か な か っ た 。 
か つて あれ は ど 値 し か っ た 
キャ スバル 宛 きん の 画 穫 は 
シャ ア に は な く 、 ネ の 事実 
ゲ 彼 を 打ち の めし て いた 
THE 


目 吉孝 軍艦 隊 、 ソロ モン 外縁 宙 域 に 集結 


テキ サス ・ コ ロニ ー か ら 離 脱し た ボワ イト ペー ス は ほど な 
く 連 邦 軍 第 3 艦隊 と 合流 。 ソロ モン 宙 域 へ と 向かう こと と 

っ た 。 いよ いよ ソロ モン 攻略 戦 が 開始 され る の で ある 。 
た っ て 、 ホワ イト ペー ス に は ソロ モン 攻略 の 先 名 
役 が 命じ られ 、 友 軍艦 隊 と 共に 先行 する こと と な っ た 。 サイ 
ド 4 の 残 寺 を 通過 し た 態 隊 の 前 に 、 巨 大 な 岩 者 が その 落 


ツー 経由 し て ソロ モン 外線 


に ロモ 儲 々 と 必 み つつ あっ た 


を 皿 わ に する 。 公国 本 土 絶対 防衛 線 の 一 角 を 成す 宇宙 
要 寄 ソ ロモ ン で ある 。 その 欄 、 ソ ロモ ン 外線 軍 域 | 
第 3 婚 隊 は 隊 を 二分 し 、 ホ ワイ トペ ー ス を 含む 先行 艦隊 が 
ソロ モン に 接近 する と 同時 に 、 族 第 を 中 遷 と する 族 隊 は そ 
の 地 に 駐留 。 こう し て 連邦 軍 の 準備 は 完了 し 、 つ い に ソ ロ 
モン 攻略 戦 が 開始 され る こと に な っ た の だ っ た 。 


委 3 人 恒久 は 、 か つて 


コゲ 立 源 に 成長 し た 妻 に 
ワッ ケイ ン は 加わ ず 美 み を 肖 
か べた きれる, 


異説 か ら 見 る テキ サス の 攻防 


ホワ イト ペー ス 、 テキ サス ・ コ ロニ ー 内 
部 で の MS 戦 を 確認 。 増援 の 派遣 を ES) 
決定 する 。 


セイ ラ 、 パ ギ ー で テキ サス ・ コ ロニ ー 内 
部 を 調査 


セイ ラ 、 シ ャ ア と 遺 遇 。 シ ャ ア か ら 軍 を 苑 
れる よう に 告げ られ る 。 | 


シャ ア 、 セイ ラ の 前 か ら 姿 を 消す 。 

アム ロ や セイ ラ た ち 、 ホ ワイ トペ ー ス に 
帰 艇 。 

ホワ イト ペー ス 、 テキ サス ・ コ ロニ ー を 離 
脱 。 その 途中 、 不 審 な トラ ンク が 発見 さ 
れる 。 

トラ ンク が セイ ラ 宛 て で ある こと が 判明 。 
ブラ イト 、 セイ ラ に 事情 を <。 ' 
セイ ラ の 素性 が 明らか に な る が 、 ブ ライ | 
ト は 情報 を 秘匿 。 セイ ラ を 不問 と する 。 
ホワ イト ペー ス 、 連 邦 軍 弟 3 艦隊 と 合 
流 。 ソロ モン 宙 域 に 移動 開始 。 

第 3 艦隊 、 ソ ロモ ン 外 縁 宙 域 に 到達 。 


ホワ イト ペー ス を 含む 先行 艦隊 、 ソ ロモ 
ン に 接近 を 開始 。 3 


FO ! 


WW サン ティ ズ 53-30 
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METIMEME EE (0d 3 


ダム W か り そ め の 融和 


OZ に よる 大 規模 クー デ タ ー 「 オ ペレ ーション ・ デ イブ レ 
» イク 」 の 結果 、 地 球 の 勢力 図 は 一 変 。 合 は 0Z( と 


四 五 飛 、 サ リィ を 教 出す る 


地球 連合 の 詳 壊 後 、 軍 を 抜け た サリ ィ ・ ボ ォ は 中 国 エ リ 連合 司令 官 ブン ト が 独 競 国家 を 建国 。 民衆 に 圧政 を 布 い 
ア で の レジ スタ ンス 活動 に 参加 し て いた 。 この 地区 は 平和 て いた の だ 。 し か も ブン ト は OZ と も 秘 塞 裏 に 協定 を 結び 、 
的 指導 者 の 下 で 治め られ て いた が 、0Z の 妖 起 に 乗じ た 旧 レジ スタ ンス を 一 所 す る 計画 を 実行 に 移 そ うと し て いた 。 


0Z に 寺 配 きれ た 地球 
連 全 宣 に 見 切り を つけ 
た サリ ィ は 故 凌 で ある 中 
困 エ リア に 移動 。 そ の 地 
到 本 する ブン ト に 対す 
る 舞 抗 医 動 に 身 を 投じ 


や と な く サ リィ は 少な い 
昔 力 で 鞭 い を 財 行 す 
る 、 し か し 圧 令 釣 な カ 
を 者 す る ブン ト に は 到 
底 坪 2 は ず も な く 、 レ ジ 
スタ ンス に 多大 な 幅 審 
が 出 て し まう 。 


レガ ン タム で 

t プン ト の 部隊 を 一 
れ が 戦う 重 味 を 遇 失っ て る と 共に 自ら が 双 う 意 < 
いた の で ある 。 7 WE し た に = Fa 


目 トロ ワ 、 へ ビー アー ムズ の 自爆 を 試み る 


ヒイロ ・ ユ イ を 助け た トロ ワ ・ バ パート ン は 、 サー カス 団 に 身 。 き 延 び た 自 分 の 処し 方 に 悩ん 々 で いた の だ 。 そん な 折 、 サー 
を 寄せ な が ら 鬱 屈し た 日 々 を 送っ て いた 。 コロ - | の 田 。 カス 団 に OZ 基地 で の 公演 依頼 が 砦 い 込 ん だ 。 ト ロワ は 
士 と し て 任 季 を 全う し よう と し た ヒイロ と 違い 、 の う の う と 生 団長 に 、 あ る 出し 物 を させ て くれ る よう に 頼む が 


する と サー カス 団 の 仲間 で 
ある キャ スリ ン ・ ブ ルー ム が 
コク ピオ に 双 け 上 が り 次 
の 剛 .N ロ ワ に 華 を 振る っ 

その 一 再 で トロ ワ は 自 


四 リリ ー ナ 、 サン クキ ング ダム 元首 に 就任 


ルク レツ ィ ア ・ ノ イン の 保護 下 に 入っ た リリ ー ナ ・ ビ ピース 意 。 国家 元首 と し て ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 会 合 に 出席 し た 。 
クラ フト は 、 父 王 が 作り 上 げ 、 の ち に 地球 連合 軍 に 躍 置 さ = そこ で リリ ー ナ は OZ と ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 関係 を 知り 、 一 
れ た 完全 平和 主義 国家 「 サ ンク キン グ ダ ム ] の 復興 を 決 。 連 の 戦乱 が 引き 起こ され た 元凶 に 気付 いた の だ っ た 。 


- 


| ツー ナ に は 、 ト レー ズ の 湖 
が さら な る 四 い を きま し 


還 IT 

と 寺崎 する と 、「 あ な た は 韻 
っ た OZ 綴 似 トレ ー ズ は 、「 オ ペレ ーション ・ デ イプ レイ ク 」 の 正 四 生 ) 存 直っ て いま す と 諾 っ 向 か 
沼尾 和 。 圧 便 的 な か リス マ 性 を 介し て 、 本 灯 の 支持 を 押 条 し た 。 ] smex. 


背後 に 控え る ロー ム フ ェ ラ 財 団 ) に 牛 耳 ら れ 、 そ の 勢い は 
コロ ニー 勢力 に も 影響 を 与え つつ あっ た 。 こう し て 世界 
は OZ の 名 の 下 に 統一 され よう と し て いた の だ が …… 


サリ ィ 、 中 国 エ リア に 移動 。 ブン ト の 
独裁 国家 に 対す る レジ スタ ンス 活動 
に 参加 する 。 


ブン ト 、 秘 密 裏 に OZ と 協定 。 レジ スタ 
ンス 感 減 に 乗り 出す 。 


サリ ィ 、 エアリー ズ で 応戦 する が 危機 
に 陥る 。 


五 飛 、 サリ ィ を 救出 する 

サー カス 団 に OZ 基地 で の 公演 依頼 
が 入る 

トロ ワ 、 へ ビー アー ムズ を 持ち 出し 、 
0Z 基 地 を 攻撃 。 さら に 自爆 を 図る 
が 、 キャ スリ ン に 止め られ る 。 

トロ ワ 、 サー カス 団 か ら 去 る 

リリ ー ナ 、 サ ンク キン グ ダ ム 元首 に 就 
任 す る 。 


リリ ー ナ 、 ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 会 合 に 
出席 。 0Z と 財団 の 関係 に 気付 く 。 


リリ ー ナ 、 ト レー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ の 
演説 に 異 を 唱え る 。 


新 醒 加 記 ガン ダム W 


ゼクス 、 独 断 で ウイ ング ガン ダム を 修 
復 。 


目 ヒイロ 、 南極 で ゼクス と 交戦 


0Z の ゼクス ・ マ ー キ ス は 、 自爆 に よっ て 中 断 し た ヒイロ クレ ー 基 地 に 呼び 出し た 。 この 地 で 決着 を つけ よう と いう 
と の 決着 を 待ち 望み 、 独 断 で ウイ ング ガン ダム を 修 複 させ だ 。 ヒイロ も 再戦 に は 応じ る が 、 ウ イン グ ガ ンダ ム を 「 骨 
て いた 。 そし て ヒイロ の 生存 が 確認 され る や 、 南 極 の バー し ] と 受け 取ら ず 、 へ ビー アー ムズ で 対戦 に 切 む 


0Z 調 査 官 アハ ト 、 ウ イン グ ガ ンダ ム 
の 存在 を 知り 、 ゼ クス に 破壊 命令 を 
下す 


ゼクス 、 ダ ミー を 媒 破 し 、 ア ハト の 追及 
を や り 過ごす . 


ヒイロ の 生存 を 福 倒 する ゼクス は 
ウイ ング ガン ダム を 


ゼクス 、 ヒイロ を 南極 に 呼び 出す 。 


ヒイロ 、 へ ビー アー ムズ に 搭乗 。 ゼ ク 
ス の トー ル ギ ス と 決闘 を 行う 。 


7 
Da | 
リリ ー ナ 、 決 関 現場 に 急行 
にし た ど し 0Z の MS 部 隊 、 決闘 現場 に 出現 
電装 置 が 持田 
本 ヒイロ 、 南極 か ら 撤退 。 
に と に し た rt EL 
| 0Z、 宇 宙 へ の 勢力 拡大 を 画策 
0Z、 地 球 連合 宇宙 軍 の 蔵 減 作 戦 を 
oe 実施 する と 同時 に 、 コ ロニ ー 勢 力 と 
et の 隙 和 政策 を 進め る 
基き て し ま 
し は 較 い を 止め ず . する と ふた り の 間 に リ ? し) ーー i 
民主 埋 を 続け よう と する の だ っ た 。 に 提 醒 。 さち に OZ 難度 が 出現 し 、 や む な く は 拉 選 する こと ! 


0Z に よる コロ ニー 支配 が 進行 . 
デュ オ と カト ル 、 0Z 宇 宙 港 を 襲撃 


コロ ニー 勢力 の 中 に ガン ダム を 敵 と 
見 な す 者 が 出現 , 


目 0Z、 コロ ニー 勢力 と の 懐 季 策 を 実施 


地上 を ほぼ 平定 し 終え た 0Z は 、 続い て 宇宙 へ の 勢力 撤 を コロ ニー へ の 特使 と し て 派遣 し た 。 聖女 の よう な 衝 笑 み 
大 を 画策 。 か つて 武力 で コロ ニー 勢力 を 支配 し て いた 地球 で 友好 関係 の 樹立 を 求め る レデ ィ を 、 コ ロニ ー 側 も 快く 受 
合 宇宙 軍 残 党 の 天 減 に 取り 掛か る と 共に 、 レデ ィ ・ ア ン け 入 れる 。 し か し 彼女 の 真意 に まで は 思い 至ら な か っ た 。 


五 飛 、 デュ オ た ち に 加勢 . 


ガン ダム パイ ロッ ト 、 宇宙 に 上 が る 。 


で の 考 動 事 畠 を 失っ た 層 信 


MORE INFO! 


に よっ て LCT tT 


半 カン ダム バイ ロッ ト 、 宇宙 に 上 が る 


レデ ィ の 巧み な 組 取 り に よっ て 、 コ ロニ ー 側 は 平和 に 名 家 ま で 出現 し た 。 それ で も OZ の 支配 を よし と し な い デ ュ オ ・ 
を 借り た 懐柔 案 に 調印 。 コロ ニー 国 家 軍 は 次 第 に 0Z に 取 マッ クス ウェ ル と カト ル ・ ラ バー パ ・ ウ ィ ナー は 0Z へ の 抵抗 
り 込 まれ 、 つ い に ガ ンダ ム を 敵対 勢力 と 見 な す コ ロニ ー 国 を 継続 。 0Z 宇 宙 港 を 朋 撃 し 、 宇宙 に 上 が ろう と 画策 し た 


李 し 。 HLV 条 守 し よ 


ロッ ク で 
\ に カト ル を 知る し 、 その 人 を 人 


た の だ っ た 


機動 戦士 ガン ダム 逆 疹 の シャ ア 


UET MFLINE ネオ ・ ジオ ン 総 伺 と し て fa 本 MA serr 04 
ム 逆 醒 の シィ ネオ ・ ジ オン 総帥 と し て 


葵 地形 連 孝 政府 と の 密約 を 済ま せ た シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブル 
; は 、 い よい よ 「 地 球 守 准 化 作戦 」 を 本 格 始 動 さ せる 。 ネ 
オ ・ ジ オン 総帥 と し て 、 地上 に 暮らす 人 々 へ 鉄 穏 を 下 そ 
を ー* 一 | 。 うと いう の で ある 。 ス ペー ス ノ イド に 主権 を も た ら す た 

め に 自ら 重罪 を 犯す こと を 、 シャ ア は 原 わ な か っ た 。 


3 月 6 日 


目 ク ェ ス 、 シャ ア を 護っ て 逃走 


乱 関 を 続け る アム ロ ・ レ イ と シャ ア の 間 に 割 っ て 入る 者 。 邦 の 遍 敗 の 様 を 嫌 と いう ほど 実感 し て いた 。 だ か ら こそ 人 
が いた 。 アム ロ が コロ ニー 探訪 に 連れ 出し た ク ェ ス ・ パ ラ 類 の 可能 性 を 信じ る アム 口 の 言葉 より 、 麻 り 切 っ た 人 類 


シャ ア と 中 過 。 乱 開 を 仕掛 ける 。 


ヤ で ある 。 連邦 政府 高宮 を 父 に 持つ ク ェ ス は 、 これ まで 連 に 黄浦 を 実施 する と の シャ ア の 主張 に 共感 し た の で ある 。 
丘 計 地 竹 に 遂 坪 り に 出 析 


ク ェ ス 、 シ ャ ア と アム ロロ の 間 に 割 っ て 


贅 を 見 で 衝 続 を 模 え よう と す シャ ア 、 ロン デニ オン 宇宙 港 に 移動 。 
る アム ロ 。 する と ウェ ス が ぶ 
た り の 間 に 制 っ て 入り . アム 


ロロ の 続 を 審 ク ェ ス 、 偽名 ( ク ェ ス ・ エ ア ) を 使っ て 


偽装 輸送 船 に 乗艦 


偽装 輸送 艦 、 ロ ン デニ オン を 出港 。 
区 さき の あま 時 無し て し まう 
アム ロ 。 一 方 の シャ ア は これ 
を 凶 織 と 近 え 。 ク ェ ス と 補い 
詳 っ て その 地 か ら の 送 走 を 前 に 、 ギ ュ ネイ ・ ガ ス が 推 る ホビー ハイ ザッ ク が 出現 。 必 
ー に SE アム ロ た ち を 応 目 に 。 シャ ア と ク ェ ス を 連れ 云っ て し まっ た . 


シャ ア 、 ネオ ・ ジ オン 艇 隊 と 合流 。 


ク ェ ス 、 \ イ ザッ ク を 操り 、 自ら の 


3 月 6 日 を を 
目 シャ ア 、 ロン デニ オン を 出港 
ホビ ピー ハイ ザッ ク で 丘陵 地帯 を 区 動 拠点 で あり 、 滞 在 期間 が 長引く ほど 追及 の 手 が 増す の 


オン 宇宙 港 に 向かっ た 。 そこ に は ネオ は 火 を 見 る より 明らか で ある 。 そこ で シャ ア は 輸送 船 に 出 
船 が 待ち 構え て いた 。 ロン デニ オン は ロン ド ・ ペ ベル 隊 の 活 港 を 指示 。 ネオ ・ ジ オン 散 隊 と の 合流 地点 へ と 急い だ 。 


て tS の 情報 提供 
ne ア せ た 公 宇宙 租 は 宇 。 5 RT 
¥ 玉出 洪 。 シャ ア の 6 シャ アン 


\ 行動 を 末 疾 に 監 ぎ た い 
宇宙 浴 に 入っ た ク ェ ス は 「 ク ェ ス ・ エ ア 」 と 名 を 変え 、 シャ ア に 付き 人 従う こと 


。 ジン By 


を 決 得する 。 も は や 彼女 に は アム ロ の 元 に 戻る つも り は な か っ た . E 当 便 


目 ク ェ ス 、 MIS パ イロ ッ ト と し て の 才能 を 発揮 


シャ ア の 肝 煎 り で ネオ ・ ジ オン 艦隊 へ と 合流 し た ク ェ ス だ や ネオ ・ ジ オン 高官 の 前 で 機体 を 軽々 と 操 怒 し て みせ た 。 
が 、 径 性 の 知れ な い 少女 を 軍隊 が 易 々 と 受け 入れ る は ず 急 加速 か ら 急 停止 、 秦 早い 軟 道 変更 か ら 最 後に は ポー ズ 
動 も な い 。 する と 彼女 は ホビ ー ハ イザ ッ ク を 借り る と 、 シ ャ ア を 決め て みせ る その 腕 に 、 一 同 は 目 を 丸く する の だ っ た 。 


6、.4 


こなし て みせ 、 ニ ュー タク 
イブ の 記 錠 を 回 わ に し 
た の だ っ た 


ギュ ネス に 提 縮 を 代わ っ て も 5 っ た ク ェ ス は 、 初 め て と は 思え な い セ ンス を 
先 面 。 見 守る 一 同 が 景気 に 取ら れる ほど の 技量 を 見 せつ けた . 


55-29 


タム 下 緒 の シャ ア 


UTMHIME 


ネオ ・ ジオ ン 純 競 と ! 


半 シャ ア 、〈 ス ウィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) に 帰 呈 


連邦 政府 と の 密約 を 取り 交わ し た シャ ア は 、 次 な る 作戦 
準備 の た め に ネオ ・ ジ オン 活動 拠点 (スウィート ・ ウ ォ ー 
ター) に 帰 暫 し た 。 この コロ ニー は 連邦 政府 が 離 民 の 受 


け 入 れ 場所 と し て 設置 し た も の で ある 。 し か し ろく な 保証 も 


目 シャ ア 、 将 兵 を 前 に 演説 を 行う 


な いま ま に 押 し 込め られ た 人 々 の 間 に は 、 連 邦 政 府 に 対 
する 不満 が 妊 積 。 その 起り が ネ オン と シャ ア の 支持 
に つなが っ た の で ある 。 だからこそ シャ ア が コロ : に 足 を 
踏み 入れ る や 、 人 々 は 雪 来 を も っ て 租 迎 し た の だ っ た 。 


1 で 
リム ジン に 乗り 換え た 
人 シャ ア を 、 ク ェ ス は 財 し そ 
うに 見 つめ る 。 彼女 の 
目 に は 、 シャ ア は 理事 
= っ の 立 坦 の よう に 号 っ て 
アー HCV 


慌ただしい 帰還 か ら 休 む 間 も な く 、 シ ャ ア は ネオ ・ ジ オン 笠 
兵 に 演説 を 行っ た 。 連邦 政府 と 地上 に 生き る 人 々 へ の 鉄 
村 、「 地 球 喜 冷 化 作戦 」 を 本 格 的 に 実施 する 準備 が 整っ 
た の で ある 。 居 並 ぶ 兵 の 前 に ホロ グラ フィ ー の シャ ア が 浮 

yy ] シャ ア の 処 暫 を 受け て 、( ス 
ウィ ー ト ウォー ター) で は 「 地 
球 奉 活化 作戦 」 の 準備 が 


"| 著 々 に 拓 行間 衣 力 が 和 
\ 内 し つつ あっ た . 


季 備 が 難 っ た 披 牙 で 、 シ ャ = 
ア は 妊 挟 を 束 嘩 する た め の 3 


演説 を 続け る シャ ア の 傍ら 
に は ネオ ・ ジ オン 政 先 官 や 
事 宮 宴 が 控え て いた が 、 そ 


た ち は 歓 声 を 上 げ 、 彼ら の 士気 は 最高 潮 に 達する 。 これ ま 
で 達 邦 政 府 に 慮 げ ら れ た スペ ー ス ノイ ド の 主権 を 今 こ そ 取 
り 戻す 。 そん な 想い が 兵 た ち を 突き 動か し て いた 


7y2 


圧 備 約 な カリ スマ 性 を 発 搬 し た シャ ア の 酒 語 に 特 兵 た ちの 土生 は いや が 
上 に も 蒼 まっ て いく 。 箸 ら に と っ て 、 シ ャ ア は 「 ス ペー ス ノ イ ド の 教 世 主 」 で 
あり 、「 連 孝 政 府 を 打 起 する 改 生 者 で も あっ た か ら だ 


半 ネオ ・ ジ オン 艦隊 、 (スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) を 発進 


つい に 「 地 球 寒冷 化 作戦 」 が 実施 され 、 その 第 一 段階 
と し て ネオ ・ ジ オン 能 隊 が (スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) を 発進 
し て いっ た 。 連邦 政府 と の 密約 に 基づき 、 ル ナツ ー で 武 


装 解 除 を 行う た めで ある 。 だ が これ は シャ ア の 巧妙 な 計 路 
の 洒 説 欄 、 ル ナツ ー に 向かう 
ヽ 自 欄 の 準備 が 進め られ る . 
3 し か し その うち の 和 数 工 は パ 
ルー ン ・ ダ ミー に よる 偽 杜 
ME が を まれ て いた 
= 


誠 電 は 、 こん な 単 績 な 仕 換 
り で 補 孝 を 散 け る か と 選 配 
する が 、 シャ ア は 全く 心配 し 
て いな か っ た よう だ 


だ っ た 。 彼 に は 密約 を 守る つも りな ど 毛 ほど も な か っ た の 
だ 。 それ ば か りか ルナ ツー に 向け て 発進 し た 工 隊 の 中 に 
は パル ー ン ・ ダ ミー が 混じっ て お り 、 艦隊 戦力 の 中 棲 は 未 
だ (スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) で 待機 し て いた の だ 


いよ いよ 邊 中 の 準備 が 殆 い 、 シ ャ ア の 合図 で (スウ ィ ー ト ・ ワ ウォー ター) か 
人 0 半 冬 が 出 洪 し て いく 。 きら に シャ ア の 読み 通り に 連邦 軍 は バル ー シ ・ 
ダミ ー を 見 抜け ず 、 それ 以上 の 藍 梓 を 伸 っ て し まう の だ っ た 。 


シャ ア 、 (スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) に 帰 
還 。 人 々 か ら 手 厚い 歓迎 を 受け る 。 働 


ク ェ ス 、 自 分 を 大 人 と し て 扱う シャ ア 
に 惹か れ 始め る 。 


ネオ ・ ジ オン 、「 地 球 寒冷 化 作戦 ] の 
準備 を 進め る 。 


ク ェ ス 、 プラ イベ ー ト な 時 間 を ギュ ネイ 
と 過ごす 。 し か し ギュ ネイ の 子供 っ ぽ 
い 物 言い に 反発 を 覚え る 。 


「 地 球 寒冷 化 作戦 」 の 準備 が 整う 。 


シャ ア 、 笠 兵 を 前 に 演説 を 挙行 。 ネ 
オ ・ ジ オン 総帥 と し て 作戦 の 目的 を 説 
明 し 、 勝利 を 誓う 。 


「 地 球 寒冷 化 作戦 」、 開始 。 


ネオ ・ ジ オン 艦隊 、 (スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー 
ター) を 発進 。 た だ し 艦隊 戦力 の 中 核 
は (スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) に 留まる 。 


eWa- サ シラ ィ テ 55-30 


機動 戦士 ガン ダム UC 。 


UC.TIMELINE 0d 
AUG パラ オ 攻 略 


に 「 袖 付き ] に 鶴 わ れ た ユニ コー ン ガ ンダ ム を 容 思 すべ 

N 1 く 、 つ い に 攻勢 に 打っ て 出 た ネェ エル ・ ア ー ガ マ 。 先制 攻 | 
撃 に 続く 強 本 戦は 功 を 奏し 、 多 大 な 秩 牲 を 払い つつ も | 
作戦 は 順調 に 推移 し て いく 。 一 方 、 事 態 を 見 越し て いた 

| フル ・ フ ロン タル は 、 ある 策略 を 弄 す る の だ っ た ……。 


エコ ー ズ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム 礁 馬 作 
行 し て 、 工 作 部 隊 を パラ オ に 


目 エコ ー ズ 、 先行 し て パラ オ に 葵 入 


ロン ド ・ ペ ベル 隊 と 連邦 軍 特 殊 部 隊 ( エ コーズ) の 連携 に 拠点 で ある 資源 衛星 パラ オ に 潜入 し た 。 確実 に ユニ コー 
よる ユニ ガン ダム 究 刀 作戦 が 開始 。 戦 開 に 先立っ ン ガ ンダ ム を 確保 する に は 蔵 の 虐 を 突く 必要 が あり 、 パ ラ 
て ダグ ザ ・ マ ッ ク ー ル 率い る 工作 部 隊 が 、『 宙 付き の 活動 オ に 取り 付い た 工作 部 隊 は 占 々 と 準備 を 進め て いっ た 。 


パナ ー ジ 、 工 作 員 か ら 作 戦 に 関す る 
メモ を 受け 取る 。 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 奪 選 作 戦 、 開始 。 


< の 
> ト | て いた パナ ー ジ は 見 知ら ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、 パ ラオ に 対し ハイ 
< ぬ 男 と ぶつ か る 。 実は 析 で ー・ に 
。 | パー・ メ ガ 粒 子 砲 で 砲撃 
ダミ ー・ パ ルーン で 震 電 に 革 吉 し た MS ロト が パラ オ に 江 人 - 機体 か ら 環 び ネェ ル ・ ア ー ガ マ MS 部 隊 、 パラ オ に 
出し た 工作 喘 が 構造 的 に 騰 租 な 分 分 ( 連 周 シャ フト ) に 介 強 を 仕掛け た 。 宣 し 付け られ て いた 。 侵攻 。「 袖 付き] の MS 部 隊 と 交戦 。 


リ デ ィ 、 オー ドリ ー ミネ バ ) を 伴っ て ネェ | 
ル ・ ア ー ガ マ か ら 難 脱 。 | 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 奪 避 作 戦 、 開始 


但 つい 戦 開始 時 刻 と な り 、 ネェ エル ・ ア ー ガ マ の 進撃 と 発射 。 直撃 を 受け た パラ オ で は 、 尋 発 の 面 撃 で 次 送 箱 是 
同時 に ユニ コー ン ガ ンダ ム 奏 選 作 戦 が 開始 され た 。 先手 を 構成 する 複数 の 小惑星 が 激突 する と いう 事態 が 発生 し 
を 打っ た の は ネェ ル ・ ア ー ガ マ で ある 。 パラ オ を 射程 に 捉え た 。 さら に ネェ ル ・ ア ー ガ マ か ら MS 部 隊 が 発進 し 、 迎撃 に 
た ネェ ル ・ ア ー ガ マ は 主 兵 装 で ある ハイ パー・ メ ガ 粒 子 確 を っ た 「 袖 付き 』 部 隊 と の 間 で 激しい 戦 器 が 行わ れ た 。 
作 昌 間 鉛 時 芝 の 衝 来 と 剛 


時に 、 工 作 員 が 仁村 7 た 
提 名 が 坦 発 。 パラ オ を 構成 


パナ ー ジ 、 混 乱 に 乗じ て MS 格納 庫 
に 移動 。 ユニ コー ン ガ ンダ ム を 発見 


EE する 小間 を 結ぶ 連結 シャ 
* フト が 次 々 と 還 一 きれ た 。 
ーー 
っ 
連結 シャ の 培 と タイ ミン 


グ ま 合わ せ 、 ネェ ル ・ ア ー ガ 
が ハイ パー・ メ ガ 埋 子 細 

発条 。 臣 大 な エネ ルキ ギー | 

東 が 放 た れ た 


= 


秋 還 で 小宮 時 同士 が 基 突 。 
その 結果 、 大 選 乱 に 見 員 わ 。 の MS 部 本 が 攻 連 を 開始 。 パ ラオ 周辺 に 無数 
れる こと に な っ た 。 ユー コー ン ガ ンダ ム を 所 る 軽い は 泊 し き を 増し 


付き 」 を 昌 衝 うか の よう に ネェ ル ・ ア ー ガ マ と エコ ー ズ 
玉 が 花開く こと に な り 、 


還 パナ ー ジ 、 パラ オ か ら 脱 出す る 


工作 員 か ら 渡さ れ た メ 
知ら され て いた バナ 


a 
4 


ンダ ム を 発見 する や 、 コ ッ ク ビ ピット に 潜り 込ん だ : 
まま 模 体 を 起動 させ る と パラ オ か ら 脱 出 。 メ 
合流 地点 へ と ユニ コー ン ガ ンダ ム を 進め た の だ っ た 。 


屋 出 の 途中 、 作 燃 

出くわし た MS (ドラ イセ 

ン ) と 工 状態 に 剛 
た も の の . な ん と か 引手 


語り < に と に ほり - 
SN ネェ ル ・ ア ー ガ マ へ と 人 
CDR 


本 動 団 土 ガン ダム UC 


EE 


同 バナ ー ジ 、 ク シャ トリ ヤ と 交戦 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ へ と 切 ぐ パナ ー ジ の 前 に 、 四 枚 羽根 の 
MS が 立ち は だ か っ た 。 マリ ー ダ ・ ク ルス の 搭乗 する クシ ャ 
トリ ヤ で ある 。 ファ ン ネ ル を 展開 し て 婁 投 に 追尾 する クシ ャ 
トリ ヤ に 、 パナ ー ジ は ビー ム ・ ガ トリ ング ガン で 応戦 する が 


る と 気付 いた 


上 MBER ED 3 

[ 最 条 を 締り 返す バナ ー ジ 
2 人 行こ お し 

7 / リー は 半 く を 和 と う O 


つい に ユニ コー ン ガ ンダ ム を 提 え た マリ ー ダ は 、 機体 を 作詩 し な けれ は ば 
クビ ピッ ト を 親 す と ピー ム ・ サ ー ペ ベル を 突き 付け る 。 較 竹 を 受け 入れ な いで 
ダ に パナ ー ジ は 下り を 甘え 、 その 綴り が 剛 価 に 変化 を も た らし た 


ユニ コー ン ガ ンダ 


4 


四 ユニ コー ン ガ ンダ ム の NT-D が 発動 する 


任務 に 固 封 する あま り 、 命 を 軽視 する マリ ー ダ に バナ ー 
ジ の 直り が 媒 発 。 する と 徴 の 感情 に 呼応 し て 
ガン ダム が デス トロ イモ ー ド に 移行 し た 。 し か し ユニ コー ン 
ガン ダム の 変 鋭 は それ だ け で は な か っ た 。 圧倒 的 な 機動 


3 り 手 も 足 も 出 な い ク シャ トリ ヤ 


に 医 攻 加え る ユニ コー ン 
ガン ダム 。 マリ ー ダ に 大 陸 
が 及ば うと も 攻撃 を 止め よう 


と は し な か っ た 


性 に 加え て クシ ャ トリ ヤ が 放っ た ファ ン ネ ル の コン トロ ー ル 
を 礁 い 、 自 ら の 武器 と し て 攻撃 を 加え た の で ある 。 これ こそ 
が ユニ コー ン ガ ンダ ム に 搭載 され た 「NT-D シ ステ ム 」 の 真 
の 能力 で あり 、 この 力 の 前 に クシ ャ トリ ヤ は 無力 だ っ た 


| パナ ー ジ 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ に . 


琴 戦 の 乗 て に ユニ コー ン ガ ンダ ム 奉 回 作戦 は 終了 。 機 
体 と 共に パナ ー ジ は ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 戻り 、 マリ ー ダ は 捕 
磨 と し て 援 わ れる こと と な っ た 。 多大 な 犠牲 を 払っ た と は い 
え 、 任務 が 終了 し た こと で 乗組 員 の 間 に 安 幸 の 空気 が 流 


れる 。 し か し 新た な 問題 が 発生 し た 。 ユニ コー ン ガン ダム 
可 解 な 座標 が 表示 され た の だ 。 それ が 「 ラ 
プラ ス の 親 」 に 至る 道標 で ある と 考え た ダグ ザ は 、 バ ナー 
ジ を 明 得 し て 座標 が 指し 示す 宙 域 に 向かう こと に し た . 


上 | mM4 sr OB 


バナ ー ジ 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ と の 合流 
地点 に 急ぐ 。 


マリ ー ダ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム を 発見 。 [ ) 
クシ ャ トリ ヤ で 攻撃 を 仕掛 ける 


パナ ー ジ 、 応 戦 する が 、 交戦 相手 が 
マリ ー ダ と 知り 、 攻撃 を 踏 踏 う 。 


クシ ャ トリ ヤ 、 ユニ コー ン ガン ダム を 捕 
捉 。 コッ クビ ピッ ト 越 し に ビー ム ・ サ ー ベ 
ル を 突き 付け る , 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 デス トロ イモ ー ド 
に 移行 。 さらに 「NT-D] が 発動 する 。 ] 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 ク シャ トリ ヤ の 
ファ ン ネ ル の コン トロ ー ル を 掌握 
ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 ク シャ トリ ヤ を 中 
破 に 追い 込む 。 

パナ ー ジ 、 マ リー ダ の 思念 を 感じ 取 
り 、 戦闘 を 停止 


ユニ コー ン ガ ンダ ム と パナ ー ジ 、 ネ ェ 
ル ・ ア ー ガ マ に 帰 穫 。 


マリ ー ダ 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 捕虜 に 
な る . 


ユニ コー ン ガ ンダ ム の モニ ター 
ある 座標 が 表示 され る 。 


ダグ ザ 、 パ ナー ジ と 共に 座標 が 指し 2 
示す 宙 域 に 向かう 


MORE INFO! 
フル ・ フ ロン タル 


wa-* ラ ィ 56-30 \ 


mm [ml 04 sn10 
ソロ モン の 攻防 


ジオ ン 公 国 本 国 へ の 侵攻 の 前 哨 戦 と な る 「 ソ ロモ ン 攻 略 
戦 」 が 開始 。 物量 に 勝る 地球 運 邦 軍 は ジム や ボー ル な ど 
の MS 部 隊 を 犬 量 投入 。 対す る 公国 軍 は 濃密 な 対空 砲 
ーー 火 に よる 防衛 線 を 展開 。 戦況 は 一 進一 退 の 様相 を 呈す 
ーー ニー る が 、 連邦 軍 は 必勝 の 策 と し て 新兵 器 を 用 意 し て いた 。 


12 月 24 日 
上 連邦 軍 、 ソロ モン 攻略 戦 を 開始 


つい に ソロ モン 攻略 埋 が 開始 され 、 ワッ ケイ ン 率 いる 達 。 隊 が 新兵 問 を 用 意 す る 時 間 を 衝 ぐ こと で ある 。 その 筐 一 
邦 軍 第 3 艦隊 が 進撃 を 開始 し た 。 彼ら の 役割 は 公国 軍部 段階 と し て パプ リク 突撃 艇 が 発進 。 ソロ モン 周辺 に ビー ム 
隊 の 注意 を 引き 付け 、 後 に 控え る ティ アン ム の 第 2 連合 能 提 乱 膜 を 展開 し 、 要 窒 か ら の 対空 砲火 の 減退 を 図っ た 


連邦 軍 、 ソロ モン 攻略 戦 を 開始 。 
連邦 軍 第 3 艦隊 、 ソ ロモ ン に 向け て 
進撃 。 パプ リク 突撃 艇 に よる ビーム 
提 乱 膜 の 展 開 を 行う 。 


公国 軍 、 対空 砲火 で 応 圭 。 


me 区 
A | と で や 
うう 


生 3 穫 交 を 作 送 し た パブ リク 部 は 友部 情 に 先立っ て ソロ モン に 失 近 。 
入部 に 認証 し た ビーム 機 乱 肝 ミ サイ ル を ソロ モン に 向け て 仙 抽 した 


第 3 族 位 か ら MS 部 隊 が 発進 。 
ホワ イト ペー ス 、 MS 部 隊 を 発進 。 


連邦 軍 と 公国 軍 と の 間 に MS 戦 が 
開始 され る 


12 月 24 日 oT 
目 ホワ イト ベー ス 隊 、 攻 撃 部 隊 に 参加 


ピー ム 描 乱 膜 の 展開 に 成功 し た と みた ワッ ケイ ン は 各 ム 、 カ イ ・ シ デン と ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ の ガン キャ ノン 、 セイ ラ ・ 
艦 導 に 任意 攻撃 を 指示 。 ジム と ボール を 主力 と する MS 部 ” マス と スレ ッ ガー・ ロ ウ の コア ・ ブ ー ス ター が 出撃 。 友軍 MS 
隊 が 発進 し た 。 ホワ イト ペー ス か ら も アム ロ ・ レ イ の ガン ダ っ た の だ っ た 


ウッ ン | 
友軍 と 連 潤 し て 公国 宣 と 交 載 する ホワ イト ペー ズ 訂 の 仲間 た ち 、 ちなみに 
この 理 還 で 、 アム ロ は チ ベ 紙 を 1 等 、 ム サイ 紙 を 3 衝撃 沈 し た と され る 備 な くさ れ て いる 。 


連邦 軍 第 2 連合 艦隊 、 ソー ラ シ ス テ 
ム の 展開 を 開始 する 。 


公国 軍 、 第 2 連合 艦隊 の 動き を 察 
知 。 攻撃 を 開始 する 。 


ソー ラ ・ シ ステ ム 、 展開 完了 。 
ソー ラ ・ シ ステ ム 、 ソロ モン 第 6 ゲー ト 
に 照射 。 多大 な 被害 を 与え る 。 


| の 生 中 、 ハ Y ト の ガン 
| キャ ノン が 幸 殖 。 な ん と か 

一 命 は 取り 包め た も の の 
攻 4 重 作 を 負っ た ハヤ | 


ORE IN 


ゼナ と ミネ バ の 脱出 


2 月 24 日 
軒 連邦 軍 、 ソ ー ラ ・ シ ステ ム を 使用 


両 宣 の 間 で 激しい 鞭 闘 が 継 り 広げ ら れ て いる 頃 、 第 2 (一説 で は 40 万 枚 ) の ミラ ー で 大 陽光 を 反射 し 、 対 象 を 焼 
連合 艦隊 は サイ ド 1 の 残 寺 を 利用 し て 左翼 に 移動 。 公国 )。 き 尽 くす 「 ソ ー ラ ・ シ ステ ム 」 で ある 。 公国 軍 が 異変 を 緊 知 し 
軍 に 気付 か れ な いよ う 新 兵器 の 準備 を 開始 し た 。 400 万 枚 。 た 時 に は 、 ソ ステ ム の 準備 は ほとん ど 整 っ て いた 。 


舌 3 押 殺 が 公国 重 の 注 単純 を 革 細 みな がら 
登 を 引き 付け て いる 同 ソー ラー シス テム の 大 
所 2 連合 稀 柳 は ソー ラー 

シス テム の 政 設 を 夢 め 
20x10m サ イ 
所定 の 位置 に 配置 
れ て いっ た 。 


実は 補導 宣 内 部 に も 
ソー ラ ・ シ ステ ム の 絆 
ED) 
実際 に その 成 カ を 目 に 


し た アム ロ は 「 ソ ロモ ン 
が 寺 か れ で いく 
笛 サ 間 興 さ れる 。 と 喉 く ば か り で あっ た 


/ ロ モン の 攻防 


| 大 ai 記 


12 月 24 日 
連邦 軍 、 要 雲 内 部 に 突入 開始 


・ シ ステ ム の 威力 は 凄まじ く 、 大 損害 を 受け た 公 
国軍 は 指 挿 素 続 に 混乱 を 来たし て し まう 。 この 混乱 が 連 
邦 軍 に 付け 入る 隙 を 与え る こと と な っ た 。 MS 部 隊 が 防衛 
款 を 突破 し 、 要 春 表 面 に 取り 付い た の で ある 。 さら に 内 部 


本 | ソー ラ ・ シ ステ ム に よる 攻撃 の 時 

| | Wrsmuetamccenesm 
軍 に 対し て 、 物量 に 知る 連 孝 定 は 
ソロ モン 内 部 へ の 突入 を 開始 。 次 
攻 に 人 千 軍 を 沿い 詰め で 


目 ビグ ・ ザ ム 、 連 邦 軍艦 隊 を 攻撃 


に 突入 し た 部 隊 は 残存 部 潤 の 工 減 戦 に 取り 掛か る 。 だ が 
要 夫 奥 の ドッ ク に 保 入 し た 部 除 は 思わ ぬ 反 撃 を 受け る こと 
と な っ た 。 敗戦 が 決定 的 と な っ た と は いえ 、 た だ で は 死ぬ つ 
も り は な い ド ズル が 、 巨大 MA ビグ ・ ザ ム を 起動 し た の だ 。 


ーー も は や ソロ モン 制圧 は 巡 実 と 思わ 
= れ た が 、 ド ッ ク か ら 楼 を 環 し た 左 大 
な 時 が 電 沈 を 一 臣 さ せ た 。 ドズル 
が ビグ ・ ザ ム を 記 動 させ た の で ある 。 


虹 乱 の 主 別に 区 坪 す る 火力 を 計 
る ピグ ・ ザ ム を 前 に 、 き し も の 連邦 
重 部 隊 も 全く 歯 が 立 た ず 、 た ち ま 
も 再 硫 さ れ て し まっ た . 


ソロ モン か ら 苑 脱し た ドズル は 要塞 の 放 到 を 家 言 。 残 
存 部 隊 を 集結 させ て 脱出 を 命じ る と 共に 、 自 ら は 竹 託 抗戦 
を 履行 し た 。 戦 租 に 匹敵 する ビグ ・ ザ ム の 火力 を 用 いて 連 
邦 軍 艇 隊 の 包囲 綱 に 風穴 を 開け 、 友 軍部 隊 の 脱出 路 を 


[ 計 ーー ン ロ モ ン 内 館 に 健 入 し た 補 邦 宣 


的 に 見 据え て 移動 を 開 人 


旧 大 MA の 接 舌 し た 連 施 症 筑 2 連 
合馬 は 奏 科 如 。 無 符 の ビー | 
ム に 語 さ れ た ビグ ・ ザ ム は 宇宙 の 穫 
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作ろ うと いう の だ 。 急速 に 接近 する ピグ ・ ザ ム に 対し て ワッ 
ケイ ン は 艦 奏 射 撃 を 加え る が 、1 フ ィ ー ル ド に 傍ら れ て ダメ ー 
ジ を 与え られ な い 。 逆 に メガ 鐘 子 砲 の 斉 射 を 受け た 連邦 
軍 態 疾 は 次 々 と 埋 般 し 、 戦局 は 混迷 の 度 を 増し て いっ た 。 


フィー ルド を 属 開 し た ビグ ・ ザ ム 


下 吾 を 当り た タイ タン は 鞭 沈 。 レ 
ビル の 語 訪 と 四 な され て いた 名 特 
ティ アン ム も 穫 と 運命 を 共に し 、 較 
邦 還 の 間 に 動作 が 広がる 


目 ア ムロ 、 ビグ ・ ザ ム と 交戦 


な お も 攻撃 を 続け る ビグ ・ ザ ム に 対し て 、 下 方 か ら 急速 
接近 する も の が あっ た 。 アム ロ の ガン ダム と スレ ッ ガ ー の コ 
ア ・ ブ ー ス ター で ある 。 1 フィ ー ル ド を 無効 化す る た め に 接 
近 戦 を 仕掛 け よ うと いう の だ 。 先行 する コア ・ ブ ー ス ター は 


スピ ー ド を 保っ た まま の コア ・ ブ ー 
スタ ー は ピグ ・ ザ ム に 浅 実 。 スレ 
ガー は 入ら の 命 と 引き 換え に 、 赤く 
ガン ダム に 攻撃 の 機会 を 生え た 。 


に 挫 近 し て し まえ ば 1 フィ ー ル ド は 競 
が な く 、 ピ ー ム ・ サ ー ベ ル の 一 
グ ザ ム は 彰人 不 琵 に 障る 
の ドズル は 送 め て いな か っ た 。 


対空 ミサ イル の 直撃 を 受け な が ら も 体 当たり を 敢行 、 後に 
続く ガン ダム の た め に 血 路 を 開い た の で ある 。 そし て 依 に 
潜り 込ん だ ガン ダム が ビー ム ・ サ ー ベ ル で 新 り 付け 、 さしも 
の ビグ ・ ザ ム も 大 爆発 し て 果て た の : 


N\A 
3 


1 


コク ピッ ト の ら 仙 を 
その 次 か ら 立ち 上 る 事 間 の 影 に 、 アム ロ は 必 三 から 私 怖 し た の 】 


ソー ラ ・ シ ステ ム に よる 攻撃 で 、 公国 
軍 の 指揮 系 続 に 混乱 が 発生 。 


連邦 軍 MS 部 隊 。、 ソ ロモ ン 内 部 に 突 
入 開始 。 


ドズル 、 ビ グ ・ ザ ム を 起動 。 ソロ モン 内 
部 に 潜入 し た MS 部 隊 と 交戦 する 。 


連邦 軍 、 ソー ラ ・ レ イ の 第 2 射 を 実施 。 


ドズル 、 ソ ロモ ン の 放棄 を 宣言 。 残存 
部 隊 の 脱出 を 促す 。 


ドズル 、 連 邦 軍 第 2 連合 艦隊 に 接 
近 。 艦隊 旗艦 タイ タン を 撃沈 。 


アム ロロ と スレ ッ ガー、 ビ グ ・ ザ ム に 接近 。 


スレ ッ ガ ー、 対空 ミサ イル を 受け な が ら 
も 体 当たり を 敢行 。 


アム ロロ 、 ビグ ・ ザ ム を 撃破 。 


ソロ モン 攻略 才 、 連 邦 軍 の 勝利 で 終 
結 す る 。 
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オー ブ 解 放 作戦 


電磁 バル フス 発生 装置 「 グ ング ニー ル 」 を 投入 し た ザフト 
の 地球 降下 作戦 に より 、 地 球 軍 の バナ マ 其 地 は 陥落 。 宇 
宙 と の 懸け 橋 ど な る マス ドラ イ バ ー を 失っ て し まう 。 そこ 
で 地球 軍 上 層 部 は 暴挙 に 出 た 。 マス ドラ イ バ ー を 保有 す 


、 オー ブ 連 合 首長 国 へ の 侵攻 を 開始 し た の だ 。 


SA25E 


内 


上 ザフト 、 パナマ 攻略 戦 を 実施 


_ _ 4 


地球 保 攻 の 要 と な る 大 規模 作戦 「 オ ペレ ーション ・ ス ピ 
トブ レイク] が 失敗 に 終わ っ た ザフト は 、 軍 の 威信 を 著 け 
て 次 な る 降下 作戦 を 実施 し た 。 標的 は 中 米 に 位置 する 地 
球 軍 バナ マ 基 地 で ある 。 この 基地 に は 地球 軍 が 保有 す 


ザフト に も 志筑 が あっ た 


"15 


る 最後 の マス ドラ イ バ ー が 設置 され て お り 、 これ を 破壊 し よ 
うと いう の だ 。 さら に 前 作戦 の 失敗 を 鑑み 、 パ ナマ に 降下 
する ザフト 部 隊 に は 新兵 問 が 託さ れ た 。 強力 な 電 大 パ ルス 
EMP) を 発生 させ る 特殊 装置 「 グ ング ニー ル 」 で ある 


看 医 舟 道 か ら 投 下さ れ た [グン クニ 
陣 書 され た 地球 宣 は 次 々 と 公休 


ル 」 ゲ 発動 する と 電子 機器 の 活動 
バナ マ は ザフト に よっ て 前 靖 し た 


目 連合 軍 、 オ ー プ 解 放 作 戦 を 開始 


パナ マ 基 地 脆 落 に よっ て マス ドラ イ バ ー は 破壊 され 、 地 
球 軍 は 宇宙 と の 連絡 路 を 絶た れ て し まっ た 。 する と 地球 軍 
を 陰 で 牛耳る ブル ー コ スモ ス の 盟主 ムル タ ・ ア ズラ エル が 
強硬 策 を 提示 し た 。 マス ドラ イ バ ー を 保有 する オー ブ 連 合 


だ が 地球 運 合 と 地球 軍 を 時 から 
槍 る アズ ラ エ ル は 動じ る 様子 は 見 
せ ず ず 。 オー ブ が 保有 する マス ドラ イ 


首長 国 を 地球 軍 の 傘下 に し て し まえ ば いい と いう の だ 。 た 
だ ち に 地球 軍 は オー プ に 同盟 を 要求 。 し か し ほとん ど 無 条 
件 降伏 を 強要 する よう な 内 容 を オー ブ 側 が 受け 入れ る は 
ず も な く 、 地球 軍 は オー プ へ の 侵攻 を 宣言 し た 


オー ブ が 要求 を 拓 才 する と 。 地 百 達 合 は オー ブ を ザフト の 倍 力 国 宮 と 導 


定 。 天 中 と MS を 中 心 と する 部 訂 を 注 疾 し 、 オー ブ へ の 攻撃 を 冶 し た 


アス ラン ・ ザ ラ 、 ジャ ステ ィ ス ガン ダム 
乗 。 フリ ー ダ ム ガ ン ダム を 強 奏し 
た キラ ・ ヤ マト の 追撃 を 命じ られ る 


ザフト 、 パ ナマ 攻略 戦 を 開始 。 この 作 
戦 で ザフト 軍 は グン グ ニ ー ル を 、 地 球 軍 
は MS スト ライ クダ ガー を 投入 


パナ マ 基 地 、 陥 落 。 マス ドラ イ バ ー も 
破壊 され る 

ムル タ ・ ア ズラ エル 、 オー ブ へ の 侵攻 を 
示唆 


地球 軍 、 オ ー ブ を は じ め と する 中 立国 
に 地球 連合 へ の 加盟 を 要求 


カズ イ ・ バ パス カー ク ら 1 1 名 、 アー クエ ン 
ジェ ル よ り 退 径 . 


オー ブ 代 表 の ウス ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ 、 地 
球 軍 の 要求 を 拒絶 する 


地球 軍 、 オ ー プ へ の 侵攻 (オー プ 解 放 
作戦) を 開始 


MORE INFO! 
アー クエ ンジ ェ ル か ら の 退 艦 


析 和 帆 ガ ンタ ム SEED ーー うう 
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上 アス ラン 、 戦闘 に 介入 する 


一 度 は 後退 し た 地球 宣 だ が 作戦 継続 を 誇 め た わけ で 
は な く 、 部 隊 の 再編 制 が 完了 する や 、 再 度 攻撃 を 開始 し 
た 。 中 で も 3 機 の 新型 MS (第 2 期 GAT-X シ リー ズ と 呼ば 
れる 新型 ガン ダム ) の 勢い は 凄まじ く 、 応戦 に あたる オー プ 


ル は 次 第 に 追い 詰め られ て し まう 。 し か 
事 が 現れ た 。 ジャ ステ ィ ス ガン ダム を 駆 


アス ラン が 見 て いる と 6: 
昔 い を 続け る キ う だ が 

ビ ー ダ ムカ ガン ダム に 会 中 する か と 思わ れ 
ステ ィ ス ガン ダム が 共 替 を 陸 ぎ 、 オー プ へ の 支援 を 宣言 し た 


目 ウズ ミ 、 マス ドラ イ バ ー の 爆破 を 決意 


キラ と アス ラン の 総 妙 な コン ピ ネ ーション に よっ て 3 機 の 至っ て ウズ ミ は 、 こ れ 以 上 の 戦 福 の 拡大 を 防ぐ た め に 戦 
ガン ダム は 圧倒 され る が 、 それ も 一 時 的 な 優勢 に 過ぎ な 闘 の 継続 を 断念 。 し か し 地球 軍 の 要求 を 拒否 する 姿勢 は 
か っ た 。 物量 に 勝る 地球 軍 が 大 攻勢 を 仕掛 け 、 さ し も の 変わ ら ず 、 ア ー ク エン ジェ ル を 宇宙 に 逃がす と 、 マ ス ド ラ イ 
オー ブ 宣 も 壊 減 的 な 描 害 を 受け て し まっ た の だ 。 事 ここ に パー を 爆破 。 自ら も 炎 の 中 に 遂 を 消し た の だ っ た . 


| の RM 大 を *6 い 

ウズ ミ は 昌行 為 の 休止 指示 
| それ で も 地球 達 合 の 申し 
『 FE 2 は な く 、 あ る 計画 を 実行 に 稔 し た 


PA NO 
出す る こと を 舞香 する が 、 ウ 
これ を 許さ ず 、 キ ば カ ほ く で 
幡 (クサ ナギ) に 乗り 込ま せ た 


目 アー クエ ンジ ェ ル と クサ ナギ 、 宇宙 に 上 が る 


辛うじて 脱出 に 成功 し た アー クエ ンジ ェ ル と オー プ 圭 艦 載 を 開始 し よう と 考え た 。 と は いえ 、 た っ た 2 儲 の 載 艦 で 強 
クサ ナギ は 、 赤 勢 を 立て 直す た め に L4 コ ロニ ー 付 近 に 移 大 な 軍事 組織 に 立ち 向かう の は 無 護 で あり . これ か ら の 展 
動 。 この 地 を 拠点 と し て 、 地 球 軍 と ザフト に 対す る 反攻 作 望 を 予想 する マリ ュー の 願 は 菩 注 に 牌 む の だ っ た 。 


アー クエ ンジ ェ ル と クサ ナギ の | 
れれ な いよ うに マス ドラ イ バ ー を 考 計 。 自ら も 糧 素 の 中 


フリ ー ダ ム ガ ン ダム 、3 機 の ガン ダム 

の 前 に 防戦 を 余儀なく され る 。 人 
アス ラン 、 ジャ ステ ィ ス ガン ダム で 戦 1 
闘 に 介入 。 オー プ 側 に 加担 する 


ディ アッ カ 、 パ スタ ー ガ ンダ ム で 載 闘 
に 介入 。 オー ブ 側 に 加担 する 。 


地球 軍 、 フ リー ダム ガン ダム の 活躍 
に 押さ れ て 一 時 撤退 。 

地球 軍 、 体 制 を 立て 直し て 再度 侵攻 
を 開始 。 


地球 軍 に よる 大 攻勢 が 開始 。 オー ブ 
側 に 壊 減 的 な 被害 が 加え られ る 。 


ウズ ミ 、 こ れ 以 上 の 戦闘 継続 を 断念 。 


ウズ ミ 、 ア ー ク エン ジェ ル と クサ ナギ を マ 
ス ド ラ イ バ ー で 宇宙 に 上 げ る 。 


ウズ ミ 、 マ ス ド ラ イ バ ー を 尋 破 。 自ら も 施 
設 と 運命 を 共に する 。 


「 オ ー ブ 解 放 作戦 」 終 了 。 以後 、 オ ー ブ 
は 地球 連合 に 併合 され る 。 


アー クエ ンジ ェ ル と クサ ナギ 、L4 コ ロ 
ニー に 移動 。 この 地 を 拠点 に し て 反 
攻 作 戦 を 実施 し よう と する 。 


a x 58-28 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


59-29 


目 トー、 「 茨 の 園 」 に 到着 


デラ ー ズ 意 結 


[ 還 ] mM4 mm 上 4 


ER 
テ フ ー ズ スズ 写 言 
核 弾頭 を 搭載 し た ガン ダム 試作 ら 号 機 を 追っ て 宇宙 に 


上 が っ た アル ビオ ン 隊 。 


し か し も は や 事態 は 彼ら だ け で 


解決 で きる 範 路 を 逸脱 し つつ あっ た 。 機体 強 玲 の 首 課 


者 で ある ジオ ン 公 | 


国軍 残党 の 首 穏 エ ギー ユ ・ デ ラー ズ 


が 、 連邦 政府 に 対し て 宣戦 を 布告 し た の だ 。 


試作 2 号機 と 共に 宇宙 に 上 が っ た ガト ー は 待ち 受け て 
いた 友軍 艦隊 と 合流 。 HH サ イド 5 画 域 に 広がる 暗礁 軍 域 
に 向かっ た 。 その 地 に 設け られ た デラ ー ズ ・ フ リー ト の 活動 


デラ ー ズ と ガト ー の 再会 は ア ・ バ オア ・ ク ー 圭 以 乗 で あり 、 
えて 反乱 に 参加 し た ガトー を. デラ ー ズ は 心から 称 借 し てい る 、 


10 月 31 日 


拠点 、 仮設 基地 「 茨 の 園 」 に 入る た めで ある 。 デラ ー ズ ・ 
de tr ユ ・ デ ラー ズ は ガトー の 到着 を 首 を 長 
っ て お り 、 彼 の 武勇 を 惜しげ も な く 称 詩 し た 


上 


目 アル ビオ ン 、 叶 礁 宙 域 で の 索敵 を 開始 


試作 2 号機 を 追っ て アル ビオ ン 隊 も 宇宙 に 移動 。 秀長 
の エイ パー・ シ ナ プ ス は 戴 艇 の 航 短 を 基 ! で 試作 2 号機 


の 潜伏 先 が 暗礁 軍 域 で ある と 推測 。 


( 紅 の 委 夫 と 炎 行 し て 、 ア ルビ オン で は MS 


に テス トバ パイ ロッ ト 上 が ") の コウ と キー ス は 幸 誕 的 に 款 ら 


に 増援 部 隊 の 派遣 を 要請 し た 。 と ころ が 到着 し た の は サラ 
ミス 改 線 信 洋 艦 が 2 信 (ユイ リン と ナッ シュ ピル) だけ で 、 シ ナ 


プス は 軍 上 層 部 の 危機 胡 の 欠如 に 頭 を 抱え る の : 


に 1 


| 邊 克 の 坦 拉 し か 渡 中 せ ず 
それ が 接 夫 を 軒 拓 させ る 要 
国 に な っ た 


10 月 31 日 


四 シー マ 艦 隊 、 アル ビオ ン を 急 製 


暗礁 定 域 に 入っ た アル ビオ ン の 姿 は 「 茨 の 園 ] か ら 察 
知 さ れ て お り 、 本 揚 地 の 発覚 を 恐れ た デラ ー ズ は 退 撃 交 
角 の 発進 を 指示 。 ガト ー も 出陣 の 準備 を 始め る 。 だ が 方 

シー マ の 多久 を 受け た 


< 元 海兵 隊 が 出撃 . ア ル 
ピオ ン 層 に 対す る 橋村 


便 MS 部 衣 の 接近 を 
知 し た アル ピオ ン か 
ら も MS 部 明 ザ 発 半 し 
連 畔 が 病人 鉛 き れ た 
だ が シー マ た ちの 動き 


に 凍 弁 きれ て し まう 。 | ーー ーー 


トー の 発進 は 、 シ ー マ ・ ガ ラ ハ ウ の 横槍 で 止め られ て し ま 
う 。 デラ ー ズ ・ フ リー ト に 参加 し た シー マ は 、 デ ラー ズ の 前 
で 手柄 を 立て 、 自ら の 実力 を 示 そ うと 考え て いた の で ある , 


な か な か 力 果 を 学 げ ら 
れれ な い 部 下 の 不 皿 左 
PN 


キ へ と 向かう の だ っ た 


宇宙 で の 初め て の 実 
戦 に 馬 さ れ た キー ス は 
問 色 を 失う が 、 訓 囚 の 
茂 果 が あっ た らし く 、 笠 
| 光 て 本 列 を 娠 け る こと 
に 成 幼 し て いる 


U.C.0083 
10 月 下旬 


10 月 25 日 


10 月 31 日 


アル ビオ ン 隊 、 宇宙 へ 移動 


シー マ 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト に 参加 , 


一 、「 茨 の 園 ] に 到着 。 デラ ー ズ と 
面会 する 


アル ビオ ン に 増援 艦隊 と し て サラ ミス 
改 級 巡 洋 艦 2 隻 が 合流 

アル ビオ ン 隊 、 暗 礁 宙 域 で の 案 敵 を 
開始 する 。 

デラ ー ズ ・ フ リー ト 、 アル ビオ ン の 接近 
を 察知 。 


デラ ー ズ 、 迎 撃 部 隊 の 発進 を 指示 。 
シー マ 艦 隊 が 出陣 する 。 


シー マ 第 隊 、 ア ルビ オン 隊 と 接触 、 交 
戦 を 開始 


「 デ ラー ズ 宣 言 」 が 放映 され る 


E INFO! 


ガン ダム 試作 3 号機 の トラ イア ル 


に 


健生 較 ガン ダム 0083 


EE 
上 』 目 ユ ィ リ ン と ナッ シュ ビル 、 吉 沈 


年 戦争 で は 突撃 機動 軍 所 属 海兵 隊員 と し て 腕 を 中 ら 
マ だ け に 後方 か ら 指示 を 出す だ け で は 飲 き 足 


の MS 隊 を 軽々 と 突破 し て ユイ リン と ナッ シュ ビル に 肉薄 す 
る と 、 至近 距離 か ら の 一 撃 で 撃沈 に 成功 し た 
な 手並み は 、 光 多 の 激戦 を 乗り 引 


U.C.0083 
| 目 コウ 、 ガン ダム 試作 1 号機 で 出撃 


10 月 31 日 


仲間 が 苦 載 を 強い られ る 一 方 、 ガ ンダ ム 試 作 1 号 機 の 
パイ ロッ ト で ある コウ ・ ウ ラキ は 艦内 に 留まっ て いた 。 試作 
1 号機 の 管 抽 シス テム は 重力 下 で の 運用 に 合わ せ た 状 態 


で あり 、 シ ステ ム と 装備 を 換装 し な い 限 り 、 実 凌 に は 対応 で 
き な か っ た か ら だ 。 し か し 茶 立 ち を 募ら せ た コ ウ は つい に 周 
囲 の 制止 を 振り 切り 、 試作 1 号機 で 出 ! ン 


発 玉 し よう と する 。 それ に 気 人 


貞 且 BE 10 月 31 日 
目 コウ 、 シー マ と 交戦 


田 ん で アル ビオ ン を 発進 し た も の の 、 無 重力 下 戦 闘 用 
の 調整 が な され て いな い 試作 1 号機 は パラ ン サ ー が 狂っ た 
よう な 動き を する の み 。 それ で も ビーム ・ ラ イフ ブル を 乱射 す 


る と 、 偶 球 に 敵 MS の 撃破 に 成功 し た 。 と ころ が ご 
マ の 逆 鐘 に 触れ て し まい 、 容 赦 の な い 連 射 
作 1 号 機 は た ち ま ち ダメ ー ジ を 重ね て いく の : 


| 日 の 前 で 像 機 を 落と され た こと に 


U.C.0083 
』 目 カン ダム 試作 1 号機 、 ア ルビ オン に 旋 艦 する 


10 月 31 日 


サウ ス ・ パ ニン グ の 加勢 に よっ て シー マ 艇 隊 は 搬 退 し た < 
が 、 多 大 な 損害 を 受け た アル ビオ ン 隊 も 債 察 任務 を 断念 動 に 耐え られ な い の は 誰 の 目 に も 明らか だ っ た 
せ ざ る を 得 な か っ た 。 中 で も 試作 1 号機 の 損傷 度合 い は 率 な 判断 が 招い た 事態 に 、 コウ は 言葉 を 失 - 


季 う じ て 自 力 で の 帰 艦 は 果たし た も の の 以後 の 作戦 行 
自分 の 軽 
て し まう 


10 月 31 日 


アル ビオ ン 隊 か ら MS 部 隊 が 発進 
シー マ 態 隊 MS 部 隊 と 交戦 


シー マ 、 ア ルビ オン MS 部 隊 を 突破 し 
て 艦隊 に 人 接近 。 至近 距離 か ら の 
攻撃 を 仕掛 ける 


ユイ リン と ナッ シュ ビル 、 高 沈 


コウ 、 無 重力 下 戦 闘 用 の 調整 が 施さ 
れ て いな い 試 作 1 号機 で は な く 、 ジ ム ・ 
カス タム で の 出撃 が 命じ られ る 


コウ 、 命 令 を 無視 し て 試作 1 号機 で 
出撃 。 出撃 直後 か ら 機体 制御 不能 
に 陥る 


試作 1 号機 が 乱射 し た ビー ム ・ ラ イフ 
ル が 、 偶然 に シー マ の 部 下 を 撃破 


激 員 し た シー マ 、 試 作 1 号機 を 標的 と 
し 、 連続 攻撃 を 開始 


試作 1 号機 、 無 抵抗 の まま 、 シ ー マ 機 
の 猛攻 に 晒さ れる 

バニング 、 人 負傷 し て いる に も か か わら 
ず コ ウ の 救援 に 駆け 付け る , 


シー マ 態 隊 、 描 退 。 アル ビオ ン も 偵 
府 任 務 の 中 断 を 余儀 な くさ れる 。 


試作 1 号機 、 アル ビオ ン に 帰 艦 。 


MORE INFO! 


機動 戦士 ガン ダム UC 


UE.TIMELINE 


地球 軌道 上 で の 戦隊 


CE mM4 mm 上 7 


地球 軌道 上 で の 戦闘 
NT-D の 発動 に よっ て ユニ コー ン ガ ンダ ム が 指示 し た 座 


標 。 そこ は 、 宇 宙 世 紀 束 明 期 に 大 規模 テロ リズ ム の 舞台 
と な っ た 場所 だ っ た 。 果たし て この 地 に 「 ラ ブラ ス の 箱 


が 隠さ れ て いる の か 


箱 」 の 回 収 に し の ぎ を 削る 


地球 連邦 と 「 袖 付き 」 の 思惑 が 激しく 交差 する 。 


目 ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、 ラブ ラス の 残骸 に 接近 


ユニ コー ン ガ ンダ ム の モニ ター 上 に 出現 し た 座標 を 追っ 
て 地球 基 止 軌道 上 に 移動 し た ネェ ル ・ ア ー ガ マ は 、 その 周 
辺 に 巨大 な 人 工 建 造物 を 見 出し た 。 それ は 宇宙 世紀 の 


改 麻 セレ モニ ー が 行わ れ た 場所 で あり 、 宇 宙 移 民 に 反対 
する 反 政 府 ベ 勢力 に よる 大 規模 テロ 「 ラ プラ ス 事 件 」 が 発生 
し た 低 溢 道 宇宙 ステ ーション 、 ラプ ラス の 残骸 で あっ た 


放 隊 が 挫 し 示す 宙 境 に は 何 も を か っ た が 、 そ こ に 接近 する 物体 が あっ た 
「 ラ ブラス 事 件 の 壮 馬 と な っ た 字面 ステ ーション の 浅 価 で ある 。 


こる と 判 戸 。 ユニ コー 
ン ガン ダム を 同 


直し よう と えた 


上 が ラン シェ ー ル 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 追跡 


ラプ ラス に 接近 する ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 密か に 追尾 する 
船 影 が あっ た 。『 補 付き ] の 偽装 航 宙 資 物 船 ガラ ン シ ェ ー 
ル で ある 。 毅 長 の スペ ロア ・ ジ ン ネ マン は 、 パ ラオ で の 戦 


| 


ユニ コー ン ガ ンダ ム が 示し た 産 傷 は ガラ ン シ ェ ー ル も 人 矯 愛し て お り 、 ネェ ル ・ 
アー ガマ の 後 を 追う 弄 で 同 題 の 宙 培 に 移動 する こと に な っ た 。 


抽 で ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 捕虜 と な っ た マリ ー ダ ・ ク ルス を 何 
と し て も 難 骨 する つも り だ っ た 。 彼 に と っ て 、 マ リー ダ は 優 
秀 な 部 下 で ある だ け で な く 、 娘 の よう な 存在 だ っ た の だ 。 


4 マリ ー グ に 今 は で き 内 
の 変 を 無 硬 識 に 投 
し て いる ジン ネ マン だ け 
に 、 ユ ニコ ー シ カ ンダ ム 
の 芽 取 より も マリ ー ダ 
の 放出 を 便 先 し よう と 


きえ て いた よう た 


上 ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 ラブ ラス 内 部 に 突入 


一 連 の 事件 や 戦闘 が 「 ラ プラ ス の 親 』 に 起因 し て いる 
と 気付 いた パナ ー ジ ・ リ ンク ス は 、 座標 が 指し 示す 場所 の 
捜索 に 消極 的 し か し エコ ー ズ 隊長 ダグ ザ ・ マ ッ ク ー 
ル か ら 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム を 受け 継い だ 者 と し て の 責任 


] ラブ ラス の 王 輸 に 向かう ババ 
ナー ジ と ダグ ザ 。 軍人 で あ 
る ダグ ザ が 座 に 左 

ジ は 層 心 地 の 到 さま を 


ka 


それ を 知っ て か 、 ダ グ ザ は パ 
ナー ジ に 、 カ を 愛 け 細 
が 斉 任 を 固 た すこ と で 
切な 人 を 守る こと が で きる 
の だ と 語っ て 聞か せる 


難い の た め の 弁 い を し て い 
へ る と 思っ て いた ダグ ザ に 強 
さ い 信 信 が ある こと を 知っ た 
1 バナ ー ジ は 、 貸 き を 全 せな 


い ] 2 っ ょ 


を 果たす べき だ と 説き 伏せ られ 、 こ れ 以 上 の 畔 い を 引き 起 
こき な いた め に 「 箱 」 の 回 収 に 乗り 出し た 。 そし て ダグ ザ と 
共に 座標 の 位置 に 向かっ た の だ が 、 そこ に は 縮 』 は お ろ 
(に 値する 物体 は 何 ひと つ 見 出せ な か っ た 


A - 


つい に ラブ ラス の 斑 理 と 産 標 が 一 致し 、 バナ ー ジ た ち は 財 還 を 拉 乏 する が 
「 夢 は おろ か その 手提 か りさ え 見 つか ら な い 。 する と 突 放 、 ユ ニコ ー ン ガ 
ンダ ム か ら 履 司 セ レモ ニー の 音 産 デー タ が 渡れ 結 め た 


)RE INFC 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダ 
ム が 指し 示す 座標 を 目指 し 、 地 球 静 
止 衛星 軌道 に 移動 


軌道 上 に 低 軌道 ステ ーション 、 ラ プラ 
ス の 残 堆 を 発見 する 。 

ガラ ン シ ェ ー ル 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ の 
追跡 を 開始 。 

ジン ネ マ ン 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ に 囚われ 
た マリ ー ダ の 礁 通 作戦 を 開始 する 。 


パナ ー ジ 、 ダ グ ザ に 論 さ れ て 「 ラ ブラ 
ス の 箱 』 回 収 に 協力 。 


ジ と ダグ ザ を 乗せ た ユニ コー 
ガン ダム 、 ラプ ラス 内 部 に 突入 
軌道 上 を 移動 する ラプ ラス の 位置 が 
座標 と 合致 する 。 


ユニ コー ン ガ ンダ ム か ら 、 か つて の 改 


暦 セ レモ ニー の 音声 アー タ が 発信 さ 
れる 。 


ス 事 件 』 の 全 
ts 
TP + 


を 含む MS 部 謙 が 艦 を 離れ て いる 障 前 に ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 急 重 。 囚われ の マリ ー ダ を 教 出す る 
行動 を 開始 し た 。 まず ガラ ン シ ェ ー と いう 二股 構え の 計画 で ある 。 作戦 は 順調 に 進行 する よ 
ル を 発進 し た ギル ボア の MS 部 隊 うに 思わ れ た 。 だ が パナ ー ジ だ け は 攻撃 を 共 いち 早 
韓 次 撃 を 仕掛 け 、 ネェ ル ・ ア ー ガ く ラ プラ ス の 残 家 か ら 脱 出し て 状況 に 対応 し た の だ っ た 


コト の 幸 に 手間 取っ た MS 部 隊 は 衝 が 層 れ て し ま 


ネェ ル ・ ア ー が 
近 す る 機 影 が あっ た 
レタ ル の シナ ンジ 
る 親 軍 隊 で ある 。 破 ら は 


度 起動 させ 、「 ラ プラ ス の 親 」 に 関す る 情報 を 得 よ うと し て 
た いた の だ 。 必死 に 抵抗 する パナ ー ジ だ が 、 そ の 動き は 縛 
ンジ ェ ロ ・ ザ ウパ ー 率 い を 欠い この まま 高 機動 戦闘 に 突入 すれ ば 、 同 乗 さ 
ン ガ ンダ ム の NT-D を 再 。 せ た ダグ ザ の 肉体 に 危険 が 及ぶ と 実 じ た の だ 


放せ 不 大 に 思う タグ 
ザ だ が 、 自 分 が コッ ク 


自分 が 負担 に な っ て いる と ー ン ガ ダグ ザ は パナ ー ジ に すべ て を 託し 、 自分 は 目前 の 埋 関 に 専 
ンダ ム を ラプ ラス の 残骸 に 移動 させ る 。 そし て バナー ジ に 。 念 す る つも り た 残 寺 の 各部 に トラ ッ プ を 仕掛 けた 
何 も 告げ ず に ハッ チ を 開放 する と 、 機 体外 に 飛び 出し て ダグ ザ は 自ら も 物 陸 に 身 を 隠し 、 敵 の 接近 を 待ち 構え る 。 す 
いっ た 。 エコ ー ズ の 本 長 で あり 、 連 邦 定 の 歯車 を 自 語 す る る と 誘い に 乗っ た か の よう に シナ ンジ ュ が 究 ご 


| 間 ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 NT-D を 発動 


ダグ ザ の 最期 を 目 に し た バナ ー ジ は 戦い を 止め よう と し と アン ジェ ロ 。 だ が その 笑み は 凍り f 
タル に 激しい 起り と 憎悪 を 覚え 、 そ の 感情 に 呼 ン ガ ンダ ム の 動き は 常軌 を 逸し て 
応 す る よう に ユ ガン ダム の NT-D が 発動 し た 。 こ れ え 直 接 対決 を 中 路 うほ ど だ っ た か 
で 「 箱 」 に 繋が る 情 幸手 に 入る と ほぼ くそ 笑 お フロ ンタ ル ナー ジ は 激しい 秀 り に 弁 ら れ て いた 


と に な っ た 。 ユニ 
フロ ンタ ル で さ 


i 
の 半 


BNT 
の 革 二 を 提 を 


衝 先 が 向け られ た 


ガラ ン シ ェ ー ル か ら 発 進 し た MS 部 
隊 、 ラブ ラス 周辺 に 向け て 長 距離 攻 
撃 を 開始 。 ネェ ル ・ ア ー ガ マ の MS 部 


隊 を 素 制 し つつ 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 参 
興 撃 する 


パナ ー ジ 、 ガ ラン シェ ー ル の 動向 を 察 
知 し 、 い ち 早 く ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ に 向 
か っ て 移動 


フロ ンタ ル と アン ジェ ロ 、 戦闘 宙 域 に 
接近 。 ユニ コー ン ガ ンダ ム の NT-D を 
発動 させ る た め 、 攻撃 を 仕掛 ける 、 


パナ ー ジ 、 反 撃 を 試み る が 、 同 乗 す 
る ダグ ザ の 体 を 心配 する あま り 、 機体 
の 動き に 精彩 さ を 欠 く 


ダグ ザ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム を ラブ ラ 
ス の 残骸 に 移動 させ る よう 指示 、 


ダグ ザ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム が 
する と 、 周囲 に 罠 を 張る 、 


脱 


シナ ン ラプ ラス 内 部 に 優 入 。 ダ 
グ ザ の 罠 に 掛か り 、 頭 部 セン サー に 
損傷 を 負う 


ダグ ザ 、 シナ ンジ ュ の 反撃 で 戦死 
ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 NT-D を 発動 し 、 
デス トロ イモ ー ド に 変身 


ユニ コー ン ガ ンダ ム の 動き に 危険 を 2 
感じ た フロ ンタ ル 、 一 時 後退 


アン ジェ ロ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム の 前 
に 立ち は だ か る が 、 返り 討ち に 違う 


パナ ー ジ 、 シナ ンジ ュ 追 撃 を 続行 


MORE INFO! 


ea 1547 60-30 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


C.E TIMELINE 4 se 02 
pesrny 。 戦火 、 再 び 


【】 新型 ガン ダム を 強奪 し た の は 地球 軍 で は な いか と の 推 
測 か ら 、 ブラ ント 最高 評議 会 お よび ザフト 内 部 で は 主戦 
1 論 が 高まっ て いく 。 だ が それ を 上 回 る 緊急 事態 が 発生 
ーー ーー ーー ] し た 。 ナチ ュ ラ ル へ の 復讐 を 唱え る 反乱 部 隊 が 、 ユ ニ ウ 
マン ス セ ブン の 残骸 を 地球 に 落と そう と 画策 し た の だ 。 


ユニ ウス セブン の 残 枝 、 地 球 へ の 落 
下 軌 道 に 入る 


目 ミネ ル パ バ 、 反乱 部 隊 と 接触 、 交戦 を 開始 
突 和 導き 変 更 し た ユニ ウス セブ ン の 半 久 に 受け 魚 ぐ 反 邊 部隊 が . 残 牧 を 地球 に 落と そう と し て いた の 


ミネ ル バ は 、 そこ で フレ アモ ー タ ー の 噴射 炎 を 発見 | だ 。 先行 する イザ ー ク ・ ジ ュー 
反 ナ チュ ラル 派 の 急 先 終 だ っ た パト リッ ク ・ ザ ラ の 信 全 を ネル バ も 、 た だ ち に 残 起 の 破砕 作業 を 開始 する が 


ジュ ー ル 隊 、 残 骸 の 破砕 作業 を 開 
M 始 。 ミネ ル バ も 作業 に 合流 する 


ミネ ル パ バ 、 反乱 部 隊 と 接触 、 交 埋 を 
開始 


ガー ティ ・ ル ー か 53 機 の ガン ダム が 
発進 。 ミネ ル バ と 反乱 部 隊 の 戦闘 に 
介入 する 


し ユニ ウス セブ ン の 硫 砕 作業 に 遅延 
が 生じ る 


ユニ ウス セブ ン の 残骸 、 ふ : 
断 。 うち ひと つが 地球 へ 落下 


残 駿 か ら 生じ た 破片 が 地球 各地 に 
落下 。 甚大 な 被害 を も た ら す . 


ミネ ル バ 、 地球 に 降下 


目 ミネ ル バ 、 ガー ティ ・ ル ー\WIS 部 隊 と 交戦 


破砕 作業 に 当たる シン アス カ た ちの 前 に 、 反 乱 勢 力 の ン の 残 鶴 は 地球 へ と 落下 し て いく 。 し か も 地球 軍 特 務 戦 
ジン ハイ マニ ュー バ 2 型 が 立 攻撃 を 避け な 措 義 ガー ティ ・ ル ー が 強 究 し た ガン ダム 3 機 (カオ ス 、 アビ 
が ら の 作業 は 遅 々 と し て 進ま ず 間 に も ユニ ウス セブ ス 、 ガ イア ) を 参戦 させ た た め 、 事 杉 は 泥 迷 を 極め て し まう . V ORE INFO! 


DSSD へ の 影響 


OT 


還 ユニ ウス セ プ ン の 破片 、 PT ド 


の 必死 の 努力 に 生じ た 無数 の 破片 が 地球 全土 に 降り 注ぐ こと に な っ て し ま 
れ 、 ひ と つ は 地球 落下 執 首 う 。 さら に 最後 まで 作業 を 続行 し て し 
その まま 沙 下 雪 道 を 維持 し 続け 、 大 気 国 突 入 の 紀 撃 で タイ ミン グ を 失い 、 地球 に 降下 する こと に な っ 
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ォ ー プ に 和 寄港 


は オー ブ 較 合 普 


) 目 地球 


会 で は 、 こ の 未 叶 
使 を も っ て 対処 する こ 


攻撃 目標 を カー ベ 


目 ミネ ミル バ 、 地球 


軍 と オー プ 軍 に よる 挟撃 を 受け る 


頃 、 地 | 


に 1 


反乱 部 隊 に よる 声明 が } 
に 放映 され る 


ブル ー コ スモ ス 代表 ロー ド ・ ジ ブリ 
ル 、 残 扱 落下 を ザフト の 仕業 と B 
地球 軍 に 報復 攻撃 を 命じ る 


地球 軍 、 プ ラン ト 本 国 に 進撃 。 


イル に よる 攻撃 を 人 


積極 的 


プラ ント 最高 評議 会 


MORE INFO! 
ニュ ー ト ロン スタ ン ピ ー 
の 脅威 


地球 軍 の 桂 
マー に 代 ね 


時 箇 囲 内 の 


ma. 61-30 


機動 戦士 ガン ダム F91 


UE.TIMELINE 


逃避 行 の 果て に 


m04 am02 
逃避 行 の 果て に 


新興 コロ ニー で ある フロ ンティア に 出現 し た CV( ク ロ 


スポ ー ン ・ バ ン ガ ー ド ) が 地球 連邦 軍 駐 留 部 隊 と 戦闘 を 
開始 。 各地 で 被害 が 生じ て し まう 。 フロ ンティア 総合 学 


目 ロイ 、 デ ナ ン ・ ゲ ー と 交戦 


"= 園 に 通う シー ブッ グ ・ ア ノー と その 仲間 た ち は 、 な ん と か 
で "生生 戦場 か ら 脱 出す る 手段 を 模索 し て いた 。 


ロイ 、 少 年 た ち を 巻き 込ん で 戦闘 準 


退避 シェ ルター が ある ロイ 載 争 博 物 館 に 逃げ 込ん だ シー 

ブッ ク た ち だ が 、 武器 マニ ア と し て 知ら れる 館長 の ロイ は 無 

護 に も CV と の 戦闘 を 決意 。 展示 品 の ガン タン ク R-44 を 起 

動 さ せる と 較 準備 を 始め た 。 し か も シー プッ ク の 仲間 た ち 
に 理 抽 皇 備 の 吾 っ た ガン タン 
: ー 2R-44 は 博物館 を 発 基 。 
Ed あき ee ET CT 
kg 行っ て いる CV に 広 し て 次 

| 生 を 仕 けた 


へ 


する と ガン タン ク H.44 を 前 
性 勢力 と 判断 し た デ ナ ン ・ 
ゲー が 急 接 近 。 通り 過ぎ ざ 


目 シー ブッ ク 、 ガン タン ク R-44 で 逃走 を 図る 


備 を 進め る 。 


に まで 協力 を 求め る 始末 で ある 。 「 戦 わざ る 者 は 死 あ る の 
と の 極 に 、 血 気 に 作る 少年 た ち は ーー も 二 も な く ロ 
シー ブッ ク の 制止 に 耳 を 貸 そ うと せ ず 、 つ い に ガ ンタ 
り 込 むと 外 に 飛び 出し て し まっ た 。 


ガン タン ク R-44、 出撃 。 


ガン タン ク R-44、 デ ナ ン ・ ゲ ー と 交戦 。 
キャ ノン 砲 基部 に 攻撃 を 受け て 中 破 。 


アー サー、 キ ャ ノン 砲 の 爆発 に 巻き 込 
まれ 、 命 を 落と す 。 


シー ブッ ク 、 アー サー の 死 を 悼む 。 


一 関 
トス 


シー ブッ ク 、 ガ ンタ ンク R-44 に 搭乗 。 残 
され た 仲間 を 集め 、 24 機 橋 を 目指 す . 


| 


バル ド 、 ガ ンタ ンク R-44 を 制止 、 協 力 
を 求め る 。 


バル ド 、 シ ー ブ ッ ク た ち を 慎 に し よう と 
する 。 


レア ー サ ー は すでに 事 切れ 


目 の 前 で 仲間 の 命 が 失 われ た こと に 得 然 と する シー プッ 
ク だ が 、 い つま で も 涙 に 暮れ て は いな か っ た 。 これ 以上 の 
犠牲 を 出さ な いた め に も 脱出 を 続行 し よう と し た の だ 。 残 


ク は その 坦 か ら 財 ね よう と する が 


発 の 硬 重 の た めか 、 まとも に 動 め す の も 難し い 状 租 だ っ た 


3 月 16 日 


目 シー ブッ ク 、 連邦 軍 の 制止 に 適う 


だ 。 目指 す は 連邦 軍 能 能 が 倖 泊 し て いる 24 楼 橋 で ある 。 


され た 仲間 た ちと 主 を 失っ た ガン タン ク R-44 に 乗り 込ん だ 
シー ブッ ク は 開 し み を 振り 切る よう に アク セル を 踏み 込ん 


区 あの 
ご / 
a 仲間 の F ロ シー- ムー ア 
の 話 に よれ ば 、24 検 機 
に は 軍 間 陣 人 
し て いる 5Lu、 そ こ で 
es シー プ 
ク は 愉 体 を 24 橋 橋 に 向 
発送 き せ た 。 


24 機 橋 に 急ぐ シー ブッ ク た ちの 前 に 、MS を 引き 連れ た 
連邦 一 士官 パル ド が 現れ た 。 豆 び に 胸 を 撫で 下ろ す 少 年 


さも な けれ ば CV に 付す る 講 と な る よう に 命令 する 
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MS に 乗っ て きた シー ブッ ク た ち を 義勇 兵 と 勘 】 
ド は 共同 を 求め て きた の だ 。 反発 する 少年 
し た パル ド は 軍人 と し て ある まじ き 行為 を 実践 し よう と する 


| 吾 不 だ な 命令 に 衝 居 
の な らち な く な っ た シー 


せる 。 する と それ を 遂 
て と 見 な し た バル ド は 
| Et て Te た 


可 昌 土 ガ ンダ ム FB1 


UC.TIMELINE 


3 月 16 日 


四 レズ リー、 


ー プ ブッ ク た ち を 教 出 


シー ブッ ク の 駐 親 の レズ リー・ ア ノー は 、 港 満 地区 で の 
作業 中 に CV の 公 入 を 目撃 。 戦闘 の 発生 を 予想 し て コロ 
内 に 移動 する と 、 シー ブッ ク の 安否 を 確か め よ うと し て 
する と 、 と ある 街角 で 連邦 軍 士 官 に 追い か けら れる 


息子 の 変 を 目撃 。 事態 を 許し みつ つ 連 邦 軍 MS に 接近 す 
る と 作業 用 トー チ ガ ン で 目 岐 ま し を か けた 。 この 攻撃 で 貴 
重 な 時 間 を 得 た シー ブッ ク は 脱走 に 成功 。 さら に レズ リー 
の 先導 を 得 て 、 24 機 橋 に 急ぐ の だ っ た 


/ | y0 を 脱し た シー プ ブック 


1 | は レズ リー の 和 内 で 24 
性 棋 に 向かう こと に な っ 
た 。 浴 洒 施設 で 側 く レ 
ズリ ー だ け に 、 港 の 地 
形 や 施設 の 位置 に は 
柄 貴 し て いた の で ある 。 


目 セシリー、 耳 鳴り に 気付 く 


究 地 を 脱し た こと で シー ブッ ク た ちの 間 に は よう や く 安 
堪 の 空気 が 流れ た 。 そん な 折 、 シ ー プ ッ ク と 同行 する セ シ 
リー・ フ ェ ア チ ャ イル ド は 、 ふ と 耳鳴り が 続い て いた こと に 
気付 く 。 CV の 侵攻 に 前 後 し て 始ま っ た 耳鳴り は 埋 闘 が 


イヤ リン グ か ら 狂 す る 音 は まる で 全 者 かと 交 人 を 交わ し て いる の の よう に も 
賠 こ え た が 、 今 の セシリー に は そん な こと に 気 を 回す 条 答 は な か っ た 


激化 し て も 鳴り 止ま ず 、 未だ に その 音 が 耳 に 聞こ えて いた 
の だ 。 不信 感 を 募ら せ た セ シリ ー は 耳鳴 り の 原因 が 自分 
で は な く 、 イ ヤリ ング に ある こと に 感 づ いた 。 それ は 母 の 形 
見 と し て 大 事 に し て いた イヤ リン グ だ っ た の だ が 


| イヤ リン プ の MM を 
| いま ま に ガ ンタ ンク R44 
タダ は 24 栓 橋 に 末 着 。 セン 
リー も イヤ リン グ の こと は 
== 忘れ て 、 コロ ニー か ら の 

7 | 人 を 本 すこ と に 
胃 拭 し た 


3 月 16 日 
目 シー ブッ ク 、 24 柚 橋 に 到着 


到着 し た 24 検 橋 に 連邦 軍 秀 能 の 義 は な か っ 
命 用 スペ ー ス ・ ポ ボー ト を 発見 し た シー ブ 
脱出 準備 に 入る 。 その 時 、 エ レベ ペー ター ホー ル か ら 糧 発音 
が 霊 き 、 そ の 益 に 不安 を 駆り 立て られ た セシリー は 堪ら ず 


エレ ベー ター ホー ル か ら 


= ILERTYTT 代 
し 2 >。 | eeA た セシリー 
| は 、 作業 を 衝 り し て 現 

ee. | 9 に の っ た 


人 を っ た シー プッ ク は 
セシリー と シオ ザ 放 み 全 
う 生還 。 し か も シオ の 
手 に は 旬 算 が 凌 ら れ て 
いる こと に 気 村 < ーー 


3 月 16 日 


エレ ベー ター 
不在 に 気付 いた 
する と 、 そ こ に は 


右 四 に 供 を 角 いな が ら も 
シー ブッ ク は 横 科 を 止め 


し つつ ある こと に は 気付 
か な か っ た 


半 モ シ リー、 ド レル と の 同行 を 承諾 する 


シオ の 銃撃 を 受け な が ら も 退 こ うと し な い シ ー ブ ッ ク だ 
が 、 そ の 場 に 飛び 出し た CV の MS が ガン タン ク R-44 を 攻 
撃 。 面 撃 で シー ブッ ク は 失神 し て し まっ た 。 一 方 、 MS の コ 
クビ ピッ ト か ら 宏 を 現し た 士官 に シオ は 蒸し く 頭 を 垂れ る 。 そ 


ガン タン ク H-44 を 止め た ドレ ル は 、 セ シリ ー の 楼 を 圧 め る と 自分 と 同行 する 
よう に 告げ る 。 事情 の わか ら な い セ シリ ー は 時 釣 と し て し まう が 


の 士官 こそ CV を 束ね る ロナ 家 の 焼 男 ドレ ル ・ ロ ナ で あり 
彼 は セシリー を 迎え に 来 た と 告げ る 。 実 は セシリー も ロナ 
衣 に 連なる 高 費 な 人 物 (パラ ・ ロ ナ ) で あり 、 家庭 内 の 事 
情 か ら 市 井 の 者 と し て 育て られ た と いう の で ある 


自分 の 秦 性 を 知ら され 
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の 貞 を 生け た の だ っ た 


コロ ニー 内 で 連邦 軍 に 追わ 
れる シー ブッ ク た ち を 発見 。 


レズ リー、 シ ー ブ ッ ク た ち を 救出 。 24 
様 橋 ま で の 先導 役 と な る 。 


セシリー、 耳 鳴り が 鳴り 止ま な いこ と 
に 不信 感 を 覚え る 。 

セシリー、 耳 鳴り の 原因 が 母 の 形見 
の イヤ リン グ で ある こと に 気付 く 
シー ブッ ク 、24 酸 橋 に 到着 。 スペ ー 
ス ・ ポ ボート で の 脱出 準備 を 始め る 。 


セシリー、 エレ ペー ター ホー ル に 移動 | 
し 、 シオ と 遭遇 する 。 


シオ 、 セシリー を 拘束 し よう と する 。 

シー ブッ ク 、 ガ ンタ ンク R-44 で エレ 

ペー ター ホー ル に 移動 。 シオ か ら セ シ | 
リー を 救出 し よう と する 。 

シオ 、 シー ブッ ク を 銃撃 。 

ドレ ル 、 エ レベ ペー ター ホー ル に 保 入 。 | 
ガン タン グ R-44 を 攻撃 する 。 

ドレ ル 、 セシリー と 遭遇 。 


セシリー、 シー ブッ ク の 身 を 案じ つつ 、 
ドレ ル と の 同行 に 承諾 する , 


6228 | 
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これ 以上 の 滞在 は 周囲 へ の 被害 を 増大 させ る だ け と 判 
断 し た アー ガマ 艦長 ブラ イト ・ ノ ア は 、 シャ ング リラ 出港 
を 決意 する 。 と は いえ これ まで アー ガマ に 煮え 湯 を 飲ま 


ー ] され て きた 者 た ち が 黙 っ て 見 逃がし て くれ る は ず も な 


_ U.C.9988 1 | く 、 出港 を 目前 に し て 最後 の 戦端 が 開か れる の だ っ た 。 


ゲ モ ン 、 ジャ ンク 屋 組合 を 扇動 。 アー 
ガマ に よる 工業 用 ハッ チ 使 用 の 阻止 
を 図る 


』 目 ゲ モ ン 、 ジャ ンク 屋 組合 を 扇動 する 

アー ガマ と ジュ ドー・ ア ー シ タ に 面子 を 満 さ れ た ゲ モ ン ・ を 終え た アー ガマ は 、 エ ンド ラ の 追撃 を 選 け て 工業 用 ハ 
パ ジ ャ ッ ク は シャ ング リラ の ジャ ンク 司 : ら の 出港 を 予定 し て いる 。 だ か ら こそ 何 が な ん で も ハ 
と 、 ア ー ガ マ の 妨害 を 扇動 し た 。 と りあ え ず の し よう と 企ん だ の だ 


ゲ モ ン 、 コ ロニ ー 公 社 輸 員 の チマ 
ター を 拘 東 


ジュ ドー と ルー、 チ マッ ター の 教 出 に 
成功 

ジュ ドー、 信号 弾 の 回 収 を 図る 
rd ジュ ドー、 信 号 弾 を 回 収 。 た だ し ゲ モ 
ン に 発見 され 、 衝撃 で 信号 弾 が 暴発 
し て し まう 


前 11 日 
人 W 上 上 ジニ ドー、 チ マッ ター を 救出 する 


ジュ ドー や ルー・ ル カ の 助け も あり 、 な ん と か 脱出 に 成 ” ゲ モン の 元 に 甘い て き て し まっ た と いう の だ 。 や 
功 し た チマ ッ タ ー だ が 、 困 っ た 事態 が 生じ て し まっ た 。 工業 ドー が 潜入 信号 弾 の 回 上 功 。 し か し 逃走 す 
ハッ チ の 準備 が 整っ た こと を アー ガマ に 知ら せる 信号 弾 を 。 る 次 を ヤ ザ ン ・ ゲ ー ブ ル に 見 替 め ら 


アー ガマ 、 工 業 用 ハッ チ に 向かっ て 
移動 を 開始 


な く ジ ュ 


ゲ モ ン と ヤ ザ ン 、MS ゲ ゼ で アー ガマ 
を 抽 撃 


ジュ ドー、Z ガ ンダ ム で 迎撃 する が 、 苦 
戦 を 強い られ る , 


ジュ ドー、 ゲ モン 機 を 撃破 


a 

= 
わっ て 全 呈 の 回 必 に 向かう ジュ ドー。 人 は 人間 に 見 | 
その 電材 に は 起り に 提 え る ゲ モ ン と ヤ ザ ン が 造り つつ あっ た | 


MORE INFO! 
戦没 者 へ の 捉 意 


9988 3 月 11 晶 
有 目 ゲ モ ン と ヤ ザ ン 、 アー ガマ を 和製 撃 する 


ジュ ドー を 取り 逃がし た ゲ モ ン と ヤ ザ ン は 、 工 業 用 ハッ チ も Z ガ ンダ ム で 迎撃 し よう と する が 、 趣 り に 馳 ら れ た ゲ モ ン た 


に 向かう アー ガマ を 銅 撃 。 MS ゲ ゼ に 乗り 込む と 、 手近 ち は 予 想 外 に 手 強 く 、 逆 ( MR み と な る 地 末 で ある ゲ 
ある ジャ ンク 部 品 を 次 々 と 投げ 付け ビ な く ジ ュ ドー モン た ちの 恨み つら み は そ れ は ほど まで に 根 深 か 


に き 全 生 を 開始 し た 
| 


それ を 見 た ケモ 
FT 2 


62-29 


| 村 本 ガン ダム ZZ 


CTIMELINE シャ ング リラ 出 甚 


目 アー カマ 、 工業 用 ハッ チ に 接近 


ジュ ドー た ち が 戦 い を 書 り 広げ て いる 間 に 
業 用 ハッ チ に 接近 する が 、 ハ ッ チ は 閉じ た まま だ 


ンド ラ ) の 砲撃 に 馬 さ れ て し まう 。 そこ で ルー と チマ ッ タ ー が 
独断 で 行動 を 開始 。 制 牧 室 に 押し 入る や 管制 上 員 た ち を 縛 
リ 上 げ 、 有無 を 言わ さ ず に ハッ チ を 開放 させ た 。 
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赤 い て いた が 、 アー ガマ 衝 
長 プラ イト ・ ノ ア は 秀 を コロ 
ー 外 に 各 動 させ る こと を 
問い た ハッ チ に 向け 


3 有 11 日 
| エン ドラ 、 アー ガマ に 砲撃 を 仕掛 け よ うと する 


工業 用 ハッ チ か ら ア ー ガ マ が 出港 を 試み て いる の に 気付 最 意 、 コ ロニ ー 本 体 に 壊 減 的 な ダメ ー ジ を 与え か ね な い 。 
いた マシ ュ マー は 、 エ ンド ラ に 砲撃 準備 を 急 が せ た 。 だ が コロ その こと が マシ ュ マ ー に 砲撃 開始 命令 を 暗 緒 わせ て いた 。 
内 で 入間 に 発砲 し て 周辺 施設 に 被害 が 生じ た 場合 そう と は 知ら な い ア ー ガ マ は ハッ チ 内 に 進入 を 開始 する 。 


し 正定 外 の 「 あ る も の 」 が 
| 間近 し て いる こと に 気付 き 
の 思わ ず 大 声 を 上 げ て いる 。 


3 月 1 日 
目 エン ドラ 、 砲撃 に 失敗 
に 章 を 決し た マシ ュ マ ー が 砲撃 命令 を 発し よう と し た エン ドラ の 主砲 に 激突 し て 大 爆発 、 衝 撃 で 主 巡 が 使用 不 


近 す る MS が あっ た 。 Z ガ ンダ ム と の 戦闘 。 能 に な っ て し まう 。 一 方 、 エ ンド ラ の 意図 に 気付 いた アー ガ 
で 損傷 し た ヤ ザ ン の ゲ ゼ で ある 。 制御 不能 に 胎 っ た ゲ ゼ は マ が 反撃 を 開始 し 、 マシ ュ マー は 撤退 する し か な か っ た . 


レン ーー 坦 先 の 因 光 を 目 に し た 
は エン ドラ が 師 計 し 


ハッ チ を 壮 導 する の に 専 本 する アー ガマ の 隊 を 乃 い 、 マ シュ マー は 棒 渦 を 
指示 。 エ ンド ラ の 主 秦 が アー ガマ に 向け ち れ る こと に な っ た 


ゲ ゼ と の 香 発 の 泥 乱 に 加え で 
アー ガマ か ら の 攻撃 を 受け た エン 
突 。 その 窒 連 で 機体 は 発し ドラ は どう する こと も で きず 、 や む 
きら に エネ ルギー を 充 壊し て いた @ く マシ ュ マー は 入 刀 剣先 し 
主 交 も 庄 糧 を 起こ し て し まう | we 


3 月 11 日 
還 アー カマ 、 シャ ング リラ か ら 出 港 
エン ドラ の 追撃 を 免れ て シャ ング リラ か ら 出 港 し た アー ガ ズ で ある 。 結局 、 シ ャ ング リラ で は 最低 限 の 修理 と 補給 し 


マ は 、 ルー が エゥーゴ 上 麻 部 か ら 手渡 され た 座標 に 向け て か 受け られ ず 、 ア クシ ズ と の 本 格 釣 な 戦闘 の た め に は 、 ど う 
し て も ラビ アン ロー ズ と 接触 する 必要 が あっ た 


つい に は エン ドラ の 詩碑 に 攻 


シャ ング リラ を 麻 れ た 
ガマ は 、 ル ー の 講 に 各 
て 新しい 場所 に 向かう ご: 
= に な っ た 。 目指 す は エッ ー 
な ん と か シャ ング リラ か ら の 出港 に 成功 し た アー ガマ 。 その 栓 子 を 、 チ マ . ゴ の ドッ ク 皿 ラビ アン ロー 
ター は 満足 そう を 栖 子 で 読め て いた ] で * ぁ る 


アー ガマ 、 工業 用 ハッ チ に 接近 。 


ルー と チマ ッ タ ー、 ハッ チ 制 御室 に 乱 
入 。 管制 官 を 縛り 上 げ 、 強 制 的 に ] 
ハッ チ を 開け させ る 。 | 


エン ドラ 、 アー ガマ の 後方 か ら 接近 。 | 


マシ ュ マ ー、 ア ー ガ マ へ の 砲撃 準備 
を 進め つつ 、 砲 撃 命令 の 発令 に 中 
路 う 。 


マシ ュ マ ー、 ア ー ガ マ へ の 砲撃 を 決意 。 


ヤ ザ ン の ゲ ゼ 、 エ ンド ラ に 接近 。 主砲 
に 激突 し 、 砲撃 不能 に する 。 


アー ガマ 、 エン ドラ に 砲撃 開始 。 


エン ドラ 、 後退 を 余 備 な くさ れる 。 


ング リラ か 5 出 港 。 ' 


アー ガマ 、 ラビ アン ロー ズ と 接触 すべ 
く 移動 を 開始 する 。 


INFO! 
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UE TINELINE a 
【 の シャ ア ルナ ツー 強襲 


S ネオ ジオ ン と の 密約 を 信じ 込ん で すっ か り 緊 張 感 を 失っ 
, た 地球 連邦 政府 と は 対照 的 に 、 シャ ア ・ ア ズ ナ ブル は 極 


秘 裏 に 作戦 を 進め て いた 。 まず 狙う は ルナ ツー に 貯蔵 さ 
ーー れ た 核 弾頭 で ある 。 後手 に 回 っ た ロン ド ・ ベ ル 隊 が 行動 
> = を 開始 し た 頃 、 つい に 戦端 が 開か れる こと に な っ た 。 


3 月 上 旬 
上 アデ ナウ アー、 ルナ ツー に 入る 


シャ ア ・ ア ズ ナ ブル と の 密約 を 交わ し 
パラ ヤ は ルナ ツー に 移動 する と 、 ネオ 
を 待ち 憶え て いた 。 連邦 政府 が ネオ ・ ジ オン を 暗黙 に 容認 


アデ ナウ アー、 ル ナツ ー に 移 ネ 
オ ・ ジ オン 艦隊 の 到 落 を 待ち 構え る 。 


する 代わ り に 、 ネオ ・ ジ オン は 態 隊 戦 力 を 放 業 する 手 符 に 
な っ て いた か ら だ 。 ブラ イト ・ ノ ア か ら の 忠告 も 、 ア デ ナ ウ 
に し て みれ ば た だ の 和 札 要 に 過ぎ な か っ た 。 


カム ラン 、 ブラ イト ・ ノ ア を 訪問 。 会 計 
監査 局 が 保有 する 15 発 の 核 弾頭 を 
ロン ド ・ ベ ル に 提供 する 。 


スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー が か 
ら 発 六 す る ネオ ・ ジ オ 


ーーー ン 族 粒 を 満足 そう に 読 | 
ー- | め る アデ ナウ アー。 まさ 
| (の * に バー 密約 を 受け て 、 スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー 
に ーー ーー ー ザ 紛れ 込ん に 対 F の 
ン で の アテ ナッ ー は て の ほや ラー に | = Or に 対す る 連邦 軍 の 監 接 が 信 止 
っ "の 地 で 行わ れる ネオ ・ ジ オン 租 謙 の 試 装 解 多 を 見 届け る た め だ 。 | か っ た よう だ 


ネオ ・ ジ オン 艇 用 (本 体 )、 スウ ィ ー ト ・ 
ウォ ー タ ー を 発進 。 アク シズ に 向け て 
移動 を 開始 する 。 


3 月 上 旬 
上 カム ラン 、 ロン ド ・ ベ ル 隊 に 核 弾頭 を 提供 する 


J アム ロ ・ レ イ が シャ ア と 接触 し た と の 報 を 受け た ロン ド ・ 席 し て いた カム ラン ・ ブ ルー ム が 、 監査 局 が 保有 する 15 発 
ベル は 出撃 準備 を 急い で いた が 、 そ こ に 思わ ぬ 人 朗報 が も の 検 弾頭 を 提供 する と 申し 出 た の だ 。 カム ラン も ネオ ・ ジ 
た 5 され た 。 連邦 政府 会 計 監査 局員 と し て 密約 現場 に 同 。 オン の 動向 に 不審 な も の を 感じ 取っ て いた の で ある 


ネオ ・ ジ オン の ダミ ー 艦 隊 、 ル ナツ ー 」 
に 接近 。 「 


ネオ ・ ジ オン ダミ ー 艦 隊 、 ル ナツ ー を 
強襲 。 要塞 を 占拠 し 、 核 弾頭 を 入手 


カム ラン の 狼 盾 は 軍 凶 
政府 に 圭 す る 反 傍 困 
に 関わ れ て も 旗 弁 で き 


・ カ イラ ム を ふら り と 訪れ た カム ラン は 、 プラ イト に 
ハ 要 振 り で 民 押 吾 の 提供 を 品 し 出 た 


3 月 上 旬 ーー 。 
目 ネオ ・ ジ オォ ン の ダミ ー 艦 隊 、 ルナ ツー を 強 和製 


ルナ ツー 宙 域 に 姿 を 現し た ネオ ・ ジ オン 態 隊 を 確認 し た の 艦隊 が 横 列 藤 形 で 移動 し て いた の だ 。 それ は まる で 砲 
連邦 軍 駐 久 散 鋼 は た だ ち に 出迎え の 準備 に 入る が 、 あ る 撃 埋 に 代え る か の よう で あり 、 不審 に 思っ た 連邦 軍 士 官 は 
異変 に 気付 いた 。 予定 で は 給 一 列 に な っ て 進行 する は ず 債 察 部 隊 の 発進 を 命じ る ぁ 。 し か し すべ て は 後 の 奈 り だ っ た 


接近 する ネオ ー ジ オン 短 控 


ネオ ・ ジ オン 格 隊 を 生 近 下 
中 か ら 想 松 し た 貸 束 吉 星 
中 の 人 | 


FN 
』 \ 
っ 凌 \ に 


押 人 の ミサ イル と ビー ム 枝 が ルナ ツー に 妖 り 注ぎ 、 要 者 表面 で 大 小 の 火 


層 奉 内 容 を 起 告 され る 下 を 
| F え ず 、 ネオ ・ ジ オン 覆 昧 が 
人 人 完全 に 介 防 人 


だ っ た ルナ ツー 軒 入 部 隊 は 。 球 が 花開く 。 ん ナツ ー も この 攻撃 で 大 ダメ ー ジ を 受け 、 衣 寺 に 藤 され て 
] 訂 を 容れ て し まっ た 。 いた 性 多 馬 は ネオ ・ ジ ォ ン の も の と な っ た 


63.29 


3 月 上 旬 


目 ロン ド ・ ベ ル 隊 、 ロン デニ オン か ら 出 港 


ルナ ツー で 発生 し た 戦闘 を 知ら な い 連 邦 政 府 は ネオ ・ ジ 
オン と の 間 に 一 定 の 和平 条約 が 結ば れ た と 考え 、 す っ か 
リ 安 心 し ま っ て いた 。 し か し プラ イト と アム 品 は 焦り を 募ら せ 
て いた 。 TV 放送 を 介し て 宣戦 布告 めい た こと を し た シャ ア 


し 1 
0 | | 訂 5 3 


ロン デニ オン を 出 浴 す る ラー・ カイ ラム 
避 作 華 が 急 が れ 、 来 た る べき ネオ ・ ジ オ 


3 月 上 旬 


が この 程度 で 作戦 を 中 断 す る と は 思え な か っ た の だ 。 お そ 
らく シャ ア は 何 か 企 ん で いる に 違い な い 一 一 そう 考え た ふ 
た り は 発進 準備 を 急 が せ 、 ロン ド ・ ベ ル 艦 隊 は 急ぎ ロン デ 
ニオ ン ・ コ ロニ ー を 後に し た の だ っ た 


所 に 病む は かりに 前 
を 財 行 し て いち 


目 アム ロ 、 シャ アァ の か らく り に 気付 く 


シャ ア の 狙い は アク シズ に ある と 判断 し た ブラ イト は アク 
シズ に 向かう 航路 を 選択 し た 。 シャ ア は ネオ ・ ジ オン 艦隊 と 
共に ルナ ツー に 向かっ て いる は ず で あり 、 こ の コー ス を 取れ 
ば シャ ア よ り も 先 に アク シズ に 到達 で きる か ら だ 。 する と 


目 シャ アァ 、 アク シズ の 占拠 に 成功 


アム ロロ が プラ イト の 意見 に 異 を 唱 用 意 周 到 な シャ ア 
が そん な 簡単 な 動向 を 示す は ず が な い 不安 に 皿 ら れ 
た アム ロ は ルナ ツー に 向かう ネオ ・ ジ オン 艦隊 の 映像 を 還 
査 し 、 つ い に そ の か らく り を 見 破っ た の だ っ た 


ダミ ー 艦 隊 が ルナ ツー 占拠 に 成功 する 一 方 、 シ ャ ア 率 い 
る ネオ ・ ジ オン 艦隊 (本 体 ワ 還 し つつ あっ た 
容 約 に よっ て 所 有 権 を 得 た アク シズ を 府 り 受け に 来 た と 知 
ら さ れ て いた 連邦 軍 駐 留 都 潤 は 、 接 近 す る 散 隊 に 注意 を 


持 近 し た * [VW 語 生 きき @ 


払 お うと し な い 。 する と 艦隊 か ら 火 の 手 が 上 が り 、 次 の 懇 
韻 、 ア クシ ズ 家 面 に 着弾 し た 。 ネオ ー ジ オン 怒 隊 が 砲撃 を 
開始 し た の だ 。 砲火 は 調 く 則 に 数 を 増し 、 抵 拓 ら し い 抵 抗 も 
な いま ま に シ ャ ア は アク シズ の 占拠 に 成功 し た の だ っ た 


| 
マー | ビー 
| を 開始 し た | で 引 電 を 濾し た か っ た の 


畠 散 の ミサ イル と ピー ム 「 
に 末 さ れ て 軽部 礎 せ 


3 月 12 日 


アク シズ 記帳 の 報 は ル 
ナツ ー に も 功 け ち れ 、 
まり の 手 腺 の 良さ に 幼 
隊 拉 畠 富 は 込み 上 げ る ン 
半 笑 を 旭 せ な か っ た プ 


な 
っ 


目 ルナ ツー の ネオ ・ ジ オン 艦隊 、 核 弾頭 を 搭載 し て 出港 


ルナ ツー と アク シズ を 右手 し た シャ ア は 計画 を 次 の ス 
テー ジ に 推し 進め る こと に し た 。 ルナ ツー に 貯蔵 され て い 
た 栓 弾頭 を アク シズ に 移し 、 地球 に 落下 させ る こと で 地上 
に 配 の 科 を も た ら す ーー これ こそ シャ ア の 計画 する [地球 


て 気まま に 取 策 する ヴェ ス 。 見 
= ス は 間 き 入れ よう と し な か っ た 。 | 


寒冷 化 作戦 」 の 全容 で ある 。 し か し その た め に は ロン ド ・ ペ 
ル 隊 と の 戦闘 は 避け られ る は ず も な く 、 和 将兵 の 間 に は ビリ 
ピリ し た 緊張 巧 が 満ち で いく 。 と ころ が ク ェ ス だ け は 自由 模 
る 舞い 、 周囲 の 茜 立ち を 夢 ら せる の だ っ た 。 


克 胡 指 揮 宮 か ら 圭 情 
を 受け た ナナ イ は 、 ク ェ 
ス の 類 を 平手 打ち し て 


U.C.0093 


3 月 上 旬 


ロン ド ・ ペ ベル 隊 に リガ ンダ ム の 追加 装 
備 (フィ ン : フ ァ ン ネル ) が 届け られ る 。 
ロン ド - ペ ル 隊 、 ロ ン デ ニオ ン か ら 出 港 。 


ハサウェイ ・ ノ ア 、 ラー・ カ イラ ム に 祝 
航 する 。 


ブラ イト 、 艦隊 の 針路 を アク シズ に 向 
け よ うと 考え る 。 


アム 口 、 プ ライ ト の 意見 に 異 を 唱え 、 
ルナ ツー に 向かう ネオ ・ ジ オン 艦隊 の 
動向 を 精査 する 。 


アム ロロ 、 シャ ア の か らく り に 気付 く 。 
ロン ド ・ ベ ル 隊 、 ルナ ツー に 向け て 移 
動 を 開始 


ネオ ・ ジ オン 艦隊 (本 体 )、 アク シズ に 
接近 。 アク シズ の 語 渡 作業 と 見 せ 持 
け て 、 強 負 戦 を 敢行 する 。 

ネオ ・ ジ オン 租 隊 、 アク シズ を 占拠 。 
シャ ア 、 地 球 案 冷 化 作戦 を 次 の ス 
テー ジ に 移行 。 

ク ェ ス 、 艦隊 内 で 不 和 の 種 と な る 。 


ルナ ツー の ネオ ・ ジ オン 艦隊 、 核 弾頭 
を 搭載 し 、 アク シズ に 向け て 発進 。 


MORE INFO! 


ネオ ・ 


オン 


em サンライズ 


機動 戦士 ガン ダム SEED C.E.73 STARGAZER 


C.E TIMELINE スタ ー ゲ イダ 本 04 wm 
スタ ー ゲ イザ ー、 宇 宙 へ 


往 ジョ ー ジ ・ グ レン が 木星 圏 で 地球 外 生命 体 の 証拠 ( エ ヴ ィ 
» ‘ デン ス 01) を 発見 し て 以来 、 人 類 の 目 は 外 宇 宙 に 向け ら 


6 れる こと に な っ た 。 そ じ て C.E.73、 地 球 連合 と プラ ント お 
ーーーーーーーー よび 非 同 盟 中 立国 家 群 が 参画 する 「 深 宇宙 探査 開発 機構 
| (DSSD)」 が ひと つの 計画 を 実行 に 移 そ うと し て いた 。 


ザフト の 反乱 勢力 、 ユ ニウス セブ ン の 
残骸 を 地球 へ の 落下 軌道 に 乗せ る 。 


還 ユエ ニウス セブ プン の 破片 が 地球 各地 に 落下 


DSSD に よる 火星 軌道 以遠 の 外 宇宙 探査 計画 (スタ ー トリ ッ ク ・ ザ ラ に 心酔 する ザフト の 反乱 勢力 が ユニ ウス セブ 
ゲイ ザー 計画 ) が 実行 に 移さ れる 直前 地球 を 未 信 有 の 人 危 ン の 残 峡 を 地球 に 落下 させ よう と し た の だ 。 結果 、 地 上 に は 
機 が 尊 っ た 。 か つて ナチ ュ ラル へ の 稼 底 抗戦 を 標 栓 し た パ 無数 の 破片 が 降り 注ぎ 、 昔 地 で 被害 が 生じ る こと に な っ た 。 


残骸 か ら 生じ た 無数 の 破片 が 地球 
に 降り 注ぎ 、 地 上 に 甚大 な 被害 が 生 
じ る (ブレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル ド 事 件 ) 。 


DSSD 開 発 セン ター、 水没 の 危機 に 
見 掴 われ る 。 


市 の 多く は 地 江 約 な ダ 
メー ジ を 受け . さら に 市 
民 に も 多く の 垢 灯 が 生 
じ る こと に な っ た 。 


ユニ ウス セブ ン の 真 党 を 訟 燥 し た ザフト と ミネ ル バ が 残 寺 の 研 寺 を 大 みた 
が 、 すべ て を 破壊 する に は 生 ら ず 、 無数 の 縮 電 が)6 上 に 障 り 


目 モレ ー ネ と エド モン ド 、 DSSD 開 発 モ ンタ ー に 向かう 
ス セ ブン 落下 の 影響 は DSSD に も 及び 、 ブラ ジル ネ ・ マ ク グ リフ と 保安 部 宮部 長 エド モン ド ・ デ ュ ク ロ は 研究 資 


地区 に 位置 する DSSD 開 発 セン ター は 高波 に よる 水没 の 材 を 保護 する た め 開 発 セ ンタ ー に 戻 ろう と する 。 し か し 浸水 し 
危機 に 瀬 し て いた 。 スタ ー ゲ イザ ー 計 画 開発 技術 員 セ レー た 都市 か ら の 移動 手段 は 容易 に は 見 つか ら な か っ た 


| P| し rT | 
| ァ テ ] 
選 林 の 笑 中 、 エ ドモ ン 


セレ ー ネ と エド モン ド 、 開発 セン ター に 
移動 し よう と する 。 


エド モン ド 、 災 害 対策 本 部 と 掛け 合 
い 、 移動 手段 を 確保 する 。 


ン タイ プ イン サー ジェ ント ) が 出現 。 
無 差 別 攻撃 を 仕掛 ける 。 


| 
フォ ル タ レ ザ 市 街 に 所 属 不明 MS( ジ " 
| 
| 


| = ェ ー デ 


エド モン ド 、 セ レー ネ を 開発 セン ター に 


ド は 覗か し い 癌 と 洒 会 送り 出す 。 
| し で いる 。 か つて 地球 
まま ュ 生 ま LCT IGT 1 
災 春 対策 本 部 に 柳 租 し た エド モン ド は 、 洪 る 現地 析 音 官 を 設 き 伏せ て 開 て いた 時 の 著 え 子 だ っ 
発 セン ター まで の 移動 手 生 (発動 機 付き の ゴム ポート) を 代り 辻 け て いる 。 た レイ エス で ある , 


宇宙 探査 開発 機構 DSSD 
目 フォ ル タ レ ザ 市 街 に 正体 不明 機 が 出現 WT 


移動 手段 を 探す セレ ー ネ た ちの 前 に 新た な 問題 が 立ち で ある 。 この まま で は 脱出 は お ろか 、 開発 セン ター に も 累 が 
は だ か っ た 。 所 属 不明 の MS( ジ ン タイ プ イン サー ジェ ント ) 及ぶ 危険 性 が ある 一 一 そう 判断 し た エド モン ド は セレ ー ネ 
が フォ ル タ レ ザ 市 街 に 現れ 、 無 差別 攻撃 を 仕掛 け て きた の を 送り 出す と 、 自分 は その 場 に 踏み 留まる 決意 を 固め た 。 
共 細 市 生地 で 火 の 手 が "E.R 
上 が る 。 肉 も 事故 先生 Se| 委 だ 
し た も の と 思っ た の だ が 、 |「 > 、 鞭 \ 


昌 発 の 原因 は 思い も し な い 
そ 、 レン > 


ト / | 人 ーーー 


坦 炎 の 中 か ら 才 を 環 し た 所 


不明 MS の 攻撃 で 財 地 


7 「f ぐ に 後 か ら 
導い か ける 」 と 約束 し て 送り 出し た 。 し か し これ は 半 弁 で あり 、 本当は 何と 
し て で も 所 中 不 明 MS の 便 攻 を 止め よう と 決意 し て いた よう だ 


64-27 


灯 動 圭二 ガ ンダ ム SEED CE.73 STARGAZER 


C.ETIMELINE 


スタ ー ゲ イザ ー、 宇宙 へ 


還 スタ ー ゲ ィ ザ ー、 シャ トル に 搭載 


つい に 堤防 が 決壊 し 、 施 設 が 冠水 を 始め た 開発 セン 
ター で は 、 計 画 の 根幹 を な す 自律 型 無人 探査 MS スタ ー ゲ 
イザ ー を DSSD ト ロ ヤ ステ ーション に 移送 する こと を 決定 。 
輸送 用 シャ トル の 準備 が 開始 され た 。 作業 は 急 ピ ッ チ で 進 


oP 


坦 防 の 本 格 的 な 決壊 まで 時 間 が な いと も | 
は 作 炎 フェ イズ を 短 科 し て 、 スタ ー ゲ イザ ー 


み 、 ス ター ゲイ ザー も カー ゴル ー ム に 収め られ る 。 だ が 大 き 
な 問題 が あっ た 。 開発 技術 員 の セレ ー ネ が 到着 し て いな 
い の だ 。 そう こう し て いる 間 に も 水面 は 上 昇 を 続け 、 つ い に 
セレ ー ネ 不 在 の まま 、 シャ トル は 打ち 上 げ 体制 に 


本 


半 を 待つ ば か り と な っ た 


エド モン ド 、 ジン タイ プ イン サー ジェ 


ント と 交戦 


セレ ー ネ を 見 送っ た エド モン ド は 、 連 合 軍 時 代 の 教え 子 
だ っ た レイ エス と 合流 。 リニア ガン ・ タ ンク の 車 長 席 に 腰 
を 据え る と 、 ジ ン タイ プ イン サー ジェ ント の 迎撃 に 乗り 出 
し た 。 と は いえ 相手 の 装甲 は 厚く 、 リニア ガン 程度 の 火砲 


リニア ガン ・ タ ンク に 業 
り 込 ん だ エド モン ド は 、 
未 流 し た 道 に 乗り 持て 
| られ た 車 縛 を 間 れ 装 に 

し て 、 油 購 に 楼 近 を 園 
る こと に し た 


作戦 は を 表し 、 リニア 
ガン ・ タ ンク は ジン タイ 
プ イン サー ジェ ント の 年 
租 に 舌 四 する こと に 庶 
し た 


で 綱 け る か どう か は 判断 で き な い 。 そこ で エド モン ド は 瓦 畑 
に 紛れ て 車体 を 前 進 さ せ 、 ま ず は で きる だ け 標 的 に 接近 す 
る こと に 専念 。 至近 拭 離 か ら の 一 撃 で 、 ジ ン タイ プ イン 
サー ジェ ント を 沈黙 させ る 作戦 に 打っ て 出 た の だ っ た 


| MANY. エド モン ド 
は 攻撃 を 示 。 一 方 . タ 
ンク の 失 近 に 気付 いた 
ジン タイ プ イン サー ジェ 
も は ば 同時 に 反 渦 を 
働 拉 けた 


| 
に 
リニア ガン ・ タ ンク の | プ 
革 は 和 手 の 上 を 相 | 1 
し 、 動き を 止め る こと に 
民 め する 。 だ が リニア ガト 
ン ・ タ ンク 自 箇 も 名 全 人 
を 愛 け で し まっ た 。 


EE 


目 スタ ー ゲ イザ ー、 打ち 上 げに 成功 


幸 う じ て 開 発 セ ンタ ー に 到 半 し た セレ ー ネ は 、 括 拶 も そ 
こそ こ に シャ トル に 搭乗 。 こう し て 発進 準備 は すべ て 整い 、 
つい に セレ ー ネ と スタ ー ゲ イザ ー を 乗せ た シャ トル は 天空 へ 
飛 導 を 開 給 し た 。 目指 す は ラグ ラン ジュ ポイ ント に 位置 する 


El 


うじ て 問 に 合っ た セレーネ を 業 せ 、 シ ャ トル は 開 鞭 セン 
られ た 。 こう し て DSSD の 研究 は 許 軍 に 受け り 角 が れる ご , 


DSSD 研 究 施設 「 ト ロ ヤ ステ ーション 」 で ある 。 この 地 で ス 
ター ゲイ ザー は 陸 星 間 航 行 シス テム [ヴォ ワ チュ ー ル ・ リ ュ 
ミエ ー ル 」 の 最終 調整 を 行い 、 未 だ 人 類 が 足 を 踏み 入れ た 
こと の な い 火 星 以 辻 の 宇宙 に 乗り 出す の で ある 


大 研 し た リニア ガン ・ タ 
ンク の 中 で シャ トル の 
頂 射 突 を 目 に し た エド 
モン ド は 、 満 尾 げ な 舌 
みか べた いう 。 


四半 件 の 首謀 者 か ら の 声明 が 発表 され る 


エド モン ド の 命 を 購 し た 活躍 で ジン タイ プ イン サー ジェ ン 
ト は 撃破 され 、 当 面 の 芳 機 は 回 避 さ れ た か と 思わ れ た . 
が その 直後 、 最 大 の 衝撃 が 世界 を 見 系 うこ と に な る 。 無 
差別 攻撃 を 仕掛 けた パイ ロッ ト は コー ディ ネイ ター の 少年 


CE71 の 埋 中 で ナチ ュ ラル に 両 軟 を 外さ れ た と いう コー ディ ネイ ター の 少 
年 少 衣 に よる 狐 声明 が 、 全 人 界 に 南 け て 発 信 る れ た 


少女 だ っ た の だ 。 彼ら は C.E.71 の 戦乱 か ら ナ チュ ラル に 
深い 憎 悲 を 抱き 、 そ の 理 減 を 目論ん で いた と いう の で ある 。 
の ち に 放映 され た 犯行 声明 に ナチ ュ ラ ル は 居 え る と 同時 
に コー ディ ネイ ター に 対す る 反発 を 強く する の だ っ た 。 


Ad 


句 圧 の た め に 地 幸 軍 

非 正夫 特 粗 [ファ 

シト ムペ イン 】 が 投入 
れる こと に な っ た 。 


6 ] mM sm 


DSSD 開 発 セ ンタ ー、 水没 の 危機 が 
追 る 。 


スタ ー ゲ イザ ー の 打ち 上 げ 準 備 が 急 筐 | 
が れ 、 機 体 が シャ トル に 搬入 され る 。 


エド モン ド 、 レイ エス に 協力 を 求め 、 リ 
ニア ガン ・ タ ンク に 搭乗 。 


エド モン ド 、 瓦 雑 を 利用 し て ジン タイ 
プ イン サー ジェ ント に 接近 を 図る 。 


エド モン ド 、 至 近 距 離 か ら の 砲撃 に 成 
功 。 ジン タイ プ イン サー ジェ ント を 行 
動 不能 に する が 、 反撃 で リニア ガン ・ 
タン ク も 大 破 す る 。 


セレ ー ネ 、 開発 セン ター に 到着 。 


セレ ー ネ と シャ トル を 乗せ : 
開発 セン ター か ら 打 ち 上 げ ら れる 。 


ジン タイ ブ イン サー ジェ ント の バイ 
ロッ ト が コー ディ ネイ ター の 少年 少女 
で ある こと が 判明 。 全 世界 に 向け て 
犯行 声明 が 発信 され る 。 


各地 で コー ディ ネイ ター に よる 破壊 ド 
行為 が 続発 。 ファ ント ムペ イン が 針 
圧 に 乗り 出す 。 


NFO! 


非 正規 特殊 


swe・ ャ ンタ ィ テ 64-28 


戦士 ガン ダム 第 OBMS 小 隊 


目 シロ ー、 公国 軍 ト ー チ カ 陣 地 攻略 に 参加 


E04 wm02 
ゲリラ と の 共同 戦線 ( 


第 DBMS 小 隊 の 隊長 と な っ た シロ ー・ ア マダ だ が 、 隊員 

と の 信頼 関係 を うま く 築け ず に いた 。 そん な 折 、 ジオ ン 
公国 軍 の 拠点 陣地 攻略 の 命令 が 発令 され 、 シ ロー は 敵 | 
後方 か ら の 次 前 を 仕掛 ける こと に な る 。 だ が 思わ め ぬ 関 
: 入 者 が シロ ー の 行く 手 を 阻む こと に な っ た 。 | 


第 08MS 小 隊 に 、 公 国軍 トー チカ 陣 


シロ ー が 隊長 を 務め る 殴 0BMS 小 隊 に 出撃 命令 が 下っ 
た 。 物資 輸送 路 を 臨む 山岳 地帯 の 村落 に 公国 軍 が トー 
チカ 陣地 を 設置 。 この まま で は 必要 物資 の 供給 に 添 り が 


公国 軍 ト ー チ カ 庫 地 は 周 較 を 見 潮 す 高台 に 位置 し て お り 、 複数 の | 
AS が 配信 きれ て いる こと か ら 、 正攻法 で 落 させ る の は 難し か っ た . 


目 シロ ー、 ゲリラ と 遺 遇 


地 攻 略 命令 が 下る 。 


生じ る た め 、 トー チカ 陣 地 を 破壊 せよ と いう の で ある 。 作戦 
に 当たり シロ ー は 隊 を 分 割 。 部 下 を トー チカ 陣地 に 向かわ 
せる 一 方 、 自 分 は 後方 か ら の 接近 を 試み る こと に し た 。 シロ ー、 部 隊 を 一 分割 。 カレ ン 率 いる 
本 隊 を トー チカ 陣地 に 向かわ せる 一 
方 、 自 ら は 別働隊 と し て 砲台 後方 か 
ら の 接近 を 試み る 。 


周囲 の 地形 を 見 て 取っ た 
シロ ー は 分 謗 分割 
挟撃 を 立案 。 自分 ゲ 背 和 


り 込 ん で 前 の 潮 乱 を 公国 軍 ト ー チ カ 陣 地 攻 略 作戦 、 開 始 。 | 


シロ ー、 山 岳 路 を 移動 。 目標 地点 に 
向かう 


シロ ー、 ゲ リラ と 遭遇 。 身柄 を 拘束 さ 
れる 。 


単独 で 山岳 部 を 急ぐ シロ ー は 焦っ て いた 。 奇 開 を 成功 さ 
せる に は 部 下 と の 連携 が 必須 で あり 、 定 め ら れ た 時 間 内 
に 敵 後 方 か ら 攻撃 を 仕掛 け な けれ ば 部 下 が 危 険 に 琵 さ れ 


て し まう か ら だ 。 だ が 険しい 山道 と 生い茂る 密林 が 行く 手 を 
咽 み 、 歩 み は 軍 々 と し て 進ま な い 。 さら に 周囲 に 怪し い 気配 
を 感じ た シロ ー は 、 その 原因 を 確か め よう と する が 


シロ ー、 ゲ リラ の 頭目 パレ スト と 対面 。 


gr 


実 放 、 メイ ン ・ モ ニタ ー に 瑞 し 測る れ た キキ - ロ ジー タ の 如 に 区 い た シロ ー は . 
思わ ず コ クビ ピット ・ ハ ッ チ を 半 り 訟 っ て し まう 


目 シロ ー、 ゲリラ と の 交渉 を 図る 


リ 
| | の "| 


シロ ー、 ゲリラ に 取引 を 持ち 掛け る 。 


す が まま に 身柄 を 拘束 され 
て し まう の だ っ た 


ORE INFO! 


アイ ナ の 地球 降下 


問答 無用 で ゲリラ の 活動 拠点 に 連行 され た シロ ー は 頭 
目 の パ レス ト ・ ロ ジー タ と 対面 。 自分 が の テリ トリ ー に 
無断 で 侵入 し た と 聞か され た 。 シロ ー は 必死 に 事情 を 話し 


パレ スト は この 辺り を 

取り 仕切 る 和書 で あ 

リ 、 公 還 還 が 礎 台 陣 

地 を 設 値 し た 土地 を 到 
た め に ゲ 


作 昔 時 間 が 講 々 と 疾 
る こと に 焦り を 覚え た シ 
ロー は 、 パレ スト に 事情 
を 簡明 し て . な ん と か 
情 を 解 区 し て も ら お うと 
する の だ が 


ける 。 彼 を 解放 し て 昔 
い に 夫 力 す れ ば 、 必要 
な 社 炉 を 挫 供 し よう と 
浴室 し た の だ っ た 、 


て 聞か せる が 、 パ レス ト は 耳 を 貸 そ うと も し な い 。 し か し 相手 
の 目 に 意味 あり げ な 光 を 見 出し た シロ ー は 、 ゲ リラ の 協力 
を 得る べく 、 ある 大 博打 に 打っ て 出る こと に し た の だ っ た 。 


| パレ スト に と っ て は 連 孝 
軍 も 公国 軍 も 大 差 な 
く 、 凛 ら の 土地 を 好き 

発 5 す 工 を 符 す 
気 は これ っ ぱっ ち も な 


要 動 昌 士 ガン ダム 第 0BMS 小 了 


1 08 小 隊 、 苦戦 を 強い られ る 代 有 較 カレ ン た ち 、 公 還 写 トー チカ 陣地 に 
到着 


公国 軍 ト ー チ カ 陣 地 に 殖 落 し た カレ ン た ち は 思 わ ぬ 苦戦 答 だ っ た 。 し か し 予定 時 間 に な っ て も シロ ー の 攻撃 は 始ま ら 
を 強い られ て いた 。 予定 で は まず 砲台 の 青 後 か ら シ ロー が ず 、 ト ー チ カ か ら の 攻撃 は カレ ン た ち に 集中 する こと に な っ た 
奇襲 を 敢行 し 、 敵 の 混乱 に 乗じ て 支援 砲撃 を 仕掛 ける 手 の だ 。 こ の まま で は 作戦 の 失敗 は 火 を 見 る より 明らか だ っ た 


カレ ン た ち 、 トー チカ 陣地 へ の 攻撃 を 
開始 。 シロ ー の 奇麗 が 間に合わ ず 
昔 烈 な 反撃 に 環 され る 


シロ ー、 ゲリラ と の 取引 に 成功 


シロ ー、 ゲ リラ と 共に 公国 軍 ト ー チ カ 
陣地 を 攻撃 


カレ ン た ち 、 反撃 を 開始 


』 目 シロ ー、 ゲリラ と 共に 参戦 
突然 、 そ れ ま で 茜 烈 を 極め て いた 砲撃 が 止み 、 トー チカ 


陣地 か ら 県 灯 が 上 が っ た 。 シロ ー が 攻撃 を 開始 し た の で あ 
る 。 同時 に シロ ー に 率い られ た ゲリラ た ち が 隊 地 に 突入 


公国 軍 ト ー チ カ 隊 地 、 陥落 


う 公国 軍兵 を 次 々 と 打ち 倒し て いっ た 。 これ で 
事情 が 呑み 込め た カレ ン た ち が 支 援 砲撃 を 
つい に トー チカ 証 地 は 陥落 し た の だ っ た 


ノリ ス 、 ザ ク IIJC 型 で 参戦 。 シロ ー と 
交戦 する 


シロ ー、 水中 戦 を 敢行 


ノリ ス 、 後退 


た ちの 宣夫 を 
公国 軍 ト ー チ カ 陣 地 攻 略 作戦 、 連 邦 
軍 の 勝利 で 終了 


> 3 シロ ー、 約束 通り 、 ゲリラ た ち に 報酬 

。 目 シロ ー、 ノ リス と 水中 戦 を 演じ る を 支払 う 

残 租 の 揚 討 を 行う シロ ー の 前 1 機 の ザク IIJC 型 が で ある 。 経験 豊富 な パイ ロッ ト で ある ノリ ス に 、 シ ロー は 防 

姜 を 現し た 。 た また ま ト ー チ カ 陣 地 の 視 察 に 来 て いた ノリ 畔 一 方 に 追い 込ま れる 。 それ で も 一 肝 を 案じ る と 機体 を 近 
ス ・ パ ッ カ ー ド が 、 友軍 の 不利 を 案じ て 戦闘 に 参加 し た の く の 川 に 沈め 、 ノリ ス に 水中 戦 を 仕 模 けた の だ っ た 


MORE INFO! 
MS に よる 水中 戦 


目 トー チカ 障 地 攻略 作戦 、 終了 


公国 軍 ト ー チ カ 陣 地 才 略 作戦 は 第 OBMS 小 隊 の 活躍 カレ し た ゲリラ た ち に 報酬 を 支払 う 約 来 に な っ て いた の だ 
で 連邦 車 の 勝利 と な り 、 物 資 輸 送 名 の 安全 は 確保 され た 公国 軍 が 残し た 物資 を ゲ は 遠慮 も な く 物色 し て ゆ 
し か レシ ロー に は も う ひ と つ 任務 が 残っ て いた 。 作戦 に 協 き 、 その 様子 を 目 に し た シロ ー は 菩 笑 を 止め られ な か っ た 


きら に ゲリラ の 昭夫 は エ し 
ドア が 業 る ホバー トラ 


_ _ (0 OA a 8 
愚か さ の 代償 


ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) の 出現 は アロ ウズ と カタ ロ 
ン を 刺激 する こと に な り 、 地 球 圏 に は 再び 戦争 の 気運 が 
高まっ て いく 。 だ が 戦い の 渦中 に あり な が ら も 沙 惹 ・ ク 


上 クラ ウス 、 CB に 共闘 を 要請 する 


クラ ウス ・ グ ラー ド と 


シー 


リン ・ パ フ テ ィ ヤー ル の 導き で カ 
タロ ン 支 部 に 入っ た 剥 那 ・F・ セ イエ イ た ち は 、 アロ ウズ に 
対抗 する と の 名 目 で カタ ロン と の 共 開 を 要請 され る 。 し か 


し 紛争 根絶 の た め に 行動 する CB と 政治 的 目的 の た め に 
結集 され た カタ ロン で は 理念 が 異な り 、 いく ら 事 願 され て も 
スメラギ ・ 地 ・ ノ リエ ガ は 首 を 縦 に 振 ろ うと し な か っ た 


戦乱 の 元 償 で ある 連 否 や アロ ウズ と 戦う こと で CB と カタ ロン の 直せ 一 ~ 
吾 す る と 主 類する グラ ウス だ が 、 スメラギ を 縛 得 させ る に は 華 ら な か っ た 。 


ECBED HE GS 
な く と も クラ ウス は 楽 額 
的 だ っ た 。 アロ ウズ と 
の 交戦 が 基 化 すれ ば 
CB に は カタ ロン の 去 
る EF 


探 不 可 欠 に な 
J てい の 


目 沙 慈 、 連 施 軍 に 拘束 され る 


スメラギ の 手引 き で 、 沙 款 は カタ ロン 支部 で 保護 され る 
手 答 に な っ た 。 と ころ が CB や カタ ロン の よう な 組織 が 戦 
乱 を 引き 起こ す と 考え た 沙 束 は 支部 か ら 脱 走 。 手近 の 街 


久 う く カ タロ ン の 栖 負 と し て 始 分 され る と 
ん じ る セル ケイ ザキ の 電 を と りな し 、 事 押 を 捕 で いる 


に 向かう 。 だ が その 達 中 、 敬吾 行動 中 の 連邦 軍 に 拘束 さ 
れ 、 カ タロ ン 構 成員 だ と 誤解 され て し まっ た 。 セル ゲイ ・ ス 
ミル ノ フ の 計ら いで 誤解 は 解け た と 思わ れ の だ が 


| 2 


安心 し た 沙 台 は これ ま 
で の 経 細 を 貼っ て 関 か 
で る が 、 そ れ を 室外 で 
較 い て いる 者 が いる と 
は 思い も 寄ら な か っ た 
(これ は セル ゲイ も 知ら 
な か っ た よう だ ) 


靖 連邦 軍 、 カタ ロン 支部 を 強 翼 する 


カタ ロン 支部 の 位置 を 特定 し た アロ ウズ が 強 醒 作戦 を 


実施 。 迎撃 に 飛び 出し た MS は アヘ ッ ド 部 隊 に 


が 構 牲 と な っ て し まう 。 事態 を 察知 し た ガン ダム マイ スタ ー 


っ て 撃破 が 思 け 付け た こと で 辛うじて 全 減 は 免れ た と は いえ 、 突 然 
され 、 基 地 に 立て 冬 も っ た 人 々 も オー トマ トン の 芋 撃 で 多く 


の 眉 劇 を 前 に 残さ れ た 人 々 は 言葉 を 失っ て し まう の だ っ た = 


去 分 を 守る た め に 午 圭 する 


さら に アロ ウズ は 詩人 政夫 
燃 末 (キー トマ トン ) の 投入 
を 潜 定 。 無数 の ユニ ッ ト が 
カタ ロン 実 部 に 投下 され る 
こと に な っ た 


ネー トマ トン の 節 
葵 板 内 に 立て 峰 


中 っ て し まっ た 。 


は 


人 々 か ら も 衝 衝 者 が 続出 。 馬 り 村 け た ガン ダム マイ スター の 活躍 で アロ ウズ は 描 遂 し た も の の 、 寺 い 
支部 は ほとん ど 載 減 状 混 に で 失わ れ た 命 が 戻 る こと は な い 。 由 けさ を 取り 麻 し た カタ ロン 二手 に 戻っ た 


沙 訂 は 、 自分 が 引き 起こ し た 違 劇 に 昔 薬 を 失っ て し まう . 


ーー ロス ロー ド は 、 自分 は 無関係 だ と 声 を 荒 げ る 。 そん な 独 
| り 善 が り の 行動 が 悲劇 を 招く と も 知ら ず に ……。 


プトレマイオス 2 クル ー、 ク ラウ ス た ち 
の 導き で 中 東 の 砂漠 エ リア に 位置 す 
る カタ ロン 支部 に 向かう 。 


クラ ウス 、CB に 共闘 を 要請 する が 、 ス 
メラ ギ は 拒否 。 

剰 那 、 沙 門 を カタ ロン 支部 で 保護 し て 
くれ る よう に 計ら う 


プトレマイオス 2 クル ー、 カタ ロン 支部 
か ら 離 脱 。 刺 那 、 マ リナ ・ イ スマ イー 
ル を カザフ スタ ン に 送り 届け る 。 


沙 款 、 カ タロ ン 支 部 か ら 脱 走 。 近 く の 街 
に 向かう 途中 、 連邦 軍 に 拘束 され る 。 
沙 圭 、 カ タロ ン 構 成員 だ と 誤解 され る 
が 、 セ ル ゲ イ の 取り 成 し で 解放 され る 。 
アロ ウズ 、 カタ ロン 支部 を 強 難 。 


ガン ダム マイ スタ ー、 カ タロ ン 支 部 の 
救援 に 駆け 付け る 。 


アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス 、 アザ ディ ス 
タン を 届 撃 。 


AD 2312 


目 沙 慈 、 テ ィ エ リア か ら 紀 弾 され る 


廃寺 を 前 に 呆然 と する 沙 慈 。 その 様子 に 不審 な も の を 
ティ エリ ア ・ ア ー デ は 沙 灯 の 一 言 が 前 撃 を 引き 起こ 
し た と 気付 き 、 自覚 な き 罪 を 市 弾 する 。 自分 は 戦い と は 関 
係 な いと いう 浅はか な 考え が 今回 の 悲劇 を 引き 起こ し た の 


一 方 、 眉 状 を 目 に し た スメラギ も 衝撃 を 丁 せ ず 
ニオ ン の 戦術 予報 士 だ っ た 頃 に 、 自 分 
の まっ た 忌まわしい 


華 選 きわ ま 
破 は 構わ れる まま に 一 連 
EE っ て いる . 


笠 必 な 掲 電 を 目 章 に し な が 


目 CB、 陽動 作戦 を 実施 する 


生き 残っ た 仲間 と 合流 し た クラ ウス は 、 カ タロ ン の 他 の 
支部 へ の 移動 準備 を 進め る 。 だ が 移動 中 に アロ ウズ の 
弁 撃 が ある か も し れず 、 そう な っ た ら 今度 こそ 全 減 は 免れ な 

する と CB が 障 動 作戦 を 提案 し 、 カ タロ ン の 移動 が 完 


ー の 移動 を 銀 で カタ 
園 検 を 買っ て 


ーー | 
に 
9 


に な っ た 。 こう し て 
『、 ク ラウ ス の 予想 通り 、 カ タロ ン の 
ウズ 部 隊 が 接近 。 載 い の 最 中 、 罪 の 
茜 ま れる 沙 契 は 管 座 に 着く の だ が 


叶 れ 


』 目 ミス ター・ プ シド ー、 利 政 の ダブ プル オー ガン ダム と 交戦 


アロ ウズ 部 隊 , 


交戦 する 東 那 の ダブ ルオ ー ガ ンダ ム に て 「 ダ ブル オー へ の 手 
プシ ドー の 操る サキ ガケ で 。 対す る 羊 都 も 応 載 する が 、 サキ ガケ が 発する 異様 な ま 
で の 然 気 に 押さ れ 気味 と な っ て し まう 。 ダブ ルオ ー を 討た ん 
と する ブシ ドー の 想い は それ ほど 強かっ た の だ 


用 と 


で ある 。 ア 
マン ・ ア 


プトレマイオス 2、 カ タロ ン 支 部 の 府 
域 に 到着 


ティ エリ ア 、 ア ロウ ズ の 襲撃 に 関し て 
沙 閑 を 追及 ・ 綱 弾 する , 


沙 越 、 再び CB に 保護 され る 
スメラギ 、 か つて の 惨劇 の 記憶 を 呼 
び 覚まさ れ て 、 皆 倒す る 

クラ ウス 、 生 き 残 っ た 仲間 と 共に カタ ロ 
ン の 別 支 部 に 向かう 準備 を 進め る 


プトレマイオス 2 クル ー か ら 陽 動作 戦 
が 提案 され る 、 


カタ ロン 、 別 支部 へ の 移動 を 開始 。 


アロ ウズ 、 カ タロ ン の 動き を 察知 し て 
再度 抽 撃 


プトレマイオス 2 と ガン ダム マイ ス 
ター、 アロ ウズ 部 隊 と 交戦 


沙 直 、 自発 的 に プトレマイオス 2 の 砲 
座 に 着く が 、 攻撃 を 暑 踏 う 。 

千 那 、 アロ ウズ 部 譜 と 交戦 

ミス ター・ ブ シド ー、 ダブ ルオ ー ガ ンダ 
ム と の 一 参 討 ち を 航行 。 互角 の 戦い 
を 展開 する 

カタ ロン 、 別 支部 へ の 移動 を 完了 


MORE INFO! 
スメラギ の 秘め た る 過去 


WE : サン ラ ィ 


65-28 


機動 戦士 ガン ダム F91 


ロナ 家 へ の 帰 敵 


(A med sm 上 8 


= ロナ 家 へ の 帰 本 


@ CV (クロ スポ ー ン ・ バ ン ガ ー ド ) を 組織 し 、 フ ロン ティ 
» ア W の 製 撃 を 指示 し た の が 自分 の 血縁 に 連なる ロナ 家 


だ と 知ら され 、 セシリー・ フ ェ ア チ ャ イル ド は 衝撃 を 受け 
1 こ る 。 さら に ロナ 家 当 主 の マイ ッ ツ ァ ー・ ロ ナ は 、 彼 女 を 


ーー ロナ 家 の 女 王 と し て 迎え 入れ よう と 考え て いた 。 


目 シー ブッ ク 、 スペ ー ス ・ ボ ー ト で 脱出 
凌 父 で ある シオ ・ フ ェ ア チ ャ イル ド の 手引 き で セシリー は のか] と の 妖 念 が 渦巻 <。 だ が いく ら 悩 ん で も 答え が 出る 


CV 士官 ドレ ル ・ ロ ナ ) と 共に 立ち 去り 、 ひ と り 残 され は ず も な い 。 や む な く シー ブック は 24 機 橋 ( 
ブッ ク ・ ア ノー の 脱 理 に は 「 セ シリ ー は CV の 関係 者 ス ・ ポ ボー ト で フロ ンティア M か ら 脱 出し た の だ 


| 


CV と 連邦 宣 と の 戦 困 
が 続い て いる フロ ン テ ィ 
ア NV か ら の 股 出 に 茂 功 
し た シー ブッ ク た ち は 


ーー する コロ ニー、 フロ 
シオ の 枝 還 を 受け て 員 価 し た シー ブッ ク だ が 、 な ん 人 と か 24 栓 栓 に 錠 選 。 ス ティ ア 1 に 向かっ て 柳 
ペー ス ・ ポ ボート の 侍 備 を 拓 め る 仲間 た ちと 合流 する こと が で きた 動 を 開 結 し た 


3 月 中 旬 
還 マイ ッ ツ ァ ー、 フロ ンティア IV に 入る 
| 】 電 役 的 な 将 撃 で 地球 連邦 軍 が 一 掃 さ れ た フロ ンティア (コス モ 貴 族 主 義 ) を 標 構 す る 、 ロナ 家 当 主 マ イッ ツァ ー・ 
IM で は CV の 多数 の 将兵 が 感 備 を 正 し 、 あ る 人 物 の 殖 落 ロナ で ある 。 理想 実現 の た め な ら ば 装 牲 も 原 わ な い マ イッ 
を 待ち 構え て いた 。 CV の 創設 者 で あり 、 貴 族 に よる 施政 ツァ ー の 到着 に 、 居 並 ぶ 笠 兵 は 最 敬礼 で 応え た 。 
た セシリー は 等 た 5 に な 


し ずれ て 身だしなみ を 事 え 
る こと に な っ た 


これ に 等 替え る よう に と 区 し 
出さ れ た 最 に 、 備 訴 な 補給 
を 向け る セシリー。 その 服 は 


フロ ンティア の WV 制圧 を 宣言 すべ < く 提げ られ た CV の 軍 覆 ど | 
遅 え られ 、 マイ ッ ツァー が 交 を 現し た 。 その 顔 は 成 民 と 張り に 満ち て いる が 
フロ ンティア M 親 圧 は 弧 の 理想 変 香 の 計 一 多 に 放 ぎ な か っ た 。 


3 月 中 旬 
四 セシリー、 鉄 仮面 と 対 


ロナ 家 の 一 員 と し て 迎え 入れ られ た セシリー は 血族 と の = いた の だ 。 し か も 学究 肌 で 物 秀 か な 様子 は 影 を 潮 め 、 代 わ 
会 を 果たし た の だ が 、 父 カロ ッ ゾ ・ ロ ナ と の 対面 は 彼女 り に 曹 大 で 頑 な な 井 度 を 取る ば か り だ っ た 。 これ は 本 当 に 
に 埋 條 を も た らし た 。 父 と 名 乗る その 男 は 鉄 仮面 を 被っ て 。 父 な の か ーー セシリー の 脳裏 に 疑問 が 沸き 上 が っ た 


| memsscesc 
| 湊 々 と 話 を 進め る 交 の 
倫子 に 、 セ シリ ー は ま 
る で 給 杜 と 対話 し て い 
は る か の よう な 革 邊 放 を 
f | 誰 いれ な か っ た 


立 カロ ッ ゾ と の 久手 り の 対面 に 李 座 な 想い を 杏 せ ず に いた セシリー だ 
た が 、 名 側 を 失っ た 光 の 赦 に 弄 わ ず 計 穫 を 失っ て し まっ : 


セシリー、 CV 士官 と 共に 立ち 去る 


シー ブッ ク 、24 機 橋 に 移動 。 仲間 と 
共に 、 スペ ー ス で フロ ンティア 
か ら 脱 出す る 


スペ ー ス ・ ポ ボー ト 、 フロ ンティア 1 に 向 
レ ァ / 


CV、 フ ロン ティ ア M 内 の 連邦 軍勢 力 
を 一 押し 、 コロ ニー を 掌握 。 
マイ ッ ツ ァ ー、 フ ロン ティ ア IV に 入り 、 
迎 定 館 に 居 を 定め る 

セシリー、 ロ ナ 家 に 帰還 。 血族 の 
面々 と 再会 する 。 


セシリー、 父 カロ ッ ゾ と 再会 。 鉄 仮面 
を 被り 、 変わ り 果 て た 父 に 驚 悦 する 。 


要 動 四 キ ガン ダム FT 


E.TIMELINE 


目 モ シ リー、 マイ ッ ツ ァ ー と 対面 


ロナ 家 へ の 帰 選 


一 族 を 凶 天 能 に 集め た マイ ッ ツ ァ ー は 、 セシリー を ロナ 
素 に 戻し た 理由 を 聞か せ た 。 コス モ 貴 族 主義 を 大 衆 に 広 
め る に は 強力 な アイ ドル (偶像) が 必要 で あり 、 その た め セ 


准 科 な 手 仮 面 と は 財 
ET 


| で ある セシリー と の 再会 
| を fs ん ば か り 
に し て ん だ 


そし て 検 捧 も そこ そこ に 
セシリー を 舞 家 の 女王 と 
し て 灯 立 する 考え だ と 打 
ち 明け た の だ っ た 


シリ ー を コス モ ・ パ バビロニア の 女王 と し て 六 立 する つも り だ 
と 言う の だ 。 以後 、 セ シリ ー は か つて の 名 前 (ペラ ・ ロ ナ ) 
で 呼ば れ 、 女王 と し て の 振る 無い を 求め られ る よう に な る 。 


OUtFT 
て いた の 


だ が ロナ 家 の 目 指す 理 
想 や 自分 の 立場 を 理 角 
で き て いな い セ シリ ー 
は 、 確 味 を 言 革 を 返す 
し か で き な か っ た 。 


由 モ シ リー、 シー プッ ク の 安否 を 気遣う 


女王 と し て の 振る 舞い を 余儀 な くさ れる ペラ だ が 、 ひ と 
つ 気 掛か りな こと が あっ た 。 フロ ンティア IM で 郊 れ 離れ に 
な っ た シー ブッ ク の 安否 で ある 。 そし て 、 で きる こと な ら 自 


東 倫 と の 対 画 を 終え た 


族 下 が 周辺 を 誓 備 す る 
中 . コク ピッ ト に 送り 込 


分 の 身 の 振り 方 を シー ブッ ク に 相談 し て みた いと の 思い も 
あっ た 。 つ い に 我 慢 な ら な く な っ た ペラ は 24 機 橋 に 向かう 
の だ が 、 そこ に シー ブッ ク が いる は ず も な か っ た ……。 


シー ト に 付 六 し た 各 謝 が 


そう し て いる 間 に 自分 が 

失っ た も の の 大 きき に 」 
思い 径 っ た セシリー は 

り と し きり 誠に 暮れ た 


3 月 19 日 


還 CV、 フロ ンティア I・ 李 を 製 刺 


フロ ンティア IM の 制圧 を 完了 し た CV は 、 続い て フロ ン 
ティ ア I・ 皿 の 攻略 に 着手 し た 。 連邦 軍 も 残存 部 隊 を 再 
編制 し て 防衛 線 を 構 穫 し た も の の 、 CV 部 隊 と の 戦力 差 と 


線 休 橋 の 指示 を 受け た CV 馬 酸 が フロ ン 
て いた 連 孝 軍部 立 と の 


還 CY、 フ ロン ティ ア 1 に 侵攻 開始 


団 度 差 の 前 に 敗退 。 結果 、 フ ロン ティ ア 皿 も CV の 手 に 落 
ち 、 辛 うじ て 生き 残っ た 連邦 宣 部 隊 は フロ ンティア HI に 後 
退 し 、 再度 、 楽 え 湯 を 香 ま され る こと に な っ た の だ っ た 。 


四 沈 報告 受け た CV 

士官 は 類 定 刷 上 に 購 

い 較 放 

得 な か 

年 代 の 連邦 軍 の 土気 
き と 練 度 は それ ほど まで に 


] 低下 し て いた の で ある 。 


フロ ンティア ・ サ イド の 中 で 最初 期 に 建造 され た コロ 
ニー の フロ ンティア 1 は 、 他 の コロ ニー と は 異な る 特徴 を 有 
し で ラー 基部 に 鉱物 軟 源 採掘 衛星 が 陸 接 し て お 


フロ ンティア 1 に 保 丈 し た CV。 ここ に は 寺 還 MS 
た の だ が 、 CV に 対す る に は 圧 令 的 に 戦力 不足 だ っ 


り 、 中 に は 検 融合 発電 施 | 設 さ れ て いた の だ 。 今後 
の 作戦 行動 に この 施設 が 必要 と 踏ん だ CV は フロ ンティア 
1 に 接近 。 連邦 軍部 隊 と の 間 に 戦端 が 開か れ た 。 


し か し CV 人 隊 は 攻め あ 
で ね て し まう 。 無人 
段 と 発電 施設 を 無 代 
で 手 に 入れ た いた め 、 
思い 切っ た 攻 畔 が 仕 
橋 け られ な か っ た の ただ 


U.C.0123 


3 月 中 旬 
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ー、 マ イッ ツァ ー と 対面 。 ロナ 家 
ド 呼び 戻さ れ た 真相 を 聞か され る 。 


セシリー、 名 前 を ベラ ・ ロ ナ と 戻し 、 


CV の 女王 と し て の 振る 舞い を 求め ら 
れる 。 


セシリー、 シ ー ブ ッ ク の 安 百 を 気遣う 。 
セシリー、24 検 橋 に 移動 。 ガン タン 


ク R-44 の コク ピッ ト に 血 症 を 発見 し 、 
シー ブッ ク の 無事 を 祈る 。 


CV、 フ ロン ティ ア I、 皿 を 身 撃 。 連邦 
軍 残 存 部 隊 と 交戦 する 。 


CV、 フロ ンティア 『『 を 掌 所 。 


邦 軍 残 存 部 隊 、 フ ロン ティ ア 皿 に | 


CV、 フロ ンティア I に 侵攻 開始 。 


フロ ンティア 1 宙 域 の 連邦 軍部 隊 と 
の 間 に 戦 闘 が 発生 する 。 


A イズ 


66-30 


ソロ モン の 亡 侍 


ソロ モン の 亡霊 


物量 に 勝る 地球 連邦 軍 の 攻勢 に より 、 ジオ ン 公 国軍 が 
ea 誇る 宇宙 要塞 ソロ モン は 陥落 。 勢い に 乗る 連邦 軍 は 公 
国 本 国 へ の 侵攻 作戦 (「 星 一 号 作戦 」) を 発動 させ る 。 だ 


目地 邦生 、 ソ ロモ ン を コン ベイ トウ に 改称 


MS を 中 核 と し た 大 部 隊 と ソー ラ ・ シ ステ ム を 投入 し た 
連邦 軍 の 前 に 、 謀 攻 不 落と 言わ れ て いた 公国 軍 宇 宙 要 
塞 ソロ モン は 陥落 。 要 窪 指揮 官 で あり 、 公 国軍 宇宙 攻撃 


司 大 な 洒 奏 で 層 え 入れ られ た 。 
も っ と も 紋 に は 楽曲 を 楽し む 条 振 な を ど を か っ た は ず な の だ が ……。 


軍司 令 と し て 名 を 馳せ て いた ドズル ・ ザ ビ も 戦死 し た 。 これ 
に よっ て ソロ モン は 連邦 宣 の 管轄 下 に 入る こと と な り 、 以 
後 、 その 名 称 を 「 コ ン ペ イト ウ 」 と 改め られ た の だ っ た 


その 栖 、 宣 上 麻 部 の 折 記 
を 拍 集 し た し ビル は 、 公 国 
軍 に 対す る 最終 作戦 の 詳 
細 を 若 め る こと に な っ た 。 そ 
し て これ が 「 是 一 号 作 明 」 


し て 周 動 する の で ある 。 


12 月 25 日 


目 公 下 か ら ソ ー ラ ・ レ イ の 使用 認可 が 下る 


ソロ モン 了 胞 落 の 報 を 受け た 公国 培 帥 ギレ ン ・ ザ ビ は 劣 勢 
ソーラ ・ レ イ の 使用 を 決意 し た 。 コロ ニー を 砲身 に 
ラ ・ レ イ な ら ば 、 一 撃 で 達 邦 軍 主 力 艦隊 を 灰 
ソロ モン 知 落 と ドズル 
の 死 と いう 三幸 を 胡 け 


た に も か か わら ず 、 キ レ 
ン は 深々 と し た 口調 で 


代物 」 と 評 す る デ ギ 

ン 。 彼 と し て は 

を 天河 化 さ せる ソー ラ ・ 

し イ の 使用 は 回 選 し た 
DE 


燃 に 帰す こと が で きる と 踏ん だ の で ある 。 だ が ソー ラ ・ レ イ の 
発射 に は 公 王 デ ギ ン ・ ザ ビ の 許可 が 必要 で あり 、 公 王 が 
戦争 雑 読 に 消極 的 な こと に は ギレ ン も 気付 いて いた ……。 


卿 直す る ギレ ン を に 
トラ ー の 原 尾 」 と 提 柏 
する デ ギ ン 。 し か し ギレ 
ン は 講 色 ひと つ 変 えよ 
うと せ ず 、 詩 面 を 実行 
に 移し た の だ っ た 。 


12 月 25 日 


目 コン ペイ トウ ゥ で 原因 不明 の 断続 的 製 繋 が 発生 


コン ペイ トウ に 集結 し つつ ある 連邦 軍 主 力 部 隊 に 原因 
不明 の 事故 が 発生 し た 。 何 の 前 触れ も な く MS や 艦 査 が 
爆発 し た の で ある 。 当初 は 事故 を 疑っ た 関係 者 も 、 続 発 す 


(や MS。 調 夫 の 結果 、 事 族 を 3 
理 に よる も の と 科 語 され た 


る 尋 発 を 前 に 何ら か の 臓 撃 の 可能 性 を 疑う よう に な る 。 し 
か し レー ダー は 測 影 を 捉え て お ら ず 、 爆発 の 原因 は 皆目 わ 
か ら な いま ま に 、 被害 ば か り が 数 を 増やし て いく の だ っ た 。 


邦 宣 の 予想 どおり 、 坦 

父 の 厚 因 は 公国 軍 の 攻 

撃 だ っ た 。 キシ リア 配下 の 
| 
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シャ ア ・ ア ズ ナブ ル が 、 ラ 


ラ ァ ・ ズ スン が 橋 業 する MA 
エル メス の 試験 重用 を 
行っ て いた の だ 。 


ーー が 公国 軍 が 一 掃 ざ れ た は ず の 要 窒 で 原因 不明 の 馬 撃 
= 」 事件 が 多発 。 連邦 軍 将 兵 を 恐怖 に 陥れ る こと に な っ た 。 


ne D4 se 11 


ソロ モン 攻略 戦 、 連 邦 軍 の 勝利 で 終 
結 する 。 


レビ ル 、 ソ ロモ ン に 到着 。 以後 、 要 案 
の 名 称 が コン ペイ トウ と 改め られ る 。 


ギレ ン 、 ソ ー ラ ・ レ イ の 使用 を 決意 。 
デキ ギン に 使用 許可 を 求め る 。 


デ ギ ン 、 ソ ー ラ ・ レ イ の 使用 を 許諾 。 
た だ ち に 発射 準備 が 開始 され る 。 


コン ペイ トウ 宙 域 で 原因 不明 の 爆発 
事件 が 多発 。 公国 軍 新 兵器 に よる 
届 撃 と いう 説 が 路 か れる (「 ソ ロモ ン 
の 亡霊 」) 


林間 ガン ダム 


UC.TIMELINE os [aed gm11 


還 ホワ イト ペー ス 隊 、 公 国軍 独立 300 戦 隊 と 接触 


コン ペイ トウ 宙 域 で 半 般 休息 を 取っ て いた ホワ イト ペー ス 方 艦隊 の 妻 は 確認 で き て も 敵 の 姿 は 見 当たら な い 。 唯一 
隊 だ が 、 要 窪 罰 留 攻 隊 が 凍 撃 を 受け て いる 様子 を 確認 。 た の 有益 な 報告 は 、 ア ムロ が 自分 を 呼ぶ 声 の よう な も の を 感 
だ ち に MS 隊 に 発進 命令 が 下さ れ た 。 だ が 被害 を 受け た 味 。 じ 、 そ の 声 が 講 撃 に 関係 し て いる と 情 っ た と いう も の だ っ 


時 補 の あっ た 冗 域 を 探 委 し て い 戸 の する 方 角 に 生 議 を 畑中 し た 

た アム ロ は 「 ラ 、 ラ ] と いう 音声 を アム ロ の 肛 真 に 、 実 藻 、 ひ と り 
る キャ ッ チ 。 その 直後 、 ど こ か ら か の 少女 の ビジ ョ ン が 浮か び 上 が 
) 呼ば れ て いる 吉 覚 に 殺さ れ た 。 る 。 それ は アム ロ が 初め て 体験 
し た 、 ニ ュー タイ ブ 同 士 に よる 本 
神 の 交 克 だ っ た 


ホワ イト ペー ス 隊 、 コ ン ペ イト ウ で 半 般 
休息 中 に 友軍 艦艇 の 前 撃 を 目 


ブラ イト 、 MS 部 隊 に 出撃 を 命令 。 


ホワ イト ペー ス 隊 、 公 国軍 独立 300 
戦隊 と 接触 。 


4 アム ロ 、 戦闘 中 に 不可 思 講 な 音声 を 
耳 に し 、 ラ ラ ァ の 精神 と 交感 状態 に 


入る 。 
公国 還 独 立 300 戦 隊 、 後退 。 


7 ' Nl 


声 の 主 を 用 死に 探す アム ロ は 
皇 箇 の ある 一 点 か ら 声 が 稀 い て 
いる こと に 気付 いた 。 し か も 声 は 
次 第 に 確 く な り 、 な も アム を 
呼び 続け て いる よう だ っ た 


戦 還 デー タ を 集め た シャ ア と ラ 
ラ ァ は コン ペイ トウ 軍 覇 か ら 
左 。 これ に よっ て アム ロ の 交 吉 
状 箇 も 中 本 され 、 電 所 の 素性 を 
知る まで に は 至ら な か っ た 


公国 軍 、 ソ ー ラ ・ レ イ の 使用 準備 が 
完了 。 電力 の 充電 を 開始 する 。 


デ ギ ン 、 極秘 に サイ ド 3 を 出航 
軍 上 必 部 と の 和平 交渉 に 向 か 


12 月 下旬 


財 公国 軍 、 ソ ー ラ ・ レ イ の 使用 準備 が 完了 する 


る ギレ ン に 危 際 な も の を 感じ た デ ギ ン は 秘密 裏 に サイ ド 3 
を 出航 。 連邦 軍 上 暦 部 と 和平 交渉 の 場 を 持 つた め 、 コン 
ペイ トウ 宙 域 に 向け て 移動 を 開始 し た の だ っ た 


キシ リア 、 シ ャ ア と 会 談 。 シャ ア の 正 
体 を 告げ 、 協力 を 求め る 。 


シャ ア 、 キシ リア へ の 返答 を 保留 。 | 


連邦 軍 、 


一 号 」 作戦 を 発令 。 


| デキ ン の 出航 を 記 っ て 見 
守る ギレ ン 。 デキ ン は ギレ 
ン の 和 走 を 止め た か っ た 
の だ が 、 ギ レン の 目 に は 
その 行動 は 公国 に 対す る 
音信 と し か 映ら な か っ た 


発射 和夫 が 
いつ で も ソー ラ ・ レ イ を 放 て る よう に 陸 偽 を め た 


四 シャ ア 、 キシ リア と の 会 談 に 隅 む 


抜い て お り 、 シ ャ ア も それ を 察し て いた の だ 。 キシ リア と し て 
は シャ ア を 取り 込む こと で 組 ジオ ン 派 の 支持 を 得 て 、 戦後 
の 政治 基盤 の 確立 を 狙っ て いた よう な の だ が 


これ まで ザビ 東条 側 


に は 外す こと の な か っ た 価 面 を 外し 。 キ シリ ア に 丘 を 三 す シャ 
真実 を 章 に し た キシ リア に は 、 居 む 欄 子 は な か っ た 


TN 
アァ. 一 方 


ア 12 月 29 晶 


目 聞 邦 軍 、 「 星 一 号 作戦 」 を 発令 


コン ペイ トウ を 拠 束 と し て 戦力 を 再訪 成 し た 連邦 軍 は 、 つ オア - ク ー に 侵攻 、 こ こ を 足掛かり に 公国 本 国 に 攻め 込む と 
い に 公 国 本 国 へ の 侵攻 作戦 (「 星 一 号 作戦 」) を 発令 し た いう も の で ある 。 ホワ イト ペー ス 隊 が 所 属す る 第 13 独 立 部 
まず は 公国 本 土 防衛 の 最 重要 拠点 で ある 宇宙 要塞 ア ・ バ 隊 も 参戦 が 決定 し 、 乗組 員 の 間 に 緊 張 感 が 河 っ た 。 


i 2 
yr 

i 部 も が 不安 を 口 に する 中 . 

を 信じ よう と 訴え る 。 と は い 


作 向 動 に あたり. 先 の 襲撃 招 が 公 還 軍 の ニュ ー タ イプ 専用 MA で ある こ に は アム ロ 自身 も 不安 を 
と 簡明 。 公団 軍 の 技術 力 に 、 ホワ イト ペー ス 障 の 一 思 は 前 する 者 え で いた の だ っ た 


eWtm- サ シラ ィ テ 68-28 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


UETMEUME A (| nd snd 
エン ドラ の 追撃 


| | 

ド シャ ング リラ を 出航 し た アー ガマ だ が 、 ラ ビア ン ロ ー ズ 
, と の 合流 地点 が わか ら ず 右往左往 し て し まう 。 そこ に 接 
N | | 近 す る マシ ュ マ ー・ セ ロ の 巡洋艦 エン ドラ 。 た だ ち に Z 
ーーーーーーーーーーーー ガン ダム で 出撃 する ジュ ドー・ ア ー シ タ だ が 、 自分 が 致 


_ U.C.008 : 革 | 命 的 な ミス を 犯し て いる こと に 気付 か な か っ た 。 


3 月 12 晶 4 
症 ルー、 ラビ アン ロー ズ と の 合流 ボイン ト を 見 失う 


エン ドラ の 攻撃 を 逃れ て シャ ング リラ ・ コ ロニ ー を 出航 ルー・ ル カ が 先導 役 を 買っ て 出 た の だ が 、 肝 心 の 場所 が 
し た アー ガマ だ が 、 未 だ に コロ ニー 周辺 宙 域 を うろ つい て わか ら な く な っ て し まっ た の だ 。 これ に は 艦長 の プラ イト ・ ノ 
いた 。 ドッ ク 艦 ラビ アン ロー ズ と の 合流 地点 を 知っ て いる ア も 茜 立 ち を 華 ら せる が 、 どう する こと も で き な か っ た 


アー ガマ 、 ル ー の 先導 で ラビ アン ロー | 
ズ と の 合流 地点 に 向かう 


ルー、 ラ ビア ン ロ ー ズ と の 合流 地点 を | 
見 失う 。 | 


ビー チャ 、 アー ガマ か ら の 離反 を 決意 | 
し 、 エン ドラ に 通信 を 送る 。 


エン ドラ 、 ビ ー チ ャ か ら の 通信 を 受信 。 
マシ ュ マ ー、 ガ ザ C 部 隊 を 引き 連れ て | 
出撃 する 。 


ルー の いい 加減 を 室内 に 
起り を 要ら せる プラ イト ・ ノ 
きら に 選び 半分 で 送 


ルー、 エン ドラ の MS 部 隊 と 遺 遇 。 


マシ ュ マ ー、 ル ー を 保護 。 エン ドラ まで 
護送 する よう グレ ミー に 指示 する 。 


3 月 12 晶 
る 有 ルー、 エ ンド ラ の MS 部 隊 と 適 過 


ラビ アン ロー ズ の 船 影 を 探し て 暗礁 宙 域 を 飛行 する C 部 隊 で ある 。 慌て た ルー は 叶 喉 に 径 性 を 偽り 、 それ を 綿 
ルー に 急 接近 する 機 影 が あっ た 。 し つこ く アー ガマ を 追い 香 み に し た マシ ュ マ ー は 彼女 を エン ドラ まで 送り 届け る よう 
か け て きた マシ ュ マ ー・ セ ロ の MS (ハン マ ・ ハ ンマ ) と ガザ に 指示 。 誕 衝 役 と し て 新兵 の グレ ミー・ ト ト を 指名 し た 。 


アー ガマ 、 接近 する MS 部 隊 を 発見 
ジュ ドー、 発進 を 拒否 する 


ジュ ドー、 リ ィ ナ を 守る た め に Z ガ ンダ 
ム で 発進 。 


= れ が 、 橋 に 続く グレ 
マシ ュ マ ー と 性 時 し た ルー は 吾 埋 に 新兵 の 括り を し て その 農 を を り 過 ご そう と ルー の 啓 れ 継 の 鉛 ま 
と する 。 する と マシ ュ マ ー は 、 その 膨 を 王 ら 閥 呑み に し て し まっ た . た の だ っ た 


MORE INFO! 
ピー チャ た ちの 良 か ら ぬ 企 み 


ドー と お 1 


目 ジュ ドー、 エン ドラ MS 部 隊 の 連 撃 を 拒否 する 


MS 部 藤 が 接近 中 と の 報 を 受け 、 ジ ュ ド ー は Z ガ ンダ ム アス トナ ー ジ ・ メ ドッ ソ が いく ら 言 い 聞か せ て も : 
に 乗り 込む 。 だ が 自分 以外 に 発進 する 機体 が な いと 知る こう と し な い 。 それ で も 妹 リ ィ ナ の 身 に 危害 が 
に 。 メカ ニッ ク の 


アー ガマ に 接近 する エ 


集 進 を 指 
示 。 状 の パイ ロッ ト ・ 
セン ス を 信じ て アー ガ 


草 用 の ノー マル スー ツ そこ で アス トナ ー ジ が あ 
を 到 趣 され た ジュ ドー の 手 で ジ 

は 、 章 気 織 々 と MS 格 を 記 得 。 上 

生 庫 に 区 動 。 Z ガ ンダ ナ を 守る た め だ と 言い 
ム に 乗り 込 も うと する 含め て 、 な ん と か 出撃 
の だ が ーー。 っ きせ る こと に 成功 し た 。 


目 ジェ ドー、 ハン マ ・ ハ ンマ と 交戦 


ハン マ ・ ハ ンマ と ガザ C 部 隊 を 発見 し た ジュ ドー は 、 先制 ネル ギー 残 量 を 確認 し 忘れ 、 さ ら に 予備 の E/ パ パック も 持っ 
攻撃 を 仕掛 け よ うと トリ ガー を 引く 。 し か し 数 発 撃っ た だ け て き て いな か っ た の だ 。 そう こう し て いる 間 に も MS 部 隊 は 
で ビー ム ・ ラ イフ ル は 沈黙 し 、 何 度 ト リガ ー を 引い て も 動く 接近 し て くる 。 堪ら ず ジ ュ ド ー は 機体 を 反転 させ る が 、 こ の 
気配 は な い 。 実戦 慣れ し て いな い ジ ュ ド ー は ライ フル の エ まま で は いずれ 追い つか れる の は 目 に 見 えて いた 


エン ドラ の MS 剖 要 と 強し た 
ジュ ドー は 、 周 国 を 思う デブ リ を 
“ 大 に し よう と 思い 付き 、 物 
の TTT 人 丘 3 
の な た E パ ッ ク を 交換 し よう と す 
る の だ ゲ 


た 杏 人 送 中 の 機 何で 発 人 
時 に 縮 還 を し 忘れ て 
ジュ ドー の ミス で ある 


ー 向 に 攻撃 し 
| sms マ シュー. し 
辻 を 基 す 季 は な いと ば か り に 接 
匠 を 区 行 し 、 こ れ ま で の 用 析 ュ ド ー は ダミ ー 可 石 を 放出 。 偽 の 足場 で バラ ンス を 痢 し た ハ 
を 晴 ら そ うと する ・ 多 回 生 の 一 机 を 加え る こと に 成功 し た 


アー が マ 、 ラビ アン ロー ズ と の 通信 濾 を 受信 する 


マシ ュ マ ー が ジュ ドー と 交戦 し て いる 頃 、 エン ドラ に 保 対 ルー は 「 早 く 家 に 帰り た い 」 と 路 泣き を 技 露 。 心配 する グレ 
され た ルー も 脱出 を 図 ろう と し て いた オ ・ コ ア ・ フ ァ イ タ ー の 準備 を させ る と 、 まん ま と エ 
付き まとい 、 な か な か 隙 が 見 出せ な い "5 逃げ 出す こと に 成功 し た の だ っ た - 


な ん と か アー ガマ に 竹生 し た ジュ 
ドー と ルー だ が 、 お 互い の ミス を 
相手 の せい に し て 確 嘩 を 始め て 
まう 。 これ に は きす が の プラ イト 
も 加 を 抱え 


な い グ レミ ー は 、 ル ー を 伴っ て エン 
ドラ か ら 発 送 し た 


四 マシ ュ マー の 監視 役 と し て エン ドラ に キャ ラ が 着任 
ガマ 1 隻 に 手 を 焼き 、 失敗 続き の マシ ュ マ ー に 失望 敬愛 する ハマ ー ン ・ カ ー ン の 期待 に 応え られ な いこ と を 嘆く 


し た アク シズ (ネオ ・ ジ オン ) か ら 、 監視 役 と し て 新しい 士 富 マシ ュ マー。 その 妥 を 面白 そう に 眺め て いた キャ ラ は 、 最 後 
が 派遣 され た 。 男勝り の 女性 士官 キャ ラ ・ ス ー ン で ある 。 の チャ ンス を 与え る と ば か り に 出撃 を 促す の だ っ た 


FL 生まれ て し まう 


ジュ ドー、 ハ ンマ ・ ハ ンマ お よび ガザ 
C 部 隊 と 中 遇 。 戦闘 開始 直後 、 ビー 
ム ・ ラ イフ ル の エネ ルギー が 切れ て い 
る こと に 気付 く 。 


ジュ ドー、 ダ ミー 隅 石 を 放出 し な が ら 
後退 


ガザ C 部 隊 、 ダ ミー 陣 石 と 本 物 の 骨 
石 を 見 誤っ て 激突 、 全 減 。 


マシ ュ マ ー、 Z ガ ンダ ム に 接近 電 を 敢 
行 する 


ジュ ドー、 ハン マ ・ ハ ンマ を 撃退 する 。 


ルー、 グレ ミー の 目 を 盗ん で エン ドラ を 
偵 


ルー、 グ レミ ー の 優し さ を 利用 し て エン 
ドラ か ら 脱 出 。 


ジュ ドー と ルー、 アー ガマ に 帰還 。 
アー ガマ 、 ラビ アン ロー ズ か ら の 通信 
濾 を 受信 する 。 

エン ドラ に キャ ラ が 落 任 。 マシ ュ マー 
の 監視 役 と な る 。 


キャ ラ 、 マシ ュ マー に 出撃 を 促す 。 


MORE INFO! 


CR +X 


機動 戦士 ガン ダム 逆 模 の シャ ア 


LC.TIMELINE EE (CE 0A sr 08 
アク シズ 、 点火 


性 | シャ ア ・ ア ズ ナ ブル の 巧妙 な 計 蜂 を 見 抜い た アム ロレ ーー 

* 5 イ は アク シズ へ 急ぐ 。 し か し すでに 小惑星 は ネオ ・ ジ オ 
1 ン の 手 に 落ち て いた 。 核 弾 頭 を 満載 し た アク シズ を 地 

球 に 落と し 、 地上 を 人 の 住め な い 世 界 に する ーー シャ ア 

の 計画 は 最終 段階 に 入り つつ あっ た の で ある 。 


ロン ド ・ ペ ベル 隊 、- ル ナツ ー 宙 域 に 到 
着 。 ネオ ・ ジ オン 義 隊 の 攻撃 で 駐留 
艦隊 が 全 減 し た こと を 知る 。 


目 ロン ド ・ ベ ル 隊 、 ルナ ツー に 到着 


シャ ア の 狙い が ルナ ^ 保管 され て いる 杜 弾 頭 に あ 
る と 見 抜い た アム ロ は 、 ロン ド ・ ペ ベル 艦隊 を ルナ ツー( 
せる 。 だ が 目的 地 に 到着 し た アム ロ た ち が 発 見 し 


ン 艦 隊 の 強 肌 で 全 浅 し た ルナ ツー 駐留 艇 隊 だ っ 
蔵 庫 の 杜 弾 豆 も 運び 去ら れ て お り 、 すべ て が 
現状 に アム ロ は 茜 立 ち を 募ら せる の だ っ た 。 


アム ロ 、 アデ ナウ アー の 座 乗 散 の 残 。 | 
骸 を 発見 。 


「 ト 


域 で 連 元 宣 攻 着 の 拍 替 を 発見 し た ロン ド ・ ペ ル 隊 。 株 物 の 中 
に は ネオ ジオ ン と の 次 水 格 だ っ た アデ ナウ アー パラ ヤ の 産業 艇 も あっ た 。 


アム ロ 、 ロ ンド ・ ペ ベル 艦隊 を アク シズ 
に 向かわ せる 。 


事 あ る ご と に シャ ア に ドー 
歩 先 を 妖 さ れる こと で ア 
ムロ の 荷 立ち は 落っ て 
いく 。 し か も 連 施 軍 本 
体 は 圭吾 を 決め 込み 
事 起 を 解法 で きる の は 
ロン ド ・ ペ ベル 隊 の み と い 
う 状 況 だ っ た 


ク ェ ス 、 ナ ナイ に 反発 し て レ ウ ル ー ラ 
か ら 5 発進 。 シャ ア の 元 に 向かう 。 


ロン ド ・ ペ ル 隊 、 ア クシ ズ 宙 域 に 接 

近 。 ネオ ・ ジ オン に よる アク シズ 占拠 

> ea を 確認 する 。 

目 ク ェ ス 、 独断 で シャ ア の 元 に 向かう 

[ 】 征 内 で の 勝手 な 行動 を ナナ イ ・ ミ ゲル に 替 め られ た ク ェ た 。 自分 に 優し くし て くれ る シャ ア の 元 に 向かっ た の だ 。 密 
ス ・ エ ア (パラ ヤ ) は 、 つ い に ナ ナイ の 近く に いる こと に 我 に ク ェ ス に 心 惹か れ て いた ギュ ネイ ・ ガ ス が 必死 に 制止 
慢 が な ら な く な り 、 被 弾 し た ヤク トド ー ガ で 飛び 出し て し まっ する が 、 彼 の 言葉 は ク ェ ス の 耳 に 届い て いな か っ た 。 


ブラ イト 、 ネ オ ・ ジ オン 艦隊 お よび ア 
クシ ズ へ の 攻撃 を 指示 。 杜 弾 頭 を 混 
ぜ た ミサ イル 群 を 発射 させ る 。 


ナナ イ か ら 舞 告 を 受け 
た 條 大 だ が 。 対策 を 打 
と うと は し な か っ た 。 そ 

リク ェ ス の わが まま 
下 も 鍵 昭 し て わり 
うど いい 厄介 抜い 
が で きた と 考え て いた 
ょ うだ 


目 ロン ド ・ ベ ル 隊 、 アク シズ へ の 攻撃 を 開始 


アク シズ 軍 域 に 接近 する ロン ド ・ ベ ル 隊 は 、 小 惑星 が する 。 こ れ を 阻止 すべ く 、 プラ イト ・ ノ ア は 巧妙 な 迎撃 作戦 
すでに ネオ ・ ジ オン の 手 に 渡っ て いる こと を 知り 、 アム ロ は を 立案 。 カム ラン ・ ブ ルー ム か ら 詩 渡さ れ た 検 弾 請 を 混ぜ 


ギュ ネイ の 制止 還 こ うと も せ ず 、 私 舞 の まま で 修理 中 の ヤク トー ドー ガ に 
業 り ぬん だ ク ェ ス は 、 単 放 で シャ ア の 元 に 向かっ て し まっ た 。 


シャ ア の 狙い が アク シズ を 地球 に 落下 させ る こと だ と 確信 た 大 量 の ミサ イル 群 を アク シズ に 向け て 発射 し た 。 


寺 半 罰 訂 を 一 押し 
て アク シズ を 占 郊 し た ネオ ・ 


待つ ば か り で ある 。 


2 「 


アモ す MP 


アク シズ 宙 震 に 接近 し た ロン ド ・ ペ ベル 隊 は 、 要 窒 に 取り 付く ネオ ー ジ オン 
馬 隊 を 発見 。 た だ ち に ブラ イト は 到 軸 を 指示 し カイ ラム を は じ め と 
する 算 隙 か ら 検 天 を 選 ぜ た ミサ イル 言 ゲ 一斉 に 者 た れ た 


て いた 。 自ら の 目 で アク 
ズ の 可 子 を 確 記 し て お き 
か っ た の か も し れ な い 、 


性 パル ス ・ エ ンジ ン の 靖 可 


ガン ダム 務 本 の シャ ア 


UC.TIMELINE 


アク シズ 、 点火 


上 ハサウェイ の 鈴 航 が 発覚 する 


ロン デニ オン で ラー・ カ イラ ム に 密航 し て 以来 、 物陰 に 
潜ん で いた ハサウェイ ・ ノ ア は 、 周囲 が 騒が し く な っ て きた 
こと か ら 別 の 場所 に 移動 し よう と する 。 だ が 無重力 状態 で 
の 移動 に 慣れ て いな いこ と か ら 抱え て いた ハロ が 漂い 出 


い 出 し た ハロ 
て 了 れ 坊 所 か ら 
交 を 現し た ハサウェイ 。 
する と そこ に ケー ラ が 信 
り 揃 かり 、 寺 般 が 発 人 
し て し まっ た 


し 、 そ れ が 出撃 直前 の ケー ラ ・ ス ゥ の 目 に 留まっ て し まっ 
た 。 ケー ラ か ら 幸 告 を 受け た アム ロ は 予想 も し な か っ た 珍 
客 に 言葉 を 失う が 、 そ の まま 放置 する わけ に も いか ず 、 ハ 
サウ ェ イ の 身柄 を 保護 する こと に し た の だ っ た 


ー ] 子 の 計 手 を 動 
部 り を 発 
無 涯 で 手 を 上 げ て いる 。 
と は いえ 、 これ は プラ イト 
な り の 和 受 情 心配 の 現 
れ な の だ が 


ケー ラ か ら 幸 告 を 受け | 
た アム ロ は 。 出場 が 近 
い 彼女 か ら ハ サウ ェ イ を 
弄り 、 そ の まま プラ イ 
ト の 下 に 二 れ て 行く こと 
に し た 。 


3 月 12 日 


プラ イト を な だ め 、 
は 、 ク ェ ス に 対す る ハ 
す サウ ェ イ の 販 着 を 絡 告 
し た 。 戦場 で 私 情 を 便 


先 す る と 命 を 落と し か ね 
な いこ と を 、 よ く 知 っ 
いた か ら 5 だ 。 


目 シャ アァ 、 ミサイル を 連繋 する 


ロン ド ・ ペ ル 族 隊 か ら 放 た れ た ミサ イル 群 を 発見 し . 
ア は 、 自 ら サザ ビー で 戦場 に 飛び 出し た 。 株 パ ルス ・ エ > 
ン が 点火 する まで は アク シズ を 死守 し な けれ ば な ら な か っ 
た か ら だ 。 飛来 する 第 一 流 ミ サイ ル は 次 々 と 撃破 され 、 ア 

イル 耐 に 対し て ネ 


オ ・ ジ オン 旗 隊 が 連 渦 
を 賠 始 。 し か し すべ て を 
する に 


幸 電 に 幼 け 付け た シャ 


ア は ファ ン ネル で 応戦 
接近 する 1 基 の ミサ イル 
に 舞い を 定め て 、 ファ ン 
ネル を 向かわ せ た 


クシ ズ へ の 被害 は な いと 思わ れ た 。 し か し ファ ン ネ ル の 火 
線 が 1 発 の ミサ イル を 買い た 次 の 通 間 、 虚 空 に 巨大 な 光 
葵 が 花開く 。 それ は 検 弾頭 の 爆発 で あり 、 ロン ド ・ ベ ル の 
巧妙 な 作戦 に シャ ア は 思わ ず 笑 み を 漏らし た の だ っ た 。 


ファ ン ネル の 一 撃 は ミサ 
イル を 符合 し た が . 次 
の 本 剛 、 巨大 な 火球 が 
出 環 し た 、 理 | 

イル に は | 
きれ て いた 


目 アク シズ の 核 バ ルス ・ エ ンジ ン 、 


に と 3 


第 1 波 ミ サイ ル の 撃破 に は 成功 し た も の の 第 2 江 に も 
柱 弾 頭 が 障 さ れ て お り 、 次 第 に シャ ア は 焦り を 暮らせ て い 
く 。 無数 に 接近 する ミサ イル 群 の 中 か ら 柱 弾 頭 だ け を 正 
確 に 狙い 撃つ の は 不可 能 に 近く 、 か と いっ て 全 ミ サイ ル を 


ミサ イル 計 に 続い て 、 ロ ン 
ド ・ ペ ル 族 必 か ら MS 部 本 
が 発 差 。 アク シズ の 棋 バ パル 
ス ・ エ ンジ ン を 力 壊 すべ く 
- 小 了 時 に 衝動 を 開 生 し た 


ロン ド ・ ベ ル 隊 の 動き を 共 | 
し た シャ ア は 。 友軍 部 本 と 

共に 応 吾 。 到 隊 の 間 に 

本 9 電 還 が 始 まっ た x し こ 


吾 い が 長引く に つれ 、 シ ャ 
ア の 医 に 無 り の 台 が 浮か 
ぶ 。 ロン ド ・ ベ ル の 倒 攻 に 
いつ まで 割 えら れる か 、 き す 
が に 判断 で き な か っ た の だ 。 


撃 座 する の は 現状 の 埋 力 で は 難し か っ た か ら だ 。 この 状態 
が 続け ば 、 い ずれ アク シズ に も 被害 が 生じ る 。 それ を 妨 ぐ た 
め シ ャ ア は 防衛 線 を 展開 し た 。 そし て 自身 も 前 線 に 立ち 、 
味方 部 隊 と 共に 戦闘 を 繰り 広げ た 。 


ロン ド ・ ペ ベル と ネオ ・ ジ オン の 
シズ の 柱 バ ルス ・ エ ンジ ン が 
化 他 電 | は 最終 段落 へ と 移行 シャ ア は 不 勲 な 笑み を 浮か べ る の だ っ た 。 


ラー・ カ イラ ム に 密航 し て いた ハ サ 

ウェ イ 、 戦 闘 の 被害 か ら 逃 れる べく 、 3 
潜伏 場所 を 移動 し よう と する 。 

ケー ラ 、 ハサウェイ を 発見 する 。 

アム ロ 、 ハ サウ ェ イ の 身柄 を 保護 する 。 

ブラ イト 、 ハサウェイ を 叶 責 し 、 チ ェ ー 

ン ・ ア ギ に 世話 を 託す 。 


ル の ミサ イル 第 1 波 、 ア クシ 


シャ ア 、 ア クシ ズ 防 衛 の た め に レ ウ 
ルー ラ か ら 出 撃 。 
シャ ア 、 ミサ イル 群 の 迎撃 を 開始 。 ミ 


サイ ル の 中 に 核 弾頭 が 紛れ て いる こ 
と に 気付 く 。 


ロン ド ・ ベ ペル の ミサ イル 第 2 渡 、 ア クシ 
ズ に 接近 。 
シャ ア 、 核 弾頭 の 迎撃 に 苦心 する 。 


アク シズ の 配 パ ルス ・ エ ンジ ン が 点火 
され る 。 


アク シズ 、 地球 へ の 落下 を 開始 。 


cma. サシ ティ テ 70-28 


機動 戦士 ガン ダム 00 


機動 戦士 ガン ダム 00 


* TIMELINE 


- AD 2312 | 


| 間 アレ ル ヤ と ピー リス 、 無人 鳥 に 不 


wm04 sm 上 
「 世 界 の 歪み 」 と の 放 返 


世界 の 再編 に 向け 、 つ い に ア ロウ ズ が 本 格 的 な 行動 を 
開始 。 そ の 情報 を 知っ た ティ エリ ア ・ ア ー デ は 連邦 政府 主 
催 の バー ティ ー に 潜 大 する こと を 決意 し た 。 アロ ウズ を 
牛耳る 謎 の 意思 の 正体 を 確か め る と 共に 、 ガ ンダ ム マ イ 
スタ ー と し て 己 の 進む べき 道 を 見 出 そ う と し た の だ 。 


トレ ミー チー ム 、 カ タロ ン 構 成員 を 援護 
し て 陽動 作戦 を 実施 。 ア ロウ ズ の 注 
意 を 基き 付け 


カタ ロン 構成 員 の 説 出 を 援護 する た め 、 了 動作 昔 を 決 
行 し た トレ ミー チー ム 。 だ が 作戦 の 成功 は プトレマイオス 2 
アロ ウズ の 攻撃 が 集中 する こと を 意味 し て お り 、 ガ ンダ ム マ 


| 
| 財 
に 。 

PE 
Eek CC リス に いて アレ A 
eet te to 


イス ター た 
ウズ 部 隊 の 中 に ソー 
ヤ ・ ハ プティ ズム は 彼 


れる 。 そん な 激戦 の 最 中 、 ア ロ 
の 存在 を 感知 し た アレ ル 
時 を 試み る の だ が 


ーー 


アレ ル ヤ 、 敵 部 隊 の 中 に ビー リス を 
感知 、 説得 を 試み る 


アリ オス 損傷 。 ピー リス の 機体 も 巻き 
込ま れる , 


アレ ル ヤ と ピー リス 、 無 人 島 に 不 時 
着 する 
人 を 注 し た が 

リス 6 
と 刊 。 早々 に 剖 
を 角 潮 させ て いる 


ー リ ス 、 ア レル ヤ を 手 に 掛け よう と す 
る が 、 突然 、 彼 倒 


記憶 を 取り 戻し た 
て 目覚 め る 


ピー リス 、 マリ ー 


アレ ル ヤ と ピー リス 、 和解 


Pe 便 議 を 取り 戻し た ピー リス は アレ ル 
する が 、 突 然 の 衝撃 が 彼女 を 見 舞い 、 そ の 場 で 臣 倒 | そし て 夢 の 中 で 本 当 の 自 タ 
まう 。 ふた り の 屋 量子 波 が 干渉 し 、 超 兵 と し て 育成 され た は な く 、 マリ ー・ パ ー フ ァ シ ー。 


記 ) 


た と 二 手 で も 相手 を 倒す と 意気 込む ピー 
年 に 計っ て 封印 れ た 記憶 が 吉 っ た 半 


| モル ゲイ 、 ビー リス の 捜索 


ピー リス の 封印 され た 記憶 が 激 し 


セル ゲイ 、 マ リー を 発見 。 アレ ル ヤ を 
倒し 、 原 隊 に 連れ 戻 そう と する , 


セル ゲイ 、 マリ ー の 意思 を 尊重 し 、 ふ 
た り を 残し た まま 帰 遇 


MORE INFO! 


同じ 運命 を 共有 する 者 と し て アレ ル ヤ と 共に 歩む こと を 
前 に 、 達 邦 軍 所 属 の ジン クス 中 が 出現 し 
行方 不明 に な っ た 彼女 を 案じ た セル ゲイ ・ ス 


ミル ノ フ が 捜 案 に 乗 
の 傍ら に いる マリ ー を 目 に し た 


全 声 が 大 り 桂 い た 


71-29 


だ 。 ガン ダム マイ スタ ー 
ゲイ は アレ ル ヤ に 銃 を 向 


ける 。 だ が それ を 制 し た の は 他 な ら ぬ マリ ー 自 身 だ っ た 


アレ ル ヤ と マリ ー の 過去 


[ meioee+ シタ OO 


目 ティ エリ ア 、 リ ジェネ と 遺 過 


世界 の 歪み 」 と の 慰 乱 


アレ ル ヤ が 保護 され た と の 雑 を 受け て 胸 を 撫で 下ろ し た 
ティ エリ ア ・ ア - その 直後 、 新た な 衝撃 に 見 舞 わ 
れる こ 彼 と 同じ 容 宏 を し た 人 物 が 現れ た の で 
ある 。 リジェ ネ ・ レ ジェ ッ タ と 名 乗る その 人 物 は 、 自分 は イオ 


アレ ル ヤ の 前 に 誠 を 現し 

ゆり 、 イ オリ ア の 計画 6 
行 する た め に 生ま れ た と 皆 
ける 


に ティ エリ ア 
を 特定 する 
| 壁 然 と し 
い 訳 に は い 


リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ の 計画 を 進行 する た め に 造ら れ た イ 
ノ ベ イ ター で あり 、 テ ィ エリ ア も 同じ 存在 で ある と 告げ る 。 イ 
オリ ア 計 画 に 自分 の 知ら な い 側面 が あっ た こと を 聞か され 
た ティ エリ ア は 、 返す 言葉 を 失っ て し まう の だ っ た 。 


デン kK 臣 仙 する ティ エリ ア を 必中 
に リジェ ネロ イオ リア 計画 
の) の 全 寄 を 示し 、 計画 送 行 の 


ICB の 存在 が 境 
な っ て いる と 示 噴 する 


そし て 同じ イノ ベイ ター で あ 
る ティ エリ ア に 自分 た ちの 
個 に 加わ る よう に 告げ る と 
表 弄 する ティ エリ ア を 投 し た 
まま 、 その 場 か ら 立 ち 去っ た 
の だ 


目 ティ エリ ア 、 アロ ウズ 主催 の パーティー に 深 入 


王 留美 か ら ア ロウ ズ 主 催 の パー ティ ー が 挙行 され る と 
の 情報 が も た ら さ れ た 。 し か も 当日 は アロ ウズ 上 麻 部 も 出 
麻 す る らし い 。 話 を 聞い た ティ エリ ア は 、 危 険 を 承知 で パー 
ティ ー へ の 潜入 を 申し 出 た 。 世界 に 牌 み を も た ら す アロ ウ 

バ パーティー 会 場 へ の 潮 入 に 
あたっ て 、 ス メラ ギ ・ 地 ・ ノ 
リエ ガ の 発 客 に よっ て ティ エ 
リア ビ は うら 夏 き 女性 女 に 介 


た りな も に 6 っ た 頃 、 リ / 
ポン ズ ・ ア ル マ ー ク が 雪 を 
更 す と 、 テ ィ エ リア に ダン ズ 


目 利 所 、 ル イス と 適 刀 


ズ の 正体 を 見 極め る と 共に 、 ガ ンダ ム マ イス ター と し て 進む 
べき 道 を 確か め よう と 考え た の だ 。 CB (ソレ スタ ルビ ピー イン 
グ ) は イオ リア の 計画 を 阻害 し て いる リジェ ネ の 言葉 
が 、 ティ エリ ア の 心 に 暗い 影 を 投げ 掛け て いた の で ある 、 


ティ エリ ア の 許 衛 を 買っ て 出 た 午 那 ・F・ セ イエ イ は 、 運 
転 手 役 と し て 会 場 の 外 で 静観 し て いた 。 する と そこ に 会 場 
か ら 挟 け 出 し て きた ルイ ス ・ ハ レヴ ィ が 通り か か り 、 顔 見 知 
り の 変 を 目 に 止め た 彼女 か ら 話し か けら れ て し ま 


偽 れ な い パー ティ ー 会 場 か 
ら 柏 け 出し た ルイ ス は 、 そこ 
に 見 知っ た 羊 先 の 誠 を 見 
つけ 、 気分 を 変え よう と 話し 
か ける こと に し た 


まさ 告げ る 人 
に も いか ず 。 制 本 は 時 ね わ ず 
口 ご も っ て し まう 


つて の 恋人 で ある 沙 難 ・ タ ロス ロー ド の 動向 を 訪ね る ルイ 
ス に 、 あ いま いな 返事 を 織り 返す 羊 那 。 する と 突然 、 ル イ 
ス が 発作 を 起こ し . 何事 か と 駆け つけ た ビリ ー・ カ タ ギ リ に 
よっ て 半 属 の 秦 性 が 明らか に な っ て し まこ 
尼 か し い 記 展 を 思い 起こ し 
て いた ルイ ス だ っ た が 、 突 


多発 作 を 引き 起こ し 、 その 
場 に 仙 込ん で し まっ た 


っ で 


の 内 出回っ た | 


ティ エリ ア 、 リ ジェ ネ と 遺 遇 。 イノ ベイ 
ター の 存在 を 知ら され 、 自分 も その 一 
員 で ある と 聞か され る 。 


リジェ ネ 、CB が イオ リア の 計画 を 阻害 人 
し て いる と 告げ られ る 。 

王 留美 か ら ア ロウ ズ の 主催 に よる 

パー ティ ー の 情報 が も た ら さ れる 。 


ティ エリ ア 、 パ ー テ ィ ー へ の 潜入 を 決 
意 。 刺 那 も 護衛 役 と し て 同行 する 。 


ティ エリ ア 、 女性 に 拐 し て パー ティ ー 
会 場 に 潜入 。 


ティ エリ ア 、 リ ボン ズ と 接触 。 4 年 前 
の CB 壊滅 に イノ ベイ ター が 関与 し て 
いた こと を 知ら され る 。 

リボ ンズ 、 ヴェ ー ダ へ の アク セス 権 の 
譲渡 と 引き 換え に 、 テ ィ エ リア を 自分 
の 側 に 引き 込 も うと する 。 

ティ エリ ア 、 リ ボン ズ の 申し 出 を 拒絶 
し て 会 場 か ら 脱出 。 

剰 那 、 運 転 手 と し て パー ティ ー 会 場 
の 外 で 静観 。 

羊 那 、 ルイ ス と 遭遇 。 

ルイ ス 、 突然 の 発作 に 見 無 わ れる 。 


ルイ ス の 様子 を 見 に 来 た ビ リー に よっ 宮 
て 刺 那 の 素性 が 直 星 する 。 


世界 の 再編 と 
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機動 戦士 ガン ダム 


UCTIMEINE EE (0d 1 
s 氷 遠 の ララ アァ 


| 】 地球 連邦 軍兵 士 の アム ロ ・ レ イ と ジオ ン 公 国軍 バイ ロッ 
, ト で ある ララ ァ ・ ス ン 。 立場 も 主義 主張 も 違う ふた り だ 


ll が 、 ニュ ー タ イプ 能力 の 高まり が 互い の 心 を 結び 付け 、 
こ - ーー 真 の 相互 理解 の 刻 が 訪れ よう と し て いた 。 し か し 突発 
ーーー 的 な 悲劇 が その 機会 を 永遠 に 玲 い 去っ て し まう …… 


目 公国 軍 独 立 300 戦 隊 、 ホワ イト ベー ス を 製 机 


「 星 一 号 」 作戦 を 発動 し 、 宇宙 要塞 ア ・ バ オア ・ ク ー に し て 派遣 し た 。 シ ャ ア の 能 隊 運用 と ララ ァ が 操る エル メス の 
向かう 連邦 軍 衝 隊 に 対し て キシ リア ・ ザ ビ が 防衛 線 を 展 活躍 で 、 ニ ュー タイ ブ 部 隊 と し て 知ら れる ホワ イト ペー ス の 
開 。 シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 率い る 「 独 立 300 戦 隊 ] を 先 祭 と 。 機 先 を 制 し 、 較 邦 軍 杉 隊 に 打撃 を 与え よう と し た の で ある 


a 


連邦 軍艦 隊 、 ア ・ バ オア ・ ク ー に 向 
け て 移動 開始 


キシ リア 、 防衛 線 を 展開 。 シャ ア 率 い 
る 「 独 立 300 戦 隊 」 を 先 鉄 と し て 派 
遣 する 


シャ ア と ララ ァ 、 ザン ジ バ ル か ら 発 進 


開戦 直後 か ら 挫 立 300 電 
較 孝 宣 族 必 に 大 し し 
攻撃 を 加え 、 そ の 様子 を 
[| に し た カイ ・ シ デン は | 
る 場所 が を く な 

ーー 2 


アム ロ 、 ホワ イト ペー ス か ら 発 進 


アム ロロ 、 英 部 隊 の 中 に エル メス の 機 | 
影 を 発見 。 ビッ ト に よる オー ルレ ンジ | 
攻撃 を 回 避 し 、 エル メス に 肉薄 する , 


ガン ダム と エル メス 、 激戦 を 繰り 返す 。 


アム ロ 、 ニ ュー タイ プ 能 力 の 高まり の 
果て に 、 ララ ァ と 精神 的 交感 を 行う 。 | 


上 上 テム ロ 、 エルメス と 交戦 
ホワ イト ペー ス か ら 発進 し た アム ロロ は 、 瑞 部 隊 の 中 に ひ ル メ ス で ある 。 その パイ ロッ ト に アム ロ は 不可 思 講 な 共感 


と つの 機 影 を 見 出 そ う と し て いた 。 ソロ モン 冗 域 で 遺 明 し 、 を 抱い て いた の だ 。 そし て 激しい 戦闘 の 最 中 、 つ い に ア ム 
「 ラ 、 ラ ……」 と いう 声 を 残し て 去っ て いっ た 公国 軍 MA エ 口 は 「 ラ 、 ラ ー…」 と いう 声 を 聞い た の 


才 | 
ビッ ト 馬 便 し た エル メス の オー ルレ ンジ 放 軸 は 系 人 に 林 ち 研 れ る も の で は アー カゲ 埋 い を 仙 し て 載 大 
ない し か レア ムロ は 押 く べき 和 の 半 え を 介し て 次々 に > ト を 本 境 し た td SEDER 


アム ロロ と ララ ァ 、 和 精神 的 交感 を 介し て 
相手 を 説得 し よう と する 。 


i 


( NFO! 
ニュ ー タ イプ 同士 の 交 


12 月 30 日 
アム ロ 、 ララ ァ と 精神 的 交感 を 行う 


ガン ダム と エル メス の 戦闘 は 婚 烈 を 極め 、 極 限 の 戦況 し た 。 相手 が サイ ド 6 で 出会っ た ララ ァ で ある こと に 動揺 す 
が アム 口 の ニュ ー タ イプ 能力 を 高め て いく 。 そし て つい に る アム ロロ 。 し か し ニュ ー タ イプ 同士 の 精神 的 交感 は 奈 細 
アム 口 の 輔 禅 は エル メス の パイ ロッ ト の 精神 と 接触 を 果 た な こと を 忘れ させ る ほど の 圧倒 感 を も た ら す こと に な っ た 。 


] 別々 の 機体 に いな が ら 守る べき も の が いな い 
柄 枯 を 介し て 会 話 を 交 の に 埋 い を 続け る アム 
わす アム ロ と ララ ァ 。 と と | 
はい え ふ た り と も 、 そ れ か の | 
が 不 各 織 な こと と は 寿 J 
じ て いな か 


つい に 接近 還 を 壮行 す 
る ガン ダム と エル メス 
する と 肉体 的 な 挫 近 が し か し 次 第 に 青い の 立 
L 電 を 理 狂 する よう に な 
た ふた り は 、 生 味 方 と し 
て の 立場 を 相 え て の を 
等 わ せ で いく 


12 月 30 日 


目 シャ ア 、 アム ロ と ララ ァ の 間 に 割 り 込 む 


アム ロロ と ララ ァ の 精神 的 交感 の 間 に 割 っ て 入っ た 貫 神 
が あっ た 。 エル メス の 動き に 不審 な も の を 感じ て 戦場 に 接 
近 | ア で ある 。 彼 に と っ て アム ロ と ガン ダム は 倒す べ 


1 が 


ララ ァ の が アム ロ に 奏 か れる こと を 玲 れ た シャ ア は ふた り の 本 神 和 交 
拓 態 を 新高 と 一 皿 し 、 ガン ダム に 揉み か か っ た 


き 対象 で し か な く 、 貢 と の 相互 理解 な ど 容認 で きる も の で 
は な か っ た の だ 。 一 方 、 ア ムロ の 側 に も セイ ラ ・ マ ス が 支 
援 に 駆け 付け 、 戦 場 は 一 気 に 混 迷 の 度 を 増す こと に な っ た 。 


る ら に アム ロ の 異 共 に 気付 
いた セイ ラ も 埋 い に 加わ 


1 の 機体 4 標 が 入り 生れ 
る こと に な っ て し まっ た 


目 アム ロ 、 誤っ て エル メス を 撃破 


コア ・ ブ ー ス ター の パイ ロッ ト が 妹 の セイ ラ と は 知ら な い 
シャ ア は 、 戦い を 邪魔 する 相手 を 拝 除 し よう と する 。 だ が ラ 
ラ ァ の 叫び が 攻撃 を 止め させ 、 妹 を 手 に 掛け る 悲劇 は 回 


(の 時 を 腕 い て . ガ ンダ ム の ビー ム ・ サ ー ベ ル が ゲル ググ の 右 和 を 村 
シャ ア は 死 を 覧 情 し た が 、 彼 を 守 ろ うと ララ ァ が 飛び 出し 


選 さ れ た 。 一 方 、 そ の 障 を 突い て アム ロ が 澤 身 の 一 撃 を 
見 苦い 、 ゲル ググ の 右 謗 を 破壊 。 勢い の まま に と ど め を 刺 
そう と する アム ロロ だ が 、 その 前 に 立ち は だ か る 影 が あっ た 。 


価 付 いた ゲル ググ を 近 し 出 
で エル メス が ガン ダム 
の 前 に 飛び 出し 。 ア ムロ 
が 気付 いた 時 に は ビー ム ・ 
サー ベル が エル メス の コク 
ビ ピット に 爽 き 立 っ て いた 


四 アム ロ 、 叶 び ララ ァ と 精神 的 交感 を 行う 


ビー ム ・ サ ー ベ ル が エル メス の コク ピッ ト に 突き 立っ た 鈴 
間 、 ア ムロ の 脳裏 に ララ ァ の 思念 が 流れ 込ん で きた 。 死 の 
瀬戸 際 に ある は ず の 彼女 の 輔 神 は 予想 外 に 起 や か で あ 


E " ァ の 宛 の 尊 映 、 ア ムロ の 詳 


タイ プ と し て の 覚 杯 を 層 
た の か も し れ な い 。 徒 婦 の 
に は 、 来 た あべ き 人 類 の 変 基 が | 
見 えて いた よう だ 1) 


ラ ァ は 山体 的 な 死 を 迎え た が 、 そ 
の 博 社 は 店 に 在り 続け た 


り 、 そ れ が アム 口 を 動揺 させ る 。 一 方 、 ラ ラ ァ の 精神 は あく ま 
で 静 座 で あり 、 肉 体 の 呪縛 か ら 解 き 放 た れ た 彼女 は 時 を 超 
えて 、 人 類 の 行き 藩 く 先 を アム ロ に 垣間見 せ た の だ 
最 術 に アム ロ が 研 じ 取っ た ララァ 
の 意 給 は 表し み で は な く 、 硬 や か 


で 押 講 に 名 まれ で いた 。 アム ロ に 
と っ て 、 そ れ だ けが 痢 いで あっ た 


1 


る © 


| 


ひと り 漂 を 流す 。 ご 


12 月 30 日 
目 シャ アァ 、 帳場 か ら 後退 


ララ ァ を 失い 、 機 体 を 中 破 さ せら れ た シャ ア は 後退 する 
し か な か っ た 。 エル メス を は じ め 独 立 300 戦 隊 の 戦力 は ほ 
ぼ 填 減 、 さ ら に ホワ イト ペー ス も 取り 逃がし た と いう 事実 が 


畑 穫 寺 中 、 シャ ア は 人 天 れ ず 涯 を 流し て いる 。 それ は 、 ララ ァ を 守れ な か 
た 己 の 不 甲 左 な を き と アム ロ へ の 恨み が 込め られ た 基 


本 


シャ ア を 打ち の めし て いた の で ある 。 し か し そん な 屈 寿 を 圧 
し て 、 彼 の 心 に は アム ロ に 対す る 激しい 起り と 復讐 心 が 
芽生 えつ つ あ っ た 。 


キシ リア に 作戦 の 失 必 を 絆 
供する シャ ア は 、 す で に い 
つも の クー ル な 顔 を 取り 
し て いた 。 し か し 関 中 に は 
り の 実 が 半 し く 人 頑 え 上 が 
て いた よう で ある 


アム ロ と シャ ア 、 交戦 。 


セイ ラ 、 ア ムロ 支援 の た め 戦 闘 に 介 
入 。 戦い が 混迷 の 度 を 増す 。 


シャ ア 、 セ イラ を 攻撃 し そう に な る が 、 
ララ ァ が 制止 する 。 


アム ロ 、 一 瞬 の 陳 を 突い て シャ ア を 
攻撃 。 さら に と ど め を 刺 そ うと する 。 


ララ ァ 、 シ ャ ア を 底 っ て ガン ダム の 攻 
撃 を 受け る 。 

アム ロロ 、 再 び ラ ラ ァ と 精神 的 交感 を 
行う 。 


アム ロ 、 ララ ァ の 精神 に 導 か れ て 、 人 
類 の 行く 末 を 垣間見 る 。 


アム ロロ 、 ホワ イト ベー ス に 帰 第 。 
シャ ア 、 戦場 か ら 後退 。 キシ リア が 座 
乗 する グ ワ ジ ン 級 戦艦 に 帰 能 する 。 


シャ ア の 心 に アム ロ に 対す る 起り と 
復讐 心 が 芽 生え る 。 


で WE ・ サ ン ラ ィ ズ 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


UETMHME フォ ン ・ プ ラウ ン の 戦士 5] mM ser 05 ] 
フォ ン ・ ブ ラウ シ の 戦士 


3 判断 ミス か ら ガ ンダ ム 試 作 1 号 機 を 大 破 さ せ た コ ウ ・ ウ 
・ ラキ は 、 失 意 の まま に アル ビオ ン か ら 姿 を 消す 。 そん な 


彼 の 気持 ち を 准 い 立た せ た の は ケリ ィ ・ レ ズ ナ ー と いう 
ひと り の 戦士 だ っ た 。 だ が ケリ イィ は 、 か つて 連邦 軍 と 雌 | 


雄 を 決し た 公国 軍 の バイ ロッ ト だ っ た の で ある 。 


> ン ・ ン に アル ビオ ン 、 月 面 都市 フォ ン ・ ブ ラウ 。 

目 アル ビオ ン 、 フォ ン ・ プ ラウ ン に 入港 の 
シー マ 艦 隊 の 強 尊 を 受け た アル ビオ ン は 、 補 給 の た め 発 工場 (リバ モア 工場 ) が あり 、 ガ ンダ ム 試作 1 号機 は この 
に 月 面 都市 フォ ン ・ ブ ラウ ン に 向かう こと に 地 工場 で 建造 され た 機体 で あっ た 。 そこ で エイ パー シナ プス 
に は アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) の 社屋 と MS 開 は AE 圭 に 打電 し 、 試 人 1 号機 の 修理 と 換装 を 依頼 し た 。 


AE の リバ モア 工場 で 、 大 破 し た ガン \ 
ダム 試作 1 号機 の 改修 作業 が 開始 
され る 。 | 


ニナ 、 AE の 同僚 と 再会 。 


こ h ま で 順 オサリバン 、 を 出迎え 、 こ れ ま で 

て いた コウ だ が 3 

で すっ か り 自 信和 の 用 を ね ぎら 3。 」 
2T せ Os まし 大 連 し た 誠 作 1 呈 織 は AE の リ パ モ ア エ い 、 モン シア の 性 
に た モン シア は コウ に 欠 委 で 和 芸 を 洋 び せる 。 | する 気 カ も 失っ て いた 


出航 まで の 間 、 ア ルビ オン 乗員 に 余 | 
暇 が 与え られ る 。 


コウ 、 仲 間 の パイ ロッ ト に 
酒場 に 向かう 。 


| れ ら れ て 


@ 日 ニナ 、AE の 同僚 と 再会 


アル ピオ ン か ら 降 り 立っ た ニナ ・ パ ー プ ルト ン は AE の 同機 強 礁 と 試作 1 号機 大 破 の 件 を 問い 質 さ れる と 濾 悟 し て 
僚 に 囲ま れ 、 久 し 振り の 再会 を 喜び 合う 。 その 中 に は 常務 いた ニナ は 、 思 わ め ぬ 出 来 事 に 胸 を 撫で 下ろ す 。 その た め オ 
の オサリバン の 変 も あり 、 ニ ナ の 労 を ね ぎら っ た 。 試作 2 号 。 = サリ パン が 抱え る 後ろ 暗い 事情 に は 思い 至ら な か っ た 。 


モン シア 、 試作 1 号機 を 破損 させ た コ 
ウ の 責任 を 問い 詰め る 。 


コウ 、 酒場 か ら 立ち 去る 。 


コウ 、 ア ルビ オン に 戻ら ず 、 そ の まま 次 
を 消す 。 


き 5 に オ サ リ パン の 出逢え 


を 信 季 が 店 々 に 出 聞え る こ 
と な ど 、 通 栄 で は 考え られ 
な むい こと な の だ が 


D オサリバン の 蘭 
目 コウ 、 アル ピオ ン の 乗組 員 の 前 か ら 姿 を 消す っ uto 


試作 1 号機 の 換装 に は ある 程度 の 時 間 が 必要 で あり 、 ー マ と の 一 件 が 彼 の プラ イド を 引き 裂 いて いた の だ 。 
空き 時 間 の で きた アル ビオ ン の 乗組 員 は 盛り 場 に 向かう 。 リル ナル ド ・ モ ン シ ア の 毒舌 が 前 い 掛 か り 、 い 
し か し 周囲 の 喧 組 と は 裏腹 に コウ の 気持 ち は 晴れ な か っ まれ な く な っ た コウ は その 場 か ら 飛 び 出 し て し まっ た 。 


親友 の キー ス は 容 角 


大 直し た 太 作 1 号 休 生気 消沈 する コウ の 疲 が ニナ の を 本 知 し くし て い 
た 。 し か し 出 飛 え に 現れ た 賠 億 の 守 作 が 、 気 持ち を 切り 憶え させ た 


ネチネチ と 責め 立て る 


の 体 務 を 楽し た で いた ( 議 議 モン レシ ア の 内 に 計っ 
が 、 信心 の つう に は と / | て える っ 2 と は い 
に 我 介 も | 


NN 


NN 
いた た まれ な く な っ た っ 一 
ウ は 店 を 謙 び 中 し 、 そ 


の まま 在 の 蘭 の 中 に | 
人 味 を 口 に し 始め る 半 を 消し て 


する と コウ の 気 社 ち を 
見 進み し た か の よう に 
モン シア が 楼 近 。 鐵 
作 1 号機 の パイ ロッ ト 
を 圭 わ れ た 民 を 返 そ 
うと 、 ここ そ と ば か り に 
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UC.TIMELINE 


フォ ン ・ プ ラウ ン の 戦士 


_11 月 3 日 


目 コウ 、 チン ビラ の 喧嘩 に 巻き 込ま れる 


アル ピオ ン に 戻れ ず 、 さ り と て 行く 宛て も な い コウ は 夜 の 
衝 を 入 秩 う 。 する と 薄暗い 路地 か ら 現 れ た 3 人 組 の チン ピ 
ラ が 喧嘩 を 吹 っ か け て きた 。 デ ラー ズ 宣 言 に よっ て スペ ー 


電 邦 牙 府 と 包 軍 へ の 不 導 を 功 込ん で いた チン ピラ に 関 い 掛か られ た 
コウ は 、 MS バイ ロン ト の 証 で ある 購 綴 凍 を も ぎ 取 られ て し まう 。 


ス ノ イ ド の 間 に は 連邦 へ の 反感 が 高まっ て お り 、 連 邦 軍 の 
制服 を 着 た まま 人 気 の な い エ リア つく コウ は 、 反 連 
邦 を 標 頂 す る 者 に と っ て 格好 の 標的 だ 


も が き な が ら 、 気 絶 し て し ま 
う コ ウ 。 その 様子 を じっと 
映 め て いる 田 が いた こと に 
も 気付 いて いな か っ た 


還 コウ 、 ケリ ィ に 保護 され る 


喧 嘩 に 差 き 込ま れ た コウ は 路地 裏 で 意識 を 失っ た は ず 
と ころ が 翌朝 、 彼 が 目 を 覚まし た の は 見 知ら ぬ 家 
の ベッ ド だ っ た 。 この 家 の 主 人 で あり 、 ジャ ンク 屋 を 営む ケ 


7 


コウ を 脱走 基 だ と 見 て 取っ た ケリ ィ は 「 暴 走 する くら いな ら 宣 を 止 め て し ま 
生地 返す 言 党 の な い コウ は 前 り 込 ん で し まう 。 


リィ ・ レ ズ ナ ー が 暴行 を 受け る コウ を 見 か け 、 自宅 に 保護 し 
た の だ 。 と りあ え ず 礼 を 言う コウ だ が 帰る 場所 が ある わけ で 
も な く 、 や む お なく ケリ ィ の 家 に 身 を 置く こと に な っ た 。 


に i 
か (の 後 を 甘 っ て 工場 に 

だ | Pe 
1 符 ち の 壁 理 ゲ つく # で 国 
1 2 て イロ 2 ホ の ケリ ィ の 吾 に 
身 を 置き 、 機 体 の 修理 を 


目 ラ ト ー ラ 、 コ ウ を 非難 する 


ケリ ィ の 留守 中 も MA ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ の 修理 を 続け る コウ 
の 前 に 見 知ら ぬ 女 性 が 現れ た 。 ケリ ィ の 身の回り の 世話 を 
焼い て いる 民間 人 の 女性 ラ ト ー ラ ・ チ ャ プラ で ある 。 MA の 


ーーーーーー 4 | し て ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ の 修理 


| 手伝う コウ を 非 馬 す る ラ ト ー 
| う 。 か に ケリ ィ に 用 いも 春 せ る 


| | 彼女 に と っ て 、 コ ウ の 行為 は 自 
AC 


修理 が 完了 すれ ば ケリ ィ が 自分 の 元 か ら 去 っ て し まう こと を 
危 尼 する ラ ト ー ラ は 、 事 情 も 知ら ず に 手伝う コウ を 激しく 非 
難 。 今 すぐ アル ビオ ン に 戻る よう に 告げ る の だ が ……。 


= | すぐ ここ か ら 出 て いっ て 欲し い 
と 言い 捜し て 飛び 出し た ラ ト ー ラ 
に 、 コ ウ に は 手 け る 言 業 が 見 つ 
か ら な か っ た 


ちな み に 攻 人 
ラ は 、 この 赴 模 、 連 邦生 と 絆 衣 


| の っ た の な 
コウ ゲ ジ ャ ンク 凍 に いる こと を 補 


de 


11 月 3 日 


れ 以 上 答 の 琴 を 電導 し な いで 攻 
いこ と を 告げ る 。 


目 ニナ 、 上司 か ら 醒 皿 転 換 


\ 喰 され る 


行方 不明 の コウ を 心配 し な が ら も 試作 1 号機 の 換装 作 
業 を 進め る ニナ だ が 、 容 類 、 上 司 で ある SE 課 課長 か ら 呼 び 
出さ れる 。 そし て 理由 も そこ そこ に 配置 転換 を 打診 され た の 


を 呼び 出し た 訂 長 も の 方 針 に は 内 で は 反 款 し て いた よう だ 
上 か ら の 圧力 に 居 す る る 


だ っ た 。 突然 の 申し 出 に ニナ は 二 の 句 が 告げ られ な い 。 と 
は いえ この 打診 の 裏 に 、 こ れ 以 上 、 連 邦 軍 へ 肩入れ する こ 
と を 嫌う 上 暦 部 の 判断 が 絡ん で いる の は 明らか だ っ た 。 


コウ 、 失意 の まま に フォ ン ・ ブ ラウ ン の 
路地 裏 を 初 径 う 。 


コウ 、 チ ン ピ ビラ の 喧嘩 に 巻き 込ま れ 、 
意識 を 失う 。 


コウ 、 ケリ ィ に 助け られ る 。 


コウ 、 ケリ ィ の 自宅 で 目覚 め る 。 


コウ 、 ケリ イィ の 倉庫 で 公国 軍 MA ヴ ァ 
ル ・ ヴ ァ ロ を も 目撃 す る 。 


コウ 、 ケ リィ の 下 に 身 を 寄せ る こと に 
な る 。 


ラ ト ー ラ 、 コウ を 非難 し 、 ケリ ィ を 手 伝 
う の を や め る よう 諭す 。 


コウ 、 ラ ト ー ラ か ら ケ リィ の 過去 を 聞か 
され る 。 


ニナ 、 試 作 1 号 機 の 換装 作業 を 実施 
中 、 上 司 の SE 課 課長 か ら 呼び 出さ 
れる 。 


ニナ 、 上 司 か ら 突然 の 配置 転換 を 示 
嘩 され る 。 
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新 機動 戦記 ガン ダム W 


RG.TIMELINE 


に ーーー MO 本 4 sm04 


揺れ る 地球 


勢力 を 拡大 する 0Z は コロ ニー 勢力 と の 和平 工作 を 進 
め 、 地球 圏 は 0Z の 名 の 下 に 統一 され る か に 見 えた 。 だ 


が 反対 勢力 の 抵抗 も 根強く 、 宇 宙 に 上 が っ た ガン ダム 
ーー バイ ロッ ト も 独自 に 行動 を 開始 する 。 0Z に し て みれ ば 、 
それ は ご く 小さ な 抵抗 に 過ぎ な いと 思わ れ た が … 


目 トレ ー ズ 、 MD シス テム の 導入 に 反対 


ツバ ロフ を トッ プ と する 0Z 開 発 大 は MS の 無人 運用 シ 
ステ ム 「 モ ビル ドー ル (MD) 」 シ ステ ム の 開発 に 成功 。 トー 
ラス に 続い て リー オー を 用 いた 最終 調整 作業 を 進め て い 


\ 
全 


ツバ パロ フ に よる MD シス テム の 設 明 に 商 古 げ な 春 情 を 浮か べ る デル マイ ユ 
代 。 する と そこ に トレ ー ズ が 乱入 し 、 MD を 次 々 と 南村 し て みせ た 


目 セク ス 、 0Z を 離脱 


た 。 する と その 現場 に トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ が 現れ 、 MD 
シス テム の 導入 に 反対 。 トレ ー ズ の 主張 に 同意 する 兵士 
た ち が ツ バ ロ フ に 凌 を 向け る と いう 事件 が 発生 し た 。 


の 取り 成 し 
は 極 商 雪 に 収め られ 


トレ ー ズ の 行 筐 を 反 連 と 
以降 、 ト レー ズ は 多重 


| 催さ れる よう に な っ た 、 


南極 で ウイ ング ガン ダム と 私 闘 を 行っ た ゼクス ・ マ ー キ 
ス は 0Z (お よび 0Z を 掌握 す る ロー ム フ ェ ラ 財 団 ) に 拘束 
され 、 処刑 を 待つ 身 と な っ て いた 。 し か し トレ ー ズ ・ ク シュ リ 


| ーーー | 欠か ら 衣 出し た セク 

ス に トレ ー ズ は 0Z へ 
の 揚 依 を 要請 する 。 し 
か し ゼクス は それ を 無 
複 し 、 ト ー ル ギ ス と 某 
に 次 腔 を 図っ た . 


| 
を 生き 開 び る は どの カ 


を 示し て 数 し い 」 と の 
本 いい が あ っ た よう だ 


ナー ダ の 手引 き に よっ て 説 走 に 成功 。 トー ル ギ ス を 起動 さ 
せる と OZ の MS 部 隊 を 相手 に 誰 戦 。 傷 だ ら け に な りな が ら 


"コー 


と に 成功 し 


HTEM 


目 セク ス 、 秘密 愛 に ハワード と 合流 


殴 畔 で 消耗 し 尽く し た ゼクス 
クス ウェ ル の 支援 者 ハワード だ 


し た の は デュ オ ・ マ ッ 
0Z の 無軌道 な 載 力 


拡大 を 危 慣 し た ゼクス は ハワード に 協力 を 要請 。 ミリ アル 


ド ・ ピ ー ス クラ フト の 名 に 戻る と 共に 宇宙 に 向かう こと に し 
た 。 そし て サン クキ ング ダム 親 療 大 使 を 名 乗り 、 コ ロニ ー 
勢力 に 和平 と 非武装 化 を 説 こう と する の だ が 


き 5 に ハワード は トー ル ギ ス 
の 條 理 と 林 給 も 進め て い 
た 。 これ に 感 紅 し た ゼクス 
せ 汗 の 力 を 得 て 宇宙 に 条 
動 。 0Z を 溢 反 すると. 新た 
に ミリ アル ド ・ ピ ー ス クラ フト 
と て 生 きる こと に 


ツバ ロフ 、MD シ ステ ム の 最終 調整 
作業 を 進め る 。 


トレ ー ズ 、MD シ ステ ム の 導入 に 反 
対 。 トレ ー ズ に 与 する 将兵 も ツバ ロフ 
に 反対 する 1 


ゼクス 、 ト レー ズ の 手引 き で 拘束 か ら | 
解放 。 トー ル ギ ス に 乗り 込み 、 脱 出 を 
図る 


ゼクス 、0Z の MS 部 隊 と 交戦 。 辛く も 
脱出 に 成功 する 。 


ハワード 、 ゼクス を 収容 


ゼクス 、 ハ ワー ド の 協力 を 得 て 宇 宙 に 
向かう 。 


ゼクス 、 再び ミリ アル ド ・ ピ ー ス クラ フ 
ト を 名 乗り 、 サ ンク キン グ ダ ム 親善 大 | 
使 と し て の 活動 を 開始 | 


)RE INFO! 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 台 


目 デュ オ 、 0Z に 拘束 され る 


カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー や 張 五 飛 と 共に 宇宙 に 上 が っ 
た デュ オ は 、 その 後 、 単 独 行 動 に 移行 。 ガン ダム 捕獲 を 企 
む 0Z 孝 隊 と の 交戦 を 線 り 返し て いた 。 し か し 愛 機 の ガン ダ 


A PF 2 
: 1z, 


a Li 


ず 。 つい に は 右腕 を 破壊 され て 搬 手 され て し まう 


ム デ ス サ イ ズ は 宇宙 空間 で の 戦闘 に 対応 し て お ら ず 、 MD 
シス テム を 搭載 し た トー ラス 部 隊 に 敗退 。 最後 の 手段 で あ 
る 自爆 に も 失敗 し 、 棋 体 ご と 0Z に 拘束 され て し まっ た 。 


性 尾 侍 止 し た デス サイ ズ 
は バル ジ に 運ば れ 、 コ ケ 
ビット か ら 引 きず り 出 きれ た 
デュ オ が 精 ら われ た と の 埋 
は 0Z に 絡 力 する コロ ニー 
勢力 に よっ て 幸 道 され た 


目 カン ダム 開発 者 、 新型 MIS の 開発 に 着手 


レデ ィ ・ ア ン に 拘束 され た 5 人 の ガン ダム 開発 者 た ち は 。 に 、 ガ ンダ ム に 匹敵 する MS を 開発 する よう に 命じ られ た の 
宇宙 要 室 パル ジ か ら 月 面 基地 に 移送 され る こと に な で ある 。 や む な く 開 発 者 た ち は 作業 に 取り 掛か る が 、 そ の 
月 に は 0Z の MS 開発 施設 が あり 、 許 狼 か ら の 解放 を 条件 陰 で 施設 に 導入 され た ガン ダム の 改修 を 始め る の だ っ た 。 


同 発 者 の 竹 に よっ て 新生 
MS の 開発 は 順 族 に 工 
行 。 さら に その 険 で は . 回 
収 し た ガン ダム の 悠理 と 
FUOTT TS TRI 


・ ア ン と の 取引 


て 、 新 十 MS の 間 発 に 久手 する ガン ダム 開 人 
列 の 目的 も あっ た よう だ 


目 トロ ワ 、 0Z 宇 宙 軍 の 兵士 と し て 潜入 


単身 で 宇宙 に 上 が っ た トロ ワ ・ バ パー トン は トレ ー ズ と レ 
ディ ・ ア ン の 暗殺 を 狙い 、 身分 を 偽っ て 0Z 宇 宙 軍 に 入隊 
する 。 だ が MS の 模擬 才 半 に 参戦 中 、 尋 常 で は な い 挫 セ 


サ 


ンス を 発揮 し た こと か ら 、 レデ ィ ・ ア ン に 乗 性 を 医 わ れ て し ま 
う 。 身 の 潔白 を 証明 する た め 、 ト ロワ は OZ に 捕獲 され て いた 
ガン ダム デス サイ ズ の 破壊 作戦 に 参加 する こと に な - 


坦 党 する デス サイ ズ を 朱 
言 で 鍛 め る トロ ワ 、 自 分 
で も 重 議 し な いう ち に 選 を 


t EE 
レデ ィ ・ ア ン の 圧 い を 晴らす た め に よ ロ ワ は 一 々 と 谷 多 を 実行 。 捕らわれ の 
デス サイ ズ を た め ら うこ と な く 笛 し 、 一 南 で 管 欄 し て みせ た 


目 ヒイロ 、 OZ 月 面 基地 に 潜入 


月 面 基地 に 潜入 し た ヒイロ は デュ オ の 教 出 に 成功 し た 
も の の 、 そ の 一 方 で 新型 MS の 開発 に 強い 惑 念 を 抱き 、 
機体 の 磁 壊 と 職 発 者 の 暗殺 を 企てる 。 そし て 上 半身 だ け 
02 月 面 基地 に 単 欠 江 入 を 華 た 
し た ヒイロ は 新 析 MS の 情報 を 


入手 。 隔 発 状況 の 説明 が 行わ 
れ て いる 属 替 族 へ と 巻い だ 


完成 し て いた ヴァ イエ イト に 乗り 込む と 、 開 発 者 た ち に ピー 
ム 克 を 向け る 。 し か し メリ クリ ウス に 搭乗 し た トロ ワ が 現 | 
乱入 。 暗殺 は 阻止 され 、 ヒイロ 自身 も 拘束 され て し まっ た 。 
の St メリ クリ ウス の 防御 能力 に よっ て 
ジン 攻撃 は 失敗 。 や む な く ヒイロ は 
ba 昌 刀 を 試み る が 、 トロ ワ に よっ て 

市 止ま せ 5 れ で し まう 。 


隊 発 で ヴァ イエ イト に 乗り 込ん | 
だ ヒイロ は ピー ム 稀 を 5 人 の 開 人 

者 に 向け 、 一 所 に カ ク を 付け よう 

ET 全席 と な っ た の 


所 れる 地球 周 


デュ オ 、 単 身 で OZ 部 隊 に 攻撃 を 仕 
掛け る が 、 機 体 ( ガ ンダ ム デ ス サ イズ ) 
と 共に 拘束 され る 。 


ヒイロ 、 宇 宙 要 寒 バ ル ジ に 潜入 し て 
デュ オ を 救出 する 。 


五 飛 、 バル ジ に 攻撃 を 仕掛 ける 。 
5 人 の ガン ダム 開発 者 、0Z 月 面 基地 


に 移動 。 ガン ダム を 超え る MS の 開 
発 を 強要 され る 。 


サリ ィ ・ ポ オォ 、 し た ガン ダム サン ド 
ロッ ク を マグ アナ ッ ク 隊 に 手渡 す 。 


トロ ワ 、0Z 宇 宙 軍 に 潜入 する が 、 レ 
ディ ・ ア ン に 医 わ れる , 

トロ ワ 、 身 の 漂白 を 証明 する た め 、 ガ 
ンダ ム デ ス サ イ ズ を 破壊 する 。 
ヒイロ 、 0Z 月 面 都市 に 潜入 。 


ヒイロ 、 開 発 途中 の ヴァ イエ イト に 搭 
乗 、 基 地 と 開発 者 を 攻撃 し よう と する 。 


トロ ワ 、 ヒイロ を 阻止 


ヒイロ 、 0Z に 拘束 され る 。 


る MS の 開発 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


UC.TIMELINE _ _ 用 由 「P 和 5[ 凍 還 
シン ツンデレ ラー フォ ウ 


典 夜 の ニュ ー ホ ンコ ン で 再会 し た カミ ー ユ ・ ビ ダン と フォ 
» J ウ ・ ム ラサ メ は 、 ふた りき り の 佑 瀬 を 楽 じ むむ 。 し か し そん 


| な ひと と きも 突然 の 田 音 で 可 ら れ て し まっ た 。 アウ ドム 
ーー = | ラ 攻 略 に 業 を 煮る あし た ティ ター ンズ 土 官 ベン ・ ウ ッ ダ ー 
a が 、 市 街 地 へ の 無 差別 攻撃 を 開始 し た の で ある 。 


ニュ ー ホ ンコ ン 市 長 か ら 、 ア ウド ムラ 


四 7 ミー ユ 、 夜 の 街 で フォ ウ と 再会 する に 退去 命令 が 下る 。 


往 間 出会っ た フォ ウ の 面影 が どう し て も 忘れ られ な い カ と 揉め る フォ ウ を 発見 、 現 場 を 見 られ た 兵 に 銃 を 向け られ 
は 、 こ っ そり と アウ ドム ラ を 抜け 出す と 夜 の ニュ ー ホ て し まう 。 する と フォ ウ が 兵 を 制止 。「 夜 まで に 戻る ] と 言い 
ンコ ン に 向かっ た 。 する と 薄暗い 倉庫 街 で ティ ター ンズ 兵 。 残す と 。 カミ ー ユ と 連れ 立っ て 街 の 中 へ 消え て いっ た 。 


カミ ー ユ 、 ア ウド ムラ を 抜け 出し 、 \ 
ニュ ー ホ ンコ ン 市 街 へ 向かう 。 


| 
ミー ユ 、 フォ ウ と 再会 する , ' 
| 


ま で と いう 約 東 を 信じ て 
tH カミ ー ユ と フォ ウ 、 ふ た り だ け の 逢瀬 を 


手 洪 す こと は 法 れ な か っ た 。 楽し む 
« これ は 、 フ ォ ウ の 靖 神 的 な 
物 陸 で 所 み 聞き を し て いた カミ ー ユ に 続 を 向け る ティ ター ンズ 兵 . 不安 定 さき を 見 直し て の 搭 構 


拘束 され て も 不 思 庄 で は な い 汰 況 だ が 、 フォ ウ が それ を 制止 し た 。 だ っ た の か も し れ な い 


フォ ウ 、 自 分 の 出自 と 名 前 の 由来 を 
告白 する 。 


7 月 上 
W 上 パー テ 、 フ ォ ウ と ふた り だ け の ひと と き を 過ごす 


ー ホ ンコ ン の 夜景 を 一 望 で きる ビル の 屋上 で 、 カ 巻 か れ 合 う 気 持ち を 抑え る こと が で き な か っ た 。 他 人 か ら 
ミー ユ と フォ ウ は ふた り だ け の ひと と き を 過ごす 。 互い に 英 見 れ ば ふた り は 貢 同 士 だ っ た か も し れ な い 。 し か し 今 の カ 
味方 で ある る こと は うっ すら と 意識 し て いた も の の 、 ふ た り は ミー ユ と フォ ウ に は 「 大 人 の 都合 」 な ど 関係 な か っ た 。 


ーm ] 人 気 の を い ビル の 屋 [フォウ] は 本 名 で は な 
上 に や っ て きた ふた り て. 今 の 究 刻 で 4 番目 
* は 立場 の 着い を 忘れ 
2e | て 作 多 の 出会い を 草 

| ゆい 、 この ひと と き 
を 心から 楽し ん だ 


ウッ ダー、 サイ コ ・ ガ ンダ ム を 起動 。 


フォ ウ 、 サ イコ ・ ガ ンダ ム の 接近 を 感 | 
じ 取 り 、 機体 の 元 に 向かう 。 | 


フォ ウ 、 ウッ ダー に 代わ っ て サイ コ ・ ガ | 
ンダ ム に 搭乗 。 


本 当 の 名 前 と 以前 の 

記憶 を 失っ た と いう フォ 
うに と っ て カミ ー ュ の 人 に 
し さ は 安らぎ を も た ら す 
も の だ っ た 。 いつ し か 
彼女 は そっ と 箇 を 向け . 
ミー ユ も それ に 応え 


て いる 


7 月 上 旬 
目 サイ コ ・ ガ ンダ ム 、 ニュ ー ホ ンコ ン 市 街 地 に 出現 


突 類 の 副 音 に 驚い た ふた り が ビル 街 に 目 を や る と 、 導 た ヴ ッ ダー が 、 自ら サイ コ ・ ガ ンダ ム で 出撃 。 都市 部 に 無 差 
に 包ま れ た 高 暦 建築 物 の 間 か ら 真 黒 な 巨体 が 誠 を 現し 別 攻撃 を 仕掛 けた の だ 。 その 光景 ( 
た 。 アウ ドム ラ 攻 略 が 予定 通り 進ま な いこ と に 業 を 悪 や し その た め フ ォ ウ の 様子 が 変わ っ た 


その 後 、 サ イコ ・ ガ ンダ ム 
| と フォ ウ は 互い に 3 引き 寄せ 
合う よう に 欧 動 。 これ に は 
ウッ ダー も 走 い た が 、 フ ォ 
た フォ ウ は 先ほど と は 人 が 有 わ っ た よう に な り 、 や | 2 の 夫 を 加 め る と 者 心 し た 

よう に 機体 を 遅し て いる 


ユ を 振り 切っ て 、 その 場 か ら 立 ち 去っ て し まっ た 。 


75-29 


相生 四 二 ガンダム 


008 7 月 
且 サイ コ ・ ガ ンダ ム 、 ニュ ー ホ ンコ ン 市 街 地 を 破壊 


まる で サイ コ ・ ガ ンダ ム に 操 ら れる か の よう に コク ピッ ト に 。 ダム の 動き を 止め よう と する 。 し か し 40m も の 巨体 を 簡単 

吸い 込ま れ た フォ ウ は 、 カ ミー ユ の 制止 を 無視 し て 市 街 地 。 に 止め られ る は ず も な く 、 破 壊 と 混乱 は 拡大 し て し まう 。 そ 
へ の 攻撃 を 開始 。 周囲 は た ち ま ち 業 火 に 包ま まう フォ ウ を 正気 に 戻 そう と カミ ー ユ は 呼び 掛け 続け る 
や も な く カ ミー ユ も ガン ダム Mk-I に 乗り 込み 、 サイ コ ・ ガ ン フォ ウ は 聞き 入れ よう と し な か っ た 


フォ ウ 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム で ニュ ー ホ ン 
コン 市 街 地 を 破壊 0] 


カミ ー ユ 、 ガ ンダ ム Mk-I で 発進 。 フォ 
ウ の 説得 を 試み る が 失 数 


アム ロロ 、 カミ ー ユ を 支援 する た 
撃 。 サイ コ ・ ガ ンダ ム の コク ピッ ト に 狙 
い を 定め る 。 


カミ ー ユ 、 ア ムロ を 制止 。 再度 、 フ ォ 


ウ の 説得 を 試み る 
っ 渓 も 洋 し な が 
ら 直 弄 を 続け る 。 信 り の 記憶 を カミ ー ユ の 必死 の 遇 び は フォ ウト 
て し まえ 届い た の だ が 、 明り の あま り に 抱 | フォ ウ 、 カミ ー ユ の 呼び 掛け に 反応 
涯 乱 と 破り が 三 女 を 絶 。 さら に 市 害 地 も ろ と も ガン ダ 
Tc 引 | ム Mk』 を 破壊 し よう と し た ー 


サイ コ ・ ガ ンダ ム 、 ニュ ー ホ ンコ ン か ら 


898 才 7 月 上 旬 撤退 。 スー ドリ に 回 収 さ れる 


昌 旧 7 ネー ユ 、 フ ォ ウ の 説得 を 試み る 


不甲斐ない 戦い 振り の カミ ー ユ を 援護 すべ く 、 アム ロ が た 。 ニュ ー ホ ンコ ン を 火 の 海 に し た と は いえ 、 サ イコ ・ ガ ン 
戦闘 に 割っ て 入っ た 。 サイ コ ・ ガ ンダ ム が パイ ロッ ト に 戦闘 る の は フォ ウ な の だ 。 これ 以上 、 彼 女 を 危 
を 強要 し て いる と 判断 し た アム ロ は 、 コク ピッ ト に ビーム ・ ラ は いか な い 一 一 そん な 思い に 突き 動か き 
イフ ル を 向け る 。 する と 他 な ら ぬ カミ ー ユ が アム ロ を 制止 し 再度 説得 を 試み る の だ っ た 


カミ ー ユ 、 アウ ドム ラ に 帰 艦 


アウ ドム ラ 、 ニ ュー ホン コン を 出 立 
ニュ ー ギ ニア 方 面 に 向かう , 


スー ドリ 、 アウ ドム ラ の 追跡 を 開始 。 


振 を 仕 村 け 
琴 を 見 衣 っ た 


MORE INFO! 


ンコ ン か ら の 


| 靖 サイ コ ・ が ガン ダム 、 ニュ ー ホ ンコ ン か ら 搬 退 

カミ ー ユ の 説得 を 受け 入れ た フォ ウ だ が 、 サイ コ ・ ガ ンダ ウ が 自分 の 前 に 現れ る こと を 直感 し て いた も の の 、 そ の 時 
ム か ら 降り よう と は せ ず 、 その まま 飛び 去っ て 行っ て し まう に どの よう な 対応 を すれ ば いい か 、 心 を 決め か ね で いた の 
意気 消沈 だ 。 思い 感 う カ ミー ユ を 乗せ て アウ ドム ュ 
か ら も 気 が 晴れ る こと は な か っ い を 出 立 。 ニュ ー ギ ニア 方 面 へ と 進路 を 取っ た 


ミー ユ の 手 を 近 り 切っ た フォ ウ は 
ュー ホン コン か ら 央 市 和 地 
主 江 は 選 け られ た も の の 、 カ ミ サイ コ ・ ガ ンダ ム を 国 

er 


葵 詩 を 同姓 し て いた 


__ 04 01 
月 より の 来訪 者 


か つて 地球 圏 を 席巻 し た 戦乱 の 記憶 が 人 々 の 記憶 か ら 
忘れ 去ら れ た 遠い 未来 。 高度 な 機械 文明 は 歴史 の 間 に 
消え 去り 、 地上 に 生き る 人 々 は 悠然 と し た 時 の 流れ に 身 
を 任せ た 生活 を 送っ て いた 。 だ が 月 に 移住 し た 者 た ちの 
帰還 が 、 地上 に 新た な 戦乱 の 風 を 吹か せる こと に な る 。 


@ uN | 


76-27 


C.C.0001~2345 


C.C. 以 前 
C.C.0001 


宇宙 と 地球 に よる 戦争 に よっ て 、 地球 園 は 壌 減 状態 に 稀 る 
ター ン エ ー ガ ンダ ム の 「 月 光 閑 」 発動 に より 、 ナノ マシ ン ・ ハ ザー ド 
が 発生 。 

苑 を 逃れ た 一 部 の 地球 人 が 月 に 移住 、 ム ー ン レイ ス の 祖先 と な る 
埋 乱 終結 後 、 地 球 上 で 生き 残っ た 人 々 が 社会 を 復興 さ せる 。 た 
し 高度 な 技術 体系 は 失わ れ て し まう 

ディ アナ ・ ソ レル の 祖先 が 、 衛星 都市 ミス ルト ウ で 農業 プラ ント の 建 
設 に 成功 。 宇宙 で の 生活 が 安定 する 。 

ディ アナ が 世 輸 制 で 女王 の 座 に 款 き 、 支 配 体制 が 確立 され る 。 
ディ アナ 、 地 球 帰還 計画 を 実施 。 カ フカ 家 、 ムロ ン 家 と 共に 地球 
に 降下 する 。 

ディ アナ 、 地球 人 ウィ ル ・ ゲ イム と 恋 に 落ち る 。 


C.C.2186 


目 ムー ン レ イス の 調査 員 、 地球 に 降下 


C.C.2187 ディ アナ 、 月 に 帰 思 。 

地球 帰還 計画 を 巡り 、 デ ィ ア ナ 家 と ギン ガ ナ ム 家 が 対立 。 ギン ガ 
ナム 家 、 月 の 首都 ゲン ガ ナ ム を 追放 され る 。 

ディ アナ 、 市 民 軍 ディ アナ ・ カ ウン ター を 結成 。 

ディ アナ 、 人 工 冬眠 に 入る 

ギン ガ ナ ムー 派 、 人 工 冬眠 中 の ディ アナ を 弁 撃 する が 、 ア ッ カ マ 
ン 家 に よっ て 撃退 され る 

ロラ ン ・ セ アッ ク 、 月 の 運河 人 と し て 誕生 。 

地球 帰還 計画 、 再開 。 

北ア メリ ア 大 馬 知 者 に 通信 機 を 投下 する と 共に 調査 団 を 派遣 
弟 6 次 調査 団 と し て ロラ ン た ち が 派遣 され る 

ディ アナ ・ カ ウン ター 先 條 部 際 が イン グレ ッ サ 領 に 旗下 


C.C.2225. 
C.C.2328 


C.C.2343. 


C.C.2345. 


ロラ ン 、 ム ー ン レ ィ ス の 調査 員 と し て 
地球 に 降下 


ロラ ン 、 ハ イム 家 の 姉 妹 と 道 遇 。 姉 


か つて 月 に 移住 し 、 ディ アナ ・ ソ レル を 女王 に 戴く 社会 を 
形成 し て いた 人 類 の 子孫 (ムー ン レ ィ ス ) が 地球 帰還 計画 
を 実施 。 地球 に 無線 通信 機 を 送る と 共に 、 複数 の 調査 員 
ws に 下 し た ロラ ン は 初め て 目 

| 凌 味 を 示し 、 ほ いで み 
る こと に し た の だ が 


潜 れ に 十 を 取ら れ て 靖 れ で し まう 
だ が 異変 に 気付 いた ハイ ム 東 の 
本 陵 ( キ エ ル と ソシエ ) に 動け られ た 


還 ロラ ン 、 「 成 人 の 儀式 」 に 参加 する 


を 派 遺し た 。 主査 員 に 抜 握 さ れ た ロラ ン ・ セ アッ ク は 北ア メ 妹 の 推 藤 で ハイ ム 家 に 礎 わ れる 


リア 大 陸 イ ング レッ サ 領 に 降下 。 慣れ な い 環 境 に トラ ブル 


は あっ た も の の な ん と が 寺 会 に 溶け 込む こと が で きた 。 
or i ロラ ン 、 成 人 の 儀式 へ の 参加 が 許可 


され る 


キ エ ル と ソシエ の 気 転 で 一 命 を 取 
| ン は 


ロラ ン 、 新 成人 た ちと 共に マウ ン テ 
ン ・ サ イク ル に 向かう 


第 一 回 目 の 地球 降下 


先立ち 


地球 降下 か ら 2 年 あま り が 経過 し た ある 日 、 この 地方 独 
特 の 行事 「 成 人 の 備 式 ]」 に ロラ ン も 参加 が 許さ れ た 。 看 
至 の 夜 、 月 明か り の 下 に 集まっ た 新 成人 が マウ ン テ ン ・ サ 


成人 の 備 式 当日 。 新 成人 に 
| て ロラ ン も 神 責 を 柏 ぎ 、 マウ : 


| サイ クル まで の 行 音 に 多加 し た 


| 


神 敵 の 上 に は 抽 じ < 開 人 の 人 
参加 する ソシエ が いた 。 科 女 


式 の 雪 王 科 に 選ば れ で いた の だ 


ホワ れれ ポール の 仙 で 思い 思い 


山 秋 が 貼 く の ら 示 か に 陸 め 


イク ル に 鎮座 する 石像 「 ホ ワイ トド ー ル 」 の 前 で 大 人 に な - 
た こと を 祝う と いう も の だ 。 身分 を 万 し て 生活 し て いた ロラ 
ン は この 誘い に 者 び 、 勇 ん で 団 り の 行列 に 加わ っ た 。 
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マウ ン テ ン ・ サ イク ル に 紀 ら れる 
ワイ トド ー ル は 、 成人 を 見 字 る 神 人 


て 人 々 な ら 偽 健 され て いた 


合 る 新 成人 た ち 。 も 


V ガ ンダ タム 


当 目 ディ アナ ・ カ ウン ター 先 首部 隊 、 地球 に 降下 


ムー ン レ ィ ス 、 地 球 帰還 作戦 を 本 格 
的 に 開始 


成人 の 儀式 の 夜 、 イ ング レッ サ に 隣接 する ル ジ ャ ー ナ の 
首都 ノッ クス は 緊 娠 に 包ま れ て し に ヒコ ゴラン ム 2 の 
y 


ド ・ ラ イン フォ ー ド は 月 か ら 送ら れ た 通信 機 を 入手 


来 、 ム ー ン レ ィ ス と 交渉 を 線 り 返し 
中 部 隊 が 地球 に 帰 財 す る と いう の だ 
と 時 を 同じ くし て 、 つい に 地球 降下 が 開始 され た 


妥 目 ディ アナ ・ カ ウン ター 先 道 部 隊 と ミリ シャ の 間 で 戦闘 が 発生 


て いた の だ が 、 つ い に 先 
そし て 儀式 の 開始 


ディ アナ 直属 部 隊 の MS (ディ アナ ・ 
カウ ンタ ー の ウォ ドム ) が 先 違 隊 と し 
て 、 イン グレ ッ サ 郊外 に 降下 する 


イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ 、 グエン の 意向 
を 無視 し て ウォ ドム を 攻撃 


ウォ ドム 、 反撃 を 開始 。 イン グレ ッ サ ・ 
ミリ シャ と ビシ ニテ ィ 市 街 に 被害 が 生 
じ る 


ウォ ドム の 攻撃 で ホワ イト ドー ル が 破 


損する 


ホワ イト ドー ル の 中 か ら 正 体 不明 の 
機械 人 形 が 出現 


上 空 か ら 降り 立っ た 機械 人 形 


アナ ・ カ ウン ター の レッ サミ リ シ ャ ) の 面々 も 同様 だ っ た 
ク が は ば 私 慌 に 用 ャ が 攻撃 を 開始 
反撃 を 行い 、 両 い は 最 凍 の 


〈。 それ は グエン が 組織 し た 戦闘 部 隊 (イン グ 


ウォ ドム を 谷 国 か ら の 便 時 兵 凌 
だ と 詩 将 し た イン グレ ッ サ ・ ミ 


ヾ 


の 火 線 に 困 さ れる ウォ ドム | 
畔 履 の 兵器 が 


#4 
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| ホワ イト ドー ル の 石像 か ら 機械 人 形 が 出現 


さら に まず いこ と に 
ウォ ドム も 果敢 に 


ロラ ン 、 正体 不明 の 機械 人 形 に 搭 
乗 。 ビー ムラ イフ ル を 発射 する 


ウォ ドム 、 ビ ピー ム を 選 け る た め に 後退 


MORE INFO! 


ウォ ドム が 放っ た ピー ム 砲 の 一 撃 は ビシ ニテ ィ の 街 を 業 こと も な い 機 械 人 形 が 表 を 現し た の だ 
火 に 包ん だ だ け で な く 、 マウ ン テ ン ・ サ イク ル に まで 到 違 身 を 骨 そ うと し て いた ロラ ン だ が 
ボワ イト ドー 部 が 破損 し て し まう 。 だ が そこ で 思い 措 ず に 機械 人 形 に 搭乗 機械 人 
、 け な いこ と が 起こ っ た 。 壊れ た ホワ イト ドー ル の 中 か ら 見 た ・ ラ イフ ル を 放ち 、 ウォ ドム を 後退 させ る の に 成功 し た 


TTYYTTLTT 
ドム を 拉 め 、 時 わら 反撃 に 氏 天 し た 


幸村 サンライズ 76-28 


ア ・ バ オア ・ ク ー で の 潤 戦 


mM4 mm19 
- ア ・ バ バオア ・ ク ー で の 激戦 


0 . ジオ ン 公 国 本 土 絶対 防衛 線 の 一 角 を な す 宇 四 要 塞 ア ・ 
・ バオア クー に 地球 連邦 軍艦 隊 が 接近 。 これ 以上 の 抗戦 
は 互い に 符 を 生ま な いと 判断 し た 公 王 デ ギン ・ ソ ド ・ ザ 


12 月 30 日 


- ビ は 停戦 交渉 を 決意 する 。- だ が 突然 の 光 共 が 和平 へ の 
| 道 を 閉ざし 、 つい に 戦端 が 開か れる こと に な っ た 。 


目 レビ ル 粗 隊 、 第 3 戦闘 ライ ン に 集結 


連邦 軍 綴 大 将 レ ビル が 発案 し た 「 星 一 号 ] 作戦 は 、 宇 
再 要塞 ア ・ パ オア ・ ク ー に 対す る 戦 開 ラ イン に 連邦 還 算 
隊 が 集結 する こと で 、 そ の 全 寺 を 現し た 。 レビ ル 率 いる 較 


TN 


邦 軍 弟 1 双 隊 が ア ・ バ オア ・ ク ー を 突破 し 、 公国 本 国 に 保 
攻 す る 一 これ が 本 作戦 の 算 子 で あり 、 作 戦 名 の 「 星 ] と 
は すなわち 、 攻撃 目標 を 暗示 し て いた 。 


ちな み に この 皮 臣 に を る ま 
で 作 中 内 容 は 連邦 還 内 人 
に も 度 明 きれ て お ら ず 、 詳細 
は レビ ル が 知る の み だ っ た 
| 公国 還 の 誠二 に 半 抗 


"12 月 30 晶 


目 デ ギ ン 、 吉孝 と の 停戦 交渉 に 臨 む 


最終 決戦 の 準備 を 急ぐ 連邦 軍 第 1 紫 隊 に 、 公 国軍 大 
型 艦艇 「 グ レー ト ・ デ ギン ] か ら の レー ザー 通信 が も た ら さ れ 
た 。 これ 以上 の 戦闘 経 続 を 望ま な い 公国 公 王 デ ギン が 、 自 


「 a | | 
| 


ギレ ン の 目 を 計 む よう に し て 公国 本国 を 出 立 し た デ ギン は 、 尊 必 の 小径 
を 引き 達 れ た だ け で 放 1 四 隊 と の 導通 ポイ ント に 現れ た 


ら 停 戦 交渉 に 曽 むと いう の だ 。 連絡 を 受け た レビ ル は た だ 
ち に 交渉 の 場 に 就く < こと に 同意 。 ア ・ パ オア ・ ク ー か ら ほ ど 
近い 宙 域 が 両者 の 灘 哲 ポ イン ト に 指定 され た 。 


WN 


材 密 紛 し に こ デ ギン の 族 を 記 
WW の た し ビル は 、 こ れ で 長き に 
下っ た 埋 乱 も 終わ る と 詳 を 


油 で 下ろ す 。 し か し その 直 
仙 徐 、 和平 へ の 疾 は 押 球 に も 
= 開き きれ て し まう 


目 ギレ ン 、 ソー ラ ・ レ イ を 使用 


デキ ギン の 行動 は 公国 軍 培 帥 ギレ ン ・ ザ ビ に 通じ て お り 、 
彼 は これ を 利用 し て 目 の 上 の 症 で ある 公 王 の 排除 を 画 
筑 。 コロ ニー を 改造 し た 「 ソ ー ラ ・ レ イ 」 が 発射 され た 。 直 
ア 生計 的 な レン の 神 示 
を 受け 、 ゲ ル ・ ド ル パ 
軍 寺 (デキ ン と レビ ル 


ニュ ー タ イプ と し て の 電 
きか ら 5 ソーラ ・ レ イ の 
革 付い た アム 


口 は 激しく 動 手 し 、 友 
生生 に 後退 を 告げ 
る 。 し か し 、 時 すでに 押 
し で ぁ っ た 


撃 を 受け た デ ギ ン 態 隊 は 肝 時 に 蒸発 。 接 般 準備 を 進め て 
いた 連邦 軍 靖 1 艦隊 も 3 分 の 1 を 癌 失 。 さら に デ ギン と レ 
ビル も 秩 牧 と な り 、 停戦 交渉 も 無効 と な っ た 


疾 大 を エネ ルギー が デ 
ギン 交 謗 電車 生 1 
い NH) 光 
で に 呑み込ま れ た 両 上 
訂 は 本 時 に 消失 し た 


だ っ た 。 


デキ ギン と レビ ル も 区 の 
中 に 油 え 、 それ と 同時 


連邦 軍 第 1 艦隊 、 ア ・ バ オア ・ ク ー 
に 対す る 戦闘 ライ ン に 集結 。 


連邦 軍 第 1 艦隊 、 公 国 公 王 専用 艦 
「 グ レー ト ・ デ ギン 」 か ら の レー ザー 通 \ 
信 を 受信 。 


デ ギ ン 、 連邦 に 停戦 交渉 を 持ち 掛け 
る 。 


レビ ル 、 停 戦 交渉 に 同意 。 両 艦隊 が 
選 逝 ポイ ント に 集結 する 。 

ギレ ン 、 デ ギン の 行動 を 利用 し て 、 公 
王 排除 を 画策 。 

ギレ ン 、 ソー ラ ・ レ イ の 照射 を 指示 


連邦 軍 第 1 艦隊 お よび デ ギ ン 竣 隊 、 
ソー ラ ・ レ イ の 直撃 を 受け る 。 


レビ ル と デ ギ ン 、 戦 死 。 連邦 軍 第 1 艦 
隊 も 3 分 の 1 を 衰 失 。 


CZ7 


クー で の 激戦 Ff mM4 sm13 


ギレ ン 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 全 将兵 に 対 
する 戦意 高揚 演説 を 実施 


目 ギレ ン 、 戦意 高 提 演 説 を 挙行 


デ ギ ン で き 後 、 公 国 と 公国 軍 の 全権 を 掌握 し た ギレ ン は . 連邦 軍 は すでに 形 扶 化 し て いる 。 人 類 は 選ば れ た 優良 竹 
目前 に 條 っ た 連邦 軍 と の 最終 決 載 に 先立ち 、 戦意 高揚 の で ある ジオ ン 国 民 に 管理 ・ 運 営 さ れる べき だ 一 一 この 独裁 
た め の 演説 を 実施 し た 。 ソー ラ ・ レ 定 的 打撃 を 受け た 的 な アジ テー ショ ン に 、 兵 士 た ちの 士気 は 一 気 に 高欄 し た 


一 主 思 四 画 大 、 ア パオ ア ・ ク が ja 
に 攻 う 特 兵 を 前 に し て ギレ ン は F " 


の 優勢 と 公国 国民 の 佑 革 性 を § 
高らか に 諸 い た 「】 


公国 還 和 の 土気 に する 。 議 


連邦 軍 上 居 部 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 攻 
撃 を 強 攻 。 


調 デレ ン の 演説 に 必 机 し た 将兵 の 
ETTTT 連 孝 和 
に 対す る 電話 扶 戦 を 緒 い 合う 


連邦 軍 残 存 艦隊 、 再編 を 開始 。 


連邦 軍艦 隊 、 ア ・ バ オア ・ ク ー 攻 略 
戦 を 開始 . 


パプ リク 突撃 租 部 隊 に よる ビー ム 揚 
乱 腹 の 展開 が 行わ れる 。 


ST kei 
目 吉孝 軍 、 残存 艦 能 の 再編 制 を 行う 
艦隊 戦力 の 3 分 の 1 と レビ ル を 失っ た 連邦 軍 だ が 、 軍 上 イ の 再 使用 を 警戒 す る 声 も 上 が り 、 結果 、 残存 北 隊 に は 再 


暦 部 は ア ・ パ オア ・ ク ー へ の 攻撃 を 指示 する 。 公国 軍 に 要 編 命 令 が 下っ た 。 迎 を 逃れ た ホワ イト ペー ス も 再編 制 に 組 
窒 の 防御 を 固め る 隊 を 与え な いた めで ある 。 さら に ソー ラ ・ レ み 込 まれ 、 乗組 員 た ちの 間 に 繋 張 が 走る - 


キシ リア 、 ア ・ バ オア ・ ク ー に 到 症 , 


増援 部 隊 を 配備 する と 共に 、 ギ レン と 
の 面会 に 向かう 


不安 を 幕 ちら せる 件 間 た らい 
ュー タイ プ と し 


7 
で 、 監 映 に 参 0 す る 肌 兵 の 韻 に は 不安 が 広がっ て いた 


| 12 月 3 


a 


目 吉孝 軍 、 ア ・ パ オア ・ ク ー へ の 攻撃 を 開始 


再編 制 を 終え た 連邦 軍艦 隊 が ア ・ バ オア ・ ク ー へ の 優 た 。 ソロ モン 攻略 戦 で 有効 性 が 実証 され た ビー ム 捜 乱 語 
攻 を 開始 。 両 軍 の 間 で 戦端 が 開か れ た 。 まず 第 一 波 攻撃 を ア ・ パ オア ・ ク ー の 周囲 に 形成 し よう と いう の だ 。 対す る 
と し て , 連邦 軍 は 突撃 次 / バ プリ ク か ら 成 る 部 位 を 向かわ せ 公園 軍 は 対空 ミサ イル で 迎撃 、 パプ リク の 一 扶 を 図っ た 


sm 
重 に よる 攻撃 の 病 一 注 は N フ ィ ー ル ド か ら 全 攻 し た パブ リク 各 評 が 担 
当 。 要 寄 か ら の ビー ム を 無効 化す る ピー ム 涯 和風 の 形成 を 目 棒 し た 


目 キシ リア 、 ア ・ パ オア ・ ク ー に 人 到着 


連邦 軍 と 公国 軍 の 間 で 丁 々 発 止 の 攻 防 鞍 が 行わ れ て シリ ア は N フ ィ ー ル ド に 増援 部 隊 を 投入 。 その 一 方 、 自 分 
いる 間 を 疑っ て 、 ア ・ パ オア ・ー ク ー に 接近 する 者 が あっ た は 要 府 司令 部 を 目指 し た 。 デ ギン 戦死 の 真相 を ギレ ン の 
キシ リア ・ ザ ビ 率 いる 能 隊 で ある 。 宇宙 要 毒 に 到着 し た キ 斉 殺 と 縫い 、 そ の 事実 を 確か め よ うと し て いた の で ある 。 


ア に ギレ ン は ね 
| EE 


クー に 入っ た キシ リア は 、 同 行 する シャ ア 
その 了 、 要 夫 で 座 問 中 の 新吉 MS を 室 結 す 


幸せ ン ラ ィ テ 77-30 


78-29 


目 マシ ュ マ ー、 アー ガマ の 通信 を 傍受 


本 本 (ga4 sl5 
マシ ュ マ ー の 猛攻 


アー ガマ へ の 刷 撃 が 立て 続け に 失敗 し 、 ア クシ ズ 本 国 
か ら 新 た な 指揮 官 (キャ ラ ・ ス ー ン ) が 派遣 よれ る と いう 
局面 に 立た され た マジ ュ マ ー・ セ ロ は 、 汚名 返上 の た め 


ラビ アン ロー ズ と の 合流 を 急ぐ アー ガマ の 通信 を 傍受 し 
を 扶 る こと に な る 。 アー 
: か ら だ 。 と は いえ この 内 


今回 。 マ シュ マー は 巧妙 な 作戦 を 用 香 し て いた 。 自分 が 攻撃 を 仕 簡 け る 
一 方 、 ゴット ン を アー ガマ に 潜入 させ 、 内 入 者 と 欄 触 させ る と いう も の だ 


通 者 を うま く 利用 すれ ば 、 失 泊 の 連続 だ : 
を 成 し 違 げ ら れる か も し れ な い 一 一 そう 考え 
は 、 部 下 の ゴット ン ・ ゴ ー を 引き 連れ て 艦 を 後に し た 


4 


小さ な ダミ ー 編 石 の 楼 近 な 
ど 全 く 気付 か な か っ た 


上 マシ ュ マ ー、Z ガ ンダ ム と 交戦 


ハン マ ・ ハ ンマ の 接近 に 気付 いた アー ガマ か 
ー・ ア ー シ タ が 搭乗 する Z ガ ンダ ム が 発進 し た 。 これ まで 
の よう に すぐ に 撃退 し て みせ る と 高 を 括る ジュ ドー だ が 、 今 


6 


m= > 


I いい て も ピー ム が 出 な いこ と に 工 く ジュ ドー。 対す る マシ ュ マ ー は 
好 村 と ば か り に 胡 を 仕 拉 け 、 Z ガ ンダ ム を 主夫 に 帳 れ る 


3 月 15 日 


回 ば げ か り は そう も 言っ て いら れ な か っ た 。 連戦 続き の Z ガ ン 
ダム は 整備 に 充分 な 時 間 が 割 け ず 、 ビー ム ・ ラ イフ ル の エ 
ネル ギー・ プ ラグ が 外れ た まま だ っ た の だ 


その 間 、 ゴル ホン は アー ガマ 
3 
ル ・ ビ アン シノ に 見 埋め られ 
で て いる と は 知ら ず 、 内 通 者 
と の 林 芝 を きぐ の だ っ た 


目 ファ 、 メ タス で ジュ 


ドー の 支援 に 向かう 


異変 に 気付 いた ファ ・ ユ イリ ィ が メタ ス で 戦闘 宙 域 に 急 
行 。 ビー ム ・ ラ イフ ル を 受け 取り 、 プラ グ の 接続 と 再訪 撃 を 
始め た 。 正規 の メカ ニッ ク で は な いた め 作 業 は 難航 し た も 


た ファ は 、 小 惑 革 の 訂 
に 陣 れ た Z ガ ンダ ム と 信 
流 。 戦 較 中 と いう 族 検 
な 状況 に も か か わら ず 
者 作業 を 開始 し た 


, 條 理由 の メタ ス で 出 補 し 


礎 の ジュ ドー が ど 2 


ね 4 と な っ た 


の の 丸腰 の ジュ ドー が 時 間 を 稼い で くれ た こと か ら 調整 は 
終了 。 あと は ライ フル を Z ガ ンダ ム に 返す だ け な の : メ 
タス の 背後 か ら ハ ンマ ・ ハ ンマ が 急 接 近 を 仕掛 


語っ 


莉 埋 の 合 財 を 細 っ て Z 
ガン ダム に ライ フル を 
送 し た メタ ス 。 し か し 
科 み ら 基 近 する ハン 
マ ・ ハ ンマ の 一 緊 を 民 


浴 不 双 に 絶っ た メタ 
ス は シャ ング リラ ・ コ ロ 


1 に 自ら 作戦 に 参加 。 新型 MS ハン マ “ ハ ンマ を 駆り 、 今 
度 こ そ ア ー ガ マ を 撃破 し よう と 息 を 巻く の だ が …… 


エン ドラ 、 アー ガマ か ら の 通信 を 傍受 。 


マシ ュ マー、 ゴット ン を 連れ 出し て アー 


ガマ 攻略 に 出撃 。 
ジュ ドー、 Z ガ ンダ ム で 迎撃 する が 、 整 
備 不良 が 災い し て 苦戦 を 強い られ る 。 


ゴン 、 単 身 で 戦闘 軍 域 か ら 離 れ 、 
アー ガマ に 潜入 。 


ゴット ン 、 内 通 者 (ビー チャ ・ オ レー グ 
と モン ド ・ ア ガケ ) と の 接触 を 図る 。 
ファ 、Z ガ ンダ ム の 異変 に 気付 き 、 メ タ 
ス で 出撃 。 

ファ 、 ビー ム ・ ラ イフ ル の 調整 を 行う 。 


ファ 、 調整 作業 を 終え る が 、 ハン マ ・ 
ハン マ の 直撃 を 受け る 。 


ジュ ドー、 ハン マ ・ ハ ンマ を 撃退 。 


ファ 、 アー ガマ か ら 離 脱 . 


3 月 16 日 


還 マシ ュ マ ー、 ハン マ ・ ハ ンマ を 強化 


度 重 な る 数 北 に 歯 噛み する マシ ュ マー に 吉報 が も た ら 間違い な く 、 ハ マー ン ・ カ ー ン の 世 党 も 受け られ な く な る か 
され た 。 ハン マ ・ ハ ンマ の 新装 備 (メガ 粒子 確 を 内 蔵 し た も し れ な い - 焦る 気持 ち を 押し 隠し 、 打 倒 ア ー ガ マ と Z 
シー ルド ) の 調整 が 完了 し た の だ 。 次 に 失敗 し た ら 放 格 は ガン ダム と いう 目標 に 気 火 を 上 げ る マシ ュ マ ー だ っ た 


nA 


ルド を 本 備 し な ハンマ ・ ハ ンマ を 満足 げに 甘 め る マシ ュ マ ー は 、 こ れ ま ト 
けた 雷電 を 果たす べく 、 今度 こそ 馬 利 する こと を 振っ た 


ハン マ ・ ハ ンマ の 新装 備 (メガ 粒子 砲 
内 蔵 の シー ルド ) の 調整 が 完了 。 1 


マシ ュ マ ー、 シ ー ル ド を 装備 し た ハン 
マ ・ ハ ンマ で 出撃 


ゴット ン 、 エル に 発見 され 、 独房 に 入 


れ ら れる , 


ゴット ン 、 シン タ と クム を 利用 し て 独房 
か 5 脱走 


ゴット ン 、 イーノ を 人 質 に し て コア ファイ 
ター を 強奪 。 アー ガマ か ら 脱 走 する , 


3 月 16 日 
目 ゴット ン 、 アー ガマ か ら 脱 出 


内 通 考 と 接触 を 図る ゴット ン だ っ た が 。、 エ ル ・ ビ アン ノ 猿 っ て いた 。 する と 独房 の 前 を 子供 た ち (シン タ と クム ) が 
に 発見 され 、 独房 に 入れ られ て し まう 。 し か し 囚われ の 身 と 通り 投 か みり 、 ふ た り の 話 を 利用 し た ゴット ン は まん ま と 狂 房 
な っ て も ゴット ン は 注意 深く 周囲 を 不 い 、 脱 出 の チャ ンス を を 抜け 出し 、 さ ら に アー ガマ か ら の 脱走 に 成功 し た 


イー ノ 、 コ ク ピ ビット 内 で 暴れ て 、 ゴ ッ ン 
の 脱走 を 阻止 し よう と する 


コア ファ イタ ー、 小 惑星 に 激突 。 ゴット 
ン と イー ノ 、 宇宙 空間 に 放り 出さ れる 


ゴット ン 、 ハン マ ・ ハ ンマ に 教 助 され る 。 


諾 ろ うと する 子供 た ち を 利用 し て 閑 誠 を 抜け 出し た ゴット ン 
・ ア ッ パ ー プ を 人 質 に 取っ て 、 アー が ガマ 悦 走 を 還る ン の 2 


イー ノ 、 ラ ビア ン ロ ー ズ に 救助 され る 。 


エマ リー、 イー ノ に コア 
アー ガマ に 送り 届け る よ 


3 月 16 日 
目 ブッ トン 、 マシ ュ マ ー と 合流 
ゴット ン の 人 質 と な っ た イー ノ だ が 、 大 人 し くし て いる つも 突 。 ふた り は 宇宙 空間 に 放り 出さ れ て し まう 。 の ち に ゴット 


り は な か っ た 。 それ ば か りか 狭い コク ピッ ト で な ん と か 抵抗 ン は アー ガマ に 向かう マシ ュ マ ー に 回 収 され た が 、 イー ノ は 
を 試み 、 操 終 不能 に 了 邪 っ た コア ・ フ ァ イ タ ー は 小惑星 に 激 その まま 漂流 を 余 備 な くさ れる こと に 


て - mn ーー 
| の | K の MORE INFO! 
a a 
攻 ( ge k シ 計る イー けず イー ノ が 目 に し 
| ンマ で 人 EO NBER 
レラ た ゴット ン は .、 アー ガマ 名 
イー プ り 人 8 ん は う 8 コ トン は 提 了 が 放 か に お 0 了 24 a RE tS 
計 拉 に 者 突 。 ショ ッ ク で 旨 体 され て し まっ た こと が で きた 


目 イー ノ 、 ラビ アン ロー ズ に 救助 され る 


宇宙 空間 を 漂流 し て いた は ず の イー ノ が 目 を 覚まし た の の 事情 を 聞か され た 散 長 の エマ リー・ オ ンス は ほ イ ー ノ を 格 
は 医務 室 ら し き 場所 だ っ た 。 アー ガマ と の 接 角 を 多 ぐ ラビ 納 庫 に 案内 する 。 そし て 、 そ 柚 し て いる 機体 (コア ・ 
アン ロー ズ が イー ノ を 発見 ・ 教 助 し た の だ 。 さら に アー ガマ トップ) を アー ガマ に 届け る よう 、 命じ る の だ っ た 


イー ノ が 正気 を 取り 戻し た こと を 
確 合 し た エマ リー は 、 拉 を 凶 き 立 
て て 居 納 庫 に 急ぐ 。 駅 が わか ら 
な い イー ノ は 当 其 する ば か り た 
が 、 エ マリ ー は 時 間 を 無駄 に す 
る つも りり は な か っ た よう だ 


提示 を 受け て 、 相 
ガマ に 坦 馬 する こと 


a ッ ン ラズ 78-30 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


FC.TIMELINE ニン ニン ーー 本 04 sm 02 
デビ ル ガ ン ダム の 影 


短 スー パー モー ド の 発動 に も 成功 し 、 快 進 没 を 続け る ドモ 
R : ン ・ カ ッシュ 。 だ が 彼 の 真 の 目的 は ガン ダム ファ イト に 優 | 
勝 する こと で は ば な か っ た 。 母 を 奪い 去り 、 父 を 冷凍 刑 の 

夏 き 目 に 遭わ せ た 実 の 兄 キ ョ ウジ ・ カ ッシュ と 、 彼 が 操る 

に ここ い ] デビ ル ガ ン ダム の 捜索 こそ が 彼 の 宿願 だ っ た の だ 。 


カラ ト 、 ド モン の 動向 に 不安 を 覚え る 。 


半 カラ ト 、 ド モン を 一 時 的 に 強制 帰国 させ る 


兄 キ ョ ウジ の 捜索 に 固 帆 する ドモ ン に 、 ネ オジ ャ パン の し て の 適性 を 再 確認 し よう と する 。 カラ ト に と っ て 重要 な の 
カラ ト 委 員 長 は 不安 を 覚え 始め る 。 そこ で 極秘 斉 に ドモ ン は キョ ウジ の 行方 な ど で は な く 、 ネ オジ ャ パン が 地球 園 の 
を ネオ ジャ パン に 強制 送 避 させ る と 、 ガ ンダ ム フ ァ イ ター と 。 穫 権 を 手中 に 収め る こと だ っ た の だ 。 


ドモ ン 、 カラ ト の 策略 に よっ て ネオ ジャ 
パン に 強制 送還 され る 。 


ドモ ン 、 カラ ト の 指示 で 仮想 現実 の 
世界 に 入れ られ 、 家 族 と の 懐か し い | 


生活 を 追 体験 する 。 | 

ドモ ン の 身柄 を 裕 側 し た カ ドモ ン 、 仮想 現実 の 中 で 、 キョ ウジ に | 
LC で よる アル ティ メッ ト ガ ンダ ム 強 鶴 事 件 
どう か を 見 棒 め る テス ト を を 追 体験 する 。 | 
| 


と ある 山寺 を れ た ドモ ン は 住 千 か 
ノン の エー ジェ ント だ と は 見 株 


特 を 受け る 。 し か し 住 杜 が ま キオ ジャ 
に 次 め られ て し まっ た 。 


ドモ ン 、 超 り の まま に シャ イニ ング ガン 
ダム の スー パー モー ド を 発動 


ドモ ン 、 アル ティ メッ ト ガ ンダ ム に 偽装 
し た ファ ント マ を 撃破 。 


代目 モン. 仮 邊 現実 で か つて の 悲劇 を 追 体験 する 


ネオ ジャ パン に 帰国 させ られ た ドモ ン は 、 カ ラ ト の 指示 で ジ と の 幸せ な 記憶 に 酔い し れる ドモ ン 。 だ が 父 が 研究 し て 
仮想 現実 の 世界 に 没入 。 ガン ダム ファ イト に 参加 する 以 いた アル ティ メッ ト ガ ンダ ム (の ちの デビ ル ガ ン ダム ) の 完 
前 の 生活 を 追 体験 する こと に な っ た 。 父 と 国 、 そ し て キョ ウ 成 を きっ か け に 、 幸せ な 日 々 は 一 変 し て し まう 。 


ドモ ン 、 地 球 に 降下 。 ガン ダム ファ イ | 
ター と し て の 戦闘 を 再開 する 。 


ウジ を 止め よう と する 時 
は 特 和 訂 の 中 箇 に 馬 れ 、 ド に 
モン の 詞 の 中 で 息 妖 える 、 RE | 
し みか し キョ ウジ は 導 色 ひと つ 

並 える こと な く 、 アル ティ メッ ree 
ト ガ ンダ ム と 共に ネオ ジャ パ 強奪 事件 の 真相 
ー 上 Ne 加 っ た 。 


1 一角 1。 P IL A 


アル ティ メッ ト ガ ンダ ム の 研究 人 設 を ネオ ジャ パン の 特務 隊 が 急 有 。 する と 
キョ ウジ が 本 性 を 革 き 出し に し て 待 和 隊 を 一 電 し て し まう 。 


目 ドモ ン 、 シャ イニ ング ガン ダム の スー パー モー ド を 発動 きせ る 

己 の 野望 の た め に 母 の 命 を 甘い 、 ア ル テ ィ メ ッ ト ガ ンダ よう に シャ イニ ング ガン ダム に 異変 が 生じ た 。 搭乗 者 の 感 
ム を 強 客 し て 地球 に 逃れ よう と する キョ ウジ に 、 ドモ ン は 直情 の 変化 に 応じ て 戦闘 能力 を 変化 する と いう シャ イニ ング 
り を 抑え 切れ な く な る 。 する と ドモ ン の 感情 に 呼応 し た か の ガン ダム の 機能 が 最大 限 に 発揮 され た の だ 。 


| イン の きま に の 5 が 
EN 
FE 


キョ ウジ を 追っ て シャ イ 
ニン グ ガ ンダ ム に 業 り 
込ん だ ドモ ン だ が 、 デ 
ビル ガン ダム (本 当 は 
ファ ント マ ) の 章 に 若 
EOS る 


グ ガ ンダ ム の 則 態 を 目 
覚め る せ 、 ス ー パ ー モ ー 
ド が 発動 し た 


奏し た ド モン 。 きら に 自 
カ で 価 加 現実 か ら 裕 
の 劉 際 を 開 み ず に ドモ 
ン に 反 琶 の 陳 を 生 え よ 
3 と する 


信 し 、 ガ ンダ ム フ ァ イ 
ター と し て の カ を カラ ト 
し た の だ っ た 


79-25 


上 目 ドモ ン 、 ネオ メキ シコ 代表 チコ ・ ロ ドリ ゲス と 交戦 


ネオ メキ シコ に 入っ た ドモ ン は 考 針 を 打 た れ て 菊 倒 し て ター を 排除 し て いた の だ 。 事情 を 察し た ジー ナ は これ 以上 

し まう 。 犯人 は ネオ メキ シコ の ガン ダム ファ イタ ー、 チコ ・ ロ の 罪 を 犯さ な いよ う チ コ を 説 笑 し 、 ド モン に も この 場 は 見 輝 
ドリ ゲス 。 彼 は コロ ニー 殖 ウ ィ ル ス に 優 さ れ た 妹 (ジー ナ し て くれ る よう に と 事 杯 す る 。 と は いえ ドモ ン も 戦い を 止め 
ら 5 す た め 、 国 家 が 派遣 し た 追手 や 他 の ガン ダム ファ イ る わけ に いか ず 、 つい に 両者 の 間 で 戦い が 始ま っ た 


ネオ カナ ダ の ガン ダム ファ イタ ー、 アン ドリ ュー・ グ ラ ハ ム 。 ル ゴ ・ ガ ルス キー と 避 遇 。 グラ ハム と アル ゴ ・ ガ ルス キー 

に ネオ ロシア の 情報 を 提供 する よう 要請 され た ドモ ン だ が の 因 緑 を 聞か され た 。 グラ ハム に は 、 ア ル ゴ た ち 宇 宙 海 賊 
それ を 断っ た た め に レイ ン ・ ミ カム ラ を 人 質 に 取ら れ て し ま に よっ て 最愛 の 妻 を 鞭 わ れ た と いう 辛い 過去 が あり 、 妻 の 
う 。 レイ ン 教 出 に 向かう ドモ ン は 偶 桂 に も ネオ ロシア の ア 復讐 の た め に アル ゴ を 付け 狙っ て いた の で ある 


に 小 星 革 の 警 備 任務 
者 赤 始 が 拓実 、 雪 が 才 空 に 放 で 


| ドモ ン 、 ネオ イン グラ ンド 代表 ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マン と 交戦 


か つて ガン ダム ファ イト 3 連 和 覇 と いう 偉業 を 成 し 違 げ た 紳士 と し て の 謗 り を 正 々 堂々 と 戦う こと で 知ら れる 
ネオ イン グラ ンド 代表 の ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マン と 載 う こと チャ ッ プ マン 卑 惨 な 国 を 仕掛 けた と いう の だ 。 真相 を 
に な っ た ドモ ン 。 と ころ が チャ ッ プ マ ン と 先 に 一 革 を 交え た 確か め る ため に ドモ ン は 関 い の 場 へ と 赴く が 、 ル ー ル を 無 
英国 。 視 し た チャ ッ プ マン に 翻弄 させ られ る こと に な る 


ジョ ル ジ ュ ・ 


トド モン と の 戦い を 間 し な チャ ッ プ マン は 、 灯 と 加 時 人 作 の 仙人 可 ( カ ーー 
2 も ちち み に 使い 、 シ ャ イニ ング ガン ダム 追い 込ん で いく 


ネオ エジプト に 入っ た サイ ・ サ イシ ー が 謎 の 機体 の 腸 撃 ファ イタ ー、 ダ ハー ル ・ ム ハマ ンド は 第 4 回 大 会 の 出場 者 
を 受け た 。 レイ ン の 調査 で 、 サイ シー を 襲っ た の は ファ ラオ で あり 、 サ イシ ー の 祖父 と の 戦い で 命 を 落と し 
ガン ダム 11 世 の 機体 で ある こと が 判明 する 。 と は いえ こ ラ と な っ て 墓所 に 随 っ て いる は ず だ っ た 
れ は 解せ な い 話 だ っ た 。 ファ ラオ ガン ダム 1 1 世 の ガ ンダ ム 所 に ミイ ラ は 安置 され て お ら ず 、 謎 は 深まる ば 


や C な < ドモ ン が サイ 
交代 。 どん な に ダメ ー ジ を 


怖い モノ が 大 の 若手 と いう こ て 実 カ を 


と も あ 


ドモ ン 、 ネ オメ キシ コ に 移動 。 チ ボ 
デー・ ク ロケ ッ ト と 再会 する , 


ドモ ン - ネオ メキ シコ の ガン ダム ファ イ 筐 
ター、 チコ ・ ロ ドリ ゲス と 戦う 


ドモ ン 、 ネ オカ ナダ に 移動 。 アル ゴ ・ 
ガル スキ ー と 再会 する , 


ドモ ン 、 ネ オカ ナダ の ガン ダム ファ イ 
ター、 アン ドリ ュー・ グ ラ ハ ム と 戦う 


ドモ ン 、 ネオ イン グラ ンド に 移動 。 ジョ 
ル ジ ュ ・ ド ・ サ ンド と 再会 する 。 


ドモ ン 、 ネ オイ ング ラン ド の ガン ダム 
ファ イタ ー、 ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マン と 
戦う 。 


ドモ ン 、 ネオ エジプト に 移動 。 サイ ・ サ 
イシ ー と 再会 する 


ドモ ン 、 ネ オ エ ジ プ ト の か つて の ガン ダ 
ム フ ァ イタ ー、 ダ ハ ー ル ・ ム ハマ ンド と 
戦う 


ドモ ン 、 デビ ル ガ ン ダム が も た らし た 
DG 細 胞 の 存在 に 気付 く 


MORE INFO! 
脅威 の DG 細胞 
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04 am07 
ラク ス 一 派 の 合流 


フーン ジジ 


ジェ ル 、 ク サナ ギ 、 そ し て エタ ー ナ ル 。 ザフト 
と 地球 軍 と の 戦乱 を 収束 させ 、 地 球 圏 に 再び 平和 を も 
た ら す べく 、 9 隻 の 乗組 員 は 互い に 手 を 取り 合い 、 行動 


7 月 1 日 アア 


目 アス ラン 、 バト リッ ク か ら 銃 撃 され る 


を 共に する こと を 決意 する 。 し か し その 間 に も 戦乱 は 撤 
| 大 の 一 途 を 辿り 、 留まる と ころ を 知ら な か っ た 。 


アス ラン 、 キラ や カガリ に 共鳴 。 連合 


クサ ナギ に 身 を 寄せ る アス ラン ・ ザ ラ は 、 地球 連合 軍 と 
ザフト の 戦乱 を 止め よう と する キラ ・ ヤ マト や カガリ ・ ユ ラ ・ 
アス ハ の 意思 に 共感 し 、 行 動 を 共に する こと を 決意 する 。 


軍 と ザフト の 戦乱 終結 に 協力 する ご 
と を 表明 する 。 


だ が その 前 に 、 アス ラン に は や る べき こと が あっ た 。 ナチ ュ 
ラル 府 総 に 固執 する ザフト 最高 評議 会 講 長 で あり 、 文 で 
ある パト リッ ク ・ ザ ラ の 真意 を 確か め よう と いう の だ アス ラン 、 単 独 で プラ ント 本 国 に 帰 


暫 。 パト リッ ク と 面会 する 。 


ブラ ント 最 素 放 議 会 鐘 胡 と し て アス ラン と の 会 見 に 壮 ん だ パト リック 。 だ が 
ナチ ュ ラ ル と の 隔 和 を 追 る アス ラン に 半 選 し つい に は 時 を 夜 き 付 ける 。 


半 ラク ス 、 新造 戦艦 エッ ター ナル を 強奪 する 


パト リッ ク 、 アス ラン を 銃撃 し 、 反逆 者 
と し て 拘束 する 。 


を お も 説得 を 訪 み る アス ラ 
ン に パト リッ ク が 発 李 。 立 
| の 設 才 に 内 履 し た アス ラ 


ン に と っ て 。 価 の 作 よ り 6 アス ラン 、 ダ コス タ ら の 活躍 で プラ ン 


ト 本 国 か ら 5 脱出 。 


ラク ス 、 アン ドリ ュー・ バ ルト フェ ルド ら 
と 共に エタ ー ナ ル を 強奪 。 


エタ ー ナ ル 、 プラ ント 本 国 か ら 脱出 。 


反逆 者 の 知 印 を 押さ れ 、 連行 され る アス ラン を 教 出し た 
の は 、 ダ コス タ 率 いる クラ イン 派 の メン バー だ っ た 。 今 は 亡 
き シ ー ゲ ル ・ ク ライ ン の 遺志 を 継い だ ラク ス ・ ク ライ ン が つ 


ソ < 


2 ad 


ンー oh ヨコ 
か つて キラ うと 死 問 を 清 じ た ア ンド リュ ー・ パ ルト フェ ルド も クラ イン 遂に 加 
わっ て お り 、 巧み な 手 粒 で エタ ー ナ ル 夫 客 に 協力 し て いる 


アス ラン 、 エタ ー ナ ル と 合流 。 


い に 行 動 を 開始 し た の で ある 。 クラ イン 派 と 合流 し た ラク 
ス は プラ ント 造船 施設 を 色 遂 。 新造 難 能 エタ ー ナ ル を 強 
奉 す る と 、 その まま プラ ント 本 国 を 後に し た の 


エタ ー ナ ル 、 L4 コ ロ . 


到着 。 


アー クエ ンジ ェ ル 、 ク サナ ギ 、 エ ター ナ 
ル が 合流 


も 


ン と は い 
| え エ ター ナル に 邊 容れ た 
アス ラン は 、 ま る で 事 貸 が 
リリ | bms7. た だ ラク ス の 組 


i 見 つめる ば か り だ っ た 。 


L INFU 


速 戦闘 艦 エ ター ナル の 能 


半 アー タク エンジェル 、 クサ ナギ 、 エタ ー ナ ル が 同盟 を 結成 ラス ザ 叶 し な エタ ー ナ 8 


追撃 部 隊 を 撃退 し た エタ ー ナ ル は L4 コ ロニ ー に 針路 を 
取っ た 。 その 地 を 活動 拠点 に し て いる アー クエ ンジ ェ ル と 
クサ ナギ に 合流 し よう と いう の で ある 。 ザフト と 連合 軍 に 次 
フリ ー ダ ム の 柱 護 も あっ 


て ザフト 書 再 老 隊 を 括り 
{| の = た エタ ー ナ ル は 、L4 


漆 に は すでに アー クエ 
ンジ ェ ル と クサ ナギ が 
特 筐 し て お り . エ ター 
ナル の 避 六 を 失 退 し て 
いる か の よう だ っ た 


この 場 に 会 する 者 た 
の 但 思 は 連合 宣 と ザ フ 
ト の 埋 基 を 止め る 

一 散 し て ちり 

クス ー 澤 が 合 注 し た 


ぐ 第 三 勢力 を 結成 し 、 両 陣営 に よる 戦 福 を これ 以上 拡大 
させ な いよ うに 努め る ーー 一 堂 に 会 し た 乗組 員 た ち は そ 
う 格 い 合い 、 ここ に ラク ス 一 派 が 合流 し た 

| アー クエ ンジ ェ ル の 箕 


楠 に 向かっ た ラク ス と バ 
ー た 


ガン ダム SEED 


目 ドミ ニオ ン 、 ラク ス 一 泊 を 強 製 


で 活動 を 続け る アー クエ ンジ ェ ル に 、 連 合 軍 パ ジ ル ー ル で ある 。 か つて 生死 を 共に し た 仲間 を 手 に 掛け 
ン ] が 攻撃 を 仕掛 け て きた 。 し か も ドミ ニオ ン る の を 忍び な く 感 じ た ナ タル は アー クエ ンジ ェ ル に 投降 を 


ドミ ニオ ン 、 アー クエ ンジ ェ ル を 強 詳 , 


ル の マリ ュー 欠 


マリ ュー、 ナタ ル の 勧告 を 拒否 


ナタ ル 、 ア ー ク エン 
に 投降 を 勧告 する 


クサ ナギ 
急行 。 ド : 


アー クエ ンジ ェ ル の 援護 に 
ニオ ン を 後退 させ る 


クル ー ゼ 、L4 コ ロニ ー の メン デル に 
潜入 


メン デル 内 部 で クル ー ゼ と ムウ が 交 
戦 する 。 


キラ 、 ム り を 援護 。 クル ー ゼ の ゲイ ツ 


目 キラ と ムウ 、 ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ と 交戦 を 撃破 する 。 


ザフト の ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ が L4 コ ロニ ー の メン デル に 。 リー ダム ガン ダム と 協力 し 、 つ い に ゲイ ツ を 追い 詰め た 。 す 
潜入 し た こと に 気付 いた ムウ ・ ラ ・ フ ラガ は スト ライ ク ガ ン る と 村 体 を 捨て た クル ー ゼ が 、 と ある 施設 に 透 げ 込ん で し 
ダム で 出撃 。 新鋭 機 ゲイ ツ の 能力 を 最大 限 に まう 。 や む な く ムウ と キラ も その 後 を 人 造 い 、 薄 暗い 施設 内 で 
時 な ら ぬ 銃撃 戦 が 始ま る こと に な っ た -. 


クル ー ゼ 、 メ ン デ ル の 週 伝 子 研究 施 
設 に 潜入 。 


キラ と ムウ 、 遺 伝 子 研究 施設 に 突 
入 。 施設 内 で 銃撃 戦 を 線 り 広げ る 。 


クル ー ゼ 、 自 分 と ムウ に 関す る 出生 
の 秘密 を 暴力 。 さら に キラ の 出生 の 
秘密 を 告げ る 。 


クル ー ゼ 、 メ ン デ ル か ら の 逃亡 に 成功 
する 。 


N 


MORE INFO! 
ムウ と クル ー ゼ の 関 


目 キラ 、 自ら の 出生 の 秘密 を 知る 


ムウ と 合流 し て 追跡 を 続け る キラ の 耳 に 、 ク ルー ゼ の 誕生 実験 が 行わ れ て いた こと 。 キラ が その 実験 の 唯一 の 
、 不 勲 な 声 が 届く 。 その 内 容 に キラ は 身 衣 い を 振 じ 得 な か - 成功 例 で ある こと あま り の 人 告白 に キラ は 芯 状 自 失 と 
た 。 ふた り が いる この 施設 は 遺伝 子 研究 所 で あり 、 か つ な り 、 ク ルー ゼ の 拓 亡 を 許し て し まう 。 それ ほど まで に クル ー 
て この 施設 で 人 工 子宮 に よる スー パー コー ディ ネイ ター の ゼ の 告白 は キラ を 打ち の めし た の だ 


i | 一 < で 


も 
ー A 
研究 施設 で 生み 出さ れ た スー パー コー ディ ネイ ター の 寿一 の 店 
クル ー ゼ の 言 工 に 、 キラ は 補え る を 失っ て し まう 


ma. っ zx 80-28 
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ダブ ルオ ー ラ イザ ー 


mM ser 10 


ダブ ルオ ー ラ イザ ー、 起 動 


に 次 第 に 新 裂 に な る アロ ウズ と の 戦闘 。 さら に イノ ベイ 
. ター を 名 乗る 謎 の 組織 の 台頭 一 ー こ の 事態 に 対処 すべ 


半 サー シェ ス 、 利 那 た ち を 和製 尿 


アロ ウズ 主催 の パーティー 会 場 か ら 説 出し た 剰 閉 ・F・ を 目 に し た ティ エリ ア は 、 ロ ッ ク オ ン ・ ス トラ トス ( 
セイ エイ と ティ エリ ア ・ ア ー デ の 前 に 、 アリ ー・ ア ル ・ サ ー ディ ラン ディ ) の 仙 を 討 と うと 果敢 に 戦い を 挑む の だ が 、 ア 
シェ ス の 削る アル ケー ガン ダム が 立ち は だ か っ た 。 その 次 ルケ ー ガ ンダ ム の 攻撃 力 に 圧倒 され て し まう 。 


サー シェ ス を 追 お うと す 
る ティ エリ ア を 制止 す 


る ロッ クォン (ライ ル 
は 、 相手 の 天 を から 兄 


BN 


MT る 


目 プ トレ マイ オス 2、 地球 か ら の 離脱 を 試み る 


午 郭 た ちと 合流 し た プトレマイオス 2 だ が 、 ア ロウ ズ の 追 。 的 に 地球 を 離れ る こと に し た 。 ラグ ラン ジュ 3 に 設け られ た 
撃 は 思っ た 以上 に 軌間 で あり 、 艦 は 補給 と 修理 が 必要 と 秘密 ドッ ク に 向かお うと いう の だ 。 し か レス メラ ギ の 行動 は 、 
な る 。 そこ で スメラギ ・ 地 ・ ノ リエ ガ の 判断 で 、 一行 は 一 時 アロ ウズ 士官 カテ ィ ・ マ ネ キン に 読ま れ て いた 


プトレマイオス 2 の 幸 
定 外 の 動き に 対応 で 
き な い アロ ウズ 士官 た 
ち 。 し か し その 中 で た 
な ひと り 、 カテ ィ だ け は 
寺 策 を 講じ て いた 


目 章 那 、 プ トレ マイ オス 2 の 脱出 路 を 切り 開く 


海中 か ら 5 飛び出 し 、 一 気 に 大 気 園 離 脱 を 図る プ ト レ マ 失っ た プトレマイオス 2 の 運命 は 誰 の 目 に も 明らか で 、 勝 利 
イオ ス 2 だ が 、 リ ヴァ イヴ ・ リ バイ バル の 一 撃 で 航路 が ず を 確信 し た ャ ン は 総 攻撃 を 指示 する 。 し か し さら に 
れ 、 ジ ェ ジ ャ ン 和 部 隊 の 猛攻 に 同 さ れ て し まう 。 航行 能力 を 手先 を 読ん で いた スメラギ は 、 逆転 の 機会 を 早 っ て いた 。 


スメラギ の 紗 宏 は 功 を 大 し 
アロ ウズ の 全部 逮 を 振り 
切っ た プトレマイオス 2 は そ 
の まま 地球 か ら 次 度 で きる 
と 思わ れ た 


実 出し た 虹 で 到 部 た ち を 圧倒 する サー シェ ス 
傘 近 する と 知る や 神明 する な ど 、 連 を 見 る カ に も 


| 


アロ ウズ と の 交 軟 を で きる だ け 回 記し た いと 考え た スメラギ は 、 ま ず は 箱 を 
海中 に 旋 ば せ て お き 、 ト ラン ザム で 一 気 に 肛 する 方 生 を 決行 し た 


上 空 
けた り バイ ヴ の ガ デ ッ サ が 
待ち 構え て な り 、 捧 近 す る 


プトレマイオス 2 に 不 入 打ち 
[ M5 わせ た 


ガ デ ッ サ の 一 環 で 予定 軸 
疾 を 外れ た プトレマイオス 2 
1 の 出 に ジェ ジャ ン 利多 が 
近 。 トラ ン ザ ム で エネ ルギー 


を 失っ た プトレマイオス 2 に 
琶 放 を 仕掛 け て < る の 作戦 で プトレマイオス 2 は 姜 地 を 悪し 、 一同 は 疾 を 撫で 下ろ し た 
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く 、 プ トレ マイ オス 2 は 一 時 的 に 宇宙 へ 向かっ た 。 ダブ 
ルオ ー ガ ンダ ム の オプ ショ ン と な る 支援 戦闘 機 「 オ ー ラ 
イザ ー」 を 受領 し 、 戦力 拡大 を 図る た めで ある 。 | 


サー シェ ス 、 弟 那 た ち を 舞 撃 する 。 


ロッ クオ ン と アレ ル ヤ 、 救援 に 駆け 付 
ける , 


ロッ クオ ン 、 サ ー シ ェ ス が 兄 (ニー ル ) \ 
の 八 で あぁ る と 気付 く 。 


スメラギ 、 プトレマイオス 2 を 宇宙 に 向 
か わせ る こと を 決意 。 


プトレマイオス 2、 海 中 か ら 一 気 に 大 
気 園 難 脱 を 図る , 


プトレマイオス 2、 ガ デ ッ サ の 攻撃 で 
軌道 が 変更 。 ジェ ジャ ン 部 隊 族 艦 の 
攻撃 に 晒さ れる 。 


スメラギ 、 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム に ジェ 
ジャ ン 部 隊 旗 第 の 攻撃 を 指示 , 


プトレマイオス 2、 戦場 か ら 離 脱 


スメラギ に カテ ィ か ら の メッ セー ジ が 届 
けら れる 。 


カテ ィ と スメラギ の 過去 


地球 連邦 政府 の 地球 園 再編 に 反対 する 中 東 講 国 の 追随 する の 
中 で も 、 ス イー ル 王 国 は 最大 勢力 を 計る 。 も し スイ ー ル 王 スイ ー ル へ の アロ 
国 が 連邦 へ の 反対 容 勢 を 明確 に すれ ば 他 の 中 小 講 国 が 蜂起 を 期待 する 


連邦 政府 は 


た プトレマイオス 2 を 、 ブ リン 
1 た ダ 


退 し て いく 。 余裕 と も 
制 と 警告 の 意味 が ある の で 


卓上 プトレマイオス 2、 ラグ ラン ジュ 3 の 秘 審 ドッ ク に 入港 
な ん と か 秘密 オス 2 は た だ ちよ シス テム の 制御 ・ 安 定 を 司る 支援 戦闘 機 「 オ ー ラ イザ ー 
補修 作業 に 移行 て 新 型 機 の 受領 が に 機体 が あれ ば ダブ ルオ ー ガ ンダ ム は 理論 能力 値 


行わ れ た 。 ダブ ルオ 


載 さ れ た ツイ ンド ライ ヴ に 到達 で きる は ず で あり 、 大 幅 な 戦力 増強 が 期待 され た 


A = 』 | に WW し た > ク 


< 


還 スイ ー ル 王国 、 メメ ント モリ の 砲撃 を 受け 、 壊 江 


プトレマイオス 2 が 修理 と 入 給 作業 を 短い で いる 頃 、 地 が 使用 され た 。 地上 に 向け て 
ウズ が スイ 国 に 対す る 軍事 行動 を 決行 会 談 中 の 国王 も ろ と も 、 一 貞 
衛星 軌道 上 に 敷設 され た 大 型 レー ザー 兵 問 「 メ メン トモ リ ウズ に 逆らう 者 の 末 品 を 全 世 界 に 喧伝 し 
旧記 ル 王 国 と の 接触 

志功 し た は 還 
蜂 引 を 全 し 、 連 放 
友 族 を 補 す きっ か 


スイ ー ル 王国 、 連邦 政府 が 提唱 する 
中 東 再編 計画 に 反対 を 表明 


カタ ロン 、 スイ ー ル 王国 と の 会 談 を 取 
り 付け る 


連邦 政府 、 ス イー ル 国 王 へ の カタ ロ 
ン 派遣 を 決定 . 

プトレマイオス 2、 ガラ ッ ゾ の 強 肛 を 受 
ける 

ガラ ッ ゾ 、 一 連 の 攻撃 後 、 後退 
プトレマイオス 2、 ラ グラ ンジ ュ 3 の 秘 


ク に 到着 。 修理 と 補給 作業 が 
われ る 


アニ ュー・ リ ター ナー が プトレマイオス 

2 の 乗組 員 に 加わ る 

ダブ ルオ ー ガ ンダ ム と オー ライ ザー の 

同調 実験 が 開始 。 実験 の 最 中 、 ダ ブ 

ルオ ー ラ イザ ー の GN 和 粒子 出力 が 理 
界 値 を 越え 、 ツ イン ドラ イヴ に 秘 

め ら れ た 真 の 能力 を 発揮 する , 


アロ ウズ 、 衛星 兵器 「 メ メン トモ リ 」 に 
よる スイ ー ル 王国 攻撃 を 決行 


スイ ー ル 王国 、 地上 か ら 消 失 , 


MORE INFO! 
ダブ ルオ ー ラ イザ ー の 力 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


[Z | mW04 sm 
機動 戦士 ガン ダム プン リィ イナ の 失 貴 


参 新型 MS、 ZZ ガン ダム の 登場 に に っ て 、 ジュ ドー・ ア ー 
シタ を は じ め と する アー ガマ の 乗組 員 た ち は 気 炎 を 上 
と げ る 。 し か し 、 そん な 彼ら の 士気 を 挫 く よう な 大 事件 が 


発生 し た 。 ジュ ドー を 追い か け て 宇宙 に 飛び 出し た 妹 の 
U.C.0088 リィ ナ ・ ア ー シ タ が 行方 不明 に な っ て し まっ た の だ 。 


0088 3 月 16 日 
旧 旧 ジュ ドー、 マシ ュ マ ー と キャ ラ の 連携 に 苦戦 する 


マシ ュ マー・ セ ロ が 駆る ハン マ ・ ハ ンマ の 拭 来 を 余裕 で スー ン の 操る H・ ジ ャ ジャ を 引き 連れ て い 
撃退 で きる と 考え る ジュ ドー だ ンマ ・ ハ ンマ は 新装 備 (メガ 粒子 砲 内 蔵 の 
を 呪う こと に な っ た 。 マシ ュ て お り 、 た 


マシ ュ マ ー と キャ ラ 、 アー ガマ に 接近 


D だ 。 し か も ハ 
ー ル ド ) を 有 し 
ち ジ ュ ド ー は 追い 詰め られ て し まう 


ジュ ドー、Z ガ ンダ ム で 出撃 。 マシ ュ 
マー と キャ ふた り と 交戦 


Z ガ ンダ ム 、 ハン マ ・ ハ ンマ の 一 撃 で 
頭 部 を 破壊 され る 
ジュ ドー、 小惑星 の 除 に 逃げ 込む 


ジュ ドー、 ピ ー チ ャ た ち が 持 ち 出 し た コ 
ア ・ フ ァ イ タ ー を 発見 、 乗り 移る 


ルー (コア ・ ペ ー ス ) と イー ノ (コア ト 
プ ) が 救援 に 駆け 付け る , 

拓 上 直 BB 3 月 16 日 1 
W 上 ジェ ドー、 ZZ ガン ダム を 起動 させ る 
小惑星 の 陸 に 遂 げ 込ん だ ジュ ドー は 、 そ こ で コア ・ フ ァ 


イタ ー を 発見 し た 。 エン ドラ と の 接触 を 図る ビー 
グ と モン ド ・ ア ガケ が 勝手 に 持ち 出し た の だ 。 し め た と ば か 


ジュ ドー、3 機 に よる ドッ キン グ を 開始 


ZZ ガン ダム 、 完成 


グ 良 く ル ー・ ル カ と イー ノ ・ ア 
ュ ド ー に ドッ キン グ を 迫っ た 


ZZ ガン ダム 、 ハン マ ・ ハ ンマ と 交戦 , 
一 撃 で 相手 を 半壊 に 追い 込む 


撤退 


マシ ュ マ ー 


MORE INFO! 
ジュ ドー も 驚く 、 


2 カン ダム の 寿人 


目 ジュ ドー、 マシ ュ マ ー を 撃退 する テニ ーッ 


目 の 前 で 3 機 の 戦闘 機 が ドッ キン グ し て Mi て し まっ た 。 ZZ ガン ダム の 性能 に マー の 予想 を 大 き 
に マシ ュ マ ー は 目 を 丸く する が 、 そん な も の 4 3 た の だ 。 た ち ま ち 一 敗 地 に ま 
ば か り に 拓 み 掛か る 。 し か し 彼 の 予測 みれ た マシ ュ マ ー は や む な く 撤退 する し 
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GO088 3 月 中 名 
| 還 リィ ナ 、 ルー の 操縦 で アー ガマ か ら 発 進 


ジュ ドー、 ラ ビア ン ロ ー ズ に 向かう 途 


中 、 漂流 する ザク を 発見 


ラビ アン ロー ズ に 向かう 造 中 、 漂 流す る MS (ザク II) を 苗 い が 周囲 に 涼 惑 を 抱け て いる こと に 秀 り を 
見 ー は 、 任 務 を 投げ 出し て 回 収 に 向かっ て し ま ナ は 、 直 接 、 ジ ュ ドー ト そし て ルー の ジュ ドー、 任 務 を 放り 出し て ザク II の 
う が リィ ナ に は 我慢 で き な か っ た 。 兄 の 勝手 な 振る 助け を 借り . ジュ ドー の 元 回 収 に 乗り 出す 


目 旧 グレ ミー、 コア ・ ベ ー ス を 追尾 する 


リィ ナ 、 ジ ュ ドー の 行動 に 呆れ 、 直 接 
説得 する こと を 決意 


ドー の 鱗 手 な 矯 
(に 直り を 事 ら ちせ で 
を 下り 付け た 


リィ ナ 、 ル ー に 頼み 込み 、 ジ ュ ド ー の 
元 に 連れ て 行っ て も ら うこ と に する 


ルー、 リ イィ ナ を 連れ て アー ガマ を 発進 


グレ ミー、 ラ ビア ン ロ ー ズ 攻略 を 命じ ら 
れる 


グレ ミー、 ルー の コア ・ ペ ー ス を 発見 


エン ドラ の 指揮 を 託さ れ た キ 
の た め に ガザ D 部 隊 を 派遣 。 小隊 長 に グ 
れ た 。 願 


ン ロ ー ズ 攻略 
ト が 選ば 


進 する 。 だ が ルー 


ラ は 、 ラ | 


て も な い 指 令 に グレ ミー は 先 ん で エン ドラ を 発 


綺 


レミ ー は ルー の 面 


1 


ヽ 
~~ 


本 に 所 


| 
| 


088 3 月 中 旬 
| 還 ジュ ドー、 キャ ラ と 交戦 


の 後 を 追い 始め て し 


+ 
コア ・ ペ ー ス を 発見 する や 、 勝手 に そ その 伝 を 週 属す る 
以前 、 ひ と め 惚 れ し て 以来 、 グ 
影 が 忘れ られ な か っ た の た ジュ ドー、 ア ー ガ マ か ら の 通信 を 受け 


て リィ ナ の 救援 に 向かう 

キャ ラ 、 ジ ュ ド ー の 前 に 立ち は だ か る , 
ジュ ドー、 キャ ラ の プレ ッ シ ャ ー に 圧倒 
され る . 


ルー 


ジュ ドー の 援護 に 入る が 
に 弾き 飛ば され る 


昌 ・ 


ジャ ジ 
リィ ナ 、 宇宙 空間 に 放り 出さ れる 。 


キャ ラ の 撃退 に 成功 


ジュ ドー 


ザク II の 回 収 を 進 め る ジュ ドー ト 
入る 。 リィ ナ が アー ガマ か ら 出 て 
ロー ズ 周 辺 宙 域 で 発生 し 


アー ガマ か ら 通信 が 


い 。 妹 の 危機 を 知 
ナ の 元 へ と 急ぐ 


か っ た 。 キャ ラ の R・ ジ ャ ジャ が 再戦 を 挑ん で きた の で ある , 


た ジュ ドー は ザク I を 放り 出し て 
し か し その 前 に 真紅 の 機体 が 立 


リィ 
た 


1 グレ ミー、 リィ イナ を 発見 。 エン ドラ に 連 
れ 去る 


MORE INFO! 
告 MS、 ザク の 能 


も り 


4 
O08 > 
旧 上 リィ ナ 、 グレ ミー に 連れ 去ら れる 
ジュ ドー の 提 諾 に 向かっ た ルー は 、 昌 ・ ジ ャ ジャ の 音 後 か が 開き 、 リ ィ ナ が 宇宙 空間 に 放り 出さ れ て し まっ た の で あ 
ちら 攻撃 を 仕掛 ける 。 し か し ビー ム ・ ラ イフ ブル の ひと 振り で 機 る 。 その 和 複 、ZZ ガ ンダ ム の 力 の お か げ で キャ ラ の 撃退 に 


体 が 弾き 飛ば され て し まっ た 。 し か も その 衝撃 で キャ ノビ ー 成功 し た も の の 


いく ら 探し て も リィ ナ は 見 つか ら な か 


機動 武闘 伝 は ガン ダム 
mA mm09 


F.C.TIMELINE マス ター - アジ ア と の 再会 
ー _ 。 マ スター: アジ ア と の 再会 


る 」 第 13 回 ガン ダム ファ イト の 陰 で 暗 報 する デビ ル ガ ンダ 
, ム を 追い 、 孤 独 な 戦い を 続け る ドモ ンカ ッシュ 。 そん 
8 な 彼 の 前 に 、 師匠 で ある マス ター・ ア ジア が 現れ た 。 流 


- - 派 ・ 東 方 不敗 の 使い 手 の 協 力 を 得 だ ドモ ン は 、 気 持ち 
i | も 新た に デビ ル ガ ン ダム の 捜索 に 向かう の だ が ……。 | 


ドモ ン 、 ネ オト ルコ に 移動 。 この 地 の 
ガン ダム ファ イタ ー、 セ イッ ト の 悪い 噂 
目 ドモ ン 、 ネオ トル コ 代 表 セ イッ ト ・ ギ ュ ゼ ル と 交戦 を 革 に する 。 

ネオ トル コ に 入っ た ドモ ン は 、 そ の 地 の ガン ダム ファ イ は 、 セ イッ ト と の 再会 を 穴 ん で いた 。 実は レイ ン と セイ ッ ト は 
ター セイ ッ ト ・ ギ ュ ゼ ル が 市 街 地 を 破壊 し て いる と の 情報 。 学生 時 代 の 同級 生 だ っ た の だ 。 だ が 久し振り に 出会っ た 
を 入手 する 。 一 方 、 ド モン と は 別 行動 を 取っ て いた レイ ン セイ ッ ト は 、 レ イン の 知る 人 物 で は な く な っ て いた 。 


レイ ン 、 セ イッ ト と 再会 。 セイ ッ ト の 体 
の 異変 に 気付 く 。 


ドモ ン 、 セイ ッ ト と 戦う 。 


セイ ント が 市 特 地 を 二 械 し 
た の は DG 細 用 に 自 条 を 
爆 っ 取ら れ た た め だ っ た 。 さ 
5(- ド モン と の ガン ダム ファ 
イト で は DG 編 朗 が 旬 起 。 
ー ー これ 以上 の 杭 書 を 出さ な 
価 講 の 全 れ な い セ イッ ト を 番 本 し よう と する レイ ン だ が 、 いた め 、 や む な ド モン は セ 
うな 楽 本 を 見 せる 。 実は 、 憩 は DG 繊 用 に 意 興 し て いた の だ イッ ト に 引 寺 を 通し て いる 。 


ドモ ン 、 ネオ ジャ パン の シン ジュ クシ 
ティ ー に 移動 。 デス アー ミー に 敵 撃 さ 
れる , 


マス ター・ ア ジア 、 ド モン の 危機 を 教 う 。 


ドモ ン 、 マス ター・ ア ジア と 再会 。 


ドモ ン 、 シ ンジ ュ ク シテ ィ ー の 自警 団 
と 合流 する 。 


⑧ 目 ド モン . 師 芝 で ある マス ター・ ア ジア と 再会 


各地 に 出没 し て いた デビ ル ガ ン ダム き 残 っ た わずか な 人 々 も 市 庁舎 に 閉じ 込め られ た 
か っ て いる こと に 気付 いた ドモ ン た ち は た 。 周囲 を 探索 し て いた ドモ ン も デス アー ミー の 囲 買 を 受 け 
急行 する 。 そ の 地 は すでに デス アー: る 。 だ が 突然 の 危機 を 前 に し て 、 意外 な 人 物 が 現れ た 。 


ji 


海上 か ら : ジュ クシ ティ ー に 接近 す 
る デス アー ミー 軍団 が 確認 され る 。 


マス ター・ ア ジア 、 ド モン と 共に デス 
アー ミー 軍団 と 交戦 。 


| Et た RR. 
れこ そ は 彼 の 師 攻 で あり 、 
法 棒 ・ 東 方 不 欧 の 謀 結 
| まで ある 甘 財 氷 マス ター・ 
/ 2 ジア だ っ た 10 
の 再会 に 、 ド モン の 閣 に 時 
ン ーー | Ri 


目 ドモ ン と マス ター・ ア ジア 、 デス アー ミー 軍団 と 交戦 


マス ター・ ア ジア と 共に 向 か . 庁舎 で は 生き 残っ た の 報 に 、 人 々 の 間 に 絶望 感 が 漂う 。 する と マス ター・ ア ジ 
人 々 が 自警 団 を 結成 、 デ ス ア ー ミ ー の 人 箇 威 か ら 身 を 守っ て ア が ひと つの 案 を 提示 。 流派 ・ 東 方 不敗 を 学ん だ ドモ ン を 
いた 。 だ が 沖合 いか ら デ ス ア ー ミ ー の 大 軍団 が 接近 中 と 従え 、 デス アー ミー 軍団 を 護 散 らし て みせ る と いう の だ 。 


市 庁舎 に 造る デス アー 
ミー 軍団 を 止め る べく <、 
マス ター アジ ア の クー 
ロン ガン ダム と ドモ ン の 
シャ イニ ング ガン ダム が 
発送 し た 


ドモ ン た ちの 前 に 現れ た 針 の 男 は 、 デス ア ・ 
み -、 布 切れ だ け で 倒す と いう 圧倒 的 な 技 の 導 え 


人 の 属 カロ 


その 後 、 デ ス アー ミー 
から 変 を 現し た パイロ 

し て は 夫 が 明か な い ト の 女 を 目 に し た ドモ ン 
と 考え た マス ター・ ア は 言葉 を 失っ て し まう 。 
バイ ロッ ト は DOG 細 交 
児島 し た ゾンビ 
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トウ キョ ウタ ワー か 5S0S 信 号 が 発 
せら れる 。 


目 ドモ ン 、 チ ボ デ ー た ち に 製 撃 され る 


デス アー ミー 宣 団 を 又 近 し 、 デビ ル ガ ン ダム の 接 案 を 始 る と 彼 の 行く 手 を 意外 な 人 物 た ち が 阻 ん だ 。 互い に 技 を 
め る ドモ ン に 、 東京 タワ ー か ら の SOS 借 号 が 届い た 。 シャ 上 台 い 合い 、 款 い 友情 を 交わ し た は ず の チ ボ デ ー、 サイ ・ サ 
イニ ング ガン ダム を レイ ン に 託し て 地下 道 を 進む ドモ ン 。 す イシ ー、 ジ ョ ル ジ ュ 、 アル ゴ が 襲い 掛か っ て きた の だ 


ドモ ント ウキ ョ ウタ ワー に 向かう 。 | 】 


ドモ ン 、 チ ポ ボ デー た ちの 答 撃 を 受け る , 


ドモ ン 、 マ スタ ー ガ ンダ ム の 襲撃 を 受 
ける , 


レイ ン 、 シャ イニ ング ガン ダム を 起動 さ 
せ 、 ド モン を 助け る 。 


レイ ン 、 不審 な 動き を 見 せる マス ター・ 


析 い を 通し て 友情 を 育ん だ は ず の チ ボ デ ー た ち が ド モン を 編 害 。 し か も 正 y° て マス ター プン ダム 5 を 之 
RC アジ ア を 追跡 


休 不 明 の モ ピル ファ イタ ー( マ スタ ー ガ ンダ ム ) が 戦い に ける こと が で きた 


レイ ン 、 DG 細 胞 の 培養 カプ セル を 発 | 
見 する 


目 レイ ン 、 DC 細胞 の 塔 養 カプ モ ル を 発見 


ドモ ン に 隠れ て 不審 な 動き を 見 せる マス ター・ ア ジア を 怪 覗き 込ん だ レイ ン は 顔色 を 失っ て し まう 。 カプ セル の 中 に 
a っ そり 後 を 尾 け て みる こと に し た 。 する と は 行方 不明 の 人 々 が 閉じ 込め られ て お り 、 身 動き の 取れ 
聞 り 矯 い た 場所 に は 無数 の カプ セル が 並ん で お り 、 中 を 。。 な いま ま 、DG 細 胸 を 植え 付け られ て いた の だ 


所 


ドモ ン 、 レイ ン か ら マ スタ ー・ ア ジア に 
関す る 不可 解 な 話 を 聞か され る 。 


マス ター・ ア ジア 、 正体 を 明か す 。 


ドモ ン 、 マス ター・ ア ジア の マス ター が 
ンダ ム と 交戦 。 シャ イニ ング フィ ン ガ ー 
を 破 ら れる , 


マス ター・ ア ジア 、 ド モン を 追い つめ る 。 


カプ セル の 正体 に 気付 いて 信 錠 と する レイ ン 。 
する ソン ピ 兵 を 生み 出す た め の 紀 容 放 役だっ た の だ 


(に 
普 え ば 見 つか ら な か っ た 


シャ ッ フ ル 同 盟 、 
飛来 。 ドモ ン と マス タ 
い に 介 入 。 


目 マス ター・ テ ジア 、 正体 を 明らか に する 


マス ター・ ア ジア の 不審 な 行動 を 必死 に 訴え る レイ ン だ 分 を 騙す な ど 考え られ な か - 
が 、 ド モン は 耳 を 貸さ な 衝 代 の 正宮 と し て 知ら れ 。 肢 く も 打ち 破 ら れる 。 デス アー ミー を は じ め 、 一 連 の 尾 事 は 
る マス ター・ ア ジア が 陰 護 を 企てる は ず は な く 、 ま し て や 自 。 マス ター・ ア ジア の 策略 


する と マス ター・ ア ジア の 重度 
が ー 変 。 い を まで の 友好 人 的 な 所 
転 、 不 動 む 笑い と 


革 に ドモ ン 評 蔵 に し た MORE INFO! 
フル 同盟 の 活動 


パ 
ーー 間 と 


ちと 地上 に 延 れ た レイ ン は 、 マ ス 者 びれ 落ち 、 中 の ら マス ター ガン 


や | ダム が 守 を 直し た こと で . ド モン も | 
| ORR GCE | 
な っ た の だ っ た 


目 シャ ッ フル 同盟 、 戦い に 介入 


マス ター ガン ダム に 必殺 の シャ イニ ング フィ ン ガ ー を 破 ら し た 。 その 物体 を 目 に し た マス ター・ ア ジア は 藤 慢 に 目 を 
れ 、 背水 の 陣 に 追い 込ま れ て し まう ドモ ン 。 する と 突如 、 上 見 開く 。 その 物体 こそ 、 彼 が よく 見 知り 、 な お か つ 最も 恐れ 
空 か ら 経 の 物体 が 飛来 し 、 一 音 と 共に ) の 間 に 落下 て いた 存在 で ある 「 シ ャ ッ フル 同 互 」 の 機体 


補 を 陸 か ら 見 る 店 
間 田 、 シ ャ ッ フル 周明 が つ 
起り の まま に シャ イニ ング フィ ン ガ ー を 放つ ドモ ン に 、 マス ター- ア ジア も ダー P と い に 介入 を 注 
ク ネ ス フ ィ ン ガー で 応 癌 。 圧 仙 約 な 力 の 前 に ドモ ン は 届 し か ける ー ある 
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E.ETIMELINE 


7 月 12 日 
還 ラッ 、 フレ イ を 解放 する 


破 減 へ の 序 申 


破滅 へ の 序曲 
クラ イン 派 と 合流 し 、 戦 乱 終結 に 向け て の 決意 を 新た 
に する キラ ・ ヤ マト た ち 。 だ が 彼ら の 努力 を 喘 笑 うか の 
ご と く 、 戦 局 は 混迷 の 一 途 を 辿っ て いく 。 そし て つい に 


双方 が 大 量 破壊 兵器 を 投入 する 段 に な り 、 地 球 連合 軍 
ーー と ザフト の 全面 衝突 は 避け られ な く な っ て し まっ た 。 | 


アー クエ ンジ ェ ル と ドミ ニオ ン 、 戦闘 を 


戦闘 を 再開 し た アー クエ ンジ ェ ル と ドミ ニオ ン に 、 ラ ウ ・ 


ル ・ ク ルー ゼ か ら の 通信 が 入っ た 。 すべ て の 戦乱 を 終わ ら 
せる 「 鍵 ] を 託し た フレ イ ・ アル スタ ー の 身柄 を 解放 する と 


つう のか ら 1 枚 の ディ スク を 託さ れる フレ イ 。 「 こ れ が 帳 多 を 終わ ら せ る 
る ] と 開か きれ る が 、 フレ イ に は 何 の こと や ら わ か ら な か っ た 


月 16 日 


半 アズ ラ エ ル 、 ニュ ー ト ロン ジャ マー キャ ン モ ラー の デー タ を 入手 


再開 


いう の だ 。 その 宣言 通り に 小型 ポッ ド が 射出 され 、 フ レイ は 
オン に 収容 され る 。 し か し フレ イ 自 身 も 自分 が 手渡 さ 
れ た モノ の 正体 は まっ た く 知ら な いよ うだ っ た 。 


ヴェ サリ ウス 、 エ ター ナル と 交戦 し つ | 
つ 、 戦闘 宙 域 か りら の 離脱 を 開始 。 


クル ー ゼ 、 ア ー ク エン ジェ ル と ドミ ニオ 
ン に 通信 回 株 を 開く 。 


ラウ に 言わ れる まま に 度 出 


クル ー ゼ 、 フレ イ を 解放 。 


フレ イ 、 ドミ ニオ ン に 収容 され る 「 


アズ ラ エル 、 連 合 首脳 会 議 に プラ ン 
ト へ の 直接 攻撃 を 指示 。 


プルー コスモス の 盟主 と し て 連合 を 牛耳る ムル タ ・ ア ズ 
ラ エ ル は 、 フ レイ か ら 手 譜 さ れ た 「 鍵 」 を 前 に し て 我 が 眼 を 
疑っ た 。 それ は ニュ ー ト ロン ジャ マー の 影響 無効 化し 、 株 


フレ イ か ら 手 漠 さ れ た ディ スク を 小 馬 鹿 に し 
し ディ スク の 肉 容 は 、 稚 の 予 相 を 通 か に 吾 え る も の だ っ 』 


動力 の 使用 を 可能 に する シス テム の 設計 図 だ っ た の だ 。 
これ を 反抗 の 好機 と 見 て 取っ た アズ ラ エル は 、 地 球 軍 合 


普 太 会 論 に 対し て プラ ント へ の 直接 攻撃 を 指示 する 。 地球 軍 、 エル ビス 作戦 を 発動 。 


地球 軍 ピ ー ス メー カー 隊 、 ザ ト 宇 宙 | 
要 奏 ボア ズ に 核 攻撃 。 


ディ スク に は 、 徒 が 来 め で 
や まな か っ た 「 ニ ュー トロ ン 
ジャ マー キャ ン セ 
デー タ が 収め られ 
思わ 振り 出し 物 を 前 


ニュ ー ト ロン ジャ マー 
ア キャ ン セ ラー の 能力 ' 


四 ビー ス メ ー カ ー 際 、 軍事 要 穴 ポア ズ に 検 攻撃 0 


アズ ラ エル の 指示 に より 、 地 球 軍 は プラ ント に 対す る 検 
攻撃 部 隊 ( ビ ー ス メー カー 隊 ) を 編制 。 プラ ント 本 国 に 対す る 
全面 攻撃 作戦 「 エ ルビ ス 作戦 」 を 発動 し た 。 そし て 手始め に 


エル ビス 作戦 』 を 実 


し た 幅 ミ サイ ル を 大 量 
生産 ・ 配 偽 し て いる 


所 力 を えた 地球 軍 
ATT 1 
し た ピー ス メ ー か 

を 中 居 と し た 笑 隊 攻 
M で 優 放 を 開 絡 。 手 
始め に ザフト の 許 軍 
要塞 ボア ズ に 攻撃 を 
LT 
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楼 ミ サイ ル を 搭載 し た MA メビウス が 、 ザ フト の 宇宙 要 審 ボア 
ズ を 急 柚 。 大 量 の 村 ミ サイ ル の 直撃 を 受け た ボア ズ は た だ 
の 瓦 確 と な り 、 地球 軍 は 反攻 の 狼煙 を 上 げた の : 


括 科 の 投 護 を 受け て ポ 
アズ に 楼 近 し た ビ ピース 


去っ た 後に は 糞 え 多 
た 震 境 し か 環 さ れ て お 


本 理 二 ガ ンダ ム SEED 


C.ETIMELINE DE SE mr04 se 08 


目 ビー ス メ ー カ ー 隊 、 プラ ント 本 国 を 標的 に する 


ポア ズ を 撃破 し た ビー ス メ ー カ ー 鎌 と 地球 軍 艇 隊 は 、 ザ き コ ー デ ィ ネ イタ ー を 一 掃 す べく 、 アズ ラ エ ル は 一 斉 攻 撃 を 
フト の 最終 防衛 線 で ある 宇宙 要塞 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 近傍 に 指示 、 無数 の 核 ミサ イル が 放 た れ た 。 だ が 戦闘 軍 域 に 骨 
まで 侵攻 。 プラ ント 本 国 を 検 ミサ イル の 照準 に 捉え た 。 憎 け 付 けた キラ と アス ラン ・ ザ ラ が 迎 撃 を 開始 し た . 


ピー ス メ ー カ ー 隊 お よび 地球 軍艦 隊 、 
ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 周辺 宙 域 に 侵攻 する 。 @ 


ピー ス メ ー カ ー 隊 、 プラ ント 本 国 に 対 
し て 棲 ミ サイ ル を 発射 。 


キラ と アス ラン 、 戦闘 宙 域 に 到着 。 
ミー ティ ア を 接続 し た フリ ー ダ ム と ジャ 
ステ ィ ス の 能力 で 、 楼 ミ サイ ル を 一 掃 
する , 


パト リッ ク 、 他 の 講 員 の 意見 を 無視 し 
て ジェ ネ シ ス の 使用 を 許可 。 


ジェ ネ シ ス 、 発射 。 


a ss > Y 線 レー ザー の 直撃 を 受け 、 地 球 軍 
目 パト リッ ク 、 ジェ ネ シ ス で 応戦 する 克 隊 の 40% が 民 。 

柱 攻 撃 は 回 放さ れ た と は いえ 、 プラ ント 最高 評議 会 議長 。 の 慎重 論 を 無視 し て 、 地 球 軍艦 隊 に Y 線 レー ザー が 放 た れ 
パト リッ ク ・ ザ ラ の 起り は 頂点 に 達し て し まう 。 そし て 感 り の た 。 そ の 結果 、 地 球 軍 艇 謙 の 409% が 消失 。 艦隊 放 租 ワシ 
まま に 大 量 破壊 兵器 ジェ ネ シ ス の 使用 を 許可 。 他 の 議員 ント ン も 撃沈 され 、 地球 年 は 名 勢 に 立た され る こと と な っ た 。 


地球 軍 、 
の 再編 制 を 開始 


ン を 旗艦 と し て 系 隊 


それ まで ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ か ら 戦 Kk \ f 杜 動 力 が 生み 出す 鞭 大 な エネ ル 
沈ま 者 柏 し て いた パト リッ ク だ ギー が Y 線 レー ザー に 変換 され = 
ンド ズ 旨 が ジャ ー ク エン ジェ ル 、 ク サナ ギ 、 エ ター ナ 
1 ee つい NM ーー ル 、 地 球 軍 と ザフト の 戦闘 に 介入 す 
< の に 計っ る た め 出 撃 
(> 
デ パト リッ ク 、 ジ ェ ネ シス の 第 2 射 を 指 
= 示す る 。 
270 Y 線 レー ザー の 直撃 を 受け た 地球 軍 し 】 
bt プトレマイオス 基地 、 壊 江 
球 宣 本 隊 に | 
閥 備 を 杏 え で い 和泊 9 層 0 


パト リッ ク 、 ジェ ネ シ ス の 第 3 射 を 地球 
に 定め る 。 


” 9 月 27 日 
目 ラク ス 一 派 、 戦争 終結 の た め 出 撃 


楼 ミ サイ ル 攻 撃 と ジェ ネ シ ス 発射 の 余波 は 両 軍 に 混乱 再編 制す る 。 ちな み に 彼ら の 脳裏 に は 「 今 度 の 戦闘 が 最 
し 、 戦 巡 は 一 時 的 に 停戦 誠 態 に 星 この 機 後 の 畔 い に な る だ ろう 」 と の 予 巧 が 生ま れ て お り 、 狼 怖 を 押 
クス ら 5 三 箋 の 艦長 た ち は 、 次 な る 戦闘 に 備え て 江 力 を し 殺し な が ら も 、 それ ぞ れ の 準備 を 進め た 


IORE INFO! 


それ で も キラ と ラク ス ・ ク ラ 


ャ キン ・ か ら ほ ど 所 い 時 画 富 域 に 身 を 潜め た キラ た ち は 今 村 の 作 
柚 を 株 る の だ が どう や っ て も 明る い 展 望 は 見 出せ な か っ た 


目 ジェ ネ シ ス 、 地球 軍 プ トレ マイ オス 基地 を 攻撃 


地球 軍 の 再編 制 が 整わ な いう ち に 、 パ トリ ッ ク は ジェ ネ シ は 第 3 射 を 地球 その も の に 定め た 。 不 圭 な 地球 連合 軍 と 
ス の 発射 を 命じ た 。 次 の 狙い は 宇宙 に お ける 地球 軍 の 活 ナチ ュ ラ ル を この 世 か ら 一 掃 し 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー に よる 世 
動 拠点 月 面 の プトレマイオス 基地 で ある 。 さら に パト リッ ク 作り を する た め 、 最後 の 攻撃 を 仕掛 け よ うと し た の だ 。 


Er の 者 撃 を 受け た プ ト レ マ イ オ 
- se | ス 基 好 は 測 失 。 机上 


を 失っ た 地球 箇条 隊 は 
環 を 久間 中 凍 を 、 ジ ェ ネ シ スゲ 導 カカ だ け で 想わ 
共 が 横切る 。 そし て その 火 線 は 、 月 陳 の ある 一 上 で いっ た な けれ ば な ら な く な っ た 
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新 機動 戦記 ガン ダム W 


ETMEIME EC 0 
AW ' それ ぞ れ の 戦い 


1 急速 勢力 を 拡大 する 0Z を 止め る べく 、 宇宙 に 上 が っ 
» た 5 人 の ガン ダム ・ パ イロ ッ ト た ち 。 と は いえ 乗 機 で ある | 
ガン ダム を 失い 、 個別 に 行動 せ ざ る を えな い 彼 ら に と っ 
EE ーー ーー て 、OZ は あま り に 巨大 な 障壁 だ っ だ 。 それ で も 己 の 信 
= ] じ る まま に 、 5 人 は 孤独 な 戦い を 続け る の だ が …… e 


カト ル 、 シ ャ トル で 宇宙 に 向かう 途中 、 
0Z の 襲撃 を 受け る 。 


目 カト ル 、 資源 採掘 衛星 で 保護 され る 


シャ トル で 宇 軍 に 上 が る 途中 、0Z ト ー ラ ス 部 隊 の 前 撃 。 漂流 し た の ち に 中 立地 帯 に ある 資 拓 探 掘 衛星 に 漂着 、 そ 
を 受け た カト ル ・ ラ バー バ パ ・ ウ ィ ナ ー は 機 外 に 放り 出さ れ て 意識 を 回 復 し た カト ル は 
し まう 。 し か し 彼 の 運 は まだ 尽き て いな か っ た 。 宇宙 空間 を る 実家 に 向かう の だ っ た 。 


0 


カト ル 、 宇宙 を 漂流 


カト ル 、 中 立地 帯 に ある 資源 探 掘 衝 | 
星 に 涯 炒 。 病院 で 手当 て を 受け る 。 | 


カト ル 、 L4 コ ロニ ー に 向かう 。 


ミリ アル ド 、 ト ー ル ギ ス で バル ジ に 接 
近 す る 。 


トル の 運ば 別 の と 
| 借 い た 。 確 の 大病 


を 担当 し た 雪 医 は 乱 の イリ 
そ 


笠寺 し た 宇宙 用 リー オー で 宇宙 を 漂っ て いた カト ル 。 し か し 介 括 に も 機体 


レデ ィ 、 MD 部 隊 を 迎撃 に 差し 向け よ | 
送 条 星 に 溢れ 箕 い た こと の ら 一 命取り 突 め て いる 。 | 


うと する 


トロ ワ 、 レ ディ を 制止 。 ヒイロ と 共に 
トー ル ギ ス 迎撃 に 向かう 。 


@ 目 ロウ 、 ヒ イロ を 伴っ て 出 繋 する 


0Z の 宇宙 要衝 パル ジ に 、 ミ リア ルド ・ ピ ー ス クラ フト が で 沈黙 を 守っ て いた トロ ワ ・ バ パー トン が 前 に 進み 出る 。 トー 
操る トー ル ギ ス が 接近 中 と の 報 が 入っ た 。 レデ ィ : ア ン は た 。 ル ギ ス は 新型 機 メ リク リウ ス と ヴァ イエ イト の 実戦 演習 に 
だ ち に MD 部 隊 を 迎撃 に 向かわ せよ うと する 。 する と それ ま 。 格好 の 相手 で あり 、 自 分 が 出撃 する と いう の だ 。 


ヒイロ と トロ ワ 、 ト ー ル ギ ス と 交 紅 。 


ヒイロ と トロ ワ 、 流れ弾 に 見 せ 掛け て | 
僚機 で ある トー ラス を 撃破 する , 


ミリ アル ド 、 投降 。 その 後 、 バ ル ジ に 


さち に パー トナ ー と し て 出 
軸 す る 相手 に ヒイロ ・ ユ イ 
を 指名 し た トロ ワ に . レデ ィ 
の 痢 (ニコ ル ) は 真 向 か 
らち 反 装 。 し か し レデ ィ は 宣 
MD トー ラス 寿 栗 を 泊 遺 し よう と する レデ (挟む トロ ワ 。 トー ル ギ ス 上 を 聞き 届け 、 ヒ イロ を 狂 
を 相手 に する に は MO 部 礎 で は 役に立た な いと 言う の だ が ーー。 記 か ら 解放 し て いる 。 


目 ヒイロ と トロ ワ 、 ミ リア ルド と 交戦 


MD トー ラス 部 隊 を 引き 連れ て バル ジ を 発進 し た メリ クリ トー ル ギ ス は 防 協 を 強い られ る 。 だ が ミリ アル ド は 相手 の 


ウス (ヒイロ ・ ユ イ ) と ヴァ イエ イト (トロ ワ ) は 、 トー ル ギ ス を 攻撃 パ バターン に 妙 な も の を 感じ 取っ て いた 。 2 機 の 真 の 栖 
発見 する や 、 す ぐさ ま 攻 撃 を 仕掛 けた 。 巧み な 連携 を 前 に 、 。 的 は トー ル ギ ス で は な いよ うに 感じ られ た の だ 。 
トー ラス 部 隊 を 引き 連 ヴァ イエ イト も トー ル ギ 
れ て 出 届 し た メリ クリ ウ ス に 怒 力 を ビーム を 深 
ス と ヴァ イエ イト は 、 材 ぴ せ よう と する が 、 邊 
押す る トー ル ギ ス を 発 所 の 機動 き が 
| 見 する ゃ 、 た だ ち に 層 問 に 合わ ず 、 ト ー ラ ス 


| EM した, を 志 幸 し て し まう 。 


狂 を き 


Cl 
2 由 の 真 の 旨い GMD 
次 第 に トー ル ギ ス を 客 / で 因 味 一 ラス の 舞 を 洲 
い 詰め て いっ た メリ クリ 7 
ウス は 攻撃 の 部 械 に 
な る トー ラス を 次 々 と Ne | RMR EL 
笛 確 し て い < a 鹿 - ーー 投 時 を 申し 出 て いる 。 
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[ee ンタ Ww ェ 


目 カト ル 、 父親 と 再会 する 


それ ぞ れ の 戦い 


ウィ ナー 家 は ば し L4 コ ロニ ー の 経済 活動 を 支援 する 財団 で 
あり 、 平 和 主 義 を 器 え る 当主 (カト ル の 父 ) は 戦乱 を 回 避 
する た め 、OZ の 台頭 を 黙認 する 変 勢 を 再 い て いた 。 その 


た め 自 宅 に 戻っ た カト ル は 父 の 盤 度 を 溢 し く 弾 する 。 一 
方 の 父 も ガン ダム ・ パ イロ ッ ト と し て の カト ル の 活動 を 無益 
な を こと だ と 一 想 。 ふた り の 間 に 深い 満 が 広がっ て し まう 。 


作業 中 . カト ル の 健志 を 知ら きれ た 父 は 全 い で 時 数 に 記 
し て いる と は いえ 久 し 導 り の 対面 を 大 ん で いた の か も し れ な い 


て いる 、 伸 中 い 


ja 4 


ル を 頭 か ら 吾 定 する 父 。 イ 
リア の 促 暑 が な けれ は ば 
ふた り は ずっ と い が み 合っ 

てい RCE 


目 ウィ ナー 家 保 有 の 資源 衛星 が 市 民 に 占拠 され る 


平和 を 願う カト ル の 駐 の 想い と は 裏腹 に 、 L4 コ | 


市 民 は 着実 に OZ の 影響 を 受け つつ あっ た 。 そし て つい に 
コロ ニー の 経 清 基 盤 で あり 、 ウィ ナー 家 が 保有 する 資源 害 


星 を 占 搬 し て し まう 。 だ が 資源 衛星 が 0Z の 兵器 開発 に 使 
われ る こと を 良し と し な い カ トル の 父 は 、 コ ロニ ー と 資源 衝 
星 の 接続 部 を 切断 。 初め て OZ に 反抗 する 姿勢 を 示し た 。 


すっ か り 電 せら れ 、 調和 屋 EOZ に 提供 する 約束 を 交 し て し まう 。 


も 0Z の 使者 ゲ 訪 。 巧み な 注 了 と 革 言 に 市 民 は 


この 約束 に カト ル の 立 は 
普 し < く 反発 。 貫 研 な 編物 
資 泊 を 0Z に 利用 させ な い 
た め に 、 監 く 人 々 を 尻目 
に 終 断 で 寿 星 を コロ ニー 
か ら 分 離し た の だ っ た 


目 トル の 父 、 資 源 衛星 の 軍事 利用 を 阻止 する 


次 源 衛星 に 立て 藤 る 父 の 説得 を 試み る カト ル だ が 、 騨 
命 の 呼び か け に も 父 は 首 を 縦 に 振ら な か っ た 。 平和 主義 者 
で ある 彼 は 武力 に よる 戦争 の 終 基 は 望め な いと 固く 信じ て 


き の 株 輪 を 素 庄 し た 。 


KS 


ンク 


PO TT 
吾 し て し まお うと いう の だ 


| カル の 父 の 行為 を 反 表 だ と 二 
する 0Z 土 官 。 それ に 追従 す 
< 肌 た ち は 多 会 一 致 で 反 


お り 、 だ か ら こ そ 資 源 衛星 を OZ に 流す わけ に は いか な か っ 
た れ が 0Z の 起り を 誘発 する こと に な り 、 OZ に 先導 
され た 市 民 が コロ ニー の ビー ム 砲 を 資源 衛星 に 向け た 。 


代数 の ビー ム 攻 軸 に 閣 さ れ た 質 
\ 在 箇 還 は 機 際 価 止 。 糧 発 の 中 
に カト ル の 父 音 も 済 えて いっ た 。 


まで 必死 で 守っ て きた コロ 
の 市 民 た ち に 父 を 替 わ れ た 
トル は 半ば 正気 を 失い 、 コ ロ 
市民 に 対す る 数 し い 尼 A 加 に 
下り 性 か れ た 


目 ミリ ァ ル ド 、 レデ ィ ・ ア ン と 対面 する 


パル ジ に 回 われ た ミリ アル ド と 接見 する こと に な っ た レ 
ディ は 、 相手 が 0Z (と レデ ィ の 最愛 の 人 で ある トレ ー ズ ・ ク 
シュ リナ ー ダ ) を 裏切っ た ゼクス ・ マ ー キ ス で ある と 気付 い 


午 彼 は トレ ー ズ に 通ら う | 
リア ルド に 装 し で も 宣 大 な 角度 で 扶 し て いる 。 


た 。 し か し この 時 、 彼 女 の も う ひ と つの 人 格 が 表 出 。 その 
半 果 、 ミ リア ルド を サン クキ ング ダム の 親 若 大 使 と 認め 、 あ 
る 程度 の 自由 裁量 権 を も 与え た の だ っ た 。 


だ が レデ ィ の 決定 を 快く 時 
わな い 者 も か っ た 。 特に 


次 
ー | は 不 価 給 を 本 ら せ て いく 


カト ル 、 イ リア と 共に L4 コ ロニ ー に 到 l 


カト ル 、 ウィ ナー 家 当 主 で ある 実 の 父 
と 再会 


カト ル 、 父 に 反発 。 戦い を 終わ らち せる 
た め 、 ガ ンダ ム サ ン ドロ ッ ク の 再建 を 
決意 する 。 


L4 コ ロニ ー 市 民 、 0Z に 踊ら され た 挙 
旬 、 ウィ ナー 家 保 有 の 資源 衛星 を 占 
撮 。 


カト ル の 父 、0Z に 反発 。 コロ ニー か ら 
資源 衛星 を 切り 離し 、 衛星 内 に 立て 
息 る 。 

カト ル 、 父 の 説得 を 試み る が 失 数 。 


0Z、 コロ ニー 市 民 を 扇動 し て 資源 衛 
星 を 攻撃 させ る 。 


資源 衛星 、 破壊 。 


カト ル 、 コ ロ 
憎悪 を 募ら せる 。 


市 民 に 対し て 激しい 


レデ ィ 、 ミ リア ルド と 接見 。 相手 の 正 
体 が ゼクス で ある こと に 気付 く 。 


ミリ アル ド を 管轄 下 に 置く と 共 
に 自由 裁量 権 を 認め る 。 


ミリ アル ド 、 コロ ニーD120 に 向かう 。 


cWe・y シ ライ < 85-30 


機動 戦士 ガンダム en 


| WM sr 12 


機動 戦士 アガ ンダ ム カミ ー コ 、 宇宙 へ 


エゥーゴ ・ バ イロ ッ ト の カミ ー ユ ・ ビ ダン と ニュ ー タ イブ 
研究 所 の 強化 人 間 で ある フォ ウ ・ ム ラサ メ 。 ふた り は 敵 
味方 で ちり な が ら 、 互い に 強く 惹か れ 合 っ て いた 。 だ が 


激化 する 戦乱 が ふた り の 間 を 裂く こと に な る 。 後ろ 髪 を 
U.C.0987 ご 引か れ な が ら も 、 カミ ー ユ は 宇宙 を 目指 す の だ っ た 


BOO 7 
中 目 ウッ ダー、 アウ ドム ラ へ の 体 当たり を 決意 


ホン コン で の 将 開 で サイ コ ・ ガ ンダ ム 以 外 の 載 力 
を ほとん ど 和 失っ た スー ドリ に ムラ を 追撃 する 能力 は 
残っ て いな か っ た 。 し か し 今 は 亡き 上 宣 (ブラ ン ・ ブ ルター 


ウッ ダー、 ア ウド ムラ へ の 体 当たり を 
決意 。 スー ドリ 、 ア ウド ムラ に 向かっ て 
接近 を 開始 


ペン ・ ウ ッ ダ ー は 、 自ら の 命 を 購 し 
決意 。 スー ドリ に よる 体 当 た 
接近 を 命じ る の だ っ た 


り を 敢行 すべ く 、 全速 
フォ ウ 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム で 発進 


カミ ー ユ 、 ガン ダム Mk-II で 発進 


ガン ダム Mk-II と サイ コ ・ ガ ンダ ム 、 交 
戦 を 開始 


カミ ー ユ 。 サイ コ ・ ガ > 
ト に 乗り 移り 、 フォ ウ を 説 和 


フォ ウ 、 カミ ー ユ を 受け 入れ る 


上 GO08 7 
@ 上 上 パーテ 、 フ ォ ウ の 説得 を 試み る 
出 


スー ドリ の 突撃 に 先 惑 け で て サ イコ ・ ガ ンダ ィ 
イロ ッ ト は フォ ウ に 違い な いと 目 星 を 付け 
ダム Mk-H で 巧み に 接近 する と 、 サ イコ 


フォ ウ 、 カ ミー ユ と 別れ て 、 ス ー ド リ 
向かう 


ト に 乗り 移っ た 。 さしも の フォ ウ も これ に は 驚き 、 カミ ー ユ の 
言葉 に 耳 を 傾け る 。 そし て 互い の 苦し い 境 遇 を 知っ た ふた 
り は 、 藤 味 方 の 立場 を 超え て 理解 し 合う の ご 


サイ コ ・ ガ ンダ ム 、 ス ー ド リ の 格納 庫 
に 激突 


フォ ウ 、 シ ャ トル 用 ブー スタ ー の 準備 を 
始め る 


MORE INFO! 
フォ ウ と ナミ カー の 対立 


U.C.0087 7 月 中 旬 
旧 間 フォ ウ 、 スー ドリ に 戻る 


カミ ー ユ を 理解 し 、 受 け 入 れ た フォ ウ は 、 今 度 は 自分 が な を め り 込ま せ た 。 スー ドリ に 搭載 し た シャ トル 用 ブー スタ ー 
すべ きこ と を する た め に サイ コ ・ ガ ンダ ム を 反転 。 生気 に と を 使っ て カ : それ が カミ 
られ る カミ ー ユ を 残し て スー ドリ に 向かう と 、 格 納 庫 に 機体 
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目 旧 ウッ ダー、 フォ ウ を 制止 する 


審 な 動き を 許し ん だ 


ウッ ダー が 格 
ォ ウ に 銃口 


それ が ウッ ダー の 


が 取り 付く 事 
に 気付 き 、 路 忠 う 


GO087 有 7 中 
朋 目 カミ ー ュ 、 プー ズ タ ー を 使い 、 宇宙 に 向かう 


込む こと が で き な い 
の 必死 の 想い を 無 | 
れ な が ら 


だ が この 機 を 利用 し な けれ ば フォ ウ 
な る 一 一 後ろ 壁 を 引か 
が る 決心 を し た 


め ず 
フォ ウ の 身 を 案じ る 


歳 店 妥 98 是 了 7 月 中 名 
昌 ティ ター ンズ 、 ルナ ツー 番 域 に 集結 


ィ タ ー ン ズ に よる 地球 国 制 李 を 本 格 的 に 始動 すべ く 時 に 、 月 面 都市 フォ 
3 
Y っ は 半 昌 7t 


ラウ ン ン ヽ の 便 攻 の た め の 準備 で 


眺め る の だ 


貞 90B3 7 月 27 日 
| 間 ジェ リド と マウ アー、 シロ ッ コ と の 面会 に 隅 む 
ルナ ツー 宙 域 へ の 集結 に 伴っ て ティ ター ンズ は 戦力 の ふた り は 共に 、 シ ロッ コ て 不 快感 を 覚え た と され る 


再編 成 を 実施 
コ の 下 に 配属 され た 


戦争 を 起こ す 人 物 を 根絶 や し に し た 
天才 が 必要 だ と の 


の ち 、 地球 園 を 治め る 
こ 、 危険 の 芽 を 感じ 取っ た の だ 


Ee 


7 月 中 旬 


ウッ ダー、 ブ ー ス ター の 準備 を 進め て 
いた フォ ウ を 制止 する 


フォ ウ 、 ブー スタ ー を 起動 させ る 


フォ ウ に 発砲 


ユ 、 ガ ンダ ム Mk-T で ブー スタ ー 
に 乗り 込む 
ブー スタ ー 


スー ドリ か ら 射 出さ れる , 


ブー スタ ー、 大 気 園 上 層 部 に 


達 


カミ ー ユ と ガン ダム Mk-II、 アー 
回 収 され る , 


ガマ に 


ティ ター ンズ 、 ルナ ツー 宙 域 に 集結 


シロ ッ コ 、 ジ ャ ミト フ に 血判 状 を 送り 
忠誠 を 疾 う 


ジェ リド と マウ アー 
属さ れる . 


シロ ッ コ の 下 | 


ジェ リド と マウ アー、 新 型 可変 MA ガブ 
スレ イ の 訓練 飛行 に 参加 


ジェ リド と マウ アー、 シロ ッ コ と 面会 


マウ アー、 シ ロッ コ の 言動 に 不快 感 を 
覚え る 


MORE INFO! 
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Pr 
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機動 武 問 伝 G ガ ンダ ム 


F.C.TIMELINE 


人 復 活 の デビ ル ガ ン ダム 


ne D4 sr 04 


復活 の デビ ル ガ ン ダム 


贅 愛し て や まな い マ スタ ー・ ア ジア が これ まで の 事件 の 


黒幕 だ と 名 乗り 、 憎 然 と する ドモ ン ・ カ ッシュ 。 それ で も 
な お 現実 を 受け 入れ られ ず 、 渋る シャ ッ フル 同盟 を 説き 


目 ドモ ン 、 マス ター・ ア ジア の 説得 を 試み る 


デビ ル ガ ン ダム の 手先 に 成り 果て た マス ター・ ア ジア と 
の 対決 勢 を 名 わ に する シャ ッ フル 同 題 だ が 、 そ れ を ドモ 
ン は 必死 に 引き 留め た 。 いく ら マ スタ ー・ ア ジア と は いえ 


シャ ッ フル 同 題 の 面々 と 正面 か ら 激突 し て は 無事 で は 清 
まな い は ず だ か ら だ 。 さら に ドモ ン は 範 放 の 心変わり を 未だ 
に 信じ られ ず 、 な ん と か 説得 で きる の で は と 期待 し て いた 。 


も 現れ 、 ドモ ン は 生地 に 立 
た きれ て し まう 


目 シャ ッ フル 同盟 、 DG 細胞 に 買 さ れ た 4 人 を 解放 


| 
ボデー・ ク ロケ ッ ト た ち 4 人 と 対 
で 、4 人 の 中 に 眠る 武 前 家 と し て 


上 ネ テー たら だ が 、 シ ャ - 
| フ 貼 時 に 直 う は ず も な 


RR EMT た は 
ず の シャ ッ フル 同 貿 の 
方 ど 往 き を 笛 得 | 


の 才能 を 見 抜い た 。 この まま 彼ら を 減 する の は 簡単 だ が 、 
稀有 な 才能 が 失わ れる の は 実に 惜しい ーー そこ で シャ ッ プ 
ル 同 題 は 、 自ら の 命 を 賭し て 4 人 を 助け る こと を 決意 し た 。 


| 未来 あ る 若き 門馬 示 


リハ AVI 1 


目 シュ バル ツ 、 ド モン と マス ター・ ア ジア の 戦闘 に 介入 


シャ ッ フ ル 同 盟 の 答 牲 で チ ポ デー た ち は 復活 を 舌 げ た 
も の の 、 ド モン は 思い 悩ん で いた 。 随 攻 へ の 敬愛 の 心 が 
吾 を 鈍ら せ て いた の だ 。 そん な ドモ ン を マス ター・ 


ドモ ン を 生け た の は ネオ ドイ ツ の ガン ダム ファ イタ ー で ある シュ バル ツブ ルー 
ダー。 その 桂 生 は マス ター・ ア ジア も 一 員 置 く は だ だ っ た 


A kK 


映 笑 し 、 一 気 同 成 に と ど め を 刺 そ うと する 。 だ が マス ター・ 
アジ ア の 攻撃 は ドモ ン に 届か な か っ た 。 どこ か ら と も な く 現 
れ た 証 の 武闘 素 が ドモ ン を 底 っ 


実 如 、 シ ンジ ュ ク シテ ィ ー 
の 範 庁舎 を 引き 害 い て . 
告 大 型 の 機体 が 要 を 握 
こそ ドモ ン が 造 い 
デビ ルカ ガン ダム 


- 伏せ て マス ター・ ア ジア の 下 へ と 向かう 。 だ が そこ で 彼 
| を 待っ て いた の は 、 宿 英 デビ ル ガ ン ダム だ っ た 。 


シャ ッ フル 同盟 、 マ スタ ー・ アジ ア を 
断罪 し 、 対決 変 勢 を 名 わ に する 。 


ドモ ン 、 シャ ッ フ ル 同 盟 を 制止 。 
ドモ ン 、 マス ター・ ア ジア の 下 に 向 か 
い 、 説得 を 試み る 


シャ ッ フ ル 同 盟 、 チ ボ 
対戦 。 彼ら の 中 に 眠る | 
の 才能 に 気付 く 


シャ ッ フ ル 同 一 、 自 ら の 命 と 引き 換え 
に チ ボ デ ー た ち を 救出 


チ ポ ボデー た ち 、DG 細 胞 の 呪縛 か ら 
解放 され る 。 

ドモ ン 、 マスター・ ア ジア と の 戦い に 
苦戦 を 強い られ る , 


ネオ ドイ ツ の ガン ダム ファ イタ ー で ある 
シュ バル ツ 、 ふた り の 戦い に 介入 。 


レイ ン 、 復活 直前 の デビ ル ガ ン ダム を 
発見 


可動 式 問 伝 G ガ ンダ ム 


FE.TIMELINE 


稚 活 の デビ ル ガ ン ダム 


財 デビ ル ガ ン ダム 、 出現 


ドモ ン と マス ター・ ア ジア の 戦い の 最 中 、 つい に 姿 を 現し 
た デビ ル ガ ン ダム だ が 、 完 全 修復 に は 至っ て いな か っ た 。 
好機 と ば か り に 、 ドモ ン は 必殺 の シャ イニ ング ・ フ ィ ン ガ ー・ 


4 の を 目 に し た ド 
| J に 我 を 窟 れ て スー 
1 A バー モー ド も 合 竿 させ る 


ト だ が 記 撃 が 合 中 する 直前 、 テ ビ 
ル ガ ンダ ム の 次 に か つて の 合 し 
か っ た キョ ウジ の 面 叉 が 重なり 信 
う 、 それ ドモ ン の 切 先 を 鈴 ち せ 
1 て し まっ た 


ソー ド を 放つ 。 だ が 実 の 兄 を 討つ こと に 障 路 す る ドモ ン の 
一 撃 は 、 わ ず か に 急所 を 外し て し まう 。 する と 攻撃 を 受け た 
デビ ル ガ ン ダム が 喘 叶 を 上 げ 、 巨体 を 動か し 始め た 


シャ イニ ング ・ フ ィ ン ガ ー・ ソ ー ド の エネ ルギー を 唱 邊 し た テ ビ ル ガ ン ダム は 
全便 舌 。 すべ て は マス ター・ ア ジア の 紀 箇 な 有 


目 ドモ ン 、 シュ バル ツ と 対決 


デビ ル ガ ン ダム と マス ター・ ア ジア を 逃し た ドモ ン は 己 の 
無力 さ を 績 感 。 ひと り で デビ ル ガ ン ダム を 倒す と 決意 する 。 
し か し その 決意 は 、 シ ュ バ ルツ に 一 笑 さ れ て し まっ た 。 「 今 


で ある レイ ン ・ ミ カム ラ の 制止 を 
畠 り 切っ て . 後 を 追う が 


ン の 0 は シュ バル ツ に 境 6 し を 
か っ た 


の 力 で は デビ ル ガ ン ダム に は 勝て な い 」 と 宣言 する シュ バ 
ルツ に り を 覚え る ドモ ン 。 する と シュ パル ツ は その 言葉 を 
実生 し よう と 、 ガン ダム ファ イト を 挑ん で きた 


導 蛋 が 収まら な い ドモ ン は シュ バ 
ルツ に ガン ダム ファ イト を 朱 む の 
だ が 、 変 自在 を ガン ダム シュ 
ピー ケル の 到 撃 に 生 弄 され 、 敗 
北 縮 し て し まう 、 


冷 導き を 取り 戻し た ホモ ン は 自分 
の カカ 不足 を 病 感 。 デビ ル ガ ン ダ 
ム と マス ター・ ア ジア を 側 す た め 
に 、 一 か ら 修行 を や り 記 

し た の だ っ た 


四 ドモ ン 、 チ ボ デー と 交戦 


シュ バル ツ に 敗れ た ドモ ン は 、 か つて マス ター・ ア ジア と 
修行 を 重ね た ギア ナ 高 地 へ 向かう 。 シュ バル ツ が 言い 残し 
た [明鏡 止 水 」 の 境地 に 達する べく 、 講 妹 を 開始 し た 。 一 


0G 細 暫 に 押さ れ て いた 時 の 記 
情 が チ ポ デー の 参 か ろう 敵 気 を 衝 


ウン w 人 
| 明 


そん な チ ギ デー を 心配 する 4 人 | 
の パー トナ ー( チ ボデー ギャ ルズ 
は 、 革 を ドモ ン と 矯 わ せる こと で 量 詩 - 
元 に 戻 そう と す る 一 方 、 ぁ る 計 癌 較 粒 計 
めぐら せ て いる 


方 、 他 の 4 人 は 第 13 固 大 会 に 復帰 する が 、 その 中 で チ ボ 
デー の 拳 は 精彩 を 欠い て いた 。 デビ ル ガ ン ダム に 圧倒 され 
た 恐怖 一 が 彼 の プラ イド と 同志 を 引き 裂 い て いた の だ , 


チ ポ デー を 確実 に 欄 た せ た い 一 
心から 、 チ ボデー ギャ ルズ は シャ 
TH LD データ 
、 チ ポ デ ー に 春 利 な 戦い を 
深 じ させ よう と する 。 


事情 を 知っ た チ ポ デー は 自分 の 
革 き を 挟 香 。 真 佑 計 代 で ドモ ン と 
ガン ダム ファ イト を 行い 、 蔵 い の 隊 
中 で 必 末 扶 「 書 然 マ シン ガン バ 上 
ンチ ] を 体 香 し て いる 。 


デビ ル ガ ン ダム 、 出 現 。 た だ し 完全 復 
活 に は 至ら ず 、 自 力 で 動け な い 状態 。 


ドモ ン 、 シャ イニ ング ・ フ ィ ン ガ ー・ ソ ー 
ド で デビ ル ガ ン ダム を 攻撃 。 


ドモ ン 、 デ ビル ガン ダム の コク ピッ ト 
に 兄 キ ョ ウジ の 姿 を 発見 。 動揺 か ら 
切っ 先 が 鈍り 、 急所 を 外し て し まう 。 


デビ ル ガ ン ダム 、 シャ イニ ング ・ フ ィ ン 
ガー・ ソ ー ド の エネ ルギー を 吸収 し て 
完全 復活 。 


マス ター・ ア ジア と デビ ル ガ ン ダム 、 シ 
ンジ ュ ク シテ ィ ー か ら 姿 を 消す 。 
ドモ ン 、 打倒 デビ ピル ガ ンダ ム を 決意 。 
シュ バル ツ 、 ド モン の 決意 を 一 笑 に 
付す 。 

ドモ ン 、 シ ュ バ ルツ と ガン ダム ファ イト 
を 行い 、 敗北 。 


シュ パル ツ 、 ドモ ン に 「 明 鏡 止 水 ]」 の 
必要 性 を 説く 。 


ドモ ン 、 ギ アナ 高地 に 移動 。 修行 を 
始め る 。 


チ ボ デ ー た ち 4 人 、 ギ アナ 高地 に 移 
動 。 独自 に 修行 を 始め る 。 


チ ボ デ ー ギ ャ ルズ 、 チ ボデー の た め に 
一 計 を 案じ る 。 


ドモ ン 、 チ ボデー と ガン ダム ファ イト を 
行う 。 


ャ ンタ イィ テ 
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機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 
ne 07 


UE. TIMELINE RE 
、 運 呈 の シャ ア アク シズ 笛 域 の 攻防 


1 』。。 ロ ンド ・ ベ ル と ネオ ・ ジ オン が 激 間 を 線 り 広げ て いる 最 


» 中 、 つい に アク シズ の 核 バ ルス ・ エ ンジ ン が 点火 。 軌道 
を 外れ た 巨大 な 岩 塊 が 地球 へ の 落下 コー ス に 入っ た 。 

ーーーーーー これ を 阻止 すべ く ア ムロ ・ レ イ は 最前 線 へ と 向かう の だ 

トド a が 、 無 意識 の 焦り が 悲劇 を 生 お こと に な っ て し まう 


の 3 月 12 晶 
目 ギュ ネイ 、 アク シズ に 追 る 核 ミサ イル を 連 撃 する 


ナナ イ ・ ミ ゲル と 衝突 し て ネオ ・ ジ オン 入隊 を 飛び 出し 放っ た 楼 ミ サイ ル が 忍 ば さ れ て いる こと を 看破 し た 。 直撃 
た ク ェ ス ・ エ ア の 後 を 追う ギュ ネイ ・ ガ ス は 、 アク シズ に 接 すれ ば アク シズ の 軌道 が 変え られ る か も し れ な いと 考え た 
近 す る ミサ イル の 一 群 を 発見 。 その 中 に 、 ロ ンド ・ ペ ル が ギュ ネイ は た だ ち に ファ ン ネ ル に よる 迎撃 を 試み た 


ーー 1 っ ‘9 し ーー 


(= | で ぜ で. 
アク シズ に 迫り つつ ま + ル の 坪 れ を 発見 し た ギュ ネイ は 、 ク ェ ス の 師 
術 を 一 時 中 導 。 ファ ン ネ キル を 使っ た 遅 撃 を 航行 し た 。 


アク シズ の 核 パ ルス ・ エ ンジ ン が 点 | 
火 。 地球 落下 コー ス に 入る 


ギュ ネイ 、 ク ェ ス を 追尾 中 、 ロン ド ・ ペ | 
ル が 放っ た 核 ミ サイ ル 群 を 発見 。 | 


ギュ ネイ 、 フ ァ ン ネル で 核 ミサ イル 群 を 
運 撃 。 全 弾 を 撃 詳 する 


ク ェ ス 、 シャ ア と 合流 。 


ク ェ ス 、 シ ャ ア に ナナ イ の 横暴 さ を 訴 
える , 


シャ ア 、 ク ェ ス の 言い 分 を 受け 入れ る 

目 ク ェ ス 、 シャ ア と 合流 する 素振り を 示す 

得 ギュ ネイ が 柱 ミ サイ ル の 迎撃 を し て いる 頃 、 シャ ア ・ ア ズ を 無邪気 に 喜ぶ 。 だ が は し ゃ ぐ ク ェ ス を 見 や る シャ ア の 提 
ナブ プル と 合流 し た ク ェ ス は 、 ナ ナイ の 機 暴 さ を 訴 えて 相手 線 は 冷た か っ た 。 アム ロ と の 決戦 を 控え た 彼 に と っ て 、 ナ 
の 関心 を 項 こ うと し て いた 。 そし て シャ ア が 受け 入れ た こと 。。 ナイ も ク ェ ス も 必要 で は な か っ た の だ 


株 竹 発 の 囚 光 を 目 に し た サザ ピー の コク ピッ ト に 飛び 
ク ェ ス は 言 業 を 失う が 、 それ ク 


レズ ン 、 MS 隊 を 率い て ラー・ カ イラ ム | 
に 接近 


チェ ー ン 、 対 空 機銃 座 に 着き 、 迎 撃 を 。 
開始 。 | 


b は 、 目 の 前 に いる シャ 
| ア に 抽 け 5 で て いた の だ 


チェ ー ン 、 レズ ン の 撃墜 に 成功 。 


く 生身 の シャ ア と 角 れ 合い は は AN し く 挫 し て くれ る シャ ア に 敗 
箇 す る ク ェ ス 。 し か し シャ ア 
の 林 線 は 秦 女 に 向け 5 れ て 
お ら ず 、 ア ムロ と の 決 租 だ 
を 特 ち 集 が れ て いた 


モニ ター 結 し の 通信 で は な ら ) 2 ま ナナ イ と は 寺 っ て 全 分 に 休 


サイ コ ・ フ レー ム の 助け 


本書 に 成 
円 


全て きせ て いる , 


目 チェ ー ン 、 レズ ン の ギラ ・ ド ー ガ を 撃隊 


アク シズ へ の 攻撃 を 続行 する ラー・ カ イラ ム に 、 レズ ン ・ き な く な っ て し まっ た 。 や む な く 非 戦闘 員 の チェ ー ン ・ ア ギ が 
シュ ナイ ダー 率い る MS 部 隊 が 接近 。 ブラ イト ・ ノ ア が 迎撃 機銃 座 に 藩 いた の だ が 、 こ れ ま で 失 多 の 溢 戦 を 括 い 潜っ 
を 指示 する が 、 被 将 の 影響 で 対空 機銃 の 遠隔 操作 が で て きた レズ ン に 対抗 で きる と は 護 も 期待 し て いな か っ た 。 


2 Pr 実は チェ ー ン が 靖 事 を 合わ 
3 せ た の は レズ ン の 也 導 幸 遂 
借 選 の 表情 を 洋 か べ な が らち 


埋 先 の 中 に 消え て いっ た レ 
ズン 。 ニュ ー タ イプ を 理 定 し 


対空 村 で 因 基 を 作っ て い 回 


た チュ ー ン だ が 、 突 抱合 か た 彼女 は 、 他 な 5 ぬ ニ ュー タク 
を きじ 取っ た か の よう に あら イプ 能力 の 基 更 に れ 去っ | 
方 向 に 団 光 を 向け る . た の だ っ た | 
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李 動 由 十 ガン ダム 逆 舞 の シャ ア 


風 ケー ラ 、 ギュ ネイ に 捕獲 され る 


アム ロ か ら ロ ンド ・ ペ ル 隊 の 先 鍵 を 託さ れ た ケー ラ ・ ス ゥ 
は 、 焦り に も 似 た 使命 感 に 胃 り 立て られ て アク シズ へ の 接 
近 を 試み る 。 し か し ネオ ・ ジ オン 部 隊 が 易 々 と 突破 させ て 
くれ る は ず も な く 、 攻 め あぐね て し まう 。 その 焦り が 思わ め ぬ 

量 待 に 応え る た め 

リ ・ ガ ズ ィ を 押 る ケー ラ | 

アク シズ に 旬 拓 。 その た 


め の 音 傘 か ら 追 も ギュ ネイ に 
は 気付 か な か っ た 


承 を 生じ させ た 。 背後 か ら 忍び 寄る ギュ ネイ 機 に まっ た く 
気付 か な か っ た の だ 。 死角 か ら の 突然 の 攻撃 に 晒さ れ た 
ケー ラ の リ ・ ガ ズ ィ は 増加 パッ ク を 破壊 され 、 続く 攻撃 で 半 
壊 状 態 に まで 追い 込ま れ て し まっ た 


目 ギュ ネイ 、 アム ロ に 投降 を 迫る 


ケー ラ の 危機 を 察し 、 教 援 に 輸 け 付け た アム ロ に 対し 
て ギュ ネイ は 投 陸 を 迫っ た 。 英 謀 と し て 知ら れる アム ロ な ら 
部 下 の 命 を 見 殺し に する は ず は な く 、 リ ガン ダム を 無傷 で 
手 に 入れ られ る は ず だ 。 そう すれ ば ク ェ ス も 実力 を 認め ざる 


見 る や 、 ギ ュ ネイ は 億 
ワイ ヤー 町 出 を 指示 。 り ガ 
ンダ ム の 簡 条 を 試み た 


N 


失 陸 を 呼び か ける ギュ ネイ 


に 、 アム ロ は ピー ム ・ ラ イフ 


に 1 ル と フィ ン ・ フ ァ ン ネル を 投 
つつ 業 。 反 拓 の 意思 が な いこ 


を 得 な く な る だ ろう 一 一 そん な 目 算 が ギュ ネイ に 軒 劣 な 手 
段 を 取ら せ た の だ 。 彼 の 予想 通り 、 ケ ー ラ の 身 を 案じ る ア 
ムロ は ギュ ネイ の 指示 に 大 人 し く 従い 、 まず は ピー ム ・ ラ イ 
フル と フィ ン ・ フ ァ ン ネル を 放棄 し た の だ が 


の 放熱 析 と 各層 
江 を 貞 。 実 然 の 邦 和 


目 アム ロ の 防衛 本 能 に フィ ン ・ フ ァ ン ネル が 反応 する 


ワイ ヤー に 絡め 取ら れ て 高圧 電 流 に 晒さ れる ガン ダム 
は どう や っ て も 抵抗 で き な い は ず だ っ た 。 と ころ が 放 室 し た 
は ず の フィ ン ・ フ ァ ン ネル が 自動 的 に 起動 。 ビー ム の 一 内 
で ワイ ヤー を 切断 する と 、 リ ガン ダム を 解放 し た 。 弁 地 に 
和信 の に 和 
の 和 箱 本 租 が 無間 


ファ ン ネ ル を 起動 
ビー ム を 発電 させ た 


た アム ロ 


脱 っ た アム ロ の 防衛 本 能 が 無意識 に フィ ン ・ フ ァ ン ネル を 
起動 させ て し まっ た の で ある 。 と は いえ ギュ ネイ に し て みれ 
ば 、 こ れ は あか ら さ まな 反抗 に し か 見 えな か っ た 。 その た め 
激情 の まま に ケー ラ に 対す る 報復 に 及 ん だ の だ っ た 


あか らき まな 抵 放 を 示 

と 直る ギュ ネイ は 、 幸 0 
ー 言わ ん 人 ばかり に ケ 
Z り 漬 し て し まう 


ンズ 再 域 の 攻 固 
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ケー ラ 。 リ ・ ガ ズ ィ で アク シズ に 接近 . 


ケー ラ 、 ネオ ・ ジ オン 部 隊 の 抵抗 に 中 ド ) 
い 、 アク シズ を 攻め あぐね る , 


ギュ ネイ 、 リ ・ ガ ズ ィ に 不意 討ち を 仕 
掛け 、 半壊 に 追い 込む 


ケー ラ 、 コク ピッ ト か ら 放 り 出 され る , 


ギュ ネイ 、 ケー ラ を 捕獲 する , 


アム ロ 、 ケ ー ラ の 危機 を 察し 、 救援 
駆け 付け る 


ギュ ネイ 、 ケ ー ラ の 身柄 と 引き 換え 
に 、 アム ロ に 投降 を 迫る 。 


アム ロロ 、 ギ ュ ネ イ の 要求 を 承諾 。 無 
抵抗 の 証 と し て ビー ム ・ ラ イフ ル と フィ 
ン ・ フ ァ ン ネル を 放棄 する 。 


ギュ ネイ 、 ア ムロ の 意図 を 勘違い し 、 


ガン ダム を 捕縛 し た ワイ ヤー に 高圧 
電流 を 流す 。 


アム ロ の 防衛 本 能 に フィ ン ・ フ ァ ン ネ 
ル が 応じ 、 ビー ム で ワイ ヤー を 切断 


ギュ ネイ 、 競り の まま に ケー ラ に 手 を 
下 し て 送 走 。 


アム ロ 、 ケー ラ の 亡 骨 を 回 収 する 


MORE INFO! 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


RC.TIMELINE 


Z と 旧 連 合 の 反目 


[W] mM4 sm0 
0Z と 旧 連 合 の 反目 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 保護 を 得 た 0Z は 、 地 上 は お ろか コ 
ロニ ー を も 支配 下 に 置く ほど の 権力 拡大 に 成功 する 。 だ 
が 急激 な 台頭 は 反動 を 生む も の で あり 、 0Z の 支配 を 快 
く 思わ な い 勢 力 に よる 抵抗 活動 が 頻発 。 さら に 宇宙 に お 
ける 旧 連 合 残存 部 隊 と の 間 に 緊 張 が 高まっ て いっ た 。 


林 


0Z、 コロ ニー 独立 政策 を 拡大 


4 1 


目 ギン ター、 ミ リア ルド と 面会 する 


ギン ター、0Z の 政策 の 裏 を 見 抜き 


] 旧 連合 宇宙 軍司 令 ギ ンタ ー( レ ディ ・ ア ン に 暗殺 され た セ 
プ テ ム の 息子 ) は 、OZ に よる コ 独立 政策 の 対処 に 
顕 を 悩ま せ て いた 。 この 政策 が コロ ニー 同士 の 連帯 を 断つ 


EE. OZ に 茶 紀 す る か . 
“ ー まう 
.® . * き 0D-120 を 拠点 
に UE 、 | と ける 回 較 合 字 電 軍 の 
4 $$ きき | 本 < 生生 を 行う 
・ た 時 間 が 過ぎ る ば か り で 
結 交 は 出 な か っ た 
] 
一 大 を 取り ま と 」 
場 の ギン ター も し | 
か ら どう 動く べき か の 
判 末 が 下 せ ず 、 預 を ドー | 


答え る ば か り だ っ た 


今後 の 身 の 振り 方 に 頭 を 悩ま せる 。 
方 便 で ある の は 見 抜い て いた が 、 有 効 な 対処 法 が 見 つか 
ら な か っ た の だ 。 そん な 折 、 サ ンク キン グ ダ ム の 特使 を 名 乗 
る ミリ アル ド ・ ピ ー ス クラ フト が コロ ニーD-120 を 訪問 し た 


ミリ アル ド 、 サ ンク キン グ ダ ム の 特使 と 
し て D-120 コ ロニ ー を 訪問 


0Z、D-120 コ ロニ ー へ の 攻撃 を 決 
| ra と っ n= 定 。 MD 部 隊 を 派遣 する 
泊 い に 6 する べき 
いと 股 い た 


レデ ィ ・ ア ン 、 攻撃 部 隊 に 参加 


ニコ ル 、 レ ディ の 想い を 理解 で きず 、 
彼女 を 裏切り 者 と 判断 。 D-120 も ろ 
と も 、 バル ジ 砲 で 講 清 し よう と する 


ミリ アル ド の 言い 分 は 


トレ ー ズ 
要請 


ミリ アル ド に レデ ィ の 援護 を 


ミリ アル ド 、 レデ ィ を 援護 する 


半 0Z、 コロ ニーD-120 を 製 撃 


レデ ィ 、 ミ リア ルド に 連れ られ て バル ジ 
に 帰還 。 


ミリ アル ド が 和平 を 説い て いる 最 中 、 コ ロニ ーD-120 に 接 
近 す る 影 が 確認 され た 。 反抗 勢力 を 一 掃 す べく 、 0Z が MD 
部 隊 を 派 違 し た の だ 。 さら に 攻撃 部 隊 の 中 に は レデ ィ ・ ア ン 


し ア *\ 
E の た め に O02 が 投入 し た MO トー ラス 部 隊 は 、 機械 の 
| 旧 連合 字 更 軍 の 條 体 を 次 々 と 替 威 し で いっ た 


D-120 名 
塗 秋 を 発 閣 し て 


の 亡 も あっ た 。 し か し トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ の 真意 を 図 
りか ね な た レデ ィ は 混乱 の 果て に 人 格 が 分 苑 す る 事態 に 見 
ちり 、 極め て 不安 定 な 状態 に あっ た の だ 


MD 分 鐘 と 准 に 束 場 に 商 
| か っ た レデ ィ 。 し か し トレ ー 
| Te 


に = ” 
[ ea, / まっ た 徒 女 に 電 剛 は 
三 / 理 と いう も の で 、 た ち ま 
Ee 


目 ミリ アル ド 、 レ ディ ・ ア ン を 携 護 する 


4 


トー ル ギ ス で 応戦 する ミリ アル ド の 下 に 、 か つて の 上 官 
で ある トレ ー ズ か ら 通 信 が 入っ た 。 自分 を 想う が 故 | に 
つの 心 を 持つ に 至っ た レデ ィ を 案じ 、 彼 女 を 栽 っ で 
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と 願い 出 た トレ ー ズ に 心 打 た れ た ミリ アル ド は 、 レ ディ の 提 
護 に 急行 。 旧 連 合 宇宙 軍 の 笑 攻 に 晒さ れる レデ ィ の 機体 
を 助け 出す と 、 バル ジ へ と 送り 届け た の だ っ た 


た 竹 や の ニコ ル を 科す 
| る こと な く < 物 束 し て いる 。 


OZ と 昌之 合 の 反目 


目 z 飛 、 ッ ツバ ロフ の 前 に 昌和 


デル マイ ユ 公 か ら 特 命 を 受け た ツバ ロフ は シャ トル で 月 
面 基 地 に 向かっ て いた 。 その 地 で MD 部 隊 の 大 量 生産 が 
開始 され る こと に な っ た の だ 。 だ が 到着 直前 の シャ トル の 


ge 


フ バ (ロフ を 乗せ た シャ トル の 前 に 3 
に 近 え られ た 細 体 は 各部 を 人 | 


ン ロ ン ガン ダム が 出現 。 し か し モニ ター 
で おり 、 枝 える 状 乱 で は な か っ た 


ン ロ ン ガン ダム が 出現 。 た だ ち に 基地 か ら 迎 撃 部 
隊 が 出撃 し 、 シ ャ トル は 離脱 を 図る 。 し か し ツバ ロフ は シェ ン 
ロン ガン ダム の 動向 に 不可 解 な も の を 吉 じ て いた 。 


es 

(| シェ ン ロ ン ガン ダム の 状 馬 
を 見 て 取っ た ツバ ロフ は 
機体 の 補佐 を 誠 み る 。 す 
る と パイ ロッ ト の 磯 生 角 も 


由 サリ ィ 、 ウイ ング ガン ダム を 回 収 


連合 離反 以来 、 ゲリラ 活動 に 身 を 投じ て いた サリ イィ ・ ポ オ 
は ウイ ング ガン ダム の 回 収 作戦 に 参加 し た 。 ガン ダニ ュ ウ 
ム 合 金 豆 の 機体 を 入手 すれ ば 、 以 後 の 抵 抗 活動 に 役 立 


失 に 放 祥 され た ウイ ング ガン ダム を 筆 具 し た サリ ィ は た だ らち に 回 を 指示 
する 。 だ が 0Z の 若水 部 枝 が 、 突 類 、 作 業 に 入り 込ん で 朱 た 。 


つと 考え た の だ 。 旧 較 合 の 深海 部 隊 を 率い て 海底 を 探査 
する サリ ィ は 、 つい に ウイ ング ガン ダム を 発見 。 し か し OZ が 
回 収 現場 を 外 舞 し 、 時 な ら ぬ 戦闘 が 勃発 し て し まっ た 。 


バイ シー ズ に 業 り 込ん だ サ 
リィ は 巧み な 拘 緒 で OZ の 
MS 部隊 を 業 道 。 さら に 結 
| 族 で ある 潮 水 息 も 軸 光 し - 
ウイ ンク ガン ダム の サル ペー 
| ジ に 成功 し て いる 。 


目 デュ オ 、 ヒルデ と 臣 遇 


ュ オ ・ マ ックス ウェ ル は 0Z 志願 
兵 の ヒル デ ・ シ ュ バ イカ ー と 居 遇 。 彼女 か ら コ ロニ ー の 学生 
の ほとん ど が 月 面 基 地 の 作業 員 に 志願 し た と の 情報 を 入 


ヒイロ Ch て 単行 秋 を し て いた デュ オ は 、 台本 中 に ヒル デ と いう 女性 
士官 と 知り 含 っ た 。 徐 婦 は OZ の 記 鹿 兵 と し て 抹 鈴 し て いる と いう が 


目 デュ ォ 、 0Z 月 面 基地 に 向かう 


手 し 、 月 面 基地 へ の 潜入 計画 を 思い 立っ た 。 それ は 誰 の 目 
に も 無謀 な 計画 だ っ た が 、 月 面 基地 で は MD の 生産 が 本 
格 穂 働 し て お り 、 0Z の 勢力 拡大 を 見 過ごせ な か っ た の だ 。 


デュ オ e 民 則 人 だ と 各 遅い 
1 


し た ヒル デ は 、 彼 に 
と し て の 働き 品 を 是 介 し よ 


つも り だ っ た の だ ザ 、 デ ュ 
| + に この 情報 を を に 月 本 


潜入 計画 は 問題 な く 進行 し 、 デ ュ オ は 月 面 基 地 行き の 
輸送 艇 に 乗り 込 も うと し て いた 。 だ が ヒル デ に よっ て 志願 
申請 書 が 偽造 で ある こと が 発見 され て し まう 。 や む な くそ の 
デュ オ に 佑 い 付い た ヒル デ が 動 
き を 針 じ よう と 譜 い 措 か り .、 2 帆 は 


も つれ 合う よう に 格 半 戦 を 肖 じ る 
こと に を な っ た 。 


する と 再 欄 か ら 槍 近 し て きた シャ 
トル が 砲撃 開始 。 中 に 計 


ド は 
を うと する 


場 を 苑 れ た デュ オ は リー オー を 強 奏 。 ヒル デ も り 
び 出 し 、 師 撃 戦 が 始ま っ た 。 ふた り を 追う 0Z の : 
背後 か ら 碗 撃 を 仕掛 け よ うと し て いる と も 知ら ず に ………。 

科 う じ て ヒ ル デ の 機体 は 裕 殖 を 
移 れ た が 、 回 寺 し 揃わ た デュ ネオ 


の 供 体 は 半 立 し 、 行 動 下 態 に 
釣っ て し まっ た 。 


2 めこ と に ちる 


ツ パ ロフ 、 シ ャ トル で 02Z 月 面 基 地 に 
移動 。 


シェ ン ロ ン ガン ダム 、 シ ャ トル の 前 に 
出現 。 


ツ パ ロフ 、 シ ェ ン ロン ガン ダム に 反撃 
する 能力 が な いこ と を 見 抜く 。 


シェ ン ロ ン ガン ダム 、0Z 月 面 基地 に 
収容 され る 。 

サリ ィ 、 ウ イン グ ガ ンダ ム の 回 収 計画 
に 参加 。 


サリ ィ 、 海 底 に 放 粟 され た ウイ ング ガ 
ンダ ム を 発見 。 


0Z. 回 収 部 隊 を 強 角 。 

サリ ィ 、 0Z 部 隊 を 撃退 。 ウイ ング ガン 
ダム の 回 収 に 成功 。 

デュ オ 、 ヒル デ と 遺 遇 。 0Z 月 面 基地 
に 関す る 情報 を 入手 する 。 

デュ オ 、0Z 月 面 基地 潜入 を 画策 。 作 


業 志願 者 と し て 月 面 基 地 に 向かお う 
と する 。 


ヒル デ 、 デ ュ オ の 申請 書 が 偽造 で あ 
る こと を 見 抜く 。 


デュ オ 、 リ ー オ ー を 強 礁 。 0Z 月 面 基 
地 へ の 侵入 を 図る 。 


ヒル デ 、 デュ オ を 追跡 。 


シャ トル 、 デ ュ オ と ヒル デ の リー オー を 
攻撃 。 デュ オ 、 ヒル デ を 底 う 。 


、 拘束 され る 。 


天天 ・ サ ン ライ ズ 
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機動 戦士 ガン ダム O080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


UE.TIMELINE 


EE (0 i 2 
ルビ コン 作戦 、 決行 


地球 連邦 軍 が 開発 を 進め る 新型 ガン ダム の 強奪 を 目的 


と し た 「 ル ビ コ ン 作戦 ] も つい に 大 詰め と な り 、 連 邦 軍 
兵士 に 変装 し た サイ クロ ブス 隊 は 連邦 軍 施 設 へ の 潜入 


一 を 図る 。 だ が 何気ない 会 話 か ら 正 体 が 発覚 し 、 作 戦は | 
| 当初 の シナ リオ に は な い 展 開 に な っ て し まっ た 。 | 


半 パー ニ ィ と アル 、 U.N. メ ディ カル ・ セ ンタ ー の 調査 を 進め る 


アル 、 パ ー ニ ィ を 案内 し て 連邦 還 
U.N. メ ディ カル ・ セ ンタ ー に 向かう 。 


・ シ ュ タイ ナー の 言葉 を 真 に 受け て サイ クロ プス 
つも り の アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハ (アル ) 
は 、 バ パー ナー ド ・ ワ イズ マン (パー ニ ィ ) の 制止 も 較 か ず に 


点 栓 用 ハッ チミ 介 し て UN メデ ィ カ ル ・ セ ンタ ー に 潜入 し た アル は 、 施設 
の 基 馬 で 新型 ガン ダム を 日 琶 。 その 和 を カメ ラ に 記 め る こと に 成功 し た 


U.N. メ ディ カル ・ セ ンタ ー に 忍び 込ん だ 。 アル は 以前 
この 施設 に 連邦 軍 の 物資 が 運び 込ま れる の を 目撃 し て お 
り 、 新型 ガン ダム は ここ に ある に 違い な いと 考え た の だ 


ンタ ー に 潜入 。 施設 内 で 新型 ガン ダ 


| 
] 
アル と パー ニ ィ 、U.N. メ ディ カル ・ セ 
| 
ム (アレ ックス ) の 存在 を 確認 する 


ィ 、 サ イク ロ プ ス 隊 の 潜 
伏 場所 に 戻る 


施 誠 か ら 無事 に 妥 出 し た 

ふた り は 、 思 いも 寄ら な い 
い 収 林 を 前 に 甘い が 止ま ら な 
か っ 


ガル シア 、 ア ル と バー ニ ィ の 無鉄砲 な 
行動 に 起り を 爆発 させ る 


ルビ ピコ ン 作 戦 、 決行 


U.N. メ ディ カル ・ セ ンタ ー に 侵入 。 


WO 上 パー ニ ィ 、 ガル シア た ちの 怒り を 買う 


新型 ガン ダム の 証拠 を 入手 し た アル と パー ニ ィ だ が 、 帰 
通し た ふた り を 待っ て いた の は 先任 隊員 ガブ リエ ル ・ 
ス ・ ガ ルシア の 選 声 だ っ た 。 た また ま 成 功 し た か らい いも の 


仲間 か ら 評 価 さ れる も 


半 サイ クロ プス 隊 、 U.N. メ ディ カル ・ セ ンタ ー に 潜入 


の 、 失敗 し た ら 作 戦 が 帳消し に な り 、 作戦 の た 
と し た 同僚 の 死 が 無 因 に な っ て し まう 一 一 ガル > 
業 に 、 パー ニ ィ は 自分 の 浅はか さ を 呪 うし か な 


| 
サイ クロ プス 隊 、 連 邦 軍兵 に 変装 し 、 | 
| 
| 
| 


サイ クロ プス 隊 、 施 設 内 で アレ ックス 
の 存在 を 確認 


た 


各 障 長 の シュ タイ ナー は ガル シア 、 アレ ックス に 接近 を 図る 。 


手 を 上 げた り は し な か っ 
た も の の 、 旭 や か な 非 
壁 の 言 業 は ガル シア の 


と クリ ス の 出会い 


きっ か け と な っ た の も 
事実 で ある 


多少 の 間 題 は あっ た と は いえ 、 その 後 の 準 備 は 潜り な く 
進行 し 、 つい に ルビ コン 作戦 の 決行 日 と な っ た 。 アル を 残 
し 、 連 邦 軍 兵士 に 成り すま し た パー ニ ィ た ち は U.N. メ ディ 


カル ・ セ ンタ ー に 到着 。 警備 兵 の 目 を 3 く こ と な く 、 施設 内 
に 足 を 踏み 入れ る こと に 成功 し た 。 さら に 整備 作業 中 の 
新型 ガン ダム (アレ ックス ) の 所 在 を 確認 し 


まさ か 公国 重 人 が 潜入 
作 を 試み よう と は 幼 は ども 
思っ て いな か っ た 赤 備 担 


設 の 奥 に 続く ルー ト を 示し 
た の だ っ た 


本 動 軸 ガン ダム OOB0 ポケ ッ ト の 中 の 


UETMHWE ea A 


目 バー ニ ィ た ちの 素性 が 路 呈 する 


作戦 は 泥 り な く 進行 し 、 ア レッ クス 強 究 も 成功 する か と 思 何気ない 一 言 が 、 彼 の 素性 を 名 星 し て し まっ た の だ 。 や む 
た ちの 前 に 、 施 設 の 警備 担当 が 仲 "な く 臣 力 に 訴え る サイ クロ プス 隊 だ が 、 多 勢 に 無 替 で は 抵 
来 た 。 警備 担当 に 向け た パー ニ ィ の 。 抗 し よう も な く 、 シュ タイ ナー が 重傷 を 負っ て し まっ た 。 


要 を 遂 れ た ガル シア が 抵 
拓 を 対 み 、 格 案 が 緩ん だ 
シュ タイ ナー が 誠二 を 手 に 
取る うと する 。 だ が 次 の 較 
同 、 一 先 の 評 洛 が 彼 の 人 
を 貢い た の だ っ た - 


地球 の 季節 が 北半球 と 席 半 球 で は 館 転 す る こと を パ バーニィ が 知ら な か っ た 
こと から 5 素性 が 発 赴 。 アレ ッ ク ズ を 目 重 に し な が ら 光束 され て し まう 。 


目 ケル シア 、 アレ ックス の 爆破 


アレ ックス の 近辺 に 踏み と ど ま っ た ガル シア は 、 負 傷 し た 
シュ タイ ナー を 底 う バー ニ ィ を 援護 し 、 ふ た り を 脱出 させ る 
こと に 成功 し た 。 し か し その 代 全 と し て 全身 に 銃弾 を 浴び 


て し まう 。 も は や これ まで と 観念 し た ガル シア は 人 懐 に 忍ばせ 
て いた 起 糧 スイ ッ チ に 手 を 伸ばし た 。 どう せ せ 助 か ら な い の な 
ら ア レッ クス を 巻き 込ん で 自爆 し よう と いう の だ 。 


イナ ー は 施設 か ら の 本 出 
に 成功 し て いる 。 


還 ケン プ フ ァ ー、 アレ ックス と 交戦 


それ まで 施設 の 外 で 待機 し て いた ミー シャ (ミハエル カミ を 詳 撃 し た 。 する と 施設 内 か ら 見 た こと も な い MS が 出現 
ンス キー) は 、 異変 を 窟 知 し て ケン プ ブフ ァ ー を 起動 。 シュ タ し 、 ケン プ フ ァ ー の 前 に 立ち は だ か る 。 それ こそ は 、 ガ ル シ 
イナ ー た ちの 脱出 を 援護 すべ く 、 U.N. メ ディ カル ・ セ ンタ ー ア の 命 を 購 し た 自 燈 に 耐え 抜い た アレ ックス の 楼 だ : 
ーー ーー | 下 寺 中 療 式 の チェ ー シ ・ マ イシ 

は アレ ックス の 装 昌 に ま と わ り つ 


き 、 ど ん な に 動い て も 朱 が れる こ 
と は な か っ た 


チェ ー ン ・ マ イン が 補 則 発し 
アレ ックス の 次 も 香 に きみ 込 | ” 6 識 
まれ いる 。 符 者 が 出 た と は いえ | 
これ で サイ クロ プス 離 の 任務 【- 

完了 の と 思わ れ た の だ が 3 


チェ ー ン ・ マ イン の 直撃 を 受け た アレ ックス だ が 破壊 され 
た の は 増加 装甲 (チョ バム ・ ア ー マ ー) の み 。 これ に は 


と 捉え た クリ ス は ガト リン グ 砲 を 斉 射 。 至近 距離 か ら 直 撃 
を 受け た ケン プ フ ァ ー は 沈 衣 し 、 ア レッ クス の 強 鞭 も し く は 
破壊 を 目的 と する ルビ コン 作戦 は 失敗 に 終わ っ た 。 


| トリ ング 贅 の 斉 射 が 終 
わっ た 時 、 戦 場 に 立っ て 


ンマ イン が 坦 境 し た の は 増加 絡 (チョ バム : ア ー マ ー) だ け だ っ た 
必中 か ら を 現し た アレ ックス は トリ ング 棒 で 反 机 を 仕掛 する 。 


バー ニ ィ の 不用 意 な 一 言 か ら サ イク 
ロ プ ス 隊 の 素性 が 田 還 する 


サイ クロ プス 隊 、 警 備 兵 の 拘束 を 逃 
れ よ うと 抵抗 。 


シュ タイ ナー、 重傷 を 負う 。 


ガル シア 、 脱 出す る パー ニ ィ を 提 護 。 
ガル シア 、 銃撃 に 晒さ れる 。 

ガル シア 、 ア レッ クス を 巻き 込ん だ 自 
煙 を 決行 する 。 

ミー シャ 、 ケン プ フ ァ ー を 起動 。 


クリ ス 、 ア レッ クス を 起動 。 ケン プ 
ファ ー の 前 に 立ち は だ か る 。 


ケン プ フ ァ ー、 チ ェ ー ン ・ マ イン を 使 
用 する 。 

アレ ックス 、 チ ョ パム ・ ア ー マ ー の 残 
骨 を 排除 。 


アレ ックス 、 ガ トリ ング 砲 で ケン プ 
ファ ー を 攻撃 


ケン プ フ ァ ー、 撃破 され る 
ルビ コン 作戦 、 失敗 


CMR DT 
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機動 戦士 ガン ダム F91 


E.TIMELINE EE (FO 04 ar 4 


ーー 間 母 の 造っ た MS 


【) ’ クロ スポ ー ン ・ バ ン ガ ー ド (CV) に よる 強襲 を 避け 、 
6 地球 連邦 軍 練 習 艦 「 ス ペー ス ・ ア ー ク 」 に 保護 され る こ 
と に な っ た シー ブッ ク ・ ア ノー。 し か し まさ か その 艦 に 、 


上 スペ ー ス ・ ア ー ク 、 フロ ンティア 1 に 侵入 


CV が フロ ンティア ・ サ イド へ の 肢 撃 を 実施 し た の と ほぼ 謎 えた 艇 長 代理 の レア リー・ エ ド ペ ベリ は 演習 を 急 達 中 断 し 
同じ 頃 、 その 近隣 宙 域 で は 運 邦 軍 練 習 杉 スペ ー ス ・ ア ー て 、 一 時 退避 を 決意 。 比較 的 被害 の 少な い フ ロン ティ ア 1 
ク と その 乗組 員 が 航行 訓練 を 行っ て いた 。 戦局 の 激化 を 。 に 針路 を 向け 、 コロニー 内 に 艦 を 退避 させ る こと に し た 


の 


シー プッ ク た ち が 区 守る 前 で スペ ー ス ・ ア ー ク が フロ ンティア 1 に 保 入 。 コ 
ロニ ー 内 に は 人 工 草 カ 働い で いる の だ が な ん と か 炒 議 に 成功 し た 


に PF 
目 スペ ー ス ・ ア ー ク 、 偽装 作業 を 進め る 


る スペ ー ス ・ ア ー ク に 保護 され た シー ブッ ク た ち だ が 、 息 を 装 作 業 が 始ま り 、 シ ー ブ ッ ク た ち に も 仕事 が 割り 撫 ら れ た か 
つく 間 も な か っ た 。 CV の 追撃 か ら 逃 れる た め 、 退 役 軍人 ら だ 。 本 来 な ら 非 戦闘 員 で ある と は いえ 、 現 状 の スペ ー ス ・ 
の コ ズ モ ・ エ ー ゲ ス の 指揮 の 下 、 スペ ー ス ・ ア ー ク で は 偽 アー ク は 猫 の 手 も 借 り た い 状態 だ っ た の だ 。 


た 男性 (コス モー エー ケス | 
を 肪 けた こと が きっ か け と 
』 ズ アァ アーク に 
人 保 位 Ah る こと と な っ た 


メア ー ク に 休 手 きれ た 
子 仙 た ち も 作 量 に 人 
| sk て いる 、 生 行 みな 
くも 、 邊 5 も な 
CV の 日 を 放 く た め の 人 用 の が 桂 せ られ る こと に な っ た | Mann Or 


3 月 下旬 
目 シー ブッ ク 、TF91 の 起動 準備 を 手伝う 


工科 生 で ある こと を 見 込ま れ て MS ドッ ク で の 作業 を 命じ 況 は 一 変 する 。 F91 の 整備 マニ ュ ア ル に 母 


られ た シー ブッ ク だ が 、 格 納 庫 に 横たわる 機体 (F91) に 映っ て いた か ら だ 。 S.N.RI. の 技術 者 だ っ 
興味 を 示 そ うと し な か っ た 。 だ が ある 出来 事 を きっ か け に 状 
|k ニ 諸 CV の 戦力 と し て 次 逢 さ 


は サル し] 
TE 


た また ま 要 場 を 訪れ た シー 
ブッ ク に クルス は 机 代 マニュ ーー 
アル の 遇 人 見 せ 、 ヒ ント を 喘 往 の 中 に 母 劇 の 交 を 詳 め た シー ブック は 債 か し きよ り も 韻 立 ち を 感じ る 
簡 よ うと し た の だ が 、 そ の 時 自分 た ち を 緒 て て まで 続け て いた 印 の 仕事 が MS の 開発 だ と いう こと に 鍵 
信 の 中 に 也 想 外 の 人 物 が 蛋 で き な か っ た が 穫 り を 埋 錠 させ る わけ に も いか ず 、 妹 の リィ ズ に 
喘 り 込ん で いた は 身 像 を 見 せな いよ うに と 殺 を 制 し て 、 その 栓 を 後に し で いる 


| 


91-29 


生き 別れ と な っ た 母 (モニ カ ・ ア ノー) が 開発 を 担当 し た 
| 新型 MS が 搭載 され て いる と は 夢 に も 思わ な か っ た 。 


> ッ ク た ち 、 スペ 
ロン ティ ア 1 に 到着 。 


スペ ー ス ・ ア ー ク 、 フロ ンティア 1 に 移 
動 。 コロ ニー 内 に 刀 選 する 。 


シー ブッ ク た ち 、 スペ ー ス ・ ア ー ク に 保 
護 さ れる 。 


コ ズ モ 、 スペ ー ス ・ ア ー ク の 偽装 作業 
を 指揮 する 


CV の フロ ンティア ・ サ イド 製 撃 に 関す 
る 地球 連邦 政府 の 公式 見 解 が 発表 
され る , 


連邦 政府 、 一連 の 事変 を 静観 する 
構え を 示す 。 


シー ブッ ク 、F91 の 整備 作業 を 手伝う 。 


ー ブ ッ ク 、F91 の 整備 マニ ュ ア ル に 
モニ カ が 喘 っ て いる こと に 気付 く 


Ol! 


連邦 政府 の 公式 見 解 


し LE ji 1 


E.TIMELINE 
3 月 下旬 
四 連 邦 軍 部 隊 、 フロ ンティア IV を 強襲 


CV に 占拠 され た フロ ンティア IV は コス モ ・ パ ピロ ニ ア の 。 。 た わけ で は な い 。 血気 に 合っ た ある 部 隊 は 岩 境 に 偽装 し 
普 都 と され 、「 コ スモ ・ バ ビ ロ ン 」 に 改称 。 雇 々 と 改修 作業 て コス モ ・ バ ピロ ン に 接近 。 CV 高官 が 集う 迎 融 館 を 破壊 
が 連邦 軍 残 存 部 隊 も 手 を こま ね いて い すべ く 、 コロニー 外壁 越 し の 砲撃 を 開始 し て いる 。 


4 人 下館 正確 な 位置 
| を 0 ら な いま ま 徐 た れ 
1 こぐ PTTDIN 
央 に 人 紅 した 洋間 向 が コス モ ・ パ ピロ ン に 山科 。 CV 打 部 本 の 
迷 を 突く と コロ ニー 本 体 に 対す る 乱 還 を 関 向 し た 


看 再 。 無関係 な 人 に 
も 大 き な 符 害 を 生じ さ 


3 月 下旬 
半 マイ ッ ツ ァ ー、 ベラ に 「 コ スモ 貴族 主義 ] の 理想 を 説く 


連邦 第 血 の 砲 撃 を 複 狼 な 思い で 眺め る ベラ ・ ロ ナ の 下 義 」 の 早期 確立 を 図り た いと 口 に する 。 大 義 な い 民 衆 を 指 
を マイ ッ ツ ァ ー・ ロ ナ が 訪れ た 。 彼 も この 惨劇 に 心 を 痛め て 考 す る の は 自ら 血 を 流す こと を 原 わ な い 高 費 な 者 だ ーー マ 
お り . こ の よう な 愚行 を 繰り 返さ な いた め に も 「 コ スモ 貴族 主 イッ ツァ ー の 真 埋 な 想い を 改め て 知っ た ペラ だ っ た が ・ 


CV 宣 富 を 扶 特 する た め いま だ コス モ 責 族 主 義 

1 な ら 一 市 展 の 折笠 の 晴 を 図り か ね て い 

[| 目 を つぶ る ベラ だ が 、 連 施 還 の 
り 方 に 。 ペ ラ は 情 り を 条 4 


8 本 6 か っ た 


の 縛り を 科 
も. どう 放し た 


を 伴 っ て 性 型 の 外 へ 
向かっ た | 


3 月 下旬 
四 シー ブッ ク 、 コ ズ モ と 衝突 する 


偽装 作業 を 進め る スペ ー ス ・ ア ー ク に 連邦 軍 残 存 部 隊 い に 巻き 込ま れつ つ あ る 理不尽 さと 、 そ れ を 助長 する よう 
が 集結 し 始め 、 少 し ずつ 電力 が 整い 始め る 。 だ が シー プッ な コ ズ モ の 態度 が 許せ な か っ た の だ 。 そし て ある 出来 事 を 
ク は 落ち 著 か を か っ た 。 よう や < く 戦乱 を 逃 れ た の に 再び 戦 きっ か け に 、 つい に シー ブッ ク は 趣 り を 爆発 させ て し まう 。 


コ ズ モ の から 重り つけ られ 
て も シー ブッ ク の 若 立 ち 
は 収まら な い 。 だ が ふた 
り の 間 に リィ ズ が 割っ 
て 入り 、 思わ 上 ぬ 話 を ロ 
EL 


A 。』 
一 知 6 早 く F91 を 弘二 させ た い コ ズ モ は 、 モニ カ が F91 に 間 係 し て いる こと 
を リィ ズ に 話し て し まい 、 それ が シー プッ ク の 豚 り を 儲 発 させ た 


3 月 下旬 
四 リィ ズ 、 バイ オ ・ コ ンピュータ ー の 結線 の 謎 を 解く 


シー ブッ ク と コ ズ モ の い が み 合い を や め さ せ る た め 、 妹 の = か べ る の み 。 す る と 笑み を 浮か べた リィ ズ は ひと つの 形 を 
リィ ズ が 取り 出し た の は 何 の 変哲 も な いあ や と り の 糸 だ っ 示し て 見 せ た 。 それ は 「 八 掛け の 吊り 橋 ] と 呼ば れる も の 
た 。 これ に は シー ブッ ク た ち も 狗 に つま まれ た よう な 顔 を 浮 で 、 その 形 に は 重要 な 意味 が 巧 され て いた の だ っ た 。 


NE で 3 コン ュー ター 
の 細線 方 法 を 見 つけ た 
と の リィ ズ の 言葉 に 、 そ 
の 場 に 居合 わせ た グル 
ス は 色 を な す が 


で で する と リィ ズ は あや と り を 
や り 始 め 、 秋 廊 の 手 の 
中 で 次 甘 に ある 形 が 導 
を 見 せ 給 め た 。 


リィ ズ が ポケット か らち 取り 
出し た の は あや と り の 素 


母 の 造っ た MS 


CV、 フロ ンティア IV を コス モ ・ バ ピロ 
ニア の 首都 に 選定 。 コロ ニー 名 を コ 
スモ ・ パ ピロ ン に 改称 。 


連邦 軍 残 存 部 隊 、 岩 境 に | 
スモ ・ パ バビロン に 接近 。 コ 
越し に 砲撃 を 開始 する 。 


ペラ 、 連 


の 砲撃 に 気付 く 。 


マイ ッ ツ ァ ー、 ペラ に コス モ 貴 族 主義 
の 理想 を 説く 。 


ペラ 、 連 邦 軍 の 腐敗 と マイ ッ ツ ァ ー の 
理想 と の 間 で 揺れ 動く 。 

スペ ー ス ・ ア ー ク に 連邦 軍 残 存 部 隊 
が 集結 を 始め る 。 

シー ブッ ク 、 コ ズ モ と 衝突 。 

リィ イズ 、 シ ー ブ ッ ク と コ ズ モ の い が み 合 
い を 収め る た め 、 あや と り を 披 填 。 


リィ ズ 、 F91 に 搭載 され た バイ オ ・ コ ン 
ピュータ ー の 結線 の 話 を 解く 。 


F91 の 起動 が 可能 と な る 。 


E INFO 


コス モ 貴 族 主義 の 本 質 


機動 戦士 ガン ダム 0080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 
mM4 sr D3 


U.E.TIMELINE CO 


ied Re 所 埋 の ) 負 灯 
坦 新型 ガン ダム (アレ ックス ) の 強奪 を 狙っ た 「 ル ビ コ ン 
» と 作戦 」 は 失敗 に 終わ り 、 サイ クロ プス 隊 は 全滅 。 た だ 独 


日 | り 生 き 残 っ た パー ナー ド ・ ワ イズ マン (バー ニ ィ ) は サイ 
ーー - ド 6 か ら の 脱出 を 図る 。 だ が 少年 アル フレ ッ ド ・ イ ズル 八 
て | (アル ) と の 約束 が 、 彼 を 戦場 に 踏み 留まら せ た 。 | 


目 キリ ング 、 サイ ド 6 へ の 核 攻 繋 を 指示 


ルビ コン 作 江 失敗 の 報 を 受け た キリ ング は 、 つい に 凌 挙 の だ 。 これ は 明らか に 南極 条約 違反 だ が 、 公 国軍 士 宮 と し 
に 訴え た 。 この 事 杉 を 想定 し て 密か に 用 意 し て いた 村 弾 て の 責務 を 重視 する キリ ング は 攻撃 準備 を 強行 。 核 弾頭 
頭 を 持ち 出し 、 サ イド 6 ご と アレ ックス を 破 棲 し よう と 考え た を 搭載 し た 能 隊 が サイ ド 6 に 向け て 出航 し た の だ っ た 


キリ ング 、 サイ ド 6 へ の 核 攻撃 を 指示 | 


キリ ング 、 核 攻撃 に 反対 する グラ ナダ | 
基地 司令 ルー ゲン ス を 射 末 


村 弾 頭 を 搭載 し た 公国 軍艦 隊 (ヘル 
シン グ 戦 隊 )、 サイ ド 6 に 向け て 移動 


パー ニ ィ 、 潜 入 工作 員 の チャ ー リ ー か 
する と キリ ング は 同和 ら 核 弾頭 に 関す る 情報 を 聞か され る 

と ば か り に ルー ゲン ス を 上 
TT 
軍 上 潮 部 か ら の 時 可 な し に グラ ナダ 基 夫 に 締 男 され た 心 畠 頭 を 桂 ち 出 そ シン グ の 箕 難 に 託し . サイ ド 
うと する キリ ング に 寺 し 、 基地 司令 ルー ゲン ス は 竹 画 柏 震 の 妻 勢 を 示す - 証 諾 | 6 攻 軸 に 向かわ せ た 。 


バー ニ ィ 、 サイ ド 6 か ら の 脱出 を 決意 . 


アル 、 パ ー ニ ィ に 反発 し 、 ア レッ クス と 
の 再戦 を 促す 。 


バー ニ ィ 、 アル と 衝突 し 、 喧嘩 別れ と 。 


バー= ィ 、 ア ル と 街 穴 する 


U.N. メ ディ カル セン ター か ら 脱 出し た バー ニ ィ は 、 公 国 。 と せ ず 、 も う 一 度 ア レッ クス と 戦っ て 欲し いと 夷 題 する 。 作 
軍 の 憶 力 者 か ら 杜 攻 撃 の 話 を 教え ちら れ 、 サ イド 6 か ら の 脱 。 戦 に 失敗 し た と は いえ 、 ア ル に と っ て の バー ニ ィ は 英雄 で 
出 を 決意 。 アル に も 脱出 を 促し た 。 し か し アル は 話 を 聞こ う 。 あり 、 彼 の 最終 的 な 勝利 を 心から 信じ て いた の で ある , 


バー ニ ィ 、 サイ ド 6 の 宇宙 港 に 到着 


バー ニ ィ 、 サ イド 6 か ら の 脱出 を 鏡 路 う 


パ バーニィ 、 ア レッ クス と の 再戦 を 決意 。 


バー ピン ク ・ エ レフ ァ ン ト ] の マス ター で ある チャ ー リ ー カ か ら 公 国 宣 の 名 向 
を 聞か され た パー ニ ィ は アル に も 読出 を 促す が . 聞き 入れ られ な か っ た 


症 パー ニ ィ 、 アレ ックス と 戦う 決意 を 固め る 


アル と 路 農 別れ し た バー ニ ィ は 宇 宏 港 に 向かう が 、 心 中 行 中 の 高揚 感 ……。 さま ざま な 想い が バー ニ ィ の 預 理 を 
。 少年 か ら 向 けら れ た 人 憧れ の 視線 、 。 去 来 し 、 居 て も 立っ て も 居 ら れ な く な っ て し まう 。 そし て 、 つ 
何より 作戦 決 ” い に パ ー ニ ィ は 重大 な 決心 を し た の だ っ た 


nr | た また ま 半 に 居合 わせ 


な が 56 委 天 た 日 
DB が FA で 


サイ クロ プス 麻 の 


フラ ンチ ェ ス カ 行 き の 

シャ トル 発 工 まで は まだ / 何より アル を 見 可 

時 間 が あり 、 封 を 持て する こと に 称 憶 な ら 
な く な っ た パー ニ ィ は 
アレ ックス と の 調 埋 を 


を 柏 つ こと に し た 。 


12 月 23 日 


ス と の 再戦 を 級 う 


再戦 の 決意 を 固め た バ 


る 。 幸い な こと に バー ニ ィ が サイ ド 6 に 潮 入 し た 共に 利用 し 
は 戦い の 準備 を 進 ペ 


た ザク 改 が 放置 し た まま に な っ て お り 、 人 目 を 次 体 に 
取り 付い た ふた り は 、 さっ そく 可 備 作業 を 始め る の だ っ た 


アル 、 パー ニ ィ と 和解 


バー ニ ィ と アル 、 放 置 され て いた ザク 
改 を 調査 。 アレ ックス と の 戦闘 に 耐え 
られ る こと を 確認 する 


12 月 23 日 パー ニ ィ と アル 、 ザ ク 改 の 武器 の 調 


24 日 護っ は 
アル 、 ト レー 
挑発 。 その 陳 
を 移動 させ る 


バー ニ ィ と アル 、 資 材 置き 場 に 潜入 
クリ スマ ス 用 の バル ー ン と スモ ー ク を 
調達 する 


前 0E9E 12 月 23~24 日 
バー ニ ィ と アル 、 アレ ックス と の 戦闘 準備 を 進め る 


状態 は 想定 し て いた より も 良好 で あり 、 こ れ な 残し た 装備 を 使え れ ば いい の だ 
ら ア レッ クス と の 戦闘 
な の は 戦う た め の 武 問 だ け だ 


パー ニ ィ と アル 、 パ ルー ン と スモ ー ク で 
トラ ッ プ を 仕掛 ける 


パー ニ ィ と アル 、 ア レッ クス と の 戦闘 
準備 を 進め る 


が 、 連邦 軍 の 監視 が 強化 
あと 必要 され て いる 今 、 近 開 に トレ ー ラ ー を 動か す の は 危 陵 極 ま り 
サイ クロ プス 隊 が な い 。 だ が アル に は 考え が あっ た 


ME 


4 ミト に ザク 改 の 整備 と トラ ッ プ の 用 意 が 完 
了 す る 


バーニィ 、 ア レッ クス と の 再戦 を 12 月 
25 日 の 14 時 に 決定 する { 」] 


バー ニ ィ 、 ア ル に 小さ な 包み と ディ ス 
ク を 託す 


MORE INFO! 


12 月 24 日 
バー ニ ィ 、 アル に 荷物 を 託す 


宣戦 の 甲斐 あっ て ザク 改 の 整備 は 完了 。 式 器 も 調 遅 。 こそ は アレ ックス 
で きた し 、 ト ラッ プ の 準備 も 整っ た 。 さら に 再戦 の 日 は クリ 
スマ ス 当 日 ( し 、 あ と は 当日 を 待つ の み で ある 。 今度 


勝つ と 気 央 を 上 げ る アル 。 そん な 少年 
た パ バーニィ は 、 小 さ な 包 み と デ ィ ス ク を 手渡 し 
が アル に 託し た 最後 の 任務 だ っ た 


機動 新 世 紀 ガ ンダ ム X 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


*IIMELINE 


- AL.W.0015「 


DJ mM4 mml 
ガン ダム X、 起動 | 


第 7 次 宇宙 戦争 か ら 15 年 が 経過 し た A.W.0015。 未 
だ 地球 は 回 復 せ ず 、 辛 うじ て 生き 残っ た 人 々 の 暮らし も 
生 易 し く は な が っ た 。 だ が 戦災 百 児 の 少年 ガロ ー ド ・ ラ 

ン と 不思議 な 力 を 有する 少女 ティ ファ ・ ア ディ ー ル の 出 
会 い を 契機 に 、 世界 は 再び 激動 の 時 代 に 突入 する 。 [ 


B.W.???? 旧 地 球 連邦 に よっ て ファ ー ス トニ ュー タイ プ が 発見 され る , 
旧 地 球 連邦 、 フ ァ ー ス トニ ュー タイ プ の 肉体 か ら 意 議 だ け を 分 離し 、 
月 面 基地 (D.0.M E.) に 保存 する , 
旧 好 球 連邦 軍 と 宇宙 薬 命 軍 の 間 で 、 ニ ュー タイ ブ の 探索 が 活発 
化 。 両者 の 閣 係 が 悪化 する 

A.W.0001 1 月 1 日 、 第 7 次 宇宙 戦争 、 各 発 。 


旧 地 球 連 邦 事 、F (フラ ッシュ ) シス テム と L シ ステ ム の 開発 に 成功 。F 
(フワ ラッシュ) シス テム を 搭載 し た 、 ガン ダム ・ タ イプ MS の 開発 に 着手 
8 月 、 宇宙 革 命 軍 、 ライ ラッ ク 作 載 を 発動 。 トゥ ー リ ア と ペル ティ ゴ 
か ら 成る 大 部 隊 が 地球 に 降下 する が 、 作 戦は 失敗 に 終わ る , 


昌 上 カロ ー ド 、 ティ ファ 救出 を 依頼 され る 


12 月 . 旧 地 球 連 邦 軍 、 F シ ステ ム を 搭載 し た ガン ダム ・ タ イプ MS 
部 隊 を 実戦 投入 。 

宇宙 革命 軍 、 ニュ ー タ イブ 専用 MS&MA を 投入 。 

ジャ ミル ・ ニ ー ト と ラン スロ ー・ ダ ー ウ ェ ル 、 交戦 

宇宙 革命 軍 、 コ ロニ ー 落 と し を 艇 行 。 地球 人 口 の 95% が 失わ 
れ 、 旧 地球 較 邦 は 壊 減 。 宇 軍 革 命 軍 も 着 喜 に より 画 体 化 。 

第 7 次 宇宙 戦争 、 明確 な 謗 者 の な いま ま に 終 結 。 

コロ ニー 落と し の 影響 で 、 地球 環 堆 に 大 規模 な 異変 が 続発 
ジャ ミル 、 アルタ ネイ ティ ヴ 社 の ラボ か ら テ ィ フ ァ ・ ア ディ ー ル を 教 
出し 、 フリ ー デ ン に 保護 する 。 


A.W.0015- 


ガロ ー ド 、 ラ イク か ら テ ィ フ ァ 奏 還 の 依 
頼 を 受け る 。 


ガロ ー ド 、 フリ ー デ ン に 潜入 。 G コ ン と 


セン トラ ンジ ェ に 暮らす ガロ ー ド は 、 か つて メカ ニッ ク を 夢 
見 て いた 頃 の 知識 を 活か し 、 目 に つい た MS を 奉っ て は 売 
り 歩 く こ と で 日 々 を 過ごし て いた 。 そん な 彼 の 腕前 を 見 込 
ライ ク と 名 乗る 貴士 が ガロ ー ド に 


傘 触 。 プリー デン に 請 揚 され た 少 
婦 ティ ファ の 抜 出 を 依 天 し た 


ライ ク の 言 錠 に 佳 し 7 な も の を 各 
じ た ガロ ー ド だ が 。 ティ ファ の 写真 
見 る な り . 系 族 し て いる . 


ァ を 見 つけ た ガロ ー ド 
将 続 も 受け ず に 綾 女 
nT SEU 


5 に ティ フ 


昌 目 ガロ ー ド 、 ティ ファ の 受け 渡し を 拒否 する 


ん で 、 ラ イク ・ ア ント と いう 紳士 が 仕事 を 依頼 し て きた 。 バル 
チャ ー の 一 団 で ある 「 フ リー デン ] に 誘拐 され た 少女 、 ティ 
ファ を 連れ 戻し て 欲し いと いう の だ が 


ティ ファ を 発見 し 、 脱出 。 


ティ ファ 、 ライ ク に 居 え る 。 


ガロ ー ド 、 ライ ク に ティ ファ を 引き 渡す 
の を 拒絶 


ガロ ー ド 、 ティ ファ を 連れ て ライ ク の 下 
か ら 逃 走 する 。 


)! | 


E INTU 


7 次 宇宙 戦争 の 推 


ティ ファ の 夫 還 に 成功 し た ガロ ー ド は 意気 揚々 と ライ ク 
を 訪ね た 。 し か し ライ ク の 顔 を 見 た ティ ファ が 訳 も な く 舗 え 
始め た こと に 気が付く と 、 一 方 的 に 佐 頼 を 破 研 。 ティ ファ 


™ 


ーー 約束 の 場所 で は すでに ライ ク が 符 
ち 構え て お り 、 一 剤 も 早く ティ ファ 
ET よう に と 販 る 


アス sa 本 


だ が ガロ ー ド は 、 ラ イク を 見 つめ る 
ティ ファ の 槍 子 が どこ か 番 通 で は 
な いこ と に 気が付い た 


で 


MM 


ティ ファ に 一 上 者 れ し て し まっ た ガ 
ロー ド は 、 ライ ク の 制止 を 北 り - 
て 店 寺 を 図っ た 


93-29 


を 引き 渡さ ず に その 場 か ら 逃 げ 出 し た 。 実は ガロ ー ド は : 
ファ に ひと め 惨 れ し て お り 、 成功 報酬 より も ティ ファ の 身 の 


安全 を 第 一 に 考え る よう に な っ て いた の で ある , 


人 物 で ある か 
仁 え 、 つ い に 


ガロ ー ド 、 テ ィ フ ァ を 連れ て パ バギー で 
逃走 


ライ ク 、MS 部 隊 に ガロ ー ド と ティ ファ 
ティ ブフ の 身柄 を 縮 保 た い ラ イク は . の 追跡 を 指示 
ド を 追跡 。 ガロ ー ド も 必死 に 輝 


は どう する こと も で きず 、 渓谷 地帯 に 追い 


ィ フ が 特異 な 杉 力 を 発電 まる で 追 
MS か ら の 着弾 


ガロ ー ド 、 渓谷 地帯 に 追い 込ま れる , 


ティ ファ 、 不 可 解 な 能力 を 発揮 し て 、 
MS 部 隊 の 砲撃 を 予測 。 ガロ ー ド 、 砲 
撃 を こと ご と く 回 避 す る , 


ガロ ー ド 、 テ ィ フ ァ の 指示 に 従っ て 魔 
工場 に 侵入 


ガロ ー ド 、 廃 工場 内 で MS 部 隊 
い 付か れる , 


ガロ ー ド 、 廃 工場 に 置き 忘れ られ た ガ 
ンダ ム X を 発見 


R 1 機 の MS の 次 が 見 えた の だ 。 その 機 人 
7 次 宇宙 戦争 に 投入 され た 旧 連 邦 軍 の 決戦 兵器 「 ガ ンダ 
ム X」 で あり 、 早速 ふた り は コク ピッ ト に 乗り 込ん だ 


ガロ ー ド と ティ ファ 、 ガ ンダ ム X に 搭 
乗 。 G コ ン を 使っ て 起動 させ る , 


ガロ ー ド に 味方 し て いた 


ガロ ー ド 、 MS 部 隊 と 交戦 


ガロ ー ド 、 MS 部 隊 を 無力 化し 、 逃走 
を 図る 


ガロ ー ド の 前 に レオ パル ド と エア マス 
ター が 出現 


ガロ ー ド 、 レオ パル ド と エア マス ター と 
交戦 する が 、 逆 に 追い 詰め られ る , 


ガン ダム X の 性 能 は ガロ ー ド の 想像 を 遥か に て お 胸部 を 斬り 落と し 、 返す 刀 で 庁 部 を 粉砕 。 貞 く 間 に MS 部 
り 、 般 MS の 銃撃 に も びく と も し な い 。 これ R 陥れ 、 驚く ライ ク を 目 
ロー ド は 反撃 に 転じ る 。 大 型 ビー ム ソ ー ド \MS が ガロ ー ド の 前 


MORE INFO! 
ガン ダム X の 存在 意 


[| カロ ー ド 、 ティ ファ を 利用 し て 肖 走 


に 違い な いと 考え た ガロ ー ド は 攻撃 を 開始 。 し か し 
ガン ダム ・ タ イプ MS が 相手 で は 先程 こい く は 
く 、 た ち ま ち 追い 詰め られ て し まう の だ っ た 


ガロ ー ド を 止め た の 
ムレ オ パ ル ド と ガン ダム エフ 
ン に 雇 わ れ た MS 乗り らし い , 


ンダ ムタ イプ MS (ガン ダ 


2 機 の 


も な 


機動 戦士 ガン ダム 


ッ ソ の 凌い 


mM4 mm02 
ウッ ソ の 戦い 


ウー イッ グ に リガ ・ ミ リティ ア の 秘密 工場 が 存在 する と 
の 情報 を 得 た ザン スカ ー ル 帝国 軍 ( ベ スバ ) は 市 街 へ の 
空爆 を 開始 。 一 方 、 と ある 偶然 か ら ベ スバ の 試作 MS を 
入手 し た ウッ ソ ・ エ ヴィ ン は 憧れ の 女性 (カテ ジ ナ ・ ル ー 
ス ) を 助け る た め 、 ウー イッ グ へ と 切 ぐ の だ が … 


| ウッ ツ 、 イエ ロー ジ ゲ ャ ケッ ト と 交戦 


イエ ロー ジャ ケッ ト 、 ウ ー イ ッ グ へ の 空 


ウッ ソ が ウー イッ グ に 到着 し た 時 に は 、 す で に 市 街 地 は 業 
火 に 包ま れ て いた 。 ペ ス パ 地上 侵攻 作 圭 先発 部 隊 (イエ 


ロー ジャ ケッ ト ) の MS 部 隊 は 秘密 工場 の 位置 を 特定 する め さ せ る た 


の で は な <、 市街地 ご と 焼き 払 お うと し て いた の だ 。 良 下 に 
広がる 光景 に 果 頑 と な っ た ウッ ソ は 、 こ れ 以 上 の 攻撃 を や 
エロ ー ジ ャ ケッ ト の 機体 に 舞い 掛か っ た 


爆 を 開始 


リガ ・ ミ リティ ア や 市 民 ゲ リラ が 反撃 を 
試み る 


ウッ ソ 、 ウ ー イ ッ グ に 到着 。 イエ ロー 
ジャ ケッ ト と 交 埋 


ウッ ソ 、 交戦 中 に 墜落 し 、 気 を 失う 。 


ウッ ソノ 、 選 難 所 で 意識 を 取り 戻す 


ウッ ソ 、 カテ ジ ナ と 出会う . 


ウー イッ グ 、 イエロー ジャ ケッ ト の 空 場 
で 壊滅 的 な 被害 を 受け る 。 


ト Gt 
の まま 地面 に 者 実 。 衝撃 
と に RT の の 人 
工 別 攻撃 を 仕 格 ける イエ ロー ジャ ケッ ト を 止め る た め 、 手近 つい に ウッ ソ は 登 訂 

の ゾロ に 旨い を 定め た ウノ は 相手 の 動き を を 止め よう と する が きた て し まっ た 。 

_4 月 6 日 8 ジ 
衣 3 Ss 
@ 還 ウッ ツ 、 カテ ジ ナ と 適時 

璧 落 の ショ ッ ク と 連載 の 着れ か ら 気 を 失っ て し 手 で あり 、 人 憧れ の 女性 カテ ジ ナ で ある 。 思い 掛け な い 出 


ソ が 目 を 覚まし た の は 、 ど こ か 公会 堂 の よう な 場所 
する と 彼 の 視界 に よく 見 知っ た 芯 が 現れ た 。 彼 の 文通 相 


会 いと 、 密 か に 門 


いい を 寄せ て いた 


ウッ ソ 、 カ テ ジ ナ と カル ルマン を 連れ て 
ウー イッ グ か ら 脱 出 , 


周 周 の 不安 を よそ に 
ウッ ン は カテ ワナ と の ひ 
と たき に 放 を 隆 ら せる 


ウッ ソ 、 カサ レ リ ア へ 向かう 


こと に 商 味 を そそ られ た 
よう だ っ た 


人 押 に 送 げ 込ん だ 市 
民 た ち に は 伺 も で きず 
攻撃 が や む の を 待つ し 
か な か っ た 


4 月 6 日 
目 ウッ ツ 、 ウー イッ グ か ら 脱 出 


ウー イッ グ に 巣食う ゲリラ を 一 掃 し た イエ ロー ジャ ケッ ト 
抵抗 の 一 般 市 民 に 銃撃 を 加え 始め た 。 リガ ・ 
ミリ ティ ア に 加担 する 者 も 帝国 の 部 と 見 な すそ の 態度 に 


| | 


ウッ ソ は 息 り を 募ら せる 。 だ が 彼 ひ と り の 力 で イエ ロー ジャ 
ケッ を 相手 に で きる は ず も な く 、 カ テ ジ ナ と 了 児 の 赤ん坊 
(カル ルマン ) を 連れ て 街 を 脱 す る の が 輔 一 杯 だ っ 


か ら 松 け 出し た の テイ たち は 


地下 遂 を 伝っ て 好 下 鉄 の 
トン ネル に 更 替 。 ウー イッ グ 
か ら 悦 出す る と 比較 的 密 
全 な カサ レ リ ア に 向かう こ 
と に し た の だ っ た 


森重 四 V ガ ンダ ム 


ア 4 月 7 日 
目 シャ クティ 、 サバ ト 隊 に 捕まる 


ウー イッ グ で の 作戦 を 完了 し た イエ ロー ジャ ケッ ト の サパ 控 索 を 開始 し た 。 する と 木立 の 間 に 子 供 た ち (シャ クティ ・ 
ト は 、 続 いて シャ ッ コ ー を 追跡 。 部 下 を 引き 連れ て カサ レ リ カリ ン や オデ ロ ・ ヘ ン リ ー ク た ち ) の 姿 を 見 つけ 、 情報 収集 
ア 方 面 に 移動 し 、 森 林地 帯 に 潜ん で いる で あろ う 機体 の の た め 、 彼 ら の 捕獲 を 試み る の だ っ た 


ピー ム ・ ロ ー タ ー の 音 き 間 き つけ た シャ クティ は 、 ウッ ソ が 殺 
で 特 丈 か ら 除 び 出し て し まう 。 だ が それ は 間 眉 い だ っ た 


ジャ ケッ ト の ソロ だ っ た 

アッ 方 、 シャ クティ を 人 見 し 
/ パト G、 シ ャ ッ コー の 情報 を 
開き 出 そ う と 。 子供 た ちの 


| 抽 攻 を 以 み る 、 


目 ウッ ソ 、 シャ クティ た ちの 救援 に 鹿 け 付け る 


まれ て 、 透 げ る に 透 げ られ な い シャ クティ 中 、 シ ャ クティ た ちの 危機 に 気付 いた ウッ ソ が 飛び 込ん で 


た ち 。 する と 突然 、 上 空 か ら 叫 び 導 が 才 き 渡り 、 シャ ッ コー きた の だ 。 ウー イッ グ に 続い て の イエ ロー ジャ ケッ ト の 暴挙 
が 乱入 し て きた 。 カテ ジ ナ を 安全 な 場所 に 移動 させ る 途 に 、 ウッソ は 自分 で も 胃 り を 抑え られ な か っ た . 
ー a 


b, 


シャ クティ が ウー イッ グ の 
人 々 と 同じ 目 に 違っ て いた 
か も し れ な いと 考え た だ け 
で ウッ ツ の 起り は 休 人 
なめ ら う 剛 も な く 、 ソ ロ に 
株 み 腹 かっ た 


| 4 | 
初め て 隊 近 で 目 に する MS に すく み 上 が っ て し 
こ に シャ ッ コ ー が 乱入 し 。 ふた り は 蘭 う じ て げ 


目 ウッ ツ 、 サバ ト 隊 を 撃退 


起り と 気迫 で サバ パト 隊 に 抄 む ウッ ソノ だ が 、 や は り 正 規 の は 巧み な 連携 攻撃 を 仕掛け 、 つ い に シャ ッ コー を 玖 交 い 紋 
訓 線 を 積ん だ イエ ロー ジャ ケッ ト は 手 強 く 、 次 第 に 形勢 は 。 め に し た 。 不甲斐ない 戦い に 顔 を 歪め る ウッ ソ 。 する と 突 
逆転 。 一 方 、 考え な く 暴れ る ウッ ソ を 素人 と 見 な し た サバ ト 閑 、 木 々 の 間 か ら ウッ ソ に 対す る 支援 攻撃 が 始ま っ た 

実地 上 か ら 符 た れ た 
サバ ト 購 の 膝 導 を 破壊 。 オ 


から 連絡 を 受け 
シャ ッ コ ー に 加勢 し た の だ 


| 


Dt いた 
ソ は . ピー ム L. 
ブロ を 一 由 。 形 拓 不 生 と 児 た サ 
/ ひ を 欄 過 に 追い や っ た 


目 ウッ ツ 、 カミ オン 隊 に 迎え 入れ られ る 


な ん と か サバ ト 隊 を 撃退 する こと が で きた ウッ ソ は 、 カ ミオ か な い 少 年 だ 
ン 隊 の 面々 か ら 好奇 の 眼 で 迎え 入れ られ た 。 シャ ッ コー を 
探っ て イエ ロー ジャ ケッ ト と 交戦 し た パイ ロッ ト が 年 端 も 行 


は 、 カ ミオ ン 隊 の 老人 た ち に は 信じ られ な 
だ が 事実 は 事実 で あり 、 以後 、 ウ ッ ソ た ち は カ 


き 
坊 な じみ の 


| | ッッ な < 埋 い に 革 
仁 類 の 出来 事 か ら と は いえ ペ ス パ に 選 わ れる 身 と な っ た ウッ ソ た ち は 、 才 き 込 まれ て いく こと に 、 不 
人 た ちの 負 め も あっ て 、 カミ オン 隊 に 身 を 寄せ た 内 | 補 を 人 えて いた の で ぁ る 、 


サバ ト 、 シ ャ ッ コ ー の 捜索 を 開始 。 部 隊 
を 引き 連れ て カサ レ リ ア に 移動 する 。 に 


シャ クティ 、 ゾ ロ を シャ ッ コー と 勘違い 
する 。 


サバ ト 、 シ ャ クティ た ち を 発見 。 情報 
収集 の た め に 拘束 し よう と する 。 

ウッ ソ 、 カ テ ジ ナ を 移送 中 に ゾロ を 発 
見 する 


ウッ ソ 、 シ ャ クティ た ちの 救援 に 駆け 
つけ る 


ウッ ソ 、 サバ ト と 交 紅 | 


サバ ト 、 ウ ッ ゾ を 圧倒 。 部 下 と の 巧み 
な 連携 攻撃 で シャ ッ コー を 羽 交 い 紋 
め に する 。 


リガ ・ ミ リティ ア の カミ オン 隊 、 ウ ッ ソ 
へ の 支援 攻撃 を 開始 。 


ウッ ゾ ソ 、 カ ミオ ン 隊 の 援護 も あっ て 、 サ 
パト 撃退 に 成功 。 


ウッ ソ と シャ クティ 、 カ テ ジ ナ と カル ル 刈 


ウッ ゾ 、 カミ オン 隊 に 迎え 入れ られ る , 
マン 、 カミ オン 隊 に 保護 され る 。 
| 
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機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ー ー 


mm04 sm03 
機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY アス ラン 、 復 隊 


E 地球 軍 が プラ ント 本 国 に 核 攻撃 を 仕掛 けた こと で 、 地 球 
連合 と ザフト は 再び 戦闘 状態 に 陥っ て じ ま う 。 だ が この 
状況 を 苦 々 し く 思 っ で いる 者 も いた 。 中 で も アス ラン ・ 


ーー ーー ザラ は この 戦乱 の 早期 終結 を 達成 すべ く 、 自 ら の 意思 
C.E.73 


= で ザフト に 復 隊 す る こと を 決意 し た の だ っ た 。 


プラ ント 、 地 球 軍 に 対す る 積極 的 自 
衛 権 の 行使 を 決議 


目 シン 、 SEED を 発動 させ 、 地球 軍 と オー プ 軍 を 刺 退 

ザフト と 開 油 し た 地球 軍 は 中 立国 で ある オー プ ブ 達 合 普 挟撃 され て し まう 。 圧倒 的 な 物量 と 大 型 MA ザ ム ザ ザー に 
長 国 に 同盟 を 要求 。 これ に よっ て オー ブ に 寄港 し て し う ミ ネル バー 行 。 し か し 総体 絶命 の 状 
ネル パ は 敵性 艇 と な り 、 出 洪 直 後に 地球 室 と オー ブ 事 に 況 下 で シン ・ ア スカ の SEED が 発動 、 戦況 が 逆転 し た 


ザフト 、 ジ ブラ ル タ ル お よび カー ペン タ 
リア へ の 降下 作戦 を 決定 


オー ブ 、 地 球 軍 大 西洋 連合 と の 同盟 
生き を 締結 

PCD 
ミネ ル バ 、 地 球 軍 と オー ブ 車 の 挟撃 
に 晒さ れる 


シン 、 SEED を 発動 


ミネ ル バ 、 オー ブ 領 海 か ら 脱出 , 


アス ラン 、 プラ ント に 移動 
アス ラン 、 デ ュ ラ ンダ ル と の 面会 後 


ザフト に 復 隊 。 FAITH の 称号 と セイ 
パー ガン ダム を 与え られ る 。 


キラ や ヤラ クス た ち 、 ザフト の 前 撃 部 隊 
の 攻撃 を 受け る 


で i キラ 、 フ リー ダム ガン ダム で 出撃 。 尊 

目 アス ラン 、 ザフト に 復 隊 較 部 隊 を 昌 退 する 
CE.71 の 埋 乱 以降 、 ザ フト か ら 難 れ て オー ブ で 活動 し て ル と の 面会 に 由 ん だ 。 か つて の 疹 惨 な 戦い を 生き 延び た 
いた アス ラン ・ ザ ラ だ が 、 開戦 の 報 を 耳 に する や プラ ント へ アス ラン だ け に 再度 の 戦乱 は 望む と ころ で は な く 、 ど うに か 
と 帰国 。 プラ ント 最高 評議 会 議長 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ し て 戦乱 を 早期 終息 で か と 考え た 未 の 行動 だ っ た 。 MORE INFO | 


ザフト と FAITH の 関係 


目 キラ 、 所 履 不 明 の 武装 集団 に 興 繋 され る 
C.E71 の 戦乱 で は 独立 部 隊 と し て 活躍 し た キラ ・ ヤ マ 者 に よっ て 破 ら れる こと 
ト と ラク ス ・ ク ライ ン 、 マリ ス の 面々 は オー ブ で に 侵入 、 キ ラガ 
遇 通 生 活 を 送っ て いた 。 だ が 平穏 な 暮らし は 突 閑 の 侵入 は コー ディ ネイ タ 


こ な る 。 所 属 不 明 の 部 隊 が オー ブ 
命 を 狙っ て きた の だ 。 し か も 組 貢 部 隊 
あり 、 キラ は 不安 を 禁じ 得 な か っ た 


に 
2 


95-29 


ー ク エン ジェ ル 、 オー ブ か ら 5 発進 


キラ 、 ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ イマ ン の 結婚 
式場 を 天 襲 。 花嫁 の カガリ ・ ユ ラ ・ ア 
ハ を 拉致 する 


L アー クエ ンジ ェ ル 、 オー プ か ら 発 進 


に オー ブ 軍 は 色 め 
エン ジェ ル は 海中 


アス ラン 、 オ ー ブ に 接近 。 入国 を 拒否 
アス ラン 、 オー ブ 軍 か ら 攻 撃 され る 
アス ラン 、 ミ ネル バ に 避難 。 以後 、 行 


動 を 共に する , 


ミネ ル バ 、 ガ ルナ ハン 基地 に 寄港 。 ジ 
ブラ ル タ ル に 向かう た め 、 イ ンド 洋 に 
移動. 


ネル バ パ 、 地球 軍 と オー ブ の 共同 部 
隊 に 攻撃 され る 


シン 、 独 断 で 地球 軍 施 設 を 破壊 し 
民間 人 を 教 出す る 
ム で プラ ント 


ブ へ と 向 か 


同盟 聞 係 を 結ん で 


拒 理 され て し ま 
ネル バ に 避難 。 FAITH の 特権 


する こと に し た 


アー クエ ンジ ェ ル 、 ス カン ジ ナ ビア 王 
国 に 人 避難 


ミネ ル バ 、 マ ハム ー ル 基地 に 寄港 
ガル ナハ ン の 地球 軍 擬 点 攻略 に 向 
ん が が かう. 
ミネ ル バ 、 ロ ー エ ング リン ゲー ト の 攻略 
を 開始 


イン パル スガ ンダ ム 、 辻 回 路 を 介し て 
礎 栓 に 成功 


ミネ ル パ 、 ゲー ト の 破壊 に 成功 する 


ザフト の ガル ナハ バン 基地 で 情 給 を 受 | 
攻撃 に 晒さ れる ジブ ラル 


巧み な 指揮 に よ 


括 攻 に 呆 


て の は MORE INFO! 
カガリ の 結婚 


PT 


Pans ra A 


5 て Ss ーー 


目 ミネ ル バ 、 ガ ルナ ハン の 地球 軍 拠 点 を 攻略 


ジブ ラル タル 基地 へ 向かう マハ ムー ル 基 地 に 寄 基地 の 要 審 と 
A ガル ナハ te re oti 面 か ら 仕掛 ける ミネ ル バ に 
民間 人 の 協力 を 得 た ミネ ル バ は ルス ガン ダム が 奇 尊 を 敢 行 し 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


LA] neD4 serO7 
機動 戦士 ガン ダム 幻 の コロ ニー 


最愛 の 妹 (リィ ナ ・ ア ー シ タ ) を 連れ 去っ た エン ドラ を 追 
う ジ ュ ド ー・ ア ー シ タ と アー ガマ の 一 行 は 、 正 体 不明 の 
通信 波 を 調査 すべ く 、 旧 世代 の コロ ニー に 立ち 寄っ た 。 


ーー だ が その 地 は 「 ヒ カリ 族 」 と 名 乗る 人 々 の 居住 地 で あり 、 


PR _ U:c.9988 = ジュ ドー た ち は 有 無 を 言わ せ ず に 拘束 され て し まっ た 。 


MOBBP 3 月 23 日 
昌 旧 ジュ ドー、 エン ドラ に 向かう 
自 暴 自 乗 な 行動 に 出る か も し れ な た 仲間 は ジュ ドー に 同調 


粗 員 は 、 彼 を 食堂 に 閉じ 放す 
アン ノ や イー ノ ・ ア ッ パ バーブ と いっ ラ に 向 か し 


ジュ ドー、ZZ ガ ンダ ム で エン ドラ に 向 
か お うと する 


監視 を 縛り 上 げ 


ガマ の 食堂 に 閉じ 込め 


ジュ ドー、 仲 間 た ちの 協力 に よっ て 食 
堂 か ら 脱 走 。 ZZ ガン ダム に 乗り 込む 


ビー チャ と モン ド 、 ZZ ガン ダム (コア ・ 
トッ プ の コク ビッ ト ) に 潜り 込む 
ジュ ドー、 ゴット ン と キャ ラ に 遭遇 


ゴット ン 、 リィ ナ を 人 質 に し て 、 ジュ ドー 
に 降伏 を 迫る 


ピー チャ 、 ZZ ガン ダム を 強制 変形 分 
離さ せる 


スー ン の 機体 だ っ た 生気 に 途 る ジュ 


コア ・ ト ッ プ の コク ピッ ト ・ ユ ニッ ト 、 エ 
ンド ラ に 回 収 され る 


エン ドラ 、 戦闘 宙 域 か ら 後 退 


ジュ ドー、 リィ ナ 奏 馬 を 藩 う 


MORE INFO! 
レデ ィ ー に な る た め の 


拓 上 9GBB 3 月 23 日 
用 目 ジェ ドー A 


エル の 援護 の 甲斐 あっ て 酔 地 を 説 し ェ が 収まっ た 頃 、 ジ ュ 
ンド ラ も 後 い 、 リ ィ ナ 者 守 は 果たせ な か - 5 に エン ドラ が 後退 し て 
の 不 甲 斐 を さ に ジュ ドー は 息 り 、 仲 間 か ら の 通信 に も 応え 。 いっ た 軍 域 を 静か に 賠 み 据え る の だ っ た 


に a を を 
ナ 窟 較 の 決 重 ゲ 渦 代 
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目 アー が マ 、 旧式 コロ ニー 「 ムーン ムー ン 」 に 接近 


エン ドラ を 追跡 する アー ガマ は 、 その 途中 、 大 小 の 岩 塊 怪 許 に 思い 、 周 辺 探査 を 指示 。 する と 岩井 の 背後 に 見 た 
が 無数 に 漂う 宙 域 に 速い 込ん で し まう 。 する と 岩 者 の ひと こと も な い コ ロニ ー が 見 つか っ た 。 どう や ら 宇宙 移民 時 代 
つか ら 通 信 が 発せ られ た 。 これ に は 秀長 の ブラ イト ・ ノ ア も の 初期 に 建造 され 、 忘 れ 去ら れ た 代物 らし い の だ が 


の Ce 


性 ヒカリ り 族 で す 」。 正体 不明 の 胃 信 に 


て 狼 角 に 生活 し で いた よ 
四 に 遼 る ブラ イト だ っ た が 、 人 信 先 を 特定 する た め 、 講 辺 近 査 を 析 示 し た うだ っ た 


目 アー カマ 、 ヒ カリ 族 に 占拠 きれ る 


通信 内 容 も うさ ん くさ いも の だ っ た が 、 ア ー ガ マ は 物資 
補給 の 必要 が あり 、 や む な く ブラ イト は ムー ン ム ー ン へ の 寄 
港 を 指示 。 だ が 散 が 宇宙 港 に 入っ た 達 靖 と も な 


突 須 、 宇 軍港 に 現れ た ヒカリ 族 


ーー] 5 の まぁ 
| We 上 ド 


ュ ド ー も ヒカリ 話 
に 欄 ま り 、 別 の 場 拓 に 区 きれ | 
る こと に な っ た の だ が 


目 エン ドラ 、 ムー ン ム ー ン に 入港 


アー ガマ が ヒカリ 族 に 敵 撃 され て いる 頃 、 ゴ ッ ト ン と キャ 調査 し よう と いう の だ 。 調査 の 結果 、 ヒ カリ 族 の 存在 を 察 
ラ は 反対 側 の 宇宙 港 か の ら ム ー ン ムー ン に 上 睦 し た 。 グレ た り は 、 神官 ロ オ ル に 巧み に 取り 入っ て 協力 を 取 
ミー が 新造 戦 艇 を 受け 取る まで の 間 、 ア ー カ ガマ の 動向 を 


ロ オ ル へ の お 目 師 り が 許さ れ た ゴット ン と キャ 
本 少し 、 まん ま と ヒ カリ 除 の 夫 力 を 取り 付け る こと に 成功 し て いる 


目 プラ イト 、 ヒ カリ 族 に 投 千 され る 


キャ ラ た ちと 入れ 違い で ヒカリ 族 の 神 敗 に 連行 され た ブ め る た め 、 アー ガマ を 利用 し よう と し て いた の だ 。 その 時 、 
ライ ト と エマ リー・ オ ンス は 、 ロ オ ル の 思惑 に 目 を 丸く し た エン ドラ の キャ ラ が 貢 対 する 一 派 に 捕え られ た と の 報 が 入 
ロ オ ル は 一 旗 の 信 替 す る 「 ヒ カリ の 教え ] を 外 の 世界 に 広 。 り 、 危険 神 さ れ た ブラ イト た ち も 投 録 さ れ て し まう . 


ュ 


プッ イト た ちと 面会 し た ロ オ ル は 物 交 提供 に 関す る 交 失 条 件 を 提示 。 庄 し 
合い は まとまり 、 プラ イト た ち は 遂 放さ れる と 思わ れ た の だ が 


が 友 層 約 だ と 判 画 れ 
ふた り は 提 狼 され る こと に 
な っ て し まっ た 


U.C.0088 


アー ガマ 、 エン ドラ を 追尾 し て 晴 箇 | 


域 に 迷い 込む 【 ) 


アー ガマ 、 正体 不明 の 通信 を 傍受 


3 月 5 日 


アー ガマ 、 上 旧式 コ ロニ ー「 ム ー ン ムー 
ン ] を 発見 


ー ガ マ 、 補 給 の た め ム ー ン ムー ン に 
寄港 


アー ガマ 、 ヒ カリ 族 と 名 乗る 謎 の 集団 
に 抽 撃 、 占拠 され る 、 


ブラ イト た ち 、 ヒカリ 族 に 拘束 され る , 


ジュ ドー、 ヒ カリ 族 の 別 集 団 (ラサ ラ を 
リー ダー と する 一 派 ) に 拉致 され る 。 

エン ドラ 、 ムー ン ム ー ン に 寄港 

ゴット ン と キャ ラ 、 神 官 ロ オル に 面会 
ヒカリ 族 の 協力 を 取り 付け る 

ブラ イト と エマ リー、 ロ オ ル に 面会 


キャ ラ 、 ラ サラ の 率い る 集団 に 拘束 さ 
れる 。 


ブラ イト と エマ リー、 ヒ カリ 族 に 拘束 得 
投 柱 され る 、 


MORE INFO! 
ヒカリ 族 と 「 ヒ カリ の 
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機動 戦士 ガン ダム UC 


UE.TIMELINE 


それ ぞ それ の 思 放 っ [WE] m04 mm 上 
それ ぞ れ の 思惑 


「 ラ ブラス の 箱 」 を 巡る 地球 低 軌 道 で の 戦闘 は 痛み 分 け 
に 終わ り 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム は 地球 に 落下 。 戦場 は 
地上 へ 引き 継が れ た 。。 だ が バナ ー ジ ・ リ ンク ス は 知ら な 
か っ た 。「 ラ ブラ ス の 箱 」 を 欲す る 各 勢 力 が 、 ユ ニコ ー ン 


ガン ダム の 落下 を 契機 に 、 活動 を 開始 し た こと を 


還 ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 シナ ンジ ュ と 交戦 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 、NT-D シ ステ ム 
を 発動 。 


目前 で ダグ ザ ・ マ ッ ク ー ル を 殺さ れ た バナ ー ジ は 起り の 歯 
止め が 利 か な く な り 、 被 の 感情 に 呼応 し た よう に ユニ コー 
ン ガ ンダ ム の NT-D シ ステ ム が 発動 。 地球 の 重力 に 引か 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 シ ナン ジュ と 交 
れ て いる の に も 構わ ず 、 フル ・ フ ロン タル が 軌 る シナ ンジ ュ 戦 。 後退 する シナ ンジ ュ を 追撃 。 
に 無謀 な 追撃 を 仕掛 けた 。 今 の パナ ー ジ を 支配 し で いる 


の は 、 シナ ンジ ュ を この 手 で 紅 と す と いう 激情 だ け だ 


ギル ボア 機 、 シナ ンジ ュ の 盾 と な る 。 


( ぅ プ 


ス ) の 寺 が 地球 の 
| みれ る の も 構わ 
ンカ ンダ ム を 纏 る パ 
ナー ジ 、 シナ ンジ ュ へ の 政 
琶 を 結 り 返し た 。 


自ら の 介 を 突 垢 に 
を 見 出 そう と し た ダグ ダ の 喜 


つい に シナ ンジ ュ を 選 い 周 
め た パナ ー ジ は . ビー ム ・ マ 
プ ナ ム の 一 葉 で 引導 を 注 
2 た する の だ が 


目 ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 地球 に 落下 


シナ ンジ ュ 、 撤退 

ユニ コー ン ガ ンダ ム 、NT-D シ ステ ム 
を 解除 。 

ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 地 球 の 重力 に 
捕まり 、 落下 を 始め る 。 

ジン ネ マ ン 、 ネェ ル ・ アー ガマ の 捕虜 
と な っ た マリ ー ダ の 礁 馬 を 断念 。 
ガラ ン シ ェ ー ル 、 大 気 園 に 降下 開始 
降下 する ガラ ン シ ェ ー ル を 発見 し た ユ 


= ガン ダム は 船体 に し が み 付 
き 共 に 落下 。 


な っ た ギラ . ズ ー ル に 命中 。 その 個 間 、 バ 
本 いた 。 拓 大 する サイ コフレ ー ム の 共 只 
全 を パナ ー ジ に 伝え た の で あ , 


戦 凍 中 の 出来 事 と は いえ 、 図 ちず も ギル ボア 機 を 撃破 
し て し まっ た パナ ー ジ は 征 然 自 拓 と な り 、 ユ ニコ ー ン ガン ダ 
ム の NT-D シ ステ ム も 解除 され る 。 し か し 機体 は すでに 地 


了 


テア 
3 


ギル ボア を 計っ て し まっ た こと に ショ ッ ク を 受け た パナ ー ジ は 加重 を 失い 
ユニ コー ン ガン ダム は 地球 へ の 落下 コー ス に 入っ て し まう 


目 が ラン シェ ー ル 、 地球 に 降下 


3 


ミネ バ と 地球 連邦 高官 


球 の 重力 に 捕まっ て お り 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ へ の 帰 秀 も ま 
まな ら な い 状 態 だ っ た 。 さしも の ユニ コー ンカ ンダ ム も 単独 
で の 大 気 國 突 入 は 無理 か と 思わ れ た が 


次 病 に 落下 連 度 を 較 
め る ユニ コー ン ガ ンダ 
ム の 凍 を ガラ ン シ ェ ー ル 
が 横切る 。 手 を 促 ば す 
ユニ コー ン ガ ンダ ム 。 


ネェ ル ・ ア ー カ マ の 捕 磨 と な っ た マリ ー ダ ・ ク ルス の 奏 周 
を 試み る スペ ロア ・ ジ ン ネ マン だ っ ギル ボア 機 を 失っ 
た こと で 作戦 失敗 を 宣言 。 だ が ガラ ン シ ェ ー ル は すでに 地 


と 
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珠 の 重力 国内 か ら 和 逃れ られ な い 位置 に 違 し て いた 。 や む 
な く ジ ン ネ マン は 大 気圧 突入 を 強行 する が 、 その 願 に は マ 
リー ダ を 助け られ な か っ た 著 流 が 浮か ん で いた . 


イトー が 見 補 中 で 
ユニ ュー ン ガン ダム は 
| あみ ェ ー ル cg み 
| 付き 、 画 者 は も つれ ね 合 
| 3 よう に 大 気 の 義 に 滑 
| 紅い っ た の だ っ た 


村 動 病 二 ガ ンダ ム UC 


E.TIMELINE 


それ ぞ れ の 思惑 


目 連邦 の 音 都 ダ カー ル で 戦闘 が 発生 


U.C.0093 に 吉 発 し た 「 シ ャ ア の 反乱 」 以来 、 沈 鷲 を 
守っ て きた | 旧 ジ オン 公国 車 残党 (ジオ ン 残 党 宣 ) だ が 、 ガ 
ラン シェ ー ル の 地球 降下 に 呼応 し て 活動 を 開始 。 地球 各 
地 で テロ 活動 を 開始 し た 。 中 で も 最大 親 模 の 攻撃 は 地 


を 5 じ て み せな 


\ や 


mw | 
ER \ 潮 , 
IN マス 


その 隊 、 外 洋 か ら 接近 し た 
シャ ンプ ロ が 大豆 メガ 埋 子 
奄 の 一 芋 で 市 術 地 を 一 挫 
きら に 克 の 自 い を 中 大 氷 会 
EE 


球 連 邦 の 首都 で . 中 央 講 会 が 存在 する ダカール に 対す る 
も の だ っ た 。 少数 王 鋭 の MS 部 隊 に よる 人 急 前 に 始ま っ た 
攻撃 は 、 MA シャン プロ が 連邦 講 会 ビル を 直接 確 撃 し て 終 
了 。 政府 要 人 と 守備 隊 に 多大 な 秩 牧 を 出し て いる , 


ンプ ロ が 放っ た ピー ム の 
は 浴 ま じ く 、 灘 し 本 光 


う 憶 畔 も あっ た よう だ 


目 が ラン シェ ー ル 、 アフ リカ 大 陸 の 砂漠 地帯 に 落着 


大 気 国 突 入 中 に ユニ コー ン ガ ンダ ム に し が み 付 か れ た 
ガラ ン シ ェ ー ル は 予定 軌道 を 大 きく 途 脱 。 アフ リカ 大 陸 に 
広がる 砂漠 地帯 へ の 軟着陸 に は 成功 し た も の の 、 船 体 
は 砂 の 海 に 沈み 込み 、 邊 単に は 動け な い 状 態 に 稀 っ て し 


疹 中 に 突っ 込ん だ ガラ ン シ ェ ー ル の 代 | 必要 で あり 。 や 6 な く 
ジン キマ ン 肝 。 オ アシ スケ ら に を 取る こと に し た 


まっ た 。 と は いえ この まま 指 を 叶え て いる の は ジン ネ マン と 
し て は 我慢 な ら ず 、 オア シス に 移動 し て 友 生 部 藤 と 連絡 を 
取り 合う こと に し た 。 その 際 、 ジン キネ マン は バナ ー ジ に 同行 


て オア シス まで の 遂 の 
り に 同行 きせ る こと に し 
た の だ っ た 


目 ロー ナン 議員 、 ロン ド ・ ベ ル と 接触 


マー セナ ス 郵 で オー ドリ ー が 軟禁 され て いる こと に マー 
サ ・ ビ スト ・ カ ー マ イ ン が 気付 き 、「 ラ プラ ス の 箱 】 を 巡っ て 
独自 に 活動 を 開始 。 その 情報 を 得 た ロー ナン は 事態 を 収 
捨 す る た め に ロン ド ・ ベ ペル 司令 官 ブラ イト ・ ノ ア を 召喚 する 


ロン ト ・ ペ ル 各 殿 の よう に 提 お うと する ロー ガ ン を 者 々 し < 見 う ブ ライ ト 
だ が そん ひ 硫 も ラプ ラス の 巡 を 設 軒 する つも り は な かっ た 」 


と 、 ア フリ カ 大 陸 の 砂漠 地帯 に 落着 し シェ ー ル の 
調査 を 依頼 し た 。 ガラ ン シ ェ ー ル が ラブ ラス の 箱 」 に 関わ 
る も の を 確保 し て いる と 予測 し た ロー ナン は 、 マー サヤ や ビス 
ト 財 団 よ り も 先 に これ を 入手 し よう と 考え た , 


目 ミネ バ 、 地 球 に 生き る ひと り の 老人 と 出会う 


マー サ と 「 ラ ブラ ス の 箱 』 の 動向 を 重視 する あま り 、 マー 
セナ ス 嘱 で は オー ドリ ー に 対す る 監視 が 手 笛 に な っ て い 
た 。 その 陣 を 突い た オー ドリ ー は 屋敷 を 抜け 出す こと に 成 
功 す る の だ が 。 皆 目 見 当 の つか な い 土 地 で 途方 に 暮れ て 


| 
ph z 
押し | ks 
アメ リカ ンス タイ ル の ダイ ナー で 食事 を と っ た オー ドリ ー。 その 店 の 老 主 人 
は 、 宇宙 移民 を 行 = た 人 々 の 「 甘 硬 」 を 信じ て いた 


し まう 。 さら に ザビ 家 の 婚 子 で あり な が ら 拭 大 する 戦局 を 
止め られ ず に いる 事実 が 彼女 を 責め 茜 ん だ 。 不甲斐ない 
自分 は これ か ら 何 を すべ き な の か 一 一 答え が 見 つか ら な い 
まま 、 オー ドリ ー は 一 軒 の ダイ ナー に 足 を 踏み 入れ た 。 


オー ドリ ー に 。、 一 株 の 
理 玉 を 振る 舞う 老 主 
人 。 その 行動 も 人 へ の 
坦 し みか ら 生 まれ た 、 小 
さき な 、 だ が 確 み な 半量 
の 表れ だ っ た 


ジオ ン 残 党 軍 に よる テロ が 地球 各地 
で 発生 。 


連邦 の 首都 ダカール で 最大 規模 の 
テロ が 発生 。 


連邦 中 央 議会 ビル 、 シ ャ ンプ ブロ の 砲 
撃 に よっ て 壌 減 。 

ガラ ン シ ェ ー ル 、 アフ リカ 大 陸 の 砂 満 
地帯 に 落着 。 


ジン ネ マ ン 、 友 軍部 隊 と の 達 絡 を 取 
る た め 、 オア シス へ の 移動 を 決意 。 


ジン ネ マ ン 、 パ ナー ジ に 同行 を 求め る 。 
マー サ 、 ロ ー ナ ン に オー ドリ ー の 引き 
渡し を 要求 。 


ロー ナン 、 ロン ド ・ ペ ル 司 令 ブラ イト を 
召喚 

ロー ナン 、 ブラ イト に ガラ ン シ ェ ー ル の 
調査 を 依頼 。「 ラ プラ ス の 箱 」 の 回 収 
も し く は 破壊 を 託す 。 


オー ドリ ー、 マー セナ ス 肛 か ら 脱 走 。 


オー ドリ ー、 ダイ ナー に 立ち 寄る 。 
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ダー ダネ ルス で の 戦い 


[DS] mg04 ser04 


ダー ダネ ルス で の 戦い 


地球 で の 作戦 行動 に 入っ た ミネ ル バ に 対し て 、 オー プ 艦 
隊 と 連携 し た 地球 軍 が 追撃 戦 を 開始 。 ダー ダネ ルス 海 
峡 で 戦端 が 開か れ た 。 そ こ に 前 大 戦 で 名 を 馳せ た アー ク 
エン ジェ ル が 戦闘 へ の 介入 を 行い 、 戦 場 は それ ぞ れ の 勢 
力 の 思惑 が 入り 混じっ た 混戦 状態 に 陥っ て し まう ……。 


目 ミネ ル バ 乗 組員 、 デュ ラン ダル と 会 談 


地球 軍 の 謗 る ロー エン グリ ン ゲ ー ト を 攻略 し た ミネ ル バ 
は 、 黒 海面 し た ディ オキ ア 基 地 に 到着 。 その 地 で 艦長 
の タリ ア ・ グ ラディ ス は 、 シン ・ ア スカ や アス ラン ・ ザ ラ を 引 


目 シン 、 読 の 少女 (ステ ラ ) を 救助 する 


き 連 れ て 、 地 球 に 時 下 し て いた プラ ント 最高 評 講 会 議長 
の ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル と の 会 見 に 臨ん だ 。 そし て デュ 
ラン ダル か ら 戦 乱 の 欄 心 に 関わ る 情報 を も た ら さ れ た 。 


その 後 、 低 食 の 記 に 着い 
トド 


の 戦乱 を 引き 起こ | 

の 齋 幕 は [ロゴス] と 時 ば 
れる 商 細 紙 で 、 こ の 宜 
苑 が 地球 章 と プル ー コ ス 
モス を 険 か ら 操っ て いる と 
語っ て いる 。 


ミネ ル バ の 捕 給 が 完了 する まで 乗組 員 に は 休息 が 与え 
られ 、 シ ン は ディ オキ ア 沿 岸 ヘ ツー リン グ に 出かけ る 。 する 
と 、 睡 の 上 で ひと り 貴 る 少女 を 目 に し た 。 し か も 少女 は 足 を 


ちょ っ と 目 を 施し た 
に 少女 が 


: の で き を 
い シン は 内 か 5 洲 び 込 
み 、 も が く 少女 を 移 き 
か か える と 、 な ん と か 
安全 な 岩場 まで 連れ 
て fh く こ 


滑ら せ て 崖 か ら 転 落し て し まう 。 区 い た シン は 
み 、 少 女 の 救 出 に 成功 し た 。 あま 
態度 に 乗れ な が ら 、 どこ か 素 か れ で い : 


ステ ラ と 名 乗る 少女 を 
その まま 置き 去り に 

る こと も で きず 、 や な 
く シン は 助け が 泰 る ま 
で の 間 、 彼 女 を 

する こと に し 


ほど な く 助け が 誠 を 現 
し 、 ふ た り は 別れ る こと 
に な っ た 。 し か し ステ 

の 妹 贅 過ぎ る 印象 は 
シン の や に 栓 き 付け ら 
れ 、 宇 っ て や り た いと 


四 ハイ ネ 、 ミ ネル バ へ の 転属 が 決定 


前 大 江 で の 功績 が 認め られ 、 デ ュ ラ ンダ ル の 主 衛 と し て 
地球 に 降下 し て いた ザフト の ハイ ネ ・ ヴ ェ ス テン フル ス に 対 
し て 、 これ か ら 激 戦 が 予想 され る ミネ ル パ へ の 転属 命令 が 


タリ ア か ら 詳 金 を 受け た ハイ ネ は 1 


に 条 組員 た ちと の 疾 合 わせ に 向 か 
た ち は 気圧 され る が 、 本 人 は 至っ て 自 角 だ 


う 。 気 4< な 衝 度 に 


下さ れ た 。 突 無 の 出来 事 トル バク ルー は 戸惑い を 隠 
せな い 。 一 方 、 何 事 活 な ハイ ネ は 一 向 に 気 に す る 
様子 も な く 、 すぐ で に ミネ ル バ パ の 雰囲気 に 打ち 解け で いる 。 


避 様 、 ハイ ネ は ミネ ル パ の 
一 員 と な り 、 そ の 明 を い 性 
格 か ら 、 た ち ま ち ムー ド メ イ 
カー と し て の 好 位 確立 し 
た の だ っ た 


ミネ ル バ 、 デ ィ オ キア 基地 に 到着 。 補 
修作 業 が 開始 され る 。 


ミー ア ・ キ ャ ン ベ ル 、 デ ィ オキ ア 基 地 
で 団 問 ライ ブ を 実施 。 


ミネ ル バ 乗 組員 、 デ ュ ラ ンダ ル と 会 謎 。 
デュ ラン ダル 、 ロゴ ス の 存在 を 明らか 
に する 。 

シン 、 デ ィ オ キア の 海 で 見 知ら ぬ 少 女 
(ステ ラ ) を 救助 

ステ ラ 、 シン と 別れ 、 エク ステ ン デ ッ ド 


と 合流 する 。 


ハイ ネ 、 ミネ ル パ へ の 転属 が 決定 。 


ディ オキ ア で の 慰問 ライ ブ 


三 動 性 二 ガン ダム SEED DEBTINY 


| 導 ステ ラ 、 シン の 記憶 を 消去 され る 


原 隊 ( フ ァ ン トム ペイ ン ) に 戻っ た ステ ラ の 様子 は 、 以 前 と 彼女 か ら 戦 意 を 衰 失 させ て いた の で ある 。 この まま で は 任 
は や や 違う も の に な っ て いた 。 エク ステ ン デ ッ ド と し て 人 工 務 に 支障 が 生じ か ね な いと 判断 し た 地球 軍 関 係 者 は た だ 
的 に 調整 され た ステ ラ の 記憶 に シン の 面影 が 入り 込み ち に ステ ラ に 処置 を 施し 、 シン の 記憶 を 抹消 し た の だ っ た 


| 目 ミネ ル バ 、 ダー ダネ ルス 海峡 で 地球 軍 ・ オ ー プ 軍 と 交 香 


出航 し た ミネ ル パ バ の 進路 上 に 不審 な 量 戦 に 晒さ れ た ミネ ル バ は 苦戦 を 強い ら 
地球 軍 と オー ブ 事 の 連合 艦隊 が ミネ は 主砲 タン ホイ ザー の 斉 射 で 戦況 の 
ル パ の 接近 を 待ち 構え て いた の だ 。 ハイ ネ が 加入 し た と は 図 ろう と 孝 え 、 発射 準備 を 急 が せる の だ が 


光 寺 に 押 結 し た 地球 軍 ・ オ ー ブ 事 | 


突如 、 戦 場 


属 不明 の 戦 能 が 出現 し 繋 張 状 態 を 破っ た の は アー クエ ンジ ェ ル の 一 撃 だ 


航 し た アー クエ ンジ ェ ル で ある , 攻撃 が 向け られ 予想 し て いな い 相手 だ 
りか ね た 両 隊 営 は 互い に 脱 み 合い の 状態 を 続け る 。 そ の アー クエ ンジ : に 戦い を 挑ん で きた の で 


突 の 攻撃 
邊 を 理 き 、 ク タリ 
た 。 予 秩 外 


ee 


が 務 半 行 


ハイ ネ 、 ガイ アガ ンダ ム の 攻撃 で 戦死 
アー クエ ンジ ェ ル の 介入 で 戦況 は 混乱 を 極め 、 載 い の の 前 に 機体 を 損傷 し 、 後 退 を 余儀 な くさ れる , 

最 中 、 グ フイ グ ナ イ テ ッ ド で 出撃 し て いた ハイ ネ は フリ ー ダ この だ 

ム ガ ンダ ム と 交 鞭 する こ 


時 、 ハ 
その た め 背 
か っ た 


MS パイ ロッ ト と し て 優れ た 
折 質 を 有する ハイ ネ だ 
が この 戦 問 で 今 を 落と し 
~ 


を 


ガン ダム に 具 鐘 を 破壊 され た 


と する 9 
1 ダム の た 


ステ ラ 、 フ ァ ン トム ペイ ン に 帰投 する 
が 、 シン の 面影 に 囚われ て し まう 。 


ステ ラミ シン の 記憶 を 消去 され る 」 EO) 


ミネ ル バ 、 ディ オキ ア 基 地 を 出航 。 


ミネ ル バ 、 ダ ー ダ ネル ス 海 峡 で 地球 
軍 ・ オ ー ブ 軍 の 連合 態 隊 と 交戦 


ミネ ル バ 、 圧倒 的 な 物量 の 前 に 苦戦 
を 強い られ る 

アー クエ ンジ ェ ル 、 ダ ー ダ ネル ス 海 峡 
に 出現 。 戦闘 へ 介入 する 


アー クエ ンジ ェ ル 、 ミネ ル パ へ の 攻撃 
を 開始 


カガリ 、 オー ブ 軍 の 説得 を 試み る 
ユウ ナ 、 カガリ の 主張 を 認め ず 、 戦闘 
を 再開 。 

ハイ ネ 、 キラ ・ ヤ マト の フリ ー ダ ム ガ ン 
ダム と 交戦 。 撤退 を 余儀 な くさ れる , 


ハイ ネ 、 ガ イア ガン ダム の 攻撃 で 戦 
死 


MORE INFO! 
カガリ と オー ブ の 関係 


| 
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A (1 mr04 mn02 
ノッ クス 崩壊 


@ 異な る 価値 観 を 持つ 文明 が 軸 時 する と 主 い が 生じ る の 
, は 歴史 が 証明 する と お り 。 それ は 時 代 が 移り 変わ っ て も 


変わ ら ず 、 地 球 と 月 に 分 か れ た 人 々 の 出会い は 不幸 な 
ーー 5 結果 を 招い て し まう 。 し か も 当事者 の 懸命 の 努力 に も か 
ーー 。 - 、 和 Ss か わら ず 、 その 火種 は 拡大 する 一 方 だ っ た 。 


ウォ ドム の 砲撃 で キ エ ル と ソシエ の 
父 、 ディ ラン ・ ハ イム が 秩 牧 に な る 。 


上 キ エ ル と ソシエ の 父 、 犠牲 に な る 
突如 起動 し た 「 ホ ワイ トド ー ル の 機械 人 形 (VY ガ ンダ な か っ た 。 戦乱 の 余波 は ノッ クス 市 街 や ビシ ニテ ィ の 街 に 


ム )」 に よっ て 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター の 先 遺 隊 を な ん と か も 飛び 火 し て お り 、 市 民 に も 和 牲 者 が 生じ て いる らし い の 
後退 させ た ロラ ン ・ セ アッ ク 。 だ が 胸中 は 穏やか で は いら れ だ 。 そん な ロラ ン の 心配 は 最悪 の 形 で 実現 し て し まっ た 。 


_ 


ロラ ン 、 ビ シ ニ テ ィ の ハイ ム 邸 に 帰 
志 。 ディ ラン の 死 を 聞か され る 。 


ロラ ン 、 ディ ラン の 葬儀 に 出席 する 。 「 


グエン に 請 わ れ て イン グレ ッ 
リ シ ャ に 加わ る 。 | 


ロラ > 
サ ・ 


ずら に 信 較 の ディ ラン 死亡 
し た と いう 事実 が ソシエ を 打 a > 
ちの めす 。 その 結果 。 ムー ン ロラ ン 、 ポ ゥ と 遺 遇 。 ディ アナ ・ カ ウン 


ター 司令 部 に 出頭 する 。 


し 時 3 3 
前 日 まで は 立 泊 な 悦 ま い 見 せ て いた 外 宅 の 屋 数 が 埋 火 に 巻き 込ま れ て ト の ひと り に 覧 えら ロラ ン 、 アジ と ハリ ー に 戦闘 停止 を 訴 
半 境 し た こと に 、 ソシエ ・ ハ イム は 力 を 落と し て し まう 。 れる まで に 成長 し た 


える 。 
アジ 、 グエン と の 交渉 の 場 に 出席 。 


アジ 、 ミリ シャ 兵 の 暴走 に よっ て 暗殺 
され る 。 


上 月 に 地球 の 交渉 が 実現 


グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド の 誘い を 断り 切れ ず アナ ・ カ ウン ター 司令 部 に 出頭 する と 、 無益 な 戦い を 回 避 
シャ に 入隊 し た ロラ ン は 、 ディ アナ ・ カ ウン ター の : する よう 訴え た 。 その 甲斐 あっ て か 、 責任 者 の アジ 大 佐 は 
ィ ジ か つて 月 の 調査 員 だ っ た 身分 を 利用 し て ディ グエン と の 交渉 の 席 に 着く こと を 了承 し た の だ が ……。 


ディ アナ ・ カ ウン ター と ミリ シャ の 間 に 
緊張 感 が 高まる 。 


月 の 女王 ディ アナ 、 地 球 に 降り 立つ 。 


用 に 矢 を 受け た アジ は その 
場 で 絶命 。 手 を 下 し た 老人 
も フィ ル ・ ア ッ カマ ン に 貞和 


+ | し 交渉 は 双方 が 代表 を 
DS 
IM 


ke 和 


ロラ ン の ほ カ で 朋 と 地球 の 交渉 開 全 。 と ころ が イン グレ ッ サ 信 の 老人 が 
各 生 に 出 て 、 アジ に 向かっ て 矢 を 冒 かけ た 。 


目 月 の 女王 ディ アナ 、 地球 に 降下 


アジ を 失っ た ディ アナ カウ ンタ ー は 戦闘 態勢 に 入り 、 対 す 親衛隊 の ハリ ー オ ー ド が グエン と の 交渉 に 乗り 出す が 状況 

る ミリ シャ も 血気 に 多 っ た 一 部 の 兵士 が 独自 に 戦い を 仕 持 は 一向 に 好転 し な い 。 し か し 突 名 、 転 機 が も た ら さ れ た 。 月 
ける な ど 、 両者 の 間 の 緊張 感 は 急激 に 高まり つつ あっ た 。 の 女王 ディ アナ ・ ソ レル が 地球 に 降り 立っ た の で ある 。 
ーー 」 ゃ Ge<w カ レタ ム 

レイ | ぬん だ ロラ ン は 1 

身 で ディ アナ ・ カ ウン 

ター の 7 か い 、 交 


| 人員, の 下 加 で E 

章 符 に な っ た 者 た ちの 詳 論 人 rtm し ょ うと する 。 

| 梓 下 を 果たそ うと し た 。 63 する と その 場 に 月 の 女 

| の 産業 艇 [ソレ イ ユ 」 
が 降下 し て きた 。 


ソン レイ ユ か 5 誠 を 現し 
た ディ アナ を 且 に し た 
月 の 人 間 は 一 様 に 度 
価 を 正 し 、 事 情 の わか 
ら な い ミ リ シ ャ も 生 計 
画 を 中 断 。 本 
東 の 協 実 は 


送れ た 


目 コレ ン 、 地球 に 降下 

ディ アナ の 降下 を も っ て し て も ディ アナ ・ カ ウン ター と ミリ 事態 は 悪化 の 一 舌 を 辿る 。 し か も それ に 輸 を か ける よう な 
シャ の 緊張 状態 は 解消 され ず 、 さ ら に ムー ン レ ィ ス が 良質 出来 事 が 起こ 冷凍 刑 に 処せ られ て いた 厄介 者 の コ 
な 穀倉 地帯 (サン ベル ト 地 帯 ) の 譲渡 を 主張 し た こと で 、 レン ・ ナ ンダ ー が 、 月 か ら 地 球 に 送り 込ま れ た の だ , 


ツガ ンダ ム 撃 破 に 異様 な 

執 在 を 見 せる コレ ン 。 所 去 

に ガン ダム と の 固 本 が あっ 

冷凍 弄 の 間 に ガ ン 

対す る 麗 意 を 吊り 

1 た と か 言わ れ で いる 
明 


還 ディ アナ と キ エ ル 、 服装 を 入れ 替え る 


ボス トニ ア 域 で 地球 と 月 の 会 議 が 開催 され 、 ディ アナ は を 見 せ 始 め る 。 一 方 、 キ エル ・ ハ イム は 民間 レベ ル の 情 
交渉 再開 の 交換 条件 と し て 、 これ まで 入植 し て いた ムー ン 報 交換 を 望む ディ アナ の た め に 会 見 場 へ と 向かう の だ が 、 
レ ィ ス た ちの 引き 揚げ を 約束 。 よう や く 事態 は 好転 の 兆し 互い の 顔 を 目 ( た り は 驚き 、 言葉 を 失っ て し まう 


会 見 増 に 入っ た キ エ ル は ディ ア た りき り に な る 要 人 を 梨 
ナ と の 画 会 を 特別 に 許可 され アナ と キ エ ル は 

月 の 女王 が 特 つ 一 密 へ と 向 か く 立 場 を 入れ 替え 提 
た の だ が 守 。 見 事 に 相手 の 凌 に 変 坦 し - 


その 後 、 キ エル と し 
を 

人 旧 も は ば か ら ず | 

の 人 間 が 地球 に も た らし た 


目 イン グレ ッ サ 領 首都 ノッ クス 、 月 壊 


場 を 入れ 替え た ディ アナ は 地球 の 生活 を 満喫 する 反発 。 つい に ソレ イ ユ を 奪取 も し く は 破壊 すべ く 、 ム ー ン 
r 内 に は 不穏 な 空気 が 満ち て いた 。 グエン は 停 レ ィ ス の 入植 地 に 進軍 を 開始 し て し まう 。 する と 戦闘 の 品 
の だ が 、 ミリ シャ を 束ね る ミハエル 大 佐 は これ に 実 が で きた コレ ン が 乱入 、 ノ ックス 市 街 の 破壊 を 開始 し た 


が 
畔 を 命じ た 


っ 


の 大 攻勢 を 人 に 作 り を 賀 わ に する ディア - 
は 奉 色 江面 で 応戦 し 、 関係 の な い | 


本 来 ほ ノッ クス 防 医 の 


9 
惨状 を 前 に 履 が 引 
3 


目 コレ ン 、 ヤ ガ ンダ ム を 製 没 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 攻撃 か ら デ ィ ア ナ を 守る た ! 
下 基 導 を 進ん で いた ロラ ン の 前 に 
た 。 ミン チドリ ル を 駆使 し た 縦横 


に 利用 さ 
れ て いる と 誤解 し た コレ ン は 、 さら に 猫 攻 を 加え る 。 


コレ ン 、 地球 に 降下 


コレ ンー V ガ ンダ ム を 倒 そ うと 出撃 。 ソ 
シ エ が 搭乗 する V ガ ンダ ム と 交戦 。 側 


ロラ ン 、 ソ シ エ に 代わ っ て コレ ン を 撃 
退 す る 

ディ アナ 、 月 と 地球 の 会 議 に 出席 。 
交渉 再開 の 糸口 を 開く 


ディ アナ 、 戦 場 の 視察 に 向かい 、 キ 
エル と 出会う 


ディ アナ 、 キ エル と 服装 を 入れ 替え る 。 


アナ 、 ディ ラン の 墓参 り に 参加 。 


RI 


ディ アナ 、 地 上 で の 生活 を 満 記す る 。 


ミハエル 、 独 断 で ミリ シャ を 動か し 、 ヂ ィ 
アナ ・ カ ウン ター に 攻撃 を 仕掛 ける 。 


コレ ン 、 戦闘 に 乱入 。 ノッ クス 市 街 を 
破壊 する 。 


グエン 、 ノッ クス を 放棄 。 


ロラ ィ アナ と 連れ 立っ て 地下 回 
廊 に 向かう . 


コレ ン 、 ロラ ン の 前 に 立ち は だ か る 。 9 
ディ アナ 、 コレ ン を 説得 する が 失敗 。 


V ガ ンダ ム の スラ スタ ー・ ペ ー ン が 機 
能 を 回 復 し 、 コレ ン を 撃退 する 


MORE INFO! 


の 登場 


sm・ サ シテ イエ 99-28 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


C.ETIMELINE (OS) mm04 sr 05 
ステ ラ と の 再会 


但 前 大 戦 の 英雄 で ちる アー クエ ンジ ェ ル の 参戦 に 加え 、 
, ハイ ネ ・ ヴ ェ ス テン フル ス の 戦死 と いう 悲劇 に 、 意気 消 
沈 す る シン ・ ア スカ 。 し か し 、 それ 以上 の 衝撃 が 彼 を 待 
ーー ち 構え て いた 。 ディ オキ ア の 海岸 で 別れ た 少女 (ステ 
a る ] ラ ) が 地球 軍 の パイ ロッ ト で ある こと が 判明 し た の だ 。 


アス ラン 、 ア ー ク エン ジェ ル を 抜け 出 
に し て 別 行動 を 図る , | 
目 アス ラン 、 キラ た ちと 再会 


ダー ダネ ルス で の 攻防 戦 で 甚大 な 損害 を 受け た ミネ ル バ ーー て いた 。 アー クエ ンジ ェ ル が 軟 闘 へ の 介入 に 踏み 切っ た 
は マル マラ 海 の 護 で 捕 修 を 行い 、 乗 組員 は 作業 に 忙殺 。 真意 を 問い 質 さ ず ぜ に は いら れ な か っ た の だ 。 だ が よう や く 出 
れる 。 だ が アス ラン ・ ザ ラ は ひと り 港 を 離れ 、 別 行動 を 取っ 会 っ た キラ ・ ヤ マト か ら 聞か され た 話 は 予想 外 の も の だ っ た 。 


ルナ マリ ア ・ 
ちの 接触 を 目撃 


シン 、 強 化 人 間 (エク ステ ン デ ッ ド ) の 
失敗 作 を 発見 。 


も ちなみに ア スラ ン と キ う の 話 


レイ 、 精神 に 変調 を 来たす . 


アウ ル 、 研 究 施設 へ の ザフト 潜入 の 
報 を 聞き 、 恐 怪 状 態 に 有る , 


ステ ラ 、 アウ ル が 発し た ブロ ッ ク ワ ー ド を 
剛 き 、 暴 走 。 単身 、 研 究 施設 に 向かう 。 


⑧ 上 目 シン と レイ 、 ロ ドニ ア の 地球 軍 研 究 施設 に 潜入 


アス ラン と キラ が 再会 し て いた 頃 、 レイ ・ ザ ・ パ レル と シン ア に 設け られ た その 施設 で 、 地 球 軍 は 強化 人 間 の 開発 を 
は 特別 任務 に 従事 し て いた 。 地球 軍 の 破 評 さ れ た 研究 行っ て いた 。 し か も 研究 の 名 の 下 に 子供 た ち が 実 験 体 に 
施設 を 調査 する よう 、 ザフト か ら 特 命 が 下 っ た の だ 。 ロ ド ニ 使わ れ て いた こと を 知っ た シン は 起り を 抑え られ な か っ た 


ステ ラ 、 イン パル スガ ンダ ム と 交戦 。 | 


、 ミネ ル バ に 拘束 され る , 


生 条 実 験 の 信 許 者 の 雪 を ー 
Ec 


エク ステ ン デ ッ ド の 故郷 


生体 実 財 の 証 を が 棒 き 


目 ステ ラ 、 ミネ ル バ に 拘束 され る 


シン た ちの 動向 は 地球 軍 に も 伝わり 、 古 巣 が 訪 ら され ステ ラ も 最 走 。 単身 、 ガ イア ガン ダム で 研究 施設 に 向かう 
た こと を 知っ た 強化 人 間 の アウ ル ・ ニ ー ダ は 恐慌 状態 に 翼 い 掛か っ 
。 さら に アウ ル が 発し た 「 死 ] の 一 言 に よっ て 


章 化 人 間 (エク ステ ン 
デッド ) で ある ステ ラ の 


WJ かれ た コク ピッ ルト 
の 枝 申 の 下 か ら 湯 く バ 
イロ ッ ト 。 その 者 を 目 に 
し た シン は 情 束 と する 、 
る 刷り 込み が な され て 
ちり 、 そ れ が 破 女 を 香 
い に 環 り 立て た 


地球 軍 の 所 業 


実 を 受け 入れ る こと が 
で き な か っ た 


100-29 | 
| 


要 生 皿 ガン ダム SEED DESTINY 


C.ETIMELINE 


ラク ス 、 学 宙 に 上 が る 
暗 末 未 層 事件 以降 、 ア ー ク エン ジェ ル の 一 


動 を 共に し て いた ラク ス だ が 、 戦況 の 溢 化 を 前 
決意 を 固め た 


て 行 戦闘 佑 止 の きっ か け を 握 む べく に 上 が ろう と いう の 
て ある だ 。 心 配 する キラ を 残し て アン ドリ ュー・ バ ルト フェ ルド と 宇 
軍港 に 向かっ た ラク ス は 、 宇宙 へ と 旅立っ て いっ た 


プラ ント 本 国 の 情勢 を 自ら の 目 で 確か め 


ル タ ル 基地 に 向かう 
と オー ブ 軍 に よる 共同 部 隊 
量 に 劣勢 を 強い られ 


再び 地球 軍 メ 部 隊 が 肉薄 、 つ い に ブ リッ ジ に 照準 を 合わ せる 。 だ が 次 
圧倒 的 な の 調 間 、 ア ー ク エン ジ 
ル バ に 、. オ ー ブ 軍 の MS ムラ サ ネル バ を 提議 し 


才 符 を 笛 い られ る ミネ ル バ 。 シン た ちの 前 全 
し パ の 不利 は 火 を 見 る より 明らか だ っ た 


キラ 、 セイ バー ガン ダム を 没 破 
混載 の 中 、 SEED を 発動 し た シン は アビ スガ ンダ ム を 撃 
破 す る 。 一 方 、 ア スラ ン は キラ の フリ ー ダ ム ガ ン ダム を 止 
め よ うと し て いた 。 強大 な 能力 を 誇る フ ' 


介入 は 犠牲 を 増す ば か り だ と 憂慮 し た の だ 


する と キラ は 
自分 は カガリ に と F 


て 大 切な オー ブ 軍 と その 兵士 た 


タケ ミカ ズ チ 、 者 沈 


オー プ ブ 艇 隊 族 慈 タケ ミカ ズ チ の 散 長 ト ダ カ は 、 指 揮 官 ユ で ある 以上 、 ユウ ナ の 命令 は 総 対 だ っ た か ら だ 。 そ 
ウナ ・ ロ マ ・ セ イラ ン の 下 で 行動 する こと に 苦痛 を 感じ て い 。 で 一 計 を 案じ た ト ダ カ は 全部 隊 に アー クエ ンジ ェ ル と の 合 
た 。 心情 は 戦 負 停止 を 訴え る カガリ に 偽 い て いた の だ が 流 を 指示 。 自ら は ミネ ル バ に 実 撃 を 逆行 し た の だ っ た . 


ミリ ア 


ned sm D5 


ラク ス 、 宇宙 へ 上 が る こと を 決意 
ラク スミ ー ア を 装っ て シャ トル を 強 奏 
ラク ス 、 地 球 を 離脱 。 エタ ー ナ ル が 駐 
機 され て いる ファ クト リー へ 向かう 
ミネ ル バ 、 ジブ ラル タル 基地 へ 移動 


ミネ ル バ 、 地 球 軍 と オー ブ 軍 に よる 連 
合 部 隊 と 遭遇 、 交戦 


ミネ ル バ 、 戴 部 隊 の 圧倒 的 な 物量 の 
前 に 劣勢 を 強い られ る , 


ー ク エン ジェ ル 、 戦闘 


アー クエ ンジ ェ ル 、 ミ ネル バ を 援護 する 。 


シン 、 アビ スガ ンダ ム を 撃破 


アス ラン 、 キ ラ を 説得 し よう と する が 
失敗 


キラ 、 ア スラ ン の セイ バー ガン ダム を 
撃破 

ト ダ カ 、 ユウ ナ の 命令 に 疑問 を 拘 く 
ト ダ カ 、 タ ケミ カズ チ 乗 組員 に 退去 を 
指示 。 さら に オー ブ 軍 に アー クエ ン 
ジェ ル と の 合流 を 促す 


ト ダ カ 、 タ ケミ カズ チ を ミネ ル パ に 突撃 
させ る , 


タケ ミカ ズ チ 、 イ ン パ ルス ガン ダム に 
よっ て 轟沈 


E INFO! 


Ga. 91231x 100-30 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


U.E.TIMELINE 


[7| nm04 mm19 


新た な 機 影 


アー ガマ に 帰還 し た カミ ー ユ ・ ビ ダン だ が 、 ニ ュー ホン 
コン で 出会っ た フォ ウ ・ ム ラサ メ の 面影 を 忘れ られ ず に 
いた 。 だ が 彼 の 気持 ちと は 関係 な く 、 戦 い は 激 し さ を 増 
し て いく 。 新型 可変 MS ガブ スレ イ で 襲い 掛か る ジェ リ 
ド ・ メ サ を 前 に カミ ー ユ は 負 地 に 立た され る が ……。 


目 シロ ッ コ 、 ジェ リド に 索敵 を 命じ る 


新造 戦艦 ドコ ゴス ・ ギ ア の 指揮 を 任 され た パプ テマ ス ・ シ 
ロッ コ は 艦 の 進行 方 向 に プレ ッ シ ャ ー を 感じ 、 ジ ェ リ | 
査 を 命じ た 。 た だ ち に 新型 MS ガブ スレ イ で 出撃 し 


ド と マウ ア : 
する アー ガマ を 発見 。 千載 一 遇 の 好機 を 得 た 
マウ アー の 制止 を 振り 切っ て アー ガマ に 接近 を 試み る 。 


ー・ フ ァ ラ オ は 、 シロ ッ コ の 指摘 し た 


域 を 航行 
エリ ド は 、 


ユーゴ 


ギア の プリ ッ ジ に 入る な り 、 シロ ッ コ は ジェ リド と マウ アー 
彼 の 感覚 が 不可 能 な プレ ッ シ ャ ー を 感じ 取っ て いた 


半 信 半 首 で 出撃 し た > 
ド だ っ た が 、 シ ロッコ が 示し 
ー ガ マ の 表 影 


た 軍 地 

。| を 見 出し た こと か ら 、 彼 の 
】 能力 を 認め な いわ け に は 
いか な く な っ た よう だ : 


重 四 7 ミー ェ 、 ジェ リド に 普 帳 する 


陳 計 556 宮 RIR っ だ カミ ー ユ と エマ ・ 着 し た マウ アー 機 が 戦列 に 加わ っ た こと で 戦況 は さら に 悪 


戦艦 並み の 砲撃 力 と 圧倒 的 な 機動 性 を 有 


化 。 エマ の リッ ク ・ デ ィ ア ス は 撃 潤 され 、 カ ミー ユ の ガン ダ 
レイ の 前 に 苦戦 を 強い られ る 。 し か も 遅れ て 到 = ム McL も 背後 か ら 弘 交 い 役 め に され て し まう … 


MS 形態 と MA 形態 を 変 刀 自在 に 使い 分 け - 
ユエ も 有効 な 対抗 策 が 見 出せ ず 、 


目 Z ガ ンダ ム 、 戦闘 に 介入 


ジェ リド が ガン ダム Mk-II の コク ピッ ト を 破壊 し よう と し た 時 、 体 不明 機 は ガブ スレ イ を 上 回 る 機動 性 を 駆使 し て 、 さら な る 


一 条 の 光線 が ジェ リド 機 を 擦 め た 。 それ は 見 た こと も な い 機 攻撃 を 加え て くる 。 カ ミ 
体 か ら の 攻撃 で 、 ジ ェ リ ボド 機 は 左 脚 部 を 破壊 され て し まう 。 正 れ た ジェ リド は 起り 狂 


に 復讐 する 絶好 の 機会 を 那 魔 さ 
この 場 は 撤退 する し か な か っ た 。 


ら に 所 属 不明 機 は 2 
機 に 分 離 。 上 部 の 機体 
(2 ガン ダム ) が 攻撃 を 
続行 する 一 方 、 下 部 の 
機体 (輸送 貫 ) が カミ ー 
| ユ の 援護 に 向かっ た 


リド 機 に 角 い 掛か 
た 所 属 不明 機 は 、 ガブ 
スレ イ を 上 回 る ほど の 
機動 人 を 発揮 し て 攻撃 
を 純 行 し た = 


101-29 


シロ ッ コ 、 新造 戦艦 ド ゴ ス ・ ギ ア の 指 
揮 を 任 さ れる 。 


シロ ッ コ 、 艦 の 進行 方 向 に プレ ッ 
シャ ー を 感知 。 ジェ リド と マウ アー に 
調査 を 命じ る 。 


当 宙 域 で アー ガマ を 発 
見 。 攻撃 を 仕掛 ける 。 


ミー ユ と エマ 、 迎撃 に 向かう 。 


エマ 機 、 ジ ェ リド 機 か ら 直 撃 を 受け て 
大 破 (た だ し エマ は 脱出 )。 


カミ ー ユ 、 ジ ェ リ ド 機 に 羽 交 い 絞め に 
され る 。 

戦闘 に 正体 不明 機 が 介入 

ジェ リド 機 、 左 脚 部 を 破壊 され 、 搬 退 。 


カミ ー ユ 、 正 体 不明 機 (Z ガ ンダ ム ) を 
| 搭載 し て きた 輸送 機 に 保護 され る 。 


NFO! 


会 こす れ 違う 


| 間 動 土 Z ガ ンダ ム 
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目 ジェ リド 、 戦闘 小隊 長 に 任命 され る 


自分 の 先走っ た 行動 か ら 実戦 運用 問 も な い ガ ブス レイ 
を 破損 し て し まっ た こと を シロ ッ コ に 詫び る ジェ リド 。 し か し 
シロ ッ コ は ジェ リド の ミス を 責め ず 、 そ れ ば か りか 彼 を 戦闘 


小隊 長 に 任命 し た の だ っ た 。 思い も 掛け な い 昇進 に ジェ リ 
ド は 喜び を 露 わ に する 。 一 方 、 シ ロッ コ の 意図 を 図り か ね 
た マウ アー は 、 彼 に 腹黒 いも の を 感じ る の だ っ た 。 


も せ ず に 戦 開 小 隊長 に 任命 し た シロ ッ コ の 真意 を 測り 
男 進 自体 は 喜ん で 抹 使 し て いる 。 


属さ れ た 。 し か し カミ ー ユ 


ラー ディ ッシュ に 出向 し て いた レコ ア ・ ロ ンド に 新型 可変 
MS メタ ス と ガン ダム Mk-I 用 支援 戦闘 機 G デ ィ フ ェ ン サー 
を アー ガマ に 輸送 する 任務 が 下っ た 。 ティ ター ンズ の 戦力 


増強 は 勢い を 増す ば か り で 、 新 装備 は アー ガマ に は 不可 


欠 で ある 。 だ か ら こ そ レ コア は 一 刻 も 早く アー ガマ に 合流 
すべ く 、 護衛 も な し に ラー ディ ッシュ を 後に し た の だ っ た 。 


ティ ター ンズ と 対等 の 戦力 


に 急ぐ レコ ア た ち 。 だ 


サラ と シド レ の 実戦 訓練 を 行う ジェ リド は 、 周 辺 宙 域 を 移 
動 す る 不審 な 機 影 を 発見 し た 。 それ は アー ガマ に 女 ぐ メタ 
ス と G デ ィ フェ ン サ ー だ っ た 。 艦載 横 が 移動 し て いる と いう 


こと は アー ガマ も 近く に いる は ず と 推測 し た ジェ リド は 演習 
を 中 断 。 先 の 敗北 の 汚名 を そそ ぐ べ く 、 実 戦 経験 の な い 
サラ と シド レ を 引き 連れ て 、 戦闘 を 開始 し た 。 


向かう レコ ア た ち を 発見 し た ジェ リド は 、 実 宮 練 に は 3 
シド レ た ち を 説き 佑 せ て 戦闘 を 仕掛 けた 


半 7 ミー エ 、 レ コア を 救出 


切れ ず 、 つ い に は 機体 に 
取り 付か れ て し まう 


ェ リド は 、2 機 を 1 機 に 見 せる 提 乱 戦術 を サ 
ラ と シド レ に 命じ る 。 と は いえ 経験 不足 の ふた り が ジェ リド 
の 要求 に 応え られ る は ず も な く 、 な ん と か メタ ス に 追い す が 


| アー ガマ で 休息 を 取っ て いた カ 

ユ は 実 導 の 不安 感 に 闘わ れ 

5。 そし て 、 そ れ が レコ ア の 危機 

を 知ら せる も の だ と 気付 き 、Z ガ 
『 ム で 発進 


リド は 連携 攻撃 を 指示 する の だ 
が 、 実 軽 験 が 不足 し て いる シ 

ドレ に ジェ リド の 求め る 動き が で き 
る は ず も な か っ た 。 


ろう と する シド レ は 、 駆 け 付 けた Z ガ ンダ ム に 撃墜 され て し 
まう 。 さら に 同僚 の 死 を 目 に し た サラ が 撤退 し て し まっ た た 
め 、 ジ ェ リド の 目論み は 失敗 に 終わ っ た の だ っ た 。 


ビー ム ・ ラ イフ ル を 斉 射 。 避け 
宇宙 に 散っ て いる 。 


し の 克 W に た サラ 6 人 ヽ 


の や り 取 り を する 各 場 の 穫 ろ し さき へ 
を 実 。 それ に 耐え の れ す 、 っ | 
い に は ジェ リド の 命 を 食し て 
六 退 し て し まっ た 。 ーー 


ロッ コ に 対す る 評価 ' 


ジェ リド 、 シ ロッ コ が か ら 戦 闘 小隊 長 に 


任命 され る 。 [ ) 


| 
サラ と シド レ 、 ジ ェ リ ド の 部 下 に 組み 込 | 
まれ る 。 


サラ 


ジェ リド に 反発 する 。 
レコ ア 、 新 型 機 (メタ ス と G デ ィ フ ェ ン 
サー) の 輸送 任務 を 命じ られ る 。 

レコ ア 、 ラー ディ ッシュ を 発 艦 、 ア ー ガ 
マ に 向かう 。 

ジェ リド 、 サ ラ と シド レ の 実戦 訓練 を 実 
施 。 


ジェ リド 、 ア ー ガ マ に 向かう レコ ア 機 を 
発見 、 迎撃 に 向かう 。 


ミー ユ 、 レ コア の 危機 を 察知 し て 
アー ガマ か ら 発 進 。 


ファ 、 無断 で アー ガマ か カ ら 発進 。 

ジェ リド 、 サ ラ と シド レ に 高度 な 連携 
行動 を 命じ る が 失敗 。 ! 
シド レ 機 、Z ガ ンダ ム の 攻撃 を 受け て 


撃隊 坦 


サラ 、 恐怖 の あま り 、 戦闘 宙 域 か ら 無 
断 で 撤退 。 | 


ジェ リド 、 戦闘 を 中 断 し て 後退 。 


で 剖 通 ・ サ ン ラ ィ ズ 101-30 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


UCTIMELINE 


戦い は 誰 の た め に Dv ne04 mm09 
戦い は 誰 の た め に 


ウー イッ グ を 離れ た カミ オン 隊 に ザン スカ ー ル 帝国 軍 


(ベス バ ) が 追撃 を 仕掛 け て きた 。 ウッ ソ ・ エ ヴィ ン は 
シャ ッ コ ー で 反撃 を 試み る が 、 他人 の 命 を 奪っ て いる 事 


実に 憎 然 と な る 。 仲間 を 守る た め と は いえ 、 命 の 奪い 合 


= い に 手 を 染め る の は 果たし て 正しい こと な の か ……。 


W 目 クロ フタ ル 、 シャ クティ と 章 


サバ ト 、 偵察 任務 に 志 順 


ウー イッ グ 周 辺 で の 戦闘 で ウッ ソ に : 
サバ ト は 偵察 任務 に 志願 。 ウッ ソ を ! り : 
兵力 と 考え 、 そ の 壊 


に 挟ん だ クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー も 同調 し た 。 ペ ス パ の 地上 
用 試作 MS シャ ッ コ ー を ウッ ソ に 強奪 され た クロ ノ ク ル だ け 
に 、 汚名 を そそ ぐ 機 会 を 足 っ て いた の で ある 。 


ベス パ の 情報 編 は リガ ・ ミ リティ ア の 活動 拠点 を お お ま か に 把 押し て いた 
が 、 詳細 は いま だ 不明 で あり 、 サパ ト は 各 底 的 な 探索 に 乗り 出し た 。 


価 察 を サト に 任せ た クロ 


ャ ッ コ ー を 奪わ れ た 
不 始末 を 自分 の 手 で つけ 
た いと 
に 柱 


サバ ト と 別れ て 単独 で の 偵察 を 行う クロ ノ ク ル だ が 、 樹 
木 に 知ら れ 地上 の 様子 が 把握 で き な か っ た 。 や む な く 地 
上 に 降り 立っ を た クロ ノ ク ル の 目前 を 、 赤 ん 坊 を 育 負 っ た 少 


女 が 横切っ て 行っ た 。 こん な 場所 に 子供 が いる こと に 不 
審 な も の を 感じ た クロ ノ ク ル は 少女 を 尋問 する が 、 シャク 
ティ と 名 乗る 少女 か ら 有 益 な 情報 は 聞き 出せ な か っ た 。 


『 


目 ラッ ツ 、 サバ ト と 交戦 


初め て 出会っ た シャ クティ 
か ら 、 どう いう わけ か 債 か し 
い 面 影 を 感じ 取っ た クロ ノ 
クル 。 と は いえ 、 そ の 理由 
は 判然 と し な か っ た 。 


リガ ・ ミ リティ ア の 訟 跡 を 発見 で きず 、 業 を 煮やし た サバ 
ト は 周辺 へ の 爆撃 を 強行 。 カサ レ リ ア 周辺 の 森林 地帯 
に 爆音 が 響き 渡っ た 。 この まま で は カミ オン 隊 が 発見 され 
サバ パト の 獲 攻 で カサ レ 
リア 地区 の 事 は 炎 に 


包ま れ 、 シャ クティ に も 
。 | 危険 が 及 ん で し まう 。 


る の は 避け られ な い 一 一 そう 考え た ウッ ソ は シャ クティ を カ 
ミオ ン 隊 に 預け る と 、 シ ャ ッ コ ー に 乗り 込ん だ 。 そし て サバ ト 
を 森林 地帯 か ら 引 き 離 そう と 、 迎撃 を 開始 し た 。 


し に サバ ト の 断末魔 の 
叫び を 較 い て いる 。 


サパ ト 、 カ サレ リア 地区 の 債 察 任務 


に 志願 。 

クロ ノ ク ル 、 サバ ト に 同行 する 。 
クロ ノ ク ル 、 サバ ト と 別れ て カサ レ リ ア 
地区 の 偵察 を 開始 。 

クロ ノ ク ル 、 シャ クティ と 遭遇 。 
クロ ノ ク ル 、 シャ クティ を 尋問 、 情 報 は 
得 ら れ な か っ た が 、 相手 か ら 懐 か し い 
印象 を 受け る 。 

サバ ト 、 カサ レ リ ア 地区 を 爆撃 。 
ウッ ソ 、 サパ ト と 交戦 。 


マー ベッ ト 、 ド ッ プ ・ フ ァ イ タ ー で ウッ ジッ 
を 支援 。 


ウッ ソ 、 サ バト に 追い つめ られ る が 、 撃 
破 に 成功 。 


クロ ノ ク ル 、 シ ャ ッ コ ー を 破壊 (ウッ フ 
は 脱出 )。 


| 幸二 V ガ ンダ ムー 


UC.TIMELINE 


戦い は 誰 の た め に 


3 に \ ゃ = 
カミ オン 隊 、 コリ ー ン 地区 に 到着 
ウッ ン の 活躍 も あっ て カサ レ リ ア 地 区 か ら の 脱出 に 成功 た MS(V ガ ンダ ム ) の パー ツ 集 積 所 で も ある の 
し た が ボ オ ン 隊 は コリ ー ン 地区 に 到着 し た 。 ここ は リガ ・ ミ リ 隊 に 保護 さ 
ティ ア の 活動 抽 点 の ひと つ で あり 、 欧 州 各 地 で 生産 され 戦力 の 充実 ぶり に 憩 き を 思 せ な か っ た 。 


方 で 子供 た ち を 戦い に 汰 
る 込 で 組織 の 在り 様 に 超 
を 暴 わ に し て いる 。 


者 芝 の - 画 で 打 ち 府 5 た よう 和 を 見 せ て い 3 
部 に は リカ ア が 建造 し た V ガ ンダ ム の パー ツ が 収め られ て いた 。 


四 クロ ノ ク ル 、 コリ ー ン 地区 を 襲撃 


まだ 日 も 昇り きら ぬ 早 朝 、 MS ハン ガー に 姿 を 現し た クロ な い は ず だ と 予想 し 、 周辺 地区 の 調査 に 乗り 出し た の だ 。 
フク ル は 、 MS ソロ に 乗り 込む と 基地 か ら 発 進 し た 。 前 日 に する と コリ ー ン 地区 に 広がる 木々 の 陰 に 廃 工場 の 姿 を 発 
戦闘 が あっ た 地区 か ら り リガ ミリ ティ ア は そう 遠く 移動 し て い 見 、 た だ ち に 攻撃 を 開始 し た 。 


そう と は 知ら な い クロ ノ ク ル 
コシ 電 で 人 し 7 な 


ウッ ツ 、 コ アァ ・ ファ イタ ー で 出没 


肉体 と 精神 の 疲れ か ら 熟 嘩 し て いた ウッ ソン だ が 、 突 然 の 。 られ て いる の は 明らか で ある 。 する と 誰 に 頼ま れ た わけ で も 
衝撃 に 叩き 起こ され た 。 ゾロ の 攻撃 が 廃 工場 の 間近 に 着 。 な い の に ウッ ソ は コア ・ フ ァ イ タ ー に 乗り 込み 、 戦 場 に 飛 
弾 し た の だ 。 カミ オン 隊 も 反撃 を 試み る が 、 劣勢 に 追い や び 出 し て いっ た 。 

する 恐 頂 心 を 抑え つけ 同 ニ ーー ーー ウッ ソ の 危機 を 見 て 取っ た マー 
た ウッ ソン は 、 ク ロ ノ ク ル を | ベット ・ フ ィ ン ガー ハッ ト は カテ 


コリ ー ン 地区 か ら 撤退 させ よう と ナ と 協力 し て MS の 
する の だ が ……。 出 。 知 げ る ウッ ン 


クロ ノ ク ル の 攻撃 を 送 け な が ら の 
ドッ キン グ は 至難 の 接 だ が 、 ウ ッ 
ソ は 辛うじて や り 送 げ 、V ガ ンダ 
ム へ の 変形 を 完了 し た 。 


目 ウッ ツ 、 「 スペシ ャ ル 」 と 評 さ れる 


機体 を V ガ ンダ ム に 変形 させ た ウッ ソ は 、 改め て クロ ノ ク カメ ラ を 破壊 され た クロ ノ ク グル は 後退 を 余儀 な くさ れ 、 一 
ル に 挑む 。 そし て 正規 の 戦闘 訓練 を 受け て いた クロ ノ ク ル 方 、 地 上 か ら 戦 い の 一 部 始終 を 眺め て いた カミ オン 隊 の 
を 圧倒 し 、 ゾロ の 頭 部 に 一 撃 を 見 舞う こと に 成功 。 メイ ン ・ 


面々 は 快 哉 を 挙げ た の だ っ た 。 


が は いえ 、 天 才 的 な セン ス を 発揮 し た 
カン は 5 析 肌 で の を 人 いて みせ た 


の 妃 怖 は 消し 飛ん で いた 。 


カミ オン 隊 、 コリ ー ン 地区 に 到着 。 


ウッ ソ と マー ベッ ト 、 カ ミオ ン 隊 に 


クロ ノ ク ル 、 ゾロ に 乗り 込み 、 独断 で 
出撃 。 


クロ ノ ク ル 、 カ サレ リア の 周辺 地区 の 
偵察 を 開始 。 コリ ー ン 地区 に 怪し い 
廃 工場 を 発見 する 。 

クロ ノ ク ル 、 コリ ー ン 地区 を 興 撃 。 
ウッ ソ 、 コア ・ フ ァ イ タ ー で 出撃 。 ゾロ 
と 交戦 する 。 

ウッ ソ 、 空 中 ドッ キン グ に 成功 。 V ガ ン 
ダム に 換装 する 。 

ウッ ソ 、 ゾロ を 撃退 。 

ウッ ソ 、 カミ オン 隊 に 帰還 。 


クロ ノ ク ル 、 機 体 を 捨て て コリ ー ン 地 
区 に 潜伏 。 


クロ ノ ク ル 、 シ ャ クティ の 姿 を 目撃 する 。 


し か も 抱 は 地 


ei サン ラズ 102-28 
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C.ETIMELINE 


スタ ー ゲ イザ ー、 起 動 本 04 sn D2 
rmeazs スタ ー ゲ イザ ー、 起動 


大 規模 テロ (ブレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ) が 発端 と な り 、 地 
上 で は ザフト 残党 に よる 反 地 球 軍 活 動 が 活発 化 。 地球 


に 不穏 な 空気 が 漂い 始め る 。 そん な 折 、DSSD( 深 宇 


= 宙 探 豆 開 発 機構 ) ト ロ ヤ ステ ーション で は 、 火 星 以遠 の 


探査 計画 が つい に 本 格 稼働 し よう と し て いた 。 


半 ザフト 残党 、 地球 軍 キ ル ギ ス プラ ント を 刷 撃 


ザフト の 一 部 反乱 勢力 が 引き 起こ と し た 「 ブ レイ ク ・ ザ - ワ ー 
ルド ] (ユニ ウス セブ プン の 残骸 を 地球 に 落下 させ る の を 主 目 
的 と し た 大 規模 テロ ) の 被害 は 地上 各地 に 波及 。 各 都 市 
は 地 謀 や 津波 に 見 舞 わ れ 、 一 般 市 民 へ の 視 害 も 基 大 な も 
の と な っ た 。 さら に 混乱 に 乗じ て 、 地球 連合 の 政策 に 不満 


を 抱い て いた ザフト 残党 が 次 々 に 蜂起 。 地球 軍 軍事 施設 
を 前 撃 す る と いう 事件 が 多発 する こと と な っ た 。 この 事態 
に 対し て 地球 軍 上 層 部 は 第 81 独 立 機動 群 「 フ ァ ン トム ペ 
イン 」 の 派遣 を 決定 。 ホアキン 中 佐 の 率い る 部 隊 に 、 キル 
ギ ス プラ ント に 迫る ザフト 部 隊 へ の 攻撃 命令 が 下さ れ た 。 


キル ギ ス プラ ント の 常駐 
部 層 は 歩兵 栖 度 し か な 
く 、 この まま で は ほど な く 
施 訟 は 全 減 する か と 思 
われ た の だ が 


目 フ ァ ン トム ペイ ン MS 小 隊 、 ザフト 残党 を 一 掃 


ホアキン か ら の 指示 を 受け た スウ ェ ン ・ カ ル ・ パ ヤン 、 
シャ ム ス ・ コ ー ザ 、 ミ ュー ディ ー・ ホ ルク ロフ ト の 3 名 は た 
だ ち に キル ギ ス プラ ント に 急行 。 施設 を 踊 員 する ザフト 部 
隊 に 対し 、 警 告 を する こと も な く 攻 撃 を 開始 し た 。 中 で も ス 
ウェ ン の 活躍 は 目覚 まし く 、 彼 が 搭乗 する スト ライ クノ ワー 


| ザフト 培 沈 に 反攻 する 晴 を な え ギ 


に 攻撃 を 開始 。 立ち は だ か る 測 機 を た ち ど こ ろ に 残 岐 に 変え て い 


ル ガ ン ダム は 鬼神 の 如き 汚 闘 力 を 発揮 し ザフト MS を 粉 
砕 。 ほとん ど 抵 抗 を 受け る こと な く 、 反 乱 部 隊 の 無力 化 に 
成功 し た 。 し か し キル ギ ス プラ ント の 環 撃 は ほん の 一 端 に 
過ぎ ず 、 ス ウェ ン た ち は 休む 間 も な く 次 の 戦闘 エリ ア に 向 か 
うこ と に な っ た の だ っ た 。 


ど | 作戦 に 投入 され た ファ ン 
トム ペイ ン の 綾 力 は スト ラ 
イク ノワ ー ル ガン ダム 、 ブ 


上 スウ ェ ン 、 コー ディ ネイ ター の 難民 キャ ンプ を 襲撃 


激戦 の 合間 を 利用 し て ホアキン に 招集 され た スウ ェ ン 
に 特別 な 命令 が 下さ れ た 。 あ る コー ディ ネイ ター の 難民 
キャ ンプ に ザフト の テロ 組織 が 潜伏 し て いる と の 情報 が 寄 
せら れ 、 そ の キャ ンプ を 一 掃 せ よ と いう の だ 。 友軍 と 共に 現 
地 に 向かっ た スウ ェ ン は 、 キャ ンプ 地 で 生活 する 民間 人 の 


ホアキン に 召集 され た スウェ 


ン は キャ ンプ を 一 覧 する が 、 
そこ に いる の は 難民 ば か り 
テロ リス ト の 姿 は ど 
こも 見 当たら な か っ た 。 


姿 を 目 に し て 攻撃 を 跡 端 う 。 し か し 軍人 で ある 限り 、 上 家 か 
ら の 命令 は 絶対 で あり 、 意 を 決し た スリ ウェン は 攻撃 を 開始 。 
「 民 間 人 に 拾 し た テロ リス ト を 氏 減 する 」 と 自分 に 言い 聞 
か せな が ら 任 務 を 遂行 し 、 つ い に 上 難 民 キ ャ ンプ を その 地 に 
暮らす 人 々 ご と 灰 娘 に 帰せ し め た の だ っ た 。 


と は いえ 命令 は 能 対 で あり 、 
記 ス ウェ ン の 指示 で 攻撃 が 開 


展 下 で 展開 する 修 劇 モ 目 に 
し た スウ ェ ン だ が 、 その 贈 か 
ら は 一 切 の 感情 が 払拭 され 
て いる か の よう だ っ た 。 


ザフト 残党 、 地 球 軍 キ ル ギ ス プラ ント 
を 襲撃 。 


ファ ント ムペ イン に 出動 命令 が 下る 。 
ファ ント ムペ イン MS 小隊 、 キ ル ギ ス プ 
ラン ト に 移動 。 

スウ ェ ン 53 人 、 ザフト 残党 を 一 掃 。 
スウ ェ ン 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー の 将 民 キャ 
ンプ 襲撃 命令 を 受け る 。 

スウ ェ ン 、 難 民 キ ャ ンプ を 壊滅 させ る 。 


セ ネ ー レ と ソル 、DSSD ト ロ ヤ ステ ー 
ショ ン に 到着 。 


セレ ー ネ 、 ス ター ゲイ ザー ガン ダム の AL 
ユニ ッ ト を 視察 。 


子供 た ちの 反乱 


プレ イク ・ ザ 


| 年 ガン タム SEED CE 73 STARGAZER 


EETIMELINE 


スタ ー ゲ ィ ザ ー、 息 動 [86] mMA wm02 


目 スウ ェ ン 、 ボナ バル ト の 待 護 任務 に 着任 


スウ ェ ン た ちの ファ ント ムペ イン MS 小隊 に 下さ れ た 新た 
な 任務 は 、 地球 軍 本 拠 地 ヘ へ ブン ズ ベ ー ス に 向かう 陸上 戦 
艦 ボ ナパ ルト の 警護 で ある 。 ボナ バル ト に は へ ブン ズ ペ ー 
ス 防 衛 の 要 と な る 新兵 器 (デス トロ イガ ンダ ム ) が 搭載 され 


ヘブン ズバ ー ス を 目指 し て 雪原 を 堂々 と 進む 】 
衝 の 中 核 と な る デス トロ イガ ンダ ム が 搭載 され 


目 ミュ ミー ディ ー、 戦死 


バルト 。 艦内 に は 基地 防 


て お り 、 こ れ を 狙う ザフト 残党 が 襲撃 を 仕掛 ける 可能 性 が 
高い と 推測 され た の だ 。 予想 は 的 中 し 、 ケ ル ペ ロス パク ゥ 
ハウ ンド を 中 遷 と する 本 撃 部 隊 が 出現 。 た だ ち に スウ ェ ン 


デス トロ イガ ンダ ム が 配 
備 さ れる と 今後 の 戦況 
が 不利 に な る と 愛護 し 
た ザフト 残党 が 謀 撃 部 
隊 を 結成 。 ボナ バル ト 
に 対し て 決死 の 攻撃 を 
仕掛 けた 。 


ボナ バル ト 周辺 に 展開 し て ザフト 残党 を 迎え 撃つ スウ ェ 
ン た ち 。 ミュ ー デ ィ ー の ブル デュ エル と スワ ウェン の スト ライ ク 
ノワ ー ル が 前 衛 に 立ち 、 シ ャ ム ス の ヴェ ル デ パ バス ター が 支 
援 奄 撃 を 仕掛 ける と いう 連携 が 功 を 奏し 、 襲 撃 部 隊 は 次 


穫 
に 気付 か な か っ た 


第 に 数 を 減ら し て いく 。 し か し 相手 も 負 撃 を 諦め ず 、 つ い に 
ブル デュ エル が 片腕 に 損傷 を 受け て し まう 。 する と ケル ペ 
ロス パク ゥ ハウ ンド が 突撃 。 虚 を 突 か れ た ミュ ー デ ィ ー は 回 
避 で きず 、 コク ピッ ト を 破壊 され て し まっ た 。 

する と 、 これ を 好機 と 見 た 3 民 


の ケル ベロ スパ クッ ゥ ハウンド が 
ブル デュ エル を 急 杜 。 反撃 の 


仲間 の 危機 に 気付 いた ス 
ウェ ン が 圧倒 的 な カマ で ケル ベ 


園 スウ ェ ン 、 スタ ー ゲ イザ ー の AI 礁 取 を 命じ られ る 


ー デ ィ ー を 失い 、 シ ョ ッ ク を 受け る スウ ェ ン と シャ ム ス 
に 新た な 任務 が 与え られ た 。 地球 連合 と プラ ント 、 非 同 
盟 中 立国 家 が 共同 設立 し た DSSD が 独自 に 新型 AI の 
開発 に 成功 し た らし い 。 そこ で 軌道 上 に 位置 する DSSD ト 


- の 人 を 討ち 、 コ ー デ ィ ネイ ター を 一 掃 する と | 
トイ ター の 存在 その も の が 受け 容れ られ な く な っ て いた 。 


目 スタ ー ゲ イザ ー、 起動 に 成功 


ロ ャ ス . ョ ン を 身 撃 し 、 新型 AI を 強奪 せ よ と いう の だ 。 


いて いた シャ ム ス は 嬉々 と し て 任務 参加 を 了承 する 。 一 方 
の スウ ェ ン は 、 シ ャ ム ス の 態度 に 違和感 を 覚え る の だ っ た 。 


セレ ー ネ ・ マ ク グ リフ と ソル ・ リ ュー ネ ・ ラ ング が 合流 し た 
DSSD ト ロ ヤ ステ ーション で は 、 地 球 か ら 運 び 込 まれ た 深 宇 
宙 探 査 用 MS 「 ス ター ゲイ ザー] の 軍用 試験 が 開始 され て 
いた 。 新型 AI の 搭載 と 起動 に 成功 し た スタ ー ゲ イザ ー は 、 


人 者 が 固 貴 を 呑ん で 見 守る 中 、 新 型 AI を 搭載 し た 
連用 レー ザー の 照射 地点 に 配備 され : 


続い て 翔 星 間 飛行 に 不可 欠 な 新型 推進 シス テム 「 ヴ ォ ワ 
チュ ー ル ・ リ ュ ミエ ー ル ] の 展開 試験 に 移行 。 レー ザー 発 
振 メ テー ショ ン 「 ア ポロ ン A」 が 放射 され た 加速 用 レー ザー 
を 受け 、 それ を 推進 に 利用 する 加速 実験 に 成功 し た 。 


スウ ェ ン た ち フ ァ ン トム ペイ ン MS 小 
隊 に 、 陸 上 戦艦 ボナ バル ト の 警護 任 
務 が 与え られ る 。 


ザフト 残党 の 嘩 撃 部 隊 、 ボ ナパ ルト を ® 
舞 撃 。 | 


スウ ェ ン た ち 3 人 、 防衛 戦 を 開始 。 
スウ ェ ン た ち 3 人 、 巧み な 連携 で 製 撃 
部 隊 に 対抗 

ブル デュ エル 、 片 腕 に 損傷 を 受け る 。 
ブル デュ エル 、 ケル ペロ スパ クゥ ハ 
ウン ド の 突進 を 受け て 大 破 。 ミュ ー 
ディ ー、 戦死 。 

スウ ェ ン 、 ボナ パル ト の 警護 に 成功 。 
スウ ェ ン と シャ ム ス に 、DSSD が 開発 
し た 新型 AT 奪取 任務 が 下る 。 
スウ ェ ン 、 DSSD ト ロ ヤ ステ ーション に 
移動 を 開始 。 

スタ ー ゲ イザ ー、 起動 に 成功 。 
スタ ー ゲ イザ ー、 新 型 惑星 間 推 進 シ 


ステ ム 「 ヴ ォ ワ チュ ー ル ・ リ ュ ミ エー 
ル ] の 展開 試験 に 成功 。 


e 信 旬 - サ シラ イズ 103-30 」 


機動 戦士 ガン ダム F91 


WE.TIMELINE - 


コス モ ・ バ パ バビ ロン 潜入 


A 


中 04 sD 


コス モ ・ バ ビ ロ ン 潜入 
逃避 行 の 最 中 に 離れ 離れ に な っ て し まっ た セシリー・ 


i フェ アチャ イル ド の 安否 を 気 に 掛 ける シー ブッ ク ・ ア ノー 
| は 、CV (クロ スズ ボ ー ン ・ バ ン ガ ー ド ) の 本 拠 地 と 化し た フ 


ロン ティ ア TV (コス モ ・ バ ビ ロ ン ) へ の 潜入 を 試み る 。 そ 
し て 首尾 よく セシリー と 再会 し た の だ が ……。 


104-25 


3 月 下旬 


目 シー ブッ ク 、 F91 の パイ ロッ ト に 抜 所 


リィ ズ ・ ア ノー の 関 き か ら F91 に 搭載 され た バイ オ ・ コ 
ンピュータ ー の 配線 が 判明 し 、 つ い に 機体 は 起動 可能 に 
な っ た 。 だ が それ で 問題 が 解決 し た わけ で は な か っ た 。 連 
邦 軍 訓 練 生 と 避難 民 を 満載 し て いる スペ ー ス ・ ア ー ク に 
は 、 肝 心 の MS パイ ロッ ト 要 員 が ひと り も いな か っ た の だ 。 


する と ゲリラ を 率い る コ ズ モ ・ エ ー ゲ ス が 、 何 を 思っ た の か 
シー ブッ ク ・ ア ノー に パイ ロッ ト 役 を 強要 し た 。 工科 生 で あ 
り 、 F91 を 手掛け た 博士 (モニ カ ・ ア ノー) の 息子 な ら 機体 
を 操る の も 容易 い だ ろ うと 安易 に 考え た の だ 。 激しく 抵抗 
する シー ブッ ク だ が 、 コ ズ モ は 聞き 入れ よう と し な か っ た 。 


相手 の 都合 や 気持 ち を 考え ず 、F91 の パイ ロッ ト と し て 戦え と 強要 する コ 
ズ モ に シー ブッ ク は 反発 する も の の . コ ズ モ は 耳 を 袋 そう と し な か っ た 。 


それ まで 事態 を 


A 上 導 。 、。 --  - 


用 目 ドレ ル 、 独断 で フロ ンティア I に 党 入 


ロナ 家 に 入っ た セシリー・ フ ェ ア チ ャ イル ド が 女王 ペラ ・ 
ロナ と し て の 立場 を 受け 入れ る か どう か 送 巡 し て いた 頃 、 
その 実弟 で ある ドレ ル ・ ロ ナ は 茜 立 ち を 赴 わ に し て いた 。 フ 
ロン ティ ア V を 制圧 し た CV に と っ て 、 次 に 必要 な の は 鉱 
山 条 星 と 核 融 合 発電 施設 を 擁する フロ ンティア I で ある 。 


と ころ が ロナ 家 当 主 マイ ッ ツ ァ ー・ ロ ナ は 、 ペ ベラ の 存在 を 
国民 に 知ら し め る 「 コ スモ ・ パ ピロ ニア 建国 宣言 の 発布 
まで 侵攻 を 禁じ た の だ 。 実戦 部 隊 を 率い る ドレ ル は 政治 
主導 の 計画 を 承服 し か ね 、 つ い に 部 下 の 制 止 を 振り 切っ 
て フロ ンティア T へ 侵入 し て し まっ た 。 


ドレ ル に 送 任 し て いた ザビ ー ネ ・ シ ャ ル の 部 下 が 独 思 専行 を 止め よう と す 


る が 、 血気 に 違っ た ドレ ル を 抑え 切れ な か っ た 。 


国 つい に フロ ンティア 1 の 


介 ハッ チ に 到着 し た ドレ 


| ル 。 還 下 に 広がる 光 入 
員 | に は 連邦 宴 の 機 叉 は な 


計 <、 役 の 保 攻 の 際 害 と 
な る 要素 は 何 も な いと 


の 。 3 
2 NFTYT 


3 月 下旬 


由 CY、 ス ペー ス ・ ア ー ク に 接近 


ドレ ル 率 いる CV 部 隊 が フロ ンティア T へ の 侵攻 を 開始 
し た 頃 、 コ ロニ ー 内 で は 抵抗 派 ] と 呼ば れる 民間 ゲリラ が 
スペ ー ス ・ ア ー ク に 集結 し て いた 。 CV に 対抗 で きる 戦力 を 
か き 集 め る た め に コ ズ モ が 招集 を 掛け 、 呼び か け に 応え た 
義勇 兵 や 連邦 軍 残 沈 部 隊 が フロ ンティア ・ サ イド 各地 か ら 


| モ フ 
| せ た ま 移動 し て いた 。 


そん を スペ ー ス ・ ア ー ク に 
括 抗 派 が 祭る と 集結 。 彼ら 
の 不 自然 な 動き が 、 コ ロ 
ニー 内 に 信 入 し た ドレ ル 隊 
の 目 を 引く こと に な っ た 。 


用 の シー ト を 被 


続々 と 結集 し つつ あっ た の だ 。 し か し その 様子 は CV の 目 を 
引く こと と な り 、 スペ ー ス ・ ア ー ク の 停泊 場所 が 発覚 し て し 
まっ た 。 艦長 の レア リー・ エ ド ベ ペリ は 艦 の 後退 を 試み よう と 
する が 、 抵 抗 派 が 乗 散 し つつ ある 状態 で は 移動 も まま な ら 
な い 。 その 間 に も CV の MS 部 隊 が 接近 し つつ あっ た 。 


周辺 を 剛 査 し て いた ドレ ル 
本 の うち の 1 機 が スペ ー ス ・ 
アー ク の 直上 を 通過 。 限 
下 の 不 自然 な 様子 に 疑問 
を 拘 き 、 山 栓 を 続行 し た 。 


リィ ズ の 関 き か ら 、F91 の 起動 が 可能 
に な る 。 


コ ズ モ 、 シ ー ブ ッ ク に F91 の パイ ロッ ト 
を 強要 する 。 

ザビ ー ネ . シ ャ ル 、 ベラ の 教導 役 に 抜 
握 さ れる 。 


ベラ 、 ロ ナ 家 の 女王 と し て の 立場 を 
受け 入れ る か どう か で 須 巡 する 。 


ドレ ル 、 独断 で フロ ンティア 1 に 侵入 。 
コロ ニー 制圧 行動 を 開始 する 。 
抵抗 派 、 コ ズ モ の 呼び か け に 応え て 
スペ ー ス ・ ア ー ク に 集結 。 


ナディ ア 、 ス ペー ス ・ ア ー ク に 乗艦 。 
セシリー の 行方 を 捜索 する 。 


CV、 スペ ー ス ・ ア ー ク に 接近 。 


「 ガ ンダ ム 」 の 名 を 冠 す る いわ れ 


配備 され 
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コス モ ・ バ パ ビ ロ ン 港 入 . 
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四 シー ブッ ク 、 F91 で 出納 


CV の 朋 撃 に 備え て 安全 な 場 有 避 し よう と し て いた 
シー ブッ ク を 、 メカ ニッ ク の グル ス ・ エ ラス が 制止 し た 。 F91 
で 出撃 し 、 敵 の 目 を 引き つけ ろ と いう の だ 。 する と 話 を 小耳 
に 挟ん だ 友人 の サム ・ エ ル グ が シー ブッ ク を 押し の け て 、 ユ 


クビ ピッ ト に 収 ま ろ うと し た 。 仲間 か ら こ れ 以 上 の 犠牲 を 出さ 
ブッ ク が 乗ら な いな ら 自分 が 乗る と 決意 
その 姿 が 死に 急い で いる よう に 見 え 、 や む 
ク は コク ピッ ト に 潜り 込ん だ 。 


昔 場 で は 常に 予 要 外 
の 出来 事 が 起こ りう る 
も の だ ーー その こと を 
身 を も っ て 知っ た ドレ ル 
は 、 悔し を 噛み し め つ 
上 つ 衝 退 し て いる 。 


は じ め て の 実戦 を こなし て 自信 を 付け た ッ ク は 大 
胆 な 行動 に 打っ て 出 た 。 CV が 占拠 する フロ ンティア IMV に 
潜 人 し よう と 考え た の だ 。 フロ ンティア IV か ら の 人 逃避行 の 
途中 で セシリー と 難 れ 離れ に な っ て し まっ た こと が 脳裏 か 


剛 き 込み を 開始 し た シー ブッ ク は すぐ に 展 か され る こと に な る 。 市 民 は セ シ 
リー を 「 ロ ナ 家 の 女 ] と 呼び 、 徐 鑑 も いく は 嫌悪 し て いた か ら た だ. 


シー プッ ク 、 ャ シリ ー 


ら 消 え 去 ら ず 、 ど うし て も セシリー の 行方 を 知り た か っ た の 
だ ろう 。 と は いえ こん な 大 胆 な 計画 を 承認 する 者 な どい る 
は ず も な い 。 そ こ で シー ブッ ク は 独断 で F91 を 起動 。 コス 
モ ・ パ ピロ ン と 名 を 変え た フロ ンティア IV に 向かっ た 。 


一 計 を 案じ た シー ブック 
は 電気 工事 の 作業 員 
に 変装 。 周囲 の 目 を 援 
い 小 りな が ら 、 セ シリ ー 
(ベラ ) が いる 5 し い 務 
館 に 潜入 し た 。 


(ベラ ・ ロ ナ ) と 再会 


マイ ッ ツ ァ ー の 唱え る 「 コ スモ 貴族 主義 」 は 理想 論 に 聞 
こえ ぇ る が 、 連 邦 軍 の 愚 挙 も 許し が た い 。 つい に ペラ は 女王 
の 立場 を 受け 入れ 、 ロナ 家 の 一 員 と な る こと を 決意 。 その 
証 と し て 自ら の 手 で 髪 を 断ち 切り 、 同時 に 過去 の 想い を 払 

屯 を 決し た か の よう に 自ら 可 

を 切る ベラ 。 一 房 切り と 

きれ る ご と に 、 補 女 の 中 で 

何 か が 変わ っ て いく 、 功 と 

共に ペラ は 普 の 自分 を 切り 
で 


そん な 彼女 の 前 に 突如 、 
ブック が 容 を 現し . 
フェ アチャ イル ド の 銃撃 で 死 


目 シー フック 、 負 質 館 か ら 肖 中 


拭 し よう と する 。 と ころ が その 決意 を 揺るが す 事 態 が 起こ っ 
た 。 何者 か の 視線 を 感じ た ベラ が 窓辺 に 目 を や る と 、 そ 
こ に 懐か し い シー ブッ ク の 姿 を 見 つけ た の だ 。 ベラ の 手 を 
シー ブッ ク は いっ し ょ に 逃げ よう と する の だ が … 


コス モ 貫 旋 主 義 の 理 組 と 
連邦 軍 の 里 行 を 目の当たり 


双 ぎ を 聞き つけ た ザビ ー ネ が 室内 に 乱入 、 や む な く シー 
ブッ ク は ベラ と 共に 逃げ る の を 諦め 、 迎 害 館 の 外 に 飛び 
出し た の だ っ た 。 一 方 、 残さ れ た ベラ は 複雑 な 表情 を 浮か 
べ な が ら も 、 女王 に な る 決心 が 揺らぐ こと は な か っ た 。 髪 と 


共に 過去 を 断ち 切っ た ペラ は すでに ロナ 家 の 人 間 だ っ た 
の だ 。 そん な 孫娘 の 姿 が マイ ッ ツ ァ ー に は な に より 嬉し か っ 


ィ ー ネ が ドア を 打ち 破っ て 乱入 、 問 答 無用 で 発 
ブッ ク も ひと り で 用 直す る し か な か っ た 。 


女 な り の 誠意 だ っ た の 
か も し れ な い 。 


U.C.0123 
3 月 下旬 


シー ブッ ク 、 F91 で 出撃 。 


シー ブッ ク 、 ド レル の MS 部 隊 と 交戦 。 
後退 させ る こと に 成功 する 。 


ヘリ ウム 3 輸送 用 大 型 艇 サウ ザン ズ ・ 
ジュ ピタ ー、 地球 園 に 帰 思 。 


CV、 サウ ザン ズ ・ ジ ュ ピ ター が 保有 す 
る ヘリ ウム 9 を 譲渡 され る 。 
シー ブッ ク 、 独断 で F91 を 起動 。 


シー ブッ ク 、 コス モ ・ パ バビ ロン ( 元 フ ロ 
ンティア M) に 潜入 。 


シー ブッ ク 、 迎 寅 館 に 潜入 。 


シー ブッ ク 、 セシリー (ベラ ) と 再会 。 


セ シ ! 
を た め . 


シー ブッ ク の 逃亡 の 申し 出 


ザビ ー ネ 、 シ ー ブ ッ ク の 潜入 に 気付 く 。 
シー ブッ ク 、 迎 寅 館 か ら 逃 走 。 


利通 ・ サ ン ラ イズ 104-26 
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アル タネ イ テ ィ ヴ 社 で の 攻防 


(x) 本 04 SHEET D2 


アル タネ イ テ ィ ヴ 社 で の 攻防 


逃避 行 の 最 中 、 精 神 に ダメ ー ジ を 受け た ティ ファ ・ ア 

ディ ー ル を 介抱 する た め 、 ガ ロー ド ・ ラ ン は フリ ー デ ン 

に 投降 し た 。 し か し フリ ー デ ン も 安全 な 場所 で は な か っ 
ーー た 。 言葉 巧み に 接近 し て きた MS 乗り (オル バ ・ フ ロス 
ト ) が 、 ティ ファ を 誘拐 し て し まっ た の だ 。 


四 カロ ー ド 、 バ ルチャ ー に 追い つめ られ る 


ティ ファ の 協力 も あっ て フリ ー デ ン か ら の 追手 (ガン ダム 
エア マス ター と ガン ダム レオ バル ド ) を 振り 切っ た ガロ ー ド 
危機 が 去っ た わけ で は な か っ た 。 ガン ダム X の 出現 


を 察知 し た 情報 屋 が 手近 な MS 乗り に 接触 。 ガン ダム X 
の 腕 だ け で も 高値 で 売れ る と 吹聴 し た の だ 。 その 結果 、 ガ 
ロー ド は 無数 の MS に 追わ れる 羽目 に 陥っ て し まっ た 。 


一 連 の 動向 を 物 険 か ら 探っ て いた 情報 屋 が その 情報 を 他 の バル チャ ー に 
売り 渡し 、 ガン タム X 出 現 の 報せ は 里 く 間 に 撤 艇 する こと に な っ た 。 


4 月 12 日 


トト 
ピーン ーー 
に = = モ 。 


機体 の 一 部 を 手 に 入れ た 
ププ ミ だ け で も 一 財産 が 約束 さ 
a れる と あっ て 、 或 に 目 の 誌 


3 血 


半 ガロ ー ド 、 サテ ライ トキ ャ ノン を 使う 


ガン ダム X を 巡る 戦い は 混戦 の 様相 を 幕 び 始め た 。 
MS 乗り は ガン ダム X が 目的 の は ず な の だ が 、 破 壊さ れ た 
機体 を 條 っ て 第 2、 第 3 の 小競り合い が 発生 。 英 も 味方 も 


な い 状 態 に な っ て し まっ た の だ 。 する と これ まで 事態 を 静 
観 し て いた ティ ファ が 何 か に 精神 を 集中 し 始め 、 そ れ に 応 
える か の よう に ガン ダム X が 真 の 力 を 名 わ に し た 。 


東畑 し た パー ツ を 窒 い 
ルチャ ー の 戦 財 

が そこ か し で 発生 し 、 
電場 は 敵 も 味方 も な い 

| 状態 に 史 っ て し まっ た 。 


この まま で は ティ ファ に 
も 量 が 及ぶ と 係る ガロ ー 
ド 。 だ が 当 の ティ ファ は 
冷 都 な 様子 で 、 情 神 を 
集中 させ て いた 。 


4 月 12 晶 


ティ ファ の カ で サテ ライ ト 
シス テム が 起動 。 ガ ンダ 
ム X が 背 名 の キャ ノン 砲 
(サテ ライ トキ ャ ノン ) を 展 


サテ ライ トキ ャ ノン の 大 
予想 以 


半 が ロー ド 、 フ リー デン に 投降 する 


サテ ライ トキ ャ ノン の 一 撃 で MS 乗り は 撃退 し た も の の 、 
その 代償 も 甚大 だ っ た 。 ティ ファ が 、 死 の 間際 の MS 乗り 
が 発し た 恐怖 と 苦痛 に シン クロ し 、 その 負荷 に 精神 が 耐え 


られ な く な っ て し まっ た の だ 。 編 倒 し た ティ ファ に 成す 術 の 
な い ガ ロー ド に 対し 、 彼 女 の 状 況 を 察し た ジャ ミル ・ ニ ー ト 
は 単身 で ガン ダム X を 制圧 。 カロ ー ド は 捕まっ て し まう 。 


び も 束の間 、 テ ィ フ ァ が 悲 中 を 上 げ 始 め た 。 
こと で 命 を 落と し た 者 の 精神 同軸 し て し まっ : 


サテ ライ トキ ャ ノン が 電 射 


に 接近 。 コク ピッ ト の 緊急 
且 半 装置 作動 させ て ガン 
ダム X を 停止 させ 、 ガ ロー ド 
に 銃 を 突き つけ た 。 


ガロ ー ド 、 テ ィ フ ァ の 協力 に よっ て フ 
リー デン の 追手 か 5 ら 逃走 。 


情報 屋 が ガン ダム X 出 現 の 報せ を 拡 


無数 の モビ ルス ー ツ 乗り が ガン ダム X 
を 追撃 。 
ガン ダム X を 巡る 戦い が 混戦 化 。 


ティ ファ 、 ガ ンダ ム X の サテ ライ トキ ャ 
ノン を 起動 させ る 。 


ガロ ー ド 、 サテ ライ トキ ャ ノン を 発射 。 


MS 乗り 、 一 掃 さ れる 。 


ティ ファ 、 精 神 的 な ダメ ー ジ か ら 皆 倒 。 


ガロ ー ド 、 
に 、 フ リ 


ティ ファ の 安全 と 引き 換え 
ン に 投降 。 


サテ ライ トキ ャ ノン の 発射 条件 


| 新選 ガン ダム X 
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目 オル バ 、 ome rme 


ティ ファ を 回 収 し た フリ ー デ ン に 、 オル バ ・ フ ロス ト と 名 乗 異 だ っ た 。 オル バ の 兄 (シャ ギア ・ フ ロス ト ) は ティ ファ を 監 
る MS 乗り が 転がり 込ん で きた 。 バル チャ ー の 追撃 か ら 逃 。 禁 し て いた アル タネ イ テ ィ ヴ 社 と 密か に 通じ て お り 、 オル バ 
れる た め に 協力 し て 欲し いと いう の だ 。 だ が これ は 巧妙 な の 狙い は ティ ファ の 奪還 に あっ た の 


オル バ 、 フリ ー デ ン に 助け を 求め る 。 


オル バ 、 ティ ファ に 薬 を 使い 、 容態 が | 
悪化 し た よう に 見 せる 。 


だ が オル バ の 狙い は ティ 
ファ の 奉還 に あっ た 。 深 
夜 、 テ ィ フ ァ の 眠る 一 室 
に 忍び 込ん だ オル パ は あ 
る 薬 を 打つ 。 その 直後 、 
ティ ファ の 傘 郊 は 突 類 悪 
化し た が 、 こ れこ そ オ ル バ 
の 狙い だ っ た 。 


GOES ニア ーーー 
目 オル バ 、 ティ ファ を 議 拐 


ティ ファ の 容態 が 急変 し た が 、 フ リー デン に は 充分 な 医 を 招く こと に な っ た 。 特に フリ ー デ ン と 備 兵 契約 を し て 
療 設備 が な い 。 や む な く 艦長 の ジャ ミル ・ ニ ー ト は アル タネ ウィ ッ ツ ・ ス ー と ロア ビィ ・ ロ イ は 猛 反 発 。 女 ひ と り ( 
イ テ ィ ヴ 社 へ の 奇襲 を 決定 する が 、 こ れ が 乗組 員 の 反発 し て 命 を 危険 に 晒す つも り は な いと 艦 を 降 リ て し まっ た 。 


ジャ ミル 、 ア ル タ ネ イ テ ィ ヴ 社 へ の 奇 
要 を 決定 。 


ウィ ッ ツ と ロア ビィ 、 フ リー デン か ら 離 | 


TT TT 3 は いた も の の 脱 する 。 


ル の 判断 で フリ ー デ ン は 邊 を 一 時 的 に 保護 する こと に し た 。 


オル バ 、 テ ィ フ ァ を 誘拐 。 アル タネ イ | 
ティ ヴ 社 に 向かう 。 


フリ ー デ ン 、 シャ ギア か 5 襲撃 され る 。 


ガロ ー ド 、 サテ ライ トキ ャ ノン を 発射 。 


ティ ファ 、 ガロ ー ド に 救出 され る 。 


ガロ ー ド 、 フリ ー デ ン の 一 員 に な る 。 


フリ ー デ ン の 戦力 が 低下 し 
た 今 こそ 好機 と 見 て 取っ た 
オル バ ザ 本 性 を 名 星 。 ティ 
ファ を MS (ガン ダム アシ ュ 
タロ ン ) で きら い 、 フ リー デ 
ン か ら 入 走 し た 。 


ガロ ー ド 、 集団 生活 に 馴染 め ず に 失 | 
敗 す る 。 ' 


ガロ ー ド 、 名 準 挽 回 の た め に 旧 連 邦 
軍 動 力 施設 に 潜入 。 [ ) 


動力 施設 、 爆 発 。 ガロ ー ド の 救出 に 
向かっ た ジャ ミル が 負傷 。 


| フリ ー テ デン 、 シャ ギア か ら 製 撃 さ れる 
アル タネ イ テ ィ ヴ 社 の 強 製 作戦 を 援軍 の パル チャ ー と て いた シャ ギア ・ フ ロス ト の MS 部 隊 に 急 前 を 避け る 。 その 


練っ て いた 矢先 、 オ ル バ に よっ て ティ ファ が さら われ て し ま 危機 に 、 テ ィ ファ を 助け よう と する ガロ ー ド の 想い を 浪 ん だ 
う 。 その タイ ミン グ と 呼応 し 、 ア ル タ ネ イ テ ィ ヴ 社 に 取り 入っ ジャ ミル は 、 ガン ダム X で 出撃 させ る の だ っ た 。 


イト キャ ノン の 使用 を 指示 し た 。 


ーー 方 、 アル タネ イ テ ィ ヴ 社 は か つ 
て の 吾 乱 で 笑 を 振る っ た 大 弄 
MA グラ ンティー キネ を 投入 。 圧 人 
的 な 火力 を 使っ て フリ ー デ ン 替 
7 区 ぎ 払 お うと する 。 


四 疫 。 フロ スト 兄弟 が 才 退 
ーー 方 、 ガロ ー ド は ティ ファ を 助け る 
こと が で きた の だ 


目 が ロー ド 、 フリ ー デ ン の 一 員 に な る 


ティ ファ の 奪回 に 成功 し た ガロ ー ド は その まま フリ ー デ ン を 気 に 掛 け て 失敗 し て し まう 。 これ で は だ め だ と 奮起 し た 
に 籍 を 置く こと に な っ た 。 だ が ひと り の 生活 が 長かっ た せ ロー ド は 単独 で 旧 連 邦 軍 動力 施設 に 潜入 。 DR 
いか 集団 生活 に 馴染 め ず 、 作業 中 も ティ ファ の こと ば か り 材 を 持ち 帰り 、 名 汰 挽回 を 図 ろう と し た の だ が ……。 


功 け 付け た ジャ ミル の 助け 
も あっ て な ん と か 脱出 に 成 
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月 面 の 激戦 


MS バイ ロッ ト と し て の 自信 を 失い か けた コウ . ウ ラキ を 
立ち 直ら せ た 元 ・ 


公国 軍人 ケリ ィ ・ レ ズ ナ ー。 世 が 世 な 


ら ふ た り は 良 ギ 友人 に な っ た だ ろう 。 だ が 新た な 戦乱 の 


| 
] 
| 
」 予兆 が ふた り に も 影響 を 及ぼ し 、 つ い に コ ウ と ケリ イィ は 
| 戦わ ざる を 得 な く な っ て し まう の だ っ た 。 ] 


目 ケリ ィ 、 シー マ と 接触 する 


コウ が ケリ ィ の ジャ ンク 性 に 身 を 寄せ た の と 時 を 同じ くし 
て 、 ある 女性 が ケリ ィ に 接触 を 図っ て きた 。 民間 人 に 変装 


で ある 。 ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ に 目 を 付け た シー マ は 言葉 巧み に 
ケリ ィ を 誘導 し 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト へ の 参加 を 促す 。 だ が 
彼女 が 欲し て いた の は 機体 だ け だ っ た の が eC 


ケリ ィ の 保有 する ヴァ ル ・ ヴ : 
を 終え る こと が で きれ は デラ 


目 コウ 、 ケ リィ と 衝突 する 


re 
む 道 で あり 、 役 

事 で 了承 し て いる 。 

が 真 に 望ん で いる の は 機 
体 だ け で 、 隻 腕 の 戦士 な ど 
] 必要 と し て いな か っ た 。 


ケリ ィ と の 静か な 暮らし を 望む ラ ト ー ラ ・ チ ャ ブラ の 気持 ち 
を 知っ て し まっ た コウ は 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト へ の 参加 を 表明 
し た ケリ ィ を 押し と ど め よう と し た 。 だ が 原 隊 を 出 寿し た 兵 


士 の 言葉 で は 、 彼 を 崩す に は 至ら な い 。 つい に 説 
得する 術 を 失っ た コウ は 、 慎 り の まま に ケリ ィ に 殴り 掛か る 
の だ か 、 徳 を 止め る に は 至ら な か っ た 。 


い フ 
ト へ の 参加 を 引き 止め 
よう と する の だ が ……。 


人 | 


そん な コウ を ケリ ィ は 
「 仙 け 犬 」 意気地 な 
し 」 と 評 し 、 聞 こう と し 
な い 。 一 方 の コウ 自身 
も ケリ ィ に 言い 返す こ 
と が で き な か っ た 。 し | 


ジャ ンク 屋 を 追い 出さ 
| れ て 市 和 地 を きま よっ 
コウ | と 


ジャ ンク 屋 に 戻っ た コウ 


11 月 4 日 


目 フル バー ニア ン の トラ イア ル が 開始 され る 


ケリ ィ と の 問 の けじめ を つけ た コウ は 、 決 意 も 新た に アル 
ビオ ン 隊 に 復 隊 。 パイ ロッ ト が 戻っ た こと で 、 改修 され た ガ 
ンダ ム 試 作 1 号機 の トラ イア ル が 開始 され る こと に な っ た 。 


わだかまり が 吹っ切れ た コウ は フル 
で の 秋 屈 し た 姿 が 唆 の よう に 、 機 体 を 軽々 と 操 線 し て みせ た 。 


ン の トラ イア ル に 参加 。 これ ま 
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空間 機動 用 ユニ バー サル ・ ブ ー ス ター が 追加 され 、 新 た 
に 「 フ ル バ ー ニ アン 」 の 名 を 与え られ た 1 号機 は 、 予 想 され 
た 数 値 を 上 回 る 好成績 を 叩き 出し た の だ っ た 。 


納 F の 人 を 


それ より ニナ が 糖 し か 


ケリ ィ 、 フ ォ ン ・ ブ ラウ ン に 潜入 し た 
シー マ と 接触 。 


ケリ ィ 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト へ の 参加 を 
求め られ る 。 

コウ 、 ケ リィ を 引き 留め よう と し て 衝突 。 
コウ 、 ジャ ンク 屋 を 飛び 出す 。 

コウ 、 ニナ ・ パ ー プ ルト ン と 再会 。 
コウ 、 ケ リィ と の けじめ を つけ る た め 、 
ジャ ンク 屋 へ 戻る 。 

コウ 、 アル ビオ ン 隊 へ 復 隊 。 


ガン ダム 試作 1 号機 フル バー ニア ン 
の トラ イア ル が 開始 され る 。 


フル バー ニア ン 、 予 想 数 値 より も 159% 
を 超え る 結果 を 記録 。 


ガト ー か が か ら の メッ セー ジ 
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es 


11 朋 4 日 
園 ケリ ィ 、 ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ で 出撃 


シー マ の 部 下 ク ルト が 放っ た 不用 意 な 一 言 か ら 自分 が 
騙さ れ て いた こと に 気付 いた ケリ イ は 、 単独 で ヴァ ル ・ ヴ ァ 
口 を 起動 。 


な っ て いた 中 宙 港 か ら 出撃 し た 。 た と え 隻 腕 で あっ て も 、 
戦士 と し て の 能力 は 衰え て いな いこ と を 示し て や る 一 一 そ 


絶望 の 面持ち で 見 守る ラ ト ー ラ を 残し 、 廃 域 と れ は MS パイ ロッ ト と し て の 意地 に ほか な ら な か っ た 。 


か 
"| 
ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ の パイ ロッ ト は 自分 だ と いう クル ト の 言葉 か ら 、 自分 が 必要 と 
され て いな いこ と を 悟っ た ケリ イ は 、 独 也 で 機体 を 動か し た 。 


略 コウ 、 ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ と 交戦 


フォ ン ・ ブ ラウ ン を 人 質 に し て フル バー ニア ン と の 対戦 を 
求め る ケリ イ を 止め る べく 、 ひ と り で 出撃 し た コウ 。 し か し ど 
ん な に 説得 し て も ケリ イィ は 聞く 耳 を 持 と うと せ ず 、 コ ウ に も 


攻撃 を 仕掛 け す て く る 。 やむなく 反撃 を 試み る コウ だ が 、 踏 
踏 し な が ら の 攻撃 で は 敵 う は ず も な い 。 ケリ ィ の 信念 の 前 
に 、 コウ の 願い は 授 き 消さ れつ つ あ っ た …… 


圧倒 的 な 機動 性 と 火力 を 
誇る ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ を 前 に 
R 


フル バー ニア ン の パイ ロッ ト が コウ だ と 知っ て も ケリ ィ は 
か っ た 。 埋 十 の ブラ イド に 薄 け て 、 徐 は 負け る わけ に 


コウ 、 ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ を 撃破 


ン の 動き を 止め 、 と ど 


プラ ズ マ ・ リ ー ダ ー で フル バ 、 
め を 刺し に か か る ケリ ィ 。 だ が そこ に 思わ ぬ 伏 兵 が 乱入 し 
た 。 コウ が 戦っ て いる と 知ら され た ニナ が 単身 で 駆け 付け 
ヴァ ル ' ヴ ァ ロ の プラ ズ マ 


| で 身動き の 取れ な い フ ル / 
3 ニナ が 操る 小型 


た の だ 。 彼女 の 声 が ケリ ィ の 隙 を 生み 、 さら に 擬 護 に 入っ 
ッ ク ・ キ ー ス が プラ ズ マ ・ リ ー ダ ー を 破壊 し た の だ が 、 
流れ 弾 が ニナ の ボー ト を 吹き 飛ば し て し まっ た 。 

最 節 の 人 が 翌 地 に 始 っ た 姿 が コ 


ウ の 中 で 何 か を 変え 、 ケ リィ と 紙 
う 決意 を 生み 出さ せ た 


ン の | 


不用 意 に 戦場 に 飛び 出し た こ ; 
と が 淡い し 、 ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ か ら 
の 機銃 提 時 を 受け た ポー ト は 
大 硫 。 ニナ も 船 に 放り 出さ れ 
て し まっ た 。 


同 午 の キー ス の 援護 で プラ ズ | 
ー ら 脱し た フル バー 
ニア ン は 、 相 手 の 隊 を 突い て 思 
急 接近 。 ビー ム ・ サ ー ベ ル を 
馬力 部 に 突き 立て た 。 


ア 11 月 4 日 _ 
目 コウ 、 ニナ に 気持 ち を 打ち 明け る 


びより も 、 コ ウ の 心 を 占め て いた の は ニ 吐 圭 で きた の で ある 。 ニナ も これ に | さま ざま な すれ 違 
い の 果て に ふた り は 心 を 通じ 合わ せ た の で ある 。 し か し ふた 
り の 想い な ど 関 係 な く 、 時 代 は 緊張 感 を 増し つつ あっ た 。 


1 っ 
う 
株 


Cd 


れ な い 別 の 男性 の 涼 が あっ 
た の だ っ た ……。 


た コウ は それ まで の 再 気 な 態度 を 振り 捨て 、 自 分 の 気 
持ち を 打ち 明け る 。 する ヒ ニ ナ も それ に 応え た の だ っ た 。 


ケリ ィ 、 ク ルト の 失言 か ら シ ー マ の 本 
心 に 思い 至る 。 


ケリ イィ 、 ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ で 出撃 。 

クル ト 、 シー マ の 超 り を 買い 、 ケリ ィ に 
討た れる 。 | 
ケリ イィ 、 ア ルビ オン に 通信 を 入れ 、 フ 
ル バ ー ニ アン と の 決着 を 申し 入れ る 。 
コウ 、 フル バー ニア ン で 出撃 。 

コウ 、 ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ と 交戦 する 。 
フル バー ニア ン 、 プ ラズ マ ・ リ ー ダ ー 
で 動き を 阻害 され る 。 | 
ニナ 、 コ ウ と ケリ ィ の 戦い に 割り 込む 。 

キー ス 、 プラ ズ マ ・ リ ー ダ ー を 破壊 。 

ニナ の 搭乗 し て いた ボー ト が 被弾 


コウ 、 接近 戦 で ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ を 撃破 
する 。 


ケリ ィ 、 ヴ ァ ル ・ ヴ ァ ロ と 運命 を 共に 
する 。 


コウ 、 ニナ を 発見 、 救出 する 。 
コウ 、 ニナ に 気持 ち を 打ち 明け る 。 
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ADTINELINE 


ッ ツイン ドラ イヴ の カ 


本 04 se 11 


メイ ンド ライ ヴ の カ 
アロ ウズ が 衛星 兵器 メメ ント モリ を 投入 し た こと で 戦 


乱 は 全 世界 規模 に 拡大 。 反 政 府 組織 カタ ロン は 攻勢 に 
打っ て 出る こと を 決定 する 。 CB も メメ ント モリ 攻略 に 乗 


り 出 す が 、 戦い の 最 中 、 莉那 ・F・ セ イエ イ が 駆る ダブ ル 
オー ライ ザー が 不可 解 な 力 を 発揮 する の だ っ た 。 
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還 カタ ロン と CB、 メメ ント モリ へ の 攻撃 を 決定 


メメ ント モリ に よる 衛星 軌道 上 か ら の 砲撃 に よっ て 、 反 
連邦 国家 の 介 先 鐘 ス イー ル 王 国 は 消滅 。 報告 を 受け た 
カタ ロン 中 東 支部 の リー ダー、 クラ ウス は 、 カ タロ ン が 保有 
する 全 宇 宙 戦 力 を メメ ント モリ 攻略 に 投入 する こと を 決定 
し た 。 CB (ソレ スタ ルビ ー イ ング ) に も スイ ー ル 王国 消滅 


メメ ント モリ を 放置 すれ ば 第 2、 第 3 の スイ ー ル 王国 が 生ま れる の は 明らか 
で ある 。 その 間 劇 を 知 け る た め 、 クラ ウス は メメ ント モリ 攻略 を 決定 し た . 


の 報 が 届き 、 ス メラ ギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ は メメ ント モリ 攻略 ミッ 
ショ ン を 提示 する 。 する と ミー ティ ング に 参加 し た ティ エリ 
ア ・ ア ー デ か ら 意 外 な 事実 が 明らか に され た 。 連邦 と アロ 
ウズ の 背後 に は 「 イ ノ ベ イ ター] と 呼ば れる 存在 が 存在 し 
て お り 、 すべ て は イノ ベイ ター の 差し 例 で ある と いう の だ 。 


メメ ント モリ に つい て の 
悪 は CB も 同様 だ っ 
た が 、 テ ィ エリ ア の 情 
報 は それ 以上 の 衝 繋 
と な っ た 。 倒す べき 相 
手 は アロ ウズ で は な く 
イノ ベイ ター で ある こと 
が 判明 し た 


昌 目 アロ ウズ 、 CB 施設 を 強襲 


メメ ント モリ 攻略 を 急ぐ CB の 秘密 施設 が 攻撃 を 受け 
た 。 CB の 施設 を 特定 し た アロ ウズ が 強襲 を 仕掛 けた の 
だ 。 この まま で は 作戦 に 支障 が 生じ る と 判断 し た スメラギ 
は プトレマイオス 2 の 退避 を 急 が せる が 、 す で に アロ ウズ の 
MS 部 隊 は 問 近 に 接近 し て お り 、 ダ ブル オー ガン ダム を は じ 


応戦 に 向かっ た 凍 政 た ち が ア ヘッ ド 部 隊 に 手間 取っ て いる 間 に 、 長 旗 区 
独 撃 の 準備 ッ サ が プトレマイオス 2 へ の 直接 攻撃 成功 し た 


め と する 機体 が 懸命 に 援護 し て も 脱出 は 思う よう に 進ま な 
い 。 そし て つい に ガ デ ッ サ の GN ラ ンチ ャ ー が プ ト レ マ イ オ 
ス 2 を 紀 き 、 格納 庫 に 被害 が 生じ て し まう 。 被害 状況 の 確 
認 に 向かっ た 沙 慈 ・ タ ロス ロー ド は 、 重傷 を 負っ た イア ン ・ 
ヴァ ステ ィ か ら オ ー ラ イザ ー を 証 さ れ た の だ っ た 。 


格納 庫 の 流 害 を 確 認 


| 軒 沙 慈 、 アロ ウズ と の 戦闘 に 参加 


プトレマイオス 2 を 守り な が ら で は 思う よう に 動け ず 、 苦 
戦 を 強い られ る 章 那 ・ ド ・ セ イエ イ 。 する と 戦場 に オー ライ 
ザー が 参入 し 、 ダ ブル オー ガン ダム の 援護 を 始め た 。 イア 
ン の 頼み を 無 下 に で きず に いた 沙 慈 が 、 意 を 決し て 出撃 し 
た の だ 。 これ に は 剃 那 も 驚か され た が 、 今 は 事情 を 問い 質 


の アー 


ー | 沙 閑 が 自分 の 意志 で 戦場 
| に 出 て きた こと に 数 く 間 
だ っ た が 、 す ぐに 気 を 取り 


直す と オー ライ ザー と の ドッ 
キン グ e 試 みた 。 


変 角 ライ ヴ の 
同調 に も 成功 し た 。 


し て いる 場合 で は な く 、 2 機 が ドッ キン グ し て ダブ ルオ ー ラ イ 

ザー と な っ た 。 これ に よっ て ツイ ンド ライ ヴ が 安定 し 、 剰 那 は 

トラ ン ザ ム を 発動 させ る 。 する と ダブ ルオ ー ラ イザ ー を 中 心 

に 大 量 の GN 粒 子 が 開放 され 、 その 影響 で 戦場 は 敵 味方 
の 意識 が 共有 され る 空間 へ と 変貌 し た 。 

続い て 須 那 は トラ ン ザ ム を 

。 ツイ ンド ライ ヴ カ ら 放 

出さ れる 圧倒 的 な GN 粒子 

を 虹 使 し て 形勢 逆転 を 狙う 


ツイ ンド ライ ヴ に よる トラ ン 
ザム は CB の 面々 が 予想 も | 
し て いな か っ た 効果 を 発揮 | 
し 、 戦場 は 貢 味 方 の 意識 
が 共有 され る 空間 へ と 変 
わっ た の だ っ た 。 


カタ ロン 、 メ メン トモ リ へ の 攻撃 を 決定 。 


スメラギ 、 メメ ント モリ 攻略 ミ 
提案 。 


ン を 


ティ エリ ア 、 CB の 面々 に イノ ベイ ター 
の 存在 を 明らか に する 。 

CB、 メ メン トモ リ 攻 略 ミッ ショ ン を 開始 。 
アロ ウズ 、 CB 秘密 施設 を 強襲 。 
プトレマイオス 2、 退避 中 に 被弾 。 
沙 惹 、 イ アン か ら オ ー ラ イザ ー を 託さ 
れる 。 

沙 慈 、 オー ライ ザー で 出撃 。 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム 、 オ ー ラ イザ ー と ドッ 
キン グ 。 ダブ ルオ ー ラ イザ ー と な る 。 


剃 那 、 ト ラン ザム を 発動 。 


トラ ン ザ ム の 影響 で 、 意 識 共 有 空 間 
が 形成 され る 。 


| 本戦 ガン ダム 00_ 
ツイ ンド ライ ヴ の カ 


山 TMHME 


[W | mM04 wm 


半 利 那 、 が デ ッ サ を 軸 破 


トラ ン ザム を 発動 し た ダブ ルオ ー ラ イザ ー( ト ラン ザム ライ 
ー) は 圧倒 的 な 機動 力 を 発揮 し て 迫り 来る ブリ ング ・ ス 
タビ ティ の ガラ ッ プ を 一 躍 。 さら に リヴ ァ イ ヴ ・ リ パイ バル の 
ガ デ ッ サ の 迎撃 に 向かっ た 。 リヴ ァ イ ヴ も 果敢 に 反撃 を 行 


2 
か 


アノ 


接近 する トラ ン ザ ムラ イザ ー 


"| トラ 2 こ ダ 


次 の 明 間 、 ト ラン ザ 
ザー は 科 子 と 化し て 消 濾し 、 
後に は 目標 を 見 失っ た 方 


い 、 ピ ビームサーベル の 一 繋が トラ ン ザ ムラ イザ ー を 切り 裂 
いた か に 見 えた 。 だ が 次 の 瞬間 、 ト ラン ザム ライ ザー は 粒 
子 の よ 散 。 さら に 驚 憶 する リヴ ァ イ ヴ の 目前 に 出現 
し 、 ガ デ ッ サ を 一 刀 の 下 に 斬り 裂 いた 
する と いつ の 問 に か 、 トラ ン 
サム ライ ザー は ガ デ ッ サ の 


青 後 に 出現 。 
手 に 攻撃 を 仕掛 けた 。 


理解 で き な か っ た 


目 沙 交 、 利 下 と 箱 突 


a A 
、 一 同 は 胸 を 撫で 下ろ す 。 し か し 帰 艦 し た 沙 慈 は ほ と て 
に 2 に 自ら の 意志 で 戦場 
に 出 た ば か りか 、 そ の 戦場 で ルイ ス と 再会 し て し まっ た こと 


が 彼 の 心 を 責め 茜 ん で いた の だ 。 思い 会 っ た 沙 慈 は 莉那 
に 喰っ て 掛か り 、 ガ ンダ ム を 憎む 気持 ち が ル イス を アロ ウ 
ズ に 参加 させ た の だ と 責め 立て る 。 する と 羊 那 は 「 ル イス 
を 取り 戻す た め に 戦え ] と 告げ 、 そ れ が 沙 慈 を 激 曲 させ た 。 


トー 


迷 き と 頑 り を どう 人 処理 し て いい か わか 5 ら ! 
な 沙 且 の 次 を 、 更 那 は か つて 人 年 兵 だ っ 


に 唄っ て 将 か る 沙 震 。 そん 
分 と 重ね る の だ っ た 。 


目 沙 慈 、 独断 で の 出 繋 を た め ら う 


無 交 甘 に 戦い を 強要 
する か に 見 える 半 を 、 
思わ ず 隊 っ て し まっ た 
沙 起 。 今 の 彼 に は どん 
な 言葉 も 愛 け 容れ られ 
な か っ た の だ 


刺 那 が 放っ た 一 言 が いつ まで も 耳 に こび りつ き 、 落 ち 着 
き を 失っ た 沙 慈 は 自分 の 手 で ルイ ス を 取り 戻 そう と 決意 。 
こっ そり オー ライ ザー に 乗り 込む と 、 プ トレ マイ オス 2 か ら 飛 
び 出 そう と する 。 だ が 発 造 直前 、 彼 の 脳裏 に か つて の 忌 ま 


の 分 が 引き 


0 が こ 6 り OS る O を 8 か の た 


わし い 記 憶 が 玩 っ た 。 自分 の 身勝手 な 行動 が カタ ロン の 
一 支部 を 壌 減 に 追い や り 、 多 く の 人 々 の 命 が 失 われ た こと 
を ……。 同じ 愚行 を 繰り 返 そ うと し て いる の で は と 気付 い 
た 沙 閑 は 、 どう し て も 発進 で きず 、 


そん な 沙 北 の 姿 を 装 村 
は 静か に 見 守っ て いた 。 
その 様子 は 、 己 の や る 
べき こと に 沙 二 が 気付 く 
の を 待っ て いる か の よう 
だ っ だ 


首 カタ ロン 、 メメ ント モリ へ の 攻撃 を 開 婚 


CB が 出撃 準備 に 手間 取っ て いる 頃 、 カ タロ ン 宇 宙 艦 
隊 は 地球 衛星 軌道 に 集結 。 メメ ント モリ へ の 攻撃 が 開始 
され た 。 巨体 を 誇る メメ ント モリ は 軌道 変更 が 容易 で は な 
く 圧倒 的 な 火力 に よる 長 外 離 砲撃 を 仕掛 けれ ば 破壊 は 


2 方 向 か ら 進撃 を 開始 し た カタ ロン 態 隊 に 対し て 、 メ メン トモ リ は 新た な 移 
を 投入 。 頭上 か ら 接近 する 艇 隊 に 一 撃 を 


可能 一 一 そん な 意図 の 下 に カタ ロン 艦隊 は 戦列 に 加わ っ 
た の だ ろう 。 し か し アロ ウズ は 一 枚 上 手 だ っ た 。 地上 に 向 
けら れ た 砲門 と は 別 の 砲門 が 衛星 兵器 の 上 部 か ら 凄 を 現 
し 、 カタ ロン 艦隊 に 向かっ て 放 た れ た の だ 。 


ー ル 王国 を 減 亡 させ 
た 攻撃 に 晒さ れ た カタ ロ 
ン 第 2 能 隊 は 瞬時 に 壊 
小 。 それ で も 第 1 能 隊 は 
進撃 を 止め な か っ た 
この まま で は 計画 が 失敗 
する の は 誰 の 目 に も 明白 
だ っ た 。 


トラ ン ザ ムラ イザ ー、 ガ ラッ ゾ を 撃 臣 。 
ガ デ ッ サ に 向かう 。 


トラ ン ザ ムラ イザ ー、 ガ デ ッ サ の 目前 【 ) 
で 量子 化 。 


トラ ン ザ ムラ イザ ー、 ガ デ ッ サ を 撃破 。 


衝 那 と 沙 惹 、 プ トレ マイ オス 2 に ! 
する 。 


沙 閑 、 章 那 と 衝突 。 


沙 慈 、 無 断 で オー ライ ザー に 乗り 込 
み 、 プ トレ マイ オス 2 か ら 発 進 し よう と 
する 。 

沙 慈 、 か つて の 忌まわしい 記憶 を 思 
い 出 し 、 出撃 を た め ら う 。 

カタ ロン 宇宙 艦隊 、 地 球 衛 量 軌道 上 
に 集結 。 メメ ント モリ 攻略 戦 を 開始 。 
メメ ント モリ か ら 新 た な 砲 口 が 出現 。 


カタ ロン 宇宙 艦隊 、 メメ ント モリ か ら の 
砲撃 に 晒さ れる 。 


カタ ロン 第 2 艦隊 の 半数 が 失わ れる 。 


“前 通 ・ サ ン ライ ズ ・MBS 107-30 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


UETMHME 


戦士 の プラ イド 


Dv) mM SHEET D4 
戦士 の プラ イド 

数 度 に 調 る ザン スカ ー ル 帝国 軍 ( ベ スバ ) の 猛攻 を 跳ね 
除け 、 リガ ・ ミリ ティ ア の 面々 か ら 賞 賛 さ れ た ウッ ソ ・ エ 
ヴィ ン 。 だ が 真 の 戦い と は それ ほど 甘い も の で は な か っ 


ー た 。 戦士 と し て の プラ イド を 賭し た ザン スカ ー ル 兵 の 執 
念 に 、 ウッソ は か つて な い 恐 怖 を 覚え る の だ っ た 。 


4 月 8 日 まあ 


ガリ ー、 静養 先 の 病院 か ら 脱走 。 


負っ た ガリ ー・ タ ン だ が 、 戦士 と し て の 気概 まで 失っ た わけ 
で は な か っ た 。 それ どこ ろか 病床 で も 怒り は 収まら ず 、 つい 


に ペッ ド を 抜け 出す と 、 独断 で 試作 MS ゴ ッ ゾ ー ラ を 持ち 出 
し で し まう 。 敵 地 に 向かう ガリ ー の 顔 を 歪 ま せ た の は 傷 の 
痛み だ け で な く 、 復讐 の 機会 を 得 た 喜び だ っ た 。 


ガリ ー、 ゴ ッ ゾ ー ラ に 搭乗 。 独断 で 出 
撃 する 。 


数 北 を 害し た まま で は 収まり が つか な い ガ ! を 負 し て 痛み 止め を 
入手 。 さら に MS 笑 納 庫 に 向かう と 、 整備 中 の コッ ゾー ラ を 持ち 出し た 。 


4 月 8 日 ィ 


四 ダリ ー、 コリ ー ン 地区 を 爆 没 


ファ ラ ・ グ リフ ォ ン 、 ガリ ー の 行動 を 見 
逃す 。 


ガリ ー の 上 司 で ある ワタ リー 
は 彼 を 制止 し よう と する が 、 
れい を 基地 司令 の ファ ラ ・ グ 
リフ ォ ン が 引き 止め た 。 彼女 
は ガリ ー を 利用 し て 、 リガ ・ ミ 
リティ ア の 四 8 近 2 どき 


ゴ ッ ゾ ー ラ 、 コリ ー ン 地区 に 接近 。 


クロ ノ ク ル 、 信号 弾 で リガ ・ 
施設 の 位置 を 知ら せる 。 


ミリ ティ ア 


ガリ ー、 コ リー ン 地 区 へ の 爆撃 を 開始 。 


ウッ ソ 、V ガ ンダ ム で 出撃 。 ガリ ー と 交 
戦 す る 。 


コリ ー ン 地区 に 到着 し た ガリ ー だ が 、 リガ イア の 潜 
伏 先 が わ か ら ず 途方 に 暮れ て し まう 。 する と 森 の 一 角 か ら 
友軍 の 信号 弾 が 上 が っ た 。 民間 人 | ・ ミ リ テ 


機体 の 拒 入 作業 に 迫 わ れる り ガ ・ 
いた クロ ノ ク ル は 、 接近 する ゴ ッ 


| ティ ア の 目 を 逃れ て 工場 を 調査 し て 
[付く と 信号 弾 を 打ち 上 げた 。 


4 月 8 日 


目 ウッ ツ 、 カ リー と 交戦 


ア の 工場 に 潜伏 し て いた クロ ノ ク ル ・ RS 
た 。 好機 を 得 た と ば か り に ガリ ー は 攻撃 を 開始 。 ゴ ッ ゾ ー ラ 
の 火力 に 晒さ れ た 森林 地帯 は た ち ま ち 火 の 海 と 化し た 。 


ガリ ー、 ウッ ソ を 圧倒 。 


ウッ ソ 、 一 瞬 の 隙 を 突い て 、 ガ リー と 
相討ち に 持ち 込む 。 


ガリ ー、 大 破 し た 機体 を 捨て 、 生 身 で 

戦い を 続け よう と する 。 

クロ ノッ ル か ら の 信号 弾 に 

気付 いた ガリ ー は 周辺 を 

主査 。 する と 寿屋 に カモ フ 
ュ レ た リガ 

ア の 工場 が 見 つか り 、 

だ ち に 攻撃 を 開始 し 


リガ ミリティア の パイ ロッ ト 、 マー ベッ ト - フ ィ ン ガ ー ハ ッ ト 
が 負傷 し て いる 今 、MS で 戦え る の は ウッ ソ し か いな い 。 ま 
た ウッ ソ 自 身 も 数 度 に 理 る 戦闘 で 自信 を つけ て お り 、 た っ 


V ガ ンダ ム の 出現 に 3 


住持 け 、 つい に 相手 の 
右 肢 名 を 破 寺 す る こと 


の コク ビッ を 綱 く か と 


思わ れ た だ 


108-27 


た 1 機 の 瑞 機 な ら ば 今回 も 撃退 で きる だ ろう と 高 を 括っ て 

いた 。 だ が 復讐 の 念 に 駆 られ た ガリ ー の 猛攻 は 凄まじ く 、 
被弾 し た ウッ ソ は 反撃 も まま な ら な か っ た 。 

ACE に ウッ ツ 

・ サ ー ベ ル を 


弧 、 両者 は 相討ち と 
な っ て し まっ た 。 


か 急場 を 姜 げ た 
を 撫で 下ろ す 
だ が そん な 彼 の 
朋 ト か ら 抜 
け 出 し た ガリ ー の 姿 が 
飛び 込ん で 


| 本戦 二 V ガ ンタ ダム 


WE.TIMELINE 


| 


還 ワタ リー、 コリ ー ン 地区 を 強襲 


ガリ ー の 失敗 が 報じ られ た 翌日 、 日 も 昇り 切ら な い 早 朝 
に ラ ゲ ー ン 基地 を 発進 する プロ の 大 部 隊 が あっ た 。 ファ ラ 
の 命令 を 受け た ワタ リー・ ギ ラ が 、 リ ガ ・ ミ リティ ア 討 伐 に 


乗り 出し た の だ 。 ちょ うど その 頃 、 リガ ・ ミ リティ ア は コリ ー ン 
地区 か ら の 撤退 を 始め て いた が 、 そ の 様子 を 接近 し つつ 
あっ た ワタ リー に 見 つか っ て し まっ た 。 


これ まで リガ ・ ミ リティ ア に 東 え 湯 を 飲ま され た ペ ベスパ が つい に 攻勢 に 転じ 
た 。 ワタ リー 率い る ソロ 部 鐘 が コリ ー ン 地区 強要 を 開始 し た 。 


導 骨 作業 中 の り ガ - ミ リティ 
ア に 装 し て 情け 寄 赦 の な 
い 旭 撃 が 加え 5 れ る 。 先発 
隊 は すでに 発進 し て いた と 
は いえ この 共 疫 に よる り が 
ミリ ティ ア の 被害 は 其 大 な 
も の と な っ た 。 


4 月 10 日 : 
同 クロ フク ル 、 オイ ・ ニ ュ ン グ を 人 質 に する 


リ 廊 ・ ミ リティ ア の カミ オン 隊 を 率い る オイ ・ ニ ュ ング は 友 


軍 の 撤退 を 指揮 する 一 方 、 単 機 で 戦う ウッ ソ の 安否 を 気 
に し て いた 。 その た め 周 囲 へ の 警戒 を 怠っ て し まい 、 異変 


に 気が付い た 時 に は 、 すでに 葬 銃 を 構え た クロ ソノ クル が 目 
前 に 迫っ て いた 。 こう し て オイ ・ ニ ュ ング は 衆 人 環 視 の 前 
で ザン スカ ー ル 帝国 の 人 質 に な っ て し まっ た の だ っ た 。 


オイ ・ ニ ュ ン グ が 部隊 の 責任 者 だ ろう と 当たり を 付け た クロ ノ ク ル は 搬 退 
作業 中 の 現場 に 突入 。 妖 錠 と する 人 々 を 万 目 に 、 役 に 銃 を 突き つけ た 。 


月 10 日 


目 ワタ リー、 一 時 撤退 


陣 を 見 て 人 を 捨 お うと し た 


し て 連れ 去ら れる こ 
と に な っ て し まっ た 。 


クロ ノ ク ル が 殊勲 を 挙げ る 一 方 、 ワ タリ ー の 族 色 は 次 第 
に 悪く な っ て いっ た 。 「 マ ル チ プ ル MS」 の 特性 を 使い こ な 
す ウ ッ ソ と V ガ ンダ ム 動 き に つい て いけ な か っ た の だ 。 さら 


に 被弾 し た 部 下 が 前 逃亡 を 図る に 至っ て ワタ リー の 起 
り は 頂 し 、 や む な く 一 時 撤退 を 決意 し た の だ が 、 そ 
れ は 彼 に と っ て 屈辱 以外 の 何 物 で も な か っ た 。 


分 離 ・ 合体 機能 を 利用 し て 変幻 自 在 な 動き を 見 せる V ガ ンダ ム の 動き に 
悪 草 され た ワタ リー は 、 残存 部 隊 に 搬 退 を 命じ る し か な か っ た 。 


| 痢 退 送 中 、 ク ロ ノ クル と 遭 
通し た ワタ リー は 相手 の 無 
事 を 祈る と 共に 、 ワ タリ ー 
乾 闘 小隊 は 最後 まで 戦っ 
間 た と 報告 し て ほし いと 告げ 
て 、 そ の 場 を あと に し て いる 。 


4A10F 
目 ワタ リー、 ウッ ソ と 再戦 


カミ オン 隊 か ら 姿 を 消し た シャ クティ を 追っ て カサ レ リ ア 
方 面 に 向かう ウッ ソ は 、 草 原 の 真ん中 に ゾロ を 発見 し た 。 
どう や ら 先 の 戦闘 で 破損 し た 機体 を 乗り 捨て た も の らし 
半壊 し た ゾロ を 発見 し た 


は 、 も し か し た ら シ ャ クティ が 隠れ 
開 で いる か も し れ な いと 、 欄 体 に 接 


い 。 も し か し た ら シ ャ クティ の 足取り が わか る か も し れ な いと 
考え た ウッ ソ は 機体 を 調べ よう と する が 、 す べ て は ワタ リー 
の 巧妙 な 罠 だ っ た 。 


ワタ リー、 ゾ ロ 部 隊 を 率い て ラ ゲ ー ン 
基地 を 発進 。 


ワタ リー、 コ リー ン 地 区 か ら 脱 出す る リ 
ガ ・ ミ リティ ア の カミ オン 隊 を 発見 。 攻 
撃 を 仕掛 ける 。 


ウッ ソ 、V ガ ンダ ム で 発進 。 応戦 する 。 


クロ ノ ク ル 、 オイ ・ ニ ュ ン グ を 人 質 に する 。 
クロ ノ ク ル 、 オイ ・ ニ ュ ン グ と カテ ジ ナ ・ 
ルー ス を カミ オン 隊 か ら 連 れ 去 る 。 
ワタ リー、V ガ ンダ ム に 苦戦 を 強い ら 
れる 。 

ワタ リー、 一 時 撤退 を 決意 。 


ワタ リー、 ク ロ ノ クル と 遭遇 。 戦闘 続 
行 の 意思 を 告げ る 。 


ウッ ソ 、 カミ オン 隊 に 帰還 。 


シャ クティ 、 カミ オン 隊 か ら 姿 を 消す 。 


ウッ ソ 、 シャ クティ の 捜索 に 向かう 。 
ウッ ソ 、 草 原 で 放棄 され た ゾロ を 発見 。 
ウッ ソ 、 ワ タリ ー の 仕掛 けた 罠 に 掛か る 。 
ウッ ソ 、 辛うじて ワタ リー を 撃退 。 


ワタ リー、 自爆 。 
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機動 戦士 ガン ダム F91 


UE.TIMELINE 


ロナ 家 へ の 帰還 


mM4 se D6 


ロナ 家 へ の 帰還 


「 コ スモ ・ バ ビ ロ ニ ア 建 国 


言 」 を 成し遂げ て 、 地盤 を 


確固 た る も の と し た ロナ 家 に 対し て 、 ナ ディ ア ・ ロ ナ は 
危機 感 を 強め て いた 。 "さら に ひと ら り 娘 の セシリー・ フ ェ ア 


ー チャ イル ド が ロナ 家 に 戻っ た と 聞き 、 つい に ナディ ア は 、 


目 「 コ ロス モ ・ バ ビ ロ ニ ア 建 国 宣言 」、 発 有 


シー ブッ ク ・ ア ノー が 迎 宮 館 に 潜入 し た 翌日 、 コ スモ ・ バ 
ビ ロ ン は 異様 な 熱気 に 包ま れ た 。 施政 庁舎 前 の 公園 に お 
いて 貴族 主導 の 新 国家 「 コ スモ バビ ロニ ア 」 の 建国 宣言 
が 挙行 され る こと に な っ た の だ 。 式典 に 先立っ て 実施 され 
た 軍事 パレ ー ド に は コロ ニー の 有力 者 や CV の 協力 者 が 招 
書 国 室 計 に 立っ て 実施 き 
れ た 軍事 パレ ー ド で は 成 風 
室 々 と し た 隊列 が 組ま れ 、 


会 場 詰 め 削 け た 多く の 市 
民 に CV の カ を 示し た 。 


さら に 鉄 仮面 の 演説 が 市 民 
た ちの 前 気 を 師 っ た 。 連邦 ご 
に 代わ る 新政 権 の 誕生 ! 

人 々 は スペ ー ス ノイ ド の 未 
来 を HE し た か っ た の だ ろう 。 | 


か れ 、 一 般 市 民 に CV の 力 を 見 せ 付け た 。 さら に 続い て 行 
われ た 建国 式典 で は 、CV 司 令 宮 の 鉄 仮面 が 堂々 た る 演 
説 を 披露 。 腐 農 し た 連邦 政府 に 代わ る コス モ ・ パ ビ ロ ニ ア 
の 正当 性 を 説き 、 た ち ま ち の うち に 市 民 を 魔 に し た 。 こう し て 
コス モ ・ バ パ ビ ロ ニア の 建国 が 公 に 喧伝 され た の で ある 。 
演説 の 途中 、 鉄 仮面 が 狙 
撃 さ れる と いう ハプニング が 
は 動じ る こと 
な < 自ら の と CV の 結束 カ 
を 矯 示 し て いる 。 


目 シー フッ ク 、 式 暴 会 場 か ら 走 


群衆 に 紛れ て 鉄 仮面 の 演説 を 聞い て いた シー ブッ ク だ 
が 、 前 夜 の 潜入 以 来 、 自分 が マー ク さ れ て いる こと は 知ら 
な か っ た 。 その た め 人 ご み に 紛 れ て その 場 を 離れ よう と す 
る 彼 の 背後 に は 警備 兵 が 近づき つつ あっ た の で ある 。 そ 


ーー 
へ と 向かわ せ た 。 
が コス モ ・ パ バビ ロン 溢 入 に 用 いた FO1 が 隅 さ れ て いた か ら , 


うす る こと も で き な い シー ブッ ク は CV に 身柄 を 拘束 され て し 
まう か と 思わ れ た 。 する と 彼 の 目 の 前 に 1 台 の 自動 車 が 停 
止 し 、 扉 が 開か れ た 。 咽 蝶 に 車内 に 体 を 滑り 込ま せ た シー 
ブッ ク は 、 ド ライ バー の 姿 に 目 を 丸く する 。 それ は フロ ン テ ィ 
ア IMV か ら の 脱出 時 に 生き 別れ た 父 の レズ リー だ っ た の だ 。 


だ が 畔 勧 に シー ブッ ク を 
追 中 する CV が つい に 
MS 部 隊 を 投入 、 発 砲 
し tt : り は 脱出 
に は 成功 し た も の の 、 こ 
の 攻撃 で レズ リー が 重 


軒 シー ブック 、 コス モ ・ パ バビ ロン か ら 脱 出 


追手 を 振り 切っ て コス モ ・ パ ピロ ン か ら 脱 出し た シー ブッ 
、 レ ズリ ー の 傷 は 深く 、 も は や 助 か ら な いこ と は 

も 明らか だ っ た 。 死期 を 悟っ た レズ リー は 、 心 残り 
だ っ た 想い を 息子 に 打ち 明け る 。 妻 で あり シー ブッ ク の 母 
で ある モニ カ ・ ア ノー が 家族 を 捨て て 研究 の 道 に 進ん だ 


と 考え る の は 間違い で ある こと 。 た と え 離 れ て いて も 自分 
は モニ カ を 愛し て お り 、 そ れ は 妻 も 同様 で ある こと 。 
自分 は モニ カ が 家 を 出る こと を 認め 、 男 手 ひ と つ で シ 
ク を 育て た こと 。 苦し い 息 を 継い で 語ら れる 父 の 告白 に 、 
シー ブッ ク は 母 へ の 考え を 改め る の だ っ た 。 


Ni 


自分 の 全 が 長く な いこ と を 悟っ た レズ リー は 、 最後 の カ を 拓 り 絞っ て 胸中 
の 想い を 告げ る 。 父 の 意外 な 告白 に シー ブッ ク は 戸 感 い を 女 せ な か っ た 。 


フロ ンティア I に 到着 す 
る 前 に レズ リー は 息 を 
引き 取っ た 。 夷 し み の 


か つて 出 許し た 実家 に 戻る 決意 を 固め る が ……。 


コス モ ・ パ バビ ロン で 、 コス モ ・ パ バビ ロニ 
ア 建 国 式典 が 挙行 され る 。 


シー ブッ ク 、 和 群衆 に 紛れ て 式典 を 覗く 。 


鉄 仮面 、 コ スモ ・ パ ピロ ニア 建国 宣 
言 を 発布 。 


式典 の 途中 、 鉄 仮面 の 暗殺 未遂 事 
件 が 発生 。 

シー ブッ ク 、 式典 会 場 か ら 離 れる 。 
シー ブッ ク 、 CV 警備 兵 に 追わ れる 。 
レズ リー、 シ ー ブ ッ ク を 救出 、 逃 走 する 。 
レズ リー、 追 撃 部 隊 の 攻撃 を 受け て 
重傷 を 負う 。 

シー ブッ ク と レズ リー、 コス モ ・ パ ピロ 
ン か ら 脱出 。 

レズ リー、 死亡 。 


シー ブッ ク 、 スペ ー ス ・ ア ー ク に 帰 艦 。 


ロニ ー 市 
スモ 責 族 主 義 を 標 


| 本戦 二 V ガ ンタ ダム 


WE.TIMELINE 


| 


還 ワタ リー、 コリ ー ン 地区 を 強襲 


ガリ ー の 失敗 が 報じ られ た 翌日 、 日 も 昇り 切ら な い 早 朝 
に ラ ゲ ー ン 基地 を 発進 する プロ の 大 部 隊 が あっ た 。 ファ ラ 
の 命令 を 受け た ワタ リー・ ギ ラ が 、 リ ガ ・ ミ リティ ア 討 伐 に 


乗り 出し た の だ 。 ちょ うど その 頃 、 リガ ・ ミ リティ ア は コリ ー ン 
地区 か ら の 撤退 を 始め て いた が 、 そ の 様子 を 接近 し つつ 
あっ た ワタ リー に 見 つか っ て し まっ た 。 


これ まで リガ ・ ミ リティ ア に 東 え 湯 を 飲ま され た ペ ベスパ が つい に 攻勢 に 転じ 
た 。 ワタ リー 率い る ソロ 部 鐘 が コリ ー ン 地区 強要 を 開始 し た 。 


導 骨 作業 中 の り ガ - ミ リティ 
ア に 装 し て 情け 寄 赦 の な 
い 旭 撃 が 加え 5 れ る 。 先発 
隊 は すでに 発進 し て いた と 
は いえ この 共 疫 に よる り が 
ミリ ティ ア の 被害 は 其 大 な 
も の と な っ た 。 


4 月 10 日 : 
同 クロ フク ル 、 オイ ・ ニ ュ ン グ を 人 質 に する 


リ 廊 ・ ミ リティ ア の カミ オン 隊 を 率い る オイ ・ ニ ュ ング は 友 


軍 の 撤退 を 指揮 する 一 方 、 単 機 で 戦う ウッ ソ の 安否 を 気 
に し て いた 。 その た め 周 囲 へ の 警戒 を 怠っ て し まい 、 異変 


に 気が付い た 時 に は 、 すでに 葬 銃 を 構え た クロ ソノ クル が 目 
前 に 迫っ て いた 。 こう し て オイ ・ ニ ュ ング は 衆 人 環 視 の 前 
で ザン スカ ー ル 帝国 の 人 質 に な っ て し まっ た の だ っ た 。 


オイ ・ ニ ュ ン グ が 部隊 の 責任 者 だ ろう と 当たり を 付け た クロ ノ ク ル は 搬 退 
作業 中 の 現場 に 突入 。 妖 錠 と する 人 々 を 万 目 に 、 役 に 銃 を 突き つけ た 。 


月 10 日 


目 ワタ リー、 一 時 撤退 


陣 を 見 て 人 を 捨 お うと し た 


し て 連れ 去ら れる こ 
と に な っ て し まっ た 。 


クロ ノ ク ル が 殊勲 を 挙げ る 一 方 、 ワ タリ ー の 族 色 は 次 第 
に 悪く な っ て いっ た 。 「 マ ル チ プ ル MS」 の 特性 を 使い こ な 
す ウ ッ ソ と V ガ ンダ ム 動 き に つい て いけ な か っ た の だ 。 さら 


に 被弾 し た 部 下 が 前 逃亡 を 図る に 至っ て ワタ リー の 起 
り は 頂 し 、 や む な く 一 時 撤退 を 決意 し た の だ が 、 そ 
れ は 彼 に と っ て 屈辱 以外 の 何 物 で も な か っ た 。 


分 離 ・ 合体 機能 を 利用 し て 変幻 自 在 な 動き を 見 せる V ガ ンダ ム の 動き に 
悪 草 され た ワタ リー は 、 残存 部 隊 に 搬 退 を 命じ る し か な か っ た 。 


| 痢 退 送 中 、 ク ロ ノ クル と 遭 
通し た ワタ リー は 相手 の 無 
事 を 祈る と 共に 、 ワ タリ ー 
乾 闘 小隊 は 最後 まで 戦っ 
間 た と 報告 し て ほし いと 告げ 
て 、 そ の 場 を あと に し て いる 。 


4A10F 
目 ワタ リー、 ウッ ソ と 再戦 


カミ オン 隊 か ら 姿 を 消し た シャ クティ を 追っ て カサ レ リ ア 
方 面 に 向かう ウッ ソ は 、 草 原 の 真ん中 に ゾロ を 発見 し た 。 
どう や ら 先 の 戦闘 で 破損 し た 機体 を 乗り 捨て た も の らし 
半壊 し た ゾロ を 発見 し た 


は 、 も し か し た ら シ ャ クティ が 隠れ 
開 で いる か も し れ な いと 、 欄 体 に 接 


い 。 も し か し た ら シ ャ クティ の 足取り が わか る か も し れ な いと 
考え た ウッ ソ は 機体 を 調べ よう と する が 、 す べ て は ワタ リー 
の 巧妙 な 罠 だ っ た 。 


ワタ リー、 ゾ ロ 部 隊 を 率い て ラ ゲ ー ン 
基地 を 発進 。 


ワタ リー、 コ リー ン 地 区 か ら 脱 出す る リ 
ガ ・ ミ リティ ア の カミ オン 隊 を 発見 。 攻 
撃 を 仕掛 ける 。 


ウッ ソ 、V ガ ンダ ム で 発進 。 応戦 する 。 


クロ ノ ク ル 、 オイ ・ ニ ュ ン グ を 人 質 に する 。 
クロ ノ ク ル 、 オイ ・ ニ ュ ン グ と カテ ジ ナ ・ 
ルー ス を カミ オン 隊 か ら 連 れ 去 る 。 
ワタ リー、V ガ ンダ ム に 苦戦 を 強い ら 
れる 。 

ワタ リー、 一 時 撤退 を 決意 。 


ワタ リー、 ク ロ ノ クル と 遭遇 。 戦闘 続 
行 の 意思 を 告げ る 。 


ウッ ソ 、 カミ オン 隊 に 帰還 。 


シャ クティ 、 カミ オン 隊 か ら 姿 を 消す 。 


ウッ ソ 、 シャ クティ の 捜索 に 向かう 。 
ウッ ソ 、 草 原 で 放棄 され た ゾロ を 発見 。 
ウッ ソ 、 ワ タリ ー の 仕掛 けた 罠 に 掛か る 。 
ウッ ソ 、 辛うじて ワタ リー を 撃退 。 


ワタ リー、 自爆 。 
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新 機動 戦記 ガン ダム W 
LW] wm04 ser07 


RE.TIMELINE 
オペ レー ショ ン ・ ノ ヴァ 


【】 コロ ニー 勢力 を まとめ あげ る 指導 者 大 の 震 季 に 成功 し 
| た 0Z に よっ て 、 地 球 圏 は 統一 され つつ ある か と 思わ れ 


オペ レー ショ ン ・ ノ ヴァ 


。 し か し 精神 的 支柱 で あっ た トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ 


目 カト ル 、 ウイ ング ガン ダム ゼロ を 建造 


動 さ れ た コロ ニー 市 民 に 父 ザ イー ド を 抹殺 され 
た カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー は 、 教授 の デー タ を 基 に ウ 
イン グ ガ ンダ ム ゼ ロ を 建造 。 完成 し た 機体 を 駆る と 、 コ ロ 


ニー 勢力 へ の 無 差別 攻撃 を 開始 し た 。 事態 を 危険 視 し た 
レデ ィ ・ ア ン は ヒイロ ・ ユ イ と トロ ワ ・ バ パート ン を 退 撃 に 向 か 
わせ た が 、 ウイ ング ガン ダム ゼロ の 能力 は 圧倒 的 だ っ た 。 


| 突如 、 現 れ た ウイ ング 
| ガン ダム ゼロ が 0Z の 
| 次 拓 衛 星 を 法 義 。 ツイ 
ン パ バス ター ライ フル の 
一 撃て 新星 を 粉砕 す 
る と 、 技 いて コロ ニー 
に 乃 い を 定め た 。 


[ 】 td 
5 


、 こ ちら 
た 撃 で 宇宙 の 
菩 選 と I し て いる 。 


後 Se 


れ た トル は 、 も は や 自分 
の 意思 で 攻撃 を 止め られ 
な か っ た の で ある 。 


回 トロワ 、 戦闘 中 に 行方 不明 と な る 


「 ゼ ロ シ ス テム 」 に よっ て 戦闘 衝動 を 増強 され た カト ル は 
か つて の 仲間 で ある ヒイロ た ち に も 容赦 な く 襲 い 掛か り 、 
説得 に 耳 を 貸 そう と し な い 。 つい に トロ ワ の メリ クリ ウス が 


大 破 。 ヒイロ の ヴァ イエ イト も 劣勢 に 追い 込ま れ て し まう 。 
だ が トロ ワ が 身 を 抵 し て ヒイロ を 守り 、 目前 で 起こ っ た 光景 
が カト ル に 本 来 の 心 を 取り 戻さ せ た の だ っ た 。 


動 < こ と も まま な ら な い ヴ ァ イ エイ ト で ヒイロ を 克 っ た トロ ワ 。 その 衝撃 的 な 光 
景 に よっ て 、 カト ル は 、 ゼロ シス テム の 現 縛 か ら 入 れ られ た 。 


| 四 ル が 正気 を 取り 戻し た こ 
| と を 喜ぶ トロ ワ だ が 、 も は や 
| 和 机 は 只 に 遅し て いた 。 
| 3 し て 大 数 発 と 共に ヴァ イ 
| エイト は 失わ れ 、 脱 出し よう 
| と し な か っ た トロ ワ も 行方 相 
時 と な っ た 。 


目 トレ ー ズ 、 曳 閉 され る 


0Z の 母体 で ある ロー ム フ ェ ラ 財 団 は 、 ツ パロ フ が 開発 し 
た 無人 兵器 MD (モビ ルド ー ル ) を 用 いた 地球 と コロ ニー の 
支配 体制 を 検討 する 。 だ が 理想 を 掲げ た 人 間 が 血 を 流す 


こと で 戦乱 と いう 愚行 も 意味 を 成す と 考え る トレ ー ズ が 、MD 
の 強行 導入 に 反発 。 これ が OZ 首脳 部 の 逆鱗 に 触れ 、 つ 
い に ト レー ズ は OZ 総帥 の 座 を 追わ れ 、 幽閉 され て し まっ た 。 


cma. | 


ロー ム フ ェ ラ 昧 団 の 部 を 提 集 し た デル マイ ユ は MD の 導入 決 護 を 提 
案 。 満場 一 致 で 受け 入れ られ る と 思わ れ た が 、 ト レー ズ が 反対 を 表明 し た 。 
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命 の や り 取り を ゲー ム に し て 

し まう MD の の rm 

トレ ー ズ が 部 に 彼 
F ES そ 
4 | pitti-xiozrs0 
D 脱退 を 表明 する が 、 逆 に 
財団 の 手 で 幼 閉 の 放 き 目 
er 


コ の 脱退 を 契機 に し て 組織 は 分 裂 。 つい に は 派閥 同士 
| で mm を 洗う 内 戦 状態 に 陥っ て し まう の だ っ た 。 


カト ル 、H 教 授 の デー タ か ら ウ イン グ ガ 
ンダ ム ゼ ロ を 完成 させ る 。 


カト ル 、 ウイ ング ガン ダム ゼロ を 駆り 、 コ 
対し て 無 差 別 攻撃 を 開始 。 


ヒイロ と トロ ワ 、 レデ ィ ・ ア ン の 命令 で 
カト ル と 交戦 。 


トロ ワ 、 乗 機 (メリ クリ ウス ) が 大 破 。 
トロ ワ 、 ヒ イロ を 底 い 、 行 方 不明 と な る 。 
カト ル 、 正気 を 取り 戻す 。 

カト ル 、 ヒイロ と 共に レデ ィ ・ ア ン に 拘 
束 され る 。 

トレ ー ズ 、MD の 導入 に 反対 し 、0Z 脱 
退 を 表明 。 


トレ ー ズ 、 ロー ム フ ェ ラ 財団 本 部 に 鎖 
閉 され る 。 


新 弱 動 戦 記 ガ ンダ ム W 


IAEG.TIMELINE 


オペ レー ショ ン ・ ノ ヴァ 


mA mm07 


目 0Z 財 団 派 、 バル ジ を 強襲 


トレ ー ズ 幽閉 の 報 は 宇宙 に も 届き 、 ト レー ズ の 片腕 で ある 
レデ ィ : ア ン ( ト レー ズ 派 ) と MD 開発 者 の ツバ ロフ (財団 派 ) 
と の 問 に 緊張 が 高まっ て いた 。 そし て つい に ツバ ロフ が 、 レ 


ディ ・ ア ン が 活動 拠点 と し て いた 宇宙 要塞 バル ジ を 強襲 。 
要 寒 を 占拠 し 、 レデ ィ ・ ア ン に 重傷 を 負わ せ た 。 こう し て 宇 
宙 に お ける 主導 権 は 財団 派 が 掌握 する こと に な っ た 。 


に | 


リー オー を 主体 と する レデ ィ ・ アン の 部 隊 は MD 部 隊 に は 全く 歯 が 立た す 、 
みる みる うち に 数 を 成ら し 。 バル ジ は 財団 派 に 占拠 され て し まっ た 。 


り 、 の ちの 反 繋 の 系 目 を 残 


し て お いた の だ っ た 。 


目 0Z 財 団 浜 、 オペ レー ショ ン ・ ノ ヴァ を 発動 


バル ジ と 月 面 基地 を 占拠 し た 財団 派 は 、 新 型 MD の ビ 
ル ゴ を 地球 に 降下 させ る 「 オ ペレ ーション ・ ノ ヴァ ] を 実行 
に 移し た 。 ビ ピル ゴ の 戦力 を も っ て し て 地上 に 残る トレ ー ズ 派 


月 面 区 地 を 飛び 立っ た 財団 派 の 輸送 機 が 次 々 と 大 気 園 に 突入 。 トレ ー ズ 
漂 の 拠点 上 空 に 達する と 、 MD ビル ゴ の 大 部 隊 を 投下 させ た 。 


や ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 意向 に 従わ な い 国家 を 一 掃 し 、OZ 
の 支配 体制 を 強固 に し よう と いう の だ 。 さら に ツバ ロフ に は 
MD の 能力 を 世間 に 知ら し め る と の 野望 も あっ た よう だ 。 


(人 共和 の 取れ た ビル コ 部 胡 
. 内 の 仙 攻 は 人 間 の 手 で 止め 
| 5 れる も の で は な く 、 ト レー 

ズ 派 の 掲 点 は 次 々 と 際 

= 系 。 地上 は 財団 派 に よっ 


] て 制 庄 され つつ あっ た 。 


ーー 


癌 ヒイロ 、 ウイ ング ガン ダム ゼロ の デー タ 収 集 を 命じ られ る 


レデ ィ ・ ア ン を 排除 し た ツバ ロフ に よっ て 月 面 都市 に 拘 
東 さ れ て いた ヒイロ は 、 ゼ ロ シ ス テム の 詳細 な デー タ を 癌 す 
る トラ ント ・ ク ラー ク に よっ て ウイ ング ガン ダム ゼロ の 試験 運 


トロ ワ と の 一 戦後 、 ウ イン グ ガ ンダ 
ム セ ゼロ を 回 収 し た ツバ ロフ は 、 ゼ 
ロ シ ステ ム の 全容 を 解明 すべ く 多 
く の パ イロ ッ ト を 搭 業 させ た が 、 有 
益 な デー タ は 得 ら れ な か 


する と 部 下 の ト ラン ト が ヒイロ を 
神野 者 と し て 採用 する よう 提 兵 
ヒイロ の 絢 軸 な 精神 に よっ て せ 
ロ シ ス テム の 制御 が 可能 に な る 
と 思わ れ た の だ が ……。 


目 ヒイロ 、 0Z ト レー ズ 洲 に 入隊 


用 を 担当 する こと に な っ た 。 だ が シス テム の 影響 は トラ ント 
の 予想 を 上 | 暴走 し た ヒイロ は 衝動 の まま に 月 面 基 地 


を 破壊 。 さ トル を 伴っ て 地球 に 降下 し た 。 
r (| ゼロ シス テム が 示す 勝利 へ の 巴 
られ た 
+ 
ー* 


する と メリ クリ ウス に 飛び 乗っ た カ 
トル が ヒイロ を 制止 。 懸命 な 呼 
び 掛け が ヒイロ の 目 を 沈ま る せ 、 
ふた り は 機体 を 乗り 捨て る と 、 混 
乱 に 乗じ て 朋 面 基地 か ら の 肛 出 
に 成功 し た 。 


地球 に 旗下 し た ヒイロ は 、 拡 大 する 財団 派 の 勢い を 止 
め る た め に 敢えて トレ ー ズ 派 に 入隊 。 身分 を 偽っ て 「 レ ッ ド 
ワン ] と いう コー ド ネ ー ム を 名 乗る と 、 リ ー オ ー の パイ ロッ ト と 


し て ビル ゴ と の 戦い に 臨ん だ 。 し か し 、 い くら ヒイロ の 腕 を 
も っ て し て も 物量 差 は 如何 と も し 難く 、 徐 々 に 劣勢 に 追い 
込ま れ て し まっ た 。 


必死 に 抵抗 する ヒイロ で は あっ た が ーー 
い 止め 5 れず. 逆 に 追い 店 め られ て し まう の だ っ た 。 


する と そこ に ルク レッ ィ ア ・ 
フイ ン が 搭乗 する シャ トル 
が 飛来 。 ヒイロ と カト ル を 
救助 する と 、 その まま 戦場 
を 後に し て いる 。 


| 


0Z の 内 部 分 裂 


OZ、 ト レー ズ 派 と 財団 派 に 分 裂 し 、 
内 乱 状態 に 陥る 。 


レデ ィ ア ン と ツ パ ロフ の 対立 が 高まる 。 [ ) 


ツ パ ロフ 率い る 財団 派 、 宇宙 要塞 バ 
ル ジ を 強襲 


レデ ィ ア ン 、 ツ パロ フ の 凶 弾 に 倒れ る 。 | 


財団 派 、 オ ペレ ーション ・ ノ ヴァ を 発動 。 
MD ビル ゴ 部 隊 、 地球 各地 に 降下 。 
ヒイロ 、 ト ラン ト の 命令 で ウイ ング ガン 
ダム ゼロ の デー タ 収 集 を 開始 。 
ヒイロ 、 ゼロ ・ シ ステ ム の 影響 で 暴走 。 


ヒイロ 、 カ トル の 助力 に よっ て 正気 を 
取り 戻す 。 


ヒイロ と カト ル 、 地球 に 降下 。 

ヒイロ 、 ト レー ズ 派 に 入隊 。 財団 派 の 

ビル ゴ 部 隊 と 交戦 。 

ヒイロ 、 苦境 に 適 い 込 まれ る 。 | 


フイ ン 、 ヒイロ を 救出 する 。 


= 電通 ・ サ ン ラ ィ ズ 110-26 
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C.ETIMELINE 


目 シン 、 ステ ラ の 身柄 を 地球 軍 に 戻す 


ロゴ フス 打倒 宣言 


本 se O06 
ロゴ ス 打 倒 宣 言 


ザフト と 地球 軍 、 オー ブ に よる 戦い は 激化 を 続け 、 さら 
に アー クエ ンジ ェ ル の 介入 に よっ て 戦局 は 混迷 の 度合 
い を 増し て いく 。 そん な 折 、 ギ ル バ ー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 
が 驚く べき 事実 を 公表 し た 。 一 連 の 戦乱 の 背後 で 糸 を 
引く 秘密 結社 の 存在 が 明らか に な っ た と いう の で ある 。 


シン 、 ステ ラ の 容態 の 悪化 を 知る 。 
シン 、 独 断 で ステ ラ を 地球 軍 に 戻す 。 


クレ タ 島 沖 で の 戦闘 か ら ミ ネル パ に 帰 角 し た シン ・ ア ス 
カ は 、 ス テラ ・ ル ー シ ェ の 容態 が 思わ し く な いこ と を 知っ て 
し まう 。 エク ステ ン デ ッ ド で ある ステ ラ に は 定期 的 な 投薬 が 


不可 欠 で あり 、 ミネ ル バ で は 手 の 施し よう が な か っ た の だ 。 
この まま で は 命 を 落と し か ね な いと 案 | 
地球 軍 に 戻す と いう 苦渋 の 決断 を 下 | 


地球 軍 、 ベル リン に 侵攻 。 


ネオ 、 ジ ブリ ー ル の 指示 を 受け 、 ス テラ 


医務 官 の 語 を 立ち 聞き し て ステ ラ の 容態 を 知っ た シン は 、 居 て も 立っ て も 
いら れ な く な り 、 独断 で 彼女 を 連れ 出し て し まっ た 。 


地球 軍 、 ベル リン に 侵攻 


を デス トロ イガ ンダ ム に 搭乗 させ る 。 


ミネ ル バ と アー クエ ンジ ェ ル 、 そ れ ぞ れ 
その 後 、 地 球 軍 の ネオ ・ ベル リン に 向かう 。 
ロア ノー ク と 接触 し た シン 


は 、 ス テラ の 身柄 を 返す 代 キラ 、 ネオ の ウィ ンダ ム を 撃破 。 


し 、 その 場 を 後に し て いる 。 


ネオ 、 ア ー ク エン ジェ ル に 収容 され る 。 


シン 、 ステ ラ の 説得 を 試み る 。 


ステ ラ 、 正気 を 取り 戻し か ける が 、 再 


地上 で の ザフト の 勢力 拡大 に 歯止め を 掛け る べく <、 ロー 
ド ・ ジ ブリ ー ル の 指示 で 地球 軍 は ロシア に 戦力 を 結集 。 ザ 
フト が 占拠 する ベル リン 市 街 を 強 前 し た 。 この 作戦 


大 


ム の パイロ 小 に 任命 し 
て いる 。 


ステ ラ の エク ステ ン デ ッ ド | 
の 能力 が 加わ っ た デス ト 
ロイ ガン ダム は 圧 国 的 な |、 議 
能力 を 発揮 し て 、 ペ ルリ 
ン に 軒 留 する ザフト 部 隊 
を 次 々 に 破 吐 し て いっ た 。 


目 キラ 、 デス トロ イガ ンダ ム を 撃破 


型 可変 機 デス トロ イガ ンダ ム が 投入 され 、 市 持 地 は た ち ま 
ち 秋 に 包ま れ て し まう 。 この 暴挙 を 止め る べく 、 ア ー ク エン 
ジェ ル と ミネ ル バ が ベル リン に 駆け 付け た の だ 


び 暴 走 。 


キラ 、 シ ン を 助け よう と し て デス トロ イ 
ガン ダム を 撃破 し て し まう 。 


ステ ラ 、 命 を 落と す 。 


ネオ と ムウ の 関係 


角 し た ネオ は 、 デ スト ロイ 
ガン ダム の パイ ロッ ト の 


ステ ラ が デス トロ イガ ンダ ム の パイ ロッ ト だ と 聞か され た 
シン は 、 身 の 危険 を 願 み ず に 説得 を 試み た 。 する と 必死 
の 呼び か けが 通じ た の か 、 ス テラ は シン と の 思い 出 を 微か 


1 


再び 最 走 し た ステ ラ が スト ライ ク ガ ンダ ム に 攻撃 を 仕掛 り よ うと する 。 する 
と シン を 助け よう と し た キラ が 、 デス トロ イガ ンダ ム を 買い た 
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に 思い 出し 、 戦 い は 収まる か と 思わ れ た 。 だ が キラ ・ ヤ マト 
の フリ ー ダ ム ガ ン ダム の 機 影 に 戦闘 衝動 を 刺激 され 、 混 乱 
し た ステ ラ は シン を 手 に 掛け よう と さえ する の だ っ た 。 


| 


| 和幸 ガン ダム SEED DESTINY 


ETIMELINE nanews (OS) mp04 se D6 


デュ ラン ダル 、 テ レビ 演説 で ロゴ ス の 
存在 を 明らか に し 、 ロ ゴス 打倒 を 宣言 。 


世界 各地 で 反 ロ ゴス の 気運 が 急速 @ 
に 高まる 。 


目 ザフト . エン ジェ ル ダ ッ ゥ ン 作戦 を 発動 


戦闘 終了 後 、 プラ ント 最高 評議 会 議長 ギル バー ト ・ デ ュ う の だ 。 ロゴ ス を 激しく 対 弾 し た デュ ラン ダル は 、 さ ら に 数 
ラン ダル が 重大 な 声明 を 発表 し た 。 ザ フト と 地球 軍 の 対 。 度 に 豆 っ て 戦闘 に 介入 する アー クエ ンジ ェ ル を 危険 視 。 
立 に は ロゴ ス と 呼ば れる 秘密 結社 が 深く 関与 し て いる と い これ を 撃破 する 「 エ ンジ ェ ル ダウ ン 作 戦 」 を 発動 し た 。 


上 Wh iro 


デュ ラン ダル は ペル リン 戦 で の 彰 必 な 現実 を 示し な が ら 、 そ れ を 引き 起こ し 
た の か が ロゴ ス だ と 雷 。 ロゴ ズ 打 人 を 全 世界 に 向け て 宣言 し た 。 


デュ ラン ダル 、 エ ンジ ェ ル ダウ ン 作戦 
を 発動 。 


ウィ ラー ド 隊 と ミネ ル バ に アー クエ ン 
ジェ ル 撃 沈 指 令 が 下さ れる 。 


エン ジェ ル の 撃沈 の 指令 
が 下さ れ た 。 この 時 、 ア スラ 
ン ・ ザ ラ は タリ ア に 作戦 中 
止 を 進言 し た の だ が 、 受 け 
入れ られ る こと は な か っ た 。 


ウィ ラー ド 隊 と ミネ ル バ 、 ア ー ク エン 
ジェ ル を 攻撃 。 


タリ ア 、 独 断 で アー クエ ンジ ェ ル に 降 
伏 勧告 を 通達 。 


マリ ュー、 降伏 勧告 を 拒絶 。 


クエ ンジ ェ ル の 行動 に 理念 を 感じ て お り 、 独断 で 降伏 を 勧 
と ミネ ル バ が 包囲 し た 。「 エ ンジ ェ ル ダ ウ ン 作 戦 ] が 開始 さ 。 人 告 する 。 これ 以上 の 無益 な 南牧 者 を 出す こと は 、 タ リア に 
。 だ が ミネ ル パ 艦 長 の タリ ア ・ グ ラディ ス は アー と っ て も 本 意 で は な か っ た の だ 。 


シン 、 キ ラ の フリ ー ダ ム ガ ン ダム て と 交 
戦 す る 。 


シン 、 フリ ー ダ ム ガ ン ダム を 撃破 。 


キラ 、 カ ガリ に 救助 され 、 ア ー ク エン 
ジェ ル に 帰 艦 。 
オー プ 代 表 の カガリ 


アス ハ を 同乗 させ て いる こ 
と か ら マ リュ ー は 降伏 を 拒 
否 。 不 本 意 な が ら も 両者 
の 戦闘 は 続行 する こと と 
な っ て し まっ た 。 


アー クエ ンジ ェ ル 、 辛 うじ て オーブ に 
逃げ 延び る 。 


戦乱 の 根 水 は ロゴ ス に ある と 判断 し た タリ ア は 舞 補 な 戦 半 を 望ま ず 、 ア ー 
クエ ンジ ェ ル の マリ ュー に 即時 信光 と 時 人 を 勧告 し た の た が ……。 


ロー ド ・ ジ ブリ ー ル 、 へ ブン ズ ゲ ー ト に 3 
移動 。 


A a に ーー テー - < 

シン 、 フリ ー ダ ム ガ ン ダム を 撃破 

今回 の 戦闘 で は 、 シン の イン パル スガ ンダ ム が キラ の フ な ら な い キ ラ に 対し て 、 ス テラ の 復讐 を 誓っ た シン は 溢 情 

リー ダム ガン ダム を 常に 圧倒 し て いた 。 アー クエ ンジ ェ ル を の まま に 攻撃 を 加え て いた か ら だ 。 次 第 に 劣勢 に 立た され 
防 衝 し な が ら コク ピッ ト へ の 直撃 を 避け て 攻撃 し な けれ ば た キラ を 、 シン は 容赦 な く 追い 詰め て いっ た 。 


ED を 発動 させ て 戦う 
福 符 心 に 又 り 


デュ ラン ダル 、 へ ブン ズ ゲ ー ト 侵攻 を 
決定 。 


デュ ラン ダル 、 シ ン と アス ラン に 最新 
鋭 MS (デス ティ ニー ガン ダム と レジ ェ 
ンド ガン ダム ) を 与え る 。 


て られ た シン の 勢い は 、 キラ の 
能力 を も っ て し て も 止め られ る も 
の で は な か っ た 。 


一 爵 の 隙 を 突い て 、 フ リー ダム ガ 

ンタ ム の 一 没 が スト ライ ク ガ ンダ - " よっ て キラ は 一 命 を 取り 劉 め てい 
ム の 頭 部 上腕 を 破 隷 する 。 そ 計 が それ を シン が 知る 由 も な 
れ で も シン は 攻撃 を 止め よう と し 

な か 


フリ ー ダ ム 撃 破 と いう 大 狐 馬 を 挙げ た シン を 、 ミ ネル バ ブン ズ ペ ー ス 基地 へ の 侵攻 を 決定 。 その た め の 新 兵器 と 
乗組 員 は 喝 玉 で 迎え た 。 この 戦闘 で 勢い に 乗っ た ザフト ン と アス ラン に は 、 デ ュ ラン ダル か ら 最 新鋭 MS ( デ 
は 連邦 軍 本 拠 地 で あり 、 ロ ー ド ・ ジ ブリ ー ル の 立て 籠 も る へ ガン ダム と レジ ェ ンド ガン ダム ) が 与え られ た 。 


ae ピー ャ ッ で 
" RN 


Pe その 後 、 ふ た り は 地球 に 降 


り 立 っ : 
[ 4~ a | 


シン の 戦果 を 契 め 称え る pt 
は 素直 に 乾 べ る は ず も な く 、 その 挙げ 句 に シン と 衝突 し て し まう 。 


し 3 


ea サン ラズ 111-30 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


UE.TIMELINE ES (1 re04 we 14 
アポ ロ 作 戦 


携 月 面部 市 フォ ン ・ ブ プラ ウン の 右 拠 を 企 お ディ ター ンズ の 
い 一 大 侵攻 作戦 が 開始 され 、 た ち ま ち 月 面 は 激しい 戦場 
と 化す 。 だ が ぞ の 中 で ひと り 、 パ プ テ マ ス ・ シ ロッ コ だ 
ー ー ー け は 事態 を 静観 し て いた 。 彼 は 目前 の 勝敗 より も 、 大 局 

を 見 据え た 野望 を 抱い て いた の で ある 。 


ティ ター ンズ 、 アポ ロ 作 戦 を 発動 。 


ティ ター ンズ 、 アポ ロ 作 戦 を 発動 エゥーゴ 、 迎撃 部 隊 を 発進 させ る 。 
月 周回 軌道 上 に 集結 し た ティ ター ンズ の 大 艦隊 が 月 面 ア の 指揮 を 託さ れ た パプ テマ ス ・ シ ロッ コ は 、 手 始め に 艦 
都市 フォ ン ・ ブ ラウ ン へ の 降下 を 開始 し た 。 ティ ター ンズ の 砲 に よる 威 了 射 撃 を 政行 。 この 砲撃 を 合図 に し て MS 部 
芋 を 地球 圏 に 知ら し め る 「 ア ボロ 作戦 ] で ある 。 ド ゴ ス ・ ギ 隊 が 次 々 と 出撃 し 、 都市 部 周辺 で 戦闘 が 開始 され た 。 
交易 の 要 逢 で ある フォ 
ン ・ ブ ラウ ン を 押さ える 
べく 、 テ ィ タ ー ン ズ 江 


フォ ン ・ ブ ラウ ン 周 辺 で 戦闘 が 開始 。 


旧 シロ ッ コ 、 積 極 的 に 戦闘 に 参加 せ 
剛 す 、 事 態 を 静観 を する 。 


-] シロ ッ コ の 量 る ド ゴ ス ・ 
| ギア が 克 軸 を 開始 
=] こと を 合図 に ティ タ 
ズ 第 隊 も 攻撃 。 こう し 


ジェ リド 、 Z ガ ンダ ム を 発見 。 


が 月 首 上 て 月 の 命運 を 賭け た ア 
ポロ 作戦 が 開始 され る ジェ リド 、 マ ウ ア ー の 制止 を 聞か ず に Z 
こと に な っ た 。 


1 ガン ダム を 深追い する 。 


| 
| 
| 
で 開始 し た 。 | 
| 
| 


ジェ リド 、 百 式 に 攻撃 され 、 負傷 。 


ド ゴ ス ・ ギ ア 、 フ ォ ン ・ ブ ラウ ン に 向 
か っ て 移動 開始 。 

対す る エゥーゴ も MS を 
中 心 と する 務 皿 部隊 
を 発進 きせ 、 フォ ン ・ ブ 
ラウ ン の 同 辺 で 激しい 
較 開 が 線 り 広げ られ る 
こと に な っ た 。 


2 ギア 、 フォ ン ・ ブ ラウ ン 宇 宙 港 


フォ ン ・ ブ ラウ ン 、 ティ ター ンズ に 占拠 
され る 。 


アボ ポロ 作戦 、 終 了 。 


目 ジェ リド 、 カミ ー ユ の Z ガ ンダ ム と 交 則 

ド ゴ ス ・ ギ ア か ら 発進 し た ジェ リド ・ メ サ は 、 戦場 に カミ ー し 前 を ここ で つけ よう と いう の だ 。 鬼気 迫る 勢い の ジェ リド 
ユビ ダン の Z ガ ンダ ム の 機 影 を 見 つけ る と 、 命令 を 無視 し は 被弾 する の も 構わ ず に Z ガ ンダ ム を 追尾 。 パート ナー で 
て 前 い 掛か っ た 。 これ まで 何 度 も 煮え 湯 を 呑ま され た 落と ある マウ アー の 制止 も 耳 に 入ら な か っ た 。 


4L 1 


人 


ミー ユ に 集中 し 過ぎ た た 
5 に 徐 方 の 敬 区 を 
こと が 仏 と な り 、 背 和 : 
接近 し た 百 式 の 一 軸 を 碗 
け て ガブ スレ イ は 中 破 。 ジェ 
! ボ も 負 衝 し で し まい 、 崩 退 
を 余儀 なく され た 。 


これ まで に 室 け た 避 和 を 晴 ら 
都市 の 防御 に 今 な カミ ー ユ は ジェ リド に 構っ て いる 妥 は な か っ た 。 


目 ド ゴ ス ・ ・ ギ ア 、 フォ ン ・ プラ ウン に 降下 


エゥーゴ と ティ ター ンズ の 戦闘 が 続く 最 中 、 そ れ ま で 後 。 と 、 敵 だ け で な く 味方 を も 出し 抜く 形 で フォ ン ・ ブ ラウ ン を 制 
方 に 位置 し て いた ド ゴ ス ・ ギ ア が フォ ン ・ ブ ラウ ン に 向かっ 圧し た 。 この 意外 な 幕切れ で 、 地 球 と コロ ニー を 結ぶ 重要 
て 移動 。 防御 の 手薄 な ルー ト を 侵 行 し て 月 面 都市 に 入る 。 拠点 は ティ ター ンズ の 手 に 落ち た の で ある 。 


さしたる 被害 も な いま 


下す る ドコ ス ・ ギ ア 。 その 次 を 


つ は 、 衣 か ら 放 た れる 惹 師 に 身 諾 い を 生じ 揚 な か っ た 。 


112-29 


| 機動 戦士 Z ガ ンダ ム 


U.C.TIMELINE 


PO] med wm14 


半 ミー ユ 、 フォ ン ・ プ ラウ ゥ ン に 潜入 


グラ ナダ まで 後退 し た アー ガマ だ が 、 ティターンズ の 影 
響 が 拡大 し つつ あぁ る 月 面 で は 修理 も 補給 も まま な ら な い 。 
そこ で ブラ イト ・ ノ ア は ティ ター ンズ の 兵力 と 月 面 都市 の 市 


民 感 情 を 調査 すべ < く 、 カ ミー ユ を プ : 
せ た 。 だ が 都市 を 散策 中 、 そ の 姿 


し まい 、 身柄 を 拘束 され て し まっ た 。 


揉み 合い の 末 に ご リド 。 し か し その 様子 を 物陰 か ら 
殖 っ て いる 者 が いる と は 思い も 寄ら な か っ た 。 


回 ヤ ザ ン 、 フォ ン ・ プ ラッ ウン 市 街 地 で MS 戦 を 敢行 


カミ ー ユ が 途 亡 に 成功 し た の と 同じ 頃 、 フォ ン ・ ブ ラウ ン 
周辺 を 偵察 し て いた ヤ ザ ン ・ ゲ ー ブ ル は 都市 周辺 を 移動 す 
る アー ガマ と ラー ディ ッシュ を 発見 し た 。 ファ ・ ユ イリ ィ が 迎 


ミー ユ の いな い 穴 を 埋め よ : に な る ファ だ 
ト の ヤ ザ ン を 前 に し て は 近 げ 回 る こと し か で き な か - 


撃 に 向かっ た が ヤ ザ ン に 英 う は ず も な く 、 増 ら ず 都市 内 に 
逃げ 込む 。 それ で も ヤ ザ ン は 追撃 を 諦め ず 、 結果 的 に フォ 
ン ・ ブ ラウ ン 内 で MS 戦 が 発生 し て し まっ た 。 


還 | 5 市 な で 衝 負 が 史生 し た 
| こと ゃ 所 が eh 市 
| 民 に も 補 害 が 生じ て し ま 

] それ で も ヤ ザ ン は 攻撃 の : 
5 還 を 絹 め ょ うと し な か っ 


目 カミ ー ユ 、 戦闘 に 乱入 


追い すがる ジェ リド を 撤 い て 都市 内 を 逃げ 回 っ て いた カ 
ミー ユ の 目前 に Z ガ ンダ ム が 降り 立っ た 。 機体 を カミ ー ユ 
に 届け る た め 、 レコ ア ・ ロ ンド が アー ガマ か ら 運 ん で き て くれ 


Zz ガン ダム を 託す た | 


都市 内 に 放り 立っ た Z ガ 
過 し た カミ ー コ | 


落 の アレ キサ ンド リア か ら 授 人 
人 が 伝 えら れ た 。 


た の だ 。 Z ガ ンダ ム に 乗り 込ん だ カミ ー ユ は 、 ヤ ザ ン と ファ 


に 、 ヤ ザン を 都市 の 外 


の 戦闘 に 乱入 。 ファ を 逃がす と 共 
に 追い 出す こと に 成功 し た 。 


つい に ヤ ザ ン を 発見 し た 
は 力任せ に 双 闘 に 乱 . 
2 


。 相手 
0 


エゥーゴ 、 フォ ン ・ プ ラウ ン を 伏 中 


カミ ー ユ が ヤ ザ ン を 引き 付け て いる 頃 、 ラ ー デ ィ ッ シュ か 
ら 発進 し た 別働隊 が フォ ン ・ ブ ラウ ン の 発電 施設 の 占拠 
に 成功 。 都市 の 動力 源 を 確保 し た こと で 、 フ ォ ン ・ ブ ラウ 


ン の 支配 権 は ティ ター ンズ か ら エ ゥ ー ゴ へ と 移っ た 。 これ に 
よっ て 宇宙 港 に 駐 貿 し て いた アレ キサ ンド リア は 撤退 を 余 
催 な くさ れ 、 ヤ ザ ン も 戦い 半ば で 後退 する し か な か っ た 。 


ラー ディ ッシュ の 報 を 受け た ジャ マイ カン は あっ さり と 都市 鬼 退 を 決意 し た 。 
シロ ッ コ が 右 抱 し た 都市 を 手放す と と に 未 越 は な か っ た よう 


な っ た 。 し か し ティ ター ンズ 
は 報復 を 忘れ て お ら ず 、 あ 
る 作戦 を 実行 し よう と し て 
いた の だ っ た 。 


ブレ ックス 、 連邦 議会 に 出席 。 
ミー ユ 、 フォ ン ・ ブ ラウ ン に 潜入 。 
@ 

ミー ユ 、 ジェ リド に 発見 ・ 拘 束 され る 。 | 


カミ ー ユ 、 カツ の 助け を 受け て 逃走 。 


ヤ ザ ン 、 アー ガマ を 発見 。 
ファ 、 ヤ ザ ン の 迎撃 に 向かう 。 
ファ 、 フォ ン ・ ブ ラウ ン 内 に 後退 。 


フォ ン ・ ブ ラウ ン 内 で MS 戦 が 発生 。 
ブレ ックス 、 何 者 か に 暗殺 され る 。 
クワ トロ 、 ブ レッ クス か ら エ ウ ー ゴ の 指 
揮 を 託さ れる 。 | 
レコ ア 、Z ガ ンダ ム を 駆っ て アー ガマ を | 
発進 。 ' 
レコ ア 、 カ ミー ユ に Z ガ ンダ ム を 届け る 。 
ミー ユ 、 フ ァ と ヤ ザン の 戦闘 に 乱入 。 
ラー ディ ッシュ の 別働隊 、 フォ ン ・ ブ ラ 
ウン の 発電 施設 を 占拠 。 


ティ ター ンズ 、 フォ ン ・ ブ ラウ ンカ ら 撤 
退 す る 。 | 


ヤ ザ ン 、 戦闘 を 中 断 し て 後退 。 


世 殺 事件 


' 
戦闘 の 最 | 
| 


シタ イズ 112-30 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


AWTIMELME 


フォ ー ト セパ バー ン で の 戦い 


[mM sm 上 8 
フォ ー ト セパ バー ン で の 戦い 


バル チャ ー の 追撃 を か わし た フリ ー デ ン 一 行 は 、 寺 の 街 
フォ ー ト セ バ ー ン に 到着 し た 。 ティ ファ ・ ア ディ ー ル の 予 
知 に よる と 、 ご の 街 に ニュ ー タ イプ が いる らし い の だ 。 
だ が 当 の ニュ ー タ イプ 、 カリ ス ・ ノ ー テ ィ ラ ス は フリ ー デ 
ン を 敵 と 認識 、 ガン ダム X に 攻撃 を 仕掛 け て きた 。 


113-2Z 


半 ガロ ー ド 、 ガ ンダ ム X を 競売 に か ける 


ガロ ー ド 、 ガ ンダ ム X と 共に フリ ー デ ン 
を 離脱 。 


自分 の 身勝手 な 行動 か の ら ジ ャ ミル 
せ て し まい 、 居 た た まれ な く な っ た ガロ ー| 


に 重傷 を 負わ 
ラン は ガン ダム 


X に 乗っ て フリ ー デ ン を 飛び 出し て し まう 。 と は いえ 戻る 場 


ガロ ー ド 、 ガ ンダ ム X を 競売 に か ける 。 
所 も な く 、 自 暴 自 秦 に な っ た ガロ ー ド は 機体 を 競売 に か け 
る 。 と は いえ 最低 落札 価格 が 1 億 で は そう そう 売れ る は ず 
も な く 、 競売 は 失敗 か と 思わ れ た の だ が ……。 


エニ ル ・ エ ル 、 落札 する 。 
ガロ ー ド 、 エニ ル の 誘惑 を 拒絶 。 


{| 


うと いう 男 和男 
性 (エニ ル ・ エ ル ) が 3 介 提 示し た こと で 、 落札 が 決定 し た 。 


フリ ー デ ン 、 ザコ ッ ト 率 いる 「 炎 の 時 計 部 隊 」 に 製 撃 さ れる 


の 夜 、 ガロ ー ド の 泊まる 


の 部 屋 に 忍び 込 = デ 
a ェ ー ト フー チン を 
代 会 を 臨み 倒 そ うと する 。 
Us の ザコ ッ ト 率 いる 「 人 炎 の 時 計 部 隊 」、 戦 


闘 に 乱入 。 


ガロ ー ド 、 フリ ー デ ン の 誤 地 に 駆け 付 
ける 。 


フリ ー デ ン 、 移 動 先 の 湖 で ザコ ッ ト の 
罠 に 掛か る 。 


ガロ ー ド に 傷 辱 され た と 逆恨み する エニ ル が フリ ー デ ン 
を 強 肛 。 さら に フロ スト 兄弟 に 唆 され る パル チャ ー の ザコ ッ 
ト 率 いる 「 炎 の 時 計 部 隊 」 が 乱入 し 、 フ リー デン は 窮地 に 


立た され て し まう 。 事態 を 聞い た ガロ ー ド は フリ ー デ ン に 戻 
る か どう か の 選択 を 迫 ら れる 。 それ で も 仲間 の 危機 は 見 過 
ご せ ず 、 つい に ガン ダム X で 出撃 し た 。 


ジャ ミル 、 復帰 。 


ガロ ー| ミル の 指示 に 従っ て 、 ザ 


前 夜 の 属 堆 を 記 れ られ 
な い エ ニル が フリ 

を 強 講 。 件 問 を 俺 付け 
れ ば ガロ ー ド が 出 で くる 
EMA. ヒト & ア ウェ 
- 信 引 返し た 。 


きら に ガン ダム X の 入 | 
手 を 目論む ザコ ッ ト ー 


還 カロ ー ド 、 フ リー デン に 復帰 


ロア ビィ ・ ロ イ と ウィ ッ コッ ト 一 味 を 撃退 。 
ツ ・ ス ー が 迎撃 に 向 か 
ラ が ザコ 率い る 「 代 
の 時 計 部 隊 ] が り 出 
す 火 交 攻 撃 の 前 に 手 
も 足 も 出 な か っ た 。 


ガロ ー ド 、 フリ ー デ ン に 復帰 。 


MS 乗り 、 エ ニル ・ エ ル 


フロ スト 兄弟 か 5 フリ ー 
デン の 危機 を 知ら され 韻 
た ガロ ー ド は し ば らく 直 


ず 、 援護 に 向かう こと 
を 決意 し た 。 


ガロ ー ド の 人 参戦 で 勢い を 取り 戻し た フリ ー デ ン は 人 炎 攻 撃 
を 避け る た め に 湖 に 移動 する が 、 そこ に は すでに ザコ ッ ト の 
三 が 張ら れ て いた 。 湖面 に 発火 剤 が 敵 布 され て お り 、 足 を 


ジャ ミル の 指示 で ガロ ー ド は サテ ライ トシ ステ ム を 起動 。 月 か 
出 カ ビー ム が 瀬下 に 全 中 し 、 水落 爆発 が ザコ ッ ト 一 味 を 一掃 し た 


ペペ Wh 


踏み 入れ た フリ ー デ ン は た ち ま ち 業 火 に 包ま れ て し まう 。 そ 
れ で も ガロ ー ド は 諦め ず 、 彼 の 活躍 に 呼応 する か の よう に 、 
重傷 を 負っ た は ず の ジャ ミル が 再び 指揮 を 執り 始め た 。 


フリ ー デ ン 、 フォ ー ト セ バ ー ン に 到着 。 


| 目 カロ ー ド 、 カリ ス の ベル ティ ゴ に 敗北 

ノ モ ア ・ ロ ング 市 長 が 市 政 を 統率 し 、 カリ スノー ティ ラス 図る 。 し か し 、 そ の 意図 を 曲解 し た カリ ス は フリ ー デ ン を 外 
が 自警 団 を 束ね る フォ ー ト セ バ 着 し た フリ ー デ ン 。 敵 と 認識 。 ティ ファ が フリ ー デ ン に 囚われ て いる も の と 考 
カリ ス が ニュ ー タ イプ だ と 気付 い ル は 、 彼 と 接触 を 。 え 、 攻 撃 を 仕掛 け て きた 。 
7 ER ハニ 


\ | 


= MK / プ = ビ ホ の 一 斉 射撃 で サテ ラ 


ガロ ー ド 、 カ リス の ベル ティ ゴ と 交戦 。 
ガン ダム X、 大 破 。 さら に ティ ファ が 連 @ 
れ 去 られ る 。 


5 ロー ド 、 自信 を 可 失 する 。 


大 破 し た ガン ダム X、 新 た に ガン ダム 
X デ ィ バ イダ ー と し て 改修 。 
A risa 


ンダ ム X は 機能 を 停止 。 す ジャ ミル 、 ガロ ー ド に 試練 を 課す 。 


る と カリ ス は ガロ ー ド に と ど 
ES 守 、 め を 刺さ な い 代わ | イィ 
カリ ス の 操る MS ベル ティ ゴ は ニ - ファ の 身柄 を 要求 し 、 そ の ガロ ー ド 、 復 


まま 連れ 去っ て し ま 


ガロ ー ド 、 フォ ー ト セパ ー ン に 潜入 。 ノ 
モア の 正体 を 知る 。 


| 目 カロ ー ド 、 ジャ ミル の 試練 を 受け る 

ベル ティ ゴ の ビッ ト 攻 撃 で ガン ダム X を 大 破 さ せら れ 、 ん で し まっ た の だ 。 そこ で ジ 
ティ ファ も 連れ 去ら れ て し まっ た ガロ ー ド は 自信 を 宮 失 し て 湖 に ガロ ー ド を 連れ 出す と ガン ダム X の G コ ン を 氷上 に 放 
し まう 。 ニュ ー タ イプ の 前 に 普通 の 人 間 は 無力 だ と 思い 込 り 出し 、 や る 気 が あ る な ら 取っ て 来い と 言い 大 っ た 。 


ガロ ー ド 、 カリ ス と 遭遇 。 ティ ファ を 取 
り 戻す 。 


カリ ス 、 ガロ ー ド を 追跡 。 

カリ ス 、 ガロ ー ド に 再戦 を 中 し 込む 。 
カリ ス 、 完敗 。 

ノ モ ア 、 カ リス を パト ゥ ー リ ア の シス テ 
ム に 組み 込む 。 


パト ゥ ー リ ア 、 起動 。 フォ ー ト セ バ ー ン 
を 攻撃 する 。 倫 


ガロ ー ド 、 カリ ス の 救出 に 成功 。 


ノ モ ア 、 自害 。 


| 目 カロ ー ド 、 カ リス と 再戦 
< 潜入 し た ガロ ー ド は 、 ノ モ ア の 正体 が リス に 真相 を 伝え る と 、 動 揺 す る カリ ス を 後に ティ ファ を 奪 
uo di : め に カリ ス 3 が 正気 を 取り 戻し た カリ ス が ガロ ー ド 


MORE INFO! 
人 エニ ュー タイ ブ の 問題 


洪 が つく も の と 見 込ん で いた カリ 
が 


ガロ ー ド の 一 形 を 受け て 重傷 を 

負っ た カリ ス 。 実は 彼 の 読 に は 

動 性 は 想定 を 超え て お り 、 さら に 
(の 気迫 が カリ ス を 追放 
た 


いた の だ 。 つい に 起動 し た パト ゥ ー リ ア は フォ ー ト セ バ パー ン 
え 、 さ ら に 破壊 の 限り を 続け て いく 。 駆け 付 


(に も 止め る 術 は な いと 思わ れ た が ………。 8 / w、 


ど 大 型 MA トゥー リア の シス テム に 組み 込ん た だ 。 この 機 
体 で 世界 に 復讐 する た め に 、 こ れ ま で カリ ス は 生か され て 


意 を 決し た ガロ ー ド は バ 
トゥ ー リ ア に 突撃 。 コク ピッ 
ト に 突入 する と カリ ス が 圭 
印 れ た カプ セル を 回 収 し 、 
トゥー リア を 無力 化し た 


前 通 ・ サ ン ラ ィ イズ 113-28 


ガンダム 


C.C.TIMELINE 


114-25 


サン ペル ト 独 立 宣言 


(Ov ne04 se D3 
サン ベル ト 独 立 宣言 


月 の 女王 ディ アナ ソレ ル の 出現 に よっ て 、 地 球 と 月 の 騙 
乱 は 鎮静 化す る と 思わ れ た 。 だ が 実際 に は 、 ム ー ン レ ィ 
ス は 地球 側 の 意向 を 無視 し て 移民 計画 を 進め 、 サ ン ベ 
ルト 地帯 を 支配 下 に 置 こう と し て いた の で ある 。 こう し 
て ムー ン レ ィ ス の 悲願 は 達成 され る と 思わ れ た が 


WE 衣 ロ ラン た ち 、 キ ング スレ ー の 谷 に 到着 。 


半 ディ アナ 、 ウィル ・ ゲ イム と 出会う 


ディ アナ 、 ウィ ル と 出会う 。 


コレ ン ・ ナ ンダ ー の 追撃 を 退け て 地下 回 廊 を 突破 し た ロ 
ラン ・ セ アッ ク た ち 。 キ エ ル ・ ハ イム に 挫 し て 周囲 を 散策 す 
る ディ アナ は 、 発 掘 に 夢中 の 青年 を 見 か け て 候 を 呑ん だ 。 


青年 に 、 か つて ディ アナ が 想い を 寄せ て いた 男性 の 面影 
を 見 て 取っ た の だ 。 一 方 、 姿 の 見 えな い デ ィ ア ナ も 探す ロ 
ラン は 、 テテ ス ・ ハ レ と 名 乗る 魅力 的 な 女性 と 遭遇 し た 。 


ディ アナ 、 ウ ィ ル か ら 初 代 ウィ ル に 関 
する 話 を 開く 。 


発電 現場 で 汗 を 次 オウ ィ ル の 変 を 日 に し た 
まっ た 。 その 顔 は か つて 彼女 が し た 


ウィ ル 、 宇宙 船 ウ ィ ル ゲ ム を 発見 。 


ウィ ル を 初恋 の 人 と 思 


ロラ ン 、 テテ ス と 道 遇 。 
| ロラ ン と シド ・ ム ン ザ 、 ウィ ル ゲ ム の 起 
| 動 に 成功 。 

テテ ス 、 ウィ ル を 唆 し 、 ディ アナ ・ カ ウ 
ンタ ー と 接触 させ よう と する 。 


« 


軒 ツィ ル 、 宇 宙 舶 らしき 機械 を 発見 


イン グレ ッ サ ・ 
に 移動 。 


ミリ シャ 、 ル ジャ ー ナ 領 


キン グ ス レ ー の 谷 に 眠っ て いた 遺物 は 宇宙 船 で あり 、 さ 
ら に 動力 が 生き て いる こと が 判明 の 協力 を 受け 
て 本 格 的 な 発掘 作業 が 始ま っ た 。 だ が ディ アナ ・ カ ウン 


ター と の 接触 を 狙う テテ ス は ウィ ル に は 宇宙 触 を | 
戦争 に 利用 する つも り だ か ら 、 ディ アナ ・ カ ウン ター に 協力 
を 求め た ほう が いい 」 と 吹き 込む の だ っ た 。 


イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ 、 ル ジ ャ ー ナ ・ ミ 
リ シ ャ の スエ サイ ド 部 隊 と 中 


で 


周山 か ら な ん と 言わ れれ て も 発 所 を 謗 め な か っ た ウィ ル だ け に 、 宇 下船 が 実 
在 す る だ け で な く 動 く こ と が 判明 する と 、 春 び を 聞 そう と し な か っ た 。 


| イン グレ ッ サ ・ 
リ シ ャ と 合流 。 


ミリ シャ 、 ル ジ ャ ー ナ ・ 


ん 


そん な ウィ ル を 利用 し よう と 
企 6 テ テス 。 彼女 は 地球 と 
月 の 民 の | 
生 時 の 未 商 で 
か し て 月 に 行き た いと 眼 っ 
て いた 。 それ が 彼女 を 極端 
な 行動 に 臣 り 立て た の だ 。 


四 イン グレ ッ サ ・ ミリ シャ 、 ル ジャ ー ナ ・ ミリ シャ と 合流 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 攻撃 で ノッ クス が 崩壊 し た こと に 
より 、 イ ング レッ サ ・ ミ リ シ ャ の 面々 は 新た な 所 属 先 を 求め 
て ル ジ ャ ー ナ 領 に 向かっ て いた 。 と ころ が ご の 地 に は モビ 


ルス ー ツ 「 ボ ル ジ ャ ー ノ ン ] だ け で 編制 され た スエ サイ ド 部 
隊 が 存在 し て いた 。 スエ サイ ド 部 隊 の 指揮 官 マリ ガン は 自 
分 た ちの 指揮 下 に 入る よう に 指示 する の だ が ……。 


イン ダレ ッ サ 
の 面々 と 会 恋し た マリ 
ガン は 、 デ ィ ア ナ ・ か 

8 備 


な か な か 結論 の 出 な い 
イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ 
の 前 に 、 ス エサ イド の 
隊長 ギャ パン グー 

が 光 を 現し 、 と も に 弘 う 
よう に 語り 多 けた 。 


一 方 的 な 申し 出 に 流 
る 一 同 に 対し 、 マ リ 
ン は ル ジ ャ ー ナ 
+ の 計る 橋村 人形 
ン を 披 吉 
し 決断 を 候 る 。 


| V カ ンダ ム 


EETMME ー ア hama 


ウィ ル 、 戦い の 犠牲 に な る 


ソレ イ ユ に 入っ た ウィ ル は 、 フィ ル ・ ア ッ カマ ン の 甘 言 に イン ・ イ ルフ ー ト に 乗り 込む と 、 発掘 現場 を 強 凍 。 これ に 対 
乗せ られ て し まい 、 宇宙 船 か ら ミ リ シ ャ を 追い 出せ ば 月 に 連 し て ル ジ ャ ー ナ シャ の ギャ パン ・ グ ー ニ ー が スエ サイ ド 


れ て 行く と 言い くる め られ る 。 喜び 勇 ん だ ウィ ル は MS キャ 部 隊 を 出撃 させ 、 両者 の 間 で 戦闘 が 開始 され た 。 
WW 
* 電 
7 
© ディ アナ や ロラ ン が 戦場 に 
駆け 付け た 時 、 キ ャ ノン ・ 
イル フー ト は 半井 し 、 ヴィル 
ャ か ら 宇 宙 給 を 取り は 劇 出 し よう と する 途中 で 
する スエ サイ ド 部 隊 を | 忠夫 えて いた 。 


還 テテ ス 、 ディ アナ 暗殺 を 策 
月 と 地球 の 府 い が 続く うち に ディ アナ ・ カ ウン ター の 内 下 、 ブ ルー ノ と ヤ コ ッ プ も 揃っ て 軍 を 抜け 出し た の だ が 、 行 


部 で は 統制 が 乱れ 始め 、 一 部 の 兵士 が 軍 を 抜け 出す と い く 宛て が ある は ず も な い 。 する と 、 ど こ か ら と も な く 現 れ 
う 事件 が 頻発 。 行方 不明 に な っ た コレ ン ・ ナ ンダ ー の 部 テス が 食事 を 提供 し よう と 持ち 掛け て きた の だ っ た 。 


その 言葉 を 信じ た ブル ー ノ 
た ち は 、 ソレ イ ユ の ディ アナ 
(入れ 替わっ た キ エ ル ) を 本 
机 。 


W 


軍 を 抜け 出し た も の の 、 こ れ か ら ど うす べき か わか ら な い ブ ルー ノ 
触 し た テテ ス は 、 すべ て は ディ アナ の 圭 政 悪い た め だ と 吹き 込ん だ 。 


ヤ コ ッ プ た ち が キ エル を 襲っ た 事件 は ディ アナ の 耳 に も の 重圧 を 案じ た の だ 。 居 て も 立っ て も いら れ な く な っ た ディ 
届き 、 彼 女 は 深い 謎 慮 を 抱い た 。 ディ アナ と 入れ 替わっ て アナ は ロラ ン に 真実 を 打ち 明け 、 ム ー ン レ ィ ス が 挙行 する 
以来 、 月 の 女王 と し て 振る 舞 わ ざる を 得 な く な っ た キ エ ル 建国 式典 の 前 に キ エ ル と 会 いた いと 申し 出 た 。 


> a 。 | 
間 ディ アナ 、 ロラ ン に 秘 審 を 打ち 明け る | 
| 


| ショ ッ ク か ら 立ち 直っ た ロラ 
| ン は 現状 を 受け 入れ 、 ディ 
| アナ と 共に ソレ イ ユ へ と 向 


| | サン ペル ト 建 国 式典 が 挙行 され る _ 


ディ アナ と し て 政務 を 続け て いた キ エ ル は 、 サ ン ペ ルト 地 激化 に 繋が る こと は 明白 だ っ た か ら だ 。 ディ アナ と の 入れ 替 
帯 で 行わ れる 建国 式典 に 頭 を 悩ま せ て いた 。 現状 の まま 式 わり も 間に合わ ず 、 つ い に 式 典 に 参加 し た キ エ ル は 月 の 女 
典 を 強行 すれ ば 地球 側 の 反発 は 免れ ず 、 両 者 の 衝突 の 王 と し て サン ベル ト 建 国 宣言 を 行う こと に な る の : 


(ロー ラロ ー ヲ に まし ビー コ 会 に 入っ た キ エ ル は 提 
て 建国 式 内 会 場 に 入っ た = が 見 守る 中 止 を 宣言 。 
は キ エ ル し て 二 内 を 押 ーー 同時 に ムー ン レ ィ ス の 入植 交渉 
夫 す る の だ が ……。 1 を 再開 する こと で 、 月 と 地球 の 

』 | 責 和 を 図 ろう と し た が 


こと は で き な か 


mM4 sen D3 


ウィ ル 、 ソ レイ ユ に 到着 。 アッ カマ ン か 
ら 唆 さ れる 。 


ウィ ル 、 キャ ノン ・ イ ルフ ー ト で 発 所 現 
場 を 強襲 。 


ウィ ル 、 スエ サイ ド 部 隊 と 交戦 。 戦闘 
中 に 命 を 落と す 。 

ブル ー ノ と ヤ コ ッ プ 、 ディ アナ ・ カ ウン 
ター から 脱走 。 


テテ ス 、 ブ ルー ノ た ち を 保護 し 、 ディ ア 
ナ 暗殺 を 嘆 す 。 


ブル ー ノ た ち 、 ソレ イ ユ を 外 農 。 
ロラ ン と ハリ ー・ オ ー ド 、 ブル ー ノ た ち 
を 撃退 する 。 

ディ アナ 、 キ エ ル の 身 を 案じ る 。 


ディ アナ 、 ロ ラン に 入れ 替わり の 秘密 
を 打ち 明け る 。 


2 ディ アナ と ソレ イ ユ に 向かう 
、 キ エル と の 面会 に 失敗 。 

サン ペル ト 建 国 式典 が 挙行 され る 。 

キ エ ル 、 月 の 女王 と し て 建国 式典 に 


参加 。 覆 


キ エ ル 、 建 国 宣言 の 途中 で 建国 の 
一 時 中 止 を 発表 する 。 


< 前 通 ・ サ ン ラ イズ 114-26 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


UC.TIMELINE 


忘れ られ た 世界 


Lg met mm08 
忘れ られ た 世界 


外界 と の 接触 を 断ち 、 一 族 の 教え に 従う 「 ヒ カリ 族 ] 。 し 
か し 現在 の 一 族 は ふた つ に 分 裂 じ 、 互い に 争っ て いた 。 
ラサ ラ ・ ム ー ジ に 助力 を 求め られ た ジュ ドー・ ア ー シ タ 
は ヒカリ 族 に 平穏 を も た ら す べく 躍起 に な る の だ が 、 エ 
ンド ラ の 出現 に よっ て 混乱 に 拍車 が 掛か っ て し まう 。 


115-29 


ジュ ドー、 ラサ ラ に 連れ 去ら れる 


ジュ ドー、 ブ ライ ト た ちの 救出 を 試み る 。 


ヒカリ 族 に 拘束 され た ブラ イト ・ ノ ア た ち を 数 出し よう と す 
る ジュ ドー た ち を 、 ラサ ラ ・ ム ー ン と 名 乗る 女性 の 率い る 一 
団 が 連れ 去っ た 。 彼女 た ち は ヒカリ 族 が 間違っ た 方 向 へ 


踏み 出 そ う と し て いる の を 豪 慮 し 、 
の だ 。 互い の 利害 が 一 致し た こと 
カル し 、 事態 の 解決 に 乗り 出 そ う と する の だ 


ュ ド ー に 助け を 求め た 
ー は ラサ ラ と 協 


ジュ ドー と キャ ラテ 、 ラサ ラ の 率い る 一 


ラサ ラ 、 ジュ ドー に 協力 を 求め る 。 


と キャ ラ ・ ス ー 


を 求め た 。 分 下 し て し まっ た ヒカリ 族 を 元 に 戻し た いと いう の だ 。 


目 ジュ ドー、 騒ぎ を 収め る 


ゴット ン 、 ヒカリ 族 の 村 を 貞 撃 。 


ド か ら 報 告 を 受け た ゴット 
ン ・ ゴ ー は ヒカリ 族 と ア . 
ガマ が 結託 し て いる と 放 解 
し て . コロ ニー 内 に MS 部 
区 き 差し 向け た の だ っ た 。 


ゴット ン 、 リ ィ ナ を 人 質 に し て ジュ ドー 
に 降伏 を 迫る 。 


キャ ラ 、 ゴ ッ ト ン を 止め よう と する が 、MS 
に 搭乗 し た こと で 異 番 状 態 に 陥る 。 


ルー、 ジ ュ ドー に ZZ ガン ダム を 届け る 。 


ジュ ドー、R 


ャ ジャ を 撃退 。 


コロ ニー 内 に 侵攻 し た ゴット ン は 、 リ ィ ナ ・ ア ー シ タ を 人 
質 に し て ジュ ドー に 降伏 を 迫る 。 だ が MS の コク ピッ ト に 入 
る と 性 格 が 動 変 する キャ ラ が 敵 味 方 関係 な く 暴 れ 出 し た 


こと か ら 状 況 が 一 変 。 それ で も アー ガマ を 発進 し た ルー リル 
カカ た ち が ジ ュ ド ー に ZZ ガン ダム を 届け た こと で , キャ ラ の R・ 
ジャ ジャ を 捨 じ 伏せ る こと が で きた 。 


ジュ ドー、 ヒカリ 族 の 救世 主 に 奈 り 上 
げ ら れる 。 


ジュ ドー、 ヒ カリ 族 の 長 サラ サ と 面会 。 


壊し そう 

を 負い 止め た ZZ が : 

その 様子 を 目 に し : 

族 の 人 々 は 、ZZ ガ ンダ ム を 
「 臣 神 」 と 業 め て 新 り 始め 、 
パイ ロッ ト の ジュ ドー を 教 世 
に 見 な す よ うに な っ た 。 


ジュ ドー、 サラ サ を ラサ ラ と 間違え る 。 


御 神体 MS、 キャ トル 


ヒカリ 族 の 救世 主 に 祭り 上 げ ら れ た ジュ ドー は 神殿 に 出 
向い た 。 ヒカリ 族 の 長 で あり 教祖 で ある 人 物 が 彼 を 招い た 
か 5 だ 。 し か し 神殿 の 奥 か ら 現れ た 教祖 の 姿 に 、 ジ ュ ドー 


神農 の 奥 か ら ジ ュ ド ー の 
に 次 を 現し た ヒカリ 族 


事情 を 知ら な い ジ ュ ド ー 


は 混乱 し 、 2 人 
過 術 で 教 

上 げ ら れ た に 人 

と 根 解 し て し まう 。 


は 目 を 丸く する こと に な っ た 。 それ は ラサ 
は 教祖 は ラサ ラ の 双子 の 姉 サラ サ ・ ム - 8 
事情 を 知ら な い ジュ ドー は 思い 切っ た 行動 に 出 て し まう 。 


無礼 な 行い に ヒカリ 族 
の 面々 も 色 め き 立 ち 、 
ジュ ドー を 取り 往き えよ う 


ト や エマ リー・ オ ンス は 
再び 拘束 され て し まっ 
た の だ っ た 


| 機動 戦士 ガン タム ZZ 


UC.TIMELINE 


忘れ られ た 世界 


ア 3 月 25 晶 = 


目 ジュ ドー、 プラ イト た ち を 救出 


な ん と か 神殿 か ら 脱出 し た ジュ ドー を 匿っ た の は 、 ア ー 
ガマ を 裏切っ た は ず の モン ド ・ ア ガケ だ っ た 。 ゴット ン た ち 
と ムー ン ム ー ン に 入っ た モン ド は ラサ ラ に ひと め 惚 れ し て し 


まい 、 彼 女 の 願 い を 受け て ジュ ド - 
の で ある 。 呆れ 返る ジュ ドー だ が 、 モ ンド と ラサ ラ の 協力 に 
よっ て ブラ イト た ちの 救 : 功 し た の だ っ た 。 


アー ガマ を 斉 切 っ た モン ド に ジュ ドー た ち を 助け る 義理 は な か っ た が 、 ひ と 
め 層 れ し た ラサ ラ の 前 で 良い と ころ を 見 せ た か っ た よう だ 


ラサ ラ の 案内 で 打ち 捨 で ら 
1 
1 Po っ た ドー フライ 


ちの 手 を 借り て 、 ヒ カ 
リ 族 が 守る ZZ ガン ダム に 
乗り 込む こと が で きた 。 


四 ジュ ドー、 エン ドラ を 没 沈 


再び ZZ ガン ダム を 起動 させ た ジュ ドー の 前 に 、 エ ンド ラ 
の MS 部 隊 が 立ち は だ か り 、 港 溢 ブ 
開始 され た 。 だ が リィ ナ 閣 選 に 燃え る ジュ ドー の 勢い は 目 


め ら れず 、 怖 気づい た 1 機 が エン ドラ に 逃げ 込 も うと する 。 
そこ に ZZ ガン ダム の 放っ た 一 撃 が 命中 。 被弾 し た 機体 は 
大 爆発 し 、 エン ドラ も 爆発 に 差 き 込 まれ て し まっ た 。 


| 


Z プ ガン ダム の ダブ ル ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル が 透 げ る ガザ C に 命中 。 炎 を 吹き 
上 げた 機体 は 、 溢 湾 ブ ロッ ク に 停泊 する エン ドラ を 巻き 込ん で 大 爆発 し た 。 


ちな み に リ ィ イナ は エン | 

合流 予定 だ 
/ 救出 し て お 人 の 
LL 目指 す > 


ー 人 靖 障 mn 再び 失 攻 6 


ラサ ラ と サラ サ 、 和解 


戦闘 が 拡大 する に つれ 、 ヒ カリ 族 の 間 に 不 安 が 高まっ 
て いっ た 。 サラ サ は 民衆 を 痢 こう と する が 、 エ ンド ラ の MS 部 
隊 に 居 え る 人 々 は 耳 を 貸 そ うと も し な い 。 だ が 人 々 を 驚 橋 さ 


モン ド が 起動 させ た キャ トル は 日 式 と は いえ 圧倒 的 な パワ ー を 有 し て お り . 
時 い 来る ガザ C の 群れ を 次 々 と 振 じ 伏せ 、 ヒカリ 族 の 人 々 を 竹 豆 させ た 。 


せる 事態 が 発生 し た 。 突如 、 御 神体 の キャ トル が 動き 出す 
と 、 MS 部 隊 を 片付け て いっ た の だ 。 人 々 は キャ トル に 平 人 
し 、 こう し て ヒカリ 族 は 再び ひと つ に まとまっ た の だ っ た 。 


ガザ C 台 隊 を 全 減 させ た 
キャ トル の 活躍 に ヒカリ 
旅 は ひと つ に まとまり 、 ラ 
サラ と サラ サ も 和解 。 カ 
を 合わ せ て 民 を 治め て い 
く こ と を 者 い 合っ て いる 。 


半 ゴット ン 、 アー ガマ へ の 潜入 を 図る 


巡洋艦 ミン ドラ の 指 揚 宜 に 抜 所 され た トト は 
ムー ン か ら 脱 出し た ゴット ン た ち を 回 収 す る と 、 補 給 
に アク シズ へ と 向かっ て いた 。 する と 艦 の 前 方 に 不 
ミン ドラ が 集 拉 し た ラン チ は エ ゥ ー 
コ の も の で あり 、 アー ガマ へ の 補 
1 | 物 を 満載 し て いた 。 


が 
アー ガマ 内 部 で 反乱 を 引き 起こ 


させ よう と いう の だ 。 


審 な ラン チ を 発見 。 あれ は アー ガマ へ 補給 物資 を 送り 届 
ける 宇宙 艇 に 違い な い 一 一 そう 確信 し た グレ ミー は ラン チ 
を 亭 捕 。 さら に ラン チ を 利用 し た 作戦 を 思い 付い た 。 


TT 
する が 


ジュ ドー、 ヒ カリ 族 の 神農 か ら 脱出 。 
ジュ ドー、 モン ド た ち に 助け られ る 。 


ジュ ドー、 モ ンド た ちの 助力 に よっ て ブ 
ライ ト た ちの 救出 に 成功 。 


ジュ ドー、 ZZ ガン ダム に 乗り 込む 。 
ジュ ドー、 エン ドラ の MS 部 隊 と 交戦 。 
被弾 し た MS の 爆発 に 巻き 込ま れ て 、 
エン ドラ 、 撃沈 。 

戦闘 拡大 の 余波 で ヒカリ 族 の 間 に 
不安 が 広がる 。 

モン ド 、 御 神体 の キャ トル を 起動 。 
キャ トル 、 エン ドラ の MS 部 隊 を 撃退 。 


ヒカリ 族 、 キ ャ トル の 前 に 再び ひと つ 
に な る 。 


ラサ ラ と サラ サ 、 和解 。 


アー ガマ 、 ムー ン ム ー ン か ら 出 港 。 


グレ ミー、 ラ ンチ を 利用 し て ゴット ン た 
ち を アー ガマ に 送り 込む 。 


神官 ロ オ ル の 真意 
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FETWEMME | TO__ 4 ロロ WW 
「 ギア ナ 高 地 で の 試練 


@ ネオ シン ジュ ク で の 戦い で 己 の 無力 さ を 痛 感 し た ドモ ン ・ 
: カッ シュ は 、 か つて の 修行 場 で ある ギア ナ 高 地 に 移動 


マス ター・ ア ジア と デビ ル ガ ン ダム を 打ち 砕く 力 を 体得 
すべ く 、 修 行 に 励 お 。 だ が そん な ドモ ン を 噂 笑う か の よう 


3 に | に 、 再び マス ター・ ア ジア が その 姿 を 現し た の だ っ た 。 


ギア ナ 高 地 で アル コ ゴ と 遭 
山 。 ガン ダム ファ イト を 挑む が 拒否 さ 
れる 。 


四 サ ィ シー と アル ゴ 、 交 戦 


修行 の た め ギア ナ 高地 に 辿り 着い た サイ ・ サ イシ ー は 、 オロ シア の キャ ンプ が 何者 か に 前 撃 さ れ 、 サ イシ ー に 容疑 
そこ で 皿 遇 し た アル ゴ ・ ガ ルス キー に ガン ダム ファ イト を 挑 が 掛け られ る 。 身 の 涯 白 を 晴らす た め 、 サ イシ ー は 再び ガ 
む 。 だ が アル ゴ は 挑戦 を 受け よう と し な か っ た 。 その 夜 、 ネ ンダ ム フ ァ イト を 提案 。 アル ゴ と の 激突 が 開始 され た 。 


ネオ ロシア の キャ ンプ を ドラ ゴン ガン 
ダム に 似 た デス アー ミー が 誤 撃 。 


サイ シー、 身 の 潔白 を 証明 する た め 、 
アル ゴ と ガン ダム ファ イト を 行う 。 


ジョ ル ジ ュ 、 ミ ラボ ー と の 過去 を 思い 
悩む 。 


ド 
令 モン と シュ バ ル ッ ・ ブ ルー 
の 活 喉 で 一 控 き れ 、 サ 


の い レイ モン ド 、 ジ ョ ル ジ ュ を 奮起 させ よう 

と アル ゴ だ が 、 無心 で 電 う うち に か つて の 剛 志 を り 戻し て いっ た 。 と 奮闘 する 。 

a DG 細胞 に 置 され た ミラ 
ーー と ガン ダム ファ イト を 行う 。 


E 半 ドモ ン 、 ジョ ル ジ ュ と 交戦 
他 の 新生 シャ ッ フル 同盟 の 面々 と 同様 に ギア ナ 高 地 を こっ た ミラ ボー と の 苦い 経験 を 思い 出さ せ て いた か 
F ド 


、 彼 の 顔 か ら は 革 気 が 失せ 一 方 、 ジ ョ ル ジ ュ へ の 復讐 に 駆 られ た ミ 
選考 大 会 で 起 の 力 を 借り る と ギア ナ 高地 に 乗り 込ん で きた の 


シュ バル ツ 、 ガ ンダ ムシ ュ ピ ビー ゲル で ド 
モン を 襲撃 。 


ドモ ン 、 死 の 恐怖 を 感じ る 。 


ドモ ン 、 超 り を 忘れ 、 明 鏡 止 水 の 境地 
を 垣間見 る 。 


私 履 心 に 取り 逝か れ た ジョ ル ジ ュ を 実 ず る 牧 事 の レイ モン ド は 、 レ イン ・ ミ ボ 
カム ラ を 食事 に 招い て 解決 築 を 図 ろう と し た が 、 うま くい か な か っ た 。 芝 呈 に 民 功 くい る 。 


錆 OS に 託さ れ た 想い 


四 ドモ ン 、 胃 鏡 止 水 の 境 地 を 垣間見 る 


決勝 大会 開催 まで 残す と ころ あと 3 日 。 だ が ドモ ン は 未 。 ピー ゲル で 生身 の ドモ ン に 前 い 掛 か っ た の だ 。 死 の 危険 
に 明鏡 止 水 の 境地 を 体得 で き て いな か っ た 。 そ こ で シュ を 前 に し た ドモ ン か ら は 起り や 憎しみ が 消え 去り 、 そ れ が 
バル ツ ・ ブ ルー ダー は 強硬 策 に 打っ て 出 た 。 ガン ダム シュ きっかけ と な っ て 明鏡 止 水 の 境地 を 垣間見 た の で ある 。 


生身 の ドモ ン に ガン ダ 
ムシ ュ ピ ビー ゲル で 話 い 
掛か る シュ バル ツ 。 手 
加減 の な いそ の 攻撃 
り に bh て い s ド モン に 、 ド モン の 心から 怒 
り は 一 授 さ れ 、 死 の 
入居 で 満た され た 。 


この まま で は 明 書 止 水 
の 境地 を 会 得 て できない 
ばか りか 決 騰 大 会 へ の 
出湯 も ままならない と 放 


# 


Sc に 
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F.E.TIMELINE 


ギア ナ 高 地 で の 試練 


(i mM mm 上 


目 ドモ ン 、 マス ター・ ア ジア と 再戦 


・ ア ジア の 来 翼 で 明鏡 止 水 の 極意 を 掴み 損ね 
た ドモ ン は 、 超 り の まま に マス ター・ ガ ンダ ム に 挑み 掛か る 。 
と は いえ 激情 に 身 を 任せ た ドモ ン が 再度 、 明 鏡 止 水 の 境 


地 に 達する は ず も な く 、 ス ー パ ー モ ー ド の 発動 に 失敗 。 さら 
に マス ター ガン ダム の ダー ク ネ ス ・ フ ィ ン ガー を 防ぎ 切れ ず 、 
シャ イニ ング ガン ダム の 右腕 を 破損 させ て し まっ た 。 


し か し 起り に 満ち た 心 で は 
明科 上 水 の 境地 に 達する 
こと は で きず 、 マ スタ ー・ 


と 


は 右腕 に ダメ ー ジ を 負っ て 
し まっ た 。 


軒 新生 シャ ッ フ ル 同盟 、 ギア ナ 高 地 か ら 脱 出 


傷 付 いた ドモ ン を 底 う 新生 シャ ッ フル 同盟 と シュ バル ツ 脱出 の 余地 は な いか と 思わ れ た 。 する と ネオ ロシア の ナス 
は 、 一 時 的 に ネオ ロシア の キャ ンプ に 遊 難 。 だ が その 間 ー シ ャ が 共同 作戦 を 提案 。 仲間 を 3 つ に 分 け 、 デス アー 
に も 圧倒 的 な 数 の デス アー ミー が ギア ナ 高 地 を 包囲 し 、 ミー 軍団 を 強行 突破 する 作戦 に 打っ て 出る こと に な っ た 。 


人 修理 が 完了 し た こ 
と を 見 届け た 新生 シャ ッ プ 
ル 同 題 は 決勝 大 会 の 地 
に 向け て 移動 を 開始 し た 。 


半 ドモ ン 、 デビ ル ガ ン ダム を 撃破 


ギア ナ 高 地 に 留まり 、 マス ター・ ア ジア と デビ ル ガ ン ダム 
と の 困 緑 に 決着 を つけ よう と する ドモ ン 。 だ が 明鏡 止 水 の 
心 で 発動 させ る スー パー モー ド で な けれ ば ダメ ー ジ を 与え ら 


明鏡 止 水 の 境地 に 遅 せ られ な い 


れず 、 逆 に 窮地 に 追い 込ま れ て し まう 。 する と そこ に シュ バ 
ルツ が 現れ 、 ド モン に 代わ っ て マス ター の 攻撃 を 受け る 。 そ 
の 姿 を 見 た ドモ ン は 明鏡 止 水 の 協 地 に 達する の だ 


"ビル ガン ダム に 泊っ た ド 
モン は 必殺 の 一 撃 を 見 細 い 、 柏 
手 大 破 し た 機体 は 
地 中 に 消え て し まっ た た め 、 完 
全 に 止め を 制 し た か どう か は わか 
ら ず 結 い だ っ た 。 


する と シュ バル ツ が 戦い に 乱入 
し 、 身 を 岳 し て ドモ ン を 守る 。 そ 
の 朗 に ドモ ン の 心から 直り が 消 
え 去 り 、 再 び 鏡 の よう な 穏やか 
な 心 が 訪れ た の だ っ た 。 


生 上 


目 ドモ ン 、 ゴッド ガン ダム に 乗り 換え る 


デビ ル ガ ン ダム を 倒し た ドモ ン は 、 ネ オジ ャ パン 軍 か ら 届 が 必須 で あり 、 ド モン 単独 で は で きる は ず も な い 。 だ が ドモ 
けら れ た 新型 MF 「 ゴ ッ ド ガン ダム 」 に 乗り 換え よう と し て い 心配 する レイ ン が ネオ ホン コン か ら コ ンタ クト を 図 。 彼 
た 。 だ が 起動 に は シャ イニ ング ガン ダム か ら の デー タ 移 行 女 の 助 力 の 甲斐 あっ て 、 デー タ 移 行 は 完了 し た の だ っ た 。 


a 


< き 
めい 、 


ン が 通信 機 を 介し て ドモ ン と コン タク 
づ の 移行 は 無事 に 完了 し た 。 


行 し て いた | 
回 の の っ て 


ネオ ホン コン へ と 向かっ た 。 


ドモ ン 、 マス ター・ ア ジア と 再戦 。 


ドモ ン 、 ダー ク ネ ス ・ フ ィ ン ガ ー の 前 に 
屈する 。 


シャ イニ ング ガン ダム 、 右腕 を 破損 。 
デス アー ミー 軍団 、 ギ アナ 高地 を 包 
囲 する 。 


ドモ ン た ち 、 ネ オロ シア の キャ ンプ に 
避難 。 


ナス ター シャ 、 ギ アナ 高地 か ら の 脱出 
作戦 を 提案 。 


新生 シャ ッ フ ル 同 盟 、 ギ アナ 高地 か ら 
脱出 。 


ドモ ン 、 ギア ナ 高 地 に 留まる 。 


ドモ ン 、 マス ター・ ア ジア と 対戦 。 
シュ バル ツ 、 ド モン を 棄 い 、 重 傷 を 負う 。 


ドモ ン 、 明 鏡 止 水 の 心 で スー パー モー 
ド を 発動 。 


ドモ ン 、 デビ ル ガ ン ダム を 撃破 。 
ギア ナ 高 地 に ネオ ジャ パン 軍 か ら ゴ ッ 
ドガ ンダ ム が 届く 。 


ドモ ン 、 レ イン の 協力 で デー タ 移 行 を 
完了 。 ゴッド ガン ダム を 起動 させ る 。 


ドモ ン 、 ネ オ ホ ンコ ン の 決勝 大 会 会 
場 に 向かう 。 
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UETIMEUME 


戦場 で の 再会 


本 04 sl/ 


戦場 で の 再会 
フロ ンティア か ら の 脱出 行 の 途中 で 離れ 離れ に な っ 


た シー ブッ ク ・ ア ノー と セシリー・ フ ェ ア チ ャ イル ド 。 ク 
ロス ボー ン ・ パ バンガー ド (CV) の 侵攻 が 激化 する 最 中 、 


再会 は 不可 能 と 思わ れ た 。 
よっ て 、 ふ たり は 戦場 で 巡り 合う 


し か し 数 奇 な 運命 の 流れ に 


こと と な っ た の で ある 。 


117-29 


Cv, フロ ンティア I に 概 攻 開 誠 


ザビ ー ネ ・ シ ャ ル と ペラ ・ ロ ナ (セシリー・ フ ェ ア チ ャ イル 
ド ) に よる 偵察 の 報告 を 受け た 鉄 仮面 は 、 フ ロン ティ ア T へ 
の 侵攻 作戦 を 決定 。 CV 各部 隊 に 侵攻 開始 の 命令 が 下 
され た 。 この コロ ニー を 制圧 すれ ば フロ ンティア ・ サ イド ( サ 
イド 4) は CV が 完全 制圧 し た こと に な り 、 ロ ナ 家 が 提唱 す 


CV の 主力 部 剛 が フロ ンティア [へ の 侵攻 を 開始 。 その 中 
園 気 を 経験 する と いう 名 目 で 参加 し た ベラ ・ ロ ナ の 実 も お 


3 月 下 
目 シー フッ ク 、 CV 部 除 と 交戦 


る 「 コ スモ 貴族 主義 ] が 地球 園 を 席 拭 す る 日 も 目前 と な る 
に 違い な い 一 一 その よう な 想い が 隊 内 に 満ち 溢れ 、 ロ ナ 
家 の 理想 を 信じ る パイ ロッ ト た ち が CV 艦 隊 か ら 順 次 発進 
一 方 、 フ ロン ティ ア T 周 辺 宙 域 に は 連邦 軍 も 残存 戦力 を 
集結 させ て お り 、 両 者 の 問 で 激しい 攻防 戦 が 開始 され た 。 


ーー 方 、 発電 施設 を 有 す 
る フロ ンティア I が CV の 
攻略 目標 に な る と 予測 
達者 軍 は 、 同 
コロ ニー の 周辺 宙 域 に 
残存 を 集結 させ て 
お り 、 両 軍 の 間 で 電 半 
が 開始 され た 


CV 来 陣 の 報 は スペ ー ス ・ ア ー ク に も 届き 、 艦 長 の レア 
リー・ エ ド ベ リ は 迎撃 態勢 を 取る 一 方 、 避難 民 の 少年 少女 
を スペ ー ス ・ ボ ー ト で 宇宙 港 に 避難 させ た 。 非 戦闘 員 の 盤 
牧 を 最小 限 に 抑 っ た の だ 。 だ が 仲間 た ち が 避 難 準 
備 を 進め る 中 、 シーブ ッ ク は F91 の コク ビッ に 就 い て いた 。 


3 月 下旬 
四 アン ナマ リー、 ザビ ー ネ と 交戦 


前 回 の 出撃 で は 逃げ 回 っ て いれ ば 良かっ た の だ が 、 今 回 
は 積極 的 (ば 敵 を 倒さ な けれ ば 生き 残れ な い だ : 

度 の 戦い が 彼 の 意 議 を 変革 させ て い 
切る よう に 声 を 上 げ て 機体 を 発進 させ 
ーー 内 に 侵入 する CV 機 に 狙い を 定め た 。 


ヴェ スパ ー の あぁ まり に 強 
カ な 火力 に 言葉 を 矢 う 


コロ ニー 内 外 で 激しい 戦闘 が 展開 され る 中 、 スペ ー ス ・ 
アー ク に 投降 し た 元 CV パ イロ ッ ト の アン ナマ リー・ ブ ルー 
ジュ は ある 人 物 の 機体 を 探し て いた 。「 黒 の 部 隊 (ブラ ッ 
ク ・ バ ン ガ ー ド )」 の 指揮 官 で あり 、 自 分 の 上 官 だ っ た ザ 
ビー ネ ・ シ ャ ル の 機体 で ある 。 し か し アン ナマ リー の 胸中 に 


ザビ ー ネ は 自分 まり も べ ラ を 


畑 と な り 、 アン ナマ リー を 反 
聞 へ と 走ら 


と は いえ 刃 を 交え な が ら も ザ 
ビー ネ へ の 想い は 捨て 切れ 
ず 、 織 い の 果て に 共に 死ぬ 


は ザビ ー ネ へ の 息 り が 渦巻 いて いた 。 想い を 寄せ る 自分 
を 差し 置い て 、 ペ ラ ・ ロ ナ ば か り に 手 を 差し 伸 べ る ザビ ー 
ネ の 態度 が 許せ な か っ た の だ 。 その た め 目 指す 機体 を 発 
見 し た アン ナマ リー は 急速 に 接近 し な が ら ピ ビー ム ・ サ ー ベ 
ル を 振り か ざし 、 相手 に 斬り 掛か っ た の だ 

中 だ が が | 


の 陳 を 突い て 機体 を 入れ 替 
える と 、 コク ピッ ト に 銃口 を 突 


3 
ず な か っ た の だ 。 


ズ スペース ・ ア 


鉄 仮面 、 フ ロン ティ ア T へ の 侵攻 を 決 
意 する 。 


CV 部 隊 、 フ ロン ティ ア T へ の 侵攻 を 
開始 。 連邦 軍 残 存 艦隊 と 交戦 する 。 


鉄 仮面 、 秘 密 裏 に バグ の 起動 準備 
を 進め る 。 

レア リー、 迎 撃 体勢 を 整え る と 共に 、 
民間 人 へ の 避難 指示 を 発令 。 

スペ ー ス ・ ボ ー ト 、 宇宙 港 へ 移動 。 
シー ブッ ク 、F91 で 出撃 。 CV 部 隊 と 
交戦 する 。 

アン ナマ リー、 戦 場 で 元 上 官 の ザビ ー 
ネ と 遭遇 する 。 


アン ナマ リー。 ザビ ー ネ と 交戦 返り 
討ち に 遭い 、 戦死 。 
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戦場 で の 再会 間 am07 


3 月 下旬 
四 ベラ 、F91 と 遺 遇 


裏切り 者 と は いえ 元 部 下 を 撃破 し た ザビ ー ネ の 行動 を 
笛 弾 する ベラ ・ ロ ナ だ が 、 ザビ ー ネ は 顔色 ひと つ 変え よう と 
し な い 。 その 次 に ベラ は 違和感 を 覚え た 。 ロナ 家 の 信 替 
する 「 コ スモ 貴族 主義 ] に 次 世代 の 希望 を 見 て 取っ : 


裏切り 者 を 謝 浦 し た だ け の こと ーー ザビ ー ネ の 言葉 に ベラ は 銀 き 返し た も 
の の 、 感情 の 稼 も っ て いな いそ の 態度 に 條 和 感 を 禁じ 得 な か っ た 。 


ラ だ が 、 戦 場 で の 命 の 遣り 取り は そん な 理想 論 を 一 忠 し て 
し まう ほど 生々 し く 、 何 を 信じ て いい の か わか ら な く な りつ つ 
あっ た の だ 。 する と 、 思い悩む ベラ の 視界 に アン ナマ リー 
機 と 行動 を 共に し て いた F91 の 機 影 が 飛び 込ん で きた 。 


その た め べ ラ は ザビ ー 
ネ と 別 行 動 を 取る と 宣 


軒 シー ブッ ク 、 モ シ リー と 再会 


スペ ー ス ・ ア ー ク か ら 後退 信号 を 受け 、 戦場 か ら 離 脱し 
ク の 前 に 見 た こと も な い CV の 機体 が 
現れ た 。 F91 に 匹敵 する ほど の 高い 機動 性 を 発揮 する そ 
の 機体 一 ビ ギ ナ ・ ギ ナ に 翻弄 され る シー 


備 の | ルド 
バイ ス を 使い 、 笠 手 の 
を 入ら そう と し た 。 


ビー ム ・ シ ー ル ド を 利用 し た 目 上 肪 まし が 功 を 奏し 、 ヴェ スパー 
を 相手 の コク ピッ ト に 突き 付け た 。 その 時 、 シ ー ブ ッ ク は ビ 
ギ ナ ・ ギ ナ か ら 発 せら れる 懐か し い 気配 に 気付 <。 その 気 
配 は セシリー の も の だ っ た 。 


F91 と ビ ギ ナ ・ OR 


き 、 パ イロ ッ ト が 身 を 乗り 由 
す 。 その 3 ブッ ク の 
目 は 敬 情 に 見 開か れ た 


キナ キナ の バ f ロ zhg、 | 
2 ロン ティ アカ ら の 員 尾 


スペ ー ス ・ ア ー ク と 合流 


目 モ シ リー、 
シー ブッ ク に 背中 を 押さ れ て スペ ー ス ・ ア ー ク に 入っ た 
リー を 、 子供 た ち は 歓 迎 す る が 、 連 邦 軍人 た ちの 態度 


ビル ギ ッ ト ・ ピ リ ヨ は 、 そ れ ま で ロナ 家 
と CV が 引き 起こ し た 戦闘 の 責任 を セシリー に 突き 付け 、 


これ まで の 経 線 を 知ら な い ビル ギ ッ ト は セシリー を CV 側 の 人 間 と 見 な し 、 こ 
れ ま で の 戦 還 と 条 衝 者 の 責任 を どう 取る の か と 責め 立て た 。 


彼女 は 信用 で き な い と 切っ て 捨て た の だ 。 その 主張 に 納 
得 で きる 部 分 も ある も の の 、 す べ て の 責任 を 目 の 前 の 少 
女 に 負わ せる の は 酷 で あっ た 。 そう 判断 し た レア リー は セ シ 
リー を 受け 入れ る こと を 決心 し た の だ っ た 。 


入れ る こと を 決断 し た 。 


ザビ ー ネ 、 鉄 仮面 に 不信 感 を 募ら せる 


ベラ が スペ ー ス ・ ア ー ク と 合流 し た と は 知ら な い ザ ピー ネ 
は 補給 の た め に フロ ンティア I か ら 離 れ 、 鉄 仮面 の 座 乗艦 
(ザム ス ・ ガ ル ) に 接触 し よう と する 。 と ころ が 艦 を 束ね る 
ジレ ・ ク リュ ー ガ ー は 、 祖 給 は お ろか 、 乗艦 さえ 認め よう と し 


SW 。 sf 


補給 を 望む ザビ ピー ネ を すげ な く 断 る ジレ 。 ザム ス ・ ガ ル は 極秘 任務 を 進行 
中 で あり 、 これ は 他 の すべ て の 任務 に 優先 され る と いう の だ が で …。 


な か っ た 。 あ まり に 冷淡 な 対応 に 驚く ザビ ー ネ は 、 鉄 仮面 
の 行動 に 裏 が ある の で は な いか と 疑念 を 抱く 。 と は いえ 現 
時 点 で は 何 の 確証 も な く 、 今 の と ころ は や む な く 別 の 艦艇 
に 補給 を 受け に 行く し か な か っ た 。 


友軍 の 博夫 を 断る の は 
異例 の 事態 で あり 、 ザ 


ビー ネ は ジレ と 鉄 仮面 
が 実行 し て いる と いう 特 
珠 任務 に 下 信 感 を 抱 
任務 内 容 が わ 
ある は ず も な か っ た 。 


ペラ 、 ザビ ー ネ を 紐 弾 する 。 


ペラ 、 ザ ビー ネ と 別れ て 単独 行動 を 
取る 。 


ベラ 、 F91 と 遺 遇 。 
シー ブッ ク 、 ビ ギ ナ ・ ギ ナ を 確認 し 、 交 
戦 。 


F91 と ビ ギ ナ ・ ギ ナ 、 互い に こう 着 状 
態 に 陥る 。 


シー ブッ ク 、 ビ ギ ナ ・ ギ ナ の パイ ロッ ト 
が ペラ (セシリー) だ と 気付 く 。 


シー ブッ ク 、 セシリー と 再会 。 


セシリー、 スペ ー ス ・ ア ー ク に 合流 。 


ビル ギ ッ ト 、 セ シリ ー の これ まで の 責任 
を 追及 する 。 


レア リー、 セシリー を 受け 入れ る こと を 
決心 する 。 

ザビ ー ネ 、 ザム ス ・ ガ ル と 接触 。 補給 
を 要請 する が 断ら れる 。 


ザビ ー ネ 、 鉄 仮面 の 行動 に 不審 な も 
の を 感じ る 。 
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で 前 通 ・ サ ン ラ イズ 117-30 
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MWTMEHME A mM4 und 
オル ク と の 攻防 


@ ニュ ー タ イプ を 戦争 の 道具 に させ な いた め 、 そ の 保護 を 
» 2 掲げ て 名 地 を 移動 する フリ ー デ ン 一 行 は 、 サ ン ル ー カ ス 
海岸 に 到着 し た 。 初め て 目 に する 海 に 驚き を 隠せ な い 
ガロ ー ド ・ ラ ン た ぢ 。 ティ ファ ・ ア ディ ー ル の 予知 夢 に よ 
| 『 る と 、 この 地 に ニュ ー タ イプ が 居る は すず な の だ が ……。 


フリ ー デ ン 、 北 米 大 陸 西 海岸 の サン 
ルー カス 海岸 に 到着 。 


四 フリ ー デ ン 、 サン ルー カス 海岸 に 到着 


ティ ファ が 夢 で 見 た 海岸 線 を 探し て 、 北 米 西海 岸 に 位 り に 憶 根 を 伸ばす こと に し た 。 する と 突然 、 テ ィ ファ 
置 す る サン ルー カス 海岸 に 到着 し た フリ ー デ ン 一 行 。 目指 。 ト で 沖 に 演 ぎ 出し て いっ て し まう 。 どう や ら 何 か を 感じ 取っ 
す 場 所 (竜頭 岬 ) も 無事 見 つか り 、 安 心 し た 一 同 は 久 し 振 た 5 し い の だ が 、 沖 は 武装 集団 「 オ ルク ] の 縄張り だ っ た 。 


ガロ ー ド た ち 、 久 し 振り の パカ ンス を 楽 
し む 。 


ティ ファ 、 白 イ ルカ の 声 に 気付 き 、 沖 
合 に 向かう 。 


その 夜 、 ガ ロー ド は イル カ 
と 虎 れ る ティ ファ の 次 に 目 
を わ れる 。 時 間 、 テ ィ フ ァ 
— が 感じ た 不可 解 な 感覚 は 
イル カ に 関係 し て いる らし 
い 。 だ が それ 以上 に 荻 く ペ 
。 突 各 、 
サテ ライ トシ ステ ム の ガイ ド 
レー ザー が 放 た れ た の だ 。 


フリ ー デ ン 、 ド ー ザ ー 味 と 交戦 。 


ガロ ー ド 、 サ テラ イト シス テム の ガイ ド 
レー ザー に 気付 く 。 


妖 現 れ た イル カ の 群れ が 疫 
ド は 形勢 を 逆転 きせ た 。 


の 魚雷 を 提 乱 、 意 外 な 覆 援 に よっ て が ロ 


フリ ー デ ン 、 太平 洋上 に 移動 。 
ガロ ー ド 、 白 イ ルカ を 保護 する 。 


9 SE フリ ー デ ン 、 ドー ザ ー 味 を 撃退 。 
HH プリー デン 、 白 イル カ を 守る た め 、 ド ー ザ ー 味 と 交戦 
サテ ライ トシ ステ ム の ガイ ドレ ー ザ ー の 照射 地 ク の ドー ザー 味 に 追わ れる 白 イ ルカ を 目撃 する 。 実は この 
ニュー タイ ブ の 手 寺 かり が ある と きえ た ー ト は 、 白 イ ルカ こそ が 目指 す ニ ュー タイ プ で あり 、 その 能力 ゆえ に 
ドー ザー 味 に よっ て 付け 狙わ れ て いた の で ある 。 


マー カス ・ ガ イ 、 オ ル バ の 指示 で L シ 
ステ ム を 発見 。 


ドー ザー 叶 が 私 利 私 人 
の た め に イル カ 狩 り を 
行っ て いる と 聞か され た 


ティ ファ 、 見 知ら ぬ 女 性 か ら の 声 を 察 
知 する 。 


を 所 し 、 反 更 の チャ 
ンス を 作る 


白 イル カ の 助け も あっ 
て 形勢 は 之 転 。 ガロ ー 
ド た ちの 反撃 で ドー ザ 
一 味 は 壊 渡し 、 イ ルカ 
た ち が 追 われ る こと も 
な く な っ た の だ っ た 。 


四 マー カス 一 味 、 上 シス テム を 発見 


フロ スト 兄弟 の 弟 オル パ ・ フ ロス ト は 、 旧 較 邦 軍 が 開発 " ジ を 依頼 。 する と 海底 か ら ニ ュー タイ ブ と 思しき 女性 が 封 
ー タ イプ 兵器 を 見 つけ る た め 、 オ ルク の マー カス ・ 印 され た 謎 の 機構 ([ シ ステ ム ) が 見 つか っ た 。 同じ 頃 、 テ ィ 
ロー レラ イ の 海 ] と し て 恐れ られ る 海域 の サル ペー ファ の 脳裏 に 見 知ら め ぬ 女 性 の 声 が 届く の だ が 


アーーーーー ww 


| し シス テム の 調査 が 開始 さ 
| れ た の と 時 を 同じ くし て 、 テ ィ 
| ファ の 氷 真 に 見 知ら ぬ 女 


マー カス が 海底 か ら 発 見 し た 上 人 施 還 の 装置 ([ シ ステム) の 中 に は ニュ ー 
タイ プ の 女性 (ルチル ・ リ リア ント ) が 寿 印 され て いた 。 


118-2Z 


目 ルチル 、 ティ ファ に 設 依 す る 


ティ ファ の 牟 い を 受け て ロー レラ イ の 海 に 向かっ た フ 


リー デン 。 だ が ハリ 
が 待ち 構え て お り 、 


| ケーン で 荒れ る 海域 に は マー カス 一 味 
オル バ の ガン ダム アシ ュ タ ロン も 戦い 


れ 
依 。 圧倒 的 な 


シス テム を 起動 させ 、 フ リー 


目 ジャ ミル 、 ル チル の 力 を 借り て G ビ ッ ト を 起動 させ る 


ー | カメー 味 は 後退 し て い - 


る 。 する と 謎 の 女性 が 


ー タ イプ 能力 を 発揮 し て L 
の 危機 を 救っ た の だ っ た 。 


| ルチル が シメ テム を 起き 
| せ た こと で 、 軸 囲 内 の すべ 
| て の 電子 機器 が 機能 を 停 
| 止 。 これ で は 戦い を 継続 す 
| る こと は で きず 、 や も な < 


ティ ファ に 意識 を 


の 教官 を 務め た ルチル ・ リ ! 
利用 され 、 L シ ステ ム に 組み 込ま れ て いた の だ 


し か し L シ ステ ム 発見 の 報 を 察知 
し た 新 連邦 軍 が ドー トレ ス フ ラ イ 
ヤー 部 隊 を 投入 。 マー カス 一 味 


と フリ ー デ ン を 巻き 込 
の 戦い が 発生 し た の だ 


返信 させ た 女性 は 、 15 年 前 に ジャ ミル 
アン ト だ っ た 。 だ が その 能力 を 
「 も う 二 度 


自分 の 能力 が これ 以上 戦い に 
利用 され る の は 見 た く な いと する 


っ 中 


と 戦い に 利用 され た く な い 」 と の 想い を 前 み 取 っ た ジャ ミル 


は L シ ステ ム の 奪還 を 決 ; 


Z ャ ミル の 胸中 を 察し た ガロ ー 


ド た ち も 戦 い に 加 わり 、 マー カス 一 味 の 潜水 畿 を 追っ た 。 


還 フリ ー デ ン 、 セイ ンズ アイ ラン ド に 寄港 


1 ヶ月 以上 に 


っ て 太平 洋 を 航行 し て いた フ ! 


ン は 


商業 都市 セイ ンズ アイ ラン ド に 寄港 する 。 この 地 に は モビ 


ルス ー ツ 乗り を 廃業 | 


し た 


ツル: エル が 暮らし て いた 。 入国 


管理 官 の マイ ルズ と 出会い 、 普通 の 生活 を 取り 戻 そう と し 


て いた の : 
ガロ ー ド へ の 綴り を 抑え られ な く な っ 


だ が 港 に 入っ た フリ ー デ ン の 姿 を 見 た 途 端 、 


て し まっ た 。 


hm ) 


デン の 乗組 員 と 気付 く と 


| 


ある 出来 事 か ら 意気 投合 し た エニ ル と トニ ヤ ・ マ ー ム 。 だ が トニ - 
= が 


ド へ の 起り が 呼び 覚まさ れる の 


その 後 、 出 航 し よう と する フ 


後 、MS 乗 り と し て 衝 放 す 
る と と を 潜め 。 マ イル ズ の | 
下 か ヵ ら 去っ て し まっ た 。 


四 フリ ー デ ン 、 ゾン ダー エ プ タ に 接近 


フロ スト 兄弟 の 上 官 ア イム ザッ ト ・ カ ー ト ラル は 、 人工 島 


ゾン ダー エ プ タ で 開発 を 進め る 新型 ガン ダム と 二 . 
プ の 力 が 新 連 邦 政 府 の 役に立つ と 考え て いた 。 


下草 命 軍 と の 戦乱 に 終止 待 を 打つ に は 新 MS ガン ダム DX) と ニュ ー タ 


イプ が 不可 欠 だ と する か 


だ が 彼 の 意見 は 聞き 入れ られ な か っ た 。 


府 再建 委員 会 首脳 陣 は どちら も 不 必要 と 見 な し 、 軍 備 拡 
張 を 急 が せる 。 そん な 折 、 ゾ ンダ ー エ プ タ に フリ ー デ ン が 接 


近 。 委員 会 の 指示 で 特殊 部 隊 が 衣 


査 に 向かっ た 。 


カー トラ ル が フリ ー デ ン へ 、 


| 湖 和 命じ た カト ッ ク ・ ア ル 
ザー ル は 第 7 次 字画 戦争 に 
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フリ ー デ ン 、 ロー レラ イ の 海 に 移動 。 


フリ ー デ ン 、 マー カス 一 味 と オル パフ 
ロス ト の 攻撃 を 受け る 。 


ティ ファ に ルチル ・ リ リア ント の 意識 が 
清 依 。 [シス テム を 起動 させ 、 フ リー デ 
ン の 窮地 を 救う 。 


ジャ ミル 、 ル チル を 解放 する た め 、L シ 
ステ ム の 奪還 を 決意 。 


フリ ー デ ン 、 マ ー カ ス 一 味 お よび フロ 
スト 兄弟 と 交戦 。 


ルチル 、G ビ ッ ト を 起動 し 、 フ リー デン 
に 協力 。 


ジャ ミル 、L シ ステ ム の 奉還 に 成功 。 
ルチル を 解放 する 。 

フリ ー デ ン 、 セ イン ズ ア イラ ンド に 寄港 
する 。 

エニ ル 、 フリ ー デ ン に 気付 く 。 

エニ ル 、 ト ニヤ ・ マ ー ム と 意気 投合 。 
エニ ル 、 フ リー デン を 員 撃 する が 、 ト ニ 
ヤ と の 友情 か ら 攻 撃 を 思い 留まる 。 
フリ ー デ ン 、 ゾン ダー エ プ タ に 接近 。 


フリ ー デ ン に カト ッ ク 率 いる 特殊 部 隊 
が 潜入 する 。 


MORE INFO! 
L シ ステ ム と ルチル の 関係 


ca・ サ ン ラ ィ ズ 118-28 


esa 
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策謀 の 宇宙 


UE TIMELINE : 


119-29 
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月 で の 一 件 以来 、MS パ イロ ッ ト と し て だ け で な く 人 間 的 
に も 成長 を 遂げ た コウ ・ ウ ラキ 。 そん な 彼 を 、 か つて の 
指導 教 訪 サウ ス ・ バ ニン グ は 満足 げに 眺め て いた 。 だ が 
こら - ー 肝心 の ガン ダム 試作 号機 と 核 型 頭 の 足取り は 未だ 舞 


11 月 5 日 3 


四 トー 艦隊 、 ソロ モン 海 に 移動 開始 


「 星 の 選 」 作戦 の 本 格 始動 を 前 に 部 隊 編 制 が 着 々 と 進 。 つて 「 ソ ロモ ン 海 」 と 呼ば れ た コン ペイ トウ 宙 域 へ と 秀 を 向 
けた 。 一 年 戦争 の 敗戦 と いう 屈辱 を 乗り 越え 、 連 邦 軍 に 
一 矢 を 報い る た め の 作戦 は 、 こ うし て 幕 を 開け た の だ っ た 。 


お デラ ー ズ ・ フ リー ト 。 その 最 中 、 アナ ベル ・ 
1 個 藍 隊 が 本 隊 に 先行 し て 係留 基地 「 芝 


デラ ー ズ ・ フ リー ト 首 穏 エギ ー ユ ・ デ ラー ズ が 見 守る な か 、 ペー ル ・ ギ ュ ン 
ト を 族 工 と する ガト ー 艇 隊 が 茨 の 園 か ら 胃 か に 出港 し て いっ た 。 


還 ワ ィ アット 、 シー マ 艦 隊 と 接触 


コン ペイ トウ 宙 域 で 開催 され る 連邦 軍 観 艦 式 に 先駆 け ガム に 接近 する 所 属 不 明 の 胡 影 を 感知 お そら く デ ラー 
て 素敵 攻撃 部 隊 に 任命 され た アル ビオ ン 隊 は 、 周辺 偵察 に 違い な い 一 一 そう 判断 し た 艦長 エ 
を 行っ て いた 。 する と コン ペイ トウ に 向かう 友軍 艦 バー ミン に MS 部 隊 を 救援 に 差し 向け た 。 


艇 か PT 
の と 推察 。 MS 部 潤 を ワイ 
アッ ト の 援 族 に 派遣 し た 。 


ー マ と 、 彼 女 を 利用 し よう と する ワイ アッ ト 。 利害 が 一 
| は 、 友軍 に も 極 税 で 許 取 引 を | 


‘ 11 月 8 日 
目 コウ 、 シー マ 艦 隊 の MS 部 隊 と 交戦 


アル ビオ ン を 発進 し た コウ は パー ミン ガム に 接近 する 艦 。 を 発揮 し て 、 次 々 と 敵 MS を 撃破 し て いく 。 一 方 、 バニ ング 
影 が デラ ー ズ ・ フ リー ト (シー マ 穫 隊 ) と 確認 、 即座 に 攻撃 ” は 撃沈 され た 敵艦 の 調査 に 向かっ た 。 残骸 の 中 か ら 敵 に 
を 開始 し た 。 彼 の 操る フル バー ニア ン は 素晴らし い 機 動 性 関する 情報 が 見 つか る か も し れ な いと 上 ん だ の だ 。 


] 急 連 に 接近 する アル ビ | 
ン MS 部 隊 を 迎撃 す 


埋 闘 が 激化 する 中 、 鬼 


シー マ 比 隊 へ の 攻撃 を 
指示 。 ムサイ 繧 を 1 集 撃 


i 
さ 


5A ん で 来 た 。 


4 め ず 、 次 第 に 募る 焦燥 感 を 抑え られ ず に いた 


ガト 一 艦隊 、 茨 の 園 を 出 立 。 ソロ モン 
海 に 向け て 移動 開始 。 


アル ビオ ン 、 ル ン ガ 沖 宙 域 で 所 属 不 
明 艦 を 発見 。 砲撃 戦 を 実施 。 
一 艦 隊 、 作戦 予定 宙 域 に 到着 。 


アル ビオ ン 、 コン ペイ トウ 周辺 宙 域 の 
偵察 任務 に 就く 。 


ワイ アッ ト 、 シー マ 艦 隊 と 接触 。 裏 取 
引 を 持ち 掛け る 。 

アル ビオ ン 、 パ バー ミン ガム に 接近 する 
艦 影 (シーマ 艦隊 ) を 発見 。 


コウ 、 所属 不明 の 艦 影 を デ 
リー ト と 確認 。 シー マ 艦 隊 と : 


ー ズ フ 
戦 。 


パニ ング 、 撃 沈 さ れ た 敵艦 の 残骸 を 
調査 する 。 
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還 バニ ング 、 重要 書類 を 入手 


残骸 を 調査 し て いた パニ ング の 視線 が 、 ブリ ッ ジ 付 近 に の だ 。 早速 トラ ンク を 回 収 し た パニ ング は 、 その な か か ら 一 
浮か ぶ 遺 体 に 引き 寄せ られ た 。 高級 将校 の 制服 を 連 の 書類 を 入手 。 な ん ら か の 機密 事項 が 記さ れ て いる 可 
けた その 遺体 の 手首 に は 、 ト ラン ク が 手錠 で 繋が れ て いた 能 性 が 高い と 判断 し 、 ア ルビ オン に 持ち 帰る こと に し た 。 


残 村 の 中 を 涯 う 遺 体 が バニ ング ) トラ ンク を 回 収 し た パニ ング は ア 
の 注意 を 若き 付け た 。 遠目 か ら ルビ オン へ 帰 態 し よう と する が 、 そ 
は な ん ら お か し な と ころ は な いと ー マ 機 が 立ち は だ か っ 
較 思わ れる の だ が - ° ク の 書類 を 回 収 し に 来 
た の で ある 。 


電 体 の 手首 に は 手 名 が 取り 付 
けら れ 、 ト ラン ク と 結び 付い て い 
た 。 し か も その トラ ンク に は 、 何 悦 
や 5 書類 の よう な も の が 収め られ 
て いた の で ある 。 


11 月 8 日 
四 バニ ング 、 機体 トラ ブル に 巻き 込ま れ て 戦死 


危う いと ころ で シー マ 機 を 撃退 し た パニ ング は 、 ア ルビ オン 戦 ソロ モン 海域 実施 要綱 ] と 題 さ れ た 書類 nt 
に 到着 する 間 を 利用 し て 書類 の 確認 を 始め た 。 だ が 次 の 布陣 や 作戦 の 目的 が 記さ れ て いた の : 
明 間 、 牙 き に 言葉 を 失っ て し まう 。 「 海 令 に 基づく 星 の 居 作 。 は 機密 書類 人 手 の 報 を アル ビオ ン に : 


に | 協力 
村人 その まま パニ ング 
は 帰ら ぬ 人 と な っ た 。 ちな み 
に アル ビオ ン に は 別居 中 
の 妻 か ら の 便り が 届い て い 
が それ が 読ま れる 
HDS 以上 人 動力 系 に 引火 し て し まっ た の だ 。 全 、 内 会 は 矢 われ て し まっ た 。 


11 月 10 日 
目 アル ビオ ン 、 コン ペイ トウ ッ 番 域 で 哨 茂 任務 に 就く 


バニ ング の 死 を 悼む お 岡 も な く 、 観 艇 区 の 開催 時 間 は 近 ” 区 の 哨戒 任務 に 就く こと と な っ た 。 と は 言え 警戒 網 に 掛 
付い て くる 。 それ に 伴い 、 コン ベイ トウ 周辺 で は 公国 軍 残 ” か っ た の は デラ ー ズ ・ フ リー ト と は 無関係 の 疫 機 ば か り で 、 
党 の 動き が 活発 化し て お り 、 アル ビオ ン は ペラ ラベ ラ 管 制 試作 2 号機 の 動向 は 未だ に 査 と し て 知れ な か っ た 。 


フル バー ニア ン の 能力 は 公 
tr 


グ ビ き 後 、 コウ は キー ス . リ チャ ー ド と ペア を 組ん で 中 任務 を 行 
11 機 も の 公国 守 | を 遇 米 し て いた 。 


目 連邦 軍 、 観 能 式 を 挙行 


地球 園 全 域 に 連邦 軍 の 感 信 を 知ら し め る 観 開 式 が つ 化し た も の と し て 喜び に 堪え な い 」] と の 観 問 官 ワ イア ッ ト の 
い に 挙 行 され た 。 「 今 また 3 年 ぶり に 宇宙 の 一 大 ペー ジェ ン 演説 が 放送 され る 中 、 コン ペイ トウ 宙 域 に 集結 し た 連邦 軍 
ト 観艦式 を 挙行 で きる こと は 、 地球 圏 の 安定 と 平和 を 具現 艦隊 が 次 々 と 隊列 を 組ん で 進行 し 、 その 威容 を 喧伝 し た 。 


は を 生き 
れ た こと も あり 、 従 は 鼻 
高々 な 様子 を 剛 そ うと も し 


に 
ウ 下 域 。 その 中 を か っ た 。 


バニ ング 、 艦艇 の 残 岐 か ら 重 要 書 類 
を 入手 。 


バニ ング 、 シ ー で と 交戦 。 機体 に 損傷 
を 負う 。 

バニ ング 機 、 損傷 が 元 で 爆発 。 重要 
書類 が 失わ れる 。 

バニ ング 、 命 を 落と す 。 


コウ 、 戦時 特例 で 昇進 。 


フリ ー ト 本 隊 、 茨 の 園 か ら 


アク シズ 先遣 艦隊 、 地球 圏 に 接近 。 


アル ピオ ン 、 コン ペイ トウ 宙 域 に 到着 
する 。 


アル ビオ ン 、 コ ン ペ イト ウ 宙 域 ペ ララ 
ベラ 管制 区 の 哨戒 を 実施 。 
連邦 軍 受 閣 艦 隊 、 コ ン ペ イト ウ 宙 域 
に 集結 。 


連邦 軍 、 観艦式 を 挙行 。 


MORE INFO! 
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ヤキ ン ・ ド ゥ ー 工 攻防 戦 


ED mm09 
ヤキ ン ・ ド ゥ ー 工 攻防 戦 


Y 線 レー ザー 発射 装置 「 ジ ェ ネ シス 」 を 巡る 地球 連合 軍 
と ザフト 、 ラク ス 派 の 戦闘 は 混迷 の 度 を 増し て いき 、 戦 
い の 最 中 、 い ぐ つ も の 人 命 が 失 われ て いく 。 し か し 哀 し 


ん で いる 時 間 は な く 、 キラ ・ ヤ マト ば 自分 が し な けれ ば 
な ら な いこ と を する た め 、 最後 の 戦い へ と 向かっ た 。 


1 イザ ー タ 、 ラ タス 源 に 協力 する 


イザ ー ク 、 レイ ダー ガン ダム と 交戦 。 


これ まで ザフト の 一 員 と し て 地球 軍 と 戦っ て いた イザ ー 
ク ・ ジ ュー ル だ が 、 ク ロト ・ ブ エル 操る レイ ダー ガン ダム に 
圧倒 され て し まう 。 する と その 場 に ザフト か ら 離 反し た ディ 


アッ カ ・ エ ルス マン が 急行 、 英 味方 の 垣根 を 越え て イザ ー | 
ク を 鶴 地 か ら 救 っ た 。 そし て この ディ アッ カ の 行為 が イザ ー 
ク の 目 を 開か せ 、 ラク ス 派 に 協力 する よう に な っ た 。 


ディ アッ カ 、 イザ ー ク を 援護 する 。 


イザ ー ク 、 ラク ス 派 に 協力 。 


し A 
ニテ bw っ < 
1 
に Y み | SS 

ある 前 に 親友 だ と し て イザ ー EZ 彼 の その 言葉 が 、 


イザ ー ク 


に わ だ か ま っ て いた 憎しみ と こだわ り を 氷解 させ 7 


[ 地球 連合 軍 、 ピ ー ス メー カー 隊 の 残 
存 部 隊 を 再編 制 。 


パト リッ ク 、 ジェ ネ シ ス 第 3 射 の 標的 を 
地球 に 定め る 。 


ダム を 机 刀 す る と いう 独 生 


ラウ 、 プ ロ ヴ ィ デ ンス ガン ダム で 出撃 。 


ムウ 、 ラウ と の 交戦 で 、 機 体 が 中 破 


目 戦局 の 混迷 化 が 進む 


する 。 


エネ シス の 第 2 射 で 戦局 は ザフト 側 に 大 きく 傾い た の 
、 戦 闘 は 止む 気配 が な か っ た 。 地球 連合 軍 は 残存 す 
ー ス メー カー 隊 を 出撃 させ 、 プ ラン ト 本 国 へ の 核 攻撃 


る ピ 


| NIR 
を 画策 。 これ に 対し て プラ ント 最高 評議 人 議長 パト リッ ク ・ 還 識 SE A) 
ザラ は ジェ ネ シ ス の 第 3 射 を 指示 。 Y 線 レー ザー を 地球 に 


ドミニオン » ら アー クエ > 
直接 時 する こと で ナチ ュ ラル の 一 掃 を 図っ た 。 Sn 


ジェ ル を 守り 、 行方 不明 と な る 。 


ブラ ント 本 回 に 接近 し た ビー ス メ ー カ ー 隊 が 棒 
付け た キラ と アス ラン が 決死 の 名 撃 を 行い 、 杭 害 は 生じ な か っ た 。 


プラ ント 本 国 に 被害 は な 
か っ た も の の 地球 連合 軍 
の 症 な 攻撃 は パト リッ ク 
の 起り に 火 を 点け て し まう 。 
その た め ナ チュ ラル を 廃絶 


| 
| 
| - アー クエ ンジ ェ ル 、 ドミ ニオ ン を 撃沈 。 
| 
| 
| 
| 


| iA アー クエ ン ジェ ル を ずり 抜 く 


する 者 の 意 底 秦 を 
ンジ ェ ル の 撃沈 を 指 


ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ と の 戦闘 で 機体 を 中 破 し た ムウ ・ ラ ・ 
フラ ガ は アー クエ ンジ ェ ル へ 帰投 し よう と する 。 だ が 母艦 は 
ドミ ニオ ン と 交戦 中 で 、 相 手 の 主 砲 が アー クエ ンジ ェ ル を 


理 
捉え た と ころ だ っ た 。 そこ で ムウ は アー クエ ンジ ェ ル の 前 に 


飛び 出し 、 傷 付 い た 機体 で 計 と な る 。 そし て 自 機 が 砕け る 
の も 構わ ず 、 アー クエ ンジ ェ ル を 守り 抜い た の : 


アー クエ ンジ ェ ル の 前 
飛び 出し た スト ライ ク 
ンダ ム が シー ルド を 構 

えて 防御 。 作付 いた 機 

荷 が 掛か る の も 


体 
構わ ず に 、 仲 間 を 字 ろ う 
と し た 。 


120-29 


破 、 ムウ も 行方 不明 と | 44 
な っ て し まっ た 。 


9 月 27 日 


目 キラ 、 ラウ と 交戦 


フリ ー ダ ム ガ ン ダム を 駆る キラ は ラウ の 乗る プロ ヴィ デン 
スガ ンダ ム を 見 つけ る や 、 猛然と 挑み 掛か っ た 。 不 完全 
な クロ ー ン と し て 産み 落と し た 世界 を 憎み 、 す べ て の 破 洲 


で 中 る フリ ー ダ ム ガ ン ダム に 対し て プロ ヴィ デン 


スタ ング ム は ドラ グ 、 ステ ム を 使用 、 経 々 と 受け 流し で みせ た 。 


9 月 27 日 


方 、 激 戦 を 通し て 憎悪 を 増幅 させ た ラウ は 、 キ ラ に も 把 り の 
矛先 を 向け 、 激しい 攻撃 を 加え て きた の : 


自分 以外 の 人 間 を 本 と 見 
な し 、 世界 その も の を 憎悪 
する ラウ の 悪意 こそ が この 
戦乱 の 元凶 で ある こと を 、 
キラ は 改め て 思い 知っ た 。 


目 フレ イ 、 命 を 落と す 


キラ と ラウ の 激戦 が 続く 宙 域 に フレ イ ・ ア ルス ター を 乗 
せ オン の 脱出 艇 が 接近 し て きた 。 する と ラウ は 無 
関係 な 脱出 艇 に も 攻撃 を 加え た の で ある 。 懸命 に 助け よ 


うと する キラ の 努力 も 虚しく 、 つ い に 一 条 の ビー ム が 脱出 
族 を 買い た 。 その 瞬間 、 キ ラ は フレ イ の 意識 に 触れ た よう 
に 感じ た が 、 それ は ほん の 一 瞬 の 出来 事 だ っ た 。 


ラウ の 存在 も 忘れ て 、 フレ イ を 助け よう と 脱出 記 に 接近 する キラ 。 
な 彼 の 目 の 前 で 、 ドラ グー ン か ら 放 た れ た ビー ム が 脱出 導 を 射 拓 


爆炎 の 中 に 消え た フレ イ は 
紀 駒 と な っ て キラ の 

。 今 まで の 自分 の 行い を 
許 び る と 、 優 し く 徹 笑 ん で 


| みせ た 。 し か し フレ イ の 優し 
さ は 、 キラ の 衰 し み を 増大 さ 


9 月 27 日 


目 パト リッ ク 、 部 下 の 反 逆 に よっ て 死亡 


た ちと は 別 行 動 を 取っ て いた アス ラン ・ ザ ラ と カ ガ 
ネ シ ス の 起動 を 阻止 すべ く 、 ザ フ 
・ ド ゥ ー エ に 潜入 し た 。 だ が そこ で 目 


に し た の は 部 下 か ら 銃 撃 され た パト リッ ク の 姿 だ っ た 。 パト 
リッ ク の 暴挙 は ザフト 内 で も 反発 を 呼び 、 つい に 彼 の 側近 
レイ ・ ユ ウキ の 手 に よっ て 鉄 棚 が 下さ れ た の で ある 。 


ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ か ら で は 
克 軸 が 止め られ な いこ と が 
わか っ た アス ラン は 、 ジ ェ ネ 

ス 本 体 に 向かい 、 機 人 
を 自爆 させ た 。 その 隆 、 自 
分 も その 場 に 残る つも り で 
いた の だ が 、 カガリ の 説得 
で 脱出 を 受け 入れ て いる 。 


9 月 27 日 
目 キラ 、 ラウ を 倒す 


アス ラン た ちの 活躍 に よっ て ジェ ネ シ ス の 起動 は 阻止 
れ 、 戦 乱 は 終結 の 気配 を 見 せ 始 め る 。 それ で も キラ と ラウ 
の 戦い は 続い て いた 。 大 切な 人 が 次 々 に 命 を 落と す 戦乱 
(は ye 
胃 記 フリ ー タ ム ガ ン ダム を 玉 

ラ は プロ ヴィ デン スガ ンダ 
後 の 攻 撃 を 仕掛 けた 。 


キラ の 決死 の 突撃 は プロ ヴィ デ 
ンス ガン ダム の 銚 壁 の 防御 叶 を 
辛うじて 突破 。 そし て 相対 ちと い 
う 形 な が ら も ラウ を 個 す こと に 成 
功 し た の だ っ た 。 


に 絶望 し 、 涙 を 浮か べ ぺる キラ 。 それ で も この 悲惨 な 状況 を 止 
め る に は 自分 が 手 を 下さ な けれ ば な ら な い 一 一 意 を 決し た 
キラ は 機体 の ダメ ー ジ も 構わ ず に 、 ラウ に 向かっ て いっ た 。 


同じ 頃 、 パ トリ ッ ク を 失 


機体 を 失っ た キラ は 宇宙 空間 を 
漂っ て いた 。 その 里 か ら は 、 

れ た 命 に 手 向 ける か の よう に 大 | 
科 の 涙 が 零れ る の だ っ た 。 


キラ 、 ラウ と 交戦 。 


脱出 艇 が 接近 。 

ラウ 、 脱 出 艇 を 攻撃 。 搭乗 し て いた フ 
レイ 、 死亡 。 

レイ 、 暴走 する パト リッ ク を 射殺 。 


アス ラン 、 ヤキ ンド ゥ ー エ に 潜入 。 父 
バト リッ ク の 死 を 知る 。 


ネ シ ス に 潜入 。 自爆 に 
よる ジェ ネ シ ス 破壊 を 試み る 。 


アス ラン 、 カガリ に 促さ れ て ジェ ネ シ ス 
か ら 脱 出 。 


ジェ ネン シス 機能 人 上 


キラ 、 ラウ を 倒す 。 


プラ ント 最高 評議 会 議員 アイ リー ン ・ 
カナ ー バ 、 戦闘 中 止 を 宣言 。 


地球 連合 軍 と ザフト 、 一 時 停戦 。 
カガリ 、 キラ を 救出 。 


MORE INFO! 


介 通 ・ サ ン ラ ィ デ 120-30 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 
ME 中 SHEET 07 


C.ETIMELINE 


アス ラン 脱走 


アス ラン 脱走 


軍 産 複合 体 ロ ゴス の 存在 を 明らか に し 、 人 々 の 心 を 反 品 
> ゴス へ と 駆り 立て た プラ ント 最高 評議 会 議長 ギル バー 
ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 。 だ が 鮮やか 過ぎ る 手腕 に アス ラン ・ 
ザラ は 一抹 の 不安 を 覚え る 。 そし て 、 そ の 不安 が 現実 と 
な っ た 時 、 アス ラン は 思い 切っ た 行動 に 出 た の だ っ た 。 


アス ラン 、 デュ ラン ダル へ の 不信 感 を 募ら せる 


デュ ラン ダル に 対す る アス ラン の 不信 感 は 、 ア ー ク エン 
ジェ ル 討 伐 を 命じ られ た こと で より 強まっ た 。 戦闘 へ の 介入 
が 混乱 を 助長 し て いる の は 確か だ が 、 ア ー ク エン ジェ ル の 


ラン ダル は な ぜ か 口 を 閉ざし 、 アス ラン の 願い を 黙殺 する の だ っ た 。 


目 アス ラン 、 ミネ ル バ か ら 脱 走 する 


乗組 員 も 戦争 終結 を 望ん で お り 、 そ の 意味 で 彼ら は 同志 
だ っ た か ら だ 。 し か し デュ ラン ダル は アス ラン の 主張 を 一 覧 。 
それ ば か りか 彼 を 反抗 分 子 と 見 なす す よう に な っ た の だ っ た 。 


メイ リン の 手助け も あっ て ジブ ラル タル 基地 か ら 脱走 し 
た アス ラン は アー クエ ンジ ェ ル と の 合流 を 目論む 。 だ が 育 
後 か ら シ ン ・ ア スカ と レイ ・ ザ ・ パ レル の 駆る MS が 迫り つ 


つ あ っ た 。 機密 保持 の た め に は 撃墜 も 止む 無し と する デュ 
ラン ダル の 指示 に 従っ て 、 ふ た り は アス ラン を 強 醒 。 激闘 
の 末 、 つい に アス ラン 機 は 撃墜 され て し まっ た 。 


ナイ テッ ド を 強 奏 する 
と 、 ジ プラ ル タ ル 基 地 
か 脱走 。 アー クエ ン 
エル と キラ ・ ヤ マト た 
ちの 下 へ 急い だ 。 


令 を 受け た シン と レイ 
が 迫撃 を 開始 。 攻撃 
を 購 麗 う シン は アス ラ 
ン の 説得 を 試み る 
彼 の 意志 を 変え る に は 
重 ら なか っ た 。 


し 、 

と メイ リン も 海 
の 落選 と 化し た と 思わ 
れ た 。 が 探 


目 デュ ラン ダル 、 へ プン ズ ペ ー ス の 武装 解除 を 要求 


極秘 裏 に アス ラン を 処分 し た デュ ラン ダル は 、 続 いて そ 
の 攻撃 の 矛先 を 地球 軍 基 地 ヘ ブン ズ ペ ー ス に 向け た 。 こ 


の 地 に ロゴ ス の 指導 者 で ある ロー ド ・ ジ プリ ー ル を は じ め と す 


全 地 球 規 民 で 吹 を 荒れ る 反 ロ ゴス 運動 か ら 疾 れる た め 、 ジ プリ ー ル と ロゴ 
メン バー は 地上 で 最も 想 中 な へ ブン ズ ペ ー ス に 身 を 潜め て いた 。 


121-2Z 


る メン バー が 身 を 寄せ て いる の は 明らか だ っ た か ら だ 。 ロゴ 
ス 根 絶 を 目指 す デ ュ ラン ダル は 、 圧 倒 的 な 武力 を 育 景 に 、 
ロゴ ス メ ン パ バー の 3 引き 渡し と 基地 の 武装 解除 を 要求 し た 。 


本 を 伴っ て へ ブン ズ ベ ペー ス 
に 接近 。 武装 解除 と ロゴ 
ス メ ン バー の 引き 渡し を 要 


4 求 し 、 拒 め ば 攻 撃 も 辞 さ な 
い 構 え を 示し た 。 


アス ラン 、 デュ ラン ダル へ の 不信 感 を 
募ら せる 。 


ミー ア 、 デュ ラン ダル と レイ の 密談 を 
目撃 。 


アス ラン 、 デュ ラン ダル に 命 を 狙わ れ 
て いる 事実 を ミー ア か ら 聞 か され る 。 
アス ラン 、 メ イリ ン と 共に ジブ ラル タル 
基地 か ら 脱 走 。 

シン と レイ 、 アス ラン と 交戦 。 

アス ラン 機 、 撃 潤 され る 。 
アス ラン と メイ リン 、 キサ カ に 救助 され 


て アー クエ ンジ ェ ル と 合流 。 


デュ ラン ダル 、 地 球 軍 基 地 ヘ ブン ズ 
ペー ス の 武装 解除 と 、 ロ ゴス メン バー 
の 引き 渡し を 要求 。 

地球 軍 、 要求 を 拒絶 


ザフト 、 へ ブン ズ ベ ペー スズ へ 侵攻 開始 。 


地球 軍 の 要衝 、 へ ブン ズ ベ ー ス 


四 へ プン ズ ペ ベー ス 、 陥落 


5 機 の デス トロ イカ ンダ ム を 主軸 と する 地球 軍 は 圧倒 的 トロ イガ ンダ ム を 撃破 する と 地球 軍 の 敗色 は 濃厚 と な る 。 
優位 と 思わ れ た 。 し か し ミネ ル バ が ザフト の 戦列 に 加わ る そし て デス ティ ニー ガン ダム が 最後 の デス トロ イガ ンダ ム を 
と 競 況 は 一 変 。 中 で も シン と レイ 、 ル ナマ リア が 次 々 と デス 破壊 し 、 ヘ へ ブ ンズ ベー ス は 陥落 し た の だ っ た 。 


WR 7 "7 一 、 5 織 の デスト ロイ ガンダム の 盛 壊 ン の 算 子 訟 選 の 活躍 の お か 

は 凄まじ く 、 ザ フト の 戦力 も っ け で 形勢 は 逆転 。 そし て 、 つ い 
し て も へ プン ズ ペ ー ス 攻略 は に 雑 攻 不 落 を 詩 っ て いた へ プン 
国 吹 か ヒ 思 われ た 。 


し か し シン を 中 心 と する : 
の MS 部 隊 が 客 戦 。 中 で も シン 
の 活躍 は 目 を 見 張る も の が あり 、 

め 込 み 、 鶴 か に オー プ に 
で 


と 買 破 し て いっ た 。 


目 ラク ス 、 「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 の 存在 を 知る 


それ まで クラ イン 派 の 施設 (ファ クト リー) に 身 を 隠し て い つて 遺伝 子 研究 所 が 置か れ て いた コロ ニー・ メ ン デ ル を 捜 
た ラク ス ・ ク ライ ン は 、 攻勢 に 転じ た デュ ラン ダル の 真意 を 。 索 。 無 数 に 散ら ば る 席 棄 物 の 中 か ら 怪 し げ な ノー ト を 発見 
探っ て いた 。 彼女 の 指令 を 受け た マー チン ・ ダ コス タ は 、 か 。 し 、 そ れ を ラク ス の 待つ エタ ー ナ ル に 持ち 帰っ た 。 


阿 * の | 


ダコ スタ か ら 手 渡さ れ た ノー 


ラン 」 と いう 記述 を 見 出し 

た 。 それ が 何 を 重 味 する か 

は 不明 だ が 、 重 要 な 案件 

E に 関す る 研究 が 行わ れ て で ke で ある こと は 容易 に 寮 し が 
2 しげ ノー ト t 上 付け 、 そ エターナル 人 つい た まう だ 。 


四 キラ 、 ラク ス の 救 携 に 駆け 付け る 


ラク ス の 行動 は ザフト に よっ て マー ク され て お り 、 ダ コス 決意 する ラク ス 。 一 方 、 地 上 に いた キラ は 、 ラ クス の 危機 
タ が 尾行 され た こと か ら エ ター ナル の 所 在 が ザフト 側 に 起 を 知る や 、 単 身 で 宇宙 に 移動 。 そし て ザフト 部 隊 を 牽制 し 
旦 し て し まう 。 ファ クト リー を 守る べく 、 自ら 討っ て 出る こと を な が ら 、 エタ ー ナ ル と の 合流 を 図る の だ っ た 。 


を キラ は スト ライ 
型 ブ ー ス ター 
を 拉 。 大 堆 利用 し て 
HH* と エタ ー テ 
ル の : 


KN の ®t aT ナル 。 その 情報 は アー クエ ンジ ェ ル に も も 
た ら さ れ た が 、 地上 と 宇宙 で は あま り に 距 諾 が 離れ 過ぎ て いた 


園 キラ 、 スト ライ ク フ リ ー ダ ム ガ ン ダム を 託さ れる 


ラク ス の 待つ エタ ー ナ ル と 合流 し た キラ は 、 予 想 外 の 事 。 = インフィニット ジャ ステ ィ ス ガン ダム が 搭載 され て いた の だ 。 
に 父 か され た 。 エタ ー ナ ル に は 混迷 を 深め る 戦局 を 打 。 ラク ス か ら 新型 MS を 受領 し た キラ は 、 地 球 軍 と ザフト の 対 
開 す る た め の 新た な カーー ス トラ イク フリ ー ダ ム ガ ンダ ム と 立 を 止め る べく 、 再 度 地球 に 向かう の だ っ た 。 


ライ ク フ リー タム の 役 入 1522 に と っ て 本 で は 6 か て hb MM 性 能 を 示し 、 押 し 寄せ る ザ 
際 乱 の 羽化 を 了 ゆ ぐ た め 、 キラ は 新型 模 へ の 搭乗 を 決意 する の ) A N フト 部 隊 を 一 押し て いる 。 


Ss < 
4 に | WS ここ 
| ey 
wf 区 MS ea 


地球 軍 、5 機 の デス トロ イガ ンダ ム を 
主軸 と する 防衛 線 を 展開 。 ザフト 部 
隊 と 交戦 する 。 


ミネ ル バ 、 ザフト 侵攻 部 隊 と 合流 。 第 


シン 、 レイ 、 ルナ マリ ア 、 デス トロ イガ 
ンダ ム を 次 々 と 撃破 。 


ジブ リー ル 、 地下 水道 を 伝っ て 脱出 。 
オー ブ 連 合 首長 国 に 向かう 。 
ラク ス 、 デュ ラン ダル の 真意 を 探る 。 


ダコ スタ 、 遺 伝 子 研究 所 か ら 不審 な 
ノー ト を 発見 。 


ラク ス 、「 デ ステ ィ ニー プラ ン | の 存在 
を 知る 。 

ザフト 、 エタ ー ナ ル の 所 在 を 特定 。 
エタ ー ナ ル 、 ザフト 部 隊 と 交戦 。 


キラ 、 エ ター ナル 救出 の た め 、 宇 宙 に 
向かう 。 


キラ 、 ザフト 部 隊 を 一 掃 。 
キラ 、 ラ クス か ら ス トラ イク フリ ー ダ ム 【 】 
ガン ダム を 託さ れる 。 


キラ 、 ラ クス の 乗る イン フィ ニッ ト ジ ャ ス 
ティ スガ ンダ ム と 共に 地球 に 降下 。 
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國 CB、 メメ ント モリ 攻略 戦 に 参加 


メメ ント モリ 攻略 戦 


m04 mm12 : 


メメ ント モリ 攻略 戦 


衛星 兵器 [メメ ント モリ ]」 を 投入 し た アロ ウズ の 暴挙 は CB 
(ソレ スタ ルビ ー イ ング ) の 働き で 阻止 され 、 メ メン トモ 
リ は 灰 爆 に 帰 じ た 。 だ が この 事件 を きっかけ に し て 世界 
情勢 は 混乱 に 拍車 が 掛か つて し まう 。 混乱 する 情勢 の 最 
中 、 地球 軍 一 部 将校 に よる クー デ タ ー 事 件 が 勃発 し た 。 


メメ ント モリ 攻略 の た め に 衛星 軌道 上 に 集結 し た カタ ロ 
ン 第 隊 は 、 逆 に 衛星 兵器 か ら の 攻撃 で 壌 減 状態 に 陥っ て 
し まう 。 難 を 逃れ た 艦 航 に も アロ ウズ の MS 部 隊 が 攻撃 を 
仕掛 けり 、 この まま で は 全滅 も 免れ な いと 思わ れ た 。 だ が 膨 
那 ・F・ セ イエ イ が ダブ ルオ ー ラ イザ ー で 戦場 に 駆け 付け 、 


さら に プトレマイオス 2 と ガン ダム マイ スタ ー た ち が 参 戦 し た 
こと で 状況 は 一 変 。 メメ ント モリ の 破壊 を 試み る CB と 防衛 
線 を 展開 する アロ ウズ 部隊 が 激突 する こと と な っ た 。 戦い 
ライ ザー の 姿 を 目 に し た ヒ リ ン グ ・ ケ ア 


リポ ンズ が 特別 提 す る ダブ ルオ ー ラ イザ ー を 破壊 すれ ば 自分 の 株 が 上 が る 
と 考え た ヒ リ ング は 、 カタ ロン 残存 能 潤 を 無視 し て 狙撃 を 開始 し た 。 


メメ ント モリ 、 崩壊 


- 衝 : だ が それ は 閉 那 の 巧み 
ドン な 策 本 だ っ た 。 敢えて 派 


邊 : 
| 」 | チチ な he を + す ぁ こと で ヒ リ 
a ング を 基き 付け 、 カタ ロン 
衣 隊 が 後退 する 機会 
作ろ うと し て いた の だ 。 そ 
し て 半 閉 の この 作戦 は 
見 事 に 成功 し て いる 。 


メメ ント モリ へ の 接近 を 図る プトレマイオス 2 だ が アロ ウ 
ズ の 抵抗 は 予想 以上 に 激しく 、 攻略 の チャ ンス を 得 られ な 
いで いた 。 逆 に 巧み に 誘導 され た 上 に 、 メ メン トモ リ の 射 
程 園内 に 押し 出さ れ て し まっ た 。 脳 量子 波 で 攻撃 タイ ミン 
グ を 察知 し た ノー マ ・ ピ ー リ ス が 危険 を 知ら せ た こ と で 、 問 

アロ ウズ 艦隊 の 攻撃 を 退 
け 、 メ メン トモ | 近 す る 
プトレマイオス 2。 その 


に 位置 する セラ ヴィ ー ガ ン 
ダム が GN キャ ノン に よる 一 


メメ ント モリ の 装甲 は 厚く 、 GN 

キャ ノン で も 硫 壇 で き な か っ 

た 。 胸 を 損 で 下ろ す アロ ウズ 

土 宮 は 、 装甲 の 負け 目 か ら 格 

点 で ある コア が 時 出し て いる 上 
こと に は 気付 か な か っ た 。 


一 藤 、 回 避 に 成功 し た も の の 、 これ 以上 の 長期 戦 に な れ 
ば CB の 不利 に な る こと は 誰 の 目 に も 明らか だ っ た 。 そこ で 
艦長 の スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ は 無謀 と も 思え る 接近 戦 を 
指示 。 の る か そる か の 賭け に 出る 。 対空 兵器 の 火 線 が 飛 
び 交 う 中 、 プトレマイオス の 猛攻 が 開始 され た 。 
その こと に 気付 いた ロッ クオ 
スト ラ ト ス は ケル ディ ム 
ガン ダム で て 長 距離 狙 没 を 到 
行 。 高速 移動 する プ ト レ マ 
イオ ス 2 の 上 か ら 果 茸 に 攻 
| 軸 t 工 みた 。 


か れ た の だ っ た 。 


目 利 履 、 サ ー シ ェ ス お よび リボ ンズ と 遭遇 


地球 に 降り た プトレマイオス 2 へ の 帰 艦 を 急ぐ 閉 那 の 前 
に アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス の 乗る アル ケー ガン ダム が 現 
れ た 。 以前 の 戦闘 で 者 え 湯 を 呑ま され て 以来 、 午 那 を 付 
け 狙 う サー シェ ス は 、 この 戦闘 の 間 も 静 観 を 続け 、 攻撃 の 
機会 を 訪 っ て いた の だ 。 一 方 、 痢 那 に と っ て も サー シェ ス 


は ロッ クオ ン ・ ス トラ トス の 八 で あり 、 戦場 で 対 財 し た 
は 互い を 腕 み 付け る 。 する と 、 そ ん な ふた り の 前 に さら に 意 
外 な 人 物 が 姿 を 見 せ た 。 すべ て の 事象 を 裏 か ら 操 作 し 、 
人 類 と この 世界 を 自ら が 思い 描く 未来 へ と 導 こ うと する イ 
ノ ベ イ ド の 首 超 、 リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク が 現れ た の だ 。 


リポ ンズ は か つて 0 ガン ダム に 乗っ て いた の は 自分 だ と 告白 。 さら に 
オー ガン ダム は 自分 に こそ 相応 し いと 述べ 、 機 株 の 引き 濾し を 要求 し 1 


落し く 動 所 し な が ら も 
要求 を 拒む 章 那 。 サー 
シェ ス の 銃撃 に も 大 
の 考え は 変わ ちず 隊 
を 見 て その 場 か ら の 後 
通 を 試み た 。 


カタ ロン 、 メメ ント モリ 攻略 に 失敗 。 
CB、 メ メン トモ リ り 攻 略 に 参戦 。 さら に 
カタ ロン 艦隊 を 援護 する 。 
プトレマイオス 2、 アロ ウズ と 交戦 。 
スメラギ 、 メ メン トモ リ へ の 接近 を 指示 。 
メメ ント モリ 、 プトレマイオス 2 か ら の 攻 
撃て 外 吉 を 破損 。 さら に コア を ケル 
ディ ム ガ ン ダム に 射 抜か れる 。 

メメ ント モリ 、 崩壊 。 

プトレマイオス 2、 地球 に 降下 。 
痢 那 、 プ トレ マイ オス 2 と の 合流 を 孝 
ぐ 途 中 、 サー シェ ス と 遭遇 。 

羊 那 と サー シェ ス の 前 に リボ ンズ が 出 


現 。 自ら の 出自 を 半 那 に 告げ 、 ダ ブル 
オー ガン ダム の 引き 渡し を 要求 する 。 


痢 那 、 サー シェ ス の 銃撃 で 負傷 。 


メメ ント モリ 崩壊 の 影響 


トモ リ の 崩壊 は 地 
た 。 軌道 


目 利 那 、 サ ー シ ェ ス と 交戦 


員 傷 し な が ら も 追撃 を か わす 幣 那 に 、 次 第 に 焦り の 色 を 
見 せる サー シェ ス 。 する と そこ に 偶然 、 ク ラウ ス と シー リン ・ 
パフ ティ ヤー ル が 乗っ た 輸送 機 が 通り か か っ た 。 それ を 人 
質 に 使え る と 判断 し た サー シェ ス が 輸送 機 を 舞 撃 。 明 唯 に 


“i: で きま いと 考え 


た まう だ が …… 


目 利 邪 、 カ タロ ン 第 二 支 部 に 避難 


その 矢先 、 到 攻 の 古 に マリ | 
ナ の 歌声 が 還 、 邊 は 攻撃] 


トラ ン ザ ム を 発動 させ た 球 那 は アル ケー ガン ダム を 撃破 す 
る 。 その まま サー シェ ス に と ど め を 刺 そ うと する 。 だ が 放出 さ 
れ た GN 粒子 が 、 諸 那 に マリ ナ ・ イ スマ イー ル の 歌声 を 聞 
か せ 、 その 声 が 彼 に 攻撃 を 踏 踏 わせ は る の だ っ た 。 
さら に 攻撃 を 続け る 閉 都 は 
大 職 し た アル ケー ガン ダム 


に と ど め を 刺す べく 、GN ソ ー 
ド を 商機 


重傷 を 負い な が ら カタ ロン 第 二 支 部 に 到達 し た 羊 那 
だ っ た が 、 さ し も の 彼 の 体力 も 限界 に 達し て お り 、 コ ク ピ ッ ト 
を 降り た 注 端 に 倒れ 込ん で し まう 。 そん な 彼 を 支え た の は 、 
この 支部 で 孤児 た ちの 面倒 を 見 て いた マリ ナ ・ イ スマ イー 


ル だ っ た 。 正気 を 取り 戻し た 半 那 は プトレマイオス 2 に 戻 ろ 
うと する が 、 マリ ナ は 傷 が 窒 え る まで の 時 間 を 使っ て 、 お 互 
い の こ と を 知り 合 お うと 言葉 を 掛け る 。 その 言葉 に 胸 を 突 


か れ た 庄 那 は 、 自分 の 過去 と 戦う 理由 を 語り 始め た 。 


少し で いい から 話 し 合 


目 プトレマイオス 2、 アロ ウズ の 大 部 隊 と 交戦 


カタ ロン 部 隊 の 補給 を 受け 、 修 理 し な が ら 航 行 を 続け て 
いた プトレマイオス 2 に 、 ア ロウ ズ の MS 部 隊 が 攻撃 を 仕掛 
け て きた 。 ガン ダム マイ スタ ー た ち も 必 死に 防戦 を 試み る 
が 、 ダ ブル オー ライ ザー の 抜け た 穴 は 大 きく 、 苦戦 を 強い ら 


れる 。 さら に 攻撃 部 隊 を 指揮 する カテ ィ ・ マ ネ キン は 巧妙 
な 作戦 を 立て て お り 、 ガン ダム の GN 粒子 が 尽き た と ころ を 
見 計ら っ て 大 攻勢 を 実施 。 新型 MS エン プラ ス に アリ オス 
ガン ダム と セラ ヴィ ー ガ ンダ ム が 捕らえ られ て し まっ た 。 


GN 和子 が 尽き た と ころ を 
れ た アリ オス ガン ダム と セラ ヴィ ー ガ ンダ ム を 尋 な く 捕 灘 し て みせ た 。 


て 新型 MS エン プラ ス が 絢 計 。 不意 を 突 か 


| この 作戦 は 、 ダダ を 
| た $0 


ed 
Ta CB 
が 狂 降 する 宰 所 を 示せ 
ば 、 身 の 安全 を 保障 する 
証 | つり だ っ た よう 


目 AEU の 軌道 エレ ベー ター で クー デ タ ー 発 生 


2 機 の ガン ダム を 拘束 され 、 攻 め る こと も 退く こと も で き 
な い プ トレ マイ オス 2。 し か し 突然 、 アロ ウズ 部 隊 が 撤退 を 
始め 、 囚 われ て いた ガン ダム 2 機 も 解放 され た 。 訳 が わか 
ら ず に 困惑 する スメラギ た ち 。 それ で も 通信 を 傍受 する こ 


圧 人 69 有利 に も か か わら ず 、 突 名 、 搬 退 する アロ ウズ に 不審 な も の を 感じ 
る スメラギ だ が 、 その 理由 まで は わか ら な : 


と で 状況 が 呑み 込め て きた 。 地球 連邦 軍人 パン グ ・ ハ ー 
キュ リー を 中 核 と する 一 派 が AEU の 軌道 エレ ベー ター を 
占拠 。 低 軌道 ステ ーション に いる 6 万 人 を 人 質 に し て 、 ア 
ロウ ズ の 誰 行 を 世界 に 知ら し め よ うと し て いる らし い ……… 


ー が 発生 。 ハー キュ 


リー 率い る 柄 錠 部 隊 
が ョ ン を 占拠 
し た の で ある 。 


AD 2312 


利 那 、 サー シェ ス の 追撃 か ら 逃 れ よ う 
と する 。 


サー シェ ス 、 民 間 の 輸送 機 を 人 質 に 
し よう と 画策 。 


諸 那 、 ト ラン ザム を 発動 させ 、 ア ル 
ケー ガン ダム を 破壊 。 さらに サー シェ 
ス に と ど め を 刺 そ うと する が 、 マリ ナ の 
歌声 に 制止 され る 。 


氷 那 、 カタ ロン 第 二 支部 に 選 難 。 
マリ ナ 、 気 を 失っ た 剤 那 を 介抱 する 。 
講 那 、 マリ ナ に 自分 の 幼い 頃 の 話 や 
戦う よう に な っ た 理由 を 語る 。 
プトレマイオス 2、 ア ロウ ズ の 大 部 隊 
と 交戦 。 


カテ ィ 、 ガン ダム の GN 粒 子 の 欠乏 を 
見 計 5 い 、 大 攻勢 を 仕掛 ける 。 


アリ オス ガン ダム と セラ ヴィ ー ガ ンダ ム 
が 新型 MA エン プラ ス に 拘束 され る 。 


地球 連邦 軍 内 で クー デ タ ー が 発生 。 
ハー キュ リー 率い る 一 派 が AEU の 軌 
道 エ レ ペ ベー ター を 占拠 。 6 万 人 を 人 
質 に アロ ウズ の 論 行 を 幸 弾 する 。 


アロ ウズ 、 プ トレ マイ オス 2 を 解放 し て 
撤退 。 


MORE INFO! 
マス ラオ の 完成 


で 貞 通 ・ サ ン ライ ズ ・MBS 122-28 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


AWTIMELINE 


ガン ダム DX、 起動 


[mM nD 
ガン ダム DX、 起動 


太平 洋 に 浮か ぶ 人 工 島 ソン ダー エ プ タ 。 そこ は 政府 再 
建 委員 会 の 活動 拠点 で あり 、 新地 球 連邦 の 威光 を 反映 
し た 新型 MG ガン ダム DX (ダブ ル エ ックス ) を 建造 し て 


目 カト ッ ク 、 フリ ー デ ン の 捕虜 と な る 


いた 。 そん な こと は 知ら な い フ リー デン 一 行 は ゾン ダー 
エ ブ タ に 接近 し た 結果 、. 拘 束 さ れ て し まっ た 。 


カト ッ ク 、 ティ ファ の 説得 を 受け 入れ 、 


政府 再建 委員 会 か ら の 命令 を 受け た カト ッ ク ・ ア ル ザ 
ダー エ プ タ に 接近 する フリ ー デ ン へ の 潜入 
を 試み た 。 だ が 彼 の 動向 は ティ ファ ・ ア ディ ー ル が 察知 し 


まん ま と 潜入 に 成功 し た に 3 
ティ ファ の 予知 能 て ジ 


フリ ー デ ン 、 ゾン ダー エ プ タ で 投降 する 


捕虜 と な る 。 


て お り 、 逆 に 拘束 され て し まう 。 突然 の 侵入 者 と ブン ダー エ 
プ タ と の 関係 を 許し ん だ ジャ ミル ・ ニ ー ト は 所 属 と 目的 を 聞 
き 出 そ う と する が 、 カト ッ ク は 口 を 割 ろ うう と し な か っ た 。 


フリ ー デ ン 、 フ ロス ト 兄 弟 に 撃破 され 
た エニ ル を 救出 。 


フリ ー デ ン 、 エニ ル の 証言 を 基 に ゾン 
ダー エ プ タ に 接近 。 

障 を 見 て 脱走 を 図っ た オッ 
カト ッ ク 、 フリ ー デ ン を 占拠 。 


れ に は カト ッ ク も 揚 抗 を 語 め 
時 る し か な か っ た 。 


し よう と する 。 


ガロ ー ド た ち 、 定か ら 脱 走 。 


ガロ ー ド 、 テ ィ フ ァ た ち が 乗 せら れ た 輸 


ゾン ダー エ プ タ 周辺 を 探査 する ガロ ー ド ・ ラ ン は 、 フロ ス 
ト 兄 弟 に 撃墜 され た エニ ル ・ エ ル を 救助 。 重傷 を 買っ た 
エニ ル か ら 、 見 た こと も な い ガ ンダ ム ・ タ イプ の 機体 を ゾン 


送 船 を 追跡 する 。 


ダー エ プ タ で 目撃 し た と の 証言 を 得 た 。 意 を 決し た ジャ ミル 
は 島 へ の 上 陸 を 試み 、 乗組 員 は 上 陸 準 備 で 忙殺 され て し 
まう 。 その た め カ トッ ク の 監視 が 味 か に な っ て し まっ た 。 


エニ ル の 情報 を 革 に > 
ンダ ター エ プ タ へ の 接近 
を 読み る フリ ー デ ン 。 


する と フロ スト 上 兄弟 


Rt 
続 を 突き 付 
は 投降 を 追っ た 。 


目 カロ ー ド た ち 、 ティ ファ と ジャ ミ 


ン 


を 


MS3 ガン ダム DX の 能 


ろ し き は : 

生 知 っ て お り 、 万 損 還 
きた 彼 は 投降 を 呈 け 
入れ る し か な か っ た 。 


ル の 救出 を 図る 


政府 再建 委員 会 の 中 で も ニュ ー タ イプ を 重視 する アイ 
ム ザ ッ ト ・ カ ー ト ラル は 、 ジ ャ ミル と ティ ファ を 委員 会 に 送り 
届け る 手短 を 急い で いた 。 一 方 、 カ トッ ク の 協力 を 得 た フ 


ニュ ー タ イブ に 良い 感情 を 持っ て いな か - 
き 模 の 面影 を 見 出し 、 それ が 元 で ガロ ー| 


123-29 


ティ フ 7 に 今 は 亡 


の 乗組 員 は 中 獄 か ら 脱 走 。 ティ ファ の 身 を 案じ る 
ふた り が 乗せ られ た 輸送 船 の 追跡 を 強行 する 。 
だ が そん な 彼 の 前 に フロ スト 兄弟 が 立ち は だ か っ た 。 


は 
朋 を 破壊 され て し まっ た 。 


の ES Ek mM4 aa05 


ガロ ー ド と カト ッ ク 、 輸送 船 に 潜入 。 


ジャ ミル と ティ ファ 、 脱 走 に 成功 。 そ 
の 途中 、 ガン ダム DX の コン トロ ー ル 人 議 
装置 で ある G コ ン を 発見 する 。 ーー 


半 ガロ ー ド 、 ガン ダム DX を 強大 


輸送 船 に 追い 着い た ガロ ー ド と カト ッ ク は 、 こ の 船 に 積 須 中 で ガン ダム DX の G コ ン を 発見 し 、 ガ ロー ド に 渡す こと 
載 き され た ガン ダム DX の 強奪 を 決意 。 一 方 、 ティファ か ら ガ に 成功 し た 。 これ に よっ て ガン ダム DX は 起動 。 追撃 部 隊 
ロー ド た ちの 動向 を 知ら され た ジャ ミル も 脱出 を 開始 。 その を 一 撃 で 撃破 し 、 ゾン ダー エ プ タ を も 蒸発 させ た の だ っ た 。 


ガロ ー ド 、 ガン ダム DX を 発見 。 


計れ た 昌 六 か 53 じ て その 時 、 追 手 が 乱入 し 、 ガロ ー ド 
た ち に 鉱 口 が 向け られ る 。 する と 
FEF 


朋 出 し た ガロ ー| トック 、 ガ ロー ド を 底 い 、 凶 弾 に 倒れ る 。 
人 する た に 抽 は 
に 潜入 する こと に 成功 。 ガン グ 
DX の 強 鶴 を 思い つい た 。 


ガロ ー ド 、 ガ ンダ ム DX を 起動 。 追撃 
部 隊 と ゾン ダー エ プ タ を 一 掃 す る 。 


フリ ー デ ン 、 エス タル ド に 到着 。 


ジャ ミル 、 新 連邦 に 抗戦 する エス タル 


に 独自 に 脱走 を 図っ て いた ド へ の 協力 を 表明 。 


と 合流 。 その 際 、 テ ィ と 合流 。 ツイ ン サ テラ 
ファ か ら ガ ンダ ム X の G コ ン を 手 上 レン ター ィ プ 2 も 本 
渡さ れ て いる 。 し 、 その 海域 か ら 輝 れ た の だ っ た 。 ガロ ー ド 、 新 連 邦 軍 の 基地 を 攻略 。 


エス タル ド 国 内 で 軍部 と 議会 の 対立 
が 表面 化 。 


半 フリ ー デ ン 、 エス タル ド 人 民 共 和 国 に 向かう 


新地 球 連 邦 の 樹立 が 宣言 され 、 独 立国 富 や 反対 勢力 タル ド 軍 を 束ね る リー 将軍 は 、 補 絵 と 修理 を 援助 する 代わ り 
と の 間 に 激しい 戦闘 が 頻発 する よう に な っ た 。 そん な 折 、 フ に 新 連 邦 と の 戦闘 へ の 参加 を 要請 。 態度 を 決め か ね て い 
リー デン は 南ア ジア の エス タル ド 人 民 共 和 国 に 到着 。 エス た ジャ ミル だ が 、 新 連邦 の 暴挙 を 目 に し て 協力 を 約束 し た 。 


ガロ ー ド 、 ノ ー ザ ン ベ ル へ 向かう 途中 、 
コル レル と 交戦 。 


ノー ザン ベル 、 新 連邦 に 降伏 。 

ガス ター ル 、 新 連邦 と 和平 協定 を 締 

結 す る 。 

エス タル ド 、 新 軍 邦 へ の 降伏 が 決定 。 人 議 


リー 将軍 、 決定 を 不服 に 思い 、 独断 
で 出撃 。 


リー 将軍 の 指示 で フリ ー デ 
ン が 向かっ た の は 新 軍 邦 


無益 な 戦闘 に 介入 する つも り は な か っ だ が 、 地 上 続 一 の 名 の 下 
に 武力 便 放 を 独 行 する 新 連邦 は 矯 過 で きず 、 協力 を 家 明 し て いる 。 


リー 将軍 、 戦死 。 


目 ガロ ー ド 、 ノーザ ン ベ ル に 向かう 


フリ ー デ ン の 参戦 に よっ て 勝利 に 沸く エス タル ド 軍 だ が 、 流さ れる ば か り で 国内 の 状況 は むし ろ 混 浸 と し て いた 。 そん 
その 一 方 で 徹底 抗戦 を 主張 する リー 将軍 と 和平 派 の グラ な 最 中 、 同 盟 国 の ノー ザン ベル 運 合 王 国 に 向かう ガロ ー ド 
ント 議長 が 対立 。 し か も 若き 国家 主席 の ウィ リス は 状況 に が 、 新 連邦 の 新型 機 に 奇 醒 さ れる と いう 事件 が 発生 し た 。 


グラ イフ が 操る 新型 MS の コル レル は 重量 を 極 眼 ま で 抑え た 超 軽 


デ 
量 械 。 その た め 機 動 性 は 他 を 圧し て お り 、 ガン ダム DX を 証 弄 し た 。 


A FE ERE 
四 リー お 軍 、 戦死 


ノー ザン ペル の 陥落 を 知っ た ガス ター ル 民 主 共 和 国 が 戦 を 主張 する が 、 ウィ リス は 決断 を 下 せ ず 、 や む な く 首席 補 
新 轄 邦 と の 和平 条約 を 独断 で 締結 。 残る エス タル ド に 新 佐 官 の ルク ス の 判断 で 降伏 が 決定 。 する と 、 こ れ に 不満 を 
連邦 の 大 部 隊 が 押し 寄せ よう と し て いた 。 軍部 は あく まで 抗 リー 将軍 が 少数 の 同志 と 共に 出撃 し て し まっ た 。 


上 | や っ と 戦場 に 又 け 付け た ふ 

た り だ っ た が 、 時 すでに 運 
て 友軍 は 全 江 寸前 だ っ 
た リー 将軍 は エス タ 
ルド 軍人 と し て の 誇り を 失 . 
わ ず 、 ガ ロー ド の 前 で 堂々 と 
し た 最期 を 遂げ て いる 。 


リー 笠 軍 を 造 う ガロ ー ド と ウィ ッ ツ ・ ス ー は 、 束 中 、 ドゥ エー ト ・ ラ ング ラフ の 
乗る ブリ ト ヴ ァ と 中 遇 。 苦戦 を 強い られ な が ら も 撃退 に 成功 し た 。 


fia サン tz 123-30 


機動 戦士 ガン ダム 第 08MS 小 隊 


U.C.TIMELINE 


四 アプ サラ ス I、 飛行 試験 中 に アク シ デ ン ト に 見 舞 わ れる 


それ ぞ れ の 戦争 


mM4 mm03 
それ ぞ れ の 戦争 


新た な 隊長 と し て 第 08MS 小 隊 に 着任 し た シロ ー・ ア 
マダ に 対し て 、 隊 員 た ち は 和 否定 的 な 反応 を 示す 。 経験 
不足 の 新任 少尉 に どの 程度 の こと が で きる の か と 馬鹿 
に し て いた の だ 。 し か し 、 幾つ か の 事件 と 戦闘 を 通し 
て 、 シロ ー と 隊員 た ちの 間 に 絆 が 生ま れつ つ あっ た 。 


< ア アイ ナ 、 ア プ サ ラ ス 1 の 試験 飛行 に 


参加 。 


ノリ ス 、 アイ ナ の 護衛 に 就く 。 


兄 ギ ニア ス ・ サ ハリ ン を サポ ー ト する た め 、 東 南ア ジア 
地区 の 公国 軍 基 地 に 入っ ナ ・ サ ハリ ン は 、 拠点 攻 
略 用 に 建造 され た 試作 MA アプ サラ ス T の テス ト ・ パ イロ ッ 


アイ ナ の 手 で 操作 され る アプ サラ ス I は 咽 過 な 飛行 を 続け て いた の だ が - 
突如 、 ミノ フス キー・ ク ラフ ト に 不調 を 来たし て し まう 。 


四 サン ター ズ 、 出撃 を た め ら う 


ト と し て 運用 試験 に 参加 し て いた 。 だ が アプサラス 1 は 調 
整 が 完全 で は な く 、 試験 飛行 の 途中 に ミノ フス キー・ ク ラ 
フト に 異変 が 生じ 、 予定 し て いた コー ス を 外れ て し まっ た 。 


アプ サラ ス I、 ミノ フス キー・ ク ラフ ト に 
異変 を 生じ る 。 


第 08MS 小 隊 に 債 察 任務 が 下る 。 


コー ス を 外れ て し まう 。 する 


第 08MS 小 隊 、 偵察 中 に アプ サラ ス 
1 と 遺 遇 。 


と ドッ プ で 舞 術 に 就 いて い 
た ノリ ス ・ パ ッ カ ー ド が 陽動 


の 破 に アプ サラ ス T を 天 が 
2 第 08MS 小 隊 、 ア プ サ ラス 1 と 交戦 す 


る が 、 劣勢 に 追い や られ る 。 


サン ダー ス 、 ア プ サ ラ ス I に 突撃 を 敢 
行 す る 。 


シロ ー・ ア マダ が 小隊 長 を 務め る 第 O08MS 小 隊 に 出撃 
命令 が 下っ た 。 最近 、 不 穏 な 動き を 見 せ て いる 公国 軍 の 債 
察 で ある 。 戦闘 任務 で は な いこ と か ら 隊 内 に は リラ ックス し 


人 


自分 が 死神 と 呼ば れ て いる 理由 を 苦 々 し い 栃 いで 告白 する サン ダー 
品 - た ち は 真 に 受け て いな か っ た よう だ が 、 彼 に は 真 刻 な 悩み だ っ た 。 


0 


目 08 小 隊 、 ア プラ サス I と 章 過 


アプ サラ ス I、 後退 。 


た 雰囲気 が 流れ る 。 だ が ひと り 、 テ リー・ サ ンダ ー ス Jr. だ け 
は 穏やか で いら れ な か っ た 。 「 死 神 サ ンダ ー ス 」 と いう 不 名 准 
な 異名 を 持つ 彼 は 、 今 回 の 出撃 に 不安 を 覚え て いた の だ 。 


する と 、 そ れ ま で 黙っ て 話 


昌 。 不 名 準 な 異名 は 自分 
で 舞 り 払え と 説き 伏せ る の 
だ が 、 サ ンダ ー ス は 迷い を 
振り 払え な か っ た 。 


死神 サン ダー ス 」 の 詩 れ 


で | 他 の 際 


偵察 行動 中 、 不 審 な 動き を する ドッ プ を 発見 し た 08 小 
隊 は 迎撃 を 開始 。 する と 戦闘 現場 に アプ サラ ス 1 が 出現 し 
た 。 巨体 に 似合わ ね 軽快 な 機動 性 、 さら に ミノ フス キー・ ク 


ラフ ト が 発する 衝撃 波 を 利用 し た 攻撃 に 、08 小 隊 は 鶴 地 
に 立た され て し まう 。 それ で も シロ ー は 諦め よう と せ ず 、 逆 に 
死神 の ジン クス に 舗 える サン ダー ス を 茜 き 付け る の だ っ た 。 


被弾 し た ノリ ス の ドッ プ 
を 案じ た アイ ナ が 不具 
合 を 抱え た アプ サラ ス 
| I で 皿 較 に 介入 。 巨 価 
を 使っ て カレ ン 貫 に 体 
当たり を 仕掛 け 、 ノ リ 
ス の 前 退 を 援護 し た 。 


反発 生 させ 、 用 較 
団 の 樹木 こと 08 小 隊 
を 吹き 飛ば そう と し た 。 


カレ ン の 獲 機 を 目 に し た 
サン ダー ス は 迷い を 振 
り 払っ て 容 撃 を 敢行 
oil 


この 一 撃 が 功 を 奏し て 
アプ サラ ス 1 は 指 退 。 屋 
て サン 


師 。 
は 仲 
間 の 喘 地 を 救う と 同時 
に 、 目 ら の カ で 「 死 神 」 


の 汚名 を 撮り 払 
が で きた の だ っ 


こと 
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エレ ドア 、 エー ジェ ント か ら の 手紙 を 受け 収 る 


アブ プ サラス] と の 戦闘 で 想定 外 の 損害 を 受け た 08 小 隊 
は 前 線 基 地 へ 移動 し 、 補 給 と 整備 を 進め で て いた 。 する と そ 
こ に 後方 か ら の 郵便 物 が ある と の 報せ が 入り 、 エ レ ド ア ・ マ 


牧 自 げ な 表情 を 浮か べ て いた エレ ドア だ が 、 文 面 
し た 衝 交 に 歌声 を 上 げた 。 長年 の 夢 が 叶う と あっ て は それ も 当然 だ ろう 。 


シス に 1 通 の 封書 が 届け られ た 。 それ は エレ ドア の メジ ャ ー 
デビ ュー を 伝え る も の だ っ た 。 軍隊 に 身 を 寄せ る 以前 、 彼 
は 音楽 活動 に 没頭 し て お り 、 プロ を 目指 し て いた の だ 。 


異 秦 の 頃 に 直し た エレ ド 
ア は シロ ー の 待機 命 今 を 
無視 し て 前 祝い を し よう と 
提 雪 。 初 の は 乗り 気 で は な 
か っ た ミケ ル も 、 酒 場 で お 
ご る と 聞か され る と 一 も ニ も 
が 同行 を 申し 出 て いる 。 


則 エレ ドア と ミケ ル 、 分 


軍 に 拘束 され る 


喜び を 抑え 切れ な い エ レ ド ア は 、 シ ロー た ち が 基 地 に 到 
着 す る まで 待機 し ろ と の 命令 を 無視 。 渋る ミケ ル ・ ニ ノリ ッ 
チ を 説き 伏せ て 近隣 の 村 へ と 前 祝 | かう 。 だ が その 


村 に は 、 ア プ サ ラ ス T の 修理 の た め に 駆け 付け た 公国 軍 
兵 が 駐留 し て いた の だ 。 た ち ま ち 拘束 され た エレ ドア と ミケ 
ル は 、 ホテ ル の 地下 に 監禁 され て し まっ た 。 


実は 村 の 近く に アプ サラ ス 
1 が 中 時 差し て お り 、 修理 
の た め に 公国 軍部 隊 が 派 
直さ れ て いた 。 そし て 修理 
の < に みる 人 を 
し て 利用 し て い 


目 キキ 、 エレ ドア た ちの 危機 を シロ ー に 伝え る 


ホテ ル の 女 主人 マリ ア は 勝手 気まま に 振る 舞う 公国 軍 
兵 を 毛嫌い し て お り 、 エ レ ド ア か ら 相 談 を 持ち 掛け られ る と 
一 計 を 案じ た 。 自分 に 懐い て いる 子供 を こっ そり と 村 の 外 


に 出し 、 現 状 を 連邦 軍 に 伝え よう と いう の だ 。 し か も その 子 
供 E い う の が ゲリラ の 頭目 の 女 キ キ ・ ロ ジー タ で あり 、 依頼 
を 引き 受け た キキ は シロ ー の 下 へ と 急ぐ の : 


Pa 


エレ ドア た ち に 食事 を 運ん で きた マリ ア は 公国 軍 を 嫌っ て お り 、 見 張り の 目 
を 次 ん で ふた り の 素性 を 聞く と 、 原 隊 に 報告 させ る と 約束 し た 。 


マリ ア の 指示 を 朱 け て 村 を 
抜け 出し た キキ は 、 エ レボ ア 
a 
合流 。 ふた り が 村 
で て いる こと を 邊 に 告げ た 


目 エレ ドア 、 脱 走 を 試み る 


監禁 の スト レス か ら 内 輪 振 め を 始め る エレ ドア と ミケ ル 。 
だ が 騒ぎ を 聞き つけ て 駆け 付け た 公国 軍兵 を 倒し た こと で 
脱出 の 好機 が 訪れ た 。 時 を 同じ くし て 、 村 に 駐留 する 公国 
喧嘩 を 止め に 入っ た 公国 軍兵 


に こ 、 偶然 、 エレ ボア の パン チ が ク 
た り も 目 


リー ン ヒ ッ ト 。 これ ( 
を 九 く し た が 、 説 出 の 絶好 の 柏 
会 を 見 逃す は ず は な か っ た 。 


シロ ー た ちの 攻撃 で 公国 軍兵 が 
洋 足 立っ て いる 随 を 突い て ザク 
タン ク に 乗り 込ん だ エレ ドア た 
。 ち 。 だ が それ は 作業 機 で 、 ハッチ 
も な いよ うな 代物 だ っ た 。 


軍部 隊 に 08 小 隊 が 攻撃 を 開始 。 地下 室 を 抜け 出し た ふた 
り は 無人 の ザク タン ク に 乗り 込む と 、 そ の まま 逃走 を 図る 。 だ 
が 彼ら の 前 に は 武装 し た 公国 軍兵 が 立ち は だ か っ て いた 。 

防衛 線 の 強行 容 破 を 図る エレ ド 
ア だ っ た が 、 ハ ッ チ の な いこ と が 


災い し て 銃撃 を 浴び 、 重 傷 を 
負っ て し まっ た 。 


それ で も 気 カ を 振り 款 り 、 な ん と 


で 安 し た エレ ドア は その まま 気 
を 失っ て し まっ た 。 


U.C.0079 


第 08MS 小 隊 、 補 給 と 修理 の た め 友 
軍 の 前 線 基地 に 入る 。 


エレ ドア 、 エ ー ジ ェ ント か ら の 手紙 を 受 
け 取 る 。 


エレ ドア 、 ミケ ル と 連れ 立っ て 近隣 の 
村 に 向かう 。 


エレ ドア と ミケ ル 、 酒 場 で 公国 軍兵 と 
遭遇 。 


エレ ドア と ミケ ル 、 拘 束 さ れ 、 ホ テル の 
地下 室 に 監禁 され る 。 


マリ ア 、 キキ に 事情 を 聞か せ 、 村 か ら 
逃がす 。 

キキ 、 シロ ー の 下 に 到着 。 エレ ドア た 
ちの 状況 を 教え る 。 


シロ ー、 他 の 隊員 と 共に 近隣 の 村 に 
向かう 。 


エレ ドア と ミケ ル 、 内 輸 揉 めか ら 脱出 
の チャ ンス を 掴む 。 


第 08MS 小 隊 、 公 国軍 へ の 攻撃 を 
開 


エレ ドア と ミケ ル 、 地 下 室 か ら 脱 出 。 さ 
ら に ザク タン ク を 奪い 、 村 か ら の 脱出 
を 試み る 。 


エレ ドア 、 銃撃 で 重傷 を 負う が 、 脱出 
に 成功 。 


エレ ドア 、 
か ら 5 離脱 。 


治療 の た め 第 08MS 小 隊 


る 貞 通 ・ サ ン ライ ズ 124-28 


機動 戦士 ガン ダム 0080 ボ ポケット の 中 の 戦争 


UETIMEHME i m04 ml4 
ザク I 改 vs アレ ックス 


に 新型 ガン ダム ・ ア レッ クス の 破壊 に 失敗 し た 公国 軍 は サ 
イド 6 へ の 核 攻撃 を 画策 。 アレ ックス が 実戦 配備 され る 
前 に コロ ニー ご と 機体 を 葬り 去 ろ うと する 。 事態 を 知っ た 
バー ナー ド ・ ワ イズ マン は - 幼い 友人 の 暮らす コロ ニー 
を 守る べく 、 自ら の 手 で アレ ックス の 撃破 を 決意 し た 。 


邊 バーニィ 、 ザク TGCX の 準備 を 完了 。 

アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハ (アル ) の 協力 も あり 、 中 破 し て 
いた ザク IX は 再起 動 に 成功 。 サイ クロ プス 隊 が 残し て い 
た 武器 (ヒー ト ・ ホ ー ク と MS 用 手 橿 弾 ) も 回 収 し 、 バ ルー ナー ド ・ ワ イズ マン ( バ - 


ラッ プ の 設置 も 完了 し た 。 あと は アレ ッ バーニィ 、 U.N メ ディ カル ・ セ ンタ ー に 
で ある 。 そし て クリ スマ ス 当 日 、 バ ー 向け て 移動 開始 。 
ニ ィ ) は つい に 作戦 を 決行 | 


サイ ド 6 近 傍 で 公国 軍 ヘ ル シ ン グ 艦 
隊 が 信 捕 、 配 ミ サイ ル が 連邦 軍 に 回 
アレ ックス が 格納 され て い 収 され る 。 
る UN メデ ィ カ ル ・ セ ン | 
へ 急ぐ ザク I 改 。 と は いえ アル 、 宇宙 港 で 父親 を 出迎え る 。 


アル 、 父 親 か ら 公国 軍艦 隊 に 関す る 
情報 を 知る 。 


最後 に 決意 を 固め る バー ニ ィ 。 コロ ニー へ の 技 攻撃 を 止 あ る に は アレ ッ ク 
ス を 破壊 する し か な く 、 今 、 それ が で きる の は 彼 を 置い て 他 に いな か っ た 。 


= ラー エー ニー = スィ アル 、 バー ニ ィ の 下 へ 急ぐ 。 


連邦 軍 、 ザク T 改 を | 


に 同行 を 断ら れ た アル は 、 仕 方 な く < コロ ニー に の 乗っ た シャ トル が 公国 軍 と 連邦 軍 と の 戦闘 に 遭遇 。 公 ド 当会 
戻っ た 父親 を 凶 え に 宇宙 港 へ 向かっ た 。 と ころ が 家 に 戻る 。 国軍 は サイ ド 6 へ の 枝 攻 撃 を 画 筑 し て いた よう な の だ が 、 之 eo 
達 中 、. 父 親 の 口 か ら 思 ! 邦 軍 に よっ て 核 ミ サイ ル は 回 収 さ れ た と いう の だ 。 


を 指示 。 


クリ ス 、 アレ ックス で 出撃 。 


4 植 ミ サイ ル が 回 収 され た の 

1 で あれ ば コロ ニー は 安全 で 
> あり 、 パ バー ニ イ が 佐 険 を 軒 
We し て アレ ックス と 覧 う 必 要 


は な い 。 し か し ザク I 改 は ]| 
すでに 目的 地 に 向かっ て 


リー ア 軍 の 動向 


末 る 途中 で 体験 し た 出来 事 だ と 語り 出し た 父親 の 朗 ! 
た 。 李 捕 され た 公国 軍 私 放 に 村 が 搭載 され て いた 。 


目 クリ ス 、 アレ ックス で 温 撃 する 


コロ ニー の ミラ ー( 河 ) に 沿っ て 移動 し 、U.N. メ ディ カル セ を 拒否 。 や む な く 連 邦 軍 指 揮 官 は 整備 作業 中 の アレ ッ ク 


ンタ ー に 接近 する ザク IL 改 の 姿 は 連邦 駐留 部 隊 と リー ア ス の 再 出撃 を 決定 し 、 テス トバ パ イロ ッ ト の クリ スチ ー ナ ・ マ ッ 
軍 の 双方 に よっ て 確認 され た 。 だ が な ぜ か リー ア 軍 は 出動 ケン ジー( ク リス ) も 出撃 を 余儀 な くさ れ た 。 
を 抱 : 
ザク H 改 が ULN メ ディ と は いえ 接近 する ザク 3 や 12 の 2 
カル ・ セ ンタ ー を 目指 し ド HG に 対応 で きる の は 


て いる と 知っ た 台 才 軍 
指揮 宮 は リー ア 軍 に 出 

ー | 動 要請 を 出す が 、 すげ 
が < 断 5 れ て し まっ た 。 


同じ 頃 、 ア レッ クス は ケ 
ン フ ファ ー と の 戦後 
の 全備 と 補給 の 最 中 
だ っ た が 、 完全 で は な * Tek の 移動 コー ス に 
で 指 畔 され た 銃 穫 も 残 先回り し 、 反 近 す る 相 
リタ な い 状 個 だ っ た 。 = | 手近 名 を 区 みた 


クリ ス の 手 に よっ て 起 
動 し た アレ ックス は ザク 
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UE.TIMELINE 


バー ニ ィ 、 森林 エリ ア に 後退 


アレ ックス の 出撃 を 確認 し た パー ニ ィ は 機体 を 素早 く 


転進 させ 、 UN. メ ディ カル ・ セ ンタ ー の 青 後に 広がる 森林 
エリ ア へ と 後退 し た 。 一 方 の クリ ス は ガト リン グ ・ ガ ン に よ 


アレ ックス を 記 め た バーニィ は わざ と 機体 を 左右 に 振り 、 議 う よ う な 仕草 を 


見 せ た 。 そし て その まま 区 林 エ リア へ と 後退 し た 


る 迎撃 を 試み た の だ が 、 遠路 離 を 移動 する 標的 に 命中 さ 
せる こと は 難し く 、 追撃 の た め に 森林 エリ を 踏み 入 
れ た 。 そこ に は トラ ッ プ が 仕掛 けら れ て いた 。 


同じ 戦闘 を する な ら 人 気 の 
な い 森 林 エ リア の 方 が 周辺 
へ の 被害 が 抑え 5 れる 一 
そう 判断 し た クリ ス は 指揮 
官 の 制止 を 振り 切っ て ザク 
HGX の 後 る 追っ た 。 


還 パー ニ ィ 、 アレ ックス に 人 奇 翼 を 仕掛 ける 


森林 エリ ア に 入っ た バー ニ ィ は あら か じ め 仕 掛け て お い 
た トラ ッ プ に 点火 。 する と 周囲 に 煙幕 が 立ち 込め 、 ク リス 
さら に バー ニ ィ が スイ ッ チ を 入れ る と 大 型 


* 


弄 れ た アレ ックス に 控 近 し た ザク ロ 改 は 
で アレ ックス は 中 破 し 、 クリ ス も 仙人 し で い 8。 


の アド バル ー ン が 計ら み 、 ク リス の 注意 を 引く こと に 成功 。 
その 隙 に バー ニ ィ は ザク I 改 を 接近 させ 、 ア レッ クス へ の 
奇襲 を 図 


し か し ザク TK と バー ニ ィ も 
無事 で は な く 、 至近 引 苑 か 
ちの ガト リン グ ・ ガ ン を 受け 
て 機体 は 損傷 。 バ 
自身 も 価 を 食っ た 。 


目 バー ニ ィ 、 アレ ックス に 決戦 を 挑む 


互い に 中 破 し た 2 機 は 斜面 を 転がり 落ち る よう に し て 
UL.N. メ ディ カル ・ セ ンタ ー の 敷地 内 に 移動 。 そこ に は 宇宙 
港 か ら 駆 け 付け た アル の 姿 も あっ た 。 だ が バー ニ ィ も クリ ス 


中 破 し た アレ ックス と ザク HGX は 

に 属 関 兵 右 を 構え て 最後 

4 | の 戦い に 備え た 。 射撃 兵 装 も ト 
| ラッ プ も な い 状 態 で は 、 格 剛 戦 で 

決着 を つけ る し か な か っ た の だ 。 


も アル の 姿 な ど 目 に 入ら ず 、 相 手 の 隙 を 社 っ て いた 。 そし 
て つい に 同時 に 動き 出し た 2 機 は ビー ム ・ サ ー ベ ル と ヒー 
ト ・ ホ ー ク を 振り 上 げ 、 壮絶 な 相討ち と な っ た 。 
パー ニ ィ の 死 を 前 に | 
記入 共に 、 さら に ショ ッ キン グ ら 光 


太 が 飛び 込ん で 来 た 。 アレ ッ ク 
ス の コク ビット み ら グ リス が 担ぎ 出 


バー ニ ィ 、 ア レッ クズ を 発見 。 移動 コー 
ス を 変更 し 、 森林 エリ ア に 後退 する 。  / 議 


クリ ス 、 迎撃 を 試み る が 失敗 。 

アレ ックス 、 ザク T 改 を 追っ て 森林 エ 
リア に 侵入 。 

バーニィ 、 ト ラッ プ に 点火 。 


森林 エリ ア に 煙幕 が 立ち 込め 、 人 型 
の パル ー ン が 出現 する 。 


パー ニ ィ 、 アレ ックス に 接近 し 、 ガト リ に 
ング ・ ガ ン を 破壊 。 


アレ ックス 、 反撃 。 

アレ ックス と ザク II 改 、 互い に 中 破 。 
アル 、 UN. メ ディ カル ・ セ ンタ ー に 到 
着 。 


アレ ックス と ザク T 改 、 互い に 格闘 戦 
を 挑み 、 相討ち と な る 。 


バー ニ ィ 、 死亡 。 
クリ ス 、 救助 され る 。 


地球 連邦 政府 と ジオ ン 共 和 国 臨時 
の 


一 年 戦争 、 終戦 。 


アル が 想像 し て い 
と の 問 の 落差 は 、 そ れ ほ ど ま で 
に 大 き 


目 一 年 戦 争 、 終戦 を 迎え る 


激動 の U.C.0079 と 共に 一 年 戦争 は 終結 を 迎え 、 サ イ 民 の 心 に 深い 傷 を 残し た 。 し か し 連邦 軍 は アレ ックス や サ 
ド 6 に も 久し振り の 平穏 な 時 が 訪れ た 。 と は いえ アレ ッ ク イド 6 で 発生 し た 戦闘 の 記録 を 隠蔽 。 事件 は う や む や と な 
ス を 巡る 戦乱 の 爪 閣 は 街 の あちこち に 残さ れ て お り 、 住 。 り 、 真 相 は アル の 心 の 中 だ け に 留め られ た の だ っ た 。 


負傷 し 
る こと に な り 、 ア ル と 別れ 
有朋 の 挫 3K を 交 も し て いる 。 こ 
AV 『 【 誠 の 時 、 ア ル は 事件 の 真相 
戦争 は 終わ り 、 に 日 常 が 戻っ て きた 。 だ が 戦争 の 不条理 を 垣 間 を 告げ られ ず 、 パ バー ニ ィ の 


。 見 た アル が 元 通り の 生活 を 取り 戻せ た か どう か は 礁 に も わか ら な いこ し ) こと も 話せ ず 終 い だ っ た 。 


oii サン ラズ 125-30 


126-25 * 


ガンダム 


C.C.TIMELINE 


園 ロラ ン 、 ギャ ロッ プ の 盤 長 に 任命 され る 


ウィ ル ゲ ム 、 起動 


[Y] mMM mm 
ウィ ル ゲ ム 、 起動 


ディ アナ ・ ソ レル と 入れ 替わっ た キ エ ル ・ ハ イム が 独断 
で サン ベル ト へ の 入植 中 止 を 宣言 し た 結果 、 デ ィ アナ ・ 
カウ ンタ ー 内 に 不協和音 が 広がり 、 ミ リ シ ャ と の 衝突 も 
頻発 する よう に な る 。 一 方 、 ミ リ シ ャ も 月 の 民 と の 対決 
に 備え て 戦力 の 拡充 を 着 々 と 進め て いく の だ っ た 。 


シド 、 キン グ ス レー の 谷 で ギャ ロッ プ を 
発見 。 


ウィ ル ・ ゲ イム の 跡 を 継い で キン グ ス レー の 谷 を 調査 し て 
いた シド ・ ム ン ザ は 、 大 型 ホ パー 装甲 車輌 「 キ ャ ロッ プ ] を 
発掘 。 報せ を 聞い た グエン - サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド は ギャ 


ギャ ロッ プ の 試走 を 茹 ね た 価 宮 に 出 た ロラ 
イジ 整い る 分 隊 と 道 過 。 辛 も 撃退 させ る ご 


四 ロ ラン 、 アニ ス ・ ベ ル & ど 3 


ロラ ン 、 ギャ ロッ プ の 艦長 に 任命 。 


ロッ プ を ミリ シャ の 戦力 に 採用 し 、 そ の 艦長 に ロラ ン ・ セ アッ 
ク を 任命 。 当初 は 嫌がっ て いた ロラ ン だ が 、 グ エン の 熱意 
に 押し 切ら れ 、 渋々 承 詳 する こと に な っ た 。 


ロラ ン 、 ギ ャ ロッ プ の 試運転 中 に ウォ 
ドム 隊 と 遭遇 。 


ーー 方 、 瑞 整 中 だ っ た ギャ 
ロッ プ の 銃座 が 時 発し て 
自社 者 が 出 て し まう 。 糧 
授 後 、 そ の こと を 聞か さ 


ロラ ン 、 アニ ス と 出会う 。 


ロラ ン と ディ アナ 、 アニ ス の 収穫 を 手 
伝 う 。 


聞 に 浸る より も 冬 衝 の 絶 


ディ アナ ・ カ ウン ター、 アニ ス の 土地 
に 侵入 。 


アニ ス 、 移住 を 決意 する 。 


グエン と リリ 、 キ ング スレ ー の 谷 を 訪問 。 


村 給 用 飛行 船 の 到着 を 待っ て いた ロラ ン は 、 空 き 時 間 
を 利用 し て 近く の 丘陵 地帯 に 向かっ た 。 豊か な 牧草 地 帝 
の この 地 に は 無数 の 農家 が 暮らし て いた が 、 ディ アナ ・ カ 


月 と 地球 の 戦い 
一 


責任 の 一 閉 を 感じ た ロ 
ラン は 、 ア ニス の 畑 で 
収穫 の 手伝い を 申し 
出 た 。 そし て 糧 仕 事 を 
通し て 地球 の 素 靖 らし 
さと 大 地 の 恵み を 実感 
し 直し 


目 ディ アナ 、 ミ リ シ ャ の 野戦 病院 で 働く 


ウン ター に 土地 を 接収 され 、 移 住 を 余儀 な くさ れ て いた の 
だ 。 それ で も た だ ひと り 、 アニ ス ・ ベ ル と いう 名 の 老女 だ け 
は この 土地 に し が みつ き 、 頑 と し て 移住 し よう と し な か っ た 。 


ディ アナ 、 ミ リ シ ャ の 野戦 病院 で 働く 。 


間 レイス の 地球 帰 明 作 
戦 が アニ ス の よう な 犠 
性 者 を 出し た こと に 7 
を 痛め る ご 


ター ン エ ー ガ ンダ ム の 回 復 力 


て 来 た 時 、 ア ニス は 先 
祖 代々 の 土地 で 死ぬ と 


リリ ・ ボ ル ジ ャ ー ノ を 連れ た グエン が キン グ ス レー の 谷 を 
訪問 し た 。 グエン は キ エ ル (入れ 替わっ た ディ アナ ) と 親 し 
げに 話し 、 そ れ が リリ に は 気 に 食わ な い 。 そこ で 一 計 を 案じ 


ュー ンプ | 


が 、 汚 れ 物 の 始末 や 蛋 な 
: 倒 され て し まう 。 


勇 ん で 野 四 病院 に 飛び 込ん だ ディ アナ 
手術 現場 の 補佐 と いっ た 仕事 の 連続 


た り リ は 言葉 巧み に ディ アナ を ミリ シャ の 野戦 病院 に 連れ 
出し 、 人 手 が 足 りな い の で 手伝う 気 は な いか と 持ち 掛け 、 
まん ま と ディ アナ に 重労働 を 押し 付け た の だ っ た 。 


見 か ね た ロラ ン が 洗濯 を 
手伝い 、 デ ィ アナ は 硬 


の 言葉 を 告げ る が 、 明 日 


か 5 は 独り で や っ て みせ る 
と 宣言 する 。 その 勇気 に 
ロラ ン は 改め て ディ アナ に 
対す る 肖 衝 の を を 高め る 
a 


ツガ ンダ タム 


E.G.TIMELINE 


ウィ ル ゲ ム 、 起動 


| 


ミリ シャ に 洪 入 する 


| EW 


フィ ル 、 キ ング スレ ー の 谷 へ の 総 攻 撃 
を 決定 。 


キ エ ル 、 ハリ ー を キン グ ス レ ー の 谷 に 


月 と 地球 の 衝突 の 余波 で ディ アナ ・ カ ウン ター か ら 脱 走 。 画 を 耳 に 挟ん . 派遣 。 
者 が 続出 。 キン グ ス レー の 谷 に 脱走 者 の 一 部 が 集結 じ て 隊長 の ハリ ー 
いる と 考え た フィ ル ・ ア ッ カ マン は 総 攻 撃 を 命じ た 。 その 計 きこ と を 成す よう | ハリ ー、 避 難民 を 装っ て 、 キ ング ス 
レー の 谷 に 潜入 。 


に が 技術 者 と いう 名 目 で 
に 入っ た の が 災い し 、 シ 
に 目 を 付け られ た ハリ ー 


ド | 


ウィ ル ゲ ム 、 エン ジン の 起動 に 成功 。 


ボウ ゥ ・ エ イジ 、 独 断 で キン グ ス レ ー の 


| は ショ ベル カー の 修理 と 谷 を 強 凌 。 
キ エ ル の 竿 命 を 生け た ハリ ー は 単身 で キン グ ス レー の 谷 に | | 操作 を 任 され 、 骸 査 と ころ 
の ひと り に 変装 し 、 谷 の 様子 を 探る ろう と し た 。 4 で は な く な っ て し まう 。 ロラ ン と ハリ ー、 協 力 し て ボゥ を 撃退 
する 。 
と ; 
ギャ パン ・ グ ー ニ ー、 ソシエ ・ ハ イム に 
四 ウィ ル ゲ ム 、 起動 に 成功 プロ ボーズ す る 。 


キン グ ス レー の 合 に 埋もれ て いた 宇宙 船 は 「 ウ ィ ル ゲ 
ム 」 と 命名 され 、 発掘 と 整備 が 着 々 と 進行 。 グエン は 、 ウィ 
ル ゲ ム が ミリ シャ の 新た な 力 に な る と ほ く そ 笑 む お 。 だ が 肝心 


の 機関 部 が 始動 すず 、 こ の まま で は ウィ ル ゲ ム は た だ の 鉄 
の 塊 で ある 。 そこ で シド は ター ン エー ガン ダム を スタ ー タ ー 
代わ り に し よう と 提 寄 。 さっ そく 両機 が 接続 され た 。 


テテ ス 、 ディ アナ の 暗殺 を 狙う 。 


テテ ス 、 ター ン エー ガン ダム を 強奪 。 


提案 が 承認 され 、 タ ー ン 
エー ガン ダム と ウィ ル ゲ ム が ケー 
ブル で 接続 され た 。 ター ン エ : 
の の 27 ム の 失 
大 を 強制 的 に 作動 させ よう と いう 

css. 


ウィ ル ゲ ム の 起動 を 目 に | 

内 ば 衝 断 で 攻撃 を 開始 。 対 用 
の ビー ム 史 で ウィ ル ゲ ム も ろ と も 
放り 8 お うと する 。 


ロラ ン 、 テテ ス の 暗殺 計画 を 阻止 。 


テテ ス 、 口 封じ の た め 、 ミ ドガ ルド に ! 
殺さ れる 。 


計画 は 成功 し 、 つ い に ウ ィ ル ゲ 
ム の メイ ン ノ ズル か ら 碧 名 作 が 
束 射 され た 。 この 光 舞 
歓声 を 上 げ る が 、 交 と 光 が 敵 を 

こと に な る と は 思わ な 


る の らい 押 人 
る し か な く 、 ハ リー も キ エ ル の 下 
に 帰 軍 | 


還 テテ ス 、 ター ン エ ェ ー ガ ンダ ム の 強 春 を 画策 


月 へ の 帰還 を 条件 に ディ アナ 暗殺 の 指示 を 受け て いた 
テテ ス ・ ハ レ は 、 キ ー ス ・ レ ジェ の 経営 する パン 屋 で 住み 
込み と し て 働き な が ら 機会 を 社 っ て いた 。 そし て ギャ ロッ プ 


i 


テテ ス に 言い 容 ら れ た トロ イ は 、 デ ィ ア ナ が 持っ て いる と の 距 の 報せ で ロラ 
ン を 捕 い 出し 、 ター ン エ ー ガ ンダ ム と 共に 約束 の 小屋 に 向かわ せ た 。 


が パン 工場 に 現れ た と 知る や 、 ター ン エ ー ガ ンダ ム の 強 奏 
を 画策 。 ムー ン レ ィ ス 帰還 兵 を そそ の か し て 協力 を 取り 付 
ける と 、 まん ま と タ ー ン エー ガン ダム を 奪い 去っ た 。 


DAN 


る わけ に いか ず 、 タタ 


半 テテ ス 、 暗殺 され る 


テテ ス を 追う ロラ ン は 、 彼 女 が ムー ン レ ィ ス と 地球 人 の 
ハー フ で あり 、 そ の 負い 目 を 払拭 する た め に ディ アナ 暗殺 
と いう 汚れ 仕事 を 請け 負っ た こと を 知る 。 と は いえ 晴 殺 計 


ディ アナ を 捕獲 し た テテ ス だ が 、 追 いす が る ロラ ン の 抵抗 


失敗 。 さら に その 直後 、 何 者 か の 鉄 疫 を 受け で て 命 を 落と し て い . 


画 を 見 こと は で きず 、 デ ィ ア ナ を 狙う テテ ス の 前 に 立 
ち は だ か る と 、 辛うじて 暗殺 を 阻止 し た 。 その た め テ テス の 
動向 を 物陰 か ら 寮 っ て いる 人 物 に は 気付 か な か っ た 。 


| テテ ス の 死 の 理由 が わか 
| ら ず 、 情 老 と する 一 同 。 だ 


) 信 通 ・ サ ン ラ イズ 126-26 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


UETMEHME (1 mM se 15 . 
謀略 の ティ ター ンズ 


参 フォ ン ・ ブ ラウ ン を エゥーゴ に 奪還 され た ティ ター ンズ 

» | は 、 報復 の た め ゆ に コロ ニー 落と し を 敢行 。 月 面 第 6 の 大 
| 都市 で ちり 、 エ ゥ ー ゴ の 活動 拠点 で も ある グラ ナダ を 標 
と = 的 と し た 。 だ が その 作戦 の 裏 で は 、 テ ィ タ ー ン ズ 内 部 の 

RC | 歪み が 路 呈 する 事件 が 起こ ろう と し て いた の だ っ た 。 


ティ ター ンズ 、 グ ラナ ダ へ の コロ ニー 
eR 落と し を 画策 。 
目 サラ 、 ア ー ガ マ に 投降 

グラ ナダ へ 向かう アー ガマ に 接近 する 機 影 が あっ た 。 パ 様子 を 穴 っ て いた アー ガマ 乗組 員 だ が 、 彼 女 が も た らし た 
プ テ マ ス ・ シ ロッ コ の 配下 で ある ティ ター ンズ 兵 サ ラ ・ ザ サビ 情報 は 聞き 捨て な ら な いも の だ っ た 。 ティ ター ンズ が グラ ナ 
アロ フ が 投降 を 申し 出 た の だ 。 初め は 半信半疑 で サラ の ダ へ の コロ ニー 落と し を 画策 し て いる と いう の だ 。 


サイ ド 4 の 27 パ ンチ ・ コ ロニ ー、 月 に 
向かっ て 移動 を 開始 。 


サラ 、 アー ガマ に 投降 。 コロ ニー 落と 
し に 関す る 情報 を も た ら す 。 


エゥーゴ 、 コ ロニ ー 落 と し 阻止 作戦 を 


サラ の 情報 は アー ガマ に 開始 。 
衝撃 を も た らし た 。 報復 の 
た め と は いえ 、 コ ロニ ー 藩 
と し と いう 非 人 道 的 方 策 
を 探る と いう 話 が に わか に 
は 信じ 苑 か っ た の だ 。 


カツ 、 サラ の 世 言 
が す 。 


陸 | っ が 4 騙さ れ 、 彼 女 を 逃 
白 族 を 掲げ た ハイ ザッ ク が アー ガマ に 接近 。 パイ ロッ ト は ティ ター ンズ の サ 
ラマ 、 エ ウー ゴ に と っ て 有益 な 情報 を 持っ て 来 た と いう の だ が ……。 


エゥーゴ と ティ ター ンズ 、 月 近傍 宙 域 
で 交戦 。 


エマ 、 コロ ニー の 核 パ ルス ・ エ ンジ ン 


倫 回 エッ ー ゴ 、 コロ ニー 落と し 陣 止 作戦 を 発動 
を 点火 


サラ の 情報 どおり 、 サ イド 4 の 27 バ ンチ ・ コ ロニ ー が 月 。 た 。 コロ ニー に は 軌道 調整 用 の 核 パル ス ・ エ ンジ ン が 設置 
と 交差 する 軌道 に 入っ た こと が 確認 され 、 ア ー ガ マ と ラー され て いる は ず で あり 、 そ れ を 外部 か ら 強 制 的 に 作動 させ る 
ディ ッシュ が コロ ニー 落と し の 阻止 に 乗り 出す こと に な っ こと で グラ ナダ へ の 直撃 コー ス を 回 放さ せよ うと いう の だ 。 


コロ ニー、 予定 軌道 を 外れ 、 グ ラナ ダ 
郊外 に 落下 。 


ティ ター ンズ 、 か ら 撤 退 。 
戦闘 開始 下 前 、 独 房 に 2 放 南 大粒 

軍服 
を 届け ヤシ は 、 
甘 言 乗せ られ た 挙句 に 
彼女 を 解放 し て し まっ た 。 
待機 命 全 を 尼 け て くさ くさ 
し て いた 時 に 「 ハ イザ ッ ク 
の 操 縮 を 教え て あげ る 」 と 
在 が 確認 され た こと か ら 、 意 人 落下 阻 上 作戦 が 実施 され る こと に な っ た 。 1 嘆 さ れ た の だ 。 


目 コロ ニー、 グラ ナダ 郊外 に 落下 


迎撃 に 向かっ た 
ブル を 軸 と する ティ ター ンズ 部 隊 に 阻ま れ 、 コ ロニ 
付く と と が で き な い 。 そこ で 一 計 を 案じ た エマ 


部 隊 に よる 困 作 戦 を 計画 。 カミ ー ユ た ち が テ ィ タ ー ン ズ 部 
隊 を 引き 付け て いる 間 に コ ロニ ー に 接近 する と 、 核 パル ス ・ 


エン ジン の 点火 に 成功 し た の だ 


っ た 。 


接近 する コロ ー きわ どい クイ ミン グ で は 
撃 を 仕掛 ける ア - あっ た も の の 、 エ マ の 
と ラー ディ 活躍 を 柄 パ ルス ・ エ ン 
艦 栓 程度 で は コ ! ジン は 点火 。 コロ ニー 
を 破壊 する な ど で き る は グラ ナダ 落下 コー ス 
は ず も な か っ た 。 か ら 外 れ 始 め た 。 


そこ で エマ は コロ ニー 
へ の 接近 を 取 行 。 ティ 
ター ンズ の 防 衝 線 を 
実 幸 し て 、 コ ロニ ー に 
設置 され た 杜 パ ルス ・ 
エン ジン を 目指 し た 。 


避 き れ た の だ っ た 。 
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目 ザン 、 アレ キサ ンド リア と 別 行動 を 取る 


上 官 (ジャ マイ カン ) の 都合 で 意 に 沿わ な い 撤退 を 立て 
続け に する こと に な っ た ヤ ザ ン は 昔 立 ち を 募ら せ 、 つ い に 
独断 で の エゥーゴ 第 隊 の 用 撃 を 決行 し た 。 グリ プス に 向 か 


コロ ニー 落と し 作戦 の 失敗 を 逝 し て 上 官 の ジャ マイ カン ・ ダ ニン ガン を 見 
破っ た ヤ ザ ン は 、 自ら の 手 で アー ガマ を 撃破 すべ く 別 行 動 を 中 し 出 た 。 


上 カツ 、 無 断 で 由理 する 


う ア レキ サン ドリ ア と は 一 時 的 に 別 行動 を 取る と 申請 し つ 
つ 、 実 際 に は 小 部 隊 を 率い て ラー ディ ッシュ を 議 撃 。 さら に 
エッ ー ゴ の MS 部 隊 を 次 々 と 撃破 し て みせ た 。 


イヤ ザン は 時 間 世 果 を 開 
銘 。 錠 設 に 向かっ た エマ 
の ガン ダム Mk-『 を 圧倒 し 
て みせ た 。 


騙さ れ た と は いえ サラ を 逃亡 させ た カツ は 汚名 返上 と ば 
か り に 出撃 し よう と する が 、 待 機 し て いる よう 制止 され て し ま 
う 。 だ が エマ の 配慮 を 半人前 扱い され た も の と 曲解 し 、 忠 


告 を 無視 し て G デ ィ フ ェ ン サ ー で 発進 。 田 ん で ティ ター ンズ 
部 隊 に 躍り 掛か っ た 。 と は いえ 実力 不足 は 火 を 見 る より 明 
ら か で 、 劣勢 に 追い 込ま れ て し まっ た 。 


待機 命令 に 我慢 な ら な く な っ た カツ は G デ ィ フェ ン サ ー で 出撃 。 基 勢 を 強い 
られ て いた エマ に ロン グラ イフ ル を 渡す こと に 成功 し た 。 


目 アド ル 、 カ ツ を 人 質 に する 


だ が 今度 は カツ が ピン チ 

に 陥り 、 ヤ ザン の 部 下 の ア 

ドル ・ セ ノ カ ら を 呈 け 
3 て し まう 。 や む な く カ > ウツ は 戦 
ど 寺 の 周辺 


グ ワ ジン 級 に 逃げ 込ん だ カツ を 追う アド ル は 、 カ ツ を 人 
質 に し て 、 追 撃 し て きた エマ に 投降 を 促し た 。 初め て の 実 
戦 で の 思わ ぬ 金 星 に 高揚 する アド ル 。 と ころ が 予想 も で き 


な い 事 態 が 発生 し た 。 自軍 が 交戦 中 だ と 知ら され た ヤ ザ ン 
が 友軍 機 へ の 被害 を 無 規 し て 艦 砲 射撃 を 開始 。 至近 距 
離 に 着弾 し た 1 発 が ア ドル を 巻き 込ん で し まっ た の だ 。 


カウ を 拘束 し た アド ル は 追っ て きた エマ に 投 自 を 要求 。 仲間 を 人 質 に 取ら 
れ て いる と あっ て は 、 エマ も 要求 を 受け 入れ る し か な か っ た 。 


目 ミー ユ 、 ヤ ザ ン と 交戦 


エゥーゴ を ふた り も 確保 し た 
こと で 得意 満面 と な っ て い 
だ アド ル 。 だ が アレ キサ ンド 
3 3 
喜 の 絶頂 か ら 奈落 の 底 へ 
突き 落と し た の だ っ た 。 


エマ と カツ の 救援 に 駆け 付け た カミ ー ユ の 前 に 、 ヤ ザ ン 
の ギャ プラ ン が 立ち は だ か っ た 。 前 回 の 屈辱 を 晴 ら そう と 
猛攻 を 加え る ヤ ザン に 対し て 、 カ ミー ユ は 防戦 一 方 と な る 。 


カツ と エマ の 教 援 に 虹 け 人 | 


けた 


ミー ユ の 危機 を 目 に し た カツ 
は 、 グ ワ ジ ン 弧 内 に 放 乗 され て 
いた ゲル ググ に 搭乗 。 配線 を い 
じ り 、 な ん と か 動か そう と し た 。 


カッ の 放っ た 一 発 は ギャ 
の 有用 を 吹き 飛 は し 、 
反 油 の チャ ンス を 
も これ で は 不利 と 考え た よう で 自 
分 か 5 撤退 し て いる 、 


り の 攻防 を 見 守っ て いた カツ が 援 護 に 乗り 出 
し た 。 グ ワ ジン 級 内 に は 廃棄 され た MS が 残さ れ て お り 、 動 
きそう な 機体 を 使っ て 援護 し よう と 考え た の だ 。 


角 カ の 甲斐 あっ て 、 良 を 吹き 返 
し た ゲル ググ は ジャ イア ント ・ バ 
WAN ズ を 発 抽 発 遇 の 衝撃 で ゲル グ 
% ク は 行動 不能 に な っ て し まっ た 


| a 


ジャ マイ カン 、 アレ キサ ンド リア で グリ 
プス へ 移動 開始 。 


ヤ ザ ン 、 別 行動 を 上 申 。 血 
ヤ ザ ン 、 アド ル を 含む 部 下 を 引き 連れ 

て 、 エゥーゴ 艦隊 を 強 普 。 

カツ 、 迎撃 に 出 よ うと する が エマ に 制 

止 され る 。 


カツ 、 独 断 で G デ ィ フ ェ ン サー に 乗り 
込み 、 出撃 。 


カツ 、 劣 勢 に 追い 込ま れ 、 近く を 漂流 
し て いた グ ワ ジン 級 の 残 寺 に 避難 。 
アド ル 、 カツ を 拘束 する 。 


アド ル 、 人 質 に し た カツ を 利用 し て 、 
追っ て きた エマ に 投降 を 迫る 。 


アレ キサ ンド リア の 砲撃 が グ ワ ジ ン | 
に 命中 。 


アド ル 、 砲撃 に 巻き 込ま れ て 戦死 。 
ミー ユ 、 カ ツ と エマ の 救援 に 駆け 付 
ける 。 
カミ ー ユ 、 ヤ ザン と 交戦 。 @ 


カツ 、 廃 棄 さ れ た ゲル ググ で カミ ー ユ ay 
を 提 護 。 


ヤ ザ ン 、 後退 。 


で 禄 通 ・ サ ン ライ ズ 126-28 
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サイ コ - フレ ー ム の 輝き 


[ 豆 w04 sm08 
サイ コ ・ フ レー ム の 輝き 


核 ミ サイ ル に よる アク シズ の 破壊 は 失敗 し 、 巨 大 な 岩 
塊 は 地球 に 接近 し つつ ある 。 そこ で ブラ イト ・ ノ ア は 総 
力 戦 を 決意 。 ア か ムロ ・ レ イ も それ に 同意 し た の だ が 、 そ 
れ 以 上 に 彼 の 胸中 に は 、 シャ ア ・ ア ズ ナブ ル と の 因縁 に 
終止 符 を 打つ と いう 想い が 満ち て いた 。 


3 月 12 日 


目 ロン ド ・ ベ ル 、 アク シズ 落下 也 止 作戦 を 決行 


ネオ ・ ジ オン の 激しい 抵抗 の 前 に 、 アク シズ に 対す る ロ 
ンド ・ ベ ル の 作戦 は 失敗 地上 に 「 核 の 冬 」 を も た ら す 巨 
大 な 岩 塊 は 原型 を 保っ た まま 、 地球 落下 コー ス を 辿り 続け 
て いた 。 これ 以上 の アク シズ の 進行 を 許せ ば 、 軌 道 変更 
その も の が 不可 能 に な っ て し まう 。 そこ で ブラ イト は 最後 の 


この 作戦 が 失 攻 し た ら 地 上 は 壊 減 的 な 打撃 を 被っ て し まう 。 それ を 知る ブ 
ライ ト は 「 す まん な 、 み ん な の 命 を くれ 」 と 部 隊員 を 激励 し た 。 


策 を 提示 し た 。 まず 持て る 艇 隊 戦 力 と 核 ミサ イル を 投入 し 
て アク シズ の 破壊 を 試み る 。 それ に 失敗 し た 場合 、 ア クシ 
ズ に 別働隊 を 送り 込み 、 内 部 か ら の 破壊 を 行う 一 一 艦隊 
と 核 、 内 部 か ら の 破壊 いう 3 身構え の 作戦 を も っ て 、 ア ク 
シズ の 盆 威 を 排除 し よう と いう の で ある 。 


誕生 


出撃 直前 、 チ ェ ー ン ・ 
|| ア ギ を 訪れ た アム ロ は 
内 心 の 不安 を 隅 し て 気 
丈 に 振る 細 2。 チェ ー ン 
も 恋人 の 想い を 良 り 、 
| 「 お 早い お 帰り を 」 と 声 
を 掛け る だ け に 留め た 


3 月 12 日 


1 ハサウェイ 、 ク ェ ス の 説得 を 試み る 


つい に アク シズ 破壊 作戦 が 実施 され 、 ロン ド ・ ベ ル と ネ 
オ ・ ジ オン 勢力 が 激突 。 その 中 で 、 ラ ー・ カ イラ ム に 残る 
ハサウェイ ・ ノ ア は 、 突然 襲っ て きた 違和感 に 衝撃 を 覚え 
た 。 それ は 戦場 を 駆け 巡る ク ェ ス の 意思 だ っ た 。 だ が ク ェ 
ス の 発する 流動 は 起り に 満 る て お り 、 その 起り が 戦い を 助 

le カイ ラム の 艇 本 で 待 
る よう 命じ られ た ハ サ 
ウェ イ の 脱 理 に 不可 能 な 声 


が 響く 。 それ は 戦場 で 戦う 
仙 フェ ス の た だ っ た 。 


これ 以上 戦い を 続け る よう 
だ と ク ェ ス は 帰る べき 場所 
を 失っ て し まう 。 居 て も 立っ 
て も 居 ら れ な く な っ た ハ サ 
ウェ イ は 各 備 中 の ジェ ガン 
に 乗り 込む と 、 ク ェ ス の 下 へ 
と 急い だ 。 


長 し て いる よう に ハサウェイ に は 思え た の だ 。 な ん と か ク ェ 
ス を な だ め な けれ ば ……。 意 を 決し た ハサウェイ は ブラ イト 
の 目 を 次 ん で 艦橋 か ら 退 出 。 デッキ に 駐 機 し て あっ た ジェ 
ガン に 飛び 乗る と 、 ク ェ ス の 意思 に 導 か れる よう に し て 戦 
場 へ と 向かっ た の だ っ た 。 


ク ェ ス の 0・ ア ジー ル を 発 
見 し た ハサウェイ は 、 な ん と 
か 戦い を 止め させ よう と 説 
得する の だ が ……。 


戦場 の 高揚 感 と . 価 より シャ 
ア に 認め られ た いと の 思い 
に 突き 動 み され た ク ェ ス に 
は 、 ハサウェイ の 声 な ど 耳 に 
届か な か っ た 。 


半 ハサウェイ 、 チェ ー ン を 攻撃 


ク ェ ス を 説得 する ハサウェイ の 姿 が 、 事 情 を 知ら な い 
チェ ー ン に は ハサウェイ が 前 われ て いる よう に し か 見 えな 
か っ た 。 その た め チ ェ ー ン は 援護 の た め と グレ ネー ド を 射 
出 、 ふ た り を 引き 離 そ うと し た 。 する と 異変 を 察し た クエ ェ ス が 
ル で ジェ ガン を 底 い 、 彼 の 層 と な っ た 。 そし て コ 


アム ロ に サイ コ ・ フ レー ム を 届け よう どり ・ ガ ズ ィ で 出撃 し た チェ ー ン は 0・ ア 
ジー ル に 接 朋 す る ハサウェイ 位 を 目 役 。 O・ ア ジー ル を グレ ネー ド で 撃 胡 し た 。 


ク ピ ッ ト に 直撃 を 受け 、 命 を 和 散ら せ た の だ っ た 。 も し か し た 
ら 、 今度 こそ ク ェ ス を 説得 で きる か も し れ な い - 一 一 そう 考え 
て いた ハサウェイ だ け に 、 目 の 前 で ク ェ ス を 失っ た 衝撃 は 
計り 知れ な いも の が あっ た 。 だ か ら こ そ 激 情 の まま に チェ ー 
ン を 攻撃 し て し まっ た の で ある 。 


目 の 前 で ク ェ ス を 失っ 
た ハサウェイ の 了 ! と 悲 


戦場 を 満た す 光 


ロン ド ・ ベ ル 、 アク シズ 落下 阻止 作戦 
を 決行 。 


ロン ド ・ ベ ル 艦 隊 、 アク シズ 宙 域 に 進 
行 する 。 

ロン ド ・ ベ ル 、 ネオ ・ ジ オン と 交戦 。 
ハサウェイ 、 ク ェ ス の 流動 を 感じ 取る 。 


ハサウェイ 、 独 断 で ジェ ガン に 乗り 込 
み 、 戦場 に 向かう 。 


ハサウェイ 、 ク ェ ス の 説得 を 試み る 。 


チェ ー ン 、 Q・ ア ジー ル を 攻撃 。 
ク ェ ス 、 ハサウェイ を 底 っ て 戦死 。 
ハサウェイ 、 チェ ー ン を 攻撃 。 


チェ ー ン 、 命 を 落と す 。 


)。 人 
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サイ コ ・ フ レー ム の 舞 き [ECA me04 mm 上 8 


目 ロン ド ・ ベ ル 、 アク シズ に 上 際 


艦隊 戦力 と 核 ミ サイ ル に よる アク シズ 破壊 は 失敗 に 終 
わり 、 意 を 決し た ブラ イト は 別働隊 を 率い て アク シズ に 潜入 
し た 。 構造 的 に 脆弱 な 部 分 に 爆弾 を 設置 し て アク シズ を 
内 部 か ら 分 断 。 爆発 の 衝撃 で 破片 も 落下 コー スカ ら 外れ 


自ら 別働隊 を 率い た ブラ イト は アク シズ 内 部 に 洪 入 する と 、 構造 的 に 騰 
な 部 分 に 時 限 爆 弾 を 座 置 する こと に 成功 し た 。 


四 アム ロ 、 シャ ア と 交 


る と いう 目 算 だ っ た 。 だ が 爆破 に は 成功 し た も の の 想定 外 
の 事態 が 起こ っ て し まう 。 爆発 の 成 力 が 予想 外 に 大 きく 、 
ふた つ に 分 断 し た アク シズ の 後半 分 が 衝撃 に 後押し され 
た だ け で 地球 落下 コー ス か ら 外 れ な か っ た の で ある 。 


プラ イト ら の 決死 の 活 


きれ た 後半 分 は 、 未だ 
落下 執 道 か 5 外れ て い 
な か っ た 。 


分 断 さ れ た アク シズ の 上 で アム ロ と シャ ア は 戦い を 演じ 
て いた 。 一 年 戦争 か ら 十 数 年 、 時 に は 共闘 し た こと も あっ 
た と は いえ 、 ふた り の 間 に は 常に ララ ァ ・ ス ン の 死 が わ だ か 
まっ て いた 。 良き 理解 者 と な っ た だ ろう ララ ァ を 失っ た 日 か 


ら 、 ふ た り は 雌雄 を 決する 運命 に あっ た の だ ろう 。 武器 を 
失い 、 機体 に 大 小 の 傷 が 刻ま れ て も アム ロロ と シャ ア は 手 を 
引 こう と し な か っ た 。 今 の 彼ら に は 、 ア クシ ズ の 動向 も 地球 
の 運命 も 眼中 に な いよ うだ っ た 。 


mm *| 


し 


いつ 果て る と も な く 続 いて いた ふた り の 戦い だ が 、 笑 撃 で サザ ビー の 隊 出 
装置 が 作動 し 、 コク ピッ ト ・ ブ ロッ ク が 履 出 され て し まっ た 。 


アム ロ は コク ピッ ト を 確 
保 。 こうして ふた り の 戦 
い は 一 応 の 潜 着 を みた 
の だ が 、 地球 の 危機 
工 さ れ て いな 


目 7 ムロ 、 アク シズ の 落下 了 止 を 試み る 


勝敗 は 決し た と は いえ 、 ア クシ ズ の 破片 が 地球 落下 
コー ス か ら 外 れ て いな いと 知っ た シャ ア は 高笑い を 上 げ 
る 。 だ が アム ロ は まだ 諦め て いな か っ た 。 リガ ンダ ム を アク 


戻 そう と する アム ロ 。 と は い 
え 、 その 努力 は あま り に 空 し 
いも の だ っ た 。 


する と その 光景 を 目 
友軍 、 さら に ネオ 
機体 も アム ロ に 協力 。 敵 
味方 が 一 丸 と な っ て アク シ 
ズ の 軌道 を 変え よう と する 。 
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目 アク シズ 、 地球 落下 軌道 か ら 外 れる 


ンダ ム の 力 で アク シズ の 軌道 を 変え よう と し た の だ 。 冷静 
に 考え れ ば 、 た っ た 1 機 の MS が 巨大 な 岩 境 を 動か せる は 
ず は な い 。 だ が アム ロ の 懸命 な 次 が 戦場 に 集う 者 た ちの 
心 を 動か し 、 彼 に 続 こ うと する 者 が 続出 し た の で ある 。 


『 1 自分 た ち に 付き 合う 必要 は 
な いと 絶叫 する アム ロ だ 
】 が 、 兵 士 た 5 は 言う こと を 
こう と し な い 。 敵 味方 の 立 
場 を 超え 、 彼 ら は 地球 を 補 

ろう と し て いた の だ っ た 。 


全員 の 努力 も 空く 、 ア ク 
シズ は 地球 へ と 降下 し て い 
く 。 だ が その 時 、V ガ ンダ ム 
か ら 睦 い 煙 き が 放 た れ 、 そ 
れ が アク シズ その も の を 欄 
い 尽 くし た 。 


酸味 方 を 超え て アク シズ に 集う 人 々 が 一 様 に 地球 を 救 
いた いと 願っ て いる 。 だ が も と を 正 せ ば 、 こ の 戦乱 の 原因 
は 自分 と シャ ア の 対立 に ある 。 な ら ば 犠牲 に な る の は 自分 
た ち だ け で 充分 だ 一 一 そん な アム ロ の 強烈 な 意思 が サイ 


コー フレ ー ム に 作用 し た の か 、 突如 、 リ ガンダム を 中 心 に 不 
可 解 な 炊き が 溢れ だ し た 。 その 輝き は アク シズ を 包み 、 訂 き 
に 導 か れる よう に アク シズ は 寺 道 を 変更 し 、 地 球 か ら 苑 れ 
て いっ た 。 その 煙 き は 地上 か 5 も 認め られ る ほど だ っ た 。 


アク シズ を 覆っ た 輝き は 不可 解 な で 巨大 な 震 境 軌道 を 変更 させ 、 地 
上 は 「 核 の を 」 の 低 機 か ら 脱 し た の だ っ た 。 


アク シズ を 包み 込ん だ 
灯 き は 地上 か ら も 確認 
で き 、 心 ある 人 た ち は 、 

| その 区 き か ら 載 い の 出 
か さ を 感 じ 取 っ た 。 


U.C.0093 
3 月 12 日 


ロン ド ・ ベ ル 、 艦隊 戦力 と 核 ミ サイ ル 
に よる アク シス ズ 破 壊 に 失敗 。 


ブラ イト 、 別働隊 を 率い て アク シス 内 
部 に 潜入 。 


アク シズ の 分 断 に 成功 。 し か し 後半 
分 の 岩 塊 が 地球 落下 コー ス に 乗っ て 
し まう 。 

アム ロ 、 シャ ア と 交戦 。 


リガ ンダ ム の 猛攻 で サザ ビー の 脱出 
装置 が 誤 作動 を 起こ す 。 


アム ロ 、 シャ ア を 捕獲 。 

アム ロロ 、 リガ ンダ ム で アク シズ の 落下 
阻止 を 試み る 。 

戦闘 宙 域 に いた 敵 味 方 の MS が ア 
ムロ に 協力 。 

アム ロ の 意思 に 応え た サイ コ ・ フ レー 
ム が 共振 。 


サイ コ ・ フ レー ム の 輝き が アク シズ を 
包み 込む 。 


アク シズ 、 地球 落下 軌道 か ら 外れ る 。 
アム ロ と シャ ア 、 行方 不明 に 。 
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AWTMELME ii 
フロ スト 兄弟 の 暗躍 


@ 宇宙 革命 軍 に 対抗 する 組織 、 新 地球 連邦 軍 の 発足 に よっ 
» て 、 地 球 圏 は 再び 不穏 な 空気 に 包ま れ た 。 だ が その 混乱 


を 密か に 楽し が で いる 者 も いた 。 新 連邦 参謀 本 部 付き と 
な っ た シャ ギア と オル バ の フロ スト 兄弟 で ある 。 混乱 す 
る 時 局 に 便乗 し 、 ふた り は 何 を し よう と いう の だ ろう か !?. 


ロア ビィ 、 市 民 ゲ リラ の ユリ ナ と 接触 
する 。 


目 ロア ビィ 、 市 民 ゲ リラ と 接 角 

一 丸 と な っ て 新 軍 邦 に 立ち 向かう べき に も か か わら ず 。 合っ た 女性 ユリ ナ ・ サ ノ ハラ の 家 に 転がり 込ん だ 。 だ が 彼 
派 関 の 対 立 を 繰り 返す エス タル ド 人 民 共 和 国 の 面々 に 嫌 女 は 市 民 ゲリラ の 一 員 で あり 、 ゲ リラ の リー ダー は 強引 に 
気 が 差 し た ロア ビィ イ ・ ロ イ は フリ ー デ ン を 離脱 。 バー で 知り 。 ロア ビィ の 協力 を 取り 付け よう と する の だ っ た 。 


ロア ビィ 、 市民 ゲリラ へ の 協力 を 拒否 
する 。 


市 民 ゲ リラ 、 新 連邦 軍 の 猛攻 で 壊 
減 。 ユリ ナ 、 犠牲 に な る 。 


苑 を 逃れ た ロア ビィ だ が 、 
その 直後 、 新 連邦 軍 が ユ 
| リナ の 家 を 前 撃 。 し か も ロ 


エス タル ド 政 府 、 新 連邦 へ の 全面 降 
伏 を 決意 。 


協力 し な い ロ アビ ィ を 口 封じ し よう と する ゲリラ た ち 、 だ が 面 者 の 間 に ユ リ 
ナ が 割っ て 入り ゲリラ と は 無関係 な ロア ビィ を 守 ろ うと し た 。 


ウィ リス 、 フ リー デン と 合流 し 、 国 外 脱 
出 を 図る 。 


MS ガブ ル と ガス ター ル 軍 、 フ リー デン 
の 進行 を 阻止 する 。 


あり 半 エス タル ド 共 和 国 、 新 連邦 軍 に 全面 降伏 


ガス ター ル と ノー ザン ベル と いう 同盟 国 を 失っ た エス タル ス ・ ハ ノ マ ア ク は フリ ー デ ン に ウィ リス を 乗艦 させ 、 国外 逃 
ド は 、 新 連邦 政府 へ の 全面 降伏 を 決定 。 それ で も 国家 主 。 亡 を 図る 。 だ が その 前 に か つて の 盟友 ガス ター ル 軍 が 立 
席 ウ ィ イリ ス ・ ア ラミ ス だ け は 逃 そ うと 画策 する 。 補佐 官 ルク ち は だ か り 、 ウ ィ リ ス の 引き 渡し を 要求 する の だ っ た 。 


肖 地 帯 で フリ ー デ ン 帰 馬 した ロア ビィ の 活 
に 合流 し た ウィ リス は 、 吾 で ガブ ル の 撃 臣 に 
ルク ス 補 佐 官 の 計 5 い | は 成功 し た も の の 、 そ 
で 一 時 的 に 国外 に 玉 の 背後 か ら ガ スタ ー ル 
上 け 延 びる 手 符 に な っ て で ag マ い | 村 ゲ 出 現 。 圧 個 的 な 
いた の だ が ……。 『」 に 2 | 誤 カ を 層 に 、 ウ ィ リス の 
隊 | 3 き 送 し を 本 水 す る 。 


ウィ リス 、 独断 で 全面 降伏 を 発表 。 


フリ ー デ ン 、 ニュ ー タ イブ 研究 所 を 目 
指す 。 


アベ ル 、 新 型 MS ラ ス ヴ ェ ー ト で フリ ー 
デン を 攻撃 。 


フロ スト 見 第 が 送り 込 
ん だ 重量 級 MS ガ ブ 
ル (バイ ロッ ト | 

ドラ イド ) に 行く 手 を 了 | ヽ 
まれ て し まっ た 。 


回 ガロ ー ド 、 アベ ル ・ パ バッ ウッ アー と 交戦 


新 連邦 軍 の 重要 拠点 と 思わ れる ニュ ー タ イプ 研究 所 を 所 の 被験 者 で 、 ニ ュー タイ プ 特 性 あり と 認め られ た 人 物 で 
探す フリ ー デ ン 一 行 。 そこ に 新型 MS ラス ヴェ ー ト に 搭乗 し あっ た 。 し か し な か な か 能力 が 発揮 され な し 業 を 煮 や 
た アベ ル - パ ウ ア ー が 出現 し た 。 アベ ル は ニュ ー タ イプ 研究 し た フロ スト 兄弟 は 彼 を 実戦 の 只 中 に 放り 出し た の だ っ た 。 


どう し た わけ か フロ スト 見 部 は 
アペル を 残し て 搬 貞 し 、 たち 
まち 彼 は 劣勢 に 追い 込ま れ 
て し まう 。 死 の 麗 必 を 感じ き 
せる こと で ニュ ー タ イプ 能力 
の 間 朋 を 促し た の だ 。 


ニュ ー タ イプ 研究 所 で 能力 開発 に 努め た と いう アベ ル を 引き 連れ た ブロ ス 
トド 兄弟 が フリ ー デ ン を 本 要 。 初め は 互角 の 戦い を 演じ て いた の だ が ……。 
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半 アベ ル 、 ニュ ー タ イプ 能力 を 覚醒 させ る 


死 の 瀬戸 際 ま で 追い 詰め られ れ ば ニュ ー タ イプ 能力 が 
覚醒 する 一 一 そう 考え た フロ スト 兄弟 は アベ ル を 戦場 に ひ 
と り 残 し て 撤退 。 孤立 無援 と な っ た アベ ル は つい に ニュ ー 


タイ プ 能 力 を 井本 させ 、F( フ ラッ シュ ) シ ステ ム を 駆使 し て ガ 
ロー ド た ち を 苦戦 させ る 。 だ が ティ ファ が アベ ル の 所 在 を 教 
えた こと で 形勢 が 逆転 、 アベ ル は 退却 を 余儀 な くさ れ た 。 


| 
還 誠 | を が ティ ファ が アベ ペル 機 を 
| 見 抜い た こと で 被弾 し 、 失 


ロス ト 兄 部 の 手 で 出 清 され 
て いる 。 アベ ル は フロ スト 


る 放っ ゃ に rmsh. zm と 
| 見 な され る や 排除 され た の 
き 本 間 だ っ た 。 


較 フリ ー デ ン 、 ニュ ー タ イプ 研究 所 に 到着 


ティ ファ の 予知 で ニュ ー タ イブ 研究 所 の 位置 が 特定 さ 
れ 、 ジ ャ ミル は 研究 所 へ の 移動 を 指示 。 研究 所 所 長 カロ 
ン ・ ラ ッ 人 と の 面談 に 臨ん だ 。 ふた り は 前 大 戦 か ら の 顔 見 知 


極め て 困 敗 。 だ が ティ ファ の 予知 が 的 中 し . 発見 する こと が で きた 。 


ー タ イプ 研究 所 は 巨大 な 岩山 の 地下 に 建造 まれ 、 外 部 か ら の 発見 は 


り で 、 話 し 合い は スム ー ズ に 進む と 思わ れ た 。 だ が 予想 に 
反し て 接見 は 物 別れ に 終わ っ て し まう 。 ニュ ー タ イブ を 道具 
と し て 見 て いる カロ ン に 、 ジャ ミル が 激しく 反発 し た の だ 。 


シン 
ー タ イプ の 能 
人 に 利用 すく べき も の と 


軒 聞 連 邦 軍 、 ニュ ー タ イブ 研究 所 を 租 可 


ジャ ミル と カロ ン の 接見 が 決裂 し た 直後 、 新 連邦 軍 と フ 
ロス ト 兄 弟 が ニュ ー タ イプ 研究 所 を 強襲 。 ジャ ミル は 研究 
所 職員 ニコ ラ ・ フ ァ フ ァ ス の 手引 き で 脱出 に 成功 し た も の 


ER Po で ぐ | タイ ブ 研 究 所 を 排除 する つも り 
Se | よう だ 。 

PA) 
キー | 


仲間 で ある は ず の 新 連 邦 軍 と フ 
ロス ト 兄 源 か ら 攻 撃 を 受け て いる 


いう を 受け 入れ な 
し て いる 間 に も 被 
RR 


半 ティ ファ 、 宇 宙 に 連れ 去ら れる 


新 連邦 軍 の 大 部 隊 を 引き 運 れ た 
フロ スト 兄弟 が ニュ ー タ イプ 研究 
所 を 壮 撃 。 彼ら は 最初 か ら ニ ュー 


の 、 カ ロン は 最後 まで 研究 所 に 留まり 、 運 命 を 共に し た 。 ご 
れ ま で ニュ ー タ イプ の 研究 に 心血 を 注い で きた カロ ン だ け 
に 、 崩壊 する 研究 所 を 見 捨て られ な か っ た の だ ろう 。 

剛昌 つい に 益山 の 地下 施設 に 潜入 
し た フロ スト 兄弟 が 研究 所 の 中 


概 施 設 を 攻撃 。 カロ ン も 研究 所 
| と 運命 を 共に し た 。 


ーー 方 、 事態 を 察し た ジャ ミル は 独 
自 に 脱出 を 画策 。 その 途中 、 研 
完 所 貞 を 名 乗る ニコ ラ と 出 会 
い 、 徒 の 手引 き に よっ て フリ ー デ 
ン に 戻る こと が で きた 。 


ニコ ラ の 協力 で 難 を 逃れ た フリ ー デ ン 、 ま だ 危機 は 
去っ て いな が っ た 。 突如 、 ニ コラ が ティ ファ を 拘束 する と 、 
シャ トル で 宇宙 に 上 が っ て し まっ た の だ 。 実は ニコ ラ は 字 


革命 軍 の スパ イ で あり 、 ニュ ー タ イプ 研究 所 に 潜入 し な 
が ら 新 連邦 の 動向 を 補っ て いた の だ 。 追い すがる ガロ ー ド 
た ちの 努力 も 虚しく 、 シャ トル は 地球 を 離れ て いっ た 。 


| A 


寺 の 混和 に 誰 れ て ティ ファ の 元 を 入れ 2 


は 彼女 を 拘束 。 制止 す 
る 生 細 員 を は ね 除け 、 ティ ファ を 連れ て フリ ー デ ン か ら 出 て 行っ で し まっ た 。 
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シャ トル の 発着 場 へ 向かっ 


MORE INFO! 
フロ スト 兄弟 の 計 感 


アベ ル 、 死 の 恐怖 か ら ニ ュー タイ プ 
能力 を 覚醒 。 


ティ ファ 、 アベ ル の 乗 機 を 特定 。 


アベ ル 、 戦場 か ら 撤退 。 


アベ ル 、 フロ スト 兄弟 に 暗殺 され る 。 


フリ ー デ ン 、 ニュ ー タ イブ 研究 所 に 到 
着 す る 。 


ピ ル 、 所 長 の カロ ン と 接見 する 
が 、 決 裂 。 


新 連邦 軍 と フロ スト 兄弟 、 ニ ュー タイ 
プ 研 究 所 を 強襲 。 
ジャ ミル 、 ニコ ラ の 手引 き で 脱出 。 


カロ ン 、 研究 所 と 運命 を 共に する 。 
ニコ ラ 、 ティ ファ の 身柄 を 拘束 。 


ニコ ラ 、 ティ ファ を 連れ て シャ トル で 宇 
宙 に 上 が る 。 


新 連邦 、 宇 宙 革 命 軍 の 存在 を 公表 。 


で 創造 ・ サ ン ラ ィ イズ 128-28 
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UE.TIMELINE 


鉄 仮面 の 最期 


ED mm 上 08 


鉄 仮面 の 最期 


CV (クロ スポ ー ン ・ バ ン ガ ー ド ) に よる フロ ンティア ・ サ 
イド 制圧 が 進む 中 、CV 司 令 官 で ある 鉄 仮面 は 別 の 作戦 


を 実行 に 移し た 。 機械 に よる 余剰 人 口 の 刺 清 
レシ ア ・ プ ロジ ェクト で ある 。 暴走 し た 鉄 仮面 に 対し て 、 


ラフ 


F91 を 駆る シー ブッ ク ・ ア ノー は 最後 の 戦い を 挑ん だ 。 


上 フロ ンティア I に バグ が 投入 され る 


スペ ー ス ・ ア ー ク の 艦長 代行 を 務め る レア リー・ エ ド ベ 
リ が フロ ンティア I か ら の 態 脱 を 始め た の と 入れ 替わる よう 
に 、 コ ロニ ー 内 に 無数 の 無人 機械 が 放 た れ た 。 それ は 鉄 
仮面 が 極秘 裏 に 用 意 し て いた 殺 贅 マシ ン 「 パ グ 」 だ っ た 。 
マイ ッ ツ ァ ー・ ロ ナ か ら コ スモ 貴族 主義 の 理念 を 説 か れ た 


鉄 仮面 は 、 理想 の 現実 化 へ の 障壁 と な る の は 増え 過ぎ た 
人 口 、 つ まり 自ら 思想 を 持た な い 市 民 だ と 曲解 。 それ を 効 
率 的 に 排除 する 手段 と し て パグ を 投入 し た の だ 。 起動 し た 
パグ は プロ グラ ム に 従っ て 次 々 と 住民 を 抹殺 。 コロ ニー 内 
で 目 を 竹 わ ん ば か り の 惨劇 が 引き 起こ され た の だ っ た 。 


3 月 30 晶 wl 人 


四 シー プッ ク た ち 、 バグ と 交戦 


フロ ンティア 1 に 残る レジ スタ ンス か ら の 救難 要請 を 受け 
ブッ ク は 、 セシリー フェ アチャ イル ド と ビル ギ ッ ト ・ ピ リ 
内 に 移動 。 各地 で 末寺 を 行う バグ を 一 
MS より も 小型 で 変幻 自 在 な 軌道 を 描 
いて 飛ぶ バグ を 撃破 する の は 難し く 、 つ い に ビ ルキ ッ ト が 
F91 で バグ と 交戦 する シー 
ブッ ク 。 し か し 小型 か つ 高 
い 機動 を 計る バグ を 相 : 


する の は 難し く 、 音 戦 を 強い 
られ て し まう 。 


そう こう し て いる 則 に 父 指 の 
ビル ギ ッ ト が バグ の 犠 竹 に 


犠 特 に な っ て し まう 。 そこ で シー ブッ ク は F91 
を 誘導 。 その まま コロ ニー 外 へ と 区 脱し た 。 一 方 、F91 の 
後 を 追う セシリー は 、 フロ ンティア I の 鉱山 衛星 に 貼り 付い 
た CV 艦 (ガル ・ ブ ラウ ) を 発見 。 この 艦 こ そ が バグ の 同艦 
だ と 判断 し 、 その 撃沈 に 成功 し た 。 


転 ささ て パグ の 注意 を F91 
に 集中 。 その まま コロ ニー 
の 外 へ と 向かっ た 。 


F91 を 追う セシリー は パグ 
の 玖 靖 と 思わ れる ガル ・ ブ 


3 月 30 日 と 


軒 鉄 仮面 、 MA ラフ レシ ア で 出撃 


ガル ・ ブ ラウ の 撃沈 に よっ て 他 コ ロニ ー へ の バグ 流出 
は 避け られ 、 鉄 仮面 の 野望 は 水泡 に 帰し た か と 思わ れ た 。 
だ が 彼 に は まだ 最後 の 手段 が 残っ て いた 。 極秘 裏 に 建造 
し た 大 型 MA 「 ラ フレ シア 」 で ある 。 無数 の 触手 (テン タク 
ラー・ ロッド) を 備え た 大 輪 の 花 の よう な 姿 を し た この MA 


ガル ・ ブ ラウ 撃沈 の 報せ を 聞い 


は 、 強化 人 間 と 化し た 鉄 仮面 に し か 操作 で きず 、 まさ に 彼 
の 歪ん だ エゴ が 形 に な っ た よう な 機体 で ある 。 ラフ レシ ア 
を 駆っ て フロ ンティア 了 ] 宙 域 へ と 向かう 鉄 仮面 は 、 途 中 、 遭 
過 し た 連邦 軍 月 軌道 艦 削 を 媒 な く 蹴 敵 ら し た 。 艦隊 の 火 
力も っ て し て も ラフ レシ ア は 撃破 で き な か っ た の だ 。 


その 途中 、 前 線 の 揚 
紅 に 向かう 月 執 道 
を 発見 し た 鉄 仮面 は 、 
ラフ レシ ア の 火砲 を 一 
斉 午 し て 、 こ れ を 壊 注 
きせ て いる 。 


レア リー、 ス ペー ス ・ ア ー ク を フロ ン 
ティ ア 1 か ら 離 脱 させ る 。 


鉄 仮面 、 ラ フレ シア ・ プ ロジ ェクト を 実 
施 。 フロ ンティア I に バグ が 投入 。 


シー ブッ ク と セシリー、 ビル ギ ッ ト 、 レジ 
スタ ンス か ら の 救難 要請 を 受け 、 フロ 
ンティア I に 移動 。 


シー ブッ ク た ち 、 バグ と 交戦 。 
ビル ギ ッ ト 、 パグ の 犠牲 と な る 。 


シー ブッ ク 、F91 を 岡 に し て パグ を フロ 
ンティア 1 の 外 に 誘導 。 


セシリー、 ガル ・ ブ ラウ を 破壊 。 


鉄 仮面 、 MA ラフ レシ ア で 出撃 。 


鉄 仮面 、 連 邦 軍 月 雪 道 艦隊 と 交戦 
壊滅 させ る 。 


母子 の 再会 と 和解 


ソロン ティア] 次 4 
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3 月 30 日 に 


Fl 


シー プッ ク と セシリー、 ラフ レシ ア と 交戦 


月 雪 道 艦隊 を 全 減 させ た 巨大 MA か ら 鉄 仮面 の 気配 
を 感じ 取っ た が 、 シ ー ブ ッ ク の 制止 を 振り 切っ で ラ 
フレ シア に 接近 。 シー ブッ ク も 援護 に 加わ る が 、 テ ンタ ク 
ラー・ ロ ッ ド に 阻ま れ て 容易 に 接近 する こと が で き な い で い 


HK 面 が 乗っ て いる と 感じ た 


ラフ レシ |ー は 猛攻 を 開始 。 だ が 強 
カカ な I フィールド に 遮 られ て 、 効果 的 な ダメ 


与え られ な か っ た 。 


た 。 陣 立 無援 と な っ た セシリー は 、 それ で も 父 で あぁ る 鉄 仮 
面 を 自ら の 手 で 討 と うと 審 凍 する 。 し か し た っ た 1 機 の MS 
で ラフ レシ ア を 相手 に する の は 無謀 で あり 、 セシリー の ビ ギ 
ナ ・ ギ ナ は 次 第 に 追い 込ま れ て いく 。 


3 月 30 日 ママ 


目 モ シ リー、 宇宙 空間 に 投げ 出さ れる 


つい に ビ ギ ナ ・ ギ ナ を 捕獲 し た 鉄 仮面 は テン タク ラー・ 
ロッ ド の 一 振り で コク ピッ ト ・ ハ ッ チ を 吹き 飛ば し 、 そ こ か ら 


セシリー を 引き ずり 出し た 。 父 に 反抗 し 、 祖 父 の 理想 を 妨 
害する 女 を 罰 し よう と いう の だ 。 その 声 に は か つて の 父 の 


きず り 出 し た 鉄 仮面 。 強化 人 間 と な - 
シリ ー を 排除 すべ き 存 在 と 見 で て いた よう 


面影 は な く 、 強化 処理 を 施さ れ 、 肥大 し た エゴ が 生み 出し 
た 冷徹 な 響き し か 感じ られ な い 。 父 の 変わ り よ うに 戦 便 を 
覚え た セシリー は 、 自由 な 右手 で 銃 を 構え る と 至近 距離 か 
ら 鉄 仮面 を 撃 と うと し た の だ が 


セシリー を 数 お うと し た 
F91 が ラフ レシ ア に 接 
近 。 する と 人 仮面 は セ 
シリ ー を 購 中 うこ と な く 


実 の 娘 を 虚空 に 放り 投げ た 鉄 仮面 の 姿 に 
起り が 爆発 し 、 そ の 感情 に 呼応 する か の よ : 
動 性 が 飛躍 的 に 向上 。 残像 を 伴う 動き に | 
が の 鉄 仮面 も F91 を 捉え 切れ ず に テン タク ラー・ ロ ッ ド も 
高 機動 モー ド を 発動 し た 
F91 の 動き に は テン タク 
ラー・ ロ ッ ド も つい て い 
けず 、 空振り を 線 り 返す 
の みな っ た 。 


F91 に 、 きしも の 鉄 仮面 も | 
「 化 物 か 2] と 肪 怖 の 叫び 


を 上 げ て いる 。 


目 シー ブッ ク 、 セシリー を 教員 


宙 を 斬る の み で ある 。 その 隙 に シー ブッ ク は ラフ レシ ア の 
懐 に 肉薄 。 ラフ レシ ア の コク ピッ ト の 目前 で 急激 な 軌道 変 
更 を 行っ た 。 する と F91 を 追尾 し て いた ロッ ド が 突然 の 軌 
道 変更 に つい て いけ ず 、 コク ピッ ト に 次 々 と 突き 刺さ っ た 。 


"4 F91 が 軌道 を 変え : 


ラフ レシ ア と 鉄 仮面 を 排除 し た こと で 「 ラ フレ シア ・ プ ロ 
ジェ クト ] L 止 され た 。 だ 7 ブッ ク に は 計画 の 阻止 よ 
り も 大 切な こと が あっ た 。 虚空 に 投げ 出さ れ た セシリー の 
捜索 で ある 。 と は いえ 無数 の 残骸 が 散ら ば る 戦闘 軍 域 で 


セシリー を 見 つけ られ ず 、 途方 に 暮れ る シー ブッ ク 。 だ が モニ 
っ て わずか に 残さ れ た セシリー の 気配 を 感じ 取っ た 。 


た っ た ひと り の 人 間 を 見 出す の は 奇跡 に 等 し く 、 シ ー プ ブック 
は 人 : れ て し まう 。 する と そこ に モニ カ が 現れ 、F91 の 
バイ オ ・ コ ンピュータ ー と レー ダー を 直結 。 セシリー の 気配 
を 感じ 取れ る よう に 調整 を 施し た 。 


は 
た 。 だ が CV と 連邦 軍 
の 戦 開 が 終わ っ た わけ 
で は な く 、 以 後 、 地球 
国 は 新た な 戦乱 の 歴 
実に 突入 する こと に 。 


シー ブッ ク と セシリー、 ラ フレ シア と 交 
戦 す る 。 


セシリー、 鉄 仮面 を 自ら の 手 で 討 と うと 
し て 突出 。 


ザビ ー ネ 、 鉄 仮面 の 腹心 ジレ ・ ク 
リュ ー ガ ー を 粛清 する 。 


ビ ギ ナ ・ ギ ナ 、 ラ フレ シア に 捕獲 され る 。 


鉄 仮面 、 セ ン リー を コク ピッ ト か ら 引き 
ずり 出し 、 宇宙 空間 に 放出 する 。 


F91 の リミッタ ー が 解除 され る 。 

シー ブッ ク 、F91 の 高 機動 モー ド を 駆 
使 し て 鉄 仮面 を 翻弄 。 

シー ブッ ク 、 ラフ レシ ア を 撃破 。 た だ し 
F91 も 中 破 。 

シー ブッ ク 、 セシリー を 探す 。 


モニ カ 、 F91 の バイ オ ・ コ ンピュータ ー 
と レー ダー を 直結 。 


シー ブッ ク 、 セシリー を 発見 、 救出 。 


CV、 フロ ンティア ・ サ イド に 件 旋 。 


F91 の 真 の A 
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11 月 10 日 
目 トー、 連邦 軍 観 散 式 を 襲撃 


孤立 無援 の 戦い 


本 04 sm08 
孤立 無援 の 戦い 


地球 岡 全域 に 連邦 軍 の 威信 を 知ら し め る 一 大 ペー ジェ 
ント 、 観 艦 式 に ガン ダム 試作 2 号機 が 乱入 。 核 攻撃 に 
よっ て 観閲 艦隊 は 大 打撃 を 被っ て し まう 。 デラ ー ズ ・ フ 
リー ト が さら な る 大 規模 な 攻撃 を 画策 し て いる と 予想 、 
アル ビオ ン は 、 た だ ち に 追撃 を 開始 し た の だ が ……。 


ガト ー、 暗礁 宙 域 を 利用 し て コン ペイ 
トウ 宙 域 に 接近 。 


連邦 軍艦 隊 に よる 観艦式 が 挙行 され る コン ペイ トウ 軍 
域 に 接近 する 機 影 が あっ た 。 本 隊 か ら 離 れ 、 わずか 3 機 で 
行動 する ガ ナ ベ ル ・ ガ トー の 小隊 で ある 。 友軍 部 隊 が 散発 


目 コウ 、 が トー と 交戦 


的 な 攻撃 を 仕掛 ける 最 中 、 ガ トー の 操る ガン ダム 試作 2 号 
機 は 暗礁 宙 域 を 抜け て コン ペイ トウ に 接近 。 防衛 網 を 突 
破 する と コン ペイ トウ の 直上 に 到達 し た 。 


吉 一 、 観 艦 式 に 核 攻撃 を 仕掛 る 。 


コウ 、 試作 2 号機 を 発見 。 
コウ 、 ガト ー と 交戦 。 相討ち と な る 。 


か つて の 展 # 晴 ら すべ 
ぃ の 気合 と 共に ガ ェ 
en シー マ 艦 隊 、 コロ ニー を 強奪 。 


シー マ 、2 基 の コロ ニー を 激突 させ 、 
軌道 を 変え る 。 


1 基 の コロ ニー が 月 落下 軌道 に 入る 。 
連邦 軍 残 存 艦隊 、 コロ ニー を 追撃 。 


核 攻撃 を 成功 させ た か ー は 、 コ ン ペ イト ウ 軍 域 か ら の 離 
脱 を 図っ た 。 だ が 背後 か ら 追 いす が る 機 影 が あっ た 。 コウ ・ 
ウラ キ が 操縦 する ガン ダム 試作 1 号機 フル バー ニア ン 


試作 2 号機 の 強奪 を 許し た ば か りか 核 攻 撃 の 阻止 に も 失 
敗 し た コウ は 、 ガト ー は 自分 の 手 で 討つ と 決死 の 覚悟 で 挑 
み 掛 か っ た 。 


アル ビオ ン 、 ラ ビア ン ロ ー ズ に 向かう 。 


トー の 予想 に 反し て 
フル バー ニア ン は 互角 庄 
の 団 い を 演じ て みせ 
た 。 これ まで 激戦 を 洪 


に 成長 し て い 


回 シー マ 、 コロ ニー・ ジ ャ ッ ク を 敢行 


ガト ー の 観 穫 式 敵 撃 と 時 を 同じ くし て 、 シー マ ・ ガ ラ ハ ウ 
も 行動 を 起こ し た 。 サイ ド 1 か ら サ イド 3 へ 移送 中 の スペ ー 
ス ・ コ ロニ ー2 基 を 強奪 し た の だ 。 この 一 件 は 程なく 連邦 


[mn 
破壊 され た コロ ニー は 互い に 激突 。 その 衝撃 


シー マ 牧 隊 の 克 
で 1 苦 の コロ ニー( ア イラ ンド ・ イ ー ズ ) が 月 落下 吉 道 に 入っ て し まっ た 。 


130-27 


軍 も 知る と ころ と な っ た が 、 シ ー マ の 意図 が 読め ず に いた 。 
し か も コン ペイ トウ 宙 域 で 発生 し た 村 攻 撃 に より 、 連 邦 軍 
に は 追撃 に 向かう 余力 が な い 有 様 だ っ た 。 
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凶 立 無援 の 戦い 本 04 sr 08 


11 月 11 日 


目 トー、 アク シズ 先 遺 艦隊 と 接触 


コン ペイ トウ 宙 域 を 離脱 し た ガト ー は 、 小 七星 幕 から 地 
環 圏 に 帰 選 し た アク シズ 先 條 艦隊 と 接触 。 彼ら の 指揮 官 
で ある ユー リー・ ハ スラ ー か ら 5MA ノ イエ ・ ジ ー ル を 受領 し 


た 。 た っ た 1 機 の MA で は あっ た が 、 それ は 彼ら に で きる 最 
大 限 の 協力 と 言え た 。 アク シズ 先 中 入隊 の 目的 は 、「 星 の 
選 」 作戦 終了 後 の 残 存 兵力 の 回 収 で あっ た 。 


ハス ラー の 案内 で 格納 庫 に 足 を 臨み 入れ た ガト ー は 、 そ こ で 整備 され て い 
る NA ノ イエ ・ ジ ー ル の 巨体 に 言葉 を 失っ て し まう 。 


大 か つ 最 高 の 黄 辞 だ っ た 
に 違い な い 。 


四 アル ビオ ン 、 ラビ アン ロー ズ に 寄港 


アル ビオ ン 艦 長 エ イ パ ー・ シ ナ プ ス は デラ ー ズ ・ フ リー 
ト の 本 意 が 核 攻撃 で は な いと 予測 し て 、 ド ッ ク 艦 ラビ アン 
ロー ズ に 向かっ た 。 この 艦 で 運用 試験 が 行わ れ て いる ガ 


ンダ ム 試 作 3 号機 を 受領 し よう と し た の だ 。 だ が ラビ アシ 
ロー ズ に は ナカ ッ ハ ・ ナ カト 率い る 警戒 中 隊 が お り 、 アル ビ 
オン 隊 は デラ ー ズ ・ フ リー ト 師 撃 の 任 を 解 か れ て し まっ た 。 


N 


ラビ アン ロー ズ と の 合流 を 果たし た アル ビオ ン 。 だ が そこ に は ナカ ト 率い る 
警 式 中 隊 が 待ち 構え て お り 、 アル ビオ ン の 任務 解任 を 申し 渡し た 。 


1 月 11 日 


解任 理由 は 試作 2 号機 に 


は 時 っ て 受け 入れ る し か な 


か っ た 。 


コウ 、 ルセット か ら ガ ンダ ム 試 作 3 号機 を 託さ れる 


アル ビオ ン 解 任 に 続き 、 ナ カト は 試作 号機 を 管轄 下 に 
置く 。 これ に 反発 し た 開発 担当 者 の ルセット ・ オ デビ ー は ラ 
ビア ン ロ ー ズ に 乗組 し た コウ に 接触 。 言葉 巧み に 装 き 付 


だ が 彼女 の 企み は ナカ ト も 気付 
いて お り 、 格 納 庫 に 乱入 し た ナカ 
ト は 機体 め ら 元 れ な けれ ば 銚 
も 知 さ な い ] と 警告 し た 。 


ける と 、 試 作 3 号機 を 起動 させ よう と する 。 だ が 彼女 の 計 
画 は ナカ ト に 漏れ て お り 、 格納 庫 に 侵入 し た コウ と ルセット 
は 待ち 構え て いた 警戒 中 隊 に 取り 囲ま れ て し まっ た 。 


それ で も 誇 め 切れ な い ルセット 
は 、 コウ を 計っ て 凶 細 に 倒れ て し 


その 直後 、 シナ プス と アル ビオ ン 
隊 の 乗組 員 が 格納 庫 に 進入 。 
独自 の 判断 で ナカ ト を 拘束 する 
と 、 試 作 3 号 機 を アル ビオ ン に 
搬入 させ て いる 。 


目 奪わ れ た コロ ニー、 地球 落下 コー ス に 入る 


地球 落下 軌道 に 入っ た コロ ニー に 対し て 、 連 邦 軍 上 
層 部 は 即時 破壊 を 決定 。 推進 剤 の 切れ た 追撃 艦隊 に 代 
わり 、 地球 軌道 艦隊 を コロ ニー の 予測 軌道 上 に 向かわ せ 


解れ た コー ウェ ン は コロ ニー 落と し 腸 上 計画 の 
1 どう し て も 解せ な いこ と が あっ た 。 


「 ガ ンダ ム 開発 計画 
進 民 を 豚 報 する 。 だ が i 


た 。 艦隊 司令 代行 は パス ク ・ オ ム 。 だ が パス ク は 地球 落 
下 阻止 限界 点 の 後方 に 艦隊 を 集結 させ た 。 この 布陣 で 
は 落下 阻止 は 難し いと 思わ れ た が ……。 


に 7 EE 


作戦 の 要 と な る 地球 秩 道 
艦隊 が 困 止 限界 点 の 内 
側 に 集 某 し て いる こと だ 。 
これ で は コロ ニー の 攻撃 
は アル ビオ ン 1 令 だ け で 行 
うこ と に な り 、 と て も 成功 す 
る と は 加え な か っ た ……。 


試作 3 号機 の 能力 


ガト ー、 アク シズ 先遣 艦隊 と 接触 。 


ガト ー、 艦隊 司令 ユー リー・ ハ スラ ー 
か ら MA ノ イエ ・ ジ ー ル を 受領 。 
アル ビオ ン 、 ラビ アン ロー ズ と 接触 。 


シナ プス 、 ガ ンダ ム 試 作 3 号 機 の 受 
領 を 求め る 。 


ナカ ト 、 ア ルビ オン 隊 の デラ ー ズ ・ フ 
リー ト 追 撃 の 任 を 解く 。 さら に ガン ダ 
ム 開 発 計画 の 中 断 を 宣言 。 試作 3 
号機 を 管轄 下 に 置く 。 

ルセット 、 ナカ ト に 反発 。 

ルセット 、 コ ウ を 装 き 付け て 試作 3 号 
機 の 起動 を 試み る 。 

コウ と ルセット 、 ナカ ト に 発見 され る 。 
ルセット 、 凶 弾 に 倒れ る 。 

シナ プス 、 独 自 判断 で 試作 3 号機 を 
接収 。 ナカ ト を 拘束 する 。 
EE 
入っ た コロ ニー 破壊 を 決定 。 J 


パ バスク 、 地球 軌道 艦隊 を 率い て 作戦 
行動 に 入る 。 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


UETMHMME 


揺れ る 想い 


揺れ る 想い 


状況 に 流さ れる まま に カミ オン 隊 に 合流 し 、V ガ ンダ ム 
の パイ ロッ ト と な っ た ウッ ソ ・ エ ヴィ ン 。 だ が ザン スカ ー 
ル 帝 国 の 強硬 姿勢 に 恐怖 心 を 煽 られ 、 我 慢 の 限界 に 達 
し た ウッ ソ は カミ オン 隊 を 離れ て し まう 。 「 ス ペ シ ャ ル 」 
と 呼ば れ て も 彼 は まだ 13 歳 の 少年 だ っ た の だ 。 


mM4 mm 上 5 


シャ クティ 、 ガッ ダー ル 隊 と 適 


シャ クティ 、 カ サレ リア に 向かう 途中 、 


戦い を 嫌っ て カミ オン 隊 か ら 離 れ た シャ クティ ・ カ リン は 
故 郷 の カサ レ リ ア へ 向かう 途中 、 ザ ンス カー ル 帝 国軍 の 
ガッ ダー ル 隊 と 遺 遇 。 彼ら は この 近辺 に 潜伏 し て いる と 思 


ガッ ダー ル 隊 と 遭遇 。 


われ る カミ オン 隊 を 捜索 し て いた の だ 。 シャ クティ に も 疑い 
の 目 が 寄せ られ た の だ が 、 隊長 の ドゥ カー イク は 年 端 も 行 
か な い 少 女 を 見 逃す こと に し た の だ っ た 。 


ウッ ソ 、 シ ャ クティ を 追っ て カミ オン 隊 
か ら 離 れる 。 


ガッ ダー ル 隊 、 カミ オン 隊 を 損 撃 。 


マー ベッ ト ・ フ ィ ン ガ ー ハ ッ ト 、 ガッ ダー 
シャ クティ を 探す ウッ た ち ル 隊 の 3 試み る が 、 i 
も イク の 時 問 を 受け か けた a js 
が 、 ウ ォ レン トレ イス が 病 
人 の 振り を し た こと で その 
ー 」 場 を 切り 抜け て いる 。 


ウッ ソ 、 マ ー ペ ッ ト と 合 : 
ル 隊 と 交戦 。 


流し 、 ガ ッ ダ ー 


ピピ ニー デン 隊 、 ラ ゲー ン 基 地 に 向 か 


う 途 中 、 戦闘 を 目撃 。 

園 ウッ ソン 、 ガッ ダー ル 隊 と 交戦 

地道 な 盾 索 の 未 に 演 谷 地帯 を 移動 する カミ オン 隊 を 発 。 に 娘 弄 され る 。 し か も 頼み の 綱 の ウッ ソ は シャ クティ の 控 0 a ニン 
見 し た ガッ ダー ル 隊 は た だ ち に 攻撃 を 開始 。 カミ オン 隊 も 。 索 に 向かっ た まま だ っ た 。 ガッ ダー ル 隊 は 次 第 に 攻撃 を 強 6 
反撃 を 仕掛 ける が 、 高 速 で 疾走 する パイ ク 型 戦闘 マシ ン め 、 カミ オン 隊 は 究 地 に 立た され て し まっ た 。 EC 


サッ ダー ル 隊 が カミ オ 


反り 上 げ て 、 他 | 
間 た ちの 下 へ 急い だ 


その 倍 中 、 ガ ッ ダー ル 
隊 と 交戦 する マー ベッ 
ト の コア ・ フ ァ イ タ ー を 
見 か けた ウッ ソ は 操 力 


を 交代 。 カミ オン 隊 の 
援護 を 開始 し た 。 


ブー ツ と ドッ キン グ し た コ 
アフ ァ イ ター は MS 並み 


オイ ・ ニ ュ ン グ の ギロチン 刑 が 実行 さ 
れる 。 


ガッ ダー ル 隊 の 理 起 


撃 し た か 


当 思わ ぬ 援軍 の 出現 に も 
、 | 司 ま ず 由 間 を 続 し よう 


4 月 11 日 
四 ビビ ニー デン 隊 、 戦闘 に 介入 


ガッ ダー ル 隊 を 撤退 に 追い 込ん だ ウッ ソ だ が 、 戦い は 終 
わっ て いな か っ た 。 上 空 か ら 飛 来 し た MS 部 隊 が V ガ ンダ 
ム を 切開 し た の だ 。 それ は アル ベ オ ・ ピ ビニ ー デ ン 配 下 の ト 


ムリ アッ ト 部 隊 だ っ た 。 タシロ ・ ヴ ァ ゴ の 勅命 に よ リ ラ ゲ ー 
ン 基 地 に 降下 し て いた ビビ ニー デン は 、 戦 火 を 目 に し た こ 
と で 、 部 下 を 調査 に 向かわ せ た の で ある 。 


ムリ アト の 団 を お 和え 党 つ ウッ ン 。 
の 動き に どう に か 対応 し 。 括 退 させ る の に 成功 し た の だ 


131-2Z 


ウッ ン 自体 も すっ か り 和 疲労 


詳 四 き し 、 一 区 も 動け さく 
議連 間 間 な っ て し まっ た 。 し か も 涼 々 
較 に mae っ 本 手 の まき に 
EE 
いた の だ っ た 。 


IUETINE B ss = = ーー = 


目 ビビ ニー デン 隊 、 カミ オン 隊 を 襲撃 


ラ ゲ ー ン 基地 に 入っ た ビビ ニー デン は これ まで の 戦闘 記 "も の だ っ た か ら だ 。 V ガ ンダ ム を 自ら の 手 で 撃破 し て 栄達 の 
録 を 閲覧 し 、 カ ミオ ン 隊 が 保有 する V ガ ンダ ム に 興味 を 持っ 道 を 進む 一 一 野心 を 揺 き 立て られ た デン は 独断 で 
た 。 その 姿 は 、 今 で は 伝説 化し た 白い MS (ガン ダム ) その カミ オン 隊 の 追撃 に 乗り 出す と 、 ラ ゲ ー ン 基地 を 後に し た 。 


ピピ ニー デン 、 カミ オン 隊 を 襲撃 。 


マー ベッ ト 、 迎撃 戦 を 敢行 。 
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ウッ ソ 、 戦闘 を 目撃 。 


戦闘 の 光 は カサ レ リ ア か 
ら も 目 没 さ れ 、 隊 か ら 送 
げ 出し た ウッ ソ は 悔恨 の 
念 を 抱く 。 そし て つい に 
電場 へ と 向かっ た 。 


4 月 12 日 
四 ウッ ツ 、 ビビ ニー デン 隊 と 交戦 
シャ クティ と カミ オン 隊 を 抜け 出し て カサ レ リ ア に 戻っ て が 、 ン 隊 の 面々 を 見 殺し に は で き な い 一 一 相反 する 


いた ウッ ソ だ が 、 遠方 で の 爆音 に カミ オン 隊 が 危機 に 陥っ 想い に 悩め ウ ッ ソ だ っ た が 、 つい に 意 を 決する と V ガ ンダ ム 
て いる と 気付 く 。 これ 以上 、 戦 い に 巻 き 込ま れる の は 嫌 だ を 起動 させ 、 戦闘 エリ ア に 向け て 移動 を 開始 し た 。 


ウッ ソ 、 マ ー ベ ッ ト と 合流 し て 、 ピ ビビ 
ニー デン 隊 と 交戦 。 


ウッ ソ 、 ピ ビビ ピ ニー デン 隊 の 連携 攻撃 
の 前 に 窮地 に 立た され る 。 


た 名 軸 は マー ペッ ト が 行っ た が 力 の 差 は 大 


オリ ファ ー、 戦 闘 に 介入 、 ウ ッ ン を 援 
護 する 。 


ピピ ニー デン 隊 、 撤退 。 


ー]| エー ベル と 合 湊 し た ウッ ン は 吾 還 = 
中 で コア ファ イタ ー に 業 


さす が の ウッ ン も 相手 の 攻撃 を 
受け 流す の が 靖 一 杯 で 、 次 第 


ウッ ソ 、 カサ レ リ ア に 向かう 。 


| 
OM ER | N | Sa hs RRR 
| | に され る が 、 仲 間 た ちの 協力 に よっ て 
奉 回 。 
Eh : 
| i クロ ノ ク ル 、 カ テ ジ ナ を 技 致 し で て 、 そ の 
| Ws と 7 まま 撤退 。 


| つい に 背後 か ら 迫 る トム リア ッ ト 

ン 隊 と 対 | に 機体 を 拘束 され 、 動 け な く な っ nM 電 | 』 

> 手 は 「 ピ ビ : ン ・ て し まっ た V ガ ンダ ム 。 そこ に ビビ 
サー カス ] と 評 さ れる ほど の 連携 ニー デン の 必殺 の 一 繋が 迫り 、 | 
技 を 発 竹 、V ガ ンダ ム を 血 弄 し た 。 ウッ ツ は 天 信 の 叫び を 上 げた 。 


4 月 12 日 
目 オリ ファ ー、 ウッ ツ を 援護 


数 機 を 撃墜 し た と は いえ ビビ ニー デン 隊 の 物量 と 技量 ファ ー・ イ ノエ と 名 乗る リガ ・ ミ リティ ア の 一 員 が 戦闘 に 介 
は 圧倒 的 で あり 、 さ す が の ウッ ン も 劣勢 に 追い 込ま れ で し こま で の 激戦 で 弾薬 を 消耗 し た ビビ 
まう 。 だ が そこ に 思い も 寄ら な い 援 軍 が 駆け つけ た 。 オリ ッ ソ は どう に か 難局 を 凄い だ の だ っ た 。 MORE INFO 1 


ギ ロ チ 06 人 


戦闘 終了 了 後 、 ウ メソ と 対面 
| し た オリ ファ ー は 驚か され 
た 。 子供 だ と い 3 報告 は 聞 


を 年 端 も 行か な い 子供 


ウッ ツ の 危機 に 
り 、 不 利 を 感じ 


ビニ ー デ ン は 搬 退 し て いっ た 。 


4 月 13 日 


目 クロ ノ ク ル 、 カサ レ リ ア を 柚 届 


し か し オリ ファ ー や 子供 た ち に 翻弄 され 、 機 体 を 奪い 近 さ 


ノイ クル ・ ア シャ ー は シャ クティ と 遭遇 。 さら に れ て し まう 。 その うえ 乗 機 も 破損 させ られ た クロ ノ ク ル は 、 


え に 来 た ウ ッ ソ か ら V ガ ンダ ム を 強 礁 する こと に 成功 する 。 再戦 を 装っ て その 場 を 後に する の だ っ た 。 
際 マコ と っ 夫 UM 電 
a 間 tid | の し 人 の 子供 た 5 ヤオ 
4 つつ) リフ ァ ー の 援護 に よっ て 機 


体 を 究明 。 クロ ノ ク ル を 後 


| 2 


カサ レ リ ア の 様子 を 偵 密 す る ウッ ン は 背後 か ら 迫る べ ス パ の 別働隊 に 気 
付か ず に 身柄 を 的 束 さ れ 、 V ガ ンダ ム も 奉 わ れ て し まっ た 。 


cWa・ サ ン ラ ィ ズ 131-28 
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VV ガン ダム 


C.C.TIMELINE 


黒 歴史 の 世 導 


CY 04 mm05 


黒 歴史 の 遺産 


ディ アナ ・ カ ウン ター と の 直接 対決 に 備え て 戦力 を 薔 え 
る ミリ シャ は 黒 歴史 の 遺産 で ある 「 核 ミサ イル 」 を 獲得 す 
る が 、 思わ め ぬ 悲 劇 に 見 舞 わ れ て し まう 。 一 方 、 ディ アナ ・ 
カウ ンタ ー の 内 部 で は 女王 ディ アナ に 対す る 相違 が 表 
面 化し 、 反 ディ アナ 勢力 が 実権 を 握り つつ あっ た 。 


目 レッ ト 隊 、 ミリ シャ の 野戦 靖 院 を 製 軸 


「 レ ッ ト 隊 ] を 名 乗る 一 団 は 、 先 々 々 代 が ムー ン レ ィ ス で あ 
り 、 地球 で は 肩身 の 狭い 思い を し て いた 。 その た め ディ ア 


ディ アナ ・ カ ウン ター に 加わ る に は 実力 を 示せ と 言わ れ た レッ ト 隊 の キャ ン 
サー・ カ フカ は 、 2 ンダ ム に 所 装 し て 野戦 病院 を 壮 撃 し た 。 


目 ディ アナ 、 ソ レイ ユ に 向かう 


離別 か ら 両 者 の |「 
そこ で 名 誉 の | 


者 と 称 され る ロー ラ ・ ロ ー ラ を 捕獲 し よう と 行動 を 開始 し た 。 


弄 さ れ て いる と 
いた た まれ な 


キ エ ル ・ ハ イム と 入れ 替わり 、 これ まで ミリ シャ と 行動 を 共 
に し て いた ディ アナ ソレ ル だ が 、 図 らち ず も 不遇 を か こつ レッ 
ト 隊 の 姿 か ら 地球 帰 本 作戦 が 早急 過ぎ た こと を 痛感 。 作 


戦 の 見 直し と 戦乱 の 拡大 を 阻止 する た め 、 月 に 向かう こと 
を 決意 する 。 道中 、 コ レン ・ ナ ンダ ー と 出会っ た ディ アナ 
は 、 彼 の 協力 の 下 、 ソ レイ ユ へ と 急ぐ の だ っ た 。 


ター シン エー ガン ダム に 敗北 し た こと で 記憶 を 失っ た コレ ン だ が 、 デ ィ ア ナ ヘ 
の 宅 庄 心 ビ 鐵 っ て お り 、 彼女 を ソレ イ ユ に 案内 する 投 を 引き 受け て いる 。 


目 校 ミ サイ ル を 巡る 戦闘 が 発生 


ン レ イ ユ へ 向かう 途中 、 
は 集落 を 申 替 す 


ミリ シャ と の 交戦 に 備え て 戦力 拡大 を 図る ディ アナ ・ カ 
ウン ター は 「 黒 歴史 」 の 遺産 が 眠る ロス ト ・ マ ウン テン を 発 
掘 、 核 ミサ イル を 発見 し た 。 だ が ここ で 想定 外 の 事態 が 起 


こる 。 ギャ パン ・ グ ー ニ ー 率 いる スエ サイ ド 隊 が 乱入 し 、 杜 
ミサ イル を 強奪 し た の だ 。 し か も ミリ シャ の 後 を 追っ て レッ ト 
隊 が 乱入 、 発掘 現場 は 大 混乱 に 陥っ て し まっ た 。 


ディ アナ ・ カ ウン ター 兵 
間 ・ マ ウ 


杭 の 頂き を 知ら な い ス 
エサ イド 部 隊 は 。 ミサ : 3 て 


兵 半 部 隊 を 指 探す る ラ 
ルフ ァ ・ ゼ ノア は この 


イル を 乱暴 に 持ち 去 ろ ae レレ 巻き 込ま れ て 死亡 。 巨 
うと する 。 さら に その 場 上 
に レ 小 隊 が 現れ 、 ミ サ s 

イル は いつ 最 発する か 本 

わか ら な い 状 態 に な っ i の よう な 煙 き に 包ま れ 
で し まう 。 た の だ っ た 。 


レッ ト 隊 、 偽 ター ン エ ー ガ ンダ ム で ミリ 
シャ の 野戦 病院 を 音 撃 。 


ロラ ン 、 本 物 の ター ン エ ー ガ ンダ ム で 
レッ ト 隊 を 撃退 。 


ディ アナ 、 月 へ の 帰還 を 決意 。 

ディ アナ 、 コ レン と 合流 し 、 ソ レイ ユ に 
向かう 。 

ディ アナ ・ カ ウン ター 兵 店 部 隊 、 核 ミ 
サイ ル を 発見 。 

スエ サイ ド 隊 、 ロス ト ・ マ ウン テン を 急 
誤 。 核 ミサ イル を 巡っ て レッ ト 隊 と 戦 
闘 と な る 。 


核 ミサ イル が 爆発 。 ギャ バン が 犠牲 
に な る 。 


半 フィ ル 、 独断 で ディ アナ を 拘束 する 


サン ベルト で の 建国 宣言 を ディ アナ (その 正体 は ディ ア 対す る 反感 を 強め て いた 。 そし て 執政 官 ミラ ン ・ レ ックス の 
ナ と 入れ 替わっ た キ エ ル ) が 撤回 し て 以来 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウ 協力 を 取り 付け た フィ ル は 、 つ い 
ンタ ー の 現場 指揮 官 を 務め る フィ ル ・ ア ッ カマ ン は 女王 に 。 に 入っ た ディ アナ の 身柄 を 拘束 し た 


話し 合い は 決 た 
フィ ル は 起 力 で 


を 要求 。 だ が ミリ シャ に 和え 湯 を 飲ま され た フィ ル は 首 を 綻 に 振ら な か っ た 


癌 キ エ ェ ル 、 ウィ ル ゲ ム と 合流 


ディ アナ 救出 に は フィ ル を 混乱 きせ る の が 効果 的 と 考え 
た ハリ ー・ オ ー ド は 、 キ エ ル を 伴っ て ソレ イ ユ か ら 離 脱 。 自 
分 が 連れ て いる 方 こそ 本 当 の 女王 だ と 宣言 し 、 ウ ィ ル ゲ 


ム と 合流 し た 。 ハリ ー の 言葉 を 疑い な が ら 確 信 を 持て な い 

フィ ル は ポ ウ ・ エ イジ を 召喚 。 ディ アナ を 亡き 者 に すれ ば 女 

王 に し て や る と 唆 し 、 ウィ ル ゲ ム に 向かわ せ た 。 
部 下 を 従え た ギ ゥ の 難 攻 を 、 ハ 
リー は 凌ぎ 切 り 、 キ エル を 守り 抜 


いた 


入れ られ ず に いた . 


有 | 靖 ミド ガル ド 、 ディ アナ の 身柄 を 貰い 受け る 


アグ リッ パ ・ メ ン テ ナ ー を 中 核 と する 地球 帰還 作戦 反対 ディ アナ の 身柄 を 貰い 受け る と 、 そ の まま 海路 で マニ ュー 
ガル ド は 、 ディ アナ を 月 まで 放送 する 。 ピチ へ と 向かっ た 。 そ の 地 に 設け られ た マス ドラ イ バ ー を 
特命 を 受け た 。 そこ で ミド ガル ド は ミラ ン と 極秘 裏 に 接触 。 駆使 し て 宇宙 に 上 が ろう と いう 


介 者 の ディ アナ を ミド ガル ド に 
ー ン レ ィ ス を 束ね よう と 考え た よう だ 


上 目 ウィ ル ゲ ム 、 マチ ュー ビ チ に 向かう 


ジャ ンダ ルム を 追っ て マニ ュー ビ チ へ と 向かう ウィ ル ゲ 
ム 。 途中 、 ボ ウ が 指揮 する 戦艦 「 ア ル マ イヤ ー] に 腸 撃 さ 
れ た も の の 、 ロラ ン と ソシエ ・ ハ イム の 連携 で 肝 地 を 脱し 、 


【 ボ 


軍服 の 使い 方 を レク チャ ー 
が あっ た か ら だ 。 


フィ ル 、 謀 反 を 画策 し 、 デ ィ アナ を 拘束 。 
ハリ ー、 キ エル を 伴っ て ソレ イ ユ を 区 し 
脱 。 ウィ ル ゲ ム と 合流 する 。 


ポ ウ 、 ウィ ル ゲ ム を 興 撃 。 


ロラ ン 、 ハリ ー と 協力 し て ボゥ を 撃退 。 
ミド ガル ド 、 ミラ ン と 接触 。 ディ アナ の 
身柄 を 貰い 受け る 。 


ミド ガル ド 、 マニ ュー ピチ に 向かう 。 


フィ ル 、 サ ン ベ ル ト 共和 国 の 建国 宣 
言 を 実施 。 


ウィ ル ゲ ム 、 マニ ュー ピチ に 向かう 。 
ウィ ル ゲ ム 、 アル マイ ヤー と 交戦 。 


ウィ ル ゲ ム 、 マニ ュー ピチ に 到着 。 


MORE INFO! 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ a 
本 04 ser 09 
機動 戦士 ガン ダム フン アク シズ で の 出会い 


連れ 去ら れ た 妹 ( リ ィ ナ ・ ア ー シ タ ) を 奪還 すべ く 、 敵 の 本 
拠 地 で ある 小惑星 アク シズ に 単身 で 潜入 を 果たし た 
ジュ ドー・ ア ー ジ タ 。 し か し その 地 で 待っ て いた の は エル 


ピー・ ブ ル と 名 乗る 、 見 知ら ぬ 少 女 だ うた 。 天真 粒 漫 に 振 
UiG。 0088 る 舞う プル に さしも の ジュ ドー も 動 弄 され る の だ 


4 月 1 日 
目 ゴット ン 、 キャ ラ 春 回 に 失敗 


アー ガマ に 潜入 し た ゴット ン ・ ゴ ー は エマ リー・ オ ンス を 。 。 エマ リー と も ども 、 弟 外 に 放り 出さ れ て し まっ た 。 想定 外 の 
人 質 に 取る と 、 キャ ラ ・ ス ー ン と の 交換 を 申し 出 た 。 だ が 陽 事態 に 、 や む な く ゴ ッ ト ン は 描 退 。 エマ リー も ブラ イト ・ ノ ア 
動作 戦 を 行っ て いた 部 下 の 流れ 弾 が アー ガマ に 命中 し 、 の 手 で 救助 され 、 危機 を 脱し て いる 。 


ゴル ン 、 ア ー ガ マ に 潜入 。 エマ リー を 
人 質 に 、 キャ ラ と の 交換 を 要求 する 。 


流れ 弾 の 影響 で ゴット ン と エマ リー、 
艇 外 に 放り 出さ れる 。 


ゴット ン 、 撤 退 。 エ マリ ー も 救助 され る 。 


この 状態 で は キャ ラ の 救 
出 は お ろか 自分 の 身 も 誠 
な いと 判断 し た ゴット ン は 
一 時 描 退 。 エマ リー は 宇 
宙 空 間 に 置 き 去り に され て 
し まっ た が 、 ブ ライ ト に 救 
出 に され 事なき を 持た 。 


4 月 12 日 
@ 旧 キ ャ ラ 、 ア ー ガ マ か ら の 脱走 を 図る 
アー ガマ で の 生活 に 馴染 ん で きた キャ ラ だ っ た が 、 ゴ ッ ト エン ドラ に 戻 ろ うと し た の だ 。 コア ・ ト ッ プ が な いと ZZ ガン ダ 


ン と 接触 し た こと で 軍人 と し て の 鈴 持 を 取り 戻し 、 つ い に ム に 合体 で き な い た ち は 追 尾 を 開 始 。 さら に 
単独 で の 脱出 を 敢行 し た 。 整備 中 の コア ・ ト ッ プ を 奪い 、 ゴット ご も 駆け つけ 、 状況 は 一 層 混 乱す る こと と な る 。 


キャ ラ 、 コア ・ ト ッ プ を 奪い 、 アー ガマ 
脱出 を 図る 。 


軍 み に 想い を 寄せ る キャ ラ を 助け る た め 、 ア ー ガ マ に 潜入 し た ゴット ン 。 だ 
が 部 下 の 不 用 意 な 行動 が 災い し て 、 宇宙 空間 に 吸い 出さ れ て し まっ た 。 


ジュ ドー、 キャ ラ を 追跡 。 


ゴット ン 、 キ ャ ラ の 救援 に 駆け つけ る 。 


ジュ ドー、ZZ ガ ンダ ム に 強制 ドッ キン グ 。 


ジュ ドー、 キ ュ ペ レイ Mk-I と 遭遇 。 オー 
ルレ ンジ 攻撃 に 苦戦 を 強い られ る 。 


ブラ イト 、 ジュ ドー を 援護 する 。 


キュ ペレ イ Mk-I、 後退 。 
1 と 
1 っ ーー 陣 を 突い て コア ・ 
1 < 萌 欄 に 接近 し た ジュ ド . 
は 、 外 部 か ら の 強制 操作 
Na ドッキング を 販連 人 
時 れる シン タ を 取り 押 | の コン トロ ー ル を 奪い 、ZZ 


は 気が付か な か っ た 。 


プン ダム に 変形 し た 。 MORE INFO! 


"アー サリ x Fr ES 
1 
目 ジュ ドー、 キュ ベレ イ ME-I と 章 員 新た に 換 潜 され た 


ZZ ガン ダム に ドッ キン グ し 、 撤 退 す る ゴット ン を 追撃 する オー ルレ ンジ 攻撃 を 仕掛 け 、 そ の 戦法 に ジュ ドー は 混乱 し 
ジュ ドー。 だ が 彼 の 目論み は 目 慣れ な い 機 体 (キュ ベレ イ て し まう 。 ブラ イト の 授 護 で 鶴 地 を 脱し た も の の 、 強 敵 の 出 
Mk-II) に 阻止 され て し まう 。 し か も 相手 は ファ ン ネ ル に よる 現に ジュ ドー は 戦 懐 を 禁じ 得 な か っ た 。 


| ミー 四 石 か 5 出 現し た 
本 黒い MS。 その 実 を 抑 た 
プラ イト は 薦 き を 了 せ な 
| Y か っ た 。 正体 不明 の 本 

体 が ハマ ー ン ・ カ ー ン 


プラ イト の 機転 で アー ガ 
し か も その 械 体 は 無数 マ が 主 中 で 成 内 し 、 キ ュ 
の ファ ン ネル を 射出 、 パ ペレ イ Mk-『 を 後退 させ 
イロ が 優れ た ニュ ー タ た も の の 、 強 献 の 出 環 


イブ 能力 者 で ある と と を 3 も が 言い 知れ ぬ 恐 
示し た 。 怖 を 感じ て いた , 


133-25 


| 本 戦 十 ガ ンダ ムズ 


4 月 下旬 


目 ジュ ドー、 ア クシ ズ の 居住 区 画 「 モ ウサ 」 に 潜入 


さら われ た リィ ナ を 助け 出 そ うと アク シズ に 向 か 
ドー は 。 居住 区 画 「 モ ウサ 」 に 潜入 。 市 街 地 の 探索 に 乗 
り 出 し た 。 する と 目前 に リィ ナ と 同じ くら い の 歳 の 女の子 が 


現れ 、 問 答 無用 で し が みつ か れ て し まう 。 さら に 「 あ た し を 探 
し に 来 た ん で し ょ 、 お 兄ちゃん !」 と 呼ば れ 、 事情 の わか ら な 
い ジ ュ ドー は 貴 茜 と する し か な か っ た 。 


の./ 1 
リィ ナ の 姿 を 求め て モウ 内 部 を 探索 する ジュ 
プル と 名乗る 作 女 が 現れ 、 ジュ ドー に ま と わ り つ い 


レー 癌 


突 際 の 出来 事 に 驚く ジュ 


を する は め に な っ て し まう 。 


目 ジュ ドー、 ハマ ー ン の 宮殿 に 潜入 


リィ ナ の 居場所 を 知っ て いる と いう プル が 案内 し た の は 
ジュ ドー が 見 た こと も な い 美 し い 宮殿 だ っ た 。 な ぜ 妹 が こ 
ん な 場所 に いる の か 理解 で き な い ジュ ドー を 尻目 に . さっ さ 


だ が 中 を 滑ら せ で て 、 ペラ ンダ に 落ち て し まっ た 。 


と 宮殿 に 入っ て し まう ブル 。 や む な く ジュ ドー は 衛兵 の 目 を 
挿 い 潜り な が ら 宮 典 探索 に 乗り 由 す が 、 ペ ラン ダ に 辿り 芽 
いた と ころ で . ある 女性 か ら 誰 価 され て し まっ た 。 


の 落ち た の は ハマ 
の 居室 で あり 、 役 は ハ 
マー ンカ 5 統 を 突き つけ られ. 
て し まう 。 の ち に 乾 場 で 
度 も 渡り 合う ふた の 、 こ れ 
が 最初 の 出会い だ っ た 。 


還 ジュ ドー、 モウ サ か ら の 脱出 を 図る 


ハマ ー ン に 昭 み つけ られ 身動き の 取れ な い ジ ュ 
た が 、 宮 殿 の 庭 に MS が 落下 し た こと で 均 街 状態 が 崩れ 
た 。 一 度 は アク シズ 側 に 与 し た も の の すぐ に 耐え 切れ な く 


送 げ も 万 れ も で きず 、 絶 体 放 命 
。 する と そこ に 強 准 し 
た MS で 暴走 し た ビー チャ と モン 
ド が 落下 し 、 周 因 の 注意 を 引き 
付け て くれ た 。 


落下 し た MS の 処置 で 手 い っ ぱ 
い の 警 備 員 を 尻目 に 、 ホ バー ト 
ラッ ク を 奪っ た ジュ ドー は ハマ ー 
ン の 宮殿 を 脱出 。 その まま 宇宙 性 
港 へ と 急い だ 。 


な っ た ビー チャ ・ オ レー グ と モン ド ・ ア ガケ が 脱走 を 図っ た 
の だ 。 この 状況 を 利用 し 、 ジ ョ ドー は その 場 か ら 逃 げ 出 し 、 
モウ サ か ら も 離脱 し よう と し た が … 


乗り 込み 、 アクシズ か ら の 脱出 を 

テッ 較 っ た 。 体勢 を 軟 え 直し 、 再度 、 
リィ ナ の 炒 出 を 工 み よう と 考え て 
いた よう だ 。 


アク シズ か ら 警 れ た コア ・ フ ァ イ 

P 体 が あっ た 。 
ー が 道 過 し た 
キュ ペレ イ MKk-I だ っ た 。 


目 プル 、 ジュ ドー を 追跡 


コア ・ フ ァ イ タ ー を 追っ て きた キュ ペレ イ Mk-TI の パイ ロッ 
ト が ブル だ と 知り 、 ジ ュ ド ー は 得 然 と する 。 ブル は アク シズ 
の 人 間 だ っ た の だ 。 だ が 当 の 本 人 は そん な こと に 構 う 素 振 


り も 見 せ ず 、 ジュ ドー に 遊び を せがむ 。 同年 代 の 子供 が い 
な い ア クシ ズ で の 生活 に 嫌気 が 5 し て いた プル に と っ て 、 
ジュ ドー は 格好 の 遊び 相手 な の だ っ た 。 


つこ を 楽し むか の よう に コア ・ フ ァ イ ター を 追い 掛け る ブル 。 彼 
に と っ て MS は 差 び 道具 の ひと つ に 過ぎ な か っ た よう だ 


U.C.0088 


4 月 下旬 


ジュ ドー、 リィ イナ を 取り 戻す た め ア クシ 
ズ へ の 潜入 を 決意 。 


ジュ ドー、 モウ サ に 潜入 。 

ジュ ドー、 プル と 遭遇 。 

ジュ ドー、 プ ル の 案内 で ハマ ー ン の 宮 
殿 に 向かう 。 

ジュ ドー、 宮殿 内 に 潜入 。 

ジュ ドー、 ハマ ー ン と 遭遇 。 

宮殿 の 庭 に 、 ビ ー チ ャ た ち が 操 縦 する 
MS バウ が 落下 。 

ジュ ドー、 混 乱 に 乗じ て モウ サ か ら 
脱出 。 

プル 、 キ ュ ベ レイ Mk-T で ジュ ドー を 
追跡 。 


ジュ ドー、 プ ル を 追い 払 お うと する が 
失敗 。 


イー ノ た ち 、 ジ ュ ドー の 授 護 に 駆け つ 
ける 。 


ジュ ドー、 アー ガマ に 帰 艦 。 


MORE INFO! 


ュー 


タイ ブフ 同士 の 接触 
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トロ ヤス テー ショ ン 、 軸 撃 


トロ ヤス テー ショ ン 、 襲 撃 


DSSD ト ロ ヤ ステ ーション に 対し て 、 フ ァ ン トム ペイ ン の 
宇宙 戦艦 「 ナ ナ バ ル ク 」 が 進軍 を 開始 。 この 地 で 研究 開 
発 が 進 め ら れ て いる MS 用 AI (人 工 知能 ) ユニ ッ ト の 引 
き 渡し を 迫っ た 。 と は いえ DSSD 側 が 簡単 に 承服 する 
は ず も な く 、 両者 の 間 で 戦端 が 開か れる こと に な っ た 。 


目 ファ ント ムペ イン 、 ト ロ ヤ ステ ーション を 有 製 撃 


地球 連合 と ザフト の どちら に も 与 せ ず 、 中 立 的 立場 を 表 
明 す る DSSD ( 深 宇宙 探査 開発 機構 ) が 新型 At と その A 
I を 搭載 する 機体 (スタ ー ゲ イザ ー) を 開発 し て いる 一 そ 


キン 隊 を DSSD ト ロ ヤ ステ ーション に 向かわ せ た 。 要求 に 
応じ る な ら よ し 、 拒否 する よう な ら 実力 行使 で 強奪 する つも 
り だ っ た の だ 。 する と 想定 通り に DSSD は 要求 を 拒絶 。 ス 


ん な 情報 を 入手 し た ファ ント ムペ イン は た だ ち に AT と 機体 ウェ ン ・ カ ル ・ バ ヤン を 含む MS 部 隊 に 出撃 谷 久 が 下り 、 ト 
の 接収 を 目論み 、 宇 宙 戦 艦 ナ ナパ バル ク を 旗艦 と する ホ ア ロ ヤ ステ ーション の 周辺 宙 域 で 戦闘 が 開始 され た 。 
| に : 生 __- 本 Ei 


接近 する ナナ パル ク は トロ ヤス テー ショ ン か ら も 確認 され 、 科 学者 た ち は 話 
し 合い の 場 を 持 と うと する が 、 相手 は 聞く 耳 を 持 と うと し な か っ た 。 


し CS 
や | や 6 な <DSSD 保 安吉 
SM 隊 が MS を 発進 させ 、 
。 | 画 拉 混 勢 を 取る 。 こう 
A | し て DSSD と ファ ント ム 
か | ベイ ン の 則 に 肖 交 が 
| _!  " 答 。 - "  【 ド 開 が れる 5 な 3 


半 ファ ント ムペ イン 、 スタ ー ゲ イザ ー の AT ユニ ッ ト を 線 稚 


戦力 不足 の DSSD 保 安部 隊 に 協力 すべ く 、 技 術 者 の 
ソル ・ リ ュー ネ ・ ラ ンジ ュ と セレ ー ネ ・ マ ク グ リフ は スタ ー 
ゲイ ザー で 出撃 する こと を 決意 。 機体 か ら 切り 離し た AI ユ 


ーッ ト を トロ ヤス テー ショ ン 最 深部 に 保管 する と 、 戦 場 へ と 
向かっ た 。 新型 推進 シス テム (ヴォ ワ チ ュー ル ・ リ ュ ミ エー 


戦 が 展開 し て いる 最 中 、 フ ァ ン トム ペイ ン の 別 動 隊 
侵入 。 A[ ユ ニッ ト の 探索 を 開始 し た 。 


ル ) を 搭載 し た スタ ー ゲ イザ ー な 5 対等 に 戦え る と 踏ん だ の 
だ 。 だ が ファ ント ムペ イン の 侵攻 遠 度 は セレ ー ネ た ちの 予 
想 を 上 回 っ て いた 。 防衛 線 を 突破 し た 一 隊 が トロ ヤス テー 
ショ ン 内 部 に 侵入 する と 、 厳重 に 保管 され て いた AI ユニ 
ト を 奪い 去っ て し まっ た の で ある 。 


別働隊 の 動き は 目覚 ま 
し いも の が あり 、 つ い 
に 発見 され た AI ユ ニッ 
ト は ナナ バル ク に 移送 
きれ て し まっ た 。 


上 スタ ー ゲ イザ ー、 スト ライ クノ ワー ル と 交戦 


AT ユニ ッ ト が 強 春 され た こと を 知ら な い セ レー ネ は スタ ー 
ゲイ ザー で ファ ント ムペ イン 部 隊 と 交戦 。 圧倒 的 な 機動 カ 
を 活か し て 敵 の 注意 を 引き 付け な が ら 、 味方 部 隊 の 反撃 
の チャ ンス を 生み 出 そ う と し て いた 。 する と そこ に スウ ェ ン 
が 駆る スト ライ クノ ワー ル が 出現 。 コーデ ィ ネ イタ ー に 匹敵 


手強い スト ライ クノ 
の 決戦 に 際 し 


これ まで に 見 た こと も な い 
攻撃 に 動 援 し た スウ ェ ン は 
反応 が 遅れ 、 ス トラ イク ノ 
ワー ル の 左腕 を 切断 され て 
し まっ た 。 


する 戦闘 能力 を 有する スウ ェ ン の 前 に は スタ ー ゲ イザ ー の 
機動 性 で も 対抗 で きず 、 劣 勢 に 迫 い 込ま れ て し まう 。 それ 
で も セレ ー ネ は 戦い を 止め よう と は せ ず 、 スト ライ クノ ワー ル 
を 引き 付け 続け た 。 少し で も 味方 の 被害 を 軽減 させ る に は 
ここ で 後退 する わけ に は いか な か っ た の だ 。 


ソル が 焦る 理由 は エネ ル 
あっ た 


ィ 
ネル ギー は 急激 に 波 り つつ 
あっ た の で ある 。 


Red sD 


ファ ント ムペ イン 、 DSSD ト ロ ヤ ステ ー 
ショ ン 襲 撃 を 決定 。 


宇宙 戦艦 ナナ バル ク 、 トロ ヤス テー 
ショ ン へ の 攻撃 を 開始 。 


セレ ー ネ 、 ス ター ゲイ ザー か ら AI ユ ニッ 
ト を 外し 、 戦場 へ と 向かう 。 
ファ ント ムペ イン 、 ト ロ ヤ ステ ーション 
に 侵入 。 AI ユニ ッ ト を 強奪 する 。 
ナナ バル ク 、 ト ロ ヤ ステ ーション 自体 
の 破壊 を 目論む 。 


スタ ー ゲ イザ ー、 ス トラ イク ノワ ー ル と 
交戦 。 


スタ ー ゲ イザ ー、 ヴォ ワ チ ュー ル ・ リ ュ 
ミエ ー ル で 対抗 。 


民生 機 の 実力 


D が 保有 する UT-1D 
付け 5 れ て 
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人 


回 セレ ー ネ 、 ソル を スタ ー ゲ イィ イザー から 逃 が す 


スト ライ クノ ワー ル の 攻撃 を か わし 続け る スタ ー ゲ イザ ー 
だ が 、 セ レー ネ は 状況 が 悪化 し て いる こと を 感じ て いた 。 
ヴォ ワ チ ュー ル ・ リ ュ ミ エー ル の 多用 に よっ て スタ ー ゲ イ 
ザー は エネ ルギー の 大 半 を 消費 し て お り 、 い ます ぐに で も 


活動 限界 を 迎え そう だ っ た か ら だ 。 そこ で 一 計 を 案じ た セ 
レー ネ は ソル を 機体 か ら 脱 出さ せる と 、 自 分 は 相討ち 覚悟 
で スト ライ クノ ワー ル に 接近 し た 。 そし て 攻撃 を か らく も 回 
避 す る と 、 相手 に 組み つい た の だ っ た 。 


e\ 


] 操 系 を 切り 替え た セ 
レー キネ は 、 不 民 れ な 拍 
既 な が ら も スト ライ クノ 
ワー ル に 肉薄 見 事 
に 相手 を 所 える こと に 

成功 し て いる 。 


一 方 的 に 機体 か ら 放り 出さ れ た ソル は 、 スト ライ クノ ワー 
ル に 組み つい た スタ ー ゲ イザ ー の 姿 を 目 に し て セレ ー ネ の 
即座 に 理解 し た 。 発電 衛星 アポ ロン A か ら の プロ 


明らか だ っ た 。 


| スターゲイザー の 状況 は ア 
ポロ ン A か ら も 確認 で き 、 セ 
レー ネ の 介 図 は 誰 の 目 に も 


ビー ム を 放射 する こと を 鏡 
中 ラオ ベレー ター。 し か し セ 
レー ネ を 起 う ソ ル の 決意 が 
彼 を 後押し し た 。 


れ た 場所 に 射出 し ろ と いう の だ 。 だ が それ で は セレ ー ネ が 
地球 に 帰還 で さる か どう か は わか ら な い 。 仲間 た ちの 命 と 
セレ ー ネ の 命 を 笑 に 掛け 、 思 い 悩む ソル 。 し か し セレ ー ネ の 
意思 を 無駄 に する こと は で きず 、 ビー ム の 発射 を 命じ た 。 
発振 器 か ら 放 た れ た : 
密度 の プロ パル ジョ ン 


ム が 、 ス ター ゲイ ザー| 
か っ て 突き 進ん で いく 。 


き 


最後 の エネ ルギー を 使っ て 
ヴォ ワ チ ュー ル ・ リ ュ ミエ ー 
ル を 展開 し た スタ ー ゲ イ 
ザー に ビ ピー ム が 命中 。 その 
反動 で 、 ス トラ イッ ノワール 
と 共に 理由 域 か ら 吹き 飛 
ば きれ で て いっ た 。 


目 ファ ント ムペ イン 旗 航 「 ナ ナ バ ル ク 」、 撃沈 


スタ ー ゲ イザ ー と スト ライ クノ ワー ル が 戦場 か ら 姿 を 消し 
た こと で 埋 況 は DSSD 側 に 有利 に 傾く が 、 ナ ナ バ ルク が ト 
ロ ヤ ステ ーション を 攻撃 すれ ば 、 こ れ ま で の 勢力 が 無駄 に 
な っ て し まう 。 そこ で ソル は プロ パル ジョ ン ・ ビ ー ム の 照準 


を ナナ バル ク に 向け る と 、 踏 踏 う こと な く 発 射 し た 。 ヴォ ワ 
チュ ー ル ・ リ ュ ミ エー ル を 装備 し て いな い ナ ナ バ ル ク は ビー 
ム を 推進 に 転化 で きず 、 艇 体 を 買 か れ て 副 沈 。 トロ ヤス 
テー ショ ン は 全 減 の 危機 を 免れ て いる 。 


ナナ バル ク に 向け で プロ パル ジョ ン - ビー ム の 放射 を 命じ る ソル 。 冷 簡 な 
光 を 放つ も の 誠 は 一 切 の 感情 を 排除 し た か の よう だ - 


a 


| ピー ム の 直撃 を 受け て 
爆発 する ナナ バル ク 。 
この 攻撃 で AT ユニ ッ ト 
も 失わ れ た が 、 少 な く と 
も ファ ント ムペ イン の 手 

ちる こと は 回 選 で き 


四 モレ ー ネ と スウ ェ ン 、 地球 に 向け て 移 


金星 の 軌道 付近 に 飛ば され た セレ ー ネ は 、 残り少ない 
エネ ルギー を 使っ て 地球 へ の 帰還 を 試み る 。 だ が スタ ー ゲ 
イザ ー だ け で の 帰還 は 絶望 的 で あり 、 や お な く セ レー ネ は 
敵 で ある スウ ェ ン に 接触 し た 。 戦場 か ら 遠 離れ て 戦う 理 


| け て 移動 を 開始 し た スタ ー ゲ イザ ー。 その コク ピッ 
っ た セレ ー ネ と スウ ェ ン の 次 が あっ た 。 


ト に は 薬物 で 科 朗 状 | 


由 が な く な っ た 今 、 互 い に 協 力 し て 生還 し よう と 申し 出る セ 
レー ネ を 、 初 め は 拒絶 し た スウ ェ ン 。 し か し 帰還 の 可能 性 
を 信じ る セレ ー ネ の 熟 意 が 彼 の 心 を 動か し 、 つ い に ふ た り 
は 地球 まで の 長い 旅路 に つい た の だ っ た 。 


スタ ー ゲ ィ イザー が 移動 


発見 し で いる 。 し か し 、 
ふた り に つい て は 記録 
が 残さ れ て いな い 。 


セレ ー ネ 、 ス ター ゲイ ザー か ら ソ ル を 
脱出 させ る 。 


スタ ー ゲ イザ ー、 ス トラ イク ノワ ー ル を 
PT ト 
アポ ロン A か ら プ ロ パ ル ジ ョ ン ・ ビ ー ム 

が 放射 され る 。 


スタ ー ゲ イザ ー と スト ライ クノ ワー ル 、 
金星 軌道 付近 に 飛ば され る 。 


ソル 、 アポ ロン A に 到着 。 
ナナ バル ク 、 ト ロ ヤ ステ ーション に 砲撃 。 
ソル 、 プ ロ パ ル ジ ョ ン ・ ピ ー ム で ナナ 


バル ク を 撃沈 。 


セレ ー ネ 、 ス ウェ ン と 協力 し て 地球 帰 
還 の 途 に つく 。 


行動 開始 か ら 5669 時 間 後 、DSSD 
の 探査 船 が スタ ー ゲ イザ ー を 発見 。 
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コロ ニー の 落ち た 地 で 


コロ ニー の 落ち た 地 で 


地球 連邦 の 根幹 を 揺るが す 秘密 が 隠さ れ て いる と され 
= る 「 ラ プラ ス の 箱 」 。 その 所 在 に 関す る 新た な 情報 を 入 
* リ ンク ス は オー スト ラリ ア へ と 向 
か っ た 。 か つて スペ ー ス コロ ニー が 落下 し 、 多く の 人 命 
が 失わ れ た 地 に 、 目指 す 情報 が ある と いう の だ が 


手 す べ く 、 バ ナー 


バナー ジ 、 ジン ネ マ ン ら と トリ ント ン に 向かう こと を 決意 


ガラ ン シ ェ ー ル に 回 収 され て 地球 に 降下 し た パナ ー ジ は 
己 の 身 の 振り 方 に つい て 遂 巡 し て いた 。「 ラ プラ ス の 箱 ] 
の 鍵 で ある ユニ コー ン ガ ンダ ム を 託 きれ て 以来 、 彼 は 短 つ 
か の 戦闘 を 経験 し 、 戦 い に まつ わる 様々 な 人 の 思 破 を 垣 
間 見 て きた 。 どの 思惑 に も 相応 の 理由 が あり 、 そ れ を 信じ 


に 


て 人 々 は 戦い に 身 を 投じ て いた 。 それ が 良い か 悪い か は 
パナ ー ジ に は わか ら な い 。 それ で も 「 ラ ブラ ス の 箱 | を 巡っ 
て 、 これ 以上 、 人 命 が 失 われ る こと に は 我慢 が な ら な か っ 
た 。 ガラ ン シ ェ ー ル 艦長 スペ ロア ・ ジ ン ネ マン を 信じ た バ 
ナー ジ は 行動 を 共に する こと を 決意 する 。 


自分 が 為す べき こと は 
これ 以上 の 秋 特 者 を 
出さ ず に 「 箱 」 に 関す 
記 | る 情 を 正利 する こと 


/ 


uN 


スト ラリ ア の トリ ント ン 
基地 に 向かう こと を 決 


目 ジオ ォ ン 公国 残 沈 軍 、 ト リン トン 基地 を 襲撃 


バナ ー ジ が オー スト ラリ ア の トリ ント ン 基 地 へ 移動 を 開始 
し た の と 時 を 同じ くし て 、 各 地 に 潜伏 し て いた ジオ ン 公 国 
残党 軍 が 挙兵 。 トリ ント ン 基 地 へ の 一 斉 攻 撃 を 開始 し た 。 
「 袖 付き ] の フル ・ フ ロン タル が 裏 か ら 手 を 回 し た の だ 。 
ユニ コー ン ガ ンダ ム に 秘匿 され た 「 箱 」 に 


連邦 宣 も 反撃 を 開始 そる 
が 、 辺境 の トリ シト ン 基地 に 
は 大 規模 な 戦力 は 駐屯 し 
て お ら ず 、 寄 せ 集め の 玉堂 
部 隊 に 苦 二 を 強い られ た 。 


還 バナ ー ジ 、 ジン ネ マ ン に 反抗 


示さ せる に は NT-D を 発動 させ る 必要 が あり 、 そ れ に は ユニ 
コー ン ガ ンダ ム を 戦闘 に 参加 させ る の が 早道 だ か ら だ 。 冷 
徹 に 物事 を 進め る フロ ンタ ル に と っ て 残党 た ちの 命 な ど は 
顧み る 価値 も な く 、 自ら の 計略 を 実現 させ る た め の 駒 に 過 
ぎ な か っ た の で ある 。 


リフ レク ター・ ビ ピッ の 威力 は 
凄まじ く 、 市 街 地 は 壊 減 的 

な 被害 を 受け た 。 それ で も 
シャ ン ブ ロ は 攻撃 の 手 を 編 |\\ 
め よ うと は し な か っ た 。 


無 抵抗 な トリ ント ン 市 民 に も 暴虐 の 限り を 尽く す シャ ン ブ 
口 の 姿 を 目 に し た パナ ー ジ は 、 ジ ン ネ マン に 喰っ て 掛か っ 
た 。 ユニ コー ン ガ ンダ ム を 地上 に 下ろ し さえ すれ ば 、 新 た な 
「 箱 』 の 情報 は 開示 され る は ず で あり 、 必 要 以 上 の 殺 且 
は 無 意 味 だ と する パナ ー ジ 。 だ が ジン ネ マ ン は 話 を 聞こ う 


と せ ず 、 制圧 完了 まで パナ ー ジ が ユニ コー ン ガ ンダ ム に 乗 
る こと を 殺 じ た 。 彼 の 心 は 、 一 年 寺 争 後に 連邦 軍 が 犯し 
た 暴挙 に 対す る 復讐 に 彩 ら れ て お り 、 こ の 地 で 愛さ を 晴 ら 
そう と し て いた の だ 目 の 前 で 命 が 失 われ で いく 光景 
に 、 パナ ー ジ が 黙っ て いら れる は ず も な か っ た 。 


Co 
4 
Y 夫 | NE 
和 連 閣 更 を 寺 洪 させ て か ら 「 釘 ] の 情報 を 集め れ ば いい と バ (SS 


ナー ジ は 激しく 反発 。 六 を 突き 付け られ て も その 勢い は 止ま ら な か 


| 本 0 sg 
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パナ ー ジ 、 地球 に 降下 。 


バナ ー ジ 、 ジ ン ネ マン に 協力 し 、 ト リン 
トン 基地 へ 向かう こと を 決意 。 

が 
合流 。 


シェ ー ル 、 ジオ ン 公 国 残党 軍 と 


ジオ ン 公国 残党 軍 、 トリ ント ン 基 地 へ 
侵攻 。 


シャ ンプ ロ 、 トリ ント ン 市街 地 を 躍 員 。 
パナ ー ジ 、 戦 闘 の 停止 と ユ . 


ガン ダム で の 出撃 を 求め る が 
マン に よっ て 拒絶 され る 。 


パナ ー ジ 、 ジン ネ マン に 反抗 。 


パナ ー ジ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム で トリ ン 
トン 基地 に 降下 。 


AE の 影響 


年 戦争 以降 、MS 市 
トロ 


ャ ン ブ ロ の 前 に 立ち は だ 
か り 、 ロニ を 説得 。 


ソサ ー ジ の 齋 得 を 室 け 入れ る 。 ( 議 
ガラ ン シ ェ ー ル か ら 降 下 し た パナ ー ジ は ユニ コー ン ガ ン ぼ す の は 、 か つて の 連邦 軍 の 所 業 と 変わ ら な いと 訴え か 
立ち は だ か る と 、 パ イロ ッ ト で ある け 、 冷静 さ を 取 り 戻さ せよ うと し た の だ 。 この 説得 が 功 を 奏 
ガー ベイ の 説得 を 試み た 。 両親 を 連邦 軍 に 殺さ れ 、 し 、 一 度 は 我 に 返っ た ロニ 。 だ が 暴走 する サイ コミ ュ ・ シ ス 
復讐 心 に 駆り 立て られ る あま り に 民間 人 に まで 被害 を 波 。 テム に 呑み 込ま れ 、 つ い に は 攻撃 を 再開 し て し まう 。 


ロニ 、 サ イコ ミュ ・ シ ステ ム の 暴走 に 
よっ て 攻撃 を 再開 。 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 デス トロ イモ ー ド 
に 移行 。 


タン の 2 に 推 載 き n た 


サイ コミ ュ ・ シ ステ ム が バナ サイ コ ・ フ ィ ー ル ド で シャ ン 


ブロ を 抑え 込 も うと する 。 


。 R 開 を 列表 起 
隆 下 し た パナ ー ジ は シャ ンプ ブロ の 前 に 立ち め る よう に り の まま に 無 差別 な 攻 
得 。 彼 の 主張 を 聞き 入れ 、 一 度 は 動き を 止め が 撃 を 再開 し て し まう 。 


ユニ コー ン ガ ンダ ム を 


間 | ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 ーー シャ ンプ ブロ 、 メガ 粒子 砲 を 起動 。 
の 起り を 反映 し た シャ ン ブ ロ の 攻撃 は 凄まじ く 、 ロイ モー ド に 変身 し た ユニ コー ン ガ ンダ ム の サイ コ ・ フ ィ ー 
レク ター・ ビ ピッ ト に よる オー ルレ ンジ 攻撃 で 周囲 は は ルド を 展開 し て シャ ンプ ロ を 抑え 込 も うと 試み る 。 だ が 、 そ ご 
火 の 海 と 化し て し まう 。 辛うじて 攻撃 を 回 避 し た パナ ー ジ だ に リ デ ィ ・ マ ー セ ナス の デル タプ ラス が 現れ る 。 
が 、 冷 静 さ を 矢 っ た ロニ め な い 。 デス ト 


リ デ ィ 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム の ビー ム ・ 
マグ ナム を 奪い 、 シャ ン ブ ロ を 狙撃 。 


シャ ン ブ ロ 、 沈黙 。 


デス トロ イモ ー ド に 変 リ デ ィ の デル タプ ラス の 提 
ン ガ ンダ ム と シャ ン * で 隊 地 を 膨 し た ユー 

発せ られ た サイ コ ・ ンダ ム だ が 、 も は や シャ 
ボド が 干渉 。 周 攻 は さ レプ ブロ を 止め る 術 は な いか 


計 。_ ら な 3 泥 乱 状態 と な る 。 と 思わ れ た 


【 ー D (| 説得 し よう と 


し か し 邊 の 
必死 の 叫び も ロニ の 責 k 
時 | は 届い て いな か 


リ デ ィ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム の 捕獲 を 
試み る 。 


バン シィ 、 戦場 に 乱入 。 
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上 | リ デ ィ 、 シャ ンプ ロ の 無力 化 に 成功 MORE INFO! 


た カー クス が 戦死 し た 命 を 者 っ 
は 大 口径 メガ 燈 子 砲 を 発射 し よう と する 。 一 方 、 リ デ ィ に た の だ 。 し か し パ バナー - ジ の そう し た 吉本 を 知ら な い リ ディ は まし で 解け な いい 
救助 され た バナ 準 を シャ ンプ ビー ム ・ マ グ ナ ム を 狂い 取る と 、 ロ ロニ と シャ シブ ロロ に 引導 


口 に 向け る が . 殺 多 の 


で 、 ふ た り の 血族 も Bl 
府 初代 首相 


| 目 バン シィ 、 戦場 に 出現 

「 箱 」』 の 新た な 情報 を 引き 出す た め の つ も り が 、 多 く の 犠 て お り 、「 箱 」 の 情報 を 手中 に し : 連邦 軍 も それ を 望ん で 
性 者 を 生む 結果 と な っ 自 失 と な る バナ ー ジ 。 に 
一 方 、 リ ディ は 動き を 止め た ユニ コー ン ガ ンダ ム に 銃口 を 向 。 まう 。 漆黒 の カラ ー リン グ が 施さ れ た その 機体 は 、 ビス ト 財 
けた 。 ユニ コー ン ガ ンダ ム に は 連邦 軍 か ら 捕 獲 命令 が 出 団 が 保有 する ユニ コー ン ガ ンダ ム 2 号 機 バ ン シ ィ だ っ た 。 


突 各 、 2 機 の 頭上 か ら 
正体 不明 の 機体 が 降 


和 作 を 合 上 し た ガン ダム に 多き 付け る デル タプ ラス 。 この ま 
まま 機体 と 「 症 」 の 情報 を 連邦 軍 に 持ち 帰る 予 本 


前 退 ・ サ ン ラ ィ イズ 134-28 
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宇宙 に 連れ 去ら れ た ティ ファ ・ ア 


A.W.0015: 


8 月 
目 ガロ ー ド 、 字 軍港 へ 向かう 


宇宙 革命 軍 の スパ イ ニコ ラ ・ フ ァ フ ァ ス に よっ て ティ 
ファ が 宇宙 に 連れ 去ら れ て し まう と いう 事態 が 発生 。 焦る 
ガロ ー ド は 後 を 追 お うと する も の の 、 宇 宙 に 向かう 手段 が 


みす みす ティ ファ を 連れ 去ら ョ ッ ク を 受け た ガロ ー ド 。 元気 づけ 
よう と する 仲間 の 声 も 、 彼 の 耳 に は 属 か な か っ た 。 


な い 。 する と そこ に エニ ル ・ エ ル が 現れ 、 宇宙 革命 軍 が 占 
拠 し た 宇宙 港 の 存在 を 明らか に し た 。 そこ に 保管 され て い 
る シャ トル を 使え ば 、 宇宙 に 上 が れる と いう の だ が ……。 


と ころ が 生 外 な こと か ら 銀 


8 月 
上 郊 連 厚 箇 、 宇 側 港 を 製 束 


吾 命 軍 へ の 亡命 希望 者 を 装っ て 宇宙 港 に 入っ た ガロ ー 
ド は 、 ガ ンダ ム DX (ダブ ル エッ クス ) を 手 土産 に シャ トル に 
乗り 込ん だ 。 あと は 出発 の 時 を 待つ の み で ある 。 だ が そこ 


ガン ダム DX を 手 土産 


重合 軍 と の 決戦 に 備 
えて 宇宙 に 上 が る 中 
掛か り で ある 宇 軍港 を 
制圧 し よう と いう 新 連 
孝 軍 が 急須 。 ガロ ー ド 
た ち も 戦 い に 巻き込ま 
れ で し まっ た 


に 宇宙 港 の 奪 暫 を 目論む 新地 球 連邦 軍 が 攻撃 を 仕掛け 
て きた 。 移動 要 寒 を 中 枝 に 据え た 新 連 邦 軍 の 勢い は 目 を 
見 張る も の が あり 、 た ち ま ち 宇宙 港 は 包囲 され て し まっ た 。 


新 補 邦 軍 の 中 欄 は 巨 
大 な 移動 要 委 。 穫 得 
な み の 大 口径 火 如 を 
複数 設置 し た 陸上 昔 
能 と も 言う べき 兵器 で 
ある 。 


さら に 攻撃 部隊 の 中 に 
に は フロ スト 兄弟 の 機 
体 も 見 受け られ 、 邊 冗 
港 側 の 防 午 網 は < 5 
と 突破 され て し まっ た 。 


目 フリ ー デ ン 、 新 連 邦 軍 移動 要塞 と 交戦 


移動 要 寄 の 荷電 粒子 ビーム 砲 が シャ トル の 発射 台 を 
狙っ て いる こと に 気付 いた 


ト は フリ ー デ ン で 


に ドン が 捨て 身 の 体 当たり を 敢行 。 こ 
の 攻撃 で フリ ー デ ン は 大 統 し た が 、 移 動 要 村 も 機能 を 停止 し て いる 。 


デス トロ イ も 抵抗 する が 、 移動 要 宏 を 止め る こと すら で き な 
か っ た 。 そこ で ジャ ミル は 、 シャ トル と ガロ ー ド を 守り 抜く た 
め 、 ある 作戦 を 実行 に 移す の だ っ た 。 


仲間 た ちの 決死 の 援 族 に 
よっ て 、 ガロ ー ド と ガン ダム 
を 乗せ た シャ トル は 無 
に 苑 陸 。 大 気 園 外 に 
向け て 飛び 立っ て いっ た 。 


自ら も 宇宙 に 向かっ た ガロ ー ド ・ ラ ン 。 だ が そこ は 宇宙 
革命 軍 の デリ ドリ ー で あり 、 襲 撃 を 受け た ガロ ー ド は 為 
す 術 も な く 宇宙 の 藻 居 と な りか け ぞ 。 する と その 場 に 
見 知ら ぬ 機 体 が 現れ 、 ガロ ー ド を 救出 し た の だ っ た 。 


(x) 04 se 07 


ディ ー ル の 後 を 追っ て 


ガロ ー ド 、 エ ニル の 協力 で 宇宙 港 に 
向かう 。 


ガロ ー ド 、 亡命 希望 者 に 偽装 。 
軍 に ガン ダム DX を 譲渡 する 見 返り と 
し て 、 シ ャ トル に 搭乗 する 。 


新 連 邦 軍 、 宇宙 港 を 興 撃 。 
革命 軍 、 防衛 戦 を 行う 。 

新 連邦 軍 移 動 要 寒 、 シャ トル 発射 台 
を 狙う 。 


フリ ー デ ン 、 移 動 要 塞 に 体 当たり を 
敢行 。 両者 と も に 行動 不能 と な る 。 


フリ ー デ ン 乗 組員 、 新 連 邦 軍 に 拘束 
され る 。 


シャ トル 、 打ち 上 げに 成功 。 


MORE INFO! 
に 四 四 全員 旧 の 
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ガロ ー ド 、 宇宙 へ 
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BE 
目 カロ ー ド 、 宇 宙 へ 上 が る 


危機 を 脱し た シャ トル は 革命 軍 の 本 拠 地 で ある スペ ー 
ス ・ コ ロニ ー 「 ク ラウ ド 9」 へ と 移動 。 だ が ガロ ー ド に | 
軍 に 与 する 気 な ど ま っ た く な く 、 隙 を 突い て シャ トル の 船長 


を 拘束 。 彼 を 人 質 に し て ガン ダム DX を 奪回 し 、 シ ャ トル か 
5 の 脱出 を 図 ろ うと し た 。 し か し 彼 の 動向 は 革命 軍 に 通報 
され 、 すぐ さま 追撃 部 隊 が 差し 向け られ た の だ っ た 。 


クラ ウド 9 に 接近 し て 乗組 員 の 気 が 経 ん だ 隙 を 突い て 般 長 を 人 質 に し た ガ 
ロー ド は 、 ガン ダム DX を 奉 回 し て 途 走 を 団 ろ うと し た 。 


8 月 


ガロ ー ド 、 革命 追 部 隊 と 交 旨 


だ が シャ トル の 周辺 に は 曹 
命 軍 の 追撃 部 隊 が 迫り つ 
つ あ り 、 服 出す る に は 戦い 
は 必 け られ な い 状 況 だ っ た . 


ラン スロ ー・ ダ ー ウ ェ ル を リー ダー と する 革命 軍 追 撃 部 
隊 に 、 ガ ロー ド は 思わ ぬ 苦 戦 を 強い られ る こと に な っ た 。 宇 
宙 空 間 で の MS 戦は 地上 と は 全く 勝手 が 異な り 、 思 う よ う 
宇宙 で の 戦闘 に 長け た 昔 語 軍 


の MS 部 隊 が ガン ダム DX に 角 
い 掛か り 、 機 体 の 捕 政 を 試み る 。 


一 方 、 カ ロー ド は 回 選 す る の が 

だ っ た 。 無重力 の 宇宙 
空間 は 機体 を 動か す だ け で も 地 
上 と は 勝手 が 異な り 、 と て も 自由 
に 動け る 状態 で は な か っ た 。 


ガロ ー ド 、 G フ ァ ル コン に 救助 され る 


な 操縦 が で き な か っ た 。 し か も ラン スロ ー は 相当 な や り 手 
で あり 、 今 の ガロ ー ド が 立ち 向かえ る 相手 で は な い 。 この ま 
ま ガ ンダ ム DX は 捕獲 され て し まう と 思わ れ た が ……。 


ラン スロ ー 自 身 が MS で 出撃 し た 
こと で 、 戦 況 は ます ます ガロ ー ド 
に 不利 と な っ て し まう 。 


ラン スロ ー と 革命 軍 MS 部 隊 の 
よっ て 重傷 を 負っ て し まっ 
た ガロ ー ド 。 も は や 近 げ 出す 術 は 
な いも の と 思わ れ た が ……。 


激戦 で 重傷 を 負っ た ガロ ー ド が ラン スロ ー の 手 に 落ち よ 
うと し た 時 、 虚 空 か ら 1 機 の 宇宙 戦闘 機 が 乱入 し て きた 。 
それ は 「G フ ァ ル コン ] と 呼ば れる 機体 で あり 、 反革命 軍 を 


標 栓 する 組織 「 サ テリ コン 」 の 所 属 機 だ っ た 。 戦場 に 乱入 
し た G フ ァ ル コン は 高 機動 性 を 活か し て ラン スロ ー を 翻弄 
する と 、 ガン ダム DX を 連れ て 飛び 去っ て いっ た 。 


ス と 名 乗る 少女 が G フ ァ ルコ ン で 戦場 に 乱入 。 条 気 に 取 られ る 
葵 全 軍 を 折 目 に 、 ガン ダム DX と の 接触 を 


ティ ファ 、 ザイ デル と 対面 


そし て 行動 不能 に 隊 っ た 
ガン ダム DX を 連れ て 、 そ 
の 場 の ら 郊 退 。 G フ ァ ル コ 
ン の 機動 性 の 前 に ラン ス 
ロー も 追 中 を 締め ざる を 得 
な か っ た 。 


ガロ ー ド が ラン スロ ー に 交戦 し て いた の と 同じ 頃 、 ク ラウ 
ド 9 に 入っ た ティ ファ は ザイ デル と 対面 し て いた 。 だ が ザイ 
デル は 一 向 に 喜ば ず 、 そ れ ど ころ か ティ ファ を 危険 視 す る 


よう に な る 。 スペ ー ス ノイ ド こ そ が 人 類 の 茎 新 で ある ニュ ー 
タイ プ だ と する [ニュ ー タ イブ 主義 ] を 標 簡 する ザイ デル だ 
け に 、 地球 生ま れ の ティ ファ は 邪魔 だ っ た の だ 。 


ザイ デル の 前 に 進み 出 た ファ ファ ス は 、 共 命 軍 の 礁 と な る 新た な ニ 
プ を 新 軍 孝 定 か ら 狼 い 出し た と 報告 し 、 ティ ファ を ザイ デル に 立ち 。 


ー タ イ 
わせ た 


だ が ザイ デル は いい 許 を し 
な か っ た 。 ニュ ー タ イブ は 宇 
軍政 民 者 の 中 か ら 出る べき 
で あり 、 地 球 生ま れ の ニュ ー 
タイ プ は ザイ デル の 主張 の 
信 天 性 を 授 る が す も の に ほ 
か な ら な か っ た お 


サポ ー ト 兵器 ・G フ ァ ル コン 


ロー ド の 入 地 を 赦 っ た 


ガロ ー ド 、 宇宙 へ 移動 。 


ガロ ー ド 、 船長 を 人 質 に し て 、 シャ トル 
脱出 を 図る 。 


クラ ウド 9 か ら 追 撃 部 隊 が 発進 。 


ガロ ー ド 、 追撃 部 隊 と 交戦 。 


ガロ ー ド 、 ラ ンス ロー の MS クラ ウ ダ に 
苦戦 する 。 


ガロ ー ド 、 重傷 を 負い 、 ガン ダム DX と 
共に 拘束 され か か る 。 

G フ ァ ル コン 、 戦場 に 乱入 。 
ガロ ー ド 、G フ ァ ル コン に 救助 され 、 戦 
場 か ら 撤退 。 

ティ ファ 、 クラ ウド 9 に 到着 。 

ティ ファ 、 ザイ デル と 対面 。 


ザイ デル 、 地 球 生ま れ の ティ ファ の 存 
在 を 危険 視 す る 。 
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ウィ ル ゲ ム 、 宇宙 へ 


@ 黒 歴 史 に 関す る 伝説 を 受け 継 く こと で 知ら れる マ 

» 3 ニュ ー ピ チ に 到達 し た ロラ ン ・ セ アッ ク は ば 、 ディ アナ ・ ソ レ 

ル を 追っ て この 地 か ら 宇 宙 に 上 が ろう と し て いた 。 だ が 

| マニ ュー ビ チ は ディ アナ ・ カ ウン ター に よっ て 占拠 され 
て お り 、 どう あっ て も 戦い は 避け られ な い 状 態 だ っ た 。 


ロラ ン 、 マニ ュー ビ ピチ に 到着 。 


ロラ ン 、 マニ ュー ビ チ に 到着 ミリ シャ 、 ディ アナ ・ カ ウン ター に 撃退 
され る 。 
マニ ュー ビ チ に 到着 し た ロラ ン は 、 宇 宙 へ 向かう た め の 置 され た 砲台 が 外 か ら の 敵 に 曲 み を 利 か せ て いた 。 そこ で 
移動 手段 [マス ドラ イ バ ー] の 探索 を 開始 する 。 だ が 町 に グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド が 強行 策 を 計画 。 ウィ ル ゲ 
は ディ アナ ・ カ ウン ター の 部 隊 が 駐留 し て お り 、 各地 に 設 ム の 荷電 粒子 砲 で 町 ご と 砲台 を 焼き 払え と 命じ た 。 


グエン 、 砲台 の 攻撃 を 計画 する 。 


ロラ ン 、 マニ ュー ピチ に 向かう 。 


ロラ ン 、 ア デス カ の 王 を 名 乗る クワ ウ 


業 を 煮やし た グエン が ウィ 
の に ロラ ン 、 アデ スカ の 民 に 拘束 され る が 


脱出 に 成功 。 


ー ビ チ へ 向かお うと す 一 行 , だ が 町 中 に は ディ アナ ・ カ ワウ 
ンタ ー が 克 台 を 設置 し て お り 、 近づく こと きえ 容易 で は な か っ た 。 


ロラ ン 、 砲台 に 爆薬 を 設置 。 


クワ ウト ル 、 タ ルカ に 王位 継承 の 儀式 


⑧ 上 目 ロラ ン 、 アデ スカ の 王 と 道明 を 強行 させ る 。 


作戦 と は いえ 関係 な い 人 を 巻き 込む グエン に 反発 し た 。 向 に 転じ て し まう 。 探 索 の 途中 で ロラ ン が 出会っ た 壮年 の 
ロラ ン は 、 そ の 夜 、 マ チュ ー ビ チ に 向かっ た 。 内 部 か ら 砲台 男性 クワ ウト ル は 、 こ の 地 を 治め る アデ スカ の 民 の 王 で あ 
を 破壊 する 方 法 を 探す た めで ある 。 だ が 事態 は 思わ ぬ 方 ” り 、 王 位 継承 争い の 真 最 中 だ と いう の だ 。 


クワ ウト ル 、 タル カ に 討た れる 。 


砲台 が 破壊 され 、 マ ニュ ー ピ チ が 解 
放さ れる 。 


クワ ウト ル が 町 に 駐留 する 
ンタ ー を 排 
除 し た いと 願っ て いる こと 


か 
"= 


間 に 紛れ て マニ ュー ビ チ に 向 か 
体 の 男性 と 出くわし た 。 彼 ご 


た ち は 、 途 中 の 道中 で 異様 な 風 | 
の 地 を 治め る 王 ク ワウ トル だ っ た 。 


内 で 和 に 潜入 し た 。 


目 ミリ シャ 、 砲台 攻略 戦 を 開始 


アデ スカ の 民 に 拘束 され る と いう ハプニング は あっ た し 、 位 継承 の 儀式 を 完遂 させ よう と する 。 伝承 に よ 
が 、 獄 を 脱出 し た ロラ ン は 砲台 に 爆 楽 を 仕掛 ける こと に れ ば 、 新 た な 王 は 古き 王 を 討た ね ば な ら ず 、 ク ワウ トル は 王 
成功 。 一 方 、 ク ワウ トル も 若き 王位 継承 者 タル カ に 相対 位 継承 者 の タル カ に 討た れる 運命 だ っ た 。 


こつ ioe 
クワ ウト ル 4 
> トー | | 移し た が 、 こ れ に よっ 
mw て 王位 紙 未 の 備 式 は 
果たさ れ た の だ っ た 。 
$ ルカ に 命じ た 。 
\ a 
\ 
ラ 
; ーー | 
~~ 


クワ ウト ル の 真意 を 感 
じ 取 っ た タル カ は 、 火 
条 で 爆薬 を 射 技 いた 。 


一 方 、 タ 

ルカ は 新た な 王 と な り 、 
シャ へ の 協約 生 

東 じ E 
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ウィ ル ゲ ム 、 宇宙 へ 


半 ディ アナ 、 ジャ ンダ ルム で 宇宙 に 上 が る 


ッ ド と ダラ ム に よっ て マス ドラ イ バ ー の 復旧 は 進み 、 あ と は 
ウィ ル ゲ ム の 準備 を 待つ ば か り と な る 。 一 方 、 マニ ュー ビ チ 
の 近く に は 月 の VIP 用 宇宙 船 「 ジ ャ ンダ ルム ] が 停泊 し て お 


月 の 笛 政 官 か ら 特 命 を 受け た : 
アナ を 月 に 連れ 戻す た め 、 宇宙 に 向け て 発 | 


ンダ ルム を 用 意 。 ディ 


り 、 一 足 先 に 衛星 軌道 へ 上 昇 し て し まう 。 ジャ ンダ ルム に 
ディ アナ ・ ソ レル が いる と 気付 いた ハリ ー・ オ ー ド は 制止 を 試 
みる が 、 た っ た 一 機 の MS で は どう する こと も で き な か っ た 。 


ジャ ンダ ルム の 制止 に 失 
敗 し た ハリ ー は 己 の 無力 
DS 40260 


還 ウィ ル ゲ ム 、 マス ドラ イ バ ー で 宇宙 に 上 が る 


ウィ ル ゲ ム か ら も ジャ ンダ ルム の 姿 は 確認 され 、 た だ ち に 
後 を 追う こと に な っ た 。 だ が 自力 で 月 まで 航行 可能 な ジャ ン 
ダル ム と は 違い 、 ウィ ル ゲ ム が 宇宙 に 上 が る に は 軌道 エレ 

ウィ ル ゲ ム の 打ち 上 び げ 阻止 を 狂 
う ポ ゥ の 部 隊 が マ - 


侵攻 。 打ち 上 げ 直 前 で 無防備 
と な っ た ウィ ル ゲ ム を 強 醒 し た 。 


に 加わ り 、 ウィ ル ゲ ム 発 進ま で の 
時 間 を 稼ご うと し た 。 


ペー ター「 ザ ッ ク ト レー ガー」 を 利用 し な けれ ば な ら な い 。 し 
か も 発進 直前 の ウィ ル ゲ ム を ポ ゥ ・ エ イジ の MS 部 隊 が 急 
癌 。 無防備 の ウィ ル ゲ ム は 窮地 に 陥っ て し まう 。 


ロラ テラ ン と ハリ ー の 努力 の 甲 

あて ウイ ルダム は 寺 半 に 
て 字 宙 

er 


りー が れる と いい う 間 が 
発生 する が 、 タ リン ダム 
ガレ マー の チョ ー ン を 人 0 ば レ て 
ハリ ー 機 を に 上 
が る こと が で きた 。 


ウィ ル ゲ ム 、 ザッ クト レー ガー と 合流 


ロラ ン と ハリ ー の 活躍 も あっ て な ん と か 大 気 園 を 脱出 し 
た ウィ ル ゲ ム は 、 「 ア デス の 枝 ] と 呼ば れる ザッ クト レー ガー 
と 接触 。 ふた つ あ る 宇宙 船 ド ッ ク の ひと つ に 入る こと が で 


きた 。 だ が 実は も う ひ と つの ド : ジャ ンダ ルム が 停泊 
ドガ ルド は 守備 隊 に ウィ ル ゲ ム の 足止め を 指 
いて 戦闘 が 巻き 起こ っ て し まう 。 


ウィ ル ゲ ム の 背 欄 か ら 迫 る 巨大 な 振り 子 状 の 物体 。 これ が ザッ クト レー 
ガー で あり 、 ウィ ル ゲ ム は 先端 部 に ある 宇宙 港 に 入港 する こと が で ! 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 部 
| 隊 が 駐 食し て お り 、 ミ ドガ 
ルド の 命令 を 婁 けた MS 部 
隊 が 行動 を 開始 し た 。 


半 ディ アナ と キ エ ル 、 と っ さ の 機転 で 戦闘 を 未然 に 防ぐ 


守備 隊 に 占拠 され た 管制 室 を 奪 選 し よう と する ロラ ン た 
ち 。 対す る 守備 隊 も 防衛 線 を 構築 し 、 両 者 は 一 触 即発 の 
状態 に な っ て し まう 。 だ が 突然 、 周囲 に ディ アナ の 声 が 響 


互い の 立場 を 入れ 替え な が 5 放送 を 続け る ディ アナ と キ エ ル 。 女王 が 
り い る こと で 守備 隊 は 混乱 を 来たし 、 戦闘 は 本 放さ れ た の だ っ た 。 


き 、 戦 い は 未然 に 防 が れ た 。 それ は 、 ジャ ンダ ルム の ディ 
アナ と ウィ ル ゲ ム の キ エ ル ・ ハ イム が 互い の 立場 を 利用 し 
て 、 無益 な 戦闘 を や め さ せよ うと し た 結果 だ っ た 。 


i 
ディ アナ を 取り 戻す こと に 
は 失敗 し て いる 。 


LV] WMM j 上 0 


マス ドラ イ バ ー の 復旧 作業 が 進む 。 


ジャ ンダ ルム 、 マ ス ド ラ イ バ ー で 地球 
衛星 秩 道 に 上 が る 。 [ ) 


ハリ ー、 ジ ャ ンダ ルム の 上 昇 阻止 に 
失敗 。 

ウィ ル ゲ ム 、 マス ドラ イ バ ー で 射出 。 
ボウ 、 上 昇 中 の ウィ ル ゲ ム を 柚 撃 。 
ロラ ン と ハリ ー、 協力 し て ボゥ を 撃退 
する 。 

ウィ ル ゲ ム 、 ザ ッ ク ト レー ガー と 接触 。 
宇宙 船 ドッ ク に 入港 する 。 


ミド ガル ド 、 ウ ィ ル ゲ ム の 足止め を 指 
示 。 守備 隊 を 派遣 する 。 


守備 隊 、 ザッ クト レー ガー の 管制 室 を 
占拠 
ロラ ン た ち 、 守備 隊 と 脱 み 合う 。 


ディ アナ と キ エ ル 、 互 い に 協力 し て 戦 
開 を 未然 に 防ぐ 。 


初め て の 宇宙 体験 
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倫 激化 する エゥーゴ と ティ ター ンズ の 戦乱 は 軍事 行動 だ け 
バ で は な く 、 説 略 戦 の 様相 を も 呈す る よう に な る 。 複雑 化 
J する 戦況 を 鑑み て 、 両 組織 と も に 相手 の 弱点 を 見 つけ 


= 出す こと に 必死 だ っ た の だ 。 だ が 課 略 が 新た な 課 略 を 呼 
び 、 戦況 は 混迷 の 度合 い を 増す ば か り だ っ た 。 


クワ トロ 、 シャ トル で 宇宙 に 上 が る 。 


クッ ト u、 アー ガマ に 老 艦 | 


ダカール で の 連邦 軍 会 議 に 出席 後 、 テ ィ タ ー ン ズ の 追 。 の MS 部 隊 が シャ トル を 強 製 する と いう アク シ デ ント が 発生 シャ トル が ティ ター ンズ に 襲撃 され る 。 
手 か ら 逃 れる た め に 身 を 隠し て いた クワ トロ ・ バ ジー ナ が し た も の の 、 カ ミー ユ ・ ビ ダン ら の 活躍 に よっ て 謀 撃 部 隊 
アー ガマ に 帰 艦 する こと と な っ た 。 途中 、 ア レキ サン ドリ ア は 撤退 。 クワ トロ は 無事 に 仲間 と の 合流 を 果たし て いる 。 | クワ トロ 、 アー ガマ に 帰 艦 。 


レコ ア 、 ジ ュ ビ トリ ス へ の 潜入 作戦 に 


| 参加 。 
シン タ と クム と いう 名 の 下 
見 を 5 さき 連れ て い | レコ ア 、 シ ロッ コ に 見 替 め られ る が 、 
テ 艇 に 子供 を 連 彼 解放 され る ッ コ に 見 符 
ー の PSOv、 e 
トル の パイ ロッ ト は コロ ニー へ の 人 詳 召 を 提案 する が 、 ク ワ 以 租 が 


ト で シャ トル を 散れ 、 アー ガマ と の 合流 に 成功 し た 。 レコ ア 、 アー ガマ に 帰 艦 。 


ティ ター ンズ 、 サイ ド 2・25 バ ンチ に 毒 
ガス 注入 を 計画 。 実行 する 。 


レコ ア 、 ジュ ビ トリ ス に 単独 で 潜入 


パプ テマ ス ・ シ ロッ コ の 動向 に 注目 する エゥーゴ は 、 彼 体 が 発 党 す れ ば た だ で は 済ま な い 危 険 な も の で 、 カミ ー ユ 
の 乗艦 で ある ジュ ビ ピ ト リス へ の 潜入 計画 を 立案 。 潜入 員 は レコ ア を 思い 留まら せよ うと する 。 
に は レコ ア ・ ロ ンド が 抜 握 さ れ た 。 と は いえ この 任務 は 、 正 く 、 最 後に は カミ ー ユ も 引き 下がる | 

任務 と は いえ 敵 地 に 


足 を 路 み 入れ る よう な 
危険 な まね は 止め る ベ 


アー ガマ 、 サ イド 2 に 移動 。 ティ ター ン 
ズ と 交戦 する 。 


アー ガマ 、 ティ ター ンズ の 作戦 阻止 
に 成功 。 


ik 


どう し た わけ か シロ ッ コ |_ 
は レコ ア を 見 逃し 、 艇 
外 退 去 まで 許し て い | 


Dr の i 
し て し まっ た MS マニ ア 
を 装っ て ジュ ピ ト リ ス へ 
の 潜入 を 果たし た レコ 
ア は 、 監視 を 法 ん | 
で 艇 内 を 探索 する 。 


四 エッ ー ゴ 、 ティ ター ンズ に よる 毒 ガス 注入 を 限 目 
ティ ター レズ が コロ ニー へ の 毒ガス 注入 を 計画 し て いる 違い な いと 判断 し た た めで ある 。 事実 、 テ ィ タ ー ン ズ は 25 


と の 情報 を 得 た アー ガマ は サイ ド 2 に 移動 し た 。 この 作戦 パン チ に 毒ガス の タン ク を 設置 し つつ あり 、 阻 止 に 向かっ 
は 、 ティ ター ンズ に 反抗 する スペ ー ス ノイ ド へ の 見 せしめ に た エ ウ ー ゴ MS 部 隊 と の 間 で 戦闘 が 開始 され た 。 


To (G2) の タン ク 設 置 する ティ ター ンズ 部 陸 。 ガス の 
っ で 、「30 パ ンプ 事 件 」 が 再現 され る か に 思わ れ た 。 


A ら こと に 成功 し て 


136-29 


機動 戦士 Z ガ ンダ ム < 


U.C.TIMELINE 各 き <*R |7] mA mml6 


ジェ リド 、 アー ガマ を 急襲 


アー ガマ が 月 に 向かっ て いる こと が 確認 され 、 ア レキ サ 
ンド リア が 追撃 任務 に 就 いた 。 作戦 参加 に あたっ て ジェ リ 
ド ・ メ サ は ひと り 気 災 を 上 げ る 。 これ まで 何 度 も アー ガマ と 


アー ガマ と ラー ディ ッシュ 、 月 に 向け て 
移動 。 】 
ミー ユ に 者 え 湯 を 香 まさ れ た 借り を 返す 機会 得 た か ら 

一 方 、 彼 の パー トナ ー で ある マウ アー・ フ ァ ラ オ は 、 復 


囚われ た ジェ リド の 姿 に 危険 な も の を 感じ て いた 。 


アレ キサ ンド リア 、 アー ガマ を 追撃 。 


ジェ リド 、 アー ガマ を 急襲 。 


カミ ー ユ 、 ジェ リド と 交戦 。 


マウ アー、 ジェ リド を 底 っ て 戦死 。 


アー ガマ と カミ ー ユ に 復讐 する 機会 を 得 て い きり 立つ ジェ リド 。 その 誠 は 、 
パー トナ ー の マウ アー か ら は 危 内 な も の を 包ん で いる よう に 見 えた 。 


残 筐 で 待機 。 攻撃 の 機会 
を 豆 う こと に し た 。 


ジェ リド 、 撤退 。 


サラ 、 フォ ン ・ ブ ラウ ン に 潜入 。 ライ フ 


9 月 下旬 PS ライ ン に 爆弾 を 仕掛 ける 。 


目 マウ アー、 ジェ リド を 底 っ て 戦死 ミー ユ 、 サ ラ を 発見 。 計 得 を 試み る 。 


た の だ 。 そし て 隙 を 突い た カミ ー ユ が ジ - 
必殺 の 一 撃 を 放っ た 。 体勢 を 山 し た 
まな ら ず 、 撃 立 さ れる か に 思わ れ た が ………。 


リド 機 に 狙い を つ 
リド は 回 避 も ま 


爆弾 が 爆発 。 港湾 施設 と 都市 部 に 
被害 が 及ぶ 。 


サラ 、 アー ガマ に 拘束 され る が 
脱出 する 。 


アー ガマ 、 ア クシ ズ に 向かっ て 移動 
重 休 を 負い つつ も 戦い を 開始 。 


続行 し よう と する ジェ リド 。 


アー ガマ 、 ド ゴス ・ ギ ア と 交戦 。 


ミー ユ か ら の 攻撃 を 選 け 切れ ず 、 覚 悟 を 決め る : 
ウ アー 機 が ジェ リド 林 の 前 に 飛び 出し 、 自ら を 盾 と し た 


ド は 鬼 退 し て いっ た 。 


アク シズ の MS 部 隊 が 戦闘 に 介入 。 @ 


10 月 10 日 アー ガマ 、 アク シス と 接触 。 

園 サラ 、 フォ ン ・ プ ラウ ン に 潜入 

シロ ッ コ の 待命 を 帯び た サラ ・ ザ ビア ロフ が 月 面 都市 市 内 を 探索 する 姿 を カミ ー ユ に 見 つか っ て し まう 。 相手 の 
フォ ン ブラ ウン に 入っ た 。 スペ ー ス ノイ ド の 勢い を 削ぐ べ 計画 を 知ら な い カ ミー ユ は 、 戦 いか ら 身 を 引く よう に 説得 。 
く 、 ラ イフ ライ ン へ の 破壊 工作 を 画策 し て いた の だ 。 だ が その 言葉 に サラ も 心 が 傾き つつ ある こと を 感じ て いた 。 
民間 人 を 装っ て フォ ン ・ ブ ラウ ン て 以前 の 行い を 責め ず 、 真 
に 潮 入 し た りう は 月 画 引 の 分 の 身の上 を も 配 す る 
ライ フラ イン で ある 空調 施設 に ド し の 姿 に 心 を 打 た ラビ 


半井 拉 を 設置 し た 。 9 J わ ず 時 限 坦 弾 を 設置 し た : 
So 白状 し て し まっ た 。 


千 
に は 補 害 が 出 な か っ た も の 
の 、 爆発 阻止 で きず 、 都 市 
ミー ユ は 、 施設 か ら 出 て きた ば か 
り の サラ を 発見 し た 。 


10 月 14 晶 
アー ガマ 、 アク シズ と 接触 


地球 圏 に 接近 する アク シズ と 同盟 を 結び 、 テ ィ ター ンズ 一 路 、 ア クシ ズ へ と 急ぐ こと に な っ た 。 し か し 、 その 背後 か 
に 対抗 せよ ーー エ ウ ー ゴ 上 層 部 か ら の 指令 を 受け た アー ら は シロ ッ コ が 指揮 する 大 型 戦 能 ド ゴ ス ・ ギ ア が 追尾 し て 
ガマ は 補給 と 修理 を 切り 上 げ て フォ ン ・ ブ ラウ ン を 出港 。 お り 、 アク シズ を 目前 に し て 戦闘 が 始ま っ て し まう 。 


苦 載る 強い られ る アー ガマ 。 する と その 場 に 
イタ ー ン ズ 吉 隊 を 待 退 させ た 。 


の 交渉 を 開始 。 放 艇 グ ワ グ 
ドコ ゴス ・ ギ ア の 圧倒 的 物量 渉 使節 団 を 派遣 す 


アッ シズ の MS 部 隊 が 現れ 


ea サンライズ 136-30 
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MTMEME 04 sm 上 02 
大 統領 官邸 攻防 戦 


地球 圏 統一 国家 に 宣戦 布告 し た マリ ー メ イア 軍 は 、` 地 
球 周回 軌道 上 か ら 圧 国 的 物量 を 降下 させ る と いう 電撃 
作戦 で 大 統領 官邸 を 占拠 し て し まう 。 対す る 課 報 組織 プ 
リ ベ ン タ ー は ガン ダム パイ ロッ ト た ちの 協力 を 得 て 反 撃 
を 開始 。 大 統領 官邸 周辺 で 激しい 戦闘 が 発生 し た 。 


13Z-2Z 


12 月 24 日 4 
四 セクス 、 MO- 取 を 襲 疫 


前 大 戦 の 終結 後 、 行 方 不明 と な っ て いた ゼクス マー キ と 、 資 源 衛星 MO- 四 を 強襲 し た 。 ここ に 秘匿 され た マリ ー メ 
ス は 、 マ リー メイ ア 軍 の 妖 起 を 察知 する や プリ ベン ター に イア 軍 の MS 部 隊 を 破壊 する た め だ 。 だ が この よう な 事態 
接触 。「 火 消し の 風 (ウイ ンド ) 」 の コー ド ネ ー ム を 拝命 する に 備え て 、 デキ ム ・ パ バー トン は 切り 札 を 用 意 し て いた 。 


ゼクス 、 プ リ ベ ン タ ー に 接触 し 、 協力 
を 申し 出る 。 


ゼクス 、MO- 皿 を 襲撃 。 


デキ ム 、X18999 コ ロニ ー を 地球 に 
落と す と 音 迫 。 


マリ ー メ イア 軍 、 地 球 に 向け て 移動 


だ が デキ ム は 近 答 する 代 
開始 。 


わり に 、 ゼ クス が 投 船 し な 
けれ ば 地球 に X18999 コ 
= 4 ロニ ー を 活 と す と 通告 。 無 
時 を ) 関係 の 市 民 を 人 質 に 取ら 

近 し た ゼクス は 次 環 和 星 を 照準 に 提 え 、 れ 、 ゼ クス も 手 を 出せ な く 
除 し な けれ ば 衛星 ご と デキ ム を 葬り 去る と 、 二 者 択 一 を 人 括 ーー 計 四 な っ て し あう 。 


四 ヒイロ と デュ オ 、 ト ロワ が X18999 コ ロニ ー の 地球 落下 を 前 下 


リリ ー ナ ・ ド ー リ アン を 救出 する た め X18999 コ ロニ ー に 。 功 。 コロ ニー の 機関 部 で 、 コ ロニ ー 本 体 の 軌道 を 変更 し 
潜入 し て いた ヒイロ ・ ユ イ と デュ オ ・ マ ックス ウェ ル は 、 マ た 。 こ の 結果 、X18999 コ ロニ ー は 地球 落下 コー ス か ら 外 
リー メイ ア 軍 を 内 債 し て いた トロ ワ ・ バ ー ト ン と の 合流 に 成 れ 、 地 上 の 危機 は 回 避 さ れ た の だ っ た 。 


ヒイロ と デュ オ 、X18999 コ ロニ ー の 
軌道 変更 に 成功 。 


ゼクス 、 MO- 由 を 破壊 。 


マリ ー メ イア 軍 、 地 球 に 降下 。 地球 較 
統一 国家 大 統領 官邸 を 占拠 する 。 


A TW 人 


玩 き れ 
は 追撃 する 
余裕 は な か っ た 。 


を 開始 。 その 中 に は マ 
本 リー メイ ア ・ ク シュ リ 
BT っ ナー ダ と 囚われ の 身 で 議 
星 は 宇宙 の 落選 と 化 が | ある リリ ー ナ ・ 
し て いる 。 コ ン の 雪 も あ . 


財 マリ ー メ イア 軍 、 地球 較 続 一 国家 大 統領 官邸 を 占拠 


MO- 四 を 発進 し た シャ トル は 地球 衛星 軌道 上 に 到達 する 。 に サー ベン ト 部 隊 の 侵攻 を 止め る 手立て は な く 、 地 上 に 降 
や 、 搭載 し て いた サー ベン ト 部 隊 を 投下 し た 。 その 数 お よそ 下 し た 部 隊 は 無人 の 野 を 駆け る よう に 易 々 と 大 統領 官邸 
350 機 の 大 部 隊 で ある 。 武力 を 放棄 し た 地球 囲 統一 国家 に 進撃 。 官 氏 を 占拠 する と 、 こ こ を 新た な 活動 拠点 と し た 。 


大 緒 視 官 弄 に は 有事 に 備え て 地下 シェ ルター に 格納 され | 
3 込ま れ て お り 、 デキ ム 、 ステ ム が 発動 し て し まう 。 


クー は 地区 の 東寺 と 
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四 ヒイロ 、 石飛 と 対決 


カト ル か ら ウ イン グ ガ ンダ ム ゼ ロロ を 愛 け 取 っ た ヒイロ は マ の 放 業 を 望む 世界 で 戦士 が 生き る 意味 を 見 出せ ず に い 
リー メイ ア 軍 の 後 を 追っ て 地球 に 向かう が 、 その 前 に 張 五 。 た 五 飛 は 、 ヒ イロ と の 決戦 を 通し て 答え を 探 そう と する 。 ヒ 
飛 の アル トロ ン ガ ンダ ム (ナタ ク ) が 立ち は だ か っ た 。 武力 イロ も 彼 に 応じ 、 こ うし て ガン ダム 同士 の 戦闘 が 始ま っ た 。 


地球 に 、 向かう 。 


ヒイロ 、 ウイ ング ガン ダム ゼロ を 受領 、 @ 


五 飛 、 ヒイロ の 前 に 出現 。 


ヒイロ 、 五 飛 と 対決 。 


五 飛 、 ヒイロ の 言葉 に 戦意 を 褒 失 。 


し か し ヒイロ も 戦う 理由 を 
探し て いる こと が わか り 、 
五行 は 戦意 を 真 失 し て し ま 
う 。 そ の 間 に ウ イン グ ガ ンダ 
ム ゼ ロ は 東 場 を 離脱 。 大 
編 信 官 豚 へ と 向かっ た 。 


ヒイロ 、 大 統領 官邸 の シー ルド を 狙撃 
する 。 


ガン ダム 同士 の 戦 関 は 妖 烈 を 極め 、 2 機 は 第 に 揚 作 を 重ね て いく 。 それ 
で も ふた り は 戦い を や め よう と し な か っ た 。 


ヒイロ 、 シー ルド 破壊 に 成功 。 


ウイ ング ガン ダム ゼロ 、 サ ー ペ ント 隊 
cst の 猛攻 を 受け て 大 破 。 

目 ヒイロ 、 大 統領 官邸 の シー ルド を 候 壇 
五 飛 を 説得 し た ヒイロ は 大 統領 宮邸 に 向かっ た 。 その ル に よる 狐 軸 を 開始 。 コン マ 数 ミ り の 誤差 し か な い 趣 精密 
頃 、 デ キム た ち は 茜 攻 不 落 の 地下 シェ ルター に 立て 冬 も っ 。 狙撃 の 前 に 無敵 を 誇る シェ ルター も つい に 賠 壊 する 。 これ 
て いた の だ が 、 ヒ イロ は 肝 端 うこ と な く ツイ ン パ スタ ー ラ イブ に よっ て マリ ー メ イア 軍 有 利 の 戦況 は 大 きく 変わ り 始め た 。 
Ws 大 統 祝 官邸 上 空 に 到達 し た ウイ 
a ング ガン ダム ゼロ は 、 サー ペン ト 隊 
」、 | の 対空 本 大 を 受け な が ら も 知 末 


= > 、\ て | を 開始 。 正 確 無比 な 射撃 で シー 
ーー テン (NN stat ok 


ヒイロ 、 地下 シェ ルター に 潜入 。 


リリ ー ナ 、 デ キム に 反乱 の 失敗 を 告 
げ る 。 


数 度 の 狙撃 に 時 され た シー ルド 
は 次 壊 。 この 直後 、 プ リ ベ ン タ ー 
の レデ ィ ・ ア ン が シェ ルター に 突 
入 し 、 リリ ー ナ と マリ ー メ イア の 身 
本 を 確保 し で いる 。 


デキ ム 、 リリ ー ナ に 銃 を 向け る 。 


マリ ー メ イア 、 リリ ー ナ を 底 い 、 デキ ム 
の 銃弾 に 倒れ る 。 


デキ ム 、 部 下 に 鹿 清 され る 。 


任務 に は 成功 し た も の の 無数 の 
圭 空 砲火 と 、 発 財 の 衝撃 に 机 


ヒイロ 、 マ リー メイ ア の 頼み を 受け 入 @ 


リリ ー ナ が いる と . 久 和え 切れ な く な っ た ウイ ング ガ : 
が ヒイロ は 意 に 條 ム セ ロ は 自 壊 。 な ん と か 脱出 し た れる 。 
さす 、 リリ ー ナ も ヒイロ を 信じ て 抵 ヒイロ は り リ 


抗 し よう と し な か っ た 。 「 マ リー メイ ア の 反乱 」、 終結 。 


12 有 24H = 
由 デキ ム 、 部 下 の 手 で 粛清 され る 


想定 外 の 事態 を 前 に 浮き 足立 つ 部 下 を 沈め よう と 必死 
に な る デキ ム 。 その 様子 を 見 て いた リリ ー ナ が 反乱 の 失敗 
を 告げ 、 これ 以上 無益 な 犠牲 を 出さ な いよ うに 投降 を 勧め 


非 戦 を 求め る 人 々 の 叫び 
疾 は 世界 に 平和 を も た らし た 
改め て リリ ー ナ を 下 う デキ 
ム だ が 、 部 下 に よっ て 肌 
清き h て いる 。 も は や 後に 
は 大 義 が な く 、 部下 を ま と | 
めき る だ けり の 求む カ を 捧 っ 
て いた の で ある 。 


な お も 詳 め 切れ な い デキ ム は 投 隊 を 呼び か ける リリ ー ナ の 口 を 塞 ご うと 
る 。 だ が 彼 の 放っ た 銃 下 は 、 リリ ー ナ を 計 っ た マリ ー メ イア を 貫い た 。 


四 「 マリ ー メ イア の 反乱 」、 縮 結 


デキ ム の 凶 弾 で 瀬 死 の 重傷 を 負っ た マリ ー メ イア は 苦し する と ヒイロ は 銃弾 の 入っ て いな い 銃 を マリ ー メ イア 
い 息 を 振り 絞っ て 、 自分 を 撃つ よう 、 ヒ イロ に 懇願 し た 。 一 て 引き 鉄 を K と 、「 彼 女 の 境遇 を 殺し た ] と 宣言 。 
連 の 混乱 の 責任 を 自ら の 命 を も っ て 清算 し よう と いう の : の 妄 執 に 囚われ て いた マリ ー メ イア を 解放 し た の ; 


リー メイ ア 軍 は 解体 。 ガン 


| 
w 「 3 し こ 錠 て 反乱 は 舗 圧 され 、 マ 
| ダム も パイ ロッ ト の 手 で 破 


ー | 玉 さ れ 、 世 界 は 武力 の 族 
シュ リナ ー ダ の 血 剖 で | 本 と 平和 主義 の 名 の 下 に 
ある と いう 彼女 の 数 震 な 「 境 週 ] を 殺し 、 その 身 を 自由 に し て や っ た 。 新しい 歴史 を 歩み 始め る 。 


マリ ー メ イア の 前 に 姿 を 現し た ヒイロ は 、 トレ ー ズ 
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宇宙 へ の 帰還 
黒い ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 バン シィ に 捕え られ た バナ ー 
ジ ・ リ ンク ス は アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) へ 
の 引き 渡し が 決定 し た 。 他方 、 一 連 の 出来 事 に 不穏 な 気 
配 を 感じ 取っ た ブラ イト - ノ ア は 、 パナ ー ジ と ユニ コー ン 
ガン ダム を 宇宙 に 上 げ る べく 行動 を 開始 する 。 


四 ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 ラー・ カ イラ ム に 移送 


巨大 MA シャ ンプ ブロ を 撃破 し た こと と で 、 ト リン トン 基地 で 
の 戦闘 は 終結 。 し か し 事態 は 予想 外 の 展開 を 見 せ 始 め 
た 。 突如 、 上空 か 5 降下 し て きた 漆黒 の ユニ コー ン ガ ンダ 
ム 2 号 機 パ ン シ ィ が ユニ コー ン ガ ンダ ム を 捕 結 し て し まっ た 
の だ 。 AE 社会 長 一 族 に 嫁ぎ 、 ビ スト 財団 に よる 地球 囲 支 


配 の 維持 を 目 論 お マー サ ・ ビ スト ・ カ ー バ イン の 差し 金 で 
ある 。 その 後 、 捕 締 さ れ た ユニ コー ン ガン ダム と パナ ー ジ は 
ロン ド ・ ペ ル 放 艦 ラ ー・ カ イラ ム に 移送 され 、「 ラ プラ ス の 
箱 ] に 関す る 情報 の 尋問 を 受け る 。 だ が 、 パ ナー ジ は 情報 
の 開示 を 頑 な に 拒む の だ っ た 。 


応 し た か の よう に 2: 
ラス ・ プ ログ ラム が 発 


を ロッ ク し た 。 


四 プラ イト 、 水面 下 で 密約 を 取り 交わ す 


「 ラ ブラ ス の 箱 」 を 館 っ て 暗躍 する AE 柱 と ビス ト 時 団 、 さ 
ら に 連邦 政府 の 対応 に 不穏 な も の を 感じ 取っ た ブラ イト ・ 
ノア は 、 ロ ンド ・ ベ ル 司 令 と いう 立場 を 利用 し て 独自 に 情 
報 を 収集 。 その 結果 、 ー ン ガン ダム と パナ ー ジ を AE 
社 (お よび ビス ト 財 団 ) に 預け る の は 危険 だ と 判断 し た 。 し 


la く 


得 を 体 精 す 6 マ ー サ 。 だ が 『 箱 ] の 
情報 が 新た な 戦 上 を 招く こと を 各 れ た オー ドリ ー に 揚 総 され て いる 。 


か し 連邦 軍人 と いう 立場 上 、 表立っ て 反抗 的 な 行動 を 取 
る わけ に も いか な い 。 そこ で 一 計 を 案じ た ブラ 
て の 同僚 で ある カイ ・ シ デン を 通じ て ガ : 
触 。 現 する 情報 を 漏洩 する こと で 、 ガ ラン シェ ー ル 
隊 に パナ ー ジ を 救出 させ る こと を 目論ん だ 。 


マー サ の 強引 な 行動 
に き な 臭い も の を 感じ 


動 を 開始 し た 。 


四 エニ コー ン ガ ンダ ム 、 ガル ダ に 移送 開始 


移送 準備 が 整い 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム と バナ ー ジ は 
マー サ の 待つ 超大 型 輸 送 機 ガル ダ に 向かう こと と な っ 
た 。 パン シィ と ジェ スタ 達 に 警護 され た 輸送 機 が ラー・ カ 
イラ ム を 発進 、 ガ ル ダ を 視界 に 収め る 場所 に 到着 し た 。 

サラ ン シ ェ ー ル と 配下 の MS 部 隊 が ガル ダグ を 製 


用 バン シィ に 護送 され る 形 で 
か うこ と に な っ 


ガル ダ が 視界 
た の だ が ……。 


も | 
着 ま 込ま か で し まう 。 


撃 。 これ を 契機 と し て 空中 戦 が 開始 され た 。 混乱 する 状 
況 で パン シィ の 注意 が 逸れ た 隙 を つい て 、 ユニ コー ガー 
ダム を 起動 させ た バナ ー ジ は 、 ペ ー ス ジャ パー を 礁 うと バン 
シィ と 対 時 。 再 調整 され た マリ ー ダ に 呼び か け 戦 闘 を 止め 
させ よう と する 。 


ガン ダム に 選ば れ た 者 の 使命 


られ る 。 


ユニ コー ン ガ ンダ ム と パナ ー ジ 、 
カイ ラム に 移送 。 


「 ラ プラ ス の 箱 』 の 新た な 座標 が 開 
示さ れる が 、 バ ナー ジ が 情 執 を ロッ ク 
する 。 

オー ドリ ー、 マ ー サ に パナ ー ジ の 説得 
を 求め られ る が 拒否 。 

ブラ イト 、 パナ ー ジ と 面会 。 

ブラ イト 、 カ イ ・ シ デン を 通じ て ガラ ン 
シェ ー ル 隊 と 接触 。 

ユニ コー ン ガ ンダ ム と パナ ー ジ 、 ガ ル 
ダ へ の 移送 開始 。 

ガラ ン シ ェ ー ル 隊 、 ガル ダ を 製 撃 。 


ニコ ー ン ガン ダム で 輸送 


た ブラ イト 
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目 ジン ネ マ ン 、 単独 で ガル ダ に 潜入 


ユニ コー ン ガ ンダ ム と パン シィ が 激しい 攻防 戦 を 繰り 広 
げ て いる 間 、 ガ ル ダ に 接近 する 1 機 の ペー スジ ャ バー が 


ル ダ に 潜入 し よう と し て いた の だ 。 な ん と か 艦内 に 潜入 


ん だ ジン ネ マ ン の 目 に 飛び 込ん で きた の は 、 マ ー サ に 連れ 
られ て 脱出 機 に 向かう オー ドリ ー の 姿 だ っ た 。 さら に 格納 
庫 に リ デ ィ ・ マ ー セ ナス の デル タプ ラス が 突入 。 激 品 する 
マー サ を 尻目 に オー ドリ ー を 連れ 出 そ うと し た 。 


/  / 
\ 
ジン ネ マ ン が 洪 入 し た と も 知ら ず に ガル ダ に 入っ た リ デ ィ は 、 マー サ か ら オ ー 
ドリ ー を 奪い 、 自分 と 共に 連れ て 行こ うと する 。 


四 バナ ー ジ 、 オー ドリ ー を 救出 


その 時 、 ガル ダ の 格納 
庫 を 欠 発 が 朋 い 、 オ ー 
ドリ ー が 放り 出さ れ そう 
に な る 。 リ デ ィ は 手 を 着 
し 出す が 、 オ ー ド リー は 
パ バナー ジ が 所 付い て く 
れる と 信じ 、 艦 外 に 飛 
で び 由 し た 。 


な お も マリ ー ダ を 説得 し よう と する パ バナー ジ の 脳裏 に 、 聞 
き 覚 え の あ る 声 が よぎっ た 。 彼 が 再会 を 望ん で いた オー ド 
リー の 声 で ある 。 戦闘 を 中 断 し た パナ ー ジ は 、 今 に も 途 切 
れ そ うに な る 声 を 頼り に オー ドリ ー の 探索 を 開始 。 する と 虚 


空 を 漂う 小さ な 姿 を 発見 し た 。 あれ が オー ドリ ー に 違い な い 
と 確信 し た パナ ー ジ は ユニ コー ン ガ ンダ ム を 急行 させ 、 受け 
止め る こと に 成功 。 戦場 で 人 ひと り を 見 つけ る の は 礎 跡 的 
な こと だ が 、 ふた り は それ を 当然 の よう に 感じ て いた よう だ 。 


目 ジン ネ マン 、 マリ ー ダ を 保護 


ガル レダ か ら 落 下す る オー ドリ ー の 声 は ミ K 


ェ ー ル に 送り 必 け る と 、 
自分 は 再度 、 マ リー ダ 
の 説得 へ と 向かっ た 。 


1 


オー ドリ ー の 声 が 届い た の な ら ば 、 再 調整 を 受け た マリ ー 
ダ に も 自分 の 声 が 届く は ず ーー マ リー タダ 説得 の 可能 性 を 
見 出し た バ / は ユニ コー ン ガ ンダ ム で 再び パン シィ と 
対 財 。 絡み 合う よう に 接近 し た 2 機 は 、 そ の まま ガル ダ の 格 


納 庫 に 突入 する 。 そこ に デル タプ ラス の 姿 を 認め た マリ ー 
ダ は 新た な ガン ダム の 出現 に 半 狂 乱 に 陥り 、 暴 走 する 。 
パナ ー ジ の 声 も も は や 届か ず 、 マリ ー ダ の 暴走 は 誰 に も 止 
め ら れ な いと 思わ れ た の : 


地 W な 0IO が 送 乱 し た マリ ー ダ の 6 に 人 を 到 り 記 


ジン ネ マン に よっ て 保 
衣 さ も た の だ っ た 。 


較 が ラン シェ ー ル 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ と の 接触 を 図る 


' ネ マン と マリ ー ダ を 連れ 、 パ ナー ジ は ガラ ン シ ェ ー ル に 
戻っ た 。 予定 で は ネェ ル ・ ア ー ガ マ が 移動 し て お ! > 
シェ ー ル と 接触 する こと に な っ て いた の だ 。 し か し エン 
不 代 か ら 出力 不足 に 陥っ た ガラ ン シ ェ ー ル は 予定 軌道 に 
ユニ コー ンカ ンダ タム と ガラ ン 

信人 


船 に 必要 な 推力 を 生 
Pre it 


ル が 射出 され た 。 これ で ガ 
ラン シェ ー ル を 引き 上 げ よ う 


達せ な か っ た 。 この まま で は 宇宙 に 上 が る こと が で き な い 。 
焦っ た バナー ー ン ガン ダム で 擬 外 に 移動 。 艇 後 
部 に 貼り つき 、 ガラ ン シ ェ ー ル を 押し 上 げ よ うと する が 、 その 
試み が 無謀 に 終わ る が と 思わ れ た と き 、 異変 が 起こ る 。 
テザー ケー ブル は 
ン ガ ンダ ム が 確 便 し た が 、 こ 
の まま で は 、 敵 硬 に 5 引っ 修 


られ た 機体 が 千 切 れ て し ま 
う の は 時 間 の 間 題 だ っ た 。 


宇宙 へ の 帰 本 


[mM mm10 


ネ マ ン 、 ガル ダ に 潜入 。 


ジン : 


、 オー ドリ ー を 目撃 。 


リ デ ィ 、 ガ ル ダ に 強行 突入 。 オー ド 
リー を 連れ 出 そ う と する 。 


オー ドリ ー、 リ ディ の 誘い を 拒絶 。 ガル 
ダ の 外 に 飛び 出す 。 


バナ ー: 


ジ 、 オー ドリ ー の 声 を 穴 知 。 


、 パン シィ と 対 時 。 


ユニ コー ン ガ ンダ ム と パン シィ 、 
ダ に 突入 。 


ガル 


マリ ー ダ 、 暴走 状態 に 陥る 。 
ジン ネ マ ン 、 暴 走 する マリ ー ダ を 説得 。 
マリ ー ダ を 保護 。 


シェ ー ル 、 ネェ ルアー ガマ と の 
接触 図る 。 


ガラ ン シ ェ ー ル 、 エ ンジ ン の 不調 か ら 
予定 軌道 か ら 外れ る 。 


ユニ コー ン ガ ンダ ム に アク シズ ・ シ ョ ッ 
ク と 類似 の 現象 が 発生 。 


ガラ ン シ ェ ー ル 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム と 


共に 地球 衛星 軌道 に 到達 する 。 
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ふた り の ラク ス 


本 0 se D8 
ふた り の ラク ス 


へ ブン ズ ベ ー ス か ら 脱 出し た ロゴ ス の リー ダー、 ロ ー ド ・ 
ジブ リー ル が オー ブ づ 連 合 首長 国 に 潜伏 し て いる こと が 
判明 し た 。 身柄 の 引き 渡し を 拒否 され た プラ ント 評議 
会 議長 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル は だ だ ち に 攻撃 部 隊 を 
派遣 。 ザフト に よる オー プ 侵 攻 が 開始 され た の だ っ た 。 


目 ザフト 、 オー プ に 侵攻 


ロゴ ス の リー ダー で あり 、 戦 乱 を 陰 で 操っ て いた ロー ド ・ 
ジブ リー ル が オー プ 連 合 首長 国 代表 の セイ ラン 家 に 匿 わ 
れ て いる こと が 判明 。 ロゴ ス 壊 減 を 主張 する デュ ラン ダル 


大 挙 し て 押し 寄せ る ザ 
フト の 前 に オー ブ 軍 も 
葵 戦 す る が 、 そ の 物量 
と 気迫 に 押さ れ 、 苦戦 
を 8 いら れ て し まう 。 


目 カガリ 、 オー プ 代 表 首 長 の 座 に 復帰 


は 即刻 、 身柄 の 引き 渡し を 要求 する が 、 ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ 
イラ ン は 要求 を 拒絶 。 これ が ザフト 側 の 逆鱗 に 触れ 、 デ ュ 
ラン ダル は オー ブ へ の 軍事 侵攻 を 命じ た 。 


キー 
ガリ 


か ら は キラ ・ ヤ マト が 
聖 る スト ライ ク フ リ 

ム が 戦闘 に 介入 

れ に よっ て 両 軍 の 埋 
カ は ほぼ 互 角 の 状態 
と な っ た 。 


シン ・ ア スカ を 中 棲 と する ミネ ル バ 隊 の 猛攻 の 前 に オー 
プ 軍 防衛 戦は 瓦解 する か と 思わ れ た が 、 キ ラ ・ ヤ マト の ス 
トラ イク フリ ー ダ ム の 参戦 で 形勢 は 逆転 。 カガリ も 窮地 を 


半 ジ プ リール 、 オー プ か ら 脱 出 


脱し た 。 その 後 、 オ ー ブ 本 国 に 入っ た カガリ は 代表 首長 へ 
の 復帰 を 宣言 。 混乱 を 引き 起こ し た ユウ ナ を 国家 反逆 罪 
で 拘束 する と 共に ジブ リー ル の 捜索 を 命じ た 。 


今回 の 争 責 任 は ユウ マ 
に ある と 判断 し た カガリ 
は 、 彼 を 国家 反逆 罪 で 拘 
東 。 自ら 代表 首長 の 族 に 
覆 放 し 、 事 態 を 束 し よう 
どす る 。 


セイ ラン 家 と いう 後ろ 盾 を 矢 っ た ジブ リール は 、 わずか 数 
人 の 警護 者 と 共に オー ブ 宇 宙 港 に 侵入 。 隙 を 見 て シャ ト 
ル を 強奪 する と オー ブ を 離脱 し 、 地 球 軍 月 面 基地 「 ダ イダ 


周 国 の 混乱 に 乗じ て 隊 医 場所 か ら 抜け 出 | 
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2 リー Sh 
保 に 成功 。 今にも ザフト が 押し 寄せ る オー ブ か ら の 脱出 


ロス 基地 」 に 逃走 し て し まっ た 。 部 隊 の 指揮 を 任 され て い 
た タリ ア ・ グ ラディ ス は 、 この 情報 を 聞く や 、 これ 以上 の 戦 
問 は 無益 と 判断 。 全 軍 に 撤退 命令 を 下 し て いる 。 


ト 
は オー ブ か ら 狐 退 し て いる 。 


デュ ラン ダル 、 ジ ブリ ー ル が オー ブ に 
匿 わ れ て いる こと を 察知 


デュ ラン ダル 、 ジ ブリ ー ル の 身柄 引き 
渡し を 要求 する が 、 拒否 され る 。 


ザフト 、 オー ブ へ の 侵攻 を 開始 。 
カガリ 、 オ ー ブ に 帰還 し 、 戦 闘 に 参加 。 
キラ 、 戦闘 に 介入 。 


カガリ 、 オー プ 代 表 首 長 の 座 に 復帰 。 
カガリ 、 ユ ウマ を 国家 反逆 罪 で 拘束 。 
ジブ リー ル 、 シャ トル を 強奪 し て オー ブ 
か ら 5 脱出 。 

ジブ リー ル 、 ダイ ダ ロ ス 基地 に 向かう 。 
ザフト 、 オー ブ か ら 撤退 。 


| 機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY _ 


EEWWEME 。 


カガリ 、 メデ ィ ア を 使っ て デュ ラン ダル 
に 呼び 掛け る 。 


目 ラク ス 、 表 舞 台 に 姿 を 現す 

戦乱 が 終結 し た 翌朝 、 カガリ は 全 世 界 の メデ ィ ア を 通じ ライ ン (その 正体 は ミー ア ・ キ ャ ン ベ ル ) が 声明 を 発表 。 ジ 
て デュ ラン ダル へ の メッ セ - 送信 し た 。 だ が カガリ の 主 ブリ ー ル を 匿っ て いた オー ブ の 姿勢 を 激しく 紺 弾 する こと 
張 を 遮る よう に 、 デ ュ ラ ンダ ル か ら 指 示 を 受け た ラク ス ・ ク で ザフト の 正当 性 を 主張 し よう と し た の だ が ……。 


ミー ア 、 ラ クス を 演じ て カガリ の 放送 を @ 
中 断 。 オー プ を 非難 する 。 


本 物 の ラク ス が 放送 に 介入 。 デュ ラ 
ンダ ル の 企 て を 妨害 する 。 


ジブ リー ル 、 レ クイ エム で プラ ント 本 国 
を 砲撃 。 


の ラク ス の 出現 に 


7 地球 と プラ ント は 大 混乱 

チア コ の ST ジュ ー ル 隊 の 活躍 で 首都 へ の 直撃 
デュ ラン ダル の 指 どちら は 回 避 さ れる が 、 周辺 コロ ニー に 其 
の 放送 に : ラク スト デュ ラン ダル の 主張 を 種 し : ず に いた 。 


大 な 被害 が 生じ る 。 


デュ ラン ダル 、 ザ フト 全 軍 に よる ダイ 
ダ ロ ス 基地 制圧 を 開始 。 


ジブ リー ル 、 レク イエ ム で プラ ント 本 国 を 直接 砲撃 


ダイ ダ ロ ス 基地 に 入っ た ジブ リー ル は 形勢 を 一 気 に 逆 抗 勢力 の 一 掃 を 考え た の だ 。 地球 軍 の 動向 を 察知 し た イ 
転 する た め の 切り 札 を 起動 月 面 に 設置 され た 大 型 ザー ク ー ル ら の 働き で プラ ント 首都 (アプ リリ ウス 市 ) 
ビー ム 砲 「 レ クッ イ エム 」 で プラ ント 本 国 を 直接 攻撃 し 、 反 は 難 を 透 れ 、 周辺 コロ ニー に 甚大 な 被害 が 生じ た 。 


ザフト 、 レク イエ ム の 無力 化 に 成功 。 


ジブ リー ル 、 戦死 。 


ミー ア 、 サラ に 唆 され て ラク ス 暗 殺 を 
決意 。 


Eo ミー ア 、 ラ クス と 対面 。 自分 の 間違い 


な の 活 走 で プラ ント 首都 へ に 気付 く 。 
の 香 は 回 基き いた が 、 そ 
ザフト の 追及 を 逃 れる と 同時 に -: コー ディ ネイ ター - 培 減 を 独 う : れ で も 周辺 コロ ニー に 多 


想う と と な (レク イエ ム を 玩 肝 。 大 出力 ビ ピー ム が プラ ント 本 国 | ミー ア 、 ラ クス を 計っ て 、 凶 弾 に 倒れ る 。 


四 ザフト 、 ダイ ダ ロ ス 基地 に 侵攻 


プラ ント 本 国 へ の 攻撃 と いう 事態 を 重く 見 た デュ ラン ダ ム の コン トロ ー ル シス テム を 破壊 。 さき ら に レイ ・ ザ ・ バ レル 
ル は 、 ザフト 全 軍 に よる ダイ ダ ロ ス 基地 制圧 を 命じ た 。 ミ は 基地 か ら の 脱出 を 図る ジブ リー ル を 発見 し 、 今度 こそ ロ 
ネル バ 隊 と ジュ ー ル 隊 が 中 心 と な っ た 侵攻 部 隊 は レク イエ ゴス の リー ダー を 仕留め る こと に 成功 し た の だ っ た 。 


大 な 被害 が 生じ て し 


MORE INFO! 
戦略 兵器 レク イエ ム 


ザフト の 較 陣 な 撃 に 馬 さ れ た ダイ ダ ロ ス 基地 の 際 沙 を 合っ た ジブ リー ル 
は 、 自 分 けけ 戦 藤 に 乗 入 み 、 基地 か ら の 脱出 を | 


目 ミー ア 、 内 弾 に 例 れ る 


いる か ら だ 。 する と ミー ア の 不安 を 逆手 に 取っ た 
サラ が ラク ス の 暗 条 を 提案 し 、 追い 詰め られ . 
ん ま と そ の 企み に 同意 し て し まう 。 


| 9 る 。 肖 6 宙 思 カ を 失い つ 
ー ア は 、 そ の 計画 に 


ア か ら の 連 維 を 受け だ クス 
相 と 知り つつ も 待ち 合わ せ レ 

場所 に 向 か の 際 、 キ ラ や : 共 に ラク ス を 敵役 。 する と 

アス ラン も 護衛 と し て 同行 』 と な り 、 自 ら の 命 と 引 

する に と に な っ た 1 に ラク ス を 守っ た 。 
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上 カロ ー ド 、 サテ リコ ン と の 共闘 を 決意 


RD (| 上 jm 上 
サテ リ ゴ コン と の 共闘 


宇宙 革命 軍 MS 部 隊 の 襲撃 を 受け 、 重 傷 を 負っ た ガロ ー 
ド ・ ラ ン を 助け た の は 反 宇 宙 革 命 軍 組 織 サ テリ コン の 
バー ラ ・ シ ス だ うっ た 。 革命 軍 に 連れ 去ら れ た ティ ファ ・ ア 
ディ ー ル を 救出 する に は サテ リコ ン の 力 が 必要 と 考え 
た ガロ ー ド は 、 組織 と の 共闘 を 約束 し た が ……。 


革命 軍部 隊 の 環 撃 を 受け な が ら 、 正 体 不 明 の 宇宙 戦 


と 名 乗る 少女 が 立っ て いた 。 彼女 は 反革命 軍 組 織 サ テリ 
コン の 一 員 で あり 、 ガ ンダ ム DX を 宇宙 用 に 換装 する 代わ 
り に 、 サテ リコ ン に 協力 し て 欲し いと 彼 に 持ち か けた 。 


パー ラ の 字 内 で ドッ ク を 訪れ た が ロー ド は 、 ガン ダム DX の 実 を 超 め て 旋 を 
撫で 下ろ す 。 し か も 機体 は サテ リコ ン に よっ て 修理 が 進め られ て いた 。 


こ 二 


軒 サテ リコ ン 、 クラ ウド 9 で テロ 行為 を 実施 


革命 軍 の 拠点 クラ ウド 9 で は 、 地上 で スパ イ 活 動 を 続け 
て いた 同志 の 帰還 を 祝う パレ ー ド が 挙行 され た 。 総統 ザイ 
ン に 連れ られ て ティ ファ も 参加 する が 、 そ の 人 


バレ ー ド に 参加 し た ティ ファ は 笑 衆 か ら 不 邊 気配 を 察知 。 それ を 告げ られ 
た ニコ ラ は テロ の 務 栓 性 が ある と し て パレ ー ド の 一 時 中 思 を 中 し 入れ た 。 


中 極度 の 不安 に 襲わ れる 。 同行 し た ニコ ラ ・ フ ァ フ ァ ス 
は これ を ニュ ー タ イプ の 予知 と 判断 し 、 ザ イデ ル に 避難 を 
告 。 結果 と し て これ が ザイ デル の 命 を 救う こと と な っ た 。 


当初 は 半 信 壮 娠 の ザイ デ 
ル だ っ た が 、 警 護 事 縛 が 
地 埋 で 破壊 され た こと か 
ら 、 テ ィ フ ァ の 能力 を 認め 
ざき を 得 な く な っ た 。 


由 ザイ デル 、 サテ リコ ン 所 討 作戦 を 発動 


パレ ー ド の 回 撃 犯 が サテ リコ ン だ と 判明 する や 、 報 復 と 
称し て サテ リコ ン 掃討 作戦 を 発動 。 小惑星 帯 に ある サテ 
リコ ン の 拠 地 に 大 部 隊 を 向かわ せ た 。 パー ラ や ガロ ー ド も 


応戦 する が 、 圧 倒 的 な 物量 の 前 に 抗 し 切れ る は ず も な い 。 
さら に 革命 軍 は 荷 粒 子 反応 弾 を 投入 。 直撃 を 受け た 拠 
点 は 爆発 に 包ま れ . サテ リコ ン は 壊 減 し て し まっ た 。 


] ザイ デル の 特 今 を 受け 
た 革命 軍部 隊 が サテ 
リコ ン の 拠点 を 急 放 。 
艦 能 か ら の 克 撃 に 加 
え MS を 投入 し た 。 


弾 を 投入 。 友軍 へ の 
投 害 も 願 み ず 、 サ テリ 
コン の 拠点 の 破 寺 を 
回 っ た 。 


サテ リコ ン 側 も 抵抗 を 
試み る が 、 最 新 負 機 | 
を 大 量 に 投入 し た 共 
合 軍 に 敵 う は ず も な | 
か っ た 


ガロ ー ド 、 サ テリ コン の 本 拠 地 に 移送 
され る 。 


ガロ ー ド 、 パ ー ラ と 対面 。 ガン ダム DX 
の 改修 と 引き 換え に 、 サテ リコ ン へ の 
協力 を 求め られ る 。 


ガロ ー ド 、 サ テリ コン へ の 協力 を 約束 。 


クラ ウド 9 で 祝賀 パレ ー ド が 挙行 され る 。 

サテ リコ ン 、 パ レー ド に テロ を 仕掛 ける 。 

ザイ デル 、 テ ィ ファ の 予感 に 従っ て 難 

を 逃れ る 。 

ザイ デル 、 サ テリ コン 掃討 作戦 を 発動 。 
命 軍 、 サテ リコ ン の 拠点 を 襲撃 。 


革命 箇 、 荷 粒 子 反応 弾 で サテ リコ ン 
の 拠点 を 破壊 。 


サテ リコ ン 、 崩壊 。 


反革命 軍 組 織 サ テリ コン 
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ザイ デル 、 ダ リア 作戦 と D.O.M.E. 侵 
攻 の 準備 を 進め る 。 


ティ ファ 、 ニ ュー タイ プ 能 力 を 発揮 し | 】 
て 、 ザイ デル の 目論み を 見 抜く 。 


四 ザイ デル 、 タリ アァ 作戦 を 進め る 


後頭 の 要 い を 一 掃 し た ザイ デル は 、 ク ラウ ド 9 へ の 製 施 。 に 、 フ ァ ー ス トニ ュー タイ プ が 封印 され て いる と され る 月 面 
後 、 本 格 的 な 地球 侵攻 作戦 を 開始 。 完成 し た ば か り の コ 基地 「D.O.M.E.」 へ の 侵攻 を 画策 する 。 一 方 、 ザ イデ ル の 
ロニ ー・ レ ー ザ ー を 使っ た 「 ダ リア 作戦 」 を 準備 する と 同 財 目論み を 察知 し た ティ ファ は それ を 止め よう と する が 


ザイ デル 、 ティ ファ を 危険 視 し て 、 ダ リ 
ア 作 戦 に 同行 させ る 。 


革命 軍 、 ダリ ア 作戦 を 開始 。 


と は いえ 彼 も 内 心 穏やか で Rn 
え 彼 も 穏やか で 2 ム DXGS 

は な く 、 情 報 を 漏洩 させ な に 捉え 、 ティ ファ の 解 
いた め に も 、 彼 女 を 戦場 に 


同行 させ る こと に し た 。 


ティ ファ の 能力 を 試そう と する ザイ デル は 役 女 を 茶会 に 招待 する 。 する と 
ティ ファ は ザイ デル の 心から 5「D.O.ME.」 と いう 言葉 を 読み 取っ た 。 


ザイ デル 、 ガロ ー ド の 要求 を 香 む 。 


ガロ ー ド 、 ティ ファ と 再会 。 ザイ デル と 
の 約束 を 破り 、 コ ロニ ー・ レ ー ザ ー を 
破壊 する 。 


目 宇宙 革命 軍 、 「 ダリ ア 作 戦 」 を 開始 


つい に ダリ ア 作 戦 が 開始 され 、 第 一 段階 と し て コロ が コロ ニー・ レ ー ザ ー を 破壊 する と 脅迫 。 ティ ファ の 身柄 
ニー・ レ ー ザ ー の 照準 が 地球 に 向け られ る 。 と ころ が ここ と 交換 で 攻撃 を 止め る と 申し 出 た 。 やむなく ザイ デル は 要 
で 想定 外 の 事態 が 発生 し た 、 突 加 、 出 現し た ガン ダム DX 求 を 受け 入れ 、 ティ ファ を 引き 渡し た の だ っ た 。 


ガロ ー ド と ティ ファ 、 地球 に 向かう 。 


ザイ デル の 指示 の 下 、 コロ ニー・ が な けれ ば ダ フロ スト 兄弟 と 新 連邦 軍部 隊 、 ガ ロー 
レー ザー の 発射 準 備 は 秒 々 と 進 に 終わ っ て し ま ド の 前 に 

いよ いよ 秒読み が 開始 さ で ザイ デル は 交換 条件 を ド の 前 に 出現 。 

に 、 ティファ は ガロ ー ド に 引き 


濾 さ れる こと と な っ た 。 フロ スト 兄弟 、 ガ ロー ド に 投降 を 呼び 


掛け る 。 


ガロ ー ド と ティ ファ 、 拘束 され る 。 


その 場 に 現れ た ガン ダム DX が ツ 

トキ ャ ノン で 成 射 
撃 を 開始 。 コロ ザー を 
本 者 さ れ た く な けれ ば ティ ファ を 


し めし ガロ ー ド に する つも プロ ー ド と ティ ファ ブラ マン と A 古 。 人 議 
再 イト キャ ノン を 発 a 
プ ブラッド マン 、 草 命 軍 の 情報 提供 と 引 
き 換 え に 、 フ リー デン 乗組 員 を 解放 す 


る と 約束 。 


返せ と 放 


ティ ファ 、 ブラ ッ ド マン の 嘘 を 見 抜く 。 


四 ガロ ー ド 、 新 地球 連邦 軍 に 拘束 され る 


ダリ ア 作 戦 を 阻止 し 、 テ ィ フ ァ と 再会 を 果たし た ガロ ー ド 命 軍 の 動き を 察知 し て お り 、 コロ ニー レー ザー の 破壊 に 向 
は 地球 へ の 帰還 の 途 に 就 い た 。 だ が その 前 に フロ スト 兄 か う 途 中 だ っ た の だ 。 さら に フロ スト 兄弟 は フリ ー デ ン の 乗 


弟 率 いる 新 連 邦 軍 MS 部 隊 が 立ち は だ か っ た 。 彼ら も 革 員 を 人 質 に し て いる と 告げ 、 ガ ロー ド に 投降 を 迫っ た 。 


目 カロ ー ド 、 プラ ッ ド マン と 対面 


フロ スト 兄弟 に 拘束 され て 新 連邦 軍 本 部 施設 に 連行 さ 。 供 すれ ば ジャ ミル ・ ニ ー ト た ち を 解放 する と 約束 する 。 し か 
れ た ガロ ー ド と ティ ファ は 、 新 連 邦 軍 総 司令 官 フィ クス ・ ブ し ティ ファ の ニュ ー タ イプ 能力 は 、 ブ ラッ ド マ ン の 申し 出 は 
ラッ ド マ ン と 対面 し た 。 ブラ ッ ド マン は 革命 箇 の 情報 を 所 嘘 で あり 、 彼 に 約束 を 守る つも り が な いと 見 抜い て いた 。 


の 予想 は 正しく 、 
マン に 約束 を 守る 
| つも り は な か っ た 。 その頃 、 


組員 の 命 と 引き 換え に 革命 軍 の 情報 を 求め る ブラ ッ ド - 
2 ローc 思 る 理由 は な か っ た が 、 の 委 に 不全 基 ちせ る 。 
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アイ ナ と の 再会 " 


【 08 小 隊 の 面々 と ざこ ちな いな が ら も 信頼 関係 を 結び つ 
ペ つ あ っ た シロ ー・ ア マダ に 新た な 任務 が 下っ た 。 公国 軍 が 


1 開発 中 の 大 型 MA に 対す る 強行 偵察 任務 で ある 。 だ が シ 
ーー Pe ーー ロー は 知ら な か っ た 。 その 機体 に 搭乗 し て いる の が 、 再 


= 会 を 突い 合っ た アイ ナ ・ サ ハリ ン で ある こと を -……。 


目 08 小 隊 、 MA アプ サラ ス の 偵察 に 向かう 98 上 MA アプ サラ ス の 全寮 に 向 
アジ ア 方 面 に 展開 する 公国 軍 が 大 型 MA の 開発 に 着手 は 捕獲 せよ と いう も の だ 。 公国 軍 の 射 爆 場 と 思わ れる エリ ア 
し て いる と の 情報 を 得 た 連邦 軍 は 、 シロ ー 率 いる 第 08MS に 到着 し た 08 小 隊 は 待ち 伏せ を 開始 。 5 日 以上 の 待機 の 


小隊 を 派遣 し た 。 機体 の 全容 を 偵察 する と 共に 、 撃 墜 も し く 末 、 つい に 目的 の 機体 (アプサラス) が 姿 を 現し た 。 


オデ ッ サ 作戦 開始 。 


08 小 隊 、 アプ サラ ス と 交戦 。 


シロ ー、 アプ サラ ス と 共に 戦線 離脱 。 


アプ サラ ス に 組み 付い た ま 


シロ ー、 アイ ナ と 再会 。 
アプ サラ ス 、 山岳 地帯 に 墜落 。 
シロ ー と アイ ナ 、 雪 山 で 一 夜 を 過ごす 。 


シロ ー と アイ ナ 、 原 隊 に 帰還 
仙 上 シロ ー、 ァ ィ ナ と 会 


互い を 確認 し た シロ ー と アイ ナ だ が 、 安 定 を 失っ た アプ サ で 一 夜 を 過ごす こと と な っ た 。 胸 の 内 を 打ち 明け た ふた り は 
ラス は 山岳 地帯 に 落下 。 シロ ー の 機転 で 辛うじて 最悪 の 。 酸味 方 に 別れ て いて も 無益 な 戦い を 憎む 想い は 同じ で あ 
事態 は 乗り 越え た が 、 帰還 する 手段 を 失っ た ふた り は 寺山 る こと を 確認 し 、 互 い の 距 離 を 縮め て いく の だ っ た 。 


シロ ー、 査問 会 議 に 召喚 され る 。 


シロ ー、 スパ イ 容 疑 は 不問 と な り 、 護 
慎 を 命じ られ る 。 
会 を 章 び 合う シロー [て 戦い の 合間 に 生じ た 時 
と アイ ナ だ っ た が 、 ダ わ め 時 間 を 利用 し て お 

y gp | 互い の 気持 ち を 分 か ち 
| 合っ た ふた り は 、 敵 味 


と に な っ て し まっ た 。 


女性 情報 員 局 の 尋問 


件 で の 時 は 晴れ た 


だ が 偵察 機 の 出現 に 
よっ て ふた り の 仲 は 再 
で び 引き裂か れ て し まう 。 
それ で も シロ ー と アイ 


は 次 き を 隠せ な か っ た 。 


半 シロ ー、 査問 会 議 に 召喚 きれ る 


雪山 で の 遭難 か ら 救助 され た シロ ー を 待っ て いた の は 、 
軍 上 暦 部 に よる 査問 会 議 だ - 公 | 


れ は 不問 に 終わ っ て いる 。 「 敵 味方 に 別れ て いて も 善い 人 
は いる 」 と いう 尋 間 中 の シロ ー の 発言 が 高官 た ちの 失笑 を 
買い 、 彼 に は 誰 慎 処分 が 相当 と の 判断 が 下さ れ た の だ 。 


部 で あれ 心 を 通じ 合わ せる 
こと は 可能 だ ーー シロ ー 
の 青臭い 理想 論 に 高官 た 
ち は 果 れ 果 て 、 穴 兵 も 思 
] わ ず 失 笑 する 始末 だ っ た 。 


MM 


山岳 地帯 で の 一 夜 を 生き 長らえ た と は いえ 、 公 国軍 バ イロ ッ ト と 接 角 
ロー は スパ イ 容 舞 を 掛け られ 、 査問 会 議 に か けら れる こと と な っ た 。 
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11 月 20 日 


トッ プ 部 隊 、 極東 地 区 に 移動 。 キキ 
の 村 に 出現 する 。 者 
欧州 に お ける 連邦 軍 の 大 反攻 作戦 (オデ ッ サ 作戦 ) は 。 小 磁 長 と する MS 小隊 (トッ プ 小隊 ) が キキ ・ ロ ジー タ の 村 に 

公国 軍 の 敗北 に 終わ り 、 敗 残部 隊 が 周辺 地区 に 落ち 延 。 。 姿 を 現し た 。 村人 が ゲリラ 活動 を し て いる と わか れ ば 交戦 
び た 。 極東 方 面 に も いく つか の 部 隊 が 流れ 着き 、 ト ッ プ を は 必至 で あり 、 キキ た ち は な ん と か 穏便 に 済ま そう と する 。 


トッ プ 、 食 糧 と 引き 換え に 村 か ら の 退 
去 を 約束 。 


ュー アス 、 キキ に 乱暴 を 働く 。 


aa トッ プ 部 隊 と 村人 の 間 で 戦闘 が 発生 。 


に 案 た キキ に 乱暴 を 働い 
た こと を きっ か け と し て 、 一 


08 小 隊 、 ト ッ プ 部 隊 と 交戦 。 


ダリ ラ の 桂 に 出現 し た 分 国軍 残部 。 小 了 長 トッ プ は 食糧 の 提供 と 
し ば し の 休息 を 約束 し て も 5 えれ ば 退去 する つも り だ っ た の だ が …… トッ プ の 対人 兵器 で 村人 に 多数 の 


死傷 者 が 発生 。 


シロ ー、 ト ッ プ 機 を 撃破 。 


08 小 際 、 トッ プ 小 隊 と 交戦 


トッ プ の 部 下 (アス ) の 行い に 事 っ た 村人 が 攻撃 し た こと に 駆 られ た トッ プ が 対人 兵器 を 使用 し た こと で 村人 に 多数 

で 、 戦闘 が 勃発 。 座 慎 中 に も か か わら ず 現 場 に 向かっ た シ の 死傷 者 が 発生 し て し まう 。 これ 以上 の 犠牲 を 出さ な いた 

ロー は 村人 と 敗残 部 隊 の 両方 を 救 お うと 寿 走 する が 、 恐 怖 。 め 、 シ ロー は トッ プ 機 を 遇 破 する し か な か っ た 。 

] この 光景 に 恐れ を な し た トッ プ が 
対人 兵器 を 使用 。 その 結果 、 村 
人 た ちの 間 に 数 の 完 借 者 が 
発生 し て し まっ た 。 


連邦 軍 、 敵 新型 MA 開発 拠点 の 捜 
案 を 開始 。 


08 小 隊 、 空 所 作戦 に 参加 。 


!ー と 8 小隊 の 活躍 も あり トッ 


08 小 隊 、 ガウ 攻撃 空母 ちよ び ア ッ ガ 
イ と 交戦 。 


08 小 隊 、 マ ゼ ラ ・ ト ッ プ 部 隊 と 交戦 。 


な お も 攻撃 を 続け よう と する トッ プ 
を 止め る に は 、 相手 を 排除 する し 
か な い 一 一 寺 酷 な 現 室 に 涙し な 
が ら も 、 シロ ー は トッ プ に 自ら 引 衝 
を 濾し た の だ っ た 。 


08 小 隊 、 空 拉 作 戦 に 参加 


回 収 し た アプ サラ ス の 残骸 か ら そ の 性 能 を 推定 し た 連 途中 に オデ ッ サ か ら 撤 退 す る ガウ 級 と 接触 。 きら に 降下 後 
邦 軍 上 層 部 は 、 機体 の 建造 拠点 を 特定 する た め 、 部 隊 を 潜伏 中 の 水陸 両用 MS (アッ ガイ ) と 交戦 し 、 カ レン ・ 
ワ 機 が 中 破 、 戦 線 を 離脱 する こと と な っ た 。 


現地 改修 機 FzB の 実 方 


デー 
「- Pg 


さら に 降下 地点 に は 、 これ 
も オデ ッ サ か ら 脱 出し た 
アッ ガイ が 潜伏 し て お り 、 
意 を 突 か れ た カレ ン ・ 
ジョ シュ ワ 機 が 中 破 さ せら 
れ て し まっ た 。 


ミ デ ア か 5 ら 目標 地 吉 に 降下 する 08 小 隊 。 だ が その 宙 域 に は オデ ッ サ か ら 
脱出 し た ガウ が 飛行 し て お り 、 違 過 戦 が 発生 し て し まう 。 


| | 08 小 際 、 マセ ラ ・ ・ ア タッ ク 部 隊 と 交戦 


カレ ン 機 の 離脱 に より 戦力 を 低下 させ た O8 小 隊 だ が 、 望ま な い シ ロー だ っ た が 、 サ ンダ ー ス 機 の 被弾 を 見 る と 突 
任務 を 続行 。 し か し 、 味 方 の 撤退 を 支援 する た め に 展開 。 撃 を 敢行 。 し か し 、 味 方 の 撤退 を まで の 時 間 を 稼い だ マ ゼ 
する マ ゼ ラ ・ ア タッ ク 部 隊 と 遭遇 する 。 必要 以上 の 戦闘 を ラ ・ ア タッ ク 部 隊 は 戦域 か ら 離脱 、 決着 は 付か な か っ た 。 


部 下 の 危機 を 目 に し た シ 
口 - は 迷い を 振り 切り 、 単 
身 で マセ ゼラ ・ ト ッ プ 部 隊 に 

接近 。 し か し 、 相 手 が 搬 
戦闘 に 消極 的 な シロ ー に 対し て マ ゼ ラ ・ ト ッ プ 部 潤 は 果 季 な 奏 撃 戦 を 履 通し た た め 、 決 着 は つか な 
行 。 つい に サン ダース の 機体 は 宙 弾 し 、 行動 不 能 に 胸 っ て し まっ た 。 きき 
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アク シズ の 台頭 2 


mM m17 
アク シズ の 台頭 


ジオ ン の 再興 の た め 、 ア ステ ロイ ド ・ ベ ルト に 潜伏 し て 

いた 公園 軍 残 党勢 力 「 ア クシ ズ 」 が 地球 圏 に 帰還 し た 。 

ティ ター ンズ と の 戦闘 激化 に 備え 、 エゥーゴ は アク シズ 

と の 同盟 を 狙う 。 だ が 交渉 に 赴 い た クワ トロ が ハマ ー ン 
| を 組 弾 、 交渉 は 決裂 し て し まっ た 。 


クリ トロ 、 ミ ネバ に 調 見 する 


エゥーゴ 使節 団 、 アク シズ と 接触 。 


アグ : : 入 っ た エゥーゴ 使節 団 は 、 ザビ 家 の 婚 子 で あ 
る ミネ パラ オ ・ ザ ビ と の 調 見 に 臨む お 。 だ が そ 。 ) に クワ ト 
口 ・ パ ジー ナ の 顔色 が 変わ っ た 。 幼少 時 の ミネ バ を 知る ク 


ワ ト ロ だ け に 、 今 の 彼女 に 歪ん だ 帝王 学 が 吹き 込ま れ て い 
る と と を 見 抜い た の だ 。 それ を 実施 し た 人 物 が 摂政 ハマ ー 
ン だ と 気付 いた クワ トロ は 彼女 に 詰め 寄っ た の だ が 


クワ トロ 、 ミネ バ に 調 見 。 その 言動 に 
不審 な も の を 感じ る 。 


クワ トロ 、 ハマ ー ン を 弓 弾 。 


年 赤 に 似合わ な い 高度 な 区 治 用 を 林 !J 
と な っ て いる と と に 激 遇 し た クワ トロ は 、 天 り 


目 アー カマ 使節 団 、 グ ワ ダン か ら 脱出 


エゥーゴ 使節 団 、 拘束 され る 。 


クワ トロ の 無礼 振る 舞い 
か ら エ ウー ゴ と アク シズ の 
交渉 は 決裂 し 、 エ ゥ ー ゴ 
使節 団 は 身 柄 を 拘束 され 
で し まっ た 。 


エゥーゴ 使節 団 、 監 殺 さ れ た 部 屋 か ら 


出 。 
クワ トロ 、 ハマ ー ン を 捜索 。 
レコ ア 、 クワ トロ を 援護 し て 負傷 。 


エゥーゴ 使節 団 、 グ ワダ ン か ら 脱 出 。 
アー ガマ に 帰 乱す る 。 


グ ワ ダン の 一 室 に 監禁 され た エゥーゴ 使節 団 だ が 、 
ミー エ ・ ビ ダン と クワ トロ の 計 了 略 で 脱出 、 ア ー ガ マ に 帰 第 
する こと と な っ た 。 だ が クワ トロ は 戻 ろ うと は し な か っ た 。 ミ 


負 室 内 に 足 を 踏み | 


は ハマ ー ン の 後 を 追っ 
て る 


10 月 14 晶 g 4 


由 7 ミー ュ 、 ヤ ザ ン と 交戦 


ネバ を 利用 し 、 自 ら の 偽 偶 と し た ハマ ー ン を 粛清 し よう と 考 
えて いた の だ 。 追手 が 育 後に 迫る みな か 、 つ い に ハ マー ン を 
発見 し た クワ トロ は 彼女 に 銃 を 突き つけ た 


ド ゴ ス ・ ギ ア 、 アー ガマ に 接近 。 


アク シズ 兵 に な りす ま 
し て 租 内 を 提案 す る ク 
ワ ト ロ は つい に ハマ ー 
ン を 発見 する が 、 務 

近い 込ま れ て し まっ た 。 


カミ ー ユ 、 ヤ ザ ン と 交戦 。 


た り の 援護 に よっ て ク 
ワ ト ロ は アー ガマ に 帰 
選 で きた が 、 クワ トロ を 
計っ た レコ ア が 仙 往 し 
て いる 。 


アー ガマ に 帰 艦 し た クワ トロ た ち だ が 、 危 機 が 去っ た わ 
け で は な か っ た 。 アク シズ と の 接触 を 狙う ド ゴ ス ・ ギ ア が 接 
近 し つ つ あ り 、 敵 MS 部 除 が 確認 され た の だ 。 カミ ー ユ は Z 


ガン ダム で 出撃 する が 、 ヤ ザン ・ ゲ ー ブ ル 率い る ハン ブラ 
ビ 隊 の 連携 攻撃 に 苦戦 を 強い られ る 。 それ で も レコ ア の 
援護 に よっ て 路地 を 脱し 、 ア ー ガ マ を 防衛 し た 。 


—™ 


ヤ ザ ン が 仕掛け た 高 電 圧 ネッ ト ( 狗 殺 の 巣 ) に 引っ 掛か っ た 
し て し まう 。 その 障 を 突い て と ど め を 制 そう と する ヤ ザ : 
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C1 med sr17 


ヤ ザ ン 、 レコ ア を 連れ 去る 


シロ ッ コ の 挑発 に 乗っ た ヤ ザ ン が 再度 、 ア ー ガ マ を 興 
撃 。 カミ ー ユ ら MS 部 隊 が 迎撃 に 向かっ た が 、 レ コア だ け は 
戦 操 を 離れ 、 ド ゴス ・ ギ ア へ 向かお うと し て いた 。 ジュ ビ トリ 


ス で の 遺 遇 以来 、 レコ ア は シロ ッ コ を 意識 する よう に な っ て 
いた 。 さら に 出撃 直前 に クワ トロ を 見 限っ た こと で 、 彼女 は 
無意識 に シロ ッ コ の 下 に 向かお うと し て いた よう だ 。 


グ ワ ダン カ から の 脱出 劇 以 来 、 97h RNS AISNE 
に 気付 いた レコ ア は 、 彼 を 見 限り 、 シロ ッ コ を 意識 す る よう に 7 


ジュ ピ ト リス に 向かう レコ ア 
の メタ ス を 発見 し た ヤ ザ ン 
は 機体 を 破壊 する 。 だ が レ 


ど め を 刺さ ず に 彼女 の 身柄 
ー を 連れ 去っ た 。 


四 アー カマ 、 キリ マン ジャ ロ 攻 略 戦 に 参加 


レコ ア を 失っ た 心 の 傷 を 癒す 間もなく 、 ア ー ガ マ 乗 組員 
に 新た な 命令 が 下さ れ た 。 アフ リカ 地区 に 置か れ た ティ 
口 基地 攻略 を 実施 する カラ 


ウイ ヤー ネ 4 た 和 


パ バ を 軌道 上 か ら 支 援 せ よ と いう も の だ 。 だ が 作戦 宙 域 に は 
ティ ター ンズ MS 部 隊 が 展開 し て お り 、 カミ ー ユ た ち は 大 気 
較 上 記 部 で の 危険 な 戦闘 を 行わ ずる を 得 な く な っ て し まう 。 


天気 国 に 突入 し 、 次 第 に 赤 旬 
化す る 百 式 。 パリ ュー ト な し の 大 
気 園 突確 は 不可 能 で あり 、 さ す 
が の クワ トロ も 覚悟 を 決め た よう 
だ っ た が ……。 


レコ ア の 科 以来 、 精 珍 を 欠い 
て いた クワ トロ が 海 へ ビ の 直撃 
を 受け て し まう 。 し か も 衝撃 で 機 
体 が パラ ンス を 失い 、 大 気 園 へ 
の 突入 コー ス に 入っ て し まっ た 。 


背後 か ら 追 いす が っ て きた Z ガ ン 記 
ダム が ウェ イブ ・ ラ イダ ー に 変形 。 


圏 に 旗下 し て いっ た 。 


ア 11 月 2 日 
四 カミ ー ユ 、 フォ ウ を 目 軸 


タワ トロ の 百 式 を 救出 し た カミ ー ユ は 地球 に 降下 、 カ ラ 
パ と 合流 を 図 ろ うと する 。 だ が その 最 中 、 山 肌 を 縫う よう に 
飛行 する サイ コ ・ ガ ンダ ム を 目撃 し 、 この 地 に フォ ウ ・ ム ラサ 


メ が いる こと を 確信 。 クワ トロ と 共に キリ マン ジャ ロ 基 地 に 
潜入 し た カミ ー ユ は 、 つ い に フ ォ ウ を 発見 し た 。 だ が 彼 の 前 
に 居る フォ ウ は 、 以前 と は まる で 別人 の よう に な っ て いた 。 


基地 内 の 研究 施設 で カ 
ミー ユ は フォ ウ を 発見 。 だ 
が フォ ウ は カミ ー ユ の こと 
を 覚え て いな か っ た 。 彼女 
の 記憶 は 強化 処置 の 影 
圧 に よっ て 書き 換え られ て 
いた の た , 


山 落 か ら 姿 を 見 せ た サ イコ ・ ガ ンダ ム か ら フ ォ ウ の 気配 を 感 
キリ マン ジャ ロ 其 地 へ の 潜入 を 試み た 。 


11 月 3 日 
目 7 ミー ュ 、 キリ マン ジャ ロ 基 地 に 再度 潜入 


フォ ウ の 人 格 が 変貌 し て し まっ た の は ティ ター ンズ に 操 フォ ウ と の 再会 を 果たし た 。 し か し 、 ふ た り の 姿 を 目撃 し た 


ER 


られ て いる か ら と 考え た カミ ー ユ は 、 クワ トロ や アム ロ ・ レ イ 
の 制止 を 振り 切っ て 、 単 身 、 キ リマ ンジ ャ ロ 基 地 に 潜入 。 


ジェ リド ・ メ サ が 、 その 後 を 尾行 し て いた こと に カミ ー ユ に 気 
付い て いな か っ た 。 


基地 に 洪 
を 残し て お り 、 ふり 


た ちの 次 を 目撃 し た の だ 。 


ヤ ザ ン 、 アー ガマ を 杜 撃 。 
レコ ア 、 クワ トロ と 衝突 。 E 】 


レコ ア 、 戦闘 中 に ド ゴ ス ・ ギ ア へ 向 か 
3。 


ヤ ザ ン 、 レ コア と 交戦 。 レコ ア を 連れ 
去る 。 

アー ガマ 、 カ ラバ の キリ マン ジャ ロ 基 . 
地 攻略 戦 に 参加 。 

カミ ー ユ と クワ トロ 、 ヤ ザン と 交戦 。 
クワ トロ 、 地球 に 落下 。 


カミ ー ユ 、 ク ワ ト ロ を 救出 し て 地球 に 
降下 。 


7 ミー ユ 、 キ リマ ンジ ャ ロ 地 区 に 降下 。 
ミー ユ 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム を 目撃 。 
カミ ー ユ 、 キ リマ ンジ ャ ロ 基 地 に 潜入 。 

フォ ウ を 目撃 する 。 


カミ ー ユ 、 単 独 で キリ マン ジャ ロ 基 地 
に 再度 潜入 。 


カミ ー ユ 、 フォ ウ と 再会 。 島 


ジェ リド 、 カ ミー ユ と フォ ウ の 姿 を 目撃 
する 。 


基地 に 潜入 
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サイ ド 共 栄 園 


連邦 軍 か ら 追 われ る 身 と な っ た ネェ ル ・ ア ー ガ マ は 「 袖 付 
き 」 と の 共闘 を 選択 。 艦内 で ふた つの 勢力 が 昭 み 合う 中 、 
フル ・ フ ロン タル が 自ら の 行動 理念 を 明らか に し た 。 「 ラ プ 
ラス の 箱 」 の 力 を 得 て 初 め て 可能 と な る 彼 の 展望 に 、 バ 
ナー ジ ・ リ ンク ス と ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ は 違和感 を 覚え る 。 


四 モネ ラル ・ レ ビル 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 人 砲撃 


サイ コフレ ー ム の 能力 を 解放 し た ユニ コー ン ガ ンダ ム に 
よっ て ガラ ン シ ェ ー ル は 地球 低 軌 道 に 到達 。 ネェ ル ・ ア ー 
ガマ と の 接触 を 図 ろう と し て いた 。 さま ざま な 思惑 が 渦巻 
く 地上 の 喧騒 か ら 逃 れ 、 胸 を 撫で 下ろ す パ ナー ジ と オー ド 
リー・ バ パーン ( ミ ネバ ・ ラ オ ・ ザ ビ )。 と は いえ 、 安心 する に 


は まだ 早 過ぎ た 。 ネエ ル ・ ア ー ガ で に 接近 し て きた 連邦 宇 
宙 軍 地球 軌道 艦隊 旗艦 ゼネ ラル ・ レ ビル が 、 砲撃 を 仕掛 
け て きた の だ 。 これ は 「 ラ プラ ス の 箱 の 奪取 を 狙う ビス ト 
財団 の マー サ ・ カ ー バ イン の 思惑 に 連邦 軍 参 謀 本 部 が 同 
意 し た も の だ 。 


突 和 乱入 し て 来 た ロー 
ゼン ・ ズ ー ル が MS 部 
隊 を 一 掃 。 る 5 に シナ ン 
ジュ が 圧倒 約 な 機動 カ 
と 火力 で ゼネ ラル ・ レ 
ビル を 失 制 し 連邦 屈 


指 の 巨大 戦艦 を 後退 
させ て いる 。 


半 ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、「 補 付き と 共同 帳 線 を 展開 


フル ・ フ ロン タル 率い る 「 袖 付き | MS 部 隊 の 援護 で ん 
死に 一 生 を 得 た ネェ ル ・ ア ー ガ マ 。 し か し ゼネ ラル ・ レ ビル 
は 一時 後退 し た だ け で 、 再 度 攻撃 の 機会 を 寂 っ て いる の 

いずれ は 撃沈 され て し ま 


タス は ひと つの 決断 を 下 し 


機関 部 に まで 立ち 入ろう と する 「 補 付き 』 隊員 に 対し て 一 部 の ネェ ル ・ ア ー 
ガマ 乗 組員 が 激しく 抵抗 。 上 み 合い か ら 一 般 即 発 の 状態 に な っ て し まう 。 


園 フロ ンタ ル 、 


「 サ イド 共栄 則 構想 を 述べ る 


た 。 艦 と 乗組 員 の 命 を 守る た め 、『 袖 付き ] と の 共同 戦線 
を 図っ た の だ 。 結果 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 格納 庫 に は 「 袖 
付き 』 の MS が 収容 され る こと と な り 、 艦内 を 歩く [ 袖 付き 」 
隊員 の 姿 に 、 乗 組員 た ち は 苦 虫 を 噛み 潰し た よう な 表情 を 
向け る の だ っ た 。 


オッ トー の 艇 内 放送 で 
その 場 は 収め られ た と は 
いえ 、 乗 組員 の 不満 は 
解消 され て お ら ず 、 いつ 
また 同様 の 事態 に 胎 ら 
な いと も 限ら な い 状 能 
が 続く こと と な っ た 。 


艦内 の 不穏 な 空気 を 収め た も の の オッ トー も この 状況 
に は 納得 し て お ら ず 、 フ ロン タル の 真意 を 問い 質 す 。 その 
問い 掛け に 口 を 閉ざす フロ ンタ ル 。 だ が ミネ バ が 現れ た こ 
と を 皮切り に 、 自 ら の 目的 を 語り 出し た 。 数 度 の 戦乱 を 経 
て も 既得 権益 に 拘り 、 ス ペー ス ノ イド を 支配 下 に 置く 地球 


同 戦線 を 維持 する た め 


が 、 ど こ か し ら 非 人 間 的 な 
冷た さ を 含 ん で いた 。 


連邦 を か や の 外 に 置き 、 経済 的 自立 を 果たし た 月 と 各 サ イ 
ド が 中 心 と な っ た 経済 的 共栄 園 サイ ド 共 栄 園 ) を 確立 す 
る 一 と これが フロ ンタ ル の 狙い だ っ た 。 そ の た め に は 4 年 
後に 迫っ た サイ ド 3 の 自治 権 返還 を 遅らせ る 必要 が あり 、 
交渉 の 鍵 と し て 「 ラ ブラ ス の 箱 ] を 使 お うと いう の だ 。 


ふた り の 話 を 聞い て いた ミ 
ネバ ザ 「 箱 ] の 最終 座標 を 
開示 。 こう する こと で 、 相対 
する 現実 論 と 理 概論 を 天 


ガラ ン シ ェ ー ル 、 地 球 衛 星 軌道 に 到 
達 。 乗組 員 は ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 移 
乗 する 。 


ゼネ ラル ・ レ ビル 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ 
を 砲撃 。 


「 袖 付き | MS 部 隊 、 ゼネ ラル ・ レ ビル 
を 後退 させ る 。 


フロ ンタ ル 以 下 の 袖 付き 』 部 隊 、 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 乗艦 。 


オッ トー、『 袖 付き 】 と の 共同 戦線 に 
同意 。 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 一 部 乗組 員 が 異 を 
唱え 、 艦内 に 不穏 な 空気 が 満ち る 。 


フロ ンタ ル 、「 サ イド 共栄 囲 ] 構想 を 


述べ る 。 


ミネ バ 、「 ラ プラ ス の 箱 」 の 最終 座標 
を 開示 。 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、( イ ンダ スト リア ル 
7) に 向け て 移動 。 
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目 ネェ ル ・ ア ー カ マ 政 組員 の 一 部 、 反 誠 を 画策 


ネェ ル ・ ア ー ガ マゲ が 新た な 目標 に 向け て 移動 を 開始 し た 
頃 、 艦内 で は 『 袖 付き | に 反発 する 乗組 員 が 反乱 を 起こ 
そう と し て いた 。 パナ ー ジ の 友人 ミコ ッ ト や タク ヤ も 同調 し 、 
準備 は 着 々 と 進め られ て いっ た 。 密か に 救難 信号 を 発信 
租 長 の 命 訓 と は いえ 「 抽 付 
き 」 と の 共同 圭 線 に 我慢 の 


な ら な く な っ た 本 組員 が 集 
結 。 武器 を 手 に 取り 、 反乱 


ヤ と いっ た 民間 人 の 少年 少 
女 の 姿 も あっ た 。 


て し まい 、 い ざと いう 時 の 人 
質 と し て 利用 され る こと と 
な っ て し まっ た 。 L 


し 、 そ れ を 受信 し た 連邦 軍艦 族 の 接近 に 乗じ て 袖 付き 
を 一 掃 し よう と いう の だ 。 し か し 彼ら の 動向 は アン ジェ ロ ・ 
ザウ パー ら に よっ て 把握 され て お り 、 現 場 に 乱入 し た 袖 
付き ] に よっ て 反乱 分 子 は 身柄 を 拘束 さま れ て し まっ た 。 

し か し 反乱 の 情報 は 記し 
て お り 、 寄 会 現場 に 「 福 人 


き 」 隊員 が 乱入 と いう 事態 
に な っ た 。 


目 オッ トー、 「 補 付き ] と の 共同 戦線 を 破 挟 


タク ヤ た ちの 信号 に 気付 いた 連邦 軍 警 備 族 が ネェ ル ・ 
アー ガマ に 接近 。 ア ンジ ェ ロ は 警備 艇 の 撃沈 を オッ トー に 
命じ る 。 し が し 民間 人 を 人 質 に 取る アン ジェ ロ の 手法 に 情 
り を 覚え た オッ トー が 『 袖 付き ] と の 共同 戦線 解消 を 宣言 。 


それ と 同時 に 艦内 各部 で 時 機 を 天 っ て いた エコ ー ズ が 行 
動 を 開始 し 、『 袖 付き 』 制圧 に 乗り 出し た 。 これ に よっ て 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ は オッ トー の 指揮 下 に 入っ た が 、 未 だ 連 
邦 軍 か ら 師 われ る 身 で ある こと に 変わ り は な か っ た 。 


記 
全 計 関心 を 持た れ た く な い アン ジェ ロ は 生 備 艇 の 設 破 を 命じ る 。 
れ に 異 を 唱え た オッ トー が 「『 袖 付き | と の 共同 戦線 の 破棄 を 宣言 し た 


オッ トー の 言葉 を 待っ て 


上 バナ ー ジ 、 フロ ンタ ル と 接触 


エコ ー ズ の コン ロイ か ら 仲 間 を 守る よう に 言わ れ た バ 
ナー ジ は MS 格納 庫 へ 急行 。 ユニ コー ン ガ ンダ ム に 搭乗 し 
よう と する が 、 フ ロン タル に 止め られ て し まっ た 。 特別 な カ 
を 示し た パナ ー ジ は 戦乱 が 終結 し て も 元 の 世界 に 戻れ な 


い 。 な ら ば 袖 付き ] に 加わ り 、 新た な 世界 を 作る 礎 と な れ 
と 説得 する フロ ンタ ル 。 だ が パナ ー ジ は 同意 し な か っ た 。 フ 
ロン タル が 提示 し た 「 サ イド 共栄 園 ] は 筋 の 通っ た も の だ っ 
た が 、 その 形 だ け の 論理 に 反発 を 沿え て いた の だ 。 


ユニ コー ン ガ ンダ ム を 起動 きせ よう と する バナ 
は 、 言葉 巧み に 「 裕 付 を へ の 参加 を 呼び 掛け た が -… 


計画 実現 の た め な ら 他 
人 の 箱 牲 も 礎 わ な い フ 
ロン タル の 考え に パナ ー 


四 フロ ンタ ル 、 ネェ ル ・ ア ー が マ か ら 離 脱 


ロー ゼン ・ ズ ー ル を 起動 させ た アン ジェ ロ が 、 内 部 か ら 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 破壊 を 画策 。 だ が マリ ー ダ ・ ク ルス と ミ 
ネバ の 乗っ た クシ ャ トリ ヤ ・ ベ ッ セ ルン グ が 遮っ た 。 ミネ バ 


フロ ンタ ル の 下 へ 行こ うと する ロー ゼン ・ ズ ー ル を クシ ャ トリ ヤ ・ ペ ッ セル ン 
グ が 制止 。 さら に ミネ パ が フロ ンタ ル と の 決別 を 宣言 し た 。 


め な が ら も 「 未 来 と は 、 今 より も より 良き 場所 を 示す 言葉 」 
と し て 決別 。 これ が 『 村 付き | 関係 者 の 動 援 を 読 い 、 事 態 
は 収束 する と 思わ れ た 。 だ が フロ ンタ ル を 乗せ た ロー ゼン ・ 
ズー ル は ネェ ル ・ ア ー ガ マ か ら 離 脱し て し まっ た 。 


ジン ネ マン の 登場 
よっ て マリ ー ダ が 動 
で ロー ゼン ・ 
は 茂 めか 5 脱 
出 。 フロ ンタ ル を 連れ 
て ネェ ル ・ ア ー ガ マ か 
ら 苑 脱し て いる 。 


決戦 前 の 機体 改修 


ネエ ェ ル ・ ア ー ガ で 乗組 員 、 反 乱 を 画策 
艦長 に は 内 密 で 救助 信号 が 発信 さ 


れる 。 @ 


アン ジェ ロ 、 反乱 分 子 を 拘束 。 
連邦 軍 警 備 艇 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ か ら 
の 救助 信号 を 受信 、 確認 を 求め る 。 


アン ジェ ロ 、 オッ トー に 警備 艇 の 撃沈 
を 指示 。 人 質 を 示し 、 実行 を 迫る 。 


オッ トー、『 袖 付き 」 と の 共同 戦線 を 
破棄 。 


エコ ー ズ 、 行 動 を 開始 。 艦内 の 「 袖 
付き 」 を 制圧 する 。 

パナ ー ジ 、MS 格 納 庫 の ユニ コー ン ガ 
ンダ ム に 向かう 。 


フロ ンタ ル 、 パ ナー ジ を 拘束 。 「 袖 付 
き 』 へ の 参加 を 迫る 。 


パナ ー ジ 、 フ ロン タル の 要求 を 拒絶 。 


アン ジェ ロ 、 ロー ゼン ・ ズ ー ル を 起動 。 


マリ ー ダ と ミネ バ 、 ク シャ トリ ヤ ・ ペ ベッ セ 
ルン グ で ロー ゼン ・ ズ ー ル を 拘束 する 。 @ 


ミネ バ 、 フロ ンタ ル と の 決別 を 宣言 。 
ジン ネ マ ン 、 マリ ー ダ の 行動 を 承認 。 


フロ ンタ ル 、 アン ジェ ロ の 手引 き で 
ネェ ル - アー ガマ カ ら 離脱 。 


を フロ 


e 仙 時 サン ラズ 141-28 
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「 星 の 選 」 の 真相 


本 上 se Dg 


「 星 の 層 」 の 真相 


スペ ー ス ノイ ド の 地位 向上 と いう 旗印 の 下 、 一 枚 岩 を 成 
し て いた は ず の デラ ー ズ ・ フ リー ト 。 だ が 現実 は 理想 と は 
程遠く 、 相 反する 思惑 が 渦巻 く 混 油 と し た 状態 だ っ た 。 
そし て 作戦 の 最終 局面 に お いて 、 獅 子 身 中 の 虫 が 姿 を 
現し 、 組織 を 内 側 か ら 食い 破 ろ うと する の だ っ た 。 


11 月 12 日 ー 4 


コウ 、 が トー と 交戦 


ガン ダム 試作 3 号機 を 託さ れ た コウ ・ ウ ラキ は コロ ニー の 
地球 落下 を 阻止 すべ く 、 防 衛 線 を 展開 する デラ ー ズ ・ フ リー 
ト 部 隊 に 戦い を 挑ん だ 。 圧倒 的 の 火力 の 前 に 防衛 線 の 


一 角 が 瓦解 、 そ の 隙 を 突い て 、 コウ は コロ ニー へ の 接近 を 
図 ろ うと する 。 し か し 彼 の 前 に 巨大 MA が 立ち は だ : 
アナ ベル ・ ガ トー の 駆る ノイ エ ・ ジ ー ル が 参戦 し た 


衝 和 の 残 陵 に 貞 を 聞 し て 反 近 し た ガト ー は 、 同 見 て 攻 軸 開始 し た 。「 時 
の 過 作戦 成就 の た め 、 試作 3 号機 は 排除 すべ き 相 手 7 


ノイ エ ・ ジ ー ル と 接触 し た 
コウ も 応 埋 を 始め 、 コ ロ 
ニー 周辺 域 で 激しい 戦 
央 が 勃発 。 だ が 2 機 の 性 
能 は 僅差 で 、 を か な か 決 


着 が つか な か っ た 。 


半 シー マ 、 グ ワ デン 盤 棋 を 占拠 


コロ ニー 周辺 で 激しい 攻防 戦 が 展開 し て いる 頃 、 デ 
ラー ズ ・ フ リー ト 態 隊 に も 異変 が 生じ て いた 。 旗艦 グ ワ デ 
ン に 乗艦 し て い : サラ ハウ が 突如 、 反 旗 を 翻 し 、 


補給 を 終え た デラ ー ズ ・ 


寅 域 へ と 戻っ て いく 。 だ 
が そん な 彼ら も 族 第 グ ワ 
デン で 異変 が 起き て いる 
こと に は 気付 か な か っ た 。 


フリ ー ト MS 部 隊 が 豆 闘 KK 


艦橋 を 占拠 し て し まっ た の だ 。 シー マ は 連邦 軍 大 将 ジ ー ン ・ 
コリ ニー お よび ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン と 通じ て お り 、 戦後 の 身 
の 安全 を 保障 され て いた の で ある 。 


11 月 12 日 


来 し 連理 
こと で 、 彼女 は 自身 の | 

安全 を 保 際 し て も 5 っ て で 
いた の だ 。 1 


四 コロ ニー、 時 下限 界 点 を 突破 


奮闘 の 甲斐 な く 、 コロ ニー は 阻止 限界 点 を 突破 し 、 地球 
へ の 落下 は 避け られ な く なっ た 。 それ で も 被害 を 最小 限 に 
すべ く 、 コ ウ は 戦闘 を 継続 する 。 だ が そこ に 連邦 軍 上 層 部 


か ら 戦 闘 停止 命令 が 下っ た 。 納得 で きず に 細 噛 みす る コ 
一 方 アル ビオ ン 艦 長 エイ パー・ シ ナ プ ス は 命令 の 裏 に 
隠さ れ た 政治 的 取引 に 気付 き 、 怒 り に 打ち 諾 える の だ っ た 。 


に 条 然 と する コウ 。 だ 
た 戦 開 中 止 の 命令 の 衝撃 の 方 が 大 きか っ た 。 


同じ 頃 、 デ ラー ズ ・ フ リー 
ト 百 兵 に も 停戦 疫 が 人 


コウ 、 試作 3 号機 で コロ ニー に 接近 、 
デラ ー ズ ・ フ リー ト 部 隊 と 交戦 。 


コウ 、 ガト ー の MA ノイ エ ・ ジ ー ル と 遺 
遇 、 交戦 を 開始 。 


シー マ 、 配 下 の 海 兵隊 と 共に 反乱 を 


始 。 


シー マ 、 グ ワダ ン 艦 橋 を 制圧 し 、 デ 
ラー ズ を 拘束 。 


コロ ニー、 阻止 限界 点 を 突破 。 


シー マ 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト に 戦闘 停 
止 を 通達 。 


ガトー、 シー マ の 反乱 に 気付 く 。 


| 機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


UETIMEHME 


「 星 の 局 」 の 真相 


園 デラ ー ズ 、 カト ー に 作戦 続行 を 指示 


連邦 軍 が 保有 する ソー ラ ・ シ ステ ム I を 使え ば コロ ニー 
の 破壊 は 容易 で あり 、「 星 の 層 」 作戦 の 成 氷 は 、 は じ め 
か 5 無理 だ っ た ーー シー マ か ら そう 聞 か され た デラ ー ズ は 、 


人 質 と いう 立場 を 忘れ て ガト ー に 作戦 続行 を 命じ 
ラー ズ ・ フ リー ト の 理念 に 費 同 し て 命 を 落と し た 将兵 の た 
め に も 、 彼 に は 作戦 を 止め る わけ に は いか な か っ た の だ 。 


の 


四 デラ テー ズ ・ フ リー ト 旗 艦 、 グ ワ デ ン 没 沈 


理想 より も 保身 を 重視 する シー マ に 大 思 あ る デラ ー ス を 
射殺 され た こと で 激 史 し た ガト ー は 、 グ ワダ ン の 艦橋 に ク 
ロー を 突き 立て た 。 この 一 撃 で 艦橋 を 占拠 し て いた 反乱 


ンー マ の 理 切 り と デラ ー ズ の 死 
に 我 を 忘れ た が トー は 、 グ ワ デン 
に 向かっ て 有線 式 タロ ー を 発 
間 。 巨大 な 鉄 の 爪 が 北橋 に 突 
き 立 て ち れ た 。 


この 一 条 で 艦橋 に 詰め て いた 
シー マ の 宮下 は 艇 外 に 盟 い 出さ 
れ て し まっ た が 、 シ ー マ だ け は 論 
3 て 脱出 に 成功 し て いる 。 


シー マ だ け は MS ガー ベラ ・ テ トラ で 
機関 部 に 攻撃 を 加え 、 グ ワダ ン を 破 


分 子 は 一 掃 さ れ た 
脱出 に 成功 。 さら 
壊し た の だ 


至近 距離 か ら の 斉 射 で 機関 部 を 
較 隊 05 人 5 
坦 が 生じ 、 坦 発 の 果て 
に の 


回 ケト ー、 ソー ラ ・ シ ステ ム II の コン トロ ー ル 艦 を 攻撃 


ズ の 遺志 を 継ぎ 、 「 星 の 居 ] 作戦 を 成就 する に は 
シス テム を 破壊 する し か な い 。 そこ で ガト ー は ノイ 
ー ル を 転進 させ る と 、 ソ ー ラ ・ シ ステ ム I を 管制 する 


する ノイ エ ・ ジ ー ル に 恐れ を な し 、 即時 照射 を 命じ て いる 。 


コン トロ ー ル 上 艦 の 捜索 を 開始 し た 。 ソー ラ ・ シ ステ ム TI の 至 
近 距 離 で の 捜索 は 照射 に 巻き 込ま れる 危険 性 が 高かっ 
た が 、 ガト ー は 踏 踏 う 素振り を 見 せよ うと も し な か っ た 。 


アー の 許 開 を 待た ず し 
で 遇 を 開始 する ソ 
ジス テム Ts だ が それ と は 
ぼ 同 時 に 、 コン トロ ー ル 導 
を 今見 し た ガト ー が 埋 信 の 
一 概 を 放っ た 。 


日 コロ ニー の 慈 下 MLE、 失敗 


ガト ー が コン トロ ー ル 艦 に 一 撃 を 見 舞っ た 直後 、 数 百 万 
枚 に 及ぶ ミラ ー の 焦点 が 固定 され 、 つい に ソー ラ ・ シ ステ ム 
一 は 構造 材 が 蒸発 を 開始 


し 、 そ の まま 消失 する も の と 思わ れ た 。 だ が コン トロ ー ル 艦 
が 爆散 し た こと で 制御 を 失っ た た め 出 力 を 低下 させ 、 コ ロ 
ニー は ほじ 原形 を 保っ た まま 、 落下 を 続け る こと に な っ た 。 


太陽 の 反射 光 に 末 さ れ た コロ ニ 
し て 「 星 の 局 」 作戦 は 拓 敗 に 終わ る か と 思わ れ た 


和信 傷 き 受 けた コン トロ ー 
ル 艦 が 旭 発 し た こと か ら 、 
| 折 不 可能 と な っ た ソー 


まま ミラ ー 群 に 溢 突 、 地球 
落下 コー ス を 辿り 続け た 。 


(5 mM mm0 


デラ ー ズ 、「 星 の 居 ] 作戦 の 続行 を ガ 
トー に 指示 。 得 


シー マ 、 デラ ー ズ を 射殺 。 


ガト ー、 グ ワ ダン 艦橋 を 破壊 。 
シー マ 、 グ ワ ダン か ら 5 脱出 。 


シー マ 、 グ ワダ ン 機 関 部 を 破壊 。 グ ワ 
ダン 、 


ガト ー、 ソーラ シス テム II の コン トロ ー 
ル 艦 を 探索 。 


パス ク 、 ソー ラ ・ シ ステ ム I の 展開 完 
了 を 待た ず し て の 攻撃 を 指示 。 


ガト ー、 コ ント ロー ル 艦 を 発見 一撃 
を 加え る 。 


ソー ラ ・ シ ステ ム TII、 コロ ニー に 対す る 


照射 開始 。 


コロ ニー、 溶解 を 始め る 。 
コン トロ ー ル 艦 、 爆散 。 ソー ラ ・ シ ステ 
ム T、 機能 停止 。 


コロ ニー、 地球 へ の 落下 を 続行 。 


が 複雑 化 し 。 専 用 コン トロ 


= 電通 サン ライズ 142-28 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


UE.TIMELINE ON (7 mr04 sr10 
Ge 地球 へ の 降下 


敵 「 ザ ビ 家 再興 」 を 目論む アク シズ (ネオ ・ ジ オン ) は エ ゥ ー 
D ゴ を 毛 目 に 勢力 を 拡大 。 つい に 地球 降下 作戦 を 開始 し 


。 連邦 政府 議会 の 置か れ た ダカール を 制圧 し 、 名 実 と 
ーー ーー も に 自ら の 権勢 を 主張 し よう と いう の だ 。 対す る アー ガ 
1 | マ も 追撃 を 開始 、 地 球 隆 下 の 阻 止 を 目論む の だ か 


- 還 ジュ ドー、 アク シズ に 再度 潜入 


妹 の リ イ ナ を 救出 する た め 、 ジ ュ ドー・ ア ー シ タ は 再度 ア 。 た ジュ ドー は ZZ ガン ダム を 手 土産 に し て アク シズ に 投 陸 し 
クシ ズ に 乗り 込ん だ 。 と は いえ 正攻法 で 交渉 し て も 話 が 通 た 振り を し 、 隙 を 見 て 妹 を 探し 出 そ う する 。 だ が 徳 の 思惑 は 
じ な い の は 前 回 の 例 で も 明らか だ っ た 。 そこ で 一 計 を 講じ グレ ミー・ ト ト に 見 抜か れ 、 身柄 を 拘束 され て し まう 。 


上 け 請 5 紅 ジュ ドー、 アク シズ に 再度 潜入 。 


グレ ミー、 ジュ ドー を 拘束 する 。 


ジュ ドー、 プル の 手引 き に よっ て 独房 
か ら 脱出 。 


ジュ ドー、 アク シズ か ら 離脱 。 


ー ガ マ . ラナ ダ に 寄 航 。 
EE アー ガマ 、 月 面 都市 グラ ナダ に 寄 航 
ナ は ブル の 説得 を 試み る 
が . そ の せい で 脱出 する チャ 
ンス を 見 送 し て し まっ た 。 


アー ガマ か ら 亡 合 し た と いう ジュ ドー の 主張 は あっ きり 見 捧 か れ 、 独 戻 に 入 
れ られ て し まう 。 だ が エル ビー・ プ ル の 手助け で 脱出 に 成功 する 。 


エゥーゴ 上 層 部 、 アー ガマ に アク シズ 


7 月 13 日 rr 4 艦隊 へ の 攻撃 を 指示 。 
SIR. * ジュ ドー、 サダ ラー ン に 接触 。 
者 目 ジュ ドー、 ハマ ー ン と 接触 
アク シズ 第 隊 が 地球 へ 向け て 移動 を 開始 。 これ を 阻止 ダラ ー ン に は リィ ナ が 居る か も し れず 、 こ の まま で は 妹 が 巻 ジュ ドー、 ハマ ー ン に 誘惑 され る 。 


すべ く 、 エゥーゴ 上 層 部 か ら ア ー ガ マ に 地球 降下 を 果たす き 添 え に な っ て し まう 。 そう 考え た ジュ ドー は 、ZZ ガ ンダ ム で 


前 に 旗 艇 サダ ラー ン を 撃沈 せよ と いう 命令 が 下る 。 だ が サ アー ガマ を 飛び 出し た 。 


| ジュ ドー の 接近 を 感知 ー と 対面 し た ハ 
し た ハマ ー ン は 攻撃 の マー ン は アク シズ へ の 
手 を 組め させ 、 取 えて | 参加 を 状 め た 。 
2 の 潜在 能力 の 高き を 


- WT いる 見 拡 る 、 自 軍 に 加え よ 


アク シズ 、 地球 降下 作戦 を 開始 。 


アー ガマ 、 アク シズ 盤 隊 を 強 前 。 
両 勢力 、 地球 に 降下 。 


3 と し た の だ 


ジュ ドー だ が 、 ハ マー ン 
の 心 の 奥底 に 隠さ れ た 


の 首 態 を 促し た 。 ン か ら 隊 出 し て いる 。 


8 月 1 日 
半 アク シズ 艦隊 、 地球 降下 作戦 を 開始 


地球 園 へ の 帰還 以来 、 着 実に 地歩 を 固め て きた アク よっ て 掌握 され て お り 、 あ と は 連邦 議会 の 位置 する ダ カ ー 
シズ が 、 地 下降 下 作戦 を 開始 し た 。 先行 し て 送り 込ん ル の 制圧 の み で あっ た 。 一 方 、 追 撃 する アー ガマ が 攻撃 
工作 員 の 活躍 で すでに 地球 連邦 政府 議会 は アク シ を 仕掛 ひ 、 地球 衛星 軌道 上 で 激しい 攻防 戦 が 発生 し た 。 


戦中 の 岐 弾 と 大 気 国 落 


下 の 恐 怖 か ら 記憶 を 取り 
戻し た プル は > 
を 求め る 。 そ ご 


地球 へ の 降下 態勢 に 入 : 入隊 。 その 直 衛 担当 する MS 部 隊 の 
中 に は . 調 整 に よっ て ジュ ドー の 記憶 を 封印 され た ブル の 次 が あっ た 。 


の 機体 を 支え 、 共 に 大 気 
園 へ と 降下 し て いっ た 。 


143-27 


| 本 幸二 ガ ンダ ム ZZ 


E.TIMELINE 


地球 へ の 降下 


[Z] mw04 


半 ジュ ドー、 ダカール 南方 の 沿 部 に 降下 


アク シズ 級 隊 は ダカール に 降下 。 し か し 、 突入 コー ス が 
ずれ た アー ガマ の 降下 地点 は ダカール か ら 400km も 南 の 
アフ リカ 沿岸 で あっ た 。 し か も 公国 還 残 党 部 隊 の 攻撃 を 


愛 け た アー 方 マ は 補修 が 必要 に な っ て し まう 。 そこ へ 民間 
人 の 少年 が 現れ 、 身 を 隠す の に 最適 な 入り 江 が ある と 教 
えて くれ 、 金 さえ 払え ば 道 案 内 を する と 持ち 掛け て きた 。 


2 


公国 残党 が 再度 アー ガ 
目論ん で いる 較 


アク シズ を 追う 行商 の 少年 タマ ン の 案内 で アー ガマ を 抜け 出す 。 
だ が 彼 の 財 ア ヌ か ら タ ャ ン が 公国 軍 交 党 に 協力 し て いる こと を 知ら され た 。 


ダカール に 向かっ て 移動 


シズ 戦 を 展開 し よう と し た 。 さら に 、 リ ィ ナ の 救出 を 焦る ジュ 
に は 、MS 部 隊 を 率い て の ダカール 潜入 を 命令 する の 


| ジュ ドー 率い る MS 


ZZ ガン ダム は じ め 、 複数 の ガン ダム ・ タ イプ MS を 擁し て 
いる と は いえ 、 アー ガマ 単 艇 で アク シズ に 対抗 する こと は 、 
困難 で あっ た 。 そこ で ブラ イト は 、 カ ラバ と 手 を 結び 、 対 アク 


し を 目指 す ジュ ドー た ちの | 


タリ 
畠 抗 活動 を 続け て い 
| 人 で ある 。 


いく 土気 が 高く と も 旧型 MS で 
は ZZ ガン ダム に 想う は ず も な か っ 
ジュ ドー は 停戦 を 呼び 掛け る 
謗 り 高い ロン メル は 戦い の 中 
る こと を 望ん だ 。 


| ネオ ・ ジ ォ ン 、 ダカール で 祝賀 パー ティ ー を 開催 


ダカール を 制圧 し た アク シズ は 自ら の 正当 性 と 圧倒 的 を 開催 。 ザビ 家 の 正当 な 後継 者 で ある ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ 
な 軍事 力 を 世界 に 見 せつ ける た め の パ レー ド を 挙行 し た 。 
さら に 夜 に は 連邦 政府 高官 を 多数 招い た 祝賀 パー ティ ー 


= ーー は 邦 政 府 高富 た 
、 ネ オ ・ ジ オン の 誕生 を 宣言 する ハマ ー ン 。 これ に 対し て 連 り 
官 た ち は 蒸 順 の 変 勢 を 示し 、 反対 する 者 は いな か っ た 


本 2 
四 ジュ ドー、 リ ィ ナ と 再会 
ガン ダム ・ チ ー ム に よる 陽動 攻撃 に 紛れ て 式典 会 場 価 す る ハマ ー ン は 、 再度 ネオ ・ ジ オン へ の 参加 を 呼び 掛け 
潜 人 し た ジュ ドー は リィ ナ を 探し 始め る 。 る が 、 ジ ュ ド ー は 応じ よう と し な い 。 や む な く ハマ ー ン は 銃 を 


現し た の は ハマ ー ン だ っ た 。 ジュ ドー の 潜在 能力 取り 出し 、 力 で 挫 じ 伏せ よう と する が ……。 


自分 に 与 し な いな ら ば 拓 除 
する と 、 ジ ュ ドー に 狙い を 
定め る ハマ ー ン 。 する と 突 
禁 、 リィ ナ が 飛び 出し 、 兄 

っ て 琉 弾 を 受け て し 


その 変 を ハマ ー ン に 見 替 め られ て し まう . 
カカ を 求め る が 、 同意 は 得 られ な か っ た 


リィ イナ を 探す ジュ ド 
ハマ ー ン は 再度 ジ 


まっ た 


アー ガマ 、 ダカール 南方 の 沿岸 地帯 


| に 降下 。 @ 


公国 軍 残 党 部 隊 、 アー ガマ を 襲撃 。 


ジュ ドー、 地 元 の 民間 人 の 少年 と 接 
触 。 公国 軍 残 党 部 隊 を 撃退 する 。 


アー ガマ 、 カラ バ と の 共闘 を 決定 。 


a ガン ダム ・ チ ー ム 結成 。 ジュ ドー、 ダ 
| カー ル に 向かっ て 移動 開始 。 
ジュ ドー、 アフリカ 地 区 に 潜伏 する 公 
国軍 残党 部 隊 と 交戦 。 


アク シズ 、 ダカール を 制圧 。 


a アク シズ 、 
を 挙行 。 


パレ ー ド と 祝賀 パー ティ ー 


ハマ ー ン 、 組 織 名 を 正式 に 
ン ] に 変更 。 ジオ ン 再 興 を 


ジュ ドー、 式典 会 場 に 潜入 。 


ジュ ドー、 ハマ ー ン と 遭遇 。 ネオ ・ ジ オ 
ン へ の 参加 を 促さ れる 。 


リィ イナ 、 ジュ ドー を 底 っ て 負傷 。 


ニュ ー タ イプ 能力 の 発現 


前 癌 サン ラズ 143-28 
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C.ETIMELINE 2 E04 sm09 
メサ イア 陥落 


( ) 人 人類 の 歴史 の 陰 で 時 嘱 し て いた ロゴ ス が 拓 除 され て も 
戦 逢 は 終結 せ ず 、 ブ ラン ト 最 高 評議 会 議長 ギル バー ト 
デュ ラン ダル は 大 旦 硫 寺 た 器 を 投入 し 、 反 抗 凛 力 の 
掃 を 図っ た 。 この 暴挙 を 止め る べく 、 ア ー ク エン ジェ ル と 
エタ ー ナ ル は 機動 要塞 メサ イア で の 最終 決戦 に 挑む お 。 


C.E.74 デュ ラン ダル 、 全 世界 に 向け て デス 
ティ ニー プラ ン を 公表 。 


| デュ ラン ダル 、「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 を 発表 | 0 


ジブ リー ル と ロゴ ス を 排除 し 、 世 界 の 主導 権 を 。 析 し 、 適 性 ご と の 職業 に 従事 させ る 政策 一 一 デス ティ ニー 球 軍 、 デ ステ ィ ニ ー プ ラン に 反対 。 他 
所 っ た デュ ラン ダル は 、 全 世界 に 向け て 「 人 類 存 亡 を 懸け 。 プラン で ある 。 突然 の 発表 に 各国 は 戸惑う が 、 オー ブ と ス の 国家 は 態度 を 保留 する 。 
た 最後 の 防衛 策 」 を 発表 し た 。 全 人 類 の DNA 情 報 を 解 カン ジ ナ ビア 王国 、 地球 軍 は 拒否 の 姿勢 を 示し た 。 


プラ ント で デス ティ ニー プラ ン が 施行 


され る 。 
nt | 一 部 地球 軍 、 反乱 を 画 生 。 
の 人 の 生 を 決定 する 
』 デュ ラン ダル 、 反 乱 勢力 の 拠点 で あ 
ゴス を 排除 し た デュ ラン ダル は 、 続い て で デステ ン の 全容 を 公開 る アル ザッ ヘル 基地 を レク イエ ム で 
に 異 を 唱え る ラク ス ら の 台頭 を 押さ え 3 込 も うと し た の だ ろう 、 | 泡 撃 。 
| 
ビー 5 
2 アー クエ ンジ ェ ル 、 エ ター ナル と 合 
流 。 ステ ーション ワン 攻略 戦 を 開始 。 
狂 | ザフト 、 レク イエ ム で = 地球 軍 月 面 基地 を 攻撃 | 
自由 を 除 する こと で 入会 に 絶対 的 柱 を も た 5 する 地 束 軍 の 一 が 反 和 を 画 築 する 。 だ が この 反乱 は 未 | es 


す デ ステ ィ ニ ー プ ラン は 、 多く の 波紋 を 生じ させ な が ら 5 も プラ 
ント で 実践 され る こと に な 方 、 デ ュ ラ ンダ ル に 反対 


| 地球 軍 の 戦時 兵器 だ っ 
ウイ エム を 占拠 する 


照 
地 に 向け 大 出力 
ム き 放っ た 


デス ティ ニー プラ ン の 奈 波 
生来 の 四 伝 
漆 ま じい 成 力 を 有する 


ビー ム の 一 撃 が 発進 中 
の 艦隊 も ろ と も アル ザッ 


| キラ と アス ラン 、 ステ ーション ワン 攻略 戦 を 開始 


計画 を 実践 する た め に 極端 な 手段 も 辞 さ な い デュ ラン ステ ーション と な る コロ ニー 「 ス テー ショ ン ワ ン 」 へ の 攻撃 を 
ダル に 戦 標 し た アー クエ ンジ ェ ル の 面々 は エタ ー ナ ル と 合 開始 し た 。 一 方 、 デ ュ ラ ンダ ル は アー クエ ンジ ェ ル の 行動 を 
2 ラン ダル の 暴挙 を 止め る べく 、 レ クイ エム の 中 継 「 平 和 へ の 道 を 閉 さす 行為 」 と 断 じ 、 迎撃 を 命じ た 。 


| き ショ ン ワ ン は 
人 を 全 。 ビー ム の 和 
デー 2 る “ 道家 更 能 力 を 封じ られ た こ 


た キラ と アス ラン ド 、 中 門 ス テー ショ ン の 機能 を | a | と で 、 レク ライ エム の 仙 成 は 
ティ ア の ピー ムン ー ド で 内 側 か ら 破壊 し た 。 L ® - ] 去っ た の だ が 
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半 デュ ラン ダル 、 ネオ ジェ ネ シ ス を 使用 


デュ ラン ダル に は 機動 要塞 メサ イア に 用 意 され た Y 線 
レー ザー 砲 「 ネ : ネ シス 」 を 使用 。 発射 され た レー ザー 
は 一 撃 で オー ブ 主 力 艦隊 に ダメ ー ジ を 与え た 。 


ト と アス ラン ・ ザ ラ は ステ ーション ワン の 破壊 に 成功 する 。 


前 大 戦 で 使用 され た ジェ ネ 
シス に は 及ば な いも の の 、 
圧 制 的 な 火力 に よっ て オー 
本 | ブ ま 力 艇 鐘 は 次 々 と 場 沈 。 
た っ た 一 緊 で 艦隊 戦 カ の 
大 半 を 失っ て し まっ た 。 


ーー i 


レラ イエ ム と いう 放 到 手際 を 失っ た メサ イア に オー ブ 主力 居 只 が 人 る 開 
始 。 だ が デュ ラン ダル は 焦る こと な く ネ オジ - ス で の 迎撃 を 命じ た 。 


目 キラ 、 レイ と 交戦 


ネオ ジェ ネ シ ス を 破壊 し 、 デ ュ ラン ダル の 暴挙 を 止め る べ 
く メ サイ ア に 急 ざ キラ の 前 に 、 レ イ ・ ザ ・ パ レル が 立ち は 
だ か っ た 。 か つて の ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ と 同様 、 全 人類 へ 


の 復讐 を 訴え る レイ 。 だ が 人 類 の 未来 を 信じ る キラ の 想い 
が 、 レ イ の 妄 執 を 機体 ご と 打ち 砕い た 。 そし て キラ は デ 
ンダ ル の 待つ メサ イア 最深 部 に 向かっ て いっ た 。 


同じ 直伝 子 を 有する クル ー 
戦う レイ 。 その 湊 に か つて クル 


を 追う よう に メサ イア へ 入っ 
で いる 。 


目 アス ラン 、 シン ヤル ナマ リア と 交戦 


訴え る と 戦況 が 一 変 。 突然 の 裏切り に 激 曲 し た シン が ル 
ナマ リア を 手 に 掛け よう と し て し まう 。 これ に 起り を 爆発 さ 
せ た ア スラ ン は 、 つい に は シン を 圧倒 し て いる 。 


目 キラ 、 デュ ラン ダル と 対 時 


一 斉 砲 撃 で メサ イア を 沈黙 させ た キラ は 、 半 壊し た 司令 
室 で デュ ラン ダル と 対 財 し た 。 その 様子 を 伺っ て いた レイ 
は 、 密 か に キラ を 撃 と うと する 。 だ が キラ の 言葉 に 胸 


れ た レイ は 反射 的 に デュ ラン ダル を 撃っ て し まう 。 する と そ 
に タリ ア ・ グ ラディ ス が 姿 を 現し 、 キ ラ に 脱出 を 促す と 、 
レイ と 共に 瀬 死 の デュ ラン ダル に 寄り 添う の だ っ た 。 


[ 現場 を 静観 し て いた タリ ア は キラ 
に 脱 


3 の 様子 は 、 まる で 本 当 の 家族 の 
a“* よう だ っ た 。 
3 
や 、 
や や 
人 ) ~~ 


キラ が 脱出 し た 直後 、 機 能 を 停 
止 し た メサ イア は 月 面 に 落下 
指導 者 を 失っ た ザフト が 停戦 に 
応じ 、 長 き に 下る 戦乱 に よう や く 
終止 待 が 打 た れる こと と な っ た 


デュ ラン ダル を 守 ろ うと し て いた 
レイ だ が 、 キ ラ の 言葉 に 動か され 
て 半ば 無意識 に デュ ラン ダル を 
撃っ て し まっ た 。 1 


イザ ー ク と ディ アッ カ 、 ア ー ク エン ジェ 
ル を 支援 。 


キラ と アス ラン 、 ス テー ショ ン ワ ン の 
破壊 に 成功 。 


デュ ラン ダル 、 ネ オジ ェ ネ シス を 発射 。 
オー ブ 主 力 艦隊 、 壊滅 。 


キラ 、 レイ と 交戦 。 

キラ 、 レ イ の レジ ェ ンド ガン ダム を 撃破 
する 。 

アス ラン 、 シ ン お よび ルナ マリ ア と 交 
戦 す る 。 


ルナ マリ ア 、 突 如 、 シ ン に 停戦 を 呼び 
掛け る 。 


シン 、 ル ナマ リア に 攻撃 を 加え よう と 
する 。 


アス ラン 、 シ ン の デス ティ ニー ガン ダ 
ム を 撃破 


キラ 、 デュ ラン ダル と 対 時 。 


レイ 、 キラ の 言葉 に 説得 され 、 デュ ラ 
ンダ ル を 銃撃 。 


デュ ラン ダル と レイ 、 タリ ア 、 崩壊 する 
メサ イア と 運命 を 共に する 。 


MORE INFO! 
オー ブ で の 出会い 
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AWTIMELINE 


ニュ ー タ イプ 伝説 の 終 少 [x] 本 0A ME D9 
ニュ ー タ イブ 伝説 の 終 間 


ファ ー ス トニ ュー タイ プ の 力 を 欲す る 新地 球 連 邦 軍 と 

『 宇宙 革命 軍 が 月 面 基地 D.0.ME. に 集結 、 一 触 即発 の 

状態 と な る 。 だ が 意外 な 仲介 者 が 両者 の 激突 を 止め 

ーー sal た 。 か つて この 施設 に 封印 され た ファ ー ス トニ ュー タイ 
| プ が 、 閉ざさ れ た 施設 に 彼ら を 招き 寄せ た の で ある 。 


半 が ガロ ー ド 、 フ リー デン クル ー と 合流 


フリ ー デ ンク ルー、 カ リス 率い る 反 政 
府 組織 に 救出 され る 。 


フィ クス ・ ブ ラッ ド マ ン へ の 協力 を 拒否 し た ガロ ー ド ・ ラ ン 
は 、 ティ ファ ・ ア ディ ー ル と パー ラ ・ シ ス を 伴っ て 新 軍 邦 基 
地 を 脱出 し た も の の フロ スト 兄弟 の 追撃 を 受け て し まう 。 だ 


が そこ に 援軍 が 現れ た 。 地球 脱出 時 に 別 行動 と な っ て い 
た フリ ー デ ン の 仲間 彼ら の 援護 も あっ て ガロ ー ド た 
ち は 辛 うじ て 窮地 を 脱し た の だ っ た 。 


ガロ ー ド 、 新 連 邦 基地 か ら 脱出 。 


ガロ ー ド 、 フ ロス ト 兄弟 の 追撃 を 受け る 。 


ント 


成功 し た も の の 、 フ ロス ト 見 部 の 前 に 学 勢 と な る ガロ ー ド 。 だ: 
ト た ちの 授 護 に よっ て 難 を 拓 れ て いる 。 


10 月 


@ | 目 革 合 生 / 新 連邦 軍 和 平 派 の 粛 消 が 実施 きれ る 


カリ ス と フリ ー デ ンク ルー、 ガ ロー ド を 
救出 。 


た ちと 共に 反 較 者 
組織 に 参加 する こと と な っ 
た ガロ ー ド は 、 旧 連邦 の 到 
し た 宇宙 戦艦 で 再び 宇宙 
に 上 が っ た 。 


ザイ デル .、 革 命 軍 内 の 和平 派 を 排除 。 


フロ スト 兄弟 、 新 連 邦 軍 内 の 和平 派 
を 一 掃 す る 。 


革命 軍 と 新 連邦 軍 、D.O.M.E. 占 拠 
を 画策 。 


地球 へ の 直接 攻撃 を 意図 し た 「 ダ リア 作戦 ] の 失敗 以 
来 、 革 命 軍 で は 新 連 邦 と の 和平 を 唱え る 声 が 急速 に 高 
まっ て いた 。 これ を 危 恨 し た 総統 ザイ デル ・ ラ ッ ソ は 和平 派 


ニコ ラ は ザイ デル の 腹心 だ っ た が 戦乱 の 拡大 を 要 護 し て いた 。 そこ で ザイ 
デル は ニコ ラ を 利用 し て 、 華 病 軍 内 の 和平 派 一 持 を 図っ た の で ある 。 


軒 各 努 力 、 D.0.ML.E. に 侵攻 開始 


の 一 掃 を 画策 。 和平 泊 の 中 心 と な っ て いた ニコ ラ . フ ァ フ ァ ソリ ョ ンク ルー (= 和 動 


ス を 政治 犯し て 拘束 、 処 刑 し た 。 結果 、 反 抗 勢力 を 排除 し 


と 
た 革命 軍 は 新 連邦 と の 対決 姿勢 を 明確 に し た の だ っ た 。 し 


第 8 次 宇宙 戦争 、 勃発 。 


同じ 類 、 新 軍 邦 軍 で も 同 
様 の 事態 が 起こ っ て いた 。 
戦争 を 望む フロ スト 兄弟 
は 、 華 登 軍 の テロ に 見 せ 
が て 新 連邦 軍 の 和平 泊 
を 一 揚 。 フィ クス ・ ブ ラッ ド 
マン を 局 晶 し 、 開戦 へ と 双 


新 連 邦 と の 戦闘 に 勝利 する に は ニュ ー タ イプ が 不可 欠 
と 判断 し た ザイ デル は 、 ファ ー ス トニ ュー タイ ブ が 封印 され た 
月 面 施 設 D.0.M.E. の 占拠 を 命令 。 艦 隊 戦 力 を 引き 連れ て 


月 へ と 移動 を 開始 し た 。 一 方 、 革 命 軍 の 意図 を 察し た ブラ ッ 
ド マ ン も 戦力 を 月 方 面 へ と 差し 向け た 。 その 結果 、 両 軍 が 
月 邊 域 で 遭遇 、 第 8 次 宇宙 戦争 友 勤 発し た の だ っ た 。 


新吉 孝 軍 に 先んじ て 
月 軍 域 に 到達 し た 華 
合 軍 は 、D.OME を 
制圧 すべ く 大 規 諾 な 
ー | MS 部 隊 を 投入 し た 。 


だ が D.0.MAE か カ ら 謎 の 
MS 部 隊 が 出現 し 、 導 開 還 
命 軍 MS の 侵入 を 隅 止 
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コ きら に 欄 方 あら 新 軍部 
ーー | 軍 が 追い すがり 、 月 周 
に | 辺 電 域 で は 3 つの 部 隊 


て 」 に よる 混 時 が 放 開き れ 
Pf る こと と な っ た 。 
= 


守 寺 い DOME へ の 
保 入 を 試み る の だ っ た 。 


目 各 勢力 の 代表 、 D.0.ML.E. に 所 か れる 


革命 軍 と 新 連 邦 軍 、 さ ら に D.0.ME. か ら 出 現し た 
ビッ ト MS も 戦闘 に 介入 し 、 月 周辺 宙 域 は 混戦 状態 に 
陥っ て し まっ た 。 この 状況 か ら 脱 し た ガロ ー ド と ティ ファ は 


ファ の 時 を を 和信 し た ビッ LMSW ガ ンダ DXDOJAE に ある 
ファ ー ズ トニ ュー タイ プ の 限る 施設 最 馬 に 招き 入れ た < 


D.0.ME. へ の 侵入 に 成功 。 さら に ファ ー ス トニ ュー タイ プ と 
接触 し て 戦闘 を 一 時 停止 させ る と 、 革 命 軍 と 新 連邦 軍 、 さ ら 
に フリ ー デ ン の 代表 を D.O.ME. に 呼び 寄せ る こと に し た 。 


還 ニュ ー タ イプ 伝説 の 真相 が 明らか と な る 


ティ ファ の 願い に 応え て 語ら れ た ファ ー ス トニ ュー タイ プ 
の 話 は ニュ ー タ イブ の 概 恋 を 打ち 砕く も の だ っ た 。 ニュ ー 
タイ プ 能 力 と は 個人 の 特性 で あり 、 人 類 の 革新 で は な い 。 
が 中 を 千 ん で 見 守る 中 、 


に D 0.ME. が 起動 。 ファ ー 
ー タ イブ が 真実 を 語り 始 


イプ は 脆 が に そう 語っ た 。 


ニュ ー タ イブ と は 幻想 で 、 未 来 を 作る の は 人 間 が 持つ 心 の 
力 と いう の だ 。 だ が ニュ ー タ イプ 能力 を 追い 求め る ザイ デル 
に は 、 この 話 は 受け 入れ られ な か っ た よう だ 。 


その 場 に 居合 わせ た ほとん どの 
者 は ファ ー ス トニ ュー タイ ブ の 言 


と ブラ ッ ド マン ト 


惑 を 拒絶 する か の よう に ファ ー ズ 
トニ ュー タイ プ は 凌 を 消し 


目 フロ スト 兄弟 、 無 差別 攻撃 を 開始 


これ まで 歴史 の 除 で 暗躍 し て いた フロ スト 兄弟 だ が 、 ブ 
ラッ ド マ ン を 葬っ た こと で 表立っ た 行動 に 移行 。 自分 た ち 
を 不要 と し た 世界 に 対す る 復讐 を 始め る 。 フロ スト 兄弟 を 


排除 し な い 限り 、 戦い は 繰り 返さ れる と 考え た ガロ ー ド は ツ 
イン サテ ライ トキ ャ ノン に よる 砲撃 を 決意 。 ティ ファ の 力 を 
借り て 照準 を 兄弟 に 合わ せ た 。 


ル と ブラッド マ ン も 草 っ た フロ スト 兄 交 は な お も を 細 け よう と す 
その 前 に ガロ ー ド の ガン ダム DX が 立ち は だ か っ た 」 


目 第 8 次 宇宙 戦争 、 終結 


し か し 、 フ ロス ト 兄 弟 は 行 
方 不明 と な り 、DO.M.E も 
流 に 券 き 込 まれ て 哨 


D.O.M.E. を 巡る 戦闘 で 指導 者 を 失っ た 革命 軍 と 新 連邦 
軍 は 第 8 次 宇宙 戦争 の 停戦 を 決定 。 和平 に 向け て 和平 協 
会 が 設立 され た 。 戦闘 停止 か ら 半 年 が 経過 し た 頃 に は 


D.0.M.E が 失わ れ た : ー タ イプ を 保護 する と いう 目的 が な く な っ 
ETE rr 


第 3 回 調停 会 議 が 開催 され た 。 会 議 に は 新 連邦 軍 代 表 と 
し て ジャ ミル と サラ が 、 革命 軍 か ら は ラン スロ ー が 出産 し 、 平 
和 実 現に 向け て の 協議 が 行わ れ た 。 


の 和平 叶 会 に 参加 。 
命 軍 と の 恒久 的 な 和平 へ 
の 道 を 模索 し て 尽力 し た 。 


ガロ ー ド と ティ ファ 、 D.O.M.E. に 到着 。 


ティ ファ 、 フ ァ ー ス トニ ュー タイ プ と 接 
” @ 


革命 軍 と 新 連 邦 軍 、 フ リー デン の 代 
表 が D.O.M.E. に 招 か れる 。 

ファ ー ス トニ ュー タイ プ 、 ニ ュー タイ プ 
の 存在 を 否定 する 。 


ザイ デル と ブラ ッ ド マン 、D.O.M.E. か 
ら 離 脱し 、 戦闘 を 再開 。 


フロ スト 兄弟 、 ザイ デル と ブラ ッ ド マン 
を 排除 。 
ガロ ー ド 、 フロ スト 兄弟 と 交戦 。 


ガン ダム DX、 大 破 。 フロ スト 兄弟 、 行 
方 不明 。 


第 8 次 宇宙 戦争 、 停戦 。 
フリ ー デ ン 、 解散 。 


和平 協議 会 が 設立 され る 。 
第 3 回 調停 会 議 、 開催 。 


MORE INFO! 
フリ ー デ ンク ルー の その 後 


5 食通 ・ サ ン ラ イズ 144-26 


145-25 


Y ガ ンダ ム 


C.C.TIMELINE 


月 の 施政 者 


月 の 施政 者 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 可 撃 を 受け つつ も 、 つい に 月 面 
都市 に 到着 し た ウィ ル ゲ ム 一 行 。 ディ アナ ソレ ル は これ 
まで の 道筋 を 改め る べく 、 月 の 内 政 を 担当 する アグ リッ 
パ ・ メ ン テ ナ ー と の 面会 を 図る 。 だ が アグ リッ パ は ディ ア 
ナ と は 異な る 思惑 で 動い て いた 。 


LU ] WM4 交 07 


目 ディ アナ 、 ジャ ンダ ルム か ら 脱 出 


ディ アナ ・ ソ レル と 共に 行動 し て いた レッ ト 隊 の キャ ン 
サー・ カ フカ は 、 ディ アナ を 月 に 案内 する ミー ム ・ ミ ドガ ルド 
が 月 の 武人 ギ ム ・ ギ ン ガ ナム と 内 通し 、 女 王 暗殺 を 企 て 


て いる こと を 知る 。 そこ で レッ ト 隊 は ディ アナ と 共に 宇宙 般 
ジャ ンダ ルム を 脱出 。 アス テロ イド ・ コ ロニ ー [ミス ルト 9] 
に 身 を 隠す と 、 ウィ ル ゲ ム と の 接触 を 図る こと に し た 。 


「 ソ レル 家 が し で か した 不 名 准 は ギン ガ ナ ム 表 が 港 ぐ の が 役割 ] だ と 、 
ルド の 通信 に 対し て ギン ガ ナ ム は ディ アナ を 科す 可能 作 を 示 大 し た 


だ が その 企み は レッ ト 隊 の 
知る と ころ と な り 、 キ ャ ン 
サー た ち は デ ィ ア ナ を 連れ 
て ジャ ンダ ルム を 苑 須 し 
た 。 女王 に 中 識 を 覆う レッ 


ト 
裏切り は と て も 看過 で きる 
も の で は な か っ た 。 


四 ハリ ー、 キ エ ル と 共に ウィ ル ゲ ム を 離 騰 


ウィ ル ゲ ム に 乗 艇 し て いた ハリ ー・ オ - ディ アナ の 
危機 を 知る や 、 思 い 切 っ た 行動 に 出 た 。 ディ アナ に 瓜 ふ 
た つの キ エ ル ・ ハ イム を ギン ガ ナ ム と 会 わせ る こと で ミス ル 


キ エ ル は 、 ハリ ー が 自分 を 女王 の 身 作 り に 仕立 て 上 げ よ うと し て いる こと に 
気付 いて いた が 、 彼 に 対す る 信頼 と 愛情 か ら 企み に 同意 し で いる 。 


トッ へ の 攻撃 を 回 避 さ せよ うと 考え た の だ 。 ハリ ー の こと を 
憎め ら ず 思っ て いた キ エ ル も これ に 同意 し 、 ウィ ル ゲ ム か ら 
脱し た ハリ ー は ギン ガ ナ ム の 下 に 急ぐ の だ っ た 。 


その 後 、 ハ リー は キ エ ル を 
る と ウィ ル ゲ ム を 
ルト ゥ へ の 攻撃 

を 回 選ぶ させ る べく 、 ギ ン ガ 

ナム の 下 へ と 向かっ た 。 


目 マヒ ロー 隊 、 ミス ルト ゥ に 侵入 


ハリ ー の 思惑 は 上 手 く いく と 思わ れ た 。 だ が ディ アナ の 
救助 信号 を 聞き つけ た ロラ ン ・ セ アッ ク た ち は 、 同 じ く ディ 
アナ を 追っ て きた スエ ッ ソ ン ・ ス テロ の 一 隊 と ミス ルト ウゥ で 四 

a ーー 臣 ディ アナ を 追っ で ミス ル 
トゥ に 入っ た ステ ロ の 
部 下 が レ ッ ト 隊 を 発 


見 。 小間 星 内 で 寺 ・ 闘 
が 発生 し て し まう 。 


爆発 音 を 聞き つけ た ロ 


過 。 交戦 と な る 。 さら に 気負い 過ぎ た キ エ ル が 過剰 な まで 
に 月 の 女王 を 演じ た こと が ギン ガ ナ ム の 不貞 を 買い 、 ギ ン 
カナ ム は ミス ルト ゥ の 破壊 を 指示 セ た 。 


と する 。 と ころ が そこ に 
ステ ロ 隊 の 本 隊 が 現 
れ 、 ミス ルト ゥ に 攻撃 を 
住持 すてき た 


ス に 入っ て し まっ た 


キャ ン サ ー、 ミ ドガ ルド の 通信 を 姿 み 
ディ アナ 暗殺 計画 を 知る 。 


レッ ト 隊 、 デ ィ ア ナ と 共に ジャ ンダ ルム 
を 脱出 。 


レッ ト 隊 、 ミ スル トゥ ウ に 移動 。 ウィ ル ゲ 
ム に 救難 信号 を 送る 。 

ロラ ン 、 ディ アナ 救援 に 向かう 。 

ハリ ー、 キ エ ル と 共に ウィ ル ゲ ム を 
離脱 。 

ロラ ン 、 ステ ロ 隊 と 交戦 。 
ハリ ー と キ エ ル 、 ギン ガ ナ ム と 対面 。 


キ エ ル 、 ディ アナ と し て 攻撃 中 止 を 
命じ る 。 


ギン ガ ナ ム 、 ミ スル トゥ の 破壊 を 指示 。 
ミス ルト ゥ 、 崩壊 。 


ロラ ン 、 デ ィ ア ナ と 共に ウィ ル ゲ ム に 
帰 艦 。 


目 ロラ ン 、 月 の 運河 に 到着 


月 の 運河 に 到達 し た ロラ ン は 、 幼なじみ の 運河 人 で ある 
ドナ や ハメ ッ ト か ら 月 の 現状 を 知ら され た 。 それ に よる と ディ 
アナ の 代行 と な っ た アグ リッ パ . メ ン テ ナ ー は 、 ムー ン レイス 


と ミリ シャ の 衝突 を 伝え な い ば か りか 、 市 内 に 戒厳 今 を 敷 
き 、 都 市 シス テム の 半分 を 掌握 し て いる らし い 。 事態 を 重く 
みた ディ アナ は 月 の 首都 ゲン ガ ナ ム 行き を 決意 する 。 


ツ Wm 
用 
の) 


て いた 。 そこ で ディ アナ は 
| 月 の 施政 を 代行 する アグ 
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| 運河 人 の 口 か 5 聞か され 
た 月 の 現状 は 、 ディ アナ の 
予想 を 超え る ほど に 悪化 し 
| 


※ < I 
月 の 軍 河 に 着い た ロラ ン は 幼なじみ た ちと 再会 する 。 彼ら は 月 の 生 人 
ある 運河 の 清 提 を 担当 する 下層 市 民 で 、 か つて は ロラ ン も その 一 員 


の 


四 ロラ ン 、 マヒ ロー 隊 と 交戦 


玉 炭 令 の せい で 身動き が 取れ な い ロ ラン だ っ た が 、 ド ナ 
の 発案 を 受け 、 月 面 都市 の 生命 線 で ある 運河 に 紛れ て ゲ 
ン ガ ナム に 向かお うと する 。 さっ そく り ガ ンダ ム を 鯨 に 擬装 


し た ロラ ン は 、 運 河 伝い に 移動 を 開始 する 。 と ころ が そこ 
に ディ アナ を 追っ て きた ステ ロ 隊 が 現れ 、 時 な ら ぬ 水中 戦 
が 始ま っ て し まっ た 。 


凍 まう 。 イル カ の 果 で v ガ ン 
ダム を 確 朗 で き な い ステ ロ 
隊 は 反撃 を 許し て し まい 、 
や < 拓 財 し て いっ た 


黒く 染め た 布 で 技 に 偽装 し た V ガ ンダ ム で 運河 を 移動 する ロラ ン 。 だ が ス 
テロ 隊 の 目 は ご ま か し 切れ ず 、 没 開 が 発生 し て し まっ た 。 


目 グエン 、 アグ リッ パ と の 接見 に 隅 む 


ウィ ル ゲ ム を 預かる グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド は ギン ロラ ン た ち が 再 会 。 グエン た ち は 女 王 の 居城 「 白 の 宮殿 」 
ガ ナ ム と 接触 。 彼 の 先導 で ゲン ガ ナ ム に 入っ た ば か りか 、 に 向かう こと に な っ た 。 グエン ら の いな い ウ ィ ル ゲ ム を ステ 
アク リッ パ と の 接見 も 許さ れる こと と な っ た 。 そこ に よう や く 口 隊 が 襲撃 する と いう 事件 が 生じ て し まう 。 
ウィ ル ゲ ム に 入っ た ディ アナ は 、 地球 に 住む 者 を 争い を 好 お 未開 
グエン が アグ リッ パ と の 接見 を 許 人 種 と 見 下す アグ リッ パ は まとも 
に 取り 合 お うと せ ず 、 グ エン の 思 
間 は 外れ て し まう 。 


女王 と し て の 身分 を 隊 し 。 グエン 
の 秒 塞 と し て 接見 の 場 に 逢い た 
ディ アナ は 、 グエン と の 会 話 か ら 
アグ リッ パ の 真意 を 探 ろ うと し た 
の だ We 


会 議 が 続く 中 、 ウィ ル ゲ ム が ステ 
ロ 隊 に 前 設 さ れる 事態 が 発生 。 
その 愉 、 秀 を 預かる ミハエル ・ ゲ 
イン は 、 白 の 宮 虹 を 詩 に し て 凍 
の 攻撃 を か わ そ うと し た 。 


目 「 白 の 宮 典 」 周辺 で 戦闘 が 発生 


ギン ガ ナ ム 隊 の 暴走 に アグ リッ パ と の 確執 を 見 た グエン 
は 、 月 と の 交渉 を 優位 に 進め られ る と ほ く そ 笑 お 。 だ が 事態 
は 複雑 に な りつ つ あ っ た 。 ギン ガ ナ ム の 入れ 知恵 と 増 授 


部 隊 を 得 た ステ ロ が り ガン ダム の 引き 渡し を 要求 。 ご 
応じ な けれ ば グエン た ち を 処刑 する と 通告 する 。 これ に グ エ 
ン は 猛然と 反対 し 、 戦闘 は 腔 着 状 態 に 陥っ て し まう 。 


すじ 3。 と は いえ ぇ 近 聞 に 動け 
い y ば ディ アナ に 危害 が 生じ る 


: ム か ら V ガ ンダ ム の 奪取 を 命じ られ た ステ ロ は 、 要 求 に 


か も し れず 、 
ば 、 自 の 宮 区 に 立て 守 も る グエン た ち を 抹殺 する と 告げ る 。 


する こと も で き な か - 


C.C.2345 


ロラ ン 、 月 の 運河 に 到着 。 


ロラ ン 、 幼 な じみ の 運河 人 か ら 月 の 現 
状 を 知ら され る 。 


ディ アナ 、 ゲン ガ ナ ム 行き を 決意 。 
ロラ ン 、 運 河 を 使っ て ゲン ガ ナ ム に 向 
か う 。 


ステ ロ 隊 、 V マ ガン ダム を 
発見 


ロラ ン 、 ステ ロ 隊 を 撃退 。 
グエン 、 ギ ン ガ ナム と 接触 。 ギン ガ ナ 
ム 艦 隊 の 先導 で ゲン ガ ナ ム に 入る 。 


グエン 、 ア グリ ッ パ と の 接見 を 許可 さ 
れる 。 


ロラ ン 、 ウィ ル ゲ ム と 合流 。 白 の 宮殿 
に 向かう 。 


グエン 、 アグ リッ パ と の 接見 に 臨む 。 
ウィ ル ゲ ム 、 ステ ロ 隊 に 襲撃 され る 。 


ウィ ル ゲ ム 、 白 の 宮殿 を 盾 に する 。 


グエン 、 アグ リッ パ と の 交渉 で 強硬 次 
勢 を 示す 。 


ステ ロ 、 グ エン た ちの 安全 と 引き 換 
え に 、V ガ ンダ ム の 引き 渡し を 要求 す 
る 。 


MORE INFO! 
ター ン X の 発掘 


宙 通 ・ サ ン ラ ィ ズ 145-26 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


UC.TIMELINE 


ダカール の 夜 


[LZ] mM4 se 11 
ダカール の 夜 


戦い の 中 で 離れ 離れ に な っ て 以来 、 や っ と 再会 を 果たし 
た ジュ ドー と リィ ナ の 兄妹 。 だ が ハマ ー ン の 凶 弾 か ら 兄 
を 底 っ た リィ ナ が 重傷 を 負っ て し まう 。 し か も や っ と の 
思い で 脱出 し た に も か か わら ず 、 戦 袖 は ふた り を 逃 が そ 
うと せ ず 、 さら な る 悲劇 に 見 舞 わ れる こと と な る ……。 


目 ジェ ドー、 リィ ナ を 連れ て パー ティ ー 会 場 か ら 脱出 


ジュ ドー、 リィ ナ と パー ティ ー 会 場 か ら 
脱出 。 


傷つい た リィ ナ を 連れ て パー ティ ー 会 場 か ら 脱出 し よう と 
する ジュ ドー だ が 、 会場 の 出入 口 は 我 先 に 送 げ 出 そ う と す 
る 連邦 政府 高官 で 溢れ 返っ て お り 、 と て も 通れ る 状態 で は 


な か っ た 。 だ が この 時 、 リ ィ ナ が 毅然 と し た 態度 で 高官 た ち 
を 一 喝 。 年 端 も 行か な い 少女 か ら その 態度 を 指摘 され た 
高官 たち は そ の 場 か ら 立 ち 去 る し か な か っ た 。 


コア ・ ペ ー ス で アー ガマ に 


ジュ ドー、 
向かう 。 


先ほど まで は ネオ ー ジオ ン に 恭 呈 し な が ら 、 今 度 は 自ら の 保身 を 優先 し よう 
と する 一 一 自分 勝手 な 較 邦 政府 高 宜 の 次 に リィ ナ は 我慢 な らち な か っ た 。 


還 プル 、 リィ ナ に 立 癌 する 


「 に の 地球 の 運命 を ネオ ・ 
ジオ ン に 凍 け る 覚悟 が あ 
る の な ら 、 最後 まで 従い な 
さい 」 と の リィ ナド 


プル 、 ジュ ドー を 発見 。 
ジュ ドー、 リ ィ イナ を 海岸 の 小屋 に 匿う 。 
プル 、 災 始 の あま り 、 リィ イナ と 対立 。 


ジュ ドー、 ネオ ・ ジ オン MS 部 隊 と 
交戦 。 


を 探し て いた エル ビー・ プ ル は 、 砂 浜 に 不時着 
ドー の 機体 を 発見 し て 喜ぶ 。 だ が コク ピッ ト の 中 に 
リナ の 全 を 見 つけ る と 途 幣 に 不機嫌 に な っ て し まっ た 。 


いま うに リィ ナ を 軍 れ 出 
し た ブル は 、 作 の 手当 
て を する と 言っ て 、 人 | 
気 の な い 小屋 に 向 


か っ た 。 


グレ ミー を 底 っ た アマ サ ・ ボ ー ラ の 機 
体 が リィ ナ の 小屋 に 墜落 。 


し か も ジュ ドー は リィ ナ の こと ば か り 気 に 掛 け て プル に 目 を 
向け よう と も し な い 。 それ が プル の 機嫌 を より 一 層 損 ね さ 


せ 、 リィ ナ に 対し て 激しい 怒 尋 心 を 抱か せる こと に な っ た 。 リィ ナ 、 消息 不明 と な る 


る は ず も な く 、 報 り の ま 
ま に リィ ナ に 手 を 上 げ 


は の 介 に ジュ 


に 町 ま れ て は 聞き 入れ 
な いわ け に いか ず 、 プ 
ル は リィ ナ の 午 岳 を 任 
され る こと と な っ た 。 


目 リィ ナ 、 消 息 不 胃 と な る 


グレ ミー トト 率い る 部 隊 が 海岸 線 に 出現 。 ジュ ドー は ZZ 
ガン ダム で 迎撃 に 向かっ た 。 リィ ナ が 連れ 去ら れ た の も 、 元 
を 正 せ ば グレ ミー の せい で あり 、 どう し て も 彼 を 許せ な か っ た 


戦場 は 小屋 の 上 空 に 移動 。 グレ ミー 
を 底 っ て 被弾 し た アマ サ ・ ポ ー ラ の 機体 が 、 小屋 に 落下 し て し まう 。 


ブル が 水 を 波 あ に 行っ で いる 間 に 、 


VI 
は 小屋 は 全 械 し て お り 、 
リィ ナ の 次 は どこ に も な 


これ ほど の 火災 で は リィ ナ 
の 安否 は 総 望 的 だ っ た 。 


「 機動 戦士 ガン ダム ZZ 


UC.TIMELINE 


ダカール の 夜 


a] nD4 


を 族 い 立た せよ うと 、 厳し い 埋 度 で 接 す 


か ら 非 座 さ れ 、 チー ム 内 


ジュ ドー へ の 接し 方 を 巡っ 
て し まう 。 そし て ネオ ・ コ 


ジュ ドー、「 青 の 部 隊 」 と 交 唱 


脱走 。 砂漠 地帯 に 点 在 す る オア シス の 街 ガ ル ダ ー ヤ に 向 
か っ た 。 その 地 で 休息 を 取り 、 改 め て そこ で これ か ら の 人 身 
の 振り 方 を 考え よう と し た らし い の だ が ……。 


ルー を 追っ て 砂漠 に 向かっ た ジュ ドー は 機体 を 青く 塗っ 
た MS 部 隊 と 四 遇 し た 。 「 青 の 部 隊 ] と 名 乗る 彼ら は アフ リ 
カ 解 放 戦 線 に 属し て お り 、 ガ ル ダ ー ヤ の 街 を フラ ンク か ら 


「 捕 部 隊 に は 旧型 MS し か な い が 、 隊長 の 
ジュ ドー を 圧倒 。 それ で も プル の 協力 も あっ て 撃退 に 


解放 すべ く 戦 っ て いた 。 さら に 連邦 軍 に 与 す る ジュ ドー も 
彼ら の 目 に は フラ ンク の 手先 と 映っ た らし く 、 攻撃 を 仕掛 け 
て きた 。 


や 
、 ドー の 下 に 駆け 付け た グレ 
ミー は 、「 理 の 部 隊 ] の 指 
Sh る と は いえ グ 
に と っ て は 、「 青 の 
ee は 単なる 移 に 過ぎ 
な か っ た の だ が 


回 ガル ダー ヤ の 街 を 科 る 戦 還 が 発生 


A 砂漠 を 放 注 し て いた と ころ を 
「 青 の 部 隊 」 に 拾わ れ た グレ ミー は 、 彼 ら を 利用 し て アー 
ガマ と 戦わ せよ うと 画策 する 。 だ が アフ リカ 解放 戦線 の 

ラ の 協力 を 得 た アフ リカ 解 
放 双 線 の 大 部 本 が ガル ダー ヤ 


接近 。 フラ ンク に 素 さ れ 
差別 攻撃 を 仕掛 けた 。 


お り 、 et 
ず も な か っ た 。 


p10 月 21 


目 メル リル 測 沿岸 で 戦闘 が 発生 


Cam i 
こと か ら 戦 場 は 混乱 。 三 勢 力 が 入り 乱れ 、 ガ ル ダ ー ヤ の 街 
を 舞台 に し た MS 戦 が 引き 起こ され て し まっ た 。 


族 せ 馳 し 、 友軍 同 士 が 戦う と いう 
事 感 まで 発生 し て いる 。 


砂漠 地帯 を 横断 し て メル リル 湖 に 到達 し た ジュ ドー た ち 
は 久し振り に 羽根 を 伸ばし て いた 。 だ が そこ に オウ ギュ ス 
ト ・ ギ ダン 率い る ネオ ・ ジ オン MS 部 隊 が 接近 。 湖 の ほとり 


に 位置 する カラ バ の 補給 基地 へ の 攻撃 を 開始 し た 。 広大 
な 砂漠 地帯 で は 貴重 な 存在 で ある 補給 施設 を 守る べく 、 
ジュ ドー は 仲間 た ちと 協力 し て 迎撃 を 試み る の だ っ た 。 


ニュ ー タ イプ 部 隊 の 導入 を 考え る グレ ミー に オウ ギュ スト は 集 り を 覚え 、 独 
* 断 で 出撃 し た 。 戦い で 乾 果 を 挙げ 。 自分 の 地位 を 守 ろ うと し た の だ 。 


2 


ルー、 仲間 か ら 孤 立 す る 。 


ルー、 アー ガマ か ら 脱 走 。 ガル ダー ヤ 
の 街 に 入る 。 ee 


グレ ミー、「 青 の 部 隊 」 と 遭遇 。 


デュ ネ ・ コ ク お よび グレ ミー と 遭 
関係 に 巻き 込ま れる 。 


ジュ ドー、 ル ー を 捜索 中 に 「 青 の 部 
隊 」 と 遭遇 。 


ジュ ドー、「 青 の 部 隊 ] の 指揮 官 ディ 
ドー・ カ ルト ハ を 撃破 。 


グレ ミー、「 青 の 部 隊 」 を 利用 し て 、 
アー ガマ 攻略 を 企む 。 


ガ デ ブ 、 ラ の オウ ギュ スト と 共闘 
し て ガル ダー ヤ の 街 に 侵攻 。 


ジュ ドー、 ガル ダー ヤ の 街 を 巡る 戦闘 
に 参加 。 


グレ ミー、 ミン ドラ と 合流 。 


ルー、 アー ガマ に 帰 艦 。 


アー ガマ 、 メル リル 湖 に 到着 。 


オウ ギュ スト 、 カラ バ 補 給 基地 を 
舞 撃 。 


オウ ギュ スト と 交戦 。 


ジュ ドー、 


CMR + ライ x 146-26 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


RE.TIMELINE NS [W] Od mm08 
サン クキ ング ダム 、 解体 


@ つい に 地球 上 の 完全 支配 を 達成 し た 0Z。 だ が 実際 は 
* 無人 兵器 MD( モ ビル ドー ル ) を 巡る 対立 が 表面 化し 、 内 
1 紛 状 態 に 陥り づつ あっ た 。 し か も 思わ め ぬ 勢 力 が OZ の 権 


勢 拡大 を 妨げ る 。 か つて OZ に よっ て 滅ぼさ れ た 小国 サ 
ンク キン グ ダ ム が 再興 し 、 影響 力 を 発揮 し 始め た の だ 。 


ヒイロ 、 ノ イン に 導 か れ て サン クキ ング 
ダム に 向かう 。 

半 ヒイロ 、 サン クキ ング ダム に 合流 

トレ ー ズ 派 に 参加 し 、0Z ロ ー ム フェ ラ 財 団 派 と の 戦闘 に ルク レツ ィ ア ・ ノ イン が 現れ 、 彼 ら を 北欧 の 小国 に 招い 
に 明け 碁 れ て いた ヒイロ ・ ユ イ と カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナー た 。 そこ は サン クキ ング ダム ーー か つて 完全 平和 主義 を 
だ が 、 混 迷 す る 戦況 に 目的 を 見 失っ て し まう 。 する と そこ 唱え 、 地球 園 統一 連合 に 減 ぼ され た 国 だ っ た 。 


ヒイロ 、 リリ ー ナ と 再会 。 


ヒイロ 、 サン クキ ング ダム 防衛 戦 に 
参加 。 


リリ ー ナ 、 ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 会 合 に 
出席 する 。 


平和 主義 を 唱え る と 


は いえ 、 外敵 か 王国 を 守 
、 還 和 


リリ ー ナ 、 財団 内 で 影響 力 を 強め る 。 
サン クキ ンダ ダム の 防御 に 
ビ イロ も それ デル マイ ユ 、 リ リー ナ 暗 殺 を 企てる も 


失敗 


ヒイロ 、 ルク セン ブル ク で 財団 派 と 
交戦 。 
@ 上 目 リリ ー ナ 、 ロ ー ム フェ ラ 財 団 の 会 議 に 出席 3 


ヒイロ 、 ト レー ズ か ら ガ ンダ ム エ ピ オン 


急速 に 影響 力 を 広げ る サン クキ ング ダム を 危 恨 し た ロー を 財団 の PR に 利用 し よう と 画策 する 。 計略 は うま くい く と を 託さ れる 
ム フ ェ ラ 財 団 は 制圧 を 試み る が 失敗 。 そこ で 財団 代表 の 思わ れ た が 、 リ リー ナ の 影響 力 は デル マイ ユ の 想像 以上 “ 2 
デル マイ ユ 公 角 は リリ ー ナ を 会 談 に 招き 、 そ の カリ スマ 性 に 、 財団 幹部 の 心 を も 惹き 付け て し まっ た 。 


ヒイロ 、 エ ピオ ン ・ シ ステ ム の 影響 で 
暴走 。 


完全 平和 主義 を 主張 する 
リリ ー ナ は ゼクス と の 関係 
を 吾 定 。 それ ば か りか 、0Z 
の 式 は 


会 議席 上 、 宇 宙 で OZ に 抵抗 する ゼクス と リー ナ の 人 9 わせ な デ 
ル マ イ ユ は 、 ゼクス の 活動 を 抑制 する よう に 返 言 す 


ウィ ング カン ダム セロ O 入 


四 ヒイロ 、 トレ ー ズ か ら ガ ンダ ム エ ピ オン を 託さ れる 


ロー ム フ ェ ラ 財団 が MD 部 隊 を 投入 し た ルク セン ブル ク 禁 さ れ な が ら も 世界 情勢 に 目 を 光ら せ て いた トレ ー ズ が 密 
に 向かっ た ヒイロ に 、 財 団 に よっ て 幽閉 され て いる は ず の 意 し て いた ガン ダム エピ オン を 手渡 され た ヒイロ は 、 


元 0Z 総 帥 トレ ー ズ - グ シュ リナ ー ダ か ら 通 信 が 入っ た 。 軟 新た な 機体 で 戦い に 覧 お の だ が --…。 


ルク セン ブル ク に 1MD の 台頭 を 良し と せ 
人 和 ずい の 直 勢 に は 大 
レー ズ 派 の 洗 校 5 郊 Br | の カ を 反映 させ る ペ 
外 の 屋敷 に トレ ー ズ が | ヘー 4 きだ と する トレ ー ズ は 、 
元 時 され て いる と の 情 7 i ヒイロ に ガン ダム エピ ビオ | 

ン を 託し た の だ っ た 。 


ガン ダム エピ オン は 凄 ま 


じい 能力 を 崎 る が 、 指 


ee er 
こと と な る 。 ーー | 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


AE.TIMELINE 


サン クキ ング ダム 、 解体 


LW] MM sm06 


目 0Z、 サン タキ ング ダム に 侵攻 
財団 と の 会 議 以降 、 表 舞台 に 現れ た リリ ー ナ へ の 黄 同 力行 使 を 決定 。 MD に よる 大 部 隊 を サン クキ ング ダム に 派 
者 は 日 増し に 増え る 一 方 で あり 、 財 団 の 影響 力 を も 凌ぐ 勢 進 し 、 そ の 制圧 を 図っ た 。 こう し て 完全 平和 主義 を 掲げ た 
い だ っ た 。 事態 を 愛 慮 し た デル マイ ユ は つい に 本 格 的 な 武 国土 で 激戦 が 発生 する こと に な っ て し まっ た 。 
サン クキ ング ダム と 完全 平和 主 
義 を 杜 ま し く 感じ た デル マイ ユ が 


0Z の 大 沼 隊 を 投入 空 と 陸 か 
MD 部 隊 が 侵攻 を 開始 し た 。 


ヒイロ た ち が 必 死に 抵抗 し て も 
物量 に 物 を 言わ せ た MD 部 隊 を 
食い 止め る こと は 困難 で あり 、 つ 
い に 市 街 地 や 民間 人 に も 裕 害 
が 生じ て し まう 。 


王国 の 包 機 を 前 に し て ノイ ン や 
ヒイロ た ち は 防衛 埋 に 参加 する 。 


東 。 自ら も ロー ム フ ェ ラ 財 団 に 拘 
東 さ れる こと に な っ 


四 ヒイロ 、 ゼクス と MS を 交換 する 


ウイ ング ガン ダム ゼロ を 駆る ゼクス は リリ ー ナ を 守る べく ヒイロ が 現れ か 、 ふ た り は か つて の 因 緑 を 払拭 する か の よう 
サン クキ ング ダム に 急ぐ が 財団 派 の 抵抗 に 韻 い 、 到 着 し に 刃 を 交え る 。 だ が 突如 、 ゼ ロ ・ シ ステ ム と エビ オン ・ シ ス 
た 時 は 王国 の 解体 が 発表 され た あと だ っ た 。 する と そこ に テム が 共鳴 し 、 両 機 操 綻 不能 に 陥っ て し まっ た 。 


] 
互い の 存在 を 確認 し た ヒイロ と ゼクス は 、 決着 を つけ る べく 戦闘 を 行う 。 だ 


が 両機 の シス テム が 共 晶 し た こと で 勝敗 は つか な か っ た 。 の 場 は 別れ で いる 。 


a 
, 


目 WE、 各地 で -- 府 痢 起 を 開始 
世界 の 耳目 が サン クキ ング ダム を 巡る 戦闘 に 注 が れ て 知ら れ 、 武 力 に よる 地球 侵攻 を 標 頂 す る WF( ホ ワイ ト フ ァ ン 


いる 頃 、 地上 か ら 遠 離 れ た 宇宙 で は 、 新た な 組織 が 活動 グ ) で ある 。 これ まで WF 構 成員 は 0Z に 潜伏 し て いた が 、 金 
を 始め よう と し て いた 。 コロ ニー 勢力 の 中 で も 急 先 鱗 と し て 令 の 発動 に 伴い 、 た だ ち に 一 斉 妖 起 し た の だ っ た 。 


0z の 技術 者 で ちり 、MD 
開発 主任 の ツ パ ロフ も WF 
の 線 起 に 巻き 込ま れ 、 最 
後に は 月 面 MD 縮 造 施設 


(の 宣言 と 同時 に WF が 一 斉 蜂 起 。 それ まで 0Z 内 部 に 
成員 が 疑 起 し 、 各 地 で 戦 閲 が 発生 し た 。 


四 リリ ー ナ 、 ロー ム フ 


サン クキ ング ダム を 制圧 し た デル マイ ユ は 、 続 いて リリ ー ナ の カリ スマ 性 が 不可 欠 と 考え た の だ 。 初め は 提案 を 拒 
ナ を ロー ム フ ェ ラ 財 団 代表 の 座 に 就任 させ た 。 WF に 対す 。 否 し て いた リリ ー ナ だ が 、 多 く の 血 が 流さ れる こと を 愛 い 、 
る に は OZ の 内 紛 を 終息 させ る 必要 が あり 、 そ れ に は リリ ー や む な く デル マイ ユ の 言葉 を 受け 入れ て いる 。 


その 後 、 全 地球 規模 の 放 
3 リリ ー ナ は 財団 
代表 に 就任 し た こと を 宣 
言 。 だ が その 胸中 に は 、 
今 の 地位 を 使っ て 完全 平 
和 主 義 を 替 及 させ よう と い 
う 決意 を 漂 ら せ で いた 。 


IM 
突 療 の デル マイ ユ の 提案 に 困惑 する リリ ー ナ 。 し か し 財団 代表 と し て の 地 
位 を 利用 で きる と 考え 、 億 借 と な る こと を 承 詳し た 。 


0Z、 サン クキ ング ダム に 侵攻 。 


リリ ー ナ 、 ロー ム フ ェ ラ 財 団 へ の 投降 
を 受け 入れ る 。 


サン クキ ング ダム 、 解体 。 
ゼクス 、 ウ イン グ ガ ンダ ム ゼ ロ で サン ク 
キン グ ダ ム に 向かう が 、0Z に 阻ま れる 。 


ゼクス 、 ヒ イロ の ガン ダム エピ オン と 
遭遇 、 交戦 する 。 


ウイ ング ガン ダム ゼロ と ガン ダム エピ 
オン 、 機能 停止 


ヒイロ と ゼクス 、 乗 機 を 乗り 換え る 。 


WF、 各 地 で 一 斉 医 起 。 
WF、 OZ の 巨大 宇宙 戦艦 リー ブラ を 
強奪 。 


リリ ー ナ 、 ロー ム フ ェ ラ 財団 代表 に 
就任 。 
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機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


UC.TIMELINE EE (0 cd 10 
「 星 の 層 」 の 終 問 


【】 シー マ ・ ガ ラル ハウ の 裏切り に より 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト 首 
2 : 懇 エ ギー ユ ・ デ ラー ズ は 命 を 落と し た 。 だ が 彼 が 放っ た 


コロ ニー は ソー ラ ・ シ ステ ム I を 突破 し 、 地 球 へ と 落下 し 
ーー テキ ーーーーーーーー - て いく 。 そし て 、 デラ ー ズ の 遺志 を 継い だ アナ ベル ・ ガ 
a io | トー は 、 身 命 を 賭し て 作戦 を 成功 に 導 こ うと し て いた 。 


四 コッ 、 シー マ と 交戦 


一 連 の 戦闘 が 仕組 まれ た も た こと を 知り 、 起 り を か う ア ナベ ル ・ ガ トー を 追跡 する が 、 シー マ ・ ガ ラ ハ ウ に 行 


コウ 、 託 作 3 号機 で ガト ー の ノイ エ - 
ジー ル を 追跡 。 


抑え 切れ な い コウ ー ウ ラキ 。 だ が 事情 は どう あれ 、 コロ ニー < 手 を 隠 まれ て し まう 。 綿密 な 裏 工作 が 破綻 し た シー マ は 
が 地球 に 落下 し つつ ある の は 事実 。 コウ は コロ ニー に 向 。 その 息 り を コウ に 向け た の だ っ た 。 


コウ 、 起 戦 宙 域 に 突入 。 移動 の 最 
中 、 シー マ 艦隊 旗艦 リリ ー・ マ ルレ ー 
ン を 撃沈 。 

コウ 、 シ ー マ の ガー ベラ ・ テ トラ と 交戦 。 
コウ 、 シー マ を 撃破 。 


ガト ー、 コ ロニ ー に 到達 。 落下 軌道 の 
最終 調整 を 行う 。 


11 月 12 日 ニナ 、 ガト ー の 前 に 現れ る 。 


【 】 | 間 カト ー、 落下 中 の コロ ニー の 軌道 調整 を 行う 


に 入っ た ガト ー は コン トロ ー ル 室 に 向かっ た 。 コ ラー ズ の 遺志 は 完遂 され な い 。 目的 地 に コロ ニー を 落と し 
の 推進 剤 に 点火 し 、 最 終 的 な 軌道 調整 を 行 て こそ 「 星 の 局 」 は 達成 され る の だ 。 調整 を 進め る ガト ー 
だ 。 地球 に コロ ニー を 落と し た だ け で は 亡き エギ ー ユ ・ デ は 、 背後 に 人 の 気配 を 感じ た が …… 


ニナ 、 ガト ー を 説得 し よう と する 。 


コウ 、 コ ロニ ー に 到達 。 ガ カトー と ニナ を 
発見 。 


コウ 、 ガト ー に 発砲 
ニナ 、 ガ トー を 底 い 、 コ ウ の 下 か ら 去 る 。 


ガト ー、 ニナ を カリ ウス に 託す 。 


コロ ニー の 軌道 員 束 を 進め る 背後 に いる 人 の 気配 を 感じ た 。 こ 
ん な 場所 まで 来る 者 な どい る は ず も な か っ た の だ が 


11 月 12 日 以後 の ニナ の 動向 
目 コウ 、 が トー と 対 時 Tre 22022 の で ア クン 


が トー の 前 に 現れ た ニナ は 必死 に 彼 を 止め よう と する の 後 を 追っ て コン トロ ー ル 室 に 到達 し て いた の だ 。 重傷 を 
が 、 相 手 は 説得 に 応じ な い 、 や む な く 銃 を 構え る ニナ 。 だ 負っ た ガト ー に 、 コ ウ は と ど め を 刺 そ うと する 。 する と ニナ が 


が 実際 に ガト ー を 撃っ た の は コウ だ っ た 。 彼 も また ガト ー 身 を 擬 し て ガト ー を 守り 、 コウ を 性 療 と させ た 。 


な お も 銃 を 構え る コウ 
に 対し て 、 ニ ナ が 計 


は 、 それ で ガ 
を 説得 し よう と し た の だ 
ee 


運 れ て コン トロ ー ル 室 


に 入っ て きた コウ が ガ 

トー に 発砲 する 。 し か 

し 時 すでに 遅く 、 コ ロ 

ニー の 最終 抽 合 は 完 失っ た コウ は その 場 に 

TUT 立ち らく す の だ っ た 。 ーー 
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| 林寺 ガ ンタ ム 0083 スタ ー タ スト メモ リー 


UE.TIMELINE 


「 星 の 届 」 の 終 靖 


re mm10 


還 コウ 、 が トー と 交戦 


ガト ー を 取り 逃がし 、 ニ ナ に も 裏切ら れ た コウ は 失意 の ま 
ま コロ ニー を 退去 。 アル ビオ ン に 向かお うと し た 彼 の 目前 
に 巨大 な 影 が 立ち は だ か っ た 。 逃走 し た と ば か り 思 っ て い 


た ノイ エ ・ ジ ー ル が コウ を 待っ て いた の だ 。 コウ の 実力 を 認 
め 、 倒 すべ き 相手 と 認識 し た ガト ー は 、 コ ウ に 再戦 の チャ ン 
ス を 与え た の で ある 。 


から 内 脱し た コウ は 、 そこ に ノイ エ ・ ジ ー ル を 認め て 情熱 と する 。 そ 
れ は 、 ガト ー が コウ を 一 人 前 の 戦士 と 朗 め た こと を 意味 し て いた 。 


ふた り の 戦い は いつ 果て 
| る と も な く 全 き 次 落 に 機 
| 人 を 損 佑 を 重 ね て いく 。 そ 


こう と は し な か っ た 。 


還 バス ク 、 ソー ラ ・ シス テム H の 芋 和 を 骨 行 


激闘 の 果て に 試作 3 号機 を 捉え た ノイ エ ・ ジ ー ル が 最後 
の 一 撃 を 加え よう と し た その 瞬間 。 突如 、 周 囲 が 周 い 光 に 
照 し 出さ れ た 。 再 調整 され た ソー ラ ・ シ ステ ム T の 照射 で 


ある 。 ガト ー に コン トロ ー ル 艦 を 破壊 され 、 コ ロニ ー の 破壊 
に 失敗 し た パス ク ・ オ ム が 私 引 と 共に 放っ た その 一 撃 に 、 
コウ と ガト ー も 巻き 込ま れ て し まっ た の だ っ た 。 


紅 作 3 号機 を 青 儲から 匠 交 い 絡め に し た ノイ エ ・ ジ ー ル 。 これ で 勝信 は 決 
する も の と 思わ れ た が 、 次 の 明 間 、 誌 い 光 が 2 機 を 包ん だ 。 


人 し ょ の 月間 


と いう 務 を か か され た パス 
ク は 、 友 軍 が 射線 上 に い 


る に も か か わら ず 、 昭 射 を 
強行 し た の で ある 。 


四 コロ ニー、 北大 際 に 落着 


ソー ラ ・ シ ステ ム I の 再 照射 に よっ て も コロ ニー の 破壊 

は 叶わ ず 、 照射 か ら 13 分 後 、 大 気 国 に 突入 し た コロ ニー は 

ジャ ブロ ー 上 空 を 通過 し た 。 連邦 軍 本 部 へ の 落下 を 目論ん 
デラ ー ズ 堆 争 の 真相 を 知っ た ご 


と で 准将 の 座 を 適わ れ た コー ウェ 
ン は 、 ジャ ブロ ー か ら 連 行 され よう 


で いる と 予想 し て いた 高官 た ち は 首 を 傾げ る が 、 最 終 落 下 
地点 を 聞く や 、 起 り に 顔 を 歪め た 。 コロ ニー の 落着 地点 は ワ 
シン トン 州 ウィ ル バ ー、 北米 最大 の 末 倉 地帯 だ っ た の だ 。 


落着 。 その 様子 は 先導 艦隊 か ら 
も 目撃 され て いる 。 


目 カト ー、 鬼 介 する 友軍 衝 隊 を 拉 


コロ ニー の 落着 を 見 届け た ガト ー は 、 先 遺 艇 隊 か ら の 帰 
艦 要請 を 無視 し て 戦い を 続け た 。 共に 「 星 の 居 ] に 参加 し 
た 桂 兵 を ひと り で も 多く 脱出 させ る こと 一 一 それ が デラ ー 


Nr / 
/ 


働き を 示す 。 だ が ダメ ー ジ を 負っ た 機体 は も は を 根 界 に 培 し て いた 。 


ズ の 死に 報い る 方 策 だ と 決意 し て いた の だ 。 そし て 傷 の 
の 
尽き 、 彼 の 戦い は 終幕 を 迎え た の で ある 。 


区 薬 も 推進 剤 も 残り わ ず 
か と な る や 、 ガ トー は ノイ エ ・ 


ラー ズ 


星 の 選 


コウ 、 コロ ニー か ら の 退去 を 図る 。 
コウ 、 ノ イエ ・ ジ ー ル を 発見 。 
コウ 、 ガト ー と 交戦 。 


バス ク 、 ソー ラ ・ シ ステ ム I を 有 照 射 。 


コウ と ガト ー、 攻撃 に 巻き 込ま れる 。 
コロ ニー、 北 米 大 陸 ワ シン トン 州 ウ ィ 
落着 。 


ガト ー、 コウ を 残し た まま 撤退 。 
先遣 艦隊 、 地 球 園 か ら の 退去 を 開始 。 
カト ー、 サ ラミ ス 改 級 巡 洋 艦 に 体 当 た 
り を 敢行 。 


パス ク ・ オ ム 、 地上 至上 主義 演説 を 
行う 。 


デラ ー ズ 紛争 に 関す る 軍事 法廷 が 


ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン 、 テ ィ タ ー ン ズ 結 成 。 


「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ]、 
抹消 。 


公式 記録 か ら 


コウ ・ ウ ラキ 、 北米 オー クリ ー 基 地 に 
着 


紛争 ] の 余波 


作戦 の 


cWDa・ サ ン ラ ィ ズ 147-28 


機動 戦士 V ガ ンダ ム an 


.'b. (CY) mW04 親 06 
人 V ガ ンダ ム ジブ ラル タル か ら 宇 宙 へ 


| 新た な 戦力 と な る 「 シ ュ ラク 隊 」 と の 合流 を 果たし た カ 
ミオ ン 隊 は 、 つい に アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル に 到達 し た 。 
」 この 地 に は 宇宙 引越 公社 が 保有 する マス ・ ド ライ バー が 


あり 、 ジン ・ ジ ャ ハナ ム の 指示 に よる と 、 これ を 使っ て 宇 
U.C.0153 南 に 向かえ と いう の だ が 


4 月 14 日 
四 ラッ ツ 、 デブ レ 隊 と 遺 遇 


帝国 本 国 へ の 送還 が 決定 し た ファ ラ ・ グ リフ ォ ン に 代 ポイ ント を 特定 。 自ら MS を 駆っ て 戦場 へ と 向かっ た 。 する 
わっ て ラ ゲ ー ン 基地 司令 の 座 に つい た ゲト ル ・ デ プレ は 、 と 移動 先 で 単独 行動 を する ボトム ・ フ ァ イ タ ー を 発見 。 攻 
リガ ・ ミ リティ ア の 暗号 通信 を 解読 し て 、 カミ オン 隊 の 集合 撃 を 開始 し た 。 


U.C.0153 


ELI= 男 カミ オン 隊 、 集 合 ポ イン ト (ポイ ント 


D.D.) に 移動 開始 。 


デ プ レ 、 リ ガ ・ ミ リティ ア の 暗号 通信 
を 解読 。 


デ プ レ 、 集 合 ポ イン ト に 向かう 途中 、 
ウッ ソ の ボトム ・ フ ァ イ タ ー を 発見 。 


デ プ レ 、 ウッ ソ と 交戦 。 


s ク 
| 318 連れ て 准 末 で 
= | 発進 。 その 途中 、 デ プレ 
隊 と 道 通 し て し まっ た 。 


4 月 14 日 
@ 目 シュ ラク 隊 、 ウッ ソ を 援護 する 
デブ プレ 隊 の 猛攻 を 受け た ウッ ソ だ が 、 反 撃 に 転じ られ な 速 昔 闘 中 の 加速 に 耐え られ る と は 思え な か っ た か ら だ 。 だ 


か っ た 。 コ ・ パ イロ ッ ト 席 に は シャ クティ ・ カ リン と カル ル マ が 、 突 加 出 現し た MS 部 隊 「 シ ュ ラク 隊 ] の 援護 も あっ て 、 
ン ・ ド ゥ カー トゥ ス が 乗っ て お り 、 戦 い に 不慣れ な 彼ら が 高 。 ウッ ソン た ち は 窮地 を 脱し た の だ っ た 。 


ウッ ソ 、 デ プレ 隊 の 攻撃 に 苦戦 を 強 
いら れる 。 


シュ ラク 隊 、 ウ ッ ソ を 援護 。 デ プ レ 隊 、 
後退 。 


シュ ラク 隊 、 カミ オン 隊 と 合流 。 


カミ オン 隊 、 集 合 ボ イン ト (ペチ エン の 
飛行 場 ) に 到着 。 


ガッ ダー ル 隊 、 飛行 場 を 急襲 。 


了 カミ オン 隊 、 飛行 場 か ら 脱出 、 ア ー 
戦 終 了 後 、 多 専行 の 5 プラ に 向かう 
| を われ た ウッ ン は 、 シ ュ ティ ・ ジ プラ ル タ ル に 向かう 。 
間 ラク 隊 の 前 で 名 制 を 

受け る こと に 。 し か し も 強 
い 仲間 の 出現 に 穴 び を 骨 
せなか っ た 。 


ジュ ンコ ・ ジ ェ ンコ を リー ダー と する 女性 ば か り の MS 部 隊 び [シュ ラク 隊 | の 
出現 に よっ て 戦況 は 逆転 。 さしも の デ プ レ も 挫 退 する し か な か っ た 。 


MORE INFO! 


UCO150F COR 
半 カミ オン 隊 、 ベ チ エン の 飛行 場 に 到着 
ハナ ム が 示し た 集合 ポイ ント は ペチ エン に ある た カミ オン 隊 の 士気 は 上 が り 、 こ の まま ラ ゲ ー ン 基地 を 急 


古い 飛行 場 た だ っ た 。 ここ で 連邦 軍 輸 送 部 隊 と 合流 せよ と 襲 し よう と する 。 だ が 輸送 部 隊 隊 長 ロ ベル ト ・ ゴ メス は 、 ジ 
いう の だ 。 宇宙 引越 公社 (PCST) の 輸送 機 2 機 を 入手 し ン ・ ジ ャ ハナ ム か ら の 新た な 命令 を 携え て いた 。 


ペチ エン の 飛行 場 は | の 時 、 ガ ッ ダー ル 隊 
外見 た が 飛行 場 を 急 隈 カミ 
オン 隊 と 輸送 能 を 守る 


に 抗戦 し て いた 
シュ ラク 隊 の ひと り ( へ 
レン ) が 科料 と な っ た 。 


ジン ジャ ハナ ム (ハン 
ダル グ ・ エ ヴィ ン ) の 指 
人 携え て きた と の ゴメ 


ン ゲ ル グ と は ウッ ン の 
父 の 名 だ っ た か ら だ 。 


148-25 


機動 戦士 ガン ダム 


目 カミ オン 隊 、 アー ティ ・ ジ プラ ル タ ル に 到着 


アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル に 拠点 を 有する 宇宙 引越 公社 さっ そく 引越 公社 総裁 マン デラ ・ ス ー ン を 訪問 し 、 宇 宙 に 
は 、 物資 や 人 員 を 宇宙 に 打ち 上 げ る 専用 施設 マス ドド ライ 上 が る 準備 を 始め る 。 だ が そ アラ 率い る ベス パ の 一 
バー を 有する NGO で ある 。 この 地 に 到着 し た カミ オン 隊 は 。 群 が 栓 来 、 戦 闘 が 始ま っ て し まっ た 。 


カミ オン 隊 、 アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル に 


到着 。 95: 


ウッ ソ 、 マ ン デラ を 訪問 。 両親 が 宇宙 
に 居る こと を 聞か され る 。 


マン デラ は ハン ゲル グ の 旧友 で 
あり 、 公社 を 訪ね た ウッ ソ を 歓迎 
する 。 そし て ウッ ン の 両親 が ここ 
か ら 宇宙 に 上 が っ た こと を 告げ 
た の だ っ た 。 


ウッ ン も 孔 衛 戦 に 参加 する が 、 マ 
イ バ ー の レー ル を 傷つけ 
て 戦う の は 難し く 、 思 
う よ う に 戦果 を 挙げ られ な か っ た 。 


ベス パ 、 アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル に 侵 
攻 。 


カミ オン 隊 、 ペ ス パ と 交戦 。 


クロ ノ ク ル 、 宇 宙 引 越 公社 を 訪問 。 
ベス パ の 駐留 を 要求 する 。 


一 方 シュ ラク 隊 の ひと り マ ヘリ 
ア は 、 ヘレ ン の 八 を 討 と うと 褒 戦 
する 。 し か し 深追い が 人 と な っ て 
相討ち と な っ て し まっ た 。 


回 ベス パ 、 ジ プ ラ ル タ ル へ の 武力 侵攻 を 開始 


一 旦 は 後退 し た ベス パ だ が 、 ク ロ ノ クル ・ ア シャ ー を 特使 。 に 拒否 する マン デラ 。 だ が これ は ファ ラ の 思惑 どおり だ っ 
と し て 宇宙 引越 公社 に 差し 向 は 、 アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル へ た 。 宇 宙 引 越 公社 が ベスパ を 拒絶 する の は リガ. ミリ ティ ア 
の ベス パ 部 隊 の 駐留 を 要求 し た 。 あま 方 的 な 要求 と 関係 し て いる と の 方 便 で 、 武力 制圧 に 乗り 出し た の だ 。 


る 傍 備 を 始め よう と し た - マン デラ 、 クロ ノ ク ル の 要求 を 拒絶 。 


隊 。 だ が そこ に ベス パ 
し 理 闘 が 開始 され た 。 


ベス パ 、 ジ ブラ ル タ ル へ の 武力 侵攻 
を 開始 。 


カミ オン 隊 、 ペ ス パ と 交戦 。 


カミ オン 隊 、 新 た な 行動 方 針 を 選択 。 


ウッ ソ と マー ベッ ト 、 シ ャ トル で 宇宙 に 
上 が る 。 


シャ クティ と カミ オン 隊 、 ア ー 
ブラ ル タ ルカ から 移動 。 アイ ル ラン ド の 
ロン ドン デリ ー 基 地 に 向かう 。 


戦い の 最 中 、 シ ュ ラク 隊 
の ひと り ケイ ト は 、 破 損し 
た マス ・ ド ライ バー の 橋脚 
を 支え る べく 、 自 和 を 投入 。 


ファ ラ 、 帝国 本国 へ 帰還 。 @ 


= 自ら の 命 と 引き 換え に 、 最 ーー 
本 格 的 な アー ティ ・ ジ プラ ルク タル 侵攻 作 明る 開始 し た べ ス パ は 旗 作 型 MS 期 ま で マス ・ ド ライ バー も 
の メッ メド ー ザ を 投入 。 これ まで に な い 激しい 戦 閲 が 行わ れ た 。 守り 抜い て いる 。 


ファ ラ 、 宇宙 漂流 刑 に 処せ られ る 。 


4 月 19 日 
目 ウッ ツ 、 シャ トル で 宇宙 へ 上 が る 
戦い か ら 一 夜明け 、 カ ミオ ン 隊 は 新た な 行動 方 針 を 打 残る 部 隊 は 別 の 場所 か ら 宇 宙 に 上 が っ た ほう が 安全 と 考 


ち 出 すこ と | ・ フ ィ ン ガー ハッ ト と ウッ ソ を シャ えた の だ 。 ウッ ソ に と っ て これ は シャ クティ と の 別れ を 意味 
トル で 宇宙 に 上 げ 、 ハナ ム と 接触 させ る 一 方 、 する が 、 彼 の 目 は すでに 宇宙 に 向け られ て いた 。 MORE INFO 1 


NG 出来 事 っ 


だ が この 直後 、 オデ ロ た ち 


を れ た シャ クティ は 考え を 改 
= め 、 自 ら も 宇宙 に 上 が る 首 
mm' _ を 探す よう に な る 。 


シャ クティ と 共に 宇宙 に 


Ft ウッ ソ 。 だ が シャ クティ は 地球 で 
っ 吉 択 し 、 ふ たり は れ ば な れ に な っ て し まう 。 


4 月 19 日 
四 ファ ラ 、 宇 宙 漂 流刑 に 処 さ れる 


アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル で の 戦闘 後 、 帝国 本 国 に 向かっ こと が リガ 
た ファ ラ を 待っ て いた の は 「 宇 宙 漂 流刑 に 処す ] と の 指示 難 され た か ら だ 。 これ は 過酷 
だ 


定 だ が 、 上 官 タ シロ ・ 
た 。 独断 で ギロチン 刑 を 強行 し 、 そ の 様子 を 放送 し た ヴァ ゴ の 野望 が 関係 し て いる こと を ファ ラ は 知ら な か っ た 。 


3 日 分 の 食料 と 空気 を 流さ 
れ 宇宙 空間 に 放 選 され る 
2 導 4、 守 は 入 


が 彼女 の 精神 
を 性 す 。 


1 


で 剖 向 サンライズ 148-26 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


UC.TIMELINE EE (0 cd 10 
「 星 の 層 」 の 終 問 


【】 シー マ ・ ガ ラル ハウ の 裏切り に より 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト 首 
2 : 懇 エ ギー ユ ・ デ ラー ズ は 命 を 落と し た 。 だ が 彼 が 放っ た 


コロ ニー は ソー ラ ・ シ ステ ム I を 突破 し 、 地 球 へ と 落下 し 
ーー テキ ーーーーーーーー - て いく 。 そし て 、 デラ ー ズ の 遺志 を 継い だ アナ ベル ・ ガ 
a io | トー は 、 身 命 を 賭し て 作戦 を 成功 に 導 こ うと し て いた 。 


四 コッ 、 シー マ と 交戦 


一 連 の 戦闘 が 仕組 まれ た も た こと を 知り 、 起 り を か う ア ナベ ル ・ ガ トー を 追跡 する が 、 シー マ ・ ガ ラ ハ ウ に 行 


コウ 、 託 作 3 号機 で ガト ー の ノイ エ - 
ジー ル を 追跡 。 


抑え 切れ な い コウ ー ウ ラキ 。 だ が 事情 は どう あれ 、 コロ ニー < 手 を 隠 まれ て し まう 。 綿密 な 裏 工作 が 破綻 し た シー マ は 
が 地球 に 落下 し つつ ある の は 事実 。 コウ は コロ ニー に 向 。 その 息 り を コウ に 向け た の だ っ た 。 


コウ 、 起 戦 宙 域 に 突入 。 移動 の 最 
中 、 シー マ 艦隊 旗艦 リリ ー・ マ ルレ ー 
ン を 撃沈 。 

コウ 、 シ ー マ の ガー ベラ ・ テ トラ と 交戦 。 
コウ 、 シー マ を 撃破 。 


ガト ー、 コ ロニ ー に 到達 。 落下 軌道 の 
最終 調整 を 行う 。 


11 月 12 日 ニナ 、 ガト ー の 前 に 現れ る 。 


【 】 | 間 カト ー、 落下 中 の コロ ニー の 軌道 調整 を 行う 


に 入っ た ガト ー は コン トロ ー ル 室 に 向かっ た 。 コ ラー ズ の 遺志 は 完遂 され な い 。 目的 地 に コロ ニー を 落と し 
の 推進 剤 に 点火 し 、 最 終 的 な 軌道 調整 を 行 て こそ 「 星 の 局 」 は 達成 され る の だ 。 調整 を 進め る ガト ー 
だ 。 地球 に コロ ニー を 落と し た だ け で は 亡き エギ ー ユ ・ デ は 、 背後 に 人 の 気配 を 感じ た が …… 


ニナ 、 ガト ー を 説得 し よう と する 。 


コウ 、 コ ロニ ー に 到達 。 ガ カトー と ニナ を 
発見 。 


コウ 、 ガト ー に 発砲 
ニナ 、 ガ トー を 底 い 、 コ ウ の 下 か ら 去 る 。 


ガト ー、 ニナ を カリ ウス に 託す 。 


コロ ニー の 軌道 員 束 を 進め る 背後 に いる 人 の 気配 を 感じ た 。 こ 
ん な 場所 まで 来る 者 な どい る は ず も な か っ た の だ が 


11 月 12 日 以後 の ニナ の 動向 
目 コウ 、 が トー と 対 時 Tre 22022 の で ア クン 


が トー の 前 に 現れ た ニナ は 必死 に 彼 を 止め よう と する の 後 を 追っ て コン トロ ー ル 室 に 到達 し て いた の だ 。 重傷 を 
が 、 相 手 は 説得 に 応じ な い 、 や む な く 銃 を 構え る ニナ 。 だ 負っ た ガト ー に 、 コ ウ は と ど め を 刺 そ うと する 。 する と ニナ が 


が 実際 に ガト ー を 撃っ た の は コウ だ っ た 。 彼 も また ガト ー 身 を 擬 し て ガト ー を 守り 、 コウ を 性 療 と させ た 。 


な お も 銃 を 構え る コウ 
に 対し て 、 ニ ナ が 計 


は 、 それ で ガ 
を 説得 し よう と し た の だ 
ee 


運 れ て コン トロ ー ル 室 


に 入っ て きた コウ が ガ 

トー に 発砲 する 。 し か 

し 時 すでに 遅く 、 コ ロ 

ニー の 最終 抽 合 は 完 失っ た コウ は その 場 に 

TUT 立ち らく す の だ っ た 。 ーー 


147-27 


| 林寺 ガ ンタ ム 0083 スタ ー タ スト メモ リー 


UE.TIMELINE 


「 星 の 届 」 の 終 靖 


re mm10 


還 コウ 、 が トー と 交戦 


ガト ー を 取り 逃がし 、 ニ ナ に も 裏切ら れ た コウ は 失意 の ま 
ま コロ ニー を 退去 。 アル ビオ ン に 向かお うと し た 彼 の 目前 
に 巨大 な 影 が 立ち は だ か っ た 。 逃走 し た と ば か り 思 っ て い 


た ノイ エ ・ ジ ー ル が コウ を 待っ て いた の だ 。 コウ の 実力 を 認 
め 、 倒 すべ き 相手 と 認識 し た ガト ー は 、 コ ウ に 再戦 の チャ ン 
ス を 与え た の で ある 。 


から 内 脱し た コウ は 、 そこ に ノイ エ ・ ジ ー ル を 認め て 情熱 と する 。 そ 
れ は 、 ガト ー が コウ を 一 人 前 の 戦士 と 朗 め た こと を 意味 し て いた 。 


ふた り の 戦い は いつ 果て 
| る と も な く 全 き 次 落 に 機 
| 人 を 損 佑 を 重 ね て いく 。 そ 


こう と は し な か っ た 。 


還 バス ク 、 ソー ラ ・ シス テム H の 芋 和 を 骨 行 


激闘 の 果て に 試作 3 号機 を 捉え た ノイ エ ・ ジ ー ル が 最後 
の 一 撃 を 加え よう と し た その 瞬間 。 突如 、 周 囲 が 周 い 光 に 
照 し 出さ れ た 。 再 調整 され た ソー ラ ・ シ ステ ム T の 照射 で 


ある 。 ガト ー に コン トロ ー ル 艦 を 破壊 され 、 コ ロニ ー の 破壊 
に 失敗 し た パス ク ・ オ ム が 私 引 と 共に 放っ た その 一 撃 に 、 
コウ と ガト ー も 巻き 込ま れ て し まっ た の だ っ た 。 


紅 作 3 号機 を 青 儲から 匠 交 い 絡め に し た ノイ エ ・ ジ ー ル 。 これ で 勝信 は 決 
する も の と 思わ れ た が 、 次 の 明 間 、 誌 い 光 が 2 機 を 包ん だ 。 


人 し ょ の 月間 


と いう 務 を か か され た パス 
ク は 、 友 軍 が 射線 上 に い 


る に も か か わら ず 、 昭 射 を 
強行 し た の で ある 。 


四 コロ ニー、 北大 際 に 落着 


ソー ラ ・ シ ステ ム I の 再 照射 に よっ て も コロ ニー の 破壊 

は 叶わ ず 、 照射 か ら 13 分 後 、 大 気 国 に 突入 し た コロ ニー は 

ジャ ブロ ー 上 空 を 通過 し た 。 連邦 軍 本 部 へ の 落下 を 目論ん 
デラ ー ズ 堆 争 の 真相 を 知っ た ご 


と で 准将 の 座 を 適わ れ た コー ウェ 
ン は 、 ジャ ブロ ー か ら 連 行 され よう 


で いる と 予想 し て いた 高官 た ち は 首 を 傾げ る が 、 最 終 落 下 
地点 を 聞く や 、 起 り に 顔 を 歪め た 。 コロ ニー の 落着 地点 は ワ 
シン トン 州 ウィ ル バ ー、 北米 最大 の 末 倉 地帯 だ っ た の だ 。 


落着 。 その 様子 は 先導 艦隊 か ら 
も 目撃 され て いる 。 


目 カト ー、 鬼 介 する 友軍 衝 隊 を 拉 


コロ ニー の 落着 を 見 届け た ガト ー は 、 先 遺 艇 隊 か ら の 帰 
艦 要請 を 無視 し て 戦い を 続け た 。 共に 「 星 の 居 ] に 参加 し 
た 桂 兵 を ひと り で も 多く 脱出 させ る こと 一 一 それ が デラ ー 


Nr / 
/ 


働き を 示す 。 だ が ダメ ー ジ を 負っ た 機体 は も は を 根 界 に 培 し て いた 。 


ズ の 死に 報い る 方 策 だ と 決意 し て いた の だ 。 そし て 傷 の 
の 
尽き 、 彼 の 戦い は 終幕 を 迎え た の で ある 。 


区 薬 も 推進 剤 も 残り わ ず 
か と な る や 、 ガ トー は ノイ エ ・ 


ラー ズ 


星 の 選 


コウ 、 コロ ニー か ら の 退去 を 図る 。 
コウ 、 ノ イエ ・ ジ ー ル を 発見 。 
コウ 、 ガト ー と 交戦 。 


バス ク 、 ソー ラ ・ シ ステ ム I を 有 照 射 。 


コウ と ガト ー、 攻撃 に 巻き 込ま れる 。 
コロ ニー、 北 米 大 陸 ワ シン トン 州 ウ ィ 
落着 。 


ガト ー、 コウ を 残し た まま 撤退 。 
先遣 艦隊 、 地 球 園 か ら の 退去 を 開始 。 
カト ー、 サ ラミ ス 改 級 巡 洋 艦 に 体 当 た 
り を 敢行 。 


パス ク ・ オ ム 、 地上 至上 主義 演説 を 
行う 。 


デラ ー ズ 紛争 に 関す る 軍事 法廷 が 


ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン 、 テ ィ タ ー ン ズ 結 成 。 


「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ]、 
抹消 。 


公式 記録 か ら 


コウ ・ ウ ラキ 、 北米 オー クリ ー 基 地 に 
着 


紛争 ] の 余波 


作戦 の 


cWDa・ サ ン ラ ィ ズ 147-28 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


A.C.TIMELINE 人 する の 
結集 する 力 


LW] WM04 部 旧 


る コロ ニー 勢力 の 過激 分 子 WF (ホワ イト ファ ング ) は ゼ ク 
» ス ・ マ ー キ ス を 指導 者 と する こと で 勢力 を 拡大 。 0Z や 


ロー ム フ ェ ラ 財団 を 替 か すま で に な る 。 これ に 対し て 、 


単独 行動 を 取っ て いた 5 人 の ガン ダム パイ ロッ ト が 共闘 
5 を 決意 。 新た な 力 が 誕生 し よう と し て いた 。 


四 サン クキ ング ダム 残党 、 ビー スミ リオ ン に 合流 


ハワード の 宇宙 戦艦 ピー スミ リオ ン は これ まで ゼクス の 。 を 脱し た ルク グレ ツィ ア ・ ノ イン と 3 人 の ガン ダム ・ パ イロ ッ ト 
活動 拠点 と な っ て いた が 、 ゼクス が 地球 に 降下 し て 以来 、 (デュ オ 、 カ トル 、 ト ロワ ) が 合流 。 以後 、 ピー スミ リオ ン は 
行動 の 目的 を 失っ て いた 。 する と そこ に サン クキ ング ダム 彼ら の 拠点 と な り 、 WF や 財団 と 敵対 する こと に な る 。 


リオ ン を 宮 か っ て いた ハワード だ が 、 起 達 


人 | な ビー ズミ リオ ン は イン 
に 一 化 る 世界 情勢 も 有 護 し て いた 。 


た ちの 活動 拠点 と な っ た 。 


⑧ 目 ゼクス. WF の 指導 者 に 跳 任 


WF の 創設 者 で ある カー ンズ は 組織 を 毅 石 に する た め 触 。 リリ ー ナ ・ ビ ー ス クラ フト の 唱え る 完全 平和 主義 で は 
ガン ダム の 力 を 欲す る が 、 協 力 を 得る こと が で き な か っ た 。 地球 園 か ら 争い を 一 掃 で き な いと 感じ て いた ゼクス は 、 ご 
そこ で 一 計 を 案じ た カー ンズ は 地球 に 降下 し た ゼクス と 接 の 申し 出 を 受け 入れ 、 WF の リー ダー に 就任 し た の だ っ た 。 


幸信 半 圧 の 0Z 問 係 者 や 
財団 高富 に 自ら の 決意 を 


トル ご と 消 工 を せ た そ の 喘 
像 に 、 人 々 は 言葉 を 失う 
の だ っ た 。 


四 WEF、 バ ル ジ 改 を 襲撃 


デル マイ ユ 暗 殺 に 成功 し 、 勢 い に 乗る WF は OZ 宇宙 要 。 ジ 砲 ) の 前 に 、MD の 大 部 隊 を 擁する WF も 攻略 の 決め 手 を 
塞 バル ジ 改 に 侵攻 。 防衛 線 を 展開 する 0Z 宇 宙 軍 と の 間 欠い て いた 。 そこ へ ガン ダム エピ オン で 戦場 に 向かっ た ゼ ク 
に 激しい 戦闘 が 開始 され た 。 だ が 、 大 出力 を 誇る 火砲 (パル 。 ス が ビー ム ソ ー ド で バル ジ を 両断 。WF に 勝利 を も た らし た 。 


ジ 改 
H 人 は < に て も He 基 す る と 
思わ れ た が … 


お 重力 を 下 壊 き h た バ 
7 が 1 が 増設 | に ル ジ 改 は 各部 に 誘爆 
され て お り 、 人 圧倒 的 | が 広がり 、 つい に 大 爆 
な 火力 を 用 いて 接近 発 。 こう し て OZ は 宇宙 
する MD 部 了 を 提 に お ける 活動 提 点 を 
いて いっ た 失っ た の だ っ た 。 


150-25 


フイ ン と 3 人 の ガン ダム パイ ロッ ト 、 宇 
宙 に 上 が る 。 


フイ ン た ち 、 ピー スミ リオ ン に 合流 。 こ 
こ を 拠点 と し て 活動 を 開始 する 。 
カー ンズ 、 ゼクス と 接触 。 

ゼクス 、 WF の リー ダー に 就任 。 


ゼクス 、 就任 演説 で 地球 排除 宣言 を 
発表 。 


身 の 危 険 を 感じ た デル マイ ユ 、 宇 宙 
に 移動 。 


デル マイ ユ 、 WF の 攻撃 で 死亡 。 


WF、 バル ジ 改 を 朋 撃 。 
ゼクス 、 バル ジ 改 を 撃破 。 


バル ジ 改 か ら レ ディ ・ ア ン が 救出 され 、 
地球 に 送ら れる 。 


「 新 本 戦記 ガン ダム W 


AE.TIMELME 


結果 する カカ 


m04 am09 


目 「G」 チ ー ム 、 結 成 


WF の 追撃 か ら シャ トル で 遊走 し て いた サリ ィ ・ ポ ォ と ヒ イ 
品 ・ ユ イ の 前 に 張 五 飛 が 姿 を 現し た 。 ヒイロ は 共闘 を 申し 出 
る が 、 五 飛 は 単独 行動 を や め よ うと し な か っ た 。 だ が ヒイロ 


共同 を 情 れ 合い と 見 な す 五 飛 6 単独 行 
すべ き 柄 を 示さ れ 、 それ に は 仲間 が 必要 だ 


か ら 借り た ウイ ング ガン ダム ゼロ に 乗っ た こと で 、 彼 は 考え を 
改め る 。 行動 を 共に する こと に し た 3 人 は 、 ビ ー ス ミリ オン と 
合流 し 、 地 球 圏 を 二分 する 戦い に 介入 する 決意 を 固め た 。 


集 。 以後 、 彼 5 は 世界 国 
家 軍 と WF の どちら に も 与 
さ な い 絢 立 勢 力 [G] チー 
ム と し て 、 戦乱 に 介入 する 
こと を 決意 し た 。 


WE、 リー プラ 砲 で 地上 を 砲撃 


トレ ー ズ の 名 の 下 に 世界 国家 軍 の 編制 が 旋 が れ て いた 
頃 、 宇宙 に 残る 0Z 残 党 が 民間 用 コロ ニー を 占拠 する 事件 
が 発生 。 彼ら は WF に 宇宙 戦艦 リー ブラ の 返還 を 要求 する 


民間 コロ ニー を 制圧 し た 0Z 残 党 が リー ブラ の 引き 渡し を 要求 。 し か し ゼ ク 


は し て リー プラ 砲 を 放っ た 。 


= 


が 、 ゼ クス は これ を 拒絶 。 リー ブラ 砲 に よる コロ ニー へ の 攻撃 
が 命じ られ た 。 だ が この 狙い は 実は フェ イク で あり 、 リ ー ブ ラ 窟 
か ら 放 た れ た 交 弾 は 地上 に 命中 、 大 き な 彼 害 を もたらし た 。 


民間 コロ ニー と 人 質 は 「G」 
議 テー ム が ける と 子 相 し て 
た 


きせ た 。 WF の カカ を 


目 「G」 チー ム 、 WTF の MD 部 隊 と 交戦 


ゼクス の 真意 を 確か め る た め 、 リ リー ナ が リー ブラ に 入っ 
た 頃 、 カ ー ン ズ は ピー スミ リオ ン の 撃破 を 指示 。 大 規模 な 
MD 部 隊 が 派遣 され た 。[G] チー ム の 活躍 に よっ て 第 一 


タロ ニア は 、 人 54 才 用 
いて ピー スミ リオ ン の 累 破 に 乗り 
出し て きた 。 


正確 さ が 酸 合 し た MD 部 隊 は 、 役 
ろ し いま で の 戦闘 能力 を 発 探 。 防 
術 線 を 展開 する 「G」 チー ム も 苦 
戦 を 強い られ て し まう 。 


デュ オ 、 ヒル デ を 救出 する 


波 は 撃退 で きた も の の 、 計算 され た 正確 無比 な 攻撃 に 訟 
難し て し まう 。 そこ で カト ル は ある 作戦 に 打っ て 出 た 。 自 機 
に ゼロ シス テム を 組み 込み 、 MD に 対抗 し よう と し た の だ 。 


作動 。 シス テム に 取り 込ま れる 
季 怖 を 宮 月 し 、 仲 間 た ち に 最 授 
な 指示 を 与え た 。 


ピー スミ リオ ン に 協力 し た いと 考え た ヒル デ ・ シ ュ バ イ 
カー は 、 単 身 で リー ブラ に 潜入 。 艦 の 詳細 な デー タ を 入 
手 す る こと に 成功 し た 。 し が し 脱出 時 に MD 部 譜 に 発見 さ 


れ 、 追 撃 を 受け て し まう 。 ヒル デ の 危機 に 居 て も 立っ て も い 
られ な く な っ た デュ オ は ピー スミ リオ ン か 5 発進 、 ヒ ル デ の 
救出 に 向かっ た の だ が : 


、 追撃 参加 し た ヴァ イエ イト と メリ クリ ウス に は 、 ト ロワ と ヒイロ の 音 闘 パタ ー 
ン が 組み 込ま れ て お り 、 ヒル デ は た ち ま ち 調 地 に 立た され て し まう 。 


守り た いと いう 意思 が ブロ 
グラ ム を 上 回 り 、 つい に 強 
政義 す こと に 成功 し た 。 


サリ イィ と ヒイロ 、 五 飛 と : 


五 飛 、 ウ イン グ ガン ダム ゼロ に 搭乗 。 
ゼロ シス テム を 介し て 真 に 倒す べき 
相手 を 知ら され る 。 


五 飛 、 ヒイロ た ちと の 共闘 を 決意 。 
ピー スミ リオ ン に て 「G」 チー ム 結成 。 
0Z 残 党 が 民間 コロ ニー を 占拠 。 リー 
ブラ の 引き 渡し を 要求 。 


ゼクス 、 要求 を 拒否 。 リー ブラ 砲 で コ 
ロニ ー を 狙う 。 


リー ブラ 砲 、 コ ロニ ー で は な く 地上 を 
砲撃 。 
リリ ー ナ 、 リー ブラ に 向かう 。 


カー ンズ 、 ビ ピー 
派兵 。 


ミリ オン に MD 部 隊 を 


「G」 チー ム 、 MD 部 隊 と 交戦 。 

カト ル 、 ゼ ロー シス テム を 介し て 「G] 
チー ム を 指揮 。 MD 部 隊 を 撃破 する 。 
ヒル デ 、 リー ブラ に 潜入 。 艦 の デー タ 
を 入手 する 。 

ヒル デ 、 MD 部 隊 に 追撃 され る 。 
デュ オ 、 ヒル デ の 救出 に 向かう 。 


ヒル デ 、 ピー スミ リオ ン と 合流 。 


eWm・ サ シラ ィ x 150-26 


V ガ ンダ ム 


CB.TIMELINE EO (1) 04 sm08 
s 拓 3 黒 歴史 の 解放 


| ) 白 の 宮殿 で の 混乱 が 続く 中 、 つ い に 封 じ ら れ た 真実 の 礎 
» 史 の 記録 「 黒 歴史 ]」 が 解放 され た 。 そこ に 語ら れ て いた 
の は 地球 と 宇宙 に 分 か れ た 人 類 同 士 の 凄惨 な 戦い の 記 
録 で あっ た 。 そし て V ガ ンダ ム が 地球 文明 を 滅亡 に 追い 
+ や っ た と いう 予想 も し て いな か っ た 事実 だ っ た 。 


四 ギン カナ ム 、 タ ー ン X の 起動 を 命じ る 


白 の 宮殿 を 盾 に し て 曲 み 合う スエ ッ ソ ン ・ ス テロ の 部 隊 イク ル か ら 発掘 し た ター ン X の 起動 を 命じ た 。 ター ン X の 能 
と ウィ ル ゲ ム 一行 。 その 様子 を 静観 し て いた ギ ム ・ ギ ン ガ 力 を 以 て し て V ガ ンダ ム を 減 し よう と 考え た の だ 。 だ が それ 
ナム は 腹心 の メリ ー ベ ル ・ ガ ジッ ト に 、 月 の マウ ン テ ン ・ サ 。 は 戦乱 の 拡大 を 意味 し て いた 。 


スエ ッ ソ ン と ウィ ル ゲ ム 一 行 、 白 の 宮 
殿 で 賠 み 合う 。 


ギン ガ ナ ム 、 タ ー ン X の 起動 を 命じ る 。 


アグ リッ パ 、 ロ ラン に ター ン X の 破壊 
を 要請 。 


ロラ ン 、 月 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル に 
向かう 。 


RS i ハリ ー と キ エ ル 、 白 の 宮殿 に 到着 


Ok 


それ まで V ガ ンダ タム と マヒ ロー の 戦闘 を 静 兵 し て いた ギン ガ ナ ム だ が 、 つ い 


4 \ アグ リッ パ 、 デ ィ ア ナ と キ エ ル の 姿 に 
に 自ら の 手 で V ガ ンダ ム を 撃 硫 す る こと を 決意 し た 。 で 陥っ て し まっ た 。 


混乱 する 。 


ディ アナ 、 ア グリ ッ パ に 政権 譲渡 を 要請 。 
es コ アグ リッ パ 、 要請 を 拒否 し て 逃走 。 
@ | 目 グ ウッ バ 、 ディ アナ へ の 政権 議 渡 を 拒否 4 


アグ リッ パ の 要請 に 従っ て 月 面 に 向かう ロラ ン ・ セ アッ ク を は じ め と する ムー ン レ ィ ス た ち は 混 乱 し て し まう 。 そこ で 本 
と 入れ 替わり に ハリ ー・ オ ー ド と キ エ ル ・ ハ イム が 白 の 宮 物 の ディ アナ ・ ソ レル が 事情 を 説明 、 事態 を 収拾 する た め 
殿 に 到着 。 ディ アナ と そっ くり な 人 物 の 出現 に 、 ア グリ ッ パ に 速やか な 政権 譲渡 を 求め た の だ が ……。 


ロラ ン 、 ギン ガ ナ ム と 対 時 。 


ギン ガ ナ ム 、 ロ ラン に 戦い を 仕掛 ける 。 
Y ガ ンダ ム と ター ン X が 共鳴 する 。 


a 
= 事態 を 笠 穏 に 収め た いと 
i 牟 ラ ディ アナ は アグ リッ パ か 
し ちの 政 述 を 求め る 。 だ 
が ディ アナ の 政策 に 反対 
 / する アグ リッ パ は 申し 出 を 


混乱 が 続く 白 の 評 に 乗り 込ん で 等 た の は ハリ ー の 挫 る スモ ー. 
の 陸 か ら キ エル が 次 を 現し 、 これ が 混乱 に 拍車 を 掛け る こと と な - 


四 ロラ ン 、 ギン ガ ナ ム と 対 時 


月 面 た \ は 、 メ リー ベ ム を 説得 する つも ! と ころ が ギン ガ ナ ム は ロラ ン の 
話 に 耳 を 貸さ ず に 、 一 方 的 に 攻撃 を 開始 。 し か も 攻撃 を し 
な が ら V ガ ンダ ム の デー タ を 集め る の だ っ た 。 


戦い を 回 選 す る た め に 
説得 


拒否 し ね # か りか. 白 の 宮 
殿 か ら 逃 げ 出 し て し まっ た 。 


兄弟 機 の 共鳴 


いる と 、 そ の 前 に 巨大 
な 影 が 次 を 現し た 


する 一 方 、 さ 5 な る 攻 
撃 を メリ ー ベ ル に 命じ 
て いる 。 


150-27 


| カン ダム 


E.G.TIMELINE 


目 ディ アナ 、 黒 歴史 を 解放 する 


ディ アナ 親衛 隊 で ある ハリ ー の 追撃 を 恐れ た アグ リッ パ 
は 、 空 港 に 向かう 近道 で ある デー タル ー ム ( 冬 の 宮殿 ) を 
通過 。 ディ アナ た ち も そ の 後 を 追う が 、 ミー ム ・ ミ ドガ ルド の 
スエ サイ ド 了 の 協力 ああ っ て アグ 


リッ パ を 拘束 し た ディ アナ は 、 こ 
れ 以上 の 混乱 を 引き起こさ ない 


た め に も 封印 きれ た 「 黒 歴史 」 
の 解放 を 決意 し た 。 


アグ リッ パ の 制止 を 振り 切っ て 、 
ディ アナ は シス テム を 起動 。 する | 
と 部屋 一 正 に か つて の 宇宙 戦 


それ 
が 県 歴 の 映像 だ っ た の だ 。 


ミド ガル ド 、 アグ リッ パ を 暗殺 


兵士 に 行く 手 を 直ら れ て し まう 。 これ 以上 の 戦闘 を 望ま な 
い デ ィ ア ナ は 冬 の 宮殿 に 収め ら れ た 「 黒 歴史 ] の 解放 を 
決意 。 アグ リッ パ の 制止 を 振り 切っ て 、 記録 を 解放 し た 。 


り 、 一 同 を 門司 させ る こと に な っ 
し 


解放 され た 黒 歴 呈 は 月 面 都市 全域 に 放映 され 、 市 民 の 
間 に 激しい 動揺 を 引き 起こ し た 。 さら に 動揺 は 真実 を 隠し て 
いた 施政 者 に 対す る 反感 へ と 変わ り 、 各 地 で 暴動 が 発生 


闘争 本 能 に 上 レ ィ ス の 一 掃 を 団 る アグ リッ パパ 。 それ に 到底 同 
意 で き な い ディ アナ は 、 キ エ ル の 手 を 借り て 委 清 し よう と する が ……。 


半 ロラ ン 、 ジャ ンダ ルム を 押し 戻す 


する 。 市 民 の 闘争 本 能 が 目覚 め つ つ あ る こと を 恐れ た アグ 
リッ パ は 武力 に よる 排除 を 提案 。 だ が これ が ディ アナ の 逆 
鱗 に 触れ 、 彼女 は 彼 を 夫 清 し よう と する が ……。 


ディ アナ 殺害 未遂 の 現行 犯 で 拘束 され た ミド ガル ド だ 
が 、 隙 を 突い て 脱出 する と 、 宇宙 船 ジ ャ ンダ ルム で 冬 の 宮 
殿 を 肌 軟 し た 。 混乱 する 支配 層 を 一 掃 し 、 新 し い 秩序 を 


よう と 画 和 。 和 に 計 し て 一 6 仕 り て きた 


ムー ン レ イス に も た ら そ うと し た の が その 場 に 駆け 付 
けた V ガ ンダ ム が T フ ィ ー ル ド ・ パ リア ー を 展開 する と 、 ジ ャ 
ンダ ルム は 光 の 幕 に よっ て 押し 戻さ れ て いっ た 。 


だ が その 場 に 飛来 し た Y ガ 
ンダ ム が 真 の 能力 を 発 
控 。 攻撃 を 無効 化し た ば 
か りか 、 ジ ャ ンダ ルム を 押 
し 戻し て し まう 。 そし て 最後 


四 デア ナ 、 市 民 に 向け て の 演説 を 実施 


ロラ ン た ちの 活躍 で 難 を 逃れ た ディ アナ だ が 、 月 面 都市 
内 の 暴動 は 激 し さ を 増し つつ あり 、 市 民 が ディ アナ ・ カ ウン 
ター に 詰め 寄る 姿 も 見 られ た 。 そこ で 意 を 決し た ディ アナ は 


現 体制 へ の 不信 避 を 鎧 に 
市 機能 が 者 工 する か と ! 


は 投 大 。 この まま で は 者 
その 時 、 ディ アナ の 声 が 響き 遮 


月 全域 に 向け て 演説 を 開始 。 一 連 の 混乱 の 謝罪 と 黒 歴史 
を 解放 し た 真意 を 説明 し た 。 圧倒 的 な カリ スマ 性 を 有する 
ディ アナ の 言葉 に 市 民 の 混乱 は 急速 に 収まっ た の だ っ た 。 


白 の 宮殿 か ら 市 民 に 対し 
て の 演説 を 開始 し た ディ ア 
ナ は 今回 の 不 社 事 を 心 か 
ら 放 び 、 鎖 衣 代 を 呼 持 


黒 歴史 の 解放 


ED amn08 


アグ リッ パ 、 冬 の 宮殿 を 通っ て 空港 
へ 向かう 。 


ディ アナ 、 黒 歴史 の 解放 を 決意 。 
黒 歴史 、 解 放 。 真実 の 歴史 が 月 全 
域 に 放映 され る 。 

黒 歴史 を 目 に し た 市 民 の 間 に 混 乱 
が 広がり 、 各地 で 暴動 が 発生 。 

アグ リッ パ 、 市民 の 排除 を 命じ る 。 


ディ アナ 、 アグ リッ パ を 康 清 し よう と 
する 。 


玉 ガ ルド 、 ア グリ ッ パ を 射殺 。 さ ら に ディ 
アナ に も 銃 を 向け る が 拘束 され る 。 
ミド ガル ド 、 拘 束 場 所 か ら 脱 出 。 ジャ ン 
ダル ム で 冬 の 宮殿 を 製 撃 する 。 


ロラ ン 、 ツ ガン ダム で ジャ ンダ ルム を 押 
し 戻す 。 


ハリ ー、 ジャ ンダ ルム を 撃破 。 


月 面 都市 各地 で 暴動 が 激化 。 

ディ アナ 、 市 民 に 向け て 演説 。 不 祥 
事 に 対す る 謝罪 と 黒 歴史 解放 の 真 
意 を 説く 。 


市 民 に よる 暴動 、 鎮静 化 。 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 


U.C.TIMELINE 


プル と プル ツー と 


[2] mM4 se 12 
プル と ブル ツー と 


いま だ 公国 軍 残 党 が 数 多く 存在 する アフ リカ 大 陸 を 脱 
し た ジュ ドー・ ア ー シ タ と ガン ダム ・ チ ー ム は 、 北 欧 の 
ダブ リン へ 入 つ た 。 だ が この 地 は 、 ネ オ ・ ジ オン の コロ 
ニー 落と し の 目標 と な っ た 。 そし て 、 コ ロニ ー が 沙 ち た 
地 で ジュ ドー は 忘れ られ な い 体 験 を する こと と な る 。 


ア 10 月 2 


半 ジュド ー、 ダブ リン に 到着 


ジュ ドー、 ダブ リン に 到着 。 


ダブ リン に 到着 後 、 ア ー ガ マ 艦 長 ブラ イト ノア は 郊外 の 
屋敷 に 向かっ た 。 そこ は 「 ぶ な 屋敷 ] と 呼ば れ 、 戦 火 を 逃 
れ た 連邦 軍 高 宮 が 退避 し て いる と いう 。 ブラ イト は 、 自 分 た 


ちば か り 安 全 園 に 身 を 置く 高官 が 看過 で き な か っ た ブラ イト 、 ぶな 屋敷 に 向かう 。 
一 方 、 市 内 の 病院 を 目指 し て いた ジュ ドー だ が 、 


の 話 を 耳 に し 、 自分 も 行っ て みる こと に し た 。 


な 屋敷 
ジュ ドー、 ぶ な 屋敷 の 話 を 聞き 付け 、 
ブラ イト の 後 を 追う 。 


ど ネ オージオ ン に くれ て や る と 笑う 連邦 | 


軍 高 官 に 我慢 で き な く な っ た ジュ ドー は 、 思わ ず 手 を 挙げ て し まっ 7 


ジュ ドー、 連 邦 軍 高官 の 態度 に 激 品 。 


衛兵 に 取り 押さ えら れ た ジ ジュ ドー と ブラ イト 、 拘束 され る 。 


| アリ アス 、 ダブ リン 市 街 を 攻撃 。 
ぶな 屋敷 に も 被害 が 及ぶ 。 


ーー 3 


] 
| 


ジュ ドー、 ファ に 助け られ る 。 


導 ネ +・ ジ ォ ン 、 ダブ リン を 攻撃 


プル 、 待 機 命令 を 無視 し て 出撃 。 


ジュ ドー と ブラ イト が ぶな 屋敷 に 監禁 され て いる 問 、 ネ オ ・ 
ジオ ン 士 官 の アリ アス ・ モ マ が ダブ リン を 襲撃 。 ガン ダム ・ 
チー ム も 応戦 する が 、 ジ ュ ド ー と いう 決定 打 に 欠け る せい 


で サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk- 
I の 答 送 任務 を 担当 し 
て いた アリ アス は 、 移 
動 玉 中 に アー ガマ を 
発見 。 手柄 を 立て よう 
と 攻撃 を 開始 し た 。 


拡 痛 は ぶな 旦 数 に も | A 
及び 、 多 数 の 條 傷 者 

が キ じ て いま 

医療 


か 、 次 第 に 劣勢 に 追い 込ま れ て し まう 。 さら に 敷 に 
も 火 の 手 が 回り 、 脱出 も まま な ら な い ジ ュ ド ー た ち は 煙 に 巻 | 
か れ て し まっ た の だ が ……。 | 


ブル 、 サ イコ ・ ガ ンダ ム Mk-II に 意識 
を 乗っ 取ら れ か け 、 重傷 を 負う 。 


ジュ ドー、 アリ アス を 撃退 。 


ジュ ドー、 カミ ー ユ と 再会 する 。 


還 ジュ ドー、 カ ミー ュ と 再会 


アー ガマ で の 待機 を 命じ られ て いた プル だ っ た が 、 グ レ 
ミー・ ト ト の 気配 を 感知 する や 、 整備 中 の ガン ダム Mk-I で 
出撃 。 し か し 戦闘 の 最 中 、 グレ ミー の 戦艦 に 搭載 され て い 


も 


ダム Mk-1 の 流動 に 取り 込ま れる プル 
な けれ ば 、 二度と 正気 に 戻れ な く な っ て いた か も し れ な い 。 


151-25 


た サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-IT に 意識 を 取り こま れ て し まう 。 そん 
な プル の 危機 を 救っ た の は 、 突 名 、 脳 理 に 語り か け て きた 
見 知ら ぬ 青 年 一 カミ ー ユ の 声 だ っ た 。 


10 月 31 日 
上 コロ ニー、 ダブ リン に 落下 


カラ バ パ の ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ か ら 、 ネオ ・ ジ オン が ダブ リン に 
対す る コロ ニー 沙 と し を 決行 する と の 情報 が も た ら さ れ た 。 
アー ガマ は 市 民 の 避難 に 協力 する が 、 新た な 敵 ラカン ・ ダ 


カラ ン の 襲撃 を 受け た こと も あり 、 避難 は 遅く と し て 進ま な 
か っ た 。 そし て つい に 雲間 か ら 巨 大 な コロ ニー が 姿 を 現し 、 
ダブ リン に 落着 。 周囲 に 壊滅 的 な 被害 を も た らし た 。 


し か し コロ ニー 落と し の 情 

を も 劣 者 で あ 

ぃ 必 の 戦い の 最 

コロ ニー が 直撃 し た ダブ リン は ほぼ 圭 減 。 歴史 的 建造 物 は こと ご と く 失 わ " 中 、\ ジ ュ ド ー を 底 っ て 命 を 


れ た が 、 アー ガマ と カラ バ の 活 座 で 多く の 市 民 が 難 を 逃れ て いる 。 に 落し て いる 。 


目 グレ ミー、 プル ツー と サイ コ ・ ガ ンダ ム MkI を 実戦 投入 する 


次 第 に ハマ ー ン ・ カ ー ン に 対す る 反 意 を 釧 わ に し て いた する こと に し た 。 虎 の 子 の ニュ ー タ イブ 部 隊 を 使 お うと いう 
グレ ミー・ ト ト は 、 ダブ リン へ の コロ ニー 落と し は ハマ ー ン の の だ 。 こう し て 、 コ ー ル ドス リー プ か ら 5 覚醒 し た ブル ツー が サ 
示 成 行動 だ と 推測 。 これ に 対抗 すべ く 、 自 ら も 戦力 を 派遣 イコ ・ ガ ンダ ム Mk-L で 出撃 する こと と な っ た 。 


初め て 搭 業 す る サイ コ ・ ガ 

ンダ ム Mk 相 を 易 々 と 制御 
プア 。 | し た ブル ッ ー は 。 アー ガマ 
を 撃沈 すべ く 、 ダ ブリ ン へ 
と 向かっ た 。 


10 月 31 晶 
目 プル 、 プル ッ ー と 交戦 


サイ コ ・ カ ガン ダム Mk-I の 接近 に 気付 いた ジュ ドー は ZZ 
ガン ダム で 応戦 する が 、 圧 倒 的 な 火力 を 有する 相手 に 追 
い 込 まれ て し まう 。 する と そこ に アー ガマ で 整備 中 の は ず の 
ジュ ドー が サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk- 
| に 圭 埋 し て いる こと を 察知 し た 


| ブル は 、 革 備中 の キュ ペレ イ Mk- 
| es, 
| 


キュ ペレ イ Mk-T が 乱入 し て きた 。 プル ツー の 波動 を 感知 し 
た ブル が 駆け 付け た の だ 。 傷 の 痛み に 耐え な が ら 温 う プル 
は 、 プル ツー に 自分 と 同じ も の を 感じ 取っ た よう だ が 


戦い を 通し て プル は 、 ブル ツー が 
自分 の クロ ー ン で ある こと を 察知 。 
な ジュ ドー を 自ら の 分 身 が 傷 
つけ る こと に 我慢 が な ら 5 ず 、 ブ プル 
を 討ち 取 ろう と 決意 し た 。 


プル の 必死 の 想い 
プル ヒ ブ ルッ ー の 戦い は 互い の ジ タ ダム Mk の サイ 
ニュ ー タ イプ 能力 を ぶ 8 
し いも の と な り 、 
お 会 地 の な い ほ ど だ っ た 。 


10 月 31 日 


目 ジュ ドー、 帳 間 を 悦 失 する 


ブル の 身 を 抵 し た 行為 で 、 自ら の ビー ム を 受け た サイ コ ・ 
ガン ダム Mk-II は 大 破 。 し か し プル ツー は 辛うじて 無事 で あ 
り 、 脱 出 を 図る 。 それ に 気付 いた ジュ ドー は ブル の 似 と ば か 


り に 襲い 掛か る の だ が 、 コ クビ ピット の 裂け 目 か ら 目 に し た プ 
ルツ ー の 次 に 悔 然 と し 、 急 遠 に 戦意 を 消失 し て し まっ た 。 
ブル ツー は ブル に 生き 写し だ っ た の だ 。 


プル ツー は ブル の クロ ー ン 
だ っ た 。 真実 を 知っ た ジュ 
ドー は 埋 章 を 歌 拓 し て し ま 
い 、 プル の 信 を 討つ と と は 
叶わ な か っ た 。 


館 走 を 図る ブル ツー を 起り の まま に 
一 内 で 生じ た 朋 け 目 か ら 覗く 相手 の 顔 に 


ダブ リン に コロ ニー 落と し が ある と の 
情報 が 、 ハ ヤ ト か ら も た ら さ れる 。 


U.C.0088 


アー ガマ と カラ バ 、 市民 の 避難 に 
尽力 する 。 


ラカン 、 ダブ リン を 巻 前 。 市 民 の 避難 
を 妨害 する 。 


ハヤ ト 、 ジュ ドー を 底 っ て 戦死 。 

コロ ニー、 ダブ リン に 落下 。 

グレ ミー、 プ ルツ ー を コー ルド スリ ー プ 
か ら 覚 醒 さ せる 。 


プル ツー、 
出撃 。 


サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-I で 


ジュ ドー、 サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-I と 
交戦 。 


プル 、 整備 中 の キュ ベレ イ Mk-T で 
出撃 。 ジュ ドー を 支援 する 。 


プル 、 プ ルツ ー と 交戦 。 
相手 の 正体 に 気付 く 。 


戦い を 通し て 


プル 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-T の サイ コ 
ミュ ・ シ ステ ム に 干渉 。 


サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-T、 大 破 。 
プル ツー、 脱出 を 図る 。 


ジュ ドー、 追 撃 を 図る が 、 プル ツー の 
正体 を 知り 、 戦意 を 消失 する 。 


MORE INFO! 
宇宙 に 上 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


UC.TIMELINE a けい] 04 親 07 
リロ テン ホー ス 、. 浮 上 


に ) アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル で の 戦い を 制 し た ウッ ソ ・ エ ヴィ ン 
» は マス ・ ド ライ バー を 使っ て 宇宙 へ と 上 が っ た 。 カミ オン 


隊 も 新た な 戦力 と 共に 宇宙 へ 向かい 、 主 戦場 は 地球 か ら 
宇宙 に 移り つつ あっ た 。 だ が その 矢先 、 シャ クティ ・ カ リ 
ン が 行方 不明 に な る と いう 事件 が 発生 する の だ っ た 。 


四 リー ン ホ ー ス 、 ロン ドン デリ ー 基 地 か ら 測 航 


アー ティ ジブ ラル タル か ら 英 国 の 連邦 軍 基 地 (ロン ドン ン ホ ー ス ] で 宇宙 に 向かう こと と な っ た 。 ジン ・ ジ ャ ハナ ム | 
デリ ー 基 地 ) に 移動 し た カミ オン 隊 は 、 そ の 地 で ロベルト : ゴ の 指示 に 従い 、 地 球 近傍 宙 域 に 展開 する ベス パ の 宇宙 
メス 率い る 有志 た ちと 合流 。 彼ら が 用 意 し た 巡洋艦 「 リ ー 要 寒 カイ ラス ・ ギ リー 攻略 戦 の 準備 を 進め る た め だ 。 | 


と 


< 


| カミ オン 隊 、 ロンドン デ リー 基地 に 

内 移動 。 ロベルト ・ コ メス ら と 合流 する 。 
| 
| 


カミ オン 隊 、 リー ン ホ ー ス で 出航 。 


リー ン ホ ー ス 、 ドゥ カー・ イ ク 隊 の 商 撃 
を か わし て 、 地球 周回 軌道 に 移動 。 


ウッ ソノ 、 帝国 軍 の 偵察 部 隊 と 遭遇 。 
隊 か ら 禁 醒 を 受け る と いう 


性 』 アク シ デ ント は あっ た も 
、 鼻 に 


ウッ ソ 、V ガ ンダ ム で 出撃 。 初め て の 
宇宙 戦 を 体験 する 。 


カボ オン 隊 に 協力 し た いと いう 連邦 軍兵 を 歓迎 する ゴメ ス 。 そ 
は シャ クティ ・ カ リン が 宏 航 を 企ん で いる こと に は 気付 か な か - 


ウッ ソ 、 偵察 部 隊 を 撤退 させ る 。 


シャ トル 、 ハイ ラン ド に 到着 。 


ウッ ノ 、 帝 国政 府 に よる 宣伝 放送 を 


ウッ ソ た ち を 乗せ た シャ トル は 太陽 発電 衛星 ハイ ラン ド れ て お り 、 言 い 逃れ が で きる 状況 で は な か っ た 。 意 を 決し た 見 る 


へ と 向かっ て いた が 、 運 悪く 帝国 軍 の 偵察 部 隊 に 遭遇 し ウッ ソ は 先制 攻撃 を 仕掛 ける べく 出撃 する が 、 地上 と は 勝 
て し まう 。 シャ トル の カー ゴル ー ム に は V ガ ンダ ム が 搭載 さ 手 の 癌 う 宇宙 戦 に 戸惑い を 隠せ な か っ た 。 


地上 で は 自分 の 手足 の よう に 動か せ た V ガ ンダ ム だ が 、 宇 宙 空 間 で は 思う 
よう に 操 奨 で きず 、 ウッ ソ は 思わ ぬ 苦 戦 を 強い られ て し まう 。 


脱出 し た 敵 パ イロ ッ ト を 
捕虜 と し た ウッ ソ は 、 彼 
を 人 質 に 貸 穴 部 隊長 
と 交 涼 。 人 質 を 解放 す 
る 代わ り に 、 偵察 部 隊 を 
その 地 か ら 後退 させ る こ 
と に 成功 し た 。 


目 ウッ ツ 、 発電 衛星 ハイ ラン ド に 到着 


ハイ ラン ド で リガ ・ ミ リティ ア 部 隊 の 到着 を 待っ て いた ウッ 帝国 の 女王 マリ ア ・ ピ ァ ・ ア ー モ ニア だ と する 放送 内 容 は 
ソ た ちの 目 に 、 帝 国政 府 の 宣伝 放送 が 飛び 込ん で きた 。 明らか な プロ パガン ダ で あり 、 その 内 容 に マー ベッ ト ・ フ ィ ン 
連邦 政府 を 悪 と 断罪 し 、 混 乱す る 世界 を まとめ られ る の は 。 ガー ハッ ト は 灰 を し か め る の だ っ た 。 


ハイ ラン ド に は 保守 要 ズ が ン の 放送 を 関 いた 
具 で ある 家族 が 暮らし マー ベッ ト は 帝国 宣 の 
で いた 。 以後 、 雀 ら は 地 百 侯 攻 が 近い と 判 
リガ ・ ミ リティ ア に 身 を 加 | 断 。 その 結果 、 ウ ッ ソ 
寄せ 、 中 で も 子供 た ち た ち は 戦 準備 に 人 

協力 し て 戦 バ われ る こと と な っ た 。 
う よ う に な る 。 グー 


商 国 の 理念 を 高らか 

に 喧伝 する の は 、 帝 

国軍 の 中 で も No.2 の 

地位 に ある ムッ ター マ ・ 

ズ ガ ン 。 ズ ガ ン 六 隊 の | 戦 

指揮 官 も 務め る 武人 の ト ア ッ ト ] と 名 付け られ 
で ある 。 る こと と な っ た 。 
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UC.TIMELINE 3 


LV] mW04 / 


ウッ ソ 、 リー ン ホ ー ス の 接 義 に 向かう 


リー ン ホ ー ス 浮上 の 報せ は カイ ラス ・ ギ リー に も 伝え ら 
れ 、 艦隊 を 指揮 する タシロ ・ ヴ ァ ゴ は クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー 
を 迎撃 に 向かわ せ た 。 一 方 、 動 き が 活発 化し た 帝国 軍 の 


狙い が リー シン ホー ス に ある と 判断 し た ウッ ソ は 、 援護 の た め 
に ハイ ラン ド を 発進 。 し か し 、 ほ か の 子供 た ち が 、 ウ ッ ソ を 
心配 する あま り 付い て き て し まっ た の だ っ た 。 


追い すがる オデ ロ ・ ヘ ン リ ー ク た ち を 返 そう と する ウッ ン 」 
に 言う こと を 聞こ うと せ ず 、 結局 、 行動 を 共に する こと に 


一 方 、 リ ー ン ホー ス で は 、 
埋 


た ち 
に 宇 有 を 江 せ て いた 。 
この 機転 が の ち に 彼女 た 
ちの 命 を 狂う こと と な る 。 


目 シャ クティ 、 リー ン ホ ー ス の 盤 外 に 放り 出さ れる 


クロ ノ ク ル の 指揮 する アマ ル テ ア 級 戦艦 が リー ン ホー ス 
に 接近 し 、 砲 撃 戦 が 始ま っ た 。 この 戦闘 は 連邦 軍部 隊 の 
増援 が 駆け つけ た こと で 終了 し 、 リー ン ホー ス の 損害 は 想定 


激戦 の 最 中 、 ア マル テア 級 か ら の 砲撃 が リー ン ホ ー ス の 装甲 を 捧 め 、 そ 
に 開い た 随 間 か ら シ ャ クティ た ち は 宇宙 空間 に 放り 出さ れ て し まっ た 。 


目 ラッ >、 TT 


内 に 抑え られ た 。 だ が 誰 も 予想 し 得 な か っ た こと が 起こ っ て い 
た 。 リ ー ン ホー ス に は シャ クティ た ち が 密 航 し て お り 、 被 弾 の 衝 
撃 で 彼女 た ち が 宇 宙 空 問 に 放り 出さ れ て し まっ た の で ある 。 


ブラ ル タ ル で 別 


大 人 は 頼り に な ら な いと 考え た 
ウッ ン は ハイ ラン ド の 子供 た ち | 
相談 を 持ち か け 、 彼 5; 

クティ の 授 案 に 向かっ た 。 


の 推移 を 鑑み て 捜索 隊 を 出す こと に 名 色 を 示す 。 し か し 、 

ウッ ソ に 大 人 の 都合 が 通じ る は ず も な く 、 つ い に 仲間 た ち 

と 独断 で ハイ ラン ド を 離脱 し 捜索 に 乗り 出し た 。 
戦力 が 圧倒 的 に 少な く 、 仲 間 を 
守ら ちな けれ ば な ら な いと いう 工 り 


か ら ウッ ソ は 本 来 の 実力 を 発揮 
で きず 、 敵 に 衝 弄 され て し まう 。 


目 リカ ・ ミ リティ ア 、 カイ ラス ・ ギ リー 攻略 の 準備 を 進め る 


リー ン ホ ー ス と ガウ ン ラ ンド を 中 核 と する リガ 
攻撃 部 隊 の 編制 が 完了 し た が 、 指揮 官 の ジャ ハナ 
ム は 攻撃 命 久 を 出 そ う と し な か っ た 。 慎重 過ぎ る 彼 は 現有 


戦力 に 不安 を 感じ て いた の だ 。 する と ウッ ソ が ある 提案 を 
持ち か けた 。 ハイ ラン ド の マイ クロ ・ ウ ェ ー ブ を 使い 、 英 兵 
の 体調 崩し て し まお うと いう の だ 。 


いく 5 ゴメ ス が 周 め 寄 っ て も 、 嫌気 な ジン ・ ジ 」 
い 。 する と その 場 に ウッ ソ が 割り 込み 、 栓 抜 な 作戦 を 提示 し た 。 


マイ クロ ・ ウ ェ ー ブ の 効果 
は 絶大 で あり 、 カ イラ ス ・ 
ギリ ー で は 頭 術 と 度 箱 に 
し CcW が 山 。 放 


る 陸 を 生じ させ た の だ っ た 。 


タシロ 、 リ ー ン ホー ス の 動向 に 気付 く 。 


タシロ 、 クロノ クル を リー ン ホ ー ス 迎撃 
に 差し 向け る 。 


ウッ ソ 、 リ ー ン ホー ス の 援護 に 向かう 。 
リー ン ホ ー ス と アマ ル テ ア 級 、 交戦 を 
開始 。 


シャ クティ 、 戦闘 中 に 宇宙 空間 に 
放り 出さ れる 。 


シャ クティ 、 帝 国軍 に 回 収 され る 。 


ガウ ン ラ ンド を 中 心 と する 
連邦 軍 援軍 が 戦闘 に 介入 。 


アマ ル テ ア 級 、 一 時 後退 。 

ウッ ソ と 子供 た ち 、 独 断 で シャ クティ 
の 捜索 を 開始 。 

ウッ ソ 、 帝 国軍 偵察 隊 と 章 遇 、 交 戦 。 
マー ベッ ト 、 ウ ッ ソ の 救援 に 駆け 付け る 。 
リガ ・ ミ リティ ア 、 カイ ラス ・ ギ リー 
攻略 の 準備 を 進め る 。 


ウッ ソ 、 ハ イラ ンド の マイ クロ ・ ウ ェ ー | ) 
ブ を 武器 と し て 使用 する こと を 提案 。 


カイ ラス ・ ギ リー で 体調 を 壊す 者 が 
続出 する 。 


EME + ライ tz 152-26 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


F.G.TIMELINE 


決勝 大 会 、 開幕 


ne D4 am06 
決勝 大 会 、 開幕 


11 ヶ 月 に 及ぶ 予選 大 会 が 終了 し 、 第 13 回 ガン ダム ファ 
* イト は 決勝 大 会 に 移行 。 勝ち 残っ た 強豪 の 中 に は ドモ 
ン ・ カ ッシュ を は じ め と する 新生 シャ ッ フ ル 同 盟 の 姿 も 
あっ た 。 一 方 、 大 会 の 陰 で 新た な 策謀 が 進行 し て いた こ 
と を 知る 者 は 、 こ の 時 点 で は ほとん どい な か っ た 。 


153-27 


ウェ ー デ ン の スタ ッ フ 
が 工作 を 始め で いた 。 


目 第 13 回 GF 決 勝 大 会 、 開基 


第 13 回 GF 決 勝 大 会 が ネオ ホン コン 


地球 全土 を リン グ と し た 予選 大 会 (サバ イ バ ル イレ ブン ) 
が つい に 終了 レ 、 激 戦 を 勝ち 抜い た ファ イタ ー が 決勝 大 
会 の 舞台 と な る ネオ ホン コン に 集結 。 同国 の 首相 で あり 、 


ーー 1 
続々 と 集まる モ ビル ファ イタ ー の 中 に ギア ナ 高 地 で 倒し た は ず の マス ター ガ 
ンダ ム の 実 を 見 つけ た ドモ ン は 、 薦 きど 穏 り を 因 せ な か っ た 。 


12 月 


ドモ ン 、 綴 論 ファ イタ ー た ちと 交戦 


で 開催 され る 。 


第 13 回 GF の 総 責 任 者 で も ある ウォ ン ・ ユ ン フ ァ が 決勝 大 
会 の 開幕 を 宣言 し た 。 ご うし て 最強 の ガン ダム ファ イタ ー を 
決する 戦い は 、 いよ いよ 佳境 へ と 突入 し た の で ある 。 


ドモ ン 、 全 勝 で 決勝 リー ダグ に 進む こと 


を 宣言 。 


ドモ ン と マス ター - アジ ア 、 開 会 式 で 
演武 を 披露 する 。 


| ドモ ン と 対 財 し た マス ター・ 
アジ ア は 2 連 珠 を 成層 げ 、 
[東西 南北 中 央 不敗 」 と な ドモ ン 、 ネオ ギリ シャ の マー キロ ッ ト ・ 


クロ ノ ス と 対戦 。 


ドモ ン 、 ネオ イン ド の チャ ンド ラ ・ シ ジー 
て と 対戦 。 


ドモ ン 、 ネオ ネパール の キラ ル ・ メ キレ 
ル と 対戦 。 


決勝 大 会 前 半 は トー ナメ ント で 戦わ れる こと と な り 、 会 坦 
に 用 意 さ れ た 特設 リン グ で は 、 連日 、 強豪 た ち が 激戦 を 線 
り 広げ て いた 。 ドモ ン も マー キロ ッ ト ・ ク ロ ノ ス や チャ ンド ラ ・ 


決勝 大 会 
優れ た 実力 の 持ち 主 ば か り で 、 さす が の ドモ ン も 苦 昔 を 列 い られ た 。 


場 す る 起 開 家 た ち は サ バイ バル イレ ブン で 戦っ た 者 より も 


目 ドモ ン 、 アレ ン ビ ー と 交戦 


シ ジ ー マ 、 キラ ル ・ メ キレ ル と いっ た 、 名 の ある 武闘 家 た ち 
と 対 財 。 中 に は 卑 居 な 手 を 使う 者 も いた が 、 ドモ ン の 拳 は 
強敵 を 次 々 と 下 し て いっ た 。 


ドモ ン 、 ネオ スウ ェ ー デ ン の アレ ン ピ ー 
と 出会う 。 


ドモ ン 、 アレ ン ビ ー と 対戦 。 


a バー サー カー シス テム を 使用 。 
1 中 で も 盲目 の 武闘 寧 で あ 

【 有 る キラ ル は 暗殺 家 と し て も 

レプ | / 知ら hs 人 物 で ドモ ン を 條 


の い 証 め る が 、 一 朋 の 陣 が 
(| 勝負 を 分 け 、 ド モン が 勝利 
t を 掴む こと と な っ た 。 


バー サー カー・ シ ステ ム の 威力 


ドモ ン の 次 な る 相手 は ネオ スウ ェ ー デ ン の 美 少 女 ファ イ 
ター、 アレ ン ビ ー・ ビ アズ リー。 市 内 の ゲー ムセン ター で 偶 
療 出 会 っ た ふた り は 、 対 戦 格闘 ゲー ム を 通し て 互い の 実 


力 を 把握 。 武闘 家 と し て 悔い の な い フ ァ イ ト を し よう と 誓い 
合っ た 。 だ が 優勝 に 拘る & ネ オス ウェ ー デ ンス タッ フ は 、 あ る 
装置 を 使っ て 勝利 を 得 よう と 画策 る …… 


ゲー ム を 通し て 互い の ネオ スウ ェ ー デ ン が 開 
実力 を 知っ た ドモ ン と 発し た バー サー カー シ 
アレ ン ビ ー は 、 武 関 家 ステ 
の 名 に 了 R じ e い 拭 合 を | = 
し よう と 状 い 合っ た 。 - 
へ 
_- デー ドモ ン に 挑み 痢 か る 。 
A 


し か し ドモ ン の 放 
魂 の 一 撃 が アレ 
を パー サー カー シ 


き 


ム の 呪 逮 ら 解き 放 
ち 、 騰 負 は ドモ ン が 制 
する 形 で 決着 し た 。 


同仁 G ガ ンダ ム 


F.C.TIMELINE 


2 
半 ドモ ン 、 チ ボ デ ー と 交戦 


開会 式 で の 宣言 通り 、 こ こま で 全勝 を 維持 し て いた ド 
モン の 前 に 強敵 が 立ち は だ か っ た 。 シャ ッ フル 同盟 の ひと 
クロ ケッ ト で ある 。 アメ リカ ンド リー ム を 掴む た 


め に 新 必 条 技 「 豪 熱 マ シン ガン パン チ 」 を 編み 出し た チ ポ 
苦戦 を 強い られ る ドモ ン 。 だ が 負け る わけ に は いか 


な い ドモ ン も 意地 を 見 せ 、 戦い を 制 し て いる 。 


無数 の 拳 が 繰り 出さ れる 豪 替 マ シン 
ン は 反撃 の チャ ンス を 握 み 、 爆熱 ゴッド フィ ン ガ ー で 勝負 を 決め た 。 


チ を 分 身 す る こと で 捕え た ドモ 


目 ドモ ン 、 非 公式 に ジョ ル ジ ュ と 交 


た デビ ル ガ ン ダム の 刺 硫 
を 誓っ て いる 。 


チ ボ デ ー に 勝利 し た ドモ ン は 、 休 む 間 も な く ジ ョ ル ジ ュ ・ 
ド ・ サ ンド と の 決戦 に 向かう 。 し か し ジョ ル ジ ュ の 母国 で あ 
る ネオ フラ ンス 上 層 部 は 、 万 一 の 事態 を 考慮 し て 秦 権 す 


る よう に 指示 。 これ に ジョ ル ジ ュ は 激しく 反発 し 、 独 断 で ド 
モン と の 試合 を 申し 出 た の だ っ た 。 相手 の 想い を 重み 取っ 
た ドモ ン は 全力 で 戦い に 臨み 、 ジョ ル ジ ュ を 下 し た 。 


ひと り の 起 明 家 と し て ドモ ン と の 真人 勝負 を 飲 し て いた ジョ ル ジ ュ ! 
命令 を 拒否 。 無断 で ガン ダム ロー ズ を 持ち 出す と 、 ドモ ン の 前 に 現れ た 。 


る 気迫 が 最終 的 な 詳 利 
杏 が っ た 。 


EY 


四 ドモ ン 、 サイ シー と 交戦 


ドモ ン と の 決戦 直前 に あっ た サイ ・ サ イシ ー は 、 亡き 父 の 
遺書 を 発見 。 改め て 少林 寺 再 異 の 想い を 強く し た 。 使用 
し た 者 の 命 に 危険 が 及ぶ と まで 言わ れる 秘 奥義 「 真 流星 


父 の 選 志 を 附 に し て 報 う サ イシ ー は 、 戦 い の 中 て で 真 流星 朝 線 千 を 会 得 す 
る まで に 厄 長 し た の だ が 、 ド モン の 前 に 敗北 を 喫し て し まっ た 。 


胡蝶 倖 ] を た め ら うこ と な く 繰り 出し た の も その た め だ 。 結 
果 は ドモ ン の 勝利 に 終わ っ た と は いえ 、 互 い に 全 力 を 出し 
切っ た ファ イト に サイ シー も 心地 良さ を 覚え る の だ っ た 。 


し か し サイ シー の 戦い 振り 
は ネオ チャ イナ 国家 主席 
の 心 を 動か し 、 父 の 輩 願 
で あっ た 少林 寺 再 興 の 許 
可 を 得る こと が で き 7 


半 ドモ ン 、 アル プ ゴ & グ ラ ハ ム と の タッ グ 戦 に 挑む 


シャ ッ フ ル 同 盟 最 後 の 相手 、 ア ル ゴ ・ ガ ルス キー と の 対 
戦は 変則 的 な タッ グマ ッ チ で 行わ れる こと と な っ た 。 ドモ ン 
は アレ ン ビ ー、 ア ル ゴ は ネオ カナ ダ の アン ドリ ュー・ グ ラ ハ 


海賊 仲間 の 釈放 だ け で な く ナ - 
える た め 、 


し か し それ まで の 戦い で 機体 は 
限界 に 達し て お り 、 勝久 は ドモ ン 
が 制 し て いる 。 戦い は これ で 終 
わっ た も の と 思わ れ た が ……。 


ス 


ム を 相手 に 選ぶ 。 と は いえ ドモ ン と の 対戦 を 望む アル ゴ が 
ゴッド ガン ダム に 攻撃 を 集中 し た た め 、 タ ッ グ マッ チ で あり な 
が ら も 、 ほぼ 1 対 1 の ファ イト と な っ た 。 


テム の 影響 を 時 け 」 
が 戦い に 乱入 。 上 
ラ ハ ム の 機体 を 破壊 し 、 
信人 を 負っ て し まっ た 


ドモ ン 。 ミケ ロ ・ チ ャ リオ ッ ト と 再戦 。 多 
ドモ ン 、DG 組 胞 と デビ ル ガ ン ダム の 
存在 に 気付 く 。 

ドモ ン 、 チ ボ デ ー と 対戦 。 

ドモ ン 、 チ ボ デ ー に 勝利 する 。 

ジョ ル ジ ュ 、 本 国 の 命令 に 育 いて 、 

非 公 式 で ドモ ン と 対戦 。 


ドモ ン 、 ジョ ル ジ ュ に 勝利 する 。 


ドモ ン 、 サイ シー と 対戦 。 
ドモ ン 、 サイ シー に 勝利 する 。 


ドモ ン 、 アル ゴ と タッ グマ ッ チ を 実施 


ドモ ン 、 アル ゴ に 勝利 する 。 


暗躍 する デビ ル ガ ン ダム 


電 の 戦い 


oii #51x 153-28 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


UETIMEUME 本 [7] mr04 mm18 
宇宙 へ の 帰還 


@ キリ マン ジャ ロ 革 地 の 制圧 と 地球 連邦 議会 の 掌握 に よっ 
° , て 勢い に 乗る エゥーゴ 。 一 方 、 地球 で の 活動 拠点 を 失っ 


た ティ ター ンズ は 、 こ の 劣勢 を 挽回 すべ く 、 形 振り 構わ な 
ーーー い 行 動 に 乗り 出し た 。 毒ガス と コロ ニー・ レ ー ザ ー を 使 


ーー を | い 、 反 抗 勢力 を 一 掃 し よう と 画策 し た の で ある 。 


11 月 3 日 
回 ミー ユ 、 フォ ウ と 共に キリ マン ジャ ロ 基 地 か ら の 脱出 を 図る 


心 を 通わ せ た フ ォ ウ ・ ム ラサ メ と 連れ 立っ て キリ マン ジャ が MS で 追跡 を 開始 し た の だ 。 さら に フォ ウ の 身 に も 異変 
口 基地 か ら の 脱出 を 図 ユ ・ ビ ダン 。 し か し 事 は そう が 生じ つつ あっ た 。 状況 の 急変 と 薬 の 影響 が 彼女 の 精 
簡単 に は 進ま な か っ た 。 カミ ー ユ に 私 舟 を 抱く ジェ リド - メ サ 神 に 負荷 を 掛け 、 次 第 に 追い 詰め られ て いっ た の で ある 。 


ミー ユ 、 フ ォ ウ を 連れ て キリ マン ジャ 
口 基 地 か ら の 脱出 を 図る 。 


ジェ リド 、 バ イア ラン を 駆っ て 、 カ ミー ユ 
を 追撃 。 


フォ ウ 、 精神 に 変調 を 来 す 。 


3 の 無し た フォ ウ 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム に 搭乗 する 。 


ま を 起動 。 
な お も 押し 留め よう と する 


ミー ユ 、 フォ ウ を 説得 。 


カミ 


マコ を 振り 払っ て コク 
フォ ウ の 精神 は 強化 処理 に と ピッ ト に 入る と 、 周囲 に 無 
達し て し まい . 埋 士 と し て の 同 争 本 能 に 囚われ て し = 差別 攻撃 を 開始 し た 。 


フォ ウ 、 元 の 人 格 を 取り 戻す 。 


フォ ウ 、 ジ ェ リド の 攻撃 か ら カ ミー ユ を 


11 月 3 日 ス 底 っ て 犠牲 に 


介 上 目 フォウ 、 メ ミー ユ を 庄 い 、 命 を 落と す 
英 味方 の 区 別 も つか な い 状態 に 陥っ た フォ ウ に 攻撃 を の か 、 つ い に フ ォ ウ は 元 の 優し い 心 を 取り 戻し 、 安 増し た カ 


仕掛 ける アム ロ ・ レ イ 。 だ が フォ ウ を 失う こと に 耐え られ な ユ は 隙 を 見 せ て し まう 。 す る と そこ に ジェ リド が 乱入 し 、 
い カ ミー ユ は 必死 に 説得 を 続け る 。 彼 の 気持 ち が 通じ た ー ユ に 一 撃 を 加え よう と し た の だ 


エゥーゴ と カラ バ 、 ダカール に 向かう 。 


ダカール 市 内 で 戦闘 が 発生 。 


トー クワ トロ 、 連 邦 議会 に 入り 、 テ ィ タ ー ン 


ズ を 紺 弾 する 演説 を 実施 。 


フォ ッ と 共に 竹 家 し た | 
- ユ の 朗 は 、 クワ ト 
ロロ に ある 決意 を 促す 。 
そし て その 決意 が 、 や 
が て 徒 を エッ ー ゴ の リー 
ダー へ と 駆り 立て る こと 
と を る 。 


回 エッ ー ゴ と カラ バ 、 ダカール に 向かう 
キリ マン ジャ ロ 基 地 を 制圧 し た エゥーゴ と カラ バ は 、 次 の 
標的 を ダカール の 地球 連邦 議会 に 定め た 。 開催 中 の 議 功 。 議場 に 入っ た クワ トロ ・ バ ジー ナ は 議員 と 地球 
会 に 乱入 し 、 議員 た ちの 前 で ティ ター ンズ の 非道 を 訴え よ 囲 全域 に 向け て ティ ター ンズ を 紛 弾 する 演説 を 放送 し た 。 


9 =" 


a 


戦 関 禁止 エリ ア で ある ダ 
本 | カー ル で 彼 い を 強行 する 
テ - ンズ の 映像 が クワ 

を ーー トロ の 病後 可 し する こ 
と と な り 、 以後 、 連邦 人 
突然 の 乱入 に 起り を 寺 議員 た ち も 、 ク ワ ト ロ が 自ら の 素性 (か つて きま i と 世論 は 急速 に ) 
シャ ア だ っ た こと ) を 明らか に する や 、 耳 を 相 け る よう に な っ た 。 0 1} ンズ に 條 いて いっ た 。 
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11 有 17 日 


目 7 ネー ユ と クワ トロ 、 アー ガマ に 帰 艦 


地球 で の 目的 を 果たし た クワ トロ は 、 カ ミー ユ と 共に 宇 
宙 に 上 が る こと に し た 。 ジェ リド が 追撃 を 図っ た も の の 、 ふ 
た り を 乗せ た シャ トル は 無事 に 地球 周回 軌道 に 到達 。 だ 


が 合流 する は ず の アー ガマ が ティ ター ンズ の 攻撃 を 受け 
て お り 、 ふ た り は 休む 間もなく 戦場 へ と 直行 。 久し振り の 
宇宙 戦 に も か か わら ず 、 アー ガマ の 防衛 に 成功 し た 。 


アボ ムラ か ら 発進 し た シャ トル の 追 没 を 試み る ジェ リド 。 し か し 噴射 炎 に 機 
体 の バラ ンス を 滴 さ れ 、 波 の 試み は 失敗 に 話 わ っ て いる 。 


11 月 24 日 


| アー ガマ 、 モル ガル テン ・ コロ ニー に 和 客 洪 


連戦 で 消耗 し た アー ガマ は 捕 給 と 修理 の た め に サイ ド 2 
の 観光 コロ ニー「 モ ル ガ ル テン ] に 寄 航 。 パイ ロッ ト に は 休 
暇 が 与え られ 、 カ ミー ユ た ち は コロ ニー 内 に 向かっ た 。 し か 


同じ 頃 、 モル ガル テン を 人 察し て 
いた クワ トロ は ティ ター ンズ の 提 
軸 部 隊 を 発見 。 な ん と か 撃破 し 
た も の の 、 コ ロニ ー 外 壁 に 穴 が 
空い て し まっ た 。 


目 7 ミー ュ 、 レ コア と 遺 遇 


し 、 そ の 地 に も ティ ター ンズ の 手 は 伸び て いた 。 アー ガマ 
を 内 部 か ら 揚 乱 すべ く 、 精 神 操作 を 施し た ロ ザ ミ ア ・ バ ダ 
ム (ロサ ミィ ) を カミ ー ユ に 差し 向け た の で ある 。 

と 共に アー ガマ に 放 尋 し 
イ は 身元 が わか ら な いこ 


と か ら 、 そ の まま アー ガマ で 保護 
され る こと と な っ た 。 


0 の 秋 を 晶 当 て いた が 、 人 も 
で き な か っ た 。 


ロ ザ ミ ィ の 対処 に 頭 を 悩ま す ア ー ガ マ 乗 組員 に 新た な 
任務 が 下っ た 。「 セ ダン の 門 ] 宙 域 に 移動 し た ティ ター ン 
ズ の 軍事 拠点 グリ プス 2 を 偵察 せよ と の 指令 で ある 。 債 


察 に は アボ リー と エマ ・ シ ー ン 、 カ ミー ユ が 抜 握 さ れ 、3 人 
は デブ プリ を 利用 し て グリ プス 2 へ の 接近 を 図る 。 し か し 意外 
な 人 物 に 発見 され 、 攻撃 を 受け る の だ っ た 。 


cs 


| #3 の NA ロト が 
| アー ロン Fc 知 っ た か 
ミー ユ は 戻っ て くる よう 説 
得 。 し か し 、 パ プ テ マ ス ・ 
に 邦 か れる 彼女 が 
れる は ず も な 
た り は 別れ て いる 。 


ティ ター ンズ 、 コロ ニー へ の 配 ガ ス 注入 を 開始 


度 重なる 失態 と 反 テ ィ タ ー ン ズ の 機運 に 業 を 素 や し た 
パス ク ・ オ ム は 、 つ い に 強 硬 策 に 打っ て 出る こと に 
ティ ター ンズ に 反抗 する サイ ド 2・21 パ バン チコ ロニ . 


注入 し よう と いう の だ 。 し か も 、 そ れ を レコ ア に 指示 する 
の だ っ た 。 レコ ア を 信用 し て いな い パ スク は 、 こ の 任務 で 
彼女 の 忠誠 心 を 試そう と 考え た の で ある 。 


シロ ッ コ に 古 念 を 抱く パス ク だ け に レコ ア の こと も 信用 し て お ら ず 、 
事 を 託す に は 格好 の 相手 と し か 見 て いな か っ た よう で ある 。 


汚れ 仁 


馬 忠 いな が 5 も レコ ア は 毒 ガ 


ス の タン ク を コロ ニー 外壁 に 
設置 , そし て つい に 注入 作 
区 内 無人 人 
が 失わ れる こと に 


ミー ユ と クワ トロ 、 シ ャ トル で 宇宙 に 
向かう 3 


ミー ユ 、 ア ー ガ マ を 襲撃 する ティ ター 
ンズ 部 隊 と 交戦 。 


カミ ー ユ 、 アー ガマ に 帰 艦 。 


アー ガマ 、 モル ガル テン に 寄港 。 


カミ ー ユ 、 自分 を 兄 と 慕う ロ ザ ミィ と 遺 


財 。 

ミー ユ 、 ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ と ハマ ー 
ン ・ カ ー ン の 姿 を 確認 。 

コロ ニー 内 で 戦闘 が 発生 。 


カミ ー ユ 、 ロ ザ ミ ィ と 共に アー ガマ に 
帰 艦 
ミー ユ 、 グ リプ ス 2 の 偵察 に 向かう 。 


カミ ー ユ 、 テ ィ タ ー ン ズ に 下っ た レコ ア 
と 適 遇 。 


カミ ー ユ 、 レ コア と 別れ 、 ア ー ガ マ に 
帰 艦 


パス ク 、 サ イド 2・21 パ ンチ コロ ニー 
へ の 毒ガス 注入 を レコ ア に 指示 。 


毒ガス が 注入 され 、 サイ ド 2・21 バ パン 
チコ ロニ ー は 全 減 。 
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UETIMEUME (7) 04 am19 
2 人 ハマー ン の 影 


@ ダブ リン へ の コロ ニー 落と し を 強行 する こと で 連邦 政 
* の 府 に ネオ ・ ジ オン の 力 を 見 せ 付 けた ハマ ー ン ・ カ ー ン は 
, 宇宙 に 移動 。 ザイ ド 3 を 拠点 と し て 、 そ の 地 か ら の 地球 

ーーー ーーーーー ーー ーーーーー ーー 園 支 配 に 乗り 出し た 。 情報 を 得 た ジュ ドー・ ア ー シ タ た 
! | ち も 地 球 を 離脱 。 主戦 場 は 再び 宇宙 に 戻っ た の だ っ た 。 


11 月 3 日 
ジュ ドー、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 乗艦 
ノル ウェ ー の カラ バ 基 地 か ら 宇宙 に 上 が っ 本 待っ て いた 。 新た な 力 を 前 に し て 士気 を 上 げ る 一 行 。 だ が 


ち は 、 サイ ド 4 の 暗 槍 宙 域 に 移動 。 ドッ ク 艦 ラビ アン ロー ズ 出鼻 を 挫 く 事態 が 起こ っ た 。 正規 乗組 員 を 名 乗る 大 人 た 
に 合流 する と 、 新造 戦艦 ネェ ル ・ ア ー ガ マ が 彼ら の 到着 を ち が ジ ュ ドー た ち を 締め 出 そ うと し た の だ 。 


U.C.0088 


ME]= 較 ジュ ドー、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 乗艦 し た 


も の の 、 正 規 乗組 員 に 締め 出さ れる 。 


マシ ュ マ ー、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ を 襲撃 。 


ジュ ドー、 マ シュ マー 撃退 に 成功 。 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 委譲 され る 。 


上 | と は いえ 、 そ の 直後 に ネェ 
人 | ル テー が で を 軸 し た マ 
シュ マー・ セ ロ の 部 隊 を 撃 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、 サ イド 3 の 暗礁 宙 
域 に 移動 。 


ュ ド ー た ちの これ まで の 働き を 認め 
よう と せ ず 、 ブラ イト ・ ノ ア の 悪 願 に も 耳 を 貸 そ うと し な か っ た 。 


TL ES 
W | 目 エル ・ ア ー ガ マ 、 サ イド 3 を 偵 守 


ラビ アン ロー ズ と 別 行 動 を 取る ネェ ル ・ ア ー ガ マ は サイ ド 実施 する こと に な っ た 。 だ が 、 敵 の 現状 が わか ら な い 状 態 
3 か ら や や 離れ た 暗礁 宙 域 に 移動 。 成り 行き か ら 新 艦長 ” で の 偵察 任務 を 危険 接する ジュ ドー の 予感 が 的 中 。 新型 
に 就任 し た ビー チャ ・ オ レー グ の 発案 で 、 サイ ド 3 の 債 察 を MA ジャ ムル ・ フ ィ ン の 負 撃 を 受け て し まっ た 。 


ジュ ドー、 ス リーD 隊 の ジャ ムル ・ フ ィ 
ン と 交戦 。 


ジュ ドー、 リ ィ ナ の 流動 を 感知 し 、 妹 の 
生存 を 確信 する 。 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、 民間 船 を 回 収 


ハマ ー ン 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 港 入 。 
ネエ ェ ル ・ ア ー ガ マ 、 別 の 民間 船 を 回 収 。 
サラ サ 、 ハ マー ン の 気配 を 察知 する 。 


きら に 戦い の 最 中 、 
は 最愛 の 妹 リ ィ ナ ・ ア ー シ 
タ の 波動 に 気付 き 、 彼女 の 
生存 を 確信 し た 。 これ も 便 
れ た ニュ ー タ イプ 能力 の 為 
せる 技 と 言え よう 。 


目 ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、 民 問 船 を 回収 する 


サイ ド 3 の コロ ニー 群 が 目 視 で きる 距離 まで 接近 し た 民 が 満載 され て お り 、 受 け 入れ た ネェ ル ・ ア ー ガ マ も 混乱 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ は ザク I 部 隊 の 租 撃 を 受け る 民間 船 を 発 。 に 陥っ て し まう 。 その た め 避 難民 に 紛れ た ハマ ー ン ・ カ ー ン 
見 、 こ れ を 救助 し た 。 船内 は サイ ド 3 を 脱出 し た と い 2 避難 


全 記 を 続け る ジュ ドー 


高 内 動 ・ 大 火力 を 誇る ジャ ムル ・ フ ィ ン 。 だ が : 
層 げ た ニュ ー タ イプ 能力 を 発 探し 、 性 能 MA を 圧倒 し て いる 。 


た ち は サ イド 3 か ら 脱 
出し て きた と 思わ れる 
民間 船 を 発見 。 追手 
を 撃退 し 、 民 間 人 を 
回 収 する こと に 


めか し い デ ザイ ン の 般 

、 い っ た い 肉 が 乗っ て 
いる の か と 首 を 傾げ た 
の だ が 


中 5 現れ た の は ムー ン 
ム 


154-2Z 


機動 戦士 ガン タム ZZ 


11 月 11 日 
目 ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、 タイ ガー バウ ム ・ コ ロニ ー に 人 港 


艦内 に 民間 人 が 居る 状態 で 戦闘 で き な い と 判断 し た 商人 が 住民 に 圧政 を 強い て いた 。 そし て あろ うこ と か 、 ス タ 
は 、 サ イド 3 の 中 立 コ ロニ ー 「 タ イガ ー バ ウム ] ン パ は ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 女性 乗組 員 を 手 箇 め に し よう と 
に 向かう こと と し た 。 だ が コロ ニー は スタ ン パ ・ ハ ロイ と いう 考え て いた の だ っ た 


| 


ER RENN TITREE RE 
タン パ は 彼女 た ち を 隔 交 し 、 自分 の 傍 に 置 こう と し た の だ 


U.C.0088 


MM 昌 較 ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、 タ イガ ー バ ウム に 


入港 。 @ 


スタ ン パ 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 女性 乗 
組員 と ハマ ー ン を 拘束 する 。 


ジュ ドー、 女装 し て スタ ン パ の 屋敷 に 
侵入 。 仲間 を 数 出す る 。 


スタ ン パ 、 ハ マー ン に ネェ ル ・ ア ー ガ 
マ 乗 組員 の 捕獲 を 約束 する 。 


ラサ ラ 、 モン ド を 計っ て 物 牲 に な る 。 
モン ド 、 ラサ ラ の 似 を 討つ 。 


11 月 中 名 
目 ジュ ドー、 ハマ ー ン と 対 時 


正体 を 明か し た ハマ ー ン に 、 ス タン パ は ネェ ル ・ ア ー ガ 追跡 劇 は 多く の 犠牲 者 を 生ん だ だ け で 終わ っ た 。 目 の 前 で 
で 乗組 員 の 捕獲 を 約束 。 それ を 手 土産 に し て ネオ ・ ジ オン を 人 が 剖 わ れる こと に 寺島 な 5 な く な っ た ジュ ドー は ハ 
に 取り 入ろう と 画策 する 。 だ が スタ ン パ の 目論み は 失敗 し 、 マー ン と の 直接 対決 を 決意 する の だ が ・ 


kg 4 スタ ン パ は 机 退 し た も の の 彼 の 


ジュ ドー、 ハマ ー ン と 対 財 する 。 


ジュ ドー、 キ ケロ に 潜入 。 反乱 分 子 の 
ー 団 と 出会う 。 


ジュ ドー、 キ ャ ラ と 遭遇 。 説得 を 試み る 
も 失敗 。 


を 
ラタン 8 代り に ネッ 
ガマ 乗組 員 を 捕え て みせ る 
| と 的 東 し た 。 


エル た ち 、 コア 3 に 連れ 去ら れる 。 


ジュ ドー、 コ ア 3 に 潜入 。 エル た ちの 
救助 に 成功 する 。 


その 頃 、 モ ンド ・ ア ガケ と ラサ ラ 
た ち は 街 に 出 て いた の だ が 、 スタ 


ジュ ドー、 ハマ ー ン と 遭遇 。 


ン パ の 主 池 に 人 過 。 拓 中 に モ た が 、 促 間 た ち が 駆 け 付け た こ 
ンド を 放っ た ラサ ラ が 命 を 沙 と し て と で 相手 の 呪縛 か ら 脱 する こと ブル ツー、 ハマ ー ン に 反旗 を 翻す 。 
し まっ た 。 が で きた 。 
ジュ ドー、 コア 3 を 脱出 。 
11 月 22 晶 キケロ 、 ネオ ・ ジ オン か ら 解放 され る 。 
目 ジュ ドー、 小 惑星 キケロ に 潜入 
コア 3 に 向かっ た ハマ ー ン を 追い た い ジ ュ ド ー だ が 、 真 に 潜入 する こと に し た 。 ネオ ・ ジ オン は キケロ と コア 3 を ドッ 
正面 か ら 敵 の 本 換地 に 乗り 込む の は 得策 で は な い 。 そこ キン グ さ せ 、 鉱 物資 源 を 軍備 拡張 に 利用 する つも り で あ 
で 一 計 を 案じ た ジュ ドー は 、 周辺 に 浮か ぶ 鉱 山 衛星 キケロ 。 り 、 そ こ に 付け 入る 隙 が ある と 考え た の だ 。 MORE INFO! 
ラサ ラ と モン ド 
ー な > 
ON 


労働 者 の リー ダー の 既 ( ル 
チー ナ ) は キケロ を 訪れ て 
いた ブル ツー と 道明 。 身柄 
を 拘束 され 、 コ ア 3 に 移送 
され て し まっ た 。 


キケロ の 労働 者 の 憶 力 を 得 よ うと する ジュ ドー は ネオ ・ ジ オン 
て し まう 。 だ が 相手 が キャ ラ ・ ス ー ン だ っ た こと か ら 聞 を 逃れ て いる 。 


11 月 下旬 
目 ジュ ドー、 コ ア 3 に 潜入 


ネオ ・ ジ オン に 対す る 反乱 分 子 の 協力 を れ 、 仲 間 た ち を 解放 する 。 だ が その 時 、 突然 の 振動 が 宮 
が 、 仲 間 た ち が コ ア 3 に 連行 され て し まう 。 そこ で 意 を 決し 殿 を 揺るが し た 。 グレ ミー・ ト ト が つい に 本 性 を 起 わ に し 、 
た ジュ ドー は コア 3 に 潜入 。 ハ マー ン の 宮殿 に 足 を 踏み 入 彼 の 手 約 で ある ブル ツー が ハマ ー ン 討伐 を 開始 し た 


UN 証 の で は 
反旗 を 笠 し た 

14 
開始 。 戦火 は 宮 典 に も 


敬 借 の 目 を 法 ん で 宮 販 に 忍び 込ん だ ジュ ドー は エル た ちの 教 出 に 成 功 
その まま コア 3 か ら の 脱出 を 図る が 、 ハマ ー ン に 見 つか っ て し まっ た 
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救世 主 ガ ンダ ム 


【 ) 増え 週 ぎ た 人 口 を 支え る た め に 地球 外 へ の 移住 を 開始 
D し た 人 類 の 前 に 、 正 体 不明 の 敵性 勢力 UE( ア ン ノ ウン エ 


ネ ミ ー) が 現れ て か ら 15 年 。 つい に 人 類 の 反攻 が 開始 
され よう と し て い だ 。 か つて 救世 主 と 計 われ た 白い MS 


ロ 「 ガ ンダ ム 」 が 新た な 姿 を 得 て 、 現 代 に 時 っ た の で ある 。 
A.G. 以 前 >A 
AG 以前 ……… 増え 過ぎ た 人 口 に 対処 すべ く 、 宇宙 移民 事業 が 開始 され る 。 A.G.1… 元 号 が A.G. (アド バン ス ド ・ ジ ショ ン ) に 改め られ る 。 
マー ズバ ー ス デイ 計画 、 始 動 。 火星 園 に 16 基 の コロ ニー が 実験 | A.G.101……… 正体 不明 の 外敵 UE (アン ノウ ン エネ ミー) が 地球 圏 に 出現 。 
的 に 建設 され る 。 [天使 の 落日 事件 、 勃 発 。 スペ ー ス コロ ニー 「 エ ンジ ェ ル 」 が UE 
火星 囲 の コロ ニー、 全 減 と の 報道 が 入る 。 に よっ て 破壊 され る 。 
コロ ニー 国家 戦争 、 勃発 。 地球 連邦 軍 、 UE に 対抗 する も 、 大 損害 を 被る 。 
コロ ニー 国家 戦争 、 終 結 。 現行 MS の 廃棄 と 新規 製造 禁止 を 含 フリ ッ ト ・ ア ス ノ 、 AGE デ バイ ス を 受け 取る 。 
め た 「 銀 の 杯 条約 ] が 締結 され る 。 A.G.115.……… スペ ー ス コロ ニー [ノー ラ 」 を UE が 襲撃 。 


AGE-1 で 撃退 。 


四 UE、 スペ ー ス コロ ニー 「 ノ ー ラ 」 を 毅 軸 
参 高 名 な MS 銀 冶 の 家系 


ノー ラ 、 UE の 攻撃 を 受け て 崩壊 。 


に 生ま れ た 少年 フリ ッ ト ・ ア ス ノ これ まで 補 元 軍 が 敵 わ な か っ た UE 
の 機体 


a リッ ディ ー ヴ ァ に 
は スペ ー ス コロ ニー | ノーラ] で 連邦 軍 に 博 カ し 、 ガ ンダ ET EAR 
ム と 呼ば れる MS の 開発 に 従事 し て いた 。 故 卿 と 家族 を 礁 TH 


い 、 人類 に 敵対 する UE に 対抗 する た めで ある 。 その 際 、 役 
に 立っ た の が 母 の 形見 の 「AGE デ バイ ス ] だ っ た 。 この 中 
に は MS の 設計 デー タ が 収め られ て お り 、 これ を 元 に 建造 
た ガン ダム は ほぼ 完成 。 機体 動作 テス ト を 待つ ば か り と いう その 後 、 フ リッ ト た ち は ノ ー ラ か ら 
状態 だ っ た 。 だ が 突 各 、UE が ノー ラ を 本 撃 人 英 を 前 に し の 必中 を 回 る が その 隊 に 由 全 っ 
た フリ ッ ト は 自ら ガン ダム (AGE-1) で 戦う こと を 決意 し た 。 大 8K 変 え 5 こと と な る 。 


フリ ッ ト 、 覚醒 し た ウル フ と 模擬 戦 を 
敢行 。 


ディ ー ヴ ァ 、 ファ ー デ ー ン に 到着 。 


フリ ッ ト 、 謎 の 少年 デシ ル と 道 遇 。 


四 フリ ッ ト 、「 白 い 狼 」 ウ ルフ ・ エ ニア クル と 模擬 戦 を 行う 


これ まで 傷 ひと つ 付け られ な か っ た UE の 機体 を 撃破 し 「 自 い 狼 ] と 呼ば れる だ け 
た AGE-1。 だ が UE 側 の 報復 に よっ て 、 ノ ー ラ は 浮 壊 。 生 Ep 
き 門 っ た フリ ッ ト た ち は 戦 艇 ディ ー ヴ ァ で 脱出 し 、 コ ロニ ー て フリ > 衝突 し て しま う 。| 
「 フ ァ ー デ ー ン ] に 向かう こと に な が その 途上 、 思 
わ ぬ アク シ デ ン ト が 発生 する 。 ディ ー ヴ ァ で コー ルド スリ ー 
プ 中 だ っ た 連邦 軍 バ パイ ロッ ト の ウル フ ・ エ ニア クル が 覚醒 
し 、AGE-1 の 引き 渡し を 求め た の だ 。 と は いえ フリ ッ ト が こ は 
の 要求 に 納得 する は ず も な く 、AGE-1 の パイ ロッ ト の 座 を た ぶ この 件 旗 、 ウ ルフ は フリ ッ | = が 
拍 け た 模擬 戦 が 行わ れる こと と な っ た 。 NET て MEO た よう 


四 フリ ッ ト 、 謎 の 少年 デシ ル と 遭遇 


ファ ー デ ー ン に 到着 し た フリ ッ ト だ っ た が 、 一 向 に 休 も うと デシ ル に 言わ れる まま に 格納 庫 ま 
【】 し な か っ た 。 不慣れ な が ら も UE と の 戦闘 を 切り 抜け 、 勝利 CS 
を 掴ん だ こと で 自信 を つけ 、 も つと 強く な り た いと 望む よう 


に な っ て いた の だ 。 だ が そん な フリ ッ ト の 出鼻 を 挫 く 事件 が 
た また ま 遭 遇 し た 少年 デシ ル が ガン ダム を 見 た 
: め 、 格 納 庫 に 連れ て 行っ た の だ が 、 その 
ル に AGE-1 を 奪わ れ て し まっ た の だ 。 し か も ファ ー デ ー ン 
に 現れ た UE に デシ ル は 攻撃 を 仕掛 けり 、 フ リッ ト よ り も 鮮 や 
か な 手並み で 撃破 し て し まっ た の で ある 。 
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四 フリ ッ ト 、 マッ ドー ナ 工 房 を 訪れ る 


平和 と 思わ れ た ファ ー デ ー ン だ が 、 実は ザラ ム と エ ウ バ 
に 分 か れ て 権力 闘争 を 繰り 返し て いた 。 し か も UE が 乱 
入 、 三 つ 巴 の 戦い が 開始 され る 。 する と そこ に 見 慣れ な い 
機体 (G エ グ ゼ ス ) が 乱入 。 コク ピッ ト か ら 姿 を 現し た ウル フ 


に 、 フ リッ ト は 機体 の 出所 を 詰め 寄る 。 初め は と ぼけ て いた 

ウル フ だ が 、 観 念 し て 彼 を ある 場所 へ 案内 し た 。 そこ は 不 

認可 の MS 工房 「 マ ッ ドー ナ エ 房 ] で 、 様 々 な 機体 が 造ら 
. て いる の を 見 た フリ ッ ト は 言葉 を 失う の だ っ た 。 


ワル フ の 案内 で フリ ッ ト た ち が 正 れ た マッ ドー ナ 工 選 は コ 
た 施設 で あ )、 まる で 宇 軍船 の よう な 規模 を 有 し て いた 。 


フリ ッ ト 、 ユリ ン と 再会 する 


独立 し 


工房 で は G エ グ ゼ ス を 
は じ め と する MS の 製 
造 が 行わ れ て いる だ け 
で な <、 直 獲 し た UE の 
機体 が 保管 され て お 
いひ フト は UE の 秘密 
の 一 葉 に 触れ て いる 。 


ン を 狙う UE の 大 部 隊 を 撃退 し た ディ ー ヴ ァ 
ンス リー] に 移動 。 それ まで の 功 積 が 認 
め ら れ た フリ ッ ト た ち は 、 そ の 地 で 開催 され る UE の 宇宙 要 
窒 ア ン パ バッ ト 攻 略 の 写 議 に 出席 する こと と な っ た 。 会 議 が 


し い 日 々 を 過ごし た 。 そし 
り の 思い出 を 守る た め に UE と の 決 載 に 瞳 む 決意 を 画 め た の だ っ た 


開催 され る の は 大 富 生 バー ミン グ ス の 屋敷 で あり 、 一 同 は 
筋 ん で 屋敷 に 向かう 。 だ が 屋敷 で は 意外 な 人 物 が フリ ッ ト 
の 到着 を 待ち 構え て いた 。 ノー ラ か ら の 脱出 の 隊 に 離れ 
離れ に な っ た ユリ ン が この 地 に 身 を 寄せ て いた の で ある 。 


| その 間 に も アン バッ ト 
攻略 作戦 (の ちの 「 コ 
ウ モ リ 選 戦役 ]) の 
準備 は 着 々 と 進ん で い 
き 、 攻撃 部 基 の 中 杜 
は ディ ー ヴ ァ 5AGET 
が 担 


アン バッ ト 攻 略 戦 (コウ モリ 過 治 戦役 ) 交 動 


つい に アン バッ ト へ の 攻撃 計画 が 開始 され 、 デ ィ ー ヴ ァ 
と ザラ ム ・ エ ウパ 連合 軍 の 猛攻 が UE の 宇宙 要塞 に 集中 
する 。 だ が UE 側 の 反撃 も 凄まじ く 、 大 量 の 機体 と 巨大 艦 
艇 を 投入 。 結果 と し て 、 戦闘 は か つて な い ほ どの 消 細 戦 と 


で て 、 デ シル は フリ ッ ト を 圧 側 


ファ ルシア は AGE-1 に 攻撃 
を 仕掛 け 、 フ リッ ト は さら に 
不利 な 状況 に 追い 込ま れ て 
し まっ た 。 


四 フリ ッ ト 、 UE 司令 官 と 忠 周 


尼 の 能力 を 開花 ませ る 「X 
ラウ ンダ ー」 と し て の と 最 
新鋭 機 ゼ ダ ス の 性 能 に よっ 


それ で も フリ ッ ト は 反撃 を 


な っ て いた 。 X ラ ウン ダー と し て の 力 を 発現 し た フリ ッ ト も 死 
力 を 尽く し て 戦う が 、 相手 が デシ ル と 知っ て 驚 欄 する 。 さら 
に 新 現し た 機体 に は ユリ ン が 搭乗 し て お り 、 フリ ッ ト 
は 望ま な い 戦 い を 強い られ る こと に な っ て し まう 。 


ファ ルシア の コク ピット に ! 
た の は ユリ ン だ っ た 。 X ラ ウ 


だ が フリ ッ ト を 想う 気持 ち が 
ユリ ン を 来 締 か ら 解放 。 最 
後に は フリ ッ ト を 計っ て 機 人 
ご と 大 と な り 、 命 を 落と すこ 
と と な っ た 。 


デシ ル を 撃退 し た も の の ユリ ン を 失っ た フリ ッ ト は 息 り の 
まま に アン バッ ト の 最深 部 に 突入 。 アン バッ ト 司令 官 ギー 
イ と 対 財 し た 。 だ が ゾ イ の 口 か ら 語ら れる UE の 正 
、 思 わ ず 攻 撃 を 加え る 手 が 止 まっ て し まう 。 UE と は 、 


ー ズ で 攻撃 を 仕掛 ける ギー 
力 を 与え 、 相手 を 圧倒 し た 。 


地球 侵攻 用 に 試作 
イ 。 し か し ユ リン を 失っ た 超 り が フリ ッ | 


地球 連邦 に 見 捨て られ た 火星 移民 の 子孫 だ 


だ 。 コ 


ロニ ー へ の 移民 前 に 火星 植民 地 に 移住 し 、 過 酷 な 環境 
下 で 辛うじて 生き 延び て きた 彼ら は 故郷 へ の 復讐 を 故 い 、 
UE と し て 戦い を 挑ん で いた 。 


いう の で ある 。 


1 プイ は フリ ッ ト た ちの 前 


で 衝撃 的 な 真実 を 最 
臣 し た 。 UE の 正体 は 
人 類 で あり 、 地 球 連 
孝 の 不義 理 が 油 い を 
引き 起こ し た 原因 だ と 


フリ ッ ト 、 フ ァ ー デ ー ン の 地下 街 に 移 
動 。 ファ ー デ ー ン の 頼 権 を 争う ザラ ム 
と エ ウ バ の 存在 を 知る 。 


UE、 ファ ー デ ー ン に 侵攻 。 @ 


| 

| AGE-1、 新しい ウェ ア 

| (タイ タス 、 スパ ロー) で UE に 対抗 。 
G エ グ ゼ ス 、 フリ ッ ト に 加勢 する 。 


ウル フ 、 フリ ッ ト を マッ ドー ナ 工 房 に 
案内 する 。 


| 
| 
| UE の 大 部 隊 、 ファ ー デ ー ン を 襲撃 。 


| ディ ー ヴ ァ 、 ミン スリ ー に 移動 。 


アン バッ ト 攻 略 作戦 (コウ モリ 退治 戦 
役 ) が 立案 され る 。 


フリ ッ ト 、 ユリ ン と 再会 。 


コウ モリ 退治 戦役 、 開始 。 

フリ ッ ト 、 デシ ル と 交戦 。 

ユリ ン 、 デ シル に 操 ら れ て 戦闘 に 参加 。 

ユリ ン 、 正 気 を 取り 戻す が 、 命 を 落と す 。 

フリ ッ ト 、 アン バッ ト 司 令 官 ギー ラ ・ ゾ [】 
イ と 対 時 。 

ゾ イ 、UE に 関す る 真実 の 歴史 を 語る 。 


コウ モリ 退治 戦役 、 終結 。 
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クー デ タ ニ の 乗 で に 


本 04 wl9 


クー デ タ ー の 果て に 


アロ ウズ の 専横 と 連邦 政府 と 連邦 軍 の 実情 を 世界 に 示 
す た め 、 や お な く ク ー デ ター な 実行 し た パン グ : ハ ー キ ュ 
リー は アフ リカ タワ ー を 点 拠 。 し か し アロ ウズ の 影響 
は 彼 の 思惑 を 遥か に 上 回 っ て お り 、 事態 は 想定 外 の 方 


向 に 向かお うと し て いた :・ 


目 ホー マー、 ク ー デ ター の 鎮圧 を 指示 


アロ ウズ と CB の 対立 が 激化 する 最 中 、 連 施 軍 所 属 の 
軍人 パン グ ・ ハ ー キ ュ リ ー に よる クー デ タ ー が 発生 。 アフ 
リカ タワ ー の 軌道 ス : ョ ン を 占拠 し 、6 万 人 も の 民間 


人 を 人 質 と し た ハー キュ リー の 狙い は アロ ウズ の 組 痺 だ っ 
た 。 恒久 平和 の 名 の 下 に 連邦 政府 に 反対 する 国 や 組織 


東園 人 
殖 郊 する ハー キュ リー の 主張 は 情報 操作 で 封殺 さ れ た 。 


を 弾圧 し て きた アロ ウズ の 論 行 を 見 逃す こと は で き な い と 
する ハー キュ リー は 、 通信 回 線 を 介し て 自ら の 主張 を 訴え 
る 。 これ に 対し て アロ ウズ 司令 ホー マー・ カ タ ギ リ は 非情 
な 決断 を 下 し た 。 アロ ウズ へ の 市 弾 を 阻止 する べく 、 極秘 
裏 に クー デ タ ー を 鎮圧 し よう と 画策 し た の で ある 。 


これ 以上 、 ハ ー キ ュ リー 
を の さば ら せ て お く こと 
は アロ ウズ の 権 感 に 信 
を 付け る こと と な る 。 そ 
う 判 マー は 


四 セル ゲイ 、 ハー キュ リー と 対 財 


直属 の 上 官 で ある キム に 命じ られ た セル ゲイ ・ ス ミル ノ フ 
は アフ リカ タワ ー に 向かう こと と な っ た 。 ホー マー の 命令 に 
より 、 ス テー ショ ン に 立て 籠 も る ハー キュ リー を 説得 する た 
めで ある 。 ふた り は 士官 学校 時 代 か ら の 親友 で あり 、 セ ル 
ゲイ と し て も ハー キュ リー の 真意 を 問い 質 し 、 最 悪 の 事態 


その 時 、 上 官 の キム か ら 連 
結 が 入り 、 セ ルケ イ は 国連 
軍 特 使 と し て クー デ タ ー 派 


上 メメ ント モリ 、 発射 体制 に 入る 


を 回 避 し た か っ た に 違い な い 。 だ が 確固 と し た 信念 の 下 に 
行動 する ハー キュ リー は セル ゲイ の 言葉 に さえ 耳 を 貸 そ うと 
し な い 。 そし て つい に アロ ウズ が 強硬 手際 に 訴え 
の いる 区 画 に オー トマ トン が 投入 され 、 人 質 も ろ と 
ター 派 を 排除 し よう と し た の だ 。 


ハー キュ リー と 対 岩 し た セル 
ゲイ は 相手 の 真意 を 問い 質 
し 投降 を 促す が 、 ハ ー キ ュ 
リー は 説得 に 応じ な か っ た 。 


派 だ け で は な く 市 民 に 対し て 
も 銃 役 を 開始 。 アロ ウズ は 
関係 者 を 一掃 す る こと で 本 
闘 の 流 前 を 妨 ご うと し た 。 


クー デ タ ー の 情報 は CB に も 伝え られ 、 プ トレ マイ オス 2 
は アフ リカ タワ ー 付 近 に 移動 。 戦術 予報 士 の スメラギ ・ 
李 ・ ノ リエ ガ は 事態 を 静観 する こと と し た 。 する と これ まで 
軌道 エレ ベー ター の 周囲 を 取り 囲ん で いた 連邦 軍 の 布 
陣 が 変化 し 、 エレ ベー ター か ら 距 離 を 置き 始め る 。 この 状 


CB が 見 守る 中 、 ク ー デ ター 派 に 乗じ た カタ ロン 部 隊 が タワ ー 基 者 に 侵攻 


執 道 エレ ベー ター を 孔 竹 す る 台 施 車 と の 間 に 戦 敵 が 開か れ た 。 


況 に スメラギ は 嫌 な 予感 を 覚え る が 、 そ れ は 最悪 の 形 で 
実現 し て し まっ た 。 衛星 軌道 上 に 位置 する 2 基 目 の 戦略 
兵器 「 メ メン トモ リ 」 が 起動 し 、 軌道 エレ ペー ター を 照準 に 
捉え た の だ 。 アロ ウズ は 事態 を 収拾 する た め に 強硬 手段 
に 出 た の だ っ た 。 


で は 条 


5 性 
兵器 メメ ント モリ の 発射 
燈 備 が 進め られ て いた 。 


アフ リカ タワ ー で 、 ハ ー キ ュ リ ー を ! 
ダー と する 連邦 軍部 隊 に よる クー デ 
ター が 発生 。 


ハー キュ リー、6 万 人 の 市 民 を 人 質 に 
し て アロ ウズ を 綱 弾 。 


ホー マー、 クー デ タ ー の 鎮圧 を 指示 。 
セル ゲイ 、 ホ ー マ ー に よっ て ハー キュ 
リー の 説得 役 に 任命 され る 。 

セル ゲイ 、 ハー キュ リー と 対面 。 

ハー キュ リー、 セ ル ゲ イ の 説得 を 拒否 。 
プトレマイオス 2、 ア フリ カタ ワー 付近 
に 移動 。 


カタ ロン 、 エ レベ ー タ ー 防 衛 部 隊 へ 
の 攻撃 を 開始 。 


2 基 目 の 衡 星 兵器 メメ ント モリ 、 ア フ 
リカ タワ ー に 照準 を 合わ せる 。 


| 旦 ガ ンダ ム 00 


TIMELINE 


クー デ タ ー の 果て に 


mM4 wr 13 


軒 莉那 、 メメ ント モリ の 発 射 限 止 に 失敗 


2 基 目 の メメ ント モリ を 確認 し た プトレマイオス 2 だ が 、 修 
理 が 不 完全 で 衛星 軌道 に 移動 する こと が で き な か っ た 。 
唯一 、 メ メン トモ り を 止め られ る の は ダブ ルオ ー ラ イザ ー だ け 
で あり 、 痢 那 は 傷つい た 体 を 押し て 出撃 。 メメ ント モリ 周辺 


NN 


ダブ ルオ ー ラ イザ ー の 放っ た 一 撃 は 長大 な ビー ム サ ー ベ ル と 化し 、 メ メン ト 
も J を 切り 較 い た 。 だ が 破 壌 に は 至ら すず 、 答 大 は 使わ れ て し まっ た 


に は MA エン プラ ス が 待ち 構え て いた が 、 ト ラン ザム を 発動 
し た ダブ ルオ ー ラ イザ ー の 一 繋が エン プラ ス と メメ ント モリ 
を 斬り 裂 い た 。 だ が レー ザー は 発射 され れ て し まい 、 エレ ベー 
ター シャ フト に 命中 し て し まっ た 。 


2 


メメ ント モリ か ら 放 た れ 
た 強力 な レー ザー は ア 
フリ カタ ワー の シャ フト 
を 直撃 。 無数 の 太 片 


園 アフ リカ タワ ー、 月 寺 


パラ ンス を 失っ た アフ リカ タワ ー は 完全 崩壊 を 防ぐ べく 、 
外壁 (ビラ ー) を パー ジ 。 軌道 ステ ーション や 市 民 を 乗せ た 
リニア トレ イン に は 大 小 の ピラ ー が 直撃 し た ほか 、 周 囲 
も 被害 が 広がり 始め た 。 し か も エレ ベー ター 本 体 か ら の ビ 


湖 寺 す る アフ リカ タワ ー か ら 生 じ た 押 鍵 の ビラ ー が 陸 り 注ぎ 、 タ ワー 世 と 
その 周辺 に 位置 する 市 に 被害 が 出る こと と な っ た 


目 各 努 力 、 落下 する ビラ ー を 連 撃 


ラー 落下 は 続い て お り 、 こ の まま で は さら な る 被害 拡大 は 
人 移 れ な い 。 する と CB の ガン ダム が 戦闘 を 放棄 し て 破片 の 
迎撃 を 開始 。 地上 へ 落下 する 破片 を 少し で も 減ら そう と し 
た の だ っ た 。 


CB は 乾 開 を 中 断 、 地 

表 へ と 落下 する 破片 を 

塁 破 し 、 視 害 を 最小 明 
い 止め よう と し た 。 


ガン ダム マイ スタ ー は 懸命 に 迎撃 を 行う が 、 数 機 の ガン 
ダム で その すべ て の ピラ ー を 破壊 する こと は 不可 能 で あっ 
た 。 だ が その 時 、 敵 味方 問わ ず 迎 撃 を 訴え か けた スメラギ 
に 応え 、 カ タロ ン や クー デ タ ー 部 隊 、 連 邦 軍 正 規 部 隊 が ガ 
ガン ダム の 動き に 気付 いた 
カタ ロン 部 隊 も 戦闘 を 中 
断 。 ピラ ー の 破壊 に 専念 
し 、 地 上 へ の 社 害 を で きる 
限り 食い 止め よう と し た 。 


する と 連邦 生 も カタ ロン の 動 
き に 同調 。 さら に ガン ダム と 
協力 し て 、 ビ ラー の 畔 壊 に 
尽力 する 機体 も 現れ た 。 


四 アン ドレ イ 、 モル ゲ ィ と 交戦 


ンダ ム に 協力 し 、 ピ ラー を 迎撃 し 始め た の だ 。 さら に 現場 
に 駆け 付け た アロ ウズ 部 隊 と ダブ ルオ ー ラ イザ ー も これ に 
加わ っ た 。 これ か ら 起 ころ うと する 大 惨事 を 前 に 、 敵 対す る 
者 た ち が 一 致 団結 する と いう 状況 を 生み 出し た の だ っ た 。 
さら に 現地 に 駆け 付け た ア 
ロウ ズ の 一 隊 も ビラ ー の 破 
| 半 に 志 力 敵 味 方 が ー 至 
| 田 結 し て 大 涯 を 回 属し よ 
うと 持て る カ を 振る っ た 。 


ば れる この 事件 は 、 多 大 な 
る 人 的 物 的 損害 を も た らし 
た の / 


崩壊 する アフ リカ タワ ー の 姿 を 目 に し た アロ ウズ 隊員 
アン ドレ イ ・ ス ミル ノ フ は あま り の 惨状 に 激 易 。 アフ リカ タ 
ワー か ら 脱 出し た ハー キュ リー の 機体 を 撃破 し た 。 だ が 彼 
大 させ る 事態 が 起こ っ た 。 ハー キュ リー 


ハー キュ リー 機 を 撃破 し て も 政 り の 収まら な い アン ドレ イ は セル ゲイ に も 猛 
攻 を 加え る 。 そし て 次 第 に 父親 を 圧 個 し て い - 


に 続い で セル ゲイ の 機体 が 究 を 現し た の だ 。 父親 も クー 
デ タ ー に 加担 し て いた も の と 誤解 し た アン ドレ イ は 猛然と 
攻撃 を 仕掛 け 、 セ ル ゲ イ の 話 を 聞こ うと し な い 。 そし て つい 
に アン ドレ イ の 一 撃 が セル ゲイ の 機体 を 買い た 。 


レイ の 一 
が セル ケイ 機 を 人 ん 
た 。 この 時 、 セ ル ゲイ 
は 息子 か ら の 一 概 を 
| せん じ て 受 けた よう に 
も 見 えた と され る 。 


BR 


球 那 、 ダ ブル オー ライ ザー で メメ ント モ 
リ に 向かう 。 


衝 那 、、 エ ンプ ラス と 交戦 。 稚 


球 那 、 エ ンプ ラス を 撃破 する が 、 メ メン 
トモ リ の レー ザー 発射 阻止 に 失敗 。 


レー ザー、 アフ リカ タワ ー の シャ フト 部 
分 に 命中 。 


アフ リカ タワ ー、 完 全 崩壊 を 防ぐ た め 、 
自動 で ビラ ー を パー ジ 。 

アフ リカ タワ ー の ピラ ー が 地上 に 
落下 。 

CB、 戦闘 を 中 断 し 、 ピラ ー の 迎撃 に 
専念 する 。 

カタ ロン 、 ク ー デ ター 部 隊 、 連邦 軍 正 
規 部 隊 が ビラ ー の 迎撃 に 協力 。 
ダブ ルオ ー ラ イザ ー と アロ ウズ 、 ピ 
ラー の 迎撃 に 参加 。 巨大 な ビラ ー の 
破壊 に 成功 。 

すべ て の ピラ ー の 迎撃 に は 至ら ず 、 
地上 に 甚大 な 被害 が 生じ る 。 

アン ドレ イ 、 ハー キュ リー を 撃破 。 
アン ドレ イ 、 セル ゲイ と 交戦 。 午 


アン ドレ イ 、 セル ゲイ を 撃破 。 


GME 5X NBS 156-26 


機動 武闘 伝 6 ガ ンダ ム 


FG.TIMELINE 


最終 バト ルロイ ヤル 、 開幕 


mM mm07 


最終 バト ルロイ ヤル 、 開 幕 


デビ ル ガ ン ダム 四天王 の 出現 と いう アク シ デ ン ト は あっ 

5 た も の の 決勝 大 会 は 続行 され 、 つ い に 最強 の 武 開 家 を 

決め る 最終 バド ルロイ ヤル が 開催 され た 。 ここ まで 駒 を 

| ] 進め た ドモ ン ・ カ ッシュ と ジ シャッフル 同盟 の 仲間 た ち は 、 
に ーー ュー ニン ーー 8 を | 立ち は だ か る 強敵 と 雌雄 を 決する こと と な る 。 


157-27 


四 ドモ ン 、 マス ター・ ア ジア か ら 奥 義 [石破 天 稲 挙 を 伝授 され る 


試合 後 の 混乱 に 乗じ て アレ ン ビ ピー・ ビ アズ リー が 誘拐 さ 。 始 し た 。 そん な 彼 の 前 に マス ター・ ア ジア の 愛馬 「 風 雲 再 
れ た こと を 知っ た ドモ ン は 、 付 き 添い を 任せ て いた レイ ン ・ ミ 。 起 ] が 出現 。 閣 か れる まま に と ある 島 に 辿り 着く が 、 そ こ で デ 
カム ラ を 非難 。 彼女 の 事情 を 聴 こ う と せ ず 、 ひ と り 捜索 を 開 ビル ガン ダム ヘッ ド の 興 設 を 受け て し まっ た 。 


一 度 は 透 走 し た も の の 、 デ 


ンダ ム ヘ ッ ド の 追撃 


ガン ダム ファ イト が 地球 環境 を 破壊 し て いる と 告 玩 す る マス ター。 彼 が 示し 
た 発 廃 し た 大 地 を 前 に し て 、 ドモ ン は 言葉 を 失っ て し まう 。 


つい に 最終 和 療 石破 天 
信 聞 を 会 得 し た 。 


目 レイ ン 、 ネオ ドイ ツ 陣 営 に 移籍 
ドモ ン の 信頼 を 失っ た と 感じ た レイ ン が ネオ ジャ パン チー が そん な ドモ ン を 驚か せる 事態 が 発生 し た 。 次 の 対戦 相手 


ム か ら 出 春 し 、 仲 間 た ちの 間 に 動 授 が 走る 。 し か し ドモ ン は は ネオ ドイ ツ の シュ バル ツ ・ ブ ルー ダー だ っ た が 、 彼 の チー 
意地 を 張り 続け 、 ひと り で も 優勝 し て みせ る と 豪語 する 。 だ ム の ひと り に レイ ン の 姿 が あっ た の だ 。 


ネオ ドイ ツチ ー ム の 制服 に 


に 気 を 取ら れ て レイ ン に 声 
を 掛け られ ず 、 つ い に ファ 
1 ト が 始ま っ て し まっ た 。 


ドモ ン の 信頼 を 失っ た レイ ン は ひと り 千 を 税 描 っ て いる 最 
違 過 。 彼 の 人 し さ に 誘わ れ て 、 ネオ ドイ ツン に 与 する こと に な っ た 。 


四 ドモ ン 、 シュ バル ツ と 対戦 


ネオ ホン コン 市 街 で の 最終 戦 と な っ た ドモ ン と シュ バル く な っ た ネオ ジャ パン で は 機体 の 整備 も 覚 東 ず 、 整 備 不 
ツ の 対戦 は 、 大 会 委員 長 ウォ ン ・ ユ ン ファ の 策略 で 電 良 か ら 戦闘 中 の ゴッド ガン ダム に 故障 が 発生 。 必殺 技 の 
流 坦 破 全 綱 時 限 デス マッ チ と な っ た 。 し か も レイ ン の いな 「 電 熱 ゴ ッ ド ・ フ ィ ン ガー」 が 使え な く な っ て し まっ た 。 


ユー | レイ ン が いな く と も 勝つ する と 。 試合 を 明 拉 し 
て いた レイ ン が ドモ ンド 
声援 を 送 ド 


レイ ン の 声援 を 受け た 
ドモ ン は 気力 で 夏 障 箇 
所 を 克 必 。 タイ ム ア ッ 
プ 問 際 の 石 硫 天 皿 池 
で シュ バル ッ の 撃破 に 
で き な く な っ て し まっ た 。 陵 成功 し た 。 


ドモ ン 、 アレ ン ビ ー の 捜索 を 開始 。 
ドモ ン 、 デ ビル ガン ダム ヘッ ド の 襲撃 
を 受け る が 、 マ スタ ー・ ア ジア に 助け 
られ る 。 

ドモ ン 、 マス ター・ ア ジア か ら ガ ンダ ム 
ファ イト の 隠さ れ た 暗部 に つい て 聞か 
され る 。 

ドモ ン 、 マ スタ ー・ ア ジア か ら 石 破 天 
驚 拳 を 伝授 され る 。 

レイ ン 、 ネオ ジャ パン チー ム か ら 出 重 。 


シュ バル ツ 、 レイ ン を ネオ ドイ ツチ ー ム 
に 迎え る 。 


レイ ン 、 敵 と し て ドモ ン の 前 に 現れ る 。 


ドモ ン 、 シュ バル ツ と 交戦 。 
ゴッド ガン ダム に 故障 が 発生 。 


ドモ ン 、 レイ ン の 協力 を 受け 、 
シュ バル ツ を 撃破 。 


最終 奥義 ・ 石 破 天 区 拳 


よれ 
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FE.TIMELINE 


最終 バト ルロイ ヤル 、 開幕 


園 ラン タオ 島 で 最終 パト ルロイ ヤル 、 開始 


第 13 回 ガン ダム ファ イト も 終盤 を 迎え 、 ラ ンタ オ 島 を 無 
台 と する 最終 パト ルロイ ヤル が スタ ー ト 。 ドモ ン と シャ ッ フ ル 
同盟 は 激しく 闘志 を 稀 や し て いた 。 一 方 、 病 院 に 通 ば れ た 


シェ バル ツ (キョ ウジ ・ カ ッシュ ) を 心配 する レイ ン は 病室 に 
向かう が 、 そ こ で 驚く べき 事実 に 直面 し た 。 キョ ウジ の 正体 
は DG 細胞 に 買 さ れ た アン ドロ イド だ 


正和 る と に めった 。 


四 アル ゴ と サイ シー、 ミケ ロ と 交戦 


ネオ ギリ シャ の マー キロ ッ ト ・ ク ロ ノ ス を 撃破 し た ドモ ン は 、 
続い て ネオ イタ リア の ミケ ロ ・ チ ャ リオ ッ ト と 交戦 する 。 
DG 細 腹 の 力 に よっ て 自 機 を ガン ダム へ ヘブンズ ソ ー ド へ と 


DG 細胞 の カ で ゴッド ガン ダム を 圧 億 する ガン ダム ヘブン ズ ' 
こ に ドラ ゴン ガン ダム と ボル ト ガ ンダ ム が 現れ 、 彼ら が 戦い を 


変形 させ た ミケ ロ に 圧倒 され て し まう 。 する と その 場 に サイ 
シー と アル ゴ が 乱入 。 マス ター・ ア ジア と の 決戦 を 急ぐ ドモ 
ン に 代わ っ て . 口 と 戦う こと と な っ た 。 


アル ゴ の 第 路 に よっ て 空 
中 を 高速 で 飛 閑 し て いた 
ガ の へ プン ズ ソ ー ド は 


マス ター・ ア ジア の 元 に 急ぐ ドモ ン の 前 に 、 今度 は ネオ 
ント ル ・ チ ャ ッ プ マ ン が 立ち は だ か っ た 。 
彼 も また DG 細 胞 に 冒 され て お り 、 ド モン を 止め る べく 差し 


。 ここ で は シャ ッ フル 同一 の 一 員 で ある チ 
ボデー と ジョ ル ジ ュ が 対戦 相手 を 買っ て 出る こと と な り 、 ド | 
モン は 決戦 の 場 へ と 向かう の だ っ た 。 


圧倒 的 な パワ ー と 重量 を 計る チャ ッ プ マ ン の グラ 
備 な < され る ガン ダム マッ クス ター と ガン ダム ロー ズ 


四 レイ ン 、 アレ ン ビ ー と 交戦 


ロー ゼス ピッ ト を 狗 丸 代 わ 
り に し た ガン ダム マッ クス 
ター の 一 覧 が クラ ンド ガン 

タム の コク ビッ ト を 直撃 し 、 
さしも の 正 体 も 動き を 止め 
た の だ っ た 。 


マス ター・ ア ジア まで あと 少し と いう 時 点 で ドモ ン の 行く 
手 を 諾 っ た の は 、 請 拐 され た は ず の アレ ン ピ ビー だ っ た 。 実 
は 彼女 は ウォ ン に 拘束 され て お り 、 ド モン を 倒す た め に パー 
a の 暴走 の 原因 が パー 
"ステ ム に ある と 気付 い 


が 
孔 戦 一 方 と な る 。 


する と そこ に 新 鐘 模 ライ ジン グ ガ 
ンダ ム に 搭乗 し た レイ ン が 乱入 。 
ドモ ン を 先 へ と 促し た 。 


サー カー シス テム に よっ て 精神 を 操 ら れ て いた の だ , 
に は ドモ ン も 手 が 出せ ず 、 防戦 一 方 に な っ て し まう の 
そこ に 思わ ぬ 人 物 が 援護 に 駆け 付け た の だ っ た 。 


な いと 判断 し た レイ ン は 、 至近 中 
浮か 


必 答 技 必殺 必 中 ライ 
グ ア ロ ー」 で と ど め を 刺し 、 ア 


を 解放 し た の 


ラン タオ 島 で 最終 パト ルロイ ヤル が 
始 。 動 
ドモ ン 、 マ スタ ー・ ア ジア と の 対決 の 


た め 、 決戦 の 場 へ 向かう 。 
レイ ン 、 シュ バル ツ の 病室 へ 向かう 。 


ミカ ムラ 博士 、 シ ュ バ ルツ の 暗殺 を 企 
て る が 失敗 。 


レイ ン 、 デ ビル ガン ダム を 巡る 事件 の 真 
相 と ミカ ムラ 博士 の 犯し た 罪 を 知る 。 
ドモ ン 、 ミケ ロ と 対戦 。 
アル ゴ と サイ シー、 ド モン に 代わ っ て ミ 
ケロ と 対戦 。 

ドモ ン 、 チャ ッ プ マ ン と 対戦 。 

チ ボ デ ー と ジョ ル ジ ュ 、 ド モン に 代わ っ 
て チャ ッ プ マン と 対戦 。 

ドモ ン 、 アレ ン ビー と 対戦 。 


シュ バル ツ と レイ ン 、 ラン タオ 島 に 
潜入 。 


レイ ン 、 ド モン に 代わ っ て アレ ン ビ ピー と に 
対戦 。 


A る 真 


e 間 通 ・ サ ン ライ ズ 157-28 


158-25 
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イノ ベイ ド の 影 


人 類 の 革新 を 促す と いう 役割 か ら 逸 脱し 、 人 類 の 歴史 

: に 介入 する こと で 自ら の 野望 を 実現 し よう と 画策 する イ 
ノ ベ イド 勢力 。 その 影響 力 は 各国 政府 、CB 内 に も 及 ん 

1 で いた 。 そし て CB に 送り 込ま れ た 突 兵 が つい に 正体 を 


串 わ に する 。 


半 CB、 2 基 目 の メメ ント モリ を 撃破 


パン グ ・ ハ ー キ ュ リ ー の クー デ タ ー に 端 を 発する 軌道 エ 
レ ペ ベータ ー 倒 壊 は の ち に 「 ブ プレ イク ピラ ー] 事件 と 呼ば れ 、 
タワ ー 基 部 を 中 心 と する 広範 囲 に 落下 し た 破片 が 多く の 
人 的 ・ 物 的 被害 を もたらす こと と な っ た 。 し か し 直接 の 原因 
を 作っ た の は アロ ウズ で あり 、 ク ー デ ター 派 の 一 掃 を 還っ 


た 衛星 兵器 メメ ント モリ に よる 攻撃 で ある 。 メメ ント モリ が 
存在 する 限り 、 第 二 、 第 三 の 悲 劇 は 起こ る こと は 確実 で 
あっ た 。 そう 判断 し た CB は メメ ント モリ 攻略 作戦 を 実施 。 
スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ の 指揮 の 下 、 ガン ダム マイ スタ ー の 
巧み な 連携 に よっ て 衛星 兵器 の 破壊 に 成功 し た 。 


歴 劇 を 線 り 返さ な いた め 、4 人 の ガン ダム マイ スタ ー が メメ ント モリ を 強壮 。 
線 を 格 開 し て いた 連邦 軍 と の 問 に 激しい 才 闘 が 開始 され た 。 


トラ ン ザ ム を 発動 させ た 
ダブ ルオ ー ラ イザ ー が 
長大 な ビーム サー ベル | 

で メメ ント モリ を 一 関 。 
| この 攻撃 で 衛星 兵器 
は 完全 に 生 壊れ 、 当 
面 の 危機 は 去っ な 。| 


目 CB、 イノ ベイ ド 抽 換 作 戦 を 立案 


ブレ イク ・ ビ ラー 事件 後 、 地 球 連邦 政府 の 発言 権 は 明 ら 
か に 低下 し て いた 。 連邦 軍 内 か ら ク ー デ ター 勢力 を 出し 、 
それ を 阻止 で き な か っ た ば か りか 、 地 球 規模 の 災害 を 引き 
起こ し た こと が 、 市 民 の 不信 と 反感 を 買っ て いた か ら だ 。 だ 
が この 状況 は アロ ウズ に と っ て は 好都合 で あり 、 つい に ア 」 


に し て 才 す が な い OB。 ブレ マイ オス 2 の 県 
組員 も 現状 を 愛 卓 する が 、 ど うす る こと も で きず に いた 。 


目 光 慈 、 戦場 で ルイ ス と 対 時 


ロウ ズ は 連邦 政府 と 連邦 軍 を 傘下 に 吸収 。 世界 の 権力 
者 と いう べき 地位 を 獲得 し た 。 一 方 、 ア ロウ ズ の 勢力 拡大 
を 量 訪 する CB で は 、 ティ エリ ア ・ ア ー デ が ヴェ ー ダ 奪還 計 
画 を 提案 。 その 一 環 と し て 、 ま ず は イノ ベイ ド の 捕獲 を 主眼 
と し た 計画 を 実施 する こと と な っ た 。 


すべ て は ヴェ ー ダ を 者 
過す る こと で 変わ る は 


スメラギ に よる 綿密 な 計画 の 元 に 、 つ い に イ ノ ベ イ ド 捕 
獲 作戦 が 実施 され た 第 一 段階 は アロ ウズ を 引き 寄せ る 
た め の 陽 動 で ある 。 し か し プトレマイオス 2 に 接近 する アロ 
ウズ の 中 に ルイ ス ・ ハ レヴ ィ の 機体 を 話 め た 沙 慈 ・ ク ロス 
ロー ド は 、 自 分 は 戦い に 参加 で き な いと 尻込み し て し まう 。 


園 出 浴 直 前 、 装 弄 と 賃 を 合わ 


する と 沙 慈 の 様子 を 静観 し て いた 導 那 ・F・ セ イエ イ が 手 
を 差し 伸 べ 、 戦う の で は な く 、 た だ 呼び 掛け る だ け で いい と 
告げ る 。 意識 の 拡大 に よる 他人 と の 共感 を 体験 し た 半 那 
だ け に 、 た と え 立 場 は 違っ て いて も 、 人 は わか り 合え る こと 
を 理解 し て いた の か も し れ な い 。 

上 利 邦 と 沙 基 を 乗せ た ダブ ル 


オー ライ ザー が 戦場 で GN ドラ 
拡 般 され た GN 


人 人 々 の 共 記 現象 が 広がる 
中 、 ル イス の 意思 と 接 前 し 
生 


た ルイ ス は それ を 拒絶 し て し 
まっ た 。 


AD 2312 


ブレ イク ピラ ー 事 件 か ら 4 ヵ 月 後 、 
CB、 活動 再開 。 


CB、2 基 目 の メ メン トモ リ を 完全 破壊 。 
アロ ウズ 、 連 邦 政 府 と 連邦 軍 を 傘下 
に 置く <。 

ティ エリ ア 、 ヴ ェ ー ダ 奪還 作戦 を 提案 。 
スメラギ 、 作戦 の 一 環 と し て イノ ベイ 
ド 捕 獲 作戦 を 計画 。 

CB、 イノ ベイ ド 捕 獲 作 戦 を 実施 。 


プトレマイオス 2、 ア ロウ ズ 部 隊 と 交 
戦 。 


沙 閑 、 ア ロウ ズ の 中 に ルイ ス の 姿 を 
認め る 。 


沙 慈 、 戦場 で ルイ ス と 対 時 。 


| 和 埋 ガン ダム OO 
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イノ ベイ ド の 影 
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アー 


目 ティ エリ ア 、 リツ ヴァ イヴ を 捕獲 


戦い の 最 中 、 リヴ ァ イ ヴ ・ リ バイ パル の 姿 を 見 か けた ティ 
エリ ア は 捕獲 作戦 を 実施 。 激しい 一 騎 打 ちの 果て に セラ 
ヴィ ー ガ ンダ ム が ガ デ ッ サ の 脱出 ポッ ド を 捕え 、 作 戦は 完 
了 し た 。 次 の 段階 は リヴ ァ イ ヴ か ら イ ノ ベ イ ド 勢 力 の 内 情 


を 探り 、 ヴェ ー ダ 奪回 の 機会 を 虹 う と いう も の で ある 。 だ が 
プトレマイオス 2 に 連行 され た リヴ ァ イ ヴ は 奇妙 な まで に 落 
ち 着い て お り 、 一 同 の 不審 さ を 煽る 。 し か も リヴ ァ イ ヴ の 顔 
を 見 た ライ ル は 動揺 させ られ る こと に な っ た 。 


イー は 回 し 所 を 合っ て 相手 を 圧 休 。 孤 を 回 るり 
ラフ ィ ム ガン ダム が 捕獲 し た 


ポン ズ か ら 旗 され た 切 

り 札 が あり 、 それ を 使っ 
4 で CB を 内 部 か 混乱, 
| さき せよ うと 企 A で いた の 


目 アニ ュー、 イ ノ ベ イド と し て 目覚 め る 


プトレマイオス 2 に 軟禁 され て も 余 拾 の 笑み を 浮か べ る 
リヴ ァ イ ヴ 。 その 時 、 フ ェ ルト ・ グ レイ ス か ら 緊 急 連絡 が 入っ 
た 。 アニ ュー・ リ ター ナー の 様子 が お か し く 、 ラ ッ セ ・ ア イ 
オン に 発砲 し た と いう の だ 。 し か も 彼女 は 「 自 分 は イノ ベイ 


ヘル メッ ト を 取っ た リヴ ァ イ ヴ が アニ ュー と 瓜 ふ た つ な こ と に 筑 く ライ ル 。 ア 
ニュ ー は リヴ ァ イ ウ と 同型 の 半 伝 子 購 造 を 有する イノ ベイ ド だ っ た の だ 。 


ター だ 」 と 口走っ て いる らし い 。 実は アニ ュー は リボ ンズ ・ 
アル マー ク が CB に 送り 込ん だ イノ ベイ ド で あり 、 こ れ ま で は 
記憶 を 封印 し て いた の だ が 、 リヴ ァ イ ヴ が 放っ た 脳 量子 波 
に よっ て 本 来 の 記憶 を 取り 戻し た の だ 。 


リヴ ァ イ ヴ の 脳 量子 計 
を 受け て イノ ベイ ド と し 


オー 強 究 を 回 る 。 
て H 寺 は 
敗 し た が 、 ア ニュ ー た ち 
は 脱出 し て し まっ た 。 


| ライ ル 、 ア ニュ ー と 対 時 


プトレマイオス 2 か ら 離 脱 後 、 専用 機 ガッ デス を 与え られ 
た アニ ュー が CB を 強 輸 。 ライ ル は アニ ュー と の 一 騎 討 ち 
に 挑む が 、 一 度 心 を 許し た 思い 出 が 政 魔 を し て 、 どう し て も 
だ が 彼 の 真 撃 な 想い が 通じ た の か 、 つ 
互い に 作付 き な が ら も ア 
ニュ ー を 追い 系 けた ライ 
ル は 、 つ い に ガ ッ デ ス を 
捕捉 する こと に 成功 し た 。 


本 気 を 出せ な い 。 


ライ ル の 必死 の 呼び か けが 
アニ ュー の 記憶 を 呼び 沈ま 
し 、 彼女 は 再び ライ ル の 下 
で くる も の と 思わ れ た 
の だ が … 


い に ア ニュ ー は ライ ル を 想い 出し 、 戦 い を 止め る か に 見 え 
た 。 だ が リボ ンズ が 戦い に 介入 し 、 ア ニュ ー は 意思 を 封じ 
られ た うえ 、 ライ ル に と ど め を 刺 そ うと する 。 ガッ デス の 一 撃 
が ケル ディ ム ガ ン ダム を 貫く と 思わ れ た : 


入 。 強制 的 に イノ ベイ 
ド と し て 復帰 させ られ た 
1 


その 時 午 那 の 一 撃 が ガッ 
デス を 捉え 、 ラ イル の 目前 で 
機体 は 井 散 , 
間 、 アニ ュー の 意思 は ライ ル 
と 共感 し た と され る 。 


最期 の 衣 


目 利 那 、 ミ スタ ー・ プ シド ー と の 決闘 に 挑む 


王 留美 か ら の 連絡 を 受け た 氷 那 は コロ ニー・ エ クリ プス 
の 建造 現場 へ 向かい 、 ヴ ェ ー ダ の 所 在 が 記さ れ た メモ を 
手渡 され る 。 だ が 思わ ぬ 伏 兵 が 待ち 構え て いた 。「 ワ ンマ 
」 と し て 活動 する ミス ター・ ブ シド ー が 痢 那 の 前 


朗 の / 
pr 浜 映 を 申し 込ん で きた 。 


に 立ち は だ か っ た の だ 。 ヘル メッ ト 越 し に 素顔 を 忠 わ に し た 
ブシ ドー は 、「 愛 が 憎しみ と な り 、 宿 命 と 化し た | と 語り 、 利 
那 に 決闘 を 申し 込む 。 その 執着 に 戦乱 を 生む 元凶 を 見 出 
し た 莉那 は 、 彼 の 望み に 応じ る こと に し た 。 


況 な 5 ブン | 
は 難なく 著 都 を 手 に 


AD 2312 計 守 地 4=p と Ye は : 

ティ エリ ア 、 リヴ ァ イ ヴ と 交戦 。 

ティ エリ ア 、 リ ヴァ イヴ を 捕獲 し 、 プ トレ [7 
マイ オス 2 に 連行 する 。 

スメラギ 、 リヴ ァ イ ヴ の 尋問 を 開始 。 


アニ ュー、 イ ノ ベ イ ド と し て の 記憶 を 取 
り 戻 す 。 


ライ ル 、 ア ニュ ー の 説得 を 試み る 。 
アニ ュー、 プトレマイオス 2 か ら 離 脱 。 


アニ ュー、 プトレマイオス 2 を 強襲 。 
ライ ル 、 アニ ュー と 対 財 。 

リボ ンズ 、 アニ ュー の 意思 に 介入 。 
利 那 、 防戦 一 方 の ライ ル に 代わ っ て 
アニ ュー を 討つ 。 
プトレマイオス 2 に 王 留美 か ら の 連絡 
が 入る 。 


和 那 、 合 流 ポ イン ト に 移動 。 王 留美 か 
ら ヴ ェ ー ダ に 関す る メモ を 受け 取る 。 


和 那 、 ミ スタ ー・ ブ シド ー と 遭遇 。 


午 那 、 
挑む 。 


ミス ター・ ブ シド ー と の 決闘 に 


反逆 の ネー 


首 和 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 


UC.TIMELINE ma 


(CZ) mM4 sen14 


グレ ミー の 反乱 


八 マ ー シ ・ カ ー ン の 部 下 と し て 活動 し て いた グレ ミー・ 
トト が 反乱 を 起こ し た 。 自ら を ザビ 家 の 血 販 に 連なる 者 
と 標 棒 し 、 人 ハマ ー ン の 支配 体制 の 打破 を 唱え た の で あ 


る 。 この 内 乱 に よう て ネオ ・ ジ オン ば 二分 され 、 エ ゥ ー 
1 ゴ と の 戦い は 三つ巴 の 様相 を 呈す る こと と な っ た 。 


目 ジュ ドー、 コ ア 3 に 潜入 


コア 3・ コ ロニ ー 周 辺 下 域 で 待機 する ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 待つ つも り は な か っ た 。 ハマ ー ン と グレ ミー が 反目 し て い 
に 連絡 が 入っ た 。 エ 
開始 し た と いう の だ 。 


コ 艦 隊 が コア 3 に 向かっ て 移動 を 今 こ そ が 好機 だ と 判断 し た か ら だ 。 そこ で ジュ ドー は 独断 
ー・ ア ー シ タ は 艦隊 の 到着 。 で コア 3 へ の 潜入 を 決意 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 後に し た 。 


ルー・ ル カ を 伴っ て コア 3 
接近 し た ジュ ドー は 、 ダ 
限 石 に 擬装 し て コロ 
ニー 内 に 潜入 。 続い て ミ 
ネバ の 控 索 を 開始 し た 。 


W 日 ジュ ドー、 ミ ネバ を 発見 


警備 の 際 を 突い て ハマ ー ン の 居城 に 足 を 踏み 入れ た 女 と し て の 風格 は な く 、 寂 し さと 不安 で 押し 演 さ れ そ うな 少 
ジュ ドー は 、 真っ 暗 な 食堂 で 独り 食事 を し て い \ 女 で し か な か っ た 。 幼い 少女 を 信 介 と する ハマ ー ン に 、 ジ ュ 
見 し た 。 だ が ジュ ドー が 目 に し た ミネ バ に ネオ ・ ドー は 怒り を 禁じ 得 な か っ た 。 


i 
食事 を 前 に 涙 を 近 す ミネ パ の 宮 
生 婦 と は いえ 、 いつ も 独り で 


1 月 8 日 
四 ジュド ー、 ミネ パ 謗 拐 に 失敗 
艦艇 か ら の 脱出 を 図る ジュ ドー の 前 に 立ち は だ か っ た ハ の 言葉 を 受け 入れ る つも り は な か っ た 。 ミネ バ を 利用 する 


マー ン は 「 ミ ネバ を 返せ ば 身 の 安全 は 保障 する 。 その うえ ハマ ー ン と ザビ 家 の 決闘 に 固執 する グレ ミー は 、 信 念 は ど 
で 共に グレ ミー を 倒 そ う 」 と 持ち 掛け る 。 だ が ジュ ドー は そ う あ れ 他人 を 不幸 に する 存在 に じ か 見 を な か っ た の だ 。 


ドー は 驚か され た 。 ネオ ・ ジ オン の 
は 寂し か っ た の だ 。 


を 先 に 脱出 きせ 、 自 分 
は ハマ ー ン を 食い 止め も ン の 命令 を 受け た マ 
よう と し た 。 7 シュ マー の 機体 が 立ち 


する と ハマ ー ン は ジュ ロ 
ドー を 懐 務 し よう する 。 

た が ミネ バ の 衰 し み を 

知っ た ジュ ドー の や は a 
動か され な か っ た 。 


159-25 


エゥーゴ 艦隊 が 行動 を 開始 し た と の 
知ら せ が ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ に 入る 。 


ジュ ドー、 艦 隊 到 着 を 待た ず に 行動 を 
開始 。 


ジュ ドー、 コア 3 に 潜入 する 。 


ジュ ドー、 ミネ バ を 発見 。 


ジュ ドー、 ミ ネバ を 連れ て コア 3 脱出 を 


ジュ ドー、 ハマ ー ン と 唱 遇 。 


ハマ ー ン 、 誘拐 を 見 逃す くら いな ら 
ミネ パ を 討つ と 宣言 。 


ジュ ドー、 ミ ネ パ を ハマ ー ン に 戻し 、 
コア 3 を 脱出 。 


O089 1 月 11 日 


間 グレ ミー、 本格 的 に 行動 を 開始 


アク シズ を 発進 し た グレ ミー 艦隊 と キャ ラ ・ ス ー ン 率い る 


に 参加 する が 、 彼女 が 本 当 に 戦い た か っ た の は ジュ ドー と 
ZZ ガン ダム だ っ た 。 その た め プ ルツ ー は 次 第 に 戦列 を 離 
れ 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ の いる 宇 域 に 向かい 始め た 。 


| ブル ツー が 本 当 に 戦い た 
| か っ た の は ジュ ドー で あり 、 
| 彼 の 姿 が 見 えさ いと 知っ 
| た プル ツー は 次 第 に 戦場 
| か ら 元 れ 。 ネェ ル ・ ア ー ガ 
マ の いる 方 へ と 向かう 。 


O089 1 月 11 日 


上 プル ツー、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 製 撃 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 提 え た プル 
預かる ビー チャ ・ オ レー グ た ち は 必 
ドー が コア 3 か ら 戻っ て いな いた 


が 攻撃 を 開始 。 艦 を 
抗 する が 、 ジ : 
勢 に 追い や られ て 


部 、 ラビ アン ローズ を ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 前 に 移 
動 。 クレ ー ン を 抽出 し て クィ ン ・ マ ン サ の 注意 を 引き 付け よう と し た 


し まう 。 する と エマ リー・ オ ンス が 指揮 する ドッ ク 艦 ラ ピ アン 
ロー ズ が ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 授 護 に 駆け 付け 、 ド ッ ク 艦 な ら 
で は の 手段 で クィ ン ・ マ ン サ に 攻撃 を 仕掛 けた 。 


珍し て し まう 。 機 人 


| クレ ー ン $ 療 け 切れ ず に 控 
| 1】 
| 


は な か っ た も の の 、 こ の 攻 
撃 が 彼女 の プラ イド を 作付 
A 間 He こと に な っ て しま っ +。 


間 60089 有 1 月 11 日 


旧 目 エマ リー、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 太っ て 剣 を 落と す 


クレ ー ン ご と き で クィ ン ・ マ ン サ を 撃破 で きる と 見 な され た 
こと に 起 っ た ブル ツー は 、 攻撃 の 矛先 を ラビ アン ロー ズ に 
変更 。 クィ ン ・ マ ン サ の 注意 を 惹き 付け る こと に 成功 し た エ 


単なる ドッ ク 艦 に 一 撃 を 喰らわ さ 
れ た こと に 趣 る ブ 


州 tu は 、 攻 撃 
】 用 の 手先 を ラ ピ アン ・ ロ ー ズ へ と 
変更 し た 。 


E- 
A 
= 

ラビ アン ・ ロ ー ズ の 前 に 飛び 出 | 

| 

"ネル を 射出 。 無数 の サイ | 

きか ラビアン ローズ に 

醒 い 掛か っ た 。 


U.C.0089 


1 月 11 日 


マリ ー は 攻撃 を 続行 する 。 と は いえ 戦闘 艦 で は な い ラ ビア 

ン ロ ー ズ に まとも な 戦い が で きる は ず も な く 、 クィ ン ・ マ ン サ 

の 猛攻 に た ち ま ち 追 い 込ま れ て し まっ た 。 

巨 休 を 誇る ラビ アン ロー ズ だ け に 

ファ ン ネ ル の 攻撃 は 回 避 で きず 
方 か ら の 火 絆 に 大 され 、 撃 光 

し て いる 。 


エマ リー の 危機 を 知っ た : 
が 戦場 に 駆け 付け た が 、 す で に ラテ 
ビア ン ロ ー ズ は 瓦 隊 と 化し 、 ネ ェ 
ル ・ ア ー ガ マ を 守っ た エマ リー も | 
命 を 落と し て いた [ 


ジュ ドー、 エマ リー に 別れ を 告げ る 


よう や く < コア 3 か ら 帰 四 し た ジュ ドー が 戦闘 に 加勢 し 、 プ 
ルツ ー を 後退 させ た こと で ネェ ル ・ ア ー ガ マ は 名 を 逃れ た 。 
し か し その 代わ り に ラビ アン ロー ズ が 撃沈 され 、 エ マリ ー が 


犠牲 に な っ て し まっ た の で ある 。 自分 の 身勝手 な 行動 が 
悲劇 を 招い た こと に ジュ ドー は 哀しみ 、 そ れ と 同時 に 戦乱 
終結 に 向け て の 決意 を エマ リー に 玖 う の だ っ た 。 
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だ ザ が エマ リー の 死に 顔 は 、 
最期 まで 子供 た ち を 守り 
切っ た と いう 吉成 感 革 た 
され て いる よう だ っ た 。 


則 MMI グレ ミー 械 隊 、 ア クシ ス を 発進 。 キャ 
ラ 艦 隊 と 交戦 。 


プル ツー、 戦 闘 に 参加 する も 、 次 第 
に 戦列 か ら 離 れる 。 


プル ツー、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ に 向かっ 
て 移動 。 
プル ツー、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 襲撃 。 


エマ リー、 ラ ビア ン ロ ー ズ で ネェ ル ・ 
アー ガマ を 援護 。 


エマ リー、 ラ ビア ン ロ ー ズ の クレ ー ン を 
射出 し 、 ブ ルツ ー の 注意 を 引き つけ る 。 


プル ツー、 ラ ビア ン ロ ー ズ に 集中 攻撃 
を 仕掛 ける 。 


エマ リー、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 棄 っ で 命 
を 落と す 。 

ジュ ドー、 コ ア 3 か 9 ら 帰 還 。 クィ ン ・ マ 
ン サ を 後退 させ る 。 

ジュ ドー、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 帰 艦 。 


ジュ ドー、 エマ リー に 別れ を 告げ る 。 


MORE INFO! 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


HTMEME 


目 アモ ム 、 AGE-1 で ヴェ イガ ン と 交戦 


ヴェ イガ ン の 策 課 


m04 mm02 
ヴェ イガ ン の 策謀 


アン バッ ト を 巡る 戦乱 が 終結 し て か ら 25 年 の 月 日 が 経 

『 過 。 UE の 正体 が 人 類 で ある こと が 串 呈 し て お り 、「 ヴ ェ 

イガ ン 」 と 呼称 され だ 勢力 と 地球 連邦 軍 の 衝突 は 次 な 

] る 局面 と 迎え よう と し て いた 。 そし で それ は 新た な ガン 
| ダム 、 AGE-2 の 誕生 を 意味 し て いた 。 


フリ ッ ト 、 ビッ グリ ング 司令 に 就任 。 


アセ ム 、 コ ロニ ー・ ト ルディ ア で 学生 


アン バッ ト 攻 略 戦 (コウ モリ 退治 戦役 ) か ら 25 年 、 フリ ッ 
ト ・ ア ス ノ は AGE デ バイ ス を 息子 の アセ ム ・ ア ス ノ に 譲 濾 
し 、 自分 は 連邦 軍 軌 道 要 察 ビッ グリ ング の 司令 と し て 多忙 
な 日 々 を 送っ て いた 。 一 方 の アセ ム は コロ ニー・ ト ルディ ア 
で の 学生 生活 を 証 歌 し て お り 、 か つて UE と 呼ば れ た ヴェ イ 


有事 に 備え て 記 小 屋 に 隠さ れ て いた AGE-1 に 搭乗 し た アセ ム は 、 2 対 1 と 
いう 不利 条件 に 重 弄 され な が ら も 、 ヴェ イガ ン の 尼 価 撃破 し て いる 。 


四 アセ ム 、 セハ ー ト の 正体 を 知る 


生活 を 送る 。 
ガン の 箇 威 と は 無縁 な 時 を 過ごし て いた 。 だ が ヴェ イガ ン 
は 着実 に 勢力 を 伸ばし て お り 、 つ い に ヴ ェ イ ガン の MS 部 
隊 が トル ディ ア を 朋 撃 。 この 事 能 に 際 し て アセ ム は AGE 
デバ イス を 使っ て ガン ダム AGE-1 を 起動 。 初め て の 実戦 
に 苦戦 し た も の の 、 な ん と か ヴェ イガ ン 部 隊 を 一 掃 し た 。 


トル ディ ア を ヴェ イガ ン が 女 舞 。 
アセ ム 、AGE-1 で ヴェ イガ ン を 撃退 。 
アセ ム 、 ゼ ハ ー ト と 出会う 。 


戦闘 あら 数 日 後 、 ア セ 
の 通う 学校 に ひと り 
の 転校 生 が や っ て きた 。 
セハ ー ト と 名 乗る 転校 
生 は すぐ に アセ ム と 打ち 
解け 、 良き 友 に な っ た の 
だ が eo 


アセ ム と ゼ ハ ー ト 、 卒業 式 に 参加 。 
式 の 科 中 、 ヴ ェ イ ガン が 攻撃 を 開始 。 
アセ ム 、 敵 パイ ロッ ト の 中 に ゼ ハ ー ト 
の 姿 を 認め る 。 


アセ ム 、 連邦 軍 に 入隊 。 


トル ディ ア で の 学生 生活 も 終わ り 、 ア セム と ゼ ハ ー ト は 
卒業 式 を 迎え る こと と な っ た 。 ヴェ イガ ン の 和 脅 威 を 目 の 当 た 
り に し た アセ ム は 、 卒業 後 、 連邦 軍 へ の 入隊 を 表明 する 。 
一 方 、 ゼ ハー ト は アセ ム の 言葉 に 複雑 な 表情 を 浮か べ る 
が 、 そ の 理由 を 口 に し よう と し な か っ た 。 だ が その 理由 は 想 


定 外 の 事態 か ら 判 明 す る こと と な る 。 卒業 式 の 途中 、 突 アセ ム 、 ビッ グリ ング へ 向かう 。 
名 、 ヴ ェ イ ガン 部 隊 が 攻撃 を 開始 し 、 ア セム も AGE-1 で の 
参戦 を 余儀 な くさ れ た の だ 。 そし て 戦い の 最 中 、 ア セム は 
敵 パ イロ ッ ト を 目撃 する 。 それ は 紛れ も な く ゼ ハー ト だ っ た 。 
ゼ ハ ー ト は ヴェ イガ ン の 一 員 だ っ た の で ある 。 


移動 中 の ディ ー ヴ ァ に ゼイ ドラ が 接 
近 。 アセ ム 、 AGE-2 で 出撃 。 


アセ ム 、 ゼ ハー ト と 交戦 。 


= 


リー ダー 機 と 思しき ヴェ イガ ン の 機体 と 交戦 する AGE-1。 する と 相手 機 の 
コク ピッ ト ハッ チ が 開き 、 中 か ら ゼ ハー ト が 実現 し た 。 


アモ ム 、 AGE-2 で ゼ ハ ー ト と 交戦 


親友 だ と 思っ で いた ゼ 
ハー ト が ヴェ イガ ン の 
人 間 だ と 知り 、 言 葉 も 
な い ア セム 。 一 方 の ゼ 
ハー ト も アセ ム を 友人 
だ と 認め て いた が 、 今 
の 彼 に は 友情 より も 大 
切な と と が あっ た 。 


連邦 軍 に 入隊 し た アセ ム に 早速 任務 が 下っ た 。 戦艦 
ディ ー ヴ ァ に 乗艦 し 、 ビ ッ グリ ング に 出頭 せよ と いう も の で あ 
る 。 どう や ら 吉 邦 軍 は ヴェ イガ ン の 大 規模 攻勢 を 予見 し て 
お り 、 対 抗戦 力 の 集結 を 急い で いる らし い 。 そこ で アセ ム 
は ウル フ ・ エ ニア クル を は じ め と する 仲間 た ちと 共に ディ ー 


mo 確 軍 載 を 利用 し て ピッグ 


迎撃 部 隊 に 参加 し た アセ 
ム は ヴェ イガ ン の 新型 機 せ 
イド ラ と 壮 昌 。 し か も その 機 
体 を 探 駿 し て いる の は 、 他 
で も な い セ ハー ト ) 


間 用 Mi 
動 目的 と し て ! 


ヴァ と 合流 。 一 路 、 ビ ピッ グリ ング へ と 向かう こと に な っ た 。 だ 

が その 途中 、 こ れ まで 見 た こと の な い 赤い 新型 機 (ゼイ ド 

ラ ) が 接近 。 アセ ム も 新型 ガン ダム AGE-2 で 出撃 し 、 岩 礁 

宙 域 で 両機 が 激突 し た 。 そし て 激しい 攻防 戦 の 最 中 、 ア セ 
ム は ゼイ ドラ の パイ ロッ ト が ゼ ハ ー ト だ と 確信 する が ……。 

記 | や む な く ゼ ハー ト と の 戦闘 

を 開始 し た アセ ム だ が 、X 

ラウ > を 発揮 し た 


に よっ て 、 い いよ 
れ て し まう 。 


自分 の 未熟 き を 絆 と いう ほ 
と 思い 知っ た の だ っ た 。 


機動 戦士 ガン ダム AGE SS ーー = 一 ー-=- 


目 ビッ > グリ ング 攻防 戦 、 開始 


ビッ グリ ング に 到着 し た アセ ム は 父 フリ ッ ト と 再会 する も 
の の 、 輝 か し い 戦歴 を 有する 父 へ の コン プレ ックス を 隠せ ず 
に いた 。 さら に 前 回 の 戦闘 で ゼ ぜ ハー ト に 圧倒 的 力量 の 差 
を 見 せ 付 けら れ た こと か ら 無 り を 覚え 、 軍 の 「 次 世代 パイ ロッ 


IL、 
ヴェ イガ ン の 大 部 隊 が ビッ グリ ング を 強 鯖 。 アセ ム も 近 刺 部 隊 
が 、 D 判 定 を 受け た こと が 気 に 圭 か り 、 本 来 の 力 を 発 探 で きず に 


ト 訓練 プロ グラ ム 」 へ の 参加 を 表明 する 。 し か し 戦闘 を 左 
右 す る スキ ル 「X ラ ウン ダー 適性 」 で D 判 定 を 受け て し まっ た 
こと で 、 能力 不足 に 苦悩 する の だ っ た 。 する と そこ に ヴェ イ 
ガン 部 隊 が 出現 。 ビッ グリ ング に 対す る 攻撃 を 開始 し た 。 


次 第 に 追い 込ま れる ア 
セム 。 する と AGE1 フ 
ラッ ト に 搭乗 し た フリ ルト 


が 参 吉 。 司令 官 の 
戦 に よっ て 連邦 還 も 替 
い を 取り 戻し 、 防 衝 戦 


ーー | に 勝利 し いる 。 


目 アモ ム 、 モハ ー ト と 再会 


軍 に 対す る 命令 違反 を 問わ れ て 投獄 され て いた グル ー 
デック が 釈放 され 、 報 せ を 受け た フリ ッ ト は 25 年 振り の 再会 
を 果たし た 。 だ が 久し振り の 出会い は 喜ば し いこ と ば か り で 
は な か っ た 。 グル ー デ ッ ク の 話 に よれ ば 、 連 邦 軍 に ヴェ イガ 


ン へ の 内 通 者 が いる と いう の だ 。 一 方 、 工 業 コ ロニ ー の 都 
市 部 を 散策 し て いた アセ ム の 前 に ゼ ハ ー ト が 出現 。 父親 と 
の すれ 違い に 悩む アセ ム を 言葉 巧み に 誘導 し 、 ア セム が 
アセ ム 5 し く あ る 場所 が ヴェ イガ ン に は ある と 惑わ し た 。 


アセ ム を 引き 入れ る こと 
は で き な い と 見 て 取っ た 
隊 セハ ー ト は MS で 才 退 。 
その 後 の 戦 凍 で 再度 説 
得 を 試み た が 同様 に 
失敗 し て いる 。 


四 ヴェ イガ ン 、 地球 侵攻 作戦 を 開始 


つい に ヴェ イガ ンー が 地球 へ の 本 格 侵攻 を 開始 。 移動 要 
塞 ダウ ネス を 用 い 、 地球 に 最も 近い コロ ニー・ ノ ー ト ラム に 


攻撃 を 開始 し た 。 対す る 連邦 軍艦 隊 は 最新 兵器 「 フ ォ ト ン 
リン グ ・ レ イ ] で 応戦 。 激しい 攻防 戦 の 最 中 . 連邦 軍 の 秘 


潜 問 の 最 中 電導 を 外れ た 
ダウ ネス が 地球 落下 コー ス 


音 を 決し た アセ ム は ダウ ネス 
内 に 突 人 。 する と ゼ ハ ー | 


策 に よっ て 大 破 し た 戦艦 が ダウ 
撃 の 余波 で ダウ ネス が 大 気 園 に 落下 を 始め て し まう 。 この 
まま で は 地上 に 甚大 な 被害 が 生じ る と 判断 し た アセ ム と ゼ 
ハー ト は 、 敵 味方 の 垣根 を 超え て ダウ ネス 内 部 に 突入 し た 。 


アセ ム と ゼ ハ ー ト が 仕掛 け 
た 時 限 爆 基 に よっ て 、 爆発 


を 主 け 、 ア セム も 地上 に 落 
| で て し ま 5。 


3 て 昌 | 
され た の で ある 。 


較 フリ ッ ト 、 クーデター を 決行 


ヴェ エイ ガン の 地球 侵攻 作戦 か ら 1 年 。 この 日 は 連邦 下 
府 に よっ て 「 筋 気 の 日 ] と 命名 され 、 戦 没 者 の た め の 時 寺 
祭 が 執り 行わ れる こと に な っ て いた 。 この イベ ント に ヴェ イ 
ガン 司令 官 メデ ル ・ ザ ント が 裏 工 作 を 画策 。 だ が 演説 会 


レジ 


「、= me 
突如 、 クー デ タ ー を 3 引き 起こ し た フリ ッ ト は 、 演説 会 場 に 乗り 込む と オル フェ 
ノア と ヴェ イガ ン の 関係 を 国民 の 前 で 告発 。 首相 の 身柄 を 拘束 し た 。 


場 に 入っ た フリ ッ ト が メデ ル を 排 際 し 、 さ ら に 地球 連邦 首相 
フロ イ ・ オ ルフ ェ ノ ア を 弾 勅 する 。 実は オル フェ ノア は 以 
前 か ら ヴ ェ イ ガン と 接触 し て お り 、 内 通 者 と し て 機能 し て い 
た 。 その こと を フリ ッ ト は 市 民 の 前 で 告発 し た の で ある 。 


で の 人 府 相 


] 決 姿勢 を 明確 に し た 。 


アセ ム 、 ビッ グリ ング に 到着 。 
アセ ム 、 次 世代 パイ ロッ ト 訓 練 プ ログ 
ラム に 参加 。 ラウ ンダー 導 性 が 議 
ンク と な る 。 

ビッ グリ ング を 人 巡る 攻防 戦 が 開始 。 
アセ ム 、 工 業 コ ロニ ー・ ソ ロン シテ ィ 
に 移動 。 

アセ ム 、 フリ ッ ト と の 確執 が 表面 化 。 
アセ ム 、 ゼ ハー ト と 再会 。 ヴェ イガ ン 
へ の 参入 を 促さ れる 。 

ヴェ イガ ン 、 地球 侵攻 作戦 を 開始 。 


移動 要塞 ダウ ネス が コロ ニー・ ノ ー ト 
ラム を 攻撃 。 


アセ ム 、 ゼ ハ ー ト と 交戦 。 

ダウ ネス 、 地球 に 落下 開始 。 

アセ ム と ゼ ハ ー ト 、 ダウ ネス の 地球 落 
下 を 阻止 。 

戦没 者 慰霊 祭 が 挙行 され る 。 

フリ ッ ト 、 ク ー デ ター を 決行 し 、 演 説 会 
場 に 乱入 。 オル フェ ノア 首相 を 内 通 [J 
者 と し て 告発 ・ 拘 束 す る 。 


フリ ッ ト 、 番 清 委員 


会 を 設立 。 


MORE INFO! 


cWam・ サ ン ラ ィ ズ ・es 159-28 


機動 戦士 ガン ダム 


UCTIMELINE 


苦渋 の 決断 


苦渋 の 決断 


行方 不明 に な っ て いた レコ ア ・ ロ ンド が 生き て いた 。 だ 
5 が 彼女 は ティ ター ンズ に 転身 し て お り 、 図ら ず も 敵対 関 
係 に な っ た こと に カミ ー ユ ・ ビ ダン は 思い 悩む 。 一 方 の 
ー クワ トロ ・ バ ジー ナ も 、 今後 の 戦局 を 見 据え て の アク シ 
ズ と の 共闘 を 前 に 、 苦渋 の 決断 を 迫 ら れ て いた 。 


mm4 中 9 


12 月 14 日 
目 カミーユ 、 レ コア と 交戦 


ティ ター ンズ 、 サイ ド 2-21 バ ンチ に 毒 


アー ガマ の MS 部 隊 が 接近 し た 時 、 サイ ド 2・21 パ ンチ 
へ の 考 ガ ス 注入 は ほぼ 完了 し て お り 、 そ の 凌 惨 な 光景 に 
カミ ー ユ は 言葉 を 失っ て し まう 。 そん な カミ ー ユ の 視界 に 


ガス 攻撃 を 実施 。 


ティ ター ンズ の MS が 入っ て きた 。 あの 機体 の パイ ロッ ト が 
この 作戦 を 指揮 し た に 違い な い ー 一 そう 確信 し た カミ ー 
ユ は 、 起り の まま に ティ ター ンズ 機 を 攻撃 し た の だ が ……。 


カミ ー ユ 、 サイ ド 2-21 パ ンチ に 接近 。 


ミー ユ 、 レ コア と 交戦 。 


ロサ ミィ 、 
割っ て 入る 。 


ミー ユ と レコ ア の 戦闘 に 
レコ ア は か つて 死線 を 共 
に し た 仲間 と は いえ 、 毒 ガ 
ス 作 戦 に 加担 する こと は 


カミ ー ユ 、 ロ ザ ミ ィ を 連れ て サイ ド 2・ 


渦 闘 宙 域 で メッ サー ラ を 発見 し た カミ ー ユ は 接近 を 図る 。 だ が その 機 人 から ミー ユ は 玩 嗣 い な が ら も 21 バ ンチ に 居 難 。 
レコ ア ・ ロ ンド の 気配 を 感じ 、 足 を 踏ん で し まう 。 メッ サー ラ を 攻撃 し た 。 
レコ ア 、 追 撃 を 仕掛 け よ うと する が クワ 
トロ に 阻ま れる 。 
12 月 14 日 
る 園 ロ ザ ミ ィ 、 カミ ー ユ に 追い つく カミ ー ユ 、 サイ ド 2・21 パン チ に 到着 。 


互い に ピー ム ・ サ ー ベ ル を 構え た Z ガ ンダ ム と メッ サー ラ 
は 、 攻撃 の タイ ミン グ を 計っ て いた 。 する と そこ に 場違い な 
まで に 明る い 声 が 飛び 込ん で きた 。 カミ ー ユ を 慕っ て アー 


追手 の ティ ター ンズ と 交戦 。 


ガマ を 抜け 出し た ロ ザ ミィ が 接近 し て き 
で は 戦闘 続行 は 不可 能 と 判断 し た カ 
伴っ て サイ ド 2・21 パ ンチ に 人 避難 し た 。 


ロ ザ ミ ィ 、 ロ ザ ミ ア と し て の 記憶 を 取り 
戻す 。 


ネモ を 鶴 っ て カミ ー ユ を 追い 掛け た ロミ ィ が Z ガ ンダ ム に し が み 付く 。 これ 
で は 戦え な いと 判 思 し た カミ ー ユ は 21 バン チ に 向かう こと に し た 。 


12 月 14 日 


目 ロ ザ ミ ィ 、 ロ ザ ミア と し て の 記憶 を 取り 戻す 


ロ ザ ミ ア 、 ティ ター ンズ に 帰還 する 。 


ネモ に し が み 付か れ た Z ガ 
| ンタ ダム を 但 う の は 容易 く 、 
レコ ア は と ど め を 刺 そ うと し 
た の だ が 、 クワ トロ ・ パ ジー 
ナ の 百 式 に よっ て 阻止 
れ て いる 。 


ロ ザ ミ ィ の 診断 結果 


モル ガル テン ・ コ ロ 


毒ガス 攻撃 を 受け た コロ ニー の 状況 を 目の当たり に し た 
ボー ユ は 起り を 抑え 切れ ず に 、 追 いす が る ティ ター ンズ 和 機 
を 次 々 に 撃墜 し て いく 。 だ が その 姿 が ロ ザ ミィ の 心 に 施さ 


ティ ター ンズ が 朝 カ ス を 
注入 し た 21 バ ンチ で は 
子供 まで が 指 特 に な っ 


て お ぉ り 、 が ポー ユ は 起り 
を 押え 5 れ な か っ た 。 


160-25 


れ た 封印 を 破る こと と な っ た 。 ロ ザ ミ ィ と し て で は な く 、 か つ 
て ロ ザ ミ ア ・ パ ダム と し て カミ ー ユ と 戦っ た 頃 の 記憶 が 、 彼 
女 の 中 で 目覚 め よ うと し て いた の だ 。 


だ が カミ ー ュ が 発する 


機動 戦 士 Z ガ ンダ ム 


UE.TIMELINE 


苦渋 の 決断 


C2 mM amg 


半 ティ ター ンズ 、 サイ ド 2 へ の 毒ガス 攻 軸 を 再開 


ド ゴ ス ・ ギ ア に 移っ た ロ ザ ミ ア は 新型 MA バウ ンド ・ ド ッ 
ク の テス ト を 兼ね た 護衛 任務 に 就く こと に な っ た 。 ティ ター 
ンズ は サイ ド 2 へ の 毒ガス 攻撃 再開 を 画 築 し て お り 、 攻 撃 


ティ ター ンズ に よる 素 ガ ス 作戦 が 再 実 施 きれ 、 そ の 陣 止 に 向かっ た カ 
ミー ユ は 護 箱 機 で ある 新 製 MA か ら ロ ザ ミア の 気配 を 感じ 取っ た 。 


部 隊 の 護衛 を 任 さ も た の で ある 。 一 方 、 ティ ター ンズ の 動 
向 に 警戒 し て いた アー ガマ か ら は カミ ー ユ が 出撃 。 13 バ パン 
チ の モル ガル テン ・ コ ロニ ー の 周辺 で 戦闘 が 開始 され た 。 


だ が 、 
5 っ て etWy 和 と 
= て も Rk て きる が 
で は な く な っ て し まっ た 。 


四 ミー ユ 、 ロ ザ ミア の 説得 に 失敗 


戦闘 の 最 中 、 記憶 に 混乱 を 来 し た ロ ザ ミ ア は 、 カミーユ 
に 言わ れる が まま に モル ガル テン 内 部 に 移動 し た 。 ロ ザ ミ 
ア を 説得 し 、 治 療 を 受け させ た い ーー そ う カ ミー ユ は 願っ 


詳 わ れる が まま に モル ガル テ ロ ザ ミ ア 。 だ が 彼女 を 人 


カミ - 

う ゲ ー ツ ・ キ ャ パ の 存在 が 記憶 の 混乱 に 拍車 を 掛け て し まう 。 
pm 
12 月 26 日 


て いた の で ある 。 彼 の 想い が 通じ た の か 、 ロ ザ ミ ィ と し て の 
記憶 を 取り 戻し た ロ ザ ミ ア は 、 カ ミー ユ と 共に アー ガマ に 引 
き 返 す も の と 思わ れ た の だ が …… 


| 5 に バウ ンド ・ ド ッ ク に 搭 
| 直さ れ た サイ コミ ュ が ロ ザ 
ミア に 戦い を 強要 。 戦士 と 
| し て の 記憶 を 取り 戻し た ロ 
ザ ミ ア は カミ 


目 カミ ー ユ 、 特使 と し て ダ ワ ダン に 向かう 


ティ ター ンズ が コロ ニー・ レ ー ザ ー で 月 面 都市 グラ ナダ 
を 狙っ て いる と の 情報 を 入手 し た エッ ー ゴ の メイ ン ・ ス ポン 
サー、 ア ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) 会 長 の メラ 


ニー・ ヒ ュー・ カ ー バ イン は 一 計 を 案じ る 。 地球 園 に 帰 3 
た アク シズ の ハマ ー ン ・ カ ー ン と 共闘 し 、 コ ロニ ー・ 
を 破壊 せよ と の 指示 を アー ガマ に 伝達 し た の 


半 ラー で 中 才 と も ゃ っ て お き 
| た いこ と が あっ だ 


四 エッ ー ゴ 、 ア クシ ズ と の 共同 戦線 を 構築 


共闘 の 代償 と し て エゥーゴ は ザビ 家 の 復興 を 承認 し 、 戦 
後に は サイ ド 3 の 譲渡 を 確約 する と の 書面 を 提示 。 これ に 
は ハマ ー ン も 満足 し た が 、 彼 女 が 首 を 縦 に 振る に は も う ひ 
アー ガマ に 向かっ た ハマ ー: 
自ら の 力 を 誇示 する か の . 


乗 失 で ある キュ ペレ イ を 艦橋 に 
接近 させ て いる , 


ハマ ー ン と の 交渉 は 想定 以上 に 剛 識 
ズ に 進ん 協力 + 隊 
る に は 、 あ と ひと つ だ け 足 りな い 
も の が ある と 言っ て の けた 。 


と つ 足 りな いも の が あっ た 。 ハ マー ン は クワ トロ か ら 直 々 に 

依頼 を 受け た か っ た の だ 。 彼女 の 意図 を 察し た クワ トロ は 
人 々 の 前 で 頭 を 下げ 、 ハマ ー ン に 協力 を 要請 し た 。 

Eee 代わ っ て クワ トロ が 頼ん 

も ハマ ー ン は 納得 し な い 。 役 女 


生生 で な 
か っ た の だ 。 


クワ トロ に 頭 を 下げ させ る こと が 


彼女 の 望み で あり 、 作戦 の 成功 
を 望む クワ トロ は 陳 え て この 屈 寺 
を 甘受 し た の だ っ た 。 


ティ ター ンズ 、 サ イド 2 へ の 毒ガス 攻 
撃 を 再開 。 


カミ ー ユ 、 ロ ザ ミ ア と 接触 。 
ロ ザ ミ ア 、 記憶 に 混乱 を 来 す 。 
カミ ー ユ 、 ロ ザ ミ ア と 共に モル ガル テ 
ン 内 に 移動 。 

ミー ユ 、 ロ ザ ミ ア を 説得 する 。 


ゲー ツ 、 ロ ザ ミ ア と カミ ー ユ の 間 に 割 
り 込む 。 


ロ ザ ミ ア 、 再び カミ ー ユ を 敵 と 認識 。 


ティ ター ンズ 、 コロ ニ . 
ラナ ダ 砲 撃 を 画策 。 


レニ ザー で 


カー バイ ン 、 ハ マー ン と の 共闘 を 画策 。 


ミー ユ 、 特 使 と し て グラ ナダ へ 向かう 。 
ハマ ー ン 交渉 の た め ア ー ガ マ に 向かう 。 
ハマ ー ン 、 エゥーゴ と の 共闘 を 大 筋 で 
容認 。 
クワ トロ 、 ハマ ー ン に 頭 を 下げ る 。 
エゥーゴ と アク シズ の 共闘 、 成立 。 


EHH サンライズ 160-26 


Y ガ ンダ ム 


C.C.TIMELINE 


裏切り の グエン 


OW) EE 4 weg 
裏切り の グエン 


これ まで 禁断 と され て きた 「 黒 歴史 」 の 開放 と アグ リッ 

パ ・ メ ン テ ナ ー の 死に よっ て 混乱 を 来 だ し た ムー ン レ ィ 

ス だ が 、 ディ アナ ・ ソ レル の 指揮 の 下 、 統制 を 取り 戻し 

ーーーー つつ あっ た 。 だ が その 陰 で グエン ・ ザ ー ド ・ ラ イン フォ ー 
1 | ド の 野心 が 新た な 火種 を 淫 く こと に な っ て し まう 。 


目 ディ アナ 、 ターン X の 引き 渡し を 求め る 


ディ アナ 、 ギ ン ガ ナム を 召喚 。 ター ン 
X の 引き 渡し を 求め る 。 


アグ リッ パカ ら 白 の 宮殿 を 奪 本 し た ディ アナ は 続い て ギ 
ム ・ ギ ン ガ ナム を 召喚 。 彼 が 月 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 
発掘 し た ター ン X を 危険 視 し 、 そ の 引き 渡し を 命じ た 。 一 方 


還 グ ェ ン 、 ギン ガ ナ ム と 結託 


メリ ー ベ ル 、 ディ アナ に 反発 。 


的 な 物言い に 逆 上 し た メリ ー ペ ベル ・ ガ ジッ ト が ディ アナ に 斬 
り 掛か る と いう 波乱 の 一 幕 も ちっ た が 、 そ れ を 制 し た ギンガ 
ナム は 渋々 な が ら デ ィ ア ナ の 指示 を 受け 入れ た 。 


ギン ガ ナ ム 、 ディ アナ の 要求 を 呑む 。 


グエン 、 ギン ガ ナ ム と 接触 。 


グエン 、 ギン ガ ナ ム と 共謀 。 


する と ギン ガ ナ ム が メリ ー ベ 
ル @ な だ 


KR 


けれ ば 受け 取り に 来る が い グエン 、 ディ アナ に は 内 密 に ウィ ル ゲ 


ム の 発進 準備 を 進め る 。 


ロラ ン 、 グエン の 裏切り を 知り 、 ウィ ル 
ゲ ム 発進 を 阻止 し よう と する 。 


ギン ガ ナ ム 、 ター ン X で ロラ ン と 対 財 。 


ディ アナ の 指示 に 従う 素振り を 見 せ た ギ ン ガ ナム だ が 、 
ター ン X を 手中 に 収め た 彼 の 胸中 に は ディ アナ に 対す る 政 
意 が 急速 に 膨らみ つつ あっ た 。 だ が 女王 は 市 民 を 味方 に 


ロラ ン 、 V ガ ンダ ム 本 体 を 捨て 、 コア ・ 
ファ イタ ー で 脱出 。 


つけ で いる た め 、 月 で 騒乱 を 起こ す の は 難し い 。 する と 悩む 
ギン ガ ナ ム の 前 に グエン が 現れ 、 デ ィ ア ナ と は 内 密 で 同盟 
を 結び 、 地球 に 向かう こと を 持ち か けた 。 


自 の 宮内 人 退去 し よう と する ギン ガ ナ ム た ちの 前 に 、 突 釣 、1 台 の 車 が 現 
れ た 。 それ は グエン の 車 で あり 、 彼 は ギン ガ ナ ム に 同 是 を 持ち か けた 。 


四 ウィ ル ゲ ム 、 月 か ら の 離脱 を 試み る 


考え て いた の だ が 、 昧 心 
家 の ギン ガ ナ ム を 利用 し て 
月 の 工業 を 独占 し よう と 
画策 以後 、 デ ィ アナ と は 
緑 を 切り 、 独自 路線 を 進む 
こと と な る の だ っ た 


奪わ れ た V ガ ンダ ム 


グエン に 呼び 出さ れ て ウィ ル ゲ ム に 向かっ た ロラ ン は 、 そ 
こ で グエン が ディ アナ を 裏切っ た こと を 知っ た 。 し か も グ エ 
ン は ミリ シャ の 仲間 を 月 に 残し て 、 ウィ ル ゲ ム で 地球 に 戻 ろ 


うと し て いる らし い 。 そん な こと は させ な いと V ガ ンダ ム を 起 
動 し た ロラ ン は ウィ ル ゲ ム を 押し 戻 そう と する 。 だ が そこ に 
ギン ガ ナ ム が 乗る ター ン X が 現れ た 。 


入っ た が 、 そ こ で グ エ 
ン が ギン ガ ナ ム と 結託 


きら に 話 の 倫 中 で 、 突 
加 、 ウ ィ ル ゲ ム が 月 の 


浴 を 区 陸 。 ディ アナ た 
ち を 残し た まま 、 地 球 
に 向かお うと する 。 


160-27 


] クエ ン の 勝手 な 折る 舞 
| い に 慣 っ た ロラ ン は V 
| ガン ダム で ウィ ル ゲ ム 
4 を 押し 戻 そう と する の 
に 


そこ に ギン ガ ナ ム が 搭 
乗 し た ター ン X が 出現 。 
や む な く ロ ラン は その 場 
を 去り 、 デ ィ ア ナ に 事 
の 人 示 を 伝え る と と に 
し た の だ っ た 。 


四 ムー ン レ ィ ス の 間 に 不 安 が 広がる 


ウィ ル ゲ ム と ギン ガ ナ ム 艦隊 が 独断 で 月 を 出 立 し た こと 
で 、 ム ー ン レ ィ ス の 間 に は 再び 不安 が 充満 し て いた 。 「 月 で 
内 戦 が 勃発 し 、 ディ アナ を 支持 し た 国民 は ギン ガ ナ ム に 麟 


消さ れる 」 と いう 根 も 葉 も な い 噂 が 流れ た か ら だ 。 だ が ディ 
アナ が ギン ガ ナ ム の 暴挙 を 止め る た め に 再び 地球 に 向 か 
うと 宣言 し た こと で 、 月 に は 一 応 の 平安 が 訪れ で いる 。 


ディ アナ は 市 民 た ちの 安全 
を 補 る と 同時 に 。 キン ガ ナ 
ム の 暴挙 を 止め る た め に 
地球 へ 向かう と と を 宣言 。 
女王 自ら の 約束 に よっ て 市 
民 は 落ち 舌 き を 取り 戻し た 。 


目 ディ アナ 、 地 辻 へ 向かう 準備 を 始め る 


地球 へ 向かう 宇宙 船 を 確保 する た め 港 に 向かっ た ディ 
アナ た ち だ っ た が 、 使 え そ うな 艦 は ギン ガ ナ ム に 破壊 され 
て いた 。 し か も 港 で 待ち 全 せ て いた ズ サ ン 部 隊 が ディ アナ 


一 行 に 回 撃 を 仕掛 ける 。 こ れ に 対し て ロラ ン は コア ・ フ ァ 
イタ ー で 、 ハ リー は スモ ー で 対抗 。 な ん と か スズ サ ン 部 隊 を 撃 
隠さ れ て いた 予備 艦 の 発見 に も 成功 し た 。 


ギン ガ ナ ム 艦隊 に 所 属す る 月 駐留 の ズ サ ン 部 隊 が ディ アナ ー 行 を 庄 撃 。 
し カ し ハリ ー と ロラ ン を 中 心 と し た 務 軸 部 隊 に よっ て 全 機 撃墜 され て いる 。 


還 ギン ダナ ム 、 地球 侵攻 を 開始 


| 妨害 を 排除 し た ディ アナ は 
予備 放 の 準備 を 指示 人 
進 準備 が 完了 し た 艦 は 「 ホ 


と | エー ルズ | と 命名 され 、 ギ ン 
| カム 人 隊 を 追っ て 地球 
ーー - に 向かう こと と な っ た 。 


地球 に 降下 し た ギン ガ ナ ム 艦隊 は 、 ミ リ シ ャ と の 戦闘 を 
開始 。 圧倒 的 な 戦力 差 を 背景 に に て フロ リヤ や カル バニ 
ア 領 の 首都 を 瞬く 間 に 攻略 し た 。 さら に この 攻撃 に よっ て 
つい に ギン ガ ナ ム 艇 隊 が 地 寺 に 
到着 。 左 候 役 を 任 さ れ た スエ ッ 


ソン ・ ス テロ は 、 気 の 向く ま 
者 市 部 へ の 攻撃 を 開始 し た 。 


ミリ シ 
3 関係 な 市 民 に も 多 
大 な 被害 が 生じ て し まう 。 


目 グエン 、 協力 者 を 探す 


民間 人 に も 多く の 被害 が 生じ て いる 。 中 で も ロラ ン の 友 
人 で ある キー ス ・ レ ジェ は 婚約 者 (ベル レー ヌ ) が 傷つい た 
こと で 、 ギン ガ ナ ム に 対す る 怒り を 起 わ に する 。 


地球 に 残っ た ミリ シャ が 悪 命 に 
抵抗 する も の の 、 マ ヒロ ー 部 隊 
| の 前 に は ほとん ど 無 力 だ っ た 。 


た また ま 近 く を 通り か か っ た キー 
ス も 戦闘 に 巻き 込ま れ て し ま 


婚 維 者 で ある ペル レー ヌ が 作 を 
負っ て し まっ た 。 ーー 


ギン ガ ナ ム 艦隊 が 北ア メリ ア 大 陸 全 体 に 戦火 を 拡大 す 
る 一 方 、 ウィ ル ゲ ム で 地球 に 降下 し た グエン は 中 立地 帯 に 
位置 する キー ス の 工場 近く に 降下 。 自分 に つけ ば ギン ガ ナ 


ム の 攻撃 を 受け な いと の 甘 言 を 弄 し 、 キ ー ス の 世話 に な っ て 
いる ディ アナ ・ カ ウン ター の 技術 者 に 協力 を 求め た 。 し か し ギ 
ン ガ ナム に 慎 り を 感じ る キー ス は 即答 を 避け た の だ っ た 。 


キー ス た ち に 協力 を 要請 する グエン 。 し か し 短 約 者 を 傷つけ られ た キー ス は 
ギン ガ ナ ム を 憎ん で お り 、 協力 する つも り は きら さら な か っ た 。 


良い 返事 を も ら え な か っ た 

こと で 一度 は 引き 下がっ た 

グエン だ が 、 彼 の 野望 を 層 
3 


ギン ガ ナ ム 艦隊 と ウィ ル ゲ ム 、 月 を 出 
立 。 地球 に 向かう 。 


ムー ン レ ィ ス の 間 に 不 安 が 広がる 。 免 
ディ アナ 、 ギ ン ガ ナ ム 討伐 を 宮 言 。 再 

度 、 地球 に 向かう こと に な る 。 

ディ アナ ー 行 、 宇 宙 港 で 艦 を 提案 。 

ズ サ ン 部 隊 、 ディ アナ ー 行 を 問 撃 。 
ロラ ン と ハリ ー、 ズ サ ン 部 隊 を 撃退 。 


ディ アナ ー 行 、 ア ル マ イ ヤー 級 戦艦 の 
予備 艦 を 発見 。 ホエー ルズ と 命名 。 


ホエー ルズ 、 地球 へ 向け て 移動 。 


ギン ガ ナ ム 艦隊 、 地球 に 降下 。 
ギン ガ ナ ム 艦隊 、 北 アメ リア 大 陸 へ 
の 侵攻 を 開始 。 対抗 する ミリ シャ と 民 
問 人 に 多大 な 被害 が 生じ る 。 
ウィ ル ゲ ム 、 地球 に 降下 。 


グエン 、 キー ス と ムー ン レ イス 技術 者 
を 仲間 に 引き 入れ よう と する 。 


キー ス 、 回 答 を 保留 。 【 ) 
ホエー ルズ 、 地球 に 降下 。 ば 


地球 へ の 帰還 


ca・ サ シラ ィ ズ 160-28 


191-25 


機動 戦士 V ガ ンダ ム a 


UE.TIMELINE 


四 リカ ・ ミ リティ ア 、 カイ ラス ・ ギ リー 攻略 戦 を 開 妊 


4 月 27 日 2 


の 女王 


帝国 の 女王 


LU] mM4 sD8 


カイ ラス ・ ギ リー 攻略 戦 を 制 し て 意気 の 上 が る リガ ・ ミ 
リティ ア 。 その 最 中 、 戦 闘 中 に 行方 不明 に な っ た シャ ク 
ティ ・ カ リン を 探し て ウッ ソ ・ エ ヴィ ン は 帝国 本 国 へ の 
潜入 を 試み る 。 そし て シャ クティ と 帝国 の 女王 マリ ア ・ 
ピ ァ ・ ア ー モ ニア の 驚く べき 関係 を 知る の だ っ た 。 


リガ ・ ミ リティ ア 、 カ イラ ス ・ ギ リー 攻 


リティ ア に よる カイ ラス ・ ギ リー 攻略 戦 が 
ッ ソ た ちる 新 兵器 を 携え て 戦闘 に 参加 し た 
の だ が 、 大 型 戦艦 スク イー ド 1、 2 を 主軸 と する カイ ラス ・ ギ 


『 


激 電 の 最 中 、 リ 
で 自爆 。 畑 炎 に 准 き 


! テ ィ ア の 旧 筐 近 洋 乱 ガ ウン ラン ド が 帝国 軍 の 中 央 
れ て 多く の 帝国 軍 航 能 や MS 部 隊 が 消失 し た 。 


5 月 4 日 
半 ウッ ソ 、 アメ リア ・ コ ロニ ー に 潜入 


リー 駐留 艦隊 を 圧倒 する の は 容易 で は な い 。 し か し リガ ・ ミ 
リティ ア 部 隊 を 率い る ロベルト ・ ゴ メス は 動じ な か っ た 。 彼 
に は あま り に も 破天荒 な 秘 築 が あっ た の だ 。 


略 戦 を 開始 。 


巡洋艦 ガウ ン ラ ンド の 自爆 を 利用 し 、 
リガ ・ ミ リティ ア が 戦闘 を 制す る 。 


ウッ ソ 、 ゴ ッ ド ワル ド と 再会 、 交 戦 する 。 


ウッ ソ 、 子供 た ちと 共に 帝国 本 国 
(アメ リア ) に 向かう 。 
] 占拠 する こと に 成功 し た 。 ウッ ソ 、 アメ リア に 潜入 。 


ウッ ソ 、 ス ー ジ ィ と 再会 。 シャ クティ の 
行方 を 聞か され る 。 


ウッ ソ 、 警備 兵 に 発見 され 、 逃亡 。 


カイ ラス ・ ギ リー を 落と し た リガ ・ ミ リティ ア の 古 々 が 品 
揚 感 に 包ま れる 一 方 、 ウッ ソ は 焦り を 覚え て いた 。 戦闘 中 
に 行方 不明 に な っ た シャ クティ は 帝国 軍 に よっ て 保護 さ 


シュ ラク 隊 の ひと り 、 コ ニー が 宙 国 電算 穫 に 保 護 さ れ た シャ クティ の 凌 を 目 
撃 。 その 知ら せ を 聞い た ウッ ン は 斉 び で 顔 ま いっ ぱい に し て いる 。 


5 月 4 日 


れ 、 サ イド 2 の 帝国 本 国 に 送ら れ た こと が 明らか と な っ た か 
らち だ 。 そこ で ウッ ソ は ハイ ラン ド の 子供 た ちの 協力 を 得 て 、 
帝国 本 国 へ の 潜入 を 試み る こと に し た 。 


と は いえ 大 人 た ち は シ ャ ク 


ティ 救出 を 許 そ うと し な い 、 
や な く ウ ッ ン は 子供 た ち 
だ け で シャ クティ を 救い 出 


四 ウッ ツ 、 シャ クティ と 再会 


アメ リア に 潜入 し た ウッ ソ は シャ クティ と 共に 姿 を 消し て 
リレー ン と 再会 。 シャ クティ も この コロ ニー に 
が 捜索 の 途中 に 警備 兵 に 見 符 め ら 


スー ジィ と 出会っ た ウッ 
ン た ち は 、 シ ャ クティ が 
帝国 の 女王 マリ ア の 」 
既 だ た と いう 和 撃 的 な 事 
実 を 聞か され た 。 


牙 # つ つも シャ クティ の | ! 
接 索 を 続け る の 」 


MA 
され か か る が 、 な ん と か 
送 げ お お せ て いる 。 


れ 、 コ ロニ ー 公 社 の MA に 行く 手 を 阻ま れ て し まう 。 する と そ 
リティ ア の 新造 戦艦 リー ン ホ ー ス Jr が アメ リ 
ア を 強 詳 。 混乱 に 乗じ て ウッ ソ は 捜索 を 続行 し た 。 


リ ス Jp. の 接近 
で 混乱 する アメ リア の 
内 部 に コア ・ フ ァ イ ター 
で 突入 し た ウッ ソ は 、 
シャ クティ の いる 宮 典 
を 目 所 し て いっ た 。 


の 坦 を 去っ て いっ た 。 に 


ウッ ソ 、 コロニー 公社 の 作業 用 MA に 
捕獲 され か か る 。 


リー ン ホ ー ス Jr.、 ア メリ ア を 強襲 。 


ウッ ノ 、 シャ クティ と 再会 。 


「 宇 宙 の 虎 」 と の 再会 


5 月 5 日 


目 ウッ ツ 、 アメ リア ・ コ ロニ ー に 再 潜 入 


ー ス Jr. の 援護 を 受け て アメ リア か ら の 離脱 を 図 
が 、 帝国 軍 の 対空 砲火 は 凄まじ く 、 合 流す る タ 
イミ ング を 逸し て し まっ た 。 や お な く ウ ッ ソ は アメ リア へ の 再 


潜入 を 決意 。 サイ ド 2 の 難民 を 装っ て 宇宙 港 に 入っ た が 、 
そこ で は ちょ うど 祝賀 式典 が 行わ れ て お り 、 ウッ ソ は 初め て 
女王 マリ ア の 姿 を 目 に し た の だ っ た 。 


Ef 


帝国 軍兵 に 発見 され た ウッ ソ だ が 、 自 分 は 牙 民 で 。 道 に 迷っ て し まっ た と 
主 頃 。 その 言い 訳 が 信用 され 、 式典 を 目 に する こと が 許さ れ た 。 


初め て 見 た 女王 マリ ア は 
と て も 優し そう な 女性 で あ 
寺 怖 


半 ウッ ツ 、 女王 マリ ア を 連れ て 逃走 を 図る 


式典 に 参加 し て いた クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー に 発見 され た 
ウッ ノ は 衛兵 に 取り 押さ えら れ 、 マリ ア の 前 に 突き 出さ れ て 
し まっ た 。 そこ で ウッ ソ は マリ ア に 自分 と シャ クティ の 関係 


正体 が 直見 し た ウッ ソ は 女王 マ 
リア に 近づく と 、 自 分 と シャ クティ 


する と そこ に V ガ ンダ ム を 伴っ た 
ペギー の ガン イー ジ が 乱入 。 V ガ 
ンダ ム に 搭乗 し た ウッ ン は 遊走 を 
図る の だ が 


を 告げ 、 シャ クティ と の 再会 を 願い 出る 。 だ が ウッ ソ を 危険 
視 する クロ ノ ク ル が 強硬 に 反対 し 、 そ の 場 か ら 強制 的 に 連 
行 され で し まう と 思わ れ た が ……。 


eR 
は 、 半 ば 無意識 の うち 
に 手 を 差し 伸 べ 、 マ リア 
も な ぜ か 抵抗 な (ウッ ツ の 誘い を 
時 け 入れ て いる 。 


マリ ア を 連れ て 脱出 し よう と する 
ウッ ン だ が 、 ク ロ ノ クル の 抵抗 に 


を 落と し て し まっ た 。 


5 月 6 日 


目 ラッ ツ 、 公開 処刑 に 処 き れ か か る 


女王 の 身柄 を 拘束 し た ウッ ソ に は 重 犯 罪人 の 汚名 を 着 
せら れ 、 ギ ロ チ ン 刑 が 決定 し て し まっ た 。 これ に つい て 宰相 
フォ ン セ ・ カ ガチ は 「 女 王 の 思 鶴 を あま ね く 伝え る に は 彼女 


を 番 か す も の を 排除 し な けれ ば な ら な い 」 と 説明 。 ウッ ソ は 
刑場 の 露 と な る と 思わ れ た が 、 仲 間 の 子供 た ちの 機転 に 
よっ て 辛うじて 脱走 に 成功 し た の だ っ た 。 


処せ られ : 
た カン タス し 、 そ の 双 き 利用 し て 還 に し 


ツ 


5 月 6 日 


目 ウッ ツ 、 アメ リア ・ コ ロニ ー か ら 騰 出す る 


ウッ ソ の 脱走 と 時 を 合わ せ た よ うに リガ ・ ミ リティ ア の MS 
部 隊 が アメ リア を 襲撃 。 外壁 を 破っ て コロ ニー 内 に 突入 す 
る と 、 混乱 する 帝国 軍 に 攻撃 を 仕掛 けた 。 この どさくさ に 紛 


れ て 警備 網 を 突破 し た ウッ ソ は 、 途中 、 シャ クティ と も 合流 。 
子供 た ち が 待ち 構え る 小型 艇 「 魚 の 骨 」 と 接触 する と 、 ま ん 
ま と ア メリ ア か ら 逃 亡 。 リー ン ホ ー ス Jr. に 向かっ た 。 


ジュ ンコ ・ ジ ェ ンコ 率い る MS 部 隊 が アメ リア に 突入 。 突然 の 援軍 に よる 
協力 も あっ て 、 ウッ ソ は アメ リア か ら 脱 出す る こと が で きた 。 


ちな み に ジ ャ クティ は 自ら の 


意思 で ウッ ン た ちの 下 ! | 

る こと を 決意 。 子供 

共に [ の に 
リッ ン た 合流 し で いる 。 


ウッ ソ 、 リー ン ホ ー ス Jr. と の 合流 に 
失敗 。 


ウッ ソン 、 難民 を 装っ て アメ リア へ 再 潜 
入 す る 。 


ウッ ソ 、 クロ ノ ク ル に 見 呑め られ る 。 


ウッ ソ 、 マリ ア を 連れ て 逃亡 を 図る 。 
ウッ ソ 、 拘束 され る 。 


ウッ ソ の ギロチン 刑 が 確定 。 
ウッ パソ 、 公 開 処 刑場 に 引き 立て られ る 。 


子供 た ち が V ガ ンダ ム を 動か し 、 注意 
を 引き つけ る 。 


ウッ ソ 、 処刑 場 か ら 脱 走 。 


シュ ラク 隊 、 アメ リア を 強襲 。 
ウッ ソ 、 シャ クティ と 再会 。 


ウッ ソン と 子供 た ち 、 シ ャ クティ と 共に ア 
メリ ア か ら 脱 出 。 


MORE INFO! 
「 恩 角 の 儀 」 の 奇跡 


cW 通 ・ サ ン ラ ィ ズ 161-26 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


FE.TIMELINE 


ガン ダム ファ イト の 果て に 


本 上 jm 上 


ガン ダム ファ イド の 果て に 


1 年 に 及 が ガン ダム ファ イト も 終幕 を 迎え 、 地 球 に よう 
や く 静 か な 時 が 訪れ る か と 思わ れ た 。 だ が 事態 は まだ 
決着 し て いな か っ た 。 ウル ベ ・ イ シカ ワ に よっ て 回 収 さ 
れ た デビ ル ガ ン ダム の 残骸 が 再生 を 遂げ 、 ネ オジ ャ パン 
コロ ニー を 呑み 込ん で 暴走 を 始め た の だ 。 


目 ドモ ン 、 デビ ル ガ ン ダム と 対決 


SN "ビル ガン ダム の 目前 まで 到達 し た ドモ ン ・ カ ッ 
パル ツ ・ ブ ルー ダー は 中 枢 と な る 生体 ユニ ッ ト . 


を 破 寺 する よう に 告げ る 。 だ が 生体 ユニ ッ ト と し て 囚われ 


シュ パル ツ が キョ ウジ の クロ ー ン で ある こと を 知 
ィング の 5 衣 8 居 つ た ひも 0 っ 


目 ドモ ン 、 マス ター・ ア ジア と 対決 


て いる の は 実 の 兄 (キョ ウジ ・ カ ッシュ ) で あり 、 ドモ ン は 攻 
撃 を 踏 路 っ て し まう 。 それ で も シュ バル ツ の ) 中 を 押さ 
れ 、 つい に ドモ ン は 立ち 向かう こと を 決意 し た の だ っ た 。 


SSR 


PT る 
期 の 昭 間 、 ふ た り の 表情 
は 宏 ら ぎ に 満ち て いた 。 


自ら の 願望 を 達成 する た め に 不可 欠 と な る デビ ル ガ ン 
ダム を 破壊 され た マス ター・ ア ジア は ドモ ン を 性 倒 し 、 起 り 
の まま に 貴 い 掛か っ て きた 。 ドモ ン も 必死 に 抵抗 する が 、 


= Oh カン タム 
ファ 介 に 秦 り 、 地球 環 
夫 を 在 し R く そう と す 
る 人 類 は 不要 な 存在 だ 
と マス ター は 説き 、 ドモ 
ン に 理解 を 迫る 。 


す が も マス ター も 
で き な か っ た 。 


マス ター の 技 の 前 に 反撃 も まま な ら な い 。 し か し これ まで 支 
えて くれ た 仲間 の た め 、 何 より も 父 と 兄 の た め に ドモ ン は 
大 引 し 、 つい に マメ ター を 凌 解す る 力 を 発揮 し た 。 


載 い だ が 、 仲間 違 の 想 
い を 育代 モン の 意 恋 
が マス ター を 浅 苗 。 つい 
に 弟子 が 師 を 超え る 瞬 
間 が や っ て きた 。 


目 ウル ベ 、 デビ ル ガ ン ダム の 残骸 を 回 収 


マス ター・ ア ジア を 倒し た ドモ ン が 第 13 回 ガン ダム の 還 
者 と な り 、 ネ オ ホ ンコ ン で は 盛大 な 祝賀 式典 が 行わ れ た 。 
だ が その 陰 で 、 新 た な 陰謀 が 進行 し つつ あっ た 。 ネオ ジ 


パン 軍 を 率い る ウル ベ が 極秘 裏 に 艦隊 を ラン タオ 島 に 降 
下さ せ 、 デ ビル ガン ダム の 残 綾 を 回 収 。 さら に その 生体 ユ 
ニッ ト と し て レイ ン ・ ミ カム ラ を 選ん だ の で ある 。 


受け た が 、 レ イン を 想う ドモ 
ン の 凍 で は な か っ た 。 


ドモ ン 、 デビ ル ガ ン ダム と 対 時 。 


ドモ ン 、 デビ ル ガ ン ダム を 撃破 。 


ドモ ン 、 マス ター・ ア ジア と 対決 。 
ドモ ン 、 マス ター の 主張 を 論破 する 。 
ドモ ン 、 マス ター を 倒す 。 

第 13 回 ガン ダム ファ イト 、 終了 。 
ネオ ホン コン に お いて 祝賀 式典 が 開 
催さ れる 。 


ウル べ 、 デ ビル ガン ダム の 残骸 を 回 
収 。 生体 ユニ ッ ト に レイ ン を あて が う 。 


[機動 武 財 丘 G ガ ンダ ム 


FETMEME 


ガン ダム ファ イト の 果て に 


[ 草 ] mg04 jm 上 8 


半 デビ ル ガ ン ダム 、 ネオ ジャ パン コロ ニー を 吸収 


ウル ペ と レイ ン を 追っ て ネオ ジャ パン コロ ニー に 向かっ た 
ドモ ン の 前 に 、 突 加 、 超 巨 大 な 影 が 立ち は だ か っ た 。 ウル 
べ の 手 に よっ て 復活 を 送 げ た デビ ル ガ ン ダム が ネオ ジャ バ 


ンコ ロニ ー を 吸収 し 、 コ デビ ル ガ ンダ ム へ と 変貌 し た 
の だ 。 さら に コロ ニー デビ ル ガ ン ダム は 巨大 な 触手 を 地球 
へ と 伸ばし 、 地球 その も の を 侵食 し よう と する の だ っ た 。 


ウル ベ は コロ ニー デビ ル ガ 
ンダ ム の 毅 手 を 地球 に 向 
け て 伸ばし た 。 する と 角 手 
が 接触 し た エリ ア は 破 渡 さ 
れ 、 さ ら に 被害 は 周辺 に 
広がり つつ あっ た 。 


新生 シャ ッ フル 同盟 と 共に コロ ニー デビ ル ガ ン ダム 内 部 
に 突入 し た ドモ ン は 、 す べ て の 元凶 で ある ウル べ と 対 時 す 
る 。 する と ウル ベ は グラ ンド マス ター ガン ダム を 召喚 。 デビ 


ル ガ ン ダム の 力 を 得 た 機体 に 、 新 生 シ ャ ッ フル 同盟 の 攻 
撃 は まっ た く 通 用 し な い 。 そ れ で も ドモ ン た ち は 謗 め よう と 
せ ず 、 心 を ひと つ に し た 必殺 技 で 対抗 する の だ っ た 。 


DG 幼 胞 に 置き れ た ウル ペ と デビ ル ガ ン ダム 四天王 の 力 を 合体 きせ た クラ 
ンド マス ター ガン ダム の 前 に 、 ド モン た ち は 凍 地 に 追い 込ま れ て し まう 。 


それ で も 式 開 家 と し て の 詩 
り と 仲間 へ の 信頼 か ら 彼 
ら は 決し て 諦め よう と せ ず 、 
つい に 5 人 の 心 を 合わ せ 
た 奥義 「 シ ャ ッ フル 同時 
季 ] で ウル ペ を 撃破 し た の 
だ っ た 。 


に | 


つい に レイ ン の 前 に 辿り 着い た ドモ ン 。 し か し ドモ ン に 拒 
否 さ れ て いる と 思い 込む レイン は デビ ル ガ ン ダム (最終 形 
態 ) を 呼び 出し 、 彼 の 接近 を 拒絶 する 。 攻撃 を 受け る ドモ 


ン は 、 レ イン を ここ まで 追い 込ん だ の は 自分 で ある こと を 痛 
感 。 自分 の 肢 に 封じ 込め て いた レイ ン へ の 想い を ぶつ け 
る の だ っ た 。 


デビ ル ガ ン ダム (最終 形態) の 生体 ユニ ッ ト と な っ た レイ ン は 、 ドモ ン を 指 総 
する あま り に 彫像 の よう な 姿 に な っ て 身 を 守っ て いた 。 


ジア 「2 月 
| ド モン と レイ ン 


、 デ ビル ガン ダム (最終 形態 ) を 撃破 


対す る ドモ ン は レイ ン に 対 
する 想い の 丈 を ぶち まけ 、 
] それ が レイ ン の 項 な な を 
」 浴 か すこ と に な っ た 。 


レイ ン を 失っ た デビ ル ガ ン ダム (最終 形態 ) は 暴走 し 、 ド 
モン た ち に 襲い 掛か っ て くる 。 だ が 愛 の 力 を 得 た ドモ ン と レ 
イン に は デビ ル ガ ン ダム な ど 敵 で は な く 、 ふ た り が 協力 し た 


ドモ ン と を 通い 合わ せ た レ イン 
7 | が 自 カ で デビ ル ガ ンダ ム (最終 
{ の 貴紀 か ら 抜け 出し 、 つ 
り は 本 当 の 意味 で の 
パー トナ ー に な っ た 。 


ふた り の 多 の 力 を 込め た 究 李 和 
義 「 石 破 ラ ブラ ブ 天 基 ] が 衝 
裂 。 その 成 力 の 前 に . し も の デ 
ビル ガン ダム (最終 形態) も 一 撃 
で 滑れ 去っ て いる 。 


究極 奥義 に よっ て デビ ル ガ ン ダム は 消失 。 それ と 同時 に 

コロ ニー デビ ル ガ ン ダム も 機能 を 停止 し 、 地 球 圏 か ら デビ 

ル ガ ン ダム の 田 威 は 完全 に 排除 され た の だ っ た 。 
デビ ル ガ ン ダム (最終 形 馬 ) が 
消失 し た こと で コ ビル ガ 


ンダ ム も 機能 を 停止 。 地球 は 玖 
た の だ っ た 。 


ドモ ン 、 ネオ ジャ パン に 向かう 。 
デビ ル ガ ン ダム 、 ネ オジ ャ パン コロ 
ニー を 吸収 。 

デビ ル ガ ン ダム 、 地 球 そ の も の へ の 
侵食 を 企てる 。 

ガン ダム 連合 、 デ ビル ガン ダム コロ 
ニー と 交戦 。 


ドモ ン と 新生 シャ ッ フ ル 同 題 、 デ ビル 
ガン ダム コロ ニー 内 に 突入 。 


ドモ ン 、 ウル べ と 対 時 。 

ドモ ン と 新生 シャ ッ フ ル 同 盟 、 グ ラン ド 
マス ター ガン ダム と 交戦 。 

ドモ ン 、 レイ ン と 対面 。 

レイ ン 、 ドモ ン を 拒絶 する 。 


ドモ ン 、 こ れ ま で の 行い を 梅 い 、 改 め 
て レイ ン に 愛 を 告白 する 。 


レイ ン 、 デ ビル ガン ダム (最終 形態) か 
ら 解放 され る 。 

ドモ ン と レイ ン 、 デビ ル ガ ン ダム (最終 
形態) を 撃破 。 

コロ ニー デビ ル ガ ン ダム 、 機能 停止 。 


ガン ダム 連合 の 支 


i サン ライズ 162-26 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 1 年 戦争 秘録 


UTMEHME 


163-25 


1 月 4 日 4 


還 マイ 、 第 603 技 術 試験 隊 に 配属 


試作 兵器 運用 試験 、 開始 


m04 mml 


試作 兵器 運用 試験 、 開 始 


U.C.0079。 来る べき 地球 連邦 軍 と の 全面 戦争 に 備 
0 え 、 公 国軍 は 既存 兵器 と は 一 線 を 画す る 新兵 器 の 開発 
, を 急い で いた 。* そ れ ら 試作 兵器 の 試験 運用 を 託さ れ た 
の が 第 503 技 術 試験 隊 で ある 。 彼ら は 試作 兵器 の 運用 
を 通し て 、 1 年 戦争 の 実態 を 垣間見 る こと に な る 。 


公立 ズム 工業 カレ ッ ジ を 卒業 後 、 公 国軍 技術 本 部 技術 
試験 課 に 配属 と な っ た オリ ヴ : マイ は 、 周囲 か ら 「 技 術 
屋 ] と 呼ば れる ほど の 人 物 だ っ た 。 また 、 本 当 に 正しい 技術 
は 真 に 認め られ る べき で あり 、 兵 器 開発 と いう 分 野 で 公国 
の 独立 に 貢献 し よう と いう 志 を 抱く ほど 純粋 な 人 物 で も あ 


る 。 だ か ら こ そ 試 作 兵器 の 運用 を 主任 務 と する 第 603 技 
術 試験 隊 に 送ら れ た マイ は 、 そ こ で 己 の 力量 を 存 分 に 発揮 
で きる も の と 考え て いた に 違い な い 。 し か し 彼 の 期待 は 早く 
も 裏切ら れる こと と な る 。 大 仰 な 部 隊 名 と は 裏腹 に 、603 
の 実態 は 急造 の 寄せ 集め 集団 に 過ぎ な か っ た の だ 。 


因 7 . ーー 
ts 

603 の 同艦 と な る 試 際 支 援 第 ヨー ツン ヘイ ム に 入っ た マイ 。 その 熱意 に 

は 、 艇 長 の マル ティ ン ・ プ ロホ ノウ も 自 か せる も の が あっ た 。 


1 月 15 日 


だ が 寺 い て 六 任 し た 
Li 性 士官 モニ ク ・ キ ャ ディ 
ラッ ク は 603 を あか ら さ 
ま に 格 下 と 見 な し 、 周 
園 に 無用 な 繋 張 感 を 
生み 出し て いる 。 


軒 第 603 技 術 試験 隊 、 ルウ ム 戦 役 に 参戦 


いよ いよ 公国 軍 に よる 独立 戦争 の 火蓋 が 切ら れ よ うと し 
て いた 頃 、603 は 公国 本 国 か ら サ イド 5 ( 宙 域 ) に 艦隊 決戦 
確 ヨル ムン ガン ド を 運搬 し て いた 。 ミノ フス キー 粒子 の 例 見 
以前 か ら 開 発 が 進 め ら れ て いた この 砲 は 、 一 般 的 な 艦 砲 の 
10 倍 以上 の 成 力 を 持つ と され 、 ル ウム 軍 域 で 起こ る だ ろう 


[ルウ ム 戦 役 ] と 呼ば れる 艦隊 戦 が 開始 され 、 ヘ ン メ は 発 団 命令 を 心待ち 
に する 。 だ が どう し た わけ か いつ まで た っ て も 命 害 は 下さ れ な か っ た 。 


連邦 軍 と の 艦隊 戦 で は 戦況 を 決する 切り 札 だ と 軍令 部 か 
ら 聞 か され て いた 。 その た め 603 の 士気 は 上 が り 、 中 で も 砲 
術 長 の アレ クサ ンド ロ ・ ヘ ン メ は 発射 命令 を 心待ち に する 。 
だ が どう し た こと か 、 肝 心 の 命令 は な か な か 下 ら ず 、 一 同 の 
気 を 揉ま せる こと に な っ た 。 


業 を 素 や し た ヘン メ が 
ヨー ツン ヘイ ム を 急 き 
立て る が 、 マ イ た ち に 
も 事情 は わか ら ず 、 当 
意 す る し か な か っ た 。 


目 ヨル ムン ガン ド 、 マゼラン 級 戦 艦 を 撃沈 


業 を 煮やし た ヘン メ が 独断 で ヨル ムン ガン ド を 放っ た が 、 
前 衛 か ら の 間接 射撃 指示 が な けれ は ば 効果 的 な 戦果 を 挙 
げ る の は 難し い 。 そこ で 意 を 決し た マイ は 観測 機 で ヨー ツ 
ン ヘ イム を 発進 。 自ら 前 線 に 赴 いて 索敵 デー タ を 収集 し 、 
それ を ヨー ツン ヘイ ム に 転送 し よう と する 。 だ が 突如 、 戦 場 
| 条 度 デー タ の 収集 に 向かっ 
た マイ た ちの 携 機 の 前 に 
友軍 の MS が 立ち は だ か | 
| り 発光 信号 を 使っ て 手 出 
| し は 無用 と 告げ て きた 。 


MS の 成 力 は 凄まじ く 、 連 
邦 軍 覆 龍 は 次 々 と 撃沈 され 
て いく 。 MS の を 喧伝 する 
こと ーー これ こそ が 公国 軍 
上 選 部 の 思惑 だ っ た の だ 。 


に 現れ た 見 慣れ ぬ 機 影 が マイ の 行動 を 妨げ た 。 それ は 公 
国軍 が 開発 し て いた 人 型 兵器 、-MS だ っ た 。 圧倒 的 な 機 
動 性 を 発揮 する MS は 次 々 と 連邦 軍艦 艇 を 撃沈 し て いく 。 
その 様子 を 目 に し た マイ は 、 ヨ ルム ン ガン ド は MS の 有効 性 
を 喧伝 する 、 噛ま せ 犬 に 過ぎ な いこ と を 悟っ た の だ っ た 。 


戦い の 最 中 、 ヨ ルム ン ガ ン 
ド は 流れ 弾 を 受け 、 ヘ ン メ 
が 重傷 を 追う 。 きら に 連邦 


の 報 が 入っ た 。 


する と ヘン メ は 最期 の カ で 
ヨル ムン ガン ド を 棒 働 させ 、 
すん で の と ころ で マゼラン 級 
を 投 沈 。 これ が ヨル ムン ガン 
ド の 最初 で 最後 の 戦果 と 
な っ た の だ っ た 。 


マイ 、 第 603 技 術 試験 鐘 に 配属 。 試 
験 支援 艦 ヨ ー ツ ン ヘ イム に 着任 する 。 


マイ 、 艦 長 の マル ティ ン ・ プ ロホ ノウ 
お よび 女性 士官 モニ ク ・ キ ャ ディ ラッ 
ク と 対面 。 


603 部 隊 、 ヨ ルム ン ガ ンド を サイ ド ら 5 
宙 域 に 輸送 。 発射 態勢 を 整え る 。 
ルウ ム 戦役 、 開始 。 


マイ 観測 機 で 前 線 に 向かう 。 
公国 軍 、 戦場 に MS を 投入 。 
ヘン メ 、 流れ弾 を 受け 、 重傷 を 負う 。 


マゼラン 級 戦艦 、 ヨ ー ツ ン ヘイ ム に 
接近 。 

ヘン メ 、 ヨ ルム ン ガ ンド で マゼラン 級 を 
撃沈 し 、 命 を 落と す 。 


| 機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 1 年 戦争 秘録 
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試作 兵器 運用 試験 、 開始 


目 マン ネン 、 第 603 技 術 試験 隊 に 着任 


乏 戦 を 勝利 で 齢 っ た 公国 軍 は 、 続 いて 地球 侵攻 作戦 
を 開始 。 603 は 試作 モビ ル タ ン ク ヒル ドル ブ の 地上 評価 
試験 を 実施 する こと に な っ た 。 し か し ヒル ドル プ は 2 年 前 に 
不 採用 が 決定 し た 試作 兵器 で あり 、 マ イ を は じ め と する 技 


術士 官 は 首 を 傾げ て し まう 。 し か も パイロット と し て ヨー ツン 
ヘイ ム に 着任 し た デメ ジ エ ー ル ・ ソ ン ネ ン は MS 転 科 適 性 
試験 に 落ち た こと を きっ か け に 自堕落 な 生活 を 送っ て いた 
と いう 、 いわ くつ き の 男 だ っ た 。 


ヒル ドル ブ は MS の 台頭 に よっ て 不要 の 族 印 を 押さ れ た 兵器 で ある 。 だ が 
ソン キン は 試験 運用 を 契機 に 、 白 分 と と ルド ル ブ の 再起 を 目論ん で いた 。 


目 ヒル ドル プ 、 運用 試験 中 に 連邦 軍 と 交戦 


試 験 開始 直前 、 モ ニ 
ク と ソン ネン が 衝突 す 
る と いう 事件 が 発生 。 
実は ソン ネン は モニ ク 
/| の 元 教官 で あり 、 そ れ 
だ け に 現在 の 有 様 に 
減じ て いた の だ 。 


ヒル ドル ブ の 運用 試験 は 北米 大 陸 ・ ア リゾ ナ 砂 漠 で 実 
施さ れる こと に な っ た 。 ここ は 公国 軍 の 占領 下 に あっ た た 
め だ 。 し か し 試験 地域 に ザク TJ 型 を 画 獲 し た 連邦 軍 コ マ 
ンド 部 隊 が 出現 。 ヒル ドル ブ を 搭載 し た コム サイ が 被弾 し 


て し まう 。 する と 、 発 進 準備 を 整え て いた ソン ネン が ヒル ド 
ルプ と 共に コム サイ か ら 投 下 。 卓越 し た 戦車 兵 と し て の 腕 
前 と 冷静 な 判断 力 を 発揮 し て 、 物 量 に 停 れる コマ ンド 部 隊 
を 相手 に 互角 以上 の 戦闘 を し て みせ た 。 


コマ ンド 部隊 に 強 幸 され た ザク を 相手 に 一 某 当 王 の 働き を 示す ヒル ドル 
プ だ が 最後 に 残っ た 隊長 機 に 肉薄 され 、 コ クビ ピット を 撃ち 抜か れ て し まう 。 


10 月 


目 第 603 技 術 試験 隊 、 ツ ダ の 評価 試験 を 実施 


それ で も ソン ネン は 最 
後 の 一 撃 で 隊長 機 を 
葬り 去り 、 マイ と モニ ク 
が 乗る コム サイ を 守り 


楼 は 寂し げ だ っ た 。 


連邦 軍 の MS 開発 の 情報 を 得 た ジオ ン 公国 軍 は . それ 
を 控 搬 する と 同時 に 新型 MS で ある EMS-10 ヅダ の プロ 
パガン ダ を 行 603 で は ツ ダ の 評価 試験 が 行わ れ 、 そ 
の 成績 に 艦内 は 沸き 返っ て いた 。 し か し 、 試 験 中 の 事故 


で 1 機 が 失わ れ 、 そ の 直後 に ヅダ が 欠陥 機 で ある こと が 
連邦 軍 に よっ て 暴 口 され た 。 パイ ロッ ト の ジャ ン ・ リ ュ ッ ク ・ 
デュ バル 少佐 は 、 ジ オニ ッ ク 社 か ら の リー ク で ある と 抗弁 す 
る が 、 それ に 耳 を 貸す も の は 誰 も 居 な か っ た 。 


、W_- | rE 
で 


テス ト 中 に 遇 部隊 を 折半 
痢 隙 の 納 待 を も 衣 負 っ て いた 


評価 誌 験 中 止 の 決 

定 に 曲 潮 た る 紛 因 気 
| と な る 艦内 だ っ た が . 

オデ ッ サ 陥 藻 の 幸せ 
を 受け 次 方 
部 隊 の 救出 に 向かう 
の 


LE Es cee oes =n a eat 


目 第 603 技 術 試 験 際 、 友 軍 の 脱出 を 支 拉 


オデ ッ サ か ら 撤 退 す る 友軍 を 救出 する た め に 鉱山 基地 
上 空 に 急行 し た 603 は 、 そ こ で 区 く べき 攻撃 を 目 に する と 
と と な っ た 。 周辺 に は オデ ッ サ か ら 打 ち 上 げ ら れ た HLV が 
無数 に 浮遊 し て いた の だ が 、 搭 載 さ れ た MS が 連邦 軍 MS 


陸戦 装備 の まま 宇 軍 に 上 


デュ バル 率い る 3 機 の ツ ダ 


撃 民 し て いっ た 。 


部 隊 の 的 に され て いた の だ 。 友軍 の 危機 を 見 捨て られ な 
い デ ュ バ ル は ヅダ で 発進 。 さら に モニ ク や ワシ ヤ ・ ヒ デ ト も 
後に 続く 。 こう し て 混乱 を 来 し た 宙 域 で ゾ ダ と 連邦 軍 MS 
と の 激戦 が 開始 され た の だ が 


苑 脱 。 機体 の 訟 計 限 界 を 
超え た 速度 で 戦場 か ら 思 


| この 無 課 な 操 紙 で 機 居 は 


自 壊し バル も 運命 を 


『、 秒 の 生生 
が 多く の 友軍 と マイ た ち を 
救っ た の は 事実 で ある 


U.C.0079 


ML 04 sO1 


603 に ヒル ドル ブ の 地上 評価 試験 


命令 が 下る 。 


ヒル ドル ブ と ソン ネン 、 ヨー ツン ヘイ ム 
に 着任 。 


コム サイ 、 ヒ ルド ルプ を 搭載 し て 北米 
大 陸 に 降下 。 

コム サイ 、 連 邦 軍 コマ ンド 部 隊 の 攻 
撃 を 受け 、 被弾 。 


ソン ネン 、 ヒル ドル ブ で コム サイ か ら 
出撃 。 


ヒル ドル ブ 、 連邦 軍 コ マン ド 部 隊 と 


ソン ネン 、 連 邦 軍 コ マン ド 部 隊 を 壊滅 
させ る が 、 自ら も 戦死 。 


公国 軍 、 ツ ダ の プロ パガン タダ 放送 を 
実施 


ヅダ 、 テ スト 中 の 事故 で 一 機 が 失わ れる 
オデ ッ サ の 公国 軍 鉱 山 基地 、 陥 落 。 公 
国軍 残存 党 部 隊 が 地球 外 に 離脱 。 
603、 友軍 部 隊 の 救出 を 開始 。 
デュ バル 、 ツ ダ で 連邦 軍 MS と 交戦 。 
デュ バル 、 ヅ ダ の ジェ ネ レー ター を 限 
界 まで 稼働 させ 、 連 邦 軍 MS 部 隊 を 
作戦 地域 か ら 引き 離す 。 


デュ バル 、 ヅダ と 運命 を 共に する 。 


と 前 通 ・ サ ン ラ イズ 163-26 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 和 黙示 録 0079 
BE ED mw02 


UETMEHME 
激闘 の 果て の 生 層 


介 人 型 兵 器 MS の 投入 に よっ て 圧倒 的 優位 に 立つ も の と 
» 思わ れ た ジオ ン 公 国軍 。 し か し 長期 化す る 戦況 か ら 国力 


不足 が 露呈 する よう に な り 、 次 第 に 劣勢 に 追い や られ て し 
まう 。 その た め 試 作 兵器 の 運用 が 主任 務 の 第 603 技 術 
4 試験 隊 に も 実戦 任務 が 下さ れる よう に な っ て いっ た 。 


163-27 


12 月 3 日 


半 ホル バイ ン 、 第 603 技 術 試験 隊 に 着任 


連邦 軍 の 攻勢 に よっ て 公国 軍 が 地上 で の 足場 を 失い 、 
主戦 場 が 宇宙 へ と 移行 し た 1 年 戦争 後期 。 第 603 技 術 試 
験 隊 に 新た な 命令 が 下っ た 。 試作 兵器 「 モ ビル ダイ バー シ 
ステ ム 」 の 試験 運用 で ある 。 衛星 軌道 か ら 大 気団 に 突入 
し 、 地 上 お よび 飛行 中 の 標的 を 狙い 撃つ こと を 目的 と し た 


この 兵器 が 完成 すれ ば 、 連 邦 軍 の 宇宙 進出 が 困難 と な る 
だ る うーー そ ん な 希望 的 観測 を 込め た 試験 運用 任務 に 、 
任務 を 担当 する オリ ヴァ ー・ マ イ は 暗 溢 た る 気持 ち を 隠し 切 
れ な か っ た 。 し か も 試作 機 パイ ロッ ト の ヴェ ルナ ー・ ホ ル バ イ 
ン は か な り の 曲 者 で 、 心配 は さら に 拡大 する こと に な っ た 。 


回 pa で へ 
使い 道 を 失っ た 水陸 両用 MS の ズゴック (必修 後 は ゼー ゴ ッ ク ) を 管制 機 と 
し た 析 体 と 海兵 隊 上 が J の パイ ロッ ト 、 ホル バイ ン が 603 に 着任 。 


3 2 に 


2 開始 され 、 衛星 雪 道 か 


艇 艇 の 強敵 を 実施 。 し 
か し 交差 軌 道 で は 喉 江 
が 離し く 、 作 戦は こと ご 
が 失敗 し て し まっ た 。 


12 月 9 日 


四 セー ゴ ッ ム 、 表 際 と 交戦 


な る 4 回 目 の 試 験 が 開始 され た 。 今度 の 標的 es 
か 5 打 ち 上 げ ら れる 連邦 軍艦 艇 。 拡散 ビー ム 砲 た 用 い 、 す 
れ 違 いざ ま の 攻撃 で これ を 残 減 す る と いう も の で ある 。 発 


大 所 に よる 急減 速 の 笑 迷 
に 耐え 抜い た ホル パ バイン は 
拡 艇 ビー ム 碗 「 ク ー ペ ベル メ 」 
を 発射 。 ジャ プ ブロー から 発 
進 す る 連邦 軍旗 解 

粒子 ビー ム を MD き 込 ん だ 。 


条 星 替 道 へ 向かう 途上 と い 
う 無 坊 備 な 状態 で 攻撃 を 胡 
けた 連邦 軍旗 隊 は 、 回 層 


艇 。 ジャ ブロー 上 空 に その 
身 を 散ら せ て いる 。 


射 の タイ ミン グ が ずれ 、 ま た も 失敗 か と 思わ れ た が 、 土 増 
場 で 意地 を 見 せ た ホ ル バ パイン が 昌 準 を 維持 し 続け 、 結 果 と 
し て マゼラン 級 1 信 、 サ ラミ ス 級 4 隻 を 撃沈 する と いう 殊 重 
を 叩き 出し た 。 その た め ホ ル バ イ ン は 意気 揚々 と 帰還 の 途 
に 就 い た の だ が 、 そこ に は 思わ ぬ 伏 兵 が 潜ん で いた 。 
作戦 終了 後 、 回 収 担当 の 
ガウ と の 接触 を 
ES コア ドブ = スタ ー 


1 の 追撃 に 晒さ れ 、 コ ント 
ロー ル を 失っ て し まっ た 。 


最 役 の 力 を 振り 絞っ て 不平 
し 


半年 少 兵 、 第 603 技 術 試 験 隊 に 着任 


公国 軍 の 要衝 で ある 宇宙 要 密 ソロ モン を 陥落 は せ た 連 
邦 軍 は 、 つ い に 公国 本 国 へ の 侵攻 を 前 提 と し た 「 星 一 号 ] 
作戦 を 発動 。 多数 の 連邦 軍艦 艇 が 宇宙 要塞 ア ・ パ オア ・ 
クー 方 面 に 移動 し た 。 対す る 公国 軍 は 防衛 綱 の 強化 に 努 
め 、 そ の 最 中 、603 に は モビ ルポ ッ ド 「 オ ッ ゴ ] の 実戦 で の 


評価 試験 命令 が 下っ た 。 だ が その 内 容 は 試験 か ら は 程 遠 
く 試作 兵器 の 実戦 配備 に ほか な ら な か っ た 。 し か も オッ ゴ 
の パイ ロッ ト と し て ヨー ツン ヘイ ム に 落 任 し た 者 を 目 に し た マ 
イ は 楊 然 と する 。 彼ら は 正規 兵 で は な く 、 パ イロ ッ ト 教程 を 終 
えた ば か り の 学徒 兵 だ っ た か ら だ 。 


YT 


“FF 
> 


オッ ゴ と 共に 603 に 着任 し た ヘル ペル ト ・ フ ォ ン ・ カ スペ ン は 謗 り 高い 武 
人 だ が 、 部 下 が 年 少 兵 だ と 知ら され る や 、 不満 を 鍵 わ に し た と され る 。 


で ある エル ヴィ ン ・ キ ャ 

イラ ッ ク も 含ま れ て お 
り 、 ふ た り は 戦場 で 思 
い が け な い 再 会 を 果 た 
すこ と に 


603 に モビ ル ダ イ バー シス テム の 評 
価 試験 命令 が 下る 。 


ヨー ツン ヘイ ム に ホル バイ ン と 
ゼー ゴ ッ ク が 到着 。 


評価 試験 、 開 始 。 し か し 標的 を 取り 
逃がし て し まう 。 


第 4 回 目 の 評価 試験 、 開始 。 
ゼー ゴ ッ ク 、 ジ ャ ブ プロー から 上 昇 する 
連邦 軍艦 隊 に 攻撃 。 全 減 させ る こと 
に 成功 。 

ゼー ゴ ッ ク 、 帰還 途中 に 連邦 軍 コ ア ・ 


ブー スタ ーT エ イン ター セプト ・ タ イプ の 
追撃 を 受け 、 撃墜 され る 。 


603、 オッ ゴ の 実戦 評価 試験 
命令 を 受け る 。 


ヨー ツン ヘイ ム に オッ ゴ と 年 少 兵 、 
カス ペン が 到着 。 


モニ ク 、 実弟 の エル ヴィ ン と 遭遇 。 


| 機動 戦 十 ガ ンダ ム MS IGLOO 虹 示 録 0079 


UE.TIMELINE 


amomcosm (EE m0 wml02 


12 月 30 日 
目 オッ ゴ 部 隊 、 連邦 軍部 隊 と 交戦 


月 の 裏側 を 航行 する サラ ミス 級 巡 洋 散 が 発見 され 、 エ 
ル ヴ ィ ン 率 いる オッ コ 第 2 小隊 が 迎撃 に 向かっ た 。 する と 
サラ ミス 級 か ら ボ ー ル 6 機 が 発進 し 、 月 衛星 軌道 上 で モビ 
同士 の 戦闘 が 始ま る 。 その 際 、 エルヴィン は 僚 


機 が 撃破 され て パニ ッ ク に 陥っ た も の の 戦意 を 回 復 。 ボー 
ル 部 隊 を ほぼ 全 減 させ 、 残 る 1 機 を 捕虜 と する こと に 成 
功 。 これ に 気 を 良く し た エル ヴィ ン だ っ た が 、 サ ラミ ス 級 の 
接近 に は 気づか な か っ た 。 


3 
cses 


初陣 で あり な が ら ボ ー ル 部 隊 を 幸 減 し 、 捕 虜 まで 捕え た エル ヴィ ン 。 だ が 
一 興 の 気 の 縛 み を 突 か れ 、 サ ラミ ス 契 か ら の 碗 責 を 避け て し まっ た 。 


| 目 の 前 で 弟 を 失っ た モ 
| ニク は その 電導 月 
れ 、 以 心神 湊 

っ て し まっ た 。 最 

| 人 的 に 立ち 直っ た と は 
いえ 、 千 女 が 室 け た 

| 撃 は 相当 な も の だ っ た 

ー ニ ーー デ Sevs 


ア 12 月 31 日 


第 603 技 術 試験 隊 、 ア ・ バ オア ・ 


クー 防衛 戦 に 参加 


つい に ア ・ パ オア ・ ク ー 防 衛 戦 が 開始 され 、 要 塞 周辺 
で 凍 味 方 部 隊 が 滞 し く 火花 を 散ら す と と に な っ た 。 そう し た 
状況 下 で 603 に は E フ ィ ー ル ド 防 衛 の 任務 が 与え られ た 。 
これ は 603 が 事実 上 の 戦闘 部 隊 と な っ た こと を 意味 し て い 


た 。 し か し 、 試 験 支援 艦 と し て 改修 され た ヨー ツン ヘイ ム に 
本 格 的 な 艦隊 戦は 不可 能 に 近い 。 それ は 乗組 員 の 誰 も 
が 知っ て いた こと だ が 、 彼ら は 敢えて 口 を 閉ざし 、 任務 に 臨 
む の だ っ た 。 


Tr 


Pd K 0 ee 

‘ra vs | 
上 | し 〆 た 5 
等 コ ! = 1 


圧 令 的 な 物量 を も っ て 押し 寄せ る 軍部 多 。 対す る 公国 軍 は ア ・ パ オ 
ア ・ ク ー に 立て 懲り 、 防衛 光 を 展開 する こと に な っ た 。 


は 主 整 場 と は 異な る 宙 
域 で 待機 し て いた が 、 
つい に 出撃 命令 が 下 
きれ た 。 


還 マイ 、 ビグ ・ ラ ング で 出撃 


戦況 は 次 第 に 公国 軍 劣 勢 と な り 、 退却 を 余儀 な くさ れる 
部 隊 が 続出 。 そん な 中 、 オッ ゴ と ビグ ・ ラ ング を 率い た ヨー ツ 
ン ヘ イム は E フ ィ ー ル ド に 突入 。 無数 に 存在 する 連邦 軍部 
隊 に 無 調 と も 言え る 戦い を 挑ん だ 。 主戦 場 で は な い E フ ィ ー 
EE フィー ルド に 押し 寄せ る 連 
邦 軍 の 鼻先 を 、 ヨ ー ツ ン へ 
撫 移動 。 
敵前 方 に オッ ゴ を ば ら 揚 く 
作戦 に 打っ て 出 た 。 


由 

軍 の 上 を 突い て 攻撃 を 開 
始 。 結果 、 一 定 の 戦果 を 
羊 げ る こと に 成功 し て いる 。 


フ . 邦 
軍 を 押し 返せ る か と 思わ れ 
た の だ が ……。 


ルド に は 、 連邦 軍 の 大 部 隊 を 投入 し て お ら ず 、 ヨ ー ソ ツン ヘイ 
ム や オッ ゴ で も ある 程度 の 戦果 を 挙げ る こと は で きた 。 と は 
いえ 連 邦 軍 の 物量 は 圧倒 的 で あり 、 い つ 果 て る と も 尽き な 
い 英 部 隊 の 前 に 、603 は 次 第 に 疲 幣 し て いっ て し まう 。 

実戦 は 不 憧れ な マイ だ っ た 
が 、 ビ グ ・ ラ ング で 馬 合 に 
オッ ゴ を 支援 し て いる 。 


12 月 31 日 


目 マイ 、 生 思 を 果たす 


オッ ゴ の 年 少 兵 を 守っ て カス ペン が 宇宙 に 散り 、 必 死 
に 支援 行動 を し て いた マイ の ビグ ・ ラ ング も 集中 砲火 を 浴 
び て 爆 散 。 も は や 603 に 抵抗 する 力 は 残さ れ て お ら ず 、 艦 
長 の マル ティ ン ・ ブ プロ ホ ノ ウ は 戦線 か ら の 撤退 を 決意 する 。 


抵抗 放し く ア - バ オア クー は 陣 落 し 、 残 され た 公国 軍部 隊 は 散り 散り と な っ 
て 電場 を 離脱 。603 部 詳 も 搬 を 容 位 な くさ れる こと に な っ た 。 


ほど な くし て ア ・ バ オア ・ ク ー も 陥落 し 、 公 国軍 の 敗北 が 
確定 。 こう し て 一 年 戦争 は 終結 し た の だ が 、 そ れ は 平和 の 


な 人 生 を 歩ん だ か 、 知 
る 者 は いな い 。 


603、 月 裏側 を 航行 する サラ ミス 級 を 
1 ® 


オッ ゴ 第 二 小隊 、 サ ラミ ス 級 の ボー ル 
小隊 と 交戦 。 


エル ヴィ ン 、 1 機 の ボー ル を 捕虜 に 
する こと に 成功 。 


エル ヴィ ン 、 帰 艦 途中 に サラ ミス 級 
か ら の 砲撃 を 受け 、 戦死 。 
連邦 軍 、「 星 一 号 ] 作戦 を 発動 。 


603、 ア ・ パ オア ・ ク ーE フ ィ ー ル ド の 
防衛 を 担当 。 


ビグ ・ ラ ング 、 603 に 配備 。 


ア ・ パ オア ・ ク ー 防 衛 戦 、 開始 。 
マイ 、 ピグ ・ ラ ング で 出撃 。 オッ ゴ と の 
連携 で 防衛 戦 を 開始 。 

ビグ ・ ラ ング 、 撃破 され る 。 

プロ ホ ノ ウ 、 戦線 か ら の 離脱 を 決意 。 

ア ・ パ オア ・ ク ー、 陥落 。 

マイ 、 603 に 生還 。 ® 
ーー 年 戦争 、 連邦 軍 の 勝利 で 終結 。 


CMBR Iz 163-28 


°° 
EC TIMELINE EE PP 
女王 の 復帰 


グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド と 結託 し た ギ ム ・ ギ ン ガ 
» ナム が 、 圧 倒 的 な 武力 を 背景 と し た 地球 制圧 を 開始 。 だ 
が 彼ら を 追う ロラ ン ・ セ アッ ク た ち が 地 球 に 降下 。 さら 
] に ディ アナ ・ カ ウン ター に 復帰 し た ディ アナ ・ ソ レル を 中 

核 と する 反抗 勢力 の 反撃 が 始ま ろう と し て いた 。 


メリ ー ベ ル 、Y ガ ンダ ム の 月 光 蝶 を 発 
動 させ る 。 
ロラ ン 、 グエン の 説得 を 試み る 
強奪 し た V ガ ンダ ム を 駆る メリ ー ベ ル ・ ガ ジッ ト が 月 光 蝶 
を 発動 させ た こと で 、 地 上 に 甚大 な 被害 が 発生 。 ギン ガ ナ 
ム と 手 を 組ん だ グエン も 危機 感 を 暮らせ て いた 。 する と そ 


ロラ ン た ち 、 ウィ ル ゲ ム に 潜入 。 


こ に ディ アナ の 密命 を 受け た ロラ ン た ち が 現 れ 、 グ エン の 
説得 を 試み る 。 だ が ムー ン レ ィ ス の 技術 に 固執 する グエン 
は ロラ ン の 申し 出 に 耳 を 貸 そ うと し な か っ た 。 


ロラ ン 、 グ エン の 説得 を 試み る も 失敗 。 


スエ ッ ソ ン 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター に 宣 
戦 を 布告 。 


会 合 の 最 中 、 ウ ィ ル ゲ ム ディ アナ 、 デ ィ ア ナカ ウン ター に 復帰 。 
内 で 火事 騒ぎ が 発生 。 も 
は や 説得 は 不可 

た ロラ ン 


ディ アナ 、 フィ ル や ミラ ン と 和解 する 。 


同じ ミリ シャ の 仲間 と し て 戦っ た グエン と 刃 を 交え た く な い ロ ラン は 必死 に 
説得 を 続け る が 、 相手 の 心 を 変え させ る に は 至ら な か っ た 。 


脱出 を 図る こと に し た 。 
ジョ ゼ フ 、 V ガ ンダ ム に 搭乗 。 


ジョ ゼ フ 、 タ ー ン X に 戦い を 挑む が 、 後 
退 を 余儀 な くさ れる 。 

園 ディ アナ 、 ディ アナ ・ カ ウン ター 復帰 
ディ アナ ・ カ ウン ター に 宣戦 を 布告 し 、 一 方 的 な 攻撃 を 
仕掛 け て きた スエ ッ ソン ・ ス テロ に 対し て 、 フィ ル ・ ア ッ カマ 
ン や ミラ ン ・ レ ックス は 有効 な 対応 策 が 出せ ず に いた 。 だ 


ロラ ン 、 V ガ ンダ ム に 搭乗 。 


た は ず の 女王 の 出現 に 、 ディ アナ ・ カ ウン ター た ち は 喜 びに 沸い た 。 


故 わ れ た 月 光 蝶 


が ディ アナ が 姿 を 現す と 兵士 た ちの 士気 が 高まり 、 戦 況 は 
一 変 。 きら に ディ アナ は フィ ル た ちの か つて の 行為 を 和 め 
合わ す 願 が な か っ た の だ 
が 、 が 問 に 
ギン ガ ナ ム と の 戦い 
: カ を 貸す よう に 要 語 。 こ 
は 再び ひと つと な っ た 。 
脱出 の 途中 、 整 備中 の V ガ ンダ ム を 発見 し た ロラ ン だ 切り 拓く た め に も 、 自 分 の 手 で ギン ガ ナ ム に 引導 を 渡し た 
ョ ゼ フ ・ ヨ ッ ト に 割り 込ま れ て し まっ た 。 フラ ン ・ ド ー か っ た の だ 。 だ が 武 門 の 生ま れ の ギン ガ ナ ム に 敵 う は ず も 


ず 、 ギン ガ ナ ム と の 決戦 に 力 を 貸し て 欲し いと 願い 出 た 。 
フィ ル も ミラ ン も ディ アナ に 
女王 は 
3 ル て ディ アナ ・ カ ウン ター 
由 ジョ ゼ フ 、 V ガ ンダ ム で 戦闘 に 参加 
が 、 
ル と の 問 に 一 子 を 設け た ジョ ゼ フ は 、 子 供 た ちの 未来 を な く 、 改め て 機体 を ロラ ン に 託し た の だ っ た 。 


ウィ ル ゲ ム か ら の 説 出 「 ン アラーー きら に ター ン X に 取り つ 

人 中 、 束 中 の Y ガ ン 1 か れ た ジョ セ フ は 月 交 

ダム を 見 つけ た ジョ ゼ 結語 た / | 供 の シス テム を 奉 わ れ 

2b 呈 人 6 生 ロラ 周 。 コ ン 。 た ば か りか 、 自ら も 重 
> VS と 


価 を 負っ て いる 。 


| 


フラ ッ ト で 地場 に 必 け | g 


し か し 機体 香 部 の バー| 付け た ロラ ン が ジョゼ 


ツ を 分 離し て 周 団 か 5 | フ を 救出 。 ガン ダム 

想い 来る ター ン x の 戦 | k に 乗り 換え 、 改 め て ギ 

法 (プラ ディ "シー ジ ) ン ガ ナム と の 戦い に 捧 た 
に 画 弄 され て し まう 。 | むこ と と な っ た 。 
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目 戦闘 が さら に 激化 する 


2 機 の ター ンタ イプ を ディ アナ が 追っ て いる こと を 知っ た 
ハリ ー・ オ ー ド は 、 ソ レイ ユ 以 下 の 艦 隊 に ギン ガ ナ ム 艦隊 
の 制圧 を 命じ た 。 ター ンタ イプ 同士 の 戦闘 が どの よう な 危 


険 を 双 む も の か 判断 で きず 、 戦 闘 の 渦中 に ディ アナ が 巻 
き 込 まれ る こと を 副 念 し た ( だ が ディ アナ は 危険 を 願 
に 向かう の だ っ た 。 


女王 と し て の 責務 を 果たす べく 最前 株 へ と 赴く こと を 決意 し た 。 


同じ 頃 、 ロ スト ・ マ ウン テ 
則 で は V ガ ンダ ム と ター ン X 
有 | の 昔 癌 が 拭 烈 を 極め て お 
り 、 い つ 果 て る と も な く 続 
いて いた 。 


目 グ ェ ン 、 か つて の 仲間 か ら 見 限ら れる 


ディ アナ や ハリ ー が ロス ト ・ マ ウン テン に 移動 する 最 中 、 
仲間 か ら 難 れ た リリ ・ ボ ル ジ ャ ー ノ は 、 ひと り ウィ ル ゲ ム へ と 
向かっ た 。 北 アメ リア 大 陸 の 有力 を 領主 の ひと り と し て こ 


の 戦乱 に 最初 か ら か か わっ て いた 男 の 姿 を 目 に し て お きた 
か っ た の か も し れ な い 。 だ が 再会 し た グエン の 言動 は リリ を 
幻 減 させ 、 つい に 彼女 は グエン を 見 限っ て し まっ た 。 


ー 


Pi 


Eo 


向 を 泊っ て 、 グエン と 部 下 た ちと の 間 で 詳 い が 起こ っ て し まう 。 


目 ロラ ン 、 ギン ガ ナ ム と 交戦 


埋 闘 の 余波 を 更け た ウィ ル ゲ ム は コン トロ ー ル を 失っ て 不幸 着 。 今後 の 動 


FT 

の その 様子 を 目 に し た りり は 、 
9 グエン が 上 に 立っ 者 の 夫 

4 で は な いと 判断 。 戦闘 が 
) jp 苦し た 環 に は 北ア メリ ア 
< 大 陸 は 自分 が 洛 め る と 宣 


言 し 、 グエン を 放 選 し た 。 


ディ アナ た ち が ロ スト ・ マ ウン テン に 到着 し た 時 も 2 機 の 
ター ンタ イプ の 戦い は 続い て お り 、 さ ら に 苦 烈 さ を 増 す オ 一 
方 だ っ た 。 戦い の 最 中 、 月 の 武 門 で あり な が ら 遠 ざけ られ 


E 


に 月 光 幼 を 繰り 出す VY ガン 


ダム と ター ン X。 も は や ディ アナ 
と 言え ども 、 両機 の 戦い は 止め ら 


れ を いと 思わ れ た 
デ 


2 機 の ター ンタ イプ 、 沈黙 する 


た こと か ら デ ィ ア ナ を 否定 する よ 
ム 。 思わ 必 告 白 に 銘 か され た ロラ ン 
走 を 止め る に は 戦い を 続け る し か な か * 


が 、 ギ ン ガ ナム の 暴 


捨て 身 の 攻 撃 で ター ン X を 倒し た ロラ ン だ っ た が 、 ギ ン 
ガ ナ ム の 闘志 は 失せ て お ら ず 、 生 上 身 で 戦い を 続け た うと す 
る 。 だ が 2 機 の ター ンタ イブ が 発し た 月 光 蝶 が ギン ガ ナ ム 


果 機 を 失っ て も 畔 い を 止め よう と しない ギ ン ガ ナム 
ンタ イプ か ら 伸び る 系 の よう を 物体 が ギン ガ ナ ム を 絡め 取 


こう し て ふた り の 戦い は 終了 。 さら に 将 を 失 
た ギン ガ ナ ム 艦隊 が 後退 し た こと で 各地 の 混乱 も 収まり 、 
地上 に は 久方ぶり の 静寂 が 戻っ た の だ っ た 。 


| 
ギン ガ ナ ム を 取り 込ん だ 糸 
は 2 機 の ター ンタ イプ を も 
巻き 込み 、 や が て 落 の よう 
な 半 へ と 変わ っ た 。 ご うし 
て 戦い は 終わ り 、 地 上 に 
は 前 寝 が 戻っ た 


"と を 決意 。 


ハリ ー、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター 艦艇 に 
ギン ガ ナ ム 艦隊 と の 交戦 を 指示 。 


ディ ア チ 、2 機 の ター ンタ イプ を 追う こ 凍 


ソレ イ ユ 、 ロス ト ・ マ ウン テン に 向け て 
移動 。 

リリ 、 ウィ ル ゲ ム に 向かう 。 

リリ 、 グエン と 再会 。 

グエン 、 リリ か ら 見 限ら れる 。 


2 機 の ター ンタ イプ の 戦闘 、 激化 。 
月 光 蝶 の 影響 が 周囲 に 出 始め る 。 
ディ アナ 、 ソ レイ ユ の シー ルド で 月 光 
蝶 の 影響 拡大 を 阻止 。 

ロラ ン 、 捨て 身 の 攻撃 で ター ン X を 
倒す 。 


ギン ガ ナ ム 、 生 身 で ロラ ン に 戦い を 


挑む 。 


ギン ガ ナ ム 、 月 光 蝶 に 呑み 込ま れる 。 
ガン ダム と ター ン X、 月 光 妹 に 呑み 

は sh て 小さ な マウンテン ・ ナ イク ル 議 
に 変貌 。 


月 と 地球 を 巡る 戦い 、 終結 。 


で 導通 ・ サ ン ライ ズ 164-26 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


RG.TIMELINE 


ヴェ イガ ン の 真実 


い wa に 
ヴェ イガ ン の 真実 

フリ ッ ト ・ ア ス ノ の 孫 で あり 、 アセ ム ・ ア ス ノ の 息子 で あ 
る キオ ・ ア ス ノ は 、 優れ た X ラ ウン ダー と し て の 能力 を 
発揮 し て ヴェ イガ ン と の 戦い に 身 を 投じ る 。 し か し ヴェ 


せら れ た 運命 に 触れ た こと で 、 
戦い その も の に 疑問 を 抱く よう に な る の だ っ た 。 


イガ ン の 実態 と 彼ら 


目 キオ 、 ヴェイ ガン と 交戦 


ヴェ イガ ン の 移動 要 究 ダウ ネス を 巡る 攻防 戦 か ら 513 年 
が 経過 し た A.G.164 年 。 その 後 の 戦 いで 父 ア セム が 行 
方 不明 に な っ た こと か ら 、 彼 の 忘れ 形見 の キオ は 祖父 て あ 
る フリ ッ ト の 手 に よっ て 地球 で 育て られ 、 心 優し い 少年 へ 
と 成長 し て いた 。 し か し ヴェ イガ ン と 地球 連邦 と の 対立 は 


フリ ッ ト の 指示 に 従っ て コア ファ イタ ー に 乗り 込ん だ キオ は 、 
装 し て いた AGE:3 と 合体 。 ヴェ イガ ン に 軽い を 挑 


いま だ 鎮静 化し て お ら ず 、 つ い に フ リッ ト た ちの 暮らす オリ 
バー ノー ツ に も ヴェ イガ ン 部 隊 が 出現 。 連邦 軍 要 密 ピ ビッグ 
リン グ も 破壊 され 、 勢い に 乗っ た ヴェ イガ ン 首 領 イ ゼル カン 
ト は 全面 的 な 地球 侵攻 を 宣言 し た 。 この 事態 に 際 し 、 キ オ 
と フリ ッ ト は 新た な ガン ダム AGE-3 で 対抗 する 。 


初戦 な が ら も 天才 的 な 


を 5 に 大和 
の レガ ン ナ ー を も 退け 、 
オリ パー ノー ツ を 守り 披 
く こ と に 成 直 


上 キオ 、 ロス トロ ウラ ン に 向かう 


オリ バー. に 駐留 し て いた 老朽 艇 ディ ー ヴ ァ に 乗り 
込み 、 南 米 の 連邦 軍 総 司令 部 ロス トロ ウラ ン に 向かう こと 
に な っ た キオ た ち 。 移動 中 も ヴェ イガ ン か ら の 朋 撃 は あっ た 
も の の 、 新 型 ウェ ア 「AGE-3 フ ォ ー ト レス ] の 投入 に よっ て 
調 退 に 成功 。 辛うじて ロス トロ ウラ ン に 辿り 着く こと が で き 
ロス トロ ウラ ン へ 向かう 各 
中 、 砂 注 戦 に 特 化 し た ヴェ 
イガ ン の 新型 機 か ら の 疹 間 


を 受け 、 苦 戦 を 強い られ る 
一 素 も あっ た が …。 


ホバー 機能 と 重 炎 問 を 措 
し た 新型 ウェ ア 、G ホ ッ パー 
と AGE-3 が 合体 。 きら 5 に キ 
オ の 操 組 セ ンス も 

ヴェ イガ ン 機 を 全 減 させ る ご 
と が で きた 。 


目 キオ 、 皇 側 海 賊 と 間 過 


た 。 一 方 、 地 球 侵攻 作戦 の 指揮 を 執る こと に な っ た ゼ ハ ー 
ト ・ ガ レッ ト は 、 プ ラズ マ 粒 子 爆弾 に よる ロス トロ ウラ ン 破 
壊 を 計画 。 基地 壊滅 まで の タイ ムリ ミッ ト が 刻々 と 迫る 中 、 
ディ ー ヴ ァ MS 部 隊 に 爆弾 才 去 命令 が 下さ れ 、 キ オ に は 
爆弾 の 発見 と 解除 が 託さ れ た の だ っ た 。 ゃ 


戦い を 通し て キオ は X ラ ウン 
ダー と し て の 光導 花 


結果 、 基 地 最 奥 部 に 妙 
に 隠さ れ た 揚 弾 を 発見 。 こ 
れ 以 降 、 キオ の 能力 は 維 も 
が 認め る と ころ と な っ た . 


オリ バー ノー ツ を 脱出 し た 子供 た ちの 親 が 月 面 基地 ル 
ナベ ー ス に 避難 し て いる こと が 判明 し 、 デ ィ ー ヴ ァ は 宇宙 
に 向かう こと と な っ た 。 そん な 折 、 X ラ ウン ダー と し て の 能力 
を 発揮 し た キオ は 、 行く 手 に 自分 た ち を 待つ 男 が いる こと を 
察知 。 その 予感 が 的 中 し た の か 、 暗 黒 宙 域 サル ガッ ソー 


に 差し 掛か っ た ディ ー ヴ ァ を 悪名 高い 宇宙 海賊 ビシ ディ ア 
ン が 肌 撃 し た 。 さら に ヴェ イガ ン 部 隊 も 乱入 し 、 迎 撃 に 向 
か っ た キオ は 窮地 に 立た され て し まう 。 そん な キオ を 助け た 
の は ビシ ディ アン の 黒い MS で あり 、 そ の パイ ロッ ト は 行方 
不明 と な っ て いた アセ ム (キャ プ テ ン ・ ア ッシュ ) だ っ た 。 


突如 、 出 現し た 黒い MS。 AGE-2 < た の 骨 人 の バ Y7Ho ト GO 


る と 少な か ら 動 提 
を 示し て いる 。 


neD4 sm03 


ヴェ イガ ン 、 オリ バー ノー ツ を 通 撃 。 


イセ ルカ ント 、 全面 的 な 地球 侵攻 を 


キオ 、AGE-3 で 対抗 。 
キオ た ち 、 デ ィ ー ヴ アァ で ロス トロ ウラ ン 
に 移動 。 


ゼ ハ ー ト 、 ロ スト ロウ ラン に プラ ズ マ 粒 
子 爆弾 を 設置 


キオ 、 爆弾 の 撤去 を 託さ れる 。 


ディ ー ヴ ァ 、 ルナ ベー ス に 移動 。 


ディ ー ヴ ァ 、 ビシ ディ アン お よび ヴェ イ 
ガン と 交戦 。 


キオ 、 キャ ブテン ・ ア ッシュ を 名 乗る 父 
アセ ム と 再会 。 


| 第 戦 士 ガ ンダ ム AGE 


RB.TIMELINE 


ヴェ イガ ン の 真実 


LE WM mm09 


「 喝 われ た 遺産 」 の 存在 が 明らか に な る 


ビシ ディ アン が 残し た 謎 の メッ セー ジ カ プ セル に は 、 国 
家 間 戦争 終結 時 まで の 兵器 ・ 軍 事 技術 ・ 戦 術 戦略 デー 
タ が 秘匿 され た デー タバ ンク 「EXA-DB」 の 情報 が 秘め ら 
れ て いた 。 し か も ヴェ イガ ン は 8O 年 以上 前 に EXA-DB と 


接触 。 か つて の 驚異 的 な 技術 体系 を 獲得 し 、 そ れ を 地球 
侵攻 に 利用 し て いた らし い 。 予想 も し て いな か っ た 事実 に 
慢 然 と する キオ た ち 。 一 方 同じ 頃 、 ヴ ェ イ ガン で は ゼ ハ ー ト 
の 発案 に よる 新た な 作戦 が 実行 に 移さ れ よ うと し て いた 。 


いき 半 た 


| 2 バー 


キャ プ テ ン ・ ア ッシュ が AGE-3 に 打ち 込ん だ カプ セル に は 、 今 は 失わ れ た 
戦乱 の 記録 を 収め みた デー タバ ンク 「EXA-DB」 の 存在 が 記さ れ て いた 。 


2 AE 


寺本 
eA で 


し か も ヴェ イガ ン は いち 
早く EXA-DB と 挫 角 し 
て お り 、 彼ら の 圧 個 的 
な 軍事 技術 は すべ て 
この デー タバ ンク か ら 
得 た と いう の だ 。 


‘a 


四 キオ 、 ツェ イガ ン に 捕らえ られ る 


ディ ー ヴ ァ を 襲撃 し た ゼ ハ ー ト は 迎撃 に 現れ た AGE-3 
を 執 提 に 追い 詰め て いっ た 。 その 連携 は 苦 烈 を 極め 、 た ち 
まち キオ は 窮地 に 陥っ て し まう 。 フリ ッ ト が AGE- 1 フラ ッ ト 
で 加勢 に 向かっ た も の の 、 時 すでに 遅く 、 キオ と AGE-3 は 


ヴェ イガ ン に よっ て 連れ 去ら れ て し まっ て いた 。 敵 の 手 に 
落ち 、 地球 か ら 遠 離れ た ヴェ イガ ン の 本 拠 地 ・ 火 星 に 連 
れ て 来 られ た キオ は 深く 絶望 する 。 そん な キオ に イ ゼ ル カ ン 
ト は 「 ヴ ェ イ ガン の 真実 の 姿 ] を 明か す の だ っ た 。 


ゼ ハ ー ト と 連携 する ザ ナ ルド の ザム ドラ ー グ が AGE-3 を 拘束 。 圧倒 的 な パ 
ワー で 押さ 入 まれ た キオ に は どう する こと も で き な が っ た 。 


その 後 、 捕 磨 と し て 火 


ゼル カン ト と 対面 彼 
か 52 


(に 著 ら す 人 々 
の 次 と その 陳 状 を 見 せ 
られ た の だ っ た 


由 キオ 、 ヴェ イガ ン の 真実 を 知る 


テラ フォ ー ミ ング の 失敗 か ら 生 じ た 電 磁 冊 マー ズレ イ に 
よっ て 火星 住民 が 苦し め ら れ て いる こと を 知っ た キオ 。 中 
で も 火星 で 知り 合っ た 少女 ルウ が マー ズレ イ の 影響 で 重 
い 病 に 侵さ れ て いる と 聞か され 、 彼女 を 救う た め に キオ は イ 


火星 の 街 を 探索 し て いた キ 
オ は ひと り の 少 玄 ルウ と 出 


ルウ の 病 を 治し た いと 妥 う 
キオ は イ ゼ ル カ ント と の 取引 
に 応じ 、AGE デ バイス を 解 
析 さ せる 代わ り 

腕 け 取る こと に な っ た 。 


キオ 、 イ ゼ ル カ ント と 対決 


ゼル カン ト と の 取引 に 応じ て し まう 。 それ は 特効薬 と 引き 換 
え に AGE デ バイ ス の 解析 に 必要 な 情報 を 教え る と いう も 
の だ っ た 。 ル ウ の 命 が 助 か る な ら ば AGE デ バイ ス の 秘密 
な ど 惜 し く は な いと し 、 業 を 手 に 入れ た キ : 


テー 
の 昌和 


か に 息 を 引き 取っ て いた 。 


キャ ブテン ・ ア ッシュ の 支援 攻撃 に よっ て 火星 基地 か ら 
の 脱出 に 成功 し た キオ の 前 に 、 イ ゼル カン ト が 搭乗 し た ガ 
ンダ ムレ ギル ス が 立ち は だ か っ た 。 AGE-3 を 解析 し て 建 
造 さ れ た ヴェ イガ ン 製 ガン ダム の 力 は 圧倒 的 で あり 、 さ ら 


イ ゼ ル カ ント の 最 紅 目的 で ある プロ ジェ クト エデン と は 、 争い の な い 世 界 を 食 
造る た め の 人 衝 別 計画 で あり 、 敵 選民 肝要 に ほか な ら な か っ 7 


に ヴェ イガ ン の 実情 を 知っ て し まっ た キオ は 戦い に 集中 で 
き な い 。 し か し 説得 の た め に イ ゼ ル カ ント が 明か し た 「 プ ロ 
な クト エデン ] の 内 容 に 同意 で きず 、 つい に キオ は イ ゼ ル 


アン の 支援 に 
よっ て イ ゼ ル カ ント は 
後退 し 、 キ オ も 地球 に 


し プロ ジェ クト エデン の 
全 寺 が 明らか と な っ た 
こと で 、 戦乱 の 激化 は 
必 相 と な っ た 。 


戻る こと が で きた 。 し か 


| A.6.164 


ビシ ディ アン か ら 渡 され た メッ セー ジ 
カプ セル か ら 、 EXA-DB の 存在 が 
判明 。 

ゼ ハ ー ト 、 ディ ー ヴ ァ を 強襲 。 


キオ 、 AGE-3 ご と ヴェ イガ ン に 
捕らえ られ る 。 


キオ 、 ヴェ イガ ン の 火星 基地 
「 セ カン ドム ー ン 」 に 移送 。 


イ ゼ ル カ ント 、 キ オ と 対面 。 

イ ゼ ル カ ント 、 キ オ に ヴェ イガ ン の 歴 
史 と 現状 、 マ ー ズ レイ に よる 影響 を 伝 
える 。 

キオ 、 ルウ と 知り 合う 。 

キオ 、 ルウ の 薬 を 入手 する た め 、 

イ ゼ ル カ ント と 取引 を する 。 


キャ プ テ ン ・ ユ 率 いる ビシ ディ ア 
ン 、 セカ ンド ムー ン を 強襲 。 


キオ 、 AGE-3 で セカ ンド ムー ン か ら 


キオ 、 イ ゼ ル カ ント と 交戦 。 戦い の 最 
中 、 イ ゼ ル カン ト の 野望 「 プ ロジ ェクト 
エデン 」 を 知る 。 


キオ 、 地球 に 帰還 。 
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UETIMEUME ET mA sr 01 
死神 と の 層 逝 


【 ルウ ム 戦 役 に 投入 さ れ 、 圧 倒 的 戦果 を 挙げ た 公国 軍 の 

新型 兵器 MS は 、 続 く 地 球 降下 作戦 で も 主力 兵器 と し て 
活躍 。 一 方 、 巨大 な 人 型 兵 器 と の 対戦 を 余儀 な くさ れ た 
連邦 軍兵 士 た ち は 限ら れ た 力 で 抵抗 を 試み た の だ が 、 一 
部 の 兵士 は 戦い の 最 中 、 死 神 と 出会っ た と され て いる 。 


に i 
財 バー バリ ー、 友軍 の 後退 支 に 詳 還 El ルウ ム 表 役 、 戦 。 公 回 軍 は 新 天 
i リー、 友軍 の 後退 支 接 作 戦 に 参加 器 MS を 投入 し 、 連邦 軍 を 圧倒 する 。 
ルウ ム 戦 役 の 勝利 と コロ ニー 落と し に よっ て 制 宙 権 を 獲 ベン ・ パ ー パ リー は 現状 を 苦慮 し て いた が 、MS へ の 対抗 手 | 
得 し た 公国 軍 は 地球 降下 作戦 を 開始 。 連邦 軍 の 主要 軍 段 が 対 MS 重 誘導 弾 「 リ ジー ナ 」 し か な い 彼 ら に 打つ 手 は 限 
事 施設 や 鉱山 基地 を 掌握 し 、 地 上 に も 版 図 を 広げ つつ あっ られ て いた 。 そん な 折 、 連邦 軍司 令 部 か ら 緊 者 入 電 が 入っ 
た 。 欧州 に 展開 する 連邦 軍 は 果 租 に 抵抗 を 試み た も の の た 。 公国 軍 の 優 攻 に 対し て 友軍 が 戦略 的 撤 瞬 を 行う 。 そこ 
撤退 を 余儀 な くさ れ て し まう 。 対 MS 特 技 兵 小隊 を 指揮 する で 、 こ の 撤退 する 部 隊 の 支援 を 担当 せよ 、 と いう の だ 。 
| 


た 公国 軍 、 地 球 降 下 作戦 を 開始 。 途 
上 の 連邦 軍 拠 点 を 次 々 と 占拠 する 。 


連邦 軍 、 各 地 で 撤退 を 余儀 な くさ れる 。 


| 
| 7 な 4 バー バリ ー ビ 新 | 連邦 兵 バ ー パ リー、 友 軍部 隊 撤 退 の 
た な 任務 が 与 
軍部 陣 の 支援 の 一 環 
公国 軍 の 地球 合 攻 以来 対 MS 埋 の 和 面 に mntn 4 | 
笠 電 で て 件 間 を 次 々 と 穴 い 、「 欧 社 」 の 中 名 で 中 ek CHA 先行 する ザク 2 
| 文法 ko 


ザク 1 機 を 撃破 する も 、 バ ー バ リー を 
残し て 部 隊 は 全 減 。 


3 目 バー バリ ー、 ザク 小隊 と 交戦 | 
バー バリ ー は 部 下 を 率い て 欧 。 えも 足り な い 者 ば か り 。 さら に 圧 候 か ら の 報告 に よる と 、 攻 パー パリ ー、 残 る ザク 1 機 の 撃破 に 
移動 。 撤退 する 友軍 に 先 陽 。 撃 対象 と な る ザク 小隊 は 3 機 編制 の は ず な の だ が 、 接 近 し 成功 。 

け て 移動 する 公国 軍 ザ ク 部 隊 を 攻撃 する こと と な っ た 。 し て くる の は 2 機 だ けら し い 。 許 る バー パリ ー で は あっ た が 確 
か し 連日 の 戦闘 で バー パリー の 部 隊 は 彼 幣 し て お り 、 作 た る 証拠 も な し に 作戦 を 放 す る わけ に も いか ず 、 攻 撃 開 
戦 行 の た め に 和 福 充 され た 兵士 は 度胸 ば か り で 線 度 も 考 。 始 を 指示 。 な し 崩し 的 に 戦闘 が 始ま っ て し まっ た 。 


続い て 現れ た ザク が マシ ン 
よる 攻 囚 を 仕掛け 、 


パー パリ ー、 伏 兵 の ザク と 遭遇 、 戦 死 


を 本 地 が 
次 々 と 撃破 され て し まう 


公国 軍 の 地上 侵攻 


作 共 は 功 を し 、 先 行 する 1 接近 し た サク は ヒー ト ホ ー ク Pb Lt 


ず ザク は リ ジ ー ナ の 連続 交 撃 


還 バー バリ ー、 伏兵 と 適 遇 

バー パリー も わか っ て いた こ 。 、 現 状 の 装備 と 部 隊 功 し た 。 これ まで 辛酸 を 舐め させ られ た 相手 を 自分 の 手 で 
編制 で ザク に 対抗 する の は 難し く 、 彼 の 目 の 前 で 部 下 た ち 葬っ た こと に 喝 来 を 上 げ る バー バリー。 だ が 彼 は 気付 いて 
が 次 々 と 犠牲 に な っ て し まう 。 いな か っ た 。 これ まで 次 を 見 せな か っ た 残る 1 機 の ザク が 
すぐ 間近 に 潜ん で いた こと に 。 それ に 気付 いた 時 、 バ ー バ 
リー は 自ら の 命 で その ミス を 清算 する こと に な っ た 。 


実は ガ モ フラ ー ジ ュ を 施 


し た ザク が すぐ そば に 


し に 選 を られ 当り 
し まっ た 。 結果 、 戦い は バー バリ ー の 辛勝 で 終わ っ た と 思わ れ た が 
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死神 と の 選 返 


(2 med mml1 


半 スラ ー、 ヤン デル と 出会う 


公国 軍 に よる 地球 降下 作戦 開始 か ら 津 4 ヶ月 。 欧州 の 
連邦 軍部 隊 は 機甲 部 隊 で ザク に 対抗 し よう と 画策 し て い 
た 。 そん な 折 、 第 301 戦 車 中 隊 に レイ パン ・ ス ラー 軍曹 が 
着任 し た 。 新た な 戦車 長 の 下 で 61 式 戦車 の 操縦 を 担当 


か, 
pT 半 還 | =/| 
ドル が 「 ホ ワイ ト オ ー ガ ー] と 呼ば れる 自 い ザク を 狂う の に は 訳 が あっ 
張 、 ホ ワイ ト オ ー ガ ー と 航 っ た 了 、 上 足 を 失っ て し まっ た た の だ 。 


し 、 欧 州 北方 戦線 か ら 公国 軍 を 駆逐 する た め だ 。 だ が ペ 
ア と な る ハー マン ・ ヤ ン デ ル と 出会っ た スラ ー は 絶句 し て し 
まう 。 ヤン デル は 優秀 な 戦車 兵 だ っ た が 、 公 国軍 の 白い ザ 
ク に 病 的 な まで の 復讐 心 を 換 い て いた の だ 。 


義足 と は いえ 戦車 挫 と 
し て の ヤン デル の 技量 
は いさ さか も えて お ら 
ず 、 機 所 戦 で は 複数 
の 61 式 戦車 を 相手 に 
圧倒 的 な 戦果 を 挙げ 、 
スラ ー を 訟 か せ で いる 。 


目 レイ バン 、 ホワ 


つい に 北方 戦線 の 公国 軍部 隊 へ の 攻撃 作戦 が 開始 
れ た が 、 ヤ ン デ ル は 自 機 の 不調 を 理由 に 出撃 を 拒絶 。 操縦 
担当 の スラ ー も 待機 する こと に な っ た 。 だ が これ は 彼 の 巧 
紗 な 策略 だ っ た の で ある 。 長 らく 追い 求め る 白い ザク (ホワ イ 


夜 装 に 始ま っ た 戦 開 は 夜明け まで 続き 、 戦車 隊 が 全 減 し た か に 見 え 
が ヤン デル は 巧み に 身 を 電 し 、 至近 引 離 か ら ホワ イト オー ガー を 奏 撃 


| アリ ー メ 、 オ デ ッ サ 作 戦 に 参加 


ト オ ー ガ ー) が 本 隊 と は 別に 行動 し て いる と 気付 き 、 わ ざと 出 
撃 し な か っ た の だ 。 その 夜 、61 式 戦車 二 個 小隊 を 引き 連れ 
た ヤン デル は か つて の 浪 戦 地 跡 に 移動 。 その 場 に 居合 わ 
せ た ホ ワイ ト オ ー ガ ー の 小隊 と の 交戦 を 開始 し た の だ っ た 。 


国軍 バト ロー ル 隊 が 
迫っ て いる こと を スラ ー 


MS の 開発 に 成功 し た 連邦 軍 は 一 大 反攻 作戦 を 計 
画 。 鉱山 資源 基地 オデ ッ サ を 奪還 する 作戦 を 決行 する こ 
と に な っ た 。 多 く の 部 隊 が 参戦 する 中 、 ア リー ヌ ・ ネ イズ 
ン を リー ダー と する 独立 混成 第 44 旅 団 に も 参戦 命令 


下さ れる 。 陸戦 強 嘩 型 ガ ンタ ンク の 開発 を 担当 する 彼女 
は スパ イ 容 疑 を 掛け られ (交際 相手 が 機体 情報 と 共に 公 
国軍 に 逃亡 )、 終身 刑 を 受け て いた 。 だ が 仮釈放 と な っ た 
今 、 元 恋人 に 復讐 する た め 、 戦場 に 向かう の だ っ た 。 


いわ れ な き スパ イ 容 錠 を 受け て 投球 され て ヌ 。 し か し オデ ッ サ 作 
戦 に は 多く の 内 力 が 必要 で あり 彼女 も 戦場 復 用 する こと に な っ た 。 


a 
「 人 あま 


同じ < 終身 刑 に 服 し て 


の 関心 は 戦 開 の 趣 勢 
より も 者 倖 に あっ た 。 


P11 月 ee 
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由 アリ ー メ 、 ダ プ デ 級 陸戦 盤 と 交戦 


元 恋 人 は 公国 軍旗 艇 で ある ダブ デ 組 陸戦 艇 に 搭乗 し 
て いる と 予想 し た アリ ー ヌ は 、 友 軍 と の 連携 を 無視 し て 敵 
陣 深 くに 突進 。 部 下 ふ た り の 命 と 引き 換え に ダブ デ 級 を 
追い 詰め て いく 。 だ が その 時 、 も う 1 隻 の ダブ デ 級 が 現れ 


識 ダフ デ 吉 に 突 傍 する 隊 戦 
詩 江 型 ガ ンタ ンク 。 公団 軍 


た 。 そちら こそ 本 命 だ と 確信 し た アリ ー ヌ は 、 隊 戦 強 舞 型 ガ 
ンタ ンク を 疾走 させ 、 つい に ダブ デ 級 に 肉薄 。 その 艦 に 元 
恋人 が 乗っ て いる こと を 知る 。 し か し それ に 続く 元 恋人 の 
告白 は 彼女 が 予想 も し て いな か っ た 真実 を 務 ん で いた 。 
政党 心 に 臣 ら れ た アリ ー ヌ 
は 裕 弾 し な が ら も ダブ デ 級 
に 肉薄 。 部 下 と 同様 自爆 


する こと で 、 元 意 人 と の 過 
去 を 清算 し よう と する 。 


れる 。 元 恋人 
と し て 人 国軍 に 洪 入 | 
け で 、 ア リー ヌ を 裏切っ た 訳 較 
で は な か っ た の だ 。 


に 1 
別に いる こと が 発 発する 。 


スラ ー、 第 301 戦 車 中 隊 に 着任 。 ヤ 
ン デ ル と 出会う 。 


スラ ー、 ヤ ン デ ル の 61 式 戦車 の ドラ 
イ バ ー に 就任 。 


スラ ー、 ヤ ン デ ル の 指揮 の 下 、 模擬 
戦闘 に 参加 する 。 


ヤン デル 、 本 隊 と は 別 行動 を 取り 、 ホ 
ワイ ト オ ー ガ ー の 小隊 と 遭遇 。 


ヤン デル 、 ホ ワイ ト オ ー ガ ー の 撃破 に 成 
功 。 


ヤン デル 、 救援 に 駆け 付け た 公国 軍 


第 11 パ トロ ー ル 隊 の 攻撃 を 受け て 戦 
死 。 た だ し スラ ー は 生き 延び て いる 。 


連邦 軍 、 オ デ ッ サ 作 戦 を 発動 。 アリ ー 
ヌ 、 部 下 2 名 と 共に 参戦 する 。 


アリ ー ヌ 、 部 下 2 名 と 共に ダブ デ 級 陸 
戦 艇 を 製 撃 


アリ ー ヌ 、 新 た な ダブ デ 級 陸戦 艇 を 
発見 。 攻撃 を 加え る 。 


アリ ー ヌ 、 ダ ブ デ 級 陸 戦 艇 と 接触 
元 恋人 と 再会 する 。 


アリ ー ヌ 、 元 恋人 の 裏切り に 隠さ れ 
た 真実 を 知る 。 
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目 利 那 、 ミス ター・ プ シド ー と の 決戦 を 制す る 


トレ マイ オス 2 の 乗組 員 は 最後 の 決戦 に 身 を 投じ る 。 


コロ ニー・ エ クリ プス で 弟 那 ・F・ セ イエ イ と 対 時 し た ミ 
スタ ー・ ブ シド ー は 問答 無用 と ば か り に 戦い を 挑ん だ 。 CB 
と の 戦い を 通し て 多く の 友 を 失い 、 さ ら な る 戦い に 身 を 投 
じ る ブシ ドー に と っ て 、 親 那 こ そ は 越え な けれ ば な ら な い 壁 
だ っ た の だ 。 互い に トラ ン ザム を 発動 させ て 激突 する ダブ 


取り で 受け 止め 、 返す 刀 
で 相手 を 大 科 さ せ で て いる 。 


四 プトレマイオス 2、 アロ ウズ と 交戦 


ルオ ー ラ イザ ー と スサノオ 。 戦闘 が 長引く < くに つれ て GN 粒 
子 が 周辺 宙 域 に 満ち 、 痢 那 と ブン ドー は いつ し か 量子 空 
間 へ と 足 を 踏み 入れ 、 互 い の 想い を 知る こと に な っ た 。 そ 
し て 痢 那 は 戦い を 希求 する ブシ ドー の 中 に 世界 の 歪み の 
根源 を 見 出し 、 それ を 断ち 切る べく 澤 身 の 一 撃 を 放っ た 。 
ed 


政 北 
は の て よう と 


判 那 が 王 留 美 か ら 受 け 取 っ た メッ セー ジ を 解析 し た 結 
果 、 リ ボン ズ に 奪わ れ た ヴェ ー ダ の 位置 が 特定 され た 。 月 
面 か ら 移さ れ た ヴェ ー ダ は 、 現 在 、 ラ グラ ンジ ュ 2 に 位置 し 
て いる らし い 。 ヴェ ー ダ 奪還 に 成功 すれ ば 、 CB と し て の 本 
来 の 活動 が 可能 に な る だ け で な く 、 ア ロウ ズ と の 戦い に も 


勝機 を 見 出せ る に 違い な い 。 そう 判断 し た スメラギ ・ 季 ・ ノ 
リエ ガ は プトレマイオス 2 を 転進 。 新装 備 を 整え て 合流 し た 
リン ダ ・ ヴ ァ ス ティ ら の 乗る 補給 艦 と 共に ラグ ラン ジュ 2 に 
向かう こと に し た 。 だ が その 地 に は 、 CB の 接近 を 予見 し た 
アロ ウズ の 大 艦隊 が 彼ら を 待ち 構え て いた の だ っ た 。 


午 弄 が も た らし た 情報 か ら つい に ヴェ ー ダ の 所 在 が 明らか と な り 、 ス メラ ギ 
は 全般 力 を も っ て ヴェ ー ダ の 専 還 に 技 お こと を 決意 する 。 


=ー タ ao は 
の 


率い る アロ ウズ 艦隊 
が 展開 。 CB の 出現 を 
待ち 構え で いた 。 


四 カテ ィ 率 いる クー デ タ ー 勢 力 、 ア ロウ ズ と 対立 


戦術 予報 填 と し て の 能力 を 遺 選 な く 発揮 し た スメラギ に 
よっ て 緒戦 を 制 し た CB だ っ た が 、 圧 倒 的 な 物量 に は 抗 し よ 
う が な く 、 ガ ンダ ム マ イス ター た ちの 審 戦 に も か か わら ず 、 戦 
況 は 次 第 に 劣勢 に な っ て し まう 。 カタ ロン 率い る MS 部 隊 
の 加勢 に よっ て 一 時 的 に 持ち 直し た と は いえ 、 状 況 が 好転 


し た わけ で は な く 、 ヴ ェ ー ダ 秦 還 は 失敗 か と 思わ れ た 。 し か 
し ここ で 思わ ぬ 事 態 が 発生 する 。「 プ レイ クビ ピラー] 後 、 消 
息 を 絶っ て いた カテ ィ ・ マ ネ キ ン を 中 核 と する クー デ タ ー が 
アロ ウズ に 攻撃 を 仕掛 けた の だ 。 アロ ウズ の 論 行 を 是 と し 
な い 者 た ちの 参戦 に よっ て 戦況 は 変わ ろう と し て いた 。 


き 
善戦 を 続け る プトレマイオス 2 だ が 、 アロ ウズ が 投入 し た ピー ム 拉 乱用 の 効 
果 で 攻撃 手錠 を 限 定 され 、 次 第 に 劣勢 に 追い や られ て し まう 。 


だ が その 時 、 カテ ィ 率 
いる クー デ タ ー が 戦場 
に 乱入 。 アロ ウズ の 
密 行 を 昭 止 する べく 、 
攻撃 開始 し た 。 


決戦 の 地 へ 


SLOT 
決戦 の 地 へ 
リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク に 掌握 され た ヴェ ー ダ を 奉還 すべ 
5 く 、 ラグ ラン ジュ 5 へ と 赴く プトレマイオス 5。 だ が その 


地 に は アロ ウズ の 大 艦隊 が CB 茎 減 の た め に 集結 し て 
いた 。 圧倒 的 不利 な 状況 の 中 、 ガ ンダ ム マ イス ター と プ 


mM mm15 


痢 那 、 ミス ター・ ブ シド ー と の 決戦 に 
応じ る 。 


ダブ ルオ ー ラ イザ ー と スサノオ 、 トラ ン 
ザム を 発動 。 


羊 那 ミス ター・ 


ー を 制す る 。 


ミス ター・ ブ シド ー、 自決 を 試み る 。 


ヴェ ー ダ の 位置 が 特定 され る 。 


プトレマイオス 2、 ラ グラ ンジ 
動 開始 。 


ュ 2^ 移 
プトレマイオス 2、 アロ ウズ と 交戦 。 
カタ ロン 、 プトレマイオス 2 に 加勢 。 


カテ ィ 率 いる 連邦 正規 軍 、 アロウズ 
に 攻撃 を 加え る 。 


アロ ウズ 作戦 指揮 官 グ ボ マン 戦死 。 


ワレ イク ピラ ー 0 


| 本 昔 十 ガン ダム 00 


AD TIMELINE 


目 外 宙 六 行 艦 「 ソ レス タル ピー 


イン グ 号 」、 出 現 


カタ ロン と 連邦 正規 軍 の 参戦 に よっ て 、 ア ロウ ズ と CB 
の 戦い は 剛 烈 を 極め て いた 。 する と 突如 、 戦 場 に 骸 い 光 
条 が 差し 込み 、 そ の 光 に 呑み 込ま れ た 艦艇 は 英 味方 の 別 
な く 消 滅 し て し まう 。 状況 が わか ら ず 、 戦場 に 不穏 な 空気 


突如 、 月 画 上 空 か ら の 宙 域 か ら 放 た 
か り 、 た っ た 一 撃 で 多く の 交 秀 と | 


カ な レー ザー が 戦場 に 甘い 掛 
きせ た 


が 満ち る 中 、 今度 は 見 た こと も な い 大 型 艦 が 出現 し た 。 そ 
れこ そ は CB 創設 者 イオ リア ・ シ ュ ヘ ン ペ ルク が 建造 し た コ 
ニー 型 外 宇宙 航行 母艦 「 ソ レス タル ビー イン グ 号 ] で あ 


まで 誰 ひ と り と し て そ 
の 存在 に 気付 か な か っ 
た の で ある 。 


_ 


スメラギ 、 ソ レス タル ビー イン グ へ の 強行 突入 を 決行 


出現 と 同時 に 次 々 と 強力 な レー ザー を 放つ ソレ スタ ル 
ビー イン グ 号 。 味方 を 巻き 込む こと も 胡 わ な い 攻撃 に 、 
著 は 起り を 募ら せる 。 一 方 、 状 況 を 精査 し た スメラギ は ソ 
レス タル ビー イン グ 内 部 に ヴェ ー ダ が 収め られ て いる と 確 


信 。 ソレ スタ ルビ ー イ ング 号 へ の 突入 と ヴェ ー ダ の 奪還 ミッ 
ショ ン の 開始 を 宣言 する と 、 プトレマイオス 2 を 突進 させ た 。 
その 動き に 呼応 し て 各 ガ ンダ ム も プトレマイオス 2 に 追従 。 
戦場 は ノレ スタ ルビ ー イ ング 号 周辺 に 移行 し レ つ つ あ っ た 。 


: 湯 ec 


を 宮 財 し 5 に 終止 


、 ス メラ ギ は 対空 栓 も 
号 に 突進 させ た 。 


4 昌 9 カ ンダ ム も 


軒 プトレマイオス 2、 ソレ スタ ルビ ー イ ング に 突入 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ 号 へ の 侵攻 ルー ト を 確保 する た め 
は 空砲 を 破壊 し な が ら 進 む プ トレ マイ オス 2 と ガン ダム 。 


5 
そこ に アロ ウズ の 新型 MS ガ ガ の 大 群 が 襲い 掛か っ て き 
た 。 自 機 の 掴 害 を 意 に 介さ ず 、 ト ラン ザム を 例 動 し な が ら 


| 月 画 か ら 発進 し た 新 贅 MS 
| ガ ガ の 大 部 隊 が プ ト レ マ イ 
】 オス 2 に 接近 。 トラ ン ザム を 

1 発動 させ る と 、 そ の まま 体 当 

| だ 仕掛 け て きた 。 


目 ティ エリ ア 、 リボ ンズ と 遺 過 


体 当たり を 仕掛 ける ガ ガ の 猛攻 に 、 プ トレ マイ オス 2 は た 
ち ま ち 防 戦 一 方 に な っ て し まう 。 それ で も カタ ロン や クー デ 
ター 部 隊 の 援護 も あっ て 辛うじて カカ 部 隊 か ら 逃 れる と 、 ソ 
レス タル ビーイング の ドッ ク へ 突入 し た の だ っ た 。 


ー る クー デ タ ー 部 や カタ 
ロン の 残存 部 隊 が プ ト レ マ 
Fe1 


攻 を 提 い 潜っ た プ ト 
ス 2 は ソレ スタ ルビ : 
号 の ドッ ク に 入る ご 
し て いる 。 


ガン ダム マイ スタ ー が それ ぞ れ の 相手 と 交戦 する 最 中 、 
ソレ スタ ルビ ピー イン グ 号 へ の 侵入 を 図っ た セラ ヴィ ー ガ ン 
ダム は ヒ リ ン グ 、 リ ヴァ イヴ の 連携 の 前 に 中 破 し て し まっ 
た 。 し か し ヒ リ ング が 機体 を 確認 し た と ころ 、 すでに コク ピッ 


大 破 し た セラ ヴィ ー ガ ンダ ムカ ら 脱出 し た ティ エリ ア は ソレ スタ ルピー イン グ 
号 に 単独 で 潜入 。 最深 部 で ヴェ ー ダ 本 体 を 発見 し た 


ト は も ぬけ の 殻 だ っ た 。 いち 早く 脱出 し た ティ エリ ア ・ ア ー 
デ は 単身 で ソレ スタ ルビ ー イ ング 号 内 に 潜入 し て いた の 
だ 。 その 後 、 艇 内 を 探索 し て いた ティ エリ ア は ヴェ ー ダ 本 体 
と その 前 で 侍 お リボ ンズ を 発見 し た の だ が ……。 


ー 型 外 宇宙 航行 母艦 「 ソ レス 
タル ビー イン グ 号 」、 戦場 に 出現 


| ソレ スタ ルビ ピー イン グ 号 、 敵 味方 関係 
| な く 攻 撃 を 仕掛 ける 。 


スメラギ 、 ソ レス タル ビー イン グ 号 内 に 
ヴェ ー ダ が 置か れ て いる と 確信 。 

ぇ スメラギ 、 ソ レス タル ビー イン グ 号 へ 
の 突入 お よび ヴェ ー ダ 奪還 ミッ ショ ン 
を 発動 。 

プトレマイオス 2、 ソ レス タル ビー イン 
グ 号 に 向け て 移動 開始 。 


プトレマイオス 2、 ガ ガ 部 隊 の 強襲 に 
道 遇 。 


カタ ロン お よび クー デ タ ー 部 隊 、 プ ト 
レ マ イ オス 2 の 援護 を 開始 。 


プトレマイオス 2、 ソ レス タル ビー イン 
グ 号 の ドッ ク に 突入 。 


ドッ ク 周 辺 で 激戦 が 繰り 広げ られ る 。 


ティ エリ ア 、 ヒ リン グ と リヴ ァ イ ヴ に 遭 遇 。 
由 セラ ヴィ ー ガ ンダ ム 、 中 破 。 


四 ティ エリ ア 、 機 体 を 乗り 捨て て ソレ ス 
タル ビー イン グ 号 内 部 に 潜入 。 


| ティ エリ ア 、 ヴ ェ ー ダ 本 体 と り ボ ンズ を 
発見 。 


終止 稚 を 打 た 


野江 


で 大通 ・ サ ン ライ ズ ・MBS 166-28 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


* E.TIMELINE 


167-25 


四 リリ ー ナ 、 リ ー プ ラ に 潜入 


兄 セ ゼクス を 説得 する た め 、 単 身 で リーブ ラ に 向かっ た リリ ー 
ナ ・ ピ ー ス クラ フト 。 だ が ホワ イト ファ ング (WF) の 指導 者 と し 
て 地球 残 減 を 目指 す ゼ クス の 意志 は 固く 、 リリ ー ナ の 説得 


わっ て し まっ た 。 その 後 、 ゼクス は リリ ー ナ の 身 を 
: す と 、 自 分 は リー ブラ に よる 地球 侵攻 を 再開 。 後 
ろ 難 を 引か れる 想い な が ら も 、 リリ ー ナ は その 場 を 後に し た 。 


以上 の 岐大 を 良し と し を い リ リー ナ は 、 ゼ タス (に 
。 だ が 実 の 株 の 願い で も ゼクス の を 変え る こと は で き な か っ た 。 


せめ で て 兄 ら し いと ころ を 見 


せよ うと 思 


目 トレ ー ズ 、 ゼクス に 決闘 を 申し 込む 


デル マイ ユ 修 鋼 を 排除 し て OZ の 再 統一 に 成功 し た ト 
レー ズ は 、WF に 対抗 すべ く 世 界 国家 を 樹立 。 世界 国家 
軍 を 率い て 宇宙 に 上 が る と 、 ゼ クス に 決闘 を 申し 込ん だ 。 


ん 


トレ ー ズ と の 決 関 を 拒否 し た ゼクス は リー ブラ 砲 で 相手 を 消 減 させ よう と す 
る 。 ト レー ズ の トー ル ギ スロ 『 は 光世 に 呑み 込ま れ た と 思わ れ た が …………。 


だ が ゼクス に は それ に 応じ る 気 が 毛頭 な く 、 リ ー ブ ラ 砲 で ト 
レー ズ を 一 皿 し よう と する 。 する と そこ に 和 監 睡 か ら 目覚 め た 
レデ ィ ・ ア ン が 現れ 、 トレ ー ズ の 窮地 を 救っ た の だ っ た 。 


戦場 に 出現 。 トー ル ギ ス HI 
を 序 っ て 自ら が リー ブラ 胡 
を 受け た 。 な お 、 
で ウイ ング ガン タム は 大 破 
レデ ィ は 無傷 で ト 
レー ズ と 再会 し て いる 。 


12 月 24 日 
半 YE と 世界 国家 軍 、 開戦 


決闘 を 拒絶 され た トレ ー ズ は 全 軍 を 挙げ て WF と の 決戦 
を 指示 。 地球 軌道 上 で 大 規模 な 戦闘 が 勃発 し た 。 一 方 、 
G チ ー ム の 面々 は 、 現 状 で は リー ブラ の 存在 が 当面 の 各 


威 と 判断 。 激しい 戦闘 の 果て に ピー スミ リオ ン が リー ブラ 
砲 を 破壊 し た 。 それ で も ゼクス は 地球 残 減 を 諦め よう と せ 
ず 、 リー ブラ を 質量 弾 と し て 地球 に 落下 させ よう と し た 。 


の つい に 両 勢力 が 全面 

所 | 対す る こと と な り 、 

地球 執 道上 の 資 軍 衛 

ピン 星 MO-I で 凄惨 な 戦 
L い が 開 始 さ れ た 。 


激しい 対空 砲火 を 反 
い 潜 っ て リー ブラ に 内 
薄 し た ビー スミ リオ ン は 
その まま 体 当たり を 
行 。 リー ブラ 克 の 破壊 
に 成功 し て いる 。 


ト を 終っ た 。 


し か し ゼクス は 地球 工 
減 を 中 め ず 、 ピ ー ス ミリ 
オン も ろ と も リー プラ を 
地球 に 落下 させ る と い 
う 野党 に 出 た 。 


戦乱 の 終結 


戦乱 の 終結 


トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ が 率い る 世界 国家 軍 と ゼクス ・ 
マー キス 率い る WF。 双方 が 威信 を 賭け て 激突 する 最 
中 、「G」 チー ム の 5 人 も 戦い に 身 を 投じ る 。 長 ま に 豆 る 
戦乱 に 終止 待 を 打ち 、 戦い の 愚か さ を 人 々 に 示す た め 、 
彼ら は 自ら に で きる こと を 成し遂げ よう と し て いた 。 


LW] mMM sm10 


リリ ー ナ 、 リー ブラ に 潜入 。 
リリ ー ナ 、 ゼクス の 説得 に 失敗 。 
ゼクス 、 リ ー ブ ラ に 潜入 し た ヒイロ に リ 
リー ナ を 託す 。 

トレ ー ズ 、 世 界 国家 軍 を 率い て 宇宙 
に 上 が る 。 


トレ ー ズ 、 ゼ クス に 決闘 を 申し 込む 
が 、 拒絶 され る 。 


ゼクス 、 リー ブラ 砲 で トレ ー ズ を 砲撃 。 
トレ ー ズ 、 レデ ィ ・ ア ン に 久地 を 
救 わ れる 。 

WF と 世界 国家 軍 、 開戦 。 


ビー スミ リオ ン 、 リ ー ブ ラ 砲 の 破壊 に 
成功 。 


ゼクス 、 リ ー ブ ラ を 地球 落下 軌道 に 
乗せ る 。 


トレ ー ズ の 真意 


世界 国家 元首 自ら 


| 新生 札 カ ンダ ム W 


RAC.TIMELINE 


戦乱 の 終結 


LW] WM4 ser10 


目 カト ル 、 ドロ シー と 対決 


仲間 た ち が リー ブラ の 落下 阻止 に 秦 戦 する 一 方 、 カ ト 
ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー は 戦列 を 離れ て リー ブラ 内 部 に 潜 
入 。 MD 集中 制御 シス テム の 停止 を 試み た 。 し か し 制御 


室 に は ドロ シー・ カ タロ ニア が お り 、 カト ル の 前 に 立ち は だ 
か る 。 や む な く カト ル は ドロ シー に 言わ れる まま に サー ベル 
を 手 に 取り 、 ふた り は 生身 の 戦い に 挑む の だ っ た 。 


2 | 、 = 
し に ペー 
Fa 


ドロ シー の 中 に 肥 る 戦い を 憎む 心 を 信じ る カト ル は 剣 を 拉 る 手 が 印 っ て し ま | 


い 、 つ い に ド ロジ 


か ら の 一 撃 を その 身 に 受け て し よっ た 。 


借 つ き な が ら も 説得 を 止め 
の 合 に 


の 機能 停止 を 黙認 し た 。 


目 五 飛 、 ト レー ズ と 交戦 


7 トル に 続い て 単独 行動 に 移っ た 張 五 飛 は 、 ト レー ズ の 
姿 を 探し 求め て いた 。 か つて トレ ー ズ に 手痛い 敗北 を 喫し 
た 五 飛 は その 日 の 屈辱 を 忘れ ず 、 戦 士 と し て の 真 の 再起 


を 為す た め に 再戦 を 望ん で いた の だ 。 そし て つい に トレ ー 
ズ の 機体 を 見 つけ た 五 飛 は た だ ち に 攻撃 を 仕掛 けた 。 だ 
が その 結末 は 、 彼 が 予想 : な い 形 と な っ た の だ っ た 。 


五 飛 が 戦士 と し て 成長 し た こと を 悟っ た ト | 
えて アル トロ ン ガン ダム の 一 東 を 受け 、 果 


人 度 と し て 追い 続け て いた 
相手 が 一 方 的 な 幕 引き を 
し た こと で 五 飛 は ショ ッ ク を 
受け 、 戦士 と し て 埋 う 理由 
を 探し 求め る よう に な る 。 


a I 


トレ ー ズ の 死 を 知っ た レデ ィ が 世界 国家 軍 の 降伏 を 宣 
言 。 一 方 の WF も 其 大 な 被害 を 被っ て お り 、 人 類 を 地球 と 宇 
軍 に 分 断 し た 戦乱 は 幕 を 閉じ る こと に な る 。 だ が ヒイロ と ゼ ク 
ゼクス は WF の リー ダー と し て 、 


立ち は だ か る ヒイロ は 何と し て も 
排除 し る けれ ば な ら な か っ た 。 


一 方 の ヒイロ に も リー ブラ を 上 
め 、 戦 い を 止め させ る と いう 目的 
が あり 、 ふ た り の 戦い は いつ 果て 
る と も な く 続 けら れ た 。 


ス の 戦い だ け は いま だ 終結 を 迎え て は いな か っ た 。 戦い の 中 
で 奇 秒 な 因縁 に 結ば れ 】 (に 、 ここ で 相手 を 倒さ な 
けれ ば 、 自 ら の 中 の 戦い に 終止 符 を 打 て な か っ た の だ 。 

ルク レツ ィ ア ・ ノ イン は 心から せ 
クス を 募っ て いた が 、 取 えて 戦い 


に 介入 せ ず 、 違 く か ら ふ た り の 次 
を 見 中 っ て いた と され る 。 


ウイ ング ガン ダム ゼロ の 一 撃 が ガ 
bd 
し 、 戦い は ヒイロ が 制 し 
し ヒイロ は と ど め を 刺 そ う , 
この 戦い の 後 、 ゼ クス は 
明 と な っ て いる 。 


四 ヒイロ 、 リー プラ の 成 片 を 破壊 


5 人 の 博士 が 機関 部 を 爆破 し た こと で 、 リー ブラ の 地球 
落下 は 阻止 され た か に 見 えた 。 し か し 本 体 か ら 分 離し た 巨 
大 な 破片 は 落下 を 続け て おり 、 こ の まま で は 地上 に 甚大 な 


うら 離れ た 破片 が 地球 に 座 下 。 し か し 吉 道 上 で 待ち 構え 
る ウイ ング ガン ダム ゼロ が ツイ レバ ズ タ ー ラ イフ ル で の 名 没 を 試み た 。 


被害 が 生じ て し まう 。 する と 傷 付 いた 機体 を 駆っ た ヒイロ 
が 破片 の 軌道 上 に 移動 。 断熱 圧縮 で 機体 が 赤熱 する の 
も 構わ ず 、 ツイ ン パ スタ ー ラ イブ フル で 破片 を 破壊 し た 。 


戦い を 停止 し 、 固 中 を 香 


ん で 見 守る 者 た ちの 前 で 
強力 な ビー ム に 綱 か れ た 
磁 訂 は 埋 英 。 地上 へ 
被害 は な く 、 危 機 | 
きれ て いる 。 


カト ル 、 リー ブラ 内 部 に 潜入 。 
カト ル 、MD 集 中 制御 室 で ドロ シー と 
遭遇 。 


カト ル 、 ドロ シー と 生身 の まま 戦う 。 


カト ル 、 ドロ シー の 説得 に 成功 。 


五 飛 、 トレ ー ズ を 発見 、 交戦 する 。 
トレ ー ズ 、 五 飛 の 攻撃 に あえ て 身 を 
晒す 。 

レデ ィ 、 世界 国家 軍 の 降伏 を 宣言 。 
WF と 世界 国家 軍 の 戦 | 


皿 。 
ヒイロ と ゼクス 、 戦闘 を 続行 。 


レデ ィ 、 ヒ イロ と ゼクス の 戦い を 全 世 
界 に 放映 する 。 


ヒイロ 、 ゼクス を 制す る 。 
5 人 の 博士 、 リーブラ の 機関 部 を 
破壊 。 


リー ブラ の 破片 、 軌 道 か ら 外 れず に 
地球 落下 を 続け る 。 


ヒイロ 、 破 片 を ツイ ン バ パス ター ライ フル 
で 破壊 。 
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火星 に 囚われ た キオ ・ ア ス ノ が 地球 に 帰還 し て 約 1 ヶ月 。 
ヴェ イガ ン に 奪わ れ た 連邦 軍 基 地 ル ナベ ー ス の 奪還 作 
戦 が 開始 され だ 。 新型 機 ・ ガ ンダ ム AGE-FX を 受領 し た 
キオ も 戦い に 参加 する 。 そし て 戦い を 続け な が ら 、 地球 
と ヴェ イガ シン が 共存 する 道 を 模索 する の だ っ た 。 


167-27 


目 ルナ ベー ス を 巡る 戦闘 が 発生 


家族 と の 再会 を 果たし た キオ は 火星 で の 出来 事 を フリ ッ 
ト - ア ス ノ に 話す 。 だ が ヴェ イガ ン へ の 私 起 を 募ら せる フリ ッ 
ト は 舌 居 減 の 考え を 変え よう と せ ず 、 ふ た り の 間 に 溝 が 生 
じ た だ け だ っ た 。 そん な 折 、 連邦 軍 総 司令 官 フ レデ リッ ク ・ 
アル グレ アス が ヴェ イガ ン に 奪わ れ た ルナ ベー スズ の 春 違 


作戦 を 発動 。 新型 機 ガン ダム AGE-FX を 与え られ た キオ 
も 戦い に 参加 する が 、 敵 機 は 撃墜 する も の の 敵 パ イロ ッ ト 
に と ど め を 刺 そ うと は し な か っ た 。 火星 で 過酷 な 生活 を 強い 
られ る ヴェ イガ ン の 姿 を 目 に し た こと で 、 キ オ は ヴェ イガ ン を 
も 救い た いと 考え る よう に な っ て いた の だ 。 


ー Ja6 邊 3 


アセ ム の 協力 も あり 、 フ リッ ト と の 再会 を 果たし だ が フリ ッ ト の や は 
ヴェ イガ ン へ の 憎 地 で 満ち て お り 、 キオ の 願い を 聞こ うと し な か っ た 。 


目 ジラ ー ド .、 加 邦 軍 と 敵対 する 


ンダ ム AGE-FX。 メラ ウ 
ンダ ー 用 に 調整 され た 
最新 舗 横 で ある 。 


キオ の 活躍 に 加え 、 ビ シディ アン も 参戦 し た こと で 戦闘 
を 有利 に 進め て いく 連邦 軍 。 する と そこ に 連邦 軍 エ ー ス パ 
イロ ッ ト の ジラ ー ド ・ ス プリ ガン が 出現 、 これ で 戦局 は 決し た 
も の と 連邦 軍 将 兵 の 誰 も が 確信 する 。 ジラ ー ド は 連 
邦 軍 に 与 せ ず 、 あ ろう こと か ヴェ イガ ン に 協力 し て 攻撃 を 


が 、 ル ナベ ペー ス を 軍 る 埋 乱 に 乗じ て つい に 牙 を 刷 い た 。 


仕掛 け て きた 。 か つて X ラ ウン ダー と し て 新型 機 の 評価 試 
験 を 担当 し て いた ジラ ー ド だ が 、 試験 中 の 事故 に よっ て 同 


僚 兼 恋人 を 亡くし て いた 。 し か も その 事故 が 連邦 軍 上 層 
部 の 作為 で ある こと が 判明 し た こと で 、 彼 女 は 連邦 軍 に 
復讐 する 機会 を 伺っ て いた の で ある 。 


な か っ た 。 


目 連邦 軍 、 ルナ ベー ス を 礁 避 


メラ ウン ダー と し て の 能力 を 発揮 する ジラ ー ド に 対し て 、 
フリ ッ ト が AGE-1 で 参戦 。 する と X ラ ウン ダー 同士 の 能力 
が 共鳴 し 、 負 荷 に 耐え 切れ な く な っ ド が 暴走 。 敵 
味方 関係 な く 攻撃 を 仕掛 ける よう に な っ て し まっ た 。 一 方 、 
業 を 熱 や し た アル グレ アス が プラ ズ マ ダイ バー ミサ イル に 


フリ ッ ト の 参戦 が きっ か けど 


ウン ダー の 能力 が 共鳴 。 そ 
の 負荷 に 耐え きれ 
ド は 昌 走 し て し まう 。 


敵 味 方 の 区 別 く 攻撃 を 
仕掛 ける ジラ ー ド を 討っ た 
の は フリ ッ ト だ っ た 。 だ が 彼 
女 の 誤 し み を 知ら され て い 
た だ け に 、 その 胸中 に は 短 
いい 想い が 残る こと に な っ た 。 


よる ルナ ベー ス の 破壊 を 予告 。 命令 に 含ま れ た 言 外 の 意 

味 ( こ れ 以上 の 犠 姓 者 を 出さ な いた め に も 、 攻 撃 開 始ま で 

に 残さ れ た 時 間 を 使っ て 、 な ん と じ で も 基地 を 制圧 せよ ) を 

察し た セリ ッ ク ・ ア ビス が 秦 起 し 、 基地 に 立て 冬 も る ヴェ イ 
ガン に 降伏 勧告 を 受諾 させ る こと に 成功 し た の だ っ た 。 

一 方 、 キ オ や フリ ッ ト た ちの 

| 激戦 を 房 目 に ルナ ペー ス へ 

名 の 侵入 を 果たし た セリ ッ ク 


| が 、 基 地 に 立て 待 も る ヴェ 
イガ ン に 投降 を 保 し た 。 


最初 は 要請 を 拒 載 し た ウェ 
イガ ン 側 だ が 、 プラ ズ マ ダイ 


パー ミサ イル の 財力 は 彼ら 


も 知っ て お り 、 や も な く 投稿 | 
に て いき 。 
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キオ 、 地 球 圏 に 帰還 。 
キオ 、 フリット の 説得 に 失敗 。 


連邦 軍 、 ル ナベ ー ス 奪回 作戦 を 開 
始 。 


キオ 、 ガン ダム AGE-FX で 出撃 。 


ジラ ー ド 、 戦場 に 出現 。 


ジラ ー ド 、 ヴ ェ イガ ン 側 に 寝返り 、 連 
邦 軍 に 攻撃 を 開始 。 


ジラ ー ド 、 フ リッ ト と 交戦 。 X ラ ウン ダー 
の 能力 が 暴走 する 。 


アル グレ アス 、 プ ラズ マダ イ バ ー ミ サ 
イル の 使用 を 予告 。 


セリ ッ ク 、 ルナ ベー ス に 突入 。 ヴェ イ 
ガン に 降伏 勧告 を 受諾 させ る 。 


ジラ ー ド 、 フリ ッ ト に 討た れる 。 


それ ぞ れ の 進む 道 
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四 モハ ー ト 、 シド と 交戦 


セカ ンド ムー ン に 帰 可 し た ゼ ハ ー ト - ガレ ッ ト は ヴェ イガ ン 
最高 指導 者 イゴール ・ イ ゼル カン ト か ら 「 プ ロジ ェクト ・ エ デ 
ン ] の 真 の 意味 を 聞か され 、 計 画 を 完遂 する よう 、 ガ ンダ 
ムレ ギル ス と ヴェ イガ ン の 全権 を 託さ れ た 。 だ が 試乗 に 向 


か っ た 宙 域 で EXA-DB を 守護 する 巨大 MS シド と 適 遇 、 
その 圧倒 的 な 能力 に 苦戦 を 強い られ て し まう 。 する と EXA- 
DB の 存在 を 感知 し た アセ ム が その 場 に 飛来 し 、 ふ た り は シ 
ド を 倒す た め に 一 時 的 な 和解 と 共闘 を 決意 する の だ っ た 。 


ガン ダム AGE-3 を 凌ぐ ほど の 能力 を 誇る ガン ダム レギ ルス を も っ て し て も シ 
ド を 個 す こと は 召し く 、 ゼ ハ ー ト は 次 第 に 追い 詰め られ で て し まう 。 


ララ: グラ ミス を 巡る 戦闘 が 発生 


アセ ム の 全力 が あっ た 
か ら 5 こそ 、 ゼ ハー ト は シ 

| を 撃退 する こと が で 
きた , し か レア セム と 
の 和解 は 成ら ず 、 ふた 

| り は 再び 視 を 分 か っ て 
いる 。 


アル グレ アス が 次 の 攻撃 目標 を 宇宙 要塞 ラ ・ グ ラミ ス に 
定め る 一 方 、 イ ゼル カン ト は セカ ンド ムー ン を 地球 国 に 向け 
て 移動 させ た こと で 、 つ い に 両 軍 の 全面 対決 が 開始 され 
た 。 だ が 開始 直後 か ら 戦 場 は 混 池 と し つつ あっ た 。 連邦 軍 


ディ グマ ゼノン 答 の 成 力 は 湊 ま く 、 一 撃て 連 邦 還 和 に 大 打撃 を ほえ て 
いる 。 その 様子 を 間近 で 見 た キオ も 果 然 と し て し まう ほど だ っ た 。 


還 上 ハー ト 、 アセ ム と 交戦 


は ラ ・ グ ラミ ス に 搭載 され た 大 型 兵器 「 デ ィ グ マセ ゼノ ン 砲 ] 
の 砲撃 を 受け 、 大 打撃 を 受け て し まう 。 一 方 、 ヴェ イガ ン で 
は イ ゼ ル カ ント の 側近 ザ ナ ルド ・ ベ イハ ー ト が ゼ ハ ー ト に 課 
反 を 起こ し 、 混乱 に 紛れ て 彼 の 謀殺 を 画策 し て いた の だ 。 


戦局 は 大 きく 変わ っ て い 
た か も し れ な い 。 


戦場 が 混乱 を 極め る 中 、 プ ロジ ェクト ・ エ デン の 実現 を 
逸 る ゼ ハ ー ト は ラ ・ グ ラミ ス と セカ ンド ムー ン と 結合 させ 、 最 
大 出力 に よる ディ グマ ゼノ ン 和 砲 で 決 落 を つけ よう と する 。 こ 
の 一 撃 で 敵 味方 を 合わ せ て 多く の 命 が 失 われ た (犠牲 者 
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戦闘 が 最終 局面 に 移行 


の 中 に は ゼ ハ ー ト を 慕う 副官 フラ ム ・ ナ ラ の 姿 も あっ た ) 
が 、 肝 心 の ガン ダム を 取り 逃がし て し まっ た こと か ら 、 ゼ ハー 
ト は 自ら ガン ダム レギ ルス で 出撃 。 アセ ム の 駆る ガン ダム 
AGE-2 ダ ー ク ハウ ンド と の 決戦 に 臨 お の だ っ た 。 


最終 的 に 戦い を 制 し た 
の は アセ ム で あり 、 至 
命 借 を 負っ た ゼ ハ ー ト 
は アセ ム と の 懐かし い 


セハ ー ト が 戦死 し た と いう 報せ を 聞い た ラ ・ グ ラミ ス の 司 
令 官 ファ ルク - オ クラ ム ド は 、 切り 札 で ある イ ゼ ル カ ント の ク 
"ギン ス ) を 新型 MS ヴェ イガ ン ギ ア で 出撃 させ 
を 取り 込み 、 ヴェイ ガン ギア ・ シ ド と な っ た 


ンド を 取り 込み 、 コ ント ロー 
ル を 失っ た ヴェ イガ ン ギ ア ・ 
ンド が ヴェ イガ ン を 攻撃 。 セ 


この 機 に 乗じ で ヴェ イガ ン 
の 一 撮 を 図る うと し た フリ ッ 
ト 。 し か し キオ た ちの 願い が 
つい に 彼 の 心 を 動か し 、 プ 
リッ ト は ヴェ イガ ン へ の 憎 し 
み を 捨て 去っ た の 7 


ゼラ は セカ ンド ムー ン と 接触 。 だ が こと こ で エネ ルギー の 逆 
流 現象 が 生じ 、 ラ ・ グ ラミ ス が 崩壊 、 セ カン ドム ー ン の 分 離 
も で き な く な っ て し まっ た 。 この 事態 に 際 し 、 両 軍 は これ ま 
で の わだかまり を 捨て て 、 互い に 協力 する の だ っ た 。 
圧 名 的 な 戦闘 能力 を 発 控 
する ヴェ イガ ン キ ア ・ 
| が 、 キオ の 持て 身 の 攻 軸 


よっ て 葬 ら れ 、 ゼラ も 一 命 を 
取り 留め て いる 。 


火星 で 病床 に 伏し て いた イ 
ゼル カン ト は 事 能 を 察する 
と X ラ ウン ダー 能力 で キオ と 
接触 。 人類 の 未来 を 託し 
息 を 引き 取っ た の だ っ た 。 


ゼ ハ ー ト 、 イ ゼル カン ト か ら プ ロジ ェ ク 
ト ・ エ デン の 真意 を 聞か され る 。 


ゼ ハ ー ト 、 ガン ダム レギ ルス と ヴェ イガ ド に) 
ン の 全権 を 委譲 され る 。 


ゼ ハ ー ト 、 ガ ンダ ムレ ギル ス の 試乗 中 
に シド と 交戦 。 


アセ ム 、 ゼ ハー ト と 協力 し て シド を 撃退 。 


連邦 軍 と ヴェ イガ ン 、 全 面 戦争 に 突入 。 
ヴェ イガ ン 内 部 で ザ が ナル ド に よる クー 
デ タ ー が 発生 。 

ゼ ハ ー ト 、 ディ グマ ゼノ ン 砲 を 使用 
ゼ ハー ト 、 ガン ダム レギ ルス で 出撃 。 
ゼ ハ ー ト 、 戦死 。 


ゼラ 、 ヴェ イガ ン ギ ア で 出撃 。 


ヴェ イガ ン ギア 、 シド を 取り 込み 、 

ヴェ イガ ン ギ ア - シド に 変貌 。 

ヴェ イガ ン ギ ア ・ シ ド の 影響 で ラ ・ グ ラ 
ミス が 崩壊 。 セカ ンド ムー ン に も 危機 
が 及ぶ 。 


オク ラム ド 、 連 邦 軍 に セカ ンド ムー ン る 
の 救援 を 要請 。 


フリ 遺恨 を 捨て 、 救 援 活動 に 参加 。 
キオ 、 ヴェ イガ ン ギ ア ・ シ ド を 撃破 。 


イ ゼ ル カ ント 、 キ オ に 未来 を 託し て 息 
を 引き 取る 。 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


WC.TIMELINE 


園 リー ン ホ ー ス Jr.、 アメ リア ・ コ ロニ ー に 接近 


サイ ド 2 で の 攻防 


Ov) 本 4 serr D9 
サイ ド 2 で の 攻防 


カイ ラス ・ ギ リー 攻略 戦 を 制 し た こと で 新た な 旗艦 (リー 
ン ホ ー ス Jr.) を 得 た リガ ・ ミ リティ ア は 、 勢い の まま に 
ザン スカ ー ル 帝国 が 位置 する サイ ド 2 に 進攻 。 帝国 の 

ー 本 国 で ちる アメ リア ・ コ ロニ ー の 周辺 宙 域 で 戦闘 を 敢行 
し 、 一 定 の 戦果 を 挙げ る こと に 成功 し た の だ っ た 。 


ウッ ソ 、 アメ リア か 5 脱出 。 


アメ リア ・ コ ロニ ー か ら の 脱出 を 図る ウッ ソ と シュ ラク 隊 
率い る MS 部 隊 は 、 帝 国軍 近衛 部 隊 と 交戦 。 両者 の 戦い 
は コロ ニー 内 部 か ら その 周辺 に 拡大 し 、 あ た り は 混 浸 と し た 


様相 を 呈し 始め る 。 その 混乱 に 乗じ て ピッグ ・ キ ャ ノン を 用 
いた 帝国 本 国 へ の 攻撃 を 企図 する 、 リー ン ホ ー ス Jr. が アメ 
リア 宙 域 に 接近 し つつ あっ た 。 


カテ ジ ナ 、 ウッ ソ を 追撃 する 。 


ジュ ンコ 、 カ テ ジ ナ の 攻撃 か ら ウ ッ ソ 


に ma 


ピッ グ ・ キ ャ ノン は 本 来 カ イラ ス ・ ギ リー 要塞 の 主 忠 で ある 。 し か し リガ ・ ミ 
リティ ア が 要 宏 を 占拠 し た こと で 、 管 も 自ら ちの も の と し た の だ 。 


四 クロノ クル 、 ビッ グ ・ キ ャ ノン に 時 限 爆弾 を 仕掛 ける 


| 


を 亡 っ て 中傷 。 
リー ン ホ ー ス Jr.、 アメ リア ・ コ ロニ - 
接近 。 
ビッ ク ・ キ ャ ノン で 帝国 本 
国 を 克 設 する こと で 戦乱 
Fee リ が 、 ミリ ティ ア 、 ビッ グ ・ キ ャ ノン の 発 


戦 に 従い 、 秦 撃 準備 が 
着 々 と 進め られ て いっ た 。 


射 体制 を 整え る 。 


クロ ノ ク ル 、 ビ ピッ グ ・ キ ャ ノン を 発見 。 
時 限 爆弾 を 仕掛 ける 。 


ジュ ンコ 、 時 限 爆弾 を 解除 し よう と し 
て 、 爆発 に 巻き 込ま れる 。 


リガ ・ ミ リティ ア 艦 艇 が 
た クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー は 、 


国 に 接近 中 と の 報 を 受け 
ンコ ・ ジ ェ ン コ と の 交戦 で 


後退 を 余儀 な くさ れ た も の の 、 ビッ グ ・ キ ャ ノン の 存在 を 感 


ビッ グ ・ キ ャ ノン 発射 まで の 誠 陽 が 迫る 中 、 タロ ノ ク ル が 仕掛け た 時 限 弾 


知 。 リガ が ・ ミ リティ ア の 思惑 を 悟っ た クロ ノ ク ル は 単身 で ビッ 
グ ・ キ ャ ノン に 接近 。 砲 の 発射 を 司る コン トロ ー ル 装置 に 
爆薬 を 仕掛 け 、 帝国 へ の 田 威 を 取り 除 こ うと し た 。 


ゴメ ス 、 手動 で ビッ グ ・ キ ャ ノン を 発射 
する よう 、 ウッ ソ に 指示 。 


ウッ ソ 、 ピッグ ・ キ ャ ノン を 発射 。 


MS の ジュ ンコ 6 帝国 軍 ズ ガン 艦隊 に 壊滅 的 な 被害 
ロット の ジュ ンコ に i 

は 無理 な 話 で あ を 与え る 。 
り 、 彼 女 は 爆発 に 巻き 込 
まれ て 絶命 。 に ビッ グ ・ 


キャ ノン の コン トロ ー ル 装 


戦略 衛星 兵 器 ビ ッ グ ・ キャ ノン 


キャ 


を 見 つけ た ジュ ンコ は 、 慣れ な い 手 つき で 解除 作業 を 進め る の だ が ……。 置 も 破壊 され て し まっ た 。 
5 月 6 日 
上 ウッ ツ 、 ビッ グ ・ キ ャ ノン を 合用 
命 を 賭し た ジュ ンコ の 行動 は 失敗 に 終わ り 、 こ の まま で 最も 近い 場所 に いた ウッ ソ に 発射 を 命じ る 。 以後 の 戦況 


は リガ ・ ミ リティ ア の 作戦 も 水泡 に 帰し て し まう 。 この 事態 
に ロベルト ・ ゴ メス は 、 ピッ グ ・ キ ャ ノン の 手動 発射 装置 に 


を 左右 し か ね な い 大 役 に ウ ッ ソ は 路 踏 する が 、 ジ ュ ン コ の 
秩 牲 を 無駄 に し な いた め 、 発射 装置 に 向かっ た 。 


ず 、 ウッ ン に 手動 に よ 
る ビッ グ ・ キ ャ ノン の 
砲撃 を 命じ て いる 。 


最終 的 に 発射 に は 成 
| 功 し た も の の 、 ク ロ ノ 
クル が 砲 口 の 間近 で 
| MS を 自爆 させ た こと に 
より 、 ピ ー ム の 射線 が 
ずれ て し まっ た 。 


哀しみ に 幕 れる 時 間 も 
くれ よう と し な い ゴ メス 
本 を の ッッ 


rt 
動 せ て いる 。 


この 結果 、 ア メリ ア そ の 
1 
し か し コロ ニー 周 
留 し て いた 帝 
主力 第 隊 ( ズ カ ン 


1 
を 与え た 。 
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5 月 7 日 


目 リー ン ホ ー ス jr.、 マケドニア ・ コ ロニ ー に 退避 


ビ ピッグ ・ キャ ノン の 一 撃 で 帝国 軍 主 力 艦隊 を 叩い た も 立っ た 。 マケドニア は 帝国 の 勢力 下 に ある と は いえ 、 コ ロ 
の の 、 リ ー ン ホー ス r 自 体 の 消耗 も 著しかっ た 。 そこ で ゴメ 二 - 自 治 政府 は 独立 の 気運 が 高い と 噂 され て お り 、 一 時 
ス は サイ ド 2 の 別 の コロ ニー 「 マ ケド ニア 」 へ の 退避 を 思い 的 な 保護 と 補給 が 受け られ る も の と 期待 し た の で ある 。 


ーー mwーー マ ーー 


/ | 


員 を 縛 虜 和 容 キャ ンプ に 
送る よう に 指示 。 子 供 た ち 
も 例外 な (キャ ンプ 地 送り 
と な っ て し まっ た 。 


U.C.0153 


Er4= リー ン ホ ー ス Jr.、 マケドニア に 退避 。 


ウッ ソン た ち 、 マ ケド ニア 軍 に 拘束 され る 。 


ウッ ソ た ち 、 捕虜 収容 キャ ンプ に 送ら 
れる 。 


キャ ンプ か カ ら の 脱出 の 算段 と し て 、 オ 
リフ ァ ー と マー ベッ ト の 偽装 結婚 式 
が 挙行 され る 。 


ドニ ア 重 司 借 フ ビラ イ に 修理 を 遥 い 出る ゴメ ス 。 だ が フ ビラ イ は 人 
撤 する た め の 湯 と し て リー ン ホ ー ス jh と MS を 接収 し て し まう 。 


5 月 7 日 ~12 日 
捕虜 収容 キャ ンプ に 送ら れる 
半ば 強制 的 に リー ン ホ ー ス J か ら 人 退去 させ られ た ウッ ノー ンプ で の 生活 は 命 の や り 取 り を せ ず に 済 お が 、 こ うし て い 


た ち は 捕 虜 収 空 キャ ンプ に 連れ て 来 られ た 。 戦乱 が 終結 る 間 に も 帝国 軍 が 態勢 を 立て 直し て いる に 違い な いと 考 
する まで ここ で 農作業 に 従事 し ろ と いう の だ 。 た し か に キャ える と 、 ウ ッ ン た ち は 焦 り を 覚え ず に は いら れ な か っ た 。 


クロ ノ ク ル 、 モ トラ ッ ド 艦隊 司令 に 抜 
所 さ れる 。 


モト ラッ ド 艦 隊 、 リ ー ン ホー ス Jr. の 航 
跡 を 辿っ て マケドニア に 接近 。 


クロ ノ ク ル 、 マケドニア 内 部 の 捜査 を 
依頼 。 


フ ビ ライ 、 ク ロ ノ クル の 要請 を 却下 
する 。 


クロ ノ ク ル 、 マ ケド ニア の 反抗 的 態度 
を 理由 に 強制 捜査 に 踏み 切る 。 


だ が その 際 で は 、 大 人 た ち 
が 肛 走 計画 を 着る と 直行 


帝国 軍 と マケドニア 軍 の 間 に 小 競り 
合い が 発生 。 


の 目 を 散 く た め 、 あ る イベ ン 
ト を 挙行 する こと に な る 。 


目 モト ラッ ド 盤 際 、 マケドニア ・ コ ロニ ー に 接近 


ピッグ ・ キ ャ ノン の 砲撃 か ら 帝 国 を 守っ た クロ ノ ク ル は 、 て 標的 が マク ケド ニア に 入っ た と の 情報 を 得る と 、 コ ロニ ー 内 
新設 され た モト ラッ ド 艦 隊 の 司 銃 官 に 抜 所 。 慣 鞭 訓 練 も 。 の 控 索 を 依頼 し た 。 だ が 市 国 を 快く 思わ な い マ ケド ニア 軍 
兼ね て リー ン ホ ー ス J』r. の 捜索 を 開始 する こと と な っ た 。 そし 司令 官 フ ビ ライ は 、 ク ロ ノ クル に 非 協 力 的 な 紫 度 を 示す 。 


人 


フ ピ ライ が 非 協力 的 だ と 悟っ た クロ ノ ク ル は 、 わ ざと 扶 発 的 な 系 度 で 得手 
の 神経 を 送 な で し 、 自分 た ち に 歯 向かう よう に させ て いる 。 


農作業 や 洗濯 と いっ た 作 畑 に 従事 する 子供 た ち 。 ウッ ソ は 焦り を 暮らせ た 
も の の 、 他 の 子供 た ち は 戦 いか ら 解 放さ れ た こと が 妹 し か っ た よう だ 。 


ウッ ソ た ち 、 キ ャ ンプ か ら の 脱出 を 


画策 ( 】 


ウッ ソ た ち 、 艦 と MS を 奪還 する 。 


MORE INFO! 


相手 の 能 度 か ら フ ピラ イ 
が 隠し 事 を し て いる と 考え 
た クロ ノ ク ル は ル ペ ・ シ ノ 
が 率い る ゲド ラフ 小隊 を 
派遣 。 マケドニア 内 部 の 
強制 拉 査 を 命じ て いる 。 


| ベス パ 、 マケドニア ・ コ ロニ ー を 強襲 


マケドニア 側 の 反抗 的 な 態度 を 逆手 に 取っ て 強制 接 査 生 す る こと に な っ た 。 一 方 、 事 態 が 混乱 を 来たし つつ ある こ 
に 踏み 切っ た クロ ノ ク ル は 、 ル ペ ・ シ ノ 率 いる MS 部 隊 を コ と を 見 て 取っ た ウッ ソ た ち は キ ャ ンプ か ら の 脱出 を 画策 。 敬 
ロニ ー 内 に 投入 。 マケドニア 軍 と の 間 に 小 競り 合い が 発 。 備 兵 の 隙 を 突い て 、 艦 と MS の 竹刀 に 成功 し た の だ っ た 。 


コロ ニー 内 部 に 潜入 し た 
は 、 その カ を 誠 示 する か の よう に 
建物 を 破壊 。 捕虜 収容 キャ ンプ 
に も 時 が 及 ん で いる 。 


ーー 方 、 又 動 に 乗じ て キャ ンプ か 
ら の 脱出 に 成功 し た ウッ ソ た ち 
は 、 宇 軍港 に 移動 を 開始 する 。 


彼ら は 港 で 二手 に 分 か れ 、 ゴ メ に 
Jr を 奉 過 す 


マク ドニ ア 軍 も 必死 の 抵抗 を 
みる が 、 圧倒 的 な 機動 性 を 発 雷 
する 新型 SFS、 ア イン ラッ ド を 導 
備 す る ゲド ラフ の 前 に 手 も 足 も 
出 な か っ た 


こと に 成功 し て いる 。 


導通 ・ サ ン ラ イズ 168-28 


機動 戦士 ガン ダム 


機動 戦士 アガ ンダ 


尽 マ ー ジ 


コロ ニー・ レ ー ザ ー を 保有 する ティ ター ンズ と 対決 すべ 
く 、 一 時 的 な 同盟 を 結ん だ エゥーゴ と アク シズ 。 だ が アク 
シズ 勢力 を 束ね る ハマ ー ン ・ カ ー ン は 最低 限 の 戦力 し か 


U.C.0087 


TIMELINE 


CT we04 mm 
EN 


動か そう と し な か っ た 。 戦後 世界 の 支配 を 目論む お ハ マー 
ン に と っ て 、 エゥーゴ は 駒 に 過ぎ な か っ た の だ 。 


169-27 


12 月 26 日 


四 エッ ー ゴ と アク シズ 、 共同 作戦 を 開始 


ハマ ー ン の 協力 を 取り 付け た アー ガマ は ラー ディ ッシュ 
と 共に 移動 を 開始 。 月 面 都市 グラ ナダ に 照準 を 合わ せつ 
つ あ る コロ ニー・ レ ー ザ ー へ の 攻撃 を 開始 し た 。 し か し ティ 


部 隊 。 し か し ティ ター ン 
ズ の 守り が 区 定 以上 に 
緊 か っ た こと か ら 攻 め あ 


pe 3 
て お )、 こ れ も エ ゥ ー ゴ 
の 戦力 不足 の 一 因 と 
な っ て いた よう だ 。 


ター ンズ の 守り は 想定 以上 に ! あり 、 攻 め あ ぐね て し 
まう 。 し か も 共闘 を 約 素 し た アク シズ は 一 考 に 動く 気配 を 
見 せ ず 、 エ ウ ー ゴ は 次 第 に 劣勢 に 立た され て し まう 。 


有 マ の 艇 橋 で は い 
動き を 見 せな い ア 
ズ に クワ トロ ・ バ 
サナ が 町立 ち を 式 ら 
せ て いた 。 作戦 の 成 
舌 は アク シズ の 動向 
に 掛か っ て いた か ら だ 。 


一 方 、 ハ マー ン は 戦況 
を 皮 め な が ら 5 ひと りほ く 
そ 笑 ん で いた 。 エッ ー 
ゴ に 全面 的 な 協力 を 
つも りな ど 、 彼 女 
映 か ら な か っ た 。 


12 月 26 日 


半 グ ワ ダン 、 コロ ニー・ レ ー ザ ー に 砲撃 を 仕掛 ける 


落 命 に 戦い を 続け る カミ ー ユ ・ ビ ダン た ちの 想い が 通じ 
た の か 、 つ い に ア クシ ズ 旗 艦 グ ワダ ン が 行動 を 開始 。 主 
砲 の 一 斉 射 が コロ ニー・ レ ー ザ ー に 放 た れ 、 姿 替 制 御用 


の 核 パ ルス ・ エ ンジ ン を 破壊 し た 。 これ に よっ て コロ ニー・ 
前 に 機能 不全 に 陥り 、 グ ラナ ダ へ の 砲撃 は 
、 レ ー ザ ー 本 体 の 破壊 に は 至ら な か っ た 。 


上 resevg っ た 
罰 コロ ーー レー サー は 昧 準 
が 合わ せら 5 れず, 作戦 の 
指揮 を 託さ れ た バスク ・ オ 
ム も グラ ナダ へ の 攻撃 は 
中 止 せ ざる を 得 な く な っ た 。 


四 クワ トロ 、 ミネ バ に 調 見 する 


MS 部 隊 を 回 収 し た アー ガマ は グ ワ ダン と 合流 。 戦果 を 
報告 する た め 、 ク ワ ト ロ ・ パ ・ ラ オ ・ ザ ビ と 
の 調 見 に 臣 ん だ 。 力 を 貸 せ た こと に 喜び の 表情 を 浮か ペ 


る ミネ バ 。 だ が クワ トロ 自身 の 胸中 に は 複雑 な 想い が 満ち 
て いた 。 表向き は 共闘 を 約束 し な が ら も 巧み に 行動 し た ハ 
マー ン に 踊ら され た こと に 、 今 さら な が ら 気付 い 


Fa 
「 | 


許 具 を 終え た クワ トロ を 横目 ン は 、 ザ ビ 家 の 復活 を 認め た 
エゥーゴ を [我々 の し も べ 」 と これ 見 よ が し に 評 し て みせ た 。 


ハマ ー ン の 皮肉 は クワ トロ 

耳 に も し っ か り 届い て い 
た の だ が 、 今 の 彼 に は 返 
す 言 葉 が 見 つか ら : 


無言 
で 立ち 去る し か な か っ た 。 


エゥーゴ と アク シズ 、 共同 作戦 を 
開始 。 


アー ガマ と ラー ディ ッシュ か ら 


MS 部 隊 、 発進 。 


コロ ニー ・ レ ー ザ ー 周 辺 で 戦闘 が 
発生 。 


アク シズ 、 戦闘 の 推移 を 静観 。 
エゥーゴ 、 次 第 に 苦戦 を 強い られ る 。 
アク シズ 、 グ ワダ ン の 砲撃 で コロ ニー 
レー ザー の 核 パ ルス - エ ンジ ン を 破壊 。 


コロ ニー・ レ ー ザ ー、 一 時 的 な 機能 
不全 に 陥る 。 


コロ ニー・ レ ー ザ ー を 巡る 戦闘 、 
終了 。 

アー ガマ 、 グ ワダ ン と 接触 。 

クワ トロ 、 ミネ バ と の 調 見 に 臨む 。 


MORE INFO! 
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四 ハマ ー ン 、 ジャ ミト フ に 会 見 を 申し 込む 


エ ウ ー ゴ に 協力 的 な 姿勢 見せ て いた ハマ ー ン だ が 、 そ 考え た ジャ ミト フ は 申し 出 を 承諾 する 。 と は いえ ハマ ー ン を 
の 裏 で ティ ター ンズ と 接触 。 総帥 ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン と の 完全 に 信用 し た わけ で は な 〈、 会 見 場所 に は 自ら の 影響 
会 見 の 約束 を 取り 付け て いた 。 相手 の 真意 を 知り た いと 力 の 及ぶ 「 ゼ ダン の 門 ] を 指定 し た の : 


U.C.0087 


12 月 下旬 、 ジ ャ ミト フ に 会 見 を 申し 込む 。 


ジャ ミト フ 、 会 見 を 承諾 。 ゼ ダン の 門 @ 
を 会 見 場所 に 指定 する 。 


シロ ッ コ 、 ゼ ダン の 門 に 向け て 移動 
開始 。 


サラ 、 シ ロッ コ か ら 要 塞 周辺 の 偵察 を 
命じ られ る 。 


ジェ リボ に 漠 し て いる 。 実は 
間 これ は 小型 の 令 列 を 発射 
する 仕込 み 銃 で あり 、 ジ ャ ミ 
ト フ は 会 見 の 内 容 次 第 で 
会 見 に 先立っ て ジェ リド ・ メ サ を 呼び 寄せ は ハマ ー ン の 抹殺 も 視野 
た 。 手 っ 取り 早い 護衛 役 と し て 利用 し よう と し で ある 。 = 入れ て いた よう だ っ た 。 


サラ 、 アー ガマ を 発見 。 


ハマ ー ン 、 ジ ャ ミト フ と の 会 見 に 臨む 。 


* ジャ ミト フ 、 ハ マー ン か ら の ザビ 家 再 
目 アー ガマ 、 ティ ター ンズ 部 隊 と 交戦 尋 の 要求 を 却下 する 。 

ハマ ー ン が ゼ ダ ン の 門 に 入っ た こと を 知っ た パプ テマ  。 レコ ア ・ ロ ンド に 向き つつ ある こと を 感じ 取っ た サラ は この 
ス ・ シ ロッ コ は 自ら も 会 見 場 に 向かう こと に し 、 サラ ・ ザ ビア 指示 に 飛び 付く 。 そ し て ゼ ダ ン の 門 に 接近 し つつ ある アー 
ロフ に 要 寒 周辺 の 偵察 を 命じ た 。 シロ ッ コ の 密 愛 が 最近 、 ガマ を 発見 する と 、 た だ ち に 攻撃 を 開始 し た 。 


ハマ ー ン 、 青 酸 ガ ス に よる ジャ ミト フ 
暗殺 を 狙う が 失敗 。 


ジャ ミト フ 、 会 見 場所 か ら 退 避 。 
アー ガマ 、 グ ワダ ン か ら の 緊急 要請 を 
受け 、 MS 部 隊 を 派遣 。 


ハマ ー ン 、 ゼ ダ ン の 門 か ら 撤 退 。 
グ ワ ダン に 戻る 。 


ミー ユ 、 カ ツ の 協力 を 得 て サ ラ を 
拘束 。 に 


12 月 下旬 
四 ハマ ー ン 、 ジャ ミト フ に 会 見 する 
ジャ ミト フ の 前 に 現れ た ハマ ー ン は 、 コ た ける 。 対す る ハマ ー ン は ザビ 家 の 再興 を 要求 する が 、 シ 


へ の 砲撃 は 誤 射 だ っ た と 謝罪 。 だ ト フ に その 意思 が な いこ と に 思い 至る あ 。 そこ で ハマ ー ン は 
葉 を 聞く 気 な ど な く 、 会 見 を 望む 理由 を 単 刀 直 入 に 問い 掛 。 自ら の 手 で ジャ ミト フ を 亡き 者 に し よう と する の だ が ……。 
ジャ ミト フ の 前 に 進み 出 た ハマ ー 


ン は 形 は か り の 恭順 の 変 勢 を 示 
す と 、 サ ビ 家 の 復活 を 認め る よう 


サラ 、 アー ガマ の 捕虜 と な る 。 


ジャ ミト フ の 真意 を 理解 し た ハ 
マー ン は イヤ リン グ に 手 を 伸ばし 
た 。 実は この 中 に は 青酸 ガス が 


Y 7T NS 込め 5 れ て いた の だ MORE INFO! 
捕虜 と な っ た サラ 
= ーー 戦 ヵ で 
プ は 首 を 縦 に 振 ろ うと 
っ た 自ら も 他 表 男 の 支 
を 確立 し よう と する ジャ ミト フ に 
と っ て 、 ハ マー ン は 相容れない 
存在 だ っ た の だ 『「 aa 


四 ハマ ー ン 、 ゼ ダ ン の 門 か ら 脱 出 


グ ワ ダン か ら の 緊急 要請 を 受け た アー ガマ は 支援 部 隊 寒 か ら の 脱出 に 成功 。 一 方 、 防 衛 部 隊 と 交戦 する カミ ー 
を ゼ ダ ン の 門 に 向かわ せ 、 カ ミー ユ も 拘束 し た サラ を 連れ ユ は サラ の 捨て 身 の 戦法 に よっ て 危機 に 陥る が 、 カ ツ ・ コ 
て セダン の 門 に 急行 。 その 甲斐 あっ て ハマ ー ン は 宇宙 要 バ ヤ シ の 援護 も あっ て 、 辛 うじ て 窮地 を 脱し た の だ っ た 。 


サラ の 気配 を 感じ 
ツ が メタ ス で 也 け 
ジェ リド の バイ アラ 
ン に 体 当たり 。 2 対 1 で は 
歩 が 悪く 、 や む な く ジェ リド 
は 導 退 し で いっ た 。 


e 貞 通 - サ ン ラ イズ 169-28 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


UC.TIMELINE ON (1 me04 sr 5 
アク シズ で の 戦闘 


6 秘蔵 の ニュ ー タ イプ 部隊 を 投入 し た グレ ミー・ ト ト に 対 
> 0 し て 、 ハ マー ン ・ カ ー ン も マシ ュ マ ー・ セ ロ を は じ め と 
′ 時 する 将兵 を 差 じ 向け 、 両 者 の 戦い は 激 し さ を 増す 。 ネエ 
- ーー ル ・ ア ー ガ マ も その 戦い に 否応 な く 巻 き 込 まれ 、 アク シ 

< ズ 周 辺 は 激戦 の 様相 を 呈す る こと と な っ た 。 


| | マシ ュ マ ー、 アク シズ 人 魏 域 に 接近 マシ ュ マ ー、 コア 3 を 発進 。 

コア 3 を 発進 し と た マシ ュ マ ー は アク シズ へ と 意 い で いた 。 が 自分 な の だ 一 一 そん な 強い 意志 に 導 か れ て いた の だ 。 
敬 党 する ハマ ー ン に 反旗 を 翻 し た グレ ミー に 鉄 相 を 下 し 、 ハ ハマ ー ン に 施さ れ た 強化 処置 に よっ て 、 今 の マシ ュ マー は 
マー ン に よる 支配 価 制 を 外 石 な も の と する 、 そ の 磯 と な る の 自ら の 命 を 賭 すこ と も 恥 わ な い 戦 士 に 変 説 し て いた 。 


マシ ュ マ ー、 キ ャ ラ と 合流 。 戦力 を 再 
編 し つつ 、 アク シズ 宙 域 に 向かう 。 


グレ ミー、 アク シズ の 将兵 に 演説 を 実 
施 。 反乱 の 正当 性 を 主張 する 。 


ハマ ー ン 軍 と グレ ミー 軍 、 ア クシ ズ 宙 
域 で 交戦 。 


マシ ュ マー の 指揮 の 下 、 ア クシ ズ へ と 急ぐ エン ドラ IT。 グレ ミー 識 伐 に は 大 | 
戦力 を 必要 と する た め 、 その 能 尾 に は 多数 の MS を 史 胡 し て い 


キャ ラ 、 ラカン お よび ブル ツー と 交戦 。 


e 還 グレ ミー、 アクシズ で 演説 を 実施 
ハマ ー ン 軍 の 接近 を 予想 し 、 アク シズ で 軍備 を 整え る グ 少な く な く 、 浮 足立 っ て いた の だ 。 そこ で グレ ミー は 戸惑う 


レミ ー だ が 、 不 安 要素 が な いわ け で は な か っ た 。 アク シズ 将兵 た ちの 前 で 長 広 舌 を 振る い 、 ハ マー ン 
の 将兵 は グレ ミー が 反乱 を 起こ し た 理由 が わか ら な い 者 も バ を 解放 し 、 正当 な る ザビ 家 を 復興 させ よう : 


さ 5 に グレ ミー は 理 後 の 幸 
餅 も 約束 し た が 、 ラ カン ・ 
ダ カ ラン を は じ め と する 一 分 
の 百 兵 は 口 約束 を 一 笑 し 
で いる 。 彼ら が 欲し て いた 
の は 報酬 で は な く 、 戦 いそ 


舞 す る べく 演説 を 実施 。 青い の 大 義 が 自分 の 側 に ある こと を 力説 し た 。 


四 ハマ ー ン 活 と グレ ミー 四 、 交戦 

つい に ハマ ー ン 軍 と グレ ミー 軍 と の 全面 衝突 が 始ま っ は ダミ ー 隅 石 に 紛れ て アク シズ 宙 域 へ の 接近 を 図る 。 こ 
た 。 先 多 と な っ た の は マシ ュ マ ー と 合流 し た キャ ラ ・ ス ー ン 。 れ に 対し て グレ ミー は ブル ツー と ラカン ・ ダ カラ ン を 派遣 。 
の 部 隊 で ある 。 ギー レン 兄弟 を 引き 連れ て 発進 し た キャ ラ 激しい 攻防 戦 が 屋 開 する こと に な っ た 。 


キャ ラ の 突進 を 阻止 す 
べく 、 戦場 に 務 け 付け 
た ラカン が 反撃 を 開 
始 。 ドー ベン ・ ウ ルフ 
の 重 火器 が 

火 を 切る こと に ご 


対す る キャ ラ は ラカン 
詳 す 


思わ ぬ 反 撃 に 殴 か さ 
れ た ラ カ か : 後 選 
し よう と は し な か っ た 。 
本 兵 の 彼 だ 
猛進 する 兵 の 対 
を 有 し て いた よう だ 。 


170-29 


機動 戦士 ガ ンダ タム ZZ 


UE.TIMELINE 


pose (A) mr sr 15 


園 ジュ ドー、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ か ら 発進 


ハマ ー ン と グレ ミー の 動向 を 気 に し つつ アク シズ 宙 域 に 向 
か っ て いた ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 中 で 、 突 然 、 ジ ュ ド ー の 脳 
裏 に ハマ ー ン の 声 が 響き 渡っ た 。 その 声 は ジュ ドー を アク 


シズ に 差し 招い て いる よう だ っ た 。 居 て も 立っ て も 居 ら れ な 
く な っ た ジュ ドー は 戦闘 へ の 介入 を 決意 。 新た に 改修 され 
た ZZ ガン ダム で ネェ ル ・ ア ー ガ マ か 5 発進 し た 。 


この 時 、 ジュ ドー が 搭乗 


目 ジュ ドー、 キャ ラ を 支援 する 


キャ ラ と ラカン の 死闘 の 超 勢 は 次 第 に ラカン の 側 に 慣 き 
つつ あっ た 。 圧倒 的 火力 を 謗 る キャ ラ の ゲー マル ク に 対し 
て 、 無 線 誘 導 ハ ンド を 較 に し た ラカン は ゲー マル ク の 背後 


か ら 接 近 。 死角 か ら の 攻撃 を 仕掛 けた の だ 。 この 一 撃 で 
ゲー マル ク は 撃破 され た も の と 思わ れ た 。 し か し 戦場 に 乱 
入 し た ジュ ドー が キャ ラ の 危機 を 落っ た の だ っ た 。 


a 


無線 誘導 ハン ド に キャ ラ の 目 を 引き 付け る 一 方 、 別 方 向 か ら 移動 する ラ カ 
ン は ゲー マル ク の 痛 後に 到達 。 必殺 の 一 撃 を 加え よう と する が ……。 


| その 場 に 現れ た ZZ ガン ダ 
ム が ラカン の 一 撃 を 阻止 。 
不利 と 見 た ラカン は 後退 


マシ ュ マ ー、 スペ ー ス ・ ウ ルフ 隊 と 交戦 


ハマ ー ン の た め に 手柄 を 上 げ よ うと 番 起 する マシ ュ マー の 
前 に 、 キャ ラ を 取り 逃がし た ラカン と その 部 下 (スペ ー ス ・ ウ 
ルフ 隊 ) が 立ち は だ か っ た 。 格好 の 獲物 を 得 た と 躍起 する 


単機 で 実 進 す る マシ ュ マ ー の ザ 
ク 改 に 対し て 、 スペ ー ス ・ ウ ル 
フ 隊 は 巧み な 連携 で 対抗 。 有 
細 式 ハン ド を 使い 、 相 手 の 動き 
を 寺 じ 込め る 作戦 に 出 た 。 


シュ マー だ っ た が 、 四方 八方 あら 
飛ん で くる 有線 式 ハ ンド を 選 け | 
切る こと が で きず 、 つい に 機体 を 


拘束 され て し まっ た 。 


マシ ュ マ ー だ が スペ ー ス ・ ウ ルフ 隊 の 連携 は 彼 の 予想 を 上 

回 っ て お り 、 つ い に 機 体 を ワイ ヤー で 拘束 され て し まう 。 し 

か し 窮地 に あっ て も マシ ュ マ ー の 戦意 は 失わ れ な か っ た 。 
ザク 本 改 を 止め た スペ ー ス ・ ウ ル 
フ 謙 は ワイ ヤー を 介し て 高圧 電 


流 を 放電 。 マシ ュ マー 自体 に ダ 
メー ジ を 与え よう と する 。 


マシ ュ マ ー、 暴走 の 果て に 自滅 


高圧 電流 と メガ ・ ラ ンチ ャ ー の 攻撃 に 晒さ れる マシ ュ マ ー 
の ザク 四 改 か ら 異様 な 光 が 放 た れ た 。 ハマ ー ン を 守る 役目 
を 与え られ た 自分 が 負け る は ず は な い ] 


その 思い 込み 


3 


き を させ る 。 その 力 は マシ ュ マー 本 人 に も 制 便 で き な い は ほど 


な < 電 大 する 精神 カ は ビー ム を 多 ね 返し 、 ザ サク ab に 遇 界 を 超え た 動 i 


が マシ ュ マ ー の 精神 を 暴走 させ 、 それ が 物理 現象 と し て 顕 
現し た の だ 。 光 は さら に 輝き を 増し 、 力 を 得 た マシ ュ マ ー は 
スペ ー ス ・ ウ ルフ 譜 を 次 々 と 層 っ て いっ た の だ が ………。 


し て つい に 限界 を 超え た 

精神 力 が ザク tL を 呑み 

込み 、 マシ ュ マー も 光 の 中 
消え て いっ : 


ジュ ドー、 ハマ ー ン の 思念 を 感知 する 。 


ジュ ドー、 強 化 改 修 さ れ た ZZ ガン ダム ド 
で ネェ ル ・ ア ー ガ マ か ら 発 進 。 アク シ 
ズ に 向かう 。 


キャ ラ 、 ラ カン と の 戦闘 で 次 第 に 劣勢 
され る 。 


ジュ ドー、 キャ ラ を 支援 する 。 

ラカン 、 一 時 撤退 。 

マシ ュ マ ー、 ラカン お よび スペ ー ス ・ ウ 
ルフ 隊 と 交戦 。 


マシ ュ マ ー、 スペ ー ス ・ ウ ルフ 隊 の 連 
携 に 翻弄 され る 。 


マシ ュ マー、 機 体 を フイ ヤー で 拘束 さ 
れる 。 


マシ ュ マ ー の 精神 が 暴走 。 
マシ ュ マ ー、 精 神 を 暴走 させ な が ら 5 ス 
ペー ス ・ ウ ルフ 隊 と 交戦 。 


マシ ュ マ ー、 ス ペー ス ・ ウ ルフ 隊 を 巻 
き 込 ん で 自 減 。 


ジュ ドー お よび ハマ ー ン 、 マ シュ マー に 
の 死 を 察知 する 。 


最期 の 輝き 


e 剖 通 . サ ン ラ イズ 170-30 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


U6TIMEUME 


新しき 翼 、 V ら 


Ov D4 se 10 


新しき を 翼 、 V2 


一 時 は 帝国 軍 の 捕虜 に され か か っ た も の の 、 な ん と か 

マケドニア ・ コ ロニ ー を 脱し た ウッ ソ ・ エ ヴィ ン に 最新 

| 鋭 機 「V2 ガ ンダ ム 」 が 与え られ た 。 し か も 驚く べき こと 

ーーーー ーーー に 、 その 機体 の 開発 を 担当 し た の は 長らく 行方 を くら ま 


ロ し て いた ウッ ソン の 実母 ミュ ー ラ ・ ミ ゲル だ っ た 。 


171-2Z 


四 ウッ ツ 、 カテ ジ ナ と 遺 遇 


仲間 の 脱出 を 援護 すべ く 困 役 を 買っ て 出 た ウッ ソ を ゲド し て 逃走 を 図る が 、 機体 を 組み 伏せ られ て し まっ た 。 と ころ 
ラフ が 名 撃 。 車輪 型 SFS (アイ ン ラ ッ ド ) を 駆 使 し て V ガ ン が ゲド ラフ は と ど め を 刺 そ うと し な い 。 その 理由 に 首 を 失っ 
ダム を 猛追 する ゲド ラフ に 、 ウッ ソ は コア ファ イタ ー に 分 離 て いた ウッ ソ だ が 相手 が カテ ジ ナ ・ ル ー ス だ と 思い 至っ た 。 
いつ まで た っ て も と ど め 
を 刺 そ うと し な い 相 手 


を 対し む ウ ッ ノ だ が 、 ゲ 
ドラ っ の コク ピッ ト か ら 


し か し 障害 物 を 物 と も 
し な # い アイ ン ラボ の 容 
半 か に 9 計 でき 
い に 機 体 を 押さ え 込 
est 


目 ラッツ 、 逃走 を 図る 


ウッ ソ の 活躍 で 仲間 た ち は マ ケド ニア 宙 域 か ら 離 脱 で き 監禁 場所 か ら の 脱走 を 図る ウッ ン と 合流 し 、 追 手 を 巻く と 
た も の の 、 彼 自身 は 捕虜 と な っ て し まう 。 だ が ウッ ソ の 身 を 。 と に 成功 し た 。 こう し て 自由 の 身 に な っ た ウッ ソ は 、 続 いて 
案じ た オデ ロ ・ ヘ ン リ ー ク た ち が こ っ そり と コロ ニー に 潜入 。 奏 わ れ た コア ・ フ ァ イ タ ー の 奪還 を 試み る の だ っ た 。 


し 29 
選 吉 | 


5 月 14 日 
四 ウッ ツ 、 ホワ イト アー ク と 章 財 


辛うじて マケドニア か ら 脱出 し た ウッ ソ だ が 、 別 の 問題 が ツ ソ は 次 第 に 臓 腹 と な っ て し まう 。 し か も 背後 か ら は ル 
持ち 上 が っ た 。 ゲド ラフ と の 戦闘 で 損傷 し た コア ・ フ ァ イ ・ シ ノ 率 いる 追撃 部 隊 が 迫り つつ あり 、 こ の まま で は 再 
ター が 空気 漏れ を 起こ し た の だ 。 急激 な 減圧 と 酸素 不足 び マ ケド ニア に 連れ 戻さ れる か と 思わ れ た の だ が …… 


ラン と 2 ドラ フ の 賠 に リガ ミリ ティ ア の 弄 軍 和 「 ホ ワイ ト アー が 
乱入 。 き 5 に マー ベッ ト ・ フ ィ ン ガー ハッ ト が 追手 の 足止め を 買っ て 出 た 。 


リー ン ホ ー ス Jr. の 乗組 員 、 マ ケド ニア 
か ら の 逃亡 を 図る 。 


ウッ ツ 、 困 役 と し て ゲド ラフ 隊 を 引き 付 
ける 。 


ウッ ソ 、 カ テ ジ ナ の ゲド ラフ に 拘束 さ 
れる 。 

ウッ ソ 、 マ ケド ニア 政庁 施設 に 監禁 さ 
れる 。 

ウッ ソ 、 ル ペ ・ シ ノ に 「 尋 問 」 さ れる 。 
オデ ロ た ち 、 マケドニア に 潜入 。 
ウッ ソ 、 政 庁 施設 か ら 脱出 。 オデ ロ た 
ちと 協力 し て マケドニア か ら 脱 出す る 。 
ウッ ソ の コア ・ フ ァ イ タ ー で 空気 漏れ 
が 発生 。 

ウッ ソ 、 ル ベ ・ シ ノ に 捕獲 され か か る 。 


ホワ イト アー ク 、 ウッ ソ を 救出 する 。 


機動 戦士 ガン ダム 


UE.TIMELINE 


新しき 襲 、 V2 


ED se 10 


> 


半 ウッ ソ ツ 、 V2 ガン ダム で 出撃 


マル チ ナ ・ ク ラン スキ ー た ちの 懸命 の 看護 に よっ て 元 
気 を 回 復 し た ウッ ソ は 、 ホワ イト アー ク に 積載 され て いた 見 
た こと も な い MS に 驚き の 声 を 上 げた 。 それ こそ は ヴィ クト 


新型 機 ・V2 ガ ンダ ム で の 出撃 
を 決意 し た 。 


応 する V2 ガン ダム は 、 ラフ を 
次 々 と 設 刀 し て いく <。 


| リー ニン ホー ス jr、 月 に 降下 


リー・ タ イプ の 後継 機 。 リガ ・ ミ リティ ア の 月 工場 で 極秘 
裏 に 開発 され 、 推 進 機関 に 新 機軸 の ミノ フス キー・ ド ライ 
ブ を 導入 し た 最新 鋭 MS、 その 名 も V2 ガン ダム だ っ た 。 


堪ら ず 後退 する ル ペ ・ シ ノ 機 。 
| する と その 背後 か らち 、 クロ ノ ク ル ・ 
| アシ ャ ー が 指揮 する 入 ラ ッ ド 北 
| 隊 の 放 艦 [アド ラス テア ] が その 
| 体現 し た 。 


一 計 を 案じ た ウッ ソ は 放棄 し た コ 
ア ・ フ ァ イ ター を ビー ム ・ ラ イフ 
ル で 破 域 栓 爆発 を 誘発 させ 
アド ラス テア の 前 進 を 明 む こと に | m5 芝 
成功 し た 。 


月 軌道 に 移動 し た リー ン ホ ー ス Jr. を モト ラッ ド 艦 隊 が 柚 
撃 。 V2 カ ンダ ム の 活躍 で 撤退 させ た も の の 、 連戦 続き の 
リー ン ホ ー ス Jr. は 土気 低下 が 著しい 。 そこ で 此 長 の ロ ベ 


ルト ・ ゴ メス は 月 に 降下 する こと を 決意 し た 。 月 面 都市 セン 
ト ・ ジ ョ セ フ に 程 近い リガ ・ ミ リティ ア の 秘密 工場 ホラ ンド 
で 補給 と 修理 を 受け よう と いう の だ 。 


モト ラッ 共 は 所 い 払っ た も の の 、 リ ー ン ホー ス E も これ 以上 の 連載 に 
耐え 5 れる 汰 膨 で は な く 、 月 の 秒 記 工 場 で 指 絡 を 室 け る こと に な っ た 。 


由 ラッ ソ ツ 、 ミ ュー ラ を 助け る 


ーーーー 
A 7,/ 
Re 
に 7 ーー 方 後退 し た モト ラッ ド 
艦隊 も 月 に 降下 。 リガ ・ ミ 
i ティ ア の 動向 探る べ 


く 、 セ ント ・ ジ ョ セ フ に 債 
| 穴 部 隊 を 派遣 し て いる 。 


秘密 工場 に 入っ た リー ン ホ ー ス Jr. を 離れ た ウッ ソ た ち 
は 、 一 足 先 に セン ト ・ ジ ョ セ フ に 向かう こと に な っ た 。 だ が 
その 途中 、 ウッ ノ た ちの 進路 を 宰 ぐ よう に 1 台 の リム ジン が 


飛び 出し 、 中 か ら 女 性 が 現れ る 。 し か も その 女性 は 何者 か 
に 追わ れ て いる よう で あり 、 異 味 を 引か れ た ウッ ソ た ち は 女 
性 の 後 を 追う こと に し た 。 


恒 強 な 男 た ち に よっ て 拘束 され た 女性 を 発見 し た ウッ ソ は 取る も の も 取り あ 
え げ 邊 い を 挑み 、 女性 を 保護 。 すぐ さま 、 その 場 後 に し た 。 


半 ウッ ソ 、 ミ ュー ラ と 過ごす 


無 我 夢中 の こと で 女性 の 
正体 を 確認 し な か っ た ウッ 
ン ソ だ っ た が 、 そ の 顧 を 見 て 
目 を 丸く し た 。 彼女 は 父 と 
共に ウッ ソ の 前 か 5 行方 を 
くら ませ た 実 の 包 親 、 ミ ュー 
ラ ・ ミ ゲル だ っ た の だ 。 


ミュ ー ラ を 追っ て いた の は 帝国 軍 の 秘密 警察 で あり 、 
ウッ ソ た ち は 安 ホテ ル 街 に 身 を 隠す こと に し た 。 さら に 気 を 
利 か せ た オデ ロ た ち は ウ ッ ソ と ミュ ー ラ を 残し て 、 ホ テル を 


後に する 。 久 し 振り の 母子 水入らず の 時 間 を 邪魔 し な い 
で お こう と 考え た の だ 。 こう し て ふた り は 、 戦 い が 始ま っ て 
以来 、 穏やか な ひと 時 を 過ごす こと が で きた の だ っ た 。 


追手 を や り 過ごし 安直 
見 回 り を 理由 に 癌 屋 を 


す 
0 


GR 
還 


2 て 
上 て お ん し て りこ と 


が で きた の だ っ た 。 


ウッ ソ 、 V2 ガン ダム を 受領 。 


ウッ ソ 、 V2 ガン ダム で ホワ イト アー ク し 
を 出撃 。 


ウッ ソ 、 ル ペ ー シ ノ 機 を 撃退 。 さら に モ 
トラ 艦隊 旗艦 の 撃沈 を 試み る 。 


ホワ イト アー ク 、 リ ー ン ホー スズ Jr. と 合 
流す る 。 
リー ン ホ ー ス Jr.、 モト ラッ ド 艦 隊 と 交 
戦 す る 。 


ゴメ ス 、 リ ー ン ホー ス Jr. を 月 に 降下 さ 
せる 。 


リー ン ホ ー ス Jr.、 リガ ・ ミ リティ ア の 秘 
密 工 場 ホ ラン ド に 寄 


ウッ ソ た ち 、 月 面 都市 セン ト ・ ジ ョ セ フ 
に 向かう 。 


ウッ ソン 、 帝 国軍 秘密 警察 に 追わ れる 
女性 を 目撃 。 


ウッ ン 、 女性 を 救出 。 その 女性 が ウッ 

ソ の 母 ミ ュー ラ で ある こと が 判明 。 

ウッ ソ た ちと ミュ ー ラ 、 セ ント ・ ジ ョ セ フ 【】 
の 安 ホ テル 街 に 移動 。 


ウッ ソ 、 ミ ュー ラ と の 穏やか な ひと 時 を 
こす 。 


母 の 作っ た ガン ダム 


Cia サン ラズ 171-28 


劇場 版 機動 戦士 ガン ダム 00 一 A waking of the Trailblazer 一 


AD TINELINE 


ELS と の 適 叶 


上 04 se 16 


ELS と の 痢 遇 


イノ ベイ ド の 力 に よっ て 人 類 を 導 こ うと 画策 し た リボ ン 

ズ ・ ア ル マ ー ク と の 戦乱 が 終結 し て か らら 年 の 歳 月 が 経 

6 週 し た 西 層 ら 314 年 。 平穏 な 時 を 過ごし て いた 世界 に 

ーー 新た な 火種 が も た ら さ れる 。 し か も その 災厄 は 人 類 に 


よる も の で は な く 、 地球 外 か ら 飛 来 し た も の だ っ た 。 


172-27 


半 130 年 前 の 木星 探査 船 「 エ ウロ バ 」、 地球 に 接近 


リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク を 排除 し た 世界 は 地球 連邦 平和 維 
持 軍 (連邦 軍 ) の 下 で 、 よ う や く < 真 の 平和 に 向け て の 歩み を 
始め て いた 。 未だ に 紛争 を 続け る 地域 も 多かっ た と は いえ 、 
表 無 台 か ら 姿 を 隠し た CB が 抑止 力 と な っ た こと も あり 、 世 
界 か ら 大 規模 な 混乱 は 一 掃 さ れ た か と 思わ れ た 。 そん な 折 、 


地球 外 か ら 接 近 す る 物体 が 発見 され る 。 130 年 前 に 木星 
に 向かい 、 その まま 廃盤 処 分 と な っ た 探査 船 「 エ ウロ パ ] が 
今 に な っ て 地球 圏 に 戻っ て きた の で ある 。 と は いえ 廃 船 を 
受け 入れ る わけ に も いか ず 、 連 邦 軍 は エ ウ ロ パ の 破壊 を 決 
定 。 た だ ち に 連邦 軍 MS 部 隊 が 派遣 され た の だ が ……。 


し 諸 :4 


どう し た わけ か 連合 軍 MS の 火力 で は エ ウ ロ パ の 壊 に 失敗 


GN フ ァ ン グ と 大 型 GN 
| ピー ム 砲 を 搭載 する 


囲 に わた っ て 破片 が 降 
りく こと に な っ た 


半 各地 で 不可 解 な 事件 、 事故 が 続発 する 


エ ウ ロ パ の 破壊 に よる 地球 へ の 影響 は な く 、 破 片 が 地 
上 に 降り 注い だ だ け で 、 世 界 は 平穏 な 状態 に 戻る も の と 
思わ れ た 。 だ が 予想 と は 裏腹 に 、 この 一 件 以降 、 各地 で 
不可 解 な 事件 が 続発 する 。 当初 、 そ れ に 気付 いた の は 破 
片 の 調査 隊 だ っ た 。 地上 に 落下 し た は ず の 破片 が どう し 


た わけ か 失わ れ で て いた の だ 。 さら に 破片 の 落下 地点 を 中 
心 と し た 地域 で 無人 の 乗物 の 概 走 事件 が 発生 。 し か も 正 
体 不 明 の 金属 生命 体 が 出現 し た と の 報告 も 寄せ られ る 。 
この 事態 を 契機 に 連邦 政府 は 地球 に 外 宇宙 か ら の 生命 
体 が 侵入 し た も の と 推測 し 、「ELS」 と 命名 し た 。 


注い だ 地域 の 周辺 で 事故 が 多発 。 し か も 奇妙 な こと に 事故 を 
起こ し た 還 や 車輌 は 無人 で あり 、 通常 な ら 事故 な ど 起 こる は ず は な が っ た 。 


破片 が 放り : 


さら に 人 金属 生命 体 道 


し 極秘 裏 に 調査 を 開 
始 し た 。 


四 ティ エリ ア 、 無人 車両 に 襲撃 され る 


リボ ンズ と の 決戦 後 、CB か ら 離 れん た アレ ル ヤ ・ ハ プティ 
ズム と マリ ー・ パ ー フ ァ シ ー (ソー マ ・ ピ ー リ ス ) は 、 ある 時 、 
無人 の 太陽 光 発電 施設 を 発見 。 不可 解 な 状況 に 首 を 傾 
げ て いる と 、 突 名 、 誰 も 乗っ て いな い は ず の 作業 車 が 肛 
い 掛 か っ て きた 。 驚い た アレ ル ヤ と マリ ー は 二手 に 分 か れ 


| 時光 條 電 放 放 を 敵 査 す 
る アレ ル ヤ た ちの 前 に 無人 
の 作業 車 が 出現 。 まる で ア 


レル ヤ た ち を 捕まえ よう と す 
る か の よう に 迫っ て きた 。 


アレ ル ヤ と 入れ 替わっ な, 
レル ヤ の 活躍 で 無人 車 を 出 
し 抜く こと に 成功 。 だ が 今 
度 は 無人 の へ リコ プター が 
ハレ ル ヤ に 迫っ て きた 。 


を 合わ せ た ア レル ヤ は 、 マ 
リー の 身 の 安全 を 考え て CB 
に 像 介する こと に な っ た 。 


て 逃げ ける が 、 ど うし た わけ か 無人 車 は マリ ー は ば かり を 付け 狙 
う 。 する と アレ ル ヤ の 中 で 眠っ て で た 別人 格 ( ハ レル ヤ ] が 
覚醒 し 、 無 人 車 は 脳 量子 波 に 引き 寄せ られ て いる と 舎 げ 
た 。 事実 、 ア レル ヤ の 肉体 を 拝借 し た ハレ ル ヤ が 脳 量子 
波 を 発する や 、 無人 車 は ハレ ル ヤ を 追い 始め た の だ っ た 。 
その 直後 、 上 空 め ら 放 た れ 
た ビー ム が 無人 へ リ を 射 抜 
き 、 ハレ ル ヤ の 危機 を 首 う 。 
それ は アレ ル ヤ た ちの 危機 
人 に 気付 いた ロッ クオ ン ・ ス ト 
ラ ト ス の 一 撃 だ っ た 。 


久し振り に CB メン バー と 応 


CB、 歴 史 の 表 舞 台 か ら 姿 を 消し つつ 
も 、 戦争 根絶 の 戦い を 続行 。 


エ ウ ロ パ 、 地 球 園 に 帰還 。 連邦 軍 
MS 部 隊 が 迎撃 する も 、 失敗 。 


デカ ルト 、MA ガ デラ ー ザ で エ ウ ロ パ を 


地上 に エ ウ ロ パ の 破片 が 落下 する 。 
破片 の 落下 地点 を 中 心 に 、 各 地 で 
不可 解 な 事件 が 続発 。 

ルイ ス ・ ハ レヴ ィ 、 ELS と 遭遇 。 
市 那 、 リ ボン ズ に 擬態 し た ELS と 適 
遇 する 。 


アレ ル ヤ と ピー リス 、 無 人 の 太陽 光 
発電 施設 を 調査 中 、 無 人 車輌 に 興 
撃 され る 。 

ロッ クオ ン 、 アレ ル ヤ た ち を 救出 。 


アレ ル ヤ と ピー リス 、 CB に 帰還 。 


万 上 機動 戦士 ガ ンダ ム 00 一 A waking of the Tralblazer 一 


AD TIMELINE 


ELszo 計 | 可 | ed sr 18 


| 新た な エ ウ ロ パ が 出現 する 


ELS に よる 被害 が 拡大 の 一 途 を 辿っ て いた 頃 、 新 た な 
脅威 が 地球 に 接近 し つつ あっ た 。 破壊 し た は ず の 木星 探 
査 答 エ ウ ロ バ が 再び 現れ た と いう の だ 。 この 時 点 ま で に 
ELS の 基本 能力 は 判明 し て お り 、 接 近 す る エ ウ ロ パ は 接 


触 し た 物体 (生命 体 を 含む お) を 侵食 し 、 そ っ くり な 姿 に 握 態 
する 能力 を 使っ た ELS の 集合 体 だ と 判断 し た CB は 3 機 の 
ガン ダム を 差し 向け る 。 と は いえ 初め て の 地球 外 生 物 と の 
交戦 だ け に 、 有効 な 作戦 は 立て られ な か っ た 。 


グ を し て いた 乗組 員 に 、 新た な エ ウ ロ パ 出現 
の 幸 が 届く 。 その 次 は 連合 軍 に 破壊 され た 租 と まっ た く 同じ だ っ た 。 


エ ウ ロバ 攻略 の た め 、 
ダブ ルオ ー ラ イザ ー で 
出撃 する 親 邪 。 ちな み 
に この 時 の ダブ ルオ ー 
2 
ヴ を 失っ て い 
NE 
を 電 科 し て いる 。 


目 CB、ELS と 交戦 


刻々 と 地球 に 接近 し つつ ある エ ウ ロ パ の 姿 を 確認 し た 
痢 那 、 ロック オン 、 ティ エリ ア は た だ ち に 迎撃 作戦 を 開始 。 
する と 攻撃 に 呼応 する よう に エ ウ ロ パ か ら 無 数 の 物体 が 放 
た れ た 。 銀色 の 紡 釘 体 の よう な 形状 を し た 物体 一 一 それ 


こそ が ELS だ と 認識 し た 3 人 は 、 接 近 す る ELS に 攻撃 を 集 
中 する 。 だ が 命中 し た GN ミ サイ ル は ELS に 侵食 され て し ま 
い 、 効 果 的 な 攻撃 手段 は ビー ム し か な い 。 ガン ダム マイ ス 
ター の 能力 を も っ て し て も ELS 攻 略 は 困難 だ っ た 。 


VWR ] 
| 


区 * 
エ ウ ロ / で が 5 大量 の ELS が 出現 し 、 ガン ダム マイ メタ ー に 接近 し て きた 。 こ 
れ に 応戦 すべ く 、 ロッ クオ ン や アレ ル ヤ も 攻撃 を 開始 し た の だ が ……。 


目 利 孤 、 戦線 か ら 苑 脱 


GN ミサ イル と 接触 し た 
A サイ ル を 保 


退 の 戦い を 演じ て いた ELS と ガン ダム マイ スタ ー 


次 第 に マイ スタ ー 側 の 連携 が 崩れ 始め た 。 ダブ ル 
オー ライ ザー を 駆る 刺 那 の 動き に あか ら さ まな 異変 が 生じ 
始め て いた の だ 。 実は ELS が 脳 量子 波 を 介し て 羊 那 に 接 


触 を 試み て いた の だ 。 半 那 も 返答 し よう と する が 、 相 手 が 
放つ 強烈 な 脳 量子 波 の 意味 が 菌 み 取れ ず に プレ ッ シ ャ ー 
を 感じ る の み 。 そし て つい に この 圧力 に 耐え 切れ ず 、 ダ ブ 
ルオ ー ラ イザ ー が 戦線 を 離脱 し て し まっ た 。 


用 量子 波 の 邦 流 に 呆 
され て 戦い に 集中 で き 
な い 著 は 一 時 撤退 
を 試み る 。 し か し ELS 


食 され て し まっ た 。 


癌 ティ エリ ア 、 戦闘 に 参加 


撤退 する ダブ ルオ ー ラ イザ ー を 追撃 する ELS の 大 群 。 し 
か し 刺 那 に は 対抗 する 余力 が な く 、 この まま で は 機体 が 侵 
食 され る の は 時 間 の 問題 と 思わ れ た 。 だ が 予想 外 の 救い 
の 手 が 現れ た 。 連邦 軍 に も CB に も 所 属し な い ガ ンダ ム ・ 


ダブ プル オー ライ ザー を 取り 
園 ん (、 想 


LS; 
の 方 向 か ら 放 た れ た ビーム 
に よっ て 破壊 され で いる 。 


さら に 飛来 し た パー ツゲ ダ 

ブル オー ライ ザー に 取り 付く 

と 、ELS に 伺 食 され た 前 部 

を 強引 に も ぎ 取り 、 装 那 の ー 

危機 を 教 っ て いる 。 L 』 | 


タイ プ 機 が 戦場 に 介入 し 、 圧 倒 的 な 火力 を 発 押し て ELS 
を 撃破 し た の で ある 。 その 様子 を 目 に し た スメラギ ・ 李 ・ ノ 
リエ ガ は 救い 主 の 正体 に 思い 当たっ た 。 それ は 、 か つて 共 
に 戦っ た ティ エリ ア ・ ア ー デ だ っ た 。 


首 務 を 救っ た 機体 は ソレ ス 
タル ビー イン グ 号 で 建造 
れ た ガン ダム ・ タ イブ MS、 
ラフ ァ エ ル ガ ン ダム だ っ た 。 


ELS と の 誠 較 を 制 し て プ ト 
レ マ イ オス IL 改 に 放散 し た 
弟 著 たち を 迎え た の は 復活 
し た ティ アリ ア だ っ た 。 


新た な エ ウ ロ パ が 出現 。 地球 に 向け 
て 移動 を 開始 する 。 


CB、 エ ウ ロ パ 迎 撃 ミッ ショ ン を 開始 。 
プトレマイオス 2 改 、 エ ウロ パ に 向け 
て 移動 開始 。 


球 那 、 ロック オ ン 、 
エ ウ ロ パ へ 接近 。 


ティ エリ ア の 3 人 、. 


エ ウ ロ パ か ら 大 量 の ELS が 出現 。 
CB、ELS と 交戦 。 

ELS、 脳 量子 波 を 介し て 刺 那 と の 接 
触 を 試み る 。 


箸 那 、 強 烈 な 脳 量子 波 を か わ そう と 
戦線 を 離脱 。 


ELS、 市 那 を 追跡 。 
ティ エリ ア 、 ラ ファ エル ガン ダム で 戦 
闘 に 介入 。 


ティ エリ ア 、 ELS と エ ウ ロ パ を 撃破 し 、 
CB の 危機 を 救う 。 


ティ エリ ア 、 ト レミ ー チ ー ム に 復帰 。 


利 那 の 変革 
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機動 戦士 アガ ンダ ム 


UE.TIMELME | 
ジャ ミト フ 暗 殺 


【 】 ジャ ミド フ ・ ハ イマ ン と の 交渉 が 決裂 し 、 反 ティ ター ン 
b ズ の 姿勢 を 明確 に し た ハマ ー ン ・ カ ー ン は 大 胆 な 作戦 


に 打っ て 出 た 。" 宇 宙 に お ける ティ ター ンズ の 要衝 で あ 
る 巨大 層 二 「 ゼ ダン の 門 ]。 これ に アク シズ を 激突 させ 、 
ティ ター ンズ の 勢い を 削 ご で うと いう の で ある 。 


ハマ ー ン 、 ア クシ ズ を ゼ ダ ン の 門 に 激 
突 さ せる 作戦 を 計画 。 


| | アク シズ 、 セダン の 門 に 接近 
ジ オン を 再興 させ る つも り は 毛頭 な いと 判断 


惑星 が 移動 を 開始 し た 。 一 方 、 こ の 作戦 が 成功 すれ ば 宇 
宙 に お ける ティ ター ンズ の 勢力 基盤 は 一 気 に 弱 体 化 する 
と 考え た エゥーゴ は 支援 を 表明 し て いる 。 


エゥーゴ 、 アク シズ へ の 支援 を 表明 。 


アク シズ 、 移動 を 開始 。 


| 
| 
| 
| エゥーゴ 艦隊 、 ゼ ダン の 門 周 辺 宙 域 
に 集結 。 

|| ハマ ー ン か ら 連 給 を 受け た 

エゥーゴ は 作戦 の 支援 を 
表明 。 アー ガマ を 中 心 と す 
る 艇 隊 が ゼ ダ ン の 了 門 画 域 
月 に 派遣 され る こと と な っ た 。 


SS エゥーゴ と ティ ター ンズ 、 戦闘 開始 。 
アク ンズ の 棒 近 を 話 知 し た ゼ ダ ン の 門 で は 駐留 能 隊 に 退 層 命名 が 出さ れる 。 
だ が 突 燃 の 出来 事 に 命令 系 紙 が 混乱 し 、 作 業 は 遅 々 と し て 進ま な か っ た 。 


ファ 、 レコ ア と 遺 遇 する 。 


サラ 、 アー ガマ か ら の 脱出 に 成功 。 


アポ リー、 ファ を 底 っ て 命 を 落と す 。 


@ 目 セダン の 円 周辺 で 戦闘 が 発生 する 


アク シズ 肖 潤 が 小惑星 の 直 術 を 担う 一 方 、 ア クシ ズ の た 。 ゼ ダ ン の 門 は 欠 克 程度 で は 破壊 で き な い が 、 ア クシ ズ 
到着 に 先駆 け て ゼ ダン の 門 宙 域 に 集結 し た エゥーゴ 艦隊 が 激突 すれ ば 壊滅 に 近い 被害 は 免れ え ず 、 激 突 の 衝撃 
は 、 テ ィ タ ー ン ズ 毅 隊 を 要 寒 に 足止め する 役回り を 任 さ れ ィ ター ンズ 艦隊 も 巻き 込 も うと 考え て いた の だ 。 


アク シズ 、 ゼ ダ ン の 門 に 激突 。 


ティ ター ンズ 、 艦 隊 勢 力 の 一 部 と 宇 
宙 に お ける 活動 拠点 を 矢 う 。 


また 、 これ まで エゥーゴ 


エッ ー ゴ 側 の 作戦 は の MS パイ ロッ ト と し て 
を 事 し 、 肥 出 準 儲 の で 旧 証 活躍 し て いた アポ リー "と 
BT ET | 当 ks に が ファ ユイ リ で 放っ ” 
れ て は 要 宏 を 離れ られ て 埋 死 。 ベテラン の 死 
ず 、 ド o ク で 待機 し て い 還 ン に 仲間 た ち は 言 業 を 


る し か な か っ た 。 も 失っ た と され る 。 Pi 


四 アク シズ 、 セダン の 門 に 激突 


ティ ター ンズ と エゥーゴ 、 アク シズ の 戦い が 続く 中 、 鉱山 断 し た ブラ イト ・ ノ ア は 全部 隊 に 後退 を 指示 。 そ し て 一 同 
衛星 が セダン の 門 笛 域 に 接近 し て きた 。 これ 以上 の 戦闘 が 見 守る 前 で つい に アク シズ が ゼ ダ ン の 門 に 激突 し 、 テ ィ 
継続 は アク シズ 激突 の 祭 波 を 受け る 危険 性 が 高い と 判 ” ター ンス は 宇宙 に お ける 活動 拠点 を 失っ た 。 


最終 的 に ゼ ぜ ダ ン の 門 は 二 
分 きれ 、 画 要 才 と し て 
の 機能 を 完 
マー ン の 目論み 
成功 し 、 チ ィ ター ンズ は 
宇 で の 勢力 基盤 を 失う こ 
本 と に な っ た 。 


無数 の 岩 境 が 発生 。 運 良 く 脱 出 


が せ セ 
の に つか っ で 破壊 され る も の も あっ た 。 
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機動 戦士 Z く ガン ダム 


1 月 下旬 
半 シロ ッ コ っ 、 極秘 要 に アタ シズ と 接触 


ティ ター ンズ の 弱体 化 を 見 た シロ ッ コ は 、 


ハマ ー ン と の ロッ コ の 行動 は ジャ ミト フ に も 伝わっ て お り 、 彼 も 会見 へ の 
参加 を 表明 する 。 し か し 、 そ れ す ら も シロ ッ コ の 思惑 だ と は 、 


さす が の ジャ ミト フ も 思い 至ら な か っ た よう だ っ た 。 


会 見 に 乗り 出し た 。 いずれ 自分 が 地球 囲 を 掌握 する 際 に 
障害 と な る の は アク シズ だ ろう と 判断 し た た め だ 。 だ が シ 


ハマ ー ン と の 会 見 
に シロ ッ コ が 搭乗 


潤 個 ブフ メン に 向かう こと と 
ンー、 2 


1 月 下旬 
四 シロ ッ コ 、 ハ マー ン 、 


ジャ ミト フ に よる 三 者 会 談 が 開催 され る 


が 銃 を 出し た こと で 様相 が 一 変 。 異様 な 気配 を 感じ た クワ 
トロ が 会 場 に 乱入 し 、 シ ロッ コ を 救 お うと し た サラ ・ ザ ビア 
ロフ が 発砲 し た こと で 、 会 談 は 中 断 さ れ た 。 


入っ た 9 グ ワ ダン の 別 の 一 角 で は シロ ッ コ 、 
会 談 が 始ま っ た 。 だ が 、 シ ロッ コ 


その 時 異様 な 気配 を 成 
じ た ク ワ ト ロ が 会 場 に 乱 


談 は 中 断 と な っ た 。 


1 月 下旬 


目 シロ ッ コ 、 ジャ ミト フ を 暗殺 
ハマ ー ン は いち 早く 苑 脱 し 、 クワ トロ も 脱出 し た こと で 会 

場 に は シロ ッ コ と ジャ ミト フ だ けが 取り 残さ れる 。 そし て 、 こ 

れこ そ が シロ ッ コ の 待ち 望ん だ 状況 だ っ た 。 第 三 者 の 目 


が な い 場 所 で ジャ ミト フ の 前 に 立ち は だ か っ た シロ ッ コ は 彼 
に 発砲 。 秘密 裏 に ティ ター ンズ 総帥 を 排除 し 、 その 罪 を ア 
クシ ズ 側 に な すり つけ よう と し た 。 


宅 載 か ら 槍 も 大 な く な - 
を 向け る 。 その 複線 は 


1 月 下旬 
目 シロ ッ コ 、 ティ ター ンズ 全権 を 掌握 
グ ワ ダン か ら 脱 出し ッ コ は ティ ター ンズ 全部 隊 に 
向け て ジャ ミト フ が ハマ ー ン に 暗殺 され た こと 、 い まわ の 際 て き : 
に ティ ター ンズ の 全権 を 委 裏 され た こと を 告げ けた 。 これ まで 


ジャ ミト フ を 排除 し て ティ ター ンズ 


シロ ッ コ は 歴史 の 険 に 身 を 置き な が ら 人 々 を 巧み に 操作 し 
舞台 に 姿 を 現し 、 


し か し 時 が 満ち た 今 、 つ い に 表 : 
地球 園 支配 に 乗り 出し た の で ある 。 


でも の で は な く 、 脱 鋼 は 
ち 越 され て いる , 


一 亡 の ハマ ー ン b シ ロッ コ を 倒す 
べき 届 と 選 隊 。 自ら が 専用 MS 半 
すこ ベレ イ に 所 と | 

凶 び 出し て いっ た 


U.C.0088 


8 コ 半 シロッコ 、 独 自 に アク シズ と 接触 。 ハ 


マー ン と の 会 見 を 取り 付け る 。 


ジャ ミト フ 、 シ ロッ コ の 動き を 制す る ペ 
く 、 会 談 へ の 参加 を 表明 。 


シロ ッ コ 、 サ ラ を 護衛 に 就け 、 グ ワダ ン 
に 入る 。 


クワ トロ 、 グ ワ ダン で ミネ パ と 接見 。 


ロッ コ と ハマ ー ン 、 
会 談 が 開始 。 


ャ ミト フ に よる 


クワ トロ 、 不穏 な 気配 を 感じ て 会 場 に 
乱入 。 


サラ 、 シ ロッ コ を 援護 すべ く 、 艦 内 で 
ビー ム 砲 を 発砲 


ハマ ー ン 、 会 場 か ら 脱出 。 


シロ ッ コ 、 ジ ャ ミト フ を 暗殺 。 


シロ ッ コ 、 グ ワダ ン か ら 脱 出 。 


シロ ッ コ 、 ジ ャ ミト フ か ら テ ィ タ ー ン ズ 
の 全権 を 委譲 され た こと を 宣 | 
ター ンズ を 掌握 する 。 


シロ ッ コ 、 グ ワダ ン へ の 攻撃 を 指示 。 
シロ ッ コ 、 ハマ ー ン と 交戦 。 


サラ 、 カ ツ の 攻撃 か ら シ ロッ コ を 棄 っ 
て 命 を 落と す 。 


MORE INFO! 
くし た 


c 通 サン ラズ 173-30 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


U.C.TIMELINE 


モト ラッ ド 、 進撃 


DA) 本 内 sm ll 
モト ラッ ド 、 進撃 


まる で 92 輪 車 の よう な 外観 を 有する 帝国 軍艦 一 モト 

ラッ ド 艦 が 地球 に 降下 。 帝国 の 進撃 の 妨げ と な る も の 

を 巨大 な ホイ ご ル で こと ご と く 路 踊 す べく 、 活動 を 開始 

し た 。 ウッ ソ ・ エ ヴィ ン を は じ め 、 リガ ・ ミ リティ ア が 抵抗 

* を 試み た も の の 、 いた ずら に 犠牲 が 増す ば か り だ っ た 。 


5 月 19 晶 3 


シャ クティ 、 モ トラ ッ ド 艦隊 の 動向 を 開 


ウッ ツ 、 シャ クティ 救出 に 向かう 


月 に 降下 し た モト ラッ ド 艦 隊 が 地球 へ 向かう 準備 を 進め 
て いる こと を 知っ た シャ クティ ・ カ リン は 居 て も 立っ て も 居 ら 
れ な く な る 。 そし て 独断 で 帝国 軍 と 接触 し た 挙句 、 身 柄 を 


拘束 され て し まっ た 。 やむなく ウッ ソ た ち が 救 出 に 向かい 、 
交戦 の 未 に シャ クティ の 救出 に は 成功 。 と ころ が 今度 は 
ウッ ソ の 母 ミュ ー ラ ・ ミ ゲル が 捕まっ て し まっ た 。 


] 邊 人 が 帝国 の 女王 の 
| 上 を 引い て いる こと を 
知っ た シャ クティ は モト 
ラッ ド 艇 隊 の 動向 を 者 
過 で きず 、 帝 国軍 謀 報 
上 只 と 接触 。 だ が 説得 に 
失敗 し た ば か りか 身柄 
| 拘束 され て し まっ た 。 


いい 


ティ を 解放 し た 。 


死 を 遂げ て いる 。 


四 ウッ ツ 、 ド ッ ゴ ー ラ と 交戦 


モト ラッ ド 艦 隊 族 艦 アド ラス テア が ドッ ク 艦 メリ リン で 補 
給 を 受け て いる こと が 判明 。 そこ で ミュ ー ラ の 救出 を 願う 
ウッ ソ を 中 心 と する 攻撃 部 隊 が 編制 され 、 ア ドラ ステ ア を 


奇襲 する こと に な っ た 。 だ が 攻撃 を 仕掛 け よ うと する ウッ ソ 
の 前 に 、 竜 の よう な 巨大 MA ドッ コ ゴーラ が 出現 。 長大 な ボ 
ディ ー を 駆使 し た 変幻 自在 の 攻撃 に 、 翻弄 され て し まう 。 


ビ 光 
ング 


万 必 を 含め る と 全長 3800m に も な る ドッ ゴー ラ の 変 如 自 在 の 攻撃 を 前 に し 
て 、 ウッ ソ の 駆る V2 ガ ンダ ム も 苦 圭 を 強い られ る の だ が ……。 


それ で も 仲間 た ち が 選 尾 
部 分 を 硫 壊 し た こと で ドッ 
ゴー ラ の 埋 カ は 半 江 。 最 


3 
和 凶 こと で 8 た 。 


5 月 21 日 bp 


四 モト ラッ ド 盤 隊 、 地球 に 降下 


大 気 周 上 層 部 に 到達 し た モト ラッ ド 艦 隊 に 対し て 、 再 度 
ウッ ソ た ち が 放 撃 を 開始 する 。 と は いえ 大 気 園 上 居 部 で 
の 作戦 行動 は 双方 と も に 危険 が 伴い 、 退 避 す る タイ ミン グ 


モト ラッ ド 乱 隊 の 地球 降下 を 隅 も うと する ウッ ソ の V2 ガン ダム に カテ シ 
ゲド ラフ が 内 薄 。 両機 は も つれ 合う よう に し て 大 気 園 に 突入 し た 。 


174-27 


を 誤 れ ば 大 気 と の 空力 加熱 で 機体 が 燃え 尽き て し まう 。 そ 
れ で も 母 を 取り 戻し た い ウ ッ ソ は 攻撃 を や め よ うと せ ず 、 見 
か ね た リー ン ホ ー ス Jr も 地球 に 降下 する こと に な っ た 。 


リー ン ホ ー ス Jr の 援護 も 
すら ウシ ンド th た 
地球 周回 
CG 

a 地上 に 用 り る こと に な っ た 。 


きつ け 、 独断 で 帝国 軍 の 下 に 向かう 。 
シャ クティ 、 身柄 を 拘束 され る 。 


ウッ ソ 、 シ ャ クティ 救出 の た め 、 モ トラ ッ 
ド 艦 隊 と 交戦 。 


オリ ファ ー、 モト ラッ ド 艦 隊 に 体 当 た り 
を 敢行 。 


ミュ ー ラ 、 シャ クティ を 逃がす 代わ り に 
帝国 軍 に 拘束 され る 。 


アド ラス テア 、 メリ リン に 寄港 。 
ウッ ソ 、 アド ラス テア に 傘 醒 を 敢行 。 
ウッ ツ 、 ドッ ゴー ラ と 交戦 。 

ウッ ツ 、 大 気 賠 上層 部 で モト ラッ ド 艦 
隊 と 交戦 。 


ウッ ツ 、 大 気 園 に 突入 。 リー ン ホ ー ス 
Jr. も ウッ ソ に 続い て 地球 降下 。 


| 機動 戦士 V ガ ンダ ム 


UETIMEHME 


モト ラッ ド 、 進撃 Er 本 4 se 11 


還 リー ン ホ ー ス Jr.、 アン ダー フッ ク に 寄港 


メキ シコ 湾 に 降下 し た リー ン ホ ー ス Jr. は 、 補給 と 情報 収 
集 の た め に 自由 都市 アン ダー フッ ク に 寄港 する こと に な っ 
た 。 だ が その 地 は マリ ア 主 義 者 の 巣窟 と な っ て お り 、 カ テ 


カテ ジ ナ に 記 動 まれ た マリ ア 主 義 者 が シャ クティ を 和束 。 ウッ ソ の 導 を 振 
作っ て アン ダー フッ ク を 脱 す 6 と 。 モト ラッ 際 と 人 流し て いる 。 


ア 5 月 24 


目 モト ラッ ド 粗 隊 、 地球 クリ ー ン 作戦 を 開始 


ジ ナ ・ ル ー ス に 促さ れ た マリ ア 主 義 者 に シャ クティ が 誘拐 
され で し まう 。 さら に 水中 用 ドッ ゴー ラ が ウッ ン の 行く 手 を 阻 
み 、 再び シャ クティ は 帝国 軍 の 手 に 落ち て し まっ た 。 


アン ダー フッ ク 近 海 で の 戦闘 以来 、 姿 を くら ませ て いた モ 
トラ ッ ド 艦隊 が メキ シコ 済 沿岸 の 都市 タン ピコ に 出現 。 巨 
大 な ホイ ー ル で 障害 物 を 踏み 潰し な が ら 、 北 米 大 陸中 央 


平原 に 向け て 移動 を 開始 し た 。 対す る リー ン ホ ー ス Jr が 
阻止 作戦 を 展開 する 最 中 、 ウ ッ ソ は アド ラス テア に 潜入 。 
ミュ ー ラ と シャ クティ の 提 索 を 開始 し た の だ が …… 


ペー スズ Jr 脱走 する 介 国 軍兵 の 機 ん だ ウッ ソ と 
口 ・ ヘ シリ ー ク は アド ラス テア に 到着 。 ミュ ー ラ と シャ クティ と 再会 し た 。 


だ が 脱出 の 作 中 、 ク ロ ノ 


て し まう 。 す : 
体 を 張っ て クロ ノ ク ル を | 
止め し 、 後 ろ 避 を 引か れ な 
が ら も 、 ウ ッ ソ は シャ クティ 
了 輸 | ] と アド ラス テア を 苑 れ た 。 


目 ウッ ツ 、 モト ラッ ド 艦 隊 と 交戦 


ド 艦 隊 を 脅威 と 見 な し た 連邦 軍部 隊 が リー ン 
: に 協力 を 表明 。 峡谷 地帯 で の 攻撃 を 開始 し た 。 
地形 を 利用 し た 巧み な 作戦 で つい に モト ラッ ド 艦隊 は 進撃 


- 下 ラッ 艦隊 の 動き を 止め る の | 

は 難し いと 思わ れ た が 、 オデ テロ が 
ダム の 破壊 を 提案 。 共 れ 出 

ア が 社 弄 され 、 

リティ ア に 傾い た 


っ た 
ミュ ー ラ 再選 を 試み る 。 


目 ウッ ツ 、 ド ゥ カー・ イ ク 隊 と 交戦 


を 停止 。 だ が 彼ら は 作戦 を 諦め た わけ で は な か っ た 。 中 で 
も 帝国 軍兵 ゴ ズ ・ バ ー ル は ミュ ー ラ を 人 質 に し て リー ン ホ ー 
ス Jr. の 後退 を 要求 。 ウッ ソン の 起り を 買う こと に な る 。 


ウッ ソ の 舌 虫 で ゴ ズ ・ パ バー ル の 
機体 は 大 破 し 、 ミ ュー ラ の 教 出 
は 成功 し た と 思わ 不 
測 の 事 交 が 発生 し 、 

命 を 堆 っ て し まっ て いる 。 


ラス テア に は 攻撃 を 仕掛 けら れ 
ず 、 ウ ッ ソ た ち は 起 り の や り 場 を 
失っ て し まう 。 


連邦 軍 と 帝国 と の 間 で 休戦 協定 が 締結 され 、 モ トラ ッ ド 
艦隊 は 宇宙 へ 移動 。 目的 を 失っ た ウッ ソ は ホワ イト アー ク 
で 故郷 の カサ レ リ ア に 戻る こと に 


= 


海上 か ら ホ ワイ ト ア - 
中 に 溢 ま せ 、 ビーム 


SE する 「M」 に 対し て ウッ ソ は V2 ガン ダム を 海 
ー ル ド で 海 を 割っ て 、 相手 の 侵攻 を 組ん だ 。 


ドゥ カー・ イ ク 率 いる リ シ テア 級 巡 洋 艦 「M] の 吸 撃 を 叶 け 
て し まう 。 休戦 協定 に 納得 で き な い イク は 独断 で 戦闘 を 続 
行 。 ホワ イト アー ク 撃 沈 に 執 礼 を 燃やし て いた の で ある 。 


さら に [MI の 硝化 を 取っ た 
オデ ロ が 艦橋 を 破壊 し 、 ホ 
ワイ トト アー ク の 危機 は 去っ 
た 。 し か し その 攻撃 は オー 
パー キル で あり 、 オデ ロ 自 
身 も 余丁 な 戦死 者 を 出し 
た こと に 当 務 し た と され る 。 


シャ クティ 、 カテ ジ ナ に 誘拐 され る 。 


ウッ ソ 、 シ ャ クティ を 追う 途中 、 水 中 用 
ドッ ゴー ラ に 行く 手 を 阻ま れる 。 


モト ラッ ド 艦隊 、 タ ン ピ コ に 上 陸 。 地 
球 ク リー ン 作戦 を 開始 する 。 


ウッ ソ 、 ア ドラ ステ ア に 潜入 、 シ ャ ク 
ティ を 救出 する 。 
連邦 軍 と リー ン ホ ー ス Jr.、 渓 谷地 帯 
で モト ラッ ド 艦 隊 を 襲撃 。 


ダム の 決壊 に 巻き 込ま た モト ラッ ド 艦 
隊 、 移動 を 停止 。 


ゴ ズ 、 ミ ュー ラ を 人 質 に リー ン ホ ー ス 
Jr. の 撤退 を 要求 。 


リ シ テ ア 級 の 事故 に 巻き 込ま れ 、 
ミュ ー ラ 死亡 。 


連邦 軍 と 帝国 軍 の 間 に 休戦 協定 が 
締結 され る 。 

ウッ ソ 、 ホ ワイ ト ア ー ク で カサ レ リ ア に 
向かう 。 

イク 、 ホワ イト アー ク を 強襲 。 


ウッ ゾ 、 仲 間 と 協力 し て イク を 撃退 する 。 


で 電通 ・ サ ン ラ ィ ズ 174-28 


ン ホ ー ス Jr.、 ア ンダ ー フ ッ ク に 寄 発 
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ア 3 の 死闘 


の 覇権 を 競い 、 総力 戦 を 挑む お ハマー ン ・ カ ー ン と 
レミ ー・ ト ト 。 急速 に 拡散 する ふた り の 悪意 は 戦場 を 礁 
英 味方 の 区 別 な く 多く の 人 々 の 命 を 呑み 込ん で い 
。 一 方 、 そ ん な 惨状 を 目 に し た ジュ ドー・ ア ー シ タ は 、 
ココ 戦い に 終止 符 を 打つ べく 奮闘 し 続け て いた 。 


175-29 


1 月 15 日 
目 ジェ ドー た ち 、 コア 3 に 向かう 


マシ ュ マ ー・ セ ロ を 層 っ た グレ ミー は 、 勢 い の ま ま に ハ か ね な い 。 状況 を 見 て 取っ た ジュ ドー と 仲間 は アク シズ へ 
マー ン の 拠点 で ある コロ ニー・ コ ア 3 へ の 直接 攻撃 を 画策 。 と 向かう こと に し た 。 これ 以上 の 秩 牲 者 を 出さ な いた め に 、 
し た 。 この 攻撃 が 成功 すれ ば 、 ハ マー ン 軍 は 総 月 れ に な り グレ ミー の 暴挙 を 止め な けれ ば な ら な いと 考え た の だ 。 


アク シズ に 向かう 途中 、 
| カン ・ ダ カラ ン の 也 る ド 
ウル フ と 道明 
の MM は ミー 
と り で あり 、 ラカン の 
存在 な ど 眼中 に は な く 、 簡 
単に 町 り 供 せ て いる 。 


プレ ミー の 重 図 を 府 し た ジュ ドー は アク シズ へ 向かう こと を 決意 。 増加 装甲 
を 科 置 し た フル アー マーZZ ガ ンダ ム で ネェ ル ・ ア ー ガ マ を 発進 し た 。 


目 ジュ ドー、 グレ ミー と 対 時 


仲間 た ちと の 巧み な 連携 で アク シズ に 突入 し た ジュ ドー ら 発せ らち れ る プル ツー の 思念 に 迷い を 感じ 取る 。 プル ツー 
だ が 、 ブル ツー が 操る クィ ン ・ マ ン サ の 猛攻 に 行く 手 を 阻ま は グレ ミー に 戦い を 強要 され て いる に 中 い な い ーー そ う 考 
れ て し まっ た 。 だ が 較 い の 最 中 、 えた ジュ ドー は プル ツー を 説得 し よう と する が ……。 


理由 の な い 者 に 私 は 
止め られ な いと 豪語 し 、 
ジュ ドー を 圧倒 し た 。 


と する グレ ミー の 前 に フ は っ A。 科 は 0 と 

ZZ が で は な <、 みん な の 意思 
で 背負 っ て 電 っ で いる の 
だ 。 その こと に 気付 いた 


1 月 15 日 3 2 
ルー、 グレ ミー を 討つ 


ュ ド ー の 呼び 掛け が 功 を 奏し 、 自 分 の 意思 に 目覚 め た こ に 一 財 の 隙 が 生じ 、 そ れ が グレ ミー の 最期 と な っ た 。 先 
プル ツー は グレ ミー の 束縛 か ら 解 放さ れ 、 コ ク ピ ッ ト か ら 抜 の 攻撃 で 機体 は 半壊 し た も の の 、 な ん と か 態勢 を 立て 直し 
け 出 そ うと する 。 それ を 引き 留め よう と する グレ ミー。 だ が そ 。 て いた ルー・ ル カ が 反撃 の 機会 を 足 っ て いた の だ 。 


ガン ダム の 一 撃 を 受け た 
クィ ン ・ マ ン サ は 音 発 。 これ 
に 巻き 込ま れ た プル ツー は 、 
フル アー マーZZ ガ ンダ ム に 
プル ツー を 追っ て コク ピット を 陣 び 出し た グレ ミー。 その を か に 見 っ 助け られ た も の の 、 瀬 死 の 
め て いた ルー は 、 凍 躍 いな が ら も グレ ミー を 討ち 取っ て いる 。 重 作 を 負っ て し まっ た 。| 


ハマ ー ン と グレ ミー の 戦闘 、 激化 。 


グレ ミー、 コ ア 3 に モウ サ を 激突 させ よ 
うと する 。 


ジュ ドー、 フ ルアー マーZZ ガ ンダ ム で 
アク シズ に 向かう 。 


ジュ ドー、 ラカン ・ ダ カラ ン を 撃破 。 
ジュ ドー と 仲間 た ち 、 ア クシ ズ 内 に 突 
入 。 クィ イン ・ マン サ と 交戦 する 。 


ジュ ドー、 プル ツー を 説得 。 


グレ ミー、 ジ ュ ド ー を 論破 し よう と する 。 


プル ツー、 グレ ミー の 束縛 か ら 解放 。 


ルー、 ク ィ ン ・ マ ン サ を 狙撃 。 グレ ミー、 
死亡 。 


プル ツー、 爆 発 に 巻き 込ま れ 、 重 傷 を 
負う 。 


ジュ ドー た ち 、 ネェ エル: アー ガマ に 帰 艦 。 


崩壊 する コア 3 
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コア 3 の 死闘 


= i ィ 
半 ジュ ドー、 ハマ ー ン の 下 に 向かう 
ダレ ミー は 排除 され た も の の 、 ハ マー ン は それ 以上 の 動 身 で コア 3 に 向かう こと に し た . ー の 精神 に は ハマ ー 


き を 見 せよ うと し な い 。 お そら く ハ マー ン は 自分 が 出 て くる 
の を 待っ て いる に 培い な い 一 一 そう 考え た ジュ ドー は 、 単 


ン の プレ ッ シ ャ ー が 届い て お り 、 ハマ ー ン 自身 も 単独 で 相 
手 に な る つも り で いる こと が 感じ 取れ て いた の だ っ た 。 
キャ ラス ー ン の 舞 護 も あっ 


て 、 戦場 を 離脱 し た ふた けり 


] は ゴア 3 内 部 に 突入 。 後 


に 残っ た キャ ラ は 前 部 隊 を 
引き 付け 、 最期 まで ハマ ー 


ー ヒ ハマーン を 量産 型 キュ ペレ イ 部 隊 が 抽 う 。 
いた ニュ ー タ イブ 部 隊 の 生き 残り だ : 


四 ジュ ドー、 ハ マー ン と 対 時 


コア 3 に 突入 し た ふた り は コロ ニー 内 で 激しい 戦い を 繰 ” を 現し 、 コ ア 3 に 激 
り 広げ る 。 する と 戦い の 最 中 、 コ | の 構造 材 を 激しい は 猛攻 仕掛け. ー は 窮地 に 陥っ て し まう 。 
衝撃 が 揺 さ 軌道 を 外れ た は ず の モウ サ が 再び 姿 。 諦め る つも り は な く 、 それ が 意外 な 戦 
イ 
| 
[err P 
國 ハマ ー ン 自分 の 軍門 


に 下る よう 3k いい 


込ま れ た まま ファ ン ネル の 標的 に され 、 絶命 の ジュ 
こ 機 体 を 分 難 さ せる と いう 韻 筑 で 難 を 拓 れ て いる 。 


| ュ ド ー、 ハ マー ン を 制す る 


ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン の 直撃 を 受け た ハマ ー ン だ が 、 最後 
の 力 を 振り 絞っ て ジュ ドー を 械 い 、ZZ ガ ンダ ム を 大 破 に 師 
い 込む 。 だ が 彼女 の 機体 も 大 きく 破損 し 、 も は や 戦う 力 は 


| 了 ]3 ア 3 の に 拉 明 する キュ ペレ イ 
| / 、| を 追う ジュ ドー。 だ が これ は ハ 


残っ て いな か っ た 。 勝負 は 決し た と 考え た ジュ ドー は 傷 つ 
いた ハマ ー ン に 手 を 差し 伸 べ る 。 し か し その 手 を 払っ た ハ 
マー ン は 、 自ら の 野望 と 共に 消え る 道 を 選ん だ の だ っ た 。 


攻撃 で 重信 を 負っ た ハマ ー 
し て ジュ ドー は 作戦 を 呼び 


長 と し て の プラ イド が 、 
マー ン ド に を る こと fe な 


ジュ ドー の よう を ニュ ー タ イプ に 
えた こと を 感謝 し な が ら ハ 


| 第 1 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 、 終結 


に 勝利 の 喜び は な く 、 た だ 虚 し さ が 込み 
rs 戦い を 通し て 彼 が 目 に 
の 欲 と 都合 に まみ れ て いた か 


ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ が 影武者 だ っ た こと が 判明 し た ネオ ・ 
オン は 全面 的 に 降伏 。 こう し て 長き に 古 る 戦い は 暮 を 閉じ 


| な あの tuk 
、 ブ ライ ト ・ ノ ア 


3 の 崩壊 に 状 き 込ま れ た か に 見 
ン で 脱出 に 成功 。 力 を 使い 果たし だ 


、 ブル ッ ー の ナビ ゲー 
中 を 引き 取っ て いる 。 


罪 


っ た の か も し れ な い 。 


ジュ ドー、 ハ マー ン か ら の プレ ッ シ ャ ー 
用 明知 する 。 


四 ジュ ドー、 単 独 で コア 3 に 向かう 。 


日 ジュ ドー と ハマ ー ン 、 グ レミ ー の ニュ ー 
タイ プ 部 隊 に 襲わ れる 。 


キャ ラ 、 ハマ ー ン を 棄 っ で 戦死 。 


| ジュ ドー と ハマ ー ン 、 


コア 3 内 に 移動 。 


の 


コア 3 に モウ サ が 激突 。 コロ ニー 
崩壊 が 始ま る 。 


上 ZZ ガン ダム と キュ ベレ イ 、 共に 大 破 。 
ジュ ドー、 ハマ ー ン に 停戦 を 申し 出る 。 


ハマ ー ン 、 ジ ュ ド ー の 申し 出 を 拒否 し 
て 、 機体 と 運命 を 共に する 。 


ヾ が 影武者 で ある こと が 判明 し 、 
ネオ ・ ジオ ン が 全面 降伏 。 


第 


ジュ ドー、 ネェ ル ・ アー ガマ に 帰 艦 。 


一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 、 終結 。 


由 ジュ ドー、 す べ て の 慎 り を ブラ イト に ぶ 
還 つけ る 。 
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機動 戦士 ガン ダム 


UC.TIMELINE = っ ROR 
三つ巴 の 乱戦 


ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン の 暗殺 を きっ か け に バ プ テ マ ス ・ シ 

ロッ コ が ティ ター ンズ を 掌握 、 

化し た 。 これ に エゥーゴ が 加わ り 、・ 地球 園 の 吾 権 を 競う 

I 三つ巴 の 戦い と いう 構図 が 生ま れ た 。 戦い の 最 中 、 カ 
ミー ユ ・ ビ ダン は 悪意 を 断 と うと 春 走 する が ……。 


2 月 2 日 
上 エッ ー ゴ 、 メ ー ル シュ トロ ー ム 作戦 を 開始 
コロ ニー・ レ ー ザ ー を 沿 握 し た アク シズ に 対し て エッ ー 攻 す る こと か ら メ ー ル シュ トロ ー ム 作戦 と 名 付け られ た この 


ゴ は 礁 本 作戦 を 立案 。 コロ ニー・ レ ー ザ ー を 渦 の 中 心 に 戦い は 、 そ の 後 の 江 局 を 左右 する も の と 考え られ 
見 立て 5 方 向 に 配置 し た 艦隊 が 螺旋 状 に 移動 し な が ら 優 ニー・ レ ー ザ ー の 火力 は それ ほど まで に 圧倒 的 


カミ ー ユ の 客 戦 も あっ て ア 
クシ ズ 勢 力 は 描 退 。 作戦 
。 は エゥーゴ の 勝利 で 終わ 

ミ り 、 以後 、 コロ ニー レー 
戦い の 最 中 、 カミ ー ユ と ハマ ン は ニュ ー タ イブ と し て の 精 入 感応 有 。 | ザー の 所 有 権 は エゥーゴ 
を 体 潤 し た が 、 相 互 理解 に は 生 ら ず 、 互い を 敵 と 再 認 議 し た に 移っ て いる 。 


まで は 多大 な 被害 が 生じ る と 危 ぶ , ウー ゴ は コロ ニー・ 
土産 を 残し て いた 。 アク シズ を エゥーゴ の 活動 拠点 と な る レー ザー を 使っ て の 軌道 変更 を 試み る 。 だ が そこ ご に 、 ロ ザ 
月 面 都市 グラ ナダ へ の 落下 コー ス に 乗せ た の だ 。 この ま ミア が 搭乗 する サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-II が 乱入 し て きた 。 


カミ ー ユ の 出現 で 精神 
的 な 混乱 状態 に 区 っ 
た ロサ ミア は 、 英 味方 
の 区 別 な く 放 撃 を 加 
え 、 護 に も 手 が 付け ら 
れ な く な っ て し まっ た 。 


現場 に 向かっ | ロサ ミア を 回 複 させ る | 
ユ は サイ コ ・ ガ ンダ 手段 は な いと 悟っ た カ 
Mk-I を 操る ロ ザ ミア ん ミー ユ は 、 仲間 や クラ 
に 通過 。 な ん と が 説得 : ナダ 市 民 の 安全 を 守る 


四 コロ ニー・ レ ー ザ ー を 巡る 三つ巴 の 戦闘 が 始ま る 


エ ウ ー ゴ と ティ ター ンズ 、 さ ら に アク シズ に よる 戦い は 必着 。 は 残る 全 戦力 を コロ ニー・ レ ー ザ ー 宙 域 に 集結 。 アク シズ 
状態 に 陥り 、 状 況 打開 に は 圧倒 的 な 戦 カ ーー すなわち コ 艦隊 も 移動 を 開始 し た 。 対す る エゥーゴ も 徹底 抗戦 の 構え 
ロニ ー・ レ ー ザ ー が 必要 と 思わ れ た 。 その た め ティ ター ンズ を 見 せ 、 ついに 三 つ 巴 の 戦闘 が 開始 され た の だ っ た 。 


ー ユ の 者 突 は パプ テ 


マス ・ シ ロッ コ に 届い て い 
た の だ が 、 彼 は それ を 不 
愉快 な 感情 と し て 一 朗 し 
て いる 。 シロ ッ コ に と っ て 
人 間 の 和 き 出し の 感情 は 
で bh た 痢 の を 授 え それ が 條 の 本 に 人 を 邪 鹿 で し か な か っ た 


(C1) WMA wm22 : 


アク シズ と の 対立 が 表面 


エゥーゴ 、 メ ー ル シュ トロ ー ム 作戦 を 発 
動 す る 。 


カミ ー ユ 、 ハ マー ン と の 精神 的 な 交感 
を 体験 する 。 


エゥーゴ 、 コロ 


レー ザー を 奪還 。 
アク シズ 、 グ ラナ ダ へ の 落下 コー ス に 
入る 。 


エゥーゴ 、 アク シズ の 沙 下 因 止 を 
開始 。 


ロ ザ ミア 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-T で 戦 
場 に 乱入 。 


カミ ー ユ 、 ロ ザ ミ ア を 討つ 。 


アク シズ 、 グ ラナ ダ へ の 沙 下 コー ス か 
5 外れ る 。 


エ ウ ー ゴ 、 テ ィ ター ンズ 、 ア クシ ズ 吉 府 
力 に よる 三つ巴 の 戦い が 始ま る 。 


禁 動 戦士 Z ガ ンダ ム 


UC.TIMELINE 


= っ mo |7] med am22 


2 月 22 晶 


| 回 コロ ニー・ レ ー ザ ー 内 で 戦闘 が 発生 


混迷 の 度 を 深め る 三 つ 斬 の 戦い を 制す る べく 、 ブ ライ ト ・ 
ノア は コロ レー ザー の 発射 を 決意 。 折 よ く テ ィ ター ン 
ズ 艦 隊 は レー ザー の 射線 上 に 位置 し て お り 、 こ の 一 掃 を 


に 


能 体 の 骨 存 を 目 柏 し て レー ザー の 発振 器 を 破壊 し よう と する シロ ッ コ 。 後 を 
追っ た グ ワ トロ は コロ ニー・ レ ー ザ ー 内 で 滞 し い 埋 同 を 行う が ………。 


狙 お うと いう の だ 。 一 方 、 エ ウーゴ の 意図 を 察し た シロ ッ コ 
が 発射 機構 を 破壊 す バ くく 、 レー ザー 内 に 侵入 。 そう は させ 
まい と クワ トロ ・ パ ジー ナ も 後 を 追っ た 


実戦 闘 に 乱入 し た ハ 
マー ン の キュ ペレ イ に よっ 
/ て 上 況 は 聞 転 百 式 を 中 
破 さ せら ち れ た クワトロ は 、 場 
ら ず 機体 か ら 脱 出し 、 居 
住 区 画 へ と 逃げ 込ん だ 。 


"2 月 22 日 


| 癌 クワ トロ 、 ハマ ー ン お よび シロ ッ コ と 対 時 


シロ ッ コ と ハマ ー ン に 追わ れ た クワ トロ が 逃げ 込ん だ の 
は 廃棄 され た 劇場 だ っ た 。 だ が クワ トロ が 非 台 に 上 が る 
と 、 突然 、 ス ポッ トラ イト が 当て られ る 。 シロ ッ コ と ハマ ー ン 


が 先回り し て いた の だ 。 この 時 、 シ ロッ コ を 無視 し た ハマ ー 
ン は クワ トロ を 懐 朱 し 、 か つて の よう に 自分 の 下 に 加わ る よ 
うに 告げ て いる 。 し か し それ は で き な い 相談 だ っ た 。 


クワ トロ を 追う シロ ッ コ に 追い つい た ハマ ー ン は 、 シロ ッ ニ を 倒す 
クシ ズ に 協力 する よう 、 クワ トロ に 交換 条件 を 突き 付け た 。 


する と その 場 に カミ ー ユ が 

乱入 。 シロ ッ コ と ハマ ー ン 

を 東 制 し つつ 、 ク ワ ト ロ を 
ぞ 


と -、 ゝ 
に 
i 


中 軒 タワ トロ 、 ハマ ー ン と 交戦 


コロ ニー・ レ ー ザ ー の 発射 に よっ て ティ ター ンズ 系 隊 は 
月 壊 。 も は や 大 勢 は 決ま っ た も の と 判断 し た ハマ ー ン は 、 
自ら と 兵 を 分 か っ た クワ トロ と の 決着 に 向かっ た 。 ー 方 、 ハ 


両用 を 失 い 、 生 動 不 能 と な っ た 百丈 。 し か レク ワ ト ロ は 落 め よう と な 
ず 、 パ バル カン の 吾 負 で 記 電 を ショ ー ト させ 、 大 糧 叶 を 話 発 させ た 。 


| 間 カミーユ 、 シロ ッ コ と 交戦 


マー ン の 来 舞 を 予期 し て いた クワ トロ は 廃棄 され た 巡洋艦 
を 利用 し た 奇襲 を 企てる 。 だ が そん な 小細工 に 騙さ れる ハ 
マー ン で は な く 、 逆 に クワ トロ が 追い 込ま れ て し まっ た 。 


辛うじて 艇 発 か ら 和 逃れ た ハ 
還 記 ン ー ン は アク シズ 勢 率 
請 いて から 人 返 。 一 方 
草 の クワ トロ は 消息 不明 と な 
り 、 し ば し の 則 、 表 舞 合 か 
5 次 を 消す こと と な っ た 。 


クワ トロ と ハマ ー ン が 死闘 を 演じ て いる 一 方 、 カミ ー ユ も 
シロ ッ コ と の 激戦 を 繰り 広げ て いた 。 自分 が 手 を 下す こと 
な く 他人 を 意 の まま に 操る シロ ッ コ の 悪意 こそ が 、 戦 い を 引 

戦い の 最 中 、 突然 、Z ガ ンダ ム 
詳 7 カタ ログ スペ ッ ク を 上 回 る 人 能力 


を 発揮 し た 。 それ は 常識 で は 考え 
られ な い 機能 で あり 、 カ ミー ユ の 


ニュ ー タ イプ 能力 が 引き 起こ し た 
3 


き 起こ す 元凶 だ と 確信 し て いた の だ 。 する と カミ ー ユ の 意 
思 に 呼応 する か の よう に 戦場 に 散っ て いっ た 魂 が 現れ 、 そ 
の 力 を 得 た Z ガ ンダ ム は シロ ッ コ を 圧倒 し て みせ た 。 


接近 。 体 当たり 
た 


ぞ 


まる こと と な っ た 


ブラ イト 、 コロ ニー・ レ ー ザ ー の 発射 を 
決意 。 


シロ ッ コ 、 コ ロニ ー・ レ ー ザ ー 発 身 機 
構 の 破壊 を 目論む 。 


クワ トロ 、 シロ ッ コ を 阻止 すべ く 、 コロ 
ニー・ レ ー ザ ー 内 へ 移動 。 


クワ トロ 、 シ ロッ コ と ハマ ー ン の ふた り 
か ら 攻 撃 さ れる 。 


クワ トロ 、 居住 区 画 に 逃走 。 

クワ トロ 、 廃 棄 さ れ た 劇場 で シロ ッ コ 
お よび ハマ ー ン と 遺 遇 。 

ハマ ー ン 、 ク ワ ト ロ を 人 懐柔 し よう と する 。 


カミ ー ユ 、 クワ トロ の 危機 を 救う 。 


クワ トロ 、 ハマ ー ン と 交戦 。 


百 式 、 大 破 。 クワ トロ 、 行方 不明 に 。 


カミ ー ユ 、 シロ ッ コ と 交戦 。 
ミー ユ 、 シロ ッ コ を 討ち 取る 。 


シロ ッ コ 、 絶命 する 寸前 に カミ ー ユ の 
精神 に 影響 を 及ぼ す 。 


グリ プス 戦役 、 終結 。 


ャ ンズ 176-30 


劇場 版 機動 戦士 ガン ダム O00 一 A waking of the Trailblazer 一 


AD TIMELINE 


来る べき 対話 


本 史 sm17 


来る べき 対話 

地球 外 生 命 体 と の 遭遇 に 備え て CB (ソレ スタ ルビ ー イ 
ング ) の 編制 や 太陽 炉 の 開発 に 着手 し て いた イオ リア ・ 
シュ ヘン ベル グ 。 だ が その 機会 が 到来 し た 時 、 人 類 側 の 
いま だ 準備 は 整っ て いな か っ た 。 最後 の 望み を 胸 に 導 
那 ・F・ セ イエ イ は ELS と の 対話 を 試み る 。 


回 不 星 か ら ELS の 大 群 が 出現 


再び 出現 し た 木星 探査 船 「 エ ウロ パ 」 を CB が 撃破 し た 
こと で 地球 園 に は し ば し の 平穏 が 訪れ 、 こ の 機 を 利用 し 
て 連邦 政府 は ELS へ の 対抗 策 を 見 出 そ う と し て いた 。 し か 
し 一 部 の 科学 者 た ち は 楽観 し て いな か っ た 。 木星 の 磁場 
か 9 ら 定期 的 に 発せ られ る 電波 放射 (木星 電波 ) の 量 が 、 


大 赤 斑 か ら 出 現し た ELS の 数 は 測定 不能 な ほど で あり 、 望 造 レン ズ を 介し 
て 観測 し た と ころ 、 よる で 木星 に 至 が か か っ て いる よう に 見 えた 。 


ELS の 出現 以来 、 急 激 に 増加 し て いる こと が 判明 し た か 
ら だ 。 それ は まる で 誰か を 呼ん で いる 叫び の よう で あり 、 科 
学者 た ち は 不安 を 募ら せる 。 そし て 、 そ の 不安 は 的 中 し て し 
まっ た 。 木星 の 大 赤 斑 か ら 無数 の ELS が 出現 。 地球 に 向 
け て 移動 を 開始 し た と の 報告 が も た ら さ れ た の で ある 。 


事態 を 重視 し た 連邦 政 
は パニ ッ ク を 避け る た 
EELS 出 現 の 報 を 公 
だ が 、 地 球 国 
近 し つつ ある と いう 
夫 は 則 攻 し た 。 


上 連邦 軍 先 道 部 隊 、 火星 側 域 で PLS 連繋 を 開始 


観測 の 結果 、ELS の 大 群 が 地球 に 到達 する の は お よそ 
95 日 後 で ある と 判明 。 連邦 軍 は ELS 撃 破 を 計画 する が 、 
アロ ウズ 壊 減 か ら の 融和 政策 と 軍縮 が 八 と な っ て 戦力 的 
に 不安 を 抱え て お り 、 作 戦 の 成否 は 誰 に も 予想 で き な い 
状態 だ っ た 。 それ で も カテ ィ ・ マ ネ キン を 中 心 に 迎撃 計画 が 


立案 され 、 先 條 部 隊 が 火星 因 で ELS を 迎え 撃つ と と に な っ 
た 。 一 方 、 ELS と 連邦 軍 の 動向 を 静観 し て いた CB も 独自 
に 活動 を 開始 。 火星 囲 へ 向かう ご た 。 中 で も 痢 那 に 
は ダブ ルオ ー ラ イザ ー の トラ ン ザム パー スト を 利用 し て ELS 
と の 対話 を 試み る と いう 大 役 が 課せ られ て いた 。 


地 培 に 挫 近 する ELS の 大 衝 を 凶 部隊 ザ 火星 宙 寺泊 
遣 され た 。 その 中 に は イノ ベイ ター の デカ ルト ・ シ ャ ー マ ン の 訟 も あっ た 。 


つい に 先 四 部 隊 と 
BLS と の 賠 で 音 交 
が 開か れ た 。 デカ ルレ 

し 、| ト の 庄屋 も あり 、 埋 
| 況 は 先導 聞 隊 の 有 
円 | 利 に 進ん で いる も の 


半 章 那 、ELS と の 対話 を 試み る 


ELS と 接触 し た 連邦 軍 先 條 部 隊 は た だ ち に 攻撃 を 開 
始 し た が 、 戦 況 は あま り に 一 方 的 な 展開 と な る 。 MS や 艦 
竹 を 侵食 し 、 そ の 能力 を 模 候 し た ELS を 前 に し て 先 條 部 
隊 の は 無力 だ っ た の だ 。 イノ ベイ ター の 能力 を 見 込ま れ 
て 戦闘 に 参加 し た デカ ルト ・ シ ャ ー マ ン と 新型 MA ガ : 


3 】 + ELS の 算 攻 と 脳 量子 流 に 


ーー ] 百 天 され た デカ ルト が つい 
機 


戦場 に 又 け 付け た 閉 玩 は 
ダブ ルオ ー ラ イザ ー に トラ ン 
ザム パー スト を 発動 させ る こ 
と で 、ELS と の 対話 を 試み 
る の だ が ……。 


ザ も 侵食 され 、 先 遺 部 隊 に 為す 術 は な か っ た 。 そこ に 駆 
け 付け た CB が 戦闘 に 加わ り 、 和 那 は トランザム パー スト で 
ELS と の 対話 を 試み る 。 だ が ELS の 発する 脳 量子 波 は 人 
間 の 許容 範囲 超え て お り 、 講 那 は 対話 に 失敗 し た だ け 
で な く 脳 に ダメ ー ジ を 負っ て し まっ た 。 
ELS が 発する 脳 量 子 滋 の 
友 流 は 人 則 の 許容 範 因 を 
超え て お り 、 対 話 に 失敗 し 


た 半 革 は 憶 に 
け て 邊 本 し て し まう 。 


する と 測 那 を 救出 する た め 
に ティ エリ ア が イノ ベイ ド と 
し て の 能力 を 発揮 。 ELS の 
大 群 を 自分 に 引き 付け る こ 
と で 装 那 を 玉 が し た が 、 代 
わり に 自分 は 肉体 を 失っ て 
し まっ た 。 L 


木星 大 赤 班 みか ら ELS の 大 群 が 出 現 
する 。 


ELS、 地球 に 向け て 移動 開始 。 


連邦 政府 、 連 邦 軍 先 中 部 隊 を 火星 
に 派遣 。 


CB、 火星 に 向け て 移動 開始 。 
連邦 軍 先 遺 部隊 、ELS と 接触 。 戦闘 
を 開始 。 


ELS、 先遣 艦隊 を 侵食 し 、 一 方 的 に 
戦い を 進め る 。 


CB、 戦闘 に 参加 。 


球 那 ELS と の 対話 を 試み る が 失 
敗 。 硫 に ダメ ー ジ を 受け る 。 


ティ エリ ア 、 男 と し て ELS を 引き つけ 、 
剰 那 を 救出 。 


ソル ブレ イヴ ス 、CB に 協力 し て 戦場 
か ら 離 脱 。 


胞 場 和 動 ダム 00 —A waking of the Trallblazer ー = 


| 半 木星 か ら 超 大 型 ELS が 出現 


火星 宙 域 で の ELS 撃 退 に 失敗 し た 連邦 軍 に 、 新 た な 
悲 報 が 届け られ た 。 木星 大 赤 班 か ら 新 た な ELS の 大 群 が 
出現 し た と いう の だ 。 中 で も 中 核 と な る 超大 型 ELS は 直 
径 が 3.000km も あり 、 月 と ほぼ 同等 と いう 代物 だ っ た 。 事 


は 
| 信和 

新た に 木星 か ら 出現 し 、 地球 を 目指 す 超大 型 ELS に 
力 戦 を 指示 。 月 害 域 に 絶対 防衛 線 が 構築 され る : 


し て 者 は 和 
た 


ここ に 至っ て 連邦 政府 は ELS を 敵性 生物 と 判断 。 ソレ ス 
タル ビー イン グ 号 を 旗艦 と する 迎撃 部 隊 を 編制 し 、 月 近傍 
宙 域 に 絶対 防衛 線 を 構築 し た 。 CB も 参戦 を 表明 する が 、 
痢 那 は 依然 、 監 倒し た まま だ っ た 。 


方 、 CB も 戦 還 の 準 
備 を 進め 、 プ トレ マイ オ 
ス 2 改 に は 新型 機 ダ ブ 
ルオ ー ク アン タ が 搬入 


を 回復 し て いな か っ た 


| 還 ELS と の 決戦 が 始ま る 


大 型 ELS が 月 宙 域 に 接近 し 、 人 類 の 存亡 を 
事 け た 戦闘 が 開始 され た 。 ソレ スタ ルビ ー イ ング 号 の 主砲 
の 一 撃 は ELS 陣 営 に 巨大 な 風穴 を 開け 、 超 大 型 ELS に 
も 損傷 を 与え る こと に 成功 。 この 戦果 に 連邦 軍 は 猛攻 を 


人 
し 、 ソレ スタ ルビ ピー イン グ 号 の 主砲 を 無効 化す る 能力 を 


GN ドラ イヴ を コピ 
獲得 し た ELS を 


連邦 軍 は 苦し い 戦 い を 強い られ る ご 


| 凍 莉那 、 超 大 型 ELS の 中 枢 に 突 


仕掛 ける が 、 喜 び は すぐ に 敬 層 へ と 変わ っ た 。 侵食 し た 対 
象 の 力 を 獲得 する ELS の 能力 は 、MS だ け で な く 巡 洋 艦 や 
GN ド ライ ヴ に も 及び 、 連 邦 軍 の 戦術 を 分 析 し て 無効 化す 


に 追い 込ま れる 


人 


連邦 軍 の 敗北 が 決定 的 と な っ た 時 、 夢 の 中 で 仲間 た ち 
に 支え ち れ て 番 睡 状態 か ら 回 復 し た 科 那 が 戦場 に 復帰 。 
新た な ガン ダム ・ ダ ブル オー クア ンタ と 、 ヴ ェ ー ダ と リン ク し 
た ティ エリ ア の 力 を 借り 、 再度 ELS と の 対話 を 試み る こと に 


仲間 た ちの 祈り が 届き 、 羊 
那 が 衝 屋 状態 か ら 回 衝 
ティ エリ ア の サポ ー ト を 受け 
て 、 ダ ブル オー クア ンタ で 
超大 型 ES と の 接触 を 試 


超大 型 ELS 内 部 に 到達 す 
る の は 困 義 と 思わ れ た が 、 に 
グラ ハム が 身 を 押し て 風穴 
を こじ開け 、 午 穫 に 進む ペ 
き 道 を 示し て いる 。 


中 上 ELS と の 相互 理解 が 成立 する 


な っ た 。 そし て 超大 型 ELS 内 部 に 突入 し た 刻 那 は 対話 の 
た め の シ ステ ム 「 ク アン タム バー スト ] を 発動 。 これ に よっ て 
ELS の 生態 と 行動 理由 が 明らか と な り 、ELS に 人 類 の 正 
確 な 情報 を 理解 させ る た め の 礎 が 確立 され た の だ っ た 


つい に 超大 午 ELS の 中 心 
に 到達 し た 玩 は クア ンタ 
ム バ ー ズ スト を 発動 。 ELS と 
の 対話 が 始ま っ た 


ELLS と の 相互 理解 に 成功 し た 第 那 は ELS の 母 星 へ 向 
か うこ と を 決意 。 ELS が 構築 し た ワー ム ホ ー ル を 介し て 量子 
ジャ ンプ を 行い 、 外 宇宙 へ と 旅 それ と 同時 に すべ て 
の ELS が 戦闘 を 停止 し 、 一 ヶ所 へ 集結 。 突然 の 停戦 を 許 

1 の ーー 


ELS と の 対話 に 成功 し た 午 和 得る た め に ELS の 
星 に 向かう こと を 決意 。 量子 ジャ ンプ で 外 宇宙 へ と 旅 


る 人 々 の 目 の 前 で 、 ひ と つの 姿 へ と 変貌 し た 。 それ は 宇宙 

いた 巨大 な 花 で あり 、 人 類 と ELS の 相互 理解 を 記念 し 

た モニ ュ メ ント で : こう し て 人 類 は 、 苦 難 の 果て に 地球 
生命 体 と の 相互 理解 を 確立 し た の だ っ た 。 


- 際 Ss 


痢 那 の 旅立ち を きっ か 


まる と 大 輸 の 花 へ 次 を 
変 


その 花 は 地上 


木星 大 赤 班 か ら 超大 型 ELS が 出現 
する 。 


連邦 軍 、ELS を 英 性 生物 と 認識 。 月 
軍 域 に 絶対 防衛 線 を 構築 する 。 


プトレマイオス 2 改 に ダブ ルオ ー ク ア 」 
ンタ が 搬入 され る 。 

連邦 軍 、ELS と 接触 。 交戦 を 開始 
する 。 

CB、 戦闘 に 参加 。 


ELS、 侵 食 能 力 と コビー 能力 を 利用 
し て 連邦 軍 を 圧倒 。 


簡 那 、 覚醒 。 

弟 那 、 ダブ ルオ ー ク アン タ で 出撃 。 
グラ ハム 、 半 那 の 血 路 を 開い て 戦死 。 
刺 那 、 超大 型 ELS 内 部 に 突入 。 


第 那 、 ク アン タム バー スト を 起動 。 
ELS と の 対話 を 試み る 。 


閣 那 、 ELS と の 相互 理解 に 成功 。 
痢 那 、 量子 ジャ ンプ で ELS の 母 星 に 
向かう 。 

ELS、 戦闘 停止 。 

ELS、 巨大 な 花 へ と 変貌 する 。 


IMORE INFO! 
判 那 ・F・ セ イエ イ の 帰 違 


割 通 . サ ン ラ ィ ズ ・NBS 177-30 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


UETIMHMME 2 
再び 、 宇宙 へ 


トコ) 地球 連邦 政府 と ザン スカ ー ル 帝国 が 休戦 条約 を 締結 し 
» た こと に よっ て 、 リガ ・ ミ リティ ア も 戦闘 停止 を 余儀 な く 


され る 。 と は いえ 帝国 は 地球 侵攻 を 諦め て お ら ず 、 宇 宙 
[ ーー aa 空間 で は 巨大 サイ コミ ュ 兵 器 「 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ゥ ] の 
- 稼 信 準備 が 着 々 と 進め られ て いた の だ っ た 。 


四 ウッ ツ 、 マチ ス 隊 と 交戦 


ドゥ カー・ イ ク の 部 隊 を 退け た 


ウッ ソ 、 カサ レ リ ア に 到着 。 


・ エ ヴィ ン た ち は カ サ ゲー ン 基 地 に は マチ ス ・ ワ ー カ ー 率 いる ベス パ 部 隊 が 駐 マチ ス 、 ホ ワイ ト ア ー ク の 動向 を 察知 。 


レ リ ア を 訪問 し た 。 久し振り の 故郷 に 子供 た ち は 戦 い を 忘 。 留 し て いた 。 し か も 彼ら は 一 方 的 な 休戦 条約 に 反対 し て お 
れ 、 自 由 な 時 間 を 楽し も うと する 。 だ が カサ レ リ ア 近 郊 の ラ = り 、 つ い に 独 断 で ウッ ソ た ち に 攻撃 を 仕掛 け て きた 。 


マチ ス 、 停戦 条約 を 無視 し て ホワ イト 
アー ク を 強襲 。 


ウッ ソ 、 マチ ス を 撃破 。 


| 97 「、 彼 ら の 戦 
| う 理由 が 美しい 自然 の 残 
る カサ レ リ ア に 移住 し た 


ホワ イト アー ク 、 ラ ゲー ン 基 地 に 到着 。 


准 地 、 藤 い を 有利 に 進め で いた マチ ス 除 だ 


ホワ イト アー ク 、 宇宙 に 上 が る 準備 を 
に よっ て 機体 の 電子 系 続 に 異常 が 生じ 、 


進め る 。 


FT ウッ ソ 、 マチ ス の 奏子 供 た ちと 
6 月 8 日 5 989 
【】 半 ウッ ソ 、 ラ ゲ ー ン に 入る 


今回 の 休戦 条約 は 一 時 的 な も の に 過ぎ ず 、 その間 に ソン た ち に も ラ ゲ ー ン へ 向かう よう に 指示 が 出さ れ た 。 基地 
帝国 は 戦力 の 再編 制 を 進め て いる に 違い な い 一 一 そ う 予 。 に 保管 され て いる シャ トル 用 ブー スタ ー を 使っ て 宇宙 に 上 
が り 、 リガ ・ ミ リティ ア 艦 隊 と 合流 せよ と 言う の で ある 。 


ラ ゲ ー ン 基地 の 上 空 か ら 攻 撃 が 加え 
られ る 。 


リー ン ホ ー ス Jr. と ホワ イト アー ク 、 宇 
宙 に 上 が る 。 


その 夜 、 ラ ゲー ン の 上 


し て お 空 か ら 奇 側が 仕掛 けら 
た り 


議 。 | れ 、 を 地 施 設 と 周辺 
| の 軍 並 み に 接 害 が 征 ファ ラ 、 リー ン ホ ー ス Jr. を 襲撃 。 
- 蘭 ャ じ て し まう 。 だ が 科 いな 
人 際 有 1 ウッ ソ 、 ファ ラ と 交戦 。 


リー ン ホ ー ス Jr.、 ハイ ラン ド に 向かう 。 


凶 羅 に 向かっ た ウッ ン 
は ペ ス パ の 新型 MS 
トト 
が 、 そ の パイ ロッ ト が 
< ファ ラ ・ グ リフ ォ ン だ と 
る こと が で き な か っ た 。[ は 気付 か な か っ た 。 


6 月 上 提 3 
半 ホワ イト アー ク 、 宇宙 に 上 が る 


モト ラボ 盤 隊 を 追撃 し て 地球 に 降下 し て か ら 約 20 日 後 、 流刑 か ら 生還 し た ベスパ 将校 ファ ラグ リフ ォ ン が 大 前 を 仕 
ホワ イト アー ク と リー ン ホ ー ス Jr. は つい に 宇宙 に 戻っ た 。 だ 。 掛け でき た の だ 。 ウ ッ ソ の 活躍 で 難 を 逃れ た と は いえ 、 フ ァ ラ 
が そこ に は ペ ベスパ の 一 隊 が 網 を 張り 巡ら せ て いた 。 宇宙 漂 。 の 発する 狂気 に ウッ ソ は 恐怖 感 を 覚え る の だ っ た 。 


V2 ガ ンタ ム を 中 心 と する リ 
カミ リティ ア の MS 部 隊 
に よっ て ファ ラ は 後退 し た 
が 、 新 た な 強 本 の 出現 は 
今後 の 作戦 に 影響 を 及ぼ 
す も の と ぎえ られ た 。 


戦場 を 満た す フ ァ ラ の 寿 気 を 感知 し た ウッ ソ は 思わ ず 身 曇 いす る 。 宇宙 漂 
流 州 は ファ ラ の 人 格 を 一 変 さ せる ほど 杜 絶 を も の だ っ た さ : 


178-2Z7 


機動 戦士 ガン ダム 


6 月 10 日 


半 ウッ ツ 、 父 ・ ハ ン ゲ ル グ と 再会 


太陽 発電 衛星 ハイ ラン ド に 接近 し た ウッ ソ は 、 その 地 に 
連邦 軍艦 隊 が 集結 し つつ ある こと に 驚い た 。 ム バ ラク ・ ス 
ター ン 率 いる 部 隊 が リガ ・ ミ リティ ア と の 連携 を 表明 し た と 


いう の だ 。 だ が ハイ ラン ド に は 、 そ れ 以 上 の 薦 き が ウッ ソ を 
待ち 受け て いた 。 生き 別れ に な っ て いた 父 ハ ン ゲ ル グ ・ エ 
ヴィ ン が ウッ ソ の 前 に 姿 を 現し た の で ある 。 


た g 


ハイ ラン ド に 入 


ウッ ゲル グ と 再会 さら に 徳 が リガ ・ ミ リティ 
ア の 指導 者 と し て 知ら れ 


ハナ ム で ある と 聞か され た 。 


ウッ ソ を 残し て 宇宙 に 上 
が っ て いた ハン ゲル グ は 
連邦 軍 と の 共闘 を 模索 
し 、 連邦 軍 大 将 ム バラ ク ・ 


6 月 12 日 
目 ウッ ツ 、 ビビ ニ ー デ ン 艦 隊 と 交戦 


帝国 内 部 で は ナン バー3 と 評 さ れる タシロ ・ ヴ ァ ゴ が 台 
頭 。 それ を 快く 思わ な い ア ル ペ ベ オ ・ ビ ビニ ー デ ン が ハイ ラ 
ンド へ の 攻撃 を 実施 し た 。 ここ で 戦果 を 挙げ れ ば 連邦 軍 と 


リガ ・ ミ リティ ア の 戦力 を 半減 させ られ る だ け で な く 、 帝国 
内 で の 高位 も 約束 され る も の と 踏ん 。 し か し 戦況 は 
デン の 予想 し た よう に は 進ま な か っ た 。 


a ーーーーー 


の 機体 が 接近 し 、 爆 美 に 
] 傘 き 込ま れ て し まっ た 。 


目 ウッ ッ 、 エ ン 


ェ エル ・ ハ イロ ッ ゥ を 偵察 


ビビ ニー デン 艦隊 を 下 し て 意気 を ト 上 げ る リガ ・ ミ リティ ア 
と 連邦 軍 の 連合 艦隊 に 新た な 指示 が 下さ れ た 。 帝国 軍 が 


で ある 。 その 用 途 は 未だ 不明 な も の の 100km を 上 回 る 構 
造物 は それ だ け で 庁 戚 で あり 、 こ れ が 宙 国 の 地球 侵攻 に 関 
係 し て いる に 違い な いこ と は 誰 の 目 に も 明らか だ っ た 。 


PP ti 
9 
貸 齋 任 務 の 最 中 、 ウ ッ ン は ファ ラ の ザン ネッ ク と 敵 過 。 戦い の 途中 、 フ ァ 
ラ は ザン ネッ ク の コク ビッ ト か ら わ ざと 飛び 出し 、 ウッ を 驚か せ た 。 


4 


生身 の 人 間 に 攻 撃 で き な 
い ウ ッ ソ は 隙 を 突 か れ て 被 
敬 、 後 退 を 倫 備 な くさ せら 
れる 。 だ が それ 以上 に 


6 月 18 日 


目 エン ジェ ル ・ ハ イロ ッ ゥ 、 稼働 開始 


つい に エン ジェ ル ・ ハ イロ ウゥ の 最終 組み 立て が 完了 し 、 
キー ルー ム に 入っ た 女王 マリ ア ・ ピ アァ ・ ア ー モ ニア の 祈り 
に 反応 し て 巨大 構造 物 が 稼働 を 開始 し た 。 実は この 構造 


キー ルー ム に 入っ た 女王 マリ ア 
が 折り を 佑 げ る と 同時 に エン ジェ 
ル ・ ハ イロ ゥ が 起動 。 平穏 を 求 
め る マリ ア の 思念 が サイ コ ・ 
ウェ ー ブ と な っ て 放 た れ た 。 


ハイ ロッ ゥ は 、 マ リア の 祝 り 
に も 増強 し て 周 巡 直 域 に 
を 及ぼ ほし て いく 。 


物 は 無数 の サイ キッ カー を 乗せ た 巨大 サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 
で あり 、 周 辺 宙 域 に 放 た れ た サイ コ ・ ヴ ウェ ー ブ は 人 々 に 幻 
覚 を 生じ させ る ほど 強力 な も の だ っ た 。 


ウッ ソ も サイ コ ・ ウ ェ ー ブ の 影響 


強 箇 を 仕掛 け て きた | 
エス 隊 を 辛うじて 軸 
ソ 。 一連 の 体験 は 、 エン ジェ ル 
Dd 
教え た の だ っ た 。 


リー ン ホ ー ス Jr.、 ハイ ラン ド に 到着 。 


ウッ ソ 、 父 ハ ン ゲ ル グ と 再会 。 


タシロ 、 帝国 内 で 勢力 を 増強 。 


デン 、 タ シロ に 反発 し て ハイ 
強 製 を 指示 。 


ME 


ンド 


ウッ ソ 、 ピピ ニー デン 艦隊 と 交戦 。 : 


ビビ ニー デ ン 、 帰 艦 し た ル ペ ・ シ ノ 機 
の 爆発 に 巻き 込ま れ て 戦死 。 


連合 艦隊 、 エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の 威 
力 偵察 を 開始 。 


ウッ ソ 、 ホワ イト アー ク で 作戦 に 参加 。 
ウッ ゾ 、 ファ ラ と 交戦 。 
ホワ イト アー ク 、 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ゥ 


の 中 継 地 と な る コロ ニー 「 ブ ルー3] 
に 寄 航 。 


シャ クティ 、 ファ ラ に 捕らえ られ 、 帝国 
に 移送 され る 。 


女王 マリ ア の 祈り に 応じ て 、 エ ンジ ェ 
ル ・ ハ イロ ゥ が 稼働 開始 。 


ウッ ソ 、 サ イコ ・ ウ ェ ー ブ の 影響 で 幻 
覚 を 見 る 。 


ウッ ゾ 、 幻 覚 に 惑わ され な が 5 トッ リ ・ 
アー エス 隊 と 交 埋 。 


MORE INFO! 
ブル ー3 で の 出会い 


tia ‘サラ x 178-28 


機動 戦士 ガン ダム 


UETIMEINE 。 


一 年 戦争 、 終結 


全日 間 td 


ー 年 戦争 、 終結 


| 3 公国 軍 が 敷設 し た 本 土 絶対 防衛 線 の 要 と な る 宇宙 要 寒 
» ア ・ バ オア ・ ク ー に 対し て 、 連邦 軍 は 圧倒 的 な 戦力 を 投 


入 。 結果 、 混 乱 を 極め る 戦場 に は 人 々 の 想い が 複雑 に 


交差 する こと と な る 。 その 最 中 、 ア ムロ ・ レ イ は つい に 


* シャ ア ・ ア ズ ナ ブル を 追い 詰め る が 


ビ の 指示 を 受け た シャ ア が 新型 MS ジオ ング で 参戦 し た こと 
で 公国 軍 の 意気 上昇 。 対す る 連邦 軍 も アム ロ の 駆る ガ 
ンダ ム を 向かわ せ 、 ふた り は た だ ち に 交戦 状態 に 入っ た 。 


は その 能力 を 道 俺 なく 発 

畠 。 対す る アム ロ も ガン ダ 

ム の 性 能 を 極限 まで 活か 
戦い を 通し で ニュ ー タ イプ 能力 を 拡大 させ て きた アム ロ と シャ ア だ け に 、 互 
い の 存 在 を 研 時 に 感知 する や 、 戦闘 を 開始 し て いる 。 


上 上 ミリ ァ 、 ギ レン を 粛清 する 


ア ・ パ オア 司令 室 で は 緒戦 が 優勢 に 進ん だ こと デ ギ ン の 謀殺 を 非難 する と 、 士 官 た 
に 気 を 良く し た ギレ ン ・ ザ ビ が さら な る 攻 夫 に 乗り 出 そ う と し た 。 こ の 結果 、 公 国軍 の 全権 は キ 


て いた 。 する と 彼 の 背後 に キシ リア ・ ザ ビ が 忍び 寄り 、 父 が 、 そ れ は 戦況 の 混乱 を 招く < こと に も 繋が っ た 。 


3 ゞ 旨 


る 
5| た こと で な ん と か 平和 
EE MRL て TT. 


事件 
公男 軍 は 劣勢 
に 追い 込ま れ て いく <。 


半 ホワ イト ベー ス 、 航行 不能 に 陥る 


公国 軍 が 指揮 系 統 に 混乱 を 生じ 始め た こと に 気づい た た 。 し か し 公国 軍 の 防戦 も 激しく 、 つ い に エ ンジ ン ・ ブ ロッ 
ホワ イト ペー ス は S フ ィ ー ル ド 深 くに 侵入 。 激しい 弾幕 を 展 ク に 被弾 し て 航行 不能 に 陥っ て し まう 。 や お な く ブラ イト ・ ノ 
開 し 、 要 寒 へ の 上 陸 を 図る 連 近 軍 部 隊 の 支援 を 行っ て い 、 ア は 艦 を 要塞 に 着 底 させ 、 乗 組員 に 白兵戦 を 命じ た 。 


| ト に 


呈 に 際 し て 、 プラ イト 
1 


公国 軍 か 5 の 激しい 抵 挑 に 中 っ ・ ブ ロッ ク に 被 


弾 。 航行 自由 を 失い 、 手近 の [ 底 せ ざる を 得 な く な っ た 。 


179-35 


ホワ イト ペー ス 、 S フ ィ ー ル ド に 侵攻 。 


シャ ア 、 ジオ ング で S フ ィ ー ル ド の 戦闘 
に 参戦 。 


アム ロ 、 シャ ア の 存在 に 気づく 。 
アム ロ 、 シャ ア と 交戦 。 

キシ リア 、 父 殺し の 罪 と し て ギレ ン を 
粛清 。 


公国 軍 の 全権 が 、 ギ レン か ら キ シリ ア 」 
に 移譲 され る 。 


キシ リア に 反発 する 一 部 の 公国 軍 
将兵 、 戦線 か ら の 離脱 を 開始 。 

ホワ イト ペー ス 、 友軍 の 上 陸 支 援 を 
続行 。 


ホワ イト ペー ス 、 エン ジン ・ ブ ロッ ク に 
被弾 


ホワ イト ペー ス 、 航行 不能 に 陥り 、 要 
塞 に 着 底 。 


Em md 、 


同 ダン ダム と ジ ォ ング 、 共に 大 彼 


激闘 の 果て に ガン ダム は 頭 部 と 右腕 を 破損 。 ジオ ング 
も ボディ ー を 失い 、 頭 部 の み と な っ た が 、 アム ロ と シャ ア は 
戦い を 止め よう と せ ず 、 戦 場 は ア ・ バ オア ・ ク ー 内 部 へ と 


上 て 介する ガン ダム は 、 ア ムロ の 介入 けた か の よう に 和 
に 隠れ た ジオ ング を 攻撃 。 両者 相討ち と な っ て 機能 を 停止 し た 。 


移動 。 ここ で アム ロ は 機体 を 自動 操縦 に 切り 替え 、 シャ ア 
の 待ち 伏せ に 備え た 。 そし て アム ロ の 意思 を 反映 し た か の 
よう に 動い た ガン ダム は ジオ ング と 相討ち と な っ た 。 


た だ bk シャ ア は ジオ ング か ら 

の 脱出 に 成功 し て いた 。 そ 
れ に 気付 いた アム ロ は 、 シ ャ 
ア の 後 を 邊 っ て 要 計 内 部 へ 
と 向かう こと に な る 。 


四 アム ロ と シャ ア 、 白兵戦 を 淫行 


乗 機 を 失っ て も アム ロ と シャ ア の 戦い は 終わ り を 見 せ 
ず 、 つ い に ふ た り は サー ベル を 手 に 白兵戦 を 敢行 。 アム ロ 
ア は 額 に 傷 を 受け た 。 


た セイ ラ ・ マ ス の 制止 が な けれ ば 、 戦い は どちら か が 息 絶え 
る まで 続い た か も し れ な い 。 戦い の 中 で ララ ァ ・ ス ン を 失っ 
た こと が 、 ふた り の 感情 を も つれ させ て いた の で ある 。 


め た 

タイ ブ と し て の 共感 状 部 に 

| 入っ て いる 。 し か し わか リ 
| 全う 3 に は 至ら な か っ た 。 


還 シャ ア 、 キシ リア を 討つ 


兄 と の 再会 を 喜ぶ より も 、 シャ ア に 戦い を や め さ せよ うと 
する セイ ラ 。 だ が 、 そ れ が 妹 の 願い だ と し て も シャ ア が 聞く 
こと は で き な か っ た 。 そもそも の 混乱 の 原因 で あり 、 戦 揚 を 


引き 起こ し た 張本人 、 そし て 父 の 命 を 奪っ た ザビ 家 に 対す 
る 復讐 だ け は 完遂 し た か 意 を 決し た シャ ア は 、 
要 寄 か ら の 脱出 を 急ぐ キシ リア の 下 に 向かっ た 。 


セイ ラ と 別れ て キン リア を 追う > 
ろう と し て いる こと を 知り 、 至近 抑 


に 連 孝和 租 か ら の 奏 撃 
ーー を 受け て 雷 発 。 シャ ア の 簡 
こ に 完結 し た 。 


目 一 年 戦争 終結 


キシ リア の 死亡 と 要 族 内 部 で 発生 し た 火災 に 起因 する 
電力 供給 停止 に よっ て 要 寒 の 機能 が 停止 。 戦意 を 喪失 
し た 将兵 は 次 々 と 武器 を 捨て 、 ア ・ バ オア ・ ク ー は 連邦 軍 


] 時 Ai Yn 


乗組 員 た ち は ラ ンチ で 説 


彼ら に 脱出 を 促し た の は アム ロ 
で あり 、 彼 の 呼び 掛け が 乗員 
た ち に 脱出 を 決意 させ て いる 。 


の 前 に 陥落 。 その 後 、 新 た に 樹立 し た ジオ ン 共 和 国 が 連 
邦 政府 に 終戦 協定 を 申し 入れ た こと に よっ て 、 人類 初 の 
宇宙 戦争 は 連邦 軍 の 勝利 で 幕 を 下ろ し た の だ っ た 。 


ひと り 要 春 内 に 取り 残さ れ た と 
思わ れ た アム ロ だ っ た が 、 コ ア ・ 
ファ イタ ー を 起動 させ て 脱出 する 
こと に 成功 し た 


その 後 、 ア ムロ は ホワ イト ペー ス 
乗 坦 員 と 合流 。 こう し て 彼ら の 
幸 い は 陣 を 下ろ し 、 到 方 に 多大 
な 被害 を 出し た 一 年 戦争 は 連 孝 
軍 の 勝利 で 話 結 し て いる 。 


アム ロロ 、 シャ ア と の 交戦 を 続行 。 . 3 
ガン ダム と ジオ ング 、 共に 中 破 。 

ガン ダム と ジオ ング 、 相 討ち に 終わ る 。 
アム ロロ 、 シ ャ ア を 追っ て ア ・ バ オア ・ 
クー 内 部 に 移動 。 

アム ロ と シャ ア 、 白兵戦 を 敢行 。 
セイ ラ 、 ふた り を 止め よう と する 。 
アム ロロ と シャ ア 、 互い に 傷 を 負っ て 戦 
い を 止め る 。 

シャ ア 、 セ イラ と 別れ 、 キ シリ ア を 追う 。 
シャ ア 、 要 究 か ら の 脱出 を 図る キシ リ 
ア を 討つ 。 

ア ・ バ オア ・ ク ー の 電力 供給 ライ ン が 
停止 。 要塞 の 全 機能 が ダウ ン す る 。 
連邦 軍 、 ア ・ パ オア ・ ク ー を 制圧 。 


アム ロ 、 ア ・ バ オア ・ ク ー か ら 脱 出 。 
ホワ イト ペー ス 乗 組員 と 合流 。 


シャ ア 、 ア ・ パ オア ・ ク ー カ から 脱出 。 @ 
小惑星 帯 に 向かう 。 1 


GME tz 179-36 


179-37 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


UETIMEUME 


四 タシロ 、 カ ガ チ と 反目 する 


天使 の 輪 の 上 で 


天使 の 輪 の 上 で 


女王 マリ ア ・ ピ ァ ・ ア ー モ ニア の 平和 へ の 祈り を 人 々 に 
伝え 、 争い を 払拭 する た め の 装 置 だ っ だ エン ジェ ル ・ 八 
イロ ゥ 。 だ が フォ ン セ ・ カ ガチ は 人 類 の 退行 に 利用 し よう 
と 画策 する 。 様々 な 思惑 が 画策 する 中 、 ウ ッ ソ ・ エ ヴィ 
ン は シャ クティ ・ カ リン の 救出 を 試み る の だ が … 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ウゥ の 稼働 試験 は 成功 。 地上 に も 影響 
が 生じ 、 各 地 で 無気力 化す る 人 々 が 出 始 め て いた 。 この 
状態 が 続け ば 、 帝 国 は 戦わ ず し て 地球 園 を 掌握 で きる と 


カカ ガチ に 面会 を 求め た タシロ は 相手 に 鉄 を 突き 付け ルル ハイ 
の 模 能 と シス テム の 起動 に は 女王 マリ ア が 必要 な こと を 聞き 出し た 。 


目 ラッ ン 、 フ ァ ラ と 交戦 


カ ガ チ 首相 は ひと りほ くそ 笑 む 。 だ が 彼 の 筋 書 に 従わ な い 
者 が いた 。 帝国 No.3 と 呼ば れ 、 帝国 軍艦 隊 の 一 賀 を 担う 
タシロ ・ ヴ ァ ゴ が 、 突然 、 カ ガ チ の 前 に 姿 を 現し た の で ある 。 


キー ルー ム に 入っ た タシロ 
は カ ガ チ の 代わ り に 女王 


テ ジ ナ ・ ル ー ス を 選 目 に 、 
艦隊 旗艦 シュ バッ テ - 


タシロ 艦隊 の 不穏 な 動き に 気付 を 、 エン ジェ ル ・ ハ イロ ッ 
に 接近 し た ウッ ソ だ っ た が 、 そこ に は ファ ラ ・ グ リフ ォ ン が 待 
ち 構え て いた 。 新型 MS・ ゲ ン ガ オ ゾ の 圧倒 的 火力 と ファ 


ラ の 狂気 に 惑わ され 、 ウ ッ ソ の 動き は 精彩 を 欠い て し まう 。 
する と 戦場 に マー ・ フ ィ ン ガ ー ハ ッ ト が 現れ 、 それ を 契 
機 に 戦況 が 一 変 する こと と な っ た 。 


| 思わ ぬ 現 象 に 味 導 と な る 
ファ ラ の 腺 を 突い て ウッ ソ 


目 タシロ 、 女王 マリ ア を 人 質 に する 


タシロ 艦隊 を 追跡 する ウッ ゾ は 旗艦 シュ バッ テン に 女王 
マリ ア が いる こと に 気付 いた 。 カ ガ チ に 対抗 する 切り 札 と 
し て 、 タ シロ に 身柄 を 拘束 され て いた の だ ど ごち に ウッ ソ 


を 急 か し た 。 


は マリ ア 救 出 に 乗り 出し た が 、 追 い 詰 め ら れ た タシロ は マリ 
ア に 銃 を 突き 付け る 。 それ で も マリ ア は 威厳 を 損ね ず 、 自 
分 に は 構わ ず に タシロ を 討つ よう 。 ウッソ を 促し た 。 


追い 詰め られ 、 正 気 を 
失い つつ あっ た タッ ロ 
に と っ て マリ ア の 言葉 
は 許し 難く 、 自 ら の 手 
で 女王 を 物 め る と いう | 
暑 挙 に 出 て し まう 。 


日 0 で マリ ア の 全 が 宮 | 』 年 
われ た こと で 門 り を 抑 
え 切 れ な く な っ た ウッ ソ 
は 、 艦 橋 に | 
ベル を 突き 立て て タ : 
ロロ を 益 漬 し て いる 。 


LU] 04 sm13 


タシロ 、 カ ガ チ へ の 扱 意 を 表明 。 


タシロ 、 エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ に 移動 。 
女王 マリ ア を 拘束 する 。 


タシロ 、 エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ か ら 離 脱 。 
ウッ ソ 、 タ シロ 艦隊 を 追っ て エン ジェ 
ル ・ ハ イロ ウ に 向かう 。 

ウッ ソ 、 ファ ラ と 交戦 。 

マー ベッ ト 、 ウッ ソ の 支援 を 行う 。 
ファ ラ 、 マ ー ベ 小 の 子供 に 翻弄 され る 。 
ウッ ソ 、 ファ ラ を 討つ 。 


ウッ ソ 、 タシロ 艦隊 に 女王 マリ ア が い 
る こと に 気付 く 。 


タシロ 、 マリ ア を 人 質 に する 。 
マリ ア 、 タシロ に 抗い 、 銃殺 され る 。 


ウッ ソ 、 シュ バッ テン を 撃沈 。 


四 ラッソ 、 シャ クティ を 救出 する 


マリ ア が いな く て も エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ は 稼 働 状 態 を 維 。 ハブ に 潜入 し た 。 そし て つい に シャ クティ を 救出 し た の だ 
持 し 、 ウ ッ ソ は シャ クティ が 関係 し て いる と 直感 。 帝国 軍 近 。 が 、 了 臣 界 状態 に 達し た エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ は 機能 を 止め 
衛 隊 の 応戦 を 振り 切っ て エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の セン ター・ ず 、 し か も 地球 へ の 降下 を 開始 し 始め た の だ っ た 。 


すでに エン ジェ ル - ハ イロ ッ 
は 制御 不能 に 陥っ て お り 、 
と シャ ク デ ィ が いな く と も サイ 
コ ・ ウ ェ ー プ は 止ま ら な か っ 
カカ ガチ か ら シ ャ クティ の 屋 場 所 を 聞き 出し た ウッ ソ は キー ルー ム に 向かっ た 。 し か も 軌道 を 離れ 、 地 
た 。 そし て 祈り を 座 げ る シャ クティ を 教 出す る の に 成功 し た * 理 へ 落下 を 始め て し まう 。 


6 月 23 晶 
半 連合 艦隊 、 エンジェル ・ ハ イロ ッ を 攻撃 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の 地球 降下 に 気付 いた り ガ 帝国 軍 の 防衛 線 連合 艦隊 に 基 大 な 被害 が 生じ て 
ティ ア と 連邦 軍 の 連合 艦隊 は 大 気 園 上 層 部 に 集結 。 全 し まう 。 同じ 頃 、 シ ャ クティ を 伴っ た ウッ ソ は 再び セン ター・ 
戦力 を も っ て エン ジェ ル ・ ハ イロ ウゥ の 迎撃 を 開始 し た 。 し か し ハブ に 潜入 。 シャ クティ を キー ルー ム へ と 送り 届け た 。 


多く の 竹 特 を 払い 、 ワ ウッソ 
は シャ クティ を ャ ンタ 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の 地球 落下 を 限 止 する べく <、 迎撃 を 開始 する 連合 
隊 。 その 多く が 硫 壊 され た と は いえ 、 戦い を 止め よう と は し な か っ た 。 


6 月 23 日 


還 シャ クティ 、 エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ で 祈り を 捧げ る 


ヤク ティ は 停戦 へ の 祈り を 捧げ 始 。 を 構成 する ブロ ッ ク が 分 解 を 始め 、 次 々 と 大 気 圏外 へ と 飛 
び 去 っ て 行く 。 想定 外 の 出来 事 に カ ガ チ は 動転 する が 、 そ 
の 問 に も エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ は 分 解 を 続け で いっ た 。 


キー ルー ム に 入っ 
め る 。 する と 彼女 の 想い に 呼応 し た か の よ : 
ル ・ ハ イロ ゥ か ら 温 か な 波動 が 広がっ て い 


5 に エン ジェ ル ・ ハ イロ ウゥ 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ッ カ 5 放 た れ た 温か な 流動 (ウォー ム ・ パ イプ レー ショ ン ) 
は 人 々 に 安らぎ を も た らし 、 起 定 外 の 現象 は カ ガ チ を 訪 か せ た 。 


6 月 23 日 


四 ラッ ソ 、 カテ ジ ナ を 刀 け 、 シャ クティ を 教 出 


立ち は だ か る クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー を 下 し . は や 戦い の 勝敗 な ど 関係 な く 、 ウ ッ ソ を 討つ こと だ けが 目 
待つ セン ター・ ハ ブ へ と 急ぐ ウッ ソ 。 的 と な っ て いた の だ 。 姦 計 に は まっ て 傷 を 負っ た ウッ ソ は 、 
それ で も シャ クティ の 下 へ 向かお うと する 。 


トラ タン の ビー ム 贅 で V2 ガ ンダ ム 
| ご と 吹き 飛ば そう と する 。 


し か し 明貴 に ウッ ソ は 交 の 匠 を 
発動 。 する と 買 は マン ト の よう に 
V2 ガ ンダ ム を 包み 、 ビ ピー ム の 直 
回 か ら ウ ッ ン を 守り 抜い た 。 


し て いる 。 


ウッ ソ 、 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ゥ に 接近 。 
ウッ ソ 、 カ ガ チ と 遭遇 。 


ウッ ソ 、 シャ クティ を 救出 。 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ウゥ 、 地球 へ の 降下 
を 開始 。 
連合 艦隊 、 大 気 園 上 層 部 に 集結 。 


連合 艦隊 、 エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ へ の 
迎撃 を 開始 。 


連合 艦隊 と 帝国 軍艦 隊 の 双方 に 基 
大 な 被害 が 生じ る 。 

ウッ ソ 、 シ ャ クティ を セン ター・ ハ ブ に 
送り 届け る 。 

シャ クティ 、 停戦 の 祈り を 捧げ る 。 
エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ か ら 温 か な 波動 
が 発生 。 さら に 各部 が 分 離し 、 大 気 
園 外 に 移動 を 始め る 。 

ウッ ソ 、 クロ ノ ク ル を 討つ 。 

ウッ ソ 、 カテ ジ ナ と 交戦 。 


カテ ジ ナ 、 姦 計 を 用 いて ウッ ソ に 傷 を 
負わ せる 。 


ウッ ソ 、 カテ ジ ナ を 退け る 。 


ウッ ソ 、 シャ クティ を 救出 。 


MORE INFO! 
カカ サレ リア へ の 帰還 


策 を 出す 
表 け た 


機動 戦士 ガン ダム UC 


UE.TIMELINE 


本 


と 


人 の 可能 性 の 果て に 


人 の 可能 性 の 果て に 


ラブ プラ ス ・ プ ログ ラム の 示す 座標 を 巡る 旅 も 終わ り 、 バ 
ナー ジ ・ リ ンク ス は 「 ラ ブラ ス の 箱 」 と 対 央 する 。 連邦 政 
府 を 転覆 させ る 可能 性 を 秘め た 「 箱 」 の 正体 は 、 宇宙 に 
進出 し た 人 間 の 新た な 可能 性 を 育 や うと する 願い で あ 
り 、 バナ ー ジ は 『 箱 」 の 公 


LW] mM4 mm12 


を 


バナ ー ジ 、 リ ディ と 交戦 


「 ラ プラ ス の 箱 ] は (イン ダス トリ アル 7) の コロ ニー ビル ダー 
(メガ ラニ カ ) に 秘匿 され て いる こと が 判明 。 た だ ち に ネェ 
ルアー ガマ と レ ウ ルー ラ は 行動 を 開始 し 、「 箱 ] の 争奪 戦 
が 始ま っ た 。 双方 と も に MS 部 隊 を 発進 させ て (メガ ラニ 
ガ ) に 取り 付 こう と する が 、 相 手 が 行 く 手 を 阻む の で 進攻 が 


まま な ら な い 。 結果 、( イ ンダ スト リア ル 7) 周 辺 宙 域 で 戦闘 
が 勤 発する こと に な っ た 。 マリ ー ダ ・ ク ルス と 共に ユニ コー 
ン ガ ンダ ム で 発 艦 し た パナ ー ジ も 戦闘 に 遮 ら れ て 思う よう 
に 進め な い 。 し か も バン シィ ・ ノ ルン を 駆る り デ ィ ・ マ ー セ ナ 
ス が 出現 し 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム に 襲い 掛か っ て きた 。 


7 の 層 の 3 


ン ガ ンダ ム も 変身 し 、 
戦い は 攻 化 し て いく 。 


目 リティ 、 サイ コフレ ー ム に よる 志 下 旬 に 六 き れる 


リ デ ィ と 戦う 理由 の な い パ ナー ジ は 必死 に 説得 を 試み る 
が 、 憎 悪 に 囚われ た リ デ ィ は 聞く 耳 を 持た ず 、 ユ ニコ ー ン ガ 
ンダ ム は 防戦 一 方 に 追い 込ま れ て し まう 。 その 様子 は ネェ 
ル ・ ア ー ガ マ か ら も 観察 され 、 形勢 不利 と 判断 し た 艦長 の 
オッ トー・ ミ タス は マリ ー ダ ・ ク ルス の 出撃 を 許可 。 応急 修 


幸い の 最 中 


(の 意思 に リ デ ィ は 気付 いた 。 さら に か 
つて の 仲間 や ミネ バ も 加わ り 、 正気 に 戻り か ( 


1 だ っ た が ……。 


理 を 施し た クシ ャ トリ ヤリ ペア ー ド を 戦闘 に 介入 させ 、 ユニ 
ンダ ム を (イン ダス トリ アル 7) に 向かわ せる こと に 

た 。 リ デ ィ と 対 財 し た マリ ー ダ は パナ ー ジ 同様 、 相手 を 鎮 
め よ うと する 。 さら に サイ コフレ ー ム の 共鳴 が リ デ 
た ちの 思念 を 届け 、 説得 は 成功 する と 思わ れ た が ・ 


の 作り 
再 千 きせ 、 引 き 鉄 を 引 


か せる こと に な っ た 。 


マリ ー ダ の 想い が 戦場 に 拡散 する 


パン シィ ノル ン の 一 繋が クシ ャ トリ ヤ ・ リ ペア ー ド の コッ ク 
ピッ ト を 引い た 瞬間 、 戦 場 に 集う 多く の 者 た ちの 脳裏 に 不 
可 思 議 な 想念 が よぎっ た 。 敵対 する 相手 を 葬る こと を 第 
一 義 と する 戦場 に お いて 、 そ の 想い は どこ か 温か く 、 戦 いで 
忘れ か け て いた 人 と 人 と の 絆 を 思い 起こ させ る も の だ 


トー 
り 戻 すこ と が で きた 。 


それ こそ は サイ コフレ ー ム を 通し て 解放 され た マリ ー ダ の 腺 
いで あり 、 この 願い に 触れ た 者 た ち は 一 瞬 、 戦 い を 忘れ る 

ほど だ っ た 。 さら に マリ ー ダ の 想い は リ デ ィ が 囚われ て いた 
憎悪 を 浄化 。 自ら が 引き 起こ し た 悲劇 を 悔い つつ 、 リ ディ は 
「 箱 | の 真実 に 向き 合う た め に (メガ ラニ カ ) へ と 急ぐ 。 

マリ ー ダ の 幻影 は か つて 彼 
女 が 親しく し て いた 人 た ち 
の 下 に も 現れ て お り 、 令 ら 


は マリ ー ダ が 逝っ て し まっ た 
こと を 悟っ た と いう 。 


きら に マリ ー ダ の 死 は パナ 
ジ の 感情 を 潤し く 手 さ 
これ が 契機 と な っ て ユ - 
ン ガ ンダ ム の サイ コフレ ー ム 
が オー パー ロー ド を 来 すこ と 
に な っ た 。 


ラプ ラス の 箱 の 所 在 が 判明 。 


ネエ ル ・ ア ー ガ マ と レ ウ ル ー ラ 、 バイ ン 
ダス トリ アル 7)〉 に 移動 。 


(イン ダス トリ アル 7 周辺 で 戦闘 発生 。 
バナ ー ジ 、 リ ディ と 交戦 。 

マリ ー ダ 、 パナ ー ジ を 底 っ て リ デ ィ と 
交戦 。 

バナ ー ジ 、 アン ジェ ロ と 交戦 。 


| リ デ ィ 、 クシ ャ トリ ヤ ・ 
| 撃破 。 


リペア ー ド を 


サイ コフレ ー ム を 介し て 、 戦 場 に マ 
リー ダ の 想い が 拡散 する 。 


パナ ー ジ 、 ア ンジ ェ ロ を 下 し 、 (メガ ラ 
ニカ に 潜入 。 


リ デ ィ 、 憎 悪 の 呪縛 か ら 解き 放 た れる 。 


の 連邦 軍 基 地 シ ャ 
いた 。 AE 社 を 邊 耳 


| 後生 戦士 ガン ダム UC 


[UG.TIMELINE 


人 の 可能 性 の 果て に 


LMW] 04 ser 12 


| バナ ー ジ と ミ ネバ 、 (メガ が 


= か に 潜入 する 


(メガ ラー ニカ) に 到着 し た バナ ー ジ と ミネ バ は ビス ト 財 団 の 
館 を 訪れ 、 財 団 宗 主 サ イア ム ・ ビ スト と 「 ラ ブラ ス の 箱 ] と の 
対面 を 果たす こと に な っ た 。 サイ アム が 保管 し て いた 「『 箱 」 
の 正体 は 、96 年 前 に 失わ れ た と され る オリ ジ ナ ル の 宇宙 


つい に 「 ラ プラ ス の 箱 」 の 正体 に 反り 合っ た パナ ー ジ と ミネ バ 。 そこ に は 初代 
人 代表 の 著名 と 共に 、 真 の 抽選 紀章 の 文言 が 刻ま れ て いた 。 


世紀 志 章 だ っ た 。 そこ に は 現在 の 宇宙 世紀 寧 章 に は な い 
一 文 が 存在 し て いた 。 「 宇 宙 に 進出 し た 人 類 に 新た な 進 
化 を 果たし た 者 が 現れ る な ら ば 、 その 者 を 積極 的 に 政府 へ 
参画 させ る 」 と の 文言 に パナ ー ジ は 驚き を 隠せ な か っ た 。 


この 文言 を 進 っ て 多く 
の 血 が 流さ れ 、 こ れ か 
らち も 箇 が 流れ る か も し 
= が では 
う 告げ る と 、 

た い の か 


| 同 バナ ー ジ 、 フロ ンタ ル と 対 時 


サイ アム に よれ ば 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム と は 真 
タイ プ を 選別 する 道具 で あり 、 選 ば れ た バナー ジ と ミネ バ 
に 「 箱 を 託す と いう 。 人間 の 善意 を 信じ る ふた り は 「 箱 」 
の 公開 を 決意 。 サイ アム も ふた り の 決断 に 同意 する 。 だ 


が その 場 に フル フロ ンタ ル が 乱入 し た こと で 状況 は 一 変 。 
「 箱 」 を 己 の 思惑 (サイ ド 共 栄 園 を 確立 させ 、 ア ー ス ノイ ド 
と スペ ー ス ノイ ド の 対立 を 持続 させ る こと ) に 利用 し よう と 
する フロ ンタ ル に 、 パナ ー ジ は 戦い を 挑む 。 


サイ アム の 会 話 に 割り 込み 、「 逢 』 の 引き 渡し を 要求 する フロ ン 
パナ ー ジ は その 申し 出 を 拒 引 し 、『 箱 」 の 公開 を 選ん だ 。 


宏 カ で 「 着 ] を 手中 に 


を サイ アム の 下 に 預け 
る と 自分 は ユニ コー ン 
| ガン ダム で 最後 の 決戦 
| に 高かっ た 。 


財 バナー ジ S フロ ンタ ル を 制す る 


パナ ー ジ と フロ ンタ ル の 決 寺 は 和 烈 を 極め 、 ふた り の 感 
情 の 高まり に 応じ て ユニ コー ン ガン ダム と ネオ ・ ジ オォ ング の 
サイ コフレ ー ム が 共振 。 つい に ふた り の 精神 は 時 の く び き 
か ら 放 た れ 、 宇 宙 世 紀 の 歴史 を 追 体験 し 、 最終 的 に 宇宙 


の 終 施 を 垣間見 る こと と な っ た 。 そこ は 一 切 が 存在 を や め 
た 絶対 的 無 の 世界 で あり 、 フ ロン タル の 抱く 虚無 感 は 宇 
二 の 未来 の 姿 を 知っ た た め だ っ た 。 いか に 抗 お うと も すべ 
て は 無駄 に 終わ る 、 それ が 宇宙 の 真実 だ と いう の だ 。 


7 \ 


ロン タリ した の に 記し か け 5/ サ ナー 人 
を 信じ る 心 は 失わ れ て お ら ず 、 そ の 信念 が 温か な 波動 と な っ て 溢れ 出す 。 


バナ ed 


と PX 】 ジ は 元 の 世界 に 帰 財 
の ー し て いる 。 


四 ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 コロ ニー レー ザー を 受け 止め る 


人 間 の 可能 性 を 信じ る パナ ー ジ の 想い が フロ ンタ ル の 
絶望 感 を 押し や り 、 そ の 意思 に 応え た ユニ コー ン ガ ンダ ム 
が ネオ ・ ジ オン グ を 無力 化 。 長き に 渡る 戦い は 終結 し た か 
に 思わ れ た 。 だ が その 時 、 連邦 軍 が コロ ニー レー ザー を 発 
フロ ンタ ル と いう 脅威 は 去っ 
た が 、 シ ャ イア ン か ら の 発 
生 指 信愛 けた コロ ニー 
レー ザー が (メガ ラニ カ ) に 
向け て 放 た れ て し まっ た 。 


新た な 費 感 の 接近 を 感知 し 
が パナ リ デ ィ の 協力 
を 坦 た こと も あり (メガ ラニ カ ) | 
と ど 「 親 ] を 守り 兵 こ うと する 。 


射 。 直径 数 Km も の レー ザー が (メガ ラニ カ ) と 「 箱 を 焼き 尽 
くそ うと 迫っ て きた 。 この 危機 に 隊 し て リ デ ィ と パナ ー ジ は 、 
2 機 の ガン ダム で サイ コ ・ フ ィ ー ル ド を 展開 。 自ら の 危険 を 
願 みず 、 コロ ニー レー ザー の 直撃 を 受け 止め て みせ た 。 


を 展開 。 迫り 来る ビー ム の 
直撃 に 備え た 。 


パナ ー ジ に ミネ バ 、〈* ガ ラニ カ ) に 潜入 。 
パナ ー ジ 、 サ イア ム と 対 央 。 「 ラ プラ 
ス の 箱 』 の 真相 を 知る 。 

パナ ー ジ と ミネ バ 、 サイ アム か ら 「 釘 」 
を 託さ れる 。 


フロ ンタ ル 、 パ ナー ジ と サイ アム の 間 
に 乱入 。 


フロ ンタ ル 、 ガエル ・ チ ャ ン を 撃退 。 


パナ ー ジ 、 フロ ンタ ル と 交戦 。 


パナ ー ジ と フロ ンタ ル の 戦闘 が 激化 。 


フロ ンタ ル 、 パ ナー ジ に 宇宙 の 終 若 
の 姿 を 垣間見 せる 。 


パナ ー ジ 、 フロ ンタ ル に 抗う 。 

フロ ンタ ル の 精神 、 ユニ コー ン ガ ンダ 
ム の 光 に よっ て 浄化 。 

連邦 軍 、 コロ ニー レー ザー を 使用 。 


バナ リ デ ィ 、 サ イコ ・ フ ィ ー ル ド 
を 展開 。 レー ザー を 受け 止め る 。 


ミネ バ 、「 箱 の 存在 と 真 の 宇宙 世紀 
窓 章 を 全 世界 に 公開 。 


連邦 軍 、 演 説 を 阻止 し よう と する が 、 
ユニ コー ン ガ ンダ ム に 排除 され る 。 


パナ ー: 


ミネ バ の 下 に 帰還 。 


ス の 箱 」 の 開放 


機動 戦士 ガン ダム 00 


AD TIMELINE 


「 世 界 の 歪み 」 と の 対 財 


本 04 sr 155 
「 世 界 の 歪み ] と の 対 時 


外 宇 宙 航 行 母艦 「 ノ レス タル ビー イン グ 」 と ヴェ ー ダ を 
巡る 戦闘 は 激化 の 一 途 を 辿り 、 そ の 中 で 幣 那 ・F・ セ イ 
エイ は 、 リ ボン ズ ・ ア ル マ ー ク と 対 財 す る 。 リボ ンズ の 
抱い た 野望 が 「 世 界 の 歪み 」 の 核 と 見 抜い た 痢 那 は 、 最 
終 決戦 を 挑ん だ の だ っ た 。 


EN 


巡 j 粒 ティ エリ ア 、 リボ ンズ と 対 時 。 


目 リボ ンズ 、 ティ エリ ア を 排除 する 


ティ エリ ア 、 リポ ンズ の 説得 に 失敗 。 


「 ソ レス タル ビー イン グ ] の 最深 部 に 位置 する ヴェ ー ダ の 
メイ ンタ ー ミ ナル に 到達 し た ティ エリ ア ・ アーデ は 、 ヴ ェ ー 
ダ の 主導 権 を 奪還 し よう と する 。 だ が そこ に リボ ンズ が 姿 
を 現し た 。 この 事態 に 際 レ し 、 自 分 た ち は 人 類 か ら イ ノ ベ イ 
ター の 出現 を 促進 させ る 存在 ・ イ ノ ベ イ ド に 過ぎ な いと 主 


張 する ティ エリ ア 。 だ が 人 類 の 従属 物 に 成り 下がる こと を 
由 と し な い リポ ンズ は 、 自 分 は イノ ベイ ター すら 越え る 存在 
に な っ た と 豪語 し 、 テ ィ エリ ア に 銃弾 を 浴び せ た 。 複数 の 
銃撃 に 晒さ れ た ティ エリ ア は 動き を 止め 、 ヴ ェ ー ダ の 審 思 
は 失敗 に 終わ っ た か に 見 えた の だ が ……。 


リボ ンズ 、 テ ィ エ リア に 銃弾 を 浴び せる 。 


戦況 が 


の 一 途 を 辿る 。 
プトレマイオス 2 に オー トマ トン が 潜入 。 
A 迎撃 に 向かっ た スメラギ 、 ピ リー と 中 
通す る 。 


半 那 、 ル イズ 


球 那 、 ガ デ ッ サ お よび ガラ ッ ソ と 交戦 。 


目 戦況 が 混 涼 の 一 途 を 辿る 


ダブ ルオ ー ラ イザ ー、 ト ラン ザム パース 
ト を 発動 。 


ティ エリ ア か ら の 吉報 が ある こと を 信じ て 戦闘 を 続行 す 
る ソレ スタ ルビ ー イ ング だ っ た が 、 イ ノ ベ イド 勢力 の 猛攻 
は 凄まじ く 、 次 第 に 劣勢 に 追い 込ま れ て し まう 。 プ ト レ マ イ 
オス 2 の 防衛 を 担当 し て いた アリ オス ガン ダム と GN ア ー 
チャ ー は ガ ガ の 体 当たり を 受け て 中 破 。 同じ く プ トレ マイ オ 


仕掛 ける ガ ガ の 征 攻 に よっ て GN 
た 0 ガン ダム も 和子 切れ で 機能 停止 し て し まっ た 。 


砲台 代わ り と な っ 


ス 2 を 防衛 し て いた 0 ガン ダム も 、GN 粒 子 切れ で 行動 不 戦場 に 剰 那 の 思念 が 拡散 する 。 


能 に 陥っ て し まう 。 こう し て 無防備 と な っ た プトレマイオス 2 
の 艦内 に は オー トマ トン が 保 入 し 、 艦内 か ら の 破 壇 活動 を 
開始 。 事態 を 重く 見 た 艦長 の スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ は 自ら 
銃 を 手 に 取っ て 防衛 戦 に 参加 する 。 


オー トマ トン の 迎撃 に 
向かっ た スメラギ は 、 ビ 
リー・ カ タ ギ リ と 
アロ ウズ の 一 員 で ある 
ビリ ー は ン ソレ スタ ルビ 
イン グ を 舞 減 する 
2 スメラギ に 銃 を 向け た 
= の だ っ な 


NF( 


GN 粒 子 に よる 奇跡 


利 那 、 ト ラン ザム バー スト を 発動 


バー スト の 影響 下 に 


戦い の 最 中 、 回 収 し を ルイ ス ・ ハ レヴ ィ を 沙 半 . タ ロス ロー 
ド に 託し た 刺 那 は 、 ガ デ ッ サ と ガラ ッ ゾ の 連携 攻撃 に 晒さ 
れ て し まう 。 トラ ン ザム を 例 動 し て の 変幻 自在 な 同時 攻撃 
に 、 さ す が の 鹿 那 も 追い 込ま れ て し まう 。 だ が 徳 と ダブ ル 


シス テム の 発動 に よ 

プル オー ライ ザー を 中 

する 正 域 に GN 邊 子 が 放 た 
念 が 伝達 され 
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ドラ イヴ の 能力 を 開放 させ る 「 ト ラン ザム パー スト 」 で ある 。 
し か も トラ ン ザ ム バ パ バー スト に よっ て 放出 され た 大 量 の GN 粒 
子 は 刺 那 の 思念 を 戦場 に 拡散 。 戦場 に 集う 兵士 た ちの 

に 直接 、 訴 え か ける こと に 成功 し た 。 そし て これ が 契機 と 


機動 戦士 ガン ダム OO ー 


昌 目 ティ エリ ア 、 ヴェ ー ダ を 堂 所 


トラ ン ザ ム パ ー ス ト に よっ て 放 た れ た 大 量 の GN 粒 子 は 
ヴェ ー ダ と リボ ンズ の リン ク を 遮断 。 この 一 周 の 隙 を 見 逃 
さなか っ た の が 、 絶 命 し た と 思わ れ た ティ エリ ア だ っ た 。 最 
後 の 力 を 振り 絞っ て 脳 量子 波 で セラ フィ ム ガ ン ダム と リン 


ク し た ティ エリ ア は 、 トラ イア ル シ ス テム を 発動 させ て ヴェ ー 
ダ と リン ク し て いた すべ て の 機体 を 機能 停止 に 追い 込む 。 
さら に 自分 の 意識 を ヴェ ー ダ に 転送 する と 、 リ ポン ズ か ら 
ヴェ ー ダ の 主導 権 を 栓 い 返 し た の だ っ た 。 


『 「 | 
ヴェ ー ダ の 主 江 権 が 自分 の 手 か ら 才 
異変 を 起こ し た の が ティ エリ ア で ある と 所 


上 戦況 に 変化 が 生じ る 


その 拓 に も ティ エリ ア は 
セラ フィ ム ガ ン ダム の ト 
ライ アル シス テム を 起 
4 動 。 これ に よっ て すべ 

\ て の ガ ガ が 機能 像 上 
に ous。 


ヴェ ー ダ の 主導 権 が ノ ソレスタル ビー イン グ 側 に 移行 し た 
こと で 、 戦 況 は に わか に 変動 する こと に アル ケー 
ガン ダム と の 戦闘 で それ まで 劣勢 を 強い られ て いた ロッ ク 
オン ・ ス トラ トス だ が 、 相 手 の 動き が 止ま っ た こと で 反撃 を 


ル の 人 で ある アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ 
一 方 、 ヴ ェ ー ダ の メイ ンタ ー: 


肉体 を 捨て 、 ヴェ ー ダ と 完全 ! 


[= 
戦い が も た ら す 破 劇 を 嫌う ロッ クオ ン だ っ た が 
許す こと が で きず 、 自 分 の 手 で 引導 を 渡し て いる 。 


本 利 碑 、 リ ボン ズ と 交戦 


/ EE ナル e ィ 

エリ ア の 忠 体 を 

4 
ダ 


ティ エリ ア か ら も た ら さ れ た 「 イ オリ ア 計 画 ] の 全貌 に 圧 
倒さ れる 章 那 の 前 に 、 見 慣れ な い 機 体 が 出現 し た 。 リポ ボン 
ズ が 開発 し た 太陽 炉 搭載 型 MS、 リボ ー ン ズ ガ ンダ ム で あ 
る 。 人 々 と の 共感 を 拒絶 し て 、 な お も 人 類 を 自ら の 都合 の 

ガン ダム 形態 と キャ ノン 形態 
E 形 し て 攻撃 を 仕掛 ける 


ズ ガ ンダ ム の 前 に 
圭 戦 を 列 いら れる 。 


いい 方 向 へ 導 こ うと する リボ ンズ の 次 に 「 世 界 の 歪み 」 を 
見 て 取っ た 幣 那 は 戦闘 を 開始 。 ガ デ ッ サ と ガラ ッ ゾ の 乱入 
が あっ た も の の 、 仲間 の 支援 を 受け た 革 那 は 機体 が 行動 
不能 に な りな が ら も リボー ンズ ガン ダム を 中 破 さ せ た 。 


一 計 を 案じ た 弟子 は トラ ン ザ 


リボ ンズ 、 ヴェ ー ダ と の リン ク を 遮断 さ 
れる 。 


ティ エリ ア 、 セラ フィ ム ガ ン ダム の トラ [ 】 
イア ル シ ス テム を 作動 。 


ティ エリ ア 、 ヴェ ー ダ の 全 機 能 を 掌握 
する 。 


トラ イア ル シ ス テム の 発動 に よっ て 、 
ヴェ ー ダ と リン ク す る 人 機体 が 機能 
停止 。 


ロッ クオ ン 、 ア ルケ ー ガ ンダ ム を 撃 
破 。 サー シェ ス に 引導 を 渡す 。 


羊 那 、 ヴ ェ ー ダ の メイ ンタ ー ミ ナル に 到 
達 。 「 イ オリ ア 計画 ] の 全貌 を 知る 。 
リボ ンズ 、 リ ボー ンズ ガン ダム で 出現 。 
球 那 、 リボ ンズ と 交戦 。 

ダブ ルオ ー ラ イザ ー、 行 動 不能 に 陥り 
な が ら も リボ ー ン ズ ガ ンダ ム を 中 破 。 
リボ ンズ 、 O ガ ンダ ム に 乗り 換え る 。 


千 那 、 ガン ダム エク シア リペア HI に 乗 
り 換 える 。 


衝 那 、 リポ ンズ と 再び 交戦 。 【 


羊 那 、 リ ポンズ 


を 滅する 。 


MORE INFO! 
再生 する 世界 


な お も 戦い を や め よ うと し な い リ ボン ズ は 、 ダ ブル オー ラテ だ っ た 。 こう し て 新しい 機体 に 移っ た ふた り は 戦い を 続行 。 
イザ ー か ら 強 礁 し た GN ド ライ ヴ で 0 ガン ダム を 起動 。 科 那 激しい 格闘 戦 の 未 、 つ い に アリ ペア II の GN ソ ー ド 
が 0 ガン ダム の コク ビッ ト を 貫い そし て リボ ンズ の 死 を 


@ 創 通 ・ サ ン ラ イズ ・MBS 180-40 


